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〜
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タ
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3
方
面
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ぞ
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の
観
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地
に
赴
き
多
面
的
に
視
察
し
た
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今
号

で
は
共
有
し
つ
つ
、観
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が
ダ
イ
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ミ
ズ
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を
持
っ
て
展
開

し
て
い
く
方
向
に
つ
い
て
考
察
す
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。
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観
光
の
国
際
化
は
世
界
的
な
現
象
で
あ
り
、そ
れ
に
対
応
し
て
、我
が
国
の
観
光
研
究
の
国
際
化
も

必
要
と
考
え
る
。我
が
国
の
観
光
研
究
で
、強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
研
究
成
果
の
英
文
に
よ

る
公
表
に
あ
る
と
考
え
る
。こ
の
点
で
、我
が
国
の
観
光
研
究
は
、他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
べ
て
も
残

念
な
が
ら
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。研
究
成
果
を
国
際
的
に
シ
ェ
ア
す
る
こ
と

が
、今
我
が
国
の
研
究
者
に
何
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、我
が
国
の
研
究
成
果
の
レ
ベ
ル
が
決
し
て
低
い
わ
け
で
は
な
く
、研
究
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
問
題
と
考
え
る
。長
年
の
こ
う
し
た
慣
行
を
変
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、筆
者
の
さ

さ
や
か
な
経
験
を
披
露
し
て
、特
に
若
い
世
代
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
と
考
え
る
。

　
ま
ず
は
、英
文
で
書
い
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。苦
労
し
て
ま
と
め
た
成
果
を
海
外
へ
公
表
す
る
こ
と

で
、よ
り
広
く
、は
る
か
に
多
く
の
研
究
者
に
知
っ
て
も
ら
い
引
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。最

初
は
時
間
が
か
か
る
も
の
の
、書
い
て
い
る
う
ち
に
上
達
す
る
の
で
、と
に
か
く
書
き
続
け
る
こ
と
が

大
事
で
、継
続
は
力
な
り
と
い
え
る
。次
に
、書
い
た
ら
、国
際
学
会
で
発
表
す
る
こ
と
で
あ
る
。最
初
か

ら
大
き
な
学
会
で
な
く
、ア
ジ
ア
地
域
な
ど
の
小
さ
な
学
会
の
発
表
か
ら
始
め
て
も
良
い
。

　
国
際
学
会
で
発
表
す
る
こ
と
で
、海
外
研
究
者
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、有
益

な
機
会
と
な
る
。さ
ら
に
、海
外
の
研
究
者
と
の
知
己
を
得
る
こ
と
で
、共
同
研
究
に
つ
な
が
る
機
会

を
得
る
こ
と
も
で
き
る
。筆
者
の
場
合
、最
初
に
参
加
し
た
欧
州
の
学
会
で
イ
タ
リ
ア
の
研
究
者
と
知

己
を
得
て
、イ
タ
リ
ア
・
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
共
同
研
究
を
開
始
し
、
現
在
ま
で
30
年
間
も
継
続
す

る
契
機
と
な
っ
た
。海
外
誌
に
掲
載
の
共
著
論
文
も
、し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
海
外
誌
へ
の
投
稿
で
は
、い
き
な
り
採
択
率
数
％
の
ト
ッ
プ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
投
稿
し
て
挫
折
感
を

味
わ
う
よ
り
も
、受
理
さ
れ
や
す
い
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
選
ん
で
自
信
を
つ
け
る
こ
と
か
ら
始
め
る
方
が
、

現
実
的
な
選
択
肢
と
な
る
。筆
者
自
身
も
イ
ン
パ
ク
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
も
プ
レ
ダ
ト
リ
ー
で
も
な
い
、

マ
イ
ナ
ー
な
英
語
圏
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
初
め
て
の
英
文
論
文
を
投
稿
し
、掲
載
さ
れ
た
時
に
感
じ
た

喜
び
は
予
想
外
に
大
き
か
っ
た
。そ
の
論
文
は
、現
在
で
も
引
用
数
を
伸
ば
し
続
け
て
い
る
。海
外
誌

で
は
、リ
ジ
ェ
ク
ト
さ
れ
る
可
能
性
も
大
き
い
の
で
、よ
く
あ
る
こ
と
と
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、次

の
投
稿
先
を
あ
ら
か
じ
め
考
え
て
お
く
と
、そ
の
後
の
対
応
の
時
間
を
節
約
で
き
る
。

　
以
上
、筆
者
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、海
外
へ
の
研
究
発
信
と
交
流
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。若
い
研

究
者
の
み
な
さ
ん
に
海
外
で
の
成
果
発
表
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

巻頭言

大江靖雄
東京農業大学教授

（おおえ・やすお）神奈川県川崎市生まれ。北海道大学大学院環境科学
研究科修士課程修了。北海道主事、農林水産省北海道農業試験場(畑作
部)研究員、同中国農業試験場農村システム研究室長、千葉大学大学院
園芸学研究科教授を経て、現在、東京農業大学教授、博士（農学）、日本
観光学会会長、Tourism Economics編集委員。研究対象は、農村ツー

リズム、農業経営の交流型多角化。主な著作、Community-based Rural Tourism and 
Entrepreneurship: A Microeconomic Approach. Singapore: Springer Nature, 2020.
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ハワ
イ
│
パン
デ
ミック
を
経
て

オ
ース
ト
ラ
リ
ア・

ニュー
ジ
ー
ラン
ド
に
お
け
る

観
光
地マ
ネ
ジメン
ト

オ
ーバーツ
ー
リ
ズム
と
向
き
合
う

欧
州
都
市
の
観
光
地マ
ネ
ジメン
ト

〜
アムス
テル
ダム
と
ヴェネツィ
ア
〜

世界の観光ダイナミズム
2024

～ハワイ、オーストラリア・ニュージーランド、オランダ・イタリアの視察を通して～

機関誌

目次

第 号264

観光を学ぶということ 第23回

連載

町田怜子
キャサリーン・レニエ／マイケル・グロス／
ロン・ジマーマン 著 小学館 1994
川嶋 直（公益社団法人日本環境教育フォーラム主席研究員）

大江靖雄
（東京農業大学教授）

東京農業大学地域創成科学科
地域デザイン学研究室
人と自然が共生する豊かな暮らしをデザインする

  観光研究成果の
海外発信を促進するために

～体験的アドバイス～

【巻頭言】

特
集

暗
中
模
索
を
続
け
る
世
界
の
観
光
地

山
田
雄
一（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
理
事・観
光
研
究
部
長・旅
の
図
書
館
長
）

視
座

P

70
P

78

「
第
34
回 

旅
行
動
向
シン
ポ
ジ
ウム
」を
開
催

中
島 

泰（
J
T
B
F
）

「
日
韓
国
際
観
光
カンファレンス
2
0
2
4
」を
開
催

岩
野
温
子（
J
T
B
F
）

特
別
寄
稿

P

74

「
能
登
・輪
島
の
現
場
か
ら
」

〜「
輪
島
温
泉
八
汐
」谷
口
正
和
専
務
講
演
よ
り
〜

山
田
雄
一（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
理
事・観
光
研
究
部
長・旅
の
図
書
館
長
）

ゼミを通して見る大学の今 わたしの1冊 第34回
『インタープリテーション入門
～自然解説技術ハンドブック』

ハワ
イ
視
察
の
全
体
像
と
パン
デ
ミック
後
の
観
光
動
向・政
策
展
開

中
島 

泰（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
上
席
主
任
研
究
員
）

ハワ
イ
に
お
け
るマー
ケ
ティン
グ
戦
略
の
変
化
と
人
材
面
の
課
題

蛯
澤
俊
典（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
主
任
研
究
員
）

ハワ
イ
州
の
観
光
産
業
に
お
け
る
域
内
調
達
の
現
状
と
課
題

柿
島
あ
か
ね（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
上
席
主
任
研
究
員
）

ハワ
イ
の
宿
泊
業
が
抱
え
る
課
題
と
今
後
の
展
望

山
本
奏
音（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
研
究
員
）

1
│

1
1
│

2
1
│

3
1
│

4

アムス
テル
ダム・ヴェネツィ
ア
視
察
の
全
体
像
と
需
要
の
分
散

五
木
田
玲
子（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
上
席
主
任
研
究
員
）

オ
ーバーツ
ー
リ
ズム
政
策
の
流
れ
と
最
新
の
動
向

〜
アムス
テル
ダム
市
の「
バランスの
取
れ
た
観
光
条
例
」を
中
心
に
〜

後
藤
健
太
郎（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
主
任
研
究
員
）

シ
ティカ
ー
ド
をベースに
し
た
観
光
地マ
ネ
ジメン
ト
の
実
践

江
﨑
貴
昭（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員
）

都
市
近
郊
の
訪
問
先
と
し
て
の『
新
しいスタイ
ルの
国
立
公
園
』

那
須 

將（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員
）

3
│

1
3
│

2
3
│

3
3
│

4

オ
ース
ト
ラ
リ
ア 

観
光
統
計
に
関
す
る
最
新
の
取
り
組
み

川
村
竜
之
介（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
副
主
任
研
究
員
）

オ
ース
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
文
化
資
源
の
観
光
活
用
の
状
況

後
藤
伸
一（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
主
任
研
究
員
）

ク
ラ
イス
ト
チャ
ー
チ
に
お
け
る

日
本
人
観
光
市
場
の
変
遷
と
観
光
地
と
し
て
の
対
応

岩
野
温
子（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
研
究
員
）

オ
ース
ト
ラ
リ
ア・ニュー
ジ
ー
ラン
ド
視
察
の
全
体
像
と

震
災
か
ら
の
観
光
復
興
に
お
け
る
ガバナンスの
様
相

菅
野
正
洋（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
観
光
研
究
部
上
席
主
任
研
究
員
）

2
│

1
2
│

2
2
│

3
2
│

4
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1

ハ
ワ
イ
ー

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

経
て

8
月

入
国・
視
察
コ
ナ

コ
ナ（
ハ
ワ
イ
島
）

31
日
土

9
月

視
察
ハ
ワ
イ
火
山
国
立
公
園
／
ヒ
ロ

コ
ナ（
ハ
ワ
イ
島
）

1
日
日

9
月

ヒ
ア
リ
ン
グ
・
体
験
ホ
テ
ル
／
乗
船
体
験 

等

ホ
ノ
ル
ル（
オ
ア
フ
島
）

2
日
月

9
月

ヒ
ア
リ
ン
グ
ホ
テ
ル
／
H
T
A
／
ホ
ノ
ル
ル
市 

等

ホ
ノ
ル
ル（
オ
ア
フ
島
）

3
日（
火
）

9
月

ヒ
ア
リ
ン
グ
ホ
テ
ル
／
ハ
ワ
イ
大
学 

等

ホ
ノ
ル
ル（
オ
ア
フ
島
）

4
日
水

9
月

出
国
翌
6
日（
金
）帰
国

5
日
木

活
動
内
容

2024年
視察行程

宿
泊
地

1
ハ
ワ
イ
に
お
け
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
変
化
と
人
材
面
の
課
題

2
ハ
ワ
イ
州
の
観
光
産
業
に
お
け
る

域
内
調
達
の
現
状
と
課
題

3
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
業
が
抱
え
る

課
題
と
今
後
の
展
望

4
ハ
ワ
イ
視
察
の
全
体
像
と

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
動
向・政
策
展
開

‒❶ハワイ視察の全体像とパンデミック後の観光動向・政策展開1

4

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2
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ハワイ州産業経済開発観光局（DBEDT）ウェブサイト「Visitor Statistics」よりJTBF作成

は
、自
然
環
境
の
保
全
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

火
山
、
星
空
、
サ
ン
ゴ
礁
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
的
な
資
源
を
守
る
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
ま

た
、オ
ア
フ
島
と
マ
ウ
イ
島
で
は「
バ
イ
ロ
ー

カ
ル
」
や
「
地
元
で
買
い
物
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
支
援
を
図
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
の
違
い
も
分
か
る
。（
図
2
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
に
何
度
も
訪
れ
て
い
た

思
い
出
深
い
ハ
ワ
イ
。
久
し
ぶ
り
の
訪
問
に

胸
を
躍
ら
せ
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
の
機
内
で

旅
立
ち
の
気
分
を
味
わ
っ
て
い
た
。し
か
し
、

ハ
ワ
イ
島
・
コ
ナ
国
際
空
港
に
到
着
し
た
時

点
で
高
熱
に
襲
わ
れ
、
体
調
が
急
変
。
楽
し

み
に
し
て
い
た
滞
在
期
間
の
ほ
と
ん
ど
を
ホ

テ
ル
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
過
ご
す
こ
と
に
な

り
、
視
察
の
多
く
を
同
行
メ
ン
バ
ー
に
託
す

形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
滞
在

先
の
ホ
テ
ル
は
快
適
で
、
窓
か
ら
眺
め
る
青

い
海
と
広
が
る
空
が
心
を
癒
し
て
く
れ
た
。

地
元
の
フ
ル
ー
ツ
を
味
わ
い
、
ア
メ
リ
カ
ら

し
い
効
き
目
抜
群
の
風
邪
薬
に
頼
っ
た
こ
と

で
、
思
っ
た
よ
り
も
早
く
回
復
の
兆
し
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
そ
れ
以
上
に

心
強
か
っ
た
の
は
、
同
行
メ
ン
バ
ー
が
私
に

シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
管
理

や
、
地
元
経
済
支
援
の
た
め
の
「
地
元
で
買

い
物
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

環
境
保
護
と
経
済
支
援
を
両
立
さ
せ
て
い
る

点
が
特
徴
で
あ
る
。

⚫

カ
ウ
ア
イ
島

　
観
光
の
再
定
義
と
住
民
の
生
活
の
質
向
上

を
目
指
し
て
い
る
。
特
に
ハ
エ
ナ
州
立
公
園

で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
や
シ
ャ

ト
ル
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、
観
光
客
の
流
れ

を
管
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
文
化
の
振

興
と
環
境
保
全
を
目
的
と
し
た
啓
発
活
動

や
、
地
元
産
品
を
支
え
る
「
メ
イ
ド
イ
ン
カ

ウ
ア
イ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
交
通
渋
滞
緩
和
や
訪
問
者
教
育
の
強
化

を
通
じ
て
、
観
光
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て

い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

⚫

ま
と
め

　
こ
う
し
た
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
が
抱

え
る
課
題
や
資
源
の
特
性
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
島
に
お
い
て
も
持
続

可
能
性
を
重
視
し
て
い
る
点
で
は
一
致
し
て

い
る
。
一
方
、
オ
ア
フ
島
と
カ
ウ
ア
イ
島
が

訪
問
者
数
の
管
理
や
交
通
渋
滞
の
緩
和
な
ど

観
光
客
数
の
抑
制
と
管
理
に
特
に
重
点
を
置

い
て
い
る
こ
と
や
、
ハ
ワ
イ
島
と
マ
ウ
イ
島

代
わ
り
、
視
察
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
っ
か
り

と
こ
な
し
て
く
れ
た
こ
と
。
改
め
て
そ
の
協

力
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

　
ハ
ワ
イ
の
美
し
さ
と
、
仲
間
の
支
え
を
身

に
染
み
て
感
じ
た
今
回
の
滞
在
は
、
こ
れ
ま

で
と
は
異
な
る
意
味
で
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の

と
な
っ
た
。

荷
、
そ
の
他
の
観
光
関
連
問
題
の
解
決
策
を

見
出
す
も
の
で
、
特
に
自
然
・
文
化
資
産
の

保
全
な
ど
に
つ
い
て
の
関
係
者
の
意
見
を
反

映
し
、地
域
住
民
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
、

訪
問
者
の
体
験
を
改
善
す
る
た
め
に
必
要
な

分
野
の
構
築
や
実
行
可
能
な
解
決
策
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

よ
っ
て
ハ
ワ
イ
の
観
光
業
が
一
時
的
に
停
止

し
た
こ
と
で
、
過
去
の
観
光
の
影
響
を
見
直

す
時
間
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
観
光
客
の
激
減
に
よ
り
、
環
境
へ

の
負
荷
が
軽
減
さ
れ
、
地
元
住
民
は
静
か
な

日
常
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
一
方
で
、

観
光
業
に
依
存
し
て
い
た
経
済
は
大
打
撃
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
経
験
を
通
じ

て
、
観
光
の
再
開
後
に
持
続
可
能
性
を
重
視

し
た
観
光
モ
デ
ル
の
必
要
性
が
明
確
と
な

り
、
D
M
A
P
の
策
定
へ
と
繋
が
っ
た
。

⚫

ハ
ワ
イ
島
に
お
け
る
D
M
A
P

　
ハ
ワ
イ
島
に
お
け
る
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
と

D
M
A
P
の
関
係
性
は
、
前
者
が
観
光
業
の

発
展
や
持
続
可
能
性
を
目
指
し
た
中
長
期
的

な
視
点
で
の
包
括
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

あ
る
一
方
、
D
M
A
P 

は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後

に
急
激
に
顕
在
化
し
た
課
題
に
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
の
、
よ
り
短
期
的
で
具
体
的
な
行

動
計
画
と
し
て
整
理
さ
れ
る
。

　
ハ
ワ
イ
島
の
D
M
A
P
は
、
ハ
ワ
イ
島
観

光
戦
略
プ
ラ
ン2020

‐2025

に
お
け
る
ビ

ジ
ョ
ン
「O

la ka 'Ā
ina

、O
la ke K

ānaka

（
健
康
な
土
地
、
健
康
な
人
々
）」
を
踏
襲
し
、

自
然
環
境
、
文
化
、
地
域
社
会
の
調
和
を
重

視
し
、
観
光
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
未
来
を

築
く
こ
と
を
目
指
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

で
、
設
定
し
て
い
る
目
標
は
以
下
の
6
つ
で

あ
る
。

①
ハ
ワ
イ
島
の
住
民
の
生
活
の
質
を
向
上

さ
せ
る
。

②
ハ
ワ
イ
島
の
自
然
資
源
の
維
持
、
強
化
、

保
護
を
支
援
す
る
。

③
本
物
の
ハ
ワ
イ
文
化
が
永
続
し
、
住
民
や

観
光
客
が
体
験
す
る
も
の
、
資
料
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
に
お
い
て
正
確
に
紹
介
さ
れ

る
こ
と
を
確
保
す
る
。

④
ハ
ワ
イ
島
で
の
体
験
に
対
す
る
観
光
客
の

満
足
度
を
維
持
し
、
向
上
さ
せ
る
。

⑤
ハ
ワ
イ
島
の
観
光
産
業
に
よ
る
経
済
へ
の

貢
献
を
強
化
す
る
。

⑥
住
民
と
観
光
産
業
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
理
解
を
深
め
る
。

　
右
記
の
目
標
の
も
と
、
D
M
A
P
で
は
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
の
「
ポ
ノ

（
正
し
さ
、
調
和
）」
に
基
づ
く
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
制
定
を
は
じ
め
、
火
山
や
星
空
観
察
な

ど
の
観
光
資
源
に
対
す
る
訪
問
者
管
理
の
強

化
、
地
元
文
化
と
ハ
ワ
イ
語
の
継
承
を
支
援

す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
な

ど
、
様
々
な
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
設
定

し
て
い
る
。

　
D
M
A
P
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
観
光
停

止
期
間
に
お
い
て
、
関
係
者
お
よ
び
住
民
参

加
に
よ
る
徹
底
的
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
策

定
プ
ロ
セ
ス
を
採
用
し
た
点
が
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
型
の
戦
略
と
比
較
し
て
、
よ
り
地
域
（
島
）

の
特
性
お
よ
び
実
情
を
反
映
し
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
以
下
、
各
島
の
D
M
A
P
の
内
容
の
特
徴

に
つ
い
て
記
載
す
る
。

⚫

オ
ア
フ
島

　
観
光
地
の
持
続
可
能
性
の
向
上
と
観
光
客

数
の
抑
制
が
主
要
な
課
題
と
し
て
据
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
上
で
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

特
に
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
（
ハ
ナ
ウ
マ
湾
や
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
な
ど
）
に
対
し
て
事
前

予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、観
光
客
の
集
中
・

混
雑
を
管
理
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。ま
た
、

地
元
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
、「
バ
イ
ロ
ー

カ
ル
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
地
元
産
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
促
進
し
て
い
る
他
、
交
通
渋

滞
緩
和
策
と
し
て
公
共
交
通
の
利
用
を
推
進

し
、
訪
問
者
へ
の
教
育
を
通
じ
て
地
域
資
源

の
保
護
を
意
識
づ
け
る
取
り
組
み
な
ど
が
特

徴
と
な
っ
て
い
る
。

⚫

ハ
ワ
イ
島

　
自
然
資
源
と
文
化
的
資
産
の
保
護
を
主
要

な
目
標
と
し
て
い
る
。
特
に
火
山
や
星
空
観

察
な
ど
、
独
自
の
観
光
資
源
の
保
全
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
管
理
や

規
制
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
は
、
地
元
住
民
の
協
力
の
も
と

で
行
わ
れ
、
観
光
と
地
域
社
会
の
共
存
を
図

る
。
さ
ら
に
、
ハ
ワ
イ
文
化
を
継
承
す
る
た

め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ

ラ
ン
が
、
訪
問
者
と
住
民
の
双
方
に
向
け
て

実
施
さ
れ
て
い
る
。

⚫

マ
ウ
イ
島

　
観
光
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減
と
地
域
経

済
の
多
様
化
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
例
え

ば
、「
ロ
ー
ド
・
ト
ゥ
・
ハ
ナ
」
の
利
用
者

管
理
や
サ
ン
ゴ
礁
保
護
を
目
的
と
し
た
ミ
ネ

ラ
ル
サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
条
例
の
制
定
が
顕
著

な
施
策
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約

ハ
ワ
イ
を
航
空
便
で
訪
れ
た
旅
行
者
は

9
5
0
万
人
で
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
4
・
0
%

の
増
加
と
な
っ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
コ
ロ

ナ
前
の
ピ
ー
ク
に
は
届
か
な
い
状
態
に
あ
る
。

現
状
、
回
復
の
柱
は
国
内
観
光
客
と
な
っ
て

お
り
、
海
外
市
場
、
特
に
日
本
市
場
に
つ
い

て
は
2
0
2
3
年
実
績
が
2
0
1
9
年
の

37
・
4
％
に
留
ま
る
な
ど
、
回
復
の
遅
れ
が

顕
著
で
あ
る
。（
図
1
）

　
ハ
ワ
イ
州
全
体
の
観
光
政
策
の
方
向
性

は
、ハ
ワ
イ
州
観
光
局（
H
T
A
）に
よ
る「
戦

略
プ
ラ
ン（2

0
2
0
-2
0
2
5
 S
T
R
A
T
E
G
IC
 

P
L
A
N

）」で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
戦
略
プ

ラ
ン
は
2
0
2
0
年
1
月
に
発
表
さ
れ
た
も

の
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
る
以

前
に
策
定
さ
れ
た
も
の
の
、
現
在
の
中
長
期

的
な
視
点
か
ら
の
観
光
再
開
の
あ
り
方
の
検

討
や
再
定
義
に
お
い
て
重
要
な
指
針
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
ハ
ワ
イ
島
で
は
同
戦
略
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
て
、
地
域
固
有
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に

焦
点
を
当
て
た
個
別
計
画
と
し
て「
ハ
ワ
イ

島
観
光
戦
略
プ
ラ
ン2020-2025

（H
aw
ai‘ i 

Isla
n
d
 T
o
u
rism

 S
tra
te
g
ic P

la
n 

2020-2025

）」
を
定
め
て
い
る
。
島
別
の

計
画
は
他
の
島
で
も
同
様
に
定
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
個
別
の
背
景
や
要
因
を

受
け
て
ハ
ワ
イ
島
独
自
で
策
定
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

⚫

ハ
ワ
イ
島
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
の
内
容

　
ハ
ワ
イ
島
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
は
、
観
光
の
成

功
が
住
民
の
生
活
の
質
に
起
因
す
る
と
い
う

考
え
に
基
づ
き
、
ハ
ワ
イ
島
の
未
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を「O

la ka ’Ā
in
a

、O
la ke K

ān
aka

（
健
康
な
土
地
、
健
康
な
人
々
）」
と
し
て
設

定
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
デ
ー
タ
お
よ
び

地
域
住
民
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
元

に
、
以
下
4
つ
の
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

◯
責
任
あ
る
観
光
…
ハ
ワ
イ
島
の
持
続
可
能

な
観
光
産
業
を
支
援
し
、
自
然
や
文
化
資
源

の
保
護
と
住
民
の
質
の
高
い
生
活
の
促
進
を

目
指
す

◯
ポ
ノ
・
ベ
ー
ス
・
ビ
ジ
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
…
ハ
ワ
イ
の
土
地
と
文
化
を
大

切
に
し
、
本
物
の
ハ
ワ
イ
文
化
を
強
化
す
る

こ
と
で
、
ビ
ジ
タ
ー
に
対
し
て
必
要
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
確
立
し
、
場
所
感
覚

の
基
盤
を
守
る

◯
住
民
の
た
め
の
場
所
に
根
ざ
し
た
教
育
…

ハ
ワ
イ
島
独
自
の
地
域
主
導
型
と
組
織
主
導

型
の
教
育
機
会
を
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

支
援
し
、
地
元
の
労
働
力
を
育
成
・
教
育
す

る
取
り
組
み
を
奨
励
す
る

◯
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
…
住
民
の
た
め
の
交
通

整
備
や
地
域
資
産
の
形
成
、
住
宅
改
善
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
住
民
と
観
光
客
の
双
方
に

社
会
的
利
益
を
提
供
す
る

　
同
戦
略
プ
ラ
ン
は
、
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
5
年
ま
で
が
計
画
期
間
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
計
画
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
は

2
0
1
9
年
に
始
ま
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

前
に
ベ
ー
ス
と
な
る
デ
ー
タ
収
集
や
地
域

住
民
か
ら
の
意
見
収
集
は
行
わ
れ
て
い
た

も
の
の
、
完
成
前
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発

生
し
た
た
め
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
観
光

業
の
変
化
や
課
題
を
反
映
す
る
形
で
、
よ

り
持
続
可
能
な
観
光
を
目
指
す
と
い
っ
た

内
容
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⚫

各
島
に
お
け
る
D
M
A
P
の
策
定

　
一
方
、
H
T
A
で
は
カ
ウ
ア
イ
郡
、
マ
ウ

イ
郡
（
マ
ウ
イ
島
、
モ
ロ
カ
イ
島
、
ラ
ナ
イ

島
）、
ホ
ノ
ル
ル
郡
、
ハ
ワ
イ
郡
、
各
島
の

観
光
局
と
協
力
し
、
2
0
2
1
年
か
ら

2
0
2
3
年
ま
で
の
3
年
間
で
観
光
産
業
の

安
定
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
の
回
復
、
各
島

が
希
望
す
る
観
光
産
業
へ
の
再
構
築
の
た
め

の
地
域
密
着
型
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

（
D
M
A
P
）
を
作
成
し
た
。

　
D
M
A
P
は
各
島
の
運
営
委
員
会
の
指
揮

の
も
と
、
地
域
社
会
、
観
光
産
業
、
そ
の
他

の
企
業
団
体
の
参
加
に
よ
っ
て
、
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム（
責
任
あ
る
観
光
）と
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
光
地
、
交
通
負

　
2
0
2
3
年
度
よ
り
開
始
し
た
研
究
員
に

よ
る
海
外
3
地
域
へ
の
視
察
活
動
。
2
0
2
4

年
度
は
、
2
0
2
3
年
度
に
続
き
2
年
連
続

で
ハ
ワ
イ
を
訪
問
し
た
。
2
0
2
3
年
度
の

視
察
で
は
、
各
研
究
員
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以

降
の
「
日
本
人
旅
行
者
の
動
向
」、
政
策
面
で

の
「
マ
ラ
マ
ハ
ワ
イ
成
立
の
背
景
と
効
果
」、

そ
し
て
近
年
注
目
さ
れ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
関
連
し
た
「
利
用
者
管
理
へ
の
取
り

組
み
と
動
向
」
や
「
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の

取
り
組
み
」
に
焦
点
を
当
て
、
関
係
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
2
0
2
4
年
度
は
新
た
な
メ
ン

バ
ー
構
成
の
も
と
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
の
変
化
と
人
材
面
の
課
題
」、「
域
内
調
達

の
現
状
と
課
題
」、「
宿
泊
業
が
抱
え
る
課
題

と
今
後
の
展
望
」
に
テ
ー
マ
を
設
定
。
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
（
H
T
A
）、
ホ
ノ
ル
ル
市
、

そ
し
て
5
つ
の
ホ
テ
ル
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
通
じ
て
、
多
角
的
な
視
点
で
情
報
を

収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
地
訪
問
先
の

多
大
な
協
力
の
お
か
げ
で
、
2
0
2
3
年
度

と
は
異
な
る
切
り
口
で
ハ
ワ
イ
に
関
す
る
多

く
の
知
見
を
得
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
こ
の
10
年
間
で
ハ
ワ
イ
観
光
は
、
成
長
と

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
大
き
な
落
ち
込
み
、

そ
し
て
回
復
と
い
う
大
き
な
変
動
を
経
験
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。新
型
コ
ロ
ナ
前
、2
0
1
4

年
の
ハ
ワ
イ
へ
の
訪
問
者
数
は
8
2
0
万
人

で
あ
り
、
そ
の
数
は
2
0
1
9
年
の
ピ
ー
ク

時
に
は
1
0
2
4
万
人
に
ま
で
達
し
て
い

た
。
こ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
の
国
内

観
光
客
の
増
加
が
全
体
の
伸
び
を
牽
引
し
て

お
り
、
国
際
線
利
用
者
も
日
本
や
カ
ナ
ダ
、

オ
セ
ア
ニ
ア
市
場
に
お
い
て
堅
調
な
成
長
が

見
ら
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
0
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て

訪
問
者
数
は
急
激
に
減
少
。
渡
航
制
限
や
国

際
線
の
運
航
停
止
が
影
響
し
、
訪
問
者
数
は

2
6
8
万
人
と
前
年
の
約
4
分
の
1
に
ま
で

激
減
し
た
。
こ
の
時
期
は
ハ
ワ
イ
観
光
業
に

と
っ
て
未
曽
有
の
危
機
で
あ
り
、
特
に
国
際

観
光
市
場
の
縮
小
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
2
0
2
1
年
以
降
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
影
響
が
徐
々
に
和
ら
ぎ
、
訪
問
者
数
は

回
復
傾
向
に
入
る
。
そ
し
て
2
0
2
3
年
に

ハワ
イ
視
察
の
全
体
像
と

パン
デ
ミッ
ク
後
の

観
光
動
向
・
政
策
展
開

1
1

観
光
研
究
部 

上
席
主
任
研
究
員

中
島 

泰

1
．ハ
ワ
イ
視
察
の
概
要

2
．パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
後
の

観
光
動
向

図 1 主要マーケット別訪問者数の推移
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は
、自
然
環
境
の
保
全
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

火
山
、
星
空
、
サ
ン
ゴ
礁
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
的
な
資
源
を
守
る
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
ま

た
、オ
ア
フ
島
と
マ
ウ
イ
島
で
は「
バ
イ
ロ
ー

カ
ル
」
や
「
地
元
で
買
い
物
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
支
援
を
図
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
の
違
い
も
分
か
る
。（
図
2
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
に
何
度
も
訪
れ
て
い
た

思
い
出
深
い
ハ
ワ
イ
。
久
し
ぶ
り
の
訪
問
に

胸
を
躍
ら
せ
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
の
機
内
で

旅
立
ち
の
気
分
を
味
わ
っ
て
い
た
。し
か
し
、

ハ
ワ
イ
島
・
コ
ナ
国
際
空
港
に
到
着
し
た
時

点
で
高
熱
に
襲
わ
れ
、
体
調
が
急
変
。
楽
し

み
に
し
て
い
た
滞
在
期
間
の
ほ
と
ん
ど
を
ホ

テ
ル
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
過
ご
す
こ
と
に
な

り
、
視
察
の
多
く
を
同
行
メ
ン
バ
ー
に
託
す

形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
滞
在

先
の
ホ
テ
ル
は
快
適
で
、
窓
か
ら
眺
め
る
青

い
海
と
広
が
る
空
が
心
を
癒
し
て
く
れ
た
。

地
元
の
フ
ル
ー
ツ
を
味
わ
い
、
ア
メ
リ
カ
ら

し
い
効
き
目
抜
群
の
風
邪
薬
に
頼
っ
た
こ
と

で
、
思
っ
た
よ
り
も
早
く
回
復
の
兆
し
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
そ
れ
以
上
に

心
強
か
っ
た
の
は
、
同
行
メ
ン
バ
ー
が
私
に

シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
管
理

や
、
地
元
経
済
支
援
の
た
め
の
「
地
元
で
買

い
物
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

環
境
保
護
と
経
済
支
援
を
両
立
さ
せ
て
い
る

点
が
特
徴
で
あ
る
。

⚫

カ
ウ
ア
イ
島

　
観
光
の
再
定
義
と
住
民
の
生
活
の
質
向
上

を
目
指
し
て
い
る
。
特
に
ハ
エ
ナ
州
立
公
園

で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
や
シ
ャ

ト
ル
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、
観
光
客
の
流
れ

を
管
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
文
化
の
振

興
と
環
境
保
全
を
目
的
と
し
た
啓
発
活
動

や
、
地
元
産
品
を
支
え
る
「
メ
イ
ド
イ
ン
カ

ウ
ア
イ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
交
通
渋
滞
緩
和
や
訪
問
者
教
育
の
強
化

を
通
じ
て
、
観
光
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て

い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

⚫

ま
と
め

　
こ
う
し
た
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
が
抱

え
る
課
題
や
資
源
の
特
性
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
島
に
お
い
て
も
持
続

可
能
性
を
重
視
し
て
い
る
点
で
は
一
致
し
て

い
る
。
一
方
、
オ
ア
フ
島
と
カ
ウ
ア
イ
島
が

訪
問
者
数
の
管
理
や
交
通
渋
滞
の
緩
和
な
ど

観
光
客
数
の
抑
制
と
管
理
に
特
に
重
点
を
置

い
て
い
る
こ
と
や
、
ハ
ワ
イ
島
と
マ
ウ
イ
島

代
わ
り
、
視
察
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
っ
か
り

と
こ
な
し
て
く
れ
た
こ
と
。
改
め
て
そ
の
協

力
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

　
ハ
ワ
イ
の
美
し
さ
と
、
仲
間
の
支
え
を
身

に
染
み
て
感
じ
た
今
回
の
滞
在
は
、
こ
れ
ま

で
と
は
異
な
る
意
味
で
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の

と
な
っ
た
。

荷
、
そ
の
他
の
観
光
関
連
問
題
の
解
決
策
を

見
出
す
も
の
で
、
特
に
自
然
・
文
化
資
産
の

保
全
な
ど
に
つ
い
て
の
関
係
者
の
意
見
を
反

映
し
、地
域
住
民
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
、

訪
問
者
の
体
験
を
改
善
す
る
た
め
に
必
要
な

分
野
の
構
築
や
実
行
可
能
な
解
決
策
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

よ
っ
て
ハ
ワ
イ
の
観
光
業
が
一
時
的
に
停
止

し
た
こ
と
で
、
過
去
の
観
光
の
影
響
を
見
直

す
時
間
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
観
光
客
の
激
減
に
よ
り
、
環
境
へ

の
負
荷
が
軽
減
さ
れ
、
地
元
住
民
は
静
か
な

日
常
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
一
方
で
、

観
光
業
に
依
存
し
て
い
た
経
済
は
大
打
撃
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
経
験
を
通
じ

て
、
観
光
の
再
開
後
に
持
続
可
能
性
を
重
視

し
た
観
光
モ
デ
ル
の
必
要
性
が
明
確
と
な

り
、
D
M
A
P
の
策
定
へ
と
繋
が
っ
た
。

⚫

ハ
ワ
イ
島
に
お
け
る
D
M
A
P

　
ハ
ワ
イ
島
に
お
け
る
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
と

D
M
A
P
の
関
係
性
は
、
前
者
が
観
光
業
の

発
展
や
持
続
可
能
性
を
目
指
し
た
中
長
期
的

な
視
点
で
の
包
括
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

あ
る
一
方
、
D
M
A
P 

は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後

に
急
激
に
顕
在
化
し
た
課
題
に
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
の
、
よ
り
短
期
的
で
具
体
的
な
行

動
計
画
と
し
て
整
理
さ
れ
る
。

　
ハ
ワ
イ
島
の
D
M
A
P
は
、
ハ
ワ
イ
島
観

光
戦
略
プ
ラ
ン2020

‐2025

に
お
け
る
ビ

ジ
ョ
ン
「O

la ka 'Ā
ina

、O
la ke K

ānaka

（
健
康
な
土
地
、
健
康
な
人
々
）」
を
踏
襲
し
、

自
然
環
境
、
文
化
、
地
域
社
会
の
調
和
を
重

視
し
、
観
光
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
未
来
を

築
く
こ
と
を
目
指
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

で
、
設
定
し
て
い
る
目
標
は
以
下
の
6
つ
で

あ
る
。

①
ハ
ワ
イ
島
の
住
民
の
生
活
の
質
を
向
上

さ
せ
る
。

②
ハ
ワ
イ
島
の
自
然
資
源
の
維
持
、
強
化
、

保
護
を
支
援
す
る
。

③
本
物
の
ハ
ワ
イ
文
化
が
永
続
し
、
住
民
や

観
光
客
が
体
験
す
る
も
の
、
資
料
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
に
お
い
て
正
確
に
紹
介
さ
れ

る
こ
と
を
確
保
す
る
。

④
ハ
ワ
イ
島
で
の
体
験
に
対
す
る
観
光
客
の

満
足
度
を
維
持
し
、
向
上
さ
せ
る
。

⑤
ハ
ワ
イ
島
の
観
光
産
業
に
よ
る
経
済
へ
の

貢
献
を
強
化
す
る
。

⑥
住
民
と
観
光
産
業
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
理
解
を
深
め
る
。

　
右
記
の
目
標
の
も
と
、
D
M
A
P
で
は
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
の
「
ポ
ノ

（
正
し
さ
、
調
和
）」
に
基
づ
く
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
制
定
を
は
じ
め
、
火
山
や
星
空
観
察
な

ど
の
観
光
資
源
に
対
す
る
訪
問
者
管
理
の
強

化
、
地
元
文
化
と
ハ
ワ
イ
語
の
継
承
を
支
援

す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
な

ど
、
様
々
な
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
設
定

し
て
い
る
。

　
D
M
A
P
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
観
光
停

止
期
間
に
お
い
て
、
関
係
者
お
よ
び
住
民
参

加
に
よ
る
徹
底
的
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
策

定
プ
ロ
セ
ス
を
採
用
し
た
点
が
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
型
の
戦
略
と
比
較
し
て
、
よ
り
地
域
（
島
）

の
特
性
お
よ
び
実
情
を
反
映
し
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
以
下
、
各
島
の
D
M
A
P
の
内
容
の
特
徴

に
つ
い
て
記
載
す
る
。

⚫

オ
ア
フ
島

　
観
光
地
の
持
続
可
能
性
の
向
上
と
観
光
客

数
の
抑
制
が
主
要
な
課
題
と
し
て
据
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
上
で
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

特
に
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
（
ハ
ナ
ウ
マ
湾
や
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
な
ど
）
に
対
し
て
事
前

予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、観
光
客
の
集
中
・

混
雑
を
管
理
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。ま
た
、

地
元
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
、「
バ
イ
ロ
ー

カ
ル
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
地
元
産
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
促
進
し
て
い
る
他
、
交
通
渋

滞
緩
和
策
と
し
て
公
共
交
通
の
利
用
を
推
進

し
、
訪
問
者
へ
の
教
育
を
通
じ
て
地
域
資
源

の
保
護
を
意
識
づ
け
る
取
り
組
み
な
ど
が
特

徴
と
な
っ
て
い
る
。

⚫

ハ
ワ
イ
島

　
自
然
資
源
と
文
化
的
資
産
の
保
護
を
主
要

な
目
標
と
し
て
い
る
。
特
に
火
山
や
星
空
観

察
な
ど
、
独
自
の
観
光
資
源
の
保
全
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
管
理
や

規
制
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
は
、
地
元
住
民
の
協
力
の
も
と

で
行
わ
れ
、
観
光
と
地
域
社
会
の
共
存
を
図

る
。
さ
ら
に
、
ハ
ワ
イ
文
化
を
継
承
す
る
た

め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ

ラ
ン
が
、
訪
問
者
と
住
民
の
双
方
に
向
け
て

実
施
さ
れ
て
い
る
。

⚫

マ
ウ
イ
島

　
観
光
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減
と
地
域
経

済
の
多
様
化
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
例
え

ば
、「
ロ
ー
ド
・
ト
ゥ
・
ハ
ナ
」
の
利
用
者

管
理
や
サ
ン
ゴ
礁
保
護
を
目
的
と
し
た
ミ
ネ

ラ
ル
サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
条
例
の
制
定
が
顕
著

な
施
策
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約

ハ
ワ
イ
を
航
空
便
で
訪
れ
た
旅
行
者
は

9
5
0
万
人
で
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
4
・
0
%

の
増
加
と
な
っ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
コ
ロ

ナ
前
の
ピ
ー
ク
に
は
届
か
な
い
状
態
に
あ
る
。

現
状
、
回
復
の
柱
は
国
内
観
光
客
と
な
っ
て

お
り
、
海
外
市
場
、
特
に
日
本
市
場
に
つ
い

て
は
2
0
2
3
年
実
績
が
2
0
1
9
年
の

37
・
4
％
に
留
ま
る
な
ど
、
回
復
の
遅
れ
が

顕
著
で
あ
る
。（
図
1
）

　
ハ
ワ
イ
州
全
体
の
観
光
政
策
の
方
向
性

は
、ハ
ワ
イ
州
観
光
局（
H
T
A
）に
よ
る「
戦

略
プ
ラ
ン（2

0
2
0
-2
0
2
5
 S
T
R
A
T
E
G
IC
 

P
L
A
N

）」で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
戦
略
プ

ラ
ン
は
2
0
2
0
年
1
月
に
発
表
さ
れ
た
も

の
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
る
以

前
に
策
定
さ
れ
た
も
の
の
、
現
在
の
中
長
期

的
な
視
点
か
ら
の
観
光
再
開
の
あ
り
方
の
検

討
や
再
定
義
に
お
い
て
重
要
な
指
針
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
ハ
ワ
イ
島
で
は
同
戦
略
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
て
、
地
域
固
有
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に

焦
点
を
当
て
た
個
別
計
画
と
し
て「
ハ
ワ
イ

島
観
光
戦
略
プ
ラ
ン2020-2025

（H
aw
ai‘ i 

Isla
n
d
 T
o
u
rism

 S
tra
te
g
ic P

la
n 

2020-2025

）」
を
定
め
て
い
る
。
島
別
の

計
画
は
他
の
島
で
も
同
様
に
定
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
個
別
の
背
景
や
要
因
を

受
け
て
ハ
ワ
イ
島
独
自
で
策
定
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

⚫

ハ
ワ
イ
島
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
の
内
容

　
ハ
ワ
イ
島
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
は
、
観
光
の
成

功
が
住
民
の
生
活
の
質
に
起
因
す
る
と
い
う

考
え
に
基
づ
き
、
ハ
ワ
イ
島
の
未
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を「O

la ka ‘
Ā
in
a

、O
la ke K

ān
aka

（
健
康
な
土
地
、
健
康
な
人
々
）」
と
し
て
設

定
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
デ
ー
タ
お
よ
び

地
域
住
民
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
元

に
、
以
下
4
つ
の
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

◯
責
任
あ
る
観
光
…
ハ
ワ
イ
島
の
持
続
可
能

な
観
光
産
業
を
支
援
し
、
自
然
や
文
化
資
源

の
保
護
と
住
民
の
質
の
高
い
生
活
の
促
進
を

目
指
す

◯
ポ
ノ
・
ベ
ー
ス
・
ビ
ジ
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
…
ハ
ワ
イ
の
土
地
と
文
化
を
大

切
に
し
、
本
物
の
ハ
ワ
イ
文
化
を
強
化
す
る

こ
と
で
、
ビ
ジ
タ
ー
に
対
し
て
必
要
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
確
立
し
、
場
所
感
覚

の
基
盤
を
守
る

◯
住
民
の
た
め
の
場
所
に
根
ざ
し
た
教
育
…

ハ
ワ
イ
島
独
自
の
地
域
主
導
型
と
組
織
主
導

型
の
教
育
機
会
を
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

支
援
し
、
地
元
の
労
働
力
を
育
成
・
教
育
す

る
取
り
組
み
を
奨
励
す
る

◯
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
…
住
民
の
た
め
の
交
通

整
備
や
地
域
資
産
の
形
成
、
住
宅
改
善
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
住
民
と
観
光
客
の
双
方
に

社
会
的
利
益
を
提
供
す
る

　
同
戦
略
プ
ラ
ン
は
、
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
5
年
ま
で
が
計
画
期
間
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
計
画
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
は

2
0
1
9
年
に
始
ま
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

前
に
ベ
ー
ス
と
な
る
デ
ー
タ
収
集
や
地
域

住
民
か
ら
の
意
見
収
集
は
行
わ
れ
て
い
た

も
の
の
、
完
成
前
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発

生
し
た
た
め
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
観
光

業
の
変
化
や
課
題
を
反
映
す
る
形
で
、
よ

り
持
続
可
能
な
観
光
を
目
指
す
と
い
っ
た

内
容
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⚫

各
島
に
お
け
る
D
M
A
P
の
策
定

　
一
方
、
H
T
A
で
は
カ
ウ
ア
イ
郡
、
マ
ウ

イ
郡
（
マ
ウ
イ
島
、
モ
ロ
カ
イ
島
、
ラ
ナ
イ

島
）、
ホ
ノ
ル
ル
郡
、
ハ
ワ
イ
郡
、
各
島
の

観
光
局
と
協
力
し
、
2
0
2
1
年
か
ら

2
0
2
3
年
ま
で
の
3
年
間
で
観
光
産
業
の

安
定
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
の
回
復
、
各
島

が
希
望
す
る
観
光
産
業
へ
の
再
構
築
の
た
め

の
地
域
密
着
型
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

（
D
M
A
P
）
を
作
成
し
た
。

　
D
M
A
P
は
各
島
の
運
営
委
員
会
の
指
揮

の
も
と
、
地
域
社
会
、
観
光
産
業
、
そ
の
他

の
企
業
団
体
の
参
加
に
よ
っ
て
、
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム（
責
任
あ
る
観
光
）と
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
光
地
、
交
通
負

　
2
0
2
3
年
度
よ
り
開
始
し
た
研
究
員
に

よ
る
海
外
3
地
域
へ
の
視
察
活
動
。
2
0
2
4

年
度
は
、
2
0
2
3
年
度
に
続
き
2
年
連
続

で
ハ
ワ
イ
を
訪
問
し
た
。
2
0
2
3
年
度
の

視
察
で
は
、
各
研
究
員
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以

降
の
「
日
本
人
旅
行
者
の
動
向
」、
政
策
面
で

の
「
マ
ラ
マ
ハ
ワ
イ
成
立
の
背
景
と
効
果
」、

そ
し
て
近
年
注
目
さ
れ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
関
連
し
た
「
利
用
者
管
理
へ
の
取
り

組
み
と
動
向
」
や
「
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の

取
り
組
み
」
に
焦
点
を
当
て
、
関
係
者
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
2
0
2
4
年
度
は
新
た
な
メ
ン

バ
ー
構
成
の
も
と
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
の
変
化
と
人
材
面
の
課
題
」、「
域
内
調
達

の
現
状
と
課
題
」、「
宿
泊
業
が
抱
え
る
課
題

と
今
後
の
展
望
」
に
テ
ー
マ
を
設
定
。
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
（
H
T
A
）、
ホ
ノ
ル
ル
市
、

そ
し
て
5
つ
の
ホ
テ
ル
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
通
じ
て
、
多
角
的
な
視
点
で
情
報
を

収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
地
訪
問
先
の

多
大
な
協
力
の
お
か
げ
で
、
2
0
2
3
年
度

と
は
異
な
る
切
り
口
で
ハ
ワ
イ
に
関
す
る
多

く
の
知
見
を
得
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
こ
の
10
年
間
で
ハ
ワ
イ
観
光
は
、
成
長
と

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
大
き
な
落
ち
込
み
、

そ
し
て
回
復
と
い
う
大
き
な
変
動
を
経
験
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。新
型
コ
ロ
ナ
前
、2
0
1
4

年
の
ハ
ワ
イ
へ
の
訪
問
者
数
は
8
2
0
万
人

で
あ
り
、
そ
の
数
は
2
0
1
9
年
の
ピ
ー
ク

時
に
は
1
0
2
4
万
人
に
ま
で
達
し
て
い

た
。
こ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
の
国
内

観
光
客
の
増
加
が
全
体
の
伸
び
を
牽
引
し
て

お
り
、
国
際
線
利
用
者
も
日
本
や
カ
ナ
ダ
、

オ
セ
ア
ニ
ア
市
場
に
お
い
て
堅
調
な
成
長
が

見
ら
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
0
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て

訪
問
者
数
は
急
激
に
減
少
。
渡
航
制
限
や
国

際
線
の
運
航
停
止
が
影
響
し
、
訪
問
者
数
は

2
6
8
万
人
と
前
年
の
約
4
分
の
1
に
ま
で

激
減
し
た
。
こ
の
時
期
は
ハ
ワ
イ
観
光
業
に

と
っ
て
未
曽
有
の
危
機
で
あ
り
、
特
に
国
際

観
光
市
場
の
縮
小
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
2
0
2
1
年
以
降
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
影
響
が
徐
々
に
和
ら
ぎ
、
訪
問
者
数
は

回
復
傾
向
に
入
る
。
そ
し
て
2
0
2
3
年
に

3
．D
M
A
P
の
策
定
―

ハ
ワ
イ
島
を
例
に

4
．島
別
の

D
M
A
P
の
特
徴

‒❶ハワイ視察の全体像とパンデミック後の観光動向・政策展開1

6

2
2
2
2
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2
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2
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2
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は
、自
然
環
境
の
保
全
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

火
山
、
星
空
、
サ
ン
ゴ
礁
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
的
な
資
源
を
守
る
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
ま

た
、オ
ア
フ
島
と
マ
ウ
イ
島
で
は「
バ
イ
ロ
ー

カ
ル
」
や
「
地
元
で
買
い
物
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
支
援
を
図
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
の
違
い
も
分
か
る
。（
図
2
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
に
何
度
も
訪
れ
て
い
た

思
い
出
深
い
ハ
ワ
イ
。
久
し
ぶ
り
の
訪
問
に

胸
を
躍
ら
せ
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
の
機
内
で

旅
立
ち
の
気
分
を
味
わ
っ
て
い
た
。し
か
し
、

ハ
ワ
イ
島
・
コ
ナ
国
際
空
港
に
到
着
し
た
時

点
で
高
熱
に
襲
わ
れ
、
体
調
が
急
変
。
楽
し

み
に
し
て
い
た
滞
在
期
間
の
ほ
と
ん
ど
を
ホ

テ
ル
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
過
ご
す
こ
と
に
な

り
、
視
察
の
多
く
を
同
行
メ
ン
バ
ー
に
託
す

形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
滞
在

先
の
ホ
テ
ル
は
快
適
で
、
窓
か
ら
眺
め
る
青

い
海
と
広
が
る
空
が
心
を
癒
し
て
く
れ
た
。

地
元
の
フ
ル
ー
ツ
を
味
わ
い
、
ア
メ
リ
カ
ら

し
い
効
き
目
抜
群
の
風
邪
薬
に
頼
っ
た
こ
と

で
、
思
っ
た
よ
り
も
早
く
回
復
の
兆
し
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
そ
れ
以
上
に

心
強
か
っ
た
の
は
、
同
行
メ
ン
バ
ー
が
私
に

シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
管
理

や
、
地
元
経
済
支
援
の
た
め
の
「
地
元
で
買

い
物
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

環
境
保
護
と
経
済
支
援
を
両
立
さ
せ
て
い
る

点
が
特
徴
で
あ
る
。

⚫

カ
ウ
ア
イ
島

　
観
光
の
再
定
義
と
住
民
の
生
活
の
質
向
上

を
目
指
し
て
い
る
。
特
に
ハ
エ
ナ
州
立
公
園

で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
や
シ
ャ

ト
ル
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、
観
光
客
の
流
れ

を
管
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
文
化
の
振

興
と
環
境
保
全
を
目
的
と
し
た
啓
発
活
動

や
、
地
元
産
品
を
支
え
る
「
メ
イ
ド
イ
ン
カ

ウ
ア
イ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
交
通
渋
滞
緩
和
や
訪
問
者
教
育
の
強
化

を
通
じ
て
、
観
光
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て

い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

⚫

ま
と
め

　
こ
う
し
た
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
が
抱

え
る
課
題
や
資
源
の
特
性
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
島
に
お
い
て
も
持
続

可
能
性
を
重
視
し
て
い
る
点
で
は
一
致
し
て

い
る
。
一
方
、
オ
ア
フ
島
と
カ
ウ
ア
イ
島
が

訪
問
者
数
の
管
理
や
交
通
渋
滞
の
緩
和
な
ど

観
光
客
数
の
抑
制
と
管
理
に
特
に
重
点
を
置

い
て
い
る
こ
と
や
、
ハ
ワ
イ
島
と
マ
ウ
イ
島

代
わ
り
、
視
察
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
っ
か
り

と
こ
な
し
て
く
れ
た
こ
と
。
改
め
て
そ
の
協

力
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

　
ハ
ワ
イ
の
美
し
さ
と
、
仲
間
の
支
え
を
身

に
染
み
て
感
じ
た
今
回
の
滞
在
は
、
こ
れ
ま

で
と
は
異
な
る
意
味
で
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の

と
な
っ
た
。

荷
、
そ
の
他
の
観
光
関
連
問
題
の
解
決
策
を

見
出
す
も
の
で
、
特
に
自
然
・
文
化
資
産
の

保
全
な
ど
に
つ
い
て
の
関
係
者
の
意
見
を
反

映
し
、地
域
住
民
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
、

訪
問
者
の
体
験
を
改
善
す
る
た
め
に
必
要
な

分
野
の
構
築
や
実
行
可
能
な
解
決
策
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

よ
っ
て
ハ
ワ
イ
の
観
光
業
が
一
時
的
に
停
止

し
た
こ
と
で
、
過
去
の
観
光
の
影
響
を
見
直

す
時
間
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
観
光
客
の
激
減
に
よ
り
、
環
境
へ

の
負
荷
が
軽
減
さ
れ
、
地
元
住
民
は
静
か
な

日
常
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
一
方
で
、

観
光
業
に
依
存
し
て
い
た
経
済
は
大
打
撃
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
経
験
を
通
じ

て
、
観
光
の
再
開
後
に
持
続
可
能
性
を
重
視

し
た
観
光
モ
デ
ル
の
必
要
性
が
明
確
と
な

り
、
D
M
A
P
の
策
定
へ
と
繋
が
っ
た
。

⚫

ハ
ワ
イ
島
に
お
け
る
D
M
A
P

　
ハ
ワ
イ
島
に
お
け
る
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
と

D
M
A
P
の
関
係
性
は
、
前
者
が
観
光
業
の

発
展
や
持
続
可
能
性
を
目
指
し
た
中
長
期
的

な
視
点
で
の
包
括
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

あ
る
一
方
、
D
M
A
P 

は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後

に
急
激
に
顕
在
化
し
た
課
題
に
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
の
、
よ
り
短
期
的
で
具
体
的
な
行

動
計
画
と
し
て
整
理
さ
れ
る
。

　
ハ
ワ
イ
島
の
D
M
A
P
は
、
ハ
ワ
イ
島
観

光
戦
略
プ
ラ
ン2020

‐2025

に
お
け
る
ビ

ジ
ョ
ン
「O

la ka 'Ā
ina

、O
la ke K

ānaka

（
健
康
な
土
地
、
健
康
な
人
々
）」
を
踏
襲
し
、

自
然
環
境
、
文
化
、
地
域
社
会
の
調
和
を
重

視
し
、
観
光
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
未
来
を

築
く
こ
と
を
目
指
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

で
、
設
定
し
て
い
る
目
標
は
以
下
の
6
つ
で

あ
る
。

①
ハ
ワ
イ
島
の
住
民
の
生
活
の
質
を
向
上

さ
せ
る
。

②
ハ
ワ
イ
島
の
自
然
資
源
の
維
持
、
強
化
、

保
護
を
支
援
す
る
。

③
本
物
の
ハ
ワ
イ
文
化
が
永
続
し
、
住
民
や

観
光
客
が
体
験
す
る
も
の
、
資
料
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
に
お
い
て
正
確
に
紹
介
さ
れ

る
こ
と
を
確
保
す
る
。

④
ハ
ワ
イ
島
で
の
体
験
に
対
す
る
観
光
客
の

満
足
度
を
維
持
し
、
向
上
さ
せ
る
。

⑤
ハ
ワ
イ
島
の
観
光
産
業
に
よ
る
経
済
へ
の

貢
献
を
強
化
す
る
。

⑥
住
民
と
観
光
産
業
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
理
解
を
深
め
る
。

　
右
記
の
目
標
の
も
と
、
D
M
A
P
で
は
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
の
「
ポ
ノ

（
正
し
さ
、
調
和
）」
に
基
づ
く
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
制
定
を
は
じ
め
、
火
山
や
星
空
観
察
な

ど
の
観
光
資
源
に
対
す
る
訪
問
者
管
理
の
強

化
、
地
元
文
化
と
ハ
ワ
イ
語
の
継
承
を
支
援

す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
な

ど
、
様
々
な
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
設
定

し
て
い
る
。

　
D
M
A
P
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
観
光
停

止
期
間
に
お
い
て
、
関
係
者
お
よ
び
住
民
参

加
に
よ
る
徹
底
的
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
策

定
プ
ロ
セ
ス
を
採
用
し
た
点
が
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
型
の
戦
略
と
比
較
し
て
、
よ
り
地
域
（
島
）

の
特
性
お
よ
び
実
情
を
反
映
し
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
以
下
、
各
島
の
D
M
A
P
の
内
容
の
特
徴

に
つ
い
て
記
載
す
る
。

⚫

オ
ア
フ
島

　
観
光
地
の
持
続
可
能
性
の
向
上
と
観
光
客

数
の
抑
制
が
主
要
な
課
題
と
し
て
据
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
上
で
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

特
に
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
（
ハ
ナ
ウ
マ
湾
や
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
な
ど
）
に
対
し
て
事
前

予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、観
光
客
の
集
中
・

混
雑
を
管
理
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。ま
た
、

地
元
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
、「
バ
イ
ロ
ー

カ
ル
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
地
元
産
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
促
進
し
て
い
る
他
、
交
通
渋

滞
緩
和
策
と
し
て
公
共
交
通
の
利
用
を
推
進

し
、
訪
問
者
へ
の
教
育
を
通
じ
て
地
域
資
源

の
保
護
を
意
識
づ
け
る
取
り
組
み
な
ど
が
特

徴
と
な
っ
て
い
る
。

⚫

ハ
ワ
イ
島

　
自
然
資
源
と
文
化
的
資
産
の
保
護
を
主
要

な
目
標
と
し
て
い
る
。
特
に
火
山
や
星
空
観

察
な
ど
、
独
自
の
観
光
資
源
の
保
全
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
管
理
や

規
制
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
は
、
地
元
住
民
の
協
力
の
も
と

で
行
わ
れ
、
観
光
と
地
域
社
会
の
共
存
を
図

る
。
さ
ら
に
、
ハ
ワ
イ
文
化
を
継
承
す
る
た

め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ

ラ
ン
が
、
訪
問
者
と
住
民
の
双
方
に
向
け
て

実
施
さ
れ
て
い
る
。

⚫

マ
ウ
イ
島

　
観
光
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減
と
地
域
経

済
の
多
様
化
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
例
え

ば
、「
ロ
ー
ド
・
ト
ゥ
・
ハ
ナ
」
の
利
用
者

管
理
や
サ
ン
ゴ
礁
保
護
を
目
的
と
し
た
ミ
ネ

ラ
ル
サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
条
例
の
制
定
が
顕
著

な
施
策
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約

ハ
ワ
イ
を
航
空
便
で
訪
れ
た
旅
行
者
は

9
5
0
万
人
で
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
4
・
0
%

の
増
加
と
な
っ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
コ
ロ

ナ
前
の
ピ
ー
ク
に
は
届
か
な
い
状
態
に
あ
る
。

現
状
、
回
復
の
柱
は
国
内
観
光
客
と
な
っ
て

お
り
、
海
外
市
場
、
特
に
日
本
市
場
に
つ
い

て
は
2
0
2
3
年
実
績
が
2
0
1
9
年
の

37
・
4
％
に
留
ま
る
な
ど
、
回
復
の
遅
れ
が

顕
著
で
あ
る
。（
図
1
）

　
ハ
ワ
イ
州
全
体
の
観
光
政
策
の
方
向
性

は
、ハ
ワ
イ
州
観
光
局（
H
T
A
）に
よ
る「
戦

略
プ
ラ
ン（2

0
2
0
-2
0
2
5
 S
T
R
A
T
E
G
IC
 

P
L
A
N

）」で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
戦
略
プ

ラ
ン
は
2
0
2
0
年
1
月
に
発
表
さ
れ
た
も

の
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
る
以

前
に
策
定
さ
れ
た
も
の
の
、
現
在
の
中
長
期

的
な
視
点
か
ら
の
観
光
再
開
の
あ
り
方
の
検

討
や
再
定
義
に
お
い
て
重
要
な
指
針
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
ハ
ワ
イ
島
で
は
同
戦
略
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
て
、
地
域
固
有
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に

焦
点
を
当
て
た
個
別
計
画
と
し
て「
ハ
ワ
イ

島
観
光
戦
略
プ
ラ
ン2020-2025

（H
aw
ai‘ i 

Isla
n
d
 T
o
u
rism

 S
tra
te
g
ic P

la
n 

2020-2025

）」
を
定
め
て
い
る
。
島
別
の

計
画
は
他
の
島
で
も
同
様
に
定
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
個
別
の
背
景
や
要
因
を

受
け
て
ハ
ワ
イ
島
独
自
で
策
定
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

⚫

ハ
ワ
イ
島
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
の
内
容

　
ハ
ワ
イ
島
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
は
、
観
光
の
成

功
が
住
民
の
生
活
の
質
に
起
因
す
る
と
い
う

考
え
に
基
づ
き
、
ハ
ワ
イ
島
の
未
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を「O

la ka ’Ā
in
a

、O
la ke K

ān
aka

（
健
康
な
土
地
、
健
康
な
人
々
）」
と
し
て
設

定
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
デ
ー
タ
お
よ
び

地
域
住
民
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
元

に
、
以
下
4
つ
の
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

◯
責
任
あ
る
観
光
…
ハ
ワ
イ
島
の
持
続
可
能

な
観
光
産
業
を
支
援
し
、
自
然
や
文
化
資
源

の
保
護
と
住
民
の
質
の
高
い
生
活
の
促
進
を

目
指
す

◯
ポ
ノ
・
ベ
ー
ス
・
ビ
ジ
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
…
ハ
ワ
イ
の
土
地
と
文
化
を
大

切
に
し
、
本
物
の
ハ
ワ
イ
文
化
を
強
化
す
る

こ
と
で
、
ビ
ジ
タ
ー
に
対
し
て
必
要
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
確
立
し
、
場
所
感
覚

の
基
盤
を
守
る

◯
住
民
の
た
め
の
場
所
に
根
ざ
し
た
教
育
…

ハ
ワ
イ
島
独
自
の
地
域
主
導
型
と
組
織
主
導

型
の
教
育
機
会
を
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

支
援
し
、
地
元
の
労
働
力
を
育
成
・
教
育
す

る
取
り
組
み
を
奨
励
す
る

◯
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
…
住
民
の
た
め
の
交
通

整
備
や
地
域
資
産
の
形
成
、
住
宅
改
善
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
住
民
と
観
光
客
の
双
方
に

社
会
的
利
益
を
提
供
す
る

　
同
戦
略
プ
ラ
ン
は
、
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
5
年
ま
で
が
計
画
期
間
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
計
画
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
は

2
0
1
9
年
に
始
ま
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

前
に
ベ
ー
ス
と
な
る
デ
ー
タ
収
集
や
地
域

住
民
か
ら
の
意
見
収
集
は
行
わ
れ
て
い
た

も
の
の
、
完
成
前
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発

生
し
た
た
め
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
観
光

業
の
変
化
や
課
題
を
反
映
す
る
形
で
、
よ

り
持
続
可
能
な
観
光
を
目
指
す
と
い
っ
た

内
容
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⚫

各
島
に
お
け
る
D
M
A
P
の
策
定

　
一
方
、
H
T
A
で
は
カ
ウ
ア
イ
郡
、
マ
ウ

イ
郡
（
マ
ウ
イ
島
、
モ
ロ
カ
イ
島
、
ラ
ナ
イ

島
）、
ホ
ノ
ル
ル
郡
、
ハ
ワ
イ
郡
、
各
島
の

観
光
局
と
協
力
し
、
2
0
2
1
年
か
ら

2
0
2
3
年
ま
で
の
3
年
間
で
観
光
産
業
の

安
定
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
の
回
復
、
各
島

が
希
望
す
る
観
光
産
業
へ
の
再
構
築
の
た
め

の
地
域
密
着
型
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

（
D
M
A
P
）
を
作
成
し
た
。

　
D
M
A
P
は
各
島
の
運
営
委
員
会
の
指
揮

の
も
と
、
地
域
社
会
、
観
光
産
業
、
そ
の
他

の
企
業
団
体
の
参
加
に
よ
っ
て
、
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム（
責
任
あ
る
観
光
）と
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
光
地
、
交
通
負

　
2
0
2
3
年
度
よ
り
開
始
し
た
研
究
員
に

よ
る
海
外
3
地
域
へ
の
視
察
活
動
。

2
0
2
4
年
度
は
、
昨
年
度
に
続
き
2
年
連

続
で
ハ
ワ
イ
を
訪
問
し
た
。
2
0
2
3
年
度

の
視
察
で
は
、
各
研
究
員
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

以
降
の
「
日
本
人
旅
行
者
の
動
向
」、
政
策

面
で
の
「
マ
ラ
マ
ハ
ワ
イ
成
立
の
背
景
と
効

果
」、
そ
し
て
近
年
注
目
さ
れ
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
関
連
し
た
「
利
用
者
管
理
へ

の
取
り
組
み
と
動
向
」
や
「
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト

リ
ア
ム
の
取
り
組
み
」
に
焦
点
を
当
て
、
関

係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
2
0
2
4
年
度
は
新
た
な
メ
ン

バ
ー
構
成
の
も
と
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
の
変
化
と
人
材
面
の
課
題
」、「
域
内
調
達

の
現
状
と
課
題
」、「
宿
泊
業
が
抱
え
る
課
題

と
今
後
の
展
望
」
に
テ
ー
マ
を
設
定
。
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
（
H
T
A
）、
ホ
ノ
ル
ル
市
、

そ
し
て
5
つ
の
ホ
テ
ル
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
通
じ
て
、
多
角
的
な
視
点
で
情
報
を

収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
地
訪
問
先
の

多
大
な
協
力
の
お
か
げ
で
、
2
0
2
3
年
度

と
は
異
な
る
切
り
口
で
ハ
ワ
イ
に
関
す
る
多

く
の
知
見
を
得
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
こ
の
10
年
間
で
ハ
ワ
イ
観
光
は
、
成
長
と

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
大
き
な
落
ち
込
み
、

そ
し
て
回
復
と
い
う
大
き
な
変
動
を
経
験
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。新
型
コ
ロ
ナ
前
、2
0
1
4

年
の
ハ
ワ
イ
へ
の
訪
問
者
数
は
8
2
0
万
人

で
あ
り
、
そ
の
数
は
2
0
1
9
年
の
ピ
ー
ク

時
に
は
1
0
2
4
万
人
に
ま
で
達
し
て
い

た
。
こ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
の
国
内

観
光
客
の
増
加
が
全
体
の
伸
び
を
牽
引
し
て

お
り
、
国
際
線
利
用
者
も
日
本
や
カ
ナ
ダ
、

オ
セ
ア
ニ
ア
市
場
に
お
い
て
堅
調
な
成
長
が

見
ら
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
0
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て

訪
問
者
数
は
急
激
に
減
少
。
渡
航
制
限
や
国

際
線
の
運
航
停
止
が
影
響
し
、
訪
問
者
数
は

2
6
8
万
人
と
前
年
の
約
4
分
の
1
に
ま
で

激
減
し
た
。
こ
の
時
期
は
ハ
ワ
イ
観
光
業
に

と
っ
て
未
曽
有
の
危
機
で
あ
り
、
特
に
国
際

観
光
市
場
の
縮
小
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
2
0
2
1
年
以
降
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
影
響
が
徐
々
に
和
ら
ぎ
、
訪
問
者
数
は

回
復
傾
向
に
入
る
。
そ
し
て
2
0
2
3
年
に

3
．D
M
A
P
の
策
定
―

ハ
ワ
イ
島
を
例
に

4
．島
別
の

D
M
A
P
の
特
徴

‒❶ハワイ視察の全体像とパンデミック後の観光動向・政策展開1

第264号 February 20257

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

再 校



は
、自
然
環
境
の
保
全
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

火
山
、
星
空
、
サ
ン
ゴ
礁
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
的
な
資
源
を
守
る
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
ま

た
、オ
ア
フ
島
と
マ
ウ
イ
島
で
は「
バ
イ
ロ
ー

カ
ル
」
や
「
地
元
で
買
い
物
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
支
援
を
図
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
の
違
い
も
分
か
る
。（
図
2
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
に
何
度
も
訪
れ
て
い
た

思
い
出
深
い
ハ
ワ
イ
。
久
し
ぶ
り
の
訪
問
に

胸
を
躍
ら
せ
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
の
機
内
で

旅
立
ち
の
気
分
を
味
わ
っ
て
い
た
。し
か
し
、

ハ
ワ
イ
島
・
コ
ナ
国
際
空
港
に
到
着
し
た
時

点
で
高
熱
に
襲
わ
れ
、
体
調
が
急
変
。
楽
し

み
に
し
て
い
た
滞
在
期
間
の
ほ
と
ん
ど
を
ホ

テ
ル
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
過
ご
す
こ
と
に
な

り
、
視
察
の
多
く
を
同
行
メ
ン
バ
ー
に
託
す

形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
滞
在

先
の
ホ
テ
ル
は
快
適
で
、
窓
か
ら
眺
め
る
青

い
海
と
広
が
る
空
が
心
を
癒
し
て
く
れ
た
。

地
元
の
フ
ル
ー
ツ
を
味
わ
い
、
ア
メ
リ
カ
ら

し
い
効
き
目
抜
群
の
風
邪
薬
に
頼
っ
た
こ
と

で
、
思
っ
た
よ
り
も
早
く
回
復
の
兆
し
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
そ
れ
以
上
に

心
強
か
っ
た
の
は
、
同
行
メ
ン
バ
ー
が
私
に

シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
管
理

や
、
地
元
経
済
支
援
の
た
め
の
「
地
元
で
買

い
物
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

環
境
保
護
と
経
済
支
援
を
両
立
さ
せ
て
い
る

点
が
特
徴
で
あ
る
。

⚫

カ
ウ
ア
イ
島

　
観
光
の
再
定
義
と
住
民
の
生
活
の
質
向
上

を
目
指
し
て
い
る
。
特
に
ハ
エ
ナ
州
立
公
園

で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
や
シ
ャ

ト
ル
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、
観
光
客
の
流
れ

を
管
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
文
化
の
振

興
と
環
境
保
全
を
目
的
と
し
た
啓
発
活
動

や
、
地
元
産
品
を
支
え
る
「
メ
イ
ド
イ
ン
カ

ウ
ア
イ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
交
通
渋
滞
緩
和
や
訪
問
者
教
育
の
強
化

を
通
じ
て
、
観
光
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て

い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

⚫

ま
と
め

　
こ
う
し
た
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
が
抱

え
る
課
題
や
資
源
の
特
性
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
島
に
お
い
て
も
持
続

可
能
性
を
重
視
し
て
い
る
点
で
は
一
致
し
て

い
る
。
一
方
、
オ
ア
フ
島
と
カ
ウ
ア
イ
島
が

訪
問
者
数
の
管
理
や
交
通
渋
滞
の
緩
和
な
ど

観
光
客
数
の
抑
制
と
管
理
に
特
に
重
点
を
置

い
て
い
る
こ
と
や
、
ハ
ワ
イ
島
と
マ
ウ
イ
島

代
わ
り
、
視
察
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
っ
か
り

と
こ
な
し
て
く
れ
た
こ
と
。
改
め
て
そ
の
協

力
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

　
ハ
ワ
イ
の
美
し
さ
と
、
仲
間
の
支
え
を
身

に
染
み
て
感
じ
た
今
回
の
滞
在
は
、
こ
れ
ま

で
と
は
異
な
る
意
味
で
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の

と
な
っ
た
。

荷
、
そ
の
他
の
観
光
関
連
問
題
の
解
決
策
を

見
出
す
も
の
で
、
特
に
自
然
・
文
化
資
産
の

保
全
な
ど
に
つ
い
て
の
関
係
者
の
意
見
を
反

映
し
、地
域
住
民
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
、

訪
問
者
の
体
験
を
改
善
す
る
た
め
に
必
要
な

分
野
の
構
築
や
実
行
可
能
な
解
決
策
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

よ
っ
て
ハ
ワ
イ
の
観
光
業
が
一
時
的
に
停
止

し
た
こ
と
で
、
過
去
の
観
光
の
影
響
を
見
直

す
時
間
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
観
光
客
の
激
減
に
よ
り
、
環
境
へ

の
負
荷
が
軽
減
さ
れ
、
地
元
住
民
は
静
か
な

日
常
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
一
方
で
、

観
光
業
に
依
存
し
て
い
た
経
済
は
大
打
撃
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
経
験
を
通
じ

て
、
観
光
の
再
開
後
に
持
続
可
能
性
を
重
視

し
た
観
光
モ
デ
ル
の
必
要
性
が
明
確
と
な

り
、
D
M
A
P
の
策
定
へ
と
繋
が
っ
た
。

⚫

ハ
ワ
イ
島
に
お
け
る
D
M
A
P

　
ハ
ワ
イ
島
に
お
け
る
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
と

D
M
A
P
の
関
係
性
は
、
前
者
が
観
光
業
の

発
展
や
持
続
可
能
性
を
目
指
し
た
中
長
期
的

な
視
点
で
の
包
括
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

あ
る
一
方
、
D
M
A
P 

は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後

に
急
激
に
顕
在
化
し
た
課
題
に
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
の
、
よ
り
短
期
的
で
具
体
的
な
行

動
計
画
と
し
て
整
理
さ
れ
る
。

　
ハ
ワ
イ
島
の
D
M
A
P
は
、
ハ
ワ
イ
島
観

光
戦
略
プ
ラ
ン2020

‐2025

に
お
け
る
ビ

ジ
ョ
ン
「O

la ka 'Ā
ina

、O
la ke K

ānaka

（
健
康
な
土
地
、
健
康
な
人
々
）」
を
踏
襲
し
、

自
然
環
境
、
文
化
、
地
域
社
会
の
調
和
を
重

視
し
、
観
光
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
未
来
を

築
く
こ
と
を
目
指
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

で
、
設
定
し
て
い
る
目
標
は
以
下
の
6
つ
で

あ
る
。

①
ハ
ワ
イ
島
の
住
民
の
生
活
の
質
を
向
上

さ
せ
る
。

②
ハ
ワ
イ
島
の
自
然
資
源
の
維
持
、
強
化
、

保
護
を
支
援
す
る
。

③
本
物
の
ハ
ワ
イ
文
化
が
永
続
し
、
住
民
や

観
光
客
が
体
験
す
る
も
の
、
資
料
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
に
お
い
て
正
確
に
紹
介
さ
れ

る
こ
と
を
確
保
す
る
。

④
ハ
ワ
イ
島
で
の
体
験
に
対
す
る
観
光
客
の

満
足
度
を
維
持
し
、
向
上
さ
せ
る
。

⑤
ハ
ワ
イ
島
の
観
光
産
業
に
よ
る
経
済
へ
の

貢
献
を
強
化
す
る
。

⑥
住
民
と
観
光
産
業
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
理
解
を
深
め
る
。

　
右
記
の
目
標
の
も
と
、
D
M
A
P
で
は
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
の
「
ポ
ノ

（
正
し
さ
、
調
和
）」
に
基
づ
く
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
制
定
を
は
じ
め
、
火
山
や
星
空
観
察
な

ど
の
観
光
資
源
に
対
す
る
訪
問
者
管
理
の
強

化
、
地
元
文
化
と
ハ
ワ
イ
語
の
継
承
を
支
援

す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
な

ど
、
様
々
な
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
設
定

し
て
い
る
。

　
D
M
A
P
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
観
光
停

止
期
間
に
お
い
て
、
関
係
者
お
よ
び
住
民
参

加
に
よ
る
徹
底
的
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
策

定
プ
ロ
セ
ス
を
採
用
し
た
点
が
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
型
の
戦
略
と
比
較
し
て
、
よ
り
地
域
（
島
）

の
特
性
お
よ
び
実
情
を
反
映
し
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
以
下
、
各
島
の
D
M
A
P
の
内
容
の
特
徴

に
つ
い
て
記
載
す
る
。

⚫

オ
ア
フ
島

　
観
光
地
の
持
続
可
能
性
の
向
上
と
観
光
客

数
の
抑
制
が
主
要
な
課
題
と
し
て
据
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
上
で
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

特
に
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
（
ハ
ナ
ウ
マ
湾
や
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
な
ど
）
に
対
し
て
事
前

予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、観
光
客
の
集
中
・

混
雑
を
管
理
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。ま
た
、

地
元
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
、「
バ
イ
ロ
ー

カ
ル
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
地
元
産
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
促
進
し
て
い
る
他
、
交
通
渋

滞
緩
和
策
と
し
て
公
共
交
通
の
利
用
を
推
進

し
、
訪
問
者
へ
の
教
育
を
通
じ
て
地
域
資
源

の
保
護
を
意
識
づ
け
る
取
り
組
み
な
ど
が
特

徴
と
な
っ
て
い
る
。

⚫

ハ
ワ
イ
島

　
自
然
資
源
と
文
化
的
資
産
の
保
護
を
主
要

な
目
標
と
し
て
い
る
。
特
に
火
山
や
星
空
観

察
な
ど
、
独
自
の
観
光
資
源
の
保
全
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
管
理
や

規
制
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
は
、
地
元
住
民
の
協
力
の
も
と

で
行
わ
れ
、
観
光
と
地
域
社
会
の
共
存
を
図

る
。
さ
ら
に
、
ハ
ワ
イ
文
化
を
継
承
す
る
た

め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ

ラ
ン
が
、
訪
問
者
と
住
民
の
双
方
に
向
け
て

実
施
さ
れ
て
い
る
。

⚫

マ
ウ
イ
島

　
観
光
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減
と
地
域
経

済
の
多
様
化
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
例
え

ば
、「
ロ
ー
ド
・
ト
ゥ
・
ハ
ナ
」
の
利
用
者

管
理
や
サ
ン
ゴ
礁
保
護
を
目
的
と
し
た
ミ
ネ

ラ
ル
サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
条
例
の
制
定
が
顕
著

な
施
策
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約

ハ
ワ
イ
を
航
空
便
で
訪
れ
た
旅
行
者
は

9
5
0
万
人
で
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
4
・
0
%

の
増
加
と
な
っ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
コ
ロ

ナ
前
の
ピ
ー
ク
に
は
届
か
な
い
状
態
に
あ
る
。

現
状
、
回
復
の
柱
は
国
内
観
光
客
と
な
っ
て

お
り
、
海
外
市
場
、
特
に
日
本
市
場
に
つ
い

て
は
2
0
2
3
年
実
績
が
2
0
1
9
年
の

37
・
4
％
に
留
ま
る
な
ど
、
回
復
の
遅
れ
が

顕
著
で
あ
る
。（
図
1
）

　
ハ
ワ
イ
州
全
体
の
観
光
政
策
の
方
向
性

は
、ハ
ワ
イ
州
観
光
局（
H
T
A
）に
よ
る「
戦

略
プ
ラ
ン（2

0
2
0
-2
0
2
5
 S
T
R
A
T
E
G
IC
 

P
L
A
N

）」で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
戦
略
プ

ラ
ン
は
2
0
2
0
年
1
月
に
発
表
さ
れ
た
も

の
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
る
以

前
に
策
定
さ
れ
た
も
の
の
、
現
在
の
中
長
期

的
な
視
点
か
ら
の
観
光
再
開
の
あ
り
方
の
検

討
や
再
定
義
に
お
い
て
重
要
な
指
針
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
ハ
ワ
イ
島
で
は
同
戦
略
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
て
、
地
域
固
有
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に

焦
点
を
当
て
た
個
別
計
画
と
し
て「
ハ
ワ
イ

島
観
光
戦
略
プ
ラ
ン2020-2025

（H
aw
ai‘ i 

Isla
n
d
 T
o
u
rism

 S
tra
te
g
ic P

la
n 

2020-2025

）」
を
定
め
て
い
る
。
島
別
の

計
画
は
他
の
島
で
も
同
様
に
定
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
個
別
の
背
景
や
要
因
を

受
け
て
ハ
ワ
イ
島
独
自
で
策
定
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

⚫

ハ
ワ
イ
島
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
の
内
容

　
ハ
ワ
イ
島
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
は
、
観
光
の
成

功
が
住
民
の
生
活
の
質
に
起
因
す
る
と
い
う

考
え
に
基
づ
き
、
ハ
ワ
イ
島
の
未
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を「O

la ka ’Ā
in
a

、O
la ke K

ān
aka

（
健
康
な
土
地
、
健
康
な
人
々
）」
と
し
て
設

定
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
デ
ー
タ
お
よ
び

地
域
住
民
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
元

に
、
以
下
4
つ
の
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

◯
責
任
あ
る
観
光
…
ハ
ワ
イ
島
の
持
続
可
能

な
観
光
産
業
を
支
援
し
、
自
然
や
文
化
資
源

の
保
護
と
住
民
の
質
の
高
い
生
活
の
促
進
を

目
指
す

◯
ポ
ノ
・
ベ
ー
ス
・
ビ
ジ
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
…
ハ
ワ
イ
の
土
地
と
文
化
を
大

切
に
し
、
本
物
の
ハ
ワ
イ
文
化
を
強
化
す
る

こ
と
で
、
ビ
ジ
タ
ー
に
対
し
て
必
要
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
確
立
し
、
場
所
感
覚

の
基
盤
を
守
る

◯
住
民
の
た
め
の
場
所
に
根
ざ
し
た
教
育
…

ハ
ワ
イ
島
独
自
の
地
域
主
導
型
と
組
織
主
導

型
の
教
育
機
会
を
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

支
援
し
、
地
元
の
労
働
力
を
育
成
・
教
育
す

る
取
り
組
み
を
奨
励
す
る

◯
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
…
住
民
の
た
め
の
交
通

整
備
や
地
域
資
産
の
形
成
、
住
宅
改
善
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
住
民
と
観
光
客
の
双
方
に

社
会
的
利
益
を
提
供
す
る

　
同
戦
略
プ
ラ
ン
は
、
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
5
年
ま
で
が
計
画
期
間
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
計
画
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
は

2
0
1
9
年
に
始
ま
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

前
に
ベ
ー
ス
と
な
る
デ
ー
タ
収
集
や
地
域

住
民
か
ら
の
意
見
収
集
は
行
わ
れ
て
い
た

も
の
の
、
完
成
前
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発

生
し
た
た
め
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
観
光

業
の
変
化
や
課
題
を
反
映
す
る
形
で
、
よ

り
持
続
可
能
な
観
光
を
目
指
す
と
い
っ
た

内
容
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⚫

各
島
に
お
け
る
D
M
A
P
の
策
定

　
一
方
、
H
T
A
で
は
カ
ウ
ア
イ
郡
、
マ
ウ

イ
郡
（
マ
ウ
イ
島
、
モ
ロ
カ
イ
島
、
ラ
ナ
イ

島
）、
ホ
ノ
ル
ル
郡
、
ハ
ワ
イ
郡
、
各
島
の

観
光
局
と
協
力
し
、
2
0
2
1
年
か
ら

2
0
2
3
年
ま
で
の
3
年
間
で
観
光
産
業
の

安
定
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
の
回
復
、
各
島

が
希
望
す
る
観
光
産
業
へ
の
再
構
築
の
た
め

の
地
域
密
着
型
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

（
D
M
A
P
）
を
作
成
し
た
。

　
D
M
A
P
は
各
島
の
運
営
委
員
会
の
指
揮

の
も
と
、
地
域
社
会
、
観
光
産
業
、
そ
の
他

の
企
業
団
体
の
参
加
に
よ
っ
て
、
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム（
責
任
あ
る
観
光
）と
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
光
地
、
交
通
負

　
2
0
2
3
年
度
よ
り
開
始
し
た
研
究
員
に

よ
る
海
外
3
地
域
へ
の
視
察
活
動
。

2
0
2
4
年
度
は
、
昨
年
度
に
続
き
2
年
連

続
で
ハ
ワ
イ
を
訪
問
し
た
。
2
0
2
3
年
度

の
視
察
で
は
、
各
研
究
員
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

以
降
の
「
日
本
人
旅
行
者
の
動
向
」、
政
策

面
で
の
「
マ
ラ
マ
ハ
ワ
イ
成
立
の
背
景
と
効

果
」、
そ
し
て
近
年
注
目
さ
れ
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
関
連
し
た
「
利
用
者
管
理
へ

の
取
り
組
み
と
動
向
」
や
「
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト

リ
ア
ム
の
取
り
組
み
」
に
焦
点
を
当
て
、
関

係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
2
0
2
4
年
度
は
新
た
な
メ
ン

バ
ー
構
成
の
も
と
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
の
変
化
と
人
材
面
の
課
題
」、「
域
内
調
達

の
現
状
と
課
題
」、「
宿
泊
業
が
抱
え
る
課
題

と
今
後
の
展
望
」
に
テ
ー
マ
を
設
定
。
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
（
H
T
A
）、
ホ
ノ
ル
ル
市
、

そ
し
て
5
つ
の
ホ
テ
ル
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
通
じ
て
、
多
角
的
な
視
点
で
情
報
を

収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
地
訪
問
先
の

多
大
な
協
力
の
お
か
げ
で
、
2
0
2
3
年
度

と
は
異
な
る
切
り
口
で
ハ
ワ
イ
に
関
す
る
多

く
の
知
見
を
得
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
こ
の
10
年
間
で
ハ
ワ
イ
観
光
は
、
成
長
と

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
大
き
な
落
ち
込
み
、

そ
し
て
回
復
と
い
う
大
き
な
変
動
を
経
験
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。新
型
コ
ロ
ナ
前
、2
0
1
4

年
の
ハ
ワ
イ
へ
の
訪
問
者
数
は
8
2
0
万
人

で
あ
り
、
そ
の
数
は
2
0
1
9
年
の
ピ
ー
ク

時
に
は
1
0
2
4
万
人
に
ま
で
達
し
て
い

た
。
こ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
の
国
内

観
光
客
の
増
加
が
全
体
の
伸
び
を
牽
引
し
て

お
り
、
国
際
線
利
用
者
も
日
本
や
カ
ナ
ダ
、

オ
セ
ア
ニ
ア
市
場
に
お
い
て
堅
調
な
成
長
が

見
ら
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
0
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て

訪
問
者
数
は
急
激
に
減
少
。
渡
航
制
限
や
国

際
線
の
運
航
停
止
が
影
響
し
、
訪
問
者
数
は

2
6
8
万
人
と
前
年
の
約
4
分
の
1
に
ま
で

激
減
し
た
。
こ
の
時
期
は
ハ
ワ
イ
観
光
業
に

と
っ
て
未
曽
有
の
危
機
で
あ
り
、
特
に
国
際

観
光
市
場
の
縮
小
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
2
0
2
1
年
以
降
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
影
響
が
徐
々
に
和
ら
ぎ
、
訪
問
者
数
は

回
復
傾
向
に
入
る
。
そ
し
て
2
0
2
3
年
に

5
．さ
い
ご
に

ハワイ島オアフ島

カウアイ島マウイ島

図 2 参考
各島のDMAPの記
載内容を共起ネッ
トワーク化した図
からも、各島の特
徴・強調されてい
る内容を見て取る
ことができる（同
時に登場する用語
が線で結ばれ、バ
ブルの大きさが登
場回数を示してい
る）。

‒❶ハワイ視察の全体像とパンデミック後の観光動向・政策展開1

8

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

再 校



は
、自
然
環
境
の
保
全
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

火
山
、
星
空
、
サ
ン
ゴ
礁
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
的
な
資
源
を
守
る
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
ま

た
、オ
ア
フ
島
と
マ
ウ
イ
島
で
は「
バ
イ
ロ
ー

カ
ル
」
や
「
地
元
で
買
い
物
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
支
援
を
図
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
の
違
い
も
分
か
る
。（
図
2
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
に
何
度
も
訪
れ
て
い
た

思
い
出
深
い
ハ
ワ
イ
。
久
し
ぶ
り
の
訪
問
に

胸
を
躍
ら
せ
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
の
機
内
で

旅
立
ち
の
気
分
を
味
わ
っ
て
い
た
。し
か
し
、

ハ
ワ
イ
島
・
コ
ナ
国
際
空
港
に
到
着
し
た
時

点
で
高
熱
に
襲
わ
れ
、
体
調
が
急
変
。
楽
し

み
に
し
て
い
た
滞
在
期
間
の
ほ
と
ん
ど
を
ホ

テ
ル
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
過
ご
す
こ
と
に
な

り
、
視
察
の
多
く
を
同
行
メ
ン
バ
ー
に
託
す

形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
滞
在

先
の
ホ
テ
ル
は
快
適
で
、
窓
か
ら
眺
め
る
青

い
海
と
広
が
る
空
が
心
を
癒
し
て
く
れ
た
。

地
元
の
フ
ル
ー
ツ
を
味
わ
い
、
ア
メ
リ
カ
ら

し
い
効
き
目
抜
群
の
風
邪
薬
に
頼
っ
た
こ
と

で
、
思
っ
た
よ
り
も
早
く
回
復
の
兆
し
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
そ
れ
以
上
に

心
強
か
っ
た
の
は
、
同
行
メ
ン
バ
ー
が
私
に

シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
管
理

や
、
地
元
経
済
支
援
の
た
め
の
「
地
元
で
買

い
物
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

環
境
保
護
と
経
済
支
援
を
両
立
さ
せ
て
い
る

点
が
特
徴
で
あ
る
。

⚫

カ
ウ
ア
イ
島

　
観
光
の
再
定
義
と
住
民
の
生
活
の
質
向
上

を
目
指
し
て
い
る
。
特
に
ハ
エ
ナ
州
立
公
園

で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
や
シ
ャ

ト
ル
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、
観
光
客
の
流
れ

を
管
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
文
化
の
振

興
と
環
境
保
全
を
目
的
と
し
た
啓
発
活
動

や
、
地
元
産
品
を
支
え
る
「
メ
イ
ド
イ
ン
カ

ウ
ア
イ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
交
通
渋
滞
緩
和
や
訪
問
者
教
育
の
強
化

を
通
じ
て
、
観
光
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て

い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

⚫

ま
と
め

　
こ
う
し
た
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
が
抱

え
る
課
題
や
資
源
の
特
性
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
島
に
お
い
て
も
持
続

可
能
性
を
重
視
し
て
い
る
点
で
は
一
致
し
て

い
る
。
一
方
、
オ
ア
フ
島
と
カ
ウ
ア
イ
島
が

訪
問
者
数
の
管
理
や
交
通
渋
滞
の
緩
和
な
ど

観
光
客
数
の
抑
制
と
管
理
に
特
に
重
点
を
置

い
て
い
る
こ
と
や
、
ハ
ワ
イ
島
と
マ
ウ
イ
島

代
わ
り
、
視
察
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
っ
か
り

と
こ
な
し
て
く
れ
た
こ
と
。
改
め
て
そ
の
協

力
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

　
ハ
ワ
イ
の
美
し
さ
と
、
仲
間
の
支
え
を
身

に
染
み
て
感
じ
た
今
回
の
滞
在
は
、
こ
れ
ま

で
と
は
異
な
る
意
味
で
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の

と
な
っ
た
。

荷
、
そ
の
他
の
観
光
関
連
問
題
の
解
決
策
を

見
出
す
も
の
で
、
特
に
自
然
・
文
化
資
産
の

保
全
な
ど
に
つ
い
て
の
関
係
者
の
意
見
を
反

映
し
、地
域
住
民
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
、

訪
問
者
の
体
験
を
改
善
す
る
た
め
に
必
要
な

分
野
の
構
築
や
実
行
可
能
な
解
決
策
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

よ
っ
て
ハ
ワ
イ
の
観
光
業
が
一
時
的
に
停
止

し
た
こ
と
で
、
過
去
の
観
光
の
影
響
を
見
直

す
時
間
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。
観
光
客
の
激
減
に
よ
り
、
環
境
へ

の
負
荷
が
軽
減
さ
れ
、
地
元
住
民
は
静
か
な

日
常
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
一
方
で
、

観
光
業
に
依
存
し
て
い
た
経
済
は
大
打
撃
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
経
験
を
通
じ

て
、
観
光
の
再
開
後
に
持
続
可
能
性
を
重
視

し
た
観
光
モ
デ
ル
の
必
要
性
が
明
確
と
な

り
、
D
M
A
P
の
策
定
へ
と
繋
が
っ
た
。

⚫

ハ
ワ
イ
島
に
お
け
る
D
M
A
P

　
ハ
ワ
イ
島
に
お
け
る
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
と

D
M
A
P
の
関
係
性
は
、
前
者
が
観
光
業
の

発
展
や
持
続
可
能
性
を
目
指
し
た
中
長
期
的

な
視
点
で
の
包
括
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

あ
る
一
方
、
D
M
A
P 

は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後

に
急
激
に
顕
在
化
し
た
課
題
に
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
の
、
よ
り
短
期
的
で
具
体
的
な
行

動
計
画
と
し
て
整
理
さ
れ
る
。

　
ハ
ワ
イ
島
の
D
M
A
P
は
、
ハ
ワ
イ
島
観

光
戦
略
プ
ラ
ン2020

‐2025

に
お
け
る
ビ

ジ
ョ
ン
「O

la ka 'Ā
ina

、O
la ke K

ānaka

（
健
康
な
土
地
、
健
康
な
人
々
）」
を
踏
襲
し
、

自
然
環
境
、
文
化
、
地
域
社
会
の
調
和
を
重

視
し
、
観
光
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
未
来
を

築
く
こ
と
を
目
指
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

で
、
設
定
し
て
い
る
目
標
は
以
下
の
6
つ
で

あ
る
。

①
ハ
ワ
イ
島
の
住
民
の
生
活
の
質
を
向
上

さ
せ
る
。

②
ハ
ワ
イ
島
の
自
然
資
源
の
維
持
、
強
化
、

保
護
を
支
援
す
る
。

③
本
物
の
ハ
ワ
イ
文
化
が
永
続
し
、
住
民
や

観
光
客
が
体
験
す
る
も
の
、
資
料
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
に
お
い
て
正
確
に
紹
介
さ
れ

る
こ
と
を
確
保
す
る
。

④
ハ
ワ
イ
島
で
の
体
験
に
対
す
る
観
光
客
の

満
足
度
を
維
持
し
、
向
上
さ
せ
る
。

⑤
ハ
ワ
イ
島
の
観
光
産
業
に
よ
る
経
済
へ
の

貢
献
を
強
化
す
る
。

⑥
住
民
と
観
光
産
業
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
理
解
を
深
め
る
。

　
右
記
の
目
標
の
も
と
、
D
M
A
P
で
は
持

続
可
能
な
観
光
を
実
現
す
る
た
め
の
「
ポ
ノ

（
正
し
さ
、
調
和
）」
に
基
づ
く
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
制
定
を
は
じ
め
、
火
山
や
星
空
観
察
な

ど
の
観
光
資
源
に
対
す
る
訪
問
者
管
理
の
強

化
、
地
元
文
化
と
ハ
ワ
イ
語
の
継
承
を
支
援

す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
な

ど
、
様
々
な
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
設
定

し
て
い
る
。

　
D
M
A
P
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
観
光
停

止
期
間
に
お
い
て
、
関
係
者
お
よ
び
住
民
参

加
に
よ
る
徹
底
的
な
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
策

定
プ
ロ
セ
ス
を
採
用
し
た
点
が
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
型
の
戦
略
と
比
較
し
て
、
よ
り
地
域
（
島
）

の
特
性
お
よ
び
実
情
を
反
映
し
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
以
下
、
各
島
の
D
M
A
P
の
内
容
の
特
徴

に
つ
い
て
記
載
す
る
。

⚫

オ
ア
フ
島

　
観
光
地
の
持
続
可
能
性
の
向
上
と
観
光
客

数
の
抑
制
が
主
要
な
課
題
と
し
て
据
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
上
で
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

特
に
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
（
ハ
ナ
ウ
マ
湾
や
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
な
ど
）
に
対
し
て
事
前

予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、観
光
客
の
集
中
・

混
雑
を
管
理
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。ま
た
、

地
元
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
、「
バ
イ
ロ
ー

カ
ル
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
地
元
産
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
促
進
し
て
い
る
他
、
交
通
渋

滞
緩
和
策
と
し
て
公
共
交
通
の
利
用
を
推
進

し
、
訪
問
者
へ
の
教
育
を
通
じ
て
地
域
資
源

の
保
護
を
意
識
づ
け
る
取
り
組
み
な
ど
が
特

徴
と
な
っ
て
い
る
。

⚫

ハ
ワ
イ
島

　
自
然
資
源
と
文
化
的
資
産
の
保
護
を
主
要

な
目
標
と
し
て
い
る
。
特
に
火
山
や
星
空
観

察
な
ど
、
独
自
の
観
光
資
源
の
保
全
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
管
理
や

規
制
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
は
、
地
元
住
民
の
協
力
の
も
と

で
行
わ
れ
、
観
光
と
地
域
社
会
の
共
存
を
図

る
。
さ
ら
に
、
ハ
ワ
イ
文
化
を
継
承
す
る
た

め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ

ラ
ン
が
、
訪
問
者
と
住
民
の
双
方
に
向
け
て

実
施
さ
れ
て
い
る
。

⚫

マ
ウ
イ
島

　
観
光
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減
と
地
域
経

済
の
多
様
化
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
例
え

ば
、「
ロ
ー
ド
・
ト
ゥ
・
ハ
ナ
」
の
利
用
者

管
理
や
サ
ン
ゴ
礁
保
護
を
目
的
と
し
た
ミ
ネ

ラ
ル
サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
条
例
の
制
定
が
顕
著

な
施
策
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約

ハ
ワ
イ
を
航
空
便
で
訪
れ
た
旅
行
者
は

9
5
0
万
人
で
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
4
・
0
%

の
増
加
と
な
っ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
コ
ロ

ナ
前
の
ピ
ー
ク
に
は
届
か
な
い
状
態
に
あ
る
。

現
状
、
回
復
の
柱
は
国
内
観
光
客
と
な
っ
て

お
り
、
海
外
市
場
、
特
に
日
本
市
場
に
つ
い

て
は
2
0
2
3
年
実
績
が
2
0
1
9
年
の

37
・
4
％
に
留
ま
る
な
ど
、
回
復
の
遅
れ
が

顕
著
で
あ
る
。（
図
1
）

　
ハ
ワ
イ
州
全
体
の
観
光
政
策
の
方
向
性

は
、ハ
ワ
イ
州
観
光
局（
H
T
A
）に
よ
る「
戦

略
プ
ラ
ン（2

0
2
0
-2
0
2
5
 S
T
R
A
T
E
G
IC
 

P
L
A
N

）」で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
戦
略
プ

ラ
ン
は
2
0
2
0
年
1
月
に
発
表
さ
れ
た
も

の
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
る
以

前
に
策
定
さ
れ
た
も
の
の
、
現
在
の
中
長
期

的
な
視
点
か
ら
の
観
光
再
開
の
あ
り
方
の
検

討
や
再
定
義
に
お
い
て
重
要
な
指
針
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
ハ
ワ
イ
島
で
は
同
戦
略
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
て
、
地
域
固
有
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に

焦
点
を
当
て
た
個
別
計
画
と
し
て「
ハ
ワ
イ

島
観
光
戦
略
プ
ラ
ン2020-2025

（H
aw
ai‘ i 

Isla
n
d
 T
o
u
rism

 S
tra
te
g
ic P

la
n 

2020-2025

）」
を
定
め
て
い
る
。
島
別
の

計
画
は
他
の
島
で
も
同
様
に
定
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
個
別
の
背
景
や
要
因
を

受
け
て
ハ
ワ
イ
島
独
自
で
策
定
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

⚫

ハ
ワ
イ
島
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
の
内
容

　
ハ
ワ
イ
島
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
は
、
観
光
の
成

功
が
住
民
の
生
活
の
質
に
起
因
す
る
と
い
う

考
え
に
基
づ
き
、
ハ
ワ
イ
島
の
未
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を「O

la ka ’Ā
in
a

、O
la ke K

ān
aka

（
健
康
な
土
地
、
健
康
な
人
々
）」
と
し
て
設

定
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
デ
ー
タ
お
よ
び

地
域
住
民
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
元

に
、
以
下
4
つ
の
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

◯
責
任
あ
る
観
光
…
ハ
ワ
イ
島
の
持
続
可
能

な
観
光
産
業
を
支
援
し
、
自
然
や
文
化
資
源

の
保
護
と
住
民
の
質
の
高
い
生
活
の
促
進
を

目
指
す

◯
ポ
ノ
・
ベ
ー
ス
・
ビ
ジ
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
…
ハ
ワ
イ
の
土
地
と
文
化
を
大

切
に
し
、
本
物
の
ハ
ワ
イ
文
化
を
強
化
す
る

こ
と
で
、
ビ
ジ
タ
ー
に
対
し
て
必
要
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
確
立
し
、
場
所
感
覚

の
基
盤
を
守
る

◯
住
民
の
た
め
の
場
所
に
根
ざ
し
た
教
育
…

ハ
ワ
イ
島
独
自
の
地
域
主
導
型
と
組
織
主
導

型
の
教
育
機
会
を
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

支
援
し
、
地
元
の
労
働
力
を
育
成
・
教
育
す

る
取
り
組
み
を
奨
励
す
る

◯
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
…
住
民
の
た
め
の
交
通

整
備
や
地
域
資
産
の
形
成
、
住
宅
改
善
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
住
民
と
観
光
客
の
双
方
に

社
会
的
利
益
を
提
供
す
る

　
同
戦
略
プ
ラ
ン
は
、
2
0
2
0
年
か
ら

2
0
2
5
年
ま
で
が
計
画
期
間
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
計
画
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
は

2
0
1
9
年
に
始
ま
り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

前
に
ベ
ー
ス
と
な
る
デ
ー
タ
収
集
や
地
域

住
民
か
ら
の
意
見
収
集
は
行
わ
れ
て
い
た

も
の
の
、
完
成
前
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発

生
し
た
た
め
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
観
光

業
の
変
化
や
課
題
を
反
映
す
る
形
で
、
よ

り
持
続
可
能
な
観
光
を
目
指
す
と
い
っ
た

内
容
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⚫

各
島
に
お
け
る
D
M
A
P
の
策
定

　
一
方
、
H
T
A
で
は
カ
ウ
ア
イ
郡
、
マ
ウ

イ
郡
（
マ
ウ
イ
島
、
モ
ロ
カ
イ
島
、
ラ
ナ
イ

島
）、
ホ
ノ
ル
ル
郡
、
ハ
ワ
イ
郡
、
各
島
の

観
光
局
と
協
力
し
、
2
0
2
1
年
か
ら

2
0
2
3
年
ま
で
の
3
年
間
で
観
光
産
業
の

安
定
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
の
回
復
、
各
島

が
希
望
す
る
観
光
産
業
へ
の
再
構
築
の
た
め

の
地
域
密
着
型
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

（
D
M
A
P
）
を
作
成
し
た
。

　
D
M
A
P
は
各
島
の
運
営
委
員
会
の
指
揮

の
も
と
、
地
域
社
会
、
観
光
産
業
、
そ
の
他

の
企
業
団
体
の
参
加
に
よ
っ
て
、
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム（
責
任
あ
る
観
光
）と
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
光
地
、
交
通
負

　
2
0
2
3
年
度
よ
り
開
始
し
た
研
究
員
に

よ
る
海
外
3
地
域
へ
の
視
察
活
動
。

2
0
2
4
年
度
は
、
昨
年
度
に
続
き
2
年
連

続
で
ハ
ワ
イ
を
訪
問
し
た
。
2
0
2
3
年
度

の
視
察
で
は
、
各
研
究
員
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

以
降
の
「
日
本
人
旅
行
者
の
動
向
」、
政
策

面
で
の
「
マ
ラ
マ
ハ
ワ
イ
成
立
の
背
景
と
効

果
」、
そ
し
て
近
年
注
目
さ
れ
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
関
連
し
た
「
利
用
者
管
理
へ

の
取
り
組
み
と
動
向
」
や
「
ホ
テ
ル
モ
ラ
ト

リ
ア
ム
の
取
り
組
み
」
に
焦
点
を
当
て
、
関

係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
2
0
2
4
年
度
は
新
た
な
メ
ン

バ
ー
構
成
の
も
と
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
の
変
化
と
人
材
面
の
課
題
」、「
域
内
調
達

の
現
状
と
課
題
」、「
宿
泊
業
が
抱
え
る
課
題

と
今
後
の
展
望
」
に
テ
ー
マ
を
設
定
。
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
（
H
T
A
）、
ホ
ノ
ル
ル
市
、

そ
し
て
5
つ
の
ホ
テ
ル
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
通
じ
て
、
多
角
的
な
視
点
で
情
報
を

収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
地
訪
問
先
の

多
大
な
協
力
の
お
か
げ
で
、
2
0
2
3
年
度

と
は
異
な
る
切
り
口
で
ハ
ワ
イ
に
関
す
る
多

く
の
知
見
を
得
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
こ
の
10
年
間
で
ハ
ワ
イ
観
光
は
、
成
長
と

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
大
き
な
落
ち
込
み
、

そ
し
て
回
復
と
い
う
大
き
な
変
動
を
経
験
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。新
型
コ
ロ
ナ
前
、2
0
1
4

年
の
ハ
ワ
イ
へ
の
訪
問
者
数
は
8
2
0
万
人

で
あ
り
、
そ
の
数
は
2
0
1
9
年
の
ピ
ー
ク

時
に
は
1
0
2
4
万
人
に
ま
で
達
し
て
い

た
。
こ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
の
国
内

観
光
客
の
増
加
が
全
体
の
伸
び
を
牽
引
し
て

お
り
、
国
際
線
利
用
者
も
日
本
や
カ
ナ
ダ
、

オ
セ
ア
ニ
ア
市
場
に
お
い
て
堅
調
な
成
長
が

見
ら
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
2
0
2
0
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て

訪
問
者
数
は
急
激
に
減
少
。
渡
航
制
限
や
国

際
線
の
運
航
停
止
が
影
響
し
、
訪
問
者
数
は

2
6
8
万
人
と
前
年
の
約
4
分
の
1
に
ま
で

激
減
し
た
。
こ
の
時
期
は
ハ
ワ
イ
観
光
業
に

と
っ
て
未
曽
有
の
危
機
で
あ
り
、
特
に
国
際

観
光
市
場
の
縮
小
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
2
0
2
1
年
以
降
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
影
響
が
徐
々
に
和
ら
ぎ
、
訪
問
者
数
は

回
復
傾
向
に
入
る
。
そ
し
て
2
0
2
3
年
に

5
．さ
い
ご
に

ハワイ島オアフ島

カウアイ島マウイ島

図 2 参考
各島のDMAPの記
載内容を共起ネッ
トワーク化した図
からも、各島の特
徴・強調されてい
る内容を見て取る
ことができる（同
時に登場する用語
が線で結ばれ、バ
ブルの大きさが登
場回数を示してい
る）。
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ヒ
ラ
ニ
）

　

◇
リ
ピ
ー
タ
ー
重
視
と
地
縁
採
用
：
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
と
採
用
コ
ス
ト
を
削
減

（
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ナ
）

◇
徹
底
し
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
：
高
リ
ピ
ー

ト
性
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
減
（
ハ
レ

ク
ラ
ニ
）

　
い
ず
れ
に
し
て
も
市
場
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
各
事
業
者
が
自
社
の
コ
ア
コ
ン
ピ
タ

ン
ス
に
集
中
し
た
う
え
で
の
戦
略
や
戦
術
の

変
更
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
図
3
）

　
今
回
、
課
題
の
最
前
線
で
あ
る
ハ
ワ
イ
を

視
察
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
観
光
振
興
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
課

題
に
つ
な
が
る
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
視
点
で
見

た
と
き
に
は
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
局
レ
イ
ヤ
ー

に
お
い
て
は
、
す
で
に
単
純
な
誘
客
の
た
め

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
は
一
段
落
し
て
お

り
、
す
で
に
課
題
は
地
域
内
に
お
い
て
必
要

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
に
移
っ
て
い
た
。
結

果
と
し
て
、
組
織
で
働
く
人
材
面
に
お
い
て

も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
人
材
で
は
な
く
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
人
材
の
重
要
性
が
高
い
と
感
じ

た
。
こ
れ
は
観
光
振
興
に
お
け
る
段
階

「
フ
ェ
ー
ズ
」
の
差
と
も
言
え
、
日
本
国
内
に

お
い
て
も
京
都
、
ニ
セ
コ
、
鎌
倉
等
、
現
時

点
で
も
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
顕
在
化
し

て
い
る
地
域
と
同
様
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
で
、
宿
泊
施
設
に
目
を
向
け
る
と
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
、
市
場
が
激
変
す
る
中
、

各
事
業
者
と
も
生
き
残
り
を
か
け
、
事
業
戦

略
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
変
更
や
修
正

を
か
け
な
が
ら
、
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
た
。
こ
れ
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
部
は
、
当
然
レ
ッ
ド

オ
ー
シ
ャ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
気
を
抜
け
ば

淘
汰
さ
れ
る
よ
う
な
激
し
い
競
争
環
境
の

中
、
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
こ
と
の
裏
付
け

で
も
あ
る
。

　
今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
あ
る
種
成
熟
し

つ
つ
も
、
地
殻
変
動
も
同
時
に
起
き
て
い
る

混
沌
と
し
た
、
ハ
ワ
イ
と
い
う
市
場
の
二
面

性
を
垣
間
見
る
形
に
な
っ
た
。

の
レ
ガ
シ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
の
関
係
性
を

重
視
し
、O
T
A
よ
り
も
優
遇
す
る
こ
と
で
、

レ
ガ
シ
ー
か
ら
の
高
い
送
客
比
率
を
維
持
し

て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

㋩
ア
ロ
ヒ
ラ
ニ 

リ
ゾ
ー
ト 

ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ

　
ハ
イ
ゲ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、

2
0
1
8
年
に
再
開
発
さ
れ
た
ホ
テ
ル
で
、

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
も
ま
だ
、
日
本
を
含
め
て

あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
ウ
ェ

ブ
の
運
用
を
含
め
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
全
般
を
内
製
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
そ
れ
ら
を
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
き
る
人
材
を
採
用
し
、
自
社
内
で

運
用
を
回
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

あ
る
。（
表
3
）

（
１
）観
光
局

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
か
ら
す
で
に
、
誘
客
と

住
民
生
活
と
の
調
和
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ

て
い
た
が
、
特
に
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

通
し
て
、
そ
の
こ
と
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
組
織
と
し
て
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
と
そ
の
あ
り
方
が
大
き
く
変

わ
り
、
誘
客
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

か
ら
、
地
域
内
の
イ
ン
ナ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
地
域
内
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が

大
き
く
な
っ
た
。
今
回
の
視
察
お
よ
び
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
際
に
、
実
際
の
事
業
自
体
の
取
り

組
み
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
人
材
面
で
言
え
ば
、
誘
客
の
た
め
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
知
見
や
ス
キ
ル
よ
り
も
、
地
域
内
で
の
連

携
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
住
民
へ
の
活

動
へ
の
理
解
・
浸
透
に
重
き
が
置
か
れ
、
住

民
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ら
れ
る
人
材

が
必
要
で
あ
る
と
推
察
す
る
。

（
２
）宿
泊
施
設

　
ハ
ワ
イ
の
ホ
テ
ル
で
も
、
昨
今
の
市
場
環

境
の
激
変
に
よ
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
の
変

更
、
人
材
確
保
／
採
用
コ
ス
ト
の
増
大
が
特

に
課
題
と
な
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
経
営
戦
略
上
、
各
事
業

者
は
と
も
に
生
き
残
り
を
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ

以
下
の
よ
う
に
、
戦
略
の
変
更
を
図
っ
た
。

◇
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
の
ピ
ボ
ッ
ト
：
米
国

メ
イ
ン
ラ
ン
ド
↓
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
（
ウ
ェ

ス
テ
ィ
ン
ハ
プ
ナ
）

◇
チ
ャ
ネ
ル
戦
略
の
選
択
と
集
中
：
t
o
B

で
少
数
大
手
に
集
中
（
ハ
イ
ア
ッ
ト
）

◇
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
認
知
度
強
化
：
デ

ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
内
製
化
（
ア
ロ

㋺
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン 

ハ
プ
ナ 

ビ
ー
チ 

リ
ゾ
ー
ト

　
日
系
ホ
テ
ル
で
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
2
0
1
8
年
よ
り
、
プ
リ
ン
ス
名
か

ら
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ブ
ラ
ン
ド
に
刷
新
し
、

日
本
お
よ
び
メ
イ
ン
ラ
ン
ド
を
含
め
、
よ

り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
客
層
を
取
り
込
め
る
よ

う
に
変
更
し
て
い
る
。
今
現
在
に
お
い
て

は
、
円
安
の
影
響
も
あ
り
、
日
本
か
ら
の

旅
行
者
は
大
幅
に
減
っ
て
お
り
、
メ
イ
ン

ラ
イ
ン
ド
か
ら
の
宿
泊
者
が
多
く
を
占
め

る
に
至
っ
て
い
る
。

❷
オ
ア
フ
島

㋑
ハ
レ
ク
ラ
ニ

　
ハ
ワ
イ
の
中
で
も
、
1
0
0
年
以
上
続
く

老
舗
で
あ
り
、
名
門
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

リ
ピ
ー
タ
ー
が
50
％
前
後
を
占
め
る
。
そ
れ

ら
リ
ピ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
顧
客
情
報

管
理
に
よ
り
、
徹
底
し
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

を
実
践
し
、
新
規
で
も
リ
ピ
ー
タ
ー
化
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
を

下
げ
つ
つ
、
高
い
満
足
度
を
維
持
し
て
い
る
。

図 1 ハワイ州宿泊税の分配推移

ハワ
イ
に
お
け
る

マ
ー
ケ
ティン
グ
戦
略
の

変
化
と
人
材
面
の
課
題

1
2

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

蛯
澤
俊
典

3
．主
な
視
察
調
査
対
象

1
．背
景
と
目
的

2
．事
前
の
調
査
か
ら

4
．視
察
調
査（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）

の
結
果

図 2 ハワイ州内の観光局の関係性

表 1 ハワイ州内の観光協会の整理

※HTJ：ハワイ州観光局日本オフィス、HVCB：ハワイビジターズ＆コンベンションビューロー

　
C
o
v
i
d
―

19
に
よ
る
全
世
界
的
な
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
収
束
後
、
2
0
2
2
年
10
月

11
日
以
降
の
水
際
対
策
の
緩
和
と
と
も
に
、

訪
日
外
国
人
旅
行
者
は
月
を
追
う
ご
と
に
回

復
し
、
2
0
2
4
年
の
訪
日
入
国
者
数
は

2
0
1
9
年
の
水
準
を
10
％
以
上
上
回
る
状

態
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
地
方
の
グ
ラ

ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
労
働
力
不
足
や
燃
油

の
供
給
不
足
な
ど
の
影
響
も
受
け
、
訪
日
の

延
べ
宿
泊
者
の
30
％
以
上
が
東
京
に
宿
泊
す

る
、
東
京
一
極
集
中
が
加
速
し
て
い
る
。

　
地
方
創
生
の
司
令
塔
と
し
て
、
観
光
庁
が

2
0
1
5
年
以
降
、全
国
各
地
で
D
M
O（
現

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
登
録
を
行
い
、
あ

ゆ
み
を
進
め
て
き
た
都
心
か
ら
地
方
へ
の
分

散
は
、
現
況
、
未
だ
目
を
見
張
る
よ
う
な
効

果
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
都
市
へ
の
回

帰
、
集
中
が
起
き
て
い
る
と
も
言
え
る
。
こ

の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
観
光
庁
も

2
0
2
4
年
初
頭
か
ら
、
D
M
O
の
機
能
強

化
の
た
め
の
有
識
者
会
議
を
開
く
に
至
っ
て

い
る
。
D
M
O
の
機
能
強
化
に
あ
た
り
、

D
M
O
側
で
、
課
題
と
し
て
取
り
立
た
さ
れ

て
い
る
の
は
、人
材
育
成
、予
算
・
財
源
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
D
X
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

　
一
方
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
渦
中
か
ら
の
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
進
展
や
昨
今
の
生
成
A
I
の
加

速
度
的
な
普
及
に
伴
い
、
D
M
O
や
観
光
団

体
に
お
い
て
も
、
観
光
地
経
営
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
推
進
す
る
上
で
各
種
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
機
会
が
増
え
る
と
と
も

に
、
そ
れ
と
比
例
す
る
よ
う
に
、
個
人
情
報

保
護
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
策
等
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
リ
ス
ク
も
増
大
し
て
い
る
。

日
進
月
歩
で
進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
対

し
て
、国
内
の
一
般
的
な
中
小
企
業
同
様
に
、

そ
れ
ら
を
活
用
す
る
た
め
の
専
任
者
を
内
部

に
設
置
し
て
い
る
団
体
は
ほ
ぼ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
観
光
セ
ク

タ
ー
で
直
面
す
る
課
題
と
そ
の
解
消
に
お
い

て
、
世
界
で
も
課
題
の
最
前
線
を
行
く
ハ
ワ

イ
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
産
業
と
し

て
の
人
材
確
保
と
そ
の
育
成
が
困
難
に
な
る

中
、
ど
の
よ
う
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。
産
業
を
推
進
す
る
観

光
局
と
ハ
ワ
イ
で
も
代
表
的
な
複
数
の
宿
泊

施
設
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
ハ
ワ

イ
州
内
で
の
実
態
を
探
り
、
国
内
研
究
へ
の

示
唆
と
し
た
い
。

　
ハ
ワ
イ
で
は
、
観
光
財
源
を
確
保
（
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
の
活
動
予
算
を
税
収
の
一
定
割

合
で
確
保
）
す
る
た
め
に
1
9
8
7
年
か
ら

宿
泊
税
を
導
入
し
た
が
、
年
々
、
一
般
財
源

に
使
わ
れ
る
割
合
が
上
昇
。
現
在
は
、
観
光

局
の
予
算
の
一
定
割
合
の
割
当
も
な
く
な

り
、
毎
年
、
予
算
を
要
求
す
る
形
に
な
っ
て

い
る
。（
図
1
）
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１
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光
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観
光
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光
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❶
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（
１
）観
光
局

①
H
T
A
：
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

　
今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
H
T
A

単
独
で
事
業
を
行
う
の
で
は
な
く
、
ハ
ワ
イ

州
内
だ
け
で
も
、
H
V
C
B
（
ハ
ワ
イ
ビ
ジ

タ
ー
ズ
＆
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）

や
O
E
R
（
ホ
ノ
ル
ル
市
経
済
活
性
化
室
）
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。
対
日

本
へ
の
発
信
は
H
T
J
（
日
本
オ
フ
ィ
ス
）
が

請
け
負
う
も
、
ハ
ワ
イ
州
内
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
前
か
ら
の
住
民
の
生
活
を
脅
か
す
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
を
受
け
、
外
部
向

け
の
発
信
よ
り
も
、
住
民
へ
の
発
信
、
い
わ

ゆ
る
イ
ン
ナ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
中
心
に

行
っ
て
い
る
こ
と
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
も
見

え
て
き
た
。

②
I
H
V
B
：
ハ
ワ
イ
島
観
光
局

　
ハ
ワ
イ
島
単
体
の
局
で
あ
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
は
単
独
で
は
行
わ
ず
、
H
V
C
B
で

実
施
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

事
業
の
方
向
性
と
し
て
、
来
訪
促
進
を
は
か

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
ロ
ー
カ
ル

商
品
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
強
化
等
に
注
力
し
、

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。（
表
1
、
図
2
）

（
２
）宿
泊
施
設

❶
ハ
ワ
イ
島

㋑
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ナ
リ
ゾ
ー
ト

　
特
徴
的
な
点
と
し
て
、
地
元
の
ハ
ワ
イ
島

か
ら
採
用
し
た
人
材
を
通
し
て
、
さ
ら
に
そ

の
家
族
等
を
リ
フ
ァ
ラ
ル
で
採
用
す
る
こ
と

で
、
採
用
コ
ス
ト
を
最
大
限
抑
え
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
一
度
宿
泊
し
た
顧
客
へ
の
コ
ン
タ

ク
ト
を
継
続
的
に
行
い
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

は
か
る
こ
と
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
つ

な
げ
て
お
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
を

抑
え
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

一般財源　　　その他観光関連事業　　　郡　　　コンベンションセンター用ファンド　　　ハワイ州観光局用ファンド$million
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ス
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昨
今
の
円
安
の
影
響
等
を
大
き
く
受
け
、

日
本
人
の
比
率
が
下
が
っ
て
い
る
中
、
旧
来
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ヒ
ラ
ニ
）

　

◇
リ
ピ
ー
タ
ー
重
視
と
地
縁
採
用
：
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
と
採
用
コ
ス
ト
を
削
減

（
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ナ
）

◇
徹
底
し
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
：
高
リ
ピ
ー

ト
性
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
減
（
ハ
レ

ク
ラ
ニ
）

　
い
ず
れ
に
し
て
も
市
場
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
各
事
業
者
が
自
社
の
コ
ア
コ
ン
ピ
タ

ン
ス
に
集
中
し
た
う
え
で
の
戦
略
や
戦
術
の

変
更
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
図
3
）

　
今
回
、
課
題
の
最
前
線
で
あ
る
ハ
ワ
イ
を

視
察
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
観
光
振
興
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
課

題
に
つ
な
が
る
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
視
点
で
見

た
と
き
に
は
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
局
レ
イ
ヤ
ー

に
お
い
て
は
、
す
で
に
単
純
な
誘
客
の
た
め

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
は
一
段
落
し
て
お

り
、
す
で
に
課
題
は
地
域
内
に
お
い
て
必
要

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
に
移
っ
て
い
た
。
結

果
と
し
て
、
組
織
で
働
く
人
材
面
に
お
い
て

も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
人
材
で
は
な
く
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
人
材
の
重
要
性
が
高
い
と
感
じ

た
。
こ
れ
は
観
光
振
興
に
お
け
る
段
階

「
フ
ェ
ー
ズ
」
の
差
と
も
言
え
、
日
本
国
内
に

お
い
て
も
京
都
、
ニ
セ
コ
、
鎌
倉
等
、
現
時

点
で
も
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
顕
在
化
し

て
い
る
地
域
と
同
様
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
で
、
宿
泊
施
設
に
目
を
向
け
る
と
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
、
市
場
が
激
変
す
る
中
、

各
事
業
者
と
も
生
き
残
り
を
か
け
、
事
業
戦

略
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
変
更
や
修
正

を
か
け
な
が
ら
、
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
た
。
こ
れ
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
部
は
、
当
然
レ
ッ
ド

オ
ー
シ
ャ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
気
を
抜
け
ば

淘
汰
さ
れ
る
よ
う
な
激
し
い
競
争
環
境
の

中
、
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
こ
と
の
裏
付
け

で
も
あ
る
。

　
今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
あ
る
種
成
熟
し

つ
つ
も
、
地
殻
変
動
も
同
時
に
起
き
て
い
る

混
沌
と
し
た
、
ハ
ワ
イ
と
い
う
市
場
の
二
面

性
を
垣
間
見
る
形
に
な
っ
た
。

の
レ
ガ
シ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
の
関
係
性
を

重
視
し
、O
T
A
よ
り
も
優
遇
す
る
こ
と
で
、

レ
ガ
シ
ー
か
ら
の
高
い
送
客
比
率
を
維
持
し

て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

㋩
ア
ロ
ヒ
ラ
ニ 

リ
ゾ
ー
ト 

ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ

　
ハ
イ
ゲ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、

2
0
1
8
年
に
再
開
発
さ
れ
た
ホ
テ
ル
で
、

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
も
ま
だ
、
日
本
を
含
め
て

あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
ウ
ェ

ブ
の
運
用
を
含
め
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
全
般
を
内
製
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
そ
れ
ら
を
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
き
る
人
材
を
採
用
し
、
自
社
内
で

運
用
を
回
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

あ
る
。（
表
3
）

（
１
）観
光
局

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
か
ら
す
で
に
、
誘
客
と

住
民
生
活
と
の
調
和
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ

て
い
た
が
、
特
に
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

通
し
て
、
そ
の
こ
と
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
組
織
と
し
て
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
と
そ
の
あ
り
方
が
大
き
く
変

わ
り
、
誘
客
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

か
ら
、
地
域
内
の
イ
ン
ナ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
地
域
内
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が

大
き
く
な
っ
た
。
今
回
の
視
察
お
よ
び
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
際
に
、
実
際
の
事
業
自
体
の
取
り

組
み
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
人
材
面
で
言
え
ば
、
誘
客
の
た
め
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
知
見
や
ス
キ
ル
よ
り
も
、
地
域
内
で
の
連

携
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
住
民
へ
の
活

動
へ
の
理
解
・
浸
透
に
重
き
が
置
か
れ
、
住

民
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ら
れ
る
人
材

が
必
要
で
あ
る
と
推
察
す
る
。

（
２
）宿
泊
施
設

　
ハ
ワ
イ
の
ホ
テ
ル
で
も
、
昨
今
の
市
場
環

境
の
激
変
に
よ
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
の
変

更
、
人
材
確
保
／
採
用
コ
ス
ト
の
増
大
が
特

に
課
題
と
な
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
経
営
戦
略
上
、
各
事
業

者
は
と
も
に
生
き
残
り
を
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ

以
下
の
よ
う
に
、
戦
略
の
変
更
を
図
っ
た
。

◇
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
の
ピ
ボ
ッ
ト
：
米
国

メ
イ
ン
ラ
ン
ド
↓
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
（
ウ
ェ

ス
テ
ィ
ン
ハ
プ
ナ
）

◇
チ
ャ
ネ
ル
戦
略
の
選
択
と
集
中
：
t
o
B

で
少
数
大
手
に
集
中
（
ハ
イ
ア
ッ
ト
）

◇
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
認
知
度
強
化
：
デ

ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
内
製
化
（
ア
ロ

㋺
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン 

ハ
プ
ナ 

ビ
ー
チ 

リ
ゾ
ー
ト

　
日
系
ホ
テ
ル
で
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
2
0
1
8
年
よ
り
、
プ
リ
ン
ス
名
か

ら
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ブ
ラ
ン
ド
に
刷
新
し
、

日
本
お
よ
び
メ
イ
ン
ラ
ン
ド
を
含
め
、
よ

り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
客
層
を
取
り
込
め
る
よ

う
に
変
更
し
て
い
る
。
今
現
在
に
お
い
て

は
、
円
安
の
影
響
も
あ
り
、
日
本
か
ら
の

旅
行
者
は
大
幅
に
減
っ
て
お
り
、
メ
イ
ン

ラ
イ
ン
ド
か
ら
の
宿
泊
者
が
多
く
を
占
め

る
に
至
っ
て
い
る
。

❷
オ
ア
フ
島

㋑
ハ
レ
ク
ラ
ニ

　
ハ
ワ
イ
の
中
で
も
、
1
0
0
年
以
上
続
く

老
舗
で
あ
り
、
名
門
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

リ
ピ
ー
タ
ー
が
50
％
前
後
を
占
め
る
。
そ
れ

ら
リ
ピ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
顧
客
情
報

管
理
に
よ
り
、
徹
底
し
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

を
実
践
し
、
新
規
で
も
リ
ピ
ー
タ
ー
化
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
を

下
げ
つ
つ
、
高
い
満
足
度
を
維
持
し
て
い
る
。

図 1 ハワイ州宿泊税の分配推移

ハワ
イ
に
お
け
る

マ
ー
ケ
ティン
グ
戦
略
の

変
化
と
人
材
面
の
課
題

1
2

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

蛯
澤
俊
典

3
．主
な
視
察
調
査
対
象

1
．背
景
と
目
的

2
．事
前
の
調
査
か
ら

4
．視
察
調
査（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）

の
結
果

図 2 ハワイ州内の観光局の関係性

表 1 ハワイ州内の観光協会の整理

※HTJ：ハワイ州観光局日本オフィス、HVCB：ハワイビジターズ＆コンベンションビューロー

　
C
o
v
i
d
―

19
に
よ
る
全
世
界
的
な
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
収
束
後
、
2
0
2
2
年
10
月

11
日
以
降
の
水
際
対
策
の
緩
和
と
と
も
に
、

訪
日
外
国
人
旅
行
者
は
月
を
追
う
ご
と
に
回

復
し
、
2
0
2
4
年
の
訪
日
入
国
者
数
は

2
0
1
9
年
の
水
準
を
10
％
以
上
上
回
る
状

態
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
地
方
の
グ
ラ

ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
労
働
力
不
足
や
燃
油

の
供
給
不
足
な
ど
の
影
響
も
受
け
、
訪
日
の

延
べ
宿
泊
者
の
30
％
以
上
が
東
京
に
宿
泊
す

る
、
東
京
一
極
集
中
が
加
速
し
て
い
る
。

　
地
方
創
生
の
司
令
塔
と
し
て
、
観
光
庁
が

2
0
1
5
年
以
降
、全
国
各
地
で
D
M
O（
現

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
登
録
を
行
い
、
あ

ゆ
み
を
進
め
て
き
た
都
心
か
ら
地
方
へ
の
分

散
は
、
現
況
、
未
だ
目
を
見
張
る
よ
う
な
効

果
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
都
市
へ
の
回

帰
、
集
中
が
起
き
て
い
る
と
も
言
え
る
。
こ

の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
観
光
庁
も

2
0
2
4
年
初
頭
か
ら
、
D
M
O
の
機
能
強

化
の
た
め
の
有
識
者
会
議
を
開
く
に
至
っ
て

い
る
。
D
M
O
の
機
能
強
化
に
あ
た
り
、

D
M
O
側
で
、
課
題
と
し
て
取
り
立
た
さ
れ

て
い
る
の
は
、人
材
育
成
、予
算
・
財
源
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
D
X
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

　
一
方
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
渦
中
か
ら
の
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
進
展
や
昨
今
の
生
成
A
I
の
加

速
度
的
な
普
及
に
伴
い
、
D
M
O
や
観
光
団

体
に
お
い
て
も
、
観
光
地
経
営
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
推
進
す
る
上
で
各
種
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
機
会
が
増
え
る
と
と
も

に
、
そ
れ
と
比
例
す
る
よ
う
に
、
個
人
情
報

保
護
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
策
等
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
リ
ス
ク
も
増
大
し
て
い
る
。

日
進
月
歩
で
進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
対

し
て
、国
内
の
一
般
的
な
中
小
企
業
同
様
に
、

そ
れ
ら
を
活
用
す
る
た
め
の
専
任
者
を
内
部

に
設
置
し
て
い
る
団
体
は
ほ
ぼ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
観
光
セ
ク

タ
ー
で
直
面
す
る
課
題
と
そ
の
解
消
に
お
い

て
、
世
界
で
も
課
題
の
最
前
線
を
行
く
ハ
ワ

イ
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
産
業
と
し

て
の
人
材
確
保
と
そ
の
育
成
が
困
難
に
な
る

中
、
ど
の
よ
う
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。
産
業
を
推
進
す
る
観

光
局
と
ハ
ワ
イ
で
も
代
表
的
な
複
数
の
宿
泊

施
設
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
ハ
ワ

イ
州
内
で
の
実
態
を
探
り
、
国
内
研
究
へ
の

示
唆
と
し
た
い
。

　
ハ
ワ
イ
で
は
、
観
光
財
源
を
確
保
（
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
の
活
動
予
算
を
税
収
の
一
定
割

合
で
確
保
）
す
る
た
め
に
1
9
8
7
年
か
ら

宿
泊
税
を
導
入
し
た
が
、
年
々
、
一
般
財
源

に
使
わ
れ
る
割
合
が
上
昇
。
現
在
は
、
観
光

局
の
予
算
の
一
定
割
合
の
割
当
も
な
く
な

り
、
毎
年
、
予
算
を
要
求
す
る
形
に
な
っ
て

い
る
。（
図
1
）

（
１
）観
光
局

・
H
T
A
：
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

・
I
H
V
B
：
ハ
ワ
イ
島
観
光
局

（
２
）宿
泊
施
設

❶
ハ
ワ
イ
島
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ロ
イ
ヤ
ル
コ
ナ
リ
ゾ
ー
ト

・
ウ
ェ
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テ
ィ
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プ
ナ 

ビ
ー
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リ
ゾ
ー
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❷
オ
ア
フ
島

・
ハ
レ
ク
ラ
ニ

・
ハ
イ
ア
ッ
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リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
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ワ
イ
キ
キ

ビ
ー
チ 

リ
ゾ
ー
ト 

ア
ン
ド 

ス
パ

・
ア
ロ
ヒ
ラ
ニ 

リ
ゾ
ー
ト 

ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ

（
１
）観
光
局

①
H
T
A
：
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

　
今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
H
T
A

単
独
で
事
業
を
行
う
の
で
は
な
く
、
ハ
ワ
イ

州
内
だ
け
で
も
、
H
V
C
B
（
ハ
ワ
イ
ビ
ジ

タ
ー
ズ
＆
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）

や
O
E
R
（
ホ
ノ
ル
ル
市
経
済
活
性
化
室
）
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。
対
日

本
へ
の
発
信
は
H
T
J
（
日
本
オ
フ
ィ
ス
）
が

請
け
負
う
も
、
ハ
ワ
イ
州
内
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
前
か
ら
の
住
民
の
生
活
を
脅
か
す
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
を
受
け
、
外
部
向

け
の
発
信
よ
り
も
、
住
民
へ
の
発
信
、
い
わ

ゆ
る
イ
ン
ナ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
中
心
に

行
っ
て
い
る
こ
と
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
も
見

え
て
き
た
。

②
I
H
V
B
：
ハ
ワ
イ
島
観
光
局

　
ハ
ワ
イ
島
単
体
の
局
で
あ
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
は
単
独
で
は
行
わ
ず
、
H
V
C
B
で

実
施
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

事
業
の
方
向
性
と
し
て
、
来
訪
促
進
を
は
か

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
ロ
ー
カ
ル

商
品
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
強
化
等
に
注
力
し
、

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。（
表
1
、
図
2
）

（
２
）宿
泊
施
設

❶
ハ
ワ
イ
島

㋑
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ナ
リ
ゾ
ー
ト

　
特
徴
的
な
点
と
し
て
、
地
元
の
ハ
ワ
イ
島

か
ら
採
用
し
た
人
材
を
通
し
て
、
さ
ら
に
そ

の
家
族
等
を
リ
フ
ァ
ラ
ル
で
採
用
す
る
こ
と

で
、
採
用
コ
ス
ト
を
最
大
限
抑
え
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
一
度
宿
泊
し
た
顧
客
へ
の
コ
ン
タ

ク
ト
を
継
続
的
に
行
い
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

は
か
る
こ
と
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
つ

な
げ
て
お
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
を

抑
え
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

一般財源　　　その他観光関連事業　　　郡　　　コンベンションセンター用ファンド　　　ハワイ州観光局用ファンド$million

㋺
ハ
イ
ア
ッ
ト 

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー 

ワ
イ
キ

キ 

ビ
ー
チ 

リ
ゾ
ー
ト 

ア
ン
ド 

ス
パ

　
昨
今
の
円
安
の
影
響
等
を
大
き
く
受
け
、

日
本
人
の
比
率
が
下
が
っ
て
い
る
中
、
旧
来
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ヒ
ラ
ニ
）

　

◇
リ
ピ
ー
タ
ー
重
視
と
地
縁
採
用
：
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
と
採
用
コ
ス
ト
を
削
減

（
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ナ
）

◇
徹
底
し
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
：
高
リ
ピ
ー

ト
性
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
減
（
ハ
レ

ク
ラ
ニ
）

　
い
ず
れ
に
し
て
も
市
場
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
各
事
業
者
が
自
社
の
コ
ア
コ
ン
ピ
タ

ン
ス
に
集
中
し
た
う
え
で
の
戦
略
や
戦
術
の

変
更
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
図
3
）

　
今
回
、
課
題
の
最
前
線
で
あ
る
ハ
ワ
イ
を

視
察
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
観
光
振
興
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
課

題
に
つ
な
が
る
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
視
点
で
見

た
と
き
に
は
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
局
レ
イ
ヤ
ー

に
お
い
て
は
、
す
で
に
単
純
な
誘
客
の
た
め

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
は
一
段
落
し
て
お

り
、
す
で
に
課
題
は
地
域
内
に
お
い
て
必
要

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
に
移
っ
て
い
た
。
結

果
と
し
て
、
組
織
で
働
く
人
材
面
に
お
い
て

も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
人
材
で
は
な
く
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
人
材
の
重
要
性
が
高
い
と
感
じ

た
。
こ
れ
は
観
光
振
興
に
お
け
る
段
階

「
フ
ェ
ー
ズ
」
の
差
と
も
言
え
、
日
本
国
内
に

お
い
て
も
京
都
、
ニ
セ
コ
、
鎌
倉
等
、
現
時

点
で
も
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
顕
在
化
し

て
い
る
地
域
と
同
様
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
で
、
宿
泊
施
設
に
目
を
向
け
る
と
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
、
市
場
が
激
変
す
る
中
、

各
事
業
者
と
も
生
き
残
り
を
か
け
、
事
業
戦

略
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
変
更
や
修
正

を
か
け
な
が
ら
、
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
た
。
こ
れ
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
部
は
、
当
然
レ
ッ
ド

オ
ー
シ
ャ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
気
を
抜
け
ば

淘
汰
さ
れ
る
よ
う
な
激
し
い
競
争
環
境
の

中
、
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
こ
と
の
裏
付
け

で
も
あ
る
。

　
今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
あ
る
種
成
熟
し

つ
つ
も
、
地
殻
変
動
も
同
時
に
起
き
て
い
る

混
沌
と
し
た
、
ハ
ワ
イ
と
い
う
市
場
の
二
面

性
を
垣
間
見
る
形
に
な
っ
た
。

の
レ
ガ
シ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
の
関
係
性
を

重
視
し
、O
T
A
よ
り
も
優
遇
す
る
こ
と
で
、

レ
ガ
シ
ー
か
ら
の
高
い
送
客
比
率
を
維
持
し

て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

㋩
ア
ロ
ヒ
ラ
ニ 

リ
ゾ
ー
ト 

ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ

　
ハ
イ
ゲ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、

2
0
1
8
年
に
再
開
発
さ
れ
た
ホ
テ
ル
で
、

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
も
ま
だ
、
日
本
を
含
め
て

あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
ウ
ェ

ブ
の
運
用
を
含
め
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
全
般
を
内
製
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
そ
れ
ら
を
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
き
る
人
材
を
採
用
し
、
自
社
内
で

運
用
を
回
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

あ
る
。（
表
3
）

（
１
）観
光
局

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
か
ら
す
で
に
、
誘
客
と

住
民
生
活
と
の
調
和
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ

て
い
た
が
、
特
に
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

通
し
て
、
そ
の
こ
と
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
組
織
と
し
て
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
と
そ
の
あ
り
方
が
大
き
く
変

わ
り
、
誘
客
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

か
ら
、
地
域
内
の
イ
ン
ナ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
地
域
内
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が

大
き
く
な
っ
た
。
今
回
の
視
察
お
よ
び
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
際
に
、
実
際
の
事
業
自
体
の
取
り

組
み
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
人
材
面
で
言
え
ば
、
誘
客
の
た
め
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
知
見
や
ス
キ
ル
よ
り
も
、
地
域
内
で
の
連

携
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
住
民
へ
の
活

動
へ
の
理
解
・
浸
透
に
重
き
が
置
か
れ
、
住

民
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ら
れ
る
人
材

が
必
要
で
あ
る
と
推
察
す
る
。

（
２
）宿
泊
施
設

　
ハ
ワ
イ
の
ホ
テ
ル
で
も
、
昨
今
の
市
場
環

境
の
激
変
に
よ
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
の
変

更
、
人
材
確
保
／
採
用
コ
ス
ト
の
増
大
が
特

に
課
題
と
な
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
経
営
戦
略
上
、
各
事
業

者
は
と
も
に
生
き
残
り
を
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ

以
下
の
よ
う
に
、
戦
略
の
変
更
を
図
っ
た
。

◇
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
の
ピ
ボ
ッ
ト
：
米
国

メ
イ
ン
ラ
ン
ド
↓
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
（
ウ
ェ

ス
テ
ィ
ン
ハ
プ
ナ
）

◇
チ
ャ
ネ
ル
戦
略
の
選
択
と
集
中
：
t
o
B

で
少
数
大
手
に
集
中
（
ハ
イ
ア
ッ
ト
）

◇
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
認
知
度
強
化
：
デ

ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
内
製
化
（
ア
ロ

㋺
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン 

ハ
プ
ナ 

ビ
ー
チ 

リ
ゾ
ー
ト

　
日
系
ホ
テ
ル
で
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
2
0
1
8
年
よ
り
、
プ
リ
ン
ス
名
か

ら
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ブ
ラ
ン
ド
に
刷
新
し
、

日
本
お
よ
び
メ
イ
ン
ラ
ン
ド
を
含
め
、
よ

り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
客
層
を
取
り
込
め
る
よ

う
に
変
更
し
て
い
る
。
今
現
在
に
お
い
て

は
、
円
安
の
影
響
も
あ
り
、
日
本
か
ら
の

旅
行
者
は
大
幅
に
減
っ
て
お
り
、
メ
イ
ン

ラ
イ
ン
ド
か
ら
の
宿
泊
者
が
多
く
を
占
め

る
に
至
っ
て
い
る
。

❷
オ
ア
フ
島

㋑
ハ
レ
ク
ラ
ニ

　
ハ
ワ
イ
の
中
で
も
、
1
0
0
年
以
上
続
く

老
舗
で
あ
り
、
名
門
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

リ
ピ
ー
タ
ー
が
50
％
前
後
を
占
め
る
。
そ
れ

ら
リ
ピ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
顧
客
情
報

管
理
に
よ
り
、
徹
底
し
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

を
実
践
し
、
新
規
で
も
リ
ピ
ー
タ
ー
化
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
を

下
げ
つ
つ
、
高
い
満
足
度
を
維
持
し
て
い
る
。

「予約客の50％が、常時リピーター」を維持するハレクラニからの
ダイヤモンドヘッドの眺め

5
．現
地
で
得
た

知
見
か
ら
の
考
察

表 3 視察ヒアリング対象となったオアフ島内宿泊施設の情報

表 2 視察ヒアリング対象となったハワイ島内宿泊施設の情報

図 3 視察とヒアリングを通して見えてきた各施設のマーケティング戦略の相違点

　
C
o
v
i
d
―

19
に
よ
る
全
世
界
的
な
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
収
束
後
、
2
0
2
2
年
10
月

11
日
以
降
の
水
際
対
策
の
緩
和
と
と
も
に
、

訪
日
外
国
人
旅
行
者
は
月
を
追
う
ご
と
に
回

復
し
、
2
0
2
4
年
の
訪
日
入
国
者
数
は

2
0
1
9
年
の
水
準
を
10
％
以
上
上
回
る
状

態
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
地
方
の
グ
ラ

ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
労
働
力
不
足
や
燃
油

の
供
給
不
足
な
ど
の
影
響
も
受
け
、
訪
日
の

延
べ
宿
泊
者
の
30
％
以
上
が
東
京
に
宿
泊
す

る
、
東
京
一
極
集
中
が
加
速
し
て
い
る
。

　
地
方
創
生
の
司
令
塔
と
し
て
、
観
光
庁
が

2
0
1
5
年
以
降
、全
国
各
地
で
D
M
O（
現

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
登
録
を
行
い
、
あ

ゆ
み
を
進
め
て
き
た
都
心
か
ら
地
方
へ
の
分

散
は
、
現
況
、
未
だ
目
を
見
張
る
よ
う
な
効

果
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
都
市
へ
の
回

帰
、
集
中
が
起
き
て
い
る
と
も
言
え
る
。
こ

の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
観
光
庁
も

2
0
2
4
年
初
頭
か
ら
、
D
M
O
の
機
能
強

化
の
た
め
の
有
識
者
会
議
を
開
く
に
至
っ
て

い
る
。
D
M
O
の
機
能
強
化
に
あ
た
り
、

D
M
O
側
で
、
課
題
と
し
て
取
り
立
た
さ
れ

て
い
る
の
は
、人
材
育
成
、予
算
・
財
源
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
D
X
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

　
一
方
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
渦
中
か
ら
の
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
進
展
や
昨
今
の
生
成
A
I
の
加

速
度
的
な
普
及
に
伴
い
、
D
M
O
や
観
光
団

体
に
お
い
て
も
、
観
光
地
経
営
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
推
進
す
る
上
で
各
種
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
機
会
が
増
え
る
と
と
も

に
、
そ
れ
と
比
例
す
る
よ
う
に
、
個
人
情
報

保
護
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
策
等
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
リ
ス
ク
も
増
大
し
て
い
る
。

日
進
月
歩
で
進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
対

し
て
、国
内
の
一
般
的
な
中
小
企
業
同
様
に
、

そ
れ
ら
を
活
用
す
る
た
め
の
専
任
者
を
内
部

に
設
置
し
て
い
る
団
体
は
ほ
ぼ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
観
光
セ
ク

タ
ー
で
直
面
す
る
課
題
と
そ
の
解
消
に
お
い

て
、
世
界
で
も
課
題
の
最
前
線
を
行
く
ハ
ワ

イ
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
産
業
と
し

て
の
人
材
確
保
と
そ
の
育
成
が
困
難
に
な
る

中
、
ど
の
よ
う
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。
産
業
を
推
進
す
る
観

光
局
と
ハ
ワ
イ
で
も
代
表
的
な
複
数
の
宿
泊

施
設
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
ハ
ワ

イ
州
内
で
の
実
態
を
探
り
、
国
内
研
究
へ
の

示
唆
と
し
た
い
。

　
ハ
ワ
イ
で
は
、
観
光
財
源
を
確
保
（
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
の
活
動
予
算
を
税
収
の
一
定
割

合
で
確
保
）
す
る
た
め
に
1
9
8
7
年
か
ら

宿
泊
税
を
導
入
し
た
が
、
年
々
、
一
般
財
源

に
使
わ
れ
る
割
合
が
上
昇
。
現
在
は
、
観
光

局
の
予
算
の
一
定
割
合
の
割
当
も
な
く
な

り
、
毎
年
、
予
算
を
要
求
す
る
形
に
な
っ
て

い
る
。（
図
1
）

（
１
）観
光
局

・
H
T
A
：
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

・
I
H
V
B
：
ハ
ワ
イ
島
観
光
局

（
２
）宿
泊
施
設

❶
ハ
ワ
イ
島

・
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ナ
リ
ゾ
ー
ト

・
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン 

ハ
プ
ナ 

ビ
ー
チ 

リ
ゾ
ー
ト

❷
オ
ア
フ
島

・
ハ
レ
ク
ラ
ニ

・
ハ
イ
ア
ッ
ト 

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー 

ワ
イ
キ
キ

ビ
ー
チ 

リ
ゾ
ー
ト 

ア
ン
ド 

ス
パ

・
ア
ロ
ヒ
ラ
ニ 

リ
ゾ
ー
ト 

ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ

（
１
）観
光
局

①
H
T
A
：
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

　
今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
H
T
A

単
独
で
事
業
を
行
う
の
で
は
な
く
、
ハ
ワ
イ

州
内
だ
け
で
も
、
H
V
C
B
（
ハ
ワ
イ
ビ
ジ

タ
ー
ズ
＆
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）

や
O
E
R
（
ホ
ノ
ル
ル
市
経
済
活
性
化
室
）
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。
対
日

本
へ
の
発
信
は
H
T
J
（
日
本
オ
フ
ィ
ス
）
が

請
け
負
う
も
、
ハ
ワ
イ
州
内
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
前
か
ら
の
住
民
の
生
活
を
脅
か
す
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
を
受
け
、
外
部
向

け
の
発
信
よ
り
も
、
住
民
へ
の
発
信
、
い
わ

ゆ
る
イ
ン
ナ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
中
心
に

行
っ
て
い
る
こ
と
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
も
見

え
て
き
た
。

②
I
H
V
B
：
ハ
ワ
イ
島
観
光
局

　
ハ
ワ
イ
島
単
体
の
局
で
あ
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
は
単
独
で
は
行
わ
ず
、
H
V
C
B
で

実
施
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

事
業
の
方
向
性
と
し
て
、
来
訪
促
進
を
は
か

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
ロ
ー
カ
ル

商
品
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
強
化
等
に
注
力
し
、

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。（
表
1
、
図
2
）

（
２
）宿
泊
施
設

❶
ハ
ワ
イ
島

㋑
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ナ
リ
ゾ
ー
ト

　
特
徴
的
な
点
と
し
て
、
地
元
の
ハ
ワ
イ
島

か
ら
採
用
し
た
人
材
を
通
し
て
、
さ
ら
に
そ

の
家
族
等
を
リ
フ
ァ
ラ
ル
で
採
用
す
る
こ
と

で
、
採
用
コ
ス
ト
を
最
大
限
抑
え
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
一
度
宿
泊
し
た
顧
客
へ
の
コ
ン
タ

ク
ト
を
継
続
的
に
行
い
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

は
か
る
こ
と
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
つ

な
げ
て
お
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
を

抑
え
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

㋺
ハ
イ
ア
ッ
ト 

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー 

ワ
イ
キ

キ 

ビ
ー
チ 

リ
ゾ
ー
ト 

ア
ン
ド 

ス
パ

　
昨
今
の
円
安
の
影
響
等
を
大
き
く
受
け
、

日
本
人
の
比
率
が
下
が
っ
て
い
る
中
、
旧
来

※視察ヒアリングにより筆者作成

※視察ヒアリングにより筆者作成

※視察ヒアリングにより筆者作成

●1986年まではヒルトンブランドで運営して
いたが、1986年に地元オーナーが買い取り、
現在のブランドに
●日本人の宿泊比率は2％（メインランドとカナダで86％）

●プリンスホテル系列。プリンスが土地を所有
し、運営も行っている

●日本マーケットに関してはリピーター重視（リ
ピーター7割）のFIT誘客戦略
●日本マーケット予約チャネルの半数はOTAと
なり、ホールセラーの商品も増えつつあり
●PMSは2023年からオラクルOPERAを導入
し、顧客のデータ化を進める
●デジタルマーケティングはメインランドの会
社に依頼

●1917年から、インディペン
デントホテルとして運営されて
いるが1981年に三井不動産
が買収し、現在に至る

●1976年開業のハイアット
グループの中核ブランド

●ハワイに16軒あるハイゲー
トグループ
●2018年オープン。ハワイ内
ではインディペンデントホテル
（ハイゲートグループが買収、
旧パシフィックビーチホテル）

●既存顧客重視の戦略（宿泊
者情報を管理、活用）
●50％前後はリピーター。宿
泊中に次回の予約を入れる顧
客の割合が高い
●デジタルマーケティングは
外注。日本とメインランドで業
者を分けている

●コロナ禍前：日本市場が中
心、コロナ禍後：日本市場は
15％に減少
●チャネルとしては、日本市場
はOTAよりもレガシーエージ
ェントを重視
●デジタルマーケティングは、
本社があるシカゴで一括して
策定と運用を行っている

●あらゆるターゲットにアジャ
ストでき、かつ宿泊料金のリー
ズナブルさが強み（日本人はコ
ロナ禍前：50％、コロナ禍後：
15％前後に減少）
●デジタルマーケティングは、
日本だけは日本のベンダーを
活用しつつ、ディレクションを
内製。SNS、ウェブ再構築など
は運営側で主導

●人材確保はやや難も、入社
したら、ホスピタリティ含め人
材育成を徹底
●マネージャークラスまでが
現地採用

●人材は現地採用（職位関係
なく、地元の人材を優先）

●コーポレート：ハイゲートが
採用、プロパティ：ホテルごと
に採用
●マーケティングプロモーショ
ン：日本にセールスレップを置く

●2018年にブランドをウェスティンにすること
で、メインランド向けブランドとして戦略を変更
●SPGR（Seibu Prince Global Rewards）で
のCRM（ポイント付与＋還元）によるCRM
●デジタルマーケティングは、ハワイ内の会社
に依頼

●人材はマネジメント層も含めて地元から探す
●ベースとなる従業員は地元から採用、またそ
の親族のリファラル採用を行っている

●人材はメインランドとハワイ島の地元住民

ハレクラニ ハイアット リージェンシー
ワイキキ ビーチ 

リゾート アンド スパ

アロヒラニ リゾート
ワイキキビーチ

施設概要

施設概要

マーケティング
方針・施策

マーケティング
方針・施策

HR（人材）

HR（人材）

ハワイ州内ホテルのマーケティング戦略

ブランディング：チェーンホテルかインディペンデント系か？

どこにマーケティング原資を注力？

現地
オリジナルブランド系

ホテルチェーン

ホテルブランドの
認知度強化で
稼働を高める
デジタル

マーケティング
OTAでの
SEOで露出

メインランド＋日本
toC戦略を内製

アロヒラニ

ポイント還元による
グループ全体の

CRM
プリンスブランド

を捨て、
グローバル
ブランドへの
転換と市場の
ピボット

メインランドが主戦場。
toCへのデジタル
マーケティングは

外製

ウェスティンハプナ

AGTへの
還元による
送客維持管理
チャネルとしての
ホールセラー重視
（JTB,HIS）

日本市場重視。
あくまでtoBを貫く
（広告費は抑える）

ハイアット

採用コストを抑え、
顧客管理に
原資を投入
経営課題の
採用コストを
地元×血縁で
最小限に抑える

メインランドが主戦場。
チャネルはtoC×toBの

バランス型

ロイヤルコナ

顧客データ化と
ホスピタリティの
徹底による
良質顧客への
CRM

徹底的な
ホスピタリティと
高い顧客理解
による粘着性

日本市場＋
メインランドが主戦場。
採用コストの高止まりを
マーケティングコストを
抑えることによって制御

ハレクラニ

ロイヤルコナリゾート ウェスティン ハプナ ビーチ リゾート

グローバル
ホテルチェーン

独立
インディペンデント系

‒❷ハワイにおけるマーケティング戦略の変化と人材面の課題1
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ヒ
ラ
ニ
）

　

◇
リ
ピ
ー
タ
ー
重
視
と
地
縁
採
用
：
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
と
採
用
コ
ス
ト
を
削
減

（
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ナ
）

◇
徹
底
し
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
：
高
リ
ピ
ー

ト
性
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
減
（
ハ
レ

ク
ラ
ニ
）

　
い
ず
れ
に
し
て
も
市
場
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
各
事
業
者
が
自
社
の
コ
ア
コ
ン
ピ
タ

ン
ス
に
集
中
し
た
う
え
で
の
戦
略
や
戦
術
の

変
更
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
図
3
）

　
今
回
、
課
題
の
最
前
線
で
あ
る
ハ
ワ
イ
を

視
察
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
観
光
振
興
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
課

題
に
つ
な
が
る
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
視
点
で
見

た
と
き
に
は
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
局
レ
イ
ヤ
ー

に
お
い
て
は
、
す
で
に
単
純
な
誘
客
の
た
め

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
は
一
段
落
し
て
お

り
、
す
で
に
課
題
は
地
域
内
に
お
い
て
必
要

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
に
移
っ
て
い
た
。
結

果
と
し
て
、
組
織
で
働
く
人
材
面
に
お
い
て

も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
人
材
で
は
な
く
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
人
材
の
重
要
性
が
高
い
と
感
じ

た
。
こ
れ
は
観
光
振
興
に
お
け
る
段
階

「
フ
ェ
ー
ズ
」
の
差
と
も
言
え
、
日
本
国
内
に

お
い
て
も
京
都
、
ニ
セ
コ
、
鎌
倉
等
、
現
時

点
で
も
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
顕
在
化
し

て
い
る
地
域
と
同
様
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
で
、
宿
泊
施
設
に
目
を
向
け
る
と
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
、
市
場
が
激
変
す
る
中
、

各
事
業
者
と
も
生
き
残
り
を
か
け
、
事
業
戦

略
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
変
更
や
修
正

を
か
け
な
が
ら
、
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
た
。
こ
れ
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
部
は
、
当
然
レ
ッ
ド

オ
ー
シ
ャ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
気
を
抜
け
ば

淘
汰
さ
れ
る
よ
う
な
激
し
い
競
争
環
境
の

中
、
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
こ
と
の
裏
付
け

で
も
あ
る
。

　
今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
あ
る
種
成
熟
し

つ
つ
も
、
地
殻
変
動
も
同
時
に
起
き
て
い
る

混
沌
と
し
た
、
ハ
ワ
イ
と
い
う
市
場
の
二
面

性
を
垣
間
見
る
形
に
な
っ
た
。

の
レ
ガ
シ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
の
関
係
性
を

重
視
し
、O
T
A
よ
り
も
優
遇
す
る
こ
と
で
、

レ
ガ
シ
ー
か
ら
の
高
い
送
客
比
率
を
維
持
し

て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

㋩
ア
ロ
ヒ
ラ
ニ 

リ
ゾ
ー
ト 

ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ

　
ハ
イ
ゲ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、

2
0
1
8
年
に
再
開
発
さ
れ
た
ホ
テ
ル
で
、

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
も
ま
だ
、
日
本
を
含
め
て

あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
ウ
ェ

ブ
の
運
用
を
含
め
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
全
般
を
内
製
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
そ
れ
ら
を
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
き
る
人
材
を
採
用
し
、
自
社
内
で

運
用
を
回
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

あ
る
。（
表
3
）

（
１
）観
光
局

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
か
ら
す
で
に
、
誘
客
と

住
民
生
活
と
の
調
和
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ

て
い
た
が
、
特
に
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

通
し
て
、
そ
の
こ
と
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
組
織
と
し
て
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
と
そ
の
あ
り
方
が
大
き
く
変

わ
り
、
誘
客
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

か
ら
、
地
域
内
の
イ
ン
ナ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
地
域
内
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が

大
き
く
な
っ
た
。
今
回
の
視
察
お
よ
び
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
際
に
、
実
際
の
事
業
自
体
の
取
り

組
み
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
人
材
面
で
言
え
ば
、
誘
客
の
た
め
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
知
見
や
ス
キ
ル
よ
り
も
、
地
域
内
で
の
連

携
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
住
民
へ
の
活

動
へ
の
理
解
・
浸
透
に
重
き
が
置
か
れ
、
住

民
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ら
れ
る
人
材

が
必
要
で
あ
る
と
推
察
す
る
。

（
２
）宿
泊
施
設

　
ハ
ワ
イ
の
ホ
テ
ル
で
も
、
昨
今
の
市
場
環

境
の
激
変
に
よ
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
の
変

更
、
人
材
確
保
／
採
用
コ
ス
ト
の
増
大
が
特

に
課
題
と
な
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
経
営
戦
略
上
、
各
事
業

者
は
と
も
に
生
き
残
り
を
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ

以
下
の
よ
う
に
、
戦
略
の
変
更
を
図
っ
た
。

◇
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
の
ピ
ボ
ッ
ト
：
米
国

メ
イ
ン
ラ
ン
ド
↓
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
（
ウ
ェ

ス
テ
ィ
ン
ハ
プ
ナ
）

◇
チ
ャ
ネ
ル
戦
略
の
選
択
と
集
中
：
t
o
B

で
少
数
大
手
に
集
中
（
ハ
イ
ア
ッ
ト
）

◇
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
認
知
度
強
化
：
デ

ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
内
製
化
（
ア
ロ

㋺
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン 

ハ
プ
ナ 

ビ
ー
チ 

リ
ゾ
ー
ト

　
日
系
ホ
テ
ル
で
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
2
0
1
8
年
よ
り
、
プ
リ
ン
ス
名
か

ら
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ブ
ラ
ン
ド
に
刷
新
し
、

日
本
お
よ
び
メ
イ
ン
ラ
ン
ド
を
含
め
、
よ

り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
客
層
を
取
り
込
め
る
よ

う
に
変
更
し
て
い
る
。
今
現
在
に
お
い
て

は
、
円
安
の
影
響
も
あ
り
、
日
本
か
ら
の

旅
行
者
は
大
幅
に
減
っ
て
お
り
、
メ
イ
ン

ラ
イ
ン
ド
か
ら
の
宿
泊
者
が
多
く
を
占
め

る
に
至
っ
て
い
る
。

❷
オ
ア
フ
島

㋑
ハ
レ
ク
ラ
ニ

　
ハ
ワ
イ
の
中
で
も
、
1
0
0
年
以
上
続
く

老
舗
で
あ
り
、
名
門
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

リ
ピ
ー
タ
ー
が
50
％
前
後
を
占
め
る
。
そ
れ

ら
リ
ピ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
顧
客
情
報

管
理
に
よ
り
、
徹
底
し
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

を
実
践
し
、
新
規
で
も
リ
ピ
ー
タ
ー
化
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
を

下
げ
つ
つ
、
高
い
満
足
度
を
維
持
し
て
い
る
。

「予約客の50％が、常時リピーター」を維持するハレクラニからの
ダイヤモンドヘッドの眺め

5
．現
地
で
得
た

知
見
か
ら
の
考
察

表 3 視察ヒアリング対象となったオアフ島内宿泊施設の情報

表 2 視察ヒアリング対象となったハワイ島内宿泊施設の情報

図 3 視察とヒアリングを通して見えてきた各施設のマーケティング戦略の相違点

　
C
o
v
i
d
―

19
に
よ
る
全
世
界
的
な
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
収
束
後
、
2
0
2
2
年
10
月

11
日
以
降
の
水
際
対
策
の
緩
和
と
と
も
に
、

訪
日
外
国
人
旅
行
者
は
月
を
追
う
ご
と
に
回

復
し
、
2
0
2
4
年
の
訪
日
入
国
者
数
は

2
0
1
9
年
の
水
準
を
10
％
以
上
上
回
る
状

態
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
地
方
の
グ
ラ

ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
労
働
力
不
足
や
燃
油

の
供
給
不
足
な
ど
の
影
響
も
受
け
、
訪
日
の

延
べ
宿
泊
者
の
30
％
以
上
が
東
京
に
宿
泊
す

る
、
東
京
一
極
集
中
が
加
速
し
て
い
る
。

　
地
方
創
生
の
司
令
塔
と
し
て
、
観
光
庁
が

2
0
1
5
年
以
降
、全
国
各
地
で
D
M
O（
現

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
登
録
を
行
い
、
あ

ゆ
み
を
進
め
て
き
た
都
心
か
ら
地
方
へ
の
分

散
は
、
現
況
、
未
だ
目
を
見
張
る
よ
う
な
効

果
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
都
市
へ
の
回

帰
、
集
中
が
起
き
て
い
る
と
も
言
え
る
。
こ

の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
観
光
庁
も

2
0
2
4
年
初
頭
か
ら
、
D
M
O
の
機
能
強

化
の
た
め
の
有
識
者
会
議
を
開
く
に
至
っ
て

い
る
。
D
M
O
の
機
能
強
化
に
あ
た
り
、

D
M
O
側
で
、
課
題
と
し
て
取
り
立
た
さ
れ

て
い
る
の
は
、人
材
育
成
、予
算
・
財
源
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
D
X
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

　
一
方
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
渦
中
か
ら
の
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
進
展
や
昨
今
の
生
成
A
I
の
加

速
度
的
な
普
及
に
伴
い
、
D
M
O
や
観
光
団

体
に
お
い
て
も
、
観
光
地
経
営
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
推
進
す
る
上
で
各
種
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
機
会
が
増
え
る
と
と
も

に
、
そ
れ
と
比
例
す
る
よ
う
に
、
個
人
情
報

保
護
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
策
等
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
リ
ス
ク
も
増
大
し
て
い
る
。

日
進
月
歩
で
進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
対

し
て
、国
内
の
一
般
的
な
中
小
企
業
同
様
に
、

そ
れ
ら
を
活
用
す
る
た
め
の
専
任
者
を
内
部

に
設
置
し
て
い
る
団
体
は
ほ
ぼ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
観
光
セ
ク

タ
ー
で
直
面
す
る
課
題
と
そ
の
解
消
に
お
い

て
、
世
界
で
も
課
題
の
最
前
線
を
行
く
ハ
ワ

イ
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
産
業
と
し

て
の
人
材
確
保
と
そ
の
育
成
が
困
難
に
な
る

中
、
ど
の
よ
う
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。
産
業
を
推
進
す
る
観

光
局
と
ハ
ワ
イ
で
も
代
表
的
な
複
数
の
宿
泊

施
設
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
ハ
ワ

イ
州
内
で
の
実
態
を
探
り
、
国
内
研
究
へ
の

示
唆
と
し
た
い
。

　
ハ
ワ
イ
で
は
、
観
光
財
源
を
確
保
（
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
の
活
動
予
算
を
税
収
の
一
定
割

合
で
確
保
）
す
る
た
め
に
1
9
8
7
年
か
ら

宿
泊
税
を
導
入
し
た
が
、
年
々
、
一
般
財
源

に
使
わ
れ
る
割
合
が
上
昇
。
現
在
は
、
観
光

局
の
予
算
の
一
定
割
合
の
割
当
も
な
く
な

り
、
毎
年
、
予
算
を
要
求
す
る
形
に
な
っ
て

い
る
。（
図
1
）

（
１
）観
光
局

・
H
T
A
：
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

・
I
H
V
B
：
ハ
ワ
イ
島
観
光
局

（
２
）宿
泊
施
設

❶
ハ
ワ
イ
島

・
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ナ
リ
ゾ
ー
ト

・
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン 

ハ
プ
ナ 

ビ
ー
チ 

リ
ゾ
ー
ト

❷
オ
ア
フ
島

・
ハ
レ
ク
ラ
ニ

・
ハ
イ
ア
ッ
ト 

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー 

ワ
イ
キ
キ

ビ
ー
チ 

リ
ゾ
ー
ト 

ア
ン
ド 

ス
パ

・
ア
ロ
ヒ
ラ
ニ 

リ
ゾ
ー
ト 

ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ

（
１
）観
光
局

①
H
T
A
：
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

　
今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
H
T
A

単
独
で
事
業
を
行
う
の
で
は
な
く
、
ハ
ワ
イ

州
内
だ
け
で
も
、
H
V
C
B
（
ハ
ワ
イ
ビ
ジ

タ
ー
ズ
＆
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）

や
O
E
R
（
ホ
ノ
ル
ル
市
経
済
活
性
化
室
）
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。
対
日

本
へ
の
発
信
は
H
T
J
（
日
本
オ
フ
ィ
ス
）
が

請
け
負
う
も
、
ハ
ワ
イ
州
内
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
前
か
ら
の
住
民
の
生
活
を
脅
か
す
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
を
受
け
、
外
部
向

け
の
発
信
よ
り
も
、
住
民
へ
の
発
信
、
い
わ

ゆ
る
イ
ン
ナ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
中
心
に

行
っ
て
い
る
こ
と
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
も
見

え
て
き
た
。

②
I
H
V
B
：
ハ
ワ
イ
島
観
光
局

　
ハ
ワ
イ
島
単
体
の
局
で
あ
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
は
単
独
で
は
行
わ
ず
、
H
V
C
B
で

実
施
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

事
業
の
方
向
性
と
し
て
、
来
訪
促
進
を
は
か

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
ロ
ー
カ
ル

商
品
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
強
化
等
に
注
力
し
、

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。（
表
1
、
図
2
）

（
２
）宿
泊
施
設

❶
ハ
ワ
イ
島

㋑
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ナ
リ
ゾ
ー
ト

　
特
徴
的
な
点
と
し
て
、
地
元
の
ハ
ワ
イ
島

か
ら
採
用
し
た
人
材
を
通
し
て
、
さ
ら
に
そ

の
家
族
等
を
リ
フ
ァ
ラ
ル
で
採
用
す
る
こ
と

で
、
採
用
コ
ス
ト
を
最
大
限
抑
え
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
一
度
宿
泊
し
た
顧
客
へ
の
コ
ン
タ

ク
ト
を
継
続
的
に
行
い
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

は
か
る
こ
と
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
つ

な
げ
て
お
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
を

抑
え
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

㋺
ハ
イ
ア
ッ
ト 

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー 

ワ
イ
キ

キ 

ビ
ー
チ 

リ
ゾ
ー
ト 

ア
ン
ド 

ス
パ

　
昨
今
の
円
安
の
影
響
等
を
大
き
く
受
け
、

日
本
人
の
比
率
が
下
が
っ
て
い
る
中
、
旧
来

※視察ヒアリングにより筆者作成

※視察ヒアリングにより筆者作成

※視察ヒアリングにより筆者作成

●1986年まではヒルトンブランドで運営して
いたが、1986年に地元オーナーが買い取り、
現在のブランドに
●日本人の宿泊比率は2％（メインランドとカナダで86％）

●プリンスホテル系列。プリンスが土地を所有
し、運営も行っている

●日本マーケットに関してはリピーター重視（リ
ピーター7割）のFIT誘客戦略
●日本マーケット予約チャネルの半数はOTAと
なり、ホールセラーの商品も増えつつあり
●PMSは2023年からオラクルOPERAを導入
し、顧客のデータ化を進める
●デジタルマーケティングはメインランドの会
社に依頼

●1917年から、インディペン
デントホテルとして運営されて
いるが1981年に三井不動産
が買収し、現在に至る

●1976年開業のハイアット
グループの中核ブランド

●ハワイに16軒あるハイゲー
トグループ
●2018年オープン。ハワイ内
ではインディペンデントホテル
（ハイゲートグループが買収、
旧パシフィックビーチホテル）

●既存顧客重視の戦略（宿泊
者情報を管理、活用）
●50％前後はリピーター。宿
泊中に次回の予約を入れる顧
客の割合が高い
●デジタルマーケティングは
外注。日本とメインランドで業
者を分けている

●コロナ禍前：日本市場が中
心、コロナ禍後：日本市場は
15％に減少
●チャネルとしては、日本市場
はOTAよりもレガシーエージ
ェントを重視
●デジタルマーケティングは、
本社があるシカゴで一括して
策定と運用を行っている

●あらゆるターゲットにアジャ
ストでき、かつ宿泊料金のリー
ズナブルさが強み（日本人はコ
ロナ禍前：50％、コロナ禍後：
15％前後に減少）
●デジタルマーケティングは、
日本だけは日本のベンダーを
活用しつつ、ディレクションを
内製。SNS、ウェブ再構築など
は運営側で主導

●人材確保はやや難も、入社
したら、ホスピタリティ含め人
材育成を徹底
●マネージャークラスまでが
現地採用

●人材は現地採用（職位関係
なく、地元の人材を優先）

●コーポレート：ハイゲートが
採用、プロパティ：ホテルごと
に採用
●マーケティングプロモーショ
ン：日本にセールスレップを置く

●2018年にブランドをウェスティンにすること
で、メインランド向けブランドとして戦略を変更
●SPGR（Seibu Prince Global Rewards）で
のCRM（ポイント付与＋還元）によるCRM
●デジタルマーケティングは、ハワイ内の会社
に依頼

●人材はマネジメント層も含めて地元から探す
●ベースとなる従業員は地元から採用、またそ
の親族のリファラル採用を行っている

●人材はメインランドとハワイ島の地元住民

ハレクラニ ハイアット リージェンシー
ワイキキ ビーチ 

リゾート アンド スパ

アロヒラニ リゾート
ワイキキビーチ

施設概要

施設概要

マーケティング
方針・施策

マーケティング
方針・施策

HR（人材）

HR（人材）

ハワイ州内ホテルのマーケティング戦略

ブランディング：チェーンホテルかインディペンデント系か？

どこにマーケティング原資を注力？

現地
オリジナルブランド系

ホテルチェーン

ホテルブランドの
認知度強化で
稼働を高める
デジタル

マーケティング
OTAでの
SEOで露出

メインランド＋日本
toC戦略を内製

アロヒラニ

ポイント還元による
グループ全体の

CRM
プリンスブランド

を捨て、
グローバル
ブランドへの
転換と市場の
ピボット

メインランドが主戦場。
toCへのデジタル
マーケティングは

外製

ウェスティンハプナ

AGTへの
還元による
送客維持管理
チャネルとしての
ホールセラー重視
（JTB,HIS）

日本市場重視。
あくまでtoBを貫く
（広告費は抑える）

ハイアット

採用コストを抑え、
顧客管理に
原資を投入
経営課題の
採用コストを
地元×血縁で
最小限に抑える

メインランドが主戦場。
チャネルはtoC×toBの

バランス型

ロイヤルコナ

顧客データ化と
ホスピタリティの
徹底による
良質顧客への
CRM

徹底的な
ホスピタリティと
高い顧客理解
による粘着性

日本市場＋
メインランドが主戦場。
採用コストの高止まりを
マーケティングコストを
抑えることによって制御

ハレクラニ

ロイヤルコナリゾート ウェスティン ハプナ ビーチ リゾート

グローバル
ホテルチェーン

独立
インディペンデント系

‒❷ハワイにおけるマーケティング戦略の変化と人材面の課題1
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ヒ
ラ
ニ
）

　

◇
リ
ピ
ー
タ
ー
重
視
と
地
縁
採
用
：
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
と
採
用
コ
ス
ト
を
削
減

（
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ナ
）

◇
徹
底
し
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
：
高
リ
ピ
ー

ト
性
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
減
（
ハ
レ

ク
ラ
ニ
）

　
い
ず
れ
に
し
て
も
市
場
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
各
事
業
者
が
自
社
の
コ
ア
コ
ン
ピ
タ

ン
ス
に
集
中
し
た
う
え
で
の
戦
略
や
戦
術
の

変
更
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
図
3
）

　
今
回
、
課
題
の
最
前
線
で
あ
る
ハ
ワ
イ
を

視
察
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
観
光
振
興
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
お
よ
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
課

題
に
つ
な
が
る
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
視
点
で
見

た
と
き
に
は
、
ハ
ワ
イ
の
観
光
局
レ
イ
ヤ
ー

に
お
い
て
は
、
す
で
に
単
純
な
誘
客
の
た
め

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
は
一
段
落
し
て
お

り
、
す
で
に
課
題
は
地
域
内
に
お
い
て
必
要

な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
に
移
っ
て
い
た
。
結

果
と
し
て
、
組
織
で
働
く
人
材
面
に
お
い
て

も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
人
材
で
は
な
く
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
人
材
の
重
要
性
が
高
い
と
感
じ

た
。
こ
れ
は
観
光
振
興
に
お
け
る
段
階

「
フ
ェ
ー
ズ
」
の
差
と
も
言
え
、
日
本
国
内
に

お
い
て
も
京
都
、
ニ
セ
コ
、
鎌
倉
等
、
現
時

点
で
も
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
顕
在
化
し

て
い
る
地
域
と
同
様
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
で
、
宿
泊
施
設
に
目
を
向
け
る
と
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
、
市
場
が
激
変
す
る
中
、

各
事
業
者
と
も
生
き
残
り
を
か
け
、
事
業
戦

略
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
変
更
や
修
正

を
か
け
な
が
ら
、
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
た
。
こ
れ
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
部
は
、
当
然
レ
ッ
ド

オ
ー
シ
ャ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
気
を
抜
け
ば

淘
汰
さ
れ
る
よ
う
な
激
し
い
競
争
環
境
の

中
、
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
こ
と
の
裏
付
け

で
も
あ
る
。

　
今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
あ
る
種
成
熟
し

つ
つ
も
、
地
殻
変
動
も
同
時
に
起
き
て
い
る

混
沌
と
し
た
、
ハ
ワ
イ
と
い
う
市
場
の
二
面

性
を
垣
間
見
る
形
に
な
っ
た
。

の
レ
ガ
シ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
の
関
係
性
を

重
視
し
、O
T
A
よ
り
も
優
遇
す
る
こ
と
で
、

レ
ガ
シ
ー
か
ら
の
高
い
送
客
比
率
を
維
持
し

て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

㋩
ア
ロ
ヒ
ラ
ニ 

リ
ゾ
ー
ト 

ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ

　
ハ
イ
ゲ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、

2
0
1
8
年
に
再
開
発
さ
れ
た
ホ
テ
ル
で
、

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
も
ま
だ
、
日
本
を
含
め
て

あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
、
ウ
ェ

ブ
の
運
用
を
含
め
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
全
般
を
内
製
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
そ
れ
ら
を
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
き
る
人
材
を
採
用
し
、
自
社
内
で

運
用
を
回
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

あ
る
。（
表
3
）

（
１
）観
光
局

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
か
ら
す
で
に
、
誘
客
と

住
民
生
活
と
の
調
和
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ

て
い
た
が
、
特
に
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

通
し
て
、
そ
の
こ
と
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
組
織
と
し
て
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
と
そ
の
あ
り
方
が
大
き
く
変

わ
り
、
誘
客
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

か
ら
、
地
域
内
の
イ
ン
ナ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
地
域
内
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が

大
き
く
な
っ
た
。
今
回
の
視
察
お
よ
び
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
際
に
、
実
際
の
事
業
自
体
の
取
り

組
み
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
人
材
面
で
言
え
ば
、
誘
客
の
た
め
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
知
見
や
ス
キ
ル
よ
り
も
、
地
域
内
で
の
連

携
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
住
民
へ
の
活

動
へ
の
理
解
・
浸
透
に
重
き
が
置
か
れ
、
住

民
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ら
れ
る
人
材

が
必
要
で
あ
る
と
推
察
す
る
。

（
２
）宿
泊
施
設

　
ハ
ワ
イ
の
ホ
テ
ル
で
も
、
昨
今
の
市
場
環

境
の
激
変
に
よ
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
の
変

更
、
人
材
確
保
／
採
用
コ
ス
ト
の
増
大
が
特

に
課
題
と
な
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
経
営
戦
略
上
、
各
事
業

者
は
と
も
に
生
き
残
り
を
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ

以
下
の
よ
う
に
、
戦
略
の
変
更
を
図
っ
た
。

◇
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
の
ピ
ボ
ッ
ト
：
米
国

メ
イ
ン
ラ
ン
ド
↓
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
（
ウ
ェ

ス
テ
ィ
ン
ハ
プ
ナ
）

◇
チ
ャ
ネ
ル
戦
略
の
選
択
と
集
中
：
t
o
B

で
少
数
大
手
に
集
中
（
ハ
イ
ア
ッ
ト
）

◇
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
認
知
度
強
化
：
デ

ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
内
製
化
（
ア
ロ

㋺
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン 

ハ
プ
ナ 

ビ
ー
チ 

リ
ゾ
ー
ト

　
日
系
ホ
テ
ル
で
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
2
0
1
8
年
よ
り
、
プ
リ
ン
ス
名
か

ら
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ブ
ラ
ン
ド
に
刷
新
し
、

日
本
お
よ
び
メ
イ
ン
ラ
ン
ド
を
含
め
、
よ

り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
客
層
を
取
り
込
め
る
よ

う
に
変
更
し
て
い
る
。
今
現
在
に
お
い
て

は
、
円
安
の
影
響
も
あ
り
、
日
本
か
ら
の

旅
行
者
は
大
幅
に
減
っ
て
お
り
、
メ
イ
ン

ラ
イ
ン
ド
か
ら
の
宿
泊
者
が
多
く
を
占
め

る
に
至
っ
て
い
る
。

❷
オ
ア
フ
島

㋑
ハ
レ
ク
ラ
ニ

　
ハ
ワ
イ
の
中
で
も
、
1
0
0
年
以
上
続
く

老
舗
で
あ
り
、
名
門
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

リ
ピ
ー
タ
ー
が
50
％
前
後
を
占
め
る
。
そ
れ

ら
リ
ピ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
顧
客
情
報

管
理
に
よ
り
、
徹
底
し
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

を
実
践
し
、
新
規
で
も
リ
ピ
ー
タ
ー
化
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
を

下
げ
つ
つ
、
高
い
満
足
度
を
維
持
し
て
い
る
。

6
．お
わ
り
に

図 4
顕在化している
課題に対しての
対策 　

C
o
v
i
d
―

19
に
よ
る
全
世
界
的
な
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
の
収
束
後
、
2
0
2
2
年
10
月

11
日
以
降
の
水
際
対
策
の
緩
和
と
と
も
に
、

訪
日
外
国
人
旅
行
者
は
月
を
追
う
ご
と
に
回

復
し
、
2
0
2
4
年
の
訪
日
入
国
者
数
は

2
0
1
9
年
の
水
準
を
10
％
以
上
上
回
る
状

態
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
地
方
の
グ
ラ

ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
労
働
力
不
足
や
燃
油

の
供
給
不
足
な
ど
の
影
響
も
受
け
、
訪
日
の

延
べ
宿
泊
者
の
30
％
以
上
が
東
京
に
宿
泊
す

る
、
東
京
一
極
集
中
が
加
速
し
て
い
る
。

　
地
方
創
生
の
司
令
塔
と
し
て
、
観
光
庁
が

2
0
1
5
年
以
降
、全
国
各
地
で
D
M
O（
現

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
登
録
を
行
い
、
あ

ゆ
み
を
進
め
て
き
た
都
心
か
ら
地
方
へ
の
分

散
は
、
現
況
、
未
だ
目
を
見
張
る
よ
う
な
効

果
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
都
市
へ
の
回

帰
、
集
中
が
起
き
て
い
る
と
も
言
え
る
。
こ

の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
観
光
庁
も

2
0
2
4
年
初
頭
か
ら
、
D
M
O
の
機
能
強

化
の
た
め
の
有
識
者
会
議
を
開
く
に
至
っ
て

い
る
。
D
M
O
の
機
能
強
化
に
あ
た
り
、

D
M
O
側
で
、
課
題
と
し
て
取
り
立
た
さ
れ

て
い
る
の
は
、人
材
育
成
、予
算
・
財
源
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
D
X
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

　
一
方
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
渦
中
か
ら
の
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
進
展
や
昨
今
の
生
成
A
I
の
加

速
度
的
な
普
及
に
伴
い
、
D
M
O
や
観
光
団

体
に
お
い
て
も
、
観
光
地
経
営
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
推
進
す
る
上
で
各
種
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
機
会
が
増
え
る
と
と
も

に
、
そ
れ
と
比
例
す
る
よ
う
に
、
個
人
情
報

保
護
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
策
等
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
リ
ス
ク
も
増
大
し
て
い
る
。

日
進
月
歩
で
進
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
対

し
て
、国
内
の
一
般
的
な
中
小
企
業
同
様
に
、

そ
れ
ら
を
活
用
す
る
た
め
の
専
任
者
を
内
部

に
設
置
し
て
い
る
団
体
は
ほ
ぼ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
観
光
セ
ク

タ
ー
で
直
面
す
る
課
題
と
そ
の
解
消
に
お
い

て
、
世
界
で
も
課
題
の
最
前
線
を
行
く
ハ
ワ

イ
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
産
業
と
し

て
の
人
材
確
保
と
そ
の
育
成
が
困
難
に
な
る

中
、
ど
の
よ
う
な
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。
産
業
を
推
進
す
る
観

光
局
と
ハ
ワ
イ
で
も
代
表
的
な
複
数
の
宿
泊

施
設
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
ハ
ワ

イ
州
内
で
の
実
態
を
探
り
、
国
内
研
究
へ
の

示
唆
と
し
た
い
。

　
ハ
ワ
イ
で
は
、
観
光
財
源
を
確
保
（
ハ
ワ

イ
州
観
光
局
の
活
動
予
算
を
税
収
の
一
定
割

合
で
確
保
）
す
る
た
め
に
1
9
8
7
年
か
ら

宿
泊
税
を
導
入
し
た
が
、
年
々
、
一
般
財
源

に
使
わ
れ
る
割
合
が
上
昇
。
現
在
は
、
観
光

局
の
予
算
の
一
定
割
合
の
割
当
も
な
く
な

り
、
毎
年
、
予
算
を
要
求
す
る
形
に
な
っ
て

い
る
。（
図
1
）
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光
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（
１
）観
光
局

①
H
T
A
：
ハ
ワ
イ
州
観
光
局

　
今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
H
T
A

単
独
で
事
業
を
行
う
の
で
は
な
く
、
ハ
ワ
イ

州
内
だ
け
で
も
、
H
V
C
B
（
ハ
ワ
イ
ビ
ジ

タ
ー
ズ
＆
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）

や
O
E
R
（
ホ
ノ
ル
ル
市
経
済
活
性
化
室
）
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。
対
日

本
へ
の
発
信
は
H
T
J
（
日
本
オ
フ
ィ
ス
）
が

請
け
負
う
も
、
ハ
ワ
イ
州
内
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
前
か
ら
の
住
民
の
生
活
を
脅
か
す
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
を
受
け
、
外
部
向

け
の
発
信
よ
り
も
、
住
民
へ
の
発
信
、
い
わ

ゆ
る
イ
ン
ナ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
中
心
に

行
っ
て
い
る
こ
と
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
も
見

え
て
き
た
。

②
I
H
V
B
：
ハ
ワ
イ
島
観
光
局

　
ハ
ワ
イ
島
単
体
の
局
で
あ
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
は
単
独
で
は
行
わ
ず
、
H
V
C
B
で

実
施
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

事
業
の
方
向
性
と
し
て
、
来
訪
促
進
を
は
か

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
ロ
ー
カ
ル

商
品
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
強
化
等
に
注
力
し
、

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。（
表
1
、
図
2
）

（
２
）宿
泊
施
設

❶
ハ
ワ
イ
島

㋑
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ナ
リ
ゾ
ー
ト

　
特
徴
的
な
点
と
し
て
、
地
元
の
ハ
ワ
イ
島

か
ら
採
用
し
た
人
材
を
通
し
て
、
さ
ら
に
そ

の
家
族
等
を
リ
フ
ァ
ラ
ル
で
採
用
す
る
こ
と

で
、
採
用
コ
ス
ト
を
最
大
限
抑
え
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
一
度
宿
泊
し
た
顧
客
へ
の
コ
ン
タ

ク
ト
を
継
続
的
に
行
い
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

は
か
る
こ
と
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
つ

な
げ
て
お
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
を

抑
え
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

㋺
ハ
イ
ア
ッ
ト 

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー 

ワ
イ
キ

キ 

ビ
ー
チ 

リ
ゾ
ー
ト 

ア
ン
ド 

ス
パ

　
昨
今
の
円
安
の
影
響
等
を
大
き
く
受
け
、

日
本
人
の
比
率
が
下
が
っ
て
い
る
中
、
旧
来
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宿
泊
産
業
に
お
け
る

食
材
の
域
内
調
達
に
着
目
し
て

ハワ
イ
州
の

観
光
産
業
に
お
け
る

域
内
調
達
の

現
状
と
課
題

1
3

観
光
研
究
部 

上
席
主
任
研
究
員

柿
島
あ
か
ね

purchasing program

〞で
は
、
こ
う
し
た

課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
く
、
既
に
取
り
組

み
を
進
め
て
き
て
い
る
が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
か
ら
、
宿
泊
事
業
者
の
需
要
に
対
応
し
き

れ
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ハ
ワ
イ

大
学
が
運
営
す
る
（
注
8
）

“
G
o Farm

 

H
aw
aii”

で
は
、
新
規
農
業
従
事
者
を
対
象

と
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
や
、
農
産

品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
サ
ポ
ー
ト
、

S
N
S
等
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

資
金
調
達
、
土
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
農
家

を
対
象
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
と
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
農
業
に

お
け
る
生
産
力
強
化
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
宿
泊
事
業
者
か
ら
は
、
州
内
で
安

定
的
に
調
達
で
き
る
品
目
が
少
な
い
こ
と
も

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
経
済
効
果
の
域

外
流
出
を
抑
え
る
と
い
う
観
点
で
は
、
多
く

の
品
目
を
で
き
る
限
り
域
内
で
調
達
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
が
、
一
方
で
、
全
て
の
品
目

を
域
内
で
調
達
し
よ
う
と
す
る
と
、非
効
率
、

不
経
済
を
招
く
こ
と
も
あ
り
、
現
実
的
に
は

難
し
い
。

“
A
loha+C

hallenge”

で
は
、
肉
、

魚
等
の
品
目
ご
と
に
現
状
と
今
後
の
域
内
調

達
の
方
向
性
を
公
表
し
て
い
る
（
注
9
）。

こ
れ
に
よ
る
と
、
例
え
ば
、
牛
肉
を
州
内
で

生
産
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
人
件
費
、
加
工

技
術
、
良
質
な
飼
料
の
不
足
等
、
い
く
つ
も

の
課
題
が
あ
る
こ
と
や
、
州
内
に
は
食
肉
加

工
後
の
廃
棄
物
を
管
理
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
牛
肉
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
本
土
か

ら
調
達
す
る
方
が
経
済
的
で
あ
る
と
判
断
し

て
い
る
。
近
年
、
我
が
国
の
観
光
施
策
に
お

い
て
も
域
内
調
達
率
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

 “A
loha+C

hallenge”

の
よ
う
に
、ま
ず
は
、

地
域
内
の
主
要
な
品
目
の
生
産
の
現
状
、
域

内
調
達
を
向
上
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題

等
を
整
理
し
、
域
内
調
達
率
を
向
上
す
べ
き

品
目
を
選
択
し
、
現
状
か
ら
ど
の
程
度
向
上

さ
せ
る
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
積
み
上
げ

に
よ
っ
て
、
地
域
全
体
の
域
内
調
達
率
や
経

済
効
果
の
向
上
に
ど
の
程
度
貢
献
す
る
の
か

検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
、
ハ
ワ
イ
で
は
住
民

の
生
活
の
質
の
向
上
に
重
き
を
置
い
た
観
光

施
策
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
農
業
と
観
光
の

連
携
フ
レ
ー
ム
や
、
様
々
な
立
場
か
ら
域
内

調
達
率
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
域
内
調
達
率
向
上
へ
の
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
今
後
の
取
り

組
み
に
も
引
き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
。

食
材
を
ま
と
め
て
購
入
す
る
こ
と
で
低
コ
ス

ト
化
を
実
現
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
時

期
、
量
、
品
目
等
に
よ
っ
て
域
内
調
達
、
域

外
調
達
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
進
め
て

い
る
の
が
実
情
の
よ
う
だ
。
ま
た
、
今
回
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
宿
泊
施
設
の
一
つ
で

あ
る
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ハ
プ
ナ
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー

ト
で
は
、
敷
地
内
の
畑
（
写
真
2
）
で
収
穫

し
た
農
作
物
を
一
部
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供

し
て
い
る
。
他
に
も
生
産
者
と
独
自
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
ほ
ぼ
地
元
産
の
魚
介

類
を
提
供
す
る
施
設
、
コ
ナ
コ
ー
ヒ
ー
を
自

ら
焙
煎
し
て
飲
む
体
験
を
提
供
す
る
施
設

等
、
様
々
な
工
夫
や
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
た
。　

宿
泊
施
設
側
か
ら
、
共
通
の
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
た
の
は
「
安
定
供
給
」
で
あ
る
。

宿
泊
施
設
の
場
合
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
の
食

事
を
提
供
す
る
こ
と
も
あ
り
、
特
に
大
規
模

施
設
で
は
一
定
量
の
安
定
供
給
が
重
要
と
な

る
。
先
に
挙
げ
た〝o‘ahu G

O
O
D
 FO
O
D
 

program

〞で
は
、
安
定
供
給
に
対
応
す
る

た
め
、
複
数
の
農
家
か
ら
グ
ル
ー
プ
を
形
成

し
て
い
る
が
、
観
光
産
業
側
か
ら
見
る
と
需

要
に
追
い
付
い
て
い
な
い
側
面
も
あ
る
よ
う

だ
。
ま
た
、
州
内
で
安
定
的
に
調
達
で
き
る

品
目
が
葉
物
野
菜
（
例
：
サ
ラ
ダ
リ
ー
フ
、

ク
レ
ソ
ン
）
や
一
部
果
物
（
例
：
パ
パ
イ
ヤ
、

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
）に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

肉
、
魚
介
類
、
卵
、
牛
乳
に
つ
い
て
は
供
給

が
需
要
に
追
い
付
か
ず
、
大
半
を
ア
メ
リ
カ

本
土
か
ら
調
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、種
類
、

量
と
も
に
州
内
調
達
が
限
定
的
で
あ
る
と
い

う
声
も
聞
か
れ
た
。

2
‐
3

　
地
産
地
消
に
対
す
る
旅
行
者
の
評
価

　

Linnes et al

（2022

）
は
、
ハ
ワ
イ
を
訪

問
し
た
ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
の
観
光
客
の
う

ち
、
ハ
ワ
イ
の
農
業
を
支
援
す
る
た
め
に
追

加
で
支
払
う
意
向
が
あ
る
人
は
全
体
の
約
8

割
と
高
水
準
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
ど
の
程
度

追
加
で
支
払
う
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
5
％
」

が
最
も
多
く
、
追
加
で
支
払
う
意
向
が
あ
る

人
の
約
4
割
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
同
じ
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
で

あ
っ
て
も
、
ハ
ワ
イ
州
の
店
舗
は
輸
送
コ
ス

ト
が
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
本
土

の
店
舗
に
比
べ
て
10
〜
15
％
程
度
割
高
で
あ

る
。
同
じ
く
割
高
な
料
金
を
支
払
う
の
で
あ

れ
ば
、
地
元
食
材
の
購
入
を
通
じ
て
地
域
貢

献
す
る
こ
と
に
支
出
し
た
い
と
考
え
る
人
が

多
く
、
さ
ら
に
、
旅
行
者
は
食
事
を
通
じ
て
、

文
化
体
験
を
求
め
て
い
る
こ
と
も
同
研
究
で

は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
実
際
に
今
回
の
宿

泊
施
設
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
も
、
ロ
コ

モ
コ
、
ポ
キ
、
ア
サ
イ
ー
ボ
ー
ル
等
、
ハ
ワ

イ
の
食
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
メ

ニ
ュ
ー
が
好
評
で
、
利
益
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
回
答
し
た
施
設
も
あ
っ
た
。

　
研
究
成
果
や
宿
泊
施
設
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
に
お
い
て
、
食
材
の
背

景
に
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
や
食
文
化
を
伝
え
た

り
、
先
に
紹
介
し
た
コ
ナ
コ
ー
ヒ
ー
を
自
ら

焙
煎
し
て
飲
む
体
験
の
よ
う
に
、
体
験
と
し

て
提
供
す
る
こ
と
で
、
旅
行
者
の
地
域
貢
献

意
識
へ
の
訴
求
、
旅
行
体
験
の
満
足
度
の
向

上
に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ハ
ワ
イ
州
の
観
光
産
業
に
お
け
る
域
内
調

達
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
施
策
展
開
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、
一
部
の
宿
泊
事
業

者
で
は
あ
る
も
の
の
、
事
業
者
も
概
ね
肯
定

的
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
旅

行
者
に
と
っ
て
も
、
旅
行
体
験
の
満
足
度
向

上
に
寄
与
し
、
地
域
の
維
持
・
存
続
に
対
す

る
貢
献
意
識
に
も
訴
求
す
る
と
い
う
利
点
が

あ
る
。
ハ
ワ
イ
観
光
を
取
り
巻
く
主
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
域
内
調
達
に
肯
定
的
な

一
方
で
、
各
所
で
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
の
が
安
定
供
給
や
大
型
需
要
へ
の

対
応
で
あ
る
。〝o‘ahu G

O
O
D
 FO
O
D
 

い
る
。　

一
方
、
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
観
光
施
策
の

動
き
に
目
を
転
じ
る
と
、
2
0
1
9
年
に
渡

航
者
数
が
過
去
最
高
を
記
録
し
、
好
調
に
推

移
す
る
一
方
で
、
人
気
ス
ポ
ッ
ト
を
中
心
と

し
た
混
雑
等
か
ら
ハ
ワ
イ
住
民
の
生
活
に
影

響
を
及
ぼ
す
諸
問
題
が
発
生
し
て
い
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
流
行
後
は
、
観
光
客
に

質
の
高
い
体
験
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、

ハ
ワ
イ
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
に
も
目

を
向
け
た
観
光
施
策
へ
と
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
策

定
さ
れ
た
「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」（
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
：

H
a
w
a
ii T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

以
下

 〝
H
T
A
〞）
で
は
、
地
域
経
済
活
性
化
に
有

益
な
「
地
産
品
や
地
産
食
品
を
購
入
す
る
こ

と
を
奨
励
す
る
取
り
組
み
を
支
援
」
す
る
こ

と
に
言
及
し
て
い
る
。
2
0
2
1
年
に
は「
ハ
ワ

イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」

に
基
づ
き
、
観
光
経
済
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

自
然
資
源
と
文
化
資
源
、
住
民
の
生
活
の
質
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
の
島
別
の
行
動
計
画

 〝D
estin

atio
n
 M
an
agem

en
t A
ctio
n 

P
lan

〞（
以
下
「
D
M
A
P
」）
が
策
定
さ
れ
、

域
内
調
達
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
も
盛
り
込

ま
れ
た
。
例
え
ば
、
マ
ウ
イ
島
版
で
は
、
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
の
地
元
産
品
リ
ス

ト
の
作
成
、
カ
ウ
ア
イ
島
で
は
島
内
産
製
品

の
島
外
へ
の
販
売
、
宣
伝
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
行
う
〝K

au
a
‘i M
ad
e P
ro
gram

〞

の
推
進
、
ハ
ワ
イ
島
版
で
は
、
観
光
産
業
を

対
象
と
し
た
地
元
農
産
物
や
製
品
の
購
入
奨

励
、
地
元
生
産
者
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
販
売
支
援
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
島
観
光
局
（Island of H

aw
ai‘i 

V
isito

rs B
u
reau

 

以
下〝
I
H
V
B
〞）で

は
、
D
M
A
P
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

ハ
ワ
イ
島
内
の
ベ
ン
ダ
ー
を
対
象
に
州
内
お

よ
び
島
内
で
製
造
さ
れ
た
製
品
の
展
示
会
の

開
催
、
地
元
事
業
者
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト

ア
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
例
と

し
て
、「
ハ
ワ
イ
ア
ン
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト

フ
ェ
ア
」
が
あ
る
。
同
フ
ェ
ア
は
年
に
一
度
、

ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ
で
行
わ
れ
る
フ
ラ
の
世
界
的

な
大
会「（
注
5
）メ
リ
ー
・
モ
ナ
ー
ク
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
同
時
に
開
催
さ
れ
、
ハ
ワ

イ
メ
イ
ド
の
化
粧
品
、
ア
パ
レ
ル
、
ジ
ュ
エ

リ
ー
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
の
展
示
即
売
を

行
っ
て
い
る
。
世
界
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
同
時

開
催
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
を
中
心
と
し
た

幅
広
い
層
へ
の
地
元
製
品
の
認
知
と
理
解
促

進
に
寄
与
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

支
援
の
成
果
も
あ
り
、
ハ
ワ
イ
島
で
は
、
近

年
は
食
材
に
限
ら
ず
、地
元
産
の
ア
パ
レ
ル
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
、
オ
イ
ル
等
を
扱
う
宿
泊
施
設

が
増
え
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
2
0
2
1
年
に
は
ホ
ノ
ル
ル
市
郡

（
市
役
所
）
の
中
に
経
済
再
活
性
化
局

（〝 O
ffi
ce of E

conom
ic R
evitalization

〞

以
下〝
O
E
R
〞）
が
新
設
さ
れ
、
H
T
A
と

連
携
し
な
が
ら
住
民
に
目
を
向
け
た
新
た
な

（
注
6
）「
再
生
観
光
」を
推
進
し
て
い
る
。「
再

生
観
光
」
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に
「
地
産

地
消
」
が
あ
る
。
O
E
R
で
は
先
述
の

 “A
lo
h
a+
C
h
allen

ge”

の
「
2
0
3
0
年

ま
で
に
地
元
の
食
料
生
産
量
を
2
倍
、
食
料

の
域
内
調
達
率
を
20
〜
30
％
」
を
目
標
に
据

え
、
中
長
期
的
な
域
内
調
達
率
向
上
を
視
野

に
入
れ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
観
光
産
業
に
地

元
産
食
材
の
活
用
を
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ

り
、
生
産
者
を
支
援
す
る
仕
組
み
（
注
7
）

 〝o
‘ah
u
 G
O
O
D
 F
O
O
D
 p
u
rch
asin
g 

program

〞が
あ
る
。同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

2
0
2
2
年
よ
り
、〝o‘ahu G

O
O
D
 FO
O
D
 

S
H
O
W

〞を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
地
元
産
食

材
の
市
場
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
生
産
者
と

観
光
事
業
者
、
病
院
、
学
校
等
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
場
で
は
、
観
光
事
業
者
を
中
心
と
す
る
29

の
団
体
が
域
内
調
達
率
の
把
握
と
定
期
的
な

報
告
、
生
産
者
は
雇
用
促
進
、
持
続
可
能
な

農
業
経
営
を
行
う
こ
と
等
に
つ
い
て
署
名
し

た
（
写
真
1
）。
取
り
組
み
開
始
か
ら
2
年

が
経
過
し
、
徐
々
に
成
果
も
表
れ
始
め
て
い

る
。
例
え
ば
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
、
学
校
、
病

院
等
か
ら
一
定
の
需
要
が
あ
り
、
か
つ
、
購

買
力
が
高
い
顧
客
を
確
保
す
る
生
産
者
が
増

え
て
き
て
お
り
、
安
定
的
な
売
り
上
げ
の
実

現
や
設
備
投
資
に
つ
な
が
る
生
産
者
も
出
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
事
業
者
等
に
よ
る

域
内
調
達
率
に
関
す
る
報
告
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
、
観
光
産
業
全
体
の
域
内
調
達
率
も
年
々

向
上
し
て
い
る
（
具
体
的
な
数
値
は
現
在
の

と
こ
ろ
非
公
開
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
観
光
産
業
と
農
業
の
連
携

の
形
が
で
き
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

2
‐
２

　
宿
泊
事
業
者
の
現
状
と
課
題

　
観
光
産
業
の
現
場
に
お
け
る
食
材
の
域
内

調
達
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
今
回

の
視
察
で
は
ハ
ワ
イ
島
、
オ
ア
フ
島
合
わ
せ

て
5
軒
の
ホ
テ
ル
を
対
象
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
し
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た

宿
泊
施
設
に
お
い
て
は
、
地
産
地
消
に
対
し

て
積
極
的
で
あ
る
。
主
な
理
由
と
し
て
は
、

地
域
貢
献
に
加
え
、
州
内
で
調
達
す
る
方
が

ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
調
達
す
る
よ
り
、
輸
送

費
が
か
か
ら
ず
、
低
コ
ス
ト
化
で
き
る
と
い

う
ハ
ワ
イ
特
有
の
理
由
も
存
在
す
る
。
一
方

で
、
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
場
合
は
、
本
部
で

　
我
が
国
の
観
光
施
策
は
「
量
」
か
ら
「
質
」

を
重
視
す
る
施
策
へ
と
移
行
し
、
観
光
振
興

計
画
の
成
果
指
標
（
K
P
I
）
は
「
人
数
」
や

「
消
費
単
価
」
を
経
て
、
近
年
で
は
「
経
済
波

及
効
果
」
や
こ
れ
に
関
連
す
る
指
標
を
取
り

上
げ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
（
注
1
）。

経
済
効
果
を
高
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
来

訪
者
数
」
に
1
人
1
回
あ
た
り
の
「
消
費
単

価
」
を
乗
じ
た
観
光
消
費
額
を
増
大
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
域
外
流
出
を
抑
え
、
経
済
効

果
を
域
内
に
留
ま
ら
せ
る
と
い
う
観
点
も
必

要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
域
内
調
達
率
と
い
う

概
念
が
重
要
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
、
観
光
施

策
に
お
い
て
は
、
観
光
消
費
額
に
関
係
す
る

来
訪
者
数
、
消
費
単
価
に
つ
い
て
は
取
り
上

げ
ら
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
が
、
域
内
調
達

率
に
つ
い
て
は
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
は

少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
、
三
重

県
の
よ
う
に
観
光
計
画
に
（
注
2
）
域
内
調

達
率
の
向
上
を
盛
り
込
む
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

観
光
施
策
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
指
標
と

な
っ
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
観
光
産
業
と
農
業
を
「
注

力
分
野
」
に
位
置
付
け
て
お
り
、
観
光
産
業

と
農
業
が
連
携
し
、
域
内
調
達
率
向
上
を
目

的
と
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
て
い

2
．観
光
産
業
に
お
け
る

域
内
調
達
の
位
置
付
け

1
．本
視
察
の

背
景
と
目
的

る
。
我
が
国
の
観
光
施
策
に
お
い
て
も
参
考

に
す
べ
き
点
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

今
回
の
視
察
で
は
、
ハ
ワ
イ
州
の
観
光
産
業

に
お
け
る
食
材
の
域
内
調
達
の
現
状
と
課

題
、
お
よ
び
、
域
内
調
達
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
政
策
・
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
（
ホ
ノ
ル
ル
市
郡
、
観
光
関
連

組
織
：
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
、
ハ
ワ
イ
島
観
光

局
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
よ
り
）、事
業
者（
主

に
宿
泊
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
よ

り
）、
旅
行
者
の
観
点
か
ら
整
理
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

2
‐
1

　
政
策
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
農
業
は
、
政
府
部
門

（
軍
等
）
や
観
光
産
業
に
次
ぐ
産
業
で
あ
る
。

し
か
し
、
食
材
の
自
給
率
は
約
（
注
3
）
10
%

と
決
し
て
高
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

受
け
、
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
を
基

準
に
ハ
ワ
イ
州
の
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
た
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
注
4
）

“
A
loha+C

hallenge”

で
は
、「
地
元
産
の
食
材
供
給
」
を
大
き
な
柱

の
一
つ
と
し
て
お
り
、
2
0
3
0
年
ま
で
に

地
元
の
食
料
生
産
量
を
2
倍
、
食
料
の
域
内

調
達
率
を
20
〜
30
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て

ハワイ島のファーマーズマーケット

‒❸ハワイ州の観光産業における域内調達の現状と課題1
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三 校



purchasing program

〞で
は
、
こ
う
し
た

課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
く
、
既
に
取
り
組

み
を
進
め
て
き
て
い
る
が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
か
ら
、
宿
泊
事
業
者
の
需
要
に
対
応
し
き

れ
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ハ
ワ
イ

大
学
が
運
営
す
る
（
注
8
）

“
G
o Farm

 

H
aw
aii”

で
は
、
新
規
農
業
従
事
者
を
対
象

と
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
や
、
農
産

品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
サ
ポ
ー
ト
、

S
N
S
等
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

資
金
調
達
、
土
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
農
家

を
対
象
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
と
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
農
業
に

お
け
る
生
産
力
強
化
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
宿
泊
事
業
者
か
ら
は
、
州
内
で
安

定
的
に
調
達
で
き
る
品
目
が
少
な
い
こ
と
も

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
経
済
効
果
の
域

外
流
出
を
抑
え
る
と
い
う
観
点
で
は
、
多
く

の
品
目
を
で
き
る
限
り
域
内
で
調
達
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
が
、
一
方
で
、
全
て
の
品
目

を
域
内
で
調
達
し
よ
う
と
す
る
と
、非
効
率
、

不
経
済
を
招
く
こ
と
も
あ
り
、
現
実
的
に
は

難
し
い
。

“
A
loha+C

hallenge”

で
は
、
肉
、

魚
等
の
品
目
ご
と
に
現
状
と
今
後
の
域
内
調

達
の
方
向
性
を
公
表
し
て
い
る
（
注
9
）。

こ
れ
に
よ
る
と
、
例
え
ば
、
牛
肉
を
州
内
で

生
産
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
人
件
費
、
加
工

技
術
、
良
質
な
飼
料
の
不
足
等
、
い
く
つ
も

の
課
題
が
あ
る
こ
と
や
、
州
内
に
は
食
肉
加

工
後
の
廃
棄
物
を
管
理
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
牛
肉
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
本
土
か

ら
調
達
す
る
方
が
経
済
的
で
あ
る
と
判
断
し

て
い
る
。
近
年
、
我
が
国
の
観
光
施
策
に
お

い
て
も
域
内
調
達
率
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

 “A
loha+C

hallenge”

の
よ
う
に
、ま
ず
は
、

地
域
内
の
主
要
な
品
目
の
生
産
の
現
状
、
域

内
調
達
を
向
上
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題

等
を
整
理
し
、
域
内
調
達
率
を
向
上
す
べ
き

品
目
を
選
択
し
、
現
状
か
ら
ど
の
程
度
向
上

さ
せ
る
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
積
み
上
げ

に
よ
っ
て
、
地
域
全
体
の
域
内
調
達
率
や
経

済
効
果
の
向
上
に
ど
の
程
度
貢
献
す
る
の
か

検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
、
ハ
ワ
イ
で
は
住
民

の
生
活
の
質
の
向
上
に
重
き
を
置
い
た
観
光

施
策
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
農
業
と
観
光
の

連
携
フ
レ
ー
ム
や
、
様
々
な
立
場
か
ら
域
内

調
達
率
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
域
内
調
達
率
向
上
へ
の
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
今
後
の
取
り

組
み
に
も
引
き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
。

食
材
を
ま
と
め
て
購
入
す
る
こ
と
で
低
コ
ス

ト
化
を
実
現
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
時

期
、
量
、
品
目
等
に
よ
っ
て
域
内
調
達
、
域

外
調
達
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
進
め
て

い
る
の
が
実
情
の
よ
う
だ
。
ま
た
、
今
回
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
宿
泊
施
設
の
一
つ
で

あ
る
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ハ
プ
ナ
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー

ト
で
は
、
敷
地
内
の
畑
（
写
真
2
）
で
収
穫

し
た
農
作
物
を
一
部
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供

し
て
い
る
。
他
に
も
生
産
者
と
独
自
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
ほ
ぼ
地
元
産
の
魚
介

類
を
提
供
す
る
施
設
、
コ
ナ
コ
ー
ヒ
ー
を
自

ら
焙
煎
し
て
飲
む
体
験
を
提
供
す
る
施
設

等
、
様
々
な
工
夫
や
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
た
。　

宿
泊
施
設
側
か
ら
、
共
通
の
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
た
の
は
「
安
定
供
給
」
で
あ
る
。

宿
泊
施
設
の
場
合
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
の
食

事
を
提
供
す
る
こ
と
も
あ
り
、
特
に
大
規
模

施
設
で
は
一
定
量
の
安
定
供
給
が
重
要
と
な

る
。
先
に
挙
げ
た〝o‘ahu G

O
O
D
 FO
O
D
 

program

〞で
は
、
安
定
供
給
に
対
応
す
る

た
め
、
複
数
の
農
家
か
ら
グ
ル
ー
プ
を
形
成

し
て
い
る
が
、
観
光
産
業
側
か
ら
見
る
と
需

要
に
追
い
付
い
て
い
な
い
側
面
も
あ
る
よ
う

だ
。
ま
た
、
州
内
で
安
定
的
に
調
達
で
き
る

品
目
が
葉
物
野
菜
（
例
：
サ
ラ
ダ
リ
ー
フ
、

ク
レ
ソ
ン
）
や
一
部
果
物
（
例
：
パ
パ
イ
ヤ
、

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
）に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

肉
、
魚
介
類
、
卵
、
牛
乳
に
つ
い
て
は
供
給

が
需
要
に
追
い
付
か
ず
、
大
半
を
ア
メ
リ
カ

本
土
か
ら
調
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、種
類
、

量
と
も
に
州
内
調
達
が
限
定
的
で
あ
る
と
い

う
声
も
聞
か
れ
た
。

2
‐
3

　
地
産
地
消
に
対
す
る
旅
行
者
の
評
価

　

Linnes et al

（2022

）
は
、
ハ
ワ
イ
を
訪

問
し
た
ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
の
観
光
客
の
う

ち
、
ハ
ワ
イ
の
農
業
を
支
援
す
る
た
め
に
追

加
で
支
払
う
意
向
が
あ
る
人
は
全
体
の
約
8

割
と
高
水
準
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
ど
の
程
度

追
加
で
支
払
う
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
5
％
」

が
最
も
多
く
、
追
加
で
支
払
う
意
向
が
あ
る

人
の
約
4
割
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
同
じ
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
で

あ
っ
て
も
、
ハ
ワ
イ
州
の
店
舗
は
輸
送
コ
ス

ト
が
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
本
土

の
店
舗
に
比
べ
て
10
〜
15
％
程
度
割
高
で
あ

る
。
同
じ
く
割
高
な
料
金
を
支
払
う
の
で
あ

れ
ば
、
地
元
食
材
の
購
入
を
通
じ
て
地
域
貢

献
す
る
こ
と
に
支
出
し
た
い
と
考
え
る
人
が

多
く
、
さ
ら
に
、
旅
行
者
は
食
事
を
通
じ
て
、

文
化
体
験
を
求
め
て
い
る
こ
と
も
同
研
究
で

は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
実
際
に
今
回
の
宿

泊
施
設
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
も
、
ロ
コ

モ
コ
、
ポ
キ
、
ア
サ
イ
ー
ボ
ー
ル
等
、
ハ
ワ

イ
の
食
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
メ

ニ
ュ
ー
が
好
評
で
、
利
益
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
回
答
し
た
施
設
も
あ
っ
た
。

　
研
究
成
果
や
宿
泊
施
設
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
に
お
い
て
、
食
材
の
背

景
に
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
や
食
文
化
を
伝
え
た

り
、
先
に
紹
介
し
た
コ
ナ
コ
ー
ヒ
ー
を
自
ら

焙
煎
し
て
飲
む
体
験
の
よ
う
に
、
体
験
と
し

て
提
供
す
る
こ
と
で
、
旅
行
者
の
地
域
貢
献

意
識
へ
の
訴
求
、
旅
行
体
験
の
満
足
度
の
向

上
に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ハ
ワ
イ
州
の
観
光
産
業
に
お
け
る
域
内
調

達
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
施
策
展
開
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、
一
部
の
宿
泊
事
業

者
で
は
あ
る
も
の
の
、
事
業
者
も
概
ね
肯
定

的
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
旅

行
者
に
と
っ
て
も
、
旅
行
体
験
の
満
足
度
向

上
に
寄
与
し
、
地
域
の
維
持
・
存
続
に
対
す

る
貢
献
意
識
に
も
訴
求
す
る
と
い
う
利
点
が

あ
る
。
ハ
ワ
イ
観
光
を
取
り
巻
く
主
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
域
内
調
達
に
肯
定
的
な

一
方
で
、
各
所
で
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
の
が
安
定
供
給
や
大
型
需
要
へ
の

対
応
で
あ
る
。〝o‘ahu G

O
O
D
 FO
O
D
 

い
る
。　

一
方
、
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
観
光
施
策
の

動
き
に
目
を
転
じ
る
と
、
2
0
1
9
年
に
渡

航
者
数
が
過
去
最
高
を
記
録
し
、
好
調
に
推

移
す
る
一
方
で
、
人
気
ス
ポ
ッ
ト
を
中
心
と

し
た
混
雑
等
か
ら
ハ
ワ
イ
住
民
の
生
活
に
影

響
を
及
ぼ
す
諸
問
題
が
発
生
し
て
い
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
流
行
後
は
、
観
光
客
に

質
の
高
い
体
験
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、

ハ
ワ
イ
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
に
も
目

を
向
け
た
観
光
施
策
へ
と
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
策

定
さ
れ
た
「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」（
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
：

H
a
w
a
ii T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

以
下

 〝
H
T
A
〞）
で
は
、
地
域
経
済
活
性
化
に
有

益
な
「
地
産
品
や
地
産
食
品
を
購
入
す
る
こ

と
を
奨
励
す
る
取
り
組
み
を
支
援
」
す
る
こ

と
に
言
及
し
て
い
る
。
2
0
2
1
年
に
は「
ハ
ワ

イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」

に
基
づ
き
、
観
光
経
済
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

自
然
資
源
と
文
化
資
源
、
住
民
の
生
活
の
質
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
の
島
別
の
行
動
計
画

 〝D
estin

atio
n
 M
an
agem

en
t A
ctio
n 

P
lan

〞（
以
下
「
D
M
A
P
」）
が
策
定
さ
れ
、

域
内
調
達
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
も
盛
り
込

ま
れ
た
。
例
え
ば
、
マ
ウ
イ
島
版
で
は
、
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
の
地
元
産
品
リ
ス

ト
の
作
成
、
カ
ウ
ア
イ
島
で
は
島
内
産
製
品

の
島
外
へ
の
販
売
、
宣
伝
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
行
う
〝K

au
a
‘i M
ad
e P
ro
gram

〞

の
推
進
、
ハ
ワ
イ
島
版
で
は
、
観
光
産
業
を

対
象
と
し
た
地
元
農
産
物
や
製
品
の
購
入
奨

励
、
地
元
生
産
者
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
販
売
支
援
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
島
観
光
局
（Island of H

aw
ai‘i 

V
isito

rs B
u
reau

 

以
下〝
I
H
V
B
〞）で

は
、
D
M
A
P
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

ハ
ワ
イ
島
内
の
ベ
ン
ダ
ー
を
対
象
に
州
内
お

よ
び
島
内
で
製
造
さ
れ
た
製
品
の
展
示
会
の

開
催
、
地
元
事
業
者
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト

ア
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
例
と

し
て
、「
ハ
ワ
イ
ア
ン
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト

フ
ェ
ア
」
が
あ
る
。
同
フ
ェ
ア
は
年
に
一
度
、

ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ
で
行
わ
れ
る
フ
ラ
の
世
界
的

な
大
会「（
注
5
）メ
リ
ー
・
モ
ナ
ー
ク
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
同
時
に
開
催
さ
れ
、
ハ
ワ

イ
メ
イ
ド
の
化
粧
品
、
ア
パ
レ
ル
、
ジ
ュ
エ

リ
ー
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
の
展
示
即
売
を

行
っ
て
い
る
。
世
界
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
同
時

開
催
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
を
中
心
と
し
た

幅
広
い
層
へ
の
地
元
製
品
の
認
知
と
理
解
促

進
に
寄
与
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

支
援
の
成
果
も
あ
り
、
ハ
ワ
イ
島
で
は
、
近

年
は
食
材
に
限
ら
ず
、地
元
産
の
ア
パ
レ
ル
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
、
オ
イ
ル
等
を
扱
う
宿
泊
施
設

が
増
え
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
2
0
2
1
年
に
は
ホ
ノ
ル
ル
市
郡

（
市
役
所
）
の
中
に
経
済
再
活
性
化
局

（〝 O
ffi
ce of E

conom
ic R
evitalization

〞

以
下〝
O
E
R
〞）
が
新
設
さ
れ
、
H
T
A
と

連
携
し
な
が
ら
住
民
に
目
を
向
け
た
新
た
な

（
注
6
）「
再
生
観
光
」を
推
進
し
て
い
る
。「
再

生
観
光
」
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に
「
地
産

地
消
」
が
あ
る
。
O
E
R
で
は
先
述
の

 “A
lo
h
a+
C
h
allen

ge”

の
「
2
0
3
0
年

ま
で
に
地
元
の
食
料
生
産
量
を
2
倍
、
食
料

の
域
内
調
達
率
を
20
〜
30
％
」
を
目
標
に
据

え
、
中
長
期
的
な
域
内
調
達
率
向
上
を
視
野

に
入
れ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
観
光
産
業
に
地

元
産
食
材
の
活
用
を
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ

り
、
生
産
者
を
支
援
す
る
仕
組
み
（
注
7
）

 〝o
‘ah
u
 G
O
O
D
 F
O
O
D
 p
u
rch
asin
g 

program

〞が
あ
る
。同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

2
0
2
2
年
よ
り
、〝o‘ahu G

O
O
D
 FO
O
D
 

S
H
O
W

〞を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
地
元
産
食

材
の
市
場
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
生
産
者
と

観
光
事
業
者
、
病
院
、
学
校
等
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
場
で
は
、
観
光
事
業
者
を
中
心
と
す
る
29

の
団
体
が
域
内
調
達
率
の
把
握
と
定
期
的
な

報
告
、
生
産
者
は
雇
用
促
進
、
持
続
可
能
な

農
業
経
営
を
行
う
こ
と
等
に
つ
い
て
署
名
し

た
（
写
真
1
）。
取
り
組
み
開
始
か
ら
2
年

が
経
過
し
、
徐
々
に
成
果
も
表
れ
始
め
て
い

る
。
例
え
ば
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
、
学
校
、
病

院
等
か
ら
一
定
の
需
要
が
あ
り
、
か
つ
、
購

買
力
が
高
い
顧
客
を
確
保
す
る
生
産
者
が
増

え
て
き
て
お
り
、
安
定
的
な
売
り
上
げ
の
実

現
や
設
備
投
資
に
つ
な
が
る
生
産
者
も
出
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
事
業
者
等
に
よ
る

域
内
調
達
率
に
関
す
る
報
告
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
、
観
光
産
業
全
体
の
域
内
調
達
率
も
年
々

向
上
し
て
い
る
（
具
体
的
な
数
値
は
現
在
の

と
こ
ろ
非
公
開
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
観
光
産
業
と
農
業
の
連
携

の
形
が
で
き
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

2
‐
２

　
宿
泊
事
業
者
の
現
状
と
課
題

　
観
光
産
業
の
現
場
に
お
け
る
食
材
の
域
内

調
達
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
今
回

の
視
察
で
は
ハ
ワ
イ
島
、
オ
ア
フ
島
合
わ
せ

て
5
軒
の
ホ
テ
ル
を
対
象
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
し
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た

宿
泊
施
設
に
お
い
て
は
、
地
産
地
消
に
対
し

て
積
極
的
で
あ
る
。
主
な
理
由
と
し
て
は
、

地
域
貢
献
に
加
え
、
州
内
で
調
達
す
る
方
が

ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
調
達
す
る
よ
り
、
輸
送

費
が
か
か
ら
ず
、
低
コ
ス
ト
化
で
き
る
と
い

う
ハ
ワ
イ
特
有
の
理
由
も
存
在
す
る
。
一
方

で
、
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
場
合
は
、
本
部
で

　
我
が
国
の
観
光
施
策
は
「
量
」
か
ら
「
質
」

を
重
視
す
る
施
策
へ
と
移
行
し
、
観
光
振
興

計
画
の
成
果
指
標
（
K
P
I
）
は
「
人
数
」
や

「
消
費
単
価
」
を
経
て
、
近
年
で
は
「
経
済
波

及
効
果
」
や
こ
れ
に
関
連
す
る
指
標
を
取
り

上
げ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
（
注
1
）。

経
済
効
果
を
高
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
来

訪
者
数
」
に
1
人
1
回
あ
た
り
の
「
消
費
単

価
」
を
乗
じ
た
観
光
消
費
額
を
増
大
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
域
外
流
出
を
抑
え
、
経
済
効

果
を
域
内
に
留
ま
ら
せ
る
と
い
う
観
点
も
必

要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
域
内
調
達
率
と
い
う

概
念
が
重
要
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
、
観
光
施

策
に
お
い
て
は
、
観
光
消
費
額
に
関
係
す
る

来
訪
者
数
、
消
費
単
価
に
つ
い
て
は
取
り
上

げ
ら
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
が
、
域
内
調
達

率
に
つ
い
て
は
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
は

少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
、
三
重

県
の
よ
う
に
観
光
計
画
に
（
注
2
）
域
内
調

達
率
の
向
上
を
盛
り
込
む
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

観
光
施
策
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
指
標
と

な
っ
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
観
光
産
業
と
農
業
を
「
注

力
分
野
」
に
位
置
付
け
て
お
り
、
観
光
産
業

と
農
業
が
連
携
し
、
域
内
調
達
率
向
上
を
目

的
と
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
て
い

3
．お
わ
り
に

る
。
我
が
国
の
観
光
施
策
に
お
い
て
も
参
考

に
す
べ
き
点
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

今
回
の
視
察
で
は
、
ハ
ワ
イ
州
の
観
光
産
業

に
お
け
る
食
材
の
域
内
調
達
の
現
状
と
課

題
、
お
よ
び
、
域
内
調
達
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
政
策
・
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
（
ホ
ノ
ル
ル
市
郡
、
観
光
関
連

組
織
：
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
、
ハ
ワ
イ
島
観
光

局
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
よ
り
）、事
業
者（
主

に
宿
泊
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
よ

り
）、
旅
行
者
の
観
点
か
ら
整
理
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

2
‐
1

　
政
策
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
農
業
は
、
政
府
部
門

（
軍
等
）
や
観
光
産
業
に
次
ぐ
産
業
で
あ
る
。

し
か
し
、
食
材
の
自
給
率
は
約
（
注
3
）
10
%

と
決
し
て
高
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

受
け
、
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
を
基

準
に
ハ
ワ
イ
州
の
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
た
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
注
4
）

“
A
loha+C

hallenge”

で
は
、「
地
元
産
の
食
材
供
給
」
を
大
き
な
柱

の
一
つ
と
し
て
お
り
、
2
0
3
0
年
ま
で
に

地
元
の
食
料
生
産
量
を
2
倍
、
食
料
の
域
内

調
達
率
を
20
〜
30
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て

写真2：ウェスティンハプナビーチリゾートの敷地内にある畑

写真1：O‘ahu GOOD FOOD SHOWのサインボード（写真
のボードは2023年のもの）

‒❸ハワイ州の観光産業における域内調達の現状と課題1
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purchasing program

〞で
は
、
こ
う
し
た

課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
く
、
既
に
取
り
組

み
を
進
め
て
き
て
い
る
が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
か
ら
、
宿
泊
事
業
者
の
需
要
に
対
応
し
き

れ
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ハ
ワ
イ

大
学
が
運
営
す
る
（
注
8
）

“
G
o Farm

 

H
aw
aii”

で
は
、
新
規
農
業
従
事
者
を
対
象

と
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
や
、
農
産

品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
サ
ポ
ー
ト
、

S
N
S
等
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

資
金
調
達
、
土
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
農
家

を
対
象
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
と
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
農
業
に

お
け
る
生
産
力
強
化
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
宿
泊
事
業
者
か
ら
は
、
州
内
で
安

定
的
に
調
達
で
き
る
品
目
が
少
な
い
こ
と
も

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
経
済
効
果
の
域

外
流
出
を
抑
え
る
と
い
う
観
点
で
は
、
多
く

の
品
目
を
で
き
る
限
り
域
内
で
調
達
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
が
、
一
方
で
、
全
て
の
品
目

を
域
内
で
調
達
し
よ
う
と
す
る
と
、非
効
率
、

不
経
済
を
招
く
こ
と
も
あ
り
、
現
実
的
に
は

難
し
い
。

“
A
loha+C

hallenge”

で
は
、
肉
、

魚
等
の
品
目
ご
と
に
現
状
と
今
後
の
域
内
調

達
の
方
向
性
を
公
表
し
て
い
る
（
注
9
）。

こ
れ
に
よ
る
と
、
例
え
ば
、
牛
肉
を
州
内
で

生
産
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
人
件
費
、
加
工

技
術
、
良
質
な
飼
料
の
不
足
等
、
い
く
つ
も

の
課
題
が
あ
る
こ
と
や
、
州
内
に
は
食
肉
加

工
後
の
廃
棄
物
を
管
理
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
牛
肉
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
本
土
か

ら
調
達
す
る
方
が
経
済
的
で
あ
る
と
判
断
し

て
い
る
。
近
年
、
我
が
国
の
観
光
施
策
に
お

い
て
も
域
内
調
達
率
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

 “A
loha+C

hallenge”

の
よ
う
に
、ま
ず
は
、

地
域
内
の
主
要
な
品
目
の
生
産
の
現
状
、
域

内
調
達
を
向
上
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題

等
を
整
理
し
、
域
内
調
達
率
を
向
上
す
べ
き

品
目
を
選
択
し
、
現
状
か
ら
ど
の
程
度
向
上

さ
せ
る
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
積
み
上
げ

に
よ
っ
て
、
地
域
全
体
の
域
内
調
達
率
や
経

済
効
果
の
向
上
に
ど
の
程
度
貢
献
す
る
の
か

検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
、
ハ
ワ
イ
で
は
住
民

の
生
活
の
質
の
向
上
に
重
き
を
置
い
た
観
光

施
策
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
農
業
と
観
光
の

連
携
フ
レ
ー
ム
や
、
様
々
な
立
場
か
ら
域
内

調
達
率
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
域
内
調
達
率
向
上
へ
の
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
今
後
の
取
り

組
み
に
も
引
き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
。

食
材
を
ま
と
め
て
購
入
す
る
こ
と
で
低
コ
ス

ト
化
を
実
現
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
時

期
、
量
、
品
目
等
に
よ
っ
て
域
内
調
達
、
域

外
調
達
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
進
め
て

い
る
の
が
実
情
の
よ
う
だ
。
ま
た
、
今
回
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
宿
泊
施
設
の
一
つ
で

あ
る
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ハ
プ
ナ
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー

ト
で
は
、
敷
地
内
の
畑
（
写
真
2
）
で
収
穫

し
た
農
作
物
を
一
部
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供

し
て
い
る
。
他
に
も
生
産
者
と
独
自
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
ほ
ぼ
地
元
産
の
魚
介

類
を
提
供
す
る
施
設
、
コ
ナ
コ
ー
ヒ
ー
を
自

ら
焙
煎
し
て
飲
む
体
験
を
提
供
す
る
施
設

等
、
様
々
な
工
夫
や
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
た
。　

宿
泊
施
設
側
か
ら
、
共
通
の
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
た
の
は
「
安
定
供
給
」
で
あ
る
。

宿
泊
施
設
の
場
合
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
の
食

事
を
提
供
す
る
こ
と
も
あ
り
、
特
に
大
規
模

施
設
で
は
一
定
量
の
安
定
供
給
が
重
要
と
な

る
。
先
に
挙
げ
た〝o‘ahu G

O
O
D
 FO
O
D
 

program

〞で
は
、
安
定
供
給
に
対
応
す
る

た
め
、
複
数
の
農
家
か
ら
グ
ル
ー
プ
を
形
成

し
て
い
る
が
、
観
光
産
業
側
か
ら
見
る
と
需

要
に
追
い
付
い
て
い
な
い
側
面
も
あ
る
よ
う

だ
。
ま
た
、
州
内
で
安
定
的
に
調
達
で
き
る

品
目
が
葉
物
野
菜
（
例
：
サ
ラ
ダ
リ
ー
フ
、

ク
レ
ソ
ン
）
や
一
部
果
物
（
例
：
パ
パ
イ
ヤ
、

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
）に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

肉
、
魚
介
類
、
卵
、
牛
乳
に
つ
い
て
は
供
給

が
需
要
に
追
い
付
か
ず
、
大
半
を
ア
メ
リ
カ

本
土
か
ら
調
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、種
類
、

量
と
も
に
州
内
調
達
が
限
定
的
で
あ
る
と
い

う
声
も
聞
か
れ
た
。

2
‐
3

　
地
産
地
消
に
対
す
る
旅
行
者
の
評
価

　

Linnes et al

（2022

）
は
、
ハ
ワ
イ
を
訪

問
し
た
ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
の
観
光
客
の
う

ち
、
ハ
ワ
イ
の
農
業
を
支
援
す
る
た
め
に
追

加
で
支
払
う
意
向
が
あ
る
人
は
全
体
の
約
8

割
と
高
水
準
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
ど
の
程
度

追
加
で
支
払
う
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
5
％
」

が
最
も
多
く
、
追
加
で
支
払
う
意
向
が
あ
る

人
の
約
4
割
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
同
じ
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
で

あ
っ
て
も
、
ハ
ワ
イ
州
の
店
舗
は
輸
送
コ
ス

ト
が
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
本
土

の
店
舗
に
比
べ
て
10
〜
15
％
程
度
割
高
で
あ

る
。
同
じ
く
割
高
な
料
金
を
支
払
う
の
で
あ

れ
ば
、
地
元
食
材
の
購
入
を
通
じ
て
地
域
貢

献
す
る
こ
と
に
支
出
し
た
い
と
考
え
る
人
が

多
く
、
さ
ら
に
、
旅
行
者
は
食
事
を
通
じ
て
、

文
化
体
験
を
求
め
て
い
る
こ
と
も
同
研
究
で

は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
実
際
に
今
回
の
宿

泊
施
設
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
も
、
ロ
コ

モ
コ
、
ポ
キ
、
ア
サ
イ
ー
ボ
ー
ル
等
、
ハ
ワ

イ
の
食
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
メ

ニ
ュ
ー
が
好
評
で
、
利
益
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
回
答
し
た
施
設
も
あ
っ
た
。

　
研
究
成
果
や
宿
泊
施
設
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
に
お
い
て
、
食
材
の
背

景
に
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
や
食
文
化
を
伝
え
た

り
、
先
に
紹
介
し
た
コ
ナ
コ
ー
ヒ
ー
を
自
ら

焙
煎
し
て
飲
む
体
験
の
よ
う
に
、
体
験
と
し

て
提
供
す
る
こ
と
で
、
旅
行
者
の
地
域
貢
献

意
識
へ
の
訴
求
、
旅
行
体
験
の
満
足
度
の
向

上
に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ハ
ワ
イ
州
の
観
光
産
業
に
お
け
る
域
内
調

達
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
施
策
展
開
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、
一
部
の
宿
泊
事
業

者
で
は
あ
る
も
の
の
、
事
業
者
も
概
ね
肯
定

的
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
旅

行
者
に
と
っ
て
も
、
旅
行
体
験
の
満
足
度
向

上
に
寄
与
し
、
地
域
の
維
持
・
存
続
に
対
す

る
貢
献
意
識
に
も
訴
求
す
る
と
い
う
利
点
が

あ
る
。
ハ
ワ
イ
観
光
を
取
り
巻
く
主
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
域
内
調
達
に
肯
定
的
な

一
方
で
、
各
所
で
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
の
が
安
定
供
給
や
大
型
需
要
へ
の

対
応
で
あ
る
。〝o‘ahu G

O
O
D
 FO
O
D
 

い
る
。　

一
方
、
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
観
光
施
策
の

動
き
に
目
を
転
じ
る
と
、
2
0
1
9
年
に
渡

航
者
数
が
過
去
最
高
を
記
録
し
、
好
調
に
推

移
す
る
一
方
で
、
人
気
ス
ポ
ッ
ト
を
中
心
と

し
た
混
雑
等
か
ら
ハ
ワ
イ
住
民
の
生
活
に
影

響
を
及
ぼ
す
諸
問
題
が
発
生
し
て
い
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
流
行
後
は
、
観
光
客
に

質
の
高
い
体
験
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、

ハ
ワ
イ
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
に
も
目

を
向
け
た
観
光
施
策
へ
と
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
策

定
さ
れ
た
「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」（
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
：

H
a
w
a
ii T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

以
下

 〝
H
T
A
〞）
で
は
、
地
域
経
済
活
性
化
に
有

益
な
「
地
産
品
や
地
産
食
品
を
購
入
す
る
こ

と
を
奨
励
す
る
取
り
組
み
を
支
援
」
す
る
こ

と
に
言
及
し
て
い
る
。
2
0
2
1
年
に
は「
ハ
ワ

イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」

に
基
づ
き
、
観
光
経
済
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

自
然
資
源
と
文
化
資
源
、
住
民
の
生
活
の
質
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
の
島
別
の
行
動
計
画

 〝D
estin

atio
n
 M
an
agem

en
t A
ctio
n 

P
lan

〞（
以
下
「
D
M
A
P
」）
が
策
定
さ
れ
、

域
内
調
達
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
も
盛
り
込

ま
れ
た
。
例
え
ば
、
マ
ウ
イ
島
版
で
は
、
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
の
地
元
産
品
リ
ス

ト
の
作
成
、
カ
ウ
ア
イ
島
で
は
島
内
産
製
品

の
島
外
へ
の
販
売
、
宣
伝
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
行
う
〝K

au
a
‘i M
ad
e P
ro
gram

〞

の
推
進
、
ハ
ワ
イ
島
版
で
は
、
観
光
産
業
を

対
象
と
し
た
地
元
農
産
物
や
製
品
の
購
入
奨

励
、
地
元
生
産
者
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
販
売
支
援
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
島
観
光
局
（Island of H

aw
ai‘i 

V
isito

rs B
u
reau

 

以
下〝
I
H
V
B
〞）で

は
、
D
M
A
P
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

ハ
ワ
イ
島
内
の
ベ
ン
ダ
ー
を
対
象
に
州
内
お

よ
び
島
内
で
製
造
さ
れ
た
製
品
の
展
示
会
の

開
催
、
地
元
事
業
者
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト

ア
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
例
と

し
て
、「
ハ
ワ
イ
ア
ン
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト

フ
ェ
ア
」
が
あ
る
。
同
フ
ェ
ア
は
年
に
一
度
、

ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ
で
行
わ
れ
る
フ
ラ
の
世
界
的

な
大
会「（
注
5
）メ
リ
ー
・
モ
ナ
ー
ク
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
同
時
に
開
催
さ
れ
、
ハ
ワ

イ
メ
イ
ド
の
化
粧
品
、
ア
パ
レ
ル
、
ジ
ュ
エ

リ
ー
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
の
展
示
即
売
を

行
っ
て
い
る
。
世
界
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
同
時

開
催
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
を
中
心
と
し
た

幅
広
い
層
へ
の
地
元
製
品
の
認
知
と
理
解
促

進
に
寄
与
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

支
援
の
成
果
も
あ
り
、
ハ
ワ
イ
島
で
は
、
近

年
は
食
材
に
限
ら
ず
、地
元
産
の
ア
パ
レ
ル
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
、
オ
イ
ル
等
を
扱
う
宿
泊
施
設

が
増
え
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
2
0
2
1
年
に
は
ホ
ノ
ル
ル
市
郡

（
市
役
所
）
の
中
に
経
済
再
活
性
化
局

（〝 O
ffi
ce of E

conom
ic R
evitalization

〞

以
下〝
O
E
R
〞）
が
新
設
さ
れ
、
H
T
A
と

連
携
し
な
が
ら
住
民
に
目
を
向
け
た
新
た
な

（
注
6
）「
再
生
観
光
」を
推
進
し
て
い
る
。「
再

生
観
光
」
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に
「
地
産

地
消
」
が
あ
る
。
O
E
R
で
は
先
述
の

 “A
lo
h
a+
C
h
allen

ge”

の
「
2
0
3
0
年

ま
で
に
地
元
の
食
料
生
産
量
を
2
倍
、
食
料

の
域
内
調
達
率
を
20
〜
30
％
」
を
目
標
に
据

え
、
中
長
期
的
な
域
内
調
達
率
向
上
を
視
野

に
入
れ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
観
光
産
業
に
地

元
産
食
材
の
活
用
を
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ

り
、
生
産
者
を
支
援
す
る
仕
組
み
（
注
7
）

 〝o
‘ah
u
 G
O
O
D
 F
O
O
D
 p
u
rch
asin
g 

program

〞が
あ
る
。同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

2
0
2
2
年
よ
り
、〝o‘ahu G

O
O
D
 FO
O
D
 

S
H
O
W

〞を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
地
元
産
食

材
の
市
場
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
生
産
者
と

観
光
事
業
者
、
病
院
、
学
校
等
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
場
で
は
、
観
光
事
業
者
を
中
心
と
す
る
29

の
団
体
が
域
内
調
達
率
の
把
握
と
定
期
的
な

報
告
、
生
産
者
は
雇
用
促
進
、
持
続
可
能
な

農
業
経
営
を
行
う
こ
と
等
に
つ
い
て
署
名
し

た
（
写
真
1
）。
取
り
組
み
開
始
か
ら
2
年

が
経
過
し
、
徐
々
に
成
果
も
表
れ
始
め
て
い

る
。
例
え
ば
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
、
学
校
、
病

院
等
か
ら
一
定
の
需
要
が
あ
り
、
か
つ
、
購

買
力
が
高
い
顧
客
を
確
保
す
る
生
産
者
が
増

え
て
き
て
お
り
、
安
定
的
な
売
り
上
げ
の
実

現
や
設
備
投
資
に
つ
な
が
る
生
産
者
も
出
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
事
業
者
等
に
よ
る

域
内
調
達
率
に
関
す
る
報
告
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
、
観
光
産
業
全
体
の
域
内
調
達
率
も
年
々

向
上
し
て
い
る
（
具
体
的
な
数
値
は
現
在
の

と
こ
ろ
非
公
開
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
観
光
産
業
と
農
業
の
連
携

の
形
が
で
き
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

2
‐
２

　
宿
泊
事
業
者
の
現
状
と
課
題

　
観
光
産
業
の
現
場
に
お
け
る
食
材
の
域
内

調
達
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
今
回

の
視
察
で
は
ハ
ワ
イ
島
、
オ
ア
フ
島
合
わ
せ

て
5
軒
の
ホ
テ
ル
を
対
象
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
し
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た

宿
泊
施
設
に
お
い
て
は
、
地
産
地
消
に
対
し

て
積
極
的
で
あ
る
。
主
な
理
由
と
し
て
は
、

地
域
貢
献
に
加
え
、
州
内
で
調
達
す
る
方
が

ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
調
達
す
る
よ
り
、
輸
送

費
が
か
か
ら
ず
、
低
コ
ス
ト
化
で
き
る
と
い

う
ハ
ワ
イ
特
有
の
理
由
も
存
在
す
る
。
一
方

で
、
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
場
合
は
、
本
部
で

　
我
が
国
の
観
光
施
策
は
「
量
」
か
ら
「
質
」

を
重
視
す
る
施
策
へ
と
移
行
し
、
観
光
振
興

計
画
の
成
果
指
標
（
K
P
I
）
は
「
人
数
」
や

「
消
費
単
価
」
を
経
て
、
近
年
で
は
「
経
済
波

及
効
果
」
や
こ
れ
に
関
連
す
る
指
標
を
取
り

上
げ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
（
注
1
）。

経
済
効
果
を
高
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
来

訪
者
数
」
に
1
人
1
回
あ
た
り
の
「
消
費
単

価
」
を
乗
じ
た
観
光
消
費
額
を
増
大
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
域
外
流
出
を
抑
え
、
経
済
効

果
を
域
内
に
留
ま
ら
せ
る
と
い
う
観
点
も
必

要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
域
内
調
達
率
と
い
う

概
念
が
重
要
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
、
観
光
施

策
に
お
い
て
は
、
観
光
消
費
額
に
関
係
す
る

来
訪
者
数
、
消
費
単
価
に
つ
い
て
は
取
り
上

げ
ら
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
が
、
域
内
調
達

率
に
つ
い
て
は
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
は

少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
、
三
重

県
の
よ
う
に
観
光
計
画
に
（
注
2
）
域
内
調

達
率
の
向
上
を
盛
り
込
む
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

観
光
施
策
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
指
標
と

な
っ
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
観
光
産
業
と
農
業
を
「
注

力
分
野
」
に
位
置
付
け
て
お
り
、
観
光
産
業

と
農
業
が
連
携
し
、
域
内
調
達
率
向
上
を
目

的
と
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
て
い

3
．お
わ
り
に

る
。
我
が
国
の
観
光
施
策
に
お
い
て
も
参
考

に
す
べ
き
点
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

今
回
の
視
察
で
は
、
ハ
ワ
イ
州
の
観
光
産
業

に
お
け
る
食
材
の
域
内
調
達
の
現
状
と
課

題
、
お
よ
び
、
域
内
調
達
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
政
策
・
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
（
ホ
ノ
ル
ル
市
郡
、
観
光
関
連

組
織
：
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
、
ハ
ワ
イ
島
観
光

局
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
よ
り
）、事
業
者（
主

に
宿
泊
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
よ

り
）、
旅
行
者
の
観
点
か
ら
整
理
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

2
‐
1

　
政
策
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
農
業
は
、
政
府
部
門

（
軍
等
）
や
観
光
産
業
に
次
ぐ
産
業
で
あ
る
。

し
か
し
、
食
材
の
自
給
率
は
約
（
注
3
）
10
%

と
決
し
て
高
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

受
け
、
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
を
基

準
に
ハ
ワ
イ
州
の
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
た
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
注
4
）

“
A
loha+C

hallenge”

で
は
、「
地
元
産
の
食
材
供
給
」
を
大
き
な
柱

の
一
つ
と
し
て
お
り
、
2
0
3
0
年
ま
で
に

地
元
の
食
料
生
産
量
を
2
倍
、
食
料
の
域
内

調
達
率
を
20
〜
30
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て

写真2：ウェスティンハプナビーチリゾートの敷地内にある畑

写真1：O‘ahu GOOD FOOD SHOWのサインボード（写真
のボードは2023年のもの）
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purchasing program

〞で
は
、
こ
う
し
た

課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
く
、
既
に
取
り
組

み
を
進
め
て
き
て
い
る
が
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
か
ら
、
宿
泊
事
業
者
の
需
要
に
対
応
し
き

れ
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ハ
ワ
イ

大
学
が
運
営
す
る
（
注
8
）

“
G
o Farm

 

H
aw
aii”

で
は
、
新
規
農
業
従
事
者
を
対
象

と
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
や
、
農
産

品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
サ
ポ
ー
ト
、

S
N
S
等
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

資
金
調
達
、
土
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
農
家

を
対
象
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
と
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
農
業
に

お
け
る
生
産
力
強
化
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
宿
泊
事
業
者
か
ら
は
、
州
内
で
安

定
的
に
調
達
で
き
る
品
目
が
少
な
い
こ
と
も

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
経
済
効
果
の
域

外
流
出
を
抑
え
る
と
い
う
観
点
で
は
、
多
く

の
品
目
を
で
き
る
限
り
域
内
で
調
達
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
が
、
一
方
で
、
全
て
の
品
目

を
域
内
で
調
達
し
よ
う
と
す
る
と
、非
効
率
、

不
経
済
を
招
く
こ
と
も
あ
り
、
現
実
的
に
は

難
し
い
。

“
A
loha+C

hallenge”

で
は
、
肉
、

魚
等
の
品
目
ご
と
に
現
状
と
今
後
の
域
内
調

達
の
方
向
性
を
公
表
し
て
い
る
（
注
9
）。

こ
れ
に
よ
る
と
、
例
え
ば
、
牛
肉
を
州
内
で

生
産
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
人
件
費
、
加
工

技
術
、
良
質
な
飼
料
の
不
足
等
、
い
く
つ
も

の
課
題
が
あ
る
こ
と
や
、
州
内
に
は
食
肉
加

工
後
の
廃
棄
物
を
管
理
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
牛
肉
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
本
土
か

ら
調
達
す
る
方
が
経
済
的
で
あ
る
と
判
断
し

て
い
る
。
近
年
、
我
が
国
の
観
光
施
策
に
お

い
て
も
域
内
調
達
率
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

 “A
loha+C

hallenge”

の
よ
う
に
、ま
ず
は
、

地
域
内
の
主
要
な
品
目
の
生
産
の
現
状
、
域

内
調
達
を
向
上
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題

等
を
整
理
し
、
域
内
調
達
率
を
向
上
す
べ
き

品
目
を
選
択
し
、
現
状
か
ら
ど
の
程
度
向
上

さ
せ
る
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
積
み
上
げ

に
よ
っ
て
、
地
域
全
体
の
域
内
調
達
率
や
経

済
効
果
の
向
上
に
ど
の
程
度
貢
献
す
る
の
か

検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
、
ハ
ワ
イ
で
は
住
民

の
生
活
の
質
の
向
上
に
重
き
を
置
い
た
観
光

施
策
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
農
業
と
観
光
の

連
携
フ
レ
ー
ム
や
、
様
々
な
立
場
か
ら
域
内

調
達
率
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
官
民
一
体

と
な
っ
た
域
内
調
達
率
向
上
へ
の
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
今
後
の
取
り

組
み
に
も
引
き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
。

食
材
を
ま
と
め
て
購
入
す
る
こ
と
で
低
コ
ス

ト
化
を
実
現
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
時

期
、
量
、
品
目
等
に
よ
っ
て
域
内
調
達
、
域

外
調
達
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
進
め
て

い
る
の
が
実
情
の
よ
う
だ
。
ま
た
、
今
回
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
宿
泊
施
設
の
一
つ
で

あ
る
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ハ
プ
ナ
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー

ト
で
は
、
敷
地
内
の
畑
（
写
真
2
）
で
収
穫

し
た
農
作
物
を
一
部
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供

し
て
い
る
。
他
に
も
生
産
者
と
独
自
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
ほ
ぼ
地
元
産
の
魚
介

類
を
提
供
す
る
施
設
、
コ
ナ
コ
ー
ヒ
ー
を
自

ら
焙
煎
し
て
飲
む
体
験
を
提
供
す
る
施
設

等
、
様
々
な
工
夫
や
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
た
。　

宿
泊
施
設
側
か
ら
、
共
通
の
課
題
と
し
て

挙
げ
ら
れ
た
の
は
「
安
定
供
給
」
で
あ
る
。

宿
泊
施
設
の
場
合
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
の
食

事
を
提
供
す
る
こ
と
も
あ
り
、
特
に
大
規
模

施
設
で
は
一
定
量
の
安
定
供
給
が
重
要
と
な

る
。
先
に
挙
げ
た〝o‘ahu G

O
O
D
 FO
O
D
 

program

〞で
は
、
安
定
供
給
に
対
応
す
る

た
め
、
複
数
の
農
家
か
ら
グ
ル
ー
プ
を
形
成

し
て
い
る
が
、
観
光
産
業
側
か
ら
見
る
と
需

要
に
追
い
付
い
て
い
な
い
側
面
も
あ
る
よ
う

だ
。
ま
た
、
州
内
で
安
定
的
に
調
達
で
き
る

品
目
が
葉
物
野
菜
（
例
：
サ
ラ
ダ
リ
ー
フ
、

ク
レ
ソ
ン
）
や
一
部
果
物
（
例
：
パ
パ
イ
ヤ
、

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
）に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

肉
、
魚
介
類
、
卵
、
牛
乳
に
つ
い
て
は
供
給

が
需
要
に
追
い
付
か
ず
、
大
半
を
ア
メ
リ
カ

本
土
か
ら
調
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、種
類
、

量
と
も
に
州
内
調
達
が
限
定
的
で
あ
る
と
い

う
声
も
聞
か
れ
た
。

2
‐
3

　
地
産
地
消
に
対
す
る
旅
行
者
の
評
価

　

Linnes et al

（2022

）
は
、
ハ
ワ
イ
を
訪

問
し
た
ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
の
観
光
客
の
う

ち
、
ハ
ワ
イ
の
農
業
を
支
援
す
る
た
め
に
追

加
で
支
払
う
意
向
が
あ
る
人
は
全
体
の
約
8

割
と
高
水
準
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
ど
の
程
度

追
加
で
支
払
う
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
5
％
」

が
最
も
多
く
、
追
加
で
支
払
う
意
向
が
あ
る

人
の
約
4
割
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
同
じ
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
で

あ
っ
て
も
、
ハ
ワ
イ
州
の
店
舗
は
輸
送
コ
ス

ト
が
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
本
土

の
店
舗
に
比
べ
て
10
〜
15
％
程
度
割
高
で
あ

る
。
同
じ
く
割
高
な
料
金
を
支
払
う
の
で
あ

れ
ば
、
地
元
食
材
の
購
入
を
通
じ
て
地
域
貢

献
す
る
こ
と
に
支
出
し
た
い
と
考
え
る
人
が

多
く
、
さ
ら
に
、
旅
行
者
は
食
事
を
通
じ
て
、

文
化
体
験
を
求
め
て
い
る
こ
と
も
同
研
究
で

は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
実
際
に
今
回
の
宿

泊
施
設
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら
も
、
ロ
コ

モ
コ
、
ポ
キ
、
ア
サ
イ
ー
ボ
ー
ル
等
、
ハ
ワ

イ
の
食
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
メ

ニ
ュ
ー
が
好
評
で
、
利
益
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
回
答
し
た
施
設
も
あ
っ
た
。

　
研
究
成
果
や
宿
泊
施
設
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
顧
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
に
お
い
て
、
食
材
の
背

景
に
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
や
食
文
化
を
伝
え
た

り
、
先
に
紹
介
し
た
コ
ナ
コ
ー
ヒ
ー
を
自
ら

焙
煎
し
て
飲
む
体
験
の
よ
う
に
、
体
験
と
し

て
提
供
す
る
こ
と
で
、
旅
行
者
の
地
域
貢
献

意
識
へ
の
訴
求
、
旅
行
体
験
の
満
足
度
の
向

上
に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ハ
ワ
イ
州
の
観
光
産
業
に
お
け
る
域
内
調

達
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
施
策
展
開
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、
一
部
の
宿
泊
事
業

者
で
は
あ
る
も
の
の
、
事
業
者
も
概
ね
肯
定

的
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
旅

行
者
に
と
っ
て
も
、
旅
行
体
験
の
満
足
度
向

上
に
寄
与
し
、
地
域
の
維
持
・
存
続
に
対
す

る
貢
献
意
識
に
も
訴
求
す
る
と
い
う
利
点
が

あ
る
。
ハ
ワ
イ
観
光
を
取
り
巻
く
主
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
域
内
調
達
に
肯
定
的
な

一
方
で
、
各
所
で
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
の
が
安
定
供
給
や
大
型
需
要
へ
の

対
応
で
あ
る
。〝o‘ahu G

O
O
D
 FO
O
D
 

い
る
。　

一
方
、
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
観
光
施
策
の

動
き
に
目
を
転
じ
る
と
、
2
0
1
9
年
に
渡

航
者
数
が
過
去
最
高
を
記
録
し
、
好
調
に
推

移
す
る
一
方
で
、
人
気
ス
ポ
ッ
ト
を
中
心
と

し
た
混
雑
等
か
ら
ハ
ワ
イ
住
民
の
生
活
に
影

響
を
及
ぼ
す
諸
問
題
が
発
生
し
て
い
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
流
行
後
は
、
観
光
客
に

質
の
高
い
体
験
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、

ハ
ワ
イ
住
民
の
生
活
の
質
の
向
上
に
も
目

を
向
け
た
観
光
施
策
へ
と
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
策

定
さ
れ
た
「
ハ
ワ
イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン

2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」（
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
：

H
a
w
a
ii T
o
u
rism

 A
u
th
o
rity

以
下

 〝
H
T
A
〞）
で
は
、
地
域
経
済
活
性
化
に
有

益
な
「
地
産
品
や
地
産
食
品
を
購
入
す
る
こ

と
を
奨
励
す
る
取
り
組
み
を
支
援
」
す
る
こ

と
に
言
及
し
て
い
る
。
2
0
2
1
年
に
は「
ハ
ワ

イ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
2
0
2
0
‐
2
0
2
5
」

に
基
づ
き
、
観
光
経
済
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

自
然
資
源
と
文
化
資
源
、
住
民
の
生
活
の
質
の

バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
の
島
別
の
行
動
計
画

 〝D
estin

atio
n
 M
an
agem

en
t A
ctio
n 

P
lan

〞（
以
下
「
D
M
A
P
」）
が
策
定
さ
れ
、

域
内
調
達
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
も
盛
り
込

ま
れ
た
。
例
え
ば
、
マ
ウ
イ
島
版
で
は
、
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
の
地
元
産
品
リ
ス

ト
の
作
成
、
カ
ウ
ア
イ
島
で
は
島
内
産
製
品

の
島
外
へ
の
販
売
、
宣
伝
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
行
う
〝K

au
a
‘i M
ad
e P
ro
gram

〞

の
推
進
、
ハ
ワ
イ
島
版
で
は
、
観
光
産
業
を

対
象
と
し
た
地
元
農
産
物
や
製
品
の
購
入
奨

励
、
地
元
生
産
者
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
販
売
支
援
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
島
観
光
局
（Island of H

aw
ai‘i 

V
isito

rs B
u
reau

 

以
下〝
I
H
V
B
〞）で

は
、
D
M
A
P
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

ハ
ワ
イ
島
内
の
ベ
ン
ダ
ー
を
対
象
に
州
内
お

よ
び
島
内
で
製
造
さ
れ
た
製
品
の
展
示
会
の

開
催
、
地
元
事
業
者
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト

ア
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
例
と

し
て
、「
ハ
ワ
イ
ア
ン
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト

フ
ェ
ア
」
が
あ
る
。
同
フ
ェ
ア
は
年
に
一
度
、

ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ
で
行
わ
れ
る
フ
ラ
の
世
界
的

な
大
会「（
注
5
）メ
リ
ー
・
モ
ナ
ー
ク
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
同
時
に
開
催
さ
れ
、
ハ
ワ

イ
メ
イ
ド
の
化
粧
品
、
ア
パ
レ
ル
、
ジ
ュ
エ

リ
ー
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
の
展
示
即
売
を

行
っ
て
い
る
。
世
界
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
同
時

開
催
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
を
中
心
と
し
た

幅
広
い
層
へ
の
地
元
製
品
の
認
知
と
理
解
促

進
に
寄
与
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

支
援
の
成
果
も
あ
り
、
ハ
ワ
イ
島
で
は
、
近

年
は
食
材
に
限
ら
ず
、地
元
産
の
ア
パ
レ
ル
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
、
オ
イ
ル
等
を
扱
う
宿
泊
施
設

が
増
え
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
2
0
2
1
年
に
は
ホ
ノ
ル
ル
市
郡

（
市
役
所
）
の
中
に
経
済
再
活
性
化
局

（〝 O
ffi
ce of E

conom
ic R
evitalization

〞

以
下〝
O
E
R
〞）
が
新
設
さ
れ
、
H
T
A
と

連
携
し
な
が
ら
住
民
に
目
を
向
け
た
新
た
な

（
注
6
）「
再
生
観
光
」を
推
進
し
て
い
る
。「
再

生
観
光
」
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に
「
地
産

地
消
」
が
あ
る
。
O
E
R
で
は
先
述
の

 “A
lo
h
a+
C
h
allen

ge”

の
「
2
0
3
0
年

ま
で
に
地
元
の
食
料
生
産
量
を
2
倍
、
食
料

の
域
内
調
達
率
を
20
〜
30
％
」
を
目
標
に
据

え
、
中
長
期
的
な
域
内
調
達
率
向
上
を
視
野

に
入
れ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
観
光
産
業
に
地

元
産
食
材
の
活
用
を
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ

り
、
生
産
者
を
支
援
す
る
仕
組
み
（
注
7
）

 〝o
‘ah
u
 G
O
O
D
 F
O
O
D
 p
u
rch
asin
g 

program

〞が
あ
る
。同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

2
0
2
2
年
よ
り
、〝o‘ahu G

O
O
D
 FO
O
D
 

S
H
O
W

〞を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
地
元
産
食

材
の
市
場
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
生
産
者
と

観
光
事
業
者
、
病
院
、
学
校
等
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
場
で
は
、
観
光
事
業
者
を
中
心
と
す
る
29

の
団
体
が
域
内
調
達
率
の
把
握
と
定
期
的
な

報
告
、
生
産
者
は
雇
用
促
進
、
持
続
可
能
な

農
業
経
営
を
行
う
こ
と
等
に
つ
い
て
署
名
し

た
（
写
真
1
）。
取
り
組
み
開
始
か
ら
2
年

が
経
過
し
、
徐
々
に
成
果
も
表
れ
始
め
て
い

る
。
例
え
ば
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
、
学
校
、
病

院
等
か
ら
一
定
の
需
要
が
あ
り
、
か
つ
、
購

買
力
が
高
い
顧
客
を
確
保
す
る
生
産
者
が
増

え
て
き
て
お
り
、
安
定
的
な
売
り
上
げ
の
実

現
や
設
備
投
資
に
つ
な
が
る
生
産
者
も
出
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
事
業
者
等
に
よ
る

域
内
調
達
率
に
関
す
る
報
告
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
、
観
光
産
業
全
体
の
域
内
調
達
率
も
年
々

向
上
し
て
い
る
（
具
体
的
な
数
値
は
現
在
の

と
こ
ろ
非
公
開
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
観
光
産
業
と
農
業
の
連
携

の
形
が
で
き
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

2
‐
２

　
宿
泊
事
業
者
の
現
状
と
課
題

　
観
光
産
業
の
現
場
に
お
け
る
食
材
の
域
内

調
達
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
今
回

の
視
察
で
は
ハ
ワ
イ
島
、
オ
ア
フ
島
合
わ
せ

て
5
軒
の
ホ
テ
ル
を
対
象
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
し
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た

宿
泊
施
設
に
お
い
て
は
、
地
産
地
消
に
対
し

て
積
極
的
で
あ
る
。
主
な
理
由
と
し
て
は
、

地
域
貢
献
に
加
え
、
州
内
で
調
達
す
る
方
が

ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
調
達
す
る
よ
り
、
輸
送

費
が
か
か
ら
ず
、
低
コ
ス
ト
化
で
き
る
と
い

う
ハ
ワ
イ
特
有
の
理
由
も
存
在
す
る
。
一
方

で
、
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
場
合
は
、
本
部
で

　
我
が
国
の
観
光
施
策
は
「
量
」
か
ら
「
質
」

を
重
視
す
る
施
策
へ
と
移
行
し
、
観
光
振
興

計
画
の
成
果
指
標
（
K
P
I
）
は
「
人
数
」
や

「
消
費
単
価
」
を
経
て
、
近
年
で
は
「
経
済
波

及
効
果
」
や
こ
れ
に
関
連
す
る
指
標
を
取
り

上
げ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
（
注
1
）。

経
済
効
果
を
高
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
来

訪
者
数
」
に
1
人
1
回
あ
た
り
の
「
消
費
単

価
」
を
乗
じ
た
観
光
消
費
額
を
増
大
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
域
外
流
出
を
抑
え
、
経
済
効

果
を
域
内
に
留
ま
ら
せ
る
と
い
う
観
点
も
必

要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
域
内
調
達
率
と
い
う

概
念
が
重
要
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
、
観
光
施

策
に
お
い
て
は
、
観
光
消
費
額
に
関
係
す
る

来
訪
者
数
、
消
費
単
価
に
つ
い
て
は
取
り
上

げ
ら
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
が
、
域
内
調
達

率
に
つ
い
て
は
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
は

少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
、
三
重

県
の
よ
う
に
観
光
計
画
に
（
注
2
）
域
内
調

達
率
の
向
上
を
盛
り
込
む
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

観
光
施
策
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
指
標
と

な
っ
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
観
光
産
業
と
農
業
を
「
注

力
分
野
」
に
位
置
付
け
て
お
り
、
観
光
産
業

と
農
業
が
連
携
し
、
域
内
調
達
率
向
上
を
目

的
と
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
て
い

る
。
我
が
国
の
観
光
施
策
に
お
い
て
も
参
考

に
す
べ
き
点
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

今
回
の
視
察
で
は
、
ハ
ワ
イ
州
の
観
光
産
業

に
お
け
る
食
材
の
域
内
調
達
の
現
状
と
課

題
、
お
よ
び
、
域
内
調
達
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
政
策
・
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
（
ホ
ノ
ル
ル
市
郡
、
観
光
関
連

組
織
：
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
、
ハ
ワ
イ
島
観
光

局
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
よ
り
）、事
業
者（
主

に
宿
泊
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
よ

り
）、
旅
行
者
の
観
点
か
ら
整
理
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

2
‐
1

　
政
策
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
農
業
は
、
政
府
部
門

（
軍
等
）
や
観
光
産
業
に
次
ぐ
産
業
で
あ
る
。

し
か
し
、
食
材
の
自
給
率
は
約
（
注
3
）
10
%

と
決
し
て
高
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

受
け
、
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
を
基

準
に
ハ
ワ
イ
州
の
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
た
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
注
4
）

“
A
loha+C

hallenge”

で
は
、「
地
元
産
の
食
材
供
給
」
を
大
き
な
柱

の
一
つ
と
し
て
お
り
、
2
0
3
0
年
ま
で
に

地
元
の
食
料
生
産
量
を
2
倍
、
食
料
の
域
内

調
達
率
を
20
〜
30
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て

＜注＞
注1…例えば観光庁が選定する「高付加価値なインバウンド観光地づくりモデル観光地」のマスタープランでは、
　　  成果指標として「経済波及効果」、雇用創出効果、地域経済の自立度を把握する指標「域内経済循環率」を挙げている地域もある。
　　  https://www.mlit.go.jp/kankocho/seisaku_seido/kihonkeikaku/inbound_kaifuku/kofukakachi.html
注2…「三重県観光振興基本計画＜令和6年度～令和8年度＞」では、持続可能な観光マネジメントの取組内容として域内調達率の向上を挙げている。
　　  https://www.pref.mie.lg.jp/common/content/001130483.pdf
注3…ハワイ州レスポンシブル・ツーリズム情報サイト“Malama Hawaii”の“Aloha + Challenge”のページによると
　　  現在のハワイ州の食料自給率は約10%とされている。
　　  https://www.allhawaii.jp/malamahawaii/aloha_challenge/
注4…https://alohachallenge.hawaii.gov/
注5…https://www.merriemonarch.com/
注6…OERが推進する再生観光の柱は「地産池消」「（レンタカー以外の）公共交通の利用促進」「民泊規制」「混雑スポットの管理」
注7…https://www.revitalizeoahu.org/oahugoodfood
注8…https://gofarmhawaii.org/
注9…https://alohachallenge.hawaii.gov/pages/lfp-01-production

‒❸ハワイ州の観光産業における域内調達の現状と課題1
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三 校



大
き
く
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
に
せ
よ
両

国
の
観
光
客
が
観
光
客
全
体
の
8
割
以
上
を

占
め
て
お
り
、
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
施
設
の
宿
泊

客
構
成
は
基
本
的
に
は
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ

人
で
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
宿
泊
施
設
の
う

ち
、R

oyal K
ona R

esort

、T
he W

estin 

H
apuna B

each R
esort

は
比
較
的
ア
メ

リ
カ
本
土
か
ら
の
宿
泊
客
が
多
い
。
一
方
で

使
い
捨
て
の
歯
ブ
ラ
シ
等
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
を

提
供
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。一
方
で
、

ア
メ
リ
カ
人
宿
泊
客
の
多
い
4
つ
星
ホ
テ
ル

で
あ
るT

h
e W
estin

 H
ap
u
n
a B
each 

R
esort

に
お
い
て
は
、
敷
地
内
で
野
菜
を

栽
培
す
る
等
、
環
境
意
識
の
高
い
ア
メ
リ
カ

人
層
を
意
識
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
た
。

4
・
5
つ
星
ホ
テ
ル
で
あ
る
‘Alo

h
ilan
i 

R
eso
rt W

aikiki B
each

に
お
い
て
は
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
フ
ィ
ー
の
上
乗
せ

も
行
わ
れ
て
い
た
。

　
価
格
の
高
い
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
観
光
客

は
環
境
意
識
が
比
較
的
高
い
た
め
、
そ
う

い
っ
た
ホ
テ
ル
に
お
い
て
は
そ
の
需
要
に
応

じ
た
環
境
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
一
方
、
そ

う
い
っ
た
層
の
宿
泊
が
少
な
い
ホ
テ
ル
に
お

い
て
は
環
境
対
策
は
宿
泊
客
側
か
ら
は
そ
れ

ほ
ど
求
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
逆
に
彼
ら
の
需

要
に
合
わ
せ
た
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子

が
見
て
と
れ
た
。

　
ま
た
、
今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
ほ
ぼ

全
て
の
宿
泊
施
設
に
お
い
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
や
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ

れ
て
い
た
り
と
、
地
域
や
社
会
へ
の
貢
献
は

ハ
ワ
イ
の
宿
泊
施
設
に
お
い
て
当
た
り
前
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
。T

h
e W
estin

 

H
ap
u
n
a B
each

 R
eso
rt

で
は
、
ス
タ
ッ

フ
が
2
時
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
と
代
休

が
取
得
で
き
る
制
度
を
導
入
し
、
ス
タ
ッ
フ

の
社
会
貢
献
を
促
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
一
方
でR

oyal K
ona R

esort

は
、
ホ

テ
ル
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
定
期
的
に
開
か
れ

　
観
光
業
に
お
い
て
世
界
的
に
人
材
不
足
が

課
題
と
な
る
中
、ハ
ワ
イ
も
例
外
で
は
な
く
、

同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
5
か
所
の
ホ
テ
ル
の
状
況
は
様
々

で
あ
っ
た
が
、
自
身
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
そ

れ
ほ
ど
人
材
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
な
い

と
し
て
も
、
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
業
全
体
と
し
て

は
人
材
の
不
足
・
流
出
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

　
ハ
ワ
イ
は
生
活
費
が
高
く
、
現
在
生
活
費

は
メ
イ
ン
ラ
ン
ド
の
約
3
倍
に
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
土
地
が
限
ら
れ
る
た

め
郊
外
の
小
さ
な
住
居
に
住
み
、
ホ
ノ
ル
ル

に
立
地
す
る
ホ
テ
ル
の
場
合
は
通
勤
に
激
し

い
渋
滞
が
伴
う
と
い
う
、
生
活
面
で
の
不
便

さ
も
挙
げ
ら
れ
た
。
実
際M

issouri 

E
conom

ic R
esearch and Inform

ation 

C
enter

（M
E
R
IC

）
に
よ
る
と
、
2
0
2
4

年
第
3
四
半
期
の
生
活
費
は
ア
メ
リ
カ
内
で

ハ
ワ
イ
が
最
も
高
額
で
、
食
料
品
、
家
賃
の

こ
と
、
公
共
料
金
、
交
通
等
、
ほ
ぼ
全
て
の

項
目
に
お
い
て
他
州
を
大
き
く
上
回
る
結
果

と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
2
0
2
4
年
9
月
に

は
全
米
でU

N
IT
E
 H
E
R
E

労
働
組
合
に
よ

る
ホ
テ
ル
従
業
員
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
わ

れ
、
賃
金
の
引
き
上
げ
、
労
働
時
間
の
公
平

化
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
人
員
削
減
の
撤
回
を
求

め
る
要
求
が
な
さ
れ
た
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に

参
加
し
た
労
働
者
の
約
半
数
は
ホ
ノ
ル
ル
で

勤
務
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
ハ
ワ

イ
の
ホ
テ
ル
従
業
員
は
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
多
く
の
若
年
層
が
他

業
界
や
メ
イ
ン
ラ
ン
ド
に
流
出
し
て
し
ま
っ

て
い
る
。

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
に
、
人
材
不
足
へ
の
対

応
策
と
し
て
ハ
ワ
イ
大
学
の
学
生
や
、
ハ
ワ

イ
大
学
に
留
学
し
て
い
る
学
生
の
イ
ン
タ
ー

ン
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
一
部
ホ
テ
ル
に
お

い
て
聞
か
れ
た
が
、
抜
本
的
な
解
決
策
が
見

出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
人
材
不
足

は
今
後
も
引
き
続
き
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
業
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、
ホ
テ
ル
の
客
層

や
ラ
ン
ク
に
よ
り
、
行
わ
れ
て
い
る
環
境
対

策
の
内
容
は
異
な
っ
て
い
た
。

　
ハ
ワ
イ
の
観
光
客
（
飛
行
機
に
よ
る
訪
問

客
数
）
の
内
訳
を
み
る
と
、
2
0
1
9
年
は

ア
メ
リ
カ
人
が
67
・
1
%
、
日
本
人
が
15
・

4
％
、
2
0
2
3
年
は
ア
メ
リ
カ
人
が
78
・

2
%
、
日
本
人
が
6
・
2
%
と
な
っ
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
前
後
で
状
況
は

る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に
地
元
住
民
が
訪
れ
る

等
、
住
民
と
距
離
感
の
近
い
ホ
テ
ル
と
な
っ

て
い
た
。

　
地
元
の
経
済
へ
の
貢
献
と
い
う
点
で
は
、
地

元
産
の
食
材
や
製
品
の
購
入
を
心
が
け
て
い

る
も
の
の
、
島
嶼
地
域
で
あ
る
た
め
安
定
的

な
供
給
が
難
し
い
と
い
う
課
題
も
あ
る
と
い

う
声
が
全
て
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
聞
か
れ
た
。

　
今
回
、
人
手
不
足
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

と
い
う
2
点
に
着
目
し
て
調
査
を
行
っ
た

が
、
ま
ず
人
手
不
足
に
関
し
て
は
、
ハ
ワ
イ

全
体
に
お
い
て
無
視
で
き
な
い
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
た
。
そ
の

解
決
の
た
め
に
は
、
個
々
の
宿
泊
施
設
で
実

施
で
き
る
取
り
組
み
も
あ
る
一
方
で
、
今
後

も
人
材
流
出
が
進
む
の
で
あ
れ
ば
州
全
体
で

の
抜
本
的
な
取
り
組
み
も
必
要
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
日
本
、
特
に
日
本
の
地
方
の
宿

泊
施
設
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

流
行
以
降
従
業
員
が
戻
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の

背
景
に
は
ハ
ワ
イ
と
同
様
に
賃
金
の
課
題
や

働
き
方
の
課
題
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
様
々
な
ホ
テ
ル
が
集
ま
る
代
表

的
な
観
光
地
で
あ
る
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
こ
の
課
題
へ
の
対
処
が
行
わ
れ
て

い
く
の
か
、
個
々
の
ホ
テ
ル
の
取
り
組
み
だ

け
で
な
く
、
業
界
全
体
と
し
て
、
そ
し
て
地

域
と
し
て
の
方
向
性
に
も
、
今
後
も
着
目
し

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、

ハ
ワ
イ
州
全
体
と
し
て
地
域
へ
の
貢
献
が
求

め
ら
れ
て
い
る
、
世
界
的
に
E
S
G
経
営
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
背
景
の
も
と
、

自
身
の
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
方
向
性

や
客
層
が
求
め
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
レ

ベ
ル
を
考
慮
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
た
。
環
境
面
に
関
し
て
は
、
今
回
の

調
査
を
通
し
て
宿
泊
施
設
が
ど
の
よ
う
に
自

身
の
ホ
テ
ル
に
お
け
る
取
り
組
み
の
方
針
を

定
め
て
い
る
か
が
わ
か
り
、
日
本
の
宿
泊
施

設
に
お
い
て
も
参
考
に
な
る
知
見
が
得
ら
れ

た
か
と
思
う
。
一
方
で
地
域
の
社
会
・
経
済

へ
の
貢
献
と
い
う
点
で
は
、
外
資
の
大
規
模

ホ
テ
ル
に
お
い
て
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
等
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
地
域

に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
度
合
い
や
や
り
方
は
様
々

で
あ
っ
た
。
日
本
内
部
に
も
、
地
域
に
よ
っ

て
は
近
年
外
資
の
大
規
模
ホ
テ
ル
の
進
出
が

相
次
い
で
お
り
、
そ
う
い
っ
た
地
域
に
お
け

る
外
部
の
組
織
・
企
業
と
の
連
携
の
在
り
方

は
今
後
ま
す
ま
す
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
今
回
は
ハ
ワ
イ
に
存
在
す
る
数
多
く
の

ホ
テ
ル
の
う
ち
ほ
ん
の
一
部
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
た
が
、
引
き
続
き
調
査
を
続
け
、
地

域
全
体
の
取
り
組
み
や
傾
向
に
つ
い
て
も
把

握
し
て
い
き
た
い
。

　
既
に
多
く
の
場
で
語
ら
れ
て
い
る
話
題
で

は
あ
る
が
、
近
年
、
観
光
地
・
宿
泊
施
設
に

対
し
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る

観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
。
中
で
も
こ
の
傾

向
は
若
年
層
に
お
い
て
高
ま
っ
て
お
り
、
観

光
地
・
宿
泊
施
設
は
今
後
よ
り
一
層
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
意
識
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
他
方
で
観
光
業
で
は
世
界
的
に
、
人
材
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
流
行
に
伴
う
旅
行
需
要
減
少
に
よ
り
、

2
0
2
0
年
頃
に
多
く
の
従
業
員
が
解
雇
さ

れ
た
が
、
低
賃
金
や
不
安
定
な
勤
務
形
態
が

影
響
し
て
そ
の
後
従
業
員
が
戻
ら
ず
、
人
手

不
足
が
続
く
と
い
う
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
観
光
客

か
ら
選
ば
れ
続
け
る
た
め
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
の
検
討
・
従
業
員
が
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
整
備
と
い
う
2
点
は
、
昨
今
宿
泊
施
設

に
お
い
て
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

　
ハ
ワ
イ
は
、
世
界
的
な
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ド

か
ら
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
ま
で
様
々
な
宿
泊

施
設
が
立
ち
並
ぶ
、
有
数
の
リ
ゾ
ー
ト
で
あ

る
。
そ
の
ハ
ワ
イ
に
立
地
す
る
宿
泊
施
設
に

お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
取
組
の
現
状
を
、
今

回
は
調
査
し
た
。

　
ま
ず
、
ハ
ワ
イ
の
各
種
計
画
の
中
か
ら
宿

泊
施
設
に
関
す
る
記
載
を
抽
出
す
る
こ
と

で
、
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
施
設
に
近
年
求
め
ら
れ

て
い
る
方
向
性
・
取
組
の
概
要
を
把
握
す
る
。

　
ハ
ワ
イ
の
観
光
施
策
全
体
の
方
向
性
が
記

載
さ
れ
て
い
る
『H

T
A
 S
trategic P

lan
 

2
0
2
0

‐2
0
2
5

』
に
は
、
ハ
ワ
イ
の
自
然
・

文
化
資
源
の
尊
重
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ハ
ワ
イ
ア

ン
の
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援
、
観
光

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
双
方
の
豊
か
さ
の
確
保
、

ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
た
観
光

の（
地
域
経
済
へ
の
）貢
献
の
強
化
、
と
い
っ

た
4
つ
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
オ
ア
フ
島
に
関
す
る
政
策
を
記
し
た

『O
‘ah
u
 D
estin

atio
n
 M
an
agem

en
t 

A
ction P

lan 2021

‐2024

』
に
は
、
ま
ず

全
体
の
方
向
性
と
し
て
、観
光
産
業
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
一
緒
に
マ
ラ
マ
の
精
神
に
則
り
、

地
域
と
お
互
い
を
気
に
掛
け
る
べ
き
だ
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
宿
泊
施
設
に
関

し
て
は
、
ホ
テ
ル
を
含
む
観
光
産
業
の
従
業

員
に
向
け
た
ハ
ワ
イ
文
化
の
教
育
お
よ
び
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア
ク
シ
ョ
ン

B
2
）、
ハ
ワ
イ
に
優
し
い
製
品
や
地
元
の
製

品
へ
の
着
目
（
ア
ク
シ
ョ
ン
H
1
、
H
2
）
等

と
い
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
島
に
関
す
る
政
策
を
記
し
た

『H
a
w
a
i‘i Is

la
n
d
 D
e
s
tin
a
tio
n 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t A

c
tio
n
 P
la
n 

2021

‐2023

』
も
方
向
性
は
似
通
っ
て
お

り
、
全
体
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
島
と
人
々
の

健
康
が
掲
げ
ら
れ
、
オ
ア
フ
島
と
同
様
に
従

業
員
に
向
け
た
ハ
ワ
イ
文
化
の
教
育
お
よ
び

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア
ク
シ
ョ
ン

B
2
）
が
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
記
載
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
民
間
・
政
府
・
地
域
社
会
の
各

種
利
害
関
係
者
の
間
で
対
話
の
機
会
を
も
つ

こ
と（
ア
ク
シ
ョ
ン
E
2
）、地
元
の
農
産
物
、

製
品
、
商
品
の
購
入
（
ア
ク
シ
ョ
ン
G
2
）

等
と
い
っ
た
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
全
体
と
し
て
、
地
域
と
の
交
流
や
、
地
域

の
環
境
・
社
会
・
経
済
へ
の
貢
献
を
意
識
し
た

方
向
性
が
、
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
施
設
に
は
求
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
今
回
、
ホ
ノ
ル
ル
3
か
所
、
カ
イ
ル
ア
・

コ
ナ
2
か
所
の
ホ
テ
ル
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
テ
ル
の
概
要

は
表
1
の
通
り
で
あ
る
。

ハワ
イ
の

宿
泊
業
が
抱
え
る

課
題
と
今
後
の
展
望

1
4

観
光
研
究
部 

研
究
員

山
本
奏
音

1
．は
じ
め
に

2
．宿
泊
業
に
関
連
し
た

政
策
の
方
向
性

3
．人
材
不
足
の
現
状
、

対
応
の
模
索

H
alekulani

、H
yatt R

egency W
aikiki 

B
ea
ch
 R
eso
rt &

 S
p
a

、A
lo
h
ila
n
i 

R
esort W

aikiki B
each

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
状
況
は
大
き
く
変
化
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

前
は
日
本
人
宿
泊
客
の
割
合
が
前
者
と
比
較

す
る
と
高
か
っ
た
施
設
と
な
る
。

　
も
と
も
と
日
本
人
宿
泊
客
の
多
か
っ
た

H
yatt R

egency W
aikiki B

each R
esort 

and S
pa

は
、
日
本
人
の
需
要
を
意
識
し
て

‒❹ハワイの宿泊業が抱える課題と今後の展望1
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再 校



大
き
く
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
に
せ
よ
両

国
の
観
光
客
が
観
光
客
全
体
の
8
割
以
上
を

占
め
て
お
り
、
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
施
設
の
宿
泊

客
構
成
は
基
本
的
に
は
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ

人
で
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
宿
泊
施
設
の
う

ち
、R

oyal K
ona R

esort

、T
he W

estin 

H
apuna B

each R
esort

は
比
較
的
ア
メ

リ
カ
本
土
か
ら
の
宿
泊
客
が
多
い
。
一
方
で

使
い
捨
て
の
歯
ブ
ラ
シ
等
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
を

提
供
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。一
方
で
、

ア
メ
リ
カ
人
宿
泊
客
の
多
い
4
つ
星
ホ
テ
ル

で
あ
るT

h
e W
estin

 H
ap
u
n
a B
each 

R
esort

に
お
い
て
は
、
敷
地
内
で
野
菜
を

栽
培
す
る
等
、
環
境
意
識
の
高
い
ア
メ
リ
カ

人
層
を
意
識
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
た
。

4
・
5
つ
星
ホ
テ
ル
で
あ
る
‘Alo

h
ilan
i 

R
eso
rt W

aikiki B
each

に
お
い
て
は
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
フ
ィ
ー
の
上
乗
せ

も
行
わ
れ
て
い
た
。

　
価
格
の
高
い
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
観
光
客

は
環
境
意
識
が
比
較
的
高
い
た
め
、
そ
う

い
っ
た
ホ
テ
ル
に
お
い
て
は
そ
の
需
要
に
応

じ
た
環
境
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
一
方
、
そ

う
い
っ
た
層
の
宿
泊
が
少
な
い
ホ
テ
ル
に
お

い
て
は
環
境
対
策
は
宿
泊
客
側
か
ら
は
そ
れ

ほ
ど
求
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
逆
に
彼
ら
の
需

要
に
合
わ
せ
た
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子

が
見
て
と
れ
た
。

　
ま
た
、
今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
ほ
ぼ

全
て
の
宿
泊
施
設
に
お
い
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
や
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ

れ
て
い
た
り
と
、
地
域
や
社
会
へ
の
貢
献
は

ハ
ワ
イ
の
宿
泊
施
設
に
お
い
て
当
た
り
前
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
。T

h
e W
estin

 

H
ap
u
n
a B
each

 R
eso
rt

で
は
、
ス
タ
ッ

フ
が
2
時
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
と
代
休

が
取
得
で
き
る
制
度
を
導
入
し
、
ス
タ
ッ
フ

の
社
会
貢
献
を
促
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
一
方
でR

oyal K
ona R

esort

は
、
ホ

テ
ル
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
定
期
的
に
開
か
れ

　
観
光
業
に
お
い
て
世
界
的
に
人
材
不
足
が

課
題
と
な
る
中
、ハ
ワ
イ
も
例
外
で
は
な
く
、

同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
5
か
所
の
ホ
テ
ル
の
状
況
は
様
々

で
あ
っ
た
が
、
自
身
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
そ

れ
ほ
ど
人
材
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
な
い

と
し
て
も
、
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
業
全
体
と
し
て

は
人
材
の
不
足
・
流
出
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

　
ハ
ワ
イ
は
生
活
費
が
高
く
、
現
在
生
活

費
は
ア
メ
リ
カ
本
土
の
約
3
倍
に
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
土
地
が
限

ら
れ
る
た
め
郊
外
の
小
さ
な
住
居
に
住
み
、

ホ
ノ
ル
ル
に
立
地
す
る
ホ
テ
ル
の
場
合
は

通
勤
に
激
し
い
渋
滞
が
伴
う
と
い
う
、
生

活
面
で
の
不
便
さ
も
挙
げ
ら
れ
た
。
実
際

M
isso
u
ri E
con
om
ic R
esearch

 an
d 

Inform
ation C

enter

（M
E
R
IC

）
に
よ
る

と
、
2
0
2
4
年
第
3
四
半
期
の
生
活
費
は

ア
メ
リ
カ
内
で
ハ
ワ
イ
が
最
も
高
額
で
、
食

料
品
、
家
賃
、
公
共
料
金
、
交
通
等
、
ほ
ぼ

全
て
の
項
目
に
お
い
て
他
州
を
大
き
く
上
回

る
結
果
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
2
0
2
4
年

9
月
に
は
全
米
でU
N
IT
E
 H
E
R
E

労
働
組

合
に
よ
る
ホ
テ
ル
従
業
員
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が

行
わ
れ
、
賃
金
の
引
き
上
げ
、
労
働
時
間
の

公
平
化
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
人
員
削
減
の
撤
回

を
求
め
る
要
求
が
な
さ
れ
た
が
、
ス
ト
ラ
イ

キ
に
参
加
し
た
労
働
者
の
約
半
数
は
ホ
ノ
ル

ル
で
勤
務
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
ハ

ワ
イ
の
ホ
テ
ル
従
業
員
は
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
多
く
の
若
年
層
が

他
業
界
や
ア
メ
リ
カ
本
土
に
流
出
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
に
、
人
材
不
足
へ
の
対

応
策
と
し
て
ハ
ワ
イ
大
学
の
学
生
や
、
ハ
ワ

イ
大
学
に
留
学
し
て
い
る
学
生
の
イ
ン
タ
ー

ン
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
一
部
ホ
テ
ル
に
お

い
て
聞
か
れ
た
が
、
抜
本
的
な
解
決
策
が
見

出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
人
材
不
足

は
今
後
も
引
き
続
き
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
業
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、
ホ
テ
ル
の
客
層

や
ラ
ン
ク
に
よ
り
、
行
わ
れ
て
い
る
環
境
対

策
の
内
容
は
異
な
っ
て
い
た
。

　
ハ
ワ
イ
の
観
光
客
（
飛
行
機
に
よ
る
訪
問

客
数
）
の
内
訳
を
み
る
と
、
2
0
1
9
年
は

ア
メ
リ
カ
人
が
67
・
1
%
、
日
本
人
が
15
・

4
％
、
2
0
2
3
年
は
ア
メ
リ
カ
人
が
78
・

2
%
、
日
本
人
が
6
・
2
%
と
な
っ
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
前
後
で
状
況
は

る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に
地
元
住
民
が
訪
れ
る

等
、
住
民
と
距
離
感
の
近
い
ホ
テ
ル
と
な
っ

て
い
た
。

　
地
元
の
経
済
へ
の
貢
献
と
い
う
点
で
は
、
地

元
産
の
食
材
や
製
品
の
購
入
を
心
が
け
て
い

る
も
の
の
、
島
嶼
地
域
で
あ
る
た
め
安
定
的

な
供
給
が
難
し
い
と
い
う
課
題
も
あ
る
と
い

う
声
が
全
て
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
聞
か
れ
た
。

　
今
回
、
人
手
不
足
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

と
い
う
2
点
に
着
目
し
て
調
査
を
行
っ
た

が
、
ま
ず
人
手
不
足
に
関
し
て
は
、
ハ
ワ
イ

全
体
に
お
い
て
無
視
で
き
な
い
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
た
。
そ
の

解
決
の
た
め
に
は
、
個
々
の
宿
泊
施
設
で
実

施
で
き
る
取
り
組
み
も
あ
る
一
方
で
、
今
後

も
人
材
流
出
が
進
む
の
で
あ
れ
ば
州
全
体
で

の
抜
本
的
な
取
り
組
み
も
必
要
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
日
本
、
特
に
日
本
の
地
方
の
宿

泊
施
設
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

流
行
以
降
従
業
員
が
戻
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の

背
景
に
は
ハ
ワ
イ
と
同
様
に
賃
金
の
課
題
や

働
き
方
の
課
題
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
様
々
な
ホ
テ
ル
が
集
ま
る
代
表

的
な
観
光
地
で
あ
る
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
こ
の
課
題
へ
の
対
処
が
行
わ
れ
て

い
く
の
か
、
個
々
の
ホ
テ
ル
の
取
り
組
み
だ

け
で
な
く
、
業
界
全
体
と
し
て
、
そ
し
て
地

域
と
し
て
の
方
向
性
に
も
、
今
後
も
着
目
し

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、

ハ
ワ
イ
州
全
体
と
し
て
地
域
へ
の
貢
献
が
求

め
ら
れ
て
い
る
、
世
界
的
に
E
S
G
経
営
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
背
景
の
も
と
、

自
身
の
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
方
向
性

や
客
層
が
求
め
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
レ

ベ
ル
を
考
慮
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
た
。
環
境
面
に
関
し
て
は
、
今
回
の

調
査
を
通
し
て
宿
泊
施
設
が
ど
の
よ
う
に
自

身
の
ホ
テ
ル
に
お
け
る
取
り
組
み
の
方
針
を

定
め
て
い
る
か
が
わ
か
り
、
日
本
の
宿
泊
施

設
に
お
い
て
も
参
考
に
な
る
知
見
が
得
ら
れ

た
か
と
思
う
。
一
方
で
地
域
の
社
会
・
経
済

へ
の
貢
献
と
い
う
点
で
は
、
外
資
の
大
規
模

ホ
テ
ル
に
お
い
て
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
等
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
地
域

に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
度
合
い
や
や
り
方
は
様
々

で
あ
っ
た
。
日
本
内
部
に
も
、
地
域
に
よ
っ

て
は
近
年
外
資
の
大
規
模
ホ
テ
ル
の
進
出
が

相
次
い
で
お
り
、
そ
う
い
っ
た
地
域
に
お
け

る
外
部
の
組
織
・
企
業
と
の
連
携
の
在
り
方

は
今
後
ま
す
ま
す
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
今
回
は
ハ
ワ
イ
に
存
在
す
る
数
多
く
の

ホ
テ
ル
の
う
ち
ほ
ん
の
一
部
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
た
が
、
引
き
続
き
調
査
を
続
け
、
地

域
全
体
の
取
り
組
み
や
傾
向
に
つ
い
て
も
把

握
し
て
い
き
た
い
。

　
既
に
多
く
の
場
で
語
ら
れ
て
い
る
話
題
で

は
あ
る
が
、
近
年
、
観
光
地
・
宿
泊
施
設
に

対
し
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る

観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
。
中
で
も
こ
の
傾

向
は
若
年
層
に
お
い
て
高
ま
っ
て
お
り
、
観

光
地
・
宿
泊
施
設
は
今
後
よ
り
一
層
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
意
識
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
他
方
で
観
光
業
で
は
世
界
的
に
、
人
材
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
流
行
に
伴
う
旅
行
需
要
減
少
に
よ
り
、

2
0
2
0
年
頃
に
多
く
の
従
業
員
が
解
雇
さ

れ
た
が
、
低
賃
金
や
不
安
定
な
勤
務
形
態
が

影
響
し
て
そ
の
後
従
業
員
が
戻
ら
ず
、
人
手

不
足
が
続
く
と
い
う
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
観
光
客

か
ら
選
ば
れ
続
け
る
た
め
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
の
検
討
・
従
業
員
が
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
整
備
と
い
う
2
点
は
、
昨
今
宿
泊
施
設

に
お
い
て
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

　
ハ
ワ
イ
は
、
世
界
的
な
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ド

か
ら
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
ま
で
様
々
な
宿
泊

施
設
が
立
ち
並
ぶ
、
有
数
の
リ
ゾ
ー
ト
で
あ

る
。
そ
の
ハ
ワ
イ
に
立
地
す
る
宿
泊
施
設
に

お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
取
組
の
現
状
を
、
今

回
は
調
査
し
た
。

　
ま
ず
、
ハ
ワ
イ
の
各
種
計
画
の
中
か
ら
宿

泊
施
設
に
関
す
る
記
載
を
抽
出
す
る
こ
と

で
、
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
施
設
に
近
年
求
め
ら
れ

て
い
る
方
向
性
・
取
組
の
概
要
を
把
握
す
る
。

　
ハ
ワ
イ
の
観
光
施
策
全
体
の
方
向
性
が
記

載
さ
れ
て
い
る
『H

T
A
 S
trategic P

lan
 

2
0
2
0

‐2
0
2
5

』
に
は
、
ハ
ワ
イ
の
自
然
・

文
化
資
源
の
尊
重
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ハ
ワ
イ
ア

ン
の
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援
、
観
光

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
双
方
の
豊
か
さ
の
確
保
、

ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
た
観
光

の（
地
域
経
済
へ
の
）貢
献
の
強
化
、
と
い
っ

た
4
つ
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
オ
ア
フ
島
に
関
す
る
政
策
を
記
し
た

『O
‘ah
u
 D
estin

atio
n
 M
an
agem

en
t 

A
ction P

lan 2021

‐2024

』
に
は
、
ま
ず

全
体
の
方
向
性
と
し
て
、観
光
産
業
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
一
緒
に
マ
ラ
マ
の
精
神
に
則
り
、

地
域
と
お
互
い
を
気
に
掛
け
る
べ
き
だ
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
宿
泊
施
設
に
関

し
て
は
、
ホ
テ
ル
を
含
む
観
光
産
業
の
従
業

員
に
向
け
た
ハ
ワ
イ
文
化
の
教
育
お
よ
び
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア
ク
シ
ョ
ン

B
2
）、
ハ
ワ
イ
に
優
し
い
製
品
や
地
元
の
製

品
へ
の
着
目
（
ア
ク
シ
ョ
ン
H
1
、
H
2
）
等

と
い
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
島
に
関
す
る
政
策
を
記
し
た

『H
a
w
a
i‘i Is

la
n
d
 D
e
s
tin
a
tio
n 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t A

c
tio
n
 P
la
n 

2021

‐2023

』
も
方
向
性
は
似
通
っ
て
お

り
、
全
体
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
島
と
人
々
の

健
康
が
掲
げ
ら
れ
、
オ
ア
フ
島
と
同
様
に
従

業
員
に
向
け
た
ハ
ワ
イ
文
化
の
教
育
お
よ
び

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア
ク
シ
ョ
ン

B
2
）
が
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
記
載
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
民
間
・
政
府
・
地
域
社
会
の
各

種
利
害
関
係
者
の
間
で
対
話
の
機
会
を
も
つ

こ
と（
ア
ク
シ
ョ
ン
E
2
）、地
元
の
農
産
物
、

製
品
、
商
品
の
購
入
（
ア
ク
シ
ョ
ン
G
2
）

等
と
い
っ
た
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
全
体
と
し
て
、
地
域
と
の
交
流
や
、
地
域

の
環
境
・
社
会
・
経
済
へ
の
貢
献
を
意
識
し
た

方
向
性
が
、
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
施
設
に
は
求
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
今
回
、
ホ
ノ
ル
ル
3
か
所
、
カ
イ
ル
ア
・

コ
ナ
2
か
所
の
ホ
テ
ル
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
テ
ル
の
概
要

は
表
1
の
通
り
で
あ
る
。

表 1 視察ヒアリング対象宿泊施設の概要・取組

4
．環
境
・
社
会
・

経
済
へ
の
貢
献
を

意
識
し
た
取
り
組
み

H
alekulani

、H
yatt R

egency W
aikiki 

B
ea
ch
 R
eso
rt &

 S
p
a

、A
lo
h
ila
n
i 

R
esort W

aikiki B
each

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
状
況
は
大
き
く
変
化
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

前
は
日
本
人
宿
泊
客
の
割
合
が
前
者
と
比
較

す
る
と
高
か
っ
た
施
設
と
な
る
。

　
も
と
も
と
日
本
人
宿
泊
客
の
多
か
っ
た

H
yatt R

egency W
aikiki B

each R
esort 

and S
pa

は
、
日
本
人
の
需
要
を
意
識
し
て

ホテル名 立地 ホテルランク 部屋数 歴史概要 客層 環境に関する取組 社会に関する取組

写
真
上
）The W

estin H
apuna B

each R
esort

の

ベ
ジ
タ
ブ
ル
ガ
ー
デ
ン

左
）Halekulani

で
提
供
さ
れ
て
い
る
ア
ル
ミ
ボ
ト
ル
入
り
の
水

Royal Kona
Resort カイルア・コナ 3つ星ホテル 436室

1969年 ハワイ島における最初の国際ブランドホテル
Kona Hiltonとしてオープン
1986年 現在のオーナーが買い取り、Royal Kona Resortとしてリニュ
ーアルオープン

アメリカ本土
からの観光客
が多い

水：ペットボトル、共有スペースにウォータ
ーサーバーを設置
シャンプー等：ボトル

・チャリティーイベントの実施

・チャリティーイベントの実施
・ハワイの芸術文化の紹介

The Westin
Hapuna
Beach Resort

カイルア・コナ 4つ星ホテル 249室

1965年 ローレンス・S・ロックフェラーの手でMauna Kea Beach Hotel
オープン
1992年 Hapuna Beach Prince Hotelオープン
2015年 Mauna Kea Beach Hotelは、マリオットオートグラフコレク
ションに加入
2018年 Hapuna Beach Prince Hotelは、改装を経て、The Westin 
Hapuna Beach Resortとして再オープン

アメリカ本土
からの観光客
が多い

水：共用スペースにウォーターサーバーを
設置（ブランドロゴ入りタンブラーをプレ
ゼント）
シャンプー等：ボトル
その他：敷地内で野菜を栽培

・ボランティア（運河浄化）の
実施
・スタッフがボランティアを行
うと代休が取得できる制度
を導入

Halekulani ホノルル 5つ星ホテル 453室

1907年 ロバート・ルワーズが所有する住宅ホテルとしてオープン
1917年 ジュリエット、クリフォード・キンバ夫妻がホテルを購入。拡張し、
観光客向けのリゾートとして確立
1981年 三井不動産がホテルを購入、解体・再建

比較的日本人
観光客が多い
（コロナ前）

水：客室でアルミボトル入りの水を提供・
共用スペースにウォーターサーバーを設置
シャンプー等：ボトル

Hyatt Regency 
Waikiki Beach 
Resort and Spa

ホノルル 4つ星ホテル 1230室
1976年 オープン 比較的日本人

観光客が多い
（コロナ前）

水：再利用可能なボトルで提供
シャンプー等：ボトル
日本人宿泊客向けに歯ブラシ等も提供

・チャリティーイベントの実施
・ボランティア（ビーチクリー
ニング）の実施

‘Alohilani Resort
Waikiki Beach ホノルル 4.5つ星ホテル 839室

1969年 Pacific Beach Hotelとしてオープン
2013年 Highgateがマネジメント権利を引き取る
2018年 リノベーションを経て、‘Alohilani Resort Waikiki Beachとし
て再オープン

比較的日本人
観光客が多い
（コロナ前）

共用スペースにウォーターサーバーを設置
シャンプー等：ボトル
その他：宿泊金額の一部を植樹に充てる・
カーボンニュートラルフィーを宿泊料に上
乗せ

・チャリティーイベントの実施
・ボランティア（ビーチクリー
ニング）の実施

‒❹ハワイの宿泊業が抱える課題と今後の展望1
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大
き
く
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
に
せ
よ
両

国
の
観
光
客
が
観
光
客
全
体
の
8
割
以
上
を

占
め
て
お
り
、
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
施
設
の
宿
泊

客
構
成
は
基
本
的
に
は
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ

人
で
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
宿
泊
施
設
の
う

ち
、R

oyal K
ona R

esort

、T
he W

estin 

H
apuna B

each R
esort

は
比
較
的
ア
メ

リ
カ
本
土
か
ら
の
宿
泊
客
が
多
い
。
一
方
で

使
い
捨
て
の
歯
ブ
ラ
シ
等
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
を

提
供
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。一
方
で
、

ア
メ
リ
カ
人
宿
泊
客
の
多
い
4
つ
星
ホ
テ
ル

で
あ
るT

h
e W
estin

 H
ap
u
n
a B
each 

R
esort

に
お
い
て
は
、
敷
地
内
で
野
菜
を

栽
培
す
る
等
、
環
境
意
識
の
高
い
ア
メ
リ
カ

人
層
を
意
識
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
た
。

4
・
5
つ
星
ホ
テ
ル
で
あ
る
‘Alo

h
ilan
i 

R
eso
rt W

aikiki B
each

に
お
い
て
は
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
フ
ィ
ー
の
上
乗
せ

も
行
わ
れ
て
い
た
。

　
価
格
の
高
い
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
観
光
客

は
環
境
意
識
が
比
較
的
高
い
た
め
、
そ
う

い
っ
た
ホ
テ
ル
に
お
い
て
は
そ
の
需
要
に
応

じ
た
環
境
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
一
方
、
そ

う
い
っ
た
層
の
宿
泊
が
少
な
い
ホ
テ
ル
に
お

い
て
は
環
境
対
策
は
宿
泊
客
側
か
ら
は
そ
れ

ほ
ど
求
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
逆
に
彼
ら
の
需

要
に
合
わ
せ
た
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子

が
見
て
と
れ
た
。

　
ま
た
、
今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
ほ
ぼ

全
て
の
宿
泊
施
設
に
お
い
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
や
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ

れ
て
い
た
り
と
、
地
域
や
社
会
へ
の
貢
献
は

ハ
ワ
イ
の
宿
泊
施
設
に
お
い
て
当
た
り
前
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
。T

h
e W
estin

 

H
ap
u
n
a B
each

 R
eso
rt

で
は
、
ス
タ
ッ

フ
が
2
時
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
と
代
休

が
取
得
で
き
る
制
度
を
導
入
し
、
ス
タ
ッ
フ

の
社
会
貢
献
を
促
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
一
方
でR

oyal K
ona R

esort

は
、
ホ

テ
ル
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
定
期
的
に
開
か
れ

　
観
光
業
に
お
い
て
世
界
的
に
人
材
不
足
が

課
題
と
な
る
中
、ハ
ワ
イ
も
例
外
で
は
な
く
、

同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
5
か
所
の
ホ
テ
ル
の
状
況
は
様
々

で
あ
っ
た
が
、
自
身
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
そ

れ
ほ
ど
人
材
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
な
い

と
し
て
も
、
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
業
全
体
と
し
て

は
人
材
の
不
足
・
流
出
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

　
ハ
ワ
イ
は
生
活
費
が
高
く
、
現
在
生
活
費

は
メ
イ
ン
ラ
ン
ド
の
約
3
倍
に
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
土
地
が
限
ら
れ
る
た

め
郊
外
の
小
さ
な
住
居
に
住
み
、
ホ
ノ
ル
ル

に
立
地
す
る
ホ
テ
ル
の
場
合
は
通
勤
に
激
し

い
渋
滞
が
伴
う
と
い
う
、
生
活
面
で
の
不
便

さ
も
挙
げ
ら
れ
た
。
実
際M

issouri 

E
conom

ic R
esearch and Inform

ation 

C
enter

（M
E
R
IC

）
に
よ
る
と
、
2
0
2
4

年
第
3
四
半
期
の
生
活
費
は
ア
メ
リ
カ
内
で

ハ
ワ
イ
が
最
も
高
額
で
、
食
料
品
、
家
賃
の

こ
と
、
公
共
料
金
、
交
通
等
、
ほ
ぼ
全
て
の

項
目
に
お
い
て
他
州
を
大
き
く
上
回
る
結
果

と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
2
0
2
4
年
9
月
に

は
全
米
でU

N
IT
E
 H
E
R
E

労
働
組
合
に
よ

る
ホ
テ
ル
従
業
員
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
わ

れ
、
賃
金
の
引
き
上
げ
、
労
働
時
間
の
公
平

化
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
人
員
削
減
の
撤
回
を
求

め
る
要
求
が
な
さ
れ
た
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に

参
加
し
た
労
働
者
の
約
半
数
は
ホ
ノ
ル
ル
で

勤
務
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
ハ
ワ

イ
の
ホ
テ
ル
従
業
員
は
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
多
く
の
若
年
層
が
他

業
界
や
メ
イ
ン
ラ
ン
ド
に
流
出
し
て
し
ま
っ

て
い
る
。

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
に
、
人
材
不
足
へ
の
対

応
策
と
し
て
ハ
ワ
イ
大
学
の
学
生
や
、
ハ
ワ

イ
大
学
に
留
学
し
て
い
る
学
生
の
イ
ン
タ
ー

ン
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
一
部
ホ
テ
ル
に
お

い
て
聞
か
れ
た
が
、
抜
本
的
な
解
決
策
が
見

出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
人
材
不
足

は
今
後
も
引
き
続
き
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
業
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、
ホ
テ
ル
の
客
層

や
ラ
ン
ク
に
よ
り
、
行
わ
れ
て
い
る
環
境
対

策
の
内
容
は
異
な
っ
て
い
た
。

　
ハ
ワ
イ
の
観
光
客
（
飛
行
機
に
よ
る
訪
問

客
数
）
の
内
訳
を
み
る
と
、
2
0
1
9
年
は

ア
メ
リ
カ
人
が
67
・
1
%
、
日
本
人
が
15
・

4
％
、
2
0
2
3
年
は
ア
メ
リ
カ
人
が
78
・

2
%
、
日
本
人
が
6
・
2
%
と
な
っ
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
前
後
で
状
況
は

る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に
地
元
住
民
が
訪
れ
る

等
、
住
民
と
距
離
感
の
近
い
ホ
テ
ル
と
な
っ

て
い
た
。

　
地
元
の
経
済
へ
の
貢
献
と
い
う
点
で
は
、
地

元
産
の
食
材
や
製
品
の
購
入
を
心
が
け
て
い

る
も
の
の
、
島
嶼
地
域
で
あ
る
た
め
安
定
的

な
供
給
が
難
し
い
と
い
う
課
題
も
あ
る
と
い

う
声
が
全
て
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
聞
か
れ
た
。

　
今
回
、
人
手
不
足
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

と
い
う
2
点
に
着
目
し
て
調
査
を
行
っ
た

が
、
ま
ず
人
手
不
足
に
関
し
て
は
、
ハ
ワ
イ

全
体
に
お
い
て
無
視
で
き
な
い
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
た
。
そ
の

解
決
の
た
め
に
は
、
個
々
の
宿
泊
施
設
で
実

施
で
き
る
取
り
組
み
も
あ
る
一
方
で
、
今
後

も
人
材
流
出
が
進
む
の
で
あ
れ
ば
州
全
体
で

の
抜
本
的
な
取
り
組
み
も
必
要
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
日
本
、
特
に
日
本
の
地
方
の
宿

泊
施
設
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

流
行
以
降
従
業
員
が
戻
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の

背
景
に
は
ハ
ワ
イ
と
同
様
に
賃
金
の
課
題
や

働
き
方
の
課
題
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
様
々
な
ホ
テ
ル
が
集
ま
る
代
表

的
な
観
光
地
で
あ
る
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
こ
の
課
題
へ
の
対
処
が
行
わ
れ
て

い
く
の
か
、
個
々
の
ホ
テ
ル
の
取
り
組
み
だ

け
で
な
く
、
業
界
全
体
と
し
て
、
そ
し
て
地

域
と
し
て
の
方
向
性
に
も
、
今
後
も
着
目
し

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、

ハ
ワ
イ
州
全
体
と
し
て
地
域
へ
の
貢
献
が
求

め
ら
れ
て
い
る
、
世
界
的
に
E
S
G
経
営
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
背
景
の
も
と
、

自
身
の
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
方
向
性

や
客
層
が
求
め
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
レ

ベ
ル
を
考
慮
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
た
。
環
境
面
に
関
し
て
は
、
今
回
の

調
査
を
通
し
て
宿
泊
施
設
が
ど
の
よ
う
に
自

身
の
ホ
テ
ル
に
お
け
る
取
り
組
み
の
方
針
を

定
め
て
い
る
か
が
わ
か
り
、
日
本
の
宿
泊
施

設
に
お
い
て
も
参
考
に
な
る
知
見
が
得
ら
れ

た
か
と
思
う
。
一
方
で
地
域
の
社
会
・
経
済

へ
の
貢
献
と
い
う
点
で
は
、
外
資
の
大
規
模

ホ
テ
ル
に
お
い
て
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
等
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
地
域

に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
度
合
い
や
や
り
方
は
様
々

で
あ
っ
た
。
日
本
内
部
に
も
、
地
域
に
よ
っ

て
は
近
年
外
資
の
大
規
模
ホ
テ
ル
の
進
出
が

相
次
い
で
お
り
、
そ
う
い
っ
た
地
域
に
お
け

る
外
部
の
組
織
・
企
業
と
の
連
携
の
在
り
方

は
今
後
ま
す
ま
す
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
今
回
は
ハ
ワ
イ
に
存
在
す
る
数
多
く
の

ホ
テ
ル
の
う
ち
ほ
ん
の
一
部
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
た
が
、
引
き
続
き
調
査
を
続
け
、
地

域
全
体
の
取
り
組
み
や
傾
向
に
つ
い
て
も
把

握
し
て
い
き
た
い
。

　
既
に
多
く
の
場
で
語
ら
れ
て
い
る
話
題
で

は
あ
る
が
、
近
年
、
観
光
地
・
宿
泊
施
設
に

対
し
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る

観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
。
中
で
も
こ
の
傾

向
は
若
年
層
に
お
い
て
高
ま
っ
て
お
り
、
観

光
地
・
宿
泊
施
設
は
今
後
よ
り
一
層
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
意
識
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
他
方
で
観
光
業
で
は
世
界
的
に
、
人
材
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
流
行
に
伴
う
旅
行
需
要
減
少
に
よ
り
、

2
0
2
0
年
頃
に
多
く
の
従
業
員
が
解
雇
さ

れ
た
が
、
低
賃
金
や
不
安
定
な
勤
務
形
態
が

影
響
し
て
そ
の
後
従
業
員
が
戻
ら
ず
、
人
手

不
足
が
続
く
と
い
う
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
観
光
客

か
ら
選
ば
れ
続
け
る
た
め
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
の
検
討
・
従
業
員
が
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
整
備
と
い
う
2
点
は
、
昨
今
宿
泊
施
設

に
お
い
て
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

　
ハ
ワ
イ
は
、
世
界
的
な
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ド

か
ら
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
ま
で
様
々
な
宿
泊

施
設
が
立
ち
並
ぶ
、
有
数
の
リ
ゾ
ー
ト
で
あ

る
。
そ
の
ハ
ワ
イ
に
立
地
す
る
宿
泊
施
設
に

お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
取
組
の
現
状
を
、
今

回
は
調
査
し
た
。

　
ま
ず
、
ハ
ワ
イ
の
各
種
計
画
の
中
か
ら
宿

泊
施
設
に
関
す
る
記
載
を
抽
出
す
る
こ
と

で
、
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
施
設
に
近
年
求
め
ら
れ

て
い
る
方
向
性
・
取
組
の
概
要
を
把
握
す
る
。

　
ハ
ワ
イ
の
観
光
施
策
全
体
の
方
向
性
が
記

載
さ
れ
て
い
る
『H

T
A
 S
trategic P

lan
 

2
0
2
0

‐2
0
2
5

』
に
は
、
ハ
ワ
イ
の
自
然
・

文
化
資
源
の
尊
重
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ハ
ワ
イ
ア

ン
の
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援
、
観
光

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
双
方
の
豊
か
さ
の
確
保
、

ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
た
観
光

の（
地
域
経
済
へ
の
）貢
献
の
強
化
、
と
い
っ

た
4
つ
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
オ
ア
フ
島
に
関
す
る
政
策
を
記
し
た

『O
‘ah
u
 D
estin

atio
n
 M
an
agem

en
t 

A
ction P

lan 2021

‐2024

』
に
は
、
ま
ず

全
体
の
方
向
性
と
し
て
、観
光
産
業
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
一
緒
に
マ
ラ
マ
の
精
神
に
則
り
、

地
域
と
お
互
い
を
気
に
掛
け
る
べ
き
だ
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
宿
泊
施
設
に
関

し
て
は
、
ホ
テ
ル
を
含
む
観
光
産
業
の
従
業

員
に
向
け
た
ハ
ワ
イ
文
化
の
教
育
お
よ
び
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア
ク
シ
ョ
ン

B
2
）、
ハ
ワ
イ
に
優
し
い
製
品
や
地
元
の
製

品
へ
の
着
目
（
ア
ク
シ
ョ
ン
H
1
、
H
2
）
等

と
い
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
島
に
関
す
る
政
策
を
記
し
た

『H
a
w
a
i‘i Is

la
n
d
 D
e
s
tin
a
tio
n 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t A

c
tio
n
 P
la
n 

2021

‐2023

』
も
方
向
性
は
似
通
っ
て
お

り
、
全
体
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
島
と
人
々
の

健
康
が
掲
げ
ら
れ
、
オ
ア
フ
島
と
同
様
に
従

業
員
に
向
け
た
ハ
ワ
イ
文
化
の
教
育
お
よ
び

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア
ク
シ
ョ
ン

B
2
）
が
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
記
載
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
民
間
・
政
府
・
地
域
社
会
の
各

種
利
害
関
係
者
の
間
で
対
話
の
機
会
を
も
つ

こ
と（
ア
ク
シ
ョ
ン
E
2
）、地
元
の
農
産
物
、

製
品
、
商
品
の
購
入
（
ア
ク
シ
ョ
ン
G
2
）

等
と
い
っ
た
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
全
体
と
し
て
、
地
域
と
の
交
流
や
、
地
域

の
環
境
・
社
会
・
経
済
へ
の
貢
献
を
意
識
し
た

方
向
性
が
、
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
施
設
に
は
求
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
今
回
、
ホ
ノ
ル
ル
3
か
所
、
カ
イ
ル
ア
・

コ
ナ
2
か
所
の
ホ
テ
ル
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
テ
ル
の
概
要

は
表
1
の
通
り
で
あ
る
。

表 1 視察ヒアリング対象宿泊施設の概要・取組

4
．環
境
・
社
会
・

経
済
へ
の
貢
献
を

意
識
し
た
取
り
組
み

H
alekulani

、H
yatt R

egency W
aikiki 

B
ea
ch
 R
eso
rt &

 S
p
a

、A
lo
h
ila
n
i 

R
esort W

aikiki B
each

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
状
況
は
大
き
く
変
化
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

前
は
日
本
人
宿
泊
客
の
割
合
が
前
者
と
比
較

す
る
と
高
か
っ
た
施
設
と
な
る
。

　
も
と
も
と
日
本
人
宿
泊
客
の
多
か
っ
た

H
yatt R

egency W
aikiki B

each R
esort 

and S
pa

は
、
日
本
人
の
需
要
を
意
識
し
て

ホテル名 立地 ホテルランク 部屋数 歴史概要 客層 環境に関する取組 社会に関する取組

写
真
上
）The W

estin H
apuna B

each R
esort

の

ベ
ジ
タ
ブ
ル
ガ
ー
デ
ン

左
）Halekulani

で
提
供
さ
れ
て
い
る
ア
ル
ミ
ボ
ト
ル
入
り
の
水

Royal Kona
Resort カイルア・コナ 3つ星ホテル 436室

1969年 ハワイ島における最初の国際ブランドホテル
Kona Hiltonとしてオープン
1986年 現在のオーナーが買い取り、Royal Kona Resortとしてリニュ
ーアルオープン

アメリカ本土
からの観光客
が多い

水：ペットボトル
シャンプー等：個包装

・チャリティーイベントの実施

The Westin
Hapuna
Beach Resort

カイルア・コナ 4つ星ホテル 249室

1965年 ローレンス・S・ロックフェラーの手でMauna Kea Beach Hotel
オープン
1992年 Hapuna Beach Prince Hotelオープン
2015年 Mauna Kea Beach Hotelは、マリオットオートグラフコレク
ションに加入
2018年 Hapuna Beach Prince Hotelは、改装を経て、The Westin 
Hapuna Beach Resortとして再オープン

アメリカ本土
からの観光客
が多い

水：共用スペースにウォーターサーバー設
置（ブランドロゴ入りタンブラーをプレゼン
ト）
シャンプー等：ボトル
その他：敷地内で野菜を栽培

・ボランティア（運河浄化）の
実施
・スタッフがボランティアを行
うと代休が取得できる制度
を導入

Halekulani ホノルル 5つ星ホテル 453室

1907年 ロバート・ルワーズが所有する住宅ホテルとしてオープン
1917年 ジュリエット、クリフォード・キンバ夫妻がホテルを購入。拡張し、
観光客向けのリゾートとして確立
1981年 三井不動産がホテルを購入、解体・再建

比較的日本人
観光客が多い
（コロナ前）

水：客室でアルミボトル入りの水を提供・
共用スペースにウォーターサーバーを設置
シャンプー等：ボトル

Hyatt Regency 
Waikiki Beach 
Resort and Spa

ホノルル 4つ星ホテル 1230室
1976年 オープン 比較的日本人

観光客が多い
（コロナ前）

水：再利用可能なボトルで提供
シャンプー等：ボトル
日本人宿泊客向けに歯ブラシ等も提供

・チャリティーイベントの実施
・ボランティア（ビーチクリー
ニング）の実施

‘Alohilani Resort
Waikiki Beach ホノルル 4.5つ星ホテル 839室

1969年 Pacific Beach Hotelとしてオープン
2013年 Highgateがマネジメント権利を引き取る
2018年 リノベーションを経て、‘Alohilani Resort Waikiki Beachとし
て再オープン

比較的日本人
観光客が多い
（コロナ前）

共用スペースにウォーターサーバーを設置
シャンプー等：ボトル
その他：宿泊金額の一部を植樹に充てる・
カーボンニュートラルフィーを宿泊料に上
乗せ

・チャリティーイベントの実施
・ボランティア（ビーチクリー
ニング）の実施

‒❹ハワイの宿泊業が抱える課題と今後の展望1
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大
き
く
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
に
せ
よ
両

国
の
観
光
客
が
観
光
客
全
体
の
8
割
以
上
を

占
め
て
お
り
、
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
施
設
の
宿
泊

客
構
成
は
基
本
的
に
は
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ

人
で
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
宿
泊
施
設
の
う

ち
、R

oyal K
ona R

esort

、T
he W

estin 

H
apuna B

each R
esort

は
比
較
的
ア
メ

リ
カ
本
土
か
ら
の
宿
泊
客
が
多
い
。
一
方
で

使
い
捨
て
の
歯
ブ
ラ
シ
等
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
を

提
供
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。一
方
で
、

ア
メ
リ
カ
人
宿
泊
客
の
多
い
4
つ
星
ホ
テ
ル

で
あ
るT

h
e W
estin

 H
ap
u
n
a B
each 

R
esort

に
お
い
て
は
、
敷
地
内
で
野
菜
を

栽
培
す
る
等
、
環
境
意
識
の
高
い
ア
メ
リ
カ

人
層
を
意
識
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
た
。

4
・
5
つ
星
ホ
テ
ル
で
あ
る
‘Alo

h
ilan
i 

R
eso
rt W

aikiki B
each

に
お
い
て
は
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
フ
ィ
ー
の
上
乗
せ

も
行
わ
れ
て
い
た
。

　
価
格
の
高
い
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
観
光
客

は
環
境
意
識
が
比
較
的
高
い
た
め
、
そ
う

い
っ
た
ホ
テ
ル
に
お
い
て
は
そ
の
需
要
に
応

じ
た
環
境
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
一
方
、
そ

う
い
っ
た
層
の
宿
泊
が
少
な
い
ホ
テ
ル
に
お

い
て
は
環
境
対
策
は
宿
泊
客
側
か
ら
は
そ
れ

ほ
ど
求
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
逆
に
彼
ら
の
需

要
に
合
わ
せ
た
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子

が
見
て
と
れ
た
。

　
ま
た
、
今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
ほ
ぼ

全
て
の
宿
泊
施
設
に
お
い
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
や
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ

れ
て
い
た
り
と
、
地
域
や
社
会
へ
の
貢
献
は

ハ
ワ
イ
の
宿
泊
施
設
に
お
い
て
当
た
り
前
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
。T

h
e W
estin

 

H
ap
u
n
a B
each

 R
eso
rt

で
は
、
ス
タ
ッ

フ
が
2
時
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
と
代
休

が
取
得
で
き
る
制
度
を
導
入
し
、
ス
タ
ッ
フ

の
社
会
貢
献
を
促
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
一
方
でR

oyal K
ona R

esort

は
、
ホ

テ
ル
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
定
期
的
に
開
か
れ

　
観
光
業
に
お
い
て
世
界
的
に
人
材
不
足
が

課
題
と
な
る
中
、ハ
ワ
イ
も
例
外
で
は
な
く
、

同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
っ
た
5
か
所
の
ホ
テ
ル
の
状
況
は
様
々

で
あ
っ
た
が
、
自
身
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
そ

れ
ほ
ど
人
材
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
な
い

と
し
て
も
、
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
業
全
体
と
し
て

は
人
材
の
不
足
・
流
出
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

　
ハ
ワ
イ
は
生
活
費
が
高
く
、
現
在
生
活

費
は
ア
メ
リ
カ
本
土
の
約
3
倍
に
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
土
地
が
限

ら
れ
る
た
め
郊
外
の
小
さ
な
住
居
に
住
み
、

ホ
ノ
ル
ル
に
立
地
す
る
ホ
テ
ル
の
場
合
は

通
勤
に
激
し
い
渋
滞
が
伴
う
と
い
う
、
生

活
面
で
の
不
便
さ
も
挙
げ
ら
れ
た
。
実
際

M
isso
u
ri E
con
om
ic R
esearch

 an
d 

Inform
ation C

enter

（M
E
R
IC

）
に
よ
る

と
、
2
0
2
4
年
第
3
四
半
期
の
生
活
費
は

ア
メ
リ
カ
内
で
ハ
ワ
イ
が
最
も
高
額
で
、
食

料
品
、
家
賃
、
公
共
料
金
、
交
通
等
、
ほ
ぼ

全
て
の
項
目
に
お
い
て
他
州
を
大
き
く
上
回

る
結
果
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
2
0
2
4
年

9
月
に
は
全
米
でU

N
IT
E
 H
E
R
E

労
働
組

合
に
よ
る
ホ
テ
ル
従
業
員
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が

行
わ
れ
、
賃
金
の
引
き
上
げ
、
労
働
時
間
の

公
平
化
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
人
員
削
減
の
撤
回

を
求
め
る
要
求
が
な
さ
れ
た
が
、
ス
ト
ラ
イ

キ
に
参
加
し
た
労
働
者
の
約
半
数
は
ホ
ノ
ル

ル
で
勤
務
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
ハ

ワ
イ
の
ホ
テ
ル
従
業
員
は
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
多
く
の
若
年
層
が

他
業
界
や
ア
メ
リ
カ
本
土
に
流
出
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
に
、
人
材
不
足
へ
の
対

応
策
と
し
て
ハ
ワ
イ
大
学
の
学
生
や
、
ハ
ワ

イ
大
学
に
留
学
し
て
い
る
学
生
の
イ
ン
タ
ー

ン
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
一
部
ホ
テ
ル
に
お

い
て
聞
か
れ
た
が
、
抜
本
的
な
解
決
策
が
見

出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
人
材
不
足

は
今
後
も
引
き
続
き
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
業
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、
ホ
テ
ル
の
客
層

や
ラ
ン
ク
に
よ
り
、
行
わ
れ
て
い
る
環
境
対

策
の
内
容
は
異
な
っ
て
い
た
。

　
ハ
ワ
イ
の
観
光
客
（
飛
行
機
に
よ
る
訪
問

客
数
）
の
内
訳
を
み
る
と
、
2
0
1
9
年
は

ア
メ
リ
カ
人
が
67
・
1
%
、
日
本
人
が
15
・

4
％
、
2
0
2
3
年
は
ア
メ
リ
カ
人
が
78
・

2
%
、
日
本
人
が
6
・
2
%
と
な
っ
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
前
後
で
状
況
は

る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に
地
元
住
民
が
訪
れ
る

等
、
住
民
と
距
離
感
の
近
い
ホ
テ
ル
と
な
っ

て
い
た
。

　
地
元
の
経
済
へ
の
貢
献
と
い
う
点
で
は
、
地

元
産
の
食
材
や
製
品
の
購
入
を
心
が
け
て
い

る
も
の
の
、
島
嶼
地
域
で
あ
る
た
め
安
定
的

な
供
給
が
難
し
い
と
い
う
課
題
も
あ
る
と
い

う
声
が
全
て
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
聞
か
れ
た
。

　
今
回
、
人
手
不
足
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

と
い
う
2
点
に
着
目
し
て
調
査
を
行
っ
た

が
、
ま
ず
人
手
不
足
に
関
し
て
は
、
ハ
ワ
イ

全
体
に
お
い
て
無
視
で
き
な
い
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
た
。
そ
の

解
決
の
た
め
に
は
、
個
々
の
宿
泊
施
設
で
実

施
で
き
る
取
り
組
み
も
あ
る
一
方
で
、
今
後

も
人
材
流
出
が
進
む
の
で
あ
れ
ば
州
全
体
で

の
抜
本
的
な
取
り
組
み
も
必
要
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
日
本
、
特
に
日
本
の
地
方
の
宿

泊
施
設
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

流
行
以
降
従
業
員
が
戻
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の

背
景
に
は
ハ
ワ
イ
と
同
様
に
賃
金
の
課
題
や

働
き
方
の
課
題
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
様
々
な
ホ
テ
ル
が
集
ま
る
代
表

的
な
観
光
地
で
あ
る
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
に
こ
の
課
題
へ
の
対
処
が
行
わ
れ
て

い
く
の
か
、
個
々
の
ホ
テ
ル
の
取
り
組
み
だ

け
で
な
く
、
業
界
全
体
と
し
て
、
そ
し
て
地

域
と
し
て
の
方
向
性
に
も
、
今
後
も
着
目
し

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、

ハ
ワ
イ
州
全
体
と
し
て
地
域
へ
の
貢
献
が
求

め
ら
れ
て
い
る
、
世
界
的
に
E
S
G
経
営
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
背
景
の
も
と
、

自
身
の
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
方
向
性

や
客
層
が
求
め
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
レ

ベ
ル
を
考
慮
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
模
索
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
た
。
環
境
面
に
関
し
て
は
、
今
回
の

調
査
を
通
し
て
宿
泊
施
設
が
ど
の
よ
う
に
自

身
の
ホ
テ
ル
に
お
け
る
取
り
組
み
の
方
針
を

定
め
て
い
る
か
が
わ
か
り
、
日
本
の
宿
泊
施

設
に
お
い
て
も
参
考
に
な
る
知
見
が
得
ら
れ

た
か
と
思
う
。
一
方
で
地
域
の
社
会
・
経
済

へ
の
貢
献
と
い
う
点
で
は
、
外
資
の
大
規
模

ホ
テ
ル
に
お
い
て
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
等
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
地
域

に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
度
合
い
や
や
り
方
は
様
々

で
あ
っ
た
。
日
本
内
部
に
も
、
地
域
に
よ
っ

て
は
近
年
外
資
の
大
規
模
ホ
テ
ル
の
進
出
が

相
次
い
で
お
り
、
そ
う
い
っ
た
地
域
に
お
け

る
外
部
の
組
織
・
企
業
と
の
連
携
の
在
り
方

は
今
後
ま
す
ま
す
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
今
回
は
ハ
ワ
イ
に
存
在
す
る
数
多
く
の

ホ
テ
ル
の
う
ち
ほ
ん
の
一
部
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
た
が
、
引
き
続
き
調
査
を
続
け
、
地

域
全
体
の
取
り
組
み
や
傾
向
に
つ
い
て
も
把

握
し
て
い
き
た
い
。

　
既
に
多
く
の
場
で
語
ら
れ
て
い
る
話
題
で

は
あ
る
が
、
近
年
、
観
光
地
・
宿
泊
施
設
に

対
し
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る

観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
。
中
で
も
こ
の
傾

向
は
若
年
層
に
お
い
て
高
ま
っ
て
お
り
、
観

光
地
・
宿
泊
施
設
は
今
後
よ
り
一
層
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
意
識
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
他
方
で
観
光
業
で
は
世
界
的
に
、
人
材
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
流
行
に
伴
う
旅
行
需
要
減
少
に
よ
り
、

2
0
2
0
年
頃
に
多
く
の
従
業
員
が
解
雇
さ

れ
た
が
、
低
賃
金
や
不
安
定
な
勤
務
形
態
が

影
響
し
て
そ
の
後
従
業
員
が
戻
ら
ず
、
人
手

不
足
が
続
く
と
い
う
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
観
光
客

か
ら
選
ば
れ
続
け
る
た
め
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
の
検
討
・
従
業
員
が
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
整
備
と
い
う
2
点
は
、
昨
今
宿
泊
施
設

に
お
い
て
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

　
ハ
ワ
イ
は
、
世
界
的
な
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ド

か
ら
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
ま
で
様
々
な
宿
泊

施
設
が
立
ち
並
ぶ
、
有
数
の
リ
ゾ
ー
ト
で
あ

る
。
そ
の
ハ
ワ
イ
に
立
地
す
る
宿
泊
施
設
に

お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
取
組
の
現
状
を
、
今

回
は
調
査
し
た
。

　
ま
ず
、
ハ
ワ
イ
の
各
種
計
画
の
中
か
ら
宿

泊
施
設
に
関
す
る
記
載
を
抽
出
す
る
こ
と

で
、
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
施
設
に
近
年
求
め
ら
れ

て
い
る
方
向
性
・
取
組
の
概
要
を
把
握
す
る
。

　
ハ
ワ
イ
の
観
光
施
策
全
体
の
方
向
性
が
記

載
さ
れ
て
い
る
『H

T
A
 S
trategic P

lan
 

2
0
2
0

‐2
0
2
5

』
に
は
、
ハ
ワ
イ
の
自
然
・

文
化
資
源
の
尊
重
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ハ
ワ
イ
ア

ン
の
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援
、
観
光

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
双
方
の
豊
か
さ
の
確
保
、

ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
た
観
光

の（
地
域
経
済
へ
の
）貢
献
の
強
化
、
と
い
っ

た
4
つ
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
オ
ア
フ
島
に
関
す
る
政
策
を
記
し
た

『O
‘ah
u
 D
estin

atio
n
 M
an
agem

en
t 

A
ction P

lan 2021

‐2024

』
に
は
、
ま
ず

全
体
の
方
向
性
と
し
て
、観
光
産
業
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
一
緒
に
マ
ラ
マ
の
精
神
に
則
り
、

地
域
と
お
互
い
を
気
に
掛
け
る
べ
き
だ
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
宿
泊
施
設
に
関

し
て
は
、
ホ
テ
ル
を
含
む
観
光
産
業
の
従
業

員
に
向
け
た
ハ
ワ
イ
文
化
の
教
育
お
よ
び
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア
ク
シ
ョ
ン

B
2
）、
ハ
ワ
イ
に
優
し
い
製
品
や
地
元
の
製

品
へ
の
着
目
（
ア
ク
シ
ョ
ン
H
1
、
H
2
）
等

と
い
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ハ
ワ
イ
島
に
関
す
る
政
策
を
記
し
た

『H
a
w
a
i‘i Is

la
n
d
 D
e
s
tin
a
tio
n 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t A

c
tio
n
 P
la
n 

2021

‐2023

』
も
方
向
性
は
似
通
っ
て
お

り
、
全
体
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
島
と
人
々
の

健
康
が
掲
げ
ら
れ
、
オ
ア
フ
島
と
同
様
に
従

業
員
に
向
け
た
ハ
ワ
イ
文
化
の
教
育
お
よ
び

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア
ク
シ
ョ
ン

B
2
）
が
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
記
載
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
民
間
・
政
府
・
地
域
社
会
の
各

種
利
害
関
係
者
の
間
で
対
話
の
機
会
を
も
つ

こ
と（
ア
ク
シ
ョ
ン
E
2
）、地
元
の
農
産
物
、

製
品
、
商
品
の
購
入
（
ア
ク
シ
ョ
ン
G
2
）

等
と
い
っ
た
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
全
体
と
し
て
、
地
域
と
の
交
流
や
、
地
域

の
環
境
・
社
会
・
経
済
へ
の
貢
献
を
意
識
し
た

方
向
性
が
、
ハ
ワ
イ
の
宿
泊
施
設
に
は
求
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
今
回
、
ホ
ノ
ル
ル
3
か
所
、
カ
イ
ル
ア
・

コ
ナ
2
か
所
の
ホ
テ
ル
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
テ
ル
の
概
要

は
表
1
の
通
り
で
あ
る
。

5
．ま
と
め

H
alekulani

、H
yatt R

egency W
aikiki 

B
ea
ch
 R
eso
rt &

 S
p
a

、A
lo
h
ila
n
i 

R
esort W

aikiki B
each

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
状
況
は
大
き
く
変
化
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

前
は
日
本
人
宿
泊
客
の
割
合
が
前
者
と
比
較

す
る
と
高
か
っ
た
施
設
と
な
る
。

　
も
と
も
と
日
本
人
宿
泊
客
の
多
か
っ
た

H
yatt R

egency W
aikiki B

each R
esort 

and S
pa

は
、
日
本
人
の
需
要
を
意
識
し
て

〈参考文献〉
Hawaii Tourism Authority : HTA Strategic Plan 2020-2025
Hawaii Tourism Authority : O‘ahu Destination Management Action Plan 2021-2024
Hawaii Tourism Authority : Hawai‘i Island Destination Management Action Plan 2021-2023
Missouri Economic Research and Information Center（2024）：2024 Third Quarter Average Cost of Living
Hawaii News Now（2024年9月3日）、“ Labor Day hotel strikes reflect the frustrations of a workforce largely made up of women of 
color”、https://www.hawaiinewsnow.com/2024/09/02/thousands-us-hotel-workers-strike-over-labor-day-weekend/、
2024年11月25日最終閲覧
Hawaii News Now（2024年9月4日）、“ Hawaii hotel workers spend Labor Day walking picket lines as strike enters 2nd day”、 
https://www.hawaiinewsnow.com/2024/09/03/hotel-workers-spend-labor-day-walking-picket-lines-strike-enters-2nd-day/、
2024年11月25日最終閲覧

Halekulaniの客室

‒❹ハワイの宿泊業が抱える課題と今後の展望1
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三 校



2

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・

ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る

観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

9
月

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
入
国

シ
ド
ニ
ー

27
日
金

9
月

視
察
シ
ド
ニ
ー
市
内

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

28
日
土

9
月

視
察
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
周
辺

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

29
日
日

9
月

ヒ
ア
リ
ン
グ
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
学

ブ
リ
ス
ベ
ン

30
日
月

10
月

視
察
ブ
リ
ス
ベ
ン
市
内

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト

1
日
火

10
月

ヒ
ア
リ
ン
グ
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学

グ
リ
フ
ィ
ス
大
学

2
日
水

キ
ャ
ン
ベ
ラ

10
月

視
察
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
周
辺

3
日
木

キ
ャ
ン
ベ
ラ

10
月

ヒ
ア
リ
ン
グ

T
ourism

 R
esearch A

ustralia

：TR
A

／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル・
ト
レ
ス

海
峡
諸
島
民
研
究
所
：A

IA
T
S
IS

4
日
金

10
月

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
国

5
日
土

活
動
内
容

2024年
視察行程

1234

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

観
光
統
計
に
関
す
る
最
新
の
取
り
組
み

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る

文
化
資
源
の
観
光
活
用
の
状
況

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
お
け
る

日
本
人
観
光
市
場
の
変
遷
と
観
光
地
と
し
て
の
対
応

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
視
察
の

全
体
像
と
震
災
か
ら
の
観
光
復
興
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
様
相

宿
泊
地

第264号 February 202523

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

再 校



表 1 THRIVE 2030における7つの戦略

表 2  IDEAにおける6つのプロジェクト オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

観
光
統
計
に
関
す
る

最
新
の
取
り
組
み

2
1

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員

川
村
竜
之
介

「
態
度
・
行
動
」
に
関
す
る
情
報
を
新
た
に

追
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
紐
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
す
べ
て
を
統
合
し
て
分
析
す
る

基
盤
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

デ
ー
タ
の
質
に
対
す
る

こ
だ
わ
り
が
持
つ
強
み

　
以
上
の
取
り
組
み
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
主
導
し
て
い
る
T
R
A
と
、
そ
こ
に
関

わ
っ
て
い
る
主
体
と
の
間
で
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
関

係
性
は
、
い
ず
れ
の
主
体
に
も
デ
ー
タ
の
質

に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成
り

立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
言
う

ま
で
も
な
く
、
T
R
A
は
専
門
の
研
究
機
関

と
し
て
、
よ
り
正
確
で
役
に
立
つ
情
報
を
迅

速
に
提
供
す
る
た
め
に
、
デ
ー
タ
の
質
を
高

め
た
い
と
い
う
強
い
動
機
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
T
R
A
が
他
の
組
織
と
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
む
際
に
は
、
そ
の
組
織
に

お
け
る
、
デ
ー
タ
の
質
に
対
す
る
姿
勢

を
特
に
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
点
、R

oy 

M
organ

社
は
、自
社
の
実
施
す
るS

ingle 

S
ource

調
査
に
お
い
て
、
統
計
学
的
に
最

良
の
サ
ン
プ
ル
抽
出
法
や
、
最
も
コ
ス
ト
の

か
か
る
「face-to-face

」
で
の
調
査
法
を
採

用
し
て
い
る
。
ま
た
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
を
提

供
す
る
通
信
会
社
も
、
T
R
A
か
ら
の
要
求

に
応
え
な
が
ら
、
政
府
統
計
と
し
て
活
用
で

き
る
水
準
に
な
る
ま
で
、
長
年
に
わ
た
る
共

同
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
い
ず
れ
も
デ
ー
タ

の
質
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
証

左
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
を
持

つ
組
織
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
全
く
新
し
い
、

世
界
で
最
先
端
の
観
光
統
計
が
実
現
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
当
財
団
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
旅
行
者
の

行
動
や
意
識
に
関
す
る
独
自
の
調
査
を
実
施

し
て
き
た
。し
か
し
デ
ー
タ
の
質
の
面
で
は
、

こ
う
し
た
先
進
事
例
に
学
ぶ
点
も
多
い
。
今

後
、
さ
ら
に
「
デ
ー
タ
の
質
」
に
こ
だ
わ
り

を
持
ち
、
日
本
の
観
光
統
計
や
観
光
研
究
の

更
な
る
発
展
に
向
け
て
、
調
査
の
改
良
や
新

た
な
調
査
の
開
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

回
答
し
て
も
ら
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
細
か
く
て
も
せ
い
ぜ
い
市
町
村
単
位

な
ど
、
大
雑
把
な
情
報
し
か
得
ら
れ
な
い
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
モ
バ
イ

ル
デ
ー
タ
は
行
動
履
歴
そ
の
も
の
で
あ
り
、

正
確
か
つ
詳
細
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
う
え
に
、
即
時
性
も
大
幅
に
向
上
す
る
。

前
述
の
変
化
の
ポ
イ
ン
ト
①
で
説
明
し
た
、

新
し
いH

o
u
seh
o
ld
 S
u
rvey

で
サ
ン
プ

ル
サ
イ
ズ
の
削
減
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、

モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
で
旅
行
回
数
や
旅
行
先
に

つ
い
て
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
調
査
か
ら
把
握
す
る
必
要
が
な
く
な
っ

た
た
め
で
あ
る
。

　
一
方
、
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
に
は
開
発
に
あ

た
っ
て
の
課
題
が
2
つ
存
在
す
る
。
ひ
と
つ

は
、
旅
行
の
定
義
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
旅
行
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
日

本
の
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
の
場
合
、

通
勤
・
通
学
を
除
く
移
動
で
、
滞
在
の
期
間

は
1
年
未
満
、
か
つ
「
目
安
と
し
て
片
道
の

移
動
距
離
が
80
㎞
以
上
ま
た
は
宿
泊
を
伴
う

か
所
要
時
間
が
8
時
間
以
上
の
も
の
」　5）
と

さ
れ
て
お
り
、
日
常
生
活
に
よ
る
移
動
パ

タ
ー
ン
と
、
移
動
の
距
離
や
滞
在
も
含
め
た

時
間
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
モ
バ
イ
ル
デ
ー

タ
か
ら
、
こ
の
定
義
に
あ
て
は
ま
る
行
動
の

デ
ー
タ
だ
け
を
正
確
に
抽
出
し
な
け
れ
ば
、

観
光
統
計
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
、
デ
ー
タ
の
代
表
性

を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
T
R
A
は
、
モ

バ
イ
ル
デ
ー
タ
の
提
供
元
と
し
て
、
い
く
つ

か
あ
る
大
手
通
信
会
社
の
ひ
と
つ
を
採
用
し

た
が
、
こ
の
通
信
会
社
の
デ
ー
タ
が
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
の
全
体
を
代
表
し
て
い
る
と
は

限
ら
な
い
。何
ら
か
の
偏
り
が
あ
る
場
合
は
、

そ
れ
を
補
正
す
る
手
段
が
必
要
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

T
R
A
は
2
0
1
8
年
か
ら
、
通
信
会
社
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
共
同
研
究
を

進
め
て
き
た
。約
6
年
に
及
ぶ
研
究
を
経
て
、

よ
う
や
く
公
的
な
統
計
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。逆
に
言
う
と
、

こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
統
計
と
し
て
活
用
す
る

に
は
、
そ
の
方
法
を
検
討
す
る
た
め
の
研
究

や
検
証
に
、
そ
れ
だ
け
の
時
間
が
必
要
に
な

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
に
つ
い
て
、
全
体
像
を
改
め
て
整
理

す
る
。
従
来
は
「
属
性
・
旅
行
内
容
」「
旅
行

回
数
・
旅
行
先
」
を
す
べ
て
電
話
調
査

（
N
V
S
）
か
ら
把
握
し
て
い
た
。
こ
れ
を
、

訪
問
等
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
切
り

替
え
、「
属
性
・
旅
行
内
容
」
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
調
査
か
ら
把
握
し
つ
つ
、「
旅
行

回
数
・
旅
行
先
」
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
ソ
ー

ス
を
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
に
置
き
換
え
、
更
に

の
協
力
率
が
低
下
し
た
こ
と
で
、
調
査
コ
ス

ト
が
上
昇
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
の

代
表
性
と
い
う
点
で
は
、
高
所
得
者
の
ほ
う

が
調
査
へ
の
協
力
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
た

め
、
サ
ン
プ
ル
が
高
所
得
者
層
に
偏
る
な
ど

の
影
響
が
み
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
、
コ
ス

ト
増
加
と
デ
ー
タ
品
質
の
低
下
に
対
応
す
る

た
め
、
新
た
な
調
査
方
法
と
し
て
、
訪
問
や

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
方
式
を

採
用
し
た
。
こ
の
調
査
方
法
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
国
勢
調
査
で
採
用
さ
れ
て
い
る
調

査
方
法
と
同
じ
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の
質
と
い

う
点
で
は
、
最
良
の
方
法
を
採
用
し
た
と
言

え
る
。　

調
査
方
法
の
変
更
に
よ
り
、
サ
ン
プ
ル
サ

イ
ズ
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
現
行

の
N
V
S
は
年
間
約
12
万
サ
ン
プ
ル
だ
が
、

新
し
い
調
査
で
は
年
間
約
3
万
サ
ン
プ
ル
と

な
る
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
変
化
の
ポ
イ
ン

ト
③
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。

　

H
elix 

ペ
ル
ソ
ナ
と
は
、R

o
y M
o
rgan

社
が
開
発
し
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
を
54

の
セ
グ
メ
ン
ト
（
ペ
ル
ソ
ナ
）
に
分
類
し
た

デ
ー
タ
で
あ
る
　3）（
図
3
）。
性
・
年
代
、
居

住
地
、
職
業
、
年
収
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
デ

モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
（
人
口
統
計
学
的
）
な
属

性
に
加
え
て
、
態
度
、
価
値
観
、
行
動
な
ど

の
サ
イ
コ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク（
心
理
統
計
学
的
）

な
属
性
を
も
と
に
セ
グ
メ
ン
ト
を
分
け
る
こ

と
で
、
よ
り
正
確
に
消
費
者
行
動
の
説
明
や

予
測
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
業
界
を
中
心
に
、
様
々
な

業
界
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。
メ
イ
ン
の
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
は
、R

o
y 

M
o
rgan

社
の
独
自
調
査
で
あ
るS

in
gle 

S
ource

調
査
　4）

で
あ
る
。S

ingle S
ource

調
査
は
、
年
間 

5
万
人
以
上
に
対
す
る
対

面
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
態
度
、
メ
デ
ィ
ア
消
費
習
慣
、
ブ
ラ
ン

ド
や
製
品
の
使
用
、
購
入
意
向
、
小
売
店
へ

の
訪
問
、サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
好
み
、

家
計
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
余
暇
活
動
な

ど
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。

　
2
0
2
5
年
か
ら
始
ま
る
T
R
A
の
新
し

い
調
査
「H

o
u
seh
o
ld
 S
u
rvey

」
はR

o
y 

M
o
rgan

社
が
実
施
を
担
い
、
そ
の
中
に

S
ingle S

ource

調
査
を
取
り
込
む
こ
と
で
、

国
内
旅
行
に
関
す
る
観
光
統
計
とH

elix

ペ

ル
ソ
ナ
を
統
合
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば

観
光
地
単
位
で
、
ど
の
ペ
ル
ソ
ナ
が
ど
の
程

度
来
訪
し
て
い
る
の
か
が
分
か
り
、
ペ
ル
ソ

ナ
を
通
じ
て
、
客
層
に
関
す
る
解
像
度
が
大

き
く
向
上
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
各
ペ

ル
ソ
ナ
に
ど
の
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施

策
を
実
施
す
べ
き
か
が
、
明
確
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
観
光
統
計
と
接
続
さ
れ
たH

elix 

ペ
ル
ソ

ナ
の
結
果
が
、
今
後
、
誰
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ
る
か
は
ま
だ
不
明

で
あ
る
。
引
き
続
き
、
動
き
を
注
視
し
た
い
。

　
2
0
2
5
年
か
ら
は
、
旅
行
回
数
や
旅
行

先
に
関
す
る
情
報
が
、
従
来
ま
で
の
N
V
S

の
調
査
デ
ー
タ
か
ら
、モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ（
携

帯
電
話
の
位
置
情
報
デ
ー
タ
）
に
置
き
換
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
と

は
、
具
体
的
に
は
携
帯
電
話
の
基
地
局
デ
ー

タ
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
は
ド
コ
モ
･
イ

ン
サ
イ
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
社
が
「
モ
バ
イ

ル
空
間
統
計
」
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。
旅

行
回
数
や
旅
行
先
を
質
問
紙
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
把
握
す
る
手
法
は
、
観
光

統
計
で
は
最
も
一
般
的
な
方
法
で
あ
る
が
、

記
憶
に
頼
る
こ
と
に
よ
る
曖
昧
さ
を
排
除
で

き
な
い
こ
と
や
、
詳
細
な
移
動
経
路
ま
で
は

は
じ
め
に

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
主
に
国
や
自
治
体
の

観
光
統
計
に
関
わ
る
業
務
を
経
験
し
て
き

た
。
解
決
す
べ
き
課
題
は
数
多
く
あ
る
が
、

海
外
の
観
光
統
計
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
れ

ら
を
改
善
す
る
た
め
の
試
み
が
い
く
つ
も
行

わ
れ
て
い
る
。
特
に
先
進
的
な
取
り
組
み
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
る
国
に
つ
い
て
は
常
に

注
視
を
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
そ

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
近
年
、
国
の
観
光
戦
略

に
お
け
る
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
新
し
い
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
特
に
、
国
内

旅
行
に
関
す
る
統
計
は
大
き
な
変
革
が
進
ん

で
お
り
、今
後
、調
査
体
系
か
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
さ
れ
る
内
容
ま
で
、
従
来
と
は
大
き
く
異

な
る
も
の
に
変
貌
す
る
。
本
稿
で
は
そ
の
概

要
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

In
d
u
stry D

ata an
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A

）

　
ま
ず
は
、
観
光
統
計
の
改
良
が
、
国
の
観

光
政
策
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
整
理
す
る
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
、
約
10
年
毎
に
政
府
の
長
期
的

な
観
光
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
現
在
進
行

し
て
い
る
の
は
2
0
2
2
年
か
ら
2
0
3
0

年
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「T

H
R
IV
E
 

2030

」　1）
で
あ
る
。こ
の
計
画
で
は
、7
つ
の

戦
略
の
柱
（S

trategy P
riorities

）（
表
1
）

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、そ
の
ひ
と
つ
に
観
光
統

計
や
デ
ー
タ
に
関
す
る
「Im

p
ro
ve d

ata 

an
d
 in
sigh
ts

」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
中
で
は
、
観
光
政
策
の
成
果
指
標
に
つ
い

て
、
即
時
性
や
質
の
面
で
デ
ー
タ
利
用
者
の

満
足
度
向
上
を
図
る
こ
と
や
、
既
存
の
統
計

調
査
の
改
良
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
や
リ
ア

ル
タ
イ
ム
化
、
包
括
的
な
観
光
指
標
セ
ッ
ト

の
開
発
な
ど
を
行
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て

こ
れ
ら
を
推
進
す
る
た
め
に
、Industry 

D
ata an

d E
xpert A

n
alysis W

orkin
g 

G
roup

（
以
下
、I
D
E
A
）と
い
う
委
員
会
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
I
D
E
A
は
、「
観
光
セ
ク
タ
ー
に
と
っ

て
効
果
的
な
デ
ー
タ
を
迅
速
に
提
供
す
る
た

め
の
方
法
を
検
討
す
る
委
員
会
」
と
さ
れ
て

い
る
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、
観
光
に
関
す
る
国

の
研
究
機
関
で
あ
るT

ourism
 R
esearch 

A
u
stralia

や
政
府
統
計
局
、
学
識
経
験
者
、

政
府
観
光
局
、
観
光
事
業
者
の
デ
ー
タ
／
リ

サ
ー
チ
担
当
者
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

2
0
2
2
年
か
ら
2
0
2
3
年
に
か
け
て
議

論
が
行
わ
れ
、2
0
2
3
年
10
月
に
提
言
書
　2）

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
I
D
E
A
で
は
、

観
光
統
計
や
観
光
指
標
に
関
す
る
6
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
が
（
表
2
）、
本
稿
で
紹
介
す
る
国
内
旅

行
に
関
す
る
統
計
の
改
善
に
は
、
こ
の
う

ち
③H

elix P
erso

n
as

と
⑤M

o
b
ility 

data

が
関
連
し
て
い
る
。③
は
、
民
間
調
査

会
社
の
提
供
し
て
い
るH

elix P
erso

n
as

（
消
費
者
行
動
の
予
測
に
長
け
て
い
る
54
の

ペ
ル
ソ
ナ
）
と
既
存
統
計
と
の
統
合
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、⑤
は
、
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
（
携

帯
電
話
の
位
置
情
報
デ
ー
タ
）
の
既
存
統
計

へ
の
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
し
て
い

る
の
が
、T

ourism
 R
esearch A

ustralia

（
以
下
、
T
R
A
）で
あ
る
。
T
R
A
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
貿
易
投
資
促
進
庁
に
属
す
る
政

府
の
研
究
機
関
で
あ
り
、
国
の
観
光
統
計
を

中
心
と
し
た
各
種
調
査
や
デ
ー
タ
収
集
、

様
々
な
経
済
予
測
と
、
そ
れ
ら
の
公
表
ま
で

を
担
っ
て
い
る
。
今
回
、
筆
者
を
含
む
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
視
察
チ
ー
ム
は
、
首
都
キ
ャ
ン

ベ
ラ
に
あ
る
T
R
A
を
訪
れ
、
こ
れ
か
ら
起

こ
ろ
う
と
し
て
い
る
観
光
統
計
の
変
革
に
つ

い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
者
か
ら
話
を

伺
っ
た
。

国
内
旅
行
に
関
す
る

新
た
な
調
査
体
系

　
ま
ず
、
現
行
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
観
光

統
計
で
あ
る
が
、
日
本
と
同
様
に
、
国
内
旅

行
市
場
と
外
国
人
旅
行
市
場
の
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
、
異
な
る
調
査
を
実
施
す
る
調
査
体

系
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
国
内
旅
行

市
場
に
つ
い
て
は
、
発
地
側
で
あ

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
に
お
け

る
、
国
内
居
住
者
を
対
象
と
し
た

「N
atio
n
al V
isito

r S
u
rvey

」

（
以
下
、
N
V
S
）
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
観

光
庁
の
実
施
す
る
「
旅
行
・
観
光

消
費
動
向
調
査
」
に
相
当
す
る
。

　
こ
の
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国

内
旅
行
に
関
す
る
調
査
体
系
が

2
0
2
5
年
か
ら
大
き
く
変
わ
る

こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
現
行
の

N
V
S
に
つ
い
て
は
、
調
査
方
法

を
変
更
し
、
訪
問
等
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
と
し
て
、
新
た
に
「H

o
u
seh
o
ld
 

S
u
rvey

」
を
立
ち
上
げ
る
。
こ
の
調
査
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
大
の
調
査
会
社
で
あ
る

R
o
y M
o
rgan

社
が
担
う
体
制
と
な
り
、

調
査
の
中
に
、
回
答
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
態
度
、
消
費
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
把
握
を

す
る
た
め
の
「S

in
gle S

o
u
rce

」
調
査
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
新
た
に
、
後
述
す
る

「H
elix 

ペ
ル
ソ
ナ
」
に
関
す
る
情
報
が
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。さ
ら
に
、

大
手
通
信
会
社
が
提
供
す
る
モ
バ
イ
ル
デ
ー

タ
（
携
帯
電
話
基
地
局
デ
ー
タ
に
よ
る
位
置

情
報
）
を
用
い
る
こ
と
で
、
従
来
の
統
計
で

は
分
析
が
困
難
で
あ
っ
た
、
市
町
村
別
な
ど

の
細
か
い
情
報
ま
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
整
理
す
る
と
、
大
き
な
変
化
の
ポ
イ
ン
ト

は
3
点
あ
る
。
1
点
目
が
電
話
調
査
か
ら
訪

問
等
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
へ
の
変
更
、

2
点
目
がH

elix 

ペ
ル
ソ
ナ
と
の
統
合
、
3

点
目
が
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
で
あ
る
。

　
現
行
の
N
V
S
（
表
3
）
は
、
前
述
の
と

お
り
日
本
の
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
に

相
当
す
る
が
、
調
査
方
法
や
抽
出
方
法
が
異

な
る
。
調
査
方
法
は
、
N
V
S
が
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
よ
る
電
話
調
査
（
C
A
T
I
）
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調

査
は
郵
送
に
よ
る
自
記
式
の
質
問
紙
調
査
で

あ
る
。
ま
た
サ
ン
プ
ル
の
抽
出
方
法
は
、

N
V
S
が
R
D
D
（R

andom
 D
igit D

ialing

：

無
作
為
に
電
話
番
号
を
作
成
し
て
架
電
）
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
旅
行
・
観
光
消
費
動
向

調
査
は
住
民
基
本
台
帳
か
ら
の
無
作
為
抽
出

で
あ
る
。

　
T
R
A
に
よ
る
と
、
現
行
の
N
V
S
の
大

き
な
課
題
と
し
て
は
、
調
査
へ
の
協
力
率
の

低
下
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
回
答
者
の
行
動

の
変
化
や
、
詐
欺
電
話
や
デ
ー
タ
漏
洩
に
対

す
る
意
識
の
高
ま
り
に
よ
り
、
電
話
調
査
へ

図1:THRIVE 2030の表紙

ポ
イ
ン
ト
❶ 

電
話
調
査
か
ら
訪
問
等
に
よ
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
へ
の
変
更

1. Deliver success through comprehensive collaboration

2. Improve data and insights

3. Grow a secure and resilient workforce

4. Embrace leading-edge business practices

5. Enhance visitor infrastructure

6. Build markets and attract visitors

7. Grow unique and high-quality products, including 　Aboriginal and Torres Strait Islander experiences

① Longitudinal Indicators for the Visitor
　 Economy (LIVE) framework
　 観光経済における長期的指標として、社会面、
　 環境面の新たな指標について検討

② International tourism data hubs
　 OECD 加盟 30 か国の観光データハブについて調査

③ Helix Personas
　 Helix Personas（消費者行動の予測に長けている54
　 のペルソナ）と既存統計を統合

④ AFL Grand Final Brisbane
　 大規模な金融データセットから旅行者の支出を試算

⑤ Mobility data
　 携帯電話の位置情報データを既存統計に活用

⑥ Business events data
　 ビジネスイベントに関する経済効果を把握するための
　 新たな調査を検討

‒❶オーストラリア 観光統計に関する最新の取り組み2

図2:TRAでのヒアリングの様子
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表 1 THRIVE 2030における7つの戦略

表 2  IDEAにおける6つのプロジェクト オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

観
光
統
計
に
関
す
る

最
新
の
取
り
組
み

2
1

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員

川
村
竜
之
介

「
態
度
・
行
動
」
に
関
す
る
情
報
を
新
た
に

追
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
紐
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
す
べ
て
を
統
合
し
て
分
析
す
る

基
盤
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

デ
ー
タ
の
質
に
対
す
る

こ
だ
わ
り
が
持
つ
強
み

　
以
上
の
取
り
組
み
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
主
導
し
て
い
る
T
R
A
と
、
そ
こ
に
関

わ
っ
て
い
る
主
体
と
の
間
で
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
関

係
性
は
、
い
ず
れ
の
主
体
に
も
デ
ー
タ
の
質

に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成
り

立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
言
う

ま
で
も
な
く
、
T
R
A
は
専
門
の
研
究
機
関

と
し
て
、
よ
り
正
確
で
役
に
立
つ
情
報
を
迅

速
に
提
供
す
る
た
め
に
、
デ
ー
タ
の
質
を
高

め
た
い
と
い
う
強
い
動
機
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
T
R
A
が
他
の
組
織
と
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
む
際
に
は
、
そ
の
組
織
に

お
け
る
、
デ
ー
タ
の
質
に
対
す
る
姿
勢
を
特

に
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
点
、R

o
y 

M
o
rgan

社
は
、
自
社
の
実
施
す
る

S
in
gle S

o
u
rce

調
査
に
お
い
て
、
統
計

学
的
に
最
良
の
サ
ン
プ
ル
抽
出
法
や
、
最

も
コ
ス
ト
の
か
か
る
「face-to

-face

」
で

の
調
査
法
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
モ
バ
イ

ル
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
通
信
会
社
も
、

T
R
A
か
ら
の
要
求
に
応
え
な
が
ら
、
政
府

統
計
と
し
て
活
用
で
き
る
水
準
に
な
る
ま

で
、
長
年
に
わ
た
る
共
同
研
究
を
行
っ
て
き

た
。
い
ず
れ
も
デ
ー
タ
の
質
に
対
す
る
こ
だ

わ
り
を
持
っ
て
い
る
証
左
で
あ
る
と
言
え

る
。
こ
う
し
た
姿
勢
を
持
つ
組
織
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
全
く
新
し
い
、
世
界
で
最
先
端
の

観
光
統
計
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
当
財
団
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
旅
行
者
の

行
動
や
意
識
に
関
す
る
独
自
の
調
査
を
実
施

し
て
き
た
。し
か
し
デ
ー
タ
の
質
の
面
で
は
、

こ
う
し
た
先
進
事
例
に
学
ぶ
点
も
多
い
。
今

後
、
さ
ら
に
「
デ
ー
タ
の
質
」
に
こ
だ
わ
り

を
持
ち
、
日
本
の
観
光
統
計
や
観
光
研
究
の

更
な
る
発
展
に
向
け
て
、
調
査
の
改
良
や
新

た
な
調
査
の
開
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

回
答
し
て
も
ら
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
細
か
く
て
も
せ
い
ぜ
い
市
町
村
単
位

な
ど
、
大
雑
把
な
情
報
し
か
得
ら
れ
な
い
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
モ
バ
イ

ル
デ
ー
タ
は
行
動
履
歴
そ
の
も
の
で
あ
り
、

正
確
か
つ
詳
細
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
う
え
に
、
即
時
性
も
大
幅
に
向
上
す
る
。

前
述
の
変
化
の
ポ
イ
ン
ト
①
で
説
明
し
た
、

新
し
いH

o
u
seh
o
ld
 S
u
rvey

で
サ
ン
プ

ル
サ
イ
ズ
の
削
減
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、

モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
で
旅
行
回
数
や
旅
行
先
に

つ
い
て
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
調
査
か
ら
把
握
す
る
必
要
が
な
く
な
っ

た
た
め
で
あ
る
。

　
一
方
、
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
に
は
開
発
に
あ

た
っ
て
の
課
題
が
2
つ
存
在
す
る
。
ひ
と
つ

は
、
旅
行
の
定
義
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
旅
行
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
日

本
の
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
の
場
合
、

通
勤
・
通
学
を
除
く
移
動
で
、
滞
在
の
期
間

は
1
年
未
満
、
か
つ
「
目
安
と
し
て
片
道
の

移
動
距
離
が
80
㎞
以
上
ま
た
は
宿
泊
を
伴
う

か
所
要
時
間
が
8
時
間
以
上
の
も
の
」　5）
と

さ
れ
て
お
り
、
日
常
生
活
に
よ
る
移
動
パ

タ
ー
ン
と
、
移
動
の
距
離
や
滞
在
も
含
め
た

時
間
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
モ
バ
イ
ル
デ
ー

タ
か
ら
、
こ
の
定
義
に
あ
て
は
ま
る
行
動
の

デ
ー
タ
だ
け
を
正
確
に
抽
出
し
な
け
れ
ば
、

観
光
統
計
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
、
デ
ー
タ
の
代
表
性

を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
T
R
A
は
、
モ

バ
イ
ル
デ
ー
タ
の
提
供
元
と
し
て
、
い
く
つ

か
あ
る
大
手
通
信
会
社
の
ひ
と
つ
を
採
用
し

た
が
、
こ
の
通
信
会
社
の
デ
ー
タ
が
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
の
全
体
を
代
表
し
て
い
る
と
は

限
ら
な
い
。何
ら
か
の
偏
り
が
あ
る
場
合
は
、

そ
れ
を
補
正
す
る
手
段
が
必
要
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

T
R
A
は
2
0
1
8
年
か
ら
、
通
信
会
社
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
共
同
研
究
を

進
め
て
き
た
。約
6
年
に
及
ぶ
研
究
を
経
て
、

よ
う
や
く
公
的
な
統
計
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。逆
に
言
う
と
、

こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
統
計
と
し
て
活
用
す
る

に
は
、
そ
の
方
法
を
検
討
す
る
た
め
の
研
究

や
検
証
に
、
そ
れ
だ
け
の
時
間
が
必
要
に
な

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
に
つ
い
て
、
全
体
像
を
改
め
て
整
理

す
る
。
従
来
は
「
属
性
・
旅
行
内
容
」「
旅
行

回
数
・
旅
行
先
」
を
す
べ
て
電
話
調
査

（
N
V
S
）
か
ら
把
握
し
て
い
た
。
こ
れ
を
、

訪
問
等
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
切
り

替
え
、「
属
性
・
旅
行
内
容
」
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
調
査
か
ら
把
握
し
つ
つ
、「
旅
行

回
数
・
旅
行
先
」
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
ソ
ー

ス
を
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
に
置
き
換
え
、
更
に

の
協
力
率
が
低
下
し
た
こ
と
で
、
調
査
コ
ス

ト
が
上
昇
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
の

代
表
性
と
い
う
点
で
は
、
高
所
得
者
の
ほ
う

が
調
査
へ
の
協
力
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
た

め
、
サ
ン
プ
ル
が
高
所
得
者
層
に
偏
る
な
ど

の
影
響
が
み
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
、
コ
ス

ト
増
加
と
デ
ー
タ
品
質
の
低
下
に
対
応
す
る

た
め
、
新
た
な
調
査
方
法
と
し
て
、
訪
問
や

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
方
式
を

採
用
し
た
。
こ
の
調
査
方
法
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
国
勢
調
査
で
採
用
さ
れ
て
い
る
調

査
方
法
と
同
じ
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の
質
と
い

う
点
で
は
、
最
良
の
方
法
を
採
用
し
た
と
言

え
る
。　

調
査
方
法
の
変
更
に
よ
り
、
サ
ン
プ
ル
サ

イ
ズ
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
現
行

の
N
V
S
は
年
間
約
12
万
サ
ン
プ
ル
だ
が
、

新
し
い
調
査
で
は
年
間
約
3
万
サ
ン
プ
ル
と

な
る
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
変
化
の
ポ
イ
ン

ト
③
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。

　

H
elix 

ペ
ル
ソ
ナ
と
は
、R

o
y M
o
rgan

社
が
開
発
し
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
を
54

の
セ
グ
メ
ン
ト
（
ペ
ル
ソ
ナ
）
に
分
類
し
た

デ
ー
タ
で
あ
る
　3）（
図
3
）。
性
・
年
代
、
居

住
地
、
職
業
、
年
収
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
デ

モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
（
人
口
統
計
学
的
）
な
属

性
に
加
え
て
、
態
度
、
価
値
観
、
行
動
な
ど

の
サ
イ
コ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク（
心
理
統
計
学
的
）

な
属
性
を
も
と
に
セ
グ
メ
ン
ト
を
分
け
る
こ

と
で
、
よ
り
正
確
に
消
費
者
行
動
の
説
明
や

予
測
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
業
界
を
中
心
に
、
様
々
な

業
界
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。
メ
イ
ン
の
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
は
、R

o
y 

M
o
rgan

社
の
独
自
調
査
で
あ
るS

in
gle 

S
ource

調
査
　4）

で
あ
る
。S

ingle S
ource

調
査
は
、
年
間 

5
万
人
以
上
に
対
す
る
対

面
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
態
度
、
メ
デ
ィ
ア
消
費
習
慣
、
ブ
ラ
ン

ド
や
製
品
の
使
用
、
購
入
意
向
、
小
売
店
へ

の
訪
問
、サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
好
み
、

家
計
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
余
暇
活
動
な

ど
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。

　
2
0
2
5
年
か
ら
始
ま
る
T
R
A
の
新
し

い
調
査
「H

o
u
seh
o
ld
 S
u
rvey

」
はR

o
y 

M
o
rgan

社
が
実
施
を
担
い
、
そ
の
中
に

S
ingle S

ource

調
査
を
取
り
込
む
こ
と
で
、

国
内
旅
行
に
関
す
る
観
光
統
計
とH

elix

ペ

ル
ソ
ナ
を
統
合
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば

観
光
地
単
位
で
、
ど
の
ペ
ル
ソ
ナ
が
ど
の
程

度
来
訪
し
て
い
る
の
か
が
分
か
り
、
ペ
ル
ソ

ナ
を
通
じ
て
、
客
層
に
関
す
る
解
像
度
が
大

き
く
向
上
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
各
ペ

ル
ソ
ナ
に
ど
の
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施

策
を
実
施
す
べ
き
か
が
、
明
確
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
観
光
統
計
と
接
続
さ
れ
たH

elix 

ペ
ル
ソ

ナ
の
結
果
が
、
今
後
、
誰
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ
る
か
は
ま
だ
不
明

で
あ
る
。
引
き
続
き
、
動
き
を
注
視
し
た
い
。

　
2
0
2
5
年
か
ら
は
、
旅
行
回
数
や
旅
行

先
に
関
す
る
情
報
が
、
従
来
ま
で
の
N
V
S

の
調
査
デ
ー
タ
か
ら
、モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ（
携

帯
電
話
の
位
置
情
報
デ
ー
タ
）
に
置
き
換
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
と

は
、
具
体
的
に
は
携
帯
電
話
の
基
地
局
デ
ー

タ
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
は
ド
コ
モ
･
イ

ン
サ
イ
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
社
が
「
モ
バ
イ

ル
空
間
統
計
」
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。
旅

行
回
数
や
旅
行
先
を
質
問
紙
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
把
握
す
る
手
法
は
、
観
光

統
計
で
は
最
も
一
般
的
な
方
法
で
あ
る
が
、

記
憶
に
頼
る
こ
と
に
よ
る
曖
昧
さ
を
排
除
で

き
な
い
こ
と
や
、
詳
細
な
移
動
経
路
ま
で
は

は
じ
め
に

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
主
に
国
や
自
治
体
の

観
光
統
計
に
関
わ
る
業
務
を
経
験
し
て
き

た
。
解
決
す
べ
き
課
題
は
数
多
く
あ
る
が
、

海
外
の
観
光
統
計
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
れ

ら
を
改
善
す
る
た
め
の
試
み
が
い
く
つ
も
行

わ
れ
て
い
る
。
特
に
先
進
的
な
取
り
組
み
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
る
国
に
つ
い
て
は
常
に

注
視
を
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
そ

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
近
年
、
国
の
観
光
戦
略

に
お
け
る
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
新
し
い
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
特
に
、
国
内

旅
行
に
関
す
る
統
計
は
大
き
な
変
革
が
進
ん

で
お
り
、今
後
、調
査
体
系
か
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
さ
れ
る
内
容
ま
で
、
従
来
と
は
大
き
く
異

な
る
も
の
に
変
貌
す
る
。
本
稿
で
は
そ
の
概

要
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

In
d
u
stry D

ata an
d
 

E
xpert A

n
alysis 

W
orkin

g G
rou
p

（ID
E
A

）

　
ま
ず
は
、
観
光
統
計
の
改
良
が
、
国
の
観

光
政
策
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
整
理
す
る
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
、
約
10
年
毎
に
政
府
の
長
期
的

な
観
光
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
現
在
進
行

し
て
い
る
の
は
2
0
2
2
年
か
ら
2
0
3
0

年
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「T

H
R
IV
E
 

2030

」　1）
で
あ
る
。こ
の
計
画
で
は
、7
つ
の

戦
略
の
柱
（S

trategy P
riorities

）（
表
1
）

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、そ
の
ひ
と
つ
に
観
光
統

計
や
デ
ー
タ
に
関
す
る
「Im

p
ro
ve d

ata 

an
d
 in
sigh
ts

」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
中
で
は
、
観
光
政
策
の
成
果
指
標
に
つ
い

て
、
即
時
性
や
質
の
面
で
デ
ー
タ
利
用
者
の

満
足
度
向
上
を
図
る
こ
と
や
、
既
存
の
統
計

調
査
の
改
良
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
や
リ
ア

ル
タ
イ
ム
化
、
包
括
的
な
観
光
指
標
セ
ッ
ト

の
開
発
な
ど
を
行
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て

こ
れ
ら
を
推
進
す
る
た
め
に
、Industry 

D
ata an

d E
xpert A

n
alysis W

orkin
g 

G
roup

（
以
下
、I
D
E
A
）と
い
う
委
員
会
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
I
D
E
A
は
、「
観
光
セ
ク
タ
ー
に
と
っ

て
効
果
的
な
デ
ー
タ
を
迅
速
に
提
供
す
る
た

め
の
方
法
を
検
討
す
る
委
員
会
」
と
さ
れ
て

い
る
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、
観
光
に
関
す
る
国

の
研
究
機
関
で
あ
るT

ourism
 R
esearch 

A
u
stralia

や
政
府
統
計
局
、
学
識
経
験
者
、

政
府
観
光
局
、
観
光
事
業
者
の
デ
ー
タ
／
リ

サ
ー
チ
担
当
者
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

2
0
2
2
年
か
ら
2
0
2
3
年
に
か
け
て
議

論
が
行
わ
れ
、
2
0
2
3
年
10
月
に
提
言
書

　2）

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。I
D
E
A
で
は
、

観
光
統
計
や
観
光
指
標
に
関
す
る
6
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
が
（
表
2
）、
本
稿
で
紹
介
す
る
国
内
旅

行
に
関
す
る
統
計
の
改
善
に
は
、
こ
の
う

ち
③H

elix P
erso

n
as

と
⑤M

o
b
ility 

data

が
関
連
し
て
い
る
。③
は
、
民
間
調
査

会
社
の
提
供
し
て
い
るH

elix P
erso

n
as

（
消
費
者
行
動
の
予
測
に
長
け
て
い
る
54
の

ペ
ル
ソ
ナ
）
と
既
存
統
計
と
の
統
合
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、⑤
は
、
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
（
携

帯
電
話
の
位
置
情
報
デ
ー
タ
）
の
既
存
統
計

へ
の
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
し
て
い

る
の
が
、T

ourism
 R
esearch A

ustralia

（
以
下
、
T
R
A
）で
あ
る
。
T
R
A
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
貿
易
投
資
促
進
庁
に
属
す
る
政

府
の
研
究
機
関
で
あ
り
、
国
の
観
光
統
計
を

中
心
と
し
た
各
種
調
査
や
デ
ー
タ
収
集
、

様
々
な
経
済
予
測
と
、
そ
れ
ら
の
公
表
ま
で

を
担
っ
て
い
る
。
今
回
、
筆
者
を
含
む
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
視
察
チ
ー
ム
は
、
首
都
キ
ャ
ン

ベ
ラ
に
あ
る
T
R
A
を
訪
れ
、
こ
れ
か
ら
起

こ
ろ
う
と
し
て
い
る
観
光
統
計
の
変
革
に
つ

い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
者
か
ら
話
を

伺
っ
た
。

国
内
旅
行
に
関
す
る

新
た
な
調
査
体
系

　
ま
ず
、
現
行
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
観
光

統
計
で
あ
る
が
、
日
本
と
同
様
に
、
国
内
旅

行
市
場
と
外
国
人
旅
行
市
場
の
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
、
異
な
る
調
査
を
実
施
す
る
調
査
体

系
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
国
内
旅
行

市
場
に
つ
い
て
は
、
発
地
側
で
あ

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
に
お
け

る
、
国
内
居
住
者
を
対
象
と
し
た

「N
atio
n
al V
isito

r S
u
rvey

」

（
以
下
、
N
V
S
）
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
観

光
庁
の
実
施
す
る
「
旅
行
・
観
光

消
費
動
向
調
査
」
に
相
当
す
る
。

　
こ
の
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国

内
旅
行
に
関
す
る
調
査
体
系
が

2
0
2
5
年
か
ら
大
き
く
変
わ
る

こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
現
行
の

N
V
S
に
つ
い
て
は
、
調
査
方
法

を
変
更
し
、
訪
問
等
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
と
し
て
、
新
た
に
「H

o
u
seh
o
ld
 

S
u
rvey

」
を
立
ち
上
げ
る
。
こ
の
調
査
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
大
の
調
査
会
社
で
あ
る

R
o
y M
o
rgan

社
が
担
う
体
制
と
な
り
、

調
査
の
中
に
、
回
答
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
態
度
、
消
費
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
把
握
を

す
る
た
め
の
「S

in
gle S

o
u
rce

」
調
査
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
新
た
に
、
後
述
す
る

「H
elix 

ペ
ル
ソ
ナ
」
に
関
す
る
情
報
が
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。さ
ら
に
、

大
手
通
信
会
社
が
提
供
す
る
モ
バ
イ
ル
デ
ー

タ
（
携
帯
電
話
基
地
局
デ
ー
タ
に
よ
る
位
置

情
報
）
を
用
い
る
こ
と
で
、
従
来
の
統
計
で

は
分
析
が
困
難
で
あ
っ
た
、
市
町
村
別
な
ど

の
細
か
い
情
報
ま
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
整
理
す
る
と
、
大
き
な
変
化
の
ポ
イ
ン
ト

は
3
点
あ
る
。
1
点
目
が
電
話
調
査
か
ら
訪

問
等
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
へ
の
変
更
、

2
点
目
がH

elix 

ペ
ル
ソ
ナ
と
の
統
合
、
3

点
目
が
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
で
あ
る
。

　
現
行
の
N
V
S
（
表
3
）
は
、
前
述
の
と

お
り
日
本
の
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
に

相
当
す
る
が
、
調
査
方
法
や
抽
出
方
法
が
異

な
る
。
調
査
方
法
は
、
N
V
S
が
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
よ
る
電
話
調
査
（
C
A
T
I
）
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調

査
は
郵
送
に
よ
る
自
記
式
の
質
問
紙
調
査
で

あ
る
。
ま
た
サ
ン
プ
ル
の
抽
出
方
法
は
、

N
V
S
が
R
D
D
（R

andom
 D
igit D

ialing

：

無
作
為
に
電
話
番
号
を
作
成
し
て
架
電
）
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
旅
行
・
観
光
消
費
動
向

調
査
は
住
民
基
本
台
帳
か
ら
の
無
作
為
抽
出

で
あ
る
。

　
T
R
A
に
よ
る
と
、
現
行
の
N
V
S
の
大

き
な
課
題
と
し
て
は
、
調
査
へ
の
協
力
率
の

低
下
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
回
答
者
の
行
動

の
変
化
や
、
詐
欺
電
話
や
デ
ー
タ
漏
洩
に
対

す
る
意
識
の
高
ま
り
に
よ
り
、
電
話
調
査
へ

図1:THRIVE 2030の表紙

ポ
イ
ン
ト
❶ 

電
話
調
査
か
ら
訪
問
等
に
よ
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
へ
の
変
更

1. Deliver success through comprehensive collaboration

2. Improve data and insights

3. Grow a secure and resilient workforce

4. Embrace leading-edge business practices

5. Enhance visitor infrastructure

6. Build markets and attract visitors

7. Grow unique and high-quality products, including 　Aboriginal and Torres Strait Islander experiences

① Longitudinal Indicators for the Visitor
　 Economy (LIVE) framework
　 観光経済における長期的指標として、社会面、
　 環境面の新たな指標について検討

② International tourism data hubs
　 OECD 加盟 30 か国の観光データハブについて調査

③ Helix Personas
　 Helix Personas（消費者行動の予測に長けている54
　 のペルソナ）と既存統計を統合

④ AFL Grand Final Brisbane
　 大規模な金融データセットから旅行者の支出を試算

⑤ Mobility data
　 携帯電話の位置情報データを既存統計に活用

⑥ Business events data
　 ビジネスイベントに関する経済効果を把握するための
　 新たな調査を検討

‒❶オーストラリア 観光統計に関する最新の取り組み2

図2:TRAでのヒアリングの様子
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「
態
度
・
行
動
」
に
関
す
る
情
報
を
新
た
に

追
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
紐
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
す
べ
て
を
統
合
し
て
分
析
す
る

基
盤
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

デ
ー
タ
の
質
に
対
す
る

こ
だ
わ
り
が
持
つ
強
み

　
以
上
の
取
り
組
み
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
主
導
し
て
い
る
T
R
A
と
、
そ
こ
に
関

わ
っ
て
い
る
主
体
と
の
間
で
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
関

係
性
は
、
い
ず
れ
の
主
体
に
も
デ
ー
タ
の
質

に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成
り

立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
言
う

ま
で
も
な
く
、
T
R
A
は
専
門
の
研
究
機
関

と
し
て
、
よ
り
正
確
で
役
に
立
つ
情
報
を
迅

速
に
提
供
す
る
た
め
に
、
デ
ー
タ
の
質
を
高

め
た
い
と
い
う
強
い
動
機
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
T
R
A
が
他
の
組
織
と
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
む
際
に
は
、
そ
の
組
織
に

お
け
る
、
デ
ー
タ
の
質
に
対
す
る
姿
勢
を
特

に
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
点
、R

o
y 

M
o
rgan

社
は
、
自
社
の
実
施
す
る

S
in
gle S

o
u
rce

調
査
に
お
い
て
、
統
計

学
的
に
最
良
の
サ
ン
プ
ル
抽
出
法
や
、
最

も
コ
ス
ト
の
か
か
る
「face-to

-face

」
で

の
調
査
法
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
モ
バ
イ

ル
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
通
信
会
社
も
、

T
R
A
か
ら
の
要
求
に
応
え
な
が
ら
、
政
府

統
計
と
し
て
活
用
で
き
る
水
準
に
な
る
ま

で
、
長
年
に
わ
た
る
共
同
研
究
を
行
っ
て
き

た
。
い
ず
れ
も
デ
ー
タ
の
質
に
対
す
る
こ
だ

わ
り
を
持
っ
て
い
る
証
左
で
あ
る
と
言
え

る
。
こ
う
し
た
姿
勢
を
持
つ
組
織
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
全
く
新
し
い
、
世
界
で
最
先
端
の

観
光
統
計
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
当
財
団
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
旅
行
者
の

行
動
や
意
識
に
関
す
る
独
自
の
調
査
を
実
施

し
て
き
た
。し
か
し
デ
ー
タ
の
質
の
面
で
は
、

こ
う
し
た
先
進
事
例
に
学
ぶ
点
も
多
い
。
今

後
、
さ
ら
に
「
デ
ー
タ
の
質
」
に
こ
だ
わ
り

を
持
ち
、
日
本
の
観
光
統
計
や
観
光
研
究
の

更
な
る
発
展
に
向
け
て
、
調
査
の
改
良
や
新

た
な
調
査
の
開
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

回
答
し
て
も
ら
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
細
か
く
て
も
せ
い
ぜ
い
市
町
村
単
位

な
ど
、
大
雑
把
な
情
報
し
か
得
ら
れ
な
い
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
モ
バ
イ

ル
デ
ー
タ
は
行
動
履
歴
そ
の
も
の
で
あ
り
、

正
確
か
つ
詳
細
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
う
え
に
、
即
時
性
も
大
幅
に
向
上
す
る
。

前
述
の
変
化
の
ポ
イ
ン
ト
①
で
説
明
し
た
、

新
し
いH

o
u
seh
o
ld
 S
u
rvey

で
サ
ン
プ

ル
サ
イ
ズ
の
削
減
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、

モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
で
旅
行
回
数
や
旅
行
先
に

つ
い
て
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
調
査
か
ら
把
握
す
る
必
要
が
な
く
な
っ

た
た
め
で
あ
る
。

　
一
方
、
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
に
は
開
発
に
あ

た
っ
て
の
課
題
が
2
つ
存
在
す
る
。
ひ
と
つ

は
、
旅
行
の
定
義
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
旅
行
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
日

本
の
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
の
場
合
、

通
勤
・
通
学
を
除
く
移
動
で
、
滞
在
の
期
間

は
1
年
未
満
、
か
つ
「
目
安
と
し
て
片
道
の

移
動
距
離
が
80
㎞
以
上
ま
た
は
宿
泊
を
伴
う

か
所
要
時
間
が
8
時
間
以
上
の
も
の
」　5）
と

さ
れ
て
お
り
、
日
常
生
活
に
よ
る
移
動
パ

タ
ー
ン
と
、
移
動
の
距
離
や
滞
在
も
含
め
た

時
間
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
モ
バ
イ
ル
デ
ー

タ
か
ら
、
こ
の
定
義
に
あ
て
は
ま
る
行
動
の

デ
ー
タ
だ
け
を
正
確
に
抽
出
し
な
け
れ
ば
、

観
光
統
計
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
、
デ
ー
タ
の
代
表
性

を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
T
R
A
は
、
モ

バ
イ
ル
デ
ー
タ
の
提
供
元
と
し
て
、
い
く
つ

か
あ
る
大
手
通
信
会
社
の
ひ
と
つ
を
採
用
し

た
が
、
こ
の
通
信
会
社
の
デ
ー
タ
が
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
の
全
体
を
代
表
し
て
い
る
と
は

限
ら
な
い
。何
ら
か
の
偏
り
が
あ
る
場
合
は
、

そ
れ
を
補
正
す
る
手
段
が
必
要
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

T
R
A
は
2
0
1
8
年
か
ら
、
通
信
会
社
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
共
同
研
究
を

進
め
て
き
た
。約
6
年
に
及
ぶ
研
究
を
経
て
、

よ
う
や
く
公
的
な
統
計
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。逆
に
言
う
と
、

こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
統
計
と
し
て
活
用
す
る

に
は
、
そ
の
方
法
を
検
討
す
る
た
め
の
研
究

や
検
証
に
、
そ
れ
だ
け
の
時
間
が
必
要
に
な

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
に
つ
い
て
、
全
体
像
を
改
め
て
整
理

す
る
。
従
来
は
「
属
性
・
旅
行
内
容
」「
旅
行

回
数
・
旅
行
先
」
を
す
べ
て
電
話
調
査

（
N
V
S
）
か
ら
把
握
し
て
い
た
。
こ
れ
を
、

訪
問
等
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
切
り

替
え
、「
属
性
・
旅
行
内
容
」
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
調
査
か
ら
把
握
し
つ
つ
、「
旅
行

回
数
・
旅
行
先
」
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
ソ
ー

ス
を
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
に
置
き
換
え
、
更
に

の
協
力
率
が
低
下
し
た
こ
と
で
、
調
査
コ
ス

ト
が
上
昇
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
の

代
表
性
と
い
う
点
で
は
、
高
所
得
者
の
ほ
う

が
調
査
へ
の
協
力
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
た

め
、
サ
ン
プ
ル
が
高
所
得
者
層
に
偏
る
な
ど

の
影
響
が
み
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
、
コ
ス

ト
増
加
と
デ
ー
タ
品
質
の
低
下
に
対
応
す
る

た
め
、
新
た
な
調
査
方
法
と
し
て
、
訪
問
や

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
方
式
を

採
用
し
た
。
こ
の
調
査
方
法
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
国
勢
調
査
で
採
用
さ
れ
て
い
る
調

査
方
法
と
同
じ
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の
質
と
い

う
点
で
は
、
最
良
の
方
法
を
採
用
し
た
と
言

え
る
。　

調
査
方
法
の
変
更
に
よ
り
、
サ
ン
プ
ル
サ

イ
ズ
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
現
行

の
N
V
S
は
年
間
約
12
万
サ
ン
プ
ル
だ
が
、

新
し
い
調
査
で
は
年
間
約
3
万
サ
ン
プ
ル
と

な
る
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
変
化
の
ポ
イ
ン

ト
③
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。

　
H
elix 

ペ
ル
ソ
ナ
と
は
、R

o
y M
o
rgan

社
が
開
発
し
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
を
54

の
セ
グ
メ
ン
ト
（
ペ
ル
ソ
ナ
）
に
分
類
し
た

デ
ー
タ
で
あ
る
　3）（
図
3
）。
性
・
年
代
、
居

住
地
、
職
業
、
年
収
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
デ

モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
（
人
口
統
計
学
的
）
な
属

性
に
加
え
て
、
態
度
、
価
値
観
、
行
動
な
ど

の
サ
イ
コ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク（
心
理
統
計
学
的
）

な
属
性
を
も
と
に
セ
グ
メ
ン
ト
を
分
け
る
こ

と
で
、
よ
り
正
確
に
消
費
者
行
動
の
説
明
や

予
測
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
業
界
を
中
心
に
、
様
々
な

業
界
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。
メ
イ
ン
の
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
は
、R

o
y 

M
o
rgan

社
の
独
自
調
査
で
あ
るS

in
gle 

S
ource

調
査
　4）

で
あ
る
。S

ingle S
ource

調
査
は
、
年
間 

5
万
人
以
上
に
対
す
る
対

面
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
態
度
、
メ
デ
ィ
ア
消
費
習
慣
、
ブ
ラ
ン

ド
や
製
品
の
使
用
、
購
入
意
向
、
小
売
店
へ

の
訪
問
、サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
好
み
、

家
計
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
余
暇
活
動
な

ど
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。

　
2
0
2
5
年
か
ら
始
ま
る
T
R
A
の
新
し

い
調
査
「H

o
u
seh
o
ld
 S
u
rvey

」
はR

o
y 

M
o
rgan

社
が
実
施
を
担
い
、
そ
の
中
に

S
ingle S

ource

調
査
を
取
り
込
む
こ
と
で
、

国
内
旅
行
に
関
す
る
観
光
統
計
とH

elix

ペ

ル
ソ
ナ
を
統
合
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば

観
光
地
単
位
で
、
ど
の
ペ
ル
ソ
ナ
が
ど
の
程

度
来
訪
し
て
い
る
の
か
が
分
か
り
、
ペ
ル
ソ

ナ
を
通
じ
て
、
客
層
に
関
す
る
解
像
度
が
大

き
く
向
上
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
各
ペ

ル
ソ
ナ
に
ど
の
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施

策
を
実
施
す
べ
き
か
が
、
明
確
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
観
光
統
計
と
接
続
さ
れ
たH

elix 

ペ
ル
ソ

ナ
の
結
果
が
、
今
後
、
誰
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ
る
か
は
ま
だ
不
明

で
あ
る
。
引
き
続
き
、
動
き
を
注
視
し
た
い
。

　
2
0
2
5
年
か
ら
は
、
旅
行
回
数
や
旅
行

先
に
関
す
る
情
報
が
、
従
来
ま
で
の
N
V
S

の
調
査
デ
ー
タ
か
ら
、モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ（
携

帯
電
話
の
位
置
情
報
デ
ー
タ
）
に
置
き
換
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
と

は
、
具
体
的
に
は
携
帯
電
話
の
基
地
局
デ
ー

タ
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
は
ド
コ
モ
･
イ

ン
サ
イ
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
社
が
「
モ
バ
イ

ル
空
間
統
計
」
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。
旅

行
回
数
や
旅
行
先
を
質
問
紙
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
把
握
す
る
手
法
は
、
観
光

統
計
で
は
最
も
一
般
的
な
方
法
で
あ
る
が
、

記
憶
に
頼
る
こ
と
に
よ
る
曖
昧
さ
を
排
除
で

き
な
い
こ
と
や
、
詳
細
な
移
動
経
路
ま
で
は

は
じ
め
に

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
主
に
国
や
自
治
体
の

観
光
統
計
に
関
わ
る
業
務
を
経
験
し
て
き

た
。
解
決
す
べ
き
課
題
は
数
多
く
あ
る
が
、

海
外
の
観
光
統
計
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
れ

ら
を
改
善
す
る
た
め
の
試
み
が
い
く
つ
も
行

わ
れ
て
い
る
。
特
に
先
進
的
な
取
り
組
み
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
る
国
に
つ
い
て
は
常
に

注
視
を
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
そ

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
近
年
、
国
の
観
光
戦
略

に
お
け
る
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
新
し
い
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
特
に
、
国
内

旅
行
に
関
す
る
統
計
は
大
き
な
変
革
が
進
ん

で
お
り
、今
後
、調
査
体
系
か
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
さ
れ
る
内
容
ま
で
、
従
来
と
は
大
き
く
異

な
る
も
の
に
変
貌
す
る
。
本
稿
で
は
そ
の
概

要
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

In
d
u
stry D

ata an
d
 

E
xpert A

n
alysis 

W
orkin

g G
rou
p

（ID
E
A

）

　
ま
ず
は
、
観
光
統
計
の
改
良
が
、
国
の
観

光
政
策
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
整
理
す
る
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
、
約
10
年
毎
に
政
府
の
長
期
的

な
観
光
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
現
在
進
行

し
て
い
る
の
は
2
0
2
2
年
か
ら
2
0
3
0

年
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「T

H
R
IV
E
 

2030

」　1）
で
あ
る
。こ
の
計
画
で
は
、7
つ
の

戦
略
の
柱
（S

trategy P
riorities

）（
表
1
）

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、そ
の
ひ
と
つ
に
観
光
統

計
や
デ
ー
タ
に
関
す
る
「Im

p
ro
ve d

ata 

an
d
 in
sigh
ts

」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
中
で
は
、
観
光
政
策
の
成
果
指
標
に
つ
い

て
、
即
時
性
や
質
の
面
で
デ
ー
タ
利
用
者
の

満
足
度
向
上
を
図
る
こ
と
や
、
既
存
の
統
計

調
査
の
改
良
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
や
リ
ア

ル
タ
イ
ム
化
、
包
括
的
な
観
光
指
標
セ
ッ
ト

の
開
発
な
ど
を
行
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て

こ
れ
ら
を
推
進
す
る
た
め
に
、Industry 

D
ata an

d E
xpert A

n
alysis W

orkin
g 

G
roup

（
以
下
、I
D
E
A
）と
い
う
委
員
会
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
I
D
E
A
は
、「
観
光
セ
ク
タ
ー
に
と
っ

て
効
果
的
な
デ
ー
タ
を
迅
速
に
提
供
す
る
た

め
の
方
法
を
検
討
す
る
委
員
会
」
と
さ
れ
て

い
る
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、
観
光
に
関
す
る
国

の
研
究
機
関
で
あ
るT

ourism
 R
esearch 

A
u
stralia

や
政
府
統
計
局
、
学
識
経
験
者
、

政
府
観
光
局
、
観
光
事
業
者
の
デ
ー
タ
／
リ

サ
ー
チ
担
当
者
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

2
0
2
2
年
か
ら
2
0
2
3
年
に
か
け
て
議

論
が
行
わ
れ
、
2
0
2
3
年
10
月
に
提
言
書

　2）

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。I
D
E
A
で
は
、

観
光
統
計
や
観
光
指
標
に
関
す
る
6
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
が
（
表
2
）、
本
稿
で
紹
介
す
る
国
内
旅

行
に
関
す
る
統
計
の
改
善
に
は
、
こ
の
う

ち
③H

elix P
erso

n
as

と
⑤M

o
b
ility 

data

が
関
連
し
て
い
る
。③
は
、
民
間
調
査

会
社
の
提
供
し
て
い
るH

elix P
erso

n
as

（
消
費
者
行
動
の
予
測
に
長
け
て
い
る
54
の

ペ
ル
ソ
ナ
）
と
既
存
統
計
と
の
統
合
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、⑤
は
、
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
（
携

帯
電
話
の
位
置
情
報
デ
ー
タ
）
の
既
存
統
計

へ
の
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
し
て
い

る
の
が
、T

ourism
 R
esearch A

ustralia

（
以
下
、
T
R
A
）で
あ
る
。
T
R
A
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
貿
易
投
資
促
進
庁
に
属
す
る
政

府
の
研
究
機
関
で
あ
り
、
国
の
観
光
統
計
を

中
心
と
し
た
各
種
調
査
や
デ
ー
タ
収
集
、

様
々
な
経
済
予
測
と
、
そ
れ
ら
の
公
表
ま
で

を
担
っ
て
い
る
。
今
回
、
筆
者
を
含
む
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
視
察
チ
ー
ム
は
、
首
都
キ
ャ
ン

ベ
ラ
に
あ
る
T
R
A
を
訪
れ
、
こ
れ
か
ら
起

こ
ろ
う
と
し
て
い
る
観
光
統
計
の
変
革
に
つ

い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
者
か
ら
話
を

伺
っ
た
。

国
内
旅
行
に
関
す
る

新
た
な
調
査
体
系

　
ま
ず
、
現
行
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
観
光

統
計
で
あ
る
が
、
日
本
と
同
様
に
、
国
内
旅

行
市
場
と
外
国
人
旅
行
市
場
の
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
、
異
な
る
調
査
を
実
施
す
る
調
査
体

系
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
国
内
旅
行

市
場
に
つ
い
て
は
、
発
地
側
で
あ

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
に
お
け

る
、
国
内
居
住
者
を
対
象
と
し
た

「N
atio
n
al V
isito

r S
u
rvey

」

（
以
下
、
N
V
S
）
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
観

光
庁
の
実
施
す
る
「
旅
行
・
観
光

消
費
動
向
調
査
」
に
相
当
す
る
。

　
こ
の
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国

内
旅
行
に
関
す
る
調
査
体
系
が

2
0
2
5
年
か
ら
大
き
く
変
わ
る

こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
現
行
の

N
V
S
に
つ
い
て
は
、
調
査
方
法

を
変
更
し
、
訪
問
等
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
と
し
て
、
新
た
に
「H

o
u
seh
o
ld
 

S
u
rvey

」
を
立
ち
上
げ
る
。
こ
の
調
査
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
大
の
調
査
会
社
で
あ
る

R
o
y M
o
rgan

社
が
担
う
体
制
と
な
り
、

調
査
の
中
に
、
回
答
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
態
度
、
消
費
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
把
握
を

す
る
た
め
の
「S

in
gle S

o
u
rce

」
調
査
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
新
た
に
、
後
述
す
る

「H
elix 

ペ
ル
ソ
ナ
」
に
関
す
る
情
報
が
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。さ
ら
に
、

大
手
通
信
会
社
が
提
供
す
る
モ
バ
イ
ル
デ
ー

タ
（
携
帯
電
話
基
地
局
デ
ー
タ
に
よ
る
位
置

情
報
）
を
用
い
る
こ
と
で
、
従
来
の
統
計
で

は
分
析
が
困
難
で
あ
っ
た
、
市
町
村
別
な
ど

の
細
か
い
情
報
ま
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
整
理
す
る
と
、
大
き
な
変
化
の
ポ
イ
ン
ト

は
3
点
あ
る
。
1
点
目
が
電
話
調
査
か
ら
訪

問
等
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
へ
の
変
更
、

2
点
目
がH

elix 

ペ
ル
ソ
ナ
と
の
統
合
、
3

点
目
が
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
で
あ
る
。

　
現
行
の
N
V
S
（
表
3
）
は
、
前
述
の
と

お
り
日
本
の
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
に

相
当
す
る
が
、
調
査
方
法
や
抽
出
方
法
が
異

な
る
。
調
査
方
法
は
、
N
V
S
が
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
よ
る
電
話
調
査
（
C
A
T
I
）
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調

査
は
郵
送
に
よ
る
自
記
式
の
質
問
紙
調
査
で

あ
る
。
ま
た
サ
ン
プ
ル
の
抽
出
方
法
は
、

N
V
S
が
R
D
D
（R

andom
 D
igit D

ialing

：

無
作
為
に
電
話
番
号
を
作
成
し
て
架
電
）
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
旅
行
・
観
光
消
費
動
向

調
査
は
住
民
基
本
台
帳
か
ら
の
無
作
為
抽
出

で
あ
る
。

　
T
R
A
に
よ
る
と
、
現
行
の
N
V
S
の
大

き
な
課
題
と
し
て
は
、
調
査
へ
の
協
力
率
の

低
下
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
回
答
者
の
行
動

の
変
化
や
、
詐
欺
電
話
や
デ
ー
タ
漏
洩
に
対

す
る
意
識
の
高
ま
り
に
よ
り
、
電
話
調
査
へ

＜参考文献＞
1) Australian Trade and Investment 
Commission, THRIVE 2030 (2022)
2) THRIVE 2030 Industry Data and 
Expert Analysis Working Group, 
Recommendations Report (2023)
3) Roy Morgan, Helix Personas, 
https://www.roymorgan.com/prod-
ucts-and-tools/helix-personas
4) Roy Morgan, How we collect and 
process Single Source data in 
Australia (2020)
5) 観光庁, 旅行・観光産業の経済効果に関
する調査研究（2022）
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表 現行のNational Visitor Surveyの概要3

図3：Helixペルソナの例（109：HUMANITARIANS）

調査対象

抽出方法

調査方法

サンプルサイズ

主な調査項目

15歳以上の住民（3か月以上居住）

120,000票／年

属性や以下の旅行内容など
○過去3か月以内の海外旅行
○過去4週間以内の宿泊旅行
○過去7日間以内の日帰り旅行

RDD（Random Digit Dialing）
ランダムな数字により作成された電話番号への架電

CATI（Computer Assisted Telephone Interviewing）
電話によるインタビュー調査

‒❶オーストラリア 観光統計に関する最新の取り組み2
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「
態
度
・
行
動
」
に
関
す
る
情
報
を
新
た
に

追
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
紐
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
す
べ
て
を
統
合
し
て
分
析
す
る

基
盤
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

デ
ー
タ
の
質
に
対
す
る

こ
だ
わ
り
が
持
つ
強
み

　
以
上
の
取
り
組
み
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
主
導
し
て
い
る
T
R
A
と
、
そ
こ
に
関

わ
っ
て
い
る
主
体
と
の
間
で
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
関

係
性
は
、
い
ず
れ
の
主
体
に
も
デ
ー
タ
の
質

に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成
り

立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
言
う

ま
で
も
な
く
、
T
R
A
は
専
門
の
研
究
機
関

と
し
て
、
よ
り
正
確
で
役
に
立
つ
情
報
を
迅

速
に
提
供
す
る
た
め
に
、
デ
ー
タ
の
質
を
高

め
た
い
と
い
う
強
い
動
機
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
T
R
A
が
他
の
組
織
と
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
む
際
に
は
、
そ
の
組
織
に

お
け
る
、
デ
ー
タ
の
質
に
対
す
る
姿
勢

を
特
に
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
点
、R

oy 

M
organ

社
は
、自
社
の
実
施
す
るS

ingle 

S
ource

調
査
に
お
い
て
、
統
計
学
的
に
最

良
の
サ
ン
プ
ル
抽
出
法
や
、
最
も
コ
ス
ト
の

か
か
る
「face-to-face
」
で
の
調
査
法
を
採

用
し
て
い
る
。
ま
た
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
を
提

供
す
る
通
信
会
社
も
、
T
R
A
か
ら
の
要
求

に
応
え
な
が
ら
、
政
府
統
計
と
し
て
活
用
で

き
る
水
準
に
な
る
ま
で
、
長
年
に
わ
た
る
共

同
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
い
ず
れ
も
デ
ー
タ

の
質
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
証

左
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
を
持

つ
組
織
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
全
く
新
し
い
、

世
界
で
最
先
端
の
観
光
統
計
が
実
現
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
当
財
団
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
旅
行
者
の

行
動
や
意
識
に
関
す
る
独
自
の
調
査
を
実
施

し
て
き
た
。し
か
し
デ
ー
タ
の
質
の
面
で
は
、

こ
う
し
た
先
進
事
例
に
学
ぶ
点
も
多
い
。
今

後
、
さ
ら
に
「
デ
ー
タ
の
質
」
に
こ
だ
わ
り

を
持
ち
、
日
本
の
観
光
統
計
や
観
光
研
究
の

更
な
る
発
展
に
向
け
て
、
調
査
の
改
良
や
新

た
な
調
査
の
開
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

回
答
し
て
も
ら
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
細
か
く
て
も
せ
い
ぜ
い
市
町
村
単
位

な
ど
、
大
雑
把
な
情
報
し
か
得
ら
れ
な
い
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
モ
バ
イ

ル
デ
ー
タ
は
行
動
履
歴
そ
の
も
の
で
あ
り
、

正
確
か
つ
詳
細
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
う
え
に
、
即
時
性
も
大
幅
に
向
上
す
る
。

前
述
の
変
化
の
ポ
イ
ン
ト
①
で
説
明
し
た
、

新
し
いH

o
u
seh
o
ld
 S
u
rvey

で
サ
ン
プ

ル
サ
イ
ズ
の
削
減
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、

モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
で
旅
行
回
数
や
旅
行
先
に

つ
い
て
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
調
査
か
ら
把
握
す
る
必
要
が
な
く
な
っ

た
た
め
で
あ
る
。

　
一
方
、
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
に
は
開
発
に
あ

た
っ
て
の
課
題
が
2
つ
存
在
す
る
。
ひ
と
つ

は
、
旅
行
の
定
義
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
旅
行
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
日

本
の
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
の
場
合
、

通
勤
・
通
学
を
除
く
移
動
で
、
滞
在
の
期
間

は
1
年
未
満
、
か
つ
「
目
安
と
し
て
片
道
の

移
動
距
離
が
80
㎞
以
上
ま
た
は
宿
泊
を
伴
う

か
所
要
時
間
が
8
時
間
以
上
の
も
の
」　5）
と

さ
れ
て
お
り
、
日
常
生
活
に
よ
る
移
動
パ

タ
ー
ン
と
、
移
動
の
距
離
や
滞
在
も
含
め
た

時
間
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
モ
バ
イ
ル
デ
ー

タ
か
ら
、
こ
の
定
義
に
あ
て
は
ま
る
行
動
の

デ
ー
タ
だ
け
を
正
確
に
抽
出
し
な
け
れ
ば
、

観
光
統
計
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
、
デ
ー
タ
の
代
表
性

を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
T
R
A
は
、
モ

バ
イ
ル
デ
ー
タ
の
提
供
元
と
し
て
、
い
く
つ

か
あ
る
大
手
通
信
会
社
の
ひ
と
つ
を
採
用
し

た
が
、
こ
の
通
信
会
社
の
デ
ー
タ
が
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
の
全
体
を
代
表
し
て
い
る
と
は

限
ら
な
い
。何
ら
か
の
偏
り
が
あ
る
場
合
は
、

そ
れ
を
補
正
す
る
手
段
が
必
要
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

T
R
A
は
2
0
1
8
年
か
ら
、
通
信
会
社
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
共
同
研
究
を

進
め
て
き
た
。約
6
年
に
及
ぶ
研
究
を
経
て
、

よ
う
や
く
公
的
な
統
計
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。逆
に
言
う
と
、

こ
う
し
た
デ
ー
タ
を
統
計
と
し
て
活
用
す
る

に
は
、
そ
の
方
法
を
検
討
す
る
た
め
の
研
究

や
検
証
に
、
そ
れ
だ
け
の
時
間
が
必
要
に
な

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
に
つ
い
て
、
全
体
像
を
改
め
て
整
理

す
る
。
従
来
は
「
属
性
・
旅
行
内
容
」「
旅
行

回
数
・
旅
行
先
」
を
す
べ
て
電
話
調
査

（
N
V
S
）
か
ら
把
握
し
て
い
た
。
こ
れ
を
、

訪
問
等
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
切
り

替
え
、「
属
性
・
旅
行
内
容
」
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
調
査
か
ら
把
握
し
つ
つ
、「
旅
行

回
数
・
旅
行
先
」
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
ソ
ー

ス
を
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
に
置
き
換
え
、
更
に

の
協
力
率
が
低
下
し
た
こ
と
で
、
調
査
コ
ス

ト
が
上
昇
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
の

代
表
性
と
い
う
点
で
は
、
高
所
得
者
の
ほ
う

が
調
査
へ
の
協
力
率
が
高
い
傾
向
に
あ
る
た

め
、
サ
ン
プ
ル
が
高
所
得
者
層
に
偏
る
な
ど

の
影
響
が
み
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
、
コ
ス

ト
増
加
と
デ
ー
タ
品
質
の
低
下
に
対
応
す
る

た
め
、
新
た
な
調
査
方
法
と
し
て
、
訪
問
や

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
方
式
を

採
用
し
た
。
こ
の
調
査
方
法
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
国
勢
調
査
で
採
用
さ
れ
て
い
る
調

査
方
法
と
同
じ
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の
質
と
い

う
点
で
は
、
最
良
の
方
法
を
採
用
し
た
と
言

え
る
。　

調
査
方
法
の
変
更
に
よ
り
、
サ
ン
プ
ル
サ

イ
ズ
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
現
行

の
N
V
S
は
年
間
約
12
万
サ
ン
プ
ル
だ
が
、

新
し
い
調
査
で
は
年
間
約
3
万
サ
ン
プ
ル
と

な
る
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
変
化
の
ポ
イ
ン

ト
③
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。

　

H
elix 

ペ
ル
ソ
ナ
と
は
、R

o
y M
o
rgan

社
が
開
発
し
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
を
54

の
セ
グ
メ
ン
ト
（
ペ
ル
ソ
ナ
）
に
分
類
し
た

デ
ー
タ
で
あ
る
　3）（
図
3
）。
性
・
年
代
、
居

住
地
、
職
業
、
年
収
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
デ

モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
（
人
口
統
計
学
的
）
な
属

性
に
加
え
て
、
態
度
、
価
値
観
、
行
動
な
ど

の
サ
イ
コ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク（
心
理
統
計
学
的
）

な
属
性
を
も
と
に
セ
グ
メ
ン
ト
を
分
け
る
こ

と
で
、
よ
り
正
確
に
消
費
者
行
動
の
説
明
や

予
測
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
業
界
を
中
心
に
、
様
々
な

業
界
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。
メ
イ
ン
の
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
は
、R

o
y 

M
o
rgan

社
の
独
自
調
査
で
あ
るS

in
gle 

S
ource

調
査
　4）

で
あ
る
。S

ingle S
ource

調
査
は
、
年
間 

5
万
人
以
上
に
対
す
る
対

面
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
態
度
、
メ
デ
ィ
ア
消
費
習
慣
、
ブ
ラ
ン

ド
や
製
品
の
使
用
、
購
入
意
向
、
小
売
店
へ

の
訪
問
、サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
好
み
、

家
計
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
余
暇
活
動
な

ど
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。

　
2
0
2
5
年
か
ら
始
ま
る
T
R
A
の
新
し

い
調
査
「H

o
u
seh
o
ld
 S
u
rvey

」
はR

o
y 

M
o
rgan

社
が
実
施
を
担
い
、
そ
の
中
に

S
ingle S

ource

調
査
を
取
り
込
む
こ
と
で
、

国
内
旅
行
に
関
す
る
観
光
統
計
とH

elix

ペ

ル
ソ
ナ
を
統
合
し
た
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば

観
光
地
単
位
で
、
ど
の
ペ
ル
ソ
ナ
が
ど
の
程

度
来
訪
し
て
い
る
の
か
が
分
か
り
、
ペ
ル
ソ

ナ
を
通
じ
て
、
客
層
に
関
す
る
解
像
度
が
大

き
く
向
上
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
各
ペ

ル
ソ
ナ
に
ど
の
よ
う
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施

策
を
実
施
す
べ
き
か
が
、
明
確
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
観
光
統
計
と
接
続
さ
れ
たH

elix 

ペ
ル
ソ

ナ
の
結
果
が
、
今
後
、
誰
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ
る
か
は
ま
だ
不
明

で
あ
る
。
引
き
続
き
、
動
き
を
注
視
し
た
い
。

　
2
0
2
5
年
か
ら
は
、
旅
行
回
数
や
旅
行

先
に
関
す
る
情
報
が
、
従
来
ま
で
の
N
V
S

の
調
査
デ
ー
タ
か
ら
、モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ（
携

帯
電
話
の
位
置
情
報
デ
ー
タ
）
に
置
き
換
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
と

は
、
具
体
的
に
は
携
帯
電
話
の
基
地
局
デ
ー

タ
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
は
ド
コ
モ
･
イ

ン
サ
イ
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
社
が
「
モ
バ
イ

ル
空
間
統
計
」
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。
旅

行
回
数
や
旅
行
先
を
質
問
紙
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
把
握
す
る
手
法
は
、
観
光

統
計
で
は
最
も
一
般
的
な
方
法
で
あ
る
が
、

記
憶
に
頼
る
こ
と
に
よ
る
曖
昧
さ
を
排
除
で

き
な
い
こ
と
や
、
詳
細
な
移
動
経
路
ま
で
は

は
じ
め
に

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
主
に
国
や
自
治
体
の

観
光
統
計
に
関
わ
る
業
務
を
経
験
し
て
き

た
。
解
決
す
べ
き
課
題
は
数
多
く
あ
る
が
、

海
外
の
観
光
統
計
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
れ

ら
を
改
善
す
る
た
め
の
試
み
が
い
く
つ
も
行

わ
れ
て
い
る
。
特
に
先
進
的
な
取
り
組
み
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
る
国
に
つ
い
て
は
常
に

注
視
を
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
そ

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
近
年
、
国
の
観
光
戦
略

に
お
け
る
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
新
し
い
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
特
に
、
国
内

旅
行
に
関
す
る
統
計
は
大
き
な
変
革
が
進
ん

で
お
り
、今
後
、調
査
体
系
か
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
さ
れ
る
内
容
ま
で
、
従
来
と
は
大
き
く
異

な
る
も
の
に
変
貌
す
る
。
本
稿
で
は
そ
の
概

要
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

In
d
u
stry D

ata an
d
 

E
xpert A

n
alysis 

W
orkin

g G
rou
p

（ID
E
A

）

　
ま
ず
は
、
観
光
統
計
の
改
良
が
、
国
の
観

光
政
策
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に

な
っ
て
い
る
の
か
を
整
理
す
る
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
、
約
10
年
毎
に
政
府
の
長
期
的

な
観
光
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
現
在
進
行

し
て
い
る
の
は
2
0
2
2
年
か
ら
2
0
3
0

年
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「T

H
R
IV
E
 

2030

」　1）
で
あ
る
。こ
の
計
画
で
は
、7
つ
の

戦
略
の
柱
（S

trategy P
riorities

）（
表
1
）

が
設
定
さ
れ
て
お
り
、そ
の
ひ
と
つ
に
観
光
統

計
や
デ
ー
タ
に
関
す
る
「Im

p
ro
ve d

ata 

an
d
 in
sigh
ts

」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
中
で
は
、
観
光
政
策
の
成
果
指
標
に
つ
い

て
、
即
時
性
や
質
の
面
で
デ
ー
タ
利
用
者
の

満
足
度
向
上
を
図
る
こ
と
や
、
既
存
の
統
計

調
査
の
改
良
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
や
リ
ア

ル
タ
イ
ム
化
、
包
括
的
な
観
光
指
標
セ
ッ
ト

の
開
発
な
ど
を
行
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て

こ
れ
ら
を
推
進
す
る
た
め
に
、Industry 

D
ata an

d E
xpert A

n
alysis W

orkin
g 

G
roup

（
以
下
、I
D
E
A
）と
い
う
委
員
会
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
I
D
E
A
は
、「
観
光
セ
ク
タ
ー
に
と
っ

て
効
果
的
な
デ
ー
タ
を
迅
速
に
提
供
す
る
た

め
の
方
法
を
検
討
す
る
委
員
会
」
と
さ
れ
て

い
る
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、
観
光
に
関
す
る
国

の
研
究
機
関
で
あ
るT

ourism
 R
esearch 

A
u
stralia

や
政
府
統
計
局
、
学
識
経
験
者
、

政
府
観
光
局
、
観
光
事
業
者
の
デ
ー
タ
／
リ

サ
ー
チ
担
当
者
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

2
0
2
2
年
か
ら
2
0
2
3
年
に
か
け
て
議

論
が
行
わ
れ
、2
0
2
3
年
10
月
に
提
言
書
　2）

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
I
D
E
A
で
は
、

観
光
統
計
や
観
光
指
標
に
関
す
る
6
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
が
（
表
2
）、
本
稿
で
紹
介
す
る
国
内
旅

行
に
関
す
る
統
計
の
改
善
に
は
、
こ
の
う

ち
③H

elix P
erso

n
as

と
⑤M

o
b
ility 

data

が
関
連
し
て
い
る
。③
は
、
民
間
調
査

会
社
の
提
供
し
て
い
るH

elix P
erso

n
as

（
消
費
者
行
動
の
予
測
に
長
け
て
い
る
54
の

ペ
ル
ソ
ナ
）
と
既
存
統
計
と
の
統
合
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、⑤
は
、
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
（
携

帯
電
話
の
位
置
情
報
デ
ー
タ
）
の
既
存
統
計

へ
の
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
し
て
い

る
の
が
、T

ourism
 R
esearch A

ustralia

（
以
下
、
T
R
A
）で
あ
る
。
T
R
A
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
貿
易
投
資
促
進
庁
に
属
す
る
政

府
の
研
究
機
関
で
あ
り
、
国
の
観
光
統
計
を

中
心
と
し
た
各
種
調
査
や
デ
ー
タ
収
集
、

様
々
な
経
済
予
測
と
、
そ
れ
ら
の
公
表
ま
で

を
担
っ
て
い
る
。
今
回
、
筆
者
を
含
む
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
視
察
チ
ー
ム
は
、
首
都
キ
ャ
ン

ベ
ラ
に
あ
る
T
R
A
を
訪
れ
、
こ
れ
か
ら
起

こ
ろ
う
と
し
て
い
る
観
光
統
計
の
変
革
に
つ

い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
者
か
ら
話
を

伺
っ
た
。

国
内
旅
行
に
関
す
る

新
た
な
調
査
体
系

　
ま
ず
、
現
行
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
観
光

統
計
で
あ
る
が
、
日
本
と
同
様
に
、
国
内
旅

行
市
場
と
外
国
人
旅
行
市
場
の
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
、
異
な
る
調
査
を
実
施
す
る
調
査
体

系
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
国
内
旅
行

市
場
に
つ
い
て
は
、
発
地
側
で
あ

る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
に
お
け

る
、
国
内
居
住
者
を
対
象
と
し
た

「N
atio
n
al V
isito

r S
u
rvey

」

（
以
下
、
N
V
S
）
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
観

光
庁
の
実
施
す
る
「
旅
行
・
観
光

消
費
動
向
調
査
」
に
相
当
す
る
。

　
こ
の
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国

内
旅
行
に
関
す
る
調
査
体
系
が

2
0
2
5
年
か
ら
大
き
く
変
わ
る

こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
現
行
の

N
V
S
に
つ
い
て
は
、
調
査
方
法

を
変
更
し
、
訪
問
等
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
と
し
て
、
新
た
に
「H

o
u
seh
o
ld
 

S
u
rvey

」
を
立
ち
上
げ
る
。
こ
の
調
査
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
大
の
調
査
会
社
で
あ
る

R
o
y M
o
rgan

社
が
担
う
体
制
と
な
り
、

調
査
の
中
に
、
回
答
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
態
度
、
消
費
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
把
握
を

す
る
た
め
の
「S

in
gle S

o
u
rce

」
調
査
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
新
た
に
、
後
述
す
る

「H
elix 

ペ
ル
ソ
ナ
」
に
関
す
る
情
報
が
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。さ
ら
に
、

大
手
通
信
会
社
が
提
供
す
る
モ
バ
イ
ル
デ
ー

タ
（
携
帯
電
話
基
地
局
デ
ー
タ
に
よ
る
位
置

情
報
）
を
用
い
る
こ
と
で
、
従
来
の
統
計
で

は
分
析
が
困
難
で
あ
っ
た
、
市
町
村
別
な
ど

の
細
か
い
情
報
ま
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
整
理
す
る
と
、
大
き
な
変
化
の
ポ
イ
ン
ト

は
3
点
あ
る
。
1
点
目
が
電
話
調
査
か
ら
訪

問
等
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
へ
の
変
更
、

2
点
目
がH

elix 

ペ
ル
ソ
ナ
と
の
統
合
、
3

点
目
が
モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
で
あ
る
。

　
現
行
の
N
V
S
（
表
3
）
は
、
前
述
の
と

お
り
日
本
の
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
に

相
当
す
る
が
、
調
査
方
法
や
抽
出
方
法
が
異

な
る
。
調
査
方
法
は
、
N
V
S
が
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
よ
る
電
話
調
査
（
C
A
T
I
）
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調

査
は
郵
送
に
よ
る
自
記
式
の
質
問
紙
調
査
で

あ
る
。
ま
た
サ
ン
プ
ル
の
抽
出
方
法
は
、

N
V
S
が
R
D
D
（R

andom
 D
igit D

ialing

：

無
作
為
に
電
話
番
号
を
作
成
し
て
架
電
）
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
旅
行
・
観
光
消
費
動
向

調
査
は
住
民
基
本
台
帳
か
ら
の
無
作
為
抽
出

で
あ
る
。

　
T
R
A
に
よ
る
と
、
現
行
の
N
V
S
の
大

き
な
課
題
と
し
て
は
、
調
査
へ
の
協
力
率
の

低
下
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
回
答
者
の
行
動

の
変
化
や
、
詐
欺
電
話
や
デ
ー
タ
漏
洩
に
対

す
る
意
識
の
高
ま
り
に
よ
り
、
電
話
調
査
へ
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Expert Analysis Working Group, 
Recommendations Report (2023)
3) Roy Morgan, Helix Personas, 
https://www.roymorgan.com/prod-
ucts-and-tools/helix-personas
4) Roy Morgan, How we collect and 
process Single Source data in 
Australia (2020)
5) 観光庁, 旅行・観光産業の経済効果に関
する調査研究（2022）

ポ
イ
ン
ト
❷ H

elix 

ペ
ル
ソ
ナ
と
の
統
合

ポ
イ
ン
ト
❸ 

モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
の
活
用

表 現行のNational Visitor Surveyの概要3

図3：Helixペルソナの例（109：HUMANITARIANS）

調査対象

抽出方法

調査方法

サンプルサイズ

主な調査項目

15歳以上の住民（3か月以上居住）

120,000票／年

属性や以下の旅行内容など
○過去3か月以内の海外旅行
○過去4週間以内の宿泊旅行
○過去7日間以内の日帰り旅行

RDD（Random Digit Dialing）
ランダムな数字により作成された電話番号への架電

CATI（Computer Assisted Telephone Interviewing）
電話によるインタビュー調査

‒❶オーストラリア 観光統計に関する最新の取り組み2
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オ
ースト
ラ
リ
ア
に
お
け
る

文
化
資
源
の

観
光
活
用
の
状
況

2
2

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

後
藤
伸
一

り
、
最
近
、
組
織
内
に
観
光
担
当
も
設
置
し

た
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
観
光
に
対
し
て

前
向
き
な
捉
え
方
で
あ
っ
た
。

　続
い
てA

IA
T
S
IS

職
員
の
方
の
案
内

で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
博
物
館
を
視
察

し
た
。
建
物
はA

sh
to
n
 R
aggatt M

c 

D
ou
gall

の
設
計
で
2
0
0
1
年
に
開
館
。

21
万
点
以
上
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
と

文
化
を
代
表
す
る
収
蔵
品
を
有
し
、
展
示
は

「
先
住
民
族
と
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
の
文
化
」

「
1
7
8
8
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
入
植
者
以

降
の
歴
史
と
文
化
」「
人
間
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
自
然
環
境
の
相
互
作
用
」
の
大
き
く

3
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
単
に
先
住
民
族

に
係
る
収
蔵
品
の
展
示
だ
け
で
は
な
く
、
先

住
民
族
の
山
火
事
を
防
ぐ
た
め
の
方
法
な

ど
、
先
住
民
族
が
持
つ
「
知
識
」
や
織
物
や

絵
画
に
関
わ
る
「
技
術
」
等
の
無
形
文
化
財

の
紹
介
を
丁
寧
に
し
て
い
る
点
は
特
徴
的
で

あ
る
と
感
じ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

文
化
観
光
か
ら

見
え
て
き
た
気
付
き

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
情
勢
・
背
景
に

対
し
て
自
分
自
身
が
認
識
不
足
、
調
査
不
足

で
あ
っ
た
こ
と
は
反
省
点
で
あ
っ
た
。
高
い

ビ
ル
が
立
ち
並
び
現
代
的
な
美
し
い
都
市
を

想
像
し
、
ま
た
、
先
住
民
族
の
描
く
ド
ッ
ト

ペ
イ
ン
ト
の
美
し
さ
に
目
が
奪
わ
れ
、
先
住

民
族
の
立
場
で
考
え
る
歴
史
や
現
在
の
差

別
・
格
差
に
つ
い
て
事
前
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
現
地
を
訪
問
し
、
視

察
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
る
中
で
、
社
会
的
な

背
景
と
観
光
、
或
い
は
文
化
が
強
く
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
に
至
っ
た
。ま
た
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
で
多
文
化
共
生
社
会

に
向
け
試
行
錯
誤
し
て
い
る
途
上
で
あ
る
こ

と
を
、
文
化
観
光
を
起
点
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
極
め
て
良
い

気
付
き
で
あ
っ
た
。
文
化
の
側
面
を
掘
り
下

あ
る
。A

IA
T
S
IS

は
1
9
8
9
年
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
先
住
民
族
と
ト
レ
ス

海
峡
島
民
の
文
化
や
歴
史
、
言
語
、
社
会
に

関
す
る
研
究
を
促
進
、
支
援
す
る
た
め
、

A
IA
T
S
IS

法
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
法
律
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
国
立
機
関
で
あ
る
。主
に
、

研
究
、出
版
、図
書
館
運
営
、文
化
財
の
記
録
・

修
復
・
返
還
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・

実
施
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　職
員
の
方
の
話
を
一
部
紹
介
す
る
と
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

・
現
在
約
3
5
0
名
の
職
員
が
お
り
、
そ
の

内
の
約
1
8
0
名
が
研
究
者
。
研
究
者
を
中

心
に
し
て
約
2
0
0
0
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
先
住
民
族
は
2
0
0
以
上
の
異
な
る
背
景

の
集
団
に
分
か
れ
て
お
り
、
文
化
財
の
修
復

や
記
録
を
実
施
。
こ
れ
ら
は
保
存
継
承
の
観

点
で
重
要
で
あ
る
が
大
変
な
事
業
で
あ
る
。

・
正
し
い
知
識
を
拡
げ
る
た
め
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト

を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。
国
際
交
流
を

推
進
す
る
チ
ー
ム
が
あ
り
、
世
界
の
先
住
民

族
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

・
新
た
に
先
住
民
族
に
特
化
し
た
展
示
施
設

を
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
。
国
立
博
物
館
内

に
あ
る
先
住
民
族
の
展
示
を
大
幅
に
拡
張
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　話
を
聞
く
限
り
で
は
先
住
民
族
に
係
る
取

り
組
み
を
法
律
に
基
づ
き
、
国
の
予
算
を
活

用
し
な
が
ら
積
極
的
に
進
め
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。

　ま
た
、
私
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
文
化
財

（
特
に
無
形
）
の
保
存
と
活
用
の
観
点
か
ら

「
真
正
性
を
考
慮
す
る
と
、
先
住
民
族
を
観

光
資
源
化
す
る
こ
と
は
問
題
な
い
の
か
」
と

投
げ
か
け
た
と
こ
ろ
、「
先
住
民
族
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め
に
は
『
尊
敬
』

『
畏
敬
』
の
念
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
が
重

要
で
、
正
し
い
『
知
識
』
を
拡
げ
る
た
め
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
。
外
部
の
観
光
セ

ク
シ
ョ
ン
と
の
連
携
も
重
要
と
考
え
て
お

芸
員
や
関
係
者

に
よ
っ
て
企
画

さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
展
示

の
説
明
文
が

少
々
被
害
者
視

点
に
寄
っ
て
書

か
れ
て
お
り
、

少
々
違
和
感
が

あ
っ
た
。
し
か

し
、
よ
く
考
え

れ
ば
当
然
の
こ

と
で
あ
る
と
、

我
に
返
る
こ
と

に
な
っ
た
。
先

住
民
族
は
土
地

や
文
化
、
生
活
を
奪
わ
れ
た
側
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
く
非
常
に
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

ロ
ッ
ク
ス 

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
シ
ド
ニ
ー
）

視
察

　ロ
ッ
ク
ス 

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
が

運
営
す
る
2
0
0
5

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

比
較
的
小
さ
な
博
物

館
で
、
歴
史
地
区
で

あ
る
ロ
ッ
ク
ス
に

1
8
4
4
年
に
建
て

ら
れ
た
古
い
建
物
を

活
用
し
て
同
地
区
で

収
集
さ
れ
た
文
化
財

を
展
示
す
る
博
物
館

で
あ
る
。

　特
に
こ
の
ロ
ッ
ク

ス
地
区
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
始
ま
り
の

地
と
も
言
わ
れ
、
植

民
地
化
、
開
拓
、
貿

易
に
よ
り
シ
ド
ニ
ー

の
礎
を
築
い
た
地
域

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
入
植
者
」
の
観
点
で
は
誇
ら
し
い
場
所
で

あ
る
。
一
方
で
、「
先
住
民
族
」
の
観
点
で

は
ど
う
か
と
考
え
る
と
、
土
地
が
奪
わ
れ
、

天
然
痘
に
よ
り
ガ
デ
ィ
ガ
ル
族
の
90
％
が
亡

く
な
っ
た
悲
し
い
歴
史
の
地
、
ま
た
、
白
豪

主
義
が
広
ま
り
先
住
民
族
に
対
し
て
差
別
が

始
ま
っ
た
場
所
と
な
る
。

　受
付
を
務
め
て
い
た
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス

ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
職
員
の
方
の
話
に
よ
る

と
、「
こ
の
差
別
は
現
在
も
続
く
も
の
で
、

根
深
く
大
き
な
社
会
課
題
に
な
っ
て
い
る
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の
博
物

館
は
社
会
の
分
断
や
差
別
を
な
く
し
て
い
く

こ
と
も
目
的
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
ニ
ュ
ー

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
は
「
革
新
的
な
和

解
行
動
計
画
（Innovate R

econciliation 

A
ction P

lan

）」
を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に

基
づ
い
て
若
い
世
代
を
対
象
に
し
た
学
習

ツ
ア
ー
等
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　そ
の
話
か
ら
、
文
化
観
光
の
推
進
は
単

に
歴
史
を
学
び
、
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で

観
光
客
の
満
足
度
が
上
が
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
他
者
の
尊
重
や
差
別
の

解
消
な
ど
社
会
課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ト
レ
ス

海
峡
諸
島
民

研
究
所
（A

IA
T
SIS

）／

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
立
博
物
館
（
キ
ャ
ン
ベ
ラ
）

視
察

　今
回
の
視
察
の
目
的
の
一
つ
が
こ
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ト
レ
ス
海

峡
諸
島
民
研
究
所
（A

IA
T
S
IS

）
の
訪
問
で

は
じ
め
に

　昨
今
、
日
本
に
お
い
て
も
「
文
化
観
光
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
た
よ

う
に
思
え
る
。こ
れ
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
、

観
光
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、

2
0
2
0
年
、
国
が
文
化
観
光
の
推
進
を
目

的
と
し
て
「
文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中
核
と

し
た
地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
の
推
進
に
関

す
る
法
律
（
略
称 

文
化
観
光
推
進
法
）」
を

施
行
し
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
、
私
は
文
化
財
（
特
に
無
形
）
の

保
存
と
活
用
の
観
点
か
ら
観
光
の
役
割
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
状
況
は
喜

ば
し
い
反
面
、
観
光
に
よ
り
文
化
財
の
価
値

が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
か
少
々
心
配
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　今
回
は
、
世
界
の
文
化
観
光
の
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
、
特
に
私
の
研
究
分

野
で
あ
る
無
形
の
文
化
財
と
関
係
が
深
い

「
先
住
民
族
の
文
化
の
保
存
継
承
に
観
光
は

寄
与
し
て
い
る
」
と
い
う
仮
説
に
基
づ
い
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
考
え
方
や
見
せ

方
に
つ
い
て
調
査
・
視
察
を
実
施
し
た
。
そ

の
報
告
を
し
た
い
と
思
う
。

　文
化
観
光
と
は
、
何
か

　ま
ず
、世
界
の
文
化
観
光
の
動
き
に
目
を

向
け
る
と
、2
0
0
1
年
、国
連
世
界
観
光
機

関
がC
ultural H

eritage and T
ourism

 

D
evelep

m
en
t

と
い
う
レ
ポ
ー
ト
の
中
で

「
文
化
と
観
光
は
共
生
関
係
に
あ
る
」
と
し
、

観
光
を
文
化
遺
産
の
保
存
に
活
用
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
示
し
た
。ま
た
、2
0
1
7
年
に

は
第
22
回
国
連
世
界
観
光
機
関
総
会
に
お
い

て
「
訪
問
者
の
主
な
動
機
が
観
光
地
に
お
け

る
有
形
お
よ
び
無
形
の
文
化
的
名
所
／
プ
ロ

ダ
ク
ト
を
学
び
、
発
見
し
、
体
験
し
、
消
費

す
る
形
の
観
光
活
動
」
と
初
め
て
文
化
観
光

の
定
義
が
為
さ
れ
た
。
続
い
て
日
本
で
は
文

化
観
光
推
進
法
に
お
い
て
、文
化
観
光
は「
有

形
又
は
無
形
の
文
化
的
所
産
そ
の
他
の
文
化

に
関
す
る
資
源
（
以
下
「
文
化
資
源
」）
の
観

覧
、
文
化
資
源
に
関
す
る
体
験
活
動
そ
の
他

の
活
動
を
通
じ
て
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
観
光
」
と
位
置

付
け
ら
れ
た
。

　共
通
し
て
文
化
観
光
で
は
単
に
文
化
財
を

見
て
終
わ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
学

び
」「
発
見
」
と
い
う
言
葉
に
表
わ
さ
れ
る
よ

う
に
観
光
客
が
よ
り
観
光
地
の
文
化
を
「
理

解
」
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
連
世
界
観
光
機
関
は
文
化
観
光
に
お
い
て
、

多
く
の
歴
史
的
・
文
化
的
背
景
を
有
す
る
世

界
の
先
住
民
族
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

文
化
観
光

　で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
文
化

観
光
と
は
何
か
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
言
え

ば
、
大
自
然
を
活
か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

や
リ
ゾ
ー
ト
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

歴
史
・
文
化
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
東
ア
ジ
ア

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
較
す
る
と
弱
い
印
象
が

あ
る
。
実
際
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

U
N
E
S
C
O
世
界
遺
産
は
計
20
件
あ
る

が
、
自
然
遺
産
が
12
件
、
複
合
遺
産
が
4
件
、

文
化
遺
産
は
4
件
で
あ
る
。
文
化
関
連
と
し

て
有
名
な
複
合
遺
産
と
し
て
、
ウ
ル
ル
＝
カ

タ
・
ジ
ュ
タ
国
立
公
園
、
文
化
遺
産
と
し
て

は
シ
ド
ニ
ー
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
囚
人
遺
跡
群
な
ど
が
代
表
例
で
あ

る
。
一
方
で
、
日
本
は
文
化
遺
産
が
21
件
、

自
然
遺
産
が
5
件
で
あ
り
、
比
較
す
る
と
そ

の
違
い
が
よ
く
わ
か
る
。

　で
は
、
特
徴
的
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴

史
や
文
化
は
何
か
。
例
え
ば
ド
ッ
ト
ペ
イ
ン

ト
で
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
た
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル

ア
ー
ト
な
ど
は
極
め
て
特
徴
的
な
先
住
民
族

の
文
化
で
あ
る
。
ま
た
、
2
0
1
9
年
に
実

施
さ
れ
た
ア
ナ
ン
グ
族
の
聖
地
、ウ
ル
ル（
エ

ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
）
の
登
山
禁
止
は
記
憶
に
新

し
く
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
も
特
徴
的

な
事
例
で
あ
る
。
加
え
て
も
う
１
点
、
大
英

帝
国
の
流
刑
植
民
地
と
し
て
開
発
・
発
展
し

て
き
た
歴
史
、
そ
の
歴
史
を
色
濃
く
反
映
し

た
都
市
設
計
や
食
文
化
も
特
徴
的
で
あ
る
。

「
先
住
民
族
」「
入
植
」
に
係
る
も
の
、
大
き
く

分
け
て
こ
の
2
つ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文

化
観
光
の
代
表
的
要
素
と
言
え
る
。

先
住
民
族
観
光
に
着
目

　今
回
は
特
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民

族
観
光
に
着
目
し
、
そ
こ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
文
化
観
光
の
見
せ
方
や
考
え
方
に

迫
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
始
め
に
気

に
な
る
点
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
観
光
計

画
に
先
住
民
族
観
光
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
点
で
あ
る
。
確
認
す
る
と
、
2
0
0
9

年
「N

atio
n
al L
o
n
g-T
erm
 T
o
u
rism

 

Strategy

」、2
0
1
1
年「T

ourism
 2020

」、

2
0
2
2
年「T

H
R
IV
E
 2030

」と
過
去
3

件
の
観
光
計
画
に
は
先
住
民
族
観
光
の
記
載

が
あ
り
、
具
体
的
な
政
策
も
記
載
さ
れ
て
い

た
。
例
え
ばT

H
R
IV
E
 2030

の
中
で
「
優

先
事
項
7
：
先
住
民
族
の
体
験
を
含
む
、
ユ

ニ
ー
ク
で
高
品
質
な
商
品
を
育
成
す
る
」
と

い
う
政
策
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
先
住
民
族

観
光
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
一
方
で
、
気
に
な
る
点
と
し
て
は
「
格
差

是
正
に
関
す
る
国
家
合
意
の
関
連
目
標
の
推

進
と
強
化
に
寄
与
す
る
」
と
も
記
載
が
あ
り
、

先
住
民
族
観
光
推
進
の
目
的
に
は
文
化
観
光

の
推
進
の
側
面
と
共
に
、
格
差
是
正
等
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
抱
え
る
社
会
問
題
へ
の
対
策

と
い
う
側
面
も
あ
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
た
。

D
isco
ver

A
b
o
rigin

al
E
xp
erien

ces

　具
体
的
な
事
業
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
政
府
観
光
局
が
取
り
組
むD

iscover 

A
borigin

al E
xperien

ces

を
紹
介
し
た

い
。
こ
の
事
業
は
2
0
1
7
年
に
始
ま
り
、

現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。日
本
の
観
光
庁
、

環
境
省
、
文
化
庁
が
推
進
す
る
旅
行
商
品
等

の
高
付
加
価
値
化
の
推
進
事
業
に
類
似
し
て

お
り
、
先
住
民
族
観
光
に
特
化
し
た
高
付
加

価
値
化
事
業
と
言
え
ば
わ
か
り
や
す
い
か
も

し
れ
な
い
。事
業
の
目
的
は
先
住
民
族
に
と
っ

て
有
意
義
な
雇
用
機
会
を
創
出
し
、
伝
統
的

な
先
住
民
族
の
土
地
に
お
け
る
文
化
の
保
存

と
継
承
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
内
容
は
各
地

の
小
規
模
な
先
住
民
族
観
光
企
業
と
提
携
し
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
高
付
加
価
値
化
し
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　現
在
、
48
社
（
内
29
社
が
先
住
民
族
の
企

業
）
が
参
加
し
、
2
0
0
件
を
超
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
原
則
、
地
域

の
先
住
民
族
が
ガ
イ
ド
を
務
め
、
極
め
て
本

格
的
な
「
学
び
」「
発
見
」「
理
解
」
の
要
素
を

組
み
込
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

3
泊
、
4
泊
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
く
、
単

価
も
高
額
で
あ
る
点
も
特
徴
だ
。

観
光
客
の
訪
問
が

多
い
と
思
わ
れ
る

博
物
館
に
着
目

　今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
視
察
で

D
isco
ver A

b
o
rigin

al E
xp
erien

ces

へ
の
参
加
を
試
み
た
が
、
残
念
な
が
ら
叶
わ

な
か
っ
た
。
理
由
と
し
て
本
格
的
な
も
の
が

多
い
こ
と
、
2
日
間
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

不
定
期
開
催
等
の
条
件
の
縛
り
が
あ
り
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
難
し
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
文
化
観
光
の
起
点

と
な
る
博
物
館
に
着
目
し
た
。
そ
の
中
で
も

比
較
的
観
光
客
の
訪
問
が
多
い
と
思
わ
れ
る

博
物
館
を
訪
問
し
、
見
せ
方
や
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
状
況
を
視
察
す

る
こ
と
に
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
シ
ド
ニ
ー
）

視
察

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

シ
ド
ニ
ー
に
位
置
し
、
1
8
2
7
年
に
設
立

さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
最
も
古
い
博
物

館
で
あ
る
。毎
週
1
回
、1
日
2
回（
20
ド
ル
）、

D
iscover A

boriginal E
xperiences

の
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
開
く
と「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
、
こ
の
博
物
館
が
位
置
す
る
土
地

と
水
域
の
最
初
の
人
々
で
あ
り
、
伝
統
的
な

守
護
者
で
あ
る
ガ
デ
ィ
ガ
ル
族
を
尊
重
し
、

認
識
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
ア
ボ
リ
ジ
ナ

ル
の
長
老
た
ち
に
敬
意
を
表
し
、
彼
ら
の
国

と
の
継
続
的
な
つ
な
が
り
を
認
識
し
ま
す
」

と
先
住
民
族
へ
の
敬
意
が
見
ら
れ
る
。

　実
際
に
訪
問
す
る
と
、
受
付
正
面
奥
に

「F
irst N

ation G
allery

」
と
い
う
先
住
民

族
の
歴
史
文
化
を
紹
介
す
る
展
示
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
、
こ
の
地
の
先
住
民
族
で
あ
る

ガ
デ
ィ
ガ
ル
族
、
そ
の
他
各
地
の
先
住
民

族
の
歴
史
文
化
を
紹
介
し
て
い
る
。
特
徴

的
な
点
は
、
展
示
は
全
て
先
住
民
族
の
学

げ
る
こ
と
は
、
よ
り
深
く
そ
の
国
、
地
域
の

「
今
の
社
会
情
勢
」
や
そ
こ
に
住
む
人
々
の

「
今
の
価
値
観
」
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
る

と
実
感
で
き
た
た
め
で
あ
る
。

　次
に
、ロ
ッ
ク
ス 

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
取
り
組
み
と
し
て
、
社
会
課
題
の

解
決
に
観
光
、
特
に
文
化
観
光
を
活
用
し
て

い
る
点
は
非
常
に
興
味
深
い
と
感
じ
た
。
博

物
館
を
起
点
に「
尊
敬
」「
畏
敬
」の
念
を
持
っ

て
、
先
住
民
族
と
共
に
街
歩
き
等
の
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
化
を
目
指
す
こ
と
は
、
そ
こ
に
関

係
す
る
方
々
の
相
互
理
解
を
深
め
る
効
果
が

あ
る
こ
と
が
１
つ
目
の
利
点
と
し
て
、
挙
げ

ら
れ
る
。
2
つ
目
の
利
点
は
、
参
加
し
た
観

光
客
、
或
い
は
地
域
・
近
隣
住
民
に
そ
の
理

念
や
考
え
方
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
国
勢
調
査
で
先
住
民
族
を

人
口
に
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最
近
の

話
で
あ
る
。
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

は
70
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
約
50
年

を
経
て
2
0
2
3
年
、
国
に
よ
る
「
先
住
民

族
の
声
を
反
映
す
る
た
め
の
組
織
の
設
立
」

の
賛
否
を
問
う
国
民
投
票
が
さ
れ
た
も
の
の

否
決
さ
れ
て
お
り
、
根
深
い
差
別
が
あ
る
と

う
か
が
え
る
。
観
光
を
相
互
理
解
や
そ
の
た

め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
活
用

し
て
い
く
こ
と
は
、昨
今
の
世
界
的
な
格
差
、

貧
困
、
紛
争
な
ど
の
状
況
を
鑑
み
る
と
、
そ

の
解
決
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
可
能
性
を
感
じ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
の
研
究

　今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
視
察
か
ら
文
化

観
光
の
可
能
性
や
そ
の
効
果
が
多
様
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
の
日

本
で
は
文
化
観
光
の
高
付
加
価
値
化
が
進

み
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
向
け
の
商
品
開
発

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
な「
尊
敬
」「
畏
敬
」

の
念
を
大
切
に
し
、
社
会
課
題
解
決
に
寄
与

す
る
た
め
の
文
化
観
光
と
い
う
考
え
方
も
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
た
。
ま
た
、
事
前

に
「
先
住
民
族
の
文
化
の
保
存
継
承
に
観
光

が
寄
与
し
て
い
る
」
と
仮
説
を
立
て
、
そ
の

良
い
ス
パ
イ
ラ
ル
を
想
像
し
て
い
た
が
、
実

際
は
そ
こ
ま
で
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
今
後
は
、
他
の
国
・
地
域
の
文
化
観
光

の
現
状
・
背
景
、
そ
の
取
り
組
み
に
も
着
目

し
、
更
に
文
化
観
光
の
可
能
性
に
つ
い
て
研

究
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

‒❷オーストラリアにおける文化資源の観光活用の状況2
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オ
ースト
ラ
リ
ア
に
お
け
る

文
化
資
源
の

観
光
活
用
の
状
況

2
2

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

後
藤
伸
一

り
、
最
近
、
組
織
内
に
観
光
担
当
も
設
置
し

た
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
観
光
に
対
し
て

前
向
き
な
捉
え
方
で
あ
っ
た
。

　続
い
てA

IA
T
S
IS

職
員
の
方
の
案
内

で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
博
物
館
を
視
察

し
た
。
建
物
はA

sh
to
n
 R
aggatt M

c 

D
ou
gall

の
設
計
で
2
0
0
1
年
に
開
館
。

21
万
点
以
上
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
と

文
化
を
代
表
す
る
収
蔵
品
を
有
し
、
展
示
は

「
先
住
民
族
と
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
の
文
化
」

「
1
7
8
8
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
入
植
者
以

降
の
歴
史
と
文
化
」「
人
間
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
自
然
環
境
の
相
互
作
用
」
の
大
き
く

3
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
単
に
先
住
民
族

に
係
る
収
蔵
品
の
展
示
だ
け
で
は
な
く
、
先

住
民
族
の
山
火
事
を
防
ぐ
た
め
の
方
法
な

ど
、
先
住
民
族
が
持
つ
「
知
識
」
や
織
物
や

絵
画
に
関
わ
る
「
技
術
」
等
の
無
形
文
化
財

の
紹
介
を
丁
寧
に
し
て
い
る
点
は
特
徴
的
で

あ
る
と
感
じ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

文
化
観
光
か
ら

見
え
て
き
た
気
付
き

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
情
勢
・
背
景
に

対
し
て
自
分
自
身
が
認
識
不
足
、
調
査
不
足

で
あ
っ
た
こ
と
は
反
省
点
で
あ
っ
た
。
高
い

ビ
ル
が
立
ち
並
び
現
代
的
な
美
し
い
都
市
を

想
像
し
、
ま
た
、
先
住
民
族
の
描
く
ド
ッ
ト

ペ
イ
ン
ト
の
美
し
さ
に
目
が
奪
わ
れ
、
先
住

民
族
の
立
場
で
考
え
る
歴
史
や
現
在
の
差

別
・
格
差
に
つ
い
て
事
前
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
現
地
を
訪
問
し
、
視

察
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
る
中
で
、
社
会
的
な

背
景
と
観
光
、
或
い
は
文
化
が
強
く
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
に
至
っ
た
。ま
た
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
で
多
文
化
共
生
社
会

に
向
け
試
行
錯
誤
し
て
い
る
途
上
で
あ
る
こ

と
を
、
文
化
観
光
を
起
点
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
極
め
て
良
い

気
付
き
で
あ
っ
た
。
文
化
の
側
面
を
掘
り
下

あ
る
。A

IA
T
S
IS

は
1
9
8
9
年
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
先
住
民
族
と
ト
レ
ス

海
峡
島
民
の
文
化
や
歴
史
、
言
語
、
社
会
に

関
す
る
研
究
を
促
進
、
支
援
す
る
た
め
、

A
IA
T
S
IS

法
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
法
律
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
国
立
機
関
で
あ
る
。主
に
、

研
究
、出
版
、図
書
館
運
営
、文
化
財
の
記
録
・

修
復
・
返
還
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・

実
施
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　職
員
の
方
の
話
を
一
部
紹
介
す
る
と
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

・
現
在
約
3
5
0
名
の
職
員
が
お
り
、
そ
の

内
の
約
1
8
0
名
が
研
究
者
。
研
究
者
を
中

心
に
し
て
約
2
0
0
0
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
先
住
民
族
は
2
0
0
以
上
の
異
な
る
背
景

の
集
団
に
分
か
れ
て
お
り
、
文
化
財
の
修
復

や
記
録
を
実
施
。
こ
れ
ら
は
保
存
継
承
の
観

点
で
重
要
で
あ
る
が
大
変
な
事
業
で
あ
る
。

・
正
し
い
知
識
を
拡
げ
る
た
め
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト

を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。
国
際
交
流
を

推
進
す
る
チ
ー
ム
が
あ
り
、
世
界
の
先
住
民

族
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

・
新
た
に
先
住
民
族
に
特
化
し
た
展
示
施
設

を
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
。
国
立
博
物
館
内

に
あ
る
先
住
民
族
の
展
示
を
大
幅
に
拡
張
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　話
を
聞
く
限
り
で
は
先
住
民
族
に
係
る
取

り
組
み
を
法
律
に
基
づ
き
、
国
の
予
算
を
活

用
し
な
が
ら
積
極
的
に
進
め
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。

　ま
た
、
私
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
文
化
財

（
特
に
無
形
）
の
保
存
と
活
用
の
観
点
か
ら

「
真
正
性
を
考
慮
す
る
と
、
先
住
民
族
を
観

光
資
源
化
す
る
こ
と
は
問
題
な
い
の
か
」
と

投
げ
か
け
た
と
こ
ろ
、「
先
住
民
族
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め
に
は
『
尊
敬
』

『
畏
敬
』
の
念
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
が
重

要
で
、
正
し
い
『
知
識
』
を
拡
げ
る
た
め
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
。
外
部
の
観
光
セ

ク
シ
ョ
ン
と
の
連
携
も
重
要
と
考
え
て
お

芸
員
や
関
係
者

に
よ
っ
て
企
画

さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
展
示

の
説
明
文
が

少
々
被
害
者
視

点
に
寄
っ
て
書

か
れ
て
お
り
、

少
々
違
和
感
が

あ
っ
た
。
し
か

し
、
よ
く
考
え

れ
ば
当
然
の
こ

と
で
あ
る
と
、

我
に
返
る
こ
と

に
な
っ
た
。
先

住
民
族
は
土
地

や
文
化
、
生
活
を
奪
わ
れ
た
側
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
く
非
常
に
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

ロ
ッ
ク
ス 

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
シ
ド
ニ
ー
）

視
察

　ロ
ッ
ク
ス 

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
が

運
営
す
る
2
0
0
5

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

比
較
的
小
さ
な
博
物

館
で
、
歴
史
地
区
で

あ
る
ロ
ッ
ク
ス
に

1
8
4
4
年
に
建
て

ら
れ
た
古
い
建
物
を

活
用
し
て
同
地
区
で

収
集
さ
れ
た
文
化
財

を
展
示
す
る
博
物
館

で
あ
る
。

　特
に
こ
の
ロ
ッ
ク

ス
地
区
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
始
ま
り
の

地
と
も
言
わ
れ
、
植

民
地
化
、
開
拓
、
貿

易
に
よ
り
シ
ド
ニ
ー

の
礎
を
築
い
た
地
域

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
入
植
者
」
の
観
点
で
は
誇
ら
し
い
場
所
で

あ
る
。
一
方
で
、「
先
住
民
族
」
の
観
点
で

は
ど
う
か
と
考
え
る
と
、
土
地
が
奪
わ
れ
、

天
然
痘
に
よ
り
ガ
デ
ィ
ガ
ル
族
の
90
％
が
亡

く
な
っ
た
悲
し
い
歴
史
の
地
、
ま
た
、
白
豪

主
義
が
広
ま
り
先
住
民
族
に
対
し
て
差
別
が

始
ま
っ
た
場
所
と
な
る
。

　受
付
を
務
め
て
い
た
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス

ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
職
員
の
方
の
話
に
よ
る

と
、「
こ
の
差
別
は
現
在
も
続
く
も
の
で
、

根
深
く
大
き
な
社
会
課
題
に
な
っ
て
い
る
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の
博
物

館
は
社
会
の
分
断
や
差
別
を
な
く
し
て
い
く

こ
と
も
目
的
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
ニ
ュ
ー

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
は
「
革
新
的
な
和

解
行
動
計
画
（Innovate R

econciliation 

A
ction P

lan

）」
を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に

基
づ
い
て
若
い
世
代
を
対
象
に
し
た
学
習

ツ
ア
ー
等
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　そ
の
話
か
ら
、
文
化
観
光
の
推
進
は
単

に
歴
史
を
学
び
、
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で

観
光
客
の
満
足
度
が
上
が
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
他
者
の
尊
重
や
差
別
の

解
消
な
ど
社
会
課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ト
レ
ス

海
峡
諸
島
民

研
究
所
（A

IA
T
SIS

）／

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
立
博
物
館
（
キ
ャ
ン
ベ
ラ
）

視
察

　今
回
の
視
察
の
目
的
の
一
つ
が
こ
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ト
レ
ス
海

峡
諸
島
民
研
究
所
（A

IA
T
S
IS

）
の
訪
問
で

は
じ
め
に

　昨
今
、
日
本
に
お
い
て
も
「
文
化
観
光
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
た
よ

う
に
思
え
る
。こ
れ
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
、

観
光
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、

2
0
2
0
年
、
国
が
文
化
観
光
の
推
進
を
目

的
と
し
て
「
文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中
核
と

し
た
地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
の
推
進
に
関

す
る
法
律
（
略
称 

文
化
観
光
推
進
法
）」
を

施
行
し
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
、
私
は
文
化
財
（
特
に
無
形
）
の

保
存
と
活
用
の
観
点
か
ら
観
光
の
役
割
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
状
況
は
喜

ば
し
い
反
面
、
観
光
に
よ
り
文
化
財
の
価
値

が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
か
少
々
心
配
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　今
回
は
、
世
界
の
文
化
観
光
の
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
、
特
に
私
の
研
究
分

野
で
あ
る
無
形
の
文
化
財
と
関
係
が
深
い

「
先
住
民
族
の
文
化
の
保
存
継
承
に
観
光
は

寄
与
し
て
い
る
」
と
い
う
仮
説
に
基
づ
い
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
考
え
方
や
見
せ

方
に
つ
い
て
調
査
・
視
察
を
実
施
し
た
。
そ

の
報
告
を
し
た
い
と
思
う
。

　文
化
観
光
と
は
、
何
か

　ま
ず
、世
界
の
文
化
観
光
の
動
き
に
目
を

向
け
る
と
、2
0
0
1
年
、国
連
世
界
観
光
機

関
がC

ultural H
eritage and T

ourism
 

D
evelep

m
en
t

と
い
う
レ
ポ
ー
ト
の
中
で

「
文
化
と
観
光
は
共
生
関
係
に
あ
る
」
と
し
、

観
光
を
文
化
遺
産
の
保
存
に
活
用
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
示
し
た
。ま
た
、2
0
1
7
年
に

は
第
22
回
国
連
世
界
観
光
機
関
総
会
に
お
い

て
「
訪
問
者
の
主
な
動
機
が
観
光
地
に
お
け

る
有
形
お
よ
び
無
形
の
文
化
的
名
所
／
プ
ロ

ダ
ク
ト
を
学
び
、
発
見
し
、
体
験
し
、
消
費

す
る
形
の
観
光
活
動
」
と
初
め
て
文
化
観
光

の
定
義
が
為
さ
れ
た
。
続
い
て
日
本
で
は
文

化
観
光
推
進
法
に
お
い
て
、文
化
観
光
は「
有

形
又
は
無
形
の
文
化
的
所
産
そ
の
他
の
文
化

に
関
す
る
資
源
（
以
下
「
文
化
資
源
」）
の
観

覧
、
文
化
資
源
に
関
す
る
体
験
活
動
そ
の
他

の
活
動
を
通
じ
て
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
観
光
」
と
位
置

付
け
ら
れ
た
。

　共
通
し
て
文
化
観
光
で
は
単
に
文
化
財
を

見
て
終
わ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
学

び
」「
発
見
」
と
い
う
言
葉
に
表
わ
さ
れ
る
よ

う
に
観
光
客
が
よ
り
観
光
地
の
文
化
を
「
理

解
」
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
連
世
界
観
光
機
関
は
文
化
観
光
に
お
い
て
、

多
く
の
歴
史
的
・
文
化
的
背
景
を
有
す
る
世

界
の
先
住
民
族
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

文
化
観
光

　で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
文
化

観
光
と
は
何
か
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
言
え

ば
、
大
自
然
を
活
か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

や
リ
ゾ
ー
ト
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

歴
史
・
文
化
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
東
ア
ジ
ア

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
較
す
る
と
弱
い
印
象
が

あ
る
。
実
際
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

U
N
E
S
C
O
世
界
遺
産
は
計
20
件
あ
る

が
、
自
然
遺
産
が
12
件
、
複
合
遺
産
が
4
件
、

文
化
遺
産
は
4
件
で
あ
る
。
文
化
関
連
と
し

て
有
名
な
複
合
遺
産
と
し
て
、
ウ
ル
ル
＝
カ

タ
・
ジ
ュ
タ
国
立
公
園
、
文
化
遺
産
と
し
て

は
シ
ド
ニ
ー
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
囚
人
遺
跡
群
な
ど
が
代
表
例
で
あ

る
。
一
方
で
、
日
本
は
文
化
遺
産
が
21
件
、

自
然
遺
産
が
5
件
で
あ
り
、
比
較
す
る
と
そ

の
違
い
が
よ
く
わ
か
る
。

　で
は
、
特
徴
的
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴

史
や
文
化
は
何
か
。
例
え
ば
ド
ッ
ト
ペ
イ
ン

ト
で
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
た
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル

ア
ー
ト
な
ど
は
極
め
て
特
徴
的
な
先
住
民
族

の
文
化
で
あ
る
。
ま
た
、
2
0
1
9
年
に
実

施
さ
れ
た
ア
ナ
ン
グ
族
の
聖
地
、ウ
ル
ル（
エ

ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
）
の
登
山
禁
止
は
記
憶
に
新

し
く
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
も
特
徴
的

な
事
例
で
あ
る
。
加
え
て
も
う
１
点
、
大
英

帝
国
の
流
刑
植
民
地
と
し
て
開
発
・
発
展
し

て
き
た
歴
史
、
そ
の
歴
史
を
色
濃
く
反
映
し

た
都
市
設
計
や
食
文
化
も
特
徴
的
で
あ
る
。

「
先
住
民
族
」「
入
植
」
に
係
る
も
の
、
大
き
く

分
け
て
こ
の
2
つ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文

化
観
光
の
代
表
的
要
素
と
言
え
る
。

先
住
民
族
観
光
に
着
目

　今
回
は
特
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民

族
観
光
に
着
目
し
、
そ
こ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
文
化
観
光
の
見
せ
方
や
考
え
方
に

迫
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
始
め
に
気

に
な
る
点
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
観
光
計

画
に
先
住
民
族
観
光
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
点
で
あ
る
。
確
認
す
る
と
、
2
0
0
9

年
「N

atio
n
al L
o
n
g-T
erm
 T
o
u
rism

 

Strategy

」、2
0
1
1
年「T

ourism
 2020

」、

2
0
2
2
年「T
H
R
IV
E
 2030

」と
過
去
3

件
の
観
光
計
画
に
は
先
住
民
族
観
光
の
記
載

が
あ
り
、
具
体
的
な
政
策
も
記
載
さ
れ
て
い

た
。
例
え
ばT

H
R
IV
E
 2030

の
中
で
「
優

先
事
項
7
：
先
住
民
族
の
体
験
を
含
む
、
ユ

ニ
ー
ク
で
高
品
質
な
商
品
を
育
成
す
る
」
と

い
う
政
策
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
先
住
民
族

観
光
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
一
方
で
、
気
に
な
る
点
と
し
て
は
「
格
差

是
正
に
関
す
る
国
家
合
意
の
関
連
目
標
の
推

進
と
強
化
に
寄
与
す
る
」
と
も
記
載
が
あ
り
、

先
住
民
族
観
光
推
進
の
目
的
に
は
文
化
観
光

の
推
進
の
側
面
と
共
に
、
格
差
是
正
等
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
抱
え
る
社
会
問
題
へ
の
対
策

と
い
う
側
面
も
あ
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
た
。

D
isco
ver

A
b
o
rigin

al
E
xp
erien

ces

　具
体
的
な
事
業
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
政
府
観
光
局
が
取
り
組
むD

iscover 

A
borigin

al E
xperien

ces

を
紹
介
し
た

い
。
こ
の
事
業
は
2
0
1
7
年
に
始
ま
り
、

現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。日
本
の
観
光
庁
、

環
境
省
、
文
化
庁
が
推
進
す
る
旅
行
商
品
等

の
高
付
加
価
値
化
の
推
進
事
業
に
類
似
し
て

お
り
、
先
住
民
族
観
光
に
特
化
し
た
高
付
加

価
値
化
事
業
と
言
え
ば
わ
か
り
や
す
い
か
も

し
れ
な
い
。事
業
の
目
的
は
先
住
民
族
に
と
っ

て
有
意
義
な
雇
用
機
会
を
創
出
し
、
伝
統
的

な
先
住
民
族
の
土
地
に
お
け
る
文
化
の
保
存

と
継
承
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
内
容
は
各
地

の
小
規
模
な
先
住
民
族
観
光
企
業
と
提
携
し
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
高
付
加
価
値
化
し
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　現
在
、
48
社
（
内
29
社
が
先
住
民
族
の
企

業
）
が
参
加
し
、
2
0
0
件
を
超
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
原
則
、
地
域

の
先
住
民
族
が
ガ
イ
ド
を
務
め
、
極
め
て
本

格
的
な
「
学
び
」「
発
見
」「
理
解
」
の
要
素
を

組
み
込
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

3
泊
、
4
泊
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
く
、
単

価
も
高
額
で
あ
る
点
も
特
徴
だ
。

観
光
客
の
訪
問
が

多
い
と
思
わ
れ
る

博
物
館
に
着
目

　今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
視
察
で

D
isco
ver A

b
o
rigin

al E
xp
erien

ces

へ
の
参
加
を
試
み
た
が
、
残
念
な
が
ら
叶
わ

な
か
っ
た
。
理
由
と
し
て
本
格
的
な
も
の
が

多
い
こ
と
、
2
日
間
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

不
定
期
開
催
等
の
条
件
の
縛
り
が
あ
り
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
難
し
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
文
化
観
光
の
起
点

と
な
る
博
物
館
に
着
目
し
た
。
そ
の
中
で
も

比
較
的
観
光
客
の
訪
問
が
多
い
と
思
わ
れ
る

博
物
館
を
訪
問
し
、
見
せ
方
や
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
状
況
を
視
察
す

る
こ
と
に
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
シ
ド
ニ
ー
）

視
察

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

シ
ド
ニ
ー
に
位
置
し
、
1
8
2
7
年
に
設
立

さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
最
も
古
い
博
物

館
で
あ
る
。毎
週
1
回
、1
日
2
回（
20
ド
ル
）、

D
iscover A

boriginal E
xperiences

の
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
開
く
と「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
、
こ
の
博
物
館
が
位
置
す
る
土
地

と
水
域
の
最
初
の
人
々
で
あ
り
、
伝
統
的
な

守
護
者
で
あ
る
ガ
デ
ィ
ガ
ル
族
を
尊
重
し
、

認
識
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
ア
ボ
リ
ジ
ナ

ル
の
長
老
た
ち
に
敬
意
を
表
し
、
彼
ら
の
国

と
の
継
続
的
な
つ
な
が
り
を
認
識
し
ま
す
」

と
先
住
民
族
へ
の
敬
意
が
見
ら
れ
る
。

　実
際
に
訪
問
す
る
と
、
受
付
正
面
奥
に

「F
irst N

ation G
allery

」
と
い
う
先
住
民

族
の
歴
史
文
化
を
紹
介
す
る
展
示
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
、
こ
の
地
の
先
住
民
族
で
あ
る

ガ
デ
ィ
ガ
ル
族
、
そ
の
他
各
地
の
先
住
民

族
の
歴
史
文
化
を
紹
介
し
て
い
る
。
特
徴

的
な
点
は
、
展
示
は
全
て
先
住
民
族
の
学

げ
る
こ
と
は
、
よ
り
深
く
そ
の
国
、
地
域
の

「
今
の
社
会
情
勢
」
や
そ
こ
に
住
む
人
々
の

「
今
の
価
値
観
」
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
る

と
実
感
で
き
た
た
め
で
あ
る
。

　次
に
、ロ
ッ
ク
ス 

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
取
り
組
み
と
し
て
、
社
会
課
題
の

解
決
に
観
光
、
特
に
文
化
観
光
を
活
用
し
て

い
る
点
は
非
常
に
興
味
深
い
と
感
じ
た
。
博

物
館
を
起
点
に「
尊
敬
」「
畏
敬
」の
念
を
持
っ

て
、
先
住
民
族
と
共
に
街
歩
き
等
の
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
化
を
目
指
す
こ
と
は
、
そ
こ
に
関

係
す
る
方
々
の
相
互
理
解
を
深
め
る
効
果
が

あ
る
こ
と
が
１
つ
目
の
利
点
と
し
て
、
挙
げ

ら
れ
る
。
2
つ
目
の
利
点
は
、
参
加
し
た
観

光
客
、
或
い
は
地
域
・
近
隣
住
民
に
そ
の
理

念
や
考
え
方
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
国
勢
調
査
で
先
住
民
族
を

人
口
に
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最
近
の

話
で
あ
る
。
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

は
70
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
約
50
年

を
経
て
2
0
2
3
年
、
国
に
よ
る
「
先
住
民

族
の
声
を
反
映
す
る
た
め
の
組
織
の
設
立
」

の
賛
否
を
問
う
国
民
投
票
が
さ
れ
た
も
の
の

否
決
さ
れ
て
お
り
、
根
深
い
差
別
が
あ
る
と

う
か
が
え
る
。
観
光
を
相
互
理
解
や
そ
の
た

め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
活
用

し
て
い
く
こ
と
は
、昨
今
の
世
界
的
な
格
差
、

貧
困
、
紛
争
な
ど
の
状
況
を
鑑
み
る
と
、
そ

の
解
決
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
可
能
性
を
感
じ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
の
研
究

　今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
視
察
か
ら
文
化

観
光
の
可
能
性
や
そ
の
効
果
が
多
様
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
の
日

本
で
は
文
化
観
光
の
高
付
加
価
値
化
が
進

み
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
向
け
の
商
品
開
発

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
な「
尊
敬
」「
畏
敬
」

の
念
を
大
切
に
し
、
社
会
課
題
解
決
に
寄
与

す
る
た
め
の
文
化
観
光
と
い
う
考
え
方
も
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
た
。
ま
た
、
事
前

に
「
先
住
民
族
の
文
化
の
保
存
継
承
に
観
光

が
寄
与
し
て
い
る
」
と
仮
説
を
立
て
、
そ
の

良
い
ス
パ
イ
ラ
ル
を
想
像
し
て
い
た
が
、
実

際
は
そ
こ
ま
で
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
今
後
は
、
他
の
国
・
地
域
の
文
化
観
光

の
現
状
・
背
景
、
そ
の
取
り
組
み
に
も
着
目

し
、
更
に
文
化
観
光
の
可
能
性
に
つ
い
て
研

究
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

‒❷オーストラリアにおける文化資源の観光活用の状況2
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り
、
最
近
、
組
織
内
に
観
光
担
当
も
設
置
し

た
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
観
光
に
対
し
て

前
向
き
な
捉
え
方
で
あ
っ
た
。

　続
い
てA

IA
T
S
IS

職
員
の
方
の
案
内

で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
博
物
館
を
視
察

し
た
。
建
物
はA

sh
to
n
 R
aggatt M

c 

D
ou
gall

の
設
計
で
2
0
0
1
年
に
開
館
。

21
万
点
以
上
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
と

文
化
を
代
表
す
る
収
蔵
品
を
有
し
、
展
示
は

「
先
住
民
族
と
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
の
文
化
」

「
1
7
8
8
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
入
植
者
以

降
の
歴
史
と
文
化
」「
人
間
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
自
然
環
境
の
相
互
作
用
」
の
大
き
く

3
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
単
に
先
住
民
族

に
係
る
収
蔵
品
の
展
示
だ
け
で
は
な
く
、
先

住
民
族
の
山
火
事
を
防
ぐ
た
め
の
方
法
な

ど
、
先
住
民
族
が
持
つ
「
知
識
」
や
織
物
や

絵
画
に
関
わ
る
「
技
術
」
等
の
無
形
文
化
財

の
紹
介
を
丁
寧
に
し
て
い
る
点
は
特
徴
的
で

あ
る
と
感
じ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

文
化
観
光
か
ら

見
え
て
き
た
気
付
き

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
情
勢
・
背
景
に

対
し
て
自
分
自
身
が
認
識
不
足
、
調
査
不
足

で
あ
っ
た
こ
と
は
反
省
点
で
あ
っ
た
。
高
い

ビ
ル
が
立
ち
並
び
現
代
的
な
美
し
い
都
市
を

想
像
し
、
ま
た
、
先
住
民
族
の
描
く
ド
ッ
ト

ペ
イ
ン
ト
の
美
し
さ
に
目
が
奪
わ
れ
、
先
住

民
族
の
立
場
で
考
え
る
歴
史
や
現
在
の
差

別
・
格
差
に
つ
い
て
事
前
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
現
地
を
訪
問
し
、
視

察
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
る
中
で
、
社
会
的
な

背
景
と
観
光
、
或
い
は
文
化
が
強
く
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
に
至
っ
た
。ま
た
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
で
多
文
化
共
生
社
会

に
向
け
試
行
錯
誤
し
て
い
る
途
上
で
あ
る
こ

と
を
、
文
化
観
光
を
起
点
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
極
め
て
良
い

気
付
き
で
あ
っ
た
。
文
化
の
側
面
を
掘
り
下

あ
る
。A

IA
T
S
IS

は
1
9
8
9
年
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
先
住
民
族
と
ト
レ
ス

海
峡
島
民
の
文
化
や
歴
史
、
言
語
、
社
会
に

関
す
る
研
究
を
促
進
、
支
援
す
る
た
め
、

A
IA
T
S
IS

法
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
法
律
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
国
立
機
関
で
あ
る
。主
に
、

研
究
、出
版
、図
書
館
運
営
、文
化
財
の
記
録
・

修
復
・
返
還
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・

実
施
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　職
員
の
方
の
話
を
一
部
紹
介
す
る
と
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

・
現
在
約
3
5
0
名
の
職
員
が
お
り
、
そ
の

内
の
約
1
8
0
名
が
研
究
者
。
研
究
者
を
中

心
に
し
て
約
2
0
0
0
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
先
住
民
族
は
2
0
0
以
上
の
異
な
る
背
景

の
集
団
に
分
か
れ
て
お
り
、
文
化
財
の
修
復

や
記
録
を
実
施
。
こ
れ
ら
は
保
存
継
承
の
観

点
で
重
要
で
あ
る
が
大
変
な
事
業
で
あ
る
。

・
正
し
い
知
識
を
拡
げ
る
た
め
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト

を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。
国
際
交
流
を

推
進
す
る
チ
ー
ム
が
あ
り
、
世
界
の
先
住
民

族
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

・
新
た
に
先
住
民
族
に
特
化
し
た
展
示
施
設

を
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
。
国
立
博
物
館
内

に
あ
る
先
住
民
族
の
展
示
を
大
幅
に
拡
張
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　話
を
聞
く
限
り
で
は
先
住
民
族
に
係
る
取

り
組
み
を
法
律
に
基
づ
き
、
国
の
予
算
を
活

用
し
な
が
ら
積
極
的
に
進
め
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。

　ま
た
、
私
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
文
化
財

（
特
に
無
形
）
の
保
存
と
活
用
の
観
点
か
ら

「
真
正
性
を
考
慮
す
る
と
、
先
住
民
族
を
観

光
資
源
化
す
る
こ
と
は
問
題
な
い
の
か
」
と

投
げ
か
け
た
と
こ
ろ
、「
先
住
民
族
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め
に
は
『
尊
敬
』

『
畏
敬
』
の
念
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
が
重

要
で
、
正
し
い
『
知
識
』
を
拡
げ
る
た
め
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
。
外
部
の
観
光
セ

ク
シ
ョ
ン
と
の
連
携
も
重
要
と
考
え
て
お

芸
員
や
関
係
者

に
よ
っ
て
企
画

さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
展
示

の
説
明
文
が

少
々
被
害
者
視

点
に
寄
っ
て
書

か
れ
て
お
り
、

少
々
違
和
感
が

あ
っ
た
。
し
か

し
、
よ
く
考
え

れ
ば
当
然
の
こ

と
で
あ
る
と
、

我
に
返
る
こ
と

に
な
っ
た
。
先

住
民
族
は
土
地

や
文
化
、
生
活
を
奪
わ
れ
た
側
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
く
非
常
に
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

ロ
ッ
ク
ス 

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
シ
ド
ニ
ー
）

視
察

　ロ
ッ
ク
ス 

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
が

運
営
す
る
2
0
0
5

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

比
較
的
小
さ
な
博
物

館
で
、
歴
史
地
区
で

あ
る
ロ
ッ
ク
ス
に

1
8
4
4
年
に
建
て

ら
れ
た
古
い
建
物
を

活
用
し
て
同
地
区
で

収
集
さ
れ
た
文
化
財

を
展
示
す
る
博
物
館

で
あ
る
。

　特
に
こ
の
ロ
ッ
ク

ス
地
区
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
始
ま
り
の

地
と
も
言
わ
れ
、
植

民
地
化
、
開
拓
、
貿

易
に
よ
り
シ
ド
ニ
ー

の
礎
を
築
い
た
地
域

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
入
植
者
」
の
観
点
で
は
誇
ら
し
い
場
所
で

あ
る
。
一
方
で
、「
先
住
民
族
」
の
観
点
で

は
ど
う
か
と
考
え
る
と
、
土
地
が
奪
わ
れ
、

天
然
痘
に
よ
り
ガ
デ
ィ
ガ
ル
族
の
90
％
が
亡

く
な
っ
た
悲
し
い
歴
史
の
地
、
ま
た
、
白
豪

主
義
が
広
ま
り
先
住
民
族
に
対
し
て
差
別
が

始
ま
っ
た
場
所
と
な
る
。

　受
付
を
務
め
て
い
た
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス

ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
職
員
の
方
の
話
に
よ
る

と
、「
こ
の
差
別
は
現
在
も
続
く
も
の
で
、

根
深
く
大
き
な
社
会
課
題
に
な
っ
て
い
る
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の
博
物

館
は
社
会
の
分
断
や
差
別
を
な
く
し
て
い
く

こ
と
も
目
的
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
ニ
ュ
ー

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
は
「
革
新
的
な
和

解
行
動
計
画
（Innovate R

econciliation 

A
ction P

lan

）」
を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に

基
づ
い
て
若
い
世
代
を
対
象
に
し
た
学
習

ツ
ア
ー
等
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　そ
の
話
か
ら
、
文
化
観
光
の
推
進
は
単

に
歴
史
を
学
び
、
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で

観
光
客
の
満
足
度
が
上
が
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
他
者
の
尊
重
や
差
別
の

解
消
な
ど
社
会
課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ト
レ
ス

海
峡
諸
島
民

研
究
所
（A

IA
T
SIS

）／

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
立
博
物
館
（
キ
ャ
ン
ベ
ラ
）

視
察

　今
回
の
視
察
の
目
的
の
一
つ
が
こ
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ト
レ
ス
海

峡
諸
島
民
研
究
所
（A

IA
T
S
IS

）
の
訪
問
で

は
じ
め
に

　昨
今
、
日
本
に
お
い
て
も
「
文
化
観
光
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
た
よ

う
に
思
え
る
。こ
れ
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
、

観
光
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、

2
0
2
0
年
、
国
が
文
化
観
光
の
推
進
を
目

的
と
し
て
「
文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中
核
と

し
た
地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
の
推
進
に
関

す
る
法
律
（
略
称 

文
化
観
光
推
進
法
）」
を

施
行
し
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
、
私
は
文
化
財
（
特
に
無
形
）
の

保
存
と
活
用
の
観
点
か
ら
観
光
の
役
割
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
状
況
は
喜

ば
し
い
反
面
、
観
光
に
よ
り
文
化
財
の
価
値

が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
か
少
々
心
配
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　今
回
は
、
世
界
の
文
化
観
光
の
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
、
特
に
私
の
研
究
分

野
で
あ
る
無
形
の
文
化
財
と
関
係
が
深
い

「
先
住
民
族
の
文
化
の
保
存
継
承
に
観
光
は

寄
与
し
て
い
る
」
と
い
う
仮
説
に
基
づ
い
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
考
え
方
や
見
せ

方
に
つ
い
て
調
査
・
視
察
を
実
施
し
た
。
そ

の
報
告
を
し
た
い
と
思
う
。

　文
化
観
光
と
は
、
何
か

　ま
ず
、世
界
の
文
化
観
光
の
動
き
に
目
を

向
け
る
と
、2
0
0
1
年
、国
連
世
界
観
光
機

関
がC

ultural H
eritage and T

ourism
 

D
evelep

m
en
t

と
い
う
レ
ポ
ー
ト
の
中
で

「
文
化
と
観
光
は
共
生
関
係
に
あ
る
」
と
し
、

観
光
を
文
化
遺
産
の
保
存
に
活
用
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
示
し
た
。ま
た
、2
0
1
7
年
に

は
第
22
回
国
連
世
界
観
光
機
関
総
会
に
お
い

て
「
訪
問
者
の
主
な
動
機
が
観
光
地
に
お
け

る
有
形
お
よ
び
無
形
の
文
化
的
名
所
／
プ
ロ

ダ
ク
ト
を
学
び
、
発
見
し
、
体
験
し
、
消
費

す
る
形
の
観
光
活
動
」
と
初
め
て
文
化
観
光

の
定
義
が
為
さ
れ
た
。
続
い
て
日
本
で
は
文

化
観
光
推
進
法
に
お
い
て
、文
化
観
光
は「
有

形
又
は
無
形
の
文
化
的
所
産
そ
の
他
の
文
化

に
関
す
る
資
源
（
以
下
「
文
化
資
源
」）
の
観

覧
、
文
化
資
源
に
関
す
る
体
験
活
動
そ
の
他

の
活
動
を
通
じ
て
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
観
光
」
と
位
置

付
け
ら
れ
た
。

　共
通
し
て
文
化
観
光
で
は
単
に
文
化
財
を

見
て
終
わ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
学

び
」「
発
見
」
と
い
う
言
葉
に
表
わ
さ
れ
る
よ

う
に
観
光
客
が
よ
り
観
光
地
の
文
化
を
「
理

解
」
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
連
世
界
観
光
機
関
は
文
化
観
光
に
お
い
て
、

多
く
の
歴
史
的
・
文
化
的
背
景
を
有
す
る
世

界
の
先
住
民
族
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

文
化
観
光

　で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
文
化

観
光
と
は
何
か
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
言
え

ば
、
大
自
然
を
活
か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

や
リ
ゾ
ー
ト
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

歴
史
・
文
化
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
東
ア
ジ
ア

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
較
す
る
と
弱
い
印
象
が

あ
る
。
実
際
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

U
N
E
S
C
O
世
界
遺
産
は
計
20
件
あ
る

が
、
自
然
遺
産
が
12
件
、
複
合
遺
産
が
4
件
、

文
化
遺
産
は
4
件
で
あ
る
。
文
化
関
連
と
し

て
有
名
な
複
合
遺
産
と
し
て
、
ウ
ル
ル
＝
カ

タ
・
ジ
ュ
タ
国
立
公
園
、
文
化
遺
産
と
し
て

は
シ
ド
ニ
ー
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
囚
人
遺
跡
群
な
ど
が
代
表
例
で
あ

る
。
一
方
で
、
日
本
は
文
化
遺
産
が
21
件
、

自
然
遺
産
が
5
件
で
あ
り
、
比
較
す
る
と
そ

の
違
い
が
よ
く
わ
か
る
。

　で
は
、
特
徴
的
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴

史
や
文
化
は
何
か
。
例
え
ば
ド
ッ
ト
ペ
イ
ン

ト
で
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
た
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル

ア
ー
ト
な
ど
は
極
め
て
特
徴
的
な
先
住
民
族

の
文
化
で
あ
る
。
ま
た
、
2
0
1
9
年
に
実

施
さ
れ
た
ア
ナ
ン
グ
族
の
聖
地
、ウ
ル
ル（
エ

ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
）
の
登
山
禁
止
は
記
憶
に
新

し
く
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
も
特
徴
的

な
事
例
で
あ
る
。
加
え
て
も
う
１
点
、
大
英

帝
国
の
流
刑
植
民
地
と
し
て
開
発
・
発
展
し

て
き
た
歴
史
、
そ
の
歴
史
を
色
濃
く
反
映
し

た
都
市
設
計
や
食
文
化
も
特
徴
的
で
あ
る
。

「
先
住
民
族
」「
入
植
」
に
係
る
も
の
、
大
き
く

分
け
て
こ
の
2
つ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文

化
観
光
の
代
表
的
要
素
と
言
え
る
。

先
住
民
族
観
光
に
着
目

　今
回
は
特
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民

族
観
光
に
着
目
し
、
そ
こ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
文
化
観
光
の
見
せ
方
や
考
え
方
に

迫
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
始
め
に
気

に
な
る
点
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
観
光
計

画
に
先
住
民
族
観
光
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
点
で
あ
る
。
確
認
す
る
と
、
2
0
0
9

年
「N

atio
n
al L
o
n
g-T
erm
 T
o
u
rism

 

Strategy

」、2
0
1
1
年「T

ourism
 2020

」、

2
0
2
2
年「T

H
R
IV
E
 2030

」と
過
去
3

件
の
観
光
計
画
に
は
先
住
民
族
観
光
の
記
載

が
あ
り
、
具
体
的
な
政
策
も
記
載
さ
れ
て
い

た
。
例
え
ばT

H
R
IV
E
 2030

の
中
で
「
優

先
事
項
7
：
先
住
民
族
の
体
験
を
含
む
、
ユ

ニ
ー
ク
で
高
品
質
な
商
品
を
育
成
す
る
」
と

い
う
政
策
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
先
住
民
族

観
光
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
一
方
で
、
気
に
な
る
点
と
し
て
は
「
格
差

是
正
に
関
す
る
国
家
合
意
の
関
連
目
標
の
推

進
と
強
化
に
寄
与
す
る
」
と
も
記
載
が
あ
り
、

先
住
民
族
観
光
推
進
の
目
的
に
は
文
化
観
光

の
推
進
の
側
面
と
共
に
、
格
差
是
正
等
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
抱
え
る
社
会
問
題
へ
の
対
策

と
い
う
側
面
も
あ
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
た
。

D
isco
ver

A
b
o
rigin

al
E
xp
erien

ces

　具
体
的
な
事
業
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
政
府
観
光
局
が
取
り
組
むD

iscover 

A
borigin

al E
xperien

ces

を
紹
介
し
た

い
。
こ
の
事
業
は
2
0
1
7
年
に
始
ま
り
、

現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。日
本
の
観
光
庁
、

環
境
省
、
文
化
庁
が
推
進
す
る
旅
行
商
品
等

の
高
付
加
価
値
化
の
推
進
事
業
に
類
似
し
て

お
り
、
先
住
民
族
観
光
に
特
化
し
た
高
付
加

価
値
化
事
業
と
言
え
ば
わ
か
り
や
す
い
か
も

し
れ
な
い
。事
業
の
目
的
は
先
住
民
族
に
と
っ

て
有
意
義
な
雇
用
機
会
を
創
出
し
、
伝
統
的

な
先
住
民
族
の
土
地
に
お
け
る
文
化
の
保
存

と
継
承
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
内
容
は
各
地

の
小
規
模
な
先
住
民
族
観
光
企
業
と
提
携
し
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
高
付
加
価
値
化
し
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　現
在
、
48
社
（
内
29
社
が
先
住
民
族
の
企

業
）
が
参
加
し
、
2
0
0
件
を
超
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
原
則
、
地
域

の
先
住
民
族
が
ガ
イ
ド
を
務
め
、
極
め
て
本

格
的
な
「
学
び
」「
発
見
」「
理
解
」
の
要
素
を

組
み
込
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

3
泊
、
4
泊
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
く
、
単

価
も
高
額
で
あ
る
点
も
特
徴
だ
。

観
光
客
の
訪
問
が

多
い
と
思
わ
れ
る

博
物
館
に
着
目

　今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
視
察
で

D
isco
ver A

b
o
rigin

al E
xp
erien

ces

へ
の
参
加
を
試
み
た
が
、
残
念
な
が
ら
叶
わ

な
か
っ
た
。
理
由
と
し
て
本
格
的
な
も
の
が

多
い
こ
と
、
2
日
間
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

不
定
期
開
催
等
の
条
件
の
縛
り
が
あ
り
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
難
し
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
文
化
観
光
の
起
点

と
な
る
博
物
館
に
着
目
し
た
。
そ
の
中
で
も

比
較
的
観
光
客
の
訪
問
が
多
い
と
思
わ
れ
る

博
物
館
を
訪
問
し
、
見
せ
方
や
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
状
況
を
視
察
す

る
こ
と
に
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
シ
ド
ニ
ー
）

視
察

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

シ
ド
ニ
ー
に
位
置
し
、
1
8
2
7
年
に
設
立

さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
最
も
古
い
博
物

館
で
あ
る
。毎
週
1
回
、1
日
2
回（
20
ド
ル
）、

D
iscover A

boriginal E
xperiences

の
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
開
く
と「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
、
こ
の
博
物
館
が
位
置
す
る
土
地

と
水
域
の
最
初
の
人
々
で
あ
り
、
伝
統
的
な

守
護
者
で
あ
る
ガ
デ
ィ
ガ
ル
族
を
尊
重
し
、

認
識
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
ア
ボ
リ
ジ
ナ

ル
の
長
老
た
ち
に
敬
意
を
表
し
、
彼
ら
の
国

と
の
継
続
的
な
つ
な
が
り
を
認
識
し
ま
す
」

と
先
住
民
族
へ
の
敬
意
が
見
ら
れ
る
。

　実
際
に
訪
問
す
る
と
、
受
付
正
面
奥
に

「F
irst N

ation G
allery

」
と
い
う
先
住
民

族
の
歴
史
文
化
を
紹
介
す
る
展
示
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
、
こ
の
地
の
先
住
民
族
で
あ
る

ガ
デ
ィ
ガ
ル
族
、
そ
の
他
各
地
の
先
住
民

族
の
歴
史
文
化
を
紹
介
し
て
い
る
。
特
徴

的
な
点
は
、
展
示
は
全
て
先
住
民
族
の
学

写真①：オーストラリアン・ミュージアムのウェブサイトに記載の敬意示す文章

写
真
②
：
展
示
室
入
り
口
の
ガ
デ
ィ
ガ
ル
族
の
首
長

か
ら
の
歓
迎
文

写
真
③
：
革
新
的
な
和
解
行
動
計
画（Innovate R

econciliation A
ction P

lan

）

げ
る
こ
と
は
、
よ
り
深
く
そ
の
国
、
地
域
の

「
今
の
社
会
情
勢
」
や
そ
こ
に
住
む
人
々
の

「
今
の
価
値
観
」
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
る

と
実
感
で
き
た
た
め
で
あ
る
。

　次
に
、ロ
ッ
ク
ス 

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
取
り
組
み
と
し
て
、
社
会
課
題
の

解
決
に
観
光
、
特
に
文
化
観
光
を
活
用
し
て

い
る
点
は
非
常
に
興
味
深
い
と
感
じ
た
。
博

物
館
を
起
点
に「
尊
敬
」「
畏
敬
」の
念
を
持
っ

て
、
先
住
民
族
と
共
に
街
歩
き
等
の
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
化
を
目
指
す
こ
と
は
、
そ
こ
に
関

係
す
る
方
々
の
相
互
理
解
を
深
め
る
効
果
が

あ
る
こ
と
が
１
つ
目
の
利
点
と
し
て
、
挙
げ

ら
れ
る
。
2
つ
目
の
利
点
は
、
参
加
し
た
観

光
客
、
或
い
は
地
域
・
近
隣
住
民
に
そ
の
理

念
や
考
え
方
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
国
勢
調
査
で
先
住
民
族
を

人
口
に
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最
近
の

話
で
あ
る
。
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

は
70
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
約
50
年

を
経
て
2
0
2
3
年
、
国
に
よ
る
「
先
住
民

族
の
声
を
反
映
す
る
た
め
の
組
織
の
設
立
」

の
賛
否
を
問
う
国
民
投
票
が
さ
れ
た
も
の
の

否
決
さ
れ
て
お
り
、
根
深
い
差
別
が
あ
る
と

う
か
が
え
る
。
観
光
を
相
互
理
解
や
そ
の
た

め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
活
用

し
て
い
く
こ
と
は
、昨
今
の
世
界
的
な
格
差
、

貧
困
、
紛
争
な
ど
の
状
況
を
鑑
み
る
と
、
そ

の
解
決
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
可
能
性
を
感
じ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
の
研
究

　今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
視
察
か
ら
文
化

観
光
の
可
能
性
や
そ
の
効
果
が
多
様
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
の
日

本
で
は
文
化
観
光
の
高
付
加
価
値
化
が
進

み
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
向
け
の
商
品
開
発

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
な「
尊
敬
」「
畏
敬
」

の
念
を
大
切
に
し
、
社
会
課
題
解
決
に
寄
与

す
る
た
め
の
文
化
観
光
と
い
う
考
え
方
も
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
た
。
ま
た
、
事
前

に
「
先
住
民
族
の
文
化
の
保
存
継
承
に
観
光

が
寄
与
し
て
い
る
」
と
仮
説
を
立
て
、
そ
の

良
い
ス
パ
イ
ラ
ル
を
想
像
し
て
い
た
が
、
実

際
は
そ
こ
ま
で
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
今
後
は
、
他
の
国
・
地
域
の
文
化
観
光

の
現
状
・
背
景
、
そ
の
取
り
組
み
に
も
着
目

し
、
更
に
文
化
観
光
の
可
能
性
に
つ
い
て
研

究
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

写真④：AIATSISの外観

写真⑤：筆者も購入したオーストラリアの先住民族地図

‒❷オーストラリアにおける文化資源の観光活用の状況2
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三 校



り
、
最
近
、
組
織
内
に
観
光
担
当
も
設
置
し

た
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
観
光
に
対
し
て

前
向
き
な
捉
え
方
で
あ
っ
た
。

　続
い
てA
IA
T
S
IS

職
員
の
方
の
案
内

で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
博
物
館
を
視
察

し
た
。
建
物
はA

sh
to
n
 R
aggatt M

c 

D
ou
gall

の
設
計
で
2
0
0
1
年
に
開
館
。

21
万
点
以
上
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
と

文
化
を
代
表
す
る
収
蔵
品
を
有
し
、
展
示
は

「
先
住
民
族
と
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
の
文
化
」

「
1
7
8
8
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
入
植
者
以

降
の
歴
史
と
文
化
」「
人
間
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
自
然
環
境
の
相
互
作
用
」
の
大
き
く

3
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
単
に
先
住
民
族

に
係
る
収
蔵
品
の
展
示
だ
け
で
は
な
く
、
先

住
民
族
の
山
火
事
を
防
ぐ
た
め
の
方
法
な

ど
、
先
住
民
族
が
持
つ
「
知
識
」
や
織
物
や

絵
画
に
関
わ
る
「
技
術
」
等
の
無
形
文
化
財

の
紹
介
を
丁
寧
に
し
て
い
る
点
は
特
徴
的
で

あ
る
と
感
じ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

文
化
観
光
か
ら

見
え
て
き
た
気
付
き

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
情
勢
・
背
景
に

対
し
て
自
分
自
身
が
認
識
不
足
、
調
査
不
足

で
あ
っ
た
こ
と
は
反
省
点
で
あ
っ
た
。
高
い

ビ
ル
が
立
ち
並
び
現
代
的
な
美
し
い
都
市
を

想
像
し
、
ま
た
、
先
住
民
族
の
描
く
ド
ッ
ト

ペ
イ
ン
ト
の
美
し
さ
に
目
が
奪
わ
れ
、
先
住

民
族
の
立
場
で
考
え
る
歴
史
や
現
在
の
差

別
・
格
差
に
つ
い
て
事
前
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
現
地
を
訪
問
し
、
視

察
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
る
中
で
、
社
会
的
な

背
景
と
観
光
、
或
い
は
文
化
が
強
く
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
に
至
っ
た
。ま
た
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
で
多
文
化
共
生
社
会

に
向
け
試
行
錯
誤
し
て
い
る
途
上
で
あ
る
こ

と
を
、
文
化
観
光
を
起
点
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
極
め
て
良
い

気
付
き
で
あ
っ
た
。
文
化
の
側
面
を
掘
り
下

あ
る
。A

IA
T
S
IS

は
1
9
8
9
年
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
先
住
民
族
と
ト
レ
ス

海
峡
島
民
の
文
化
や
歴
史
、
言
語
、
社
会
に

関
す
る
研
究
を
促
進
、
支
援
す
る
た
め
、

A
IA
T
S
IS

法
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
法
律
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
国
立
機
関
で
あ
る
。主
に
、

研
究
、出
版
、図
書
館
運
営
、文
化
財
の
記
録
・

修
復
・
返
還
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・

実
施
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　職
員
の
方
の
話
を
一
部
紹
介
す
る
と
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

・
現
在
約
3
5
0
名
の
職
員
が
お
り
、
そ
の

内
の
約
1
8
0
名
が
研
究
者
。
研
究
者
を
中

心
に
し
て
約
2
0
0
0
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
先
住
民
族
は
2
0
0
以
上
の
異
な
る
背
景

の
集
団
に
分
か
れ
て
お
り
、
文
化
財
の
修
復

や
記
録
を
実
施
。
こ
れ
ら
は
保
存
継
承
の
観

点
で
重
要
で
あ
る
が
大
変
な
事
業
で
あ
る
。

・
正
し
い
知
識
を
拡
げ
る
た
め
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト

を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。
国
際
交
流
を

推
進
す
る
チ
ー
ム
が
あ
り
、
世
界
の
先
住
民

族
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

・
新
た
に
先
住
民
族
に
特
化
し
た
展
示
施
設

を
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
。
国
立
博
物
館
内

に
あ
る
先
住
民
族
の
展
示
を
大
幅
に
拡
張
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　話
を
聞
く
限
り
で
は
先
住
民
族
に
係
る
取

り
組
み
を
法
律
に
基
づ
き
、
国
の
予
算
を
活

用
し
な
が
ら
積
極
的
に
進
め
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。

　ま
た
、
私
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
文
化
財

（
特
に
無
形
）
の
保
存
と
活
用
の
観
点
か
ら

「
真
正
性
を
考
慮
す
る
と
、
先
住
民
族
を
観

光
資
源
化
す
る
こ
と
は
問
題
な
い
の
か
」
と

投
げ
か
け
た
と
こ
ろ
、「
先
住
民
族
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め
に
は
『
尊
敬
』

『
畏
敬
』
の
念
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
が
重

要
で
、
正
し
い
『
知
識
』
を
拡
げ
る
た
め
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
。
外
部
の
観
光
セ

ク
シ
ョ
ン
と
の
連
携
も
重
要
と
考
え
て
お

芸
員
や
関
係
者

に
よ
っ
て
企
画

さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
展
示

の
説
明
文
が

少
々
被
害
者
視

点
に
寄
っ
て
書

か
れ
て
お
り
、

少
々
違
和
感
が

あ
っ
た
。
し
か

し
、
よ
く
考
え

れ
ば
当
然
の
こ

と
で
あ
る
と
、

我
に
返
る
こ
と

に
な
っ
た
。
先

住
民
族
は
土
地

や
文
化
、
生
活
を
奪
わ
れ
た
側
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
く
非
常
に
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

ロ
ッ
ク
ス 

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
シ
ド
ニ
ー
）

視
察

　ロ
ッ
ク
ス 

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
が

運
営
す
る
2
0
0
5

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

比
較
的
小
さ
な
博
物

館
で
、
歴
史
地
区
で

あ
る
ロ
ッ
ク
ス
に

1
8
4
4
年
に
建
て

ら
れ
た
古
い
建
物
を

活
用
し
て
同
地
区
で

収
集
さ
れ
た
文
化
財

を
展
示
す
る
博
物
館

で
あ
る
。

　特
に
こ
の
ロ
ッ
ク

ス
地
区
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
始
ま
り
の

地
と
も
言
わ
れ
、
植

民
地
化
、
開
拓
、
貿

易
に
よ
り
シ
ド
ニ
ー

の
礎
を
築
い
た
地
域

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
入
植
者
」
の
観
点
で
は
誇
ら
し
い
場
所
で

あ
る
。
一
方
で
、「
先
住
民
族
」
の
観
点
で

は
ど
う
か
と
考
え
る
と
、
土
地
が
奪
わ
れ
、

天
然
痘
に
よ
り
ガ
デ
ィ
ガ
ル
族
の
90
％
が
亡

く
な
っ
た
悲
し
い
歴
史
の
地
、
ま
た
、
白
豪

主
義
が
広
ま
り
先
住
民
族
に
対
し
て
差
別
が

始
ま
っ
た
場
所
と
な
る
。

　受
付
を
務
め
て
い
た
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス

ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
職
員
の
方
の
話
に
よ
る

と
、「
こ
の
差
別
は
現
在
も
続
く
も
の
で
、

根
深
く
大
き
な
社
会
課
題
に
な
っ
て
い
る
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の
博
物

館
は
社
会
の
分
断
や
差
別
を
な
く
し
て
い
く

こ
と
も
目
的
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
ニ
ュ
ー

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
は
「
革
新
的
な
和

解
行
動
計
画
（Innovate R

econciliation 

A
ction P

lan

）」
を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に

基
づ
い
て
若
い
世
代
を
対
象
に
し
た
学
習

ツ
ア
ー
等
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　そ
の
話
か
ら
、
文
化
観
光
の
推
進
は
単

に
歴
史
を
学
び
、
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で

観
光
客
の
満
足
度
が
上
が
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
他
者
の
尊
重
や
差
別
の

解
消
な
ど
社
会
課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ト
レ
ス

海
峡
諸
島
民

研
究
所
（A

IA
T
SIS

）／

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
立
博
物
館
（
キ
ャ
ン
ベ
ラ
）

視
察

　今
回
の
視
察
の
目
的
の
一
つ
が
こ
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ト
レ
ス
海

峡
諸
島
民
研
究
所
（A

IA
T
S
IS

）
の
訪
問
で

は
じ
め
に

　昨
今
、
日
本
に
お
い
て
も
「
文
化
観
光
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
た
よ

う
に
思
え
る
。こ
れ
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
、

観
光
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、

2
0
2
0
年
、
国
が
文
化
観
光
の
推
進
を
目

的
と
し
て
「
文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中
核
と

し
た
地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
の
推
進
に
関

す
る
法
律
（
略
称 

文
化
観
光
推
進
法
）」
を

施
行
し
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
、
私
は
文
化
財
（
特
に
無
形
）
の

保
存
と
活
用
の
観
点
か
ら
観
光
の
役
割
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
状
況
は
喜

ば
し
い
反
面
、
観
光
に
よ
り
文
化
財
の
価
値

が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
か
少
々
心
配
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　今
回
は
、
世
界
の
文
化
観
光
の
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
、
特
に
私
の
研
究
分

野
で
あ
る
無
形
の
文
化
財
と
関
係
が
深
い

「
先
住
民
族
の
文
化
の
保
存
継
承
に
観
光
は

寄
与
し
て
い
る
」
と
い
う
仮
説
に
基
づ
い
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
考
え
方
や
見
せ

方
に
つ
い
て
調
査
・
視
察
を
実
施
し
た
。
そ

の
報
告
を
し
た
い
と
思
う
。

　文
化
観
光
と
は
、
何
か

　ま
ず
、世
界
の
文
化
観
光
の
動
き
に
目
を

向
け
る
と
、2
0
0
1
年
、国
連
世
界
観
光
機

関
がC

ultural H
eritage and T

ourism
 

D
evelep

m
en
t

と
い
う
レ
ポ
ー
ト
の
中
で

「
文
化
と
観
光
は
共
生
関
係
に
あ
る
」
と
し
、

観
光
を
文
化
遺
産
の
保
存
に
活
用
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
示
し
た
。ま
た
、2
0
1
7
年
に

は
第
22
回
国
連
世
界
観
光
機
関
総
会
に
お
い

て
「
訪
問
者
の
主
な
動
機
が
観
光
地
に
お
け

る
有
形
お
よ
び
無
形
の
文
化
的
名
所
／
プ
ロ

ダ
ク
ト
を
学
び
、
発
見
し
、
体
験
し
、
消
費

す
る
形
の
観
光
活
動
」
と
初
め
て
文
化
観
光

の
定
義
が
為
さ
れ
た
。
続
い
て
日
本
で
は
文

化
観
光
推
進
法
に
お
い
て
、文
化
観
光
は「
有

形
又
は
無
形
の
文
化
的
所
産
そ
の
他
の
文
化

に
関
す
る
資
源
（
以
下
「
文
化
資
源
」）
の
観

覧
、
文
化
資
源
に
関
す
る
体
験
活
動
そ
の
他

の
活
動
を
通
じ
て
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
観
光
」
と
位
置

付
け
ら
れ
た
。

　共
通
し
て
文
化
観
光
で
は
単
に
文
化
財
を

見
て
終
わ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
学

び
」「
発
見
」
と
い
う
言
葉
に
表
わ
さ
れ
る
よ

う
に
観
光
客
が
よ
り
観
光
地
の
文
化
を
「
理

解
」
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
連
世
界
観
光
機
関
は
文
化
観
光
に
お
い
て
、

多
く
の
歴
史
的
・
文
化
的
背
景
を
有
す
る
世

界
の
先
住
民
族
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

文
化
観
光

　で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
文
化

観
光
と
は
何
か
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
言
え

ば
、
大
自
然
を
活
か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

や
リ
ゾ
ー
ト
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

歴
史
・
文
化
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
東
ア
ジ
ア

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
較
す
る
と
弱
い
印
象
が

あ
る
。
実
際
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

U
N
E
S
C
O
世
界
遺
産
は
計
20
件
あ
る

が
、
自
然
遺
産
が
12
件
、
複
合
遺
産
が
4
件
、

文
化
遺
産
は
4
件
で
あ
る
。
文
化
関
連
と
し

て
有
名
な
複
合
遺
産
と
し
て
、
ウ
ル
ル
＝
カ

タ
・
ジ
ュ
タ
国
立
公
園
、
文
化
遺
産
と
し
て

は
シ
ド
ニ
ー
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
囚
人
遺
跡
群
な
ど
が
代
表
例
で
あ

る
。
一
方
で
、
日
本
は
文
化
遺
産
が
21
件
、

自
然
遺
産
が
5
件
で
あ
り
、
比
較
す
る
と
そ

の
違
い
が
よ
く
わ
か
る
。

　で
は
、
特
徴
的
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴

史
や
文
化
は
何
か
。
例
え
ば
ド
ッ
ト
ペ
イ
ン

ト
で
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
た
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル

ア
ー
ト
な
ど
は
極
め
て
特
徴
的
な
先
住
民
族

の
文
化
で
あ
る
。
ま
た
、
2
0
1
9
年
に
実

施
さ
れ
た
ア
ナ
ン
グ
族
の
聖
地
、ウ
ル
ル（
エ

ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
）
の
登
山
禁
止
は
記
憶
に
新

し
く
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
も
特
徴
的

な
事
例
で
あ
る
。
加
え
て
も
う
１
点
、
大
英

帝
国
の
流
刑
植
民
地
と
し
て
開
発
・
発
展
し

て
き
た
歴
史
、
そ
の
歴
史
を
色
濃
く
反
映
し

た
都
市
設
計
や
食
文
化
も
特
徴
的
で
あ
る
。

「
先
住
民
族
」「
入
植
」
に
係
る
も
の
、
大
き
く

分
け
て
こ
の
2
つ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文

化
観
光
の
代
表
的
要
素
と
言
え
る
。

先
住
民
族
観
光
に
着
目

　今
回
は
特
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民

族
観
光
に
着
目
し
、
そ
こ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
文
化
観
光
の
見
せ
方
や
考
え
方
に

迫
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
始
め
に
気

に
な
る
点
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
観
光
計

画
に
先
住
民
族
観
光
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
点
で
あ
る
。
確
認
す
る
と
、
2
0
0
9

年
「N

atio
n
al L
o
n
g-T
erm
 T
o
u
rism

 

Strategy

」、2
0
1
1
年「T

ourism
 2020

」、

2
0
2
2
年「T

H
R
IV
E
 2030

」と
過
去
3

件
の
観
光
計
画
に
は
先
住
民
族
観
光
の
記
載

が
あ
り
、
具
体
的
な
政
策
も
記
載
さ
れ
て
い

た
。
例
え
ばT

H
R
IV
E
 2030

の
中
で
「
優

先
事
項
7
：
先
住
民
族
の
体
験
を
含
む
、
ユ

ニ
ー
ク
で
高
品
質
な
商
品
を
育
成
す
る
」
と

い
う
政
策
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
先
住
民
族

観
光
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
一
方
で
、
気
に
な
る
点
と
し
て
は
「
格
差

是
正
に
関
す
る
国
家
合
意
の
関
連
目
標
の
推

進
と
強
化
に
寄
与
す
る
」
と
も
記
載
が
あ
り
、

先
住
民
族
観
光
推
進
の
目
的
に
は
文
化
観
光

の
推
進
の
側
面
と
共
に
、
格
差
是
正
等
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
抱
え
る
社
会
問
題
へ
の
対
策

と
い
う
側
面
も
あ
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
た
。

D
isco
ver

A
b
o
rigin

al
E
xp
erien

ces

　具
体
的
な
事
業
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
政
府
観
光
局
が
取
り
組
むD

iscover 

A
borigin

al E
xperien

ces

を
紹
介
し
た

い
。
こ
の
事
業
は
2
0
1
7
年
に
始
ま
り
、

現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。日
本
の
観
光
庁
、

環
境
省
、
文
化
庁
が
推
進
す
る
旅
行
商
品
等

の
高
付
加
価
値
化
の
推
進
事
業
に
類
似
し
て

お
り
、
先
住
民
族
観
光
に
特
化
し
た
高
付
加

価
値
化
事
業
と
言
え
ば
わ
か
り
や
す
い
か
も

し
れ
な
い
。事
業
の
目
的
は
先
住
民
族
に
と
っ

て
有
意
義
な
雇
用
機
会
を
創
出
し
、
伝
統
的

な
先
住
民
族
の
土
地
に
お
け
る
文
化
の
保
存

と
継
承
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
内
容
は
各
地

の
小
規
模
な
先
住
民
族
観
光
企
業
と
提
携
し
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
高
付
加
価
値
化
し
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　現
在
、
48
社
（
内
29
社
が
先
住
民
族
の
企

業
）
が
参
加
し
、
2
0
0
件
を
超
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
原
則
、
地
域

の
先
住
民
族
が
ガ
イ
ド
を
務
め
、
極
め
て
本

格
的
な
「
学
び
」「
発
見
」「
理
解
」
の
要
素
を

組
み
込
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

3
泊
、
4
泊
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
く
、
単

価
も
高
額
で
あ
る
点
も
特
徴
だ
。

観
光
客
の
訪
問
が

多
い
と
思
わ
れ
る

博
物
館
に
着
目

　今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
視
察
で

D
isco
ver A

b
o
rigin

al E
xp
erien

ces

へ
の
参
加
を
試
み
た
が
、
残
念
な
が
ら
叶
わ

な
か
っ
た
。
理
由
と
し
て
本
格
的
な
も
の
が

多
い
こ
と
、
2
日
間
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

不
定
期
開
催
等
の
条
件
の
縛
り
が
あ
り
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
難
し
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
文
化
観
光
の
起
点

と
な
る
博
物
館
に
着
目
し
た
。
そ
の
中
で
も

比
較
的
観
光
客
の
訪
問
が
多
い
と
思
わ
れ
る

博
物
館
を
訪
問
し
、
見
せ
方
や
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
状
況
を
視
察
す

る
こ
と
に
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
シ
ド
ニ
ー
）

視
察

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

シ
ド
ニ
ー
に
位
置
し
、
1
8
2
7
年
に
設
立

さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
最
も
古
い
博
物

館
で
あ
る
。毎
週
1
回
、1
日
2
回（
20
ド
ル
）、

D
iscover A

boriginal E
xperiences

の
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
開
く
と「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
、
こ
の
博
物
館
が
位
置
す
る
土
地

と
水
域
の
最
初
の
人
々
で
あ
り
、
伝
統
的
な

守
護
者
で
あ
る
ガ
デ
ィ
ガ
ル
族
を
尊
重
し
、

認
識
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
ア
ボ
リ
ジ
ナ

ル
の
長
老
た
ち
に
敬
意
を
表
し
、
彼
ら
の
国

と
の
継
続
的
な
つ
な
が
り
を
認
識
し
ま
す
」

と
先
住
民
族
へ
の
敬
意
が
見
ら
れ
る
。

　実
際
に
訪
問
す
る
と
、
受
付
正
面
奥
に

「F
irst N

ation G
allery

」
と
い
う
先
住
民

族
の
歴
史
文
化
を
紹
介
す
る
展
示
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
、
こ
の
地
の
先
住
民
族
で
あ
る

ガ
デ
ィ
ガ
ル
族
、
そ
の
他
各
地
の
先
住
民

族
の
歴
史
文
化
を
紹
介
し
て
い
る
。
特
徴

的
な
点
は
、
展
示
は
全
て
先
住
民
族
の
学

写真①：オーストラリアン・ミュージアムのウェブサイトに記載の敬意示す文章

写
真
②
：
展
示
室
入
り
口
の
ガ
デ
ィ
ガ
ル
族
の
首
長

か
ら
の
歓
迎
文

写
真
③
：
革
新
的
な
和
解
行
動
計
画（Innovate R

econciliation A
ction P

lan

）

げ
る
こ
と
は
、
よ
り
深
く
そ
の
国
、
地
域
の

「
今
の
社
会
情
勢
」
や
そ
こ
に
住
む
人
々
の

「
今
の
価
値
観
」
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
る

と
実
感
で
き
た
た
め
で
あ
る
。

　次
に
、ロ
ッ
ク
ス 

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
取
り
組
み
と
し
て
、
社
会
課
題
の

解
決
に
観
光
、
特
に
文
化
観
光
を
活
用
し
て

い
る
点
は
非
常
に
興
味
深
い
と
感
じ
た
。
博

物
館
を
起
点
に「
尊
敬
」「
畏
敬
」の
念
を
持
っ

て
、
先
住
民
族
と
共
に
街
歩
き
等
の
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
化
を
目
指
す
こ
と
は
、
そ
こ
に
関

係
す
る
方
々
の
相
互
理
解
を
深
め
る
効
果
が

あ
る
こ
と
が
１
つ
目
の
利
点
と
し
て
、
挙
げ

ら
れ
る
。
2
つ
目
の
利
点
は
、
参
加
し
た
観

光
客
、
或
い
は
地
域
・
近
隣
住
民
に
そ
の
理

念
や
考
え
方
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
国
勢
調
査
で
先
住
民
族
を

人
口
に
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最
近
の

話
で
あ
る
。
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

は
70
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
約
50
年

を
経
て
2
0
2
3
年
、
国
に
よ
る
「
先
住
民

族
の
声
を
反
映
す
る
た
め
の
組
織
の
設
立
」

の
賛
否
を
問
う
国
民
投
票
が
さ
れ
た
も
の
の

否
決
さ
れ
て
お
り
、
根
深
い
差
別
が
あ
る
と

う
か
が
え
る
。
観
光
を
相
互
理
解
や
そ
の
た

め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
活
用

し
て
い
く
こ
と
は
、昨
今
の
世
界
的
な
格
差
、

貧
困
、
紛
争
な
ど
の
状
況
を
鑑
み
る
と
、
そ

の
解
決
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
可
能
性
を
感
じ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
の
研
究

　今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
視
察
か
ら
文
化

観
光
の
可
能
性
や
そ
の
効
果
が
多
様
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
の
日

本
で
は
文
化
観
光
の
高
付
加
価
値
化
が
進

み
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
向
け
の
商
品
開
発

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
な「
尊
敬
」「
畏
敬
」

の
念
を
大
切
に
し
、
社
会
課
題
解
決
に
寄
与

す
る
た
め
の
文
化
観
光
と
い
う
考
え
方
も
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
た
。
ま
た
、
事
前

に
「
先
住
民
族
の
文
化
の
保
存
継
承
に
観
光

が
寄
与
し
て
い
る
」
と
仮
説
を
立
て
、
そ
の

良
い
ス
パ
イ
ラ
ル
を
想
像
し
て
い
た
が
、
実

際
は
そ
こ
ま
で
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
今
後
は
、
他
の
国
・
地
域
の
文
化
観
光

の
現
状
・
背
景
、
そ
の
取
り
組
み
に
も
着
目

し
、
更
に
文
化
観
光
の
可
能
性
に
つ
い
て
研

究
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

写真④：AIATSISの外観

写真⑤：筆者も購入したオーストラリアの先住民族地図
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り
、
最
近
、
組
織
内
に
観
光
担
当
も
設
置
し

た
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
観
光
に
対
し
て

前
向
き
な
捉
え
方
で
あ
っ
た
。

　続
い
てA

IA
T
S
IS

職
員
の
方
の
案
内

で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
博
物
館
を
視
察

し
た
。
建
物
はA

sh
to
n
 R
aggatt M

c 

D
ou
gall

の
設
計
で
2
0
0
1
年
に
開
館
。

21
万
点
以
上
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
と

文
化
を
代
表
す
る
収
蔵
品
を
有
し
、
展
示
は

「
先
住
民
族
と
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
民
の
文
化
」

「
1
7
8
8
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
入
植
者
以

降
の
歴
史
と
文
化
」「
人
間
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
自
然
環
境
の
相
互
作
用
」
の
大
き
く

3
つ
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
単
に
先
住
民
族

に
係
る
収
蔵
品
の
展
示
だ
け
で
は
な
く
、
先

住
民
族
の
山
火
事
を
防
ぐ
た
め
の
方
法
な

ど
、
先
住
民
族
が
持
つ
「
知
識
」
や
織
物
や

絵
画
に
関
わ
る
「
技
術
」
等
の
無
形
文
化
財

の
紹
介
を
丁
寧
に
し
て
い
る
点
は
特
徴
的
で

あ
る
と
感
じ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

文
化
観
光
か
ら

見
え
て
き
た
気
付
き

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
情
勢
・
背
景
に

対
し
て
自
分
自
身
が
認
識
不
足
、
調
査
不
足

で
あ
っ
た
こ
と
は
反
省
点
で
あ
っ
た
。
高
い

ビ
ル
が
立
ち
並
び
現
代
的
な
美
し
い
都
市
を

想
像
し
、
ま
た
、
先
住
民
族
の
描
く
ド
ッ
ト

ペ
イ
ン
ト
の
美
し
さ
に
目
が
奪
わ
れ
、
先
住

民
族
の
立
場
で
考
え
る
歴
史
や
現
在
の
差

別
・
格
差
に
つ
い
て
事
前
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
現
地
を
訪
問
し
、
視

察
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
る
中
で
、
社
会
的
な

背
景
と
観
光
、
或
い
は
文
化
が
強
く
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
に
至
っ
た
。ま
た
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
で
多
文
化
共
生
社
会

に
向
け
試
行
錯
誤
し
て
い
る
途
上
で
あ
る
こ

と
を
、
文
化
観
光
を
起
点
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
極
め
て
良
い

気
付
き
で
あ
っ
た
。
文
化
の
側
面
を
掘
り
下

あ
る
。A

IA
T
S
IS

は
1
9
8
9
年
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
先
住
民
族
と
ト
レ
ス

海
峡
島
民
の
文
化
や
歴
史
、
言
語
、
社
会
に

関
す
る
研
究
を
促
進
、
支
援
す
る
た
め
、

A
IA
T
S
IS

法
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
法
律
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
国
立
機
関
で
あ
る
。主
に
、

研
究
、出
版
、図
書
館
運
営
、文
化
財
の
記
録
・

修
復
・
返
還
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・

実
施
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　職
員
の
方
の
話
を
一
部
紹
介
す
る
と
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

・
現
在
約
3
5
0
名
の
職
員
が
お
り
、
そ
の

内
の
約
1
8
0
名
が
研
究
者
。
研
究
者
を
中

心
に
し
て
約
2
0
0
0
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
先
住
民
族
は
2
0
0
以
上
の
異
な
る
背
景

の
集
団
に
分
か
れ
て
お
り
、
文
化
財
の
修
復

や
記
録
を
実
施
。
こ
れ
ら
は
保
存
継
承
の
観

点
で
重
要
で
あ
る
が
大
変
な
事
業
で
あ
る
。

・
正
し
い
知
識
を
拡
げ
る
た
め
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト

を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。
国
際
交
流
を

推
進
す
る
チ
ー
ム
が
あ
り
、
世
界
の
先
住
民

族
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

・
新
た
に
先
住
民
族
に
特
化
し
た
展
示
施
設

を
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
。
国
立
博
物
館
内

に
あ
る
先
住
民
族
の
展
示
を
大
幅
に
拡
張
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　話
を
聞
く
限
り
で
は
先
住
民
族
に
係
る
取

り
組
み
を
法
律
に
基
づ
き
、
国
の
予
算
を
活

用
し
な
が
ら
積
極
的
に
進
め
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。

　ま
た
、
私
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
文
化
財

（
特
に
無
形
）
の
保
存
と
活
用
の
観
点
か
ら

「
真
正
性
を
考
慮
す
る
と
、
先
住
民
族
を
観

光
資
源
化
す
る
こ
と
は
問
題
な
い
の
か
」
と

投
げ
か
け
た
と
こ
ろ
、「
先
住
民
族
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め
に
は
『
尊
敬
』

『
畏
敬
』
の
念
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
が
重

要
で
、
正
し
い
『
知
識
』
を
拡
げ
る
た
め
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
。
外
部
の
観
光
セ

ク
シ
ョ
ン
と
の
連
携
も
重
要
と
考
え
て
お

芸
員
や
関
係
者

に
よ
っ
て
企
画

さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
展
示

の
説
明
文
が

少
々
被
害
者
視

点
に
寄
っ
て
書

か
れ
て
お
り
、

少
々
違
和
感
が

あ
っ
た
。
し
か

し
、
よ
く
考
え

れ
ば
当
然
の
こ

と
で
あ
る
と
、

我
に
返
る
こ
と

に
な
っ
た
。
先

住
民
族
は
土
地

や
文
化
、
生
活
を
奪
わ
れ
た
側
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
く
非
常
に
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

ロ
ッ
ク
ス 

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
シ
ド
ニ
ー
）

視
察

　ロ
ッ
ク
ス 

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
が

運
営
す
る
2
0
0
5

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

比
較
的
小
さ
な
博
物

館
で
、
歴
史
地
区
で

あ
る
ロ
ッ
ク
ス
に

1
8
4
4
年
に
建
て

ら
れ
た
古
い
建
物
を

活
用
し
て
同
地
区
で

収
集
さ
れ
た
文
化
財

を
展
示
す
る
博
物
館

で
あ
る
。

　特
に
こ
の
ロ
ッ
ク

ス
地
区
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
始
ま
り
の

地
と
も
言
わ
れ
、
植

民
地
化
、
開
拓
、
貿

易
に
よ
り
シ
ド
ニ
ー

の
礎
を
築
い
た
地
域

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
入
植
者
」
の
観
点
で
は
誇
ら
し
い
場
所
で

あ
る
。
一
方
で
、「
先
住
民
族
」
の
観
点
で

は
ど
う
か
と
考
え
る
と
、
土
地
が
奪
わ
れ
、

天
然
痘
に
よ
り
ガ
デ
ィ
ガ
ル
族
の
90
％
が
亡

く
な
っ
た
悲
し
い
歴
史
の
地
、
ま
た
、
白
豪

主
義
が
広
ま
り
先
住
民
族
に
対
し
て
差
別
が

始
ま
っ
た
場
所
と
な
る
。

　受
付
を
務
め
て
い
た
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス

ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
職
員
の
方
の
話
に
よ
る

と
、「
こ
の
差
別
は
現
在
も
続
く
も
の
で
、

根
深
く
大
き
な
社
会
課
題
に
な
っ
て
い
る
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の
博
物

館
は
社
会
の
分
断
や
差
別
を
な
く
し
て
い
く

こ
と
も
目
的
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
ニ
ュ
ー

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
は
「
革
新
的
な
和

解
行
動
計
画
（Innovate R

econciliation 

A
ction P

lan

）」
を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に

基
づ
い
て
若
い
世
代
を
対
象
に
し
た
学
習

ツ
ア
ー
等
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　そ
の
話
か
ら
、
文
化
観
光
の
推
進
は
単

に
歴
史
を
学
び
、
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で

観
光
客
の
満
足
度
が
上
が
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
他
者
の
尊
重
や
差
別
の

解
消
な
ど
社
会
課
題
の
解
決
に
寄
与
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ト
レ
ス

海
峡
諸
島
民

研
究
所
（A

IA
T
SIS

）／

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
立
博
物
館
（
キ
ャ
ン
ベ
ラ
）

視
察

　今
回
の
視
察
の
目
的
の
一
つ
が
こ
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
ト
レ
ス
海

峡
諸
島
民
研
究
所
（A

IA
T
S
IS

）
の
訪
問
で

は
じ
め
に

　昨
今
、
日
本
に
お
い
て
も
「
文
化
観
光
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
た
よ

う
に
思
え
る
。こ
れ
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
、

観
光
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、

2
0
2
0
年
、
国
が
文
化
観
光
の
推
進
を
目

的
と
し
て
「
文
化
観
光
拠
点
施
設
を
中
核
と

し
た
地
域
に
お
け
る
文
化
観
光
の
推
進
に
関

す
る
法
律
（
略
称 

文
化
観
光
推
進
法
）」
を

施
行
し
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
、
私
は
文
化
財
（
特
に
無
形
）
の

保
存
と
活
用
の
観
点
か
ら
観
光
の
役
割
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
状
況
は
喜

ば
し
い
反
面
、
観
光
に
よ
り
文
化
財
の
価
値

が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
か
少
々
心
配
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　今
回
は
、
世
界
の
文
化
観
光
の
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
、
特
に
私
の
研
究
分

野
で
あ
る
無
形
の
文
化
財
と
関
係
が
深
い

「
先
住
民
族
の
文
化
の
保
存
継
承
に
観
光
は

寄
与
し
て
い
る
」
と
い
う
仮
説
に
基
づ
い
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
考
え
方
や
見
せ

方
に
つ
い
て
調
査
・
視
察
を
実
施
し
た
。
そ

の
報
告
を
し
た
い
と
思
う
。

　文
化
観
光
と
は
、
何
か

　ま
ず
、世
界
の
文
化
観
光
の
動
き
に
目
を

向
け
る
と
、2
0
0
1
年
、国
連
世
界
観
光
機

関
がC

ultural H
eritage and T

ourism
 

D
evelep

m
en
t

と
い
う
レ
ポ
ー
ト
の
中
で

「
文
化
と
観
光
は
共
生
関
係
に
あ
る
」
と
し
、

観
光
を
文
化
遺
産
の
保
存
に
活
用
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
示
し
た
。ま
た
、2
0
1
7
年
に

は
第
22
回
国
連
世
界
観
光
機
関
総
会
に
お
い

て
「
訪
問
者
の
主
な
動
機
が
観
光
地
に
お
け

る
有
形
お
よ
び
無
形
の
文
化
的
名
所
／
プ
ロ

ダ
ク
ト
を
学
び
、
発
見
し
、
体
験
し
、
消
費

す
る
形
の
観
光
活
動
」
と
初
め
て
文
化
観
光

の
定
義
が
為
さ
れ
た
。
続
い
て
日
本
で
は
文

化
観
光
推
進
法
に
お
い
て
、文
化
観
光
は「
有

形
又
は
無
形
の
文
化
的
所
産
そ
の
他
の
文
化

に
関
す
る
資
源
（
以
下
「
文
化
資
源
」）
の
観

覧
、
文
化
資
源
に
関
す
る
体
験
活
動
そ
の
他

の
活
動
を
通
じ
て
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
観
光
」
と
位
置

付
け
ら
れ
た
。

　共
通
し
て
文
化
観
光
で
は
単
に
文
化
財
を

見
て
終
わ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、「
学

び
」「
発
見
」
と
い
う
言
葉
に
表
わ
さ
れ
る
よ

う
に
観
光
客
が
よ
り
観
光
地
の
文
化
を
「
理

解
」
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
連
世
界
観
光
機
関
は
文
化
観
光
に
お
い
て
、

多
く
の
歴
史
的
・
文
化
的
背
景
を
有
す
る
世

界
の
先
住
民
族
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

文
化
観
光

　で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
文
化

観
光
と
は
何
か
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
言
え

ば
、
大
自
然
を
活
か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

や
リ
ゾ
ー
ト
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

歴
史
・
文
化
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
東
ア
ジ
ア

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
較
す
る
と
弱
い
印
象
が

あ
る
。
実
際
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

U
N
E
S
C
O
世
界
遺
産
は
計
20
件
あ
る

が
、
自
然
遺
産
が
12
件
、
複
合
遺
産
が
4
件
、

文
化
遺
産
は
4
件
で
あ
る
。
文
化
関
連
と
し

て
有
名
な
複
合
遺
産
と
し
て
、
ウ
ル
ル
＝
カ

タ
・
ジ
ュ
タ
国
立
公
園
、
文
化
遺
産
と
し
て

は
シ
ド
ニ
ー
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
囚
人
遺
跡
群
な
ど
が
代
表
例
で
あ

る
。
一
方
で
、
日
本
は
文
化
遺
産
が
21
件
、

自
然
遺
産
が
5
件
で
あ
り
、
比
較
す
る
と
そ

の
違
い
が
よ
く
わ
か
る
。

　で
は
、
特
徴
的
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴

史
や
文
化
は
何
か
。
例
え
ば
ド
ッ
ト
ペ
イ
ン

ト
で
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
た
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル

ア
ー
ト
な
ど
は
極
め
て
特
徴
的
な
先
住
民
族

の
文
化
で
あ
る
。
ま
た
、
2
0
1
9
年
に
実

施
さ
れ
た
ア
ナ
ン
グ
族
の
聖
地
、ウ
ル
ル（
エ

ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
）
の
登
山
禁
止
は
記
憶
に
新

し
く
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
も
特
徴
的

な
事
例
で
あ
る
。
加
え
て
も
う
１
点
、
大
英

帝
国
の
流
刑
植
民
地
と
し
て
開
発
・
発
展
し

て
き
た
歴
史
、
そ
の
歴
史
を
色
濃
く
反
映
し

た
都
市
設
計
や
食
文
化
も
特
徴
的
で
あ
る
。

「
先
住
民
族
」「
入
植
」
に
係
る
も
の
、
大
き
く

分
け
て
こ
の
2
つ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文

化
観
光
の
代
表
的
要
素
と
言
え
る
。

先
住
民
族
観
光
に
着
目

　今
回
は
特
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民

族
観
光
に
着
目
し
、
そ
こ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
文
化
観
光
の
見
せ
方
や
考
え
方
に

迫
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
始
め
に
気

に
な
る
点
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
観
光
計

画
に
先
住
民
族
観
光
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
点
で
あ
る
。
確
認
す
る
と
、
2
0
0
9

年
「N

atio
n
al L
o
n
g-T
erm
 T
o
u
rism

 

Strategy

」、2
0
1
1
年「T

ourism
 2020

」、

2
0
2
2
年「T

H
R
IV
E
 2030

」と
過
去
3

件
の
観
光
計
画
に
は
先
住
民
族
観
光
の
記
載

が
あ
り
、
具
体
的
な
政
策
も
記
載
さ
れ
て
い

た
。
例
え
ばT

H
R
IV
E
 2030

の
中
で
「
優

先
事
項
7
：
先
住
民
族
の
体
験
を
含
む
、
ユ

ニ
ー
ク
で
高
品
質
な
商
品
を
育
成
す
る
」
と

い
う
政
策
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
先
住
民
族

観
光
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
一
方
で
、
気
に
な
る
点
と
し
て
は
「
格
差

是
正
に
関
す
る
国
家
合
意
の
関
連
目
標
の
推

進
と
強
化
に
寄
与
す
る
」
と
も
記
載
が
あ
り
、

先
住
民
族
観
光
推
進
の
目
的
に
は
文
化
観
光

の
推
進
の
側
面
と
共
に
、
格
差
是
正
等
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
抱
え
る
社
会
問
題
へ
の
対
策

と
い
う
側
面
も
あ
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
た
。

D
isco
ver

A
b
o
rigin

al
E
xp
erien

ces

　具
体
的
な
事
業
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
政
府
観
光
局
が
取
り
組
むD

iscover 

A
borigin

al E
xperien

ces

を
紹
介
し
た

い
。
こ
の
事
業
は
2
0
1
7
年
に
始
ま
り
、

現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。日
本
の
観
光
庁
、

環
境
省
、
文
化
庁
が
推
進
す
る
旅
行
商
品
等

の
高
付
加
価
値
化
の
推
進
事
業
に
類
似
し
て

お
り
、
先
住
民
族
観
光
に
特
化
し
た
高
付
加

価
値
化
事
業
と
言
え
ば
わ
か
り
や
す
い
か
も

し
れ
な
い
。事
業
の
目
的
は
先
住
民
族
に
と
っ

て
有
意
義
な
雇
用
機
会
を
創
出
し
、
伝
統
的

な
先
住
民
族
の
土
地
に
お
け
る
文
化
の
保
存

と
継
承
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
内
容
は
各
地

の
小
規
模
な
先
住
民
族
観
光
企
業
と
提
携
し
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
高
付
加
価
値
化
し
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　現
在
、
48
社
（
内
29
社
が
先
住
民
族
の
企

業
）
が
参
加
し
、
2
0
0
件
を
超
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
原
則
、
地
域

の
先
住
民
族
が
ガ
イ
ド
を
務
め
、
極
め
て
本

格
的
な
「
学
び
」「
発
見
」「
理
解
」
の
要
素
を

組
み
込
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

3
泊
、
4
泊
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
く
、
単

価
も
高
額
で
あ
る
点
も
特
徴
だ
。

観
光
客
の
訪
問
が

多
い
と
思
わ
れ
る

博
物
館
に
着
目

　今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
視
察
で

D
isco
ver A

b
o
rigin

al E
xp
erien

ces

へ
の
参
加
を
試
み
た
が
、
残
念
な
が
ら
叶
わ

な
か
っ
た
。
理
由
と
し
て
本
格
的
な
も
の
が

多
い
こ
と
、
2
日
間
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

不
定
期
開
催
等
の
条
件
の
縛
り
が
あ
り
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
難
し
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
文
化
観
光
の
起
点

と
な
る
博
物
館
に
着
目
し
た
。
そ
の
中
で
も

比
較
的
観
光
客
の
訪
問
が
多
い
と
思
わ
れ
る

博
物
館
を
訪
問
し
、
見
せ
方
や
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
状
況
を
視
察
す

る
こ
と
に
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
シ
ド
ニ
ー
）

視
察

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は

シ
ド
ニ
ー
に
位
置
し
、
1
8
2
7
年
に
設
立

さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
最
も
古
い
博
物

館
で
あ
る
。毎
週
1
回
、1
日
2
回（
20
ド
ル
）、

D
iscover A

boriginal E
xperiences

の
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
し
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
開
く
と「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
、
こ
の
博
物
館
が
位
置
す
る
土
地

と
水
域
の
最
初
の
人
々
で
あ
り
、
伝
統
的
な

守
護
者
で
あ
る
ガ
デ
ィ
ガ
ル
族
を
尊
重
し
、

認
識
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
ア
ボ
リ
ジ
ナ

ル
の
長
老
た
ち
に
敬
意
を
表
し
、
彼
ら
の
国

と
の
継
続
的
な
つ
な
が
り
を
認
識
し
ま
す
」

と
先
住
民
族
へ
の
敬
意
が
見
ら
れ
る
。

　実
際
に
訪
問
す
る
と
、
受
付
正
面
奥
に

「F
irst N

ation G
allery

」
と
い
う
先
住
民

族
の
歴
史
文
化
を
紹
介
す
る
展
示
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
、
こ
の
地
の
先
住
民
族
で
あ
る

ガ
デ
ィ
ガ
ル
族
、
そ
の
他
各
地
の
先
住
民

族
の
歴
史
文
化
を
紹
介
し
て
い
る
。
特
徴

的
な
点
は
、
展
示
は
全
て
先
住
民
族
の
学
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げ
る
こ
と
は
、
よ
り
深
く
そ
の
国
、
地
域
の

「
今
の
社
会
情
勢
」
や
そ
こ
に
住
む
人
々
の

「
今
の
価
値
観
」
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
る

と
実
感
で
き
た
た
め
で
あ
る
。

　次
に
、ロ
ッ
ク
ス 
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
取
り
組
み
と
し
て
、
社
会
課
題
の

解
決
に
観
光
、
特
に
文
化
観
光
を
活
用
し
て

い
る
点
は
非
常
に
興
味
深
い
と
感
じ
た
。
博

物
館
を
起
点
に「
尊
敬
」「
畏
敬
」の
念
を
持
っ

て
、
先
住
民
族
と
共
に
街
歩
き
等
の
観
光
プ

ロ
グ
ラ
ム
化
を
目
指
す
こ
と
は
、
そ
こ
に
関

係
す
る
方
々
の
相
互
理
解
を
深
め
る
効
果
が

あ
る
こ
と
が
１
つ
目
の
利
点
と
し
て
、
挙
げ

ら
れ
る
。
2
つ
目
の
利
点
は
、
参
加
し
た
観

光
客
、
或
い
は
地
域
・
近
隣
住
民
に
そ
の
理

念
や
考
え
方
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
国
勢
調
査
で
先
住
民
族
を

人
口
に
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最
近
の

話
で
あ
る
。
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

は
70
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
約
50
年

を
経
て
2
0
2
3
年
、
国
に
よ
る
「
先
住
民

族
の
声
を
反
映
す
る
た
め
の
組
織
の
設
立
」

の
賛
否
を
問
う
国
民
投
票
が
さ
れ
た
も
の
の

否
決
さ
れ
て
お
り
、
根
深
い
差
別
が
あ
る
と

う
か
が
え
る
。
観
光
を
相
互
理
解
や
そ
の
た

め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
活
用

し
て
い
く
こ
と
は
、昨
今
の
世
界
的
な
格
差
、

貧
困
、
紛
争
な
ど
の
状
況
を
鑑
み
る
と
、
そ

の
解
決
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
可
能
性
を
感
じ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
の
研
究

　今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
視
察
か
ら
文
化

観
光
の
可
能
性
や
そ
の
効
果
が
多
様
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
の
日

本
で
は
文
化
観
光
の
高
付
加
価
値
化
が
進

み
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
向
け
の
商
品
開
発

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
な「
尊
敬
」「
畏
敬
」

の
念
を
大
切
に
し
、
社
会
課
題
解
決
に
寄
与

す
る
た
め
の
文
化
観
光
と
い
う
考
え
方
も
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
た
。
ま
た
、
事
前

に
「
先
住
民
族
の
文
化
の
保
存
継
承
に
観
光

が
寄
与
し
て
い
る
」
と
仮
説
を
立
て
、
そ
の

良
い
ス
パ
イ
ラ
ル
を
想
像
し
て
い
た
が
、
実

際
は
そ
こ
ま
で
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
今
後
は
、
他
の
国
・
地
域
の
文
化
観
光

の
現
状
・
背
景
、
そ
の
取
り
組
み
に
も
着
目

し
、
更
に
文
化
観
光
の
可
能
性
に
つ
い
て
研

究
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

‒❷オーストラリアにおける文化資源の観光活用の状況2
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図 1 クライストチャーチ空港　国別利用者数の推移

出典：Figure.NZより作成　https://figure.nz/chart/s2EzDRRjjMFROwos-oKlQM7ud0wxB1lwH

クライスト
チャー
チ
に
お
け
る

日
本
人
観
光
市
場
の

変
遷
と

観
光
地
と
し
て
の
対
応

2
3

観
光
研
究
部 

研
究
員

岩
野
温
子

入
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
何
か
所
も
見
受
け

ら
れ
た
。
し
か
し
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
マ
ー

ケ
ッ
ト
（
写
真
4
）
な
ど
震
災
後
に
新
し
く

整
備
さ
れ
た
商
業
施
設
や
街
中
の
壁
面

ア
ー
ト
（
写
真
5
）
に
よ
っ
て
、
新
し
い
賑

わ
い
も
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

た
た
め
、
賑
わ
い
の
創
出
が
進
み
始
め
た

と
こ
ろ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
観
光
に
関
す
る
ロ
ー
カ
ル
企
業
の
現
状
に

つ
い
て
は
、
現
地
で
日
本
人
観
光
客
向
け
の

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
伺
っ

た
話
に
よ
る
と
、「
ロ
ー
カ
ル
の
旅
行
関
連
会

社
の
受
動
的
な
体
制
は
変
わ
ら
ず
、
地
震
後

も
大
手
旅
行
会
社
へ
の
依
存
が
続
い
て
お
り
、

自
発
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
で
、
最
新
情
報
の
発
信
が
停
滞

し
て
い
る
」
と
い
う
状
況
の
よ
う
で
あ
る
。

　

O
p
p
erm
an
n

（
1
9
9
7
）　6） 

は
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
初
回
訪
問
者
と
リ

ピ
ー
タ
ー
を
比
較
し
、
初
回
訪
問
者
は
多
様

な
観
光
対
象
を
選
択
し
た
の
に
対
し
、
リ

　
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
旅
行
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
紙
面
に
お
け
る
表
現
も
、
震
災

前
は
「
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
」（
写
真
1
）

と
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
震
災
後
に
は
「
ク

ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
と
そ
の
周
辺
」（
写
真

2
、
3
）
の
よ
う
に
、
周
辺
地
域
も
含
め
た

表
現
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

2
0
2
0
年
代
〜
現
在

　
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
国
際

観
光
は
一
時
停
止
し
た
が
、
旅
行
再
開
後
は

自
然
や
ア
ウ
ト
ド
ア
を
重
視
す
る
観
光
地
と

し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
再
注
目
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
人
観
光
客
の
う
ち
、
若

い
世
代
は
S
N
S
映
え
す
る
ス
ポ
ッ
ト
を
求

め
、
高
齢
者
層
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
旅
行
や

文
化
体
験
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
ど
ち
ら
の
需
要
に
も
応

え
ら
れ
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
観
光
が
重
要
視

さ
れ
る
中
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
エ
コ

　
筆
者
は
か
ね
て
よ
り
観
光
地
の
対
応
と
観

光
客
の
満
足
度
や
再
来
訪
の
関
係
性
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
上

記
の
観
点
に
立
て
ば
、
上
記
の
よ
う
な
外
的

な
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
急
激
な
市
場
変
化
に
対

し
て
、
観
光
地
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
き
た
の
か
（
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
点
で

対
応
が
十
分
で
な
か
っ
た
の
か
）
が
重
要
で

あ
る
。　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
を
事
例
と
し
て
、
市
場
（
特
に
日
本
人
観

光
客
の
市
場
）
の
変
化
に
観
光
地
あ
る
い
は

観
光
産
業
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き

た
の
か
を
見
る
こ
と
で
、
観
光
地
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
向
上
に
お
け
る
実
務
的
な
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

調
査
方
法

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
観
光
市
場
の
動

向
や
そ
れ
に
対
す
る
事
業
者
の
対
応
に
関
す

る
報
告
書
や
報
道
資
料
等
を
収
集
し
、
内
容

を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
上
で
、
現
地
に
赴

い
て
観
光
客
や
事
業
者
が
提
供
す
る
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
状
況
を
目
視
す
る
と
と
も
に
、

現
地
の
ガ
イ
ド
事
業
者
や
大
学
の
研
究
者
と

意
見
交
換
を
行
い
、
文
献
調
査
に
よ
る
情
報

を
補
完
し
た
。

　
各
種
資
料
よ
り
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

を
取
り
巻
く
日
本
人
観
光
市
場
動
向
の
変
遷

は
、
年
代
ご
と
に
下
記
の
よ
う
に
整
理
で
き

る
（T

o
u
rism

 N
ew
 Z
ealan

d

　2） / A
sia 

N
ew
 Z
ealan

d
 F
o
u
n
d
atio
n

　3） / 

ト
ラ

ベ
ル
ボ
イ
ス
　1） 

／ 

航
空
新
聞
社
　4） 

）。

1
9
8
0
年
代
〜

1
9
9
0
年
代

　
多
く
の
日
本
人
観
光
客
が
団
体
旅
行
を
利

用
し
て
訪
れ
て
い
た
。
特
に
、
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
は
南
島
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
、

ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
サ
ウ
ン
ド
や
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ

ク
へ
の
周
遊
の
起
点
と
な
っ
て
い
た
。

2
0
0
0
年
代

　
2
0
0
0
年
代
初
頭
に
成
田
か
ら
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
へ
の
直
行
便
が
運
航
し
た
た

め
、
ア
ク
セ
ス
が
改
善
し
、
多
く
の
日
本
人

観
光
客
が
訪
れ
る
地
域
と
な
っ
た
。
大
聖
堂

広
場
周
辺
に
は
、
ホ
テ
ル
や
土
産
店
・
免
税

店
が
立
ち
並
び
、
街
も
賑
わ
っ
て
い
た
。
ま

た
、
日
本
人
旅
行
者
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
多

様
化
し
、団
体
旅
行
に
代
わ
っ
て
F
I
T（
海

外
個
人
旅
行
）
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
自
由
で
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
旅
行

体
験
を
求
め
、
現
地
で
は
日
帰
り
ツ
ア
ー
も

盛
況
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
日
本
人
観
光
バ
ブ
ル
」
と

現
地
で
言
わ
れ
て
い
た
ほ
ど
賑
わ
っ
て
い
た

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
だ
が
、
2
0
0
8
年

に
起
き
た
世
界
的
な
金
融
危
機
で
あ
る
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
日
本
人
観
光
客
の

海
外
旅
行
需
要
が
減
少
し
、
こ
れ
に
伴
い
、

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
あ
っ
た
旅
行
関
連

会
社
が
次
々
と
閉
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

2
0
1
0
年
代

　
そ
の
後
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

2
0
1
1
年
2
月
22
日
に
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地

震
の
大
き
な
余
波
が
発
生
し
、
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
の
街
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
っ

た
大
聖
堂
の
崩
壊
を
は
じ
め
、
市
街
地
の
ほ

と
ん
ど
が
壊
滅
的
な
状
況
と
な
り
、
日
本
だ

け
で
な
く
世
界
か
ら
の
来
訪
者
が
減
っ
て
し

ま
っ
た
。
地
震
後
、
旅
行
者
数
の
回
復
に
数

年
か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
現

在
も
な
お
修
復
の
終
わ
ら
な
い
大
聖
堂
の
す

が
た
や
市
街
地
の
復
興
の
遅
れ
が
観
光
の
魅

力
を
低
下
さ
せ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
同
年
3
月
11
日
に
は
、
日
本
で
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
、
日
本
人
旅
行
者
の
関
心

が
海
外
旅
行
か
ら
離
れ
た
時
期
と
重
な
っ
た

こ
と
も
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
前
の
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
観
光
関
連
の
ロ
ー
カ
ル

企
業
は
、
日
本
人
向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

や
集
客
を
大
手
旅
行
会
社
に
依
存
し
て
い
た

が
、
旅
行
の
ス
タ
イ
ル
が
団
体
旅
行
か
ら

F
I
T
に
代
替
し
て
い
っ
た
こ
と
も
、
衰
退

し
て
い
っ
た
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
ロ
ー

カ
ル
企
業
が
日
本
市
場
に
向
け
て
主
体
的
に

情
報
発
信
し
た
り
、
集
客
す
る
た
め
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
す
る
機
会
は
限
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
、
現
地
で
日
本
人
向
け
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
る
方
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
以
降
、
旅
行

者
数
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
っ
た
が
、
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
ホ
テ
ル
が
少
な
い
た

め
、
滞
在
先
が
変
化
し
て
い
っ
た
。
テ
カ
ポ

や
ク
イ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
と
い
っ
た
他
地
域
が

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
特
に
テ

カ
ポ
は
宿
泊
施
設
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
星

空
観
光
が
日
本
市
場
で
も
人
気
が
高
ま
っ
た

た
め
、
観
光
客
が
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に

着
く
と
す
ぐ
、
そ
れ
ら
の
他
地
域
へ
流
れ
て

い
っ
た
。

は
じ
め
に

　
今
回
視
察
で
訪
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
、
南
島
観

光
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
か
つ
て
は
日
本
か
ら
の
直
行
便
が

運
航
し
て
い
た
ほ
ど
（
ト
ラ
ベ
ル
ボ
イ
ス

（
2
0
1
4
）　1） 

）、
日
本
人
観
光
客
に
と
っ

て
も
人
気
の
旅
行
先
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

2
0
1
0
年
代
以
降
、
日
本
人
観
光
客
の

減
少
が
続
き
そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
大
幅
に

縮
小
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
（
図
1
）。

　
こ
の
一
義
的
な
要
因
と
し
て
は
2
0
0
7

〜
2
0
0
9
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、

2
0
1
0
〜
2
0
1
1
年
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー

地
震
、
東
日
本
大
震
災
等
が
想
定
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、（
規
模
や
種
類
の
違
い
は

あ
れ
ど
も
）
そ
の
よ
う
な
外
的
な
シ
ョ
ッ
ク

が
突
発
的
に
発
生
す
る
可
能
性
は
ど
の
観
光

地
も
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
事
実

で
あ
る
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
持
続
可
能
な
観
光
へ
の
取
り

組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

考
察　

見
て
き
た
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
の
市
場
（
特
に
日
本
人
観
光
客
の
市
場
）

に
お
い
て
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
地
震
が
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
と
し
て

影
響
し
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き

た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
か
ら
導
か
れ
る
現

時
点
で
の
課
題
と
考
え
う
る
対
応
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

①
賑
わ
い
の
創
出

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
街
は
、
震
災
前

は
、
小
さ
な
路
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

そ
こ
に
は
小
売
店
が
立
ち
並
び
、
賑
わ
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
震
災
に
よ
っ

て
、
多
く
の
古
い
建
物
も
活
気
も
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
。
政
府
の
再
建
計
画
で
あ
る

C
h
ristch

u
rch
 C
en
tra
l R
eco
very 

P
lan

　5） 

で
は
、
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
お
り
、
小
売
店

等
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
る
に
は
難
し
い
状

況
の
よ
う
で
あ
る
が
、
元
の
よ
う
な
小
さ
な

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん

の
小
さ
な
ビ
ジ
ネ
ス
、
ア
ー
ト
、
宝
石
店
、

衣
料
品
店
な
ど
、
観
光
客
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
面
白
く
し
、
そ
の
場
所
に
活
気
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現

状
は
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が
メ
イ
ン
で
そ
れ
が

で
き
な
い
た
め
、活
気
も
な
く
な
り
、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
の
あ
り
方
や
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
で
の
観

光
客
の
体
験
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
現
地
の
大
学
の
研
究
者
か

ら
も
伺
っ
た
。

　
実
際
街
中
を
歩
い
て
み
る
と
、
大
き
な
ス

ペ
ー
ス
を
持
つ
建
物
が
並
び
、
テ
ナ
ン
ト
が

ピ
ー
タ
ー
は
初
回
訪
問
者
よ
り
も
長
期
滞
在

し
、
選
択
さ
れ
た
観
光
対
象
も
限
定
的
で
あ

る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
訪

問
者
の
訪
問
回
数
に
よ
っ
て
求
め
て
い
る
内

容
や
情
報
が
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
る
と

い
え
る
。ま
た
、岡
村
&
福
重（
2
0
0
7
）　7） 

は
、

訪
問
回
数
に
よ
る
観
光
者
の
目
的
の
違
い
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
リ
ピ
ー

タ
ー
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
観
光
者
の
興
味

を
ひ
く
情
報
発
信
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
目
的
に
応
じ
た

現
地
の
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
楽
し
み
方

に
関
す
る
情
報
を
受
け
取
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
航
空
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政

府
観
光
局
の
サ
イ
ト
で
お
す
す
め
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ

ら
の
情
報
に
加
え
て
、
現
地
ガ
イ
ド
だ
け
が

知
る
ス
ポ
ッ
ト
や
S
N
S
映
え
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
の
情
報
が
発
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
南
島
の
玄
関
口

と
し
て
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
に
と
っ
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宿

泊
施
設
が
少
な
く
、
そ
の
多
く
が
再
建
に
携

わ
る
人
々
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

観
光
に
来
て
も
泊
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
た

め
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
滞
在
す
る
期

間
は
短
く
な
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る

（O
rchiston, et al.

（2012

）　8） / R
eserve 

B
ank of N

ew
 Z
ealand.

（2012

）　9） 

）。

　
滞
在
期
間
が
短
く
な
っ
た
の
は
、他
に
も
、

他
地
域
へ
の
観
光
客
流
出
や
初
回
訪
問
者
が

多
い
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
の
滞
在
が
思
い
出
深
い
も
の
に
な
る
よ
う

な
新
し
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
観
光
地
の
復

興
に
は
、
地
域
の
主
体
性
が
重
要
で
あ
り
、

地
元
自
治
体
を
は
じ
め
、
地
域
内
の
組
織
や

住
民
の
協
力
の
も
と
、
例
え
ば
新
た
な
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
よ
り
、
地
域
の
観
光

を
復
活
さ
せ
て
い
る
例
は
多
く
あ
る
。

　
一
方
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
で
は
、
先

に
挙
げ
た
よ
う
に
、
ロ
ー
カ
ル
の
旅
行
関
連

会
社
の
受
動
的
な
体
制
は
変
わ
ら
ず
、
震
災

後
も
大
手
旅
行
会
社
へ
の
依
存
が
続
い
て
お

り
、
自
発
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
で
、
最
新
情
報
の
発
信
が

停
滞
し
て
い
る
。
ま
た
、
街
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
っ
た
大
聖
堂
の
再
建
も
な
か
な
か
進
ん
で

い
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
頼
ら
ず
、
新
し

い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
街
全
体
の
魅

力
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
必
要
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
日
本
人
観
光
市

場
は
、
地
震
や
経
済
変
動
、
旅
行
ト
レ
ン
ド

の
変
化
な
ど
多
く
の
要
因
に
影
響
を
受
け
て

き
た
。
か
つ
て
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
」
と
呼

ば
れ
、
美
し
い
庭
園
や
イ
ギ
リ
ス
風
の
建
築

物
が
並
ぶ
観
光
地
で
あ
っ
た
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
は
、
現
在
、
震
災
を
経
験
し
た
街

の
再
生
と
い
う
視
点
か
ら
、
新
し
い
建
築
や

現
代
的
な
ア
ー
ト
が
注
目
さ
れ
、
こ
れ
は
所

感
で
あ
る
が
、
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お

い
て
も
話
さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
は
震
災
が

起
き
た
ら
復
興
を
目
指
し
が
ち
で
は
あ
る

が
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
よ
う
に
、
街

を
新
た
に
つ
く
り
な
お
し
て
し
ま
う
と
い
う

方
法
も
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
生
ま

れ
変
わ
っ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
街

で
、
観
光
客
が
短
期
的
な
観
光
だ
け
で
は
な

く
、
時
間
を
か
け
て
堪
能
で
き
る
よ
う
な
、

ロ
ー
カ
ル
の
自
然
、
文
化
、
歴
史
を
活
用
し

た
多
面
的
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
滞

在
型
の
旅
行
も
で
き
る
よ
う
な
プ
ラ
ン
の
提

案
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
現
在
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
へ
の
日
本

人
旅
行
者
は
多
く
は
な
い
が
、
旅
先
で
の
満

足
度
と
再
訪
意
向
が
強
い
地
域
で
あ
る
　10） 

。

例
え
ば
、
体
験
を
通
じ
て
地
域
の
人
と
の
交

流
の
機
会
を
設
け
る
よ
う
な
、
時
間
を
か
け

る
滞
在
型
観
光
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
帰
国

し
て
か
ら
も
地
域
情
報
に
敏
感
に
な
っ
た

り
、
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
続
け
た
り
と
、
お

互
い
に
何
か
あ
っ
た
時
は
協
力
し
合
え
る
関

係
を
つ
く
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
地

復
興
に
と
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
岩
永
（
2
0
2
0
）　11） 

は
、

観
光
地
が
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
経
験
を
提
供

し
、
そ
の
後
の
施
策
を
も
通
じ
て
地
域
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
十
分
に
向
上
さ
せ
れ
ば
、

旅
行
者
を
単
に
通
り
過
ぎ
る
旅
人
で
は
な

く
、
地
域
を
支
え
る
主
体
と
な
る
関
係
人
口

に
転
じ
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
示
し
て

い
る
。　

こ
の
よ
う
に
旅
行
後
も
関
係
し
続
け
ら
れ

る
関
係
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、
日

本
の
観
光
地
復
興
に
お
い
て
も
重
要
に
な
る
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入
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
何
か
所
も
見
受
け

ら
れ
た
。
し
か
し
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
マ
ー

ケ
ッ
ト
（
写
真
4
）
な
ど
震
災
後
に
新
し
く

整
備
さ
れ
た
商
業
施
設
や
街
中
の
壁
面

ア
ー
ト
（
写
真
5
）
に
よ
っ
て
、
新
し
い
賑

わ
い
も
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

た
た
め
、
賑
わ
い
の
創
出
が
進
み
始
め
た

と
こ
ろ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
観
光
に
関
す
る
ロ
ー
カ
ル
企
業
の
現
状
に

つ
い
て
は
、
現
地
で
日
本
人
観
光
客
向
け
の

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
伺
っ

た
話
に
よ
る
と
、「
ロ
ー
カ
ル
の
旅
行
関
連
会

社
の
受
動
的
な
体
制
は
変
わ
ら
ず
、
地
震
後

も
大
手
旅
行
会
社
へ
の
依
存
が
続
い
て
お
り
、

自
発
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
で
、
最
新
情
報
の
発
信
が
停
滞

し
て
い
る
」
と
い
う
状
況
の
よ
う
で
あ
る
。

　

O
p
p
erm
an
n

（
1
9
9
7
）　6） 

は
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
初
回
訪
問
者
と
リ

ピ
ー
タ
ー
を
比
較
し
、
初
回
訪
問
者
は
多
様

な
観
光
対
象
を
選
択
し
た
の
に
対
し
、
リ

　
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
旅
行
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
紙
面
に
お
け
る
表
現
も
、
震
災

前
は
「
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
」（
写
真
1
）

と
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
震
災
後
に
は
「
ク

ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
と
そ
の
周
辺
」（
写
真

2
、
3
）
の
よ
う
に
、
周
辺
地
域
も
含
め
た

表
現
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

2
0
2
0
年
代
〜
現
在

　
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
国
際

観
光
は
一
時
停
止
し
た
が
、
旅
行
再
開
後
は

自
然
や
ア
ウ
ト
ド
ア
を
重
視
す
る
観
光
地
と

し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
再
注
目
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
人
観
光
客
の
う
ち
、
若

い
世
代
は
S
N
S
映
え
す
る
ス
ポ
ッ
ト
を
求

め
、
高
齢
者
層
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
旅
行
や

文
化
体
験
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
ど
ち
ら
の
需
要
に
も
応

え
ら
れ
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
観
光
が
重
要
視

さ
れ
る
中
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
エ
コ

　
筆
者
は
か
ね
て
よ
り
観
光
地
の
対
応
と
観

光
客
の
満
足
度
や
再
来
訪
の
関
係
性
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
上

記
の
観
点
に
立
て
ば
、
上
記
の
よ
う
な
外
的

な
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
急
激
な
市
場
変
化
に
対

し
て
、
観
光
地
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
き
た
の
か
（
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
点
で

対
応
が
十
分
で
な
か
っ
た
の
か
）
が
重
要
で

あ
る
。　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
を
事
例
と
し
て
、
市
場
（
特
に
日
本
人
観

光
客
の
市
場
）
の
変
化
に
観
光
地
あ
る
い
は

観
光
産
業
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き

た
の
か
を
見
る
こ
と
で
、
観
光
地
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
向
上
に
お
け
る
実
務
的
な
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

調
査
方
法

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
観
光
市
場
の
動

向
や
そ
れ
に
対
す
る
事
業
者
の
対
応
に
関
す

る
報
告
書
や
報
道
資
料
等
を
収
集
し
、
内
容

を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
上
で
、
現
地
に
赴

い
て
観
光
客
や
事
業
者
が
提
供
す
る
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
状
況
を
目
視
す
る
と
と
も
に
、

現
地
の
ガ
イ
ド
事
業
者
や
大
学
の
研
究
者
と

意
見
交
換
を
行
い
、
文
献
調
査
に
よ
る
情
報

を
補
完
し
た
。

　
各
種
資
料
よ
り
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

を
取
り
巻
く
日
本
人
観
光
市
場
動
向
の
変
遷

は
、
年
代
ご
と
に
下
記
の
よ
う
に
整
理
で
き

る
（T

o
u
rism

 N
ew
 Z
ealan

d

　2） / A
sia 

N
ew
 Z
ealan

d
 F
o
u
n
d
atio
n

　3） / 

ト
ラ

ベ
ル
ボ
イ
ス
　1） 

／ 

航
空
新
聞
社
　4） 

）。

1
9
8
0
年
代
〜

1
9
9
0
年
代

　
多
く
の
日
本
人
観
光
客
が
団
体
旅
行
を
利

用
し
て
訪
れ
て
い
た
。
特
に
、
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
は
南
島
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
、

ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
サ
ウ
ン
ド
や
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ

ク
へ
の
周
遊
の
起
点
と
な
っ
て
い
た
。

2
0
0
0
年
代

　
2
0
0
0
年
代
初
頭
に
成
田
か
ら
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
へ
の
直
行
便
が
運
航
し
た
た

め
、
ア
ク
セ
ス
が
改
善
し
、
多
く
の
日
本
人

観
光
客
が
訪
れ
る
地
域
と
な
っ
た
。
大
聖
堂

広
場
周
辺
に
は
、
ホ
テ
ル
や
土
産
店
・
免
税

店
が
立
ち
並
び
、
街
も
賑
わ
っ
て
い
た
。
ま

た
、
日
本
人
旅
行
者
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
多

様
化
し
、団
体
旅
行
に
代
わ
っ
て
F
I
T（
海

外
個
人
旅
行
）
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
自
由
で
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
旅
行

体
験
を
求
め
、
現
地
で
は
日
帰
り
ツ
ア
ー
も

盛
況
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
日
本
人
観
光
バ
ブ
ル
」
と

現
地
で
言
わ
れ
て
い
た
ほ
ど
賑
わ
っ
て
い
た

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
だ
が
、
2
0
0
8
年

に
起
き
た
世
界
的
な
金
融
危
機
で
あ
る
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
日
本
人
観
光
客
の

海
外
旅
行
需
要
が
減
少
し
、
こ
れ
に
伴
い
、

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
あ
っ
た
旅
行
関
連

会
社
が
次
々
と
閉
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

2
0
1
0
年
代

　
そ
の
後
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

2
0
1
1
年
2
月
22
日
に
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地

震
の
大
き
な
余
震
が
発
生
し
、
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
の
街
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
っ

た
大
聖
堂
の
崩
壊
を
は
じ
め
、
市
街
地
の
ほ

と
ん
ど
が
壊
滅
的
な
状
況
と
な
り
、
日
本
だ

け
で
な
く
世
界
か
ら
の
来
訪
者
が
減
っ
て
し

ま
っ
た
。
地
震
後
、
旅
行
者
数
の
回
復
に
数

年
か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
現

在
も
な
お
修
復
の
終
わ
ら
な
い
大
聖
堂
の
す

が
た
や
市
街
地
の
復
興
の
遅
れ
が
観
光
の
魅

力
を
低
下
さ
せ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
同
年
3
月
11
日
に
は
、
日
本
で
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
、
日
本
人
旅
行
者
の
関
心

が
海
外
旅
行
か
ら
離
れ
た
時
期
と
重
な
っ
た

こ
と
も
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
前
の
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
観
光
関
連
の
ロ
ー
カ
ル

企
業
は
、
日
本
人
向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

や
集
客
を
大
手
旅
行
会
社
に
依
存
し
て
い
た

が
、
旅
行
の
ス
タ
イ
ル
が
団
体
旅
行
か
ら

F
I
T
に
代
替
し
て
い
っ
た
こ
と
も
、
衰
退

し
て
い
っ
た
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
ロ
ー

カ
ル
企
業
が
日
本
市
場
に
向
け
て
主
体
的
に

情
報
発
信
し
た
り
、
集
客
す
る
た
め
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
す
る
機
会
は
限
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
、
現
地
で
日
本
人
向
け
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
る
方
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
以
降
、
旅
行

者
数
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
っ
た
が
、
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
ホ
テ
ル
が
少
な
い
た

め
、
滞
在
先
が
変
化
し
て
い
っ
た
。
テ
カ
ポ

や
ク
イ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
と
い
っ
た
他
地
域
が

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
特
に
テ

カ
ポ
は
宿
泊
施
設
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
星

空
観
光
が
日
本
市
場
で
も
人
気
が
高
ま
っ
た

た
め
、
観
光
客
が
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に

着
く
と
す
ぐ
、
そ
れ
ら
の
他
地
域
へ
流
れ
て

い
っ
た
。

は
じ
め
に

　
今
回
視
察
で
訪
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
、
南
島
観

光
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
か
つ
て
は
日
本
か
ら
の
直
行
便
が

運
航
し
て
い
た
ほ
ど
（
ト
ラ
ベ
ル
ボ
イ
ス

（
2
0
1
4
）　1） 

）、
日
本
人
観
光
客
に
と
っ

て
も
人
気
の
旅
行
先
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

2
0
1
0
年
代
以
降
、
日
本
人
観
光
客
の

減
少
が
続
き
そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
大
幅
に

縮
小
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
（
図
1
）。

　
こ
の
一
義
的
な
要
因
と
し
て
は
2
0
0
7

〜
2
0
0
9
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、

2
0
1
0
〜
2
0
1
1
年
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー

地
震
、
東
日
本
大
震
災
等
が
想
定
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、（
規
模
や
種
類
の
違
い
は

あ
れ
ど
も
）
そ
の
よ
う
な
外
的
な
シ
ョ
ッ
ク

が
突
発
的
に
発
生
す
る
可
能
性
は
ど
の
観
光

地
も
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
事
実

で
あ
る
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
持
続
可
能
な
観
光
へ
の
取
り

組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

考
察　

見
て
き
た
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
の
市
場
（
特
に
日
本
人
観
光
客
の
市
場
）

に
お
い
て
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
地
震
が
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
と
し
て

影
響
し
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き

た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
か
ら
導
か
れ
る
現

時
点
で
の
課
題
と
考
え
う
る
対
応
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

①
賑
わ
い
の
創
出

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
街
は
、
震
災
前

は
、
小
さ
な
路
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

そ
こ
に
は
小
売
店
が
立
ち
並
び
、
賑
わ
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
震
災
に
よ
っ

て
、
多
く
の
古
い
建
物
も
活
気
も
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
。
政
府
の
再
建
計
画
で
あ
る

C
h
ristch

u
rch
 C
en
tra
l R
eco
very 

P
lan

　5） 

で
は
、
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
お
り
、
小
売
店

等
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
る
に
は
難
し
い
状

況
の
よ
う
で
あ
る
が
、
元
の
よ
う
な
小
さ
な

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん

の
小
さ
な
ビ
ジ
ネ
ス
、
ア
ー
ト
、
宝
石
店
、

衣
料
品
店
な
ど
、
観
光
客
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
面
白
く
し
、
そ
の
場
所
に
活
気
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現

状
は
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が
メ
イ
ン
で
そ
れ
が

で
き
な
い
た
め
、活
気
も
な
く
な
り
、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
の
あ
り
方
や
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
で
の
観

光
客
の
体
験
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
現
地
の
大
学
の
研
究
者
か

ら
も
伺
っ
た
。

　
実
際
街
中
を
歩
い
て
み
る
と
、
大
き
な
ス

ペ
ー
ス
を
持
つ
建
物
が
並
び
、
テ
ナ
ン
ト
が

ピ
ー
タ
ー
は
初
回
訪
問
者
よ
り
も
長
期
滞
在

し
、
選
択
さ
れ
た
観
光
対
象
も
限
定
的
で
あ

る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
訪

問
者
の
訪
問
回
数
に
よ
っ
て
求
め
て
い
る
内

容
や
情
報
が
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
る
と

い
え
る
。ま
た
、岡
村
&
福
重（
2
0
0
7
）　7） 

は
、

訪
問
回
数
に
よ
る
観
光
者
の
目
的
の
違
い
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
リ
ピ
ー

タ
ー
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
観
光
者
の
興
味

を
ひ
く
情
報
発
信
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
目
的
に
応
じ
た

現
地
の
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
楽
し
み
方

に
関
す
る
情
報
を
受
け
取
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
航
空
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政

府
観
光
局
の
サ
イ
ト
で
お
す
す
め
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ

ら
の
情
報
に
加
え
て
、
現
地
ガ
イ
ド
だ
け
が

知
る
ス
ポ
ッ
ト
や
S
N
S
映
え
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
の
情
報
が
発
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
南
島
の
玄
関
口

と
し
て
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
に
と
っ
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宿

泊
施
設
が
少
な
く
、
そ
の
多
く
が
再
建
に
携

わ
る
人
々
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

観
光
に
来
て
も
泊
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
た

め
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
滞
在
す
る
期

間
は
短
く
な
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る

（O
rchiston, et al.

（2012

）　8） / R
eserve 

B
ank of N

ew
 Z
ealand.

（2012

）　9） 

）。

　
滞
在
期
間
が
短
く
な
っ
た
の
は
、他
に
も
、

他
地
域
へ
の
観
光
客
流
出
や
初
回
訪
問
者
が

多
い
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
の
滞
在
が
思
い
出
深
い
も
の
に
な
る
よ
う

な
新
し
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
観
光
地
の
復

興
に
は
、
地
域
の
主
体
性
が
重
要
で
あ
り
、

地
元
自
治
体
を
は
じ
め
、
地
域
内
の
組
織
や

住
民
の
協
力
の
も
と
、
例
え
ば
新
た
な
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
よ
り
、
地
域
の
観
光

を
復
活
さ
せ
て
い
る
例
は
多
く
あ
る
。

　
一
方
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
で
は
、
先

に
挙
げ
た
よ
う
に
、
ロ
ー
カ
ル
の
旅
行
関
連

会
社
の
受
動
的
な
体
制
は
変
わ
ら
ず
、
震
災

後
も
大
手
旅
行
会
社
へ
の
依
存
が
続
い
て
お

り
、
自
発
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
で
、
最
新
情
報
の
発
信
が

停
滞
し
て
い
る
。
ま
た
、
街
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
っ
た
大
聖
堂
の
再
建
も
な
か
な
か
進
ん
で

い
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
頼
ら
ず
、
新
し

い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
街
全
体
の
魅

力
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
必
要
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
日
本
人
観
光
市

場
は
、
地
震
や
経
済
変
動
、
旅
行
ト
レ
ン
ド

の
変
化
な
ど
多
く
の
要
因
に
影
響
を
受
け
て

き
た
。
か
つ
て
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
」
と
呼

ば
れ
、
美
し
い
庭
園
や
イ
ギ
リ
ス
風
の
建
築

物
が
並
ぶ
観
光
地
で
あ
っ
た
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
は
、
現
在
、
震
災
を
経
験
し
た
街

の
再
生
と
い
う
視
点
か
ら
、
新
し
い
建
築
や

現
代
的
な
ア
ー
ト
が
注
目
さ
れ
、
こ
れ
は
所

感
で
あ
る
が
、
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お

い
て
も
話
さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
は
震
災
が

起
き
た
ら
復
興
を
目
指
し
が
ち
で
は
あ
る

が
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
よ
う
に
、
街

を
新
た
に
つ
く
り
な
お
し
て
し
ま
う
と
い
う

方
法
も
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
生
ま

れ
変
わ
っ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
街

で
、
観
光
客
が
短
期
的
な
観
光
だ
け
で
は
な

く
、
時
間
を
か
け
て
堪
能
で
き
る
よ
う
な
、

ロ
ー
カ
ル
の
自
然
、
文
化
、
歴
史
を
活
用
し

た
多
面
的
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
滞

在
型
の
旅
行
も
で
き
る
よ
う
な
プ
ラ
ン
の
提

案
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
現
在
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
へ
の
日
本

人
旅
行
者
は
多
く
は
な
い
が
、
旅
先
で
の
満

足
度
と
再
訪
意
向
が
強
い
地
域
で
あ
る
　10） 

。

例
え
ば
、
体
験
を
通
じ
て
地
域
の
人
と
の
交

流
の
機
会
を
設
け
る
よ
う
な
、
時
間
を
か
け

る
滞
在
型
観
光
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
帰
国

し
て
か
ら
も
地
域
情
報
に
敏
感
に
な
っ
た

り
、
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
続
け
た
り
と
、
お

互
い
に
何
か
あ
っ
た
時
は
協
力
し
合
え
る
関

係
を
つ
く
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
地

復
興
に
と
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
岩
永
（
2
0
2
0
）　11） 

は
、

観
光
地
が
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
経
験
を
提
供

し
、
そ
の
後
の
施
策
を
も
通
じ
て
地
域
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
十
分
に
向
上
さ
せ
れ
ば
、

旅
行
者
を
単
に
通
り
過
ぎ
る
旅
人
で
は
な

く
、
地
域
を
支
え
る
主
体
と
な
る
関
係
人
口

に
転
じ
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
示
し
て 写真3：るるぶ・ニュージーランド2024

写真2：るるぶ・ニュージーランド2016

写真1：るるぶ・ニュージーランド2009

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
お
け
る

日
本
人
観
光
市
場
の
変
遷

い
る
。　

こ
の
よ
う
に
旅
行
後
も
関
係
し
続
け
ら
れ

る
関
係
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、
日

本
の
観
光
地
復
興
に
お
い
て
も
重
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。
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入
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
何
か
所
も
見
受
け

ら
れ
た
。
し
か
し
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
マ
ー

ケ
ッ
ト
（
写
真
4
）
な
ど
震
災
後
に
新
し
く

整
備
さ
れ
た
商
業
施
設
や
街
中
の
壁
面

ア
ー
ト
（
写
真
5
）
に
よ
っ
て
、
新
し
い
賑

わ
い
も
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

た
た
め
、
賑
わ
い
の
創
出
が
進
み
始
め
た

と
こ
ろ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
観
光
に
関
す
る
ロ
ー
カ
ル
企
業
の
現
状
に

つ
い
て
は
、
現
地
で
日
本
人
観
光
客
向
け
の

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
伺
っ

た
話
に
よ
る
と
、「
ロ
ー
カ
ル
の
旅
行
関
連
会

社
の
受
動
的
な
体
制
は
変
わ
ら
ず
、
地
震
後

も
大
手
旅
行
会
社
へ
の
依
存
が
続
い
て
お
り
、

自
発
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
で
、
最
新
情
報
の
発
信
が
停
滞

し
て
い
る
」
と
い
う
状
況
の
よ
う
で
あ
る
。

　

O
p
p
erm
an
n

（
1
9
9
7
）　6） 

は
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
初
回
訪
問
者
と
リ

ピ
ー
タ
ー
を
比
較
し
、
初
回
訪
問
者
は
多
様

な
観
光
対
象
を
選
択
し
た
の
に
対
し
、
リ

　
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
旅
行
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
紙
面
に
お
け
る
表
現
も
、
震
災

前
は
「
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
」（
写
真
1
）

と
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
震
災
後
に
は
「
ク

ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
と
そ
の
周
辺
」（
写
真

2
、
3
）
の
よ
う
に
、
周
辺
地
域
も
含
め
た

表
現
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

2
0
2
0
年
代
〜
現
在

　
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
国
際

観
光
は
一
時
停
止
し
た
が
、
旅
行
再
開
後
は

自
然
や
ア
ウ
ト
ド
ア
を
重
視
す
る
観
光
地
と

し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
再
注
目
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
人
観
光
客
の
う
ち
、
若

い
世
代
は
S
N
S
映
え
す
る
ス
ポ
ッ
ト
を
求

め
、
高
齢
者
層
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
旅
行
や

文
化
体
験
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
ど
ち
ら
の
需
要
に
も
応

え
ら
れ
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
観
光
が
重
要
視

さ
れ
る
中
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
エ
コ

　
筆
者
は
か
ね
て
よ
り
観
光
地
の
対
応
と
観

光
客
の
満
足
度
や
再
来
訪
の
関
係
性
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
上

記
の
観
点
に
立
て
ば
、
上
記
の
よ
う
な
外
的

な
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
急
激
な
市
場
変
化
に
対

し
て
、
観
光
地
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
き
た
の
か
（
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
点
で

対
応
が
十
分
で
な
か
っ
た
の
か
）
が
重
要
で

あ
る
。　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
を
事
例
と
し
て
、
市
場
（
特
に
日
本
人
観

光
客
の
市
場
）
の
変
化
に
観
光
地
あ
る
い
は

観
光
産
業
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き

た
の
か
を
見
る
こ
と
で
、
観
光
地
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
向
上
に
お
け
る
実
務
的
な
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

調
査
方
法

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
観
光
市
場
の
動

向
や
そ
れ
に
対
す
る
事
業
者
の
対
応
に
関
す

る
報
告
書
や
報
道
資
料
等
を
収
集
し
、
内
容

を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
上
で
、
現
地
に
赴

い
て
観
光
客
や
事
業
者
が
提
供
す
る
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
状
況
を
目
視
す
る
と
と
も
に
、

現
地
の
ガ
イ
ド
事
業
者
や
大
学
の
研
究
者
と

意
見
交
換
を
行
い
、
文
献
調
査
に
よ
る
情
報

を
補
完
し
た
。

　
各
種
資
料
よ
り
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

を
取
り
巻
く
日
本
人
観
光
市
場
動
向
の
変
遷

は
、
年
代
ご
と
に
下
記
の
よ
う
に
整
理
で
き

る
（T

o
u
rism

 N
ew
 Z
ealan

d

　2） / A
sia 

N
ew
 Z
ealan

d
 F
o
u
n
d
atio
n

　3） / 

ト
ラ

ベ
ル
ボ
イ
ス
　1） 

／ 

航
空
新
聞
社
　4） 

）。

1
9
8
0
年
代
〜

1
9
9
0
年
代

　
多
く
の
日
本
人
観
光
客
が
団
体
旅
行
を
利

用
し
て
訪
れ
て
い
た
。
特
に
、
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
は
南
島
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
、

ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
サ
ウ
ン
ド
や
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ

ク
へ
の
周
遊
の
起
点
と
な
っ
て
い
た
。

2
0
0
0
年
代

　
2
0
0
0
年
代
初
頭
に
成
田
か
ら
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
へ
の
直
行
便
が
運
航
し
た
た

め
、
ア
ク
セ
ス
が
改
善
し
、
多
く
の
日
本
人

観
光
客
が
訪
れ
る
地
域
と
な
っ
た
。
大
聖
堂

広
場
周
辺
に
は
、
ホ
テ
ル
や
土
産
店
・
免
税

店
が
立
ち
並
び
、
街
も
賑
わ
っ
て
い
た
。
ま

た
、
日
本
人
旅
行
者
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
多

様
化
し
、団
体
旅
行
に
代
わ
っ
て
F
I
T（
海

外
個
人
旅
行
）
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
自
由
で
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
旅
行

体
験
を
求
め
、
現
地
で
は
日
帰
り
ツ
ア
ー
も

盛
況
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
日
本
人
観
光
バ
ブ
ル
」
と

現
地
で
言
わ
れ
て
い
た
ほ
ど
賑
わ
っ
て
い
た

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
だ
が
、
2
0
0
8
年

に
起
き
た
世
界
的
な
金
融
危
機
で
あ
る
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
日
本
人
観
光
客
の

海
外
旅
行
需
要
が
減
少
し
、
こ
れ
に
伴
い
、

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
あ
っ
た
旅
行
関
連

会
社
が
次
々
と
閉
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

2
0
1
0
年
代

　
そ
の
後
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

2
0
1
1
年
2
月
22
日
に
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地

震
の
大
き
な
余
波
が
発
生
し
、
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
の
街
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
っ

た
大
聖
堂
の
崩
壊
を
は
じ
め
、
市
街
地
の
ほ

と
ん
ど
が
壊
滅
的
な
状
況
と
な
り
、
日
本
だ

け
で
な
く
世
界
か
ら
の
来
訪
者
が
減
っ
て
し

ま
っ
た
。
地
震
後
、
旅
行
者
数
の
回
復
に
数

年
か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
現

在
も
な
お
修
復
の
終
わ
ら
な
い
大
聖
堂
の
す

が
た
や
市
街
地
の
復
興
の
遅
れ
が
観
光
の
魅

力
を
低
下
さ
せ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
同
年
3
月
11
日
に
は
、
日
本
で
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
、
日
本
人
旅
行
者
の
関
心

が
海
外
旅
行
か
ら
離
れ
た
時
期
と
重
な
っ
た

こ
と
も
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
前
の
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
観
光
関
連
の
ロ
ー
カ
ル

企
業
は
、
日
本
人
向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

や
集
客
を
大
手
旅
行
会
社
に
依
存
し
て
い
た

が
、
旅
行
の
ス
タ
イ
ル
が
団
体
旅
行
か
ら

F
I
T
に
代
替
し
て
い
っ
た
こ
と
も
、
衰
退

し
て
い
っ
た
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
ロ
ー

カ
ル
企
業
が
日
本
市
場
に
向
け
て
主
体
的
に

情
報
発
信
し
た
り
、
集
客
す
る
た
め
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
す
る
機
会
は
限
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
、
現
地
で
日
本
人
向
け
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
る
方
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
以
降
、
旅
行

者
数
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
っ
た
が
、
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
ホ
テ
ル
が
少
な
い
た

め
、
滞
在
先
が
変
化
し
て
い
っ
た
。
テ
カ
ポ

や
ク
イ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
と
い
っ
た
他
地
域
が

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
特
に
テ

カ
ポ
は
宿
泊
施
設
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
星

空
観
光
が
日
本
市
場
で
も
人
気
が
高
ま
っ
た

た
め
、
観
光
客
が
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に

着
く
と
す
ぐ
、
そ
れ
ら
の
他
地
域
へ
流
れ
て

い
っ
た
。

は
じ
め
に

　
今
回
視
察
で
訪
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
、
南
島
観

光
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
か
つ
て
は
日
本
か
ら
の
直
行
便
が

運
航
し
て
い
た
ほ
ど
（
ト
ラ
ベ
ル
ボ
イ
ス

（
2
0
1
4
）　1） 

）、
日
本
人
観
光
客
に
と
っ

て
も
人
気
の
旅
行
先
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

2
0
1
0
年
代
以
降
、
日
本
人
観
光
客
の

減
少
が
続
き
そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
大
幅
に

縮
小
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
（
図
1
）。

　
こ
の
一
義
的
な
要
因
と
し
て
は
2
0
0
7

〜
2
0
0
9
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、

2
0
1
0
〜
2
0
1
1
年
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー

地
震
、
東
日
本
大
震
災
等
が
想
定
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、（
規
模
や
種
類
の
違
い
は

あ
れ
ど
も
）
そ
の
よ
う
な
外
的
な
シ
ョ
ッ
ク

が
突
発
的
に
発
生
す
る
可
能
性
は
ど
の
観
光

地
も
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
事
実

で
あ
る
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
持
続
可
能
な
観
光
へ
の
取
り

組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

考
察　

見
て
き
た
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
の
市
場
（
特
に
日
本
人
観
光
客
の
市
場
）

に
お
い
て
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
地
震
が
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
と
し
て

影
響
し
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き

た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
か
ら
導
か
れ
る
現

時
点
で
の
課
題
と
考
え
う
る
対
応
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

①
賑
わ
い
の
創
出

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
街
は
、
震
災
前

は
、
小
さ
な
路
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

そ
こ
に
は
小
売
店
が
立
ち
並
び
、
賑
わ
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
震
災
に
よ
っ

て
、
多
く
の
古
い
建
物
も
活
気
も
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
。
政
府
の
再
建
計
画
で
あ
る

C
h
ristch

u
rch
 C
en
tra
l R
eco
very 

P
lan

　5） 

で
は
、
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
お
り
、
小
売
店

等
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
る
に
は
難
し
い
状

況
の
よ
う
で
あ
る
が
、
元
の
よ
う
な
小
さ
な

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん

の
小
さ
な
ビ
ジ
ネ
ス
、
ア
ー
ト
、
宝
石
店
、

衣
料
品
店
な
ど
、
観
光
客
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
面
白
く
し
、
そ
の
場
所
に
活
気
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現

状
は
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が
メ
イ
ン
で
そ
れ
が

で
き
な
い
た
め
、活
気
も
な
く
な
り
、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
の
あ
り
方
や
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
で
の
観

光
客
の
体
験
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
現
地
の
大
学
の
研
究
者
か

ら
も
伺
っ
た
。

　
実
際
街
中
を
歩
い
て
み
る
と
、
大
き
な
ス

ペ
ー
ス
を
持
つ
建
物
が
並
び
、
テ
ナ
ン
ト
が

ピ
ー
タ
ー
は
初
回
訪
問
者
よ
り
も
長
期
滞
在

し
、
選
択
さ
れ
た
観
光
対
象
も
限
定
的
で
あ

る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
訪

問
者
の
訪
問
回
数
に
よ
っ
て
求
め
て
い
る
内

容
や
情
報
が
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
る
と

い
え
る
。ま
た
、岡
村
&
福
重（
2
0
0
7
）　7） 

は
、

訪
問
回
数
に
よ
る
観
光
者
の
目
的
の
違
い
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
リ
ピ
ー

タ
ー
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
観
光
者
の
興
味

を
ひ
く
情
報
発
信
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
目
的
に
応
じ
た

現
地
の
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
楽
し
み
方

に
関
す
る
情
報
を
受
け
取
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
航
空
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政

府
観
光
局
の
サ
イ
ト
で
お
す
す
め
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ

ら
の
情
報
に
加
え
て
、
現
地
ガ
イ
ド
だ
け
が

知
る
ス
ポ
ッ
ト
や
S
N
S
映
え
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
の
情
報
が
発
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
南
島
の
玄
関
口

と
し
て
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
に
と
っ
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宿

泊
施
設
が
少
な
く
、
そ
の
多
く
が
再
建
に
携

わ
る
人
々
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

観
光
に
来
て
も
泊
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
た

め
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
滞
在
す
る
期

間
は
短
く
な
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る

（O
rchiston, et al.

（2012

）　8） / R
eserve 

B
ank of N

ew
 Z
ealand.

（2012

）　9） 

）。

　
滞
在
期
間
が
短
く
な
っ
た
の
は
、他
に
も
、

他
地
域
へ
の
観
光
客
流
出
や
初
回
訪
問
者
が

多
い
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
の
滞
在
が
思
い
出
深
い
も
の
に
な
る
よ
う

な
新
し
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
観
光
地
の
復

興
に
は
、
地
域
の
主
体
性
が
重
要
で
あ
り
、

地
元
自
治
体
を
は
じ
め
、
地
域
内
の
組
織
や

住
民
の
協
力
の
も
と
、
例
え
ば
新
た
な
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
よ
り
、
地
域
の
観
光

を
復
活
さ
せ
て
い
る
例
は
多
く
あ
る
。

　
一
方
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
で
は
、
先

に
挙
げ
た
よ
う
に
、
ロ
ー
カ
ル
の
旅
行
関
連

会
社
の
受
動
的
な
体
制
は
変
わ
ら
ず
、
震
災

後
も
大
手
旅
行
会
社
へ
の
依
存
が
続
い
て
お

り
、
自
発
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
で
、
最
新
情
報
の
発
信
が

停
滞
し
て
い
る
。
ま
た
、
街
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
っ
た
大
聖
堂
の
再
建
も
な
か
な
か
進
ん
で

い
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
頼
ら
ず
、
新
し

い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
街
全
体
の
魅

力
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
必
要
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
日
本
人
観
光
市

場
は
、
地
震
や
経
済
変
動
、
旅
行
ト
レ
ン
ド

の
変
化
な
ど
多
く
の
要
因
に
影
響
を
受
け
て

き
た
。
か
つ
て
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
」
と
呼

ば
れ
、
美
し
い
庭
園
や
イ
ギ
リ
ス
風
の
建
築

物
が
並
ぶ
観
光
地
で
あ
っ
た
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
は
、
現
在
、
震
災
を
経
験
し
た
街

の
再
生
と
い
う
視
点
か
ら
、
新
し
い
建
築
や

現
代
的
な
ア
ー
ト
が
注
目
さ
れ
、
こ
れ
は
所

感
で
あ
る
が
、
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お

い
て
も
話
さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
は
震
災
が

起
き
た
ら
復
興
を
目
指
し
が
ち
で
は
あ
る

が
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
よ
う
に
、
街

を
新
た
に
つ
く
り
な
お
し
て
し
ま
う
と
い
う

方
法
も
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
生
ま

れ
変
わ
っ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
街

で
、
観
光
客
が
短
期
的
な
観
光
だ
け
で
は
な

く
、
時
間
を
か
け
て
堪
能
で
き
る
よ
う
な
、

ロ
ー
カ
ル
の
自
然
、
文
化
、
歴
史
を
活
用
し

た
多
面
的
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
滞

在
型
の
旅
行
も
で
き
る
よ
う
な
プ
ラ
ン
の
提

案
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
現
在
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
へ
の
日
本

人
旅
行
者
は
多
く
は
な
い
が
、
旅
先
で
の
満

足
度
と
再
訪
意
向
が
強
い
地
域
で
あ
る
　10） 

。

例
え
ば
、
体
験
を
通
じ
て
地
域
の
人
と
の
交

流
の
機
会
を
設
け
る
よ
う
な
、
時
間
を
か
け

る
滞
在
型
観
光
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
帰
国

し
て
か
ら
も
地
域
情
報
に
敏
感
に
な
っ
た

り
、
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
続
け
た
り
と
、
お

互
い
に
何
か
あ
っ
た
時
は
協
力
し
合
え
る
関

係
を
つ
く
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
地

復
興
に
と
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
岩
永
（
2
0
2
0
）　11） 

は
、

観
光
地
が
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
経
験
を
提
供

し
、
そ
の
後
の
施
策
を
も
通
じ
て
地
域
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
十
分
に
向
上
さ
せ
れ
ば
、

旅
行
者
を
単
に
通
り
過
ぎ
る
旅
人
で
は
な

く
、
地
域
を
支
え
る
主
体
と
な
る
関
係
人
口 写真3：るるぶ・ニュージーランド2024

写真2：るるぶ・ニュージーランド2016

写真1：るるぶ・ニュージーランド2009

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
お
け
る

日
本
人
観
光
市
場
の
変
遷

に
転
じ
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
示
し
て

い
る
。　

こ
の
よ
う
に
旅
行
後
も
関
係
し
続
け
ら
れ

る
関
係
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、
日

本
の
観
光
地
復
興
に
お
い
て
も
重
要
に
な
る

‒❸クライストチャーチにおける日本人観光市場の変遷と観光地としての対応2
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入
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
何
か
所
も
見
受
け

ら
れ
た
。
し
か
し
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
マ
ー

ケ
ッ
ト
（
写
真
4
）
な
ど
震
災
後
に
新
し
く

整
備
さ
れ
た
商
業
施
設
や
街
中
の
壁
面

ア
ー
ト
（
写
真
5
）
に
よ
っ
て
、
新
し
い
賑

わ
い
も
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

た
た
め
、
賑
わ
い
の
創
出
が
進
み
始
め
た

と
こ
ろ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
観
光
に
関
す
る
ロ
ー
カ
ル
企
業
の
現
状
に

つ
い
て
は
、
現
地
で
日
本
人
観
光
客
向
け
の

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
伺
っ

た
話
に
よ
る
と
、「
ロ
ー
カ
ル
の
旅
行
関
連
会

社
の
受
動
的
な
体
制
は
変
わ
ら
ず
、
地
震
後

も
大
手
旅
行
会
社
へ
の
依
存
が
続
い
て
お
り
、

自
発
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
で
、
最
新
情
報
の
発
信
が
停
滞

し
て
い
る
」
と
い
う
状
況
の
よ
う
で
あ
る
。

　

O
p
p
erm
an
n

（
1
9
9
7
）　6） 

は
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
初
回
訪
問
者
と
リ

ピ
ー
タ
ー
を
比
較
し
、
初
回
訪
問
者
は
多
様

な
観
光
対
象
を
選
択
し
た
の
に
対
し
、
リ

　
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
旅
行
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
紙
面
に
お
け
る
表
現
も
、
震
災

前
は
「
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
」（
写
真
1
）

と
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
震
災
後
に
は
「
ク

ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
と
そ
の
周
辺
」（
写
真

2
、
3
）
の
よ
う
に
、
周
辺
地
域
も
含
め
た

表
現
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

2
0
2
0
年
代
〜
現
在

　
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
国
際

観
光
は
一
時
停
止
し
た
が
、
旅
行
再
開
後
は

自
然
や
ア
ウ
ト
ド
ア
を
重
視
す
る
観
光
地
と

し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
再
注
目
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
人
観
光
客
の
う
ち
、
若

い
世
代
は
S
N
S
映
え
す
る
ス
ポ
ッ
ト
を
求

め
、
高
齢
者
層
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
旅
行
や

文
化
体
験
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
ど
ち
ら
の
需
要
に
も
応

え
ら
れ
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
観
光
が
重
要
視

さ
れ
る
中
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
エ
コ

　
筆
者
は
か
ね
て
よ
り
観
光
地
の
対
応
と
観

光
客
の
満
足
度
や
再
来
訪
の
関
係
性
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
上

記
の
観
点
に
立
て
ば
、
上
記
の
よ
う
な
外
的

な
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
急
激
な
市
場
変
化
に
対

し
て
、
観
光
地
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
き
た
の
か
（
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
点
で

対
応
が
十
分
で
な
か
っ
た
の
か
）
が
重
要
で

あ
る
。　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
を
事
例
と
し
て
、
市
場
（
特
に
日
本
人
観

光
客
の
市
場
）
の
変
化
に
観
光
地
あ
る
い
は

観
光
産
業
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き

た
の
か
を
見
る
こ
と
で
、
観
光
地
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
向
上
に
お
け
る
実
務
的
な
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

調
査
方
法

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
観
光
市
場
の
動

向
や
そ
れ
に
対
す
る
事
業
者
の
対
応
に
関
す

る
報
告
書
や
報
道
資
料
等
を
収
集
し
、
内
容

を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
上
で
、
現
地
に
赴

い
て
観
光
客
や
事
業
者
が
提
供
す
る
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
状
況
を
目
視
す
る
と
と
も
に
、

現
地
の
ガ
イ
ド
事
業
者
や
大
学
の
研
究
者
と

意
見
交
換
を
行
い
、
文
献
調
査
に
よ
る
情
報

を
補
完
し
た
。

　
各
種
資
料
よ
り
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

を
取
り
巻
く
日
本
人
観
光
市
場
動
向
の
変
遷

は
、
年
代
ご
と
に
下
記
の
よ
う
に
整
理
で
き

る
（T

o
u
rism

 N
ew
 Z
ealan

d

　2） / A
sia 

N
ew
 Z
ealan

d
 F
o
u
n
d
atio
n

　3） / 

ト
ラ

ベ
ル
ボ
イ
ス
　1） 

／ 

航
空
新
聞
社
　4） 

）。

1
9
8
0
年
代
〜

1
9
9
0
年
代

　
多
く
の
日
本
人
観
光
客
が
団
体
旅
行
を
利

用
し
て
訪
れ
て
い
た
。
特
に
、
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
は
南
島
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
、

ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
サ
ウ
ン
ド
や
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ

ク
へ
の
周
遊
の
起
点
と
な
っ
て
い
た
。

2
0
0
0
年
代

　
2
0
0
0
年
代
初
頭
に
成
田
か
ら
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
へ
の
直
行
便
が
運
航
し
た
た

め
、
ア
ク
セ
ス
が
改
善
し
、
多
く
の
日
本
人

観
光
客
が
訪
れ
る
地
域
と
な
っ
た
。
大
聖
堂

広
場
周
辺
に
は
、
ホ
テ
ル
や
土
産
店
・
免
税

店
が
立
ち
並
び
、
街
も
賑
わ
っ
て
い
た
。
ま

た
、
日
本
人
旅
行
者
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
多

様
化
し
、団
体
旅
行
に
代
わ
っ
て
F
I
T（
海

外
個
人
旅
行
）
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
自
由
で
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
旅
行

体
験
を
求
め
、
現
地
で
は
日
帰
り
ツ
ア
ー
も

盛
況
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
日
本
人
観
光
バ
ブ
ル
」
と

現
地
で
言
わ
れ
て
い
た
ほ
ど
賑
わ
っ
て
い
た

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
だ
が
、
2
0
0
8
年

に
起
き
た
世
界
的
な
金
融
危
機
で
あ
る
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
日
本
人
観
光
客
の

海
外
旅
行
需
要
が
減
少
し
、
こ
れ
に
伴
い
、

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
あ
っ
た
旅
行
関
連

会
社
が
次
々
と
閉
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

2
0
1
0
年
代

　
そ
の
後
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

2
0
1
1
年
2
月
22
日
に
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地

震
の
大
き
な
余
波
が
発
生
し
、
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
の
街
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
っ

た
大
聖
堂
の
崩
壊
を
は
じ
め
、
市
街
地
の
ほ

と
ん
ど
が
壊
滅
的
な
状
況
と
な
り
、
日
本
だ

け
で
な
く
世
界
か
ら
の
来
訪
者
が
減
っ
て
し

ま
っ
た
。
地
震
後
、
旅
行
者
数
の
回
復
に
数

年
か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
現

在
も
な
お
修
復
の
終
わ
ら
な
い
大
聖
堂
の
す

が
た
や
市
街
地
の
復
興
の
遅
れ
が
観
光
の
魅

力
を
低
下
さ
せ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
同
年
3
月
11
日
に
は
、
日
本
で
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
、
日
本
人
旅
行
者
の
関
心

が
海
外
旅
行
か
ら
離
れ
た
時
期
と
重
な
っ
た

こ
と
も
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
前
の
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
観
光
関
連
の
ロ
ー
カ
ル

企
業
は
、
日
本
人
向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

や
集
客
を
大
手
旅
行
会
社
に
依
存
し
て
い
た

が
、
旅
行
の
ス
タ
イ
ル
が
団
体
旅
行
か
ら

F
I
T
に
代
替
し
て
い
っ
た
こ
と
も
、
衰
退

し
て
い
っ
た
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
ロ
ー

カ
ル
企
業
が
日
本
市
場
に
向
け
て
主
体
的
に

情
報
発
信
し
た
り
、
集
客
す
る
た
め
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
す
る
機
会
は
限
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
、
現
地
で
日
本
人
向
け
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
る
方
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
以
降
、
旅
行

者
数
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
っ
た
が
、
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
ホ
テ
ル
が
少
な
い
た

め
、
滞
在
先
が
変
化
し
て
い
っ
た
。
テ
カ
ポ

や
ク
イ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
と
い
っ
た
他
地
域
が

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
特
に
テ

カ
ポ
は
宿
泊
施
設
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
星

空
観
光
が
日
本
市
場
で
も
人
気
が
高
ま
っ
た

た
め
、
観
光
客
が
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に

着
く
と
す
ぐ
、
そ
れ
ら
の
他
地
域
へ
流
れ
て

い
っ
た
。

は
じ
め
に

　
今
回
視
察
で
訪
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
、
南
島
観

光
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
か
つ
て
は
日
本
か
ら
の
直
行
便
が

運
航
し
て
い
た
ほ
ど
（
ト
ラ
ベ
ル
ボ
イ
ス

（
2
0
1
4
）　1） 

）、
日
本
人
観
光
客
に
と
っ

て
も
人
気
の
旅
行
先
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

2
0
1
0
年
代
以
降
、
日
本
人
観
光
客
の

減
少
が
続
き
そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
大
幅
に

縮
小
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
（
図
1
）。

　
こ
の
一
義
的
な
要
因
と
し
て
は
2
0
0
7

〜
2
0
0
9
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、

2
0
1
0
〜
2
0
1
1
年
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー

地
震
、
東
日
本
大
震
災
等
が
想
定
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、（
規
模
や
種
類
の
違
い
は

あ
れ
ど
も
）
そ
の
よ
う
な
外
的
な
シ
ョ
ッ
ク

が
突
発
的
に
発
生
す
る
可
能
性
は
ど
の
観
光

地
も
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
事
実

で
あ
る
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
持
続
可
能
な
観
光
へ
の
取
り

組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

考
察　

見
て
き
た
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
の
市
場
（
特
に
日
本
人
観
光
客
の
市
場
）

に
お
い
て
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
地
震
が
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
と
し
て

影
響
し
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き

た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
か
ら
導
か
れ
る
現

時
点
で
の
課
題
と
考
え
う
る
対
応
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

①
賑
わ
い
の
創
出

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
街
は
、
震
災
前

は
、
小
さ
な
路
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

そ
こ
に
は
小
売
店
が
立
ち
並
び
、
賑
わ
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
震
災
に
よ
っ

て
、
多
く
の
古
い
建
物
も
活
気
も
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
。
政
府
の
再
建
計
画
で
あ
る

C
h
ristch

u
rch
 C
en
tra
l R
eco
very 

P
lan

　5） 

で
は
、
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
お
り
、
小
売
店

等
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
る
に
は
難
し
い
状

況
の
よ
う
で
あ
る
が
、
元
の
よ
う
な
小
さ
な

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん

の
小
さ
な
ビ
ジ
ネ
ス
、
ア
ー
ト
、
宝
石
店
、

衣
料
品
店
な
ど
、
観
光
客
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
面
白
く
し
、
そ
の
場
所
に
活
気
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現

状
は
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が
メ
イ
ン
で
そ
れ
が

で
き
な
い
た
め
、活
気
も
な
く
な
り
、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
の
あ
り
方
や
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
で
の
観

光
客
の
体
験
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
現
地
の
大
学
の
研
究
者
か

ら
も
伺
っ
た
。

　
実
際
街
中
を
歩
い
て
み
る
と
、
大
き
な
ス

ペ
ー
ス
を
持
つ
建
物
が
並
び
、
テ
ナ
ン
ト
が

ピ
ー
タ
ー
は
初
回
訪
問
者
よ
り
も
長
期
滞
在

し
、
選
択
さ
れ
た
観
光
対
象
も
限
定
的
で
あ

る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
訪

問
者
の
訪
問
回
数
に
よ
っ
て
求
め
て
い
る
内

容
や
情
報
が
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
る
と

い
え
る
。ま
た
、岡
村
&
福
重（
2
0
0
7
）　7） 

は
、

訪
問
回
数
に
よ
る
観
光
者
の
目
的
の
違
い
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
リ
ピ
ー

タ
ー
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
観
光
者
の
興
味

を
ひ
く
情
報
発
信
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
目
的
に
応
じ
た

現
地
の
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
楽
し
み
方

に
関
す
る
情
報
を
受
け
取
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
航
空
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政

府
観
光
局
の
サ
イ
ト
で
お
す
す
め
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ

ら
の
情
報
に
加
え
て
、
現
地
ガ
イ
ド
だ
け
が

知
る
ス
ポ
ッ
ト
や
S
N
S
映
え
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
の
情
報
が
発
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
南
島
の
玄
関
口

と
し
て
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
に
と
っ
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宿

泊
施
設
が
少
な
く
、
そ
の
多
く
が
再
建
に
携

わ
る
人
々
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

観
光
に
来
て
も
泊
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
た

め
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
滞
在
す
る
期

間
は
短
く
な
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る

（O
rchiston, et al.

（2012

）　8） / R
eserve 

B
ank of N

ew
 Z
ealand.

（2012

）　9） 

）。

　
滞
在
期
間
が
短
く
な
っ
た
の
は
、他
に
も
、

他
地
域
へ
の
観
光
客
流
出
や
初
回
訪
問
者
が

多
い
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
の
滞
在
が
思
い
出
深
い
も
の
に
な
る
よ
う

な
新
し
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
観
光
地
の
復
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興
に
は
、
地
域
の
主
体
性
が
重
要
で
あ
り
、

地
元
自
治
体
を
は
じ
め
、
地
域
内
の
組
織
や

住
民
の
協
力
の
も
と
、
例
え
ば
新
た
な
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
よ
り
、
地
域
の
観
光

を
復
活
さ
せ
て
い
る
例
は
多
く
あ
る
。

　
一
方
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
で
は
、
先

に
挙
げ
た
よ
う
に
、
ロ
ー
カ
ル
の
旅
行
関
連

会
社
の
受
動
的
な
体
制
は
変
わ
ら
ず
、
震
災

後
も
大
手
旅
行
会
社
へ
の
依
存
が
続
い
て
お

り
、
自
発
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
で
、
最
新
情
報
の
発
信
が

停
滞
し
て
い
る
。
ま
た
、
街
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
っ
た
大
聖
堂
の
再
建
も
な
か
な
か
進
ん
で

い
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
頼
ら
ず
、
新
し

い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
街
全
体
の
魅

力
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
必
要
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
日
本
人
観
光
市

場
は
、
地
震
や
経
済
変
動
、
旅
行
ト
レ
ン
ド

の
変
化
な
ど
多
く
の
要
因
に
影
響
を
受
け
て

き
た
。
か
つ
て
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
」
と
呼

ば
れ
、
美
し
い
庭
園
や
イ
ギ
リ
ス
風
の
建
築

物
が
並
ぶ
観
光
地
で
あ
っ
た
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
は
、
現
在
、
震
災
を
経
験
し
た
街

の
再
生
と
い
う
視
点
か
ら
、
新
し
い
建
築
や

現
代
的
な
ア
ー
ト
が
注
目
さ
れ
、
こ
れ
は
所

感
で
あ
る
が
、
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お

い
て
も
話
さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
は
震
災
が

起
き
た
ら
復
興
を
目
指
し
が
ち
で
は
あ
る

が
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
よ
う
に
、
街

を
新
た
に
つ
く
り
な
お
し
て
し
ま
う
と
い
う

方
法
も
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
生
ま

れ
変
わ
っ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
街

で
、
観
光
客
が
短
期
的
な
観
光
だ
け
で
は
な

く
、
時
間
を
か
け
て
堪
能
で
き
る
よ
う
な
、

ロ
ー
カ
ル
の
自
然
、
文
化
、
歴
史
を
活
用
し

た
多
面
的
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
滞

在
型
の
旅
行
も
で
き
る
よ
う
な
プ
ラ
ン
の
提

案
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
現
在
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
へ
の
日
本

人
旅
行
者
は
多
く
は
な
い
が
、
旅
先
で
の
満

足
度
と
再
訪
意
向
が
強
い
地
域
で
あ
る
　10） 

。

例
え
ば
、
体
験
を
通
じ
て
地
域
の
人
と
の
交

流
の
機
会
を
設
け
る
よ
う
な
、
時
間
を
か
け

る
滞
在
型
観
光
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
帰
国

し
て
か
ら
も
地
域
情
報
に
敏
感
に
な
っ
た

り
、
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
続
け
た
り
と
、
お

互
い
に
何
か
あ
っ
た
時
は
協
力
し
合
え
る
関

係
を
つ
く
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
地

復
興
に
と
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
岩
永
（
2
0
2
0
）　11） 

は
、

観
光
地
が
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
経
験
を
提
供

し
、
そ
の
後
の
施
策
を
も
通
じ
て
地
域
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
十
分
に
向
上
さ
せ
れ
ば
、

旅
行
者
を
単
に
通
り
過
ぎ
る
旅
人
で
は
な

く
、
地
域
を
支
え
る
主
体
と
な
る
関
係
人
口

写真4：小売店、レストラン、料理教室、カフェ、バーなどが並ぶリバーサ
イドマーケット

写真5：街を歩いていると出会う壁面アート

②
ロ
ー
カ
ル
企
業
の
能
動
的
姿
勢
と

　
情
報
発
信
の
促
進

③
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発

に
転
じ
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
示
し
て

い
る
。　

こ
の
よ
う
に
旅
行
後
も
関
係
し
続
け
ら
れ

る
関
係
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、
日

本
の
観
光
地
復
興
に
お
い
て
も
重
要
に
な
る
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入
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
何
か
所
も
見
受
け

ら
れ
た
。
し
か
し
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
マ
ー

ケ
ッ
ト
（
写
真
4
）
な
ど
震
災
後
に
新
し
く

整
備
さ
れ
た
商
業
施
設
や
街
中
の
壁
面

ア
ー
ト
（
写
真
5
）
に
よ
っ
て
、
新
し
い
賑

わ
い
も
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

た
た
め
、
賑
わ
い
の
創
出
が
進
み
始
め
た

と
こ
ろ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
観
光
に
関
す
る
ロ
ー
カ
ル
企
業
の
現
状
に

つ
い
て
は
、
現
地
で
日
本
人
観
光
客
向
け
の

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
伺
っ

た
話
に
よ
る
と
、「
ロ
ー
カ
ル
の
旅
行
関
連
会

社
の
受
動
的
な
体
制
は
変
わ
ら
ず
、
地
震
後

も
大
手
旅
行
会
社
へ
の
依
存
が
続
い
て
お
り
、

自
発
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
で
、
最
新
情
報
の
発
信
が
停
滞

し
て
い
る
」
と
い
う
状
況
の
よ
う
で
あ
る
。

　

O
p
p
erm
an
n

（
1
9
9
7
）　6） 

は
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
初
回
訪
問
者
と
リ

ピ
ー
タ
ー
を
比
較
し
、
初
回
訪
問
者
は
多
様

な
観
光
対
象
を
選
択
し
た
の
に
対
し
、
リ

　
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
旅
行
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
紙
面
に
お
け
る
表
現
も
、
震
災

前
は
「
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
」（
写
真
1
）

と
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
震
災
後
に
は
「
ク

ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
と
そ
の
周
辺
」（
写
真

2
、
3
）
の
よ
う
に
、
周
辺
地
域
も
含
め
た

表
現
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

2
0
2
0
年
代
〜
現
在

　
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
国
際

観
光
は
一
時
停
止
し
た
が
、
旅
行
再
開
後
は

自
然
や
ア
ウ
ト
ド
ア
を
重
視
す
る
観
光
地
と

し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
再
注
目
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
人
観
光
客
の
う
ち
、
若

い
世
代
は
S
N
S
映
え
す
る
ス
ポ
ッ
ト
を
求

め
、
高
齢
者
層
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
旅
行
や

文
化
体
験
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
ど
ち
ら
の
需
要
に
も
応

え
ら
れ
る
要
素
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
観
光
が
重
要
視

さ
れ
る
中
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
エ
コ

　
筆
者
は
か
ね
て
よ
り
観
光
地
の
対
応
と
観

光
客
の
満
足
度
や
再
来
訪
の
関
係
性
に
つ
い

て
関
心
を
持
っ
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
上

記
の
観
点
に
立
て
ば
、
上
記
の
よ
う
な
外
的

な
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
急
激
な
市
場
変
化
に
対

し
て
、
観
光
地
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
き
た
の
か
（
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
点
で

対
応
が
十
分
で
な
か
っ
た
の
か
）
が
重
要
で

あ
る
。　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
を
事
例
と
し
て
、
市
場
（
特
に
日
本
人
観

光
客
の
市
場
）
の
変
化
に
観
光
地
あ
る
い
は

観
光
産
業
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き

た
の
か
を
見
る
こ
と
で
、
観
光
地
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
向
上
に
お
け
る
実
務
的
な
示
唆
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

調
査
方
法

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
観
光
市
場
の
動

向
や
そ
れ
に
対
す
る
事
業
者
の
対
応
に
関
す

る
報
告
書
や
報
道
資
料
等
を
収
集
し
、
内
容

を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
上
で
、
現
地
に
赴

い
て
観
光
客
や
事
業
者
が
提
供
す
る
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
状
況
を
目
視
す
る
と
と
も
に
、

現
地
の
ガ
イ
ド
事
業
者
や
大
学
の
研
究
者
と

意
見
交
換
を
行
い
、
文
献
調
査
に
よ
る
情
報

を
補
完
し
た
。

　
各
種
資
料
よ
り
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

を
取
り
巻
く
日
本
人
観
光
市
場
動
向
の
変
遷

は
、
年
代
ご
と
に
下
記
の
よ
う
に
整
理
で
き

る
（T

o
u
rism

 N
ew
 Z
ealan

d

　2） / A
sia 

N
ew
 Z
ealan

d
 F
o
u
n
d
atio
n

　3） / 

ト
ラ

ベ
ル
ボ
イ
ス
　1） 

／ 

航
空
新
聞
社
　4） 

）。

1
9
8
0
年
代
〜

1
9
9
0
年
代

　
多
く
の
日
本
人
観
光
客
が
団
体
旅
行
を
利

用
し
て
訪
れ
て
い
た
。
特
に
、
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
は
南
島
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
、

ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
サ
ウ
ン
ド
や
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ

ク
へ
の
周
遊
の
起
点
と
な
っ
て
い
た
。

2
0
0
0
年
代

　
2
0
0
0
年
代
初
頭
に
成
田
か
ら
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
へ
の
直
行
便
が
運
航
し
た
た

め
、
ア
ク
セ
ス
が
改
善
し
、
多
く
の
日
本
人

観
光
客
が
訪
れ
る
地
域
と
な
っ
た
。
大
聖
堂

広
場
周
辺
に
は
、
ホ
テ
ル
や
土
産
店
・
免
税

店
が
立
ち
並
び
、
街
も
賑
わ
っ
て
い
た
。
ま

た
、
日
本
人
旅
行
者
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
が
多

様
化
し
、団
体
旅
行
に
代
わ
っ
て
F
I
T（
海

外
個
人
旅
行
）
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
自
由
で
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
旅
行

体
験
を
求
め
、
現
地
で
は
日
帰
り
ツ
ア
ー
も

盛
況
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
日
本
人
観
光
バ
ブ
ル
」
と

現
地
で
言
わ
れ
て
い
た
ほ
ど
賑
わ
っ
て
い
た

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
だ
が
、
2
0
0
8
年

に
起
き
た
世
界
的
な
金
融
危
機
で
あ
る
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
日
本
人
観
光
客
の

海
外
旅
行
需
要
が
減
少
し
、
こ
れ
に
伴
い
、

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
あ
っ
た
旅
行
関
連

会
社
が
次
々
と
閉
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

2
0
1
0
年
代

　
そ
の
後
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

2
0
1
1
年
2
月
22
日
に
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地

震
の
大
き
な
余
震
が
発
生
し
、
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
の
街
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
っ

た
大
聖
堂
の
崩
壊
を
は
じ
め
、
市
街
地
の
ほ

と
ん
ど
が
壊
滅
的
な
状
況
と
な
り
、
日
本
だ

け
で
な
く
世
界
か
ら
の
来
訪
者
が
減
っ
て
し

ま
っ
た
。
地
震
後
、
旅
行
者
数
の
回
復
に
数

年
か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
現

在
も
な
お
修
復
の
終
わ
ら
な
い
大
聖
堂
の
す

が
た
や
市
街
地
の
復
興
の
遅
れ
が
観
光
の
魅

力
を
低
下
さ
せ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
同
年
3
月
11
日
に
は
、
日
本
で
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
、
日
本
人
旅
行
者
の
関
心

が
海
外
旅
行
か
ら
離
れ
た
時
期
と
重
な
っ
た

こ
と
も
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
前
の
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
観
光
関
連
の
ロ
ー
カ
ル

企
業
は
、
日
本
人
向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

や
集
客
を
大
手
旅
行
会
社
に
依
存
し
て
い
た

が
、
旅
行
の
ス
タ
イ
ル
が
団
体
旅
行
か
ら

F
I
T
に
代
替
し
て
い
っ
た
こ
と
も
、
衰
退

し
て
い
っ
た
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
ロ
ー

カ
ル
企
業
が
日
本
市
場
に
向
け
て
主
体
的
に

情
報
発
信
し
た
り
、
集
客
す
る
た
め
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
す
る
機
会
は
限
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
、
現
地
で
日
本
人
向
け
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
る
方
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
以
降
、
旅
行

者
数
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
っ
た
が
、
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
ホ
テ
ル
が
少
な
い
た

め
、
滞
在
先
が
変
化
し
て
い
っ
た
。
テ
カ
ポ

や
ク
イ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
と
い
っ
た
他
地
域
が

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
特
に
テ

カ
ポ
は
宿
泊
施
設
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
星

空
観
光
が
日
本
市
場
で
も
人
気
が
高
ま
っ
た

た
め
、
観
光
客
が
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に

着
く
と
す
ぐ
、
そ
れ
ら
の
他
地
域
へ
流
れ
て

い
っ
た
。

は
じ
め
に

　
今
回
視
察
で
訪
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
、
南
島
観

光
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
か
つ
て
は
日
本
か
ら
の
直
行
便
が

運
航
し
て
い
た
ほ
ど
（
ト
ラ
ベ
ル
ボ
イ
ス

（
2
0
1
4
）　1） 

）、
日
本
人
観
光
客
に
と
っ

て
も
人
気
の
旅
行
先
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

2
0
1
0
年
代
以
降
、
日
本
人
観
光
客
の

減
少
が
続
き
そ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
大
幅
に

縮
小
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
（
図
1
）。

　
こ
の
一
義
的
な
要
因
と
し
て
は
2
0
0
7

〜
2
0
0
9
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、

2
0
1
0
〜
2
0
1
1
年
の
カ
ン
タ
ベ
リ
ー

地
震
、
東
日
本
大
震
災
等
が
想
定
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、（
規
模
や
種
類
の
違
い
は

あ
れ
ど
も
）
そ
の
よ
う
な
外
的
な
シ
ョ
ッ
ク

が
突
発
的
に
発
生
す
る
可
能
性
は
ど
の
観
光

地
も
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
事
実

で
あ
る
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
や
持
続
可
能
な
観
光
へ
の
取
り

組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

考
察　

見
て
き
た
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
の
市
場
（
特
に
日
本
人
観
光
客
の
市
場
）

に
お
い
て
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
地
震
が
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
と
し
て

影
響
し
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き

た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
か
ら
導
か
れ
る
現

時
点
で
の
課
題
と
考
え
う
る
対
応
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

①
賑
わ
い
の
創
出

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
街
は
、
震
災
前

は
、
小
さ
な
路
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

そ
こ
に
は
小
売
店
が
立
ち
並
び
、
賑
わ
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
震
災
に
よ
っ

て
、
多
く
の
古
い
建
物
も
活
気
も
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
。
政
府
の
再
建
計
画
で
あ
る

C
h
ristch

u
rch
 C
en
tra
l R
eco
very 

P
lan

　5） 

で
は
、
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
お
り
、
小
売
店

等
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
る
に
は
難
し
い
状

況
の
よ
う
で
あ
る
が
、
元
の
よ
う
な
小
さ
な

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
た
く
さ
ん

の
小
さ
な
ビ
ジ
ネ
ス
、
ア
ー
ト
、
宝
石
店
、

衣
料
品
店
な
ど
、
観
光
客
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
面
白
く
し
、
そ
の
場
所
に
活
気
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現

状
は
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が
メ
イ
ン
で
そ
れ
が

で
き
な
い
た
め
、活
気
も
な
く
な
り
、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
の
あ
り
方
や
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
で
の
観

光
客
の
体
験
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
現
地
の
大
学
の
研
究
者
か

ら
も
伺
っ
た
。

　
実
際
街
中
を
歩
い
て
み
る
と
、
大
き
な
ス

ペ
ー
ス
を
持
つ
建
物
が
並
び
、
テ
ナ
ン
ト
が

ピ
ー
タ
ー
は
初
回
訪
問
者
よ
り
も
長
期
滞
在

し
、
選
択
さ
れ
た
観
光
対
象
も
限
定
的
で
あ

る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
訪

問
者
の
訪
問
回
数
に
よ
っ
て
求
め
て
い
る
内

容
や
情
報
が
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で
あ
る
と

い
え
る
。ま
た
、岡
村
&
福
重（
2
0
0
7
）　7） 

は
、

訪
問
回
数
に
よ
る
観
光
者
の
目
的
の
違
い
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
リ
ピ
ー

タ
ー
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
観
光
者
の
興
味

を
ひ
く
情
報
発
信
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
目
的
に
応
じ
た

現
地
の
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
楽
し
み
方

に
関
す
る
情
報
を
受
け
取
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
航
空
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政

府
観
光
局
の
サ
イ
ト
で
お
す
す
め
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ

ら
の
情
報
に
加
え
て
、
現
地
ガ
イ
ド
だ
け
が

知
る
ス
ポ
ッ
ト
や
S
N
S
映
え
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
の
情
報
が
発
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
南
島
の
玄
関
口

と
し
て
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
に
と
っ
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宿

泊
施
設
が
少
な
く
、
そ
の
多
く
が
再
建
に
携

わ
る
人
々
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

観
光
に
来
て
も
泊
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
た

め
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
滞
在
す
る
期

間
は
短
く
な
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る

（O
rchiston, et al.

（2012

）　8） / R
eserve 

B
ank of N

ew
 Z
ealand.

（2012

）　9） 

）。

　
滞
在
期
間
が
短
く
な
っ
た
の
は
、他
に
も
、

他
地
域
へ
の
観
光
客
流
出
や
初
回
訪
問
者
が

多
い
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
の
滞
在
が
思
い
出
深
い
も
の
に
な
る
よ
う

な
新
し
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
観
光
地
の
復
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興
に
は
、
地
域
の
主
体
性
が
重
要
で
あ
り
、

地
元
自
治
体
を
は
じ
め
、
地
域
内
の
組
織
や

住
民
の
協
力
の
も
と
、
例
え
ば
新
た
な
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
に
よ
り
、
地
域
の
観
光

を
復
活
さ
せ
て
い
る
例
は
多
く
あ
る
。

　
一
方
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
で
は
、
先

に
挙
げ
た
よ
う
に
、
ロ
ー
カ
ル
の
旅
行
関
連

会
社
の
受
動
的
な
体
制
は
変
わ
ら
ず
、
震
災

後
も
大
手
旅
行
会
社
へ
の
依
存
が
続
い
て
お

り
、
自
発
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
で
、
最
新
情
報
の
発
信
が

停
滞
し
て
い
る
。
ま
た
、
街
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
っ
た
大
聖
堂
の
再
建
も
な
か
な
か
進
ん
で

い
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
頼
ら
ず
、
新
し

い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
や
街
全
体
の
魅

力
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
必
要
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
日
本
人
観
光
市

場
は
、
地
震
や
経
済
変
動
、
旅
行
ト
レ
ン
ド

の
変
化
な
ど
多
く
の
要
因
に
影
響
を
受
け
て

き
た
。
か
つ
て
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
」
と
呼

ば
れ
、
美
し
い
庭
園
や
イ
ギ
リ
ス
風
の
建
築

物
が
並
ぶ
観
光
地
で
あ
っ
た
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
は
、
現
在
、
震
災
を
経
験
し
た
街

の
再
生
と
い
う
視
点
か
ら
、
新
し
い
建
築
や

現
代
的
な
ア
ー
ト
が
注
目
さ
れ
、
こ
れ
は
所

感
で
あ
る
が
、
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お

い
て
も
話
さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
は
震
災
が

起
き
た
ら
復
興
を
目
指
し
が
ち
で
は
あ
る

が
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
よ
う
に
、
街

を
新
た
に
つ
く
り
な
お
し
て
し
ま
う
と
い
う

方
法
も
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
生
ま

れ
変
わ
っ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
街

で
、
観
光
客
が
短
期
的
な
観
光
だ
け
で
は
な

く
、
時
間
を
か
け
て
堪
能
で
き
る
よ
う
な
、

ロ
ー
カ
ル
の
自
然
、
文
化
、
歴
史
を
活
用
し

た
多
面
的
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
滞

在
型
の
旅
行
も
で
き
る
よ
う
な
プ
ラ
ン
の
提

案
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
現
在
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
へ
の
日
本

人
旅
行
者
は
多
く
は
な
い
が
、
旅
先
で
の
満

足
度
と
再
訪
意
向
が
強
い
地
域
で
あ
る
　10） 

。

例
え
ば
、
体
験
を
通
じ
て
地
域
の
人
と
の
交

流
の
機
会
を
設
け
る
よ
う
な
、
時
間
を
か
け

る
滞
在
型
観
光
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
帰
国

し
て
か
ら
も
地
域
情
報
に
敏
感
に
な
っ
た

り
、
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
続
け
た
り
と
、
お

互
い
に
何
か
あ
っ
た
時
は
協
力
し
合
え
る
関

係
を
つ
く
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
地

復
興
に
と
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
岩
永
（
2
0
2
0
）　11） 

は
、

観
光
地
が
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
経
験
を
提
供

し
、
そ
の
後
の
施
策
を
も
通
じ
て
地
域
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
十
分
に
向
上
さ
せ
れ
ば
、

旅
行
者
を
単
に
通
り
過
ぎ
る
旅
人
で
は
な

く
、
地
域
を
支
え
る
主
体
と
な
る
関
係
人
口

に
転
じ
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
示
し
て

写真4：小売店、レストラン、料理教室、カフェ、バーなどが並ぶリバーサ
イドマーケット

写真5：街を歩いていると出会う壁面アート

②
ロ
ー
カ
ル
企
業
の
能
動
的
姿
勢
と

　
情
報
発
信
の
促
進

③
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発

い
る
。　

こ
の
よ
う
に
旅
行
後
も
関
係
し
続
け
ら
れ

る
関
係
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、
日

本
の
観
光
地
復
興
に
お
い
て
も
重
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。
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オ
ースト
ラ
リ
ア・

ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
視
察
の

全
体
像
と
震
災
か
ら
の

観
光
復
興
に
お
け
る

ガ
バナ
ンス
の
様
相

2
4

観
光
研
究
部 

上
席
主
任
研
究
員

菅
野
正
洋

損
失
が
対
象
で
あ
り
、
商
業
施
設
は
対
象
と

し
て
い
な
い
。
住
宅
以
外
の
事
業
者
向
け
保

険
は
住
宅
に
比
べ
て
保
険
料
が
高
額
に
な
る

た
め
、
加
入
率
は
低
く
50
％
程
度
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
か
ら
の
復

等
と
合
併
し
、単
一
の
官
民
組
織
と
な
っ
た
。

こ
の
新
機
関
は
、
観
光
地
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
都
市
開
発
を
組
み
合
わ
せ
る
メ
リ
ッ
ト

を
最
大
化
し
、
重
複
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
た

非
効
率
を
最
小
化
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
発

足
し
た
も
の
で
あ
る
（D

ep
artm

en
t o
f 

th
e P
rim
e M
in
ister an

d
 C
ab
in
et 

(D
P
M
C
) N
ew
 Z
ealan

d
, 2
0
1
7

）。

　

A
m
ore

とH
all

（2017

）
は
、
C
&
C
T

は
復
興
局
面
の
意
思
決
定
の
議
論
に
お
い

て
、
わ
ず
か
な
役
割
し
か
果
た
せ
な
か
っ
た

と
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
政
府
が

進
め
る
地
方
自
治
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
革

の
取
り
組
み
に
、
公
共
支
出
を
引
き
締
め
る

「
超
新
自
由
主
義
」
的
な
特
徴
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
D
M
O
に
関
し

て
は
、
海
外
市
場
に
対
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
に
国
レ
ベ
ル
の
D
M
O
に
資
金
を

投
入
す
る
一
方
で
、
地
方
D
M
O
に
対
し
て

は
資
金
注
入
が
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
主
な

活
動
資
金
を
地
方
議
会
に
頼
る
し
か
な
か
っ

た
状
況
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
自
然
災
害
の

歴
史
と
第
二
次
世
界
大
戦
を
受
け
て
1
9
4
4

年
に
地
震
・
戦
災
基
金
が
設
立
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
す
べ
て
の
火
災
保
険
契
約
に
上
乗
せ

さ
れ
る
賦
課
金
に
よ
っ
て
、
地
震
と
戦
争
被

害
に
対
す
る
保
険
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
後
1
9
9
3
年
に
、
地
震
・
戦
災

基
金
は
、
地
震
委
員
会
（E

arth
q
u
ake 

C
om
m
ission

：
E
Q
C
）
が
管
理
す
る
自
然

災
害
基
金
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
E
Q
C
が

提
供
す
る
保
険
はE

Q
C
o
ver

と
呼
ば
れ
、

地
震
、
自
然
地
す
べ
り
、
火
山
噴
火
、
熱
水

活
動
、
津
波
、
こ
れ
ら
の
自
然
災
害
に
起
因

す
る
火
災
な
ど
が
対
象
と
な
る
（V

ero 

In
su
ran
ce,2

0
1
5

）。
こ
の
た
め
、
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
地
震
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
額
に

対
す
る
保
険
に
よ
る
補
償
額
の
比
率
は
他
の

大
規
模
地
震
と
比
較
し
て
高
く
な
っ
て
い
る

（
表
1
）。

　
2
0
1
0
年
に
か
け
て
、
こ
の
自
然
災
害

基
金
の
残
高
は
59
億
N
Z
ド
ル
に
達
し
て
い

た
が
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
に
関
連
す
る
支

出
で
使
い
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
損
害
賠

償
請
求
が
E
Q
C
の
限
度
額
を
超
え
る
と
、

そ
れ
以
上
の
保
険
損
害
は
民
間
保
険
会
社
の

責
任
と
な
る
。こ
の
請
求
の
処
理
に
あ
た
り
、

査
定
に
不
満
を
抱
く
保
険
金
受
給
者
か
ら
の

訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
な
ど
の
動
き
が
あ
り
時

間
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
豊
田
ほ
か
、 

2
0
1
8
）。

　
な
お
、
こ
の
自
然
災
害
基
金
は
住
宅
用
不

動
産
（
住
居
、
動
産
、
土
地
）
に
関
連
す
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
様
相
を
整
理
す
る
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
時

限
付
き
で
設
立
さ
れ
た
行
政
組
織
で
あ
る
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
復
興
庁
（C

anterbury 

E
arth

q
u
ake R

eco
very A

u
th
o
rity

：

C
E
R
A
）
を
中
心
と
し
て
、
2
0
1
2
年
に

「
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
中
心
地
復
興
計
画
」

（C
hristchurch C

e
n
tra
l R
e
co
ve
ry 

P
lan

）
が
策
定
さ
れ
た
（
そ
の
後
2
0
1
4

年
に
改
訂
）。
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
住
民
か
ら
復
興
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し

そ
の
結
果
が
反
映
さ
れ
た
（
栗
山
ほ
か
、 

2
0
1
8
）。

　
同
計
画
で
は
、
掲
げ
ら
れ
た
6
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
の
1
つ
に
「G

reat P
lace to w

ork,

live,play,learn and visit

」が
あ
る
よ
う
に
、

観
光
交
流
も
意
識
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、「B

lu
e P
rin
t

」（
青
写
真
）
と

し
て
エ
リ
ア
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
つ
つ
、
17
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（A

n
ch
o
r P
ro
ject

）

が
計
画
さ
れ
て
お
り
（
図
1
）、
そ
れ
ぞ
れ

具
体
的
な
位
置
が
地
図
上
で
示
さ
れ
、
併
せ

て
主
導
・
連
携
す
る
官
民
の
主
体
の
具
体
名

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
議
会

（C
hristchurch C

ity C
ourcil

：
C
C
C
）

が
出
資
し
、
同
地
域
の
D
M
O
と
し
て
運

営
さ
れ
て
い
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
・

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
観
光
局
（C

hristchurch 

and C
anterbury T

ourism

：
C
&
C
T
）

は
、観
光
客
の
回
復
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
、

2
0
1
2
年
に
観
光
客
回
復
戦
略
（V

isitor 

R
ecovery S

trategy

：
V
R
S
）
を
発
表

し
た
。
同
戦
略
は
主
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ

ャ
ー
チ
と
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
域
の
競
争
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。

　
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
う
組
織

と
し
て
、
C
&
C
T
は
主
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
や
中
国
な
ど
主
要
な
市
場
へ
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
力
を
入
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
や
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
再
開
発
へ
の
関
与
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
観
光
客
数
の
回
復
は
V
R
S

が
予
測
し
た
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
よ
り
も
遅
れ

る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
2
0
1
5
年
に
C
&
C
T
は
、

C
C
C
の
イ
ベ
ン
ト
管
理
部
門
で
あ
る
組
織

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

視
察
の
背
景
と
目
的

　
今
回
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
を
視
察
対
象
地
と
し
て
選
定
し
た
の

に
は
複
数
の
理
由
が
あ
る
。

　
ま
ず
、特
集
2
‐
1
で
川
村
が
紹
介
し
て

い
る
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て

は
、国
家
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

観
光
統
計
の
シ
ス
テ
ム
に
大
規
模
な
改
変
を

加
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
あ
っ

た
。ま
た
、特
集
2
‐
2
で
後
藤
が
紹
介
し
て

い
る
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
は
移
民
の
国
と
し
て
、も
と
も
と

存
在
し
て
い
た
文
化
と
新
し
く
も
た
ら
さ
れ

た
文
化
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
観
光
政

策
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。そ

し
て
特
集
2
‐
3
で
岩
野
が
紹
介
し
て
い
る

よ
う
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
日
本
と
同
様

に
地
震
国
と
し
て
震
災
を
経
験
す
る
中
で
、

観
光
市
場
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、復
興
を

果
た
し
て
き
て
い
る
国
で
も
あ
る
。

　
今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
両
国
を
訪
れ
る
こ

と
で
、
観
光
市
場
、
地
域
資
源
、
統
計
制
度

と
い
っ
た
様
々
な
側
面
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く

観
光
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
実
感
・
把
握
で
き

う
る
と
の
目
論
見
の
下
、
視
察
を
実
施
し
た
。

　
上
記
の
岩
野
の
論
考
に
続
き
、
本
稿
で
は

震
災
を
経
験
し
た
地
域
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
観
光
復
興
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
様
相
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
い
く
。

は
じ
め
に

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
14
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
ル
ー
ル
大
学
ボ
ー
フ

ム
（R

uhr U
niversity B

ochum

）
に
よ
る

と
、
日
本
は
世
界
1
9
3
ヶ
国
の
自
然
災
害

（
地
震
、
津
波
、
サ
イ
ク
ロ
ン
、
沿
岸
の
洪
水
、

河
川
の
洪
水
、
干
ば
つ
と
海
面
上
昇
）
に
見

舞
わ
れ
る
可
能
性（E

xposure

）に
関
し
て
、

中
国
、
メ
キ
シ
コ
に
次
い
で
高
い
と
評
価
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
自
然
災
害
の
う
ち
地
震
に

関
し
て
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
大
規
模
地
震

（
M
8
か
ら
M
9
ク
ラ
ス
）
は
、「
平
常
時
」

に
お
い
て
も
今
後
30
年
以
内
に
発
生
す
る
確

率
が
70
〜
80
％
で
あ
り
、昭
和
東
南
海
地
震
・

昭
和
南
海
地
震
の
発
生
か
ら
約
80
年
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
切
迫
性
の
高
い
状
態

で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
中
、
2
0
2
4
年
1

月
に
は
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
ま
た
8

月
に
は
日
向
灘
沖
で
地
震
が
発
生
し
、「
南

海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注

意
）」
も
発
表
さ
れ
た
。

　
筆
者
は
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災

後
、
2
0
1
2
〜
2
0
1
5
年
度
に
か
け
て

環
境
省
が
実
施
し
た
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
関
与
し
、
地
域
関

係
者
が
観
光
復
興
の
た
め
に
取
り
組
む
事
業

の
側
面
支
援
を
行
っ
て
い
た
。
上
記
の
経
験

か
ら
、
潜
在
的
に
災
害
発
生
の
リ
ス
ク
を
有

し
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、
様
々
な
事

例
の
取
り
組
み
を
客
観
的
に
概
観
す
る
こ
と

は
、
来
る
べ
き
局
面
に
お
け
る
含
意
を
得
る

有
用
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
大
規
模
災
害
と
、
そ

の
観
光
復
興
の
プ
ロ
セ
ス
を
事
例
と
し
て
、

観
光
地
と
し
て
ど
の
よ
う
な
計
画
や
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
間
の
関
係
性
の
構
造
・
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
中
で
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き

た
の
か
を
把
握
・
整
理
す
る
。

調
査
概
要

①
調
査
対
象

　
大
規
模
災
害
の
発
生
直
後
や
中
間
期
に
お

い
て
は
「
復
旧
」
対
応
が
必
要
な
一
方
で
、

観
光
産
業
や
観
光
事
業
者
の
再
興
、
あ
る
い

は
旅
行
者
の
再
獲
得
な
ど
観
光
面
で
の
「
復

興
」
は
長
期
的
な
復
旧
の
プ
ロ
セ
ス
と
な
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（Faulkner, 2001

）。

　
本
稿
で
は
、
東
日
本
大
震
災
と
ほ
ぼ
同
時

期
に
発
生
し
、
か
つ
発
生
か
ら
一
定
の
期
間

が
経
過
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ン
タ

ベ
リ
ー
地
震
を
対
象
と
す
る
。
同
地
震
は

2
0
1
0
年
9
月
4
日
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
・
1
）
／
2
0
1
1
年
2
月
22
日
（
同

6
・
3
）
／
2
0
1
1
年
6
月
14
日
（
同

6
・
3
）
に
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
を
含
む

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
方
一
帯
で
発
生
し
た
一
連

の
地
震
の
呼
称
で
あ
る
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

に
次
ぐ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
第
2
の
都
市
で

あ
り
、
南
島
の
主
要
な
都
市
圏
を
形
成
し
て

い
る
。
観
光
産
業
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
経

済
の
中
核
を
な
し
て
い
た
が
、
2
0
0
7
〜

2
0
0
9
年
の
国
際
的
な
金
融
危
機
後
は
、

特
に
主
要
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
英
国
、
米
国
）
が
危
機
的
状
況

に
陥
っ
た
た
め
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た

（A
m
o
re&
H
all, 2

0
1
7

）。

　
そ
の
経
済
に
さ
ら
に
決
定
的
な
影
響
を
与

え
た
の
が
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
で
あ
り
、
当

時
の
人
口
30
万
規
模
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
に
お
い
て
、建
造
物
被
害
は
約
10
万
戸（
全

壊
約
4
0
0
0
戸
）、
死
者
1
8
5
名
、
負

傷
者
約
5
8
0
0
名
の
被
害
が
生
じ
た
。
経

済
的
な
損
失
額
は
約
4
0
0
億
N
Z
ド
ル
で

あ
り
、
国
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
2
・
5
％
、

当
時
の
G
D
P
の
20
％
に
相
当
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。

②
調
査
方
法

　
観
光
地
と
し
て
の
計
画
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
あ

る
い
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
関
係
性
の

構
造
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
連
す
る
既
往

研
究
や
公
開
さ
れ
て
い
る
行
政
資
料
、
計
画

書
、
報
告
書
等
の
文
献
を
収
集
し
、
内
容
を

レ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
上
で
、
現
地
に
赴
い

て
復
興
の
状
況
を
目
視
す
る
と
と
も
に
、
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
の
復
興
局
面
に
お
け
る
行

政
の
対
応
や
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
動
向

に
つ
い
て
一
定
の
知
見
を
有
す
る
現
地
の
大

学
の
研
究
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
文
献
調

査
に
よ
る
情
報
を
補
完
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、V

o
lgger

ら
（
2
0
1
7
）

が
整
理
し
た「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
主
要
な
要
素
」

の
う
ち
、「
戦
略
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
」「
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
」「
構
造
」
を
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、

は
、
復
興
の
主
た
る
財
源
が
地
震
保
険
を
原

資
と
す
る
基
金
と
民
間
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
保

険
会
社
の
保
険
金
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

不
動
産
価
値
等
の
経
済
性
が
優
先
さ
れ
、
策

定
さ
れ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
中
心
地
復

興
計
画
の
思
想
が
十
分
に
尊
重
さ
れ
な
い
、

あ
る
い
は
観
光
的
な
魅
力
の
維
持
・
創
出
に

対
す
る
意
識
が
働
き
に
く
い
と
い
っ
た
状
況

が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

ま
と
め

　
本
稿
で
は
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
主
要
な
要

素
」
の
う
ち
、「
戦
略
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
」「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
構
造
」を
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、

文
献
調
査
や
現
地
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
基
に
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
後
の
観
光
復

興
の
取
り
組
み
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
様

相
を
概
観
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
に
お
い

て
は
、
観
光
復
興
に
あ
た
っ
て
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
要
素
と
し
て
必
要
と
な
る
「
戦
略
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
」
や
D
M
O
を
中
心
と
し
た
「
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」が
、そ
れ
を
支
え
る「
構
造
」

と
し
て
の
「
財
源
」
の
状
況
に
よ
っ
て
大
き

な
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
把
握
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
地
方
へ
の
財
政
支
出
を
抑
制
す
る

（
代
わ
り
に
民
間
に
委
ね
る
）
政
府
の
政
策

方
針
と
、
保
険
会
社
を
中
心
と
す
る
民
間
の

原
資
が
復
興
財
源
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
結
果
と
し
て
D
M
O
の
活
動
の
し
や
す

さ
や
計
画
推
進
の
ス
ピ
ー
ド
、
あ
る
い
は
計

画
思
想
の
尊
重
や
観
光
魅
力
の
維
持
・
創
出

に
対
し
て
抑
制
的
に
働
い
た
状
況
が
把
握
さ

れ
た
。　

一
方
、
我
が
国
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
は
、
増
税
し
た
国
税
や
起
債
な
ど
の
公

的
原
資
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
ラ
や
都
市
計
画
等

の
基
盤
と
な
る
部
分
を
担
保
し
つ
つ
、
公
民

連
携
の
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ
て
地
域
側（
行
政
・

観
光
産
業
）
の
意
向
も
取
り
込
ん
だ
復
興
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地

震
か
ら
の
復
興
の
プ
ロ
セ
ス
を
概
観
す
る
中

で
、
前
記
の
よ
う
な
我
が
国
の
復
興
推
進
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
有
効
性
を
改
め
て
感
じ

た
次
第
で
あ
る
。

　
ま
た
、
わ
が
国
で
は
近
年
、
観
光
振
興
の

た
め
の
独
自
財
源
と
し
て
各
地
で
宿
泊
税
の

導
入
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
使
途
と
し
て
公

益
性
の
高
い
事
業
や
活
動
に
充
当
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
将
来
的
な
大
規
模

災
害
の
発
生
が
予
期
さ
れ
る
中
で
は
、
そ
れ

に
対
す
る
備
え
、
い
わ
ば
「
事
前
復
興
」
に

つ
い
て
も
、
財
源
活
用
を
検
討
す
べ
き
使
途

の
一
つ
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図1：クライストチャーチ中心地復興計画における17の重点プロジェクト（Anchor Project）
出所）カンタベリー地震復興庁（CERA）「Christchurch Central Recovery Plan　概要版」

興
が
遅
れ
た
原
因
と
し
て
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ

ャ
ー
チ
で
多
く
の
商
業
ビ
ル
が
過
少
保
険
の

状
態
に
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
豊
田
ほ
か
、
2
0
1
8
）。

　
ま
た
、
現
地
の
研
究
者
と
の
意
見
交
換
で

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
か
ら
の

復
興
局
面
に
お
け
る
観
光
地
ガ
バ
ナ
ン
ス

‒❹オーストラリア・ニュージーランド視察の全体像と震災からの観光復興におけるガバナンスの様相2
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三 校



オ
ースト
ラ
リ
ア・

ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
視
察
の

全
体
像
と
震
災
か
ら
の

観
光
復
興
に
お
け
る

ガ
バナ
ンス
の
様
相

2
4

観
光
研
究
部 

上
席
主
任
研
究
員

菅
野
正
洋

損
失
が
対
象
で
あ
り
、
商
業
施
設
は
対
象
と

し
て
い
な
い
。
住
宅
以
外
の
事
業
者
向
け
保

険
は
住
宅
に
比
べ
て
保
険
料
が
高
額
に
な
る

た
め
、
加
入
率
は
低
く
50
％
程
度
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
か
ら
の
復

等
と
合
併
し
、単
一
の
官
民
組
織
と
な
っ
た
。

こ
の
新
機
関
は
、
観
光
地
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
都
市
開
発
を
組
み
合
わ
せ
る
メ
リ
ッ
ト

を
最
大
化
し
、
重
複
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
た

非
効
率
を
最
小
化
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
発

足
し
た
も
の
で
あ
る
（D

ep
artm

en
t o
f 

th
e P
rim
e M
in
ister an

d
 C
ab
in
et 

(D
P
M
C
) N
ew
 Z
ealan

d
, 2
0
1
7

）。

　

A
m
ore

とH
all

（2017

）
は
、
C
&
C
T

は
復
興
局
面
の
意
思
決
定
の
議
論
に
お
い

て
、
わ
ず
か
な
役
割
し
か
果
た
せ
な
か
っ
た

と
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
政
府
が

進
め
る
地
方
自
治
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
革

の
取
り
組
み
に
、
公
共
支
出
を
引
き
締
め
る

「
超
新
自
由
主
義
」
的
な
特
徴
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
D
M
O
に
関
し

て
は
、
海
外
市
場
に
対
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
に
国
レ
ベ
ル
の
D
M
O
に
資
金
を

投
入
す
る
一
方
で
、
地
方
D
M
O
に
対
し
て

は
資
金
注
入
が
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
主
な

活
動
資
金
を
地
方
議
会
に
頼
る
し
か
な
か
っ

た
状
況
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
自
然
災
害
の

歴
史
と
第
二
次
世
界
大
戦
を
受
け
て
1
9
4
4

年
に
地
震
・
戦
災
基
金
が
設
立
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
す
べ
て
の
火
災
保
険
契
約
に
上
乗
せ

さ
れ
る
賦
課
金
に
よ
っ
て
、
地
震
と
戦
争
被

害
に
対
す
る
保
険
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
後
1
9
9
3
年
に
、
地
震
・
戦
災

基
金
は
、
地
震
委
員
会
（E

arthquake 

C
om
m
ission

：
E
Q
C
）
が
管
理
す
る
自

然
災
害
基
金
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
E
Q
C

が
提
供
す
る
保
険
はE

Q
C
o
ver

と
呼
ば

れ
、
地
震
、
自
然
地
す
べ
り
、
火
山
噴
火
、

熱
水
活
動
、
津
波
、
こ
れ
ら
の
自
然
災
害
に

起
因
す
る
火
災
な
ど
が
対
象
と
な
る
（V

ero 

In
su
ran
ce,2

0
1
5

）。
こ
の
た
め
、
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
地
震
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
額
に

対
す
る
保
険
に
よ
る
補
償
額
の
比
率
は
他
の

大
規
模
地
震
と
比
較
し
て
高
く
な
っ
て
い
る

（
表
1
）。

　
2
0
1
0
年
に
か
け
て
、
こ
の
自
然
災
害

基
金
の
残
高
は
59
億
N
Z
ド
ル
に
達
し
て
い

た
が
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
に
関
連
す
る
支

出
で
使
い
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
損
害
賠

償
請
求
が
E
Q
C
の
限
度
額
を
超
え
る
と
、

そ
れ
以
上
の
保
険
損
害
は
民
間
保
険
会
社
の

責
任
と
な
る
。こ
の
請
求
の
処
理
に
あ
た
り
、

査
定
に
不
満
を
抱
く
保
険
金
受
給
者
か
ら
の

訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
な
ど
の
動
き
が
あ
り
時

間
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
豊
田
ほ
か
、 

2
0
1
8
）。

　
な
お
、
こ
の
自
然
災
害
基
金
は
住
宅
用
不

動
産
（
住
居
、
動
産
、
土
地
）
に
関
連
す
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
様
相
を
整
理
す
る
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
時

限
付
き
で
設
立
さ
れ
た
行
政
組
織
で
あ
る
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
復
興
庁
（C

anterbury 

E
arth

q
u
ake R

eco
very A

u
th
o
rity

：

C
E
R
A
）
を
中
心
と
し
て
、
2
0
1
2
年
に

「
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
中
心
地
復
興
計
画
」

（C
hristchurch C

e
n
tra
l R
e
co
ve
ry 

P
lan

）
が
策
定
さ
れ
た
（
そ
の
後
2
0
1
4

年
に
改
訂
）。
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
住
民
か
ら
復
興
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し

そ
の
結
果
が
反
映
さ
れ
た
（
栗
山
ほ
か
、 

2
0
1
8
）。

　
同
計
画
で
は
、
掲
げ
ら
れ
た
6
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
の
1
つ
に
「G

reat P
lace to w

ork,

live,play,learn and visit

」が
あ
る
よ
う
に
、

観
光
交
流
も
意
識
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、「B

lu
e P
rin
t

」（
青
写
真
）
と

し
て
エ
リ
ア
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
つ
つ
、
17
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（A

n
ch
o
r P
ro
ject

）

が
計
画
さ
れ
て
お
り
（
図
1
）、
そ
れ
ぞ
れ

具
体
的
な
位
置
が
地
図
上
で
示
さ
れ
、
併
せ

て
主
導
・
連
携
す
る
官
民
の
主
体
の
具
体
名

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
議
会

（C
hristchurch C

ity C
ourcil

：
C
C
C
）

が
出
資
し
、
同
地
域
の
D
M
O
と
し
て
運

営
さ
れ
て
い
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
・

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
観
光
局
（C

hristchurch 

and C
anterbury T

ourism

：
C
&
C
T
）

は
、観
光
客
の
回
復
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
、

2
0
1
2
年
に
観
光
客
回
復
戦
略
（V

isitor 

R
ecovery S

trategy

：
V
R
S
）
を
発
表

し
た
。
同
戦
略
は
主
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ

ャ
ー
チ
と
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
域
の
競
争
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。

　
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
う
組
織

と
し
て
、
C
&
C
T
は
主
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
や
中
国
な
ど
主
要
な
市
場
へ
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
力
を
入
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
や
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
再
開
発
へ
の
関
与
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
観
光
客
数
の
回
復
は
V
R
S

が
予
測
し
た
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
よ
り
も
遅
れ

る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
2
0
1
5
年
に
C
&
C
T
は
、

C
C
C
の
イ
ベ
ン
ト
管
理
部
門
で
あ
る
組
織

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

視
察
の
背
景
と
目
的

　
今
回
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
を
視
察
対
象
地
と
し
て
選
定
し
た
の

に
は
複
数
の
理
由
が
あ
る
。

　
ま
ず
、特
集
2
‐
1
で
川
村
が
紹
介
し
て

い
る
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て

は
、国
家
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

観
光
統
計
の
シ
ス
テ
ム
に
大
規
模
な
改
変
を

加
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
あ
っ

た
。ま
た
、特
集
2
‐
2
で
後
藤
が
紹
介
し
て

い
る
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
は
移
民
の
国
と
し
て
、も
と
も
と

存
在
し
て
い
た
文
化
と
新
し
く
も
た
ら
さ
れ

た
文
化
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
観
光
政

策
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。そ

し
て
特
集
2
‐
3
で
岩
の
が
紹
介
し
て
い
る

よ
う
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
日
本
と
同
様

に
地
震
国
と
し
て
震
災
を
経
験
す
る
中
で
、

観
光
市
場
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、復
興
を

果
た
し
て
き
て
い
る
国
で
も
あ
る
。

　
今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
両
国
を
訪
れ
る
こ

と
で
、
観
光
市
場
、
地
域
、
地
域
資
源
、
制
度

と
い
っ
た
様
々
な
側
面
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く

観
光
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
実
感
・
把
握
で
き

う
る
と
の
目
論
見
の
下
、
視
察
を
実
施
し
た
。

　
上
記
の
岩
野
の
論
考
に
続
き
、
本
稿
で
は

震
災
を
経
験
し
た
地
域
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
観
光
復
興
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
様
相
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
い
く
。

は
じ
め
に

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
14
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
ル
ー
ル
大
学
ボ
ー
フ

ム
（R

uhr U
niversity B

ochum

）
に
よ
る

と
、
日
本
は
世
界
1
9
3
ヶ
国
の
自
然
災
害

（
地
震
、
津
波
、
サ
イ
ク
ロ
ン
、
沿
岸
の
洪
水
、

河
川
の
洪
水
、
干
ば
つ
と
海
面
上
昇
）
に
見

舞
わ
れ
る
可
能
性（E

xposure

）に
関
し
て
、

中
国
、
メ
キ
シ
コ
に
次
い
で
高
い
と
評
価
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
自
然
災
害
の
う
ち
地
震
に

関
し
て
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
大
規
模
地
震

（
M
8
か
ら
M
9
ク
ラ
ス
）
は
、「
平
常
時
」

に
お
い
て
も
今
後
30
年
以
内
に
発
生
す
る
確

率
が
70
〜
80
％
で
あ
り
、昭
和
東
南
海
地
震
・

昭
和
南
海
地
震
の
発
生
か
ら
約
80
年
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
切
迫
性
の
高
い
状
態

で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
中
、
2
0
2
4
年
1

月
に
は
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
ま
た
8

月
に
は
日
向
灘
沖
で
地
震
が
発
生
し
、「
南

海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注

意
）」
も
発
表
さ
れ
た
。

　
筆
者
は
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災

後
、
2
0
1
2
〜
2
0
1
5
年
度
に
か
け
て

環
境
省
が
実
施
し
た
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
関
与
し
、
地
域
関

係
者
が
観
光
復
興
の
た
め
に
取
り
組
む
事
業

の
側
面
支
援
を
行
っ
て
い
た
。
上
記
の
経
験

か
ら
、
潜
在
的
に
災
害
発
生
の
リ
ス
ク
を
有

し
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、
様
々
な
事

例
の
取
り
組
み
を
客
観
的
に
概
観
す
る
こ
と

は
、
来
る
べ
き
局
面
に
お
け
る
含
意
を
得
る

有
用
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
大
規
模
災
害
と
、
そ

の
観
光
復
興
の
プ
ロ
セ
ス
を
事
例
と
し
て
、

観
光
地
と
し
て
ど
の
よ
う
な
計
画
や
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
間
の
関
係
性
の
構
造
・
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
中
で
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き

た
の
か
を
把
握
・
整
理
す
る
。

調
査
概
要

①
調
査
対
象

　
大
規
模
災
害
の
発
生
直
後
や
中
間
期
に
お

い
て
は
「
復
旧
」
対
応
が
必
要
な
一
方
で
、

観
光
産
業
や
観
光
事
業
者
の
再
興
、
あ
る
い

は
旅
行
者
の
再
獲
得
な
ど
観
光
面
で
の
「
復

興
」
は
長
期
的
な
復
旧
の
プ
ロ
セ
ス
と
な
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（Faulkner, 2001

）。

　
本
稿
で
は
、
東
日
本
大
震
災
と
ほ
ぼ
同
時

期
に
発
生
し
、
か
つ
発
生
か
ら
一
定
の
期
間

が
経
過
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ン
タ

ベ
リ
ー
地
震
を
対
象
と
す
る
。
同
地
震
は

2
0
1
0
年
9
月
4
日
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
・
1
）
／
2
0
1
1
年
2
月
22
日
（
同

6
・
3
）
／
2
0
1
1
年
6
月
14
日
（
同

6
・
3
）
に
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
を
含
む

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
方
一
帯
で
発
生
し
た
一
連

の
地
震
の
呼
称
で
あ
る
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

に
次
ぐ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
第
2
の
都
市
で

あ
り
、
南
島
の
主
要
な
都
市
圏
を
形
成
し
て

い
る
。
観
光
産
業
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
経

済
の
中
核
を
な
し
て
い
た
が
、
2
0
0
7
〜

2
0
0
9
年
の
国
際
的
な
金
融
危
機
後
は
、

特
に
主
要
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
英
国
、
米
国
）
が
危
機
的
状
況

に
陥
っ
た
た
め
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た

（A
m
o
re&
H
all, 2

0
1
7

）。

　
そ
の
経
済
に
さ
ら
に
決
定
的
な
影
響
を
与

え
た
の
が
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
で
あ
り
、
当

時
の
人
口
30
万
規
模
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
に
お
い
て
、建
造
物
被
害
は
約
10
万
戸（
全

壊
約
4
0
0
0
戸
）、
死
者
1
8
5
名
、
負

傷
者
約
5
8
0
0
名
の
被
害
が
生
じ
た
。
経

済
的
な
損
失
額
は
約
4
0
0
億
N
Z
ド
ル
で

あ
り
、
国
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
2
・
5
％
、

当
時
の
G
D
P
の
20
％
に
相
当
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。

②
調
査
方
法

　
観
光
地
と
し
て
の
計
画
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
あ

る
い
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
関
係
性
の

構
造
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
連
す
る
既
往

研
究
や
公
開
さ
れ
て
い
る
行
政
資
料
、
計
画

書
、
報
告
書
等
の
文
献
を
収
集
し
、
内
容
を

レ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
上
で
、
現
地
に
赴
い

て
復
興
の
状
況
を
目
視
す
る
と
と
も
に
、
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
の
復
興
局
面
に
お
け
る
行

政
の
対
応
や
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
動
向

に
つ
い
て
一
定
の
知
見
を
有
す
る
現
地
の
大

学
の
研
究
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
文
献
調

査
に
よ
る
情
報
を
補
完
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、V

o
lgger

ら
（
2
0
1
7
）

が
整
理
し
た「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
主
要
な
要
素
」

の
う
ち
、「
戦
略
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
」「
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
」「
構
造
」
を
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、

は
、
復
興
の
主
た
る
財
源
が
地
震
保
険
を
原

資
と
す
る
基
金
と
民
間
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
保

険
会
社
の
保
険
金
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

不
動
産
価
値
等
の
経
済
性
が
優
先
さ
れ
、
策

定
さ
れ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
中
心
地
復

興
計
画
の
思
想
が
十
分
に
尊
重
さ
れ
な
い
、

あ
る
い
は
観
光
的
な
魅
力
の
維
持
・
創
出
に

対
す
る
意
識
が
働
き
に
く
い
と
い
っ
た
状
況

が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

ま
と
め

　
本
稿
で
は
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
主
要
な
要

素
」
の
う
ち
、「
戦
略
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
」「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
構
造
」を
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、

文
献
調
査
や
現
地
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
基
に
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
後
の
観
光
復

興
の
取
り
組
み
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
様

相
を
概
観
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
に
お
い

て
は
、
観
光
復
興
に
あ
た
っ
て
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
要
素
と
し
て
必
要
と
な
る
「
戦
略
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
」
や
D
M
O
を
中
心
と
し
た
「
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」が
、そ
れ
を
支
え
る「
構
造
」

と
し
て
の
「
財
源
」
の
状
況
に
よ
っ
て
大
き

な
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
把
握
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
地
方
へ
の
財
政
支
出
を
抑
制
す
る

（
代
わ
り
に
民
間
に
委
ね
る
）
政
府
の
政
策

方
針
と
、
保
険
会
社
を
中
心
と
す
る
民
間
の

原
資
が
復
興
財
源
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
結
果
と
し
て
D
M
O
の
活
動
の
し
や
す

さ
や
計
画
推
進
の
ス
ピ
ー
ド
、
あ
る
い
は
計

画
思
想
の
尊
重
や
観
光
魅
力
の
維
持
・
創
出

に
対
し
て
抑
制
的
に
働
い
た
状
況
が
把
握
さ

れ
た
。　

一
方
、
我
が
国
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
は
、
増
税
し
た
国
税
や
起
債
な
ど
の
公

的
原
資
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
ラ
や
都
市
計
画
等

の
基
盤
と
な
る
部
分
を
担
保
し
つ
つ
、
公
民

連
携
の
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ
て
地
域
側（
行
政
・

観
光
産
業
）
の
意
向
も
取
り
込
ん
だ
復
興
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地

震
か
ら
の
復
興
の
プ
ロ
セ
ス
を
概
観
す
る
中

で
、
前
記
の
よ
う
な
我
が
国
の
復
興
推
進
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
有
効
性
を
改
め
て
感
じ

た
次
第
で
あ
る
。

　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。

図1：クライストチャーチ中心地復興計画における17の重点プロジェクト（Anchor Project）
出所）カンタベリー地震復興庁（CERA）「Christchurch Central Recovery Plan　概要版」

興
が
遅
れ
た
原
因
と
し
て
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ

ャ
ー
チ
で
多
く
の
商
業
ビ
ル
が
過
少
保
険
の

状
態
に
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
豊
田
ほ
か
、
2
0
1
8
）。

　
ま
た
、
現
地
の
研
究
者
と
の
意
見
交
換
で

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
か
ら
の

復
興
局
面
に
お
け
る
観
光
地
ガ
バ
ナ
ン
ス

‒❹オーストラリア・ニュージーランド視察の全体像と震災からの観光復興におけるガバナンスの様相2
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出所）大谷（2014）より筆者作成（元データはミュンヘン再保険が提供するNatCatSERVICEデータベース）

表 1 世界で1980-2012年に発生した地震の損失額、保険による補償額の比率、死亡者数
（保険による補償額の上位10件）

損
失
が
対
象
で
あ
り
、
商
業
施
設
は
対
象
と

し
て
い
な
い
。
住
宅
以
外
の
事
業
者
向
け
保

険
は
住
宅
に
比
べ
て
保
険
料
が
高
額
に
な
る

た
め
、
加
入
率
は
低
く
50
％
程
度
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
か
ら
の
復

等
と
合
併
し
、単
一
の
官
民
組
織
と
な
っ
た
。

こ
の
新
機
関
は
、
観
光
地
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
都
市
開
発
を
組
み
合
わ
せ
る
メ
リ
ッ
ト

を
最
大
化
し
、
重
複
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
た

非
効
率
を
最
小
化
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
発

足
し
た
も
の
で
あ
る
（D

ep
artm

en
t o
f 

th
e P
rim
e M
in
ister an

d
 C
ab
in
et 

(D
P
M
C
) N
ew
 Z
ealan

d
, 2
0
1
7

）。

　

A
m
ore

とH
all

（2017

）
は
、
C
&
C
T

は
復
興
局
面
の
意
思
決
定
の
議
論
に
お
い

て
、
わ
ず
か
な
役
割
し
か
果
た
せ
な
か
っ
た

と
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
政
府
が

進
め
る
地
方
自
治
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
革

の
取
り
組
み
に
、
公
共
支
出
を
引
き
締
め
る

「
超
新
自
由
主
義
」
的
な
特
徴
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
D
M
O
に
関
し

て
は
、
海
外
市
場
に
対
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
に
国
レ
ベ
ル
の
D
M
O
に
資
金
を

投
入
す
る
一
方
で
、
地
方
D
M
O
に
対
し
て

は
資
金
注
入
が
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
主
な

活
動
資
金
を
地
方
議
会
に
頼
る
し
か
な
か
っ

た
状
況
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
自
然
災
害
の

歴
史
と
第
二
次
世
界
大
戦
を
受
け
て
1
9
4
4

年
に
地
震
・
戦
災
基
金
が
設
立
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
す
べ
て
の
火
災
保
険
契
約
に
上
乗
せ

さ
れ
る
賦
課
金
に
よ
っ
て
、
地
震
と
戦
争
被

害
に
対
す
る
保
険
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
後
1
9
9
3
年
に
、
地
震
・
戦
災

基
金
は
、
地
震
委
員
会
（E

arthquake 

C
om
m
ission

：
E
Q
C
）
が
管
理
す
る
自

然
災
害
基
金
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
E
Q
C

が
提
供
す
る
保
険
はE

Q
C
o
ver

と
呼
ば

れ
、
地
震
、
自
然
地
す
べ
り
、
火
山
噴
火
、

熱
水
活
動
、
津
波
、
こ
れ
ら
の
自
然
災
害
に

起
因
す
る
火
災
な
ど
が
対
象
と
な
る
（V

ero 

In
su
ran
ce,2

0
1
5

）。
こ
の
た
め
、
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
地
震
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
額
に

対
す
る
保
険
に
よ
る
補
償
額
の
比
率
は
他
の

大
規
模
地
震
と
比
較
し
て
高
く
な
っ
て
い
る

（
表
1
）。

　
2
0
1
0
年
に
か
け
て
、
こ
の
自
然
災
害

基
金
の
残
高
は
59
億
N
Z
ド
ル
に
達
し
て
い

た
が
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
に
関
連
す
る
支

出
で
使
い
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
損
害
賠

償
請
求
が
E
Q
C
の
限
度
額
を
超
え
る
と
、

そ
れ
以
上
の
保
険
損
害
は
民
間
保
険
会
社
の

責
任
と
な
る
。こ
の
請
求
の
処
理
に
あ
た
り
、

査
定
に
不
満
を
抱
く
保
険
金
受
給
者
か
ら
の

訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
な
ど
の
動
き
が
あ
り
時

間
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
豊
田
ほ
か
、 

2
0
1
8
）。

　
な
お
、
こ
の
自
然
災
害
基
金
は
住
宅
用
不

動
産
（
住
居
、
動
産
、
土
地
）
に
関
連
す
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
様
相
を
整
理
す
る
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
時

限
付
き
で
設
立
さ
れ
た
行
政
組
織
で
あ
る
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
復
興
庁
（C

anterbury 

E
arth

q
u
ake R

eco
very A

u
th
o
rity

：

C
E
R
A
）
を
中
心
と
し
て
、
2
0
1
2
年
に

「
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
中
心
地
復
興
計
画
」

（C
hristchurch C

e
n
tra
l R
e
co
ve
ry 

P
lan

）
が
策
定
さ
れ
た
（
そ
の
後
2
0
1
4

年
に
改
訂
）。
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
住
民
か
ら
復
興
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し

そ
の
結
果
が
反
映
さ
れ
た
（
栗
山
ほ
か
、 

2
0
1
8
）。

　
同
計
画
で
は
、
掲
げ
ら
れ
た
6
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
の
1
つ
に
「G

reat P
lace to w

ork,

live,play,learn and visit

」が
あ
る
よ
う
に
、

観
光
交
流
も
意
識
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、「B

lu
e P
rin
t

」（
青
写
真
）
と

し
て
エ
リ
ア
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
つ
つ
、
17
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（A

n
ch
o
r P
ro
ject

）

が
計
画
さ
れ
て
お
り
（
図
1
）、
そ
れ
ぞ
れ

具
体
的
な
位
置
が
地
図
上
で
示
さ
れ
、
併
せ

て
主
導
・
連
携
す
る
官
民
の
主
体
の
具
体
名

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
議
会

（C
hristchurch C

ity C
ourcil

：
C
C
C
）

が
出
資
し
、
同
地
域
の
D
M
O
と
し
て
運

営
さ
れ
て
い
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
・

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
観
光
局
（C

hristchurch 

and C
anterbury T

ourism

：
C
&
C
T
）

は
、観
光
客
の
回
復
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
、

2
0
1
2
年
に
観
光
客
回
復
戦
略
（V

isitor 

R
ecovery S

trategy

：
V
R
S
）
を
発
表

し
た
。
同
戦
略
は
主
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ

ャ
ー
チ
と
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
域
の
競
争
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。

　
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
う
組
織

と
し
て
、
C
&
C
T
は
主
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
や
中
国
な
ど
主
要
な
市
場
へ
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
力
を
入
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
や
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
再
開
発
へ
の
関
与
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
観
光
客
数
の
回
復
は
V
R
S

が
予
測
し
た
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
よ
り
も
遅
れ

る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
2
0
1
5
年
に
C
&
C
T
は
、

C
C
C
の
イ
ベ
ン
ト
管
理
部
門
で
あ
る
組
織

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

視
察
の
背
景
と
目
的

　
今
回
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
を
視
察
対
象
地
と
し
て
選
定
し
た
の

に
は
複
数
の
理
由
が
あ
る
。

　
ま
ず
、特
集
2
‐
1
で
川
村
が
紹
介
し
て

い
る
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て

は
、国
家
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

観
光
統
計
の
シ
ス
テ
ム
に
大
規
模
な
改
変
を

加
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
あ
っ

た
。ま
た
、特
集
2
‐
2
で
後
藤
が
紹
介
し
て

い
る
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
は
移
民
の
国
と
し
て
、も
と
も
と

存
在
し
て
い
た
文
化
と
新
し
く
も
た
ら
さ
れ

た
文
化
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
観
光
政

策
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。そ

し
て
特
集
2
‐
3
で
岩
の
が
紹
介
し
て
い
る

よ
う
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
日
本
と
同
様

に
地
震
国
と
し
て
震
災
を
経
験
す
る
中
で
、

観
光
市
場
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、復
興
を

果
た
し
て
き
て
い
る
国
で
も
あ
る
。

　
今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
両
国
を
訪
れ
る
こ

と
で
、
観
光
市
場
、
地
域
、
地
域
資
源
、
制
度

と
い
っ
た
様
々
な
側
面
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く

観
光
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
実
感
・
把
握
で
き

う
る
と
の
目
論
見
の
下
、
視
察
を
実
施
し
た
。

　
上
記
の
岩
野
の
論
考
に
続
き
、
本
稿
で
は

震
災
を
経
験
し
た
地
域
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
観
光
復
興
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
様
相
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
い
く
。

は
じ
め
に

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
14
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
ル
ー
ル
大
学
ボ
ー
フ

ム
（R

uhr U
niversity B

ochum

）
に
よ
る

と
、
日
本
は
世
界
1
9
3
ヶ
国
の
自
然
災
害

（
地
震
、
津
波
、
サ
イ
ク
ロ
ン
、
沿
岸
の
洪
水
、

河
川
の
洪
水
、
干
ば
つ
と
海
面
上
昇
）
に
見

舞
わ
れ
る
可
能
性（E

xposure

）に
関
し
て
、

中
国
、
メ
キ
シ
コ
に
次
い
で
高
い
と
評
価
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
自
然
災
害
の
う
ち
地
震
に

関
し
て
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
大
規
模
地
震

（
M
8
か
ら
M
9
ク
ラ
ス
）
は
、「
平
常
時
」

に
お
い
て
も
今
後
30
年
以
内
に
発
生
す
る
確

率
が
70
〜
80
％
で
あ
り
、昭
和
東
南
海
地
震
・

昭
和
南
海
地
震
の
発
生
か
ら
約
80
年
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
切
迫
性
の
高
い
状
態

で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
中
、
2
0
2
4
年
1

月
に
は
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
ま
た
8

月
に
は
日
向
灘
沖
で
地
震
が
発
生
し
、「
南

海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注

意
）」
も
発
表
さ
れ
た
。

　
筆
者
は
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災

後
、
2
0
1
2
〜
2
0
1
5
年
度
に
か
け
て

環
境
省
が
実
施
し
た
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
関
与
し
、
地
域
関

係
者
が
観
光
復
興
の
た
め
に
取
り
組
む
事
業

の
側
面
支
援
を
行
っ
て
い
た
。
上
記
の
経
験

か
ら
、
潜
在
的
に
災
害
発
生
の
リ
ス
ク
を
有

し
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、
様
々
な
事

例
の
取
り
組
み
を
客
観
的
に
概
観
す
る
こ
と

は
、
来
る
べ
き
局
面
に
お
け
る
含
意
を
得
る

有
用
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
大
規
模
災
害
と
、
そ

の
観
光
復
興
の
プ
ロ
セ
ス
を
事
例
と
し
て
、

観
光
地
と
し
て
ど
の
よ
う
な
計
画
や
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
間
の
関
係
性
の
構
造
・
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
中
で
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き

た
の
か
を
把
握
・
整
理
す
る
。

調
査
概
要

①
調
査
対
象

　
大
規
模
災
害
の
発
生
直
後
や
中
間
期
に
お

い
て
は
「
復
旧
」
対
応
が
必
要
な
一
方
で
、

観
光
産
業
や
観
光
事
業
者
の
再
興
、
あ
る
い

は
旅
行
者
の
再
獲
得
な
ど
観
光
面
で
の
「
復

興
」
は
長
期
的
な
復
旧
の
プ
ロ
セ
ス
と
な
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（Faulkner, 2001

）。

　
本
稿
で
は
、
東
日
本
大
震
災
と
ほ
ぼ
同
時

期
に
発
生
し
、
か
つ
発
生
か
ら
一
定
の
期
間

が
経
過
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ン
タ

ベ
リ
ー
地
震
を
対
象
と
す
る
。
同
地
震
は

2
0
1
0
年
9
月
4
日
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
・
1
）
／
2
0
1
1
年
2
月
22
日
（
同

6
・
3
）
／
2
0
1
1
年
6
月
14
日
（
同

6
・
3
）
に
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
を
含
む

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
方
一
帯
で
発
生
し
た
一
連

の
地
震
の
呼
称
で
あ
る
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

に
次
ぐ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
第
2
の
都
市
で

あ
り
、
南
島
の
主
要
な
都
市
圏
を
形
成
し
て

い
る
。
観
光
産
業
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
経

済
の
中
核
を
な
し
て
い
た
が
、
2
0
0
7
〜

2
0
0
9
年
の
国
際
的
な
金
融
危
機
後
は
、

特
に
主
要
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
英
国
、
米
国
）
が
危
機
的
状
況

に
陥
っ
た
た
め
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た

（A
m
o
re&
H
all, 2

0
1
7

）。

　
そ
の
経
済
に
さ
ら
に
決
定
的
な
影
響
を
与

え
た
の
が
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
で
あ
り
、
当

時
の
人
口
30
万
規
模
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
に
お
い
て
、建
造
物
被
害
は
約
10
万
戸（
全

壊
約
4
0
0
0
戸
）、
死
者
1
8
5
名
、
負

傷
者
約
5
8
0
0
名
の
被
害
が
生
じ
た
。
経

済
的
な
損
失
額
は
約
4
0
0
億
N
Z
ド
ル
で

あ
り
、
国
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
2
・
5
％
、

当
時
の
G
D
P
の
20
％
に
相
当
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。

②
調
査
方
法

　
観
光
地
と
し
て
の
計
画
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
あ

る
い
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
関
係
性
の

構
造
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
連
す
る
既
往

研
究
や
公
開
さ
れ
て
い
る
行
政
資
料
、
計
画

書
、
報
告
書
等
の
文
献
を
収
集
し
、
内
容
を

レ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
上
で
、
現
地
に
赴
い

て
復
興
の
状
況
を
目
視
す
る
と
と
も
に
、
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
の
復
興
局
面
に
お
け
る
行

政
の
対
応
や
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
動
向

に
つ
い
て
一
定
の
知
見
を
有
す
る
現
地
の
大

学
の
研
究
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
文
献
調

査
に
よ
る
情
報
を
補
完
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、V

o
lgger

ら
（
2
0
1
7
）

が
整
理
し
た「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
主
要
な
要
素
」

の
う
ち
、「
戦
略
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
」「
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
」「
構
造
」
を
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、

は
、
復
興
の
主
た
る
財
源
が
地
震
保
険
を
原

資
と
す
る
基
金
と
民
間
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
保

険
会
社
の
保
険
金
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

不
動
産
価
値
等
の
経
済
性
が
優
先
さ
れ
、
策

定
さ
れ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
中
心
地
復

興
計
画
の
思
想
が
十
分
に
尊
重
さ
れ
な
い
、

あ
る
い
は
観
光
的
な
魅
力
の
維
持
・
創
出
に

対
す
る
意
識
が
働
き
に
く
い
と
い
っ
た
状
況

が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

ま
と
め

　
本
稿
で
は
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
主
要
な
要

素
」
の
う
ち
、「
戦
略
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
」「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
構
造
」を
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、

文
献
調
査
や
現
地
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
基
に
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
後
の
観
光
復

興
の
取
り
組
み
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
様

相
を
概
観
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
に
お
い

て
は
、
観
光
復
興
に
あ
た
っ
て
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
要
素
と
し
て
必
要
と
な
る
「
戦
略
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
」
や
D
M
O
を
中
心
と
し
た
「
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」が
、そ
れ
を
支
え
る「
構
造
」

と
し
て
の
「
財
源
」
の
状
況
に
よ
っ
て
大
き

な
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
把
握
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
地
方
へ
の
財
政
支
出
を
抑
制
す
る

（
代
わ
り
に
民
間
に
委
ね
る
）
政
府
の
政
策

方
針
と
、
保
険
会
社
を
中
心
と
す
る
民
間
の

原
資
が
復
興
財
源
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
結
果
と
し
て
D
M
O
の
活
動
の
し
や
す

さ
や
計
画
推
進
の
ス
ピ
ー
ド
、
あ
る
い
は
計

画
思
想
の
尊
重
や
観
光
魅
力
の
維
持
・
創
出

に
対
し
て
抑
制
的
に
働
い
た
状
況
が
把
握
さ

れ
た
。　

一
方
、
我
が
国
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
は
、
増
税
し
た
国
税
や
起
債
な
ど
の
公

的
原
資
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
ラ
や
都
市
計
画
等

の
基
盤
と
な
る
部
分
を
担
保
し
つ
つ
、
公
民

連
携
の
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ
て
地
域
側（
行
政
・

観
光
産
業
）
の
意
向
も
取
り
込
ん
だ
復
興
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地

震
か
ら
の
復
興
の
プ
ロ
セ
ス
を
概
観
す
る
中

で
、
前
記
の
よ
う
な
我
が
国
の
復
興
推
進
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
有
効
性
を
改
め
て
感
じ

た
次
第
で
あ
る
。

　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。

コンベンションセンター バスターミナル

商業施設（リバーサイドマーケット） 市街地の中心部を流れるエイボン川の環境整備

発生年月日 災害の種類 被災地

興
が
遅
れ
た
原
因
と
し
て
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ

ャ
ー
チ
で
多
く
の
商
業
ビ
ル
が
過
少
保
険
の

状
態
に
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
豊
田
ほ
か
、
2
0
1
8
）。

　
ま
た
、
現
地
の
研
究
者
と
の
意
見
交
換
で

   
「
戦
略
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
」
：

① 

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
中
心
地

　

 

復
興
計
画

③
「
構
造
」：
復
興
の
た
め
の
財
源

   

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
：

② 

復
興
局
面
に
お
い
て

　

 

D
M
O
の
果
た
し
た
役
割

日本　東日本

米国カリフォルニア州
ノースリッジ

ニュージーランド
クライストチャーチ

チリ

ニュージーランド
カンタベリー

日本　阪神

イタリア

スリランカ、
インドネシア、
タイ、インド、
バングラディシュ、
ミャンマー、
モルディブ、
マレーシア

米国カリフォルニア州
ロマプリエタ

ニュージーランド

2011.3.11

1994.1.17

2011.2.22

2010.2.27

2010.9.4

1995.1.17

2012.5.29/6.3

2004.12.26

1999.10.17

2011.6.13

地震・津波

地震

地震

地震・津波

地震

地震

地震

地震・津波

地震

地震

損失額
（10億
USドル）

210.0

44.0

16.0

30.0

65.0

100.0

16.0

11.2

10.0

2.0

保険による
補償額
（10億
USドル）

40.0

15.3

13.0

8.0

5.0

3.0

1.6

1.0

0.9

0.8

損失額に
占める
保険による
補償額の
比率

19%

35%

81%

27%

8%

3%

10%

9%

9%

40%

死亡者数
（人）

15,840

61

185

520

6,430

18

220,000

68

1

‒❹オーストラリア・ニュージーランド視察の全体像と震災からの観光復興におけるガバナンスの様相2

40

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

再 校



出所）大谷（2014）より筆者作成（元データはミュンヘン再保険が提供するNatCatSERVICEデータベース）

表 1 世界で1980-2012年に発生した地震の損失額、保険による補償額の比率、死亡者数
（保険による補償額の上位10件）

損
失
が
対
象
で
あ
り
、
商
業
施
設
は
対
象
と

し
て
い
な
い
。
住
宅
以
外
の
事
業
者
向
け
保

険
は
住
宅
に
比
べ
て
保
険
料
が
高
額
に
な
る

た
め
、
加
入
率
は
低
く
50
％
程
度
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
か
ら
の
復

等
と
合
併
し
、単
一
の
官
民
組
織
と
な
っ
た
。

こ
の
新
機
関
は
、
観
光
地
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
都
市
開
発
を
組
み
合
わ
せ
る
メ
リ
ッ
ト

を
最
大
化
し
、
重
複
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
た

非
効
率
を
最
小
化
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
発

足
し
た
も
の
で
あ
る
（D

ep
artm

en
t o
f 

th
e P
rim
e M
in
ister an

d
 C
ab
in
et 

(D
P
M
C
) N
ew
 Z
ealan

d
, 2
0
1
7

）。

　

A
m
ore

とH
all

（2017

）
は
、
C
&
C
T

は
復
興
局
面
の
意
思
決
定
の
議
論
に
お
い

て
、
わ
ず
か
な
役
割
し
か
果
た
せ
な
か
っ
た

と
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
政
府
が

進
め
る
地
方
自
治
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
革

の
取
り
組
み
に
、
公
共
支
出
を
引
き
締
め
る

「
超
新
自
由
主
義
」
的
な
特
徴
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
D
M
O
に
関
し

て
は
、
海
外
市
場
に
対
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
に
国
レ
ベ
ル
の
D
M
O
に
資
金
を

投
入
す
る
一
方
で
、
地
方
D
M
O
に
対
し
て

は
資
金
注
入
が
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
主
な

活
動
資
金
を
地
方
議
会
に
頼
る
し
か
な
か
っ

た
状
況
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
自
然
災
害
の

歴
史
と
第
二
次
世
界
大
戦
を
受
け
て
1
9
4
4

年
に
地
震
・
戦
災
基
金
が
設
立
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
す
べ
て
の
火
災
保
険
契
約
に
上
乗
せ

さ
れ
る
賦
課
金
に
よ
っ
て
、
地
震
と
戦
争
被

害
に
対
す
る
保
険
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
後
1
9
9
3
年
に
、
地
震
・
戦
災

基
金
は
、
地
震
委
員
会
（E

arth
q
u
ake 

C
om
m
ission

：
E
Q
C
）
が
管
理
す
る
自
然

災
害
基
金
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
E
Q
C
が

提
供
す
る
保
険
はE

Q
C
o
ver

と
呼
ば
れ
、

地
震
、
自
然
地
す
べ
り
、
火
山
噴
火
、
熱
水

活
動
、
津
波
、
こ
れ
ら
の
自
然
災
害
に
起
因

す
る
火
災
な
ど
が
対
象
と
な
る
（V

ero 

In
su
ran
ce,2

0
1
5

）。
こ
の
た
め
、
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
地
震
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
額
に

対
す
る
保
険
に
よ
る
補
償
額
の
比
率
は
他
の

大
規
模
地
震
と
比
較
し
て
高
く
な
っ
て
い
る

（
表
1
）。

　
2
0
1
0
年
に
か
け
て
、
こ
の
自
然
災
害

基
金
の
残
高
は
59
億
N
Z
ド
ル
に
達
し
て
い

た
が
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
に
関
連
す
る
支

出
で
使
い
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
損
害
賠

償
請
求
が
E
Q
C
の
限
度
額
を
超
え
る
と
、

そ
れ
以
上
の
保
険
損
害
は
民
間
保
険
会
社
の

責
任
と
な
る
。こ
の
請
求
の
処
理
に
あ
た
り
、

査
定
に
不
満
を
抱
く
保
険
金
受
給
者
か
ら
の

訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
な
ど
の
動
き
が
あ
り
時

間
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
豊
田
ほ
か
、 

2
0
1
8
）。

　
な
お
、
こ
の
自
然
災
害
基
金
は
住
宅
用
不

動
産
（
住
居
、
動
産
、
土
地
）
に
関
連
す
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
様
相
を
整
理
す
る
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
時

限
付
き
で
設
立
さ
れ
た
行
政
組
織
で
あ
る
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
復
興
庁
（C

anterbury 

E
arth

q
u
ake R

eco
very A

u
th
o
rity

：

C
E
R
A
）
を
中
心
と
し
て
、
2
0
1
2
年
に

「
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
中
心
地
復
興
計
画
」

（C
hristchurch C

e
n
tra
l R
e
co
ve
ry 

P
lan

）
が
策
定
さ
れ
た
（
そ
の
後
2
0
1
4

年
に
改
訂
）。
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
住
民
か
ら
復
興
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し

そ
の
結
果
が
反
映
さ
れ
た
（
栗
山
ほ
か
、 

2
0
1
8
）。

　
同
計
画
で
は
、
掲
げ
ら
れ
た
6
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
の
1
つ
に
「G

reat P
lace to w

ork,

live,play,learn and visit

」が
あ
る
よ
う
に
、

観
光
交
流
も
意
識
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、「B

lu
e P
rin
t

」（
青
写
真
）
と

し
て
エ
リ
ア
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
つ
つ
、
17
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（A

n
ch
o
r P
ro
ject

）

が
計
画
さ
れ
て
お
り
（
図
1
）、
そ
れ
ぞ
れ

具
体
的
な
位
置
が
地
図
上
で
示
さ
れ
、
併
せ

て
主
導
・
連
携
す
る
官
民
の
主
体
の
具
体
名

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
議
会

（C
hristchurch C

ity C
ourcil

：
C
C
C
）

が
出
資
し
、
同
地
域
の
D
M
O
と
し
て
運

営
さ
れ
て
い
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
・

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
観
光
局
（C

hristchurch 

and C
anterbury T

ourism

：
C
&
C
T
）

は
、観
光
客
の
回
復
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
、

2
0
1
2
年
に
観
光
客
回
復
戦
略
（V

isitor 

R
ecovery S

trategy

：
V
R
S
）
を
発
表

し
た
。
同
戦
略
は
主
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ

ャ
ー
チ
と
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
域
の
競
争
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。

　
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
う
組
織

と
し
て
、
C
&
C
T
は
主
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
や
中
国
な
ど
主
要
な
市
場
へ
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
力
を
入
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
や
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
再
開
発
へ
の
関
与
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
観
光
客
数
の
回
復
は
V
R
S

が
予
測
し
た
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
よ
り
も
遅
れ

る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
2
0
1
5
年
に
C
&
C
T
は
、

C
C
C
の
イ
ベ
ン
ト
管
理
部
門
で
あ
る
組
織

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

視
察
の
背
景
と
目
的

　
今
回
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
を
視
察
対
象
地
と
し
て
選
定
し
た
の

に
は
複
数
の
理
由
が
あ
る
。

　
ま
ず
、特
集
2
‐
1
で
川
村
が
紹
介
し
て

い
る
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て

は
、国
家
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

観
光
統
計
の
シ
ス
テ
ム
に
大
規
模
な
改
変
を

加
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
あ
っ

た
。ま
た
、特
集
2
‐
2
で
後
藤
が
紹
介
し
て

い
る
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
は
移
民
の
国
と
し
て
、も
と
も
と

存
在
し
て
い
た
文
化
と
新
し
く
も
た
ら
さ
れ

た
文
化
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
観
光
政

策
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。そ

し
て
特
集
2
‐
3
で
岩
野
が
紹
介
し
て
い
る

よ
う
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
日
本
と
同
様

に
地
震
国
と
し
て
震
災
を
経
験
す
る
中
で
、

観
光
市
場
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、復
興
を

果
た
し
て
き
て
い
る
国
で
も
あ
る
。

　
今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
両
国
を
訪
れ
る
こ

と
で
、
観
光
市
場
、
地
域
、
地
域
資
源
、
制
度

と
い
っ
た
様
々
な
側
面
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く

観
光
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
実
感
・
把
握
で
き

う
る
と
の
目
論
見
の
下
、
視
察
を
実
施
し
た
。

　
上
記
の
岩
野
の
論
考
に
続
き
、
本
稿
で
は

震
災
を
経
験
し
た
地
域
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
観
光
復
興
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
様
相
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
い
く
。

は
じ
め
に

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
14
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
ル
ー
ル
大
学
ボ
ー
フ

ム
（R

uhr U
niversity B

ochum

）
に
よ
る

と
、
日
本
は
世
界
1
9
3
ヶ
国
の
自
然
災
害

（
地
震
、
津
波
、
サ
イ
ク
ロ
ン
、
沿
岸
の
洪
水
、

河
川
の
洪
水
、
干
ば
つ
と
海
面
上
昇
）
に
見

舞
わ
れ
る
可
能
性（E

xposure

）に
関
し
て
、

中
国
、
メ
キ
シ
コ
に
次
い
で
高
い
と
評
価
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
自
然
災
害
の
う
ち
地
震
に

関
し
て
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
大
規
模
地
震

（
M
8
か
ら
M
9
ク
ラ
ス
）
は
、「
平
常
時
」

に
お
い
て
も
今
後
30
年
以
内
に
発
生
す
る
確

率
が
70
〜
80
％
で
あ
り
、昭
和
東
南
海
地
震
・

昭
和
南
海
地
震
の
発
生
か
ら
約
80
年
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
切
迫
性
の
高
い
状
態

で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
中
、
2
0
2
4
年
1

月
に
は
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
ま
た
8

月
に
は
日
向
灘
沖
で
地
震
が
発
生
し
、「
南

海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注

意
）」
も
発
表
さ
れ
た
。

　
筆
者
は
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災

後
、
2
0
1
2
〜
2
0
1
5
年
度
に
か
け
て

環
境
省
が
実
施
し
た
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
関
与
し
、
地
域
関

係
者
が
観
光
復
興
の
た
め
に
取
り
組
む
事
業

の
側
面
支
援
を
行
っ
て
い
た
。
上
記
の
経
験

か
ら
、
潜
在
的
に
災
害
発
生
の
リ
ス
ク
を
有

し
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、
様
々
な
事

例
の
取
り
組
み
を
客
観
的
に
概
観
す
る
こ
と

は
、
来
る
べ
き
局
面
に
お
け
る
含
意
を
得
る

有
用
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
大
規
模
災
害
と
、
そ

の
観
光
復
興
の
プ
ロ
セ
ス
を
事
例
と
し
て
、

観
光
地
と
し
て
ど
の
よ
う
な
計
画
や
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
間
の
関
係
性
の
構
造
・
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
中
で
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き

た
の
か
を
把
握
・
整
理
す
る
。

調
査
概
要

①
調
査
対
象

　
大
規
模
災
害
の
発
生
直
後
や
中
間
期
に
お

い
て
は
「
復
旧
」
対
応
が
必
要
な
一
方
で
、

観
光
産
業
や
観
光
事
業
者
の
再
興
、
あ
る
い

は
旅
行
者
の
再
獲
得
な
ど
観
光
面
で
の
「
復

興
」
は
長
期
的
な
復
旧
の
プ
ロ
セ
ス
と
な
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（Faulkner, 2001

）。

　
本
稿
で
は
、
東
日
本
大
震
災
と
ほ
ぼ
同
時

期
に
発
生
し
、
か
つ
発
生
か
ら
一
定
の
期
間

が
経
過
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ン
タ

ベ
リ
ー
地
震
を
対
象
と
す
る
。
同
地
震
は

2
0
1
0
年
9
月
4
日
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
・
1
）
／
2
0
1
1
年
2
月
22
日
（
同

6
・
3
）
／
2
0
1
1
年
6
月
14
日
（
同

6
・
3
）
に
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
を
含
む

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
方
一
帯
で
発
生
し
た
一
連

の
地
震
の
呼
称
で
あ
る
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

に
次
ぐ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
第
2
の
都
市
で

あ
り
、
南
島
の
主
要
な
都
市
圏
を
形
成
し
て

い
る
。
観
光
産
業
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
経

済
の
中
核
を
な
し
て
い
た
が
、
2
0
0
7
〜

2
0
0
9
年
の
国
際
的
な
金
融
危
機
後
は
、

特
に
主
要
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
英
国
、
米
国
）
が
危
機
的
状
況

に
陥
っ
た
た
め
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た

（A
m
o
re&
H
all, 2

0
1
7

）。

　
そ
の
経
済
に
さ
ら
に
決
定
的
な
影
響
を
与

え
た
の
が
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
で
あ
り
、
当

時
の
人
口
30
万
規
模
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
に
お
い
て
、建
造
物
被
害
は
約
10
万
戸（
全

壊
約
4
0
0
0
戸
）、
死
者
1
8
5
名
、
負

傷
者
約
5
8
0
0
名
の
被
害
が
生
じ
た
。
経

済
的
な
損
失
額
は
約
4
0
0
億
N
Z
ド
ル
で

あ
り
、
国
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
2
・
5
％
、

当
時
の
G
D
P
の
20
％
に
相
当
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。

②
調
査
方
法

　
観
光
地
と
し
て
の
計
画
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
あ

る
い
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
関
係
性
の

構
造
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
連
す
る
既
往

研
究
や
公
開
さ
れ
て
い
る
行
政
資
料
、
計
画

書
、
報
告
書
等
の
文
献
を
収
集
し
、
内
容
を

レ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
上
で
、
現
地
に
赴
い

て
復
興
の
状
況
を
目
視
す
る
と
と
も
に
、
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
の
復
興
局
面
に
お
け
る
行

政
の
対
応
や
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
動
向

に
つ
い
て
一
定
の
知
見
を
有
す
る
現
地
の
大

学
の
研
究
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
文
献
調

査
に
よ
る
情
報
を
補
完
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、V

o
lgger

ら
（
2
0
1
7
）

が
整
理
し
た「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
主
要
な
要
素
」

の
う
ち
、「
戦
略
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
」「
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
」「
構
造
」
を
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、

は
、
復
興
の
主
た
る
財
源
が
地
震
保
険
を
原

資
と
す
る
基
金
と
民
間
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
保

険
会
社
の
保
険
金
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

不
動
産
価
値
等
の
経
済
性
が
優
先
さ
れ
、
策

定
さ
れ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
中
心
地
復

興
計
画
の
思
想
が
十
分
に
尊
重
さ
れ
な
い
、

あ
る
い
は
観
光
的
な
魅
力
の
維
持
・
創
出
に

対
す
る
意
識
が
働
き
に
く
い
と
い
っ
た
状
況

が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

ま
と
め

　
本
稿
で
は
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
主
要
な
要

素
」
の
う
ち
、「
戦
略
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
」「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
構
造
」を
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、

文
献
調
査
や
現
地
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
基
に
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
後
の
観
光
復

興
の
取
り
組
み
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
様

相
を
概
観
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
に
お
い

て
は
、
観
光
復
興
に
あ
た
っ
て
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
要
素
と
し
て
必
要
と
な
る
「
戦
略
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
」
や
D
M
O
を
中
心
と
し
た
「
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」が
、そ
れ
を
支
え
る「
構
造
」

と
し
て
の
「
財
源
」
の
状
況
に
よ
っ
て
大
き

な
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
把
握
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
地
方
へ
の
財
政
支
出
を
抑
制
す
る

（
代
わ
り
に
民
間
に
委
ね
る
）
政
府
の
政
策

方
針
と
、
保
険
会
社
を
中
心
と
す
る
民
間
の

原
資
が
復
興
財
源
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
結
果
と
し
て
D
M
O
の
活
動
の
し
や
す

さ
や
計
画
推
進
の
ス
ピ
ー
ド
、
あ
る
い
は
計

画
思
想
の
尊
重
や
観
光
魅
力
の
維
持
・
創
出

に
対
し
て
抑
制
的
に
働
い
た
状
況
が
把
握
さ

れ
た
。　

一
方
、
我
が
国
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
は
、
増
税
し
た
国
税
や
起
債
な
ど
の
公

的
原
資
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
ラ
や
都
市
計
画
等

の
基
盤
と
な
る
部
分
を
担
保
し
つ
つ
、
公
民

連
携
の
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ
て
地
域
側（
行
政
・

観
光
産
業
）
の
意
向
も
取
り
込
ん
だ
復
興
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地

震
か
ら
の
復
興
の
プ
ロ
セ
ス
を
概
観
す
る
中

で
、
前
記
の
よ
う
な
我
が
国
の
復
興
推
進
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
有
効
性
を
改
め
て
感
じ

た
次
第
で
あ
る
。

　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。

コンベンションセンター バスターミナル

商業施設（リバーサイドマーケット） 市街地の中心部を流れるエイボン川の環境整備

発生年月日 災害の種類 被災地

興
が
遅
れ
た
原
因
と
し
て
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ

ャ
ー
チ
で
多
く
の
商
業
ビ
ル
が
過
少
保
険
の

状
態
に
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
豊
田
ほ
か
、
2
0
1
8
）。

　
ま
た
、
現
地
の
研
究
者
と
の
意
見
交
換
で

   

「
戦
略
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
」
：

① 

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
中
心
地

　

 

復
興
計
画

③
「
構
造
」：
復
興
の
た
め
の
財
源

   

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
：

② 

復
興
局
面
に
お
い
て

　

 

D
M
O
の
果
た
し
た
役
割

日本　東日本

米国カリフォルニア州
ノースリッジ

ニュージーランド
クライストチャーチ

チリ

ニュージーランド
カンタベリー

日本　阪神

イタリア

スリランカ、
インドネシア、
タイ、インド、
バングラディシュ、
ミャンマー、
モルディブ、
マレーシア

米国カリフォルニア州
ロマプリエタ

ニュージーランド

2011.3.11

1994.1.17

2011.2.22

2010.2.27

2010.9.4

1995.1.17

2012.5.29/6.3

2004.12.26

1999.10.17

2011.6.13

地震・津波

地震

地震

地震・津波

地震

地震

地震

地震・津波

地震

地震

損失額
（10億
USドル）

210.0

44.0

16.0

30.0

65.0

100.0

16.0

11.2

10.0

2.0

保険による
補償額
（10億
USドル）

40.0

15.3

13.0

8.0

5.0

3.0

1.6

1.0

0.9

0.8

損失額に
占める
保険による
補償額の
比率

19%

35%

81%

27%

8%

3%

10%

9%

9%

40%

死亡者数
（人）

15,840

61

185

520

6,430

18

220,000

68
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再 校



損
失
が
対
象
で
あ
り
、
商
業
施
設
は
対
象
と

し
て
い
な
い
。
住
宅
以
外
の
事
業
者
向
け
保

険
は
住
宅
に
比
べ
て
保
険
料
が
高
額
に
な
る

た
め
、
加
入
率
は
低
く
50
％
程
度
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
か
ら
の
復

等
と
合
併
し
、単
一
の
官
民
組
織
と
な
っ
た
。

こ
の
新
機
関
は
、
観
光
地
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
都
市
開
発
を
組
み
合
わ
せ
る
メ
リ
ッ
ト

を
最
大
化
し
、
重
複
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
た

非
効
率
を
最
小
化
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
発

足
し
た
も
の
で
あ
る
（D

ep
artm

en
t o
f 

th
e P
rim
e M
in
ister an

d
 C
ab
in
et 

(D
P
M
C
) N
ew
 Z
ealan

d
, 2
0
1
7

）。

　

A
m
ore

とH
all

（2017

）
は
、
C
&
C
T

は
復
興
局
面
の
意
思
決
定
の
議
論
に
お
い

て
、
わ
ず
か
な
役
割
し
か
果
た
せ
な
か
っ
た

と
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
政
府
が

進
め
る
地
方
自
治
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
革

の
取
り
組
み
に
、
公
共
支
出
を
引
き
締
め
る

「
超
新
自
由
主
義
」
的
な
特
徴
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
D
M
O
に
関
し

て
は
、
海
外
市
場
に
対
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
に
国
レ
ベ
ル
の
D
M
O
に
資
金
を

投
入
す
る
一
方
で
、
地
方
D
M
O
に
対
し
て

は
資
金
注
入
が
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
主
な

活
動
資
金
を
地
方
議
会
に
頼
る
し
か
な
か
っ

た
状
況
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
自
然
災
害
の

歴
史
と
第
二
次
世
界
大
戦
を
受
け
て
1
9
4
4

年
に
地
震
・
戦
災
基
金
が
設
立
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
す
べ
て
の
火
災
保
険
契
約
に
上
乗
せ

さ
れ
る
賦
課
金
に
よ
っ
て
、
地
震
と
戦
争
被

害
に
対
す
る
保
険
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
後
1
9
9
3
年
に
、
地
震
・
戦
災

基
金
は
、
地
震
委
員
会
（E

arth
q
u
ake 

C
om
m
ission

：
E
Q
C
）
が
管
理
す
る
自
然

災
害
基
金
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
E
Q
C
が

提
供
す
る
保
険
はE

Q
C
o
ver

と
呼
ば
れ
、

地
震
、
自
然
地
す
べ
り
、
火
山
噴
火
、
熱
水

活
動
、
津
波
、
こ
れ
ら
の
自
然
災
害
に
起
因

す
る
火
災
な
ど
が
対
象
と
な
る
（V

ero 

In
su
ran
ce,2

0
1
5

）。
こ
の
た
め
、
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
地
震
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
失
額
に

対
す
る
保
険
に
よ
る
補
償
額
の
比
率
は
他
の

大
規
模
地
震
と
比
較
し
て
高
く
な
っ
て
い
る

（
表
1
）。

　
2
0
1
0
年
に
か
け
て
、
こ
の
自
然
災
害

基
金
の
残
高
は
59
億
N
Z
ド
ル
に
達
し
て
い

た
が
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
に
関
連
す
る
支

出
で
使
い
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
損
害
賠

償
請
求
が
E
Q
C
の
限
度
額
を
超
え
る
と
、

そ
れ
以
上
の
保
険
損
害
は
民
間
保
険
会
社
の

責
任
と
な
る
。こ
の
請
求
の
処
理
に
あ
た
り
、

査
定
に
不
満
を
抱
く
保
険
金
受
給
者
か
ら
の

訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
な
ど
の
動
き
が
あ
り
時

間
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
豊
田
ほ
か
、 

2
0
1
8
）。

　
な
お
、
こ
の
自
然
災
害
基
金
は
住
宅
用
不

動
産
（
住
居
、
動
産
、
土
地
）
に
関
連
す
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
様
相
を
整
理
す
る
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
時

限
付
き
で
設
立
さ
れ
た
行
政
組
織
で
あ
る
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
復
興
庁
（C

anterbury 

E
arth

q
u
ake R

eco
very A

u
th
o
rity

：

C
E
R
A
）
を
中
心
と
し
て
、
2
0
1
2
年
に

「
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
中
心
地
復
興
計
画
」

（C
hristchurch C

e
n
tra
l R
e
co
ve
ry 

P
lan

）
が
策
定
さ
れ
た
（
そ
の
後
2
0
1
4

年
に
改
訂
）。
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
住
民
か
ら
復
興
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し

そ
の
結
果
が
反
映
さ
れ
た
（
栗
山
ほ
か
、 

2
0
1
8
）。

　
同
計
画
で
は
、
掲
げ
ら
れ
た
6
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
の
1
つ
に
「G

reat P
lace to w

ork,

live,play,learn and visit

」が
あ
る
よ
う
に
、

観
光
交
流
も
意
識
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、「B

lu
e P
rin
t

」（
青
写
真
）
と

し
て
エ
リ
ア
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
つ
つ
、
17
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（A

n
ch
o
r P
ro
ject

）

が
計
画
さ
れ
て
お
り
（
図
1
）、
そ
れ
ぞ
れ

具
体
的
な
位
置
が
地
図
上
で
示
さ
れ
、
併
せ

て
主
導
・
連
携
す
る
官
民
の
主
体
の
具
体
名

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
議
会

（C
hristchurch C

ity C
ourcil

：
C
C
C
）

が
出
資
し
、
同
地
域
の
D
M
O
と
し
て
運

営
さ
れ
て
い
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
・

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
観
光
局
（C

hristchurch 

and C
anterbury T

ourism

：
C
&
C
T
）

は
、観
光
客
の
回
復
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
、

2
0
1
2
年
に
観
光
客
回
復
戦
略
（V

isitor 

R
ecovery S

trategy

：
V
R
S
）
を
発
表

し
た
。
同
戦
略
は
主
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ

ャ
ー
チ
と
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
域
の
競
争
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。

　
観
光
地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
う
組
織

と
し
て
、
C
&
C
T
は
主
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
や
中
国
な
ど
主
要
な
市
場
へ
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
力
を
入
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
や
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
再
開
発
へ
の
関
与
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
観
光
客
数
の
回
復
は
V
R
S

が
予
測
し
た
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
よ
り
も
遅
れ

る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
の
後
2
0
1
5
年
に
C
&
C
T
は
、

C
C
C
の
イ
ベ
ン
ト
管
理
部
門
で
あ
る
組
織

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

視
察
の
背
景
と
目
的

　
今
回
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
を
視
察
対
象
地
と
し
て
選
定
し
た
の

に
は
複
数
の
理
由
が
あ
る
。

　
ま
ず
、特
集
2
‐
1
で
川
村
が
紹
介
し
て

い
る
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て

は
、国
家
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

観
光
統
計
の
シ
ス
テ
ム
に
大
規
模
な
改
変
を

加
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
あ
っ

た
。ま
た
、特
集
2
‐
2
で
後
藤
が
紹
介
し
て

い
る
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
は
移
民
の
国
と
し
て
、も
と
も
と

存
在
し
て
い
た
文
化
と
新
し
く
も
た
ら
さ
れ

た
文
化
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
観
光
政

策
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。そ

し
て
特
集
2
‐
3
で
岩
野
が
紹
介
し
て
い
る

よ
う
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
日
本
と
同
様

に
地
震
国
と
し
て
震
災
を
経
験
す
る
中
で
、

観
光
市
場
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、復
興
を

果
た
し
て
き
て
い
る
国
で
も
あ
る
。

　
今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
両
国
を
訪
れ
る
こ

と
で
、
観
光
市
場
、
地
域
、
地
域
資
源
、
制
度

と
い
っ
た
様
々
な
側
面
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く

観
光
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
実
感
・
把
握
で
き

う
る
と
の
目
論
見
の
下
、
視
察
を
実
施
し
た
。

　
上
記
の
岩
野
の
論
考
に
続
き
、
本
稿
で
は

震
災
を
経
験
し
た
地
域
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
観
光
復
興
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
様
相
に
つ
い
て
、
概
観
し
て
い
く
。

は
じ
め
に

　
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
14
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
ル
ー
ル
大
学
ボ
ー
フ

ム
（R

uhr U
niversity B

ochum

）
に
よ
る

と
、
日
本
は
世
界
1
9
3
ヶ
国
の
自
然
災
害

（
地
震
、
津
波
、
サ
イ
ク
ロ
ン
、
沿
岸
の
洪
水
、

河
川
の
洪
水
、
干
ば
つ
と
海
面
上
昇
）
に
見

舞
わ
れ
る
可
能
性（E

xposure

）に
関
し
て
、

中
国
、
メ
キ
シ
コ
に
次
い
で
高
い
と
評
価
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
自
然
災
害
の
う
ち
地
震
に

関
し
て
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
大
規
模
地
震

（
M
8
か
ら
M
9
ク
ラ
ス
）
は
、「
平
常
時
」

に
お
い
て
も
今
後
30
年
以
内
に
発
生
す
る
確

率
が
70
〜
80
％
で
あ
り
、昭
和
東
南
海
地
震
・

昭
和
南
海
地
震
の
発
生
か
ら
約
80
年
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
切
迫
性
の
高
い
状
態

で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
中
、
2
0
2
4
年
1

月
に
は
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
ま
た
8

月
に
は
日
向
灘
沖
で
地
震
が
発
生
し
、「
南

海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注

意
）」
も
発
表
さ
れ
た
。

　
筆
者
は
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災

後
、
2
0
1
2
〜
2
0
1
5
年
度
に
か
け
て

環
境
省
が
実
施
し
た
「
復
興
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
に
関
与
し
、
地
域
関

係
者
が
観
光
復
興
の
た
め
に
取
り
組
む
事
業

の
側
面
支
援
を
行
っ
て
い
た
。
上
記
の
経
験

か
ら
、
潜
在
的
に
災
害
発
生
の
リ
ス
ク
を
有

し
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、
様
々
な
事

例
の
取
り
組
み
を
客
観
的
に
概
観
す
る
こ
と

は
、
来
る
べ
き
局
面
に
お
け
る
含
意
を
得
る

有
用
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
大
規
模
災
害
と
、
そ

の
観
光
復
興
の
プ
ロ
セ
ス
を
事
例
と
し
て
、

観
光
地
と
し
て
ど
の
よ
う
な
計
画
や
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
間
の
関
係
性
の
構
造
・
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
中
で
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き

た
の
か
を
把
握
・
整
理
す
る
。

調
査
概
要

①
調
査
対
象

　
大
規
模
災
害
の
発
生
直
後
や
中
間
期
に
お

い
て
は
「
復
旧
」
対
応
が
必
要
な
一
方
で
、

観
光
産
業
や
観
光
事
業
者
の
再
興
、
あ
る
い

は
旅
行
者
の
再
獲
得
な
ど
観
光
面
で
の
「
復

興
」
は
長
期
的
な
復
旧
の
プ
ロ
セ
ス
と
な
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（Faulkner, 2001

）。

　
本
稿
で
は
、
東
日
本
大
震
災
と
ほ
ぼ
同
時

期
に
発
生
し
、
か
つ
発
生
か
ら
一
定
の
期
間

が
経
過
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ン
タ

ベ
リ
ー
地
震
を
対
象
と
す
る
。
同
地
震
は

2
0
1
0
年
9
月
4
日
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
・
1
）
／
2
0
1
1
年
2
月
22
日
（
同

6
・
3
）
／
2
0
1
1
年
6
月
14
日
（
同

6
・
3
）
に
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
を
含
む

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
方
一
帯
で
発
生
し
た
一
連

の
地
震
の
呼
称
で
あ
る
。

　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

に
次
ぐ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
第
2
の
都
市
で

あ
り
、
南
島
の
主
要
な
都
市
圏
を
形
成
し
て

い
る
。
観
光
産
業
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
経

済
の
中
核
を
な
し
て
い
た
が
、
2
0
0
7
〜

2
0
0
9
年
の
国
際
的
な
金
融
危
機
後
は
、

特
に
主
要
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
英
国
、
米
国
）
が
危
機
的
状
況

に
陥
っ
た
た
め
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た

（A
m
o
re&
H
all, 2

0
1
7

）。

　
そ
の
経
済
に
さ
ら
に
決
定
的
な
影
響
を
与

え
た
の
が
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
で
あ
り
、
当

時
の
人
口
30
万
規
模
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
に
お
い
て
、建
造
物
被
害
は
約
10
万
戸（
全

壊
約
4
0
0
0
戸
）、
死
者
1
8
5
名
、
負

傷
者
約
5
8
0
0
名
の
被
害
が
生
じ
た
。
経

済
的
な
損
失
額
は
約
4
0
0
億
N
Z
ド
ル
で

あ
り
、
国
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
2
・
5
％
、

当
時
の
G
D
P
の
20
％
に
相
当
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。

②
調
査
方
法

　
観
光
地
と
し
て
の
計
画
や
ビ
ジ
ョ
ン
、
あ

る
い
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
関
係
性
の

構
造
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
連
す
る
既
往

研
究
や
公
開
さ
れ
て
い
る
行
政
資
料
、
計
画

書
、
報
告
書
等
の
文
献
を
収
集
し
、
内
容
を

レ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
上
で
、
現
地
に
赴
い

て
復
興
の
状
況
を
目
視
す
る
と
と
も
に
、
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
の
復
興
局
面
に
お
け
る
行

政
の
対
応
や
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
動
向

に
つ
い
て
一
定
の
知
見
を
有
す
る
現
地
の
大

学
の
研
究
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
文
献
調

査
に
よ
る
情
報
を
補
完
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、V

o
lgger

ら
（
2
0
1
7
）

が
整
理
し
た「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
主
要
な
要
素
」

の
う
ち
、「
戦
略
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
」「
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
」「
構
造
」
を
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、

＜参考文献＞
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は
、
復
興
の
主
た
る
財
源
が
地
震
保
険
を
原

資
と
す
る
基
金
と
民
間
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
保

険
会
社
の
保
険
金
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

不
動
産
価
値
等
の
経
済
性
が
優
先
さ
れ
、
策

定
さ
れ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
中
心
地
復

興
計
画
の
思
想
が
十
分
に
尊
重
さ
れ
な
い
、

あ
る
い
は
観
光
的
な
魅
力
の
維
持
・
創
出
に

対
す
る
意
識
が
働
き
に
く
い
と
い
っ
た
状
況

が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

ま
と
め

　
本
稿
で
は
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
主
要
な
要

素
」
の
う
ち
、「
戦
略
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
」「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
構
造
」を
フ
レ
ー
ム
と
し
て
、

文
献
調
査
や
現
地
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
基
に
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
後
の
観
光
復

興
の
取
り
組
み
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
様

相
を
概
観
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
に
お
い

て
は
、
観
光
復
興
に
あ
た
っ
て
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
要
素
と
し
て
必
要
と
な
る
「
戦
略
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
」
や
D
M
O
を
中
心
と
し
た
「
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」が
、そ
れ
を
支
え
る「
構
造
」

と
し
て
の
「
財
源
」
の
状
況
に
よ
っ
て
大
き

な
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
把
握
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
地
方
へ
の
財
政
支
出
を
抑
制
す
る

（
代
わ
り
に
民
間
に
委
ね
る
）
政
府
の
政
策

方
針
と
、
保
険
会
社
を
中
心
と
す
る
民
間
の

原
資
が
復
興
財
源
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
結
果
と
し
て
D
M
O
の
活
動
の
し
や
す

さ
や
計
画
推
進
の
ス
ピ
ー
ド
、
あ
る
い
は
計

画
思
想
の
尊
重
や
観
光
魅
力
の
維
持
・
創
出

に
対
し
て
抑
制
的
に
働
い
た
状
況
が
把
握
さ

れ
た
。　

一
方
、
我
が
国
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
は
、
増
税
し
た
国
税
や
起
債
な
ど
の
公

的
原
資
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
ラ
や
都
市
計
画
等

の
基
盤
と
な
る
部
分
を
担
保
し
つ
つ
、
公
民

連
携
の
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ
て
地
域
側（
行
政
・

観
光
産
業
）
の
意
向
も
取
り
込
ん
だ
復
興
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地

震
か
ら
の
復
興
の
プ
ロ
セ
ス
を
概
観
す
る
中

で
、
前
記
の
よ
う
な
我
が
国
の
復
興
推
進
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
有
効
性
を
改
め
て
感
じ

た
次
第
で
あ
る
。

　
ま
た
、
わ
が
国
で
は
近
年
、
観
光
振
興
の

た
め
の
独
自
財
源
と
し
て
各
地
で
宿
泊
税
の

導
入
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
使
途
と
し
て
公

益
性
の
高
い
事
業
や
活
動
に
充
当
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
将
来
的
な
大
規
模

災
害
の
発
生
が
予
期
さ
れ
る
中
で
は
、
そ
れ

に
対
す
る
備
え
、
い
わ
ば
「
事
前
復
興
」
に

つ
い
て
も
、
財
源
活
用
を
検
討
す
べ
き
使
途

の
一
つ
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

興
が
遅
れ
た
原
因
と
し
て
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ

ャ
ー
チ
で
多
く
の
商
業
ビ
ル
が
過
少
保
険
の

状
態
に
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
豊
田
ほ
か
、
2
0
1
8
）。

　
ま
た
、
現
地
の
研
究
者
と
の
意
見
交
換
で
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ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と

ヴ
ェ
ネ
ツィ
ア

10
月

オ
ラ
ン
ダ
入
国

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム（
オ
ラ
ン
ダ
）

14
日
月

10
月

ヒ
ア
リ
ン
グ
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
／

イ
ン
ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム（
オ
ラ
ン
ダ
）

16
日
水

10
月

視
察

H
ollandse D

uinen

国
立
公
園（
ハ
ー
グ
の
森
、

O
ostduinen

）／
パ
ノ
ラ
マ・メ
ス
ダ
グ
美
術
館 

等

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム（
オ
ラ
ン
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）

17
日
木

10
月

ヒ
ア
リ
ン
グ
・
視
察

ヴ
ェ
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ツ
ィ
ア
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V
E
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A
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ヴ
ェ
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ツ
ィ
ア
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ツ
ィ
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イ
タ
リ
ア
）

ア
ム
ス
テ
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オ
ラ
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ア
リ
ン
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視
察

ア
ム
ス
テ
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ダ
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パ
ー
ト
ナ
ー
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／

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
街

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム（
オ
ラ
ン
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15
日
火
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月

視
察
リ
ド
島
／

ム
ラ
ー
ノ
島
／
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
本
島

19
日
土
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月

出
国
翌
21
日（
月
）帰
国

20
日
日

活
動
内
容
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1234

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム・ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
視
察
の
全
体
像
と
需
要
の
分
散

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
の
流
れ
と
最
新
の
動
向

―

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
中
心
に

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
ベ
ー
ス
に
し
た
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践

都
市
近
郊
の
訪
問
先
と
し
て
の『
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』

宿
泊
地

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
向
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合
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欧
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観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
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図 3『バランスの取れた都市2018-2022
-生活の質とホスピタリティの間の新たなバランスに向けて-
（2019）』における目標及び対策

図 4 アムステルダムに
おけるガイドツアー
の実施方法

アムス
テル
ダム・

ヴェネ
ツィ
ア
視
察
の

全
体
像
と
需
要
の

分
散

3
1

観
光
研
究
部 

上
席
主
任
研
究
員

五
木
田
玲
子

作
品
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ゴ
ッ
ホ
美
術

館
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ッ
ホ
の
生
誕
地
で
あ
る

ズ
ン
デ
ル
ト
な
ど
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
他
の
地

域
で
も
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ

う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
各
地
に
点
在
す
る
ゴ
ッ
ホ

の
ゆ
か
り
の
地
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
観
光

客
の
地
方
訪
問
を
促
す
と
い
う
も
の
で
あ

る
。N

B
T
C
 H
ollan

d M
arketin

g

の
当

時
の
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る

Jos V
ranken 

氏
は
、「
私
た
ち
は
、
ス
ト
ー

リ
ー
を
通
し
て
人
々
を
メ
イ
ン
ル
ー
ト
か
ら

離
れ
る
よ
う
に
促
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
人
々
は
我
が
国
で
よ
り

多
く
の
場
所
や
商
品
を
体
験
す
る
こ
と
で
経

験
が
よ
り
豊
か
に
な
り
、
同
時
に
、
地
域
の

収
益
力
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
繋
が
る
」
と

述
べ
て
い
る
。

（
5
）
他
都
市
へ
の
分
散

　
本
来
は
観
光
面
で
競
合
関
係
に
あ
る
都
市

間
に
お
い
て
、
協
力
し
て
観
光
客
を
再
分
配

す
る
と
い
う
施
策
は
大
変
興
味
深
い
。

2
0
1
7
年
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
と
ハ
ー

グ
市
の
間
で
、「F

ro
m
 C
ap
ital C

ity to
 

C
ourt C

ity

」と
い
う
協
定
が
結
ば
れ
た
7
）
。

こ
れ
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ー

グ
の
観
光
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

観
光
客
の
再
分
配
と
観
光
地
間
の
観
光
協
力

を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
実
施
内
容
は
、
ス

キ
ポ
ー
ル
空
港
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
の
ハ
ー
グ
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
に
と
っ
て
は
、
特
に
中
心
市
街
地

へ
の
観
光
の
圧
力
を
緩
和
す
る
た
め
の
よ
り

広
範
な
分
散
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
、
滞
在
中
ま
た
は
再
訪
時
の
ハ
ー

グ
来
訪
を
促
す
こ
と
は
、
観
光
客
を
「
外
」

に
誘
う
と
い
う
目
標
達
成
に
貢
献
す
る
。
一

方
、
ハ
ー
グ
で
は
さ
ら
な
る
観
光
客
の
受
け

入
れ
、
そ
れ
に
よ
る
成
長
が
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
第
2
の
観
光
都
市
を
目

指
す
取
り
組
み
と
し
て
行
わ
れ
た
。

（
6
）
分
散
の
効
果

　
今
回
の
視
察
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
含

む
観
光
地
管
理
・
都
市
政
策
を
研
究
対
象
と

し
て
い
る
イ
ン
ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学
の

研
究
者E

llen
 B
u
lth
u
is 

氏
、G

eeske 

S
ib
rijn
s 

氏
と
需
要
の
分
散
の
あ
り
方
や

そ
の
効
果
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
た

【
写
真
3
・
4
】。

リ
ア
の
公
共
交
通
機
関
が
定
額
で
乗
り
放
題

に
な
るA

m
sterdam

 &
 R
egion T

ravel 

T
icket

や
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
整
備

推
進
な
ど
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

（
4
）
国
レ
ベ
ル
で
の
分
散

　
オ
ラ
ン
ダ
政
府
観
光
局
（N

etherlands 

B
oard of T

ourism
 &
 C
onventions

：

N
B
T
C

。
当
時
の
名
称
はN

B
T
C
 H
olland 

M
arketing

）
は
、
2
0
1
5
年
、
観
光
客
を

時
間
的
及
び
空
間
的
に
国
全
体
に
分
散
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
、
オ
ラ
ン
ダ
を
移
動
距
離

が
比
較
的
短
い
1
つ
の
都
市
と
し
て
位
置
づ

け
た
「H

ollandC
ity

戦
略
」
を
開
始
し
た
6
）
。

こ
の
戦
略
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、ゴ
ッ
ホ
、

花
、
水
な
ど
、
外
国
人
観
光
客
が
オ
ラ
ン
ダ

を
訪
れ
る
理
由
と
な
り
う
る
オ
ラ
ン
ダ
の
特

徴
的
な
共
通
テ
ー
マ
で
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
繋
ぐ
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ

ン
で
あ
る
【
図
7
】。
例
え
ば
、
ゴ
ッ
ホ
の

力
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
中
心
市
街

地
に
集
中
す
る
需
要
の
分
散
に
寄
与
し
て

い
る
。
な
お
、
観
光
税
に
つ
い
て
は
後
藤
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
江
﨑
の
論
考

で
触
れ
て
い
る
た
め
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）圏
域
内
で
の
分
散

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
近
隣
自
治
体
と

の
連
携
に
よ
る
需
要
の
分
散
も
図
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
訪

れ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
を
見
よ
う
（A

m
sterdam

 

B
ezoeken, H

olland Z
ien

：A
B
H
Z

）」
と

名
付
け
ら
れ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
で
あ
る
5
）
。
2
0
0
9
年
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を

訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（M

R
A

：M
etropolitan R

egion 

A
m
sterdam

）
に
も
足
を
延
ば
し
て
訪
問
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
M
R
A
内
の

自
治
体
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
＆
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
等
と
連
携
し
て
共
同
戦
略
を
策
定
し
た
。

A
B
H
Z
で
は
、
M
R
A
内
の
地
域
を
6
つ

の
特
徴
的
な
テ
ー
マ
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ

け
て
展
開
し
、
周
辺
地
域
を
含
め
た
一
体
的

な
地
域
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
で
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
内
の
混
雑
ス
ポ
ッ
ト
の
分
散
化

促
進
を
図
っ
て
い
る
【
図
6
】。
第
1
期

（
2
0
0
9
‐
2
0
1
3
年
）
で
は
主
に
経
済

効
果
を
重
視
し
て
い
た
が
、
第
2
期

（
2
0
1
3
‐
2
0
1
6
年
）
で
は
バ
ラ
ン

ス
に
重
き
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
第
3

期
（
2
0
1
7
‐
2
0
2
0
年
）、
第
4
期

（
2
0
2
1
‐
2
0
2
4
年
）
は
住
民
の
住

み
や
す
さ
の
促
進
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
戦
略
は
海
外
か
ら
の
訪
問

者
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
語

で
は
展
開
し
て
い
な
い
。
A
B
H
Z
で
は
、

テ
ー
マ
別
エ
リ
ア
展
開
の
他
、
圏
域
内
の
エ

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
聞
い

て
、
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う

か
。
無
数
の
運
河
が
縦
横
に
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
る
水
の
都
を
挙
げ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う

が
、
近
年
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観

光
過
剰
）
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
都
市

と
答
え
る
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
コ
ロ

ナ
禍
が
明
け
、
世
界
中
で
観
光
客
の
移
動
が

再
開
す
る
な
か
で
、
日
本
に
お
い
て
も
訪
日

外
客
数
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
以
上
に
回

復
、
2
0
2
4
年
1
〜
10
月
累
計
は
過
去
最

多
を
更
新
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
一
部

の
地
域
で
は
、
観
光
客
来
訪
に
起
因
す
る
混

雑
や
交
通
渋
滞
、
住
民
の
生
活
環
境
に
負
の

影
響
を
与
え
る
よ
う
な
状
況
が
発
生
し
て
い

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で

は
、
日
本
よ
り
も
早
く
か
ら
こ
の
よ
う
な

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況
に
直
面
し
、

様
々
な
対
策
が
包
括
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。

今
回
の
視
察
先
を
選
定
し
た
背
景
は
こ
こ
に

あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
向
き
合
う

欧
州
都
市
の
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ

べ
く
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

の
視
察
を
行
っ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お

け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
の
流
れ
と

コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
最
新
の
動
向
に
つ
い
て
は

後
藤
の
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。
五
木
田
は

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
の
各
種

取
り
組
み
の
な
か
か
ら
需
要
の
分
散
を
取
り

上
げ
、
江
﨑
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
ベ
ー
ス
に

し
た
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
焦
点
を
当
て

た
。
那
須
は
都
市
近
郊
の
訪
問
先
と
し
て
の

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
に
着
目
し
た
。

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
2
0
1
5
年
以

降
、
住
民
の
生
活
の
質
を
第
一
に
掲
げ
た

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
（
政
策
の
流
れ
に
つ
い
て
は
後
藤
の
論

考
を
参
照
）。
2
0
1
9
年
に
発
表
さ
れ
た

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
1
）
で
は
、「
生
活
の
質
と

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た
な
バ
ラ
ン

ス
」
を
目
標
に
掲
げ
、
2
つ
の
重
点
分
野
、

6
つ
の
対
策
を
打
ち
出
し
た
【
図
3
】。
そ

の
な
か
の
対
策
の
ひ
と
つ
が
「
観
光
客
の
分

散
」
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
時
期
・

時
間
・
空
間
等
に
よ
る
分
散
施
策
は
各
地
で

試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
観
光
客
の
訪
問
場
所

や
活
動
に
関
す
る
意
識
・
意
思
を
変
え
さ
せ

る
の
は
非
常
に
難
し
い
。
そ
こ
で
、
様
々
な

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
が
先
進
的
に
講

じ
ら
れ
て
き
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
ど

の
よ
う
な
分
散
施
策
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
、
整
理
を
行
っ
た
。

（
1
）一
定
空
間
内
に
お
け
る
分
散

　
あ
る
一
定
空
間
内
に
お
い
て
の
分
散
施
策

例
と
し
て
は
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
人
数
制
限

が
挙
げ
ら
れ
る
2
）
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
心

市
街
地
で
4
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
案
内
す

る
ガ
イ
ド
に
は
、
そ
の
エ
リ
ア
に
入
る
た
め

の
許
可
証
の
取
得
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
（
許
可
証
の
取
得
に
は
2
1
2
・
30
ユ
ー

ロ
が
必
要
）。
ツ
ア
ー
人
数
の
上
限

は
15
人
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
時
間

は
8
時
〜
22
時
に
限
定
、
終
日
立
ち

入
り
禁
止
エ
リ
ア
も
設
定
さ
れ
て
い

る
【
図
4
】。
異
な
る
ツ
ア
ー
グ
ル
ー

プ
が
同
じ
場
所
に
と
ど
ま
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ツ
ア
ー
中
は

異
な
る
グ
ル
ー
プ
間
の
交
流
不
可
と

い
っ
た
ル
ー
ル
も
設
け
ら
れ
て
い

る
。
違
反
し
た
ガ
イ
ド
に
は
、
個
人

の
場
合
は
1
9
0
ユ
ー
ロ
、
企
業
に

所
属
す
る
場
合
は
9
5
0
ユ
ー
ロ
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
、
3
回
違
反
す
る

と
許
可
証
は
無
効
と
な
る
。

　
中
心
市
街
地
か
ら
の
分
散
施
策
例

と
し
て
は
、
大
型
バ
ス
の
中
心
市
街

地
へ
の
乗
り
入
れ
禁
止
が
挙
げ
ら
れ
る
3
）
。

7.5
ト
ン
を
超
え
る
大
型
バ
ス
は
、
地
図
の
着

色
さ
れ
た
部
分
へ
の
乗
り
入
れ
は
原
則
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
エ
リ
ア
外
に
駐
車
す
る

必
要
が
あ
る
【
図
5
】。
寄
港
す
る
ク
ル
ー

ズ
船
の
段
階
的
な
削
減
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
2
0
2
6

年
ま
で
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
駅
近
く

に
あ
る
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
寄
港
船

舶
隻
数
の
上
限
を
現
在
の
1
9
0
隻
か
ら

1
0
0
隻
に
約
半
減
、
2
0
3
5
年
ま
で

に
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
撤
去
す
る
計

画
と
し
て
い
る
4
）
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
に

は
、
エ
リ
ア
別
の
観
光
税
率
の
設
定
（
中
心

市
街
地
：
6
%
、
郊
外
：
4
%
）
も
試
行
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
1
月
か
ら
は
市
内
一
律

12
・
5
%
と
な
り
、
現
時
点
で
の
欧
州
最
高

額
の
観
光
税
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
定
額
料

金
で
市
内
の
美
術
館
や
観
光
施
設
、
交
通
機

関
等
が
利
用
で
き
るI am

sterd
am
 C
ity 

C
ard

も
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
多
様
な
魅

　
取
り
組
み
は
、
一
定
期
間
滞
在
す
る
旅
行

者
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
、
次
回
の
訪
問
先

と
し
て
、
ハ
ー
グ
選
択
の
意
識
づ
け
を
意
図

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
取
り
組
み
が
成

功
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
は
難
し
く
、
ハ
ー

グ
の
観
光
客
は
確
か
に
増
え
て
い
る
が
、
対

し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観
光
客
が
減
っ
て

い
る
訳
で
は
な
く
、
ま
た
ハ
ー
グ
の
観
光
客

増
加
の
要
因
が
こ
の
協
定
で
あ
っ
た
の
か
は

明
確
で
な
い
。

　
ハ
ー
グ
選
択
の
意
識
づ
け
が
可
能
と
な
る

の
は
、
元
々
ハ
ー
グ
に
興
味
が
あ
る
人
に
限

ら
れ
る
。
ハ
ー
グ
に
人
を
惹
き
つ
け
る
た
め

に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
の
比
較
で
語
る

の
で
は
な
く
、
ハ
ー
グ
自
体
の
魅
力
が
感
じ

ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
り
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
を
明
確
に
設
定
し
て
そ
の

対
象
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
需
要
分
散
を
意
図
す
る
協
定
に

基
づ
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場
合
、

代
替
目
的
地
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い

な
け
れ
ば
効
果
的
に
機
能
し
な
い
。

②
需
要
の
分
散
に
つ
い
て

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
目
的
の
国
内
客
需
要
の

分
散
は
難
し
い
た
め
、
分
散
の
対
象
は
主
に

外
国
人
観
光
客
と
な
る
。
な
か
で
も
対
象
と

す
べ
き
は
長
期
滞
在
者
と
リ
ピ
ー
タ
ー
。
初

回
来
訪
者
や
短
期
滞
在
者
は
、
施
策
を
講
じ

て
も
行
動
変
容
を
促
す
余
地
が
な
い
。
ま
た
、

エ
リ
ア
の
中
の
具
体
的
な
場
所
を
特
定
し
て

対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
一
定
の
抑
制
策

を
取
っ
た
と
し
て
も
、
結
局
来
訪
目
的
と
な

る
対
象
や
、
安
い
食
事
や
飲
物
、
滞
在
環
境

が
提
供
さ
れ
続
け
て
い
る
限
り
、
明
確
な
効

果
を
も
た
ら
さ
な
い
。
観
光
客
に
、
よ
り
強

く
行
動
変
容
を
促
す
た
め
に
は
、
ク
ル
ー
ズ

船
の
受
け
入
れ
停
止
、
観
光
税
の
さ
ら
な
る

引
き
上
げ
等
の
選
択
肢
も
あ
る
が
、
一
方
で
、

経
済
面
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
国
の
施
策
と
の

整
合
性
の
点
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
施
策
の
効
果
に
つ
い
て
は
様
々
な
考
え
方

が
あ
り
、
観
光
の
影
響
が
広
範
囲
に
拡
大
す

る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
分
散
施
策
と
は

か
な
り
難
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
。
難
し
さ

の
要
因
の
一
つ
は
、
問
題
を
押
し
つ
け
合
う

側
面
が
あ
る
こ
と
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
ホ

テ
ル
の
建
設
や
民
泊
を
制
限
し
た
と
し
て

も
、
郊
外
や
E
U
圏
内
の
他
都
市
に
そ
の
問

題
を
押
し
つ
け
る
こ
と
に
な
る
（
ウ
ォ
ー

タ
ー
ベ
ッ
ド
効
果
）。
分
散
は
良
策
に
も
愚

策
に
も
な
る
も
の
で
あ
り
、
故
に
需
要
分
散

だ
け
で
な
く
、
他
の
施
策
を
含
め
て
ア
プ

ロ
ー
チ
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に

は
、
観
光
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
都
市
と

し
て
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
訪
れ
る
の
は
観
光

客
だ
け
で
な
い
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
は
住

民
や
労
働
者
を
含
め
て
多
く
の
流
動
人
口
が

流
入
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
全
体
が
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
か
ら
あ
ふ
れ
て
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　
2
0
2
3
年
に
行
わ
れ
た
「
S
t
a
y 

A
w
a
y
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
来
訪
者
が
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
抱
く
イ
メ
ー
ジ
や
意
識
を

変
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
が
、
こ
う

い
っ
た
取
り
組
み
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で

は
1
9
6
0
年
代
か
ら
継
続
的
に
行
わ
れ
て

き
た
。
禁
止
事
項
が
書
か
れ
た
看
板
は
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
取
締
り
の
実
施
や
罰
金
の

徴
収
な
ど
は
適
用
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
有
効
性
は
限
定
的
で
あ
る
。
理
想
的
に

は
観
光
客
数
が
横
ば
い
と
な
る
の
が
良
い

が
、
現
実
と
し
て
は
増
加
す
る
だ
ろ
う
。
出

来
る
こ
と
は
、
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
来
訪
者
の
意
識
を
変

え
、
行
動
変
容
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。

（
7
）
お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
行
わ
れ
て

き
た
分
散
施
策
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
今

回
の
も
う
ひ
と
つ
の
視
察
先
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
、
空
間
的
な
対
策
と
し
て
は
、

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
人
数
は
25
人
ま
で
に
制

限
し
、
25
人
以
下
を
ガ
イ
ド
す
る
場
合
も
橋

の
途
中
で
立
ち
止
ま
ら
な
い
等
の
ル
ー
ル
を

設
け
て
い
る
。
ま
た
、
2
0
2
4
年
か
ら
導

入
さ
れ
た
入
島
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
5
年
は
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
を
中
心
と
し

た
実
施
時
期
の
拡
大
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、

季
節
的
な
分
散
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
入
島
料
の
徴
収
に
あ

た
り
入
島
料
徴
収
対
象
者
以
外
も
含
め
た
登

録
制
に
し
た
こ
と
で
、
需
要
の
分
散
を
含
め

た
今
後
の
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
入
手

し
た
来
訪
者
デ
ー
タ

を
活
用
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
現
地

で
話
を
伺
っ
た
際
、

「
基
本
方
針
と
し
て
は
観
光
客
を
温
か
く
迎

え
入
れ
た
い
。
そ
の
上
で
上
手
く
分
散
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
状
況
に

つ
い
て
は
江
﨑
の
論
考
も
参
照
さ
れ
た
い
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
訪
れ
た
場
所
場
所
で

一
緒
に
行
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
、
こ
れ
は〝
賑

わ
い
〞な
の
か〝
混
雑
〞な
の
か
と
議
論
し
た

が
、包
括
的
な
対
策
の
成
果
な
の
だ
ろ
う
か
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
混
雑
を
感
じ
る
状
況

に
出
く
わ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
分
散
施
策

は
、
施
設
や
地
点
に
お
け
る
密
の
回
避
や
、

十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
地
域
を
開
発
す

る
に
お
い
て
は
効
果
が
あ
る
。そ
の
一
方
で
、

地
域
全
体
と
し
て
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド

効
果
や
観
光
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
等
に
よ
り
、

結
果
的
に
観
光
客
の
受
け
入
れ
増
大
に
繋
が

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た

り
、
意
見
交
換
に
ご
対
応
い
た

だ
き
ま
し
た
イ
ン
ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学

のE
lle
n
 B
u
lth
u
is 

氏
、G

e
e
s
k
e 

S
ib
rijn
s 

氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

出典：アムステルダム市（2019）： City in Balance 2018-2022 Towards a new equilibrium 
between quality of life and hospitality より作成

出典：アムステルダム市（2024）：
Giving guided tours in 
Amsterdam: how it works

1
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（
2
）中
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市
街
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散

図 1 アムステルダム市の概況

図 2 ヴェネツィア市の概況

観光客数の推移

人口の推移

実宿泊客数の推移

人口の推移

出典： ヴェネツィア市ウェブサイト
https://www.comune.venezia.it/it/content/serie-storiche より作成

出典：ヴェネツィア市（2024）　Yearbook of Tourism data 2023 より作成

出典：アムステルダム市ウェブサイト
https://onderzoek.amsterdam.nl/artikel/bevolking-in-cijfers-2024 より作成

出典：アムステルダム市ウェブサイト
https://onderzoek.amsterdam.nl/interactief/toerisme-in-amsterdam より作成

※クルーズ客除く。2023年は暫定値
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生活の質とホスピタリティの間の
新たなバランスに向けて

生活の質の向上

●迷惑行為の削減
●魅力的な複合開発
●道路及び運河のスペース拡大

●観光経済の財政バランス改善
●持続可能なレクリエーションと施設
●観光客の分散
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図 3『バランスの取れた都市2018-2022
-生活の質とホスピタリティの間の新たなバランスに向けて-
（2019）』における目標及び対策

図 4 アムステルダムに
おけるガイドツアー
の実施方法

アムス
テル
ダム・

ヴェネ
ツィ
ア
視
察
の

全
体
像
と
需
要
の

分
散

3
1

観
光
研
究
部 

上
席
主
任
研
究
員

五
木
田
玲
子

作
品
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ゴ
ッ
ホ
美
術

館
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ッ
ホ
の
生
誕
地
で
あ
る

ズ
ン
デ
ル
ト
な
ど
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
他
の
地

域
で
も
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ

う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
各
地
に
点
在
す
る
ゴ
ッ
ホ

の
ゆ
か
り
の
地
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
観
光

客
の
地
方
訪
問
を
促
す
と
い
う
も
の
で
あ

る
。N

B
T
C
 H
ollan

d M
arketin

g

の
当

時
の
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る

Jos V
ranken 

氏
は
、「
私
た
ち
は
、
ス
ト
ー

リ
ー
を
通
し
て
人
々
を
メ
イ
ン
ル
ー
ト
か
ら

離
れ
る
よ
う
に
促
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
人
々
は
我
が
国
で
よ
り

多
く
の
場
所
や
商
品
を
体
験
す
る
こ
と
で
経

験
が
よ
り
豊
か
に
な
り
、
同
時
に
、
地
域
の

収
益
力
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
繋
が
る
」
と

述
べ
て
い
る
。

（
5
）
他
都
市
へ
の
分
散

　
本
来
は
観
光
面
で
競
合
関
係
に
あ
る
都
市

間
に
お
い
て
、
協
力
し
て
観
光
客
を
再
分
配

す
る
と
い
う
施
策
は
大
変
興
味
深
い
。

2
0
1
7
年
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
と
ハ
ー

グ
市
の
間
で
、「F

ro
m
 C
ap
ital C

ity to
 

C
ourt C

ity

」と
い
う
協
定
が
結
ば
れ
た
7
）
。

こ
れ
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ー

グ
の
観
光
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

観
光
客
の
再
分
配
と
観
光
地
間
の
観
光
協
力

を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
実
施
内
容
は
、
ス

キ
ポ
ー
ル
空
港
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
の
ハ
ー
グ
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
に
と
っ
て
は
、
特
に
中
心
市
街
地

へ
の
観
光
の
圧
力
を
緩
和
す
る
た
め
の
よ
り

広
範
な
分
散
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
、
滞
在
中
ま
た
は
再
訪
時
の
ハ
ー

グ
来
訪
を
促
す
こ
と
は
、
観
光
客
を
「
外
」

に
誘
う
と
い
う
目
標
達
成
に
貢
献
す
る
。
一

方
、
ハ
ー
グ
で
は
さ
ら
な
る
観
光
客
の
受
け

入
れ
、
そ
れ
に
よ
る
成
長
が
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
第
2
の
観
光
都
市
を
目

指
す
取
り
組
み
と
し
て
行
わ
れ
た
。

（
6
）
分
散
の
効
果

　
今
回
の
視
察
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
含

む
観
光
地
管
理
・
都
市
政
策
を
研
究
対
象
と

し
て
い
る
イ
ン
ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学
の

研
究
者E

llen
 B
u
lth
u
is 

氏
、G

eeske 

S
ib
rijn
s 

氏
と
需
要
の
分
散
の
あ
り
方
や

そ
の
効
果
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
た

【
写
真
3
・
4
】。

リ
ア
の
公
共
交
通
機
関
が
定
額
で
乗
り
放
題

に
な
るA

m
sterdam

 &
 R
egion T

ravel 

T
icket

や
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
整
備

推
進
な
ど
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

（
4
）
国
レ
ベ
ル
で
の
分
散

　
オ
ラ
ン
ダ
政
府
観
光
局
（N

etherlands 

B
oard of T

ourism
 &
 C
onventions

：

N
B
T
C

。
当
時
の
名
称
はN

B
T
C
 H
olland 

M
arketing

）
は
、
2
0
1
5
年
、
観
光
客
を

時
間
的
及
び
空
間
的
に
国
全
体
に
分
散
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
、
オ
ラ
ン
ダ
を
移
動
距
離

が
比
較
的
短
い
1
つ
の
都
市
と
し
て
位
置
づ

け
た
「H

ollandC
ity

戦
略
」
を
開
始
し
た
6
）
。

こ
の
戦
略
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、ゴ
ッ
ホ
、

花
、
水
な
ど
、
外
国
人
観
光
客
が
オ
ラ
ン
ダ

を
訪
れ
る
理
由
と
な
り
う
る
オ
ラ
ン
ダ
の
特

徴
的
な
共
通
テ
ー
マ
で
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
繋
ぐ
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ

ン
で
あ
る
【
図
7
】。
例
え
ば
、
ゴ
ッ
ホ
の

力
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
中
心
市
街

地
に
集
中
す
る
需
要
の
分
散
に
寄
与
し
て

い
る
。
な
お
、
観
光
税
に
つ
い
て
は
後
藤
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
江
﨑
の
論
考

で
触
れ
て
い
る
た
め
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）圏
域
内
で
の
分
散

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
近
隣
自
治
体
と

の
連
携
に
よ
る
需
要
の
分
散
も
図
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
訪

れ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
を
見
よ
う
（A

m
sterdam

 

B
ezoeken, H

olland Z
ien

：A
B
H
Z

）」
と

名
付
け
ら
れ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
で
あ
る
5
）
。
2
0
0
9
年
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を

訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（M

R
A

：M
etropolitan R

egion 

A
m
sterdam

）
に
も
足
を
延
ば
し
て
訪
問
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
M
R
A
内
の

自
治
体
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
＆
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
等
と
連
携
し
て
共
同
戦
略
を
策
定
し
た
。

A
B
H
Z
で
は
、
M
R
A
内
の
地
域
を
6
つ

の
特
徴
的
な
テ
ー
マ
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ

け
て
展
開
し
、
周
辺
地
域
を
含
め
た
一
体
的

な
地
域
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
で
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
内
の
混
雑
ス
ポ
ッ
ト
の
分
散
化

促
進
を
図
っ
て
い
る
【
図
6
】。
第
1
期

（
2
0
0
9
‐
2
0
1
3
年
）
で
は
主
に
経
済

効
果
を
重
視
し
て
い
た
が
、
第
2
期

（
2
0
1
3
‐
2
0
1
6
年
）
で
は
バ
ラ
ン

ス
に
重
き
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
第
3

期
（
2
0
1
7
‐
2
0
2
0
年
）、
第
4
期

（
2
0
2
1
‐
2
0
2
4
年
）
は
住
民
の
住

み
や
す
さ
の
促
進
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
戦
略
は
海
外
か
ら
の
訪
問

者
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
語

で
は
展
開
し
て
い
な
い
。
A
B
H
Z
で
は
、

テ
ー
マ
別
エ
リ
ア
展
開
の
他
、
圏
域
内
の
エ

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
聞
い

て
、
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う

か
。
無
数
の
運
河
が
縦
横
に
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
る
水
の
都
を
挙
げ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う

が
、
近
年
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観

光
過
剰
）
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
都
市

と
答
え
る
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
コ
ロ

ナ
禍
が
明
け
、
世
界
中
で
観
光
客
の
移
動
が

再
開
す
る
な
か
で
、
日
本
に
お
い
て
も
訪
日

外
客
数
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
以
上
に
回

復
、
2
0
2
4
年
1
〜
10
月
累
計
は
過
去
最

多
を
更
新
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
一
部

の
地
域
で
は
、
観
光
客
来
訪
に
起
因
す
る
混

雑
や
交
通
渋
滞
、
住
民
の
生
活
環
境
に
負
の

影
響
を
与
え
る
よ
う
な
状
況
が
発
生
し
て
い

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で

は
、
日
本
よ
り
も
早
く
か
ら
こ
の
よ
う
な

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況
に
直
面
し
、

様
々
な
対
策
が
包
括
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。

今
回
の
視
察
先
を
選
定
し
た
背
景
は
こ
こ
に

あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
向
き
合
う

欧
州
都
市
の
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ

べ
く
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

の
視
察
を
行
っ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お

け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
の
流
れ
と

コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
最
新
の
動
向
に
つ
い
て
は

後
藤
の
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。
五
木
田
は

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
の
各
種

取
り
組
み
の
な
か
か
ら
需
要
の
分
散
を
取
り

上
げ
、
江
﨑
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
ベ
ー
ス
に

し
た
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
焦
点
を
当
て

た
。
那
須
は
都
市
近
郊
の
訪
問
先
と
し
て
の

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
に
着
目
し
た
。

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
2
0
1
5
年
以

降
、
住
民
の
生
活
の
質
を
第
一
に
掲
げ
た

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
（
政
策
の
流
れ
に
つ
い
て
は
後
藤
の
論

考
を
参
照
）。
2
0
1
9
年
に
発
表
さ
れ
た

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
1
）
で
は
、「
生
活
の
質
と

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た
な
バ
ラ
ン

ス
」
を
目
標
に
掲
げ
、
2
つ
の
重
点
分
野
、

6
つ
の
対
策
を
打
ち
出
し
た
【
図
3
】。
そ

の
な
か
の
対
策
の
ひ
と
つ
が
「
観
光
客
の
分

散
」
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
時
期
・

時
間
・
空
間
等
に
よ
る
分
散
施
策
は
各
地
で

試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
観
光
客
の
訪
問
場
所

や
活
動
に
関
す
る
意
識
・
意
思
を
変
え
さ
せ

る
の
は
非
常
に
難
し
い
。
そ
こ
で
、
様
々
な

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
が
先
進
的
に
講

じ
ら
れ
て
き
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
ど

の
よ
う
な
分
散
施
策
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
、
整
理
を
行
っ
た
。

（
1
）一
定
空
間
内
に
お
け
る
分
散

　
あ
る
一
定
空
間
内
に
お
い
て
の
分
散
施
策

例
と
し
て
は
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
人
数
制
限

が
挙
げ
ら
れ
る
2
）
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
心

市
街
地
で
4
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
案
内
す

る
ガ
イ
ド
に
は
、
そ
の
エ
リ
ア
に
入
る
た
め

の
許
可
証
の
取
得
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
（
許
可
証
の
取
得
に
は
2
1
2
・
30
ユ
ー

ロ
が
必
要
）。
ツ
ア
ー
人
数
の
上
限

は
15
人
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
時
間

は
8
時
〜
22
時
に
限
定
、
終
日
立
ち

入
り
禁
止
エ
リ
ア
も
設
定
さ
れ
て
い

る
【
図
4
】。
異
な
る
ツ
ア
ー
グ
ル
ー

プ
が
同
じ
場
所
に
と
ど
ま
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ツ
ア
ー
中
は

異
な
る
グ
ル
ー
プ
間
の
交
流
不
可
と

い
っ
た
ル
ー
ル
も
設
け
ら
れ
て
い

る
。
違
反
し
た
ガ
イ
ド
に
は
、
個
人

の
場
合
は
1
9
0
ユ
ー
ロ
、
企
業
に

所
属
す
る
場
合
は
9
5
0
ユ
ー
ロ
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
、
3
回
違
反
す
る

と
許
可
証
は
無
効
と
な
る
。

　
中
心
市
街
地
か
ら
の
分
散
施
策
例

と
し
て
は
、
大
型
バ
ス
の
中
心
市
街

地
へ
の
乗
り
入
れ
禁
止
が
挙
げ
ら
れ
る
3
）
。

7.5
ト
ン
を
超
え
る
大
型
バ
ス
は
、
地
図
の
着

色
さ
れ
た
部
分
へ
の
乗
り
入
れ
は
原
則
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
エ
リ
ア
外
に
駐
車
す
る

必
要
が
あ
る
【
図
5
】。
寄
港
す
る
ク
ル
ー

ズ
船
の
段
階
的
な
削
減
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
2
0
2
6

年
ま
で
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
駅
近
く

に
あ
る
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
寄
港
船

舶
隻
数
の
上
限
を
現
在
の
1
9
0
隻
か
ら

1
0
0
隻
に
約
半
減
、
2
0
3
5
年
ま
で

に
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
撤
去
す
る
計

画
と
し
て
い
る
4
）
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
に

は
、
エ
リ
ア
別
の
観
光
税
率
の
設
定
（
中
心

市
街
地
：
6
%
、
郊
外
：
4
%
）
も
試
行
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
1
月
か
ら
は
市
内
一
律

12
・
5
%
と
な
り
、
現
時
点
で
の
欧
州
最
高

額
の
観
光
税
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
定
額
料

金
で
市
内
の
美
術
館
や
観
光
施
設
、
交
通
機

関
等
が
利
用
で
き
るI am

sterd
am
 C
ity 

C
ard

も
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
多
様
な
魅

　
取
り
組
み
は
、
一
定
期
間
滞
在
す
る
旅
行

者
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
、
次
回
の
訪
問
先

と
し
て
、
ハ
ー
グ
選
択
の
意
識
づ
け
を
意
図

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
取
り
組
み
が
成

功
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
は
難
し
く
、
ハ
ー

グ
の
観
光
客
は
確
か
に
増
え
て
い
る
が
、
対

し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観
光
客
が
減
っ
て

い
る
訳
で
は
な
く
、
ま
た
ハ
ー
グ
の
観
光
客

増
加
の
要
因
が
こ
の
協
定
で
あ
っ
た
の
か
は

明
確
で
な
い
。

　
ハ
ー
グ
選
択
の
意
識
づ
け
が
可
能
と
な
る

の
は
、
元
々
ハ
ー
グ
に
興
味
が
あ
る
人
に
限

ら
れ
る
。
ハ
ー
グ
に
人
を
惹
き
つ
け
る
た
め

に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
の
比
較
で
語
る

の
で
は
な
く
、
ハ
ー
グ
自
体
の
魅
力
が
感
じ

ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
り
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
を
明
確
に
設
定
し
て
そ
の

対
象
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
需
要
分
散
を
意
図
す
る
協
定
に

基
づ
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場
合
、

代
替
目
的
地
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い

な
け
れ
ば
効
果
的
に
機
能
し
な
い
。

②
需
要
の
分
散
に
つ
い
て

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
目
的
の
国
内
客
需
要
の

分
散
は
難
し
い
た
め
、
分
散
の
対
象
は
主
に

外
国
人
観
光
客
と
な
る
。
な
か
で
も
対
象
と

す
べ
き
は
長
期
滞
在
者
と
リ
ピ
ー
タ
ー
。
初

回
来
訪
者
や
短
期
滞
在
者
は
、
施
策
を
講
じ

て
も
行
動
変
容
を
促
す
余
地
が
な
い
。
ま
た
、

エ
リ
ア
の
中
の
具
体
的
な
場
所
を
特
定
し
て

対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
一
定
の
抑
制
策

を
取
っ
た
と
し
て
も
、
結
局
来
訪
目
的
と
な

る
対
象
や
、
安
い
食
事
や
飲
物
、
滞
在
環
境

が
提
供
さ
れ
続
け
て
い
る
限
り
、
明
確
な
効

果
を
も
た
ら
さ
な
い
。
観
光
客
に
、
よ
り
強

く
行
動
変
容
を
促
す
た
め
に
は
、
ク
ル
ー
ズ

船
の
受
け
入
れ
停
止
、
観
光
税
の
さ
ら
な
る

引
き
上
げ
等
の
選
択
肢
も
あ
る
が
、
一
方
で
、

経
済
面
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
国
の
施
策
と
の

整
合
性
の
点
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
施
策
の
効
果
に
つ
い
て
は
様
々
な
考
え
方

が
あ
り
、
観
光
の
影
響
が
広
範
囲
に
拡
大
す

る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
分
散
施
策
と
は

か
な
り
難
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
。
難
し
さ

の
要
因
の
一
つ
は
、
問
題
を
押
し
つ
け
合
う

側
面
が
あ
る
こ
と
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
ホ

テ
ル
の
建
設
や
民
泊
を
制
限
し
た
と
し
て

も
、
郊
外
や
E
U
圏
内
の
他
都
市
に
そ
の
問

題
を
押
し
つ
け
る
こ
と
に
な
る
（
ウ
ォ
ー

タ
ー
ベ
ッ
ド
効
果
）。
分
散
は
良
策
に
も
愚

策
に
も
な
る
も
の
で
あ
り
、
故
に
需
要
分
散

だ
け
で
な
く
、
他
の
施
策
を
含
め
て
ア
プ

ロ
ー
チ
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に

は
、
観
光
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
都
市
と

し
て
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
訪
れ
る
の
は
観
光

客
だ
け
で
な
い
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
は
住

民
や
労
働
者
を
含
め
て
多
く
の
流
動
人
口
が

流
入
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
全
体
が
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
か
ら
あ
ふ
れ
て
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　
2
0
2
3
年
に
行
わ
れ
た
「
S
t
a
y 

A
w
a
y
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
来
訪
者
が
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
抱
く
イ
メ
ー
ジ
や
意
識
を

変
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
が
、
こ
う

い
っ
た
取
り
組
み
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で

は
1
9
6
0
年
代
か
ら
継
続
的
に
行
わ
れ
て

き
た
。
禁
止
事
項
が
書
か
れ
た
看
板
は
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
取
締
り
の
実
施
や
罰
金
の

徴
収
な
ど
は
適
用
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
有
効
性
は
限
定
的
で
あ
る
。
理
想
的
に

は
観
光
客
数
が
横
ば
い
と
な
る
の
が
良
い

が
、
現
実
と
し
て
は
増
加
す
る
だ
ろ
う
。
出

来
る
こ
と
は
、
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
来
訪
者
の
意
識
を
変

え
、
行
動
変
容
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。

（
7
）
お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
行
わ
れ
て

き
た
分
散
施
策
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
今

回
の
も
う
ひ
と
つ
の
視
察
先
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
、
空
間
的
な
対
策
と
し
て
は
、

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
人
数
は
25
人
ま
で
に
制

限
し
、
25
人
以
下
を
ガ
イ
ド
す
る
場
合
も
橋

の
途
中
で
立
ち
止
ま
ら
な
い
等
の
ル
ー
ル
を

設
け
て
い
る
。
ま
た
、
2
0
2
4
年
か
ら
導

入
さ
れ
た
入
島
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
5
年
は
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
を
中
心
と
し

た
実
施
時
期
の
拡
大
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、

季
節
的
な
分
散
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
入
島
料
の
徴
収
に
あ

た
り
入
島
料
徴
収
対
象
者
以
外
も
含
め
た
登

録
制
に
し
た
こ
と
で
、
需
要
の
分
散
を
含
め

た
今
後
の
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
入
手

し
た
来
訪
者
デ
ー
タ

を
活
用
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
現
地

で
話
を
伺
っ
た
際
、

「
基
本
方
針
と
し
て
は
観
光
客
を
温
か
く
迎

え
入
れ
た
い
。
そ
の
上
で
上
手
く
分
散
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
状
況
に

つ
い
て
は
江
﨑
の
論
考
も
参
照
さ
れ
た
い
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
訪
れ
た
場
所
場
所
で

一
緒
に
行
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
、
こ
れ
は〝
賑

わ
い
〞な
の
か〝
混
雑
〞な
の
か
と
議
論
し
た

が
、包
括
的
な
対
策
の
成
果
な
の
だ
ろ
う
か
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
混
雑
を
感
じ
る
状
況

に
出
く
わ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
分
散
施
策

は
、
施
設
や
地
点
に
お
け
る
密
の
回
避
や
、

十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
地
域
を
開
発
す

る
に
お
い
て
は
効
果
が
あ
る
。そ
の
一
方
で
、

地
域
全
体
と
し
て
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド

効
果
や
観
光
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
等
に
よ
り
、

結
果
的
に
観
光
客
の
受
け
入
れ
増
大
に
繋
が

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た

り
、
意
見
交
換
に
ご
対
応
い
た

だ
き
ま
し
た
イ
ン
ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学

のE
lle
n
 B
u
lth
u
is 

氏
、G

e
e
s
k
e 

S
ib
rijn
s 

氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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図 5 大型バスの乗り入れ規制

図 6 MRAのテーマ別エリア

作
品
は
、
ア
ム
ス
テ
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ゴ
ッ
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館
だ
け
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ゴ
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の
生
誕
地
で
あ
る

ズ
ン
デ
ル
ト
な
ど
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
他
の
地

域
で
も
鑑
賞
す
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こ
と
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る
。
こ
の
よ

う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
各
地
に
点
在
す
る
ゴ
ッ
ホ

の
ゆ
か
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の
地
を
紹
介
す
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で
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観
光
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訪
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T
C
 H
ollan

d M
arketin

g

の
当

時
の
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る

Jos V
ranken 

氏
は
、「
私
た
ち
は
、
ス
ト
ー

リ
ー
を
通
し
て
人
々
を
メ
イ
ン
ル
ー
ト
か
ら

離
れ
る
よ
う
に
促
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
人
々
は
我
が
国
で
よ
り

多
く
の
場
所
や
商
品
を
体
験
す
る
こ
と
で
経

験
が
よ
り
豊
か
に
な
り
、
同
時
に
、
地
域
の

収
益
力
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
繋
が
る
」
と

述
べ
て
い
る
。

（
5
）
他
都
市
へ
の
分
散

　
本
来
は
観
光
面
で
競
合
関
係
に
あ
る
都
市

間
に
お
い
て
、
協
力
し
て
観
光
客
を
再
分
配

す
る
と
い
う
施
策
は
大
変
興
味
深
い
。

2
0
1
7
年
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
と
ハ
ー

グ
市
の
間
で
、「F

ro
m
 C
ap
ital C

ity to
 

C
ourt C

ity

」と
い
う
協
定
が
結
ば
れ
た
7
）
。

こ
れ
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ー

グ
の
観
光
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

観
光
客
の
再
分
配
と
観
光
地
間
の
観
光
協
力

を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
実
施
内
容
は
、
ス

キ
ポ
ー
ル
空
港
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
の
ハ
ー
グ
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
に
と
っ
て
は
、
特
に
中
心
市
街
地

へ
の
観
光
の
圧
力
を
緩
和
す
る
た
め
の
よ
り

広
範
な
分
散
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
、
滞
在
中
ま
た
は
再
訪
時
の
ハ
ー

グ
来
訪
を
促
す
こ
と
は
、
観
光
客
を
「
外
」

に
誘
う
と
い
う
目
標
達
成
に
貢
献
す
る
。
一

方
、
ハ
ー
グ
で
は
さ
ら
な
る
観
光
客
の
受
け

入
れ
、
そ
れ
に
よ
る
成
長
が
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
第
2
の
観
光
都
市
を
目

指
す
取
り
組
み
と
し
て
行
わ
れ
た
。

（
6
）
分
散
の
効
果

　
今
回
の
視
察
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
含

む
観
光
地
管
理
・
都
市
政
策
を
研
究
対
象
と

し
て
い
る
イ
ン
ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学
の

研
究
者E

llen
 B
u
lth
u
is 

氏
、G

eeske 

S
ib
rijn
s 

氏
と
需
要
の
分
散
の
あ
り
方
や

そ
の
効
果
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
た

【
写
真
3
・
4
】。

リ
ア
の
公
共
交
通
機
関
が
定
額
で
乗
り
放
題

に
な
るA

m
sterdam

 &
 R
egion T

ravel 

T
icket

や
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
整
備

推
進
な
ど
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

（
4
）
国
レ
ベ
ル
で
の
分
散

　
オ
ラ
ン
ダ
政
府
観
光
局
（N

etherlands 

B
oard of T

ourism
 &
 C
onventions

：

N
B
T
C

。
当
時
の
名
称
はN

B
T
C
 H
olland 

M
arketing

）
は
、
2
0
1
5
年
、
観
光
客
を

時
間
的
及
び
空
間
的
に
国
全
体
に
分
散
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
、
オ
ラ
ン
ダ
を
移
動
距
離

が
比
較
的
短
い
1
つ
の
都
市
と
し
て
位
置
づ

け
た
「H

ollandC
ity

戦
略
」
を
開
始
し
た
6
）
。

こ
の
戦
略
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、ゴ
ッ
ホ
、

花
、
水
な
ど
、
外
国
人
観
光
客
が
オ
ラ
ン
ダ

を
訪
れ
る
理
由
と
な
り
う
る
オ
ラ
ン
ダ
の
特

徴
的
な
共
通
テ
ー
マ
で
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
繋
ぐ
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ

ン
で
あ
る
【
図
7
】。
例
え
ば
、
ゴ
ッ
ホ
の

力
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
中
心
市
街

地
に
集
中
す
る
需
要
の
分
散
に
寄
与
し
て

い
る
。
な
お
、
観
光
税
に
つ
い
て
は
後
藤
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
江
﨑
の
論
考

で
触
れ
て
い
る
た
め
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）圏
域
内
で
の
分
散

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
近
隣
自
治
体
と

の
連
携
に
よ
る
需
要
の
分
散
も
図
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
訪

れ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
を
見
よ
う
（A

m
sterdam

 

B
ezoeken, H

olland Z
ien

：A
B
H
Z

）」
と

名
付
け
ら
れ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
で
あ
る
5
）
。
2
0
0
9
年
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を

訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（M

R
A

：M
etropolitan R

egion 

A
m
sterdam

）
に
も
足
を
延
ば
し
て
訪
問
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
M
R
A
内
の

自
治
体
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
＆
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
等
と
連
携
し
て
共
同
戦
略
を
策
定
し
た
。

A
B
H
Z
で
は
、
M
R
A
内
の
地
域
を
6
つ

の
特
徴
的
な
テ
ー
マ
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ

け
て
展
開
し
、
周
辺
地
域
を
含
め
た
一
体
的

な
地
域
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
で
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
内
の
混
雑
ス
ポ
ッ
ト
の
分
散
化

促
進
を
図
っ
て
い
る
【
図
6
】。
第
1
期

（
2
0
0
9
‐
2
0
1
3
年
）
で
は
主
に
経
済

効
果
を
重
視
し
て
い
た
が
、
第
2
期

（
2
0
1
3
‐
2
0
1
6
年
）
で
は
バ
ラ
ン

ス
に
重
き
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
第
3

期
（
2
0
1
7
‐
2
0
2
0
年
）、
第
4
期

（
2
0
2
1
‐
2
0
2
4
年
）
は
住
民
の
住

み
や
す
さ
の
促
進
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
戦
略
は
海
外
か
ら
の
訪
問

者
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
語

で
は
展
開
し
て
い
な
い
。
A
B
H
Z
で
は
、

テ
ー
マ
別
エ
リ
ア
展
開
の
他
、
圏
域
内
の
エ

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
聞
い

て
、
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う

か
。
無
数
の
運
河
が
縦
横
に
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
る
水
の
都
を
挙
げ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う

が
、
近
年
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観

光
過
剰
）
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
都
市

と
答
え
る
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
コ
ロ

ナ
禍
が
明
け
、
世
界
中
で
観
光
客
の
移
動
が

再
開
す
る
な
か
で
、
日
本
に
お
い
て
も
訪
日

外
客
数
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
以
上
に
回

復
、
2
0
2
4
年
1
〜
10
月
累
計
は
過
去
最

多
を
更
新
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
一
部

の
地
域
で
は
、
観
光
客
来
訪
に
起
因
す
る
混

雑
や
交
通
渋
滞
、
住
民
の
生
活
環
境
に
負
の

影
響
を
与
え
る
よ
う
な
状
況
が
発
生
し
て
い

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で

は
、
日
本
よ
り
も
早
く
か
ら
こ
の
よ
う
な

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況
に
直
面
し
、

様
々
な
対
策
が
包
括
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。

今
回
の
視
察
先
を
選
定
し
た
背
景
は
こ
こ
に

あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
向
き
合
う

欧
州
都
市
の
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ

べ
く
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

の
視
察
を
行
っ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お

け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
の
流
れ
と

コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
最
新
の
動
向
に
つ
い
て
は

後
藤
の
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。
五
木
田
は

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
の
各
種

取
り
組
み
の
な
か
か
ら
需
要
の
分
散
を
取
り

上
げ
、
江
﨑
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
ベ
ー
ス
に

し
た
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
焦
点
を
当
て

た
。
那
須
は
都
市
近
郊
の
訪
問
先
と
し
て
の

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
に
着
目
し
た
。

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
2
0
1
5
年
以

降
、
住
民
の
生
活
の
質
を
第
一
に
掲
げ
た

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
（
政
策
の
流
れ
に
つ
い
て
は
後
藤
の
論

考
を
参
照
）。
2
0
1
9
年
に
発
表
さ
れ
た

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
1
）
で
は
、「
生
活
の
質
と

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た
な
バ
ラ
ン

ス
」
を
目
標
に
掲
げ
、
2
つ
の
重
点
分
野
、

6
つ
の
対
策
を
打
ち
出
し
た
【
図
3
】。
そ

の
な
か
の
対
策
の
ひ
と
つ
が
「
観
光
客
の
分

散
」
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
時
期
・

時
間
・
空
間
等
に
よ
る
分
散
施
策
は
各
地
で

試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
観
光
客
の
訪
問
場
所

や
活
動
に
関
す
る
意
識
・
意
思
を
変
え
さ
せ

る
の
は
非
常
に
難
し
い
。
そ
こ
で
、
様
々
な

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
が
先
進
的
に
講

じ
ら
れ
て
き
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
ど

の
よ
う
な
分
散
施
策
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
、
整
理
を
行
っ
た
。

（
1
）一
定
空
間
内
に
お
け
る
分
散

　
あ
る
一
定
空
間
内
に
お
い
て
の
分
散
施
策

例
と
し
て
は
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
人
数
制
限

が
挙
げ
ら
れ
る
2
）
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
心

市
街
地
で
4
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
案
内
す

る
ガ
イ
ド
に
は
、
そ
の
エ
リ
ア
に
入
る
た
め

の
許
可
証
の
取
得
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
（
許
可
証
の
取
得
に
は
2
1
2
・
30
ユ
ー

ロ
が
必
要
）。
ツ
ア
ー
人
数
の
上
限

は
15
人
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
時
間

は
8
時
〜
22
時
に
限
定
、
終
日
立
ち

入
り
禁
止
エ
リ
ア
も
設
定
さ
れ
て
い

る
【
図
4
】。
異
な
る
ツ
ア
ー
グ
ル
ー

プ
が
同
じ
場
所
に
と
ど
ま
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ツ
ア
ー
中
は

異
な
る
グ
ル
ー
プ
間
の
交
流
不
可
と

い
っ
た
ル
ー
ル
も
設
け
ら
れ
て
い

る
。
違
反
し
た
ガ
イ
ド
に
は
、
個
人

の
場
合
は
1
9
0
ユ
ー
ロ
、
企
業
に

所
属
す
る
場
合
は
9
5
0
ユ
ー
ロ
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
、
3
回
違
反
す
る

と
許
可
証
は
無
効
と
な
る
。

　
中
心
市
街
地
か
ら
の
分
散
施
策
例

と
し
て
は
、
大
型
バ
ス
の
中
心
市
街

地
へ
の
乗
り
入
れ
禁
止
が
挙
げ
ら
れ
る
3
）
。

7.5
ト
ン
を
超
え
る
大
型
バ
ス
は
、
地
図
の
着

色
さ
れ
た
部
分
へ
の
乗
り
入
れ
は
原
則
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
エ
リ
ア
外
に
駐
車
す
る

必
要
が
あ
る
【
図
5
】。
寄
港
す
る
ク
ル
ー

ズ
船
の
段
階
的
な
削
減
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
2
0
2
6

年
ま
で
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
駅
近
く

に
あ
る
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
寄
港
船

舶
隻
数
の
上
限
を
現
在
の
1
9
0
隻
か
ら

1
0
0
隻
に
約
半
減
、
2
0
3
5
年
ま
で

に
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
撤
去
す
る
計

画
と
し
て
い
る
4
）
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
に

は
、
エ
リ
ア
別
の
観
光
税
率
の
設
定
（
中
心

市
街
地
：
6
%
、
郊
外
：
4
%
）
も
試
行
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
1
月
か
ら
は
市
内
一
律

12
・
5
%
と
な
り
、
現
時
点
で
の
欧
州
最
高

額
の
観
光
税
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
定
額
料

金
で
市
内
の
美
術
館
や
観
光
施
設
、
交
通
機

関
等
が
利
用
で
き
るI am

sterd
am
 C
ity 

C
ard

も
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
多
様
な
魅

図 HollandCity戦略におけるストーリーライン 7
　
取
り
組
み
は
、
一
定
期
間
滞
在
す
る
旅
行

者
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
、
次
回
の
訪
問
先

と
し
て
、
ハ
ー
グ
選
択
の
意
識
づ
け
を
意
図

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
取
り
組
み
が
成

功
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
は
難
し
く
、
ハ
ー

グ
の
観
光
客
は
確
か
に
増
え
て
い
る
が
、
対

し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観
光
客
が
減
っ
て

い
る
訳
で
は
な
く
、
ま
た
ハ
ー
グ
の
観
光
客

増
加
の
要
因
が
こ
の
協
定
で
あ
っ
た
の
か
は

明
確
で
な
い
。

　
ハ
ー
グ
選
択
の
意
識
づ
け
が
可
能
と
な
る

の
は
、
元
々
ハ
ー
グ
に
興
味
が
あ
る
人
に
限

ら
れ
る
。
ハ
ー
グ
に
人
を
惹
き
つ
け
る
た
め

に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
の
比
較
で
語
る

の
で
は
な
く
、
ハ
ー
グ
自
体
の
魅
力
が
感
じ

ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
り
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
を
明
確
に
設
定
し
て
そ
の

対
象
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
需
要
分
散
を
意
図
す
る
協
定
に

基
づ
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場
合
、

代
替
目
的
地
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い

な
け
れ
ば
効
果
的
に
機
能
し
な
い
。

②
需
要
の
分
散
に
つ
い
て

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
目
的
の
国
内
客
需
要
の

分
散
は
難
し
い
た
め
、
分
散
の
対
象
は
主
に

外
国
人
観
光
客
と
な
る
。
な
か
で
も
対
象
と

す
べ
き
は
長
期
滞
在
者
と
リ
ピ
ー
タ
ー
。
初

回
来
訪
者
や
短
期
滞
在
者
は
、
施
策
を
講
じ

て
も
行
動
変
容
を
促
す
余
地
が
な
い
。
ま
た
、

エ
リ
ア
の
中
の
具
体
的
な
場
所
を
特
定
し
て

対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
一
定
の
抑
制
策

を
取
っ
た
と
し
て
も
、
結
局
来
訪
目
的
と
な

る
対
象
や
、
安
い
食
事
や
飲
物
、
滞
在
環
境

が
提
供
さ
れ
続
け
て
い
る
限
り
、
明
確
な
効

果
を
も
た
ら
さ
な
い
。
観
光
客
に
、
よ
り
強

く
行
動
変
容
を
促
す
た
め
に
は
、
ク
ル
ー
ズ

船
の
受
け
入
れ
停
止
、
観
光
税
の
さ
ら
な
る

引
き
上
げ
等
の
選
択
肢
も
あ
る
が
、
一
方
で
、

経
済
面
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
国
の
施
策
と
の

整
合
性
の
点
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
施
策
の
効
果
に
つ
い
て
は
様
々
な
考
え
方

が
あ
り
、
観
光
の
影
響
が
広
範
囲
に
拡
大
す

る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
分
散
施
策
と
は

か
な
り
難
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
。
難
し
さ

の
要
因
の
一
つ
は
、
問
題
を
押
し
つ
け
合
う

側
面
が
あ
る
こ
と
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
ホ

テ
ル
の
建
設
や
民
泊
を
制
限
し
た
と
し
て

も
、
郊
外
や
E
U
圏
内
の
他
都
市
に
そ
の
問

題
を
押
し
つ
け
る
こ
と
に
な
る
（
ウ
ォ
ー

タ
ー
ベ
ッ
ド
効
果
）。
分
散
は
良
策
に
も
愚

策
に
も
な
る
も
の
で
あ
り
、
故
に
需
要
分
散

だ
け
で
な
く
、
他
の
施
策
を
含
め
て
ア
プ

ロ
ー
チ
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に

は
、
観
光
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
都
市
と

し
て
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
訪
れ
る
の
は
観
光

客
だ
け
で
な
い
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
は
住

民
や
労
働
者
を
含
め
て
多
く
の
流
動
人
口
が

流
入
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
全
体
が
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
か
ら
あ
ふ
れ
て
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　
2
0
2
3
年
に
行
わ
れ
た
「
S
t
a
y 

A
w
a
y
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
来
訪
者
が
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
抱
く
イ
メ
ー
ジ
や
意
識
を

変
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
が
、
こ
う

い
っ
た
取
り
組
み
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で

は
1
9
6
0
年
代
か
ら
継
続
的
に
行
わ
れ
て

き
た
。
禁
止
事
項
が
書
か
れ
た
看
板
は
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
取
締
り
の
実
施
や
罰
金
の

徴
収
な
ど
は
適
用
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
有
効
性
は
限
定
的
で
あ
る
。
理
想
的
に

は
観
光
客
数
が
横
ば
い
と
な
る
の
が
良
い

が
、
現
実
と
し
て
は
増
加
す
る
だ
ろ
う
。
出

来
る
こ
と
は
、
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
来
訪
者
の
意
識
を
変

え
、
行
動
変
容
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。

（
7
）
お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
行
わ
れ
て

き
た
分
散
施
策
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
今

回
の
も
う
ひ
と
つ
の
視
察
先
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
、
空
間
的
な
対
策
と
し
て
は
、

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
人
数
は
25
人
ま
で
に
制

限
し
、
25
人
以
下
を
ガ
イ
ド
す
る
場
合
も
橋

の
途
中
で
立
ち
止
ま
ら
な
い
等
の
ル
ー
ル
を

設
け
て
い
る
。
ま
た
、
2
0
2
4
年
か
ら
導

入
さ
れ
た
入
島
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
5
年
は
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
を
中
心
と
し

た
実
施
時
期
の
拡
大
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、

季
節
的
な
分
散
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
入
島
料
の
徴
収
に
あ

た
り
入
島
料
徴
収
対
象
者
以
外
も
含
め
た
登

録
制
に
し
た
こ
と
で
、
需
要
の
分
散
を
含
め

た
今
後
の
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
入
手

し
た
来
訪
者
デ
ー
タ

を
活
用
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
現
地

で
話
を
伺
っ
た
際
、

「
基
本
方
針
と
し
て
は
観
光
客
を
温
か
く
迎

え
入
れ
た
い
。
そ
の
上
で
上
手
く
分
散
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
状
況
に

つ
い
て
は
江
﨑
の
論
考
も
参
照
さ
れ
た
い
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
訪
れ
た
場
所
場
所
で

一
緒
に
行
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
、
こ
れ
は〝
賑

わ
い
〞な
の
か〝
混
雑
〞な
の
か
と
議
論
し
た

が
、包
括
的
な
対
策
の
成
果
な
の
だ
ろ
う
か
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
混
雑
を
感
じ
る
状
況

に
出
く
わ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
分
散
施
策

は
、
施
設
や
地
点
に
お
け
る
密
の
回
避
や
、

十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
地
域
を
開
発
す

る
に
お
い
て
は
効
果
が
あ
る
。そ
の
一
方
で
、

地
域
全
体
と
し
て
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド

効
果
や
観
光
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
等
に
よ
り
、

結
果
的
に
観
光
客
の
受
け
入
れ
増
大
に
繋
が

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た

り
、
意
見
交
換
に
ご
対
応
い
た

だ
き
ま
し
た
イ
ン
ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学

のE
lle
n
 B
u
lth
u
is 

氏
、G

e
e
s
k
e 

S
ib
rijn
s 

氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

出典：アムステルダム市（2024）：
Amsterdam voor touringcars 
2024

出典：アムステルダム＆パートナーズ（2024）：Amsterdam Area Guide

写真1：アムステルダム中央駅付近の様子

写真2：ザーンセスカンス（テーマ：Old Holland）

出典：NBTC Holland Marketing（2015）：Holland 2020:Geliefd, Leefbaar en Winstgevend?

‒❶アムステルダム・ヴェネツィア視察の全体像と需要の分散3
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図 5 大型バスの乗り入れ規制

図 6 MRAのテーマ別エリア

作
品
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ゴ
ッ
ホ
美
術

館
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ッ
ホ
の
生
誕
地
で
あ
る

ズ
ン
デ
ル
ト
な
ど
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
他
の
地

域
で
も
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ

う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
各
地
に
点
在
す
る
ゴ
ッ
ホ

の
ゆ
か
り
の
地
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
観
光

客
の
地
方
訪
問
を
促
す
と
い
う
も
の
で
あ

る
。N

B
T
C
 H
ollan

d M
arketin

g

の
当

時
の
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る

Jos V
ranken 

氏
は
、「
私
た
ち
は
、
ス
ト
ー

リ
ー
を
通
し
て
人
々
を
メ
イ
ン
ル
ー
ト
か
ら

離
れ
る
よ
う
に
促
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
人
々
は
我
が
国
で
よ
り

多
く
の
場
所
や
商
品
を
体
験
す
る
こ
と
で
経

験
が
よ
り
豊
か
に
な
り
、
同
時
に
、
地
域
の

収
益
力
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
繋
が
る
」
と

述
べ
て
い
る
。

（
5
）
他
都
市
へ
の
分
散

　
本
来
は
観
光
面
で
競
合
関
係
に
あ
る
都
市

間
に
お
い
て
、
協
力
し
て
観
光
客
を
再
分
配

す
る
と
い
う
施
策
は
大
変
興
味
深
い
。

2
0
1
7
年
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
と
ハ
ー

グ
市
の
間
で
、「F

ro
m
 C
ap
ital C

ity to
 

C
ourt C

ity
」と
い
う
協
定
が
結
ば
れ
た
7
）
。

こ
れ
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ー

グ
の
観
光
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

観
光
客
の
再
分
配
と
観
光
地
間
の
観
光
協
力

を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
実
施
内
容
は
、
ス

キ
ポ
ー
ル
空
港
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
の
ハ
ー
グ
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
に
と
っ
て
は
、
特
に
中
心
市
街
地

へ
の
観
光
の
圧
力
を
緩
和
す
る
た
め
の
よ
り

広
範
な
分
散
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
、
滞
在
中
ま
た
は
再
訪
時
の
ハ
ー

グ
来
訪
を
促
す
こ
と
は
、
観
光
客
を
「
外
」

に
誘
う
と
い
う
目
標
達
成
に
貢
献
す
る
。
一

方
、
ハ
ー
グ
で
は
さ
ら
な
る
観
光
客
の
受
け

入
れ
、
そ
れ
に
よ
る
成
長
が
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
第
2
の
観
光
都
市
を
目

指
す
取
り
組
み
と
し
て
行
わ
れ
た
。

（
6
）
分
散
の
効
果

　
今
回
の
視
察
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
含

む
観
光
地
管
理
・
都
市
政
策
を
研
究
対
象
と

し
て
い
る
イ
ン
ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学
の

研
究
者E

llen
 B
u
lth
u
is 

氏
、G

eeske 

S
ib
rijn
s 

氏
と
需
要
の
分
散
の
あ
り
方
や

そ
の
効
果
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
た

【
写
真
3
・
4
】。

リ
ア
の
公
共
交
通
機
関
が
定
額
で
乗
り
放
題

に
な
るA

m
sterdam

 &
 R
egion T

ravel 

T
icket

や
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
整
備

推
進
な
ど
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

（
4
）
国
レ
ベ
ル
で
の
分
散

　
オ
ラ
ン
ダ
政
府
観
光
局
（N

etherlands 

B
oard of T

ourism
 &
 C
onventions

：
N
B
T
C

。
当
時
の
名
称
はN

B
T
C
 H
olland 

M
arketing

）
は
、
2
0
1
5
年
、
観
光
客
を

時
間
的
及
び
空
間
的
に
国
全
体
に
分
散
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
、
オ
ラ
ン
ダ
を
移
動
距
離

が
比
較
的
短
い
1
つ
の
都
市
と
し
て
位
置
づ

け
た
「H

ollandC
ity

戦
略
」
を
開
始
し
た
6
）
。

こ
の
戦
略
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、ゴ
ッ
ホ
、

花
、
水
な
ど
、
外
国
人
観
光
客
が
オ
ラ
ン
ダ

を
訪
れ
る
理
由
と
な
り
う
る
オ
ラ
ン
ダ
の
特

徴
的
な
共
通
テ
ー
マ
で
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
繋
ぐ
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ

ン
で
あ
る
【
図
7
】。
例
え
ば
、
ゴ
ッ
ホ
の

力
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
中
心
市
街

地
に
集
中
す
る
需
要
の
分
散
に
寄
与
し
て

い
る
。
な
お
、
観
光
税
に
つ
い
て
は
後
藤
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
江
﨑
の
論
考

で
触
れ
て
い
る
た
め
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）圏
域
内
で
の
分
散

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
近
隣
自
治
体
と

の
連
携
に
よ
る
需
要
の
分
散
も
図
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
訪

れ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
を
見
よ
う
（A

m
sterdam

 

B
ezoeken, H

olland Z
ien

：A
B
H
Z

）」
と

名
付
け
ら
れ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
で
あ
る
5
）
。
2
0
0
9
年
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を

訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（M

R
A

：M
etropolitan R

egion 

A
m
sterdam

）
に
も
足
を
延
ば
し
て
訪
問
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
M
R
A
内
の

自
治
体
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
＆
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
等
と
連
携
し
て
共
同
戦
略
を
策
定
し
た
。

A
B
H
Z
で
は
、
M
R
A
内
の
地
域
を
6
つ

の
特
徴
的
な
テ
ー
マ
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ

け
て
展
開
し
、
周
辺
地
域
を
含
め
た
一
体
的

な
地
域
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
で
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
内
の
混
雑
ス
ポ
ッ
ト
の
分
散
化

促
進
を
図
っ
て
い
る
【
図
6
】。
第
1
期

（
2
0
0
9
‐
2
0
1
3
年
）
で
は
主
に
経
済

効
果
を
重
視
し
て
い
た
が
、
第
2
期

（
2
0
1
3
‐
2
0
1
6
年
）
で
は
バ
ラ
ン

ス
に
重
き
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
第
3

期
（
2
0
1
7
‐
2
0
2
0
年
）、
第
4
期

（
2
0
2
1
‐
2
0
2
4
年
）
は
住
民
の
住

み
や
す
さ
の
促
進
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
戦
略
は
海
外
か
ら
の
訪
問

者
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
語

で
は
展
開
し
て
い
な
い
。
A
B
H
Z
で
は
、

テ
ー
マ
別
エ
リ
ア
展
開
の
他
、
圏
域
内
の
エ

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
聞
い

て
、
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う

か
。
無
数
の
運
河
が
縦
横
に
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
る
水
の
都
を
挙
げ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う

が
、
近
年
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観

光
過
剰
）
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
都
市

と
答
え
る
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
コ
ロ

ナ
禍
が
明
け
、
世
界
中
で
観
光
客
の
移
動
が

再
開
す
る
な
か
で
、
日
本
に
お
い
て
も
訪
日

外
客
数
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
以
上
に
回

復
、
2
0
2
4
年
1
〜
10
月
累
計
は
過
去
最

多
を
更
新
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
一
部

の
地
域
で
は
、
観
光
客
来
訪
に
起
因
す
る
混

雑
や
交
通
渋
滞
、
住
民
の
生
活
環
境
に
負
の

影
響
を
与
え
る
よ
う
な
状
況
が
発
生
し
て
い

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で

は
、
日
本
よ
り
も
早
く
か
ら
こ
の
よ
う
な

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況
に
直
面
し
、

様
々
な
対
策
が
包
括
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。

今
回
の
視
察
先
を
選
定
し
た
背
景
は
こ
こ
に

あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
向
き
合
う

欧
州
都
市
の
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ

べ
く
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

の
視
察
を
行
っ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お

け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
の
流
れ
と

コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
最
新
の
動
向
に
つ
い
て
は

後
藤
の
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。
五
木
田
は

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
の
各
種

取
り
組
み
の
な
か
か
ら
需
要
の
分
散
を
取
り

上
げ
、
江
﨑
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
ベ
ー
ス
に

し
た
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
焦
点
を
当
て

た
。
那
須
は
都
市
近
郊
の
訪
問
先
と
し
て
の

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
に
着
目
し
た
。

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
2
0
1
5
年
以

降
、
住
民
の
生
活
の
質
を
第
一
に
掲
げ
た

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
（
政
策
の
流
れ
に
つ
い
て
は
後
藤
の
論

考
を
参
照
）。
2
0
1
9
年
に
発
表
さ
れ
た

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
1
）
で
は
、「
生
活
の
質
と

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た
な
バ
ラ
ン

ス
」
を
目
標
に
掲
げ
、
2
つ
の
重
点
分
野
、

6
つ
の
対
策
を
打
ち
出
し
た
【
図
3
】。
そ

の
な
か
の
対
策
の
ひ
と
つ
が
「
観
光
客
の
分

散
」
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
時
期
・

時
間
・
空
間
等
に
よ
る
分
散
施
策
は
各
地
で

試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
観
光
客
の
訪
問
場
所

や
活
動
に
関
す
る
意
識
・
意
思
を
変
え
さ
せ

る
の
は
非
常
に
難
し
い
。
そ
こ
で
、
様
々
な

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
が
先
進
的
に
講

じ
ら
れ
て
き
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
ど

の
よ
う
な
分
散
施
策
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
、
整
理
を
行
っ
た
。

（
1
）一
定
空
間
内
に
お
け
る
分
散

　
あ
る
一
定
空
間
内
に
お
い
て
の
分
散
施
策

例
と
し
て
は
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
人
数
制
限

が
挙
げ
ら
れ
る
2
）
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
心

市
街
地
で
4
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
案
内
す

る
ガ
イ
ド
に
は
、
そ
の
エ
リ
ア
に
入
る
た
め

の
許
可
証
の
取
得
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
（
許
可
証
の
取
得
に
は
2
1
2
・
30
ユ
ー

ロ
が
必
要
）。
ツ
ア
ー
人
数
の
上
限

は
15
人
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
時
間

は
8
時
〜
22
時
に
限
定
、
終
日
立
ち

入
り
禁
止
エ
リ
ア
も
設
定
さ
れ
て
い

る
【
図
4
】。
異
な
る
ツ
ア
ー
グ
ル
ー

プ
が
同
じ
場
所
に
と
ど
ま
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ツ
ア
ー
中
は

異
な
る
グ
ル
ー
プ
間
の
交
流
不
可
と

い
っ
た
ル
ー
ル
も
設
け
ら
れ
て
い

る
。
違
反
し
た
ガ
イ
ド
に
は
、
個
人

の
場
合
は
1
9
0
ユ
ー
ロ
、
企
業
に

所
属
す
る
場
合
は
9
5
0
ユ
ー
ロ
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
、
3
回
違
反
す
る

と
許
可
証
は
無
効
と
な
る
。

　
中
心
市
街
地
か
ら
の
分
散
施
策
例

と
し
て
は
、
大
型
バ
ス
の
中
心
市
街

地
へ
の
乗
り
入
れ
禁
止
が
挙
げ
ら
れ
る
3
）
。

7.5
ト
ン
を
超
え
る
大
型
バ
ス
は
、
地
図
の
着

色
さ
れ
た
部
分
へ
の
乗
り
入
れ
は
原
則
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
エ
リ
ア
外
に
駐
車
す
る

必
要
が
あ
る
【
図
5
】。
寄
港
す
る
ク
ル
ー

ズ
船
の
段
階
的
な
削
減
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
2
0
2
6

年
ま
で
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
駅
近
く

に
あ
る
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
寄
港
船

舶
隻
数
の
上
限
を
現
在
の
1
9
0
隻
か
ら

1
0
0
隻
に
約
半
減
、
2
0
3
5
年
ま
で

に
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
撤
去
す
る
計

画
と
し
て
い
る
4
）
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
に

は
、
エ
リ
ア
別
の
観
光
税
率
の
設
定
（
中
心

市
街
地
：
6
%
、
郊
外
：
4
%
）
も
試
行
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
1
月
か
ら
は
市
内
一
律

12
・
5
%
と
な
り
、
現
時
点
で
の
欧
州
最
高

額
の
観
光
税
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
定
額
料

金
で
市
内
の
美
術
館
や
観
光
施
設
、
交
通
機

関
等
が
利
用
で
き
るI am

sterd
am
 C
ity 

C
ard

も
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
多
様
な
魅

図 HollandCity戦略におけるストーリーライン 7
　
取
り
組
み
は
、
一
定
期
間
滞
在
す
る
旅
行

者
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
、
次
回
の
訪
問
先

と
し
て
、
ハ
ー
グ
選
択
の
意
識
づ
け
を
意
図

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
取
り
組
み
が
成

功
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
は
難
し
く
、
ハ
ー

グ
の
観
光
客
は
確
か
に
増
え
て
い
る
が
、
対

し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観
光
客
が
減
っ
て

い
る
訳
で
は
な
く
、
ま
た
ハ
ー
グ
の
観
光
客

増
加
の
要
因
が
こ
の
協
定
で
あ
っ
た
の
か
は

明
確
で
な
い
。

　
ハ
ー
グ
選
択
の
意
識
づ
け
が
可
能
と
な
る

の
は
、
元
々
ハ
ー
グ
に
興
味
が
あ
る
人
に
限

ら
れ
る
。
ハ
ー
グ
に
人
を
惹
き
つ
け
る
た
め

に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
の
比
較
で
語
る

の
で
は
な
く
、
ハ
ー
グ
自
体
の
魅
力
が
感
じ

ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
り
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
を
明
確
に
設
定
し
て
そ
の

対
象
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
需
要
分
散
を
意
図
す
る
協
定
に

基
づ
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場
合
、

代
替
目
的
地
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い

な
け
れ
ば
効
果
的
に
機
能
し
な
い
。

②
需
要
の
分
散
に
つ
い
て

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
目
的
の
国
内
客
需
要
の

分
散
は
難
し
い
た
め
、
分
散
の
対
象
は
主
に

外
国
人
観
光
客
と
な
る
。
な
か
で
も
対
象
と

す
べ
き
は
長
期
滞
在
者
と
リ
ピ
ー
タ
ー
。
初

回
来
訪
者
や
短
期
滞
在
者
は
、
施
策
を
講
じ

て
も
行
動
変
容
を
促
す
余
地
が
な
い
。
ま
た
、

エ
リ
ア
の
中
の
具
体
的
な
場
所
を
特
定
し
て

対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
一
定
の
抑
制
策

を
取
っ
た
と
し
て
も
、
結
局
来
訪
目
的
と
な

る
対
象
や
、
安
い
食
事
や
飲
物
、
滞
在
環
境

が
提
供
さ
れ
続
け
て
い
る
限
り
、
明
確
な
効

果
を
も
た
ら
さ
な
い
。
観
光
客
に
、
よ
り
強

く
行
動
変
容
を
促
す
た
め
に
は
、
ク
ル
ー
ズ

船
の
受
け
入
れ
停
止
、
観
光
税
の
さ
ら
な
る

引
き
上
げ
等
の
選
択
肢
も
あ
る
が
、
一
方
で
、

経
済
面
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
国
の
施
策
と
の

整
合
性
の
点
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
施
策
の
効
果
に
つ
い
て
は
様
々
な
考
え
方

が
あ
り
、
観
光
の
影
響
が
広
範
囲
に
拡
大
す

る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
分
散
施
策
と
は

か
な
り
難
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
。
難
し
さ

の
要
因
の
一
つ
は
、
問
題
を
押
し
つ
け
合
う

側
面
が
あ
る
こ
と
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
ホ

テ
ル
の
建
設
や
民
泊
を
制
限
し
た
と
し
て

も
、
郊
外
や
E
U
圏
内
の
他
都
市
に
そ
の
問

題
を
押
し
つ
け
る
こ
と
に
な
る
（
ウ
ォ
ー

タ
ー
ベ
ッ
ド
効
果
）。
分
散
は
良
策
に
も
愚

策
に
も
な
る
も
の
で
あ
り
、
故
に
需
要
分
散

だ
け
で
な
く
、
他
の
施
策
を
含
め
て
ア
プ

ロ
ー
チ
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に

は
、
観
光
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
都
市
と

し
て
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
訪
れ
る
の
は
観
光

客
だ
け
で
な
い
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
は
住

民
や
労
働
者
を
含
め
て
多
く
の
流
動
人
口
が

流
入
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
全
体
が
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
か
ら
あ
ふ
れ
て
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　
2
0
2
3
年
に
行
わ
れ
た
「
S
t
a
y 

A
w
a
y
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
来
訪
者
が
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
抱
く
イ
メ
ー
ジ
や
意
識
を

変
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
が
、
こ
う

い
っ
た
取
り
組
み
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で

は
1
9
6
0
年
代
か
ら
継
続
的
に
行
わ
れ
て

き
た
。
禁
止
事
項
が
書
か
れ
た
看
板
は
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
取
締
り
の
実
施
や
罰
金
の

徴
収
な
ど
は
適
用
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
有
効
性
は
限
定
的
で
あ
る
。
理
想
的
に

は
観
光
客
数
が
横
ば
い
と
な
る
の
が
良
い

が
、
現
実
と
し
て
は
増
加
す
る
だ
ろ
う
。
出

来
る
こ
と
は
、
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
来
訪
者
の
意
識
を
変

え
、
行
動
変
容
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。

（
7
）
お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
行
わ
れ
て

き
た
分
散
施
策
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
今

回
の
も
う
ひ
と
つ
の
視
察
先
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
、
空
間
的
な
対
策
と
し
て
は
、

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
人
数
は
25
人
ま
で
に
制

限
し
、
25
人
以
下
を
ガ
イ
ド
す
る
場
合
も
橋

の
途
中
で
立
ち
止
ま
ら
な
い
等
の
ル
ー
ル
を

設
け
て
い
る
。
ま
た
、
2
0
2
4
年
か
ら
導

入
さ
れ
た
入
島
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
5
年
は
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
を
中
心
と
し

た
実
施
時
期
の
拡
大
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、

季
節
的
な
分
散
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
入
島
料
の
徴
収
に
あ

た
り
入
島
料
徴
収
対
象
者
以
外
も
含
め
た
登

録
制
に
し
た
こ
と
で
、
需
要
の
分
散
を
含
め

た
今
後
の
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
入
手

し
た
来
訪
者
デ
ー
タ

を
活
用
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
現
地

で
話
を
伺
っ
た
際
、

「
基
本
方
針
と
し
て
は
観
光
客
を
温
か
く
迎

え
入
れ
た
い
。
そ
の
上
で
上
手
く
分
散
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
状
況
に

つ
い
て
は
江
﨑
の
論
考
も
参
照
さ
れ
た
い
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
訪
れ
た
場
所
場
所
で

一
緒
に
行
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
、
こ
れ
は〝
賑

わ
い
〞な
の
か〝
混
雑
〞な
の
か
と
議
論
し
た

が
、包
括
的
な
対
策
の
成
果
な
の
だ
ろ
う
か
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
混
雑
を
感
じ
る
状
況

に
出
く
わ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
分
散
施
策

は
、
施
設
や
地
点
に
お
け
る
密
の
回
避
や
、

十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
地
域
を
開
発
す

る
に
お
い
て
は
効
果
が
あ
る
。そ
の
一
方
で
、

地
域
全
体
と
し
て
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド

効
果
や
観
光
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
等
に
よ
り
、

結
果
的
に
観
光
客
の
受
け
入
れ
増
大
に
繋
が

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た

り
、
意
見
交
換
に
ご
対
応
い
た

だ
き
ま
し
た
イ
ン
ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学

のE
lle
n
 B
u
lth
u
is 

氏
、G

e
e
s
k
e 

S
ib
rijn
s 

氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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作
品
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ゴ
ッ
ホ
美
術

館
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ッ
ホ
の
生
誕
地
で
あ
る

ズ
ン
デ
ル
ト
な
ど
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
他
の
地

域
で
も
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ

う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
各
地
に
点
在
す
る
ゴ
ッ
ホ

の
ゆ
か
り
の
地
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
観
光

客
の
地
方
訪
問
を
促
す
と
い
う
も
の
で
あ

る
。N

B
T
C
 H
ollan

d M
arketin

g

の
当

時
の
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る

Jos V
ranken 

氏
は
、「
私
た
ち
は
、
ス
ト
ー

リ
ー
を
通
し
て
人
々
を
メ
イ
ン
ル
ー
ト
か
ら

離
れ
る
よ
う
に
促
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
人
々
は
我
が
国
で
よ
り

多
く
の
場
所
や
商
品
を
体
験
す
る
こ
と
で
経

験
が
よ
り
豊
か
に
な
り
、
同
時
に
、
地
域
の

収
益
力
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
繋
が
る
」
と

述
べ
て
い
る
。

（
5
）
他
都
市
へ
の
分
散

　
本
来
は
観
光
面
で
競
合
関
係
に
あ
る
都
市

間
に
お
い
て
、
協
力
し
て
観
光
客
を
再
分
配

す
る
と
い
う
施
策
は
大
変
興
味
深
い
。

2
0
1
7
年
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
と
ハ
ー

グ
市
の
間
で
、「F

ro
m
 C
ap
ital C

ity to
 

C
ourt C

ity

」と
い
う
協
定
が
結
ば
れ
た
7
）
。

こ
れ
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ー

グ
の
観
光
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

観
光
客
の
再
分
配
と
観
光
地
間
の
観
光
協
力

を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
実
施
内
容
は
、
ス

キ
ポ
ー
ル
空
港
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
の
ハ
ー
グ
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
に
と
っ
て
は
、
特
に
中
心
市
街
地

へ
の
観
光
の
圧
力
を
緩
和
す
る
た
め
の
よ
り

広
範
な
分
散
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
、
滞
在
中
ま
た
は
再
訪
時
の
ハ
ー

グ
来
訪
を
促
す
こ
と
は
、
観
光
客
を
「
外
」

に
誘
う
と
い
う
目
標
達
成
に
貢
献
す
る
。
一

方
、
ハ
ー
グ
で
は
さ
ら
な
る
観
光
客
の
受
け

入
れ
、
そ
れ
に
よ
る
成
長
が
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
第
2
の
観
光
都
市
を
目

指
す
取
り
組
み
と
し
て
行
わ
れ
た
。

（
6
）
分
散
の
効
果

　
今
回
の
視
察
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
含

む
観
光
地
管
理
・
都
市
政
策
を
研
究
対
象
と

し
て
い
る
イ
ン
ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学
の

研
究
者E

llen
 B
u
lth
u
is 

氏
、G

eeske 

S
ib
rijn
s 

氏
と
需
要
の
分
散
の
あ
り
方
や

そ
の
効
果
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
た

【
写
真
3
・
4
】。

リ
ア
の
公
共
交
通
機
関
が
定
額
で
乗
り
放
題

に
な
るA

m
sterdam

 &
 R
egion T

ravel 

T
icket

や
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
整
備

推
進
な
ど
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

（
4
）
国
レ
ベ
ル
で
の
分
散

　
オ
ラ
ン
ダ
政
府
観
光
局
（N

etherlands 

B
oard of T

ourism
 &
 C
onventions

：

N
B
T
C

。
当
時
の
名
称
はN

B
T
C
 H
olland 

M
arketing

）
は
、
2
0
1
5
年
、
観
光
客
を

時
間
的
及
び
空
間
的
に
国
全
体
に
分
散
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
、
オ
ラ
ン
ダ
を
移
動
距
離

が
比
較
的
短
い
1
つ
の
都
市
と
し
て
位
置
づ

け
た
「H

ollandC
ity

戦
略
」
を
開
始
し
た
6
）
。

こ
の
戦
略
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、ゴ
ッ
ホ
、

花
、
水
な
ど
、
外
国
人
観
光
客
が
オ
ラ
ン
ダ

を
訪
れ
る
理
由
と
な
り
う
る
オ
ラ
ン
ダ
の
特

徴
的
な
共
通
テ
ー
マ
で
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
繋
ぐ
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ

ン
で
あ
る
【
図
7
】。
例
え
ば
、
ゴ
ッ
ホ
の

力
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
中
心
市
街

地
に
集
中
す
る
需
要
の
分
散
に
寄
与
し
て

い
る
。
な
お
、
観
光
税
に
つ
い
て
は
後
藤
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
江
﨑
の
論
考

で
触
れ
て
い
る
た
め
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）圏
域
内
で
の
分
散

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
近
隣
自
治
体
と

の
連
携
に
よ
る
需
要
の
分
散
も
図
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
訪

れ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
を
見
よ
う
（A

m
sterdam

 

B
ezoeken, H

olland Z
ien

：A
B
H
Z

）」
と

名
付
け
ら
れ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
で
あ
る
5
）
。
2
0
0
9
年
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を

訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（M

R
A

：M
etropolitan R

egion 

A
m
sterdam

）
に
も
足
を
延
ば
し
て
訪
問
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
M
R
A
内
の

自
治
体
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
＆
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
等
と
連
携
し
て
共
同
戦
略
を
策
定
し
た
。

A
B
H
Z
で
は
、
M
R
A
内
の
地
域
を
6
つ

の
特
徴
的
な
テ
ー
マ
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ

け
て
展
開
し
、
周
辺
地
域
を
含
め
た
一
体
的

な
地
域
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
で
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
内
の
混
雑
ス
ポ
ッ
ト
の
分
散
化

促
進
を
図
っ
て
い
る
【
図
6
】。
第
1
期

（
2
0
0
9
‐
2
0
1
3
年
）
で
は
主
に
経
済

効
果
を
重
視
し
て
い
た
が
、
第
2
期

（
2
0
1
3
‐
2
0
1
6
年
）
で
は
バ
ラ
ン

ス
に
重
き
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
第
3

期
（
2
0
1
7
‐
2
0
2
0
年
）、
第
4
期

（
2
0
2
1
‐
2
0
2
4
年
）
は
住
民
の
住

み
や
す
さ
の
促
進
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
戦
略
は
海
外
か
ら
の
訪
問

者
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
語

で
は
展
開
し
て
い
な
い
。
A
B
H
Z
で
は
、

テ
ー
マ
別
エ
リ
ア
展
開
の
他
、
圏
域
内
の
エ

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
聞
い

て
、
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う

か
。
無
数
の
運
河
が
縦
横
に
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
る
水
の
都
を
挙
げ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う

が
、
近
年
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観

光
過
剰
）
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
都
市

と
答
え
る
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
コ
ロ

ナ
禍
が
明
け
、
世
界
中
で
観
光
客
の
移
動
が

再
開
す
る
な
か
で
、
日
本
に
お
い
て
も
訪
日

外
客
数
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
以
上
に
回

復
、
2
0
2
4
年
1
〜
10
月
累
計
は
過
去
最

多
を
更
新
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
一
部

の
地
域
で
は
、
観
光
客
来
訪
に
起
因
す
る
混

雑
や
交
通
渋
滞
、
住
民
の
生
活
環
境
に
負
の

影
響
を
与
え
る
よ
う
な
状
況
が
発
生
し
て
い

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で

は
、
日
本
よ
り
も
早
く
か
ら
こ
の
よ
う
な

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況
に
直
面
し
、

様
々
な
対
策
が
包
括
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。

今
回
の
視
察
先
を
選
定
し
た
背
景
は
こ
こ
に

あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
向
き
合
う

欧
州
都
市
の
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ

べ
く
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

の
視
察
を
行
っ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お

け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
の
流
れ
と

コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
最
新
の
動
向
に
つ
い
て
は

後
藤
の
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。
五
木
田
は

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
の
各
種

取
り
組
み
の
な
か
か
ら
需
要
の
分
散
を
取
り

上
げ
、
江
﨑
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
ベ
ー
ス
に

し
た
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
焦
点
を
当
て

た
。
那
須
は
都
市
近
郊
の
訪
問
先
と
し
て
の

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
に
着
目
し
た
。

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
2
0
1
5
年
以

降
、
住
民
の
生
活
の
質
を
第
一
に
掲
げ
た

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
（
政
策
の
流
れ
に
つ
い
て
は
後
藤
の
論

考
を
参
照
）。
2
0
1
9
年
に
発
表
さ
れ
た

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
1
）
で
は
、「
生
活
の
質
と

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た
な
バ
ラ
ン

ス
」
を
目
標
に
掲
げ
、
2
つ
の
重
点
分
野
、

6
つ
の
対
策
を
打
ち
出
し
た
【
図
3
】。
そ

の
な
か
の
対
策
の
ひ
と
つ
が
「
観
光
客
の
分

散
」
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
時
期
・

時
間
・
空
間
等
に
よ
る
分
散
施
策
は
各
地
で

試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
観
光
客
の
訪
問
場
所

や
活
動
に
関
す
る
意
識
・
意
思
を
変
え
さ
せ

る
の
は
非
常
に
難
し
い
。
そ
こ
で
、
様
々
な

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
が
先
進
的
に
講

じ
ら
れ
て
き
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
ど

の
よ
う
な
分
散
施
策
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
、
整
理
を
行
っ
た
。

（
1
）一
定
空
間
内
に
お
け
る
分
散

　
あ
る
一
定
空
間
内
に
お
い
て
の
分
散
施
策

例
と
し
て
は
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
人
数
制
限

が
挙
げ
ら
れ
る
2
）
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
心

市
街
地
で
4
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
案
内
す

る
ガ
イ
ド
に
は
、
そ
の
エ
リ
ア
に
入
る
た
め

の
許
可
証
の
取
得
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
（
許
可
証
の
取
得
に
は
2
1
2
・
30
ユ
ー

ロ
が
必
要
）。
ツ
ア
ー
人
数
の
上
限

は
15
人
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
時
間

は
8
時
〜
22
時
に
限
定
、
終
日
立
ち

入
り
禁
止
エ
リ
ア
も
設
定
さ
れ
て
い

る
【
図
4
】。
異
な
る
ツ
ア
ー
グ
ル
ー

プ
が
同
じ
場
所
に
と
ど
ま
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ツ
ア
ー
中
は

異
な
る
グ
ル
ー
プ
間
の
交
流
不
可
と

い
っ
た
ル
ー
ル
も
設
け
ら
れ
て
い

る
。
違
反
し
た
ガ
イ
ド
に
は
、
個
人

の
場
合
は
1
9
0
ユ
ー
ロ
、
企
業
に

所
属
す
る
場
合
は
9
5
0
ユ
ー
ロ
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
、
3
回
違
反
す
る

と
許
可
証
は
無
効
と
な
る
。

　
中
心
市
街
地
か
ら
の
分
散
施
策
例

と
し
て
は
、
大
型
バ
ス
の
中
心
市
街

地
へ
の
乗
り
入
れ
禁
止
が
挙
げ
ら
れ
る
3
）
。

7.5
ト
ン
を
超
え
る
大
型
バ
ス
は
、
地
図
の
着

色
さ
れ
た
部
分
へ
の
乗
り
入
れ
は
原
則
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
エ
リ
ア
外
に
駐
車
す
る

必
要
が
あ
る
【
図
5
】。
寄
港
す
る
ク
ル
ー

ズ
船
の
段
階
的
な
削
減
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
2
0
2
6

年
ま
で
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
駅
近
く

に
あ
る
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
寄
港
船

舶
隻
数
の
上
限
を
現
在
の
1
9
0
隻
か
ら

1
0
0
隻
に
約
半
減
、
2
0
3
5
年
ま
で

に
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
撤
去
す
る
計

画
と
し
て
い
る
4
）
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
に

は
、
エ
リ
ア
別
の
観
光
税
率
の
設
定
（
中
心

市
街
地
：
6
%
、
郊
外
：
4
%
）
も
試
行
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
1
月
か
ら
は
市
内
一
律

12
・
5
%
と
な
り
、
現
時
点
で
の
欧
州
最
高

額
の
観
光
税
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
定
額
料

金
で
市
内
の
美
術
館
や
観
光
施
設
、
交
通
機

関
等
が
利
用
で
き
るI am

sterd
am
 C
ity 

C
ard

も
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
多
様
な
魅
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取
り
組
み
は
、
一
定
期
間
滞
在
す
る
旅
行

者
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
、
次
回
の
訪
問
先

と
し
て
、
ハ
ー
グ
選
択
の
意
識
づ
け
を
意
図

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
取
り
組
み
が
成

功
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
は
難
し
く
、
ハ
ー

グ
の
観
光
客
は
確
か
に
増
え
て
い
る
が
、
対

し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観
光
客
が
減
っ
て

い
る
訳
で
は
な
く
、
ま
た
ハ
ー
グ
の
観
光
客

増
加
の
要
因
が
こ
の
協
定
で
あ
っ
た
の
か
は

明
確
で
な
い
。

　
ハ
ー
グ
選
択
の
意
識
づ
け
が
可
能
と
な
る

の
は
、
元
々
ハ
ー
グ
に
興
味
が
あ
る
人
に
限

ら
れ
る
。
ハ
ー
グ
に
人
を
惹
き
つ
け
る
た
め

に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
の
比
較
で
語
る

の
で
は
な
く
、
ハ
ー
グ
自
体
の
魅
力
が
感
じ

ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
り
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
を
明
確
に
設
定
し
て
そ
の

対
象
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
需
要
分
散
を
意
図
す
る
協
定
に

基
づ
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場
合
、

代
替
目
的
地
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い

な
け
れ
ば
効
果
的
に
機
能
し
な
い
。

②
需
要
の
分
散
に
つ
い
て

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
目
的
の
国
内
客
需
要
の

分
散
は
難
し
い
た
め
、
分
散
の
対
象
は
主
に

外
国
人
観
光
客
と
な
る
。
な
か
で
も
対
象
と

す
べ
き
は
長
期
滞
在
者
と
リ
ピ
ー
タ
ー
。
初

回
来
訪
者
や
短
期
滞
在
者
は
、
施
策
を
講
じ

て
も
行
動
変
容
を
促
す
余
地
が
な
い
。
ま
た
、

エ
リ
ア
の
中
の
具
体
的
な
場
所
を
特
定
し
て

対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
一
定
の
抑
制
策

を
取
っ
た
と
し
て
も
、
結
局
来
訪
目
的
と
な

る
対
象
や
、
安
い
食
事
や
飲
物
、
滞
在
環
境

が
提
供
さ
れ
続
け
て
い
る
限
り
、
明
確
な
効

果
を
も
た
ら
さ
な
い
。
観
光
客
に
、
よ
り
強

く
行
動
変
容
を
促
す
た
め
に
は
、
ク
ル
ー
ズ

船
の
受
け
入
れ
停
止
、
観
光
税
の
さ
ら
な
る

引
き
上
げ
等
の
選
択
肢
も
あ
る
が
、
一
方
で
、

経
済
面
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
国
の
施
策
と
の

整
合
性
の
点
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
施
策
の
効
果
に
つ
い
て
は
様
々
な
考
え
方

が
あ
り
、
観
光
の
影
響
が
広
範
囲
に
拡
大
す

る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
分
散
施
策
と
は

か
な
り
難
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
。
難
し
さ

の
要
因
の
一
つ
は
、
問
題
を
押
し
つ
け
合
う

側
面
が
あ
る
こ
と
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
ホ

テ
ル
の
建
設
や
民
泊
を
制
限
し
た
と
し
て

も
、
郊
外
や
E
U
圏
内
の
他
都
市
に
そ
の
問

題
を
押
し
つ
け
る
こ
と
に
な
る
（
ウ
ォ
ー

タ
ー
ベ
ッ
ド
効
果
）。
分
散
は
良
策
に
も
愚

策
に
も
な
る
も
の
で
あ
り
、
故
に
需
要
分
散

だ
け
で
な
く
、
他
の
施
策
を
含
め
て
ア
プ

ロ
ー
チ
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に

は
、
観
光
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
都
市
と

し
て
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
訪
れ
る
の
は
観
光

客
だ
け
で
な
い
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
は
住

民
や
労
働
者
を
含
め
て
多
く
の
流
動
人
口
が

流
入
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
全
体
が
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
か
ら
あ
ふ
れ
て
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　
2
0
2
3
年
に
行
わ
れ
た
「
S
t
a
y 

A
w
a
y
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
来
訪
者
が
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
抱
く
イ
メ
ー
ジ
や
意
識
を

変
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
が
、
こ
う

い
っ
た
取
り
組
み
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で

は
1
9
6
0
年
代
か
ら
継
続
的
に
行
わ
れ
て

き
た
。
禁
止
事
項
が
書
か
れ
た
看
板
は
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
取
締
り
の
実
施
や
罰
金
の

徴
収
な
ど
は
適
用
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
有
効
性
は
限
定
的
で
あ
る
。
理
想
的
に

は
観
光
客
数
が
横
ば
い
と
な
る
の
が
良
い

が
、
現
実
と
し
て
は
増
加
す
る
だ
ろ
う
。
出

来
る
こ
と
は
、
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
来
訪
者
の
意
識
を
変

え
、
行
動
変
容
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。

（
7
）
お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
行
わ
れ
て

き
た
分
散
施
策
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
今

回
の
も
う
ひ
と
つ
の
視
察
先
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
、
空
間
的
な
対
策
と
し
て
は
、

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
人
数
は
25
人
ま
で
に
制

限
し
、
25
人
以
下
を
ガ
イ
ド
す
る
場
合
も
橋

の
途
中
で
立
ち
止
ま
ら
な
い
等
の
ル
ー
ル
を

設
け
て
い
る
。
ま
た
、
2
0
2
4
年
か
ら
導

入
さ
れ
た
入
島
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
5
年
は
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
を
中
心
と
し

た
実
施
時
期
の
拡
大
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、

季
節
的
な
分
散
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
入
島
料
の
徴
収
に
あ

た
り
入
島
料
徴
収
対
象
者
以
外
も
含
め
た
登

録
制
に
し
た
こ
と
で
、
需
要
の
分
散
を
含
め

た
今
後
の
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
入
手

し
た
来
訪
者
デ
ー
タ

を
活
用
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
現
地

で
話
を
伺
っ
た
際
、

「
基
本
方
針
と
し
て
は
観
光
客
を
温
か
く
迎

え
入
れ
た
い
。
そ
の
上
で
上
手
く
分
散
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
状
況
に

つ
い
て
は
江
﨑
の
論
考
も
参
照
さ
れ
た
い
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
訪
れ
た
場
所
場
所
で

一
緒
に
行
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
、
こ
れ
は〝
賑

わ
い
〞な
の
か〝
混
雑
〞な
の
か
と
議
論
し
た

が
、包
括
的
な
対
策
の
成
果
な
の
だ
ろ
う
か
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
混
雑
を
感
じ
る
状
況

に
出
く
わ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
分
散
施
策

は
、
施
設
や
地
点
に
お
け
る
密
の
回
避
や
、

十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
地
域
を
開
発
す

る
に
お
い
て
は
効
果
が
あ
る
。そ
の
一
方
で
、

地
域
全
体
と
し
て
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド

効
果
や
観
光
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
等
に
よ
り
、

結
果
的
に
観
光
客
の
受
け
入
れ
増
大
に
繋
が

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た

り
、
意
見
交
換
に
ご
対
応
い
た

だ
き
ま
し
た
イ
ン
ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学

のE
lle
n
 B
u
lth
u
is 

氏
、G

e
e
s
k
e 

S
ib
rijn
s 

氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

写真3：意見交換の様子

写真4：新校舎にて

写真5：サンマルコ広場の様子

【
謝
辞
】

①
都
市
間
の
観
光
協
定（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

に
つ
い
て

‒❶アムステルダム・ヴェネツィア視察の全体像と需要の分散3
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再 校



作
品
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ゴ
ッ
ホ
美
術

館
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ッ
ホ
の
生
誕
地
で
あ
る

ズ
ン
デ
ル
ト
な
ど
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
他
の
地

域
で
も
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ

う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
各
地
に
点
在
す
る
ゴ
ッ
ホ

の
ゆ
か
り
の
地
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
観
光

客
の
地
方
訪
問
を
促
す
と
い
う
も
の
で
あ

る
。N

B
T
C
 H
ollan

d M
arketin

g

の
当

時
の
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る

Jos V
ranken 

氏
は
、「
私
た
ち
は
、
ス
ト
ー

リ
ー
を
通
し
て
人
々
を
メ
イ
ン
ル
ー
ト
か
ら

離
れ
る
よ
う
に
促
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
人
々
は
我
が
国
で
よ
り

多
く
の
場
所
や
商
品
を
体
験
す
る
こ
と
で
経

験
が
よ
り
豊
か
に
な
り
、
同
時
に
、
地
域
の

収
益
力
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
繋
が
る
」
と

述
べ
て
い
る
。

（
5
）
他
都
市
へ
の
分
散

　
本
来
は
観
光
面
で
競
合
関
係
に
あ
る
都
市

間
に
お
い
て
、
協
力
し
て
観
光
客
を
再
分
配

す
る
と
い
う
施
策
は
大
変
興
味
深
い
。

2
0
1
7
年
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
と
ハ
ー

グ
市
の
間
で
、「F

ro
m
 C
ap
ital C

ity to
 

C
ourt C

ity

」と
い
う
協
定
が
結
ば
れ
た
7
）
。

こ
れ
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ー

グ
の
観
光
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

観
光
客
の
再
分
配
と
観
光
地
間
の
観
光
協
力

を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
実
施
内
容
は
、
ス

キ
ポ
ー
ル
空
港
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
の
ハ
ー
グ
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
に
と
っ
て
は
、
特
に
中
心
市
街
地

へ
の
観
光
の
圧
力
を
緩
和
す
る
た
め
の
よ
り

広
範
な
分
散
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
、
滞
在
中
ま
た
は
再
訪
時
の
ハ
ー

グ
来
訪
を
促
す
こ
と
は
、
観
光
客
を
「
外
」

に
誘
う
と
い
う
目
標
達
成
に
貢
献
す
る
。
一

方
、
ハ
ー
グ
で
は
さ
ら
な
る
観
光
客
の
受
け

入
れ
、
そ
れ
に
よ
る
成
長
が
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
第
2
の
観
光
都
市
を
目

指
す
取
り
組
み
と
し
て
行
わ
れ
た
。

（
6
）
分
散
の
効
果

　
今
回
の
視
察
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
を
含

む
観
光
地
管
理
・
都
市
政
策
を
研
究
対
象
と

し
て
い
る
イ
ン
ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学
の

研
究
者E

llen
 B
u
lth
u
is 

氏
、G

eeske 

S
ib
rijn
s 

氏
と
需
要
の
分
散
の
あ
り
方
や

そ
の
効
果
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
た

【
写
真
3
・
4
】。

リ
ア
の
公
共
交
通
機
関
が
定
額
で
乗
り
放
題

に
な
るA

m
sterdam

 &
 R
egion T

ravel 

T
icket

や
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
整
備

推
進
な
ど
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

（
4
）
国
レ
ベ
ル
で
の
分
散

　
オ
ラ
ン
ダ
政
府
観
光
局
（N

etherlands 

B
oard of T

ourism
 &
 C
onventions

：

N
B
T
C

。
当
時
の
名
称
はN

B
T
C
 H
olland 

M
arketing

）
は
、
2
0
1
5
年
、
観
光
客
を

時
間
的
及
び
空
間
的
に
国
全
体
に
分
散
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
、
オ
ラ
ン
ダ
を
移
動
距
離

が
比
較
的
短
い
1
つ
の
都
市
と
し
て
位
置
づ

け
た
「H

ollandC
ity

戦
略
」
を
開
始
し
た
6
）
。

こ
の
戦
略
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、ゴ
ッ
ホ
、

花
、
水
な
ど
、
外
国
人
観
光
客
が
オ
ラ
ン
ダ

を
訪
れ
る
理
由
と
な
り
う
る
オ
ラ
ン
ダ
の
特

徴
的
な
共
通
テ
ー
マ
で
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
繋
ぐ
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ

ン
で
あ
る
【
図
7
】。
例
え
ば
、
ゴ
ッ
ホ
の

力
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
中
心
市
街

地
に
集
中
す
る
需
要
の
分
散
に
寄
与
し
て

い
る
。
な
お
、
観
光
税
に
つ
い
て
は
後
藤
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
江
﨑
の
論
考

で
触
れ
て
い
る
た
め
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）圏
域
内
で
の
分
散

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
近
隣
自
治
体
と

の
連
携
に
よ
る
需
要
の
分
散
も
図
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
訪

れ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
を
見
よ
う
（A

m
sterdam

 

B
ezoeken, H

olland Z
ien

：A
B
H
Z

）」
と

名
付
け
ら
れ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
で
あ
る
5
）
。
2
0
0
9
年
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を

訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（M

R
A

：M
etropolitan R

egion 

A
m
sterdam

）
に
も
足
を
延
ば
し
て
訪
問
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
M
R
A
内
の

自
治
体
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
＆
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
等
と
連
携
し
て
共
同
戦
略
を
策
定
し
た
。

A
B
H
Z
で
は
、
M
R
A
内
の
地
域
を
6
つ

の
特
徴
的
な
テ
ー
マ
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ

け
て
展
開
し
、
周
辺
地
域
を
含
め
た
一
体
的

な
地
域
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
で
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
内
の
混
雑
ス
ポ
ッ
ト
の
分
散
化

促
進
を
図
っ
て
い
る
【
図
6
】。
第
1
期

（
2
0
0
9
‐
2
0
1
3
年
）
で
は
主
に
経
済

効
果
を
重
視
し
て
い
た
が
、
第
2
期

（
2
0
1
3
‐
2
0
1
6
年
）
で
は
バ
ラ
ン

ス
に
重
き
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
第
3

期
（
2
0
1
7
‐
2
0
2
0
年
）、
第
4
期

（
2
0
2
1
‐
2
0
2
4
年
）
は
住
民
の
住

み
や
す
さ
の
促
進
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
戦
略
は
海
外
か
ら
の
訪
問

者
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
語

で
は
展
開
し
て
い
な
い
。
A
B
H
Z
で
は
、

テ
ー
マ
別
エ
リ
ア
展
開
の
他
、
圏
域
内
の
エ

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
聞
い

て
、
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う

か
。
無
数
の
運
河
が
縦
横
に
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
る
水
の
都
を
挙
げ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う

が
、
近
年
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観

光
過
剰
）
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
都
市

と
答
え
る
人
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
コ
ロ

ナ
禍
が
明
け
、
世
界
中
で
観
光
客
の
移
動
が

再
開
す
る
な
か
で
、
日
本
に
お
い
て
も
訪
日

外
客
数
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
以
上
に
回

復
、
2
0
2
4
年
1
〜
10
月
累
計
は
過
去
最

多
を
更
新
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
一
部

の
地
域
で
は
、
観
光
客
来
訪
に
起
因
す
る
混

雑
や
交
通
渋
滞
、
住
民
の
生
活
環
境
に
負
の

影
響
を
与
え
る
よ
う
な
状
況
が
発
生
し
て
い

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で

は
、
日
本
よ
り
も
早
く
か
ら
こ
の
よ
う
な

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況
に
直
面
し
、

様
々
な
対
策
が
包
括
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。

今
回
の
視
察
先
を
選
定
し
た
背
景
は
こ
こ
に

あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
向
き
合
う

欧
州
都
市
の
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ

べ
く
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

の
視
察
を
行
っ
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お

け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
の
流
れ
と

コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
最
新
の
動
向
に
つ
い
て
は

後
藤
の
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。
五
木
田
は

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
の
各
種

取
り
組
み
の
な
か
か
ら
需
要
の
分
散
を
取
り

上
げ
、
江
﨑
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
ベ
ー
ス
に

し
た
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
焦
点
を
当
て

た
。
那
須
は
都
市
近
郊
の
訪
問
先
と
し
て
の

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
に
着
目
し
た
。

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
2
0
1
5
年
以

降
、
住
民
の
生
活
の
質
を
第
一
に
掲
げ
た

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
政
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
（
政
策
の
流
れ
に
つ
い
て
は
後
藤
の
論

考
を
参
照
）。
2
0
1
9
年
に
発
表
さ
れ
た

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
1
）
で
は
、「
生
活
の
質
と

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た
な
バ
ラ
ン

ス
」
を
目
標
に
掲
げ
、
2
つ
の
重
点
分
野
、

6
つ
の
対
策
を
打
ち
出
し
た
【
図
3
】。
そ

の
な
か
の
対
策
の
ひ
と
つ
が
「
観
光
客
の
分

散
」
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
時
期
・

時
間
・
空
間
等
に
よ
る
分
散
施
策
は
各
地
で

試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
観
光
客
の
訪
問
場
所

や
活
動
に
関
す
る
意
識
・
意
思
を
変
え
さ
せ

る
の
は
非
常
に
難
し
い
。
そ
こ
で
、
様
々
な

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
が
先
進
的
に
講

じ
ら
れ
て
き
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、
ど

の
よ
う
な
分
散
施
策
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
、
整
理
を
行
っ
た
。

（
1
）一
定
空
間
内
に
お
け
る
分
散

　
あ
る
一
定
空
間
内
に
お
い
て
の
分
散
施
策

例
と
し
て
は
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
人
数
制
限

が
挙
げ
ら
れ
る
2
）
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
心

市
街
地
で
4
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
案
内
す

る
ガ
イ
ド
に
は
、
そ
の
エ
リ
ア
に
入
る
た
め

の
許
可
証
の
取
得
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
（
許
可
証
の
取
得
に
は
2
1
2
・
30
ユ
ー

ロ
が
必
要
）。
ツ
ア
ー
人
数
の
上
限

は
15
人
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
時
間

は
8
時
〜
22
時
に
限
定
、
終
日
立
ち

入
り
禁
止
エ
リ
ア
も
設
定
さ
れ
て
い

る
【
図
4
】。
異
な
る
ツ
ア
ー
グ
ル
ー

プ
が
同
じ
場
所
に
と
ど
ま
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ツ
ア
ー
中
は

異
な
る
グ
ル
ー
プ
間
の
交
流
不
可
と

い
っ
た
ル
ー
ル
も
設
け
ら
れ
て
い

る
。
違
反
し
た
ガ
イ
ド
に
は
、
個
人

の
場
合
は
1
9
0
ユ
ー
ロ
、
企
業
に

所
属
す
る
場
合
は
9
5
0
ユ
ー
ロ
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
、
3
回
違
反
す
る

と
許
可
証
は
無
効
と
な
る
。

　
中
心
市
街
地
か
ら
の
分
散
施
策
例

と
し
て
は
、
大
型
バ
ス
の
中
心
市
街

地
へ
の
乗
り
入
れ
禁
止
が
挙
げ
ら
れ
る
3
）
。

7.5
ト
ン
を
超
え
る
大
型
バ
ス
は
、
地
図
の
着

色
さ
れ
た
部
分
へ
の
乗
り
入
れ
は
原
則
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
エ
リ
ア
外
に
駐
車
す
る

必
要
が
あ
る
【
図
5
】。
寄
港
す
る
ク
ル
ー

ズ
船
の
段
階
的
な
削
減
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
2
0
2
6

年
ま
で
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
駅
近
く

に
あ
る
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
寄
港
船

舶
隻
数
の
上
限
を
現
在
の
1
9
0
隻
か
ら

1
0
0
隻
に
約
半
減
、
2
0
3
5
年
ま
で

に
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
撤
去
す
る
計

画
と
し
て
い
る
4
）
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
に

は
、
エ
リ
ア
別
の
観
光
税
率
の
設
定
（
中
心

市
街
地
：
6
%
、
郊
外
：
4
%
）
も
試
行
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
1
月
か
ら
は
市
内
一
律

12
・
5
%
と
な
り
、
現
時
点
で
の
欧
州
最
高

額
の
観
光
税
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
定
額
料

金
で
市
内
の
美
術
館
や
観
光
施
設
、
交
通
機

関
等
が
利
用
で
き
るI am

sterd
am
 C
ity 

C
ard

も
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
多
様
な
魅
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取
り
組
み
は
、
一
定
期
間
滞
在
す
る
旅
行

者
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
、
次
回
の
訪
問
先

と
し
て
、
ハ
ー
グ
選
択
の
意
識
づ
け
を
意
図

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
取
り
組
み
が
成

功
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
は
難
し
く
、
ハ
ー

グ
の
観
光
客
は
確
か
に
増
え
て
い
る
が
、
対

し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観
光
客
が
減
っ
て

い
る
訳
で
は
な
く
、
ま
た
ハ
ー
グ
の
観
光
客

増
加
の
要
因
が
こ
の
協
定
で
あ
っ
た
の
か
は

明
確
で
な
い
。

　
ハ
ー
グ
選
択
の
意
識
づ
け
が
可
能
と
な
る

の
は
、
元
々
ハ
ー
グ
に
興
味
が
あ
る
人
に
限

ら
れ
る
。
ハ
ー
グ
に
人
を
惹
き
つ
け
る
た
め

に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
の
比
較
で
語
る

の
で
は
な
く
、
ハ
ー
グ
自
体
の
魅
力
が
感
じ

ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
り
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
を
明
確
に
設
定
し
て
そ
の

対
象
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
需
要
分
散
を
意
図
す
る
協
定
に

基
づ
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場
合
、

代
替
目
的
地
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い

な
け
れ
ば
効
果
的
に
機
能
し
な
い
。

②
需
要
の
分
散
に
つ
い
て

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
目
的
の
国
内
客
需
要
の

分
散
は
難
し
い
た
め
、
分
散
の
対
象
は
主
に

外
国
人
観
光
客
と
な
る
。
な
か
で
も
対
象
と

す
べ
き
は
長
期
滞
在
者
と
リ
ピ
ー
タ
ー
。
初

回
来
訪
者
や
短
期
滞
在
者
は
、
施
策
を
講
じ

て
も
行
動
変
容
を
促
す
余
地
が
な
い
。
ま
た
、

エ
リ
ア
の
中
の
具
体
的
な
場
所
を
特
定
し
て

対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
一
定
の
抑
制
策

を
取
っ
た
と
し
て
も
、
結
局
来
訪
目
的
と
な

る
対
象
や
、
安
い
食
事
や
飲
物
、
滞
在
環
境

が
提
供
さ
れ
続
け
て
い
る
限
り
、
明
確
な
効

果
を
も
た
ら
さ
な
い
。
観
光
客
に
、
よ
り
強

く
行
動
変
容
を
促
す
た
め
に
は
、
ク
ル
ー
ズ

船
の
受
け
入
れ
停
止
、
観
光
税
の
さ
ら
な
る

引
き
上
げ
等
の
選
択
肢
も
あ
る
が
、
一
方
で
、

経
済
面
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
国
の
施
策
と
の

整
合
性
の
点
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
施
策
の
効
果
に
つ
い
て
は
様
々
な
考
え
方

が
あ
り
、
観
光
の
影
響
が
広
範
囲
に
拡
大
す

る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。
分
散
施
策
と
は

か
な
り
難
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
。
難
し
さ

の
要
因
の
一
つ
は
、
問
題
を
押
し
つ
け
合
う

側
面
が
あ
る
こ
と
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
ホ

テ
ル
の
建
設
や
民
泊
を
制
限
し
た
と
し
て

も
、
郊
外
や
E
U
圏
内
の
他
都
市
に
そ
の
問

題
を
押
し
つ
け
る
こ
と
に
な
る
（
ウ
ォ
ー

タ
ー
ベ
ッ
ド
効
果
）。
分
散
は
良
策
に
も
愚

策
に
も
な
る
も
の
で
あ
り
、
故
に
需
要
分
散

だ
け
で
な
く
、
他
の
施
策
を
含
め
て
ア
プ

ロ
ー
チ
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に

は
、
観
光
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
都
市
と

し
て
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ

る
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
訪
れ
る
の
は
観
光

客
だ
け
で
な
い
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
は
住

民
や
労
働
者
を
含
め
て
多
く
の
流
動
人
口
が

流
入
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
全
体
が
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
か
ら
あ
ふ
れ
て
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　
2
0
2
3
年
に
行
わ
れ
た
「
S
t
a
y 

A
w
a
y
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
来
訪
者
が
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
抱
く
イ
メ
ー
ジ
や
意
識
を

変
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
が
、
こ
う

い
っ
た
取
り
組
み
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で

は
1
9
6
0
年
代
か
ら
継
続
的
に
行
わ
れ
て

き
た
。
禁
止
事
項
が
書
か
れ
た
看
板
は
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
取
締
り
の
実
施
や
罰
金
の

徴
収
な
ど
は
適
用
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
有
効
性
は
限
定
的
で
あ
る
。
理
想
的
に

は
観
光
客
数
が
横
ば
い
と
な
る
の
が
良
い

が
、
現
実
と
し
て
は
増
加
す
る
だ
ろ
う
。
出

来
る
こ
と
は
、
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
来
訪
者
の
意
識
を
変

え
、
行
動
変
容
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。

（
7
）
お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
行
わ
れ
て

き
た
分
散
施
策
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
今

回
の
も
う
ひ
と
つ
の
視
察
先
で
あ
る
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
、
空
間
的
な
対
策
と
し
て
は
、

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
人
数
は
25
人
ま
で
に
制

限
し
、
25
人
以
下
を
ガ
イ
ド
す
る
場
合
も
橋

の
途
中
で
立
ち
止
ま
ら
な
い
等
の
ル
ー
ル
を

設
け
て
い
る
。
ま
た
、
2
0
2
4
年
か
ら
導

入
さ
れ
た
入
島
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
5
年
は
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
を
中
心
と
し

た
実
施
時
期
の
拡
大
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、

季
節
的
な
分
散
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
入
島
料
の
徴
収
に
あ

た
り
入
島
料
徴
収
対
象
者
以
外
も
含
め
た
登

録
制
に
し
た
こ
と
で
、
需
要
の
分
散
を
含
め

た
今
後
の
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
入
手

し
た
来
訪
者
デ
ー
タ

を
活
用
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
現
地

で
話
を
伺
っ
た
際
、

「
基
本
方
針
と
し
て
は
観
光
客
を
温
か
く
迎

え
入
れ
た
い
。
そ
の
上
で
上
手
く
分
散
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
状
況
に

つ
い
て
は
江
﨑
の
論
考
も
参
照
さ
れ
た
い
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
訪
れ
た
場
所
場
所
で

一
緒
に
行
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
、
こ
れ
は〝
賑

わ
い
〞な
の
か〝
混
雑
〞な
の
か
と
議
論
し
た

が
、包
括
的
な
対
策
の
成
果
な
の
だ
ろ
う
か
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
混
雑
を
感
じ
る
状
況

に
出
く
わ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
分
散
施
策

は
、
施
設
や
地
点
に
お
け
る
密
の
回
避
や
、

十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
地
域
を
開
発
す

る
に
お
い
て
は
効
果
が
あ
る
。そ
の
一
方
で
、

地
域
全
体
と
し
て
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド

効
果
や
観
光
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
等
に
よ
り
、

結
果
的
に
観
光
客
の
受
け
入
れ
増
大
に
繋
が

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た

り
、
意
見
交
換
に
ご
対
応
い
た

だ
き
ま
し
た
イ
ン
ホ
ラ
ン
ト
応
用
科
学
大
学

のE
lle
n
 B
u
lth
u
is 

氏
、G

e
e
s
k
e 

S
ib
rijn
s 

氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

写真3：意見交換の様子

写真4：新校舎にて

写真5：サンマルコ広場の様子

【
謝
辞
】

①
都
市
間
の
観
光
協
定（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

に
つ
い
て
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に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

オ
ーバ
ーツ
ー
リ
ズム

政
策
の
流
れ
と

最
新
の
動
向

ア
ムス
テ
ル
ダム
市
の

「
バランス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
中
心
に

3
2

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

後
藤
健
太
郎

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。

3

光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
さ
れ
し
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

1
．は
じ
め
に

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
再
燃
と
観
光
介
入

3
．バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

観
光
条
例
の
制
定
と

デ
ー
タ
の
整
備

2
．都
市
の
成
長
と
過
密

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の

観
光
と
住
民
の
疎
外
感

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。
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に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

オ
ーバ
ーツ
ー
リ
ズム

政
策
の
流
れ
と

最
新
の
動
向

ア
ムス
テ
ル
ダム
市
の

「
バランス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
中
心
に

3
2

観
光
研
究
部 

主
任
研
究
員

後
藤
健
太
郎

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。

3

光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
さ
れ
し
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

1
．は
じ
め
に

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
再
燃
と
観
光
介
入

3
．バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

観
光
条
例
の
制
定
と

デ
ー
タ
の
整
備

2
．都
市
の
成
長
と
過
密

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の

観
光
と
住
民
の
疎
外
感

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。
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に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

図 1 アムステルダム市のバランスの取れた観光条例の概要とポイント

図 2 シナリオに基づく年間宿泊数の予測の例（2022-2024）

図 3 観光による圧力と観光に関連する生活の質に基づいた観光収容力モデル

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。

光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
さ
れ
し
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。

 

観光収容力
「生活の質を（大幅に）損なうことなく、近隣地区が耐えられる観光の圧力」

観光に関連する生活の質観光による圧力
（観光供給量・利用量）

…アトラクションの数
　（映画館,博物館,劇場,音楽会場,公園等）
…宿泊施設の収容人数〔絶対数〕
…住民1,000人当たりのAirbnbリスティング数
…平方キロメートルあたりの
　その他の観光供給
　（土産物店、チーズ店、栽培店、
　アイスクリームパーラー等）
…住民1,000人当たりのコーヒーショップの数
　（大麻を販売する喫茶）
…歩行スペースがほとんどない歩道の割合
　※混雑関連
…外国の支払いカードを使用した
　PINトランザクションの数

…危険認識指数
…社会的一体性 ※近隣からの疎外
…民泊の観光客による迷惑行為
…汚染による迷惑行為
…路上での泥酔者による迷惑行為
…近隣住民による迷惑行為
…小売商品の多様性
   (毎日の買い物に必要な
　店の範囲の評価)

1

2
3
4

5

6

7

1
2
3
4
5
6
7

＜観光収容力の構成―パラメーターと指標＞

＜アムステルダム市内の観光収容力の状態＞

＜観光による圧力（観光供給量・利用量）と観光に関連する生活の質＞

出典：アムステルダム市O&S（2022）：Bezoekersprognose 2022-2024より作成

出典：Verordening van de gemeenteraad van de gemeente Amsterdam houdende regels omtrent 
toerisme(Verordening op toerisme in balans Amsterdam)）より作成
https://lokaleregelgeving.overheid.nl/CVDR660686/1

出典：アムステルダム市（2019）：Onderzoek naar de toeristische draagkracht van wijken de invloed 
toerisme op de leefbaarheidおよびアムステルダム市O＆S （2024）：Toeristische draagkracht vanwijken in 
Amsterdam in 2023より作成

注：混雑の実際の原因は必ずしも明確に特定できるとは限らない。観光客によって引き起こされる公共空間への圧力と、
他の利用者（居住者、通勤者、学生）によって引き起こされる圧力を区別するために、観光客をそれなりにターゲットにす
る施設の供給と利用に関する客観的な観察データが用いられている。
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20

15

5

10

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024
0

宿泊数

● 毎年予測
● 当年・後2年分、

前年

日帰り訪問回数 観光収容力

● 毎年予測
● 当年、後2年分、

前年
調査頻度
報告内容

市議会
による
提案

市議会
による
決定

● 6か月以内に政策文書を議会に対して提案
● 3年間の予測期間内に宿泊数/
日帰り訪問回数を抑えるまたは

維持するために講じる措置について

● 修正や動議を含む最終政策文書を
 採択するかどうかについて

3か月以内に決定

● 修正や動議を含む
最終政策文書を

採択するかどうかにつ
いて3か月以内に決定

● 6か月以内に観光
収容力の保護に
関する政策文書を
議会に対して提案

● ２年に一度観測
● 観光客の受入が

逼迫している
全ての地区最終予測

暦年の値
が信号値
を超えた
場合

1つまたは
複数の地
域で観光
収容力が
逼迫して
いる場合

低
い

高
い

不良

良好

22M
×1M

20M

10M

7M

信号値1,200万人

信号値1,800万人

上限2,000万人

下限1,000万人 当年 今後２年間

高シナリオ18M -22M
中シナリオ17M -20M
中シナリオ14M -19M

2022-2024

定義 観測・予測データに基づく行動を規定
需要予測（当年＋今後２年間）〔毎年〕
観光収容力〔２年に一度〕

宿泊数の帯域幅（上限値・下限値）の設定
帯域幅…年間 1,000万人～2,000万人
信号値…年間 1,200万人、1,800万人

対策の検討及びその採択可否判断の時限設定
報告（～６月１日）➡ 対策の検討・提案（６カ月以内） 
➡ 最終政策文書の採択可否の決定（３か月以内）

第　条…1
帯域幅 観光客の宿泊第　条…2
帯域の保証第　条…3
日帰り訪問の監督第　条…4
地区の観光能力第　条…5
観光客の収容力の確保

条例の説明
第　条…6
第　条 第　条7 8

Point1

Point2

Point3

観光収容力の段階区分

高い圧力と劣悪な生活の質 

高い圧力と低い生活の質

高い圧力と良好な生活の質 

平均的な圧力と生活の質 

低い圧力と良好な生活の質 

低い圧力と劣悪な生活の質 

ノーデータ

閑静な住宅街

他の原因
生活の質の低下

1
圧力が低く、

生活の質が良好

3
圧力が低く、

生活の質が低い

観光による圧力とバランスの
取れた生活の質

2
圧力が高く、

生活の質が良好

4
圧力が高く、

生活の質が低い

観
光
に
関
連
す
る
生
活
の
質

観光による圧力（観光供給量・利用量）

観光客の受け入れ
能力が逼迫している

‒❷オーバーツーリズム政策の流れと最新の動向3
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2
2
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に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

図 1 アムステルダム市のバランスの取れた観光条例の概要とポイント

図 2 シナリオに基づく年間宿泊数の予測の例（2022-2024）

図 3 観光による圧力と観光に関連する生活の質に基づいた観光収容力モデル

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。

光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
さ
れ
し
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。

 

観光収容力
「生活の質を（大幅に）損なうことなく、近隣地区が耐えられる観光の圧力」

観光に関連する生活の質観光による圧力
（観光供給量・利用量）

…アトラクションの数
　（映画館,博物館,劇場,音楽会場,公園等）
…宿泊施設の収容人数〔絶対数〕
…住民1,000人当たりのAirbnbリスティング数
…平方キロメートルあたりの
　その他の観光供給
　（土産物店、チーズ店、栽培店、
　アイスクリームパーラー等）
…住民1,000人当たりのコーヒーショップの数
　（大麻を販売する喫茶）
…歩行スペースがほとんどない歩道の割合
　※混雑関連
…外国の支払いカードを使用した
　PINトランザクションの数

…危険認識指数
…社会的一体性 ※近隣からの疎外
…民泊の観光客による迷惑行為
…汚染による迷惑行為
…路上での泥酔者による迷惑行為
…近隣住民による迷惑行為
…小売商品の多様性
   (毎日の買い物に必要な
　店の範囲の評価)

1

2
3
4

5

6

7

1
2
3
4
5
6
7

＜観光収容力の構成―パラメーターと指標＞

＜アムステルダム市内の観光収容力の状態＞

＜観光による圧力（観光供給量・利用量）と観光に関連する生活の質＞

出典：アムステルダム市O&S（2022）：Bezoekersprognose 2022-2024より作成

出典：Verordening van de gemeenteraad van de gemeente Amsterdam houdende regels omtrent 
toerisme(Verordening op toerisme in balans Amsterdam)）より作成
https://lokaleregelgeving.overheid.nl/CVDR660686/1

出典：アムステルダム市（2019）：Onderzoek naar de toeristische draagkracht van wijken de invloed 
toerisme op de leefbaarheidおよびアムステルダム市O＆S （2024）：Toeristische draagkracht vanwijken in 
Amsterdam in 2023より作成

注：混雑の実際の原因は必ずしも明確に特定できるとは限らない。観光客によって引き起こされる公共空間への圧力と、
他の利用者（居住者、通勤者、学生）によって引き起こされる圧力を区別するために、観光客をそれなりにターゲットにす
る施設の供給と利用に関する客観的な観察データが用いられている。
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15
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2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024
0

宿泊数

● 毎年予測
● 当年・後2年分、

前年

日帰り訪問回数 観光収容力

● 毎年予測
● 当年、後2年分、

前年
調査頻度
報告内容

市議会
による
提案

市議会
による
決定

● 6か月以内に政策文書を議会に対して提案
● 3年間の予測期間内に宿泊数/
日帰り訪問回数を抑えるまたは

維持するために講じる措置について

● 修正や動議を含む最終政策文書を
 採択するかどうかについて

3か月以内に決定

● 修正や動議を含む
最終政策文書を

採択するかどうかにつ
いて3か月以内に決定

● 6か月以内に観光
収容力の保護に
関する政策文書を
議会に対して提案

● ２年に一度観測
● 観光客の受入が

逼迫している
全ての地区最終予測

暦年の値
が信号値
を超えた
場合

1つまたは
複数の地
域で観光
収容力が
逼迫して
いる場合

低
い

高
い

不良

良好

22M
×1M

20M

10M

7M

信号値1,200万人

信号値1,800万人

上限2,000万人

下限1,000万人 当年 今後２年間

高シナリオ18M -22M
中シナリオ17M -20M
中シナリオ14M -19M

2022-2024

定義 観測・予測データに基づく行動を規定
需要予測（当年＋今後２年間）〔毎年〕
観光収容力〔２年に一度〕

宿泊数の帯域幅（上限値・下限値）の設定
帯域幅…年間 1,000万人～2,000万人
信号値…年間 1,200万人、1,800万人

対策の検討及びその採択可否判断の時限設定
報告（～６月１日）➡ 対策の検討・提案（６カ月以内） 
➡ 最終政策文書の採択可否の決定（３か月以内）

第　条…1
帯域幅 観光客の宿泊第　条…2
帯域の保証第　条…3
日帰り訪問の監督第　条…4
地区の観光能力第　条…5
観光客の収容力の確保

条例の説明
第　条…6
第　条 第　条7 8

Point1

Point2

Point3

観光収容力の段階区分

高い圧力と劣悪な生活の質 

高い圧力と低い生活の質

高い圧力と良好な生活の質 

平均的な圧力と生活の質 

低い圧力と良好な生活の質 

低い圧力と劣悪な生活の質 

ノーデータ

閑静な住宅街

他の原因
生活の質の低下

1
圧力が低く、

生活の質が良好

3
圧力が低く、

生活の質が低い

観光による圧力とバランスの
取れた生活の質

2
圧力が高く、

生活の質が良好

4
圧力が高く、

生活の質が低い

観
光
に
関
連
す
る
生
活
の
質

観光による圧力（観光供給量・利用量）

観光客の受け入れ
能力が逼迫している

‒❷オーバーツーリズム政策の流れと最新の動向3
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に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。

光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
さ
れ
し
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

4
．ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の

観
光
関
連
政
策
と

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
の
流
れ

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。
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図 4 アムステルダム市の観光関連政策とオーバーツーリズム対策（上：コロナ前、下：コロナ禍・後）
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に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。

光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G
em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
さ
れ
し
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

4
．ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の

観
光
関
連
政
策
と

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
の
流
れ

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。
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に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。

光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G
em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
も
さ
れ
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

2015 2016 2017 2018 20202019 2021 2022
出典：アムステルダム市WEB ページHoeveel toeristen komen er naar
Amsterdam en regio, en waar verblijven zij?より作成
https://onderzoek.amsterdam.nl/interactief/toerisme-in-amsterdam

出典：参考文献38、46 をもとに
アムステルダム市WEB ページ等より情報を追加

出典：アムステルダム市（2015）：Onderzoek toeristenbelasting Amsterdamおよ
び参考文献２、アムステルダム市観光税WEB ページをもとに作成

5
．条
例
に
基
づ
く
措
置

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g
）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。

 

5
‐
1・
宿
泊
施
設
に
対
す
る
規
制

5
‐
2・
観
光
税
の
税
率
引
き
上
げ

宿泊数 日帰り訪問回数 観光収容力
● 観光客の宿泊数を帯域幅内に収める、
または維持するために議会が講じる措置
　ⅰ.短期観光目的で貸し出されることがある
　　住宅への観光客の宿泊数を規制する可能性
　ii.観光税を活用した観光客の宿泊数の規制の可能性
　iii.観光客の宿泊数を規制するために議会が
　　講じることができるその他すべての関連措置
● 対策による予想される影響:
　ⅰ.3年間の予測期間における観光客の宿泊数
　ii.自治体の予算

● アムステルダム都市
圏（MRA） 内の日帰り旅
行と観光客の宿泊の量
に対する自治体の影響
● 交際費を活用した訪
問日数の規制の可能性
● 一日の訪問回数を規
制するために議会が講
じることができるその他
すべての関連措置

● 観光客の受け入れ能力が
圧迫されている地区の概要
● 当該地区における観光による圧力を
軽減するために議会がとる措置
● 当該地区における観光に関する生活
の質を回復するために議会がとる措置
● 以下に対する対策の予想される影響:
　ⅰ.関連する地区の
　　観光客の受け入れ能力
　ii.自治体の予算

図 5 バランスの取れた観光条例で明記されている措置

出典：アムステルダム市のバランスの取れた観光条例（Verordening van de gemeenteraad van de gemeente Amsterdam 
houdende regels omtrent toerisme (Verordening op toerisme in balans Amsterdam)）より作成

表 1 アムステルダム市の宿泊施設に関する政策

表 2 アムステルダム市の観光税の税率の推移

図 6 アムステルダム市及びアムステルダム都市圏の
宿泊収容力（客室数）と客室稼働率の推移

4
‐
4・
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ
ン

（
2
0
2
0
、2
0
2
2
）

20,000 -20

80,000 100

60,000 60

40,000 20

（室） （％） 「基本経済プログラム」及び「ホテル政策文書」の
中で、ピーク時の収容能力が不十分であり、市内
中心部以外にもホテルを分散させる必要がある
との言及あり

アムステルダム市とAirbnb 協定締結（世界初）

「アムステルダム・シェアリングシティ」宣言

Centrumでのホテルの新増設不許可
民泊報告義務化

民泊賃貸可能日数 年間最大60 日

民泊賃貸可能日数 年間最大30 日
参考：アムステルダム都市圏（MRA）
「ホテル開発の方法」公表

B＆B 許可制導入
Centrum内３地区で民泊禁止
他地区では許可制導入

「ホテルポリシー2021」宿泊政策厳格化
借地権制度の利用による成長抑制

観光宿泊施設に関する政策文書
参考：「アムステルダム都市圏（MRA）の
観光収容力」公表

「ホテルポリシー2024」

2007
～
2010

2014

2015

2017

2018

2019

2020

2021

2022

2024

4％

5％

5.5% ※2 か年のみ

5％

エリア別
6％〔都心部：Centrum、Zuid、West en Oost〕
4％〔郊外部〕

施設種類別
6％〔民泊、B&B、短期滞在の貸別荘の場合〕

7％
参考：日帰り観光税導入一人あたり8 ユーロ
（クルーズ乗船客）
参考：オランダ全土で付加価値税（低率）6％→9％

施設種類別、二重徴収基準導入
7％＋一人1 泊あたり3 ユーロ〔ホテル、ホステル〕
7％＋一人1 泊あたり1 ユーロ〔キャンプ場〕
10％〔その他宿泊施設（B＆B、民泊等）〕

12.5%
参考：日帰り観光税一人あたり 14 ユーロへ

1973

1988

2013

2015

2018

2024

2020

2019

客室数[市] 客室稼働率[市]

客室数[都市圏] 客室稼働率[都市圏]

0 -60

‒❷オーバーツーリズム政策の流れと最新の動向3

56

2
2
2
2
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2
22
2
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2
22
2
22
2
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三 校



に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。

光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
さ
れ
し
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

2015 2016 2017 2018 20202019 2021 2022
出典：アムステルダム市WEB ページHoeveel toeristen komen er naar
Amsterdam en regio, en waar verblijven zij?より作成
https://onderzoek.amsterdam.nl/interactief/toerisme-in-amsterdam

出典：参考文献38、46 をもとに
アムステルダム市WEB ページ等より情報を追加

出典：アムステルダム市（2015）：Onderzoek toeristenbelasting Amsterdamおよ
び参考文献２、アムステルダム市観光税WEB ページをもとに作成

5
．条
例
に
基
づ
く
措
置

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。

 

5
‐
1・
宿
泊
施
設
に
対
す
る
規
制

5
‐
2・
観
光
税
の
税
率
引
き
上
げ

宿泊数 日帰り訪問回数 観光収容力
● 観光客の宿泊数を帯域幅内に収める、
または維持するために議会が講じる措置
　ⅰ.短期観光目的で貸し出されることがある
　　住宅への観光客の宿泊数を規制する可能性
　ii.観光税を活用した観光客の宿泊数の規制の可能性
　iii.観光客の宿泊数を規制するために議会が
　　講じることができるその他すべての関連措置
● 対策による予想される影響:
　ⅰ.3年間の予測期間における観光客の宿泊数
　ii.自治体の予算

● アムステルダム都市
圏（MRA） 内の日帰り旅
行と観光客の宿泊の量
に対する自治体の影響
● 交際費を活用した訪
問日数の規制の可能性
● 一日の訪問回数を規
制するために議会が講
じることができるその他
すべての関連措置

● 観光客の受け入れ能力が
圧迫されている地区の概要
● 当該地区における観光による圧力を
軽減するために議会がとる措置
● 当該地区における観光に関する生活
の質を回復するために議会がとる措置
● 以下に対する対策の予想される影響:
　ⅰ.関連する地区の
　　観光客の受け入れ能力
　ii.自治体の予算

図 5 バランスの取れた観光条例で明記されている措置

出典：アムステルダム市のバランスの取れた観光条例（Verordening van de gemeenteraad van de gemeente Amsterdam 
houdende regels omtrent toerisme (Verordening op toerisme in balans Amsterdam)）より作成

表 1 アムステルダム市の宿泊施設に関する政策

表 2 アムステルダム市の観光税の税率の推移

図 6 アムステルダム市及びアムステルダム都市圏の
宿泊収容力（客室数）と客室稼働率の推移

4
‐
4・
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ
ン

（
2
0
2
0
、2
0
2
2
）

20,000 -20

80,000 100

60,000 60

40,000 20

（室） （％） 「基本経済プログラム」及び「ホテル政策文書」の
中で、ピーク時の収容能力が不十分であり、市内
中心部以外にもホテルを分散させる必要がある
との言及あり

アムステルダム市とAirbnb 協定締結（世界初）

「アムステルダム・シェアリングシティ」宣言

Centrumでのホテルの新増設不許可
民泊報告義務化

民泊賃貸可能日数 年間最大60 日

民泊賃貸可能日数 年間最大30 日
参考：アムステルダム都市圏（MRA）
「ホテル開発の方法」公表

B＆B 許可制導入
Centrum内３地区で民泊禁止
他地区では許可制導入

「ホテルポリシー2021」宿泊政策厳格化
借地権制度の利用による成長抑制

観光宿泊施設に関する政策文書
参考：「アムステルダム都市圏（MRA）の
観光収容力」公表

「ホテルポリシー2024」

2007
～
2010

2014

2015

2017

2018

2019

2020

2021

2022

2024

4％

5％

5.5% ※2 か年のみ

5％

エリア別
6％〔都心部：Centrum、Zuid、West en Oost〕
4％〔郊外部〕

施設種類別
6％〔民泊、B&B、短期滞在の貸別荘の場合〕

7％
参考：日帰り観光税導入一人あたり8 ユーロ
（クルーズ乗船客）
参考：オランダ全土で付加価値税（低率）6％→9％

施設種類別、二重徴収基準導入
7％＋一人1 泊あたり3 ユーロ〔ホテル、ホステル〕
7％＋一人1 泊あたり1 ユーロ〔キャンプ場〕
10％〔その他宿泊施設（B＆B、民泊等）〕

12.5%
参考：日帰り観光税一人あたり 14 ユーロへ

1973

1988

2013

2015

2018

2024

2020

2019

客室数[市] 客室稼働率[市]

客室数[都市圏] 客室稼働率[都市圏]

0 -60

‒❷オーバーツーリズム政策の流れと最新の動向3
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に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

図 7 年間宿泊数と観光税（宿泊）の税率の関係

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。
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光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
さ
れ
し
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

出典：Significant APE（2023）：HET EFFECT VAN TOERISTENBELASTING  OP OVERNACHTIN-
GEN EN BELASTINGINKOMSTEN IN DE
GEMEENTE AMSTERDAM（アムステルダム市税務部署委託調査）より作成

6
．む
す
び
に
か
え
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。

 

●
様
々
な
空
間
レ
ベ
ル
で
の
対
策

【
謝
辞
】

宿
泊
数

税率現在
10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

13.5

17.0

20.5

24.0
（百万人）

現在
2,300万人

10.0

帯
域
幅

基本シナリオ
価格弾力性
-1で設定

価格弾力性
-2.0で設定

価格弾力性
-0.5で設定

税率3倍
以上

信号値1,200万人

信号値1,800万人

上限2,000万人

下限1,000万人

‒❷オーバーツーリズム政策の流れと最新の動向3

58

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2
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三 校



に
伴
う
迷
惑
行
為
は
減
ら
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、「
観
光
税
の
徴
収
は
確
か
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
け
る
望
ま
し
く
な
い
観

光
と
闘
う
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
な
り
う
る

が
、
観
光
と
闘
う
独
立
し
た
手
段
を
構
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。
条
例
に

明
記
さ
れ
て
い
る
「
そ
の
他
の
措
置
」
も
含

め
た
対
策
の
総
和
が
や
は
り
必
要
と
な
る
。

最
適
な
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
が
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
市
議

会
が
持
つ
権
限
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
基
礎

自
治
体
の
み
で
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

交
通
、
航
空
な
ど
、
市
域
を
超
え
た
政
策
が

関
連
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　よ
り
異
な
る
空
間
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る

と
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
都
市
圏
（
M
R
A
）

で
は
、2
0
1
9
年
に
ホ
テ
ル
ポ
リ
シ
ー（
参

考
文
献
30
）
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
2
年
に
は
、
都
市
圏
レ
ベ
ル
で
も
観

光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
参
考
文
献

6
）【
表
1
】。
広
域
レ
ベ
ル
で
は
、
積
極
的

に
促
進
を
図
る
と
こ
ろ
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
抑
制
を
図
る
と
こ
ろ
な
ど

を
デ
ー
タ
で
把
握
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特

性
（
D
N
A
）
を
主
軸
に
観
光
復
興
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　国
レ
ベ
ル
に
目
を
向
け
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

観
光
協
会（
N
B
T
C
）は
、2
0
1
9
年
に
、

国
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
『P

ersp
ective 

D
estin

a
tio
n
 N
eth
erla

n
d
s 2
0
3
0

』

図 7 年間宿泊数と観光税（宿泊）の税率の関係

か
、
全
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の
地
区
デ
ー
タ

で
利
用
可
能
か
、
デ
ー
タ
は
定
期
的
に
入
手

可
能
か
（
年
次
ま
た
は
隔
年
）
と
い
う
基
準

で
テ
ス
ト
し
た
。

　そ
の
結
果
、「
観
光
に
関
連
す
る
生
活
の

質
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
63
、「
観
光
に
よ
る

圧
力
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
36
の
指
標
が
分
類

さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❸ 

指
標
の
選
択

　約
1
0
0
の
指
標
と
、
別
調
査
で
測
定
し

て
い
る
住
民
の
「
近
隣
の
満
足
度
」
と
「
近

隣
の
開
発
」
と
い
う
2
つ
の
中
核
指
標
と
の

相
関
関
係
を
分
析
し
た
上
で
（
少
な
く
と
も

機
関
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
収
集
し
た
上

で
、
文
献
調
査
と
専
門
家
会
議
を
通
じ
て
、

1
0
0
を
超
え
る
指
標
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
❷ 

測
定
基
準
の
テ
ス
ト

　リ
ス
ト
化
し
た
指
標
を
、
調
査
統
計
部
署

が
地
区
レ
ベ
ル
で
の
デ
ー
タ
が
入
手
可
能

　な
お
、先
述
の
住
民
に
よ
る
発
案
は
上
限
値
と

し
て
年
間
宿
泊
数
1
2
0
0
万
人（
2
0
1
4

年
の
宿
泊
数
）
を
提
案
し
て
い
た
が
、
観
光

業
の
み
な
ら
ず
文
化
施
設
が
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
影
響
を
受
け
た
状
況
を
鑑
み
、そ
の
後
、

調
整
が
行
わ
れ
、
下
限
値
も
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
（K

leijn
, 2
0
2
1

）。

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
予
測
最
終
年
の
予
測

値
が
信
号
値
を
超
え
る
場
合
は
、市
議
会
は
、

6
か
月
以
内
に
対
策
案
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
る
。

3
‐
3
・
観
光
収
容
力
の
測
定

　同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
都
市

の
観
光
収
容
力
を
測
定
し
て
い
る
（
過
去
3

回
実
施
）。
観
光
収
容
力
は
、「
生
活
の
質
を

（
大
幅
に
）
損
な
う
こ
と
な
く
、
近
隣
地
区

が
耐
え
ら
れ
る
観
光
の
圧
力
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
観
光
に
よ
る
圧
力
（
原
因
）

が
近
隣
地
区
の
生
活
の
質
（
結
果
）
を
犠
牲

に
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
想
定
に
基
づ

く
。
同
条
例
に
基
づ
き
2
年
ご
と
に
測
定
を

行
い
、
市
議
会
に
報
告
す
る
。

　観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に
よ
る
圧
力
（
観

光
供
給
量
・
利
用
量
）」
と
「
観
光
に
関
連
す

る
生
活
の
質
」の
2
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
、

各
7
つ
の
指
標
で
構
成
さ
れ
る
【
図
3
上

段
】。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
次
の
3
つ
の
手

順
で
設
定
さ
れ
た
。

ス
テ
ッ
プ
❶ 

リ
ス
ト
の
作
成

　関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
、
指
標
、

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ

た
り
、
調
査
統
計
部
署
は
様
々
な
地
方
自
治

体
の
政
策
部
門
、
地
方
自
治
体
お
よ
び
国
の

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
観
光
需
要
の
急
激
な
回
復

に
よ
り
、
一
部
の
地
域
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
過
剰
観
光
）
の
再
燃
が
聞
か
れ
る
。

観
光
客
数
が
一
定
程
度
回
復
し
て
い
る
今
、

そ
れ
だ
け
を
以
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
観
光
業

に
与
え
た
影
響
が
消
え
た
、
と
す
る
の
は
時

期
尚
早
で
あ
る
と
思
う
一
方
で
、
同
時
に
目

を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
複
数
年

に
わ
た
る
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
観

光
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
積
み
重
ね
て
き
た

地
域
も
存
在
す
る
こ
と
だ
。
今
回
報
告
す
る

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
観
光

条
例
を
制
定
し
、
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き

公
的
介
入
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
き
た
。

欧
州
都
市
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
講
じ
て
い
る
先
進
対
策

地
で
あ
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
欧
州
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で

し
ば
し
ば
公
的
介
入
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ

て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
、
問
題
に
効
果
的
に

対
処
す
る
た
め
の
市
場
志
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
わ
り

に
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
廃
れ
て
し
ま
っ

た
か
に
見
え
た
、
よ
り
規
制
的
で
行
政
主
導

の
観
光
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
再
び

議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し

て
そ
れ
は
、
観
光
の
影
響
が
多
様
か
つ
複
雑

で
多
面
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

都
市
に
は
観
光
に
よ
っ
て
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
う
る
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ

る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
だ
と
い
う

（K
oens et al., 2018

）。
ま
た
、
観
光
政

策
及
び
管
理
に
お
け
る
単
純
な
セ
ク
タ
ー
別

ア
プ
ロ
ー
チ
の
時
代
は
終
わ
り
、
安
定
し
た

（
都
市
）観
光
に
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

20
世
紀
型
の
経
済
セ
ク
タ
ー
D
M
O
は
、
都

市
ガ
バ
ナ
ン
ス
全
体
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
変
革
、

融
合
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（K
agerm

eier, 2023

）。

　公
的
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
「
観
光
介
入
」

（T
ourism

 intervention

）
は
、
観
光
が
与

え
る
負
の
影
響
を
適
切
に
管
理
・
抑
制
し
つ

つ
、
観
光
を
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

す
る
た
め
の
猶
予
期
間
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
を

確
保
す
る
な
ど
、
介
入
行
為
の
目
的
も
様
々

か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
時
的
な
り
恒
久
的
な

制
限
を
発
動
し
資
源
を
投
入
す
る
以
上
、
そ

の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ
や
そ
の
手
続
き
、
行

動
基
準
が
社
会
に
対
し
て
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
は
、
そ
う
し
た
仕
組
み
構
築
に
挑
む
先

進
事
例
で
あ
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
は
、
日
本
国
内
で
も

各
種
取
組
が
そ
の
都
度
報
告
さ
れ
て
い
る

（
参
考
文
献
46
、
48
）。
そ
こ
で
本
稿
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
制
定
さ
れ
た
観
光
条
例
の
内
容
と

そ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
シ
ョ
ン
（
3
．
5
．）、

同
取
組
を
捉
え
る
た
め
の
大
局
的
な
流
れ

（
4
．）の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
て
報
告
す
る
。

　な
お
、研
究
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、同
市
の

公
式
H
P（h

ttp
s://w

w
w
.am
sterd

am
.

n
l/

）及
び
オ
ー
プ
ン
リ
サ
ー
チ（h

ttps://

openresearch.am
sterdam

/nl/

）で
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
を
中
心
に
文
献
資
料
調
査

を
行
っ
た
上
で
、現
地
視
察
を
行
っ
た
。現
地
で

は
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
お
い
て
、包
括
的
に

取
り
組
む
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

（A
anpak B

innenstad

）担
当
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国

の
首
都
で
、
人
口
約
93
万
人
を
擁
す
る
国
内

最
大
の
都
市
で
あ
る
。
駐
在
員
や
留
学
生
な

ど
が
世
界
中
か
ら
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

都
市
、
研
究
拠
点
が
置
か
れ
る
知
的
都
市
で

も
あ
る
。
自
由
で
寛
容
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
を

有
し
、
多
様
性
は
同
市
の
特
性
を
表
す
一
つ

で
あ
る
。
2
0
2
5
年
に
は
、
建
都
7
5
0

周
年
を
迎
え
る
。
環
状
運
河
の
景
観
は
、

2
0
1
0
年
に
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た

【
写
真
①
】。
市
内
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

国
立
美
術
館
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
な

ど
大
小
様
々
な
施
設
が
立
地
し
、
世
界
有
数

の
芸
術
・
文
化
都
市
と
し
て
世
界
中
か
ら
観

光
客
が
訪
れ
る
。
2
0
1
9
年
の
年
間
観
光

客
数
は
、
2
2
0
0
万
人
、
そ
の
う
ち

1
0
0
0
万
人
が
宿
泊
客
、
1
1
3
0
万
人

が
日
帰
り
観
光
客
、
70
万
人
が
ク
ル
ー
ズ
客

で
あ
っ
た
。

　
（
日
本
と
の
違
い
と
し
て
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
（
過
剰
）
観
光
を
捉
え
る
上
で
重
要
な

の
は
、
都
市
が
成
長
下
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
同
市
の
人
口
は
約
20
年
間
で
20
万

人
増
加
し
て
お
り
、
2
0
3
8
年
に
は

1
0
0
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
深

刻
な
住
宅
不
足
の
中
で
、
住
宅
市
場
を
圧
迫

す
る
民
泊
の
急
速
な
増
加
や
、
観
光
客
向
け

店
舗
等
の
増
加
に
よ
る
生
活
消
費
環
境
の
変

化（
景
観
の
均
質
化
、モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
化
）、

観
光
客
に
よ
る
迷
惑
行
為
や
混
雑
（
混
雑
の

原
因
は
観
光
客
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
）
な

ど
に
よ
り
、
住
民
は
疎
外
感
を
感
じ
て
い
た

の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
観
光
産
業
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
一
方
で
、
元
の
状
態
に
中
途
半
端
に
戻
る

こ
と
を
望
ま
な
い
住
民
の
意
向
も
あ
り
、
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
は
「
観
光
の
あ
り
方
」
そ

の
も
の
を
見
直
し
つ
つ
、
次
な
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
打
ち
出
し
た
。

3
‐
1
・
条
例（
2
0
2
1
）の
概
要

―
帯
域
幅
の
設
定（
上
限
値
・
下
限
値
）

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
に「
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
2
0
2
0
年
6
月
の
住
民
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
発
案
（
請
願
）「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
は
選
択
肢
が
あ
る
（A

m
sterd

am
 h
eeft 

een
 keu

ze

）」
を
受
け
て
、
2
0
1
7
年

7
月
に
市
議
会
が
可
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
バ
ラ
ン
ス
条
例
は
、
全
8
条
で
構
成
さ
れ

る
【
図
１
】。
内
容
の
詳
細
は
後
述
す
る
と

し
て
、
条
例
の
説
明
に
そ
の
趣
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

「
本
質
的
に
、
観
光
業
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
す
。
そ
れ
は
健
全

な
財
政
、
雇
用
、
文
化
の
豊
か
さ
、
都
市

の
活
気
と
威
信
に
貢
献
し
ま
す
。

た
だ
し
、
最
適
値
は
存
在
し
ま
す
。
一
定

数
の
観
光
客
が
来
る
と
都
市
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
観
光
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
メ

リ
ッ
ト
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
長
と
市
会
議
員
は
、
住
民
、
事
業
者
、

訪
問
者
の
利
益
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
場
合
、
ま
た
は
崩
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。」（
太
字
は
筆
者
に

よ
る
）

　こ
の
介
入
行
動
を
規
定
す
る
同
条
例
の
ポ

イ
ン
ト
は
3
点
で
あ
る
。
一
つ
目
に
、
観
測
・

予
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
動
を
規
定
し
て
い

る
こ
と
、
二
つ
目
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

で
の
年
間
宿
泊
数
の
「
帯
域
幅
」（
上
限
値
・

下
限
値
）
を
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
年
間

1
0
0
0
万
〜
2
0
0
0
万
の
間
を
許
容
範

囲
と
し
、
さ
ら
に
行
動
を
発
動
す
る
「
信
号

値
」
と
し
て
1
2
0
0
万
と
1
8
0
0
万
を

設
定
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
対
策
の

検
討
お
よ
び
採
択
可
否
判
断
に
つ
い
て
時
限

を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宿
泊
数
が
信

号
値
を
超
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
市
議
会

は
6
カ
月
以
内
に
対
策
を
検
討
・
提
案
し
、

そ
の
後
3
か
月
以
内
に
最
終
政
策
文
書
の
採

択
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

市
当
局
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
対
策
を
行
う
。
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光
に
関
連
す
る
生
活
の
質
」
に
関
す
る
合
計

ス
コ
ア
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

各
指
標
の
測
定
単
位
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
を
四
分
位
し
ス
コ
ア
化
。
そ
れ
ぞ

れ
の
合
計
ス
コ
ア
を
用
い
て
4
象
限
に
分

類
。
観
光
に
よ
る
圧
力
を
横
軸
、
観
光
に
関

連
す
る
生
活
の
質
を
縦
軸
に
取
っ
た
場
合
、

第
四
象
限
が
観
光
に
よ
る
圧
力
が
高
く
且
つ

生
活
の
質
が
低
く
、
近
隣
地
区
の
観
光
収
容

力
は
逼
迫
し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
【
図
3

中
下
段
】。
2
0
2
3
年
調
査
で
は
1
1
0

地
区
で
測
定
が
行
わ
れ
た
。

　な
お
、
同
調
査
報
告
書
の
記
載
の
通
り
、

こ
の
四
象
限
に
よ
る
分
類
で
は
、
実
地
で
の

群
衆
イ
メ
ー
ジ
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め

実
際
の
混
雑
状
況
を
監
視
す
る
た
め
に
、
報

告
書
で
は
各
地
区
の
指
標
ご
と
の
絶
対
ス
コ

ア
を
示
す
表
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、
条
例
で
は
、
両
調
査
結
果
を
照
ら

し
合
わ
せ
た
際
に
生
じ
る
特
定
状
況
に
よ
っ

て
は
、
住
民
の
体
感
に
合
わ
せ
て
帯
域
幅
や

信
号
値
等
を
変
更
す
る
こ
と
も
重
要
と
し
て

い
る
。

　こ
こ
で
は
、
同
条
例
制
定
に
至
る
背
景
と

し
て
、
前
後
の
大
局
的
な
流
れ
を
整
理
す
る

【
図
4
】（
便
宜
的
に
2
0
0
4
年
以
降
と
し

て
い
る
が
、
観
光
政
策
自
体
は
そ
れ
以
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

の
観
光
関
連
政
策
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

対
策
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
れ
ら
を

包
括
的
に
位
置
づ
け
る
計
画
文
書
等
か
ら
、

観
光
及
び
観
光
客
（
訪
問
者
）
に
対
す
る
考

え
方
や
姿
勢
、価
値
観
を
中
心
に
見
て
い
く
。

「I am
sterdam

」

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
2
0
0
2
年
に
シ

テ
ィ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
都
市

間
競
争
の
激
化
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
主
導
的
地
位
は
、
当
時
脅

威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
市
は
、

自
都
市
の
特
徴
は
多
様
性
に
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
都
市
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行

う
と
も
に
、
多
く
の
効
果
が
見
込
め
る
か
、

精
神
性
が
近
い
か
、
そ
し
て
、
相
互
に
必
要

と
し
且
つ
消
費
者
・
共
創
者
と
い
う
両
立
場

で
関
心
を
有
し
一
緒
に
地
位
強
化
を
図
れ
る

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
7
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
設
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
訪
問
者
や
観
光

客
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。2
0
0
3
年
に
は
、

新
組
織A

m
sterd

am
 P
artn

ers

を
設
立

し
、
2
0
0
4
年
9
月
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
核
と
な
る
価
値
観
、
精
神
を
体
現

す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
「I am

sterd
am

」

を
発
表
し
た
（G

em
eente A

m
sterdam

, 

2004

）。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
市
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
で
戦
略
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、地
位
回
復
に
努
め
た
。

　そ
の
後
は
、
2
0
0
8
年
に
発
生
し
た
経

済
危
機
の
影
響
か
ら
の
回
復
を
図
る
中
で
、

2
0
1
3
年
に
は
、
運
河
4
0
0
周
年
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
観
光
団
体
を
含
む
3
団
体
を
統
合
し

てA
m
sterd

am
 M
arketin

g

へ
と
改
組

し
、
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

2
0
1
3
年
か
ら
の
2
年
間
、
時
限
的
に
観

光
税（
宿
泊
）の
税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で

財
源
を
確
保
し
、
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

―
住
民
中
心
、
生
活
の
質
を
第
一

　成
長
を
続
け
る
都
市
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

は
、
2
0
1
5
年
に
『
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

都
市
（S

tad
 in
 B
alan

s

）』
開
始
文
書
を

公
表
し
た
。人
口
は
毎
年
平
均
1
万
人
増
加
、

宿
泊
客
数
は
2
0
0
8
年
か
ら
2
0
1
4
年

の
間
に
4
5
0
万
人
か
ら
7
2
0
万
人
へ
と

増
加
す
る
中
で
、ホ
テ
ル
ベ
ッ
ド
数
の
不
足
、

民
泊
の
増
加
（
違
法
を
含
む
）
等
に
伴
う
住

宅
不
足
、
住
宅
・
賃
貸
価
格
の
高
騰
、
混
雑

や
迷
惑
行
為
の
増
加
な
ど
が
発
生
。
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
は
、
成
長
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
や

緊
張
感
を
抱
え
、社
会
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

分
断
に
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
同
文

書
は
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
新
た
な
バ
ラ

ン
ス
を
模
索
す
る
第
一
歩
で
あ
り
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
の
今
後
の
進
路
と
し
て
「
ま
ち

が
住
民
、
企
業
、
訪
問
者
に
と
っ
て
魅
力
的

で
あ
り
続
け
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
都
市
そ

の
も
の
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
訪
問
者
を
分

散
さ
せ
、
周
辺
の
都
市
開
発
を
刺
激
し
よ
う

と
し
た
。
世
界
的
に
観
光
の
成
長
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
質
の
高
い
観
光

客
に
焦
点
を
当
て
、
訪
問
者
を
空
間
的
お
よ

び
時
間
的
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
に
焦
点
を
当

て
て
取
組
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　そ
の
後
の
2
0
1
9
年
に
は
、『
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
2
0
1
8
‐
2
0
2
2
』

実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
た
。
同
文
書

で
は
、
最
初
に
「
訪
問
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

中
心
と
な
る
の
は
住
民
で
す
。」
と
考
え
が

明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
副
題
の
通
り
、

生
活
の
質
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
間
の
新
た

な
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
「
再
び
生
活
の

質
を
第
一
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て

い
る
点
が
、「
成
長
と
生
活
の
質
」
の
バ
ラ

ン
ス
を
掲
げ
て
い
た
開
始
文
書
時
と
の
違
い

と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
政
策
は
、
観
光

客
数
を
減
ら
す
こ
と
や
、
観
光
産
業
の
成
長

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て

お
ら
ず
、「
市
内
の
他
の
需
要
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
た
。
観
光
客

の
分
散
は
、
市
街
地
へ
の
圧
力
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
を

継
続
的
に
誘
致
す
る
と
い
う
根
本
的
な
現
状

に
挑
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
後
に
評
価
す

る
研
究
も
あ
る
（K

uenen et al., 2023

）。

2
0
1
8
年
以
降
は
、
同
年
12
月
に
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
前
の

「I am
sterdam

」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
撤
去

さ
れ
、
2
0
1
9
年
3
月
にA

m
sterdam

 

M
arketing

がA
m
sterdam

 &
 P
artners

へ
と
改
名
さ
れ
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
、
周
遊
促
進
や
迷
惑
行
為
の
軽
減
な

ど
を
目
的
と
し
た
活
動
に
今
ま
で
以
上
に
重

き
を
置
く
な
ど
、
対
策
強
化
が
図
ら
れ
た
。

―
包
括
的
な
対
策

　シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
（A

anpak 

B
innenstad

）
は
、
2
0
2
0
年
5
月
に
発

表
さ
れ
、
同
原
則
を
反
映
し
た
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
同
年
12
月
に
議
会
で
採
択
、

2
0
2
1
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
シ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
都
市（
シ
テ
ィ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
）と
シ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
の
取
組
を
統
合
し
た

増
加
」
に
対
し
て
約
80
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
3
つ
の
観
測

結
果
を
報
告
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

―
イ
メ
ー
ジ
、
自
由
の
解
釈
、
価
値
観

　コ
ロ
ナ
禍
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は

2
つ
の
観
光
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。『
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
5 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観

光
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン
』（A

m
sterdam

 &
 

P
artners ,2020

）
と
『
観
光
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
2
0
3
5
』（G

em
eente A

m
sterdam

 ,

2022c

）
で
あ
る
。
後
計
画
は
、
2
0
2
2

年
に
報
告
さ
れ
た
年
間
宿
泊
数
の
最
終
暦
年

（
2
0
2
4
年
）
の
予
測
値
が
信
号
値
を
超

え
た
こ
と
か
ら
、そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、

同
年
11
月
に
ま
ず
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

早
期
の
具
体
的
な
行
動
や
個
々
の
対
策
が
望

ま
し
い
結
果
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

対
策
の
総
和
が
重
要
、
と
の
考
え
か
ら
ま
ず

ビ
ジ
ョ
ン
作
成
が
行
わ
れ
た
（G

em
eente 

A
m
sterdam

 ,2022b

）。
同
時
に
観
光
宿
泊

施
設
（
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
言
及
）
と
、
迷
惑
行
為
・
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
提
案
文
書
も
公
表
さ

れ
た
。
2
0
2
4
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ
と
ビ
ジ
タ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
2
つ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　計
画
に
話
を
戻
す
と
、
両
計
画
に
共
通
す

る
特
徴
は
、①
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
自
由
と

は
何
か
を
再
定
義
し
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
、

②
自
分
た
ち
が
望
む
こ
と
と
取
り
除
き
た
い

こ
と
、
望
む
観
光
と
望
ま
な
い
観
光
を
明
確

に
区
別
し
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前

計
画
で
は
、「
観
光
客
が
い
な
け
れ
ば
、
街

の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
バ

ラ
ン
ス
に
対
す
る
認
識
を
示
す
と
と
も
に
、

消
費
単
価
の
高
い
「
質
の
良
い
観
光
客
」
と

い
う
用
語
を
捨
て
「
価
値
あ
る
観
光
客
」（
＝

自
分
た
ち
の
独
自
の
価
値
観
、
性
格
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
た
め
に
訪
れ
、
自
身
で
価

値
を
付
加
す
る
観
光
客
）
に
積
極
的
に
焦
点

を
当
て
る
と
す
る
。
ま
た
、
後
計
画
で
は
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
よ
り
良
い
街
と
し
、
住

民
に
と
っ
て
の
プ
ラ
ス
と
な
る
変
化
は
、
住

む
人
、
働
く
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
に
対
し

て
も
魅
力
的
に
映
り
、
新
し
い
訪
問
者
を
引

き
寄
せ
る
。「
魅
力
的
な
都
市
」
が
抱
え
る
こ

と
に
な
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
対
処
す
る
と
い

う
明
確
な
意
思
表
示
も
さ
れ
て
い
る
。
迷
惑

行
為
や
過
密
状
態
に
対
処
す
る
に
は
介
入
が

必
要
と
し
、
街
を
住
み
や
す
い
場
所
に
保
つ

た
め
に
は
、
無
責
任
な
成
長
で
は
な
く
制
限

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（D
u
tch
N
ew
s, 2
0
2
2

）。

　観
光
条
例
で
は
、
講
じ
る
措
置
と
し
て
選

択
肢
が
明
記
さ
れ
て
い
る
【
図
5
】。
こ
こ

で
は
、
宿
泊
数
に
基
づ
く
対
応
に
絞
っ
て
、

前
後
の
周
辺
情
報
も
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
近
年
、
観
光

宿
泊
施
設
に
対
し
て
、
新
規
建
設
や
既
存
施

設
の
収
容
力
拡
大
を
阻
止
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
る
、
厳
格
な
宿
泊
施
設
政
策
を
取
っ

て
い
る
【
表
1
】。
開
発
エ
リ
ア
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、『
宿
泊
ポ
リ
シ
ー
』
で
は
、
ホ

テ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
、近
隣
地
域
へ
の
関
与
、

持
続
可
能
性
、
社
会
起
業
家
精
神
に
関
し
て

厳
し
い
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

宿
泊
施
設
の
収
容
力
の
状
況
は
【
図
6
】
の

通
り
。
追
加
情
報
と
し
て
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
市
の
宿
泊
施
設
の
収
容
人
数
は
、

2
0
1
0
年
か
ら
の
2
0
2
2
年
の
12
年
間

で
約
4
3
0
0
0
増
加
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

都
市
圏
（
市
を
除
く
）
で
も
宿
泊
施
設
の
収

容
人
数
は
、
同
12
年
間
で
約
1
2
0
0
0
増

加
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
客
室
稼
働

率
は
80
％
以
上
（
コ
ロ
ナ
前
）
で
あ
る
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
宿
泊
客
数
の
う
ち
、
民

泊
の
宿
泊
客
数
は
減
少
、抑
制
状
態
に
あ
る
。

　当
初
は
、
不
足
す
る
宿
泊
施
設
を
補
う

　こ
こ
か
ら
は
、
条
例
と
リ
ン
ク
す
る
2
つ

の
主
要
な
調
査
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

3
‐
2
・
宿
泊
数
の
需
要
予
測

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
で
は
、
毎
年
、
宿
泊

数
、
日
帰
り
訪
問
回
数
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
数

の
予
測
を
行
っ
て
い
る
。
予
測
公
表
年
の
暦

年
と
、
そ
の
後
の
2
暦
年
分
の
予
測
値
を
、

3
つ
の
シ
ナ
リ
オ
（
高
・
中
・
低
）
の
も
と

で
算
出
し
て
い
る
【
図
2
】。
同
予
測
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
観
光
、
経
済
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
の
専
門
的
知
見
を
補
足
し

て
推
計
さ
れ
る
。
同
予
測
に
は
、
住
宅
の
民

間
賃
貸
や
ホ
テ
ル
開
発
に
関
す
る
市
の
政
策

ど
ち
ら
か
１
つ
と
線
形
関
係
を
有
す
る
）、

回
帰
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
最
終
的
な
指

標
選
択
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
調
査
統
計

部
署
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
な
ど
を
テ
ス
ト

し
設
定
さ
れ
た
。

　近
隣
地
区
の
観
光
収
容
力
は
、「
観
光
に

よ
る
圧
力
」
に
関
す
る
合
計
ス
コ
ア
と
「
観

も
の
で
あ
る
。
短
期
及
び
長
期
の
両
対
策
と

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
市
中
心
部
の

課
題
を
広
範
に
ま
と
め
て
扱
う
と
と
も
に
、

優
先
順
位
を
設
定
し
、
的
を
絞
っ
た
対
策
に

よ
っ
て
市
中
心
部
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
書
は
、
市
内
中
心

部
で
の
既
存
の
連
携
先
、
住
民
団
体
、
事
業

者
、
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
、
文
化
・
教
育
機
関

等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
共
同
で

作
成
さ
れ
た
成
果
物
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
も
あ
る
。
野
心
（A

m
bitie

）
で
は
、「
市

中
心
部
は
、
再
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
全
て

の
住
民
が
来
る
の
を
楽
し
み
、
住
民
が
家
に

い
る
と
感
じ
る
場
所
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
私
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
で
国
際
的
な

都
市
中
心
部
と
し
て
国
内
外
か
ら
の
訪
問
者

を
引
き
続
き
歓
迎
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が

私
た
ち
と
同
じ
基
本
的
価
値
観
を
支
持
し
て

い
る
場
合
に
限
る
。」（
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

と
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
「
バ
ラ
ン
ス
」、「
住
民

中
心
」「
生
活
の
質
を
第
一
」
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
。

　6
つ
の
優
先
事
項
「
1
機
能
の
混
合
（
融

合
）
と
多
様
性
」「
2
管
理
と
執
行
」「
3
価
値

あ
る
観
光
経
済
」「
4
文
化
的
多
様
性
と
近

隣
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」

「
5
よ
り
多
種
多
様
な
住
宅
供
給
の
促
進
」

「
6
公
共
空
間
に
お
け
る
居
住
空
間
と
緑
の

と
と
も
に
、
多
様
な
宿
泊
施
設
を
提
供
し
、

地
元
の
生
活
を
味
わ
う
滞
在
を
提
供
す
る
と

い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
後
は
宿

泊
規
制
等
に
よ
り
、
市
内
で
の
宿
泊
数
は
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
辺
自
治
体
で
宿

泊
施
設
が
増
加
し
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
効

果
）、
そ
の
こ
と
に
よ
り
日
帰
り
で
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
増
加
す
る

の
で
は
な
い
か
。同
時
に
、迷
惑
行
為
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
他
地
域
に
転
移
し
な
い

か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
（G

em
een
te 

A
m
sterdam

 ,2022a

）。

出典：Significant APE（2023）：HET EFFECT VAN TOERISTENBELASTING  OP OVERNACHTIN-
GEN EN BELASTINGINKOMSTEN IN DE
GEMEENTE AMSTERDAM（アムステルダム市税務部署委託調査）より作成

6
．む
す
び
に
か
え
て

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
税

（T
o
eristen

b
elastin

g

）（
宿
泊
税
）
は
、

近
年
は
、
短
い
ス
パ
ン
で
条
例
を
改
正
し
税

率
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
欧
州
で

最
も
高
い
税
率
12
・
5
%
で
あ
る
【
表
2
】。

税
率
引
き
上
げ
の
目
的
は
、
地
元
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
必
ず
し
も
人
々
が
市
を
訪
れ
る
の
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う

（D
u
tch
N
ew
s ,2
0
2
3

）。
同
引
き
上
げ
の

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
市
は
、
税
率
変
更
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
影
響
を
事
前
調
査
し

た
。
同
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
参
考
文
献
40
）
に

よ
る
と
、
観
光
税
の
引
き
上
げ
は
抑
制
効
果

が
な
い
わ
け
で
な
い
が
宿
泊
数
に
与
え
る
影

響
は
限
定
的
で
、
主
に
税
収
増
に
つ
な
が
る

と
予
想
さ
れ
た
。「
税
収
増
加
」
が
目
的
の

場
合
は
、
比
較
的
効
果
的
で
あ
る
一
方
、
宿

泊
数
を
1
8
0
0
万
人
以
下
に
抑
え
る
た
め

に
は
、
税
率
を
少
な
く
と
も
現
在
の
3
倍
以

上
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
【
図
7
】。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
観
光
客
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
に
滞
在

す
る
一
方
で
、
宿
泊
者
の
減
少
分
の
う
ち
の

半
数
は
、
周
辺
自
治
体
に
宿
泊
し
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
市
内
を
日
帰
り
で
往
復
訪
問
す
る
た

め
、
宿
泊
者
数
の
減
少
ほ
ど
迷
惑
行
為
は
減

少
し
な
い
。
そ
の
中
で
、
税
収
は
他
の
自
治

体
に
流
れ
込
む
構
図
に
な
る
と
同
レ
ポ
ー
ト

は
指
摘
す
る
。

　別
の
レ
ポ
ー
ト（
参
考
文
献
2
）で
も
、「
都

市
で
の
宿
泊
者
に
よ
る
迷
惑
行
為
は
減
る

が
、
都
市
に
来
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る
宴
会

を
策
定
し
て
い
る
。
観
光
地
の
宣
伝
か
ら
観

光
地
の
管
理
と
開
発
を
始
め
る
べ
き
と
し
、

「
私
た
ち
は
共
通
の
利
益
（
＝
公
共
の
利
益
）

と
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
る
」
と
、
そ
の

姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
国
レ
ベ

ル
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
状
態
に
は

な
く
、
都
市
、
地
域
、
州
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
目
的
に
合
致
す
る
、
歓
迎
し
た
い
観
光
客

を
選
択
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
同
計

画
で
は
、
国
レ
ベ
ル
で
地
域
の
特
徴
と

D
N
A
も
定
義
し
て
お
り
、
大
き
な
方
針
転

換
が
読
み
取
れ
る
。

●
今
後
の
研
究
課
題
と
日
本
へ
の
示
唆

　ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
観
光
政
策
、
特
に

「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
条
例
」
に
基
づ

く
措
置
は
、
2
0
2
2
年
の
予
測
結
果
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
、
現
在
進
行
形
の
取
組
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
評
価
を
控

え
、今
後
も
注
視
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
た
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は

じ
め
と
し
た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

関
与
の
具
体
や
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

超
え
た
、
地
域
の
魅
力
再
構
築
の
動
き
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
（
H
O
R
E
C
A
（
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
））
政
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　最
後
に
、
日
本
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、

客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
状
態
を
判
定
し
、

観
光
を
よ
り
適
切
に
促
進
し
て
い
く
視
点
が

重
要
と
な
ろ
う
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
包

括
的
な
取
組
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
た

め
だ
け
の
手
立
て
と
捉
え
な
い
で
、
そ
の
調

査
方
法
や
、
対
応
の
仕
組
み
を
日
本
の
観
光

地
の
状
況
に
合
わ
せ
て
上
手
く
活
用
し
て
い

け
る
か
が
刻
々
と
変
わ
る
環
境
変
化
の
中
で

問
わ
れ
て
く
る
。

　本
調
査
研
究
の
実
施
に
あ
た
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

本
稿
は
、
市
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
中
心
と

し
た
文
献
資
料
調
査
に
基
づ
き
著
者
が
整
理

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
切
に
対
す
る
責

任
は
、
著
者
が
負
う
も
の
で
す
。

 

●
様
々
な
空
間
レ
ベ
ル
で
の
対
策

【
謝
辞
】

宿
泊
数

税率現在
10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

13.5

17.0

20.5

24.0
（百万人）
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価格弾力性
-1で設定
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運
用
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
住
民
に

お
い
て
は
事
前
登
録
及
び
支
払
い
義
務
は
発

生
し
な
い
が
、
宿
泊
客
に
お
い
て
は
、
支
払

い
義
務
は
発
生
し
な
い
も
の
の
、V

en
ezia 

U
n
ica

シ
ス
テ
ム
上
で
の
事
前
登
録
が
必

要
と
な
り
、
宿
泊
客
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
る
バ
ウ
チ
ャ
ー
が
発
行
さ
れ
る
。

　
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
の
資
料
に
よ
る
と
、
ア

ク
セ
ス
フ
ィ
ー
の
実
証
の
成
果
と
し
て
、

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
島
内
に
い
つ
、
ど
ん
な
人

が
ど
れ
く
ら
い
訪
れ
る
か
」
の
事
前
の
把
握

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
島
内
の
清
掃
や
警
備
等
の
計
画

を
立
て
る
上
で
有
効
な
デ
ー
タ
が
入
手
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
事
前
の

訪
問
者
数
の
把
握
」が
可
能
と
な
っ
た
の
も
、

従
前
よ
りV

en
ezia U

n
ica

の
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
こ
と
が
大
き

い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
の
実
証
は

2
0
2
5
年
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
対
象
期
間
は
54
日
間

に
拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
、
支
払
い
額
は
事

前
登
録
を
訪
問
日
の
4
日
前
ま
で
に
行
う
と

5
ユ
ー
ロ
、
訪
問
日
前
3
日
以
内
で
の
登
録

の
場
合
は
10
ユ
ー
ロ
と
傾
斜
を
つ
け
、
訪
問

者
の
事
前
把
握
の
精
度
向
上
や
ア
ク
セ
ス

フ
ィ
ー
徴
収
に
よ
る
訪
問
者
数
の
影
響
な
ど

　
こ
こ
で
少
し
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
経
由
し

て
得
た
デ
ー
タ
の
活
用
に
関
連
し
た
話
題
を

ひ
と
つ
紹
介
し
た
い
。
先
に
述
べ
た
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
を
経
由
し
て
得
た
旅
行
者
動
態
等
の

デ
ー
タ
は
、
D
M
O
で
あ
るam

sterd
am
 

&
 p
artn

ers

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ

と
し
て
の
活
用
に
留
ま
ら
ず
、
同
D
M
O
が

提
供
す
る
デ
ー
タ
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
で
あ
る

「V
isito

r In
sigh
t

」
に
お
い
て
、
そ
の
集

計
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
観
光
振
興
を

行
う
上
で
、
デ
ー
タ
を
も
と
に
戦
略
立
案
を

行
う
必
要
性
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り

で
は
あ
る
が
、
近
年
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
関
連

デ
ー
タ
を
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
形
で
集
約

し
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
閲
覧
・

分
析
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備
を

進
め
る
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

V
isito

r In
sigh
t

も
そ
の
一
例
と
な
る
が
、

特
徴
的
な
の
は
、
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
ア
ク

セ
ス
権
限
が
多
層
的
だ
と
い
う
点
だ
。

V
isito

r In
sigh
t

は
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の

デ
ー
タ
に
加
え
、
市
内
宿
泊
者
数
や
ス
キ

ポ
ー
ル
空
港
の
到
着
人
数
、
観
光
関
連
施
設

の
来
訪
者
数
、
国
際
会
議
開
催
数
等
、
公
的

な
統
計
デ
ー
タ
か
ら
民
間
施
設
の
提
供
デ
ー

タ
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
観
光
関
連
デ
ー
タ
を
集

約
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
閲
覧
す

る
に
あ
た
り
、
ア
ク
セ
ス
権
限
が
①
す
べ
て

の
人
、②
D
M
O
会
員
、③
デ
ー
タ
提
供
施
設

の
3
層
に
分
か
れ
て
い
る
。①
す
べ
て
の
人

に
お
い
て
は
、宿
泊
者
数
や
空
港
到
着
人
数
、

観
光
関
連
施
設
訪
問
者
数
と
い
っ
た
デ
ー
タ

の
総
集
計
結
果
の
閲
覧
が
可
能
と
な
り
、②

D
M
O
会
員
に
お
い
て
は
、①
の
閲
覧
権
限

に
加
え
、
各
デ
ー
タ
の
月
別
集
計
や
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
利
用
デ
ー
タ
、
国
際
会
議
数
等
の

閲
覧
が
可
能
と
な
り
、③
デ
ー
タ
提
供
施
設

に
お
い
て
は
、②
の
閲
覧
権
限
に
加
え
、
施

設
別
の
詳
細
デ
ー
タ
の
閲
覧
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
ア
ク
セ
ス
権
限
を
多
層
的
に
し
て

い
る
の
は
、
幅
広
い
人
に
デ
ー
タ
を
公
開
す

る
こ
と
で
D
M
O
の
取
り
組
み
の
可
視
化
や

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
の
起
業
や
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
を
生
み
出
す
た
め
の
検
討
材
料
を
提
供

す
る
効
果
を
持
た
せ
つ
つ
、
詳
細
デ
ー
タ
を

限
定
的
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
D
M
O

会
員
と
し
て
の
特
典
や
各
施
設
に
よ
る
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
型
の
デ
ー
タ
提
供
に
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
て
も
ら
う
狙
い
が
あ
る
。
公
的
な
統
計

デ
ー
タ
の
み
な
ら
、
行
政
の
統
計
窓
口
か
ら

で
も
収
集
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
シ
テ
ィ

て
い
る
。

　
物
理
カ
ー
ド
の
裏
面
に
は
識
別
バ
ー
コ
ー

ド
が
印
字
、
ア
プ
リ
カ
ー
ド
は
ア
プ
リ
内
で

二
次
元
コ
ー
ド
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
、

各
施
設
で
は
こ
の
コ
ー
ド
を
ス
キ
ャ
ン
す
る

こ
と
で
、
カ
ー
ド
の
使
用
を
記
録
す
る
。
各

施
設
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
着
券
記
録
を

am
sterd

am
 &
 p
artn

ers

に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
、
各
施
設
の
入
場
料
等
の
定
価
の

一
定
割
合
の
金
額
に
着
券
数
を
乗
じ
て
精
算

を
行
う
。
な
お
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
地
下

鉄
や
ト
ラ
ム
の
改
札
機
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
タ
ッ
チ
決
済
に
対
応
し
て
お
り
、
同
じ

改
札
機
で
、
ア
プ
リ
カ
ー
ド
及
び
物
理
カ
ー

ド
の
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

I am
sterdam

 C
ity C

ard

は
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
の
D
M
O
で
あ
るam

sterdam
 

&
 partners

が
企
画
・
発
売
・
運
営
を
行
っ

て
い
る
。
D
M
O
が
運
営
を
担
う
意
図
と
し

て
は
、
か
つ
て
は
旅
行
者
の
利
便
性
向
上
及

び
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
の
側
面
が
強

か
っ
た
が
、
今
日
的
に
は
、
観
光
地
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
側
面
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
視
点
で
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
促
進

す
る
狙
い
は
、①
中
小
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
美

術
館
、
博
物
館
等
）
訪
問
推
奨
に
よ
る
滞
在
の

促
進
、②
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利
用
を
通
じ
た
旅

行
者
行
動
の
把
握
の
2
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
オ
ラ
ン
ダ
独
自
の

建
築
物
や
美
術
、
精
巧
に
整
備
さ
れ
た
運
河

な
ど
が
世
界
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
多
さ
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
中
心
エ
リ
ア
だ

け
で
70
を
超
え
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
集
結
し

て
い
る
。
一
方
、
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
や
ア
ン
ネ
・

フ
ラ
ン
ク
の
家
等
、
人
気
施
設
へ
の
需
要
が

集
中
し
て
い
る
他
、
特
定
の
曜
日
・
時
間
に

混
雑
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と

は
、
旅
行
者
に
対
し
、
著
名
な
施
設
だ
け
で

な
く
、
中
小
の
施
設
や
体
験
の
「
選
択
肢
」

を
提
供
す
る
こ
と
と
同
義
と
な
る
。
ま
た
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
購
入
時
に
提
供
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
、
ア
プ
リ
内
で
の
施
設
・
モ
デ
ル

ル
ー
ト
紹
介
、
ア
プ
リ
で
の
お
す
す
め
情
報

の
プ
ッ
シ
ュ
通
知
等
を
通
じ
、
中
小
の
施
設

や
体
験
の
魅
力
、
混
雑
時
間
帯
等
の
情
報
を

訪
問
者
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
旅
行
者
に
ダ

イ
レ
ク
ト
に
行
動
変
容
を
促
す
こ
と
も
試
行

さ
れ
て
い
る
。am

sterdam
 &
 partners

の
D
M
O
と
し
て
の
取
組
目
標
の
ひ
と
つ

に
「E

ncourage dispersion

（
＝
分
散
の

促
進
）」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
著
名
な

施
設
以
外
の
来
訪
も
促
す
こ
と
は

am
sterdam

 &
 partners

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
そ

の
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
現
時
点
で
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利

用
促
進
に
よ
る
混
雑
解
消
や
分
散
化
効
果

の
発
現
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
利
用
者
の
中
小
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
訪
問
者
数
は
伸
び
て
お
り
、
訪

問
者
の
滞
在
促
進
に
一
定
の
効
果
を
生
ん

で
い
る
。

　
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
購
入
や
ア
ク
テ
ィ

ベ
ー
ト
、
着
券
等
の
記
録
か
ら
、
旅
行
者

動
態
に
関
す
る
様
々
な
デ
ー
タ
を
把
握
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、am

sterd
am
 &
 

p
artn

ers

で
は
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
様
々
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
が
購
入
及
び
ア
ク
テ
ィ

ベ
ー
ト
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
、

曜
日
や
時
間
帯
を
分
析
し
、
旅
行
者
の
旅

行
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
購
入
と
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
ト
の
時
間
差
か

ら
、
ど
れ
く
ら
い
前
に
旅
程
が
決
ま
っ
て
い

る
か
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、
各

施
設
で
の
カ
ー
ド
の
着
券
記
録
に
よ
り
、
需

要
が
集
中
す
る
曜
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
可

視
化
す
る
と
と
も
に
、「
ど
の
よ
う
な
旅
程

を
辿
っ
て
い
る
か
」「
ど
の
く
ら
い
の
施
設

を
周
遊
し
て
い
る
か
」「
ど
の
エ
リ
ア
や
ど

の
よ
う
な
施
設
に
需
要
が
集
中
し
て
い
る

か
」
と
い
っ
た
旅
行
動
態
を
把
握
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
混
雑
状
況
を
加
味
し
た
お
す
す
め

訪
問
時
間
帯
や
ス
ポ
ッ
ト
等
に
関
す
る
プ
ッ

シ
ュ
通
知
を
特
定
の
利
用
者
に
送
付
す
る
こ

と
で
、
旅
行
者
の
行
動
が
ど
う
変
わ
る
か
の

A
／
B
テ
ス
ト
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
提

供
を
通
じ
て
、
旅
行
者
行
動
の
全
容
の
把
握

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
カ
ー
ド
利

用
者
に
は
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
が
配
信
さ
れ
て

お
り
、
カ
ー
ド
利
用
及
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

滞
在
に
関
す
る
満
足
度
や
課
題
を
調
査
し
、

事
業
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
。

表 1  I amsterdam City Cardの特典概要

表 2  I amsterdam City Card
価格表

I amsterdam City Cardの物理カード（左）と
アプリカード（右）

アプリの機能

シ
ティカ
ー
ド
を

ベースに
し
た

観
光
地マ
ネ
ジメン
ト
の

実
践

3
3

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員

江
﨑
貴
昭

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
1
9
8
2
年
よ
り

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
発
売
が
開
始
さ
れ
、
現
在

は
「I am

sterd
am
 C
ity C

ard

」
と
い
う

名
称
で
主
に
国
外
か
ら
の
来
訪
者
を
対
象
に

展
開
さ
れ
て
い
る
。
特
典
内
容
は
美
術
館
や

博
物
館
の
入
場
特
典
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
、
運
河
ク
ル
ー
ズ
、
自
転
車
レ
ン
タ
ル
等

で
構
成
さ
れ
て
お
り
（
表
1
）、
カ
ー
ド
は

24
時
間
券
〜
1
2
0
時
間
券
の
5
種
類
で
発

売
さ
れ
て
い
る
（
表
2
）。
ま
た
、
カ
ー
ド

は
ア
プ
リ
カ
ー
ド
と
物
理
カ
ー
ド
の
い
ず
れ

か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
プ
リ

カ
ー
ド
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
専
用
ア
プ

リ
で
購
入
が
可
能
で
、
カ
ー
ド
購
入
後
に

メ
ー
ル
で
送
ら
れ
る
認
証
番
号
を
専
用
ア

プ
リ
に
入
力
し
、
開
始
ボ
タ
ン
を
押
下
す

る
こ
と
で
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
ト
さ
れ
る
。
物

理
カ
ー
ド
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
駅
の

I am
sterd

am

シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
、最
初
の
施
設
で
使
用
を
開
始（
＝

ス
キ
ャ
ン
）
し
た
瞬
間
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー

ト
さ
れ
る
。い
ず
れ
の
カ
ー
ド
も
、ア
ク
テ
ィ

1
．は
じ
め
に

アムステルダムの地下鉄における改札
機と I amsterdam City Card使用の
様子

カ
ー
ド
の
デ
ー
タ
の
よ
う
な
旅
行
者
の
動
き

を
捕
捉
す
る
デ
ー
タ
は
、
事
業
者
個
人
で
は

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
有
意

義
な
「
特
典
」
と
し
て
の
効
果
を
持
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
関
係
構
築
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
視
点
に

お
い
て
も
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
か
ら
取
得
で
き

る
デ
ー
タ
は
一
定
の
意
義
を
持
っ
て
い
る
と

言
え
る
。

　
今
回
の
視
察
で
訪
問
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
お
い
て
は
、
1
9
9
7
年
よ
り
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は

「V
en
ice C

o
n
n
ected

」
や
「V

en
ice 

C
ard

」
と
い
う
名
称
で
展
開
さ
れ
た
が
、

2
0
1
3
年
よ
り
現
在
ま
で
「V

enezia 

U
nica C

ity P
ass

」
と
い
う
名
称
で
展
開

さ
れ
、
島
内
の
交
通
機
関
の
利
用
や
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
入
場
、
公
衆
ト
イ
レ
の
使
用
等
の

特
典
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
初
期
に
お
い
て

は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
島
内
の
チ
ケ
ッ
ト
オ

フ
ィ
ス
で
カ
ー
ド
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
っ

た
が
、V

en
ezia U

n
ica

の
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
か
ら
は
、
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
購

入
可
能
な
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
、
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
使
用
期
間

や
オ
プ
シ
ョ
ン
を
選
択
し
、
決
済
を
す
る
こ

と
で
、
メ
ー
ル
に
て
二
次
元
コ
ー
ド
型
の
バ

ウ
チ
ャ
ー
が
送
付
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。　

さ
て
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
と
並
び
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
発
生

し
て
い
る
地
と
し
て
著
名
だ
が
、
2
0
2
4

年
の
4
〜
7
月
の
29
日
間
に
「
ア
ク
セ
ス

フ
ィ
ー
（
＝
入
島
料
）」
を
徴
収
す
る
実
証
的

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
注
目
を
浴

び
た
。
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
へ
の
日
帰
り
訪
問
客
を
対
象
に
5
ユ
ー
ロ

を
徴
収
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
施
策
自
体
の
詳
細
な
説
明

は
割
愛
す
る
が
、
特
筆
す
べ
き
点
は
、
ア
ク

セ
ス
フ
ィ
ー
の
徴
収
をV

en
ezia U

n
ica

の
シ
ス
テ
ム
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問
者
は
、
自
身
で

事
前
にV

en
ezia U

n
ica

の
シ
ス
テ
ム
上

で
属
性
情
報
や
訪
問
予
定
日
を
登
録
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
決
済
を
行
う
形
で
ア
ク
セ
ス

フ
ィ
ー
を
支
払
う
。
決
済
完
了
後
は
訪
問
者

に
バ
ウ
チ
ャ
ー
が
発
行
さ
れ
、
実
際
の
訪
問

時
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
島
内
で
待
機
し
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
に
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
掲
示
す
る
こ
と

で
、
支
払
い
の
確
認
が
な
さ
れ
る
と
い
っ
た

　
D
M
O
の
「
M
」
は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

と
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
二
重
の
意
味
を
持

つ
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
進
展
等
に
よ
る
顧
客
の
行
動
変
化

や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社
会
環
境
の
変
化
を
背

景
に
、地
域
が
重
視
す
べ
き
取
り
組
み
は「
顧

客
を
ど
の
よ
う
に
獲
得
す
る
か
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
か
ら
「
ど
の
よ
う
に
良
質
な
経

験
を
創
造
し
続
け
る
か
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

へ
移
行
し
始
め
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
別
個
の
概
念
で
は
な
い

も
の
の
、
筆
者
が
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
訪
れ
た

欧
米
豪
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
や

研
究
者
に
お
い
て
、
同
様
の
見
解
を
見
聞
き

し
て
き
た
。

　
そ
の
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
代
表
さ
れ
る

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
に
、「
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
欧
州
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
古
く
か
ら
こ
の
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
同
カ
ー
ド
を

通
じ
た
旅
行
者
の
利
便
性
向
上
や
旅
行
者
行

動
・
満
足
度
の
把
握
等
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
自
主
事
業
、
受
託
業
務

を
通
じ
D
M
O
の
運
営
・
取
り
組
み
支
援
に

携
わ
っ
て
き
た
経
験
や
、
国
内
外
の
D
M
O

や
リ
ゾ
ー
ト
で
の
取
り
組
み
を
見
聞
き
し
た

経
験
か
ら
、
今
日
的
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
あ
り
方
を
整
理
す
る
必
要
性
を
感
じ
て

お
り
、
そ
の
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
旅
行
者
向
け
カ
ー
ド

の
取
り
組
み
に
以
前
か
ら
関
心
を
持
っ
て
い

た
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
欧
州
の
中
で
も
先
進

的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
着
目
し
、
取
り
組

み
の
最
前
線
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
と
も

に
、
併
せ
て
訪
問
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お

け
る
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
を
基
軸
と

し
た
独
自
の
施
策
展
開
に
つ
い
て
一
部
紹
介

す
る
。　

な
お
、
本
稿
は
、
前
述
の
内
容
に
つ
い
て
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
D
M
O
「am

sterd
am
 

&
 p
artn

ers

」
及
び
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市

役
所
」、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
の
1
0
0
%
子
会

社
で
交
通
機
関
や
イ
ベ
ン
ト
運
営
等
を
行
う

「V
E
.L
A
. S
.p
.A
.

」
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た

内
容
や
現
地
で
視
察
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

公
表
資
料
等
を
ベ
ー
ス
に
再
整
理
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

2
．
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
と
は

　
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
、
欧
州
等
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
来
訪
者
の
利
便
性
を
高
め
る

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い

る
、特
典
付
き
の
周
遊
パ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

カ
ー
ド
1
枚
で
提
携
施
設
の
入
場
料
や
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
無
料
ま
た
は
割
引
に
な
る

他
、
公
共
交
通
の
無
料
乗
車
や
観
光
施
設
等

の
優
先
入
場
と
い
っ
た
特
典
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
欧
州
で
は
1
9
7
0
〜
8
0
年
代

頃
か
ら
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
、現
在
、

欧
州
だ
け
で
も
40
ほ
ど
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
欧
州

内
で
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
導
入
地
域
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
関
す
る
調
査
研
究
の
発
表

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
の
機
会
が
定
期
的
に

設
け
ら
れ
る
等
、
欧
州
内
で
も
シ
テ
ィ
カ
ー

ド
の
取
り
組
み
は
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
導
入
地
域
の
多
く
は
、

カ
ー
ド
の
発
売
・
運
営
等
を
D
M
O
が
担
っ

て
い
る
。

ベ
ー
ト
後
か
ら
カ
ー
ド
の
使
用
上
限
時
間

（
24
時
間
券
で
あ
れ
ば
、
24
時
間
）
が
過
ぎ

る
と
、
カ
ー
ド
の
機
能
が
自
動
的
に
停
止
さ

れ
る
仕
組
み
だ
。
ま
た
、
ア
プ
リ
に
お
い
て

は
、
ア
プ
リ
カ
ー
ド
の
二
次
元
コ
ー
ド
の
表

示
だ
け
で
な
く
、
特
典
提
供
施
設
・
体
験
の

紹
介
や
M
A
P
上
で
の
表
示
、
お
気
に
入
り

施
設
・
体
験
の
保
存
と
い
っ
た
機
能
を
有
し

を
引
き
続
き
検
証
し
て
い
く
予
定
だ
。

　
こ
こ
ま
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
取
り
組
み
状
況
及
び
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の

シ
ス
テ
ム
活
用
に
つ
い
て
述
べ
た
。
い
ず
れ

の
地
域
に
お
い
て
も
、
古
く
よ
り
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
提
供
を
通
じ
、
旅
行
者
の
利
便
性

向
上
に
努
め
て
き
た
が
、今
日
に
お
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
取
り
組
み
を
ベ
ー
ス
に
、
独
自
の

手
法
で
旅
行
者
の
行
動
を
捕
捉
す
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
い
た
。ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利
用
状
況
か
ら
混
雑
の
可

視
化
や
旅
行
者
行
動
の
把
握
を
試
み
て
お

り
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
い
て
は
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
、
訪
問
者
数
の

事
前
把
握
の
精
度
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
来
訪
者
の
行
動
を
正
確
に

捕
捉
す
る
こ
と
で
、
地
域
側
で
は
事
前
の
準

備
が
可
能
と
な
る
他
、
来
訪
し
て
い
る
ま
た

は
来
訪
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
人
々
へ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
な
こ
と
か

ら
、
今
後
は
来
訪
者
の
適
切
な
「
誘
導
」
に

関
す
る
施
策
が
さ
ら
に
展
開
さ
れ
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

3
．ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で

展
開
さ
れ
る

「I am
sterdam

C
ity C

ard

」

　
今
回
の
視
察
か
ら
、
観
光
地
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
科
学
的
な
領
域
へ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
い
る
こ
と
を
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
と
い
う
切
り

口
か
ら
学
び
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
一

連
の
取
り
組
み
は
、
国
内
の
観
光
地
に
お
い

て
も
大
い
に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
無
論
、

両
地
域
の
「
事
例
」
は
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を

含
む
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
議
論
の
ス

ト
ッ
ク
と
連
続
性
が
あ
り
、
現
在
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
が
必
要
で

あ
る
。

内容特典種別
① 美術館、博物館、観光施設

② 公共交通機関

③ 運河クルーズ

④ 自転車レンタル

24時間券（1日分）

48時間券（2日分）

72時間券（3日分）

96時間券（4日分）

120時間券（5日分）

60ユーロ

80ユーロ

100ユーロ

115ユーロ

125ユーロ

70を超える美術館や観光施設等の入場無料／割引等

地下鉄、路面電車、バス、フェリーなど、市内全域の公共交通機関の無料乗車

アムステルダム市内の運河クルーズ体験が１回無料

レンタサイクル１日利用券の無料提供

種別 価格

‒❸シティカードをベースにした観光地マネジメントの実践3

60

2
2
2
2
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2
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2
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三 校



な
っ
て
い
る
。
な
お
、
住
民
に
お
い
て
は
事

前
登
録
及
び
支
払
い
義
務
は
発
生
し
な
い

が
、
宿
泊
客
に
お
い
て
は
、
支
払
い
義
務
は

発
生
し
な
い
も
の
の
、V

en
ezia U

n
ica

シ
ス
テ
ム
上
で
の
事
前
登
録
が
必
要
と
な

り
、
宿
泊
客
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
バ

ウ
チ
ャ
ー
が
発
行
さ
れ
る
。

　
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
の
資
料
に
よ
る
と
、
ア

ク
セ
ス
フ
ィ
ー
の
実
証
の
成
果
と
し
て
、

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
島
内
に
い
つ
、
ど
ん
な
人

が
ど
れ
く
ら
い
訪
れ
る
か
」
の
事
前
の
把
握

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
島
内
の
清
掃
や
警
備
等
の
計
画

を
立
て
る
上
で
有
効
な
デ
ー
タ
が
入
手
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
事
前
の

訪
問
者
数
の
把
握
」が
可
能
と
な
っ
た
の
も
、

従
前
よ
りV

en
ezia U

n
ica

の
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
こ
と
が
大
き

い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
の
実
証
は

2
0
2
5
年
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
対
象
期
間
は
54
日
間

に
拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
、
支
払
い
額
は
事

前
登
録
を
訪
問
日
の
4
日
前
ま
で
に
行
う
と

5
ユ
ー
ロ
、
訪
問
日
前
3
日
以
内
で
の
登
録

の
場
合
は
10
ユ
ー
ロ
と
傾
斜
を
つ
け
、
訪
問

者
の
事
前
把
握
の
精
度
向
上
や
ア
ク
セ
ス

フ
ィ
ー
徴
収
に
よ
る
訪
問
者
数
の
影
響
な
ど

　
こ
こ
で
少
し
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
経
由
し

て
得
た
デ
ー
タ
の
活
用
に
関
連
し
た
話
題
を

ひ
と
つ
紹
介
し
た
い
。
先
に
述
べ
た
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
を
経
由
し
て
得
た
旅
行
者
動
態
等
の

デ
ー
タ
は
、
D
M
O
で
あ
るam

sterd
am
 

&
 p
artn

ers

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ

と
し
て
の
活
用
に
留
ま
ら
ず
、
同
D
M
O
が

提
供
す
る
デ
ー
タ
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
で
あ
る

「V
isito

r In
sigh
t

」
に
お
い
て
、
そ
の
集

計
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
観
光
振
興
を

行
う
上
で
、
デ
ー
タ
を
も
と
に
戦
略
立
案
を

行
う
必
要
性
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り

で
は
あ
る
が
、
近
年
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
関
連

デ
ー
タ
を
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
形
で
集
約

し
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
閲
覧
・

分
析
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備
を

進
め
る
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

V
isito

r In
sigh
t

も
そ
の
一
例
と
な
る
が
、

特
徴
的
な
の
は
、
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
ア
ク

セ
ス
権
限
が
多
層
的
だ
と
い
う
点
だ
。

V
isito

r In
sigh
t

は
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の

デ
ー
タ
に
加
え
、
市
内
宿
泊
者
数
や
ス
キ

ポ
ー
ル
空
港
の
到
着
人
数
、
観
光
関
連
施
設

の
来
訪
者
数
、
国
際
会
議
開
催
数
等
、
公
的

な
統
計
デ
ー
タ
か
ら
民
間
施
設
の
提
供
デ
ー

タ
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
観
光
関
連
デ
ー
タ
を
集

約
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
閲
覧
す

る
に
あ
た
り
、
ア
ク
セ
ス
権
限
が
①
す
べ
て

の
人
、②
D
M
O
会
員
、③
デ
ー
タ
提
供
施
設

の
3
層
に
分
か
れ
て
い
る
。①
す
べ
て
の
人

に
お
い
て
は
、宿
泊
者
数
や
空
港
到
着
人
数
、

観
光
関
連
施
設
訪
問
者
数
と
い
っ
た
デ
ー
タ

の
総
集
計
結
果
の
閲
覧
が
可
能
と
な
り
、②

D
M
O
会
員
に
お
い
て
は
、①
の
閲
覧
権
限

に
加
え
、
各
デ
ー
タ
の
月
別
集
計
や
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
利
用
デ
ー
タ
、
国
際
会
議
数
等
の

閲
覧
が
可
能
と
な
り
、③
デ
ー
タ
提
供
施
設

に
お
い
て
は
、②
の
閲
覧
権
限
に
加
え
、
施

設
別
の
詳
細
デ
ー
タ
の
閲
覧
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
ア
ク
セ
ス
権
限
を
多
層
的
に
し
て

い
る
の
は
、
幅
広
い
人
に
デ
ー
タ
を
公
開
す

る
こ
と
で
D
M
O
の
取
組
の
可
視
化
や
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
で
の
起
業
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

を
生
み
出
す
た
め
の
検
討
材
料
を
提
供
す
る

効
果
を
持
た
せ
つ
つ
、
詳
細
デ
ー
タ
を
限
定

的
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
D
M
O
会
員

と
し
て
の
特
典
や
各
施
設
に
よ
る
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
型
の
デ
ー
タ
提
供
に
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
て
も
ら
う
狙
い
が
あ
る
。
公
的
な
統
計

デ
ー
タ
の
み
な
ら
、
行
政
の
統
計
窓
口
か
ら

で
も
収
集
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
シ
テ
ィ

て
い
る
。

　
物
理
カ
ー
ド
の
裏
面
に
は
識
別
バ
ー
コ
ー

ド
が
印
字
、
ア
プ
リ
カ
ー
ド
は
ア
プ
リ
内
で

二
次
元
コ
ー
ド
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
、

各
施
設
で
は
こ
の
コ
ー
ド
を
ス
キ
ャ
ン
す
る

こ
と
で
、
カ
ー
ド
の
使
用
を
記
録
す
る
。
各

施
設
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
着
券
記
録
を

am
sterd

am
 &
 p
artn

ers

に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
、
各
施
設
の
定
価
の
一
定
割
合
の

金
額
に
着
券
数
を
乗
じ
て
精
算
を
行
う
。
な

お
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
地
下
鉄
や
ト
ラ
ム

の
改
札
機
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
タ
ッ
チ

決
済
に
対
応
し
て
お
り
、
同
じ
改
札
機
で
、

ア
プ
リ
カ
ー
ド
及
び
物
理
カ
ー
ド
の
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

I am
sterdam

 C
ity C

ard

は
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
の
D
M
O
で
あ
るam

sterdam
 

&
 partners

が
企
画
・
発
売
・
運
営
を
行
っ

て
い
る
。
D
M
O
が
運
営
を
担
う
意
図
と
し

て
は
、
か
つ
て
は
旅
行
者
の
利
便
性
向
上
及

び
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
の
側
面
が
強

か
っ
た
が
、
今
日
的
に
は
、
観
光
地
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
側
面
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
視
点
で
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
促
進

す
る
狙
い
は
、①
中
小
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
美

術
館
、
博
物
館
等
）
訪
問
推
奨
に
よ
る
滞
在

時
間
の
延
長
の
促
進
、②
カ
ー
ド
の
利
用
を
通

じ
た
旅
行
者
行
動
の
把
握
の
2
つ
に
分
け
ら

れ
る
。　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
オ
ラ
ン
ダ
独
自
の

建
築
物
や
美
術
、
精
巧
に
整
備
さ
れ
た
運
河

な
ど
が
世
界
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
多
さ
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
中
心
エ
リ
ア
だ

け
で
70
を
超
え
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
集
結
し

て
い
る
。
一
方
、
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
や
ア
ン
ネ
・

フ
ラ
ン
ク
の
家
等
、
人
気
施
設
へ
の
需
要
が

集
中
し
て
い
る
他
、
特
定
の
曜
日
・
時
間
に

混
雑
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と

は
、
旅
行
者
に
対
し
、
著
名
な
施
設
だ
け
で

な
く
、
中
小
の
施
設
や
体
験
の
「
選
択
肢
」

を
提
供
す
る
こ
と
と
同
義
と
な
る
。
ま
た
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
購
入
時
に
提
供
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
、
ア
プ
リ
内
で
の
施
設
・
モ
デ
ル

ル
ー
ト
紹
介
、
ア
プ
リ
で
の
お
す
す
め
情
報

の
プ
ッ
シ
ュ
通
知
等
を
通
じ
、
中
小
の
施
設

や
体
験
の
魅
力
、
混
雑
時
間
帯
等
の
情
報
を

訪
問
者
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
旅
行
者
に
ダ

イ
レ
ク
ト
に
行
動
変
容
を
促
す
こ
と
も
試
行

さ
れ
て
い
る
。am

sterdam
 &
 partners

の
D
M
O
と
し
て
の
取
組
目
標
の
ひ
と
つ

に
「E

ncourage dispersion

（
＝
分
散
の

促
進
）」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
著
名
な

施
設
以
外
の
来
訪
も
促
す
こ
と
は

am
sterdam

 &
 partners

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
そ

の
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
現
時
点
で
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利

用
促
進
に
よ
る
混
雑
解
消
や
分
散
化
効
果

の
発
現
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
利
用
者
の
中
小
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
訪
問
者
数
は
伸
び
て
お
り
、
訪

問
者
の
滞
在
促
進
に
一
定
の
効
果
を
生
ん

で
い
る
。

　
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
購
入
や
ア
ク
テ
ィ

ベ
ー
ト
、
着
券
等
の
記
録
か
ら
、
旅
行
者

動
態
に
関
す
る
様
々
な
デ
ー
タ
を
把
握
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、am

sterd
am
 &
 

p
artn

ers

で
は
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
様
々
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
が
購
入
及
び
ア
ク
テ
ィ

ベ
ー
ト
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
、

曜
日
や
時
間
帯
を
分
析
し
、
旅
行
者
の
旅
行

開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
購
入
と
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
ト
の
時
間
差
か

ら
、
ど
れ
く
ら
い
前
に
旅
程
が
決
ま
っ
て
い

る
か
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、
各

施
設
で
の
カ
ー
ド
の
着
券
記
録
に
よ
り
、
需

要
が
集
中
す
る
曜
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
可

視
化
す
る
と
と
も
に
、「
ど
の
よ
う
な
旅
程

を
辿
っ
て
い
る
か
」「
ど
の
く
ら
い
の
施
設

を
周
遊
し
て
い
る
か
」「
ど
の
エ
リ
ア
や
ど

の
よ
う
な
施
設
に
需
要
が
集
中
し
て
い
る

か
」
と
い
っ
た
旅
行
動
態
を
把
握
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
混
雑
状
況
を
加
味
し
た
お
す
す
め

訪
問
時
間
帯
や
ス
ポ
ッ
ト
等
に
関
す
る
プ
ッ

シ
ュ
通
知
を
特
定
の
利
用
者
に
送
付
す
る
こ

と
で
、
旅
行
者
の
行
動
が
ど
う
変
わ
る
か
の

A
／
B
テ
ス
ト
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
提

供
を
通
じ
て
、
旅
行
者
行
動
の
全
容
の
把
握

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
カ
ー
ド
利

用
者
に
は
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
が
配
信
さ
れ
て

お
り
、
カ
ー
ド
利
用
及
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

滞
在
に
関
す
る
満
足
度
や
課
題
を
調
査
し
、

事
業
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
。

表 1  I amsterdam City Cardの特典概要

表 2  I amsterdam City Card
価格表

I amsterdam City Cardの物理カード（左）と
アプリカード（右）

アプリの機能

シ
ティカ
ー
ド
を

ベースに
し
た

観
光
地マ
ネ
ジメン
ト
の

実
践

3
3

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員

江
﨑
貴
昭

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
1
9
8
2
年
よ
り

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
発
売
が
開
始
さ
れ
、
現
在

は
「I am

sterd
am
 C
ity C

ard

」
と
い
う

名
称
で
主
に
国
外
か
ら
の
来
訪
者
を
対
象
に

展
開
さ
れ
て
い
る
。
特
典
内
容
は
美
術
館
や

博
物
館
の
入
場
特
典
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
、
運
河
ク
ル
ー
ズ
、
自
転
車
レ
ン
タ
ル
等

で
構
成
さ
れ
て
お
り
（
表
1
）、
カ
ー
ド
は

24
時
間
券
〜
1
2
0
時
間
券
の
5
種
類
で
発

売
さ
れ
て
い
る
（
表
2
）。
ま
た
、
カ
ー
ド

は
ア
プ
リ
カ
ー
ド
と
物
理
カ
ー
ド
の
い
ず
れ

か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
プ
リ

カ
ー
ド
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
専
用
ア
プ

リ
で
購
入
が
可
能
で
、
カ
ー
ド
購
入
後
に

メ
ー
ル
で
送
ら
れ
る
認
証
番
号
を
専
用
ア

プ
リ
に
入
力
し
、
開
始
ボ
タ
ン
を
押
下
す

る
こ
と
で
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
ト
さ
れ
る
。
物

理
カ
ー
ド
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
駅
の

I am
sterd

am

シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
、最
初
の
施
設
で
使
用
を
開
始（
＝

ス
キ
ャ
ン
）
し
た
瞬
間
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー

ト
さ
れ
る
。い
ず
れ
の
カ
ー
ド
も
、ア
ク
テ
ィ

1
．は
じ
め
に

アムステルダムの地下鉄における改札
機と I amsterdam City Card使用の
様子

カ
ー
ド
デ
ー
タ
の
よ
う
な
旅
行
者
の
動
き
を

捕
捉
す
る
デ
ー
タ
は
、
事
業
者
個
人
で
は
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
有
意
義

な
「
特
典
」
と
し
て
の
効
果
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関

係
構
築
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
視
点
に
お
い

て
も
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
か
ら
取
得
で
き
る

デ
ー
タ
は
一
定
の
意
義
を
持
っ
て
い
る
と
言

え
る
。　

今
回
の
視
察
で
訪
問
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
お
い
て
は
、
1
9
9
7
年
よ
り
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は

「V
en
ice C

o
n
n
ected

」
や
「V

en
ice 

C
ard

」
と
い
う
名
称
で
展
開
さ
れ
た
が
、

2
0
1
3
年
よ
り
現
在
ま
で
「V

enezia 

U
nica C

ity P
ass

」
と
い
う
名
称
で
展
開

さ
れ
、
島
内
の
交
通
機
関
の
利
用
や
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
入
場
、
公
衆
ト
イ
レ
の
使
用
等
の

特
典
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
初
期
に
お
い
て

は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
島
内
の
チ
ケ
ッ
ト
オ

フ
ィ
ス
で
カ
ー
ド
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
っ

た
が
、V

en
ezia U

n
ica

の
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
か
ら
は
、
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
購

入
可
能
な
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
、
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
使
用
期
間

や
オ
プ
シ
ョ
ン
を
選
択
し
、
決
済
を
す
る
こ

と
で
、
メ
ー
ル
に
て
二
次
元
コ
ー
ド
型
の
バ

ウ
チ
ャ
ー
が
送
付
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。　

さ
て
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
と
並
び
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
発
生

し
て
い
る
地
と
し
て
著
名
だ
が
、
2
0
2
4

年
の
4
〜
7
月
の
29
日
間
に
「
ア
ク
セ
ス

フ
ィ
ー
（
＝
入
島
料
）」
を
徴
収
す
る
実
証
的

な
取
組
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
注
目
を
浴
び

た
。
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

へ
の
日
帰
り
訪
問
客
を
対
象
に
5
ユ
ー
ロ
の

税
を
徴
収
す
る
取
組
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ア

ク
セ
ス
フ
ィ
ー
施
策
自
体
の
詳
細
な
説
明
は

割
愛
す
る
が
、
特
筆
す
べ
き
点
は
、
ア
ク
セ

ス
フ
ィ
ー
の
徴
収
をV

en
ezia U

n
ica

の

シ
ス
テ
ム
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
は
、
訪
問
者
自
身
が

事
前
にV

en
ezia U

n
ica

の
シ
ス
テ
ム
上

で
属
性
情
報
や
訪
問
予
定
日
を
登
録
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
決
済
を
行
う
形
で
税
を
徴
収
す

る
。
決
済
完
了
後
は
訪
問
者
に
バ
ウ
チ
ャ
ー

が
発
行
さ
れ
、
実
際
の
訪
問
時
に
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
島
内
で
待
機
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
に

バ
ウ
チ
ャ
ー
を
掲
示
す
る
こ
と
で
、
支
払
い

の
確
認
が
な
さ
れ
る
と
い
っ
た
運
用
の
形
と

　
D
M
O
の
「
M
」
は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

と
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
二
重
の
意
味
を
持

つ
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
進
展
等
に
よ
る
顧
客
の
行
動
変
化

や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社
会
環
境
の
変
化
を
踏

ま
え
、地
域
が
重
視
す
べ
き
取
り
組
み
は「
顧

客
を
ど
の
よ
う
に
獲
得
す
る
か
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
か
ら
「
ど
の
よ
う
に
良
質
な
経

験
を
創
造
し
続
け
る
か
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

へ
移
行
し
始
め
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
別
個
の
概
念
で
は
な
い

も
の
の
、
筆
者
が
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
訪
れ
た

欧
米
豪
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
や

研
究
者
に
お
い
て
、
同
様
の
見
解
を
見
聞
き

し
て
き
た
。

　
そ
の
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
代
表
さ
れ
る

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
に
、「
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
欧
州
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
古
く
か
ら
こ
の
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
同
カ
ー
ド
を

通
じ
た
旅
行
者
の
利
便
性
向
上
や
旅
行
者
行

動
・
満
足
度
の
把
握
等
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
の
自
主
事
業
、
受
託
業

務
を
通
じ
た
D
M
O
の
運
営
・
取
り
組
み
支

援
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
や
、
国
内
外
の

D
M
O
や
リ
ゾ
ー
ト
で
の
取
り
組
み
を
見
聞

き
し
た
経
験
か
ら
、
今
日
的
な
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
を
整
理
す
る
必
要
性
を

感
じ
て
お
り
、
そ
の
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
旅
行
者
向
け

カ
ー
ド
の
取
り
組
み
に
以
前
か
ら
関
心
を

持
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
欧
州
の
中
で
も
先
進

的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
着
目
し
、
取
り
組

み
の
最
前
線
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
と
も

に
、
併
せ
て
訪
問
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お

け
る
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
を
基
軸
と

し
た
独
自
の
施
策
展
開
に
つ
い
て
一
部
紹
介

す
る
。　

な
お
、
本
稿
は
、
前
述
の
内
容
に
つ
い
て
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
D
M
O
「am

sterd
am
 

&
 p
artn

ers

」
及
び
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市

役
所
」、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
の
1
0
0
%
子
会

社
で
交
通
機
関
や
イ
ベ
ン
ト
運
営
等
を
行
う

「V
E
.L
A
. S
.p
.A
.

」
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た

内
容
や
現
地
で
視
察
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

公
表
資
料
等
を
ベ
ー
ス
に
再
整
理
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

2
．
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
と
は

　
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
、
欧
州
等
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
来
訪
者
の
利
便
性
を
高
め
る

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い

る
、特
典
付
き
の
周
遊
パ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

カ
ー
ド
1
枚
で
提
携
施
設
の
入
場
料
や
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
無
料
ま
た
は
割
引
に
な
る

他
、
公
共
交
通
の
無
料
乗
車
や
観
光
施
設
等

の
優
先
入
場
と
い
っ
た
特
典
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
欧
州
で
は
1
9
7
0
〜
8
0
年
代

頃
か
ら
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
、現
在
、

欧
州
だ
け
で
も
40
ほ
ど
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
欧
州

内
で
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
導
入
地
域
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
関
す
る
調
査
研
究
の
発
表

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
の
機
会
が
定
期
的
に

設
け
ら
れ
る
等
、
欧
州
内
で
も
シ
テ
ィ
カ
ー

ド
の
取
り
組
み
は
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
導
入
地
域
の
多
く
は
、

カ
ー
ド
の
発
売
・
運
営
等
を
D
M
O
が
担
っ

て
い
る
。

ベ
ー
ト
後
か
ら
カ
ー
ド
の
使
用
上
限
時
間

（
24
時
間
券
で
あ
れ
ば
、
24
時
間
）
が
過
ぎ

る
と
、
カ
ー
ド
の
機
能
が
自
動
的
に
停
止
さ

れ
る
仕
組
み
だ
。
ま
た
、
ア
プ
リ
に
お
い
て

は
、
ア
プ
リ
カ
ー
ド
の
二
次
元
コ
ー
ド
の
表

示
だ
け
で
な
く
、
特
典
提
供
施
設
・
体
験
の

紹
介
や
M
A
P
上
で
の
表
示
、
お
気
に
入
り

施
設
・
体
験
の
保
存
と
い
っ
た
機
能
を
有
し

を
引
き
続
き
検
証
し
て
い
く
予
定
だ
。

　
こ
こ
ま
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
取
り
組
み
状
況
及
び
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の

シ
ス
テ
ム
活
用
に
つ
い
て
述
べ
た
。
い
ず
れ

の
地
域
に
お
い
て
も
、
古
く
よ
り
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
提
供
を
通
じ
、
旅
行
者
の
利
便
性

向
上
に
努
め
て
き
た
が
、今
日
に
お
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
取
り
組
み
を
ベ
ー
ス
に
、
独
自
の

手
法
で
旅
行
者
の
行
動
を
補
足
す
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
い
た
。ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利
用
状
況
か
ら
混
雑
の
可

視
化
や
旅
行
者
行
動
の
把
握
を
試
み
て
お

り
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
い
て
は
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
、
訪
問
者
数
の

事
前
把
握
の
精
度
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
来
訪
者
の
行
動
を
正
確
に

捕
捉
す
る
こ
と
で
、
地
域
側
で
は
事
前
の
準

備
が
可
能
と
な
る
他
、
来
訪
し
て
い
る
ま
た

は
来
訪
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
人
々
へ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
な
こ
と
か

ら
、
今
後
は
来
訪
者
の
適
切
な
「
誘
導
」
に

関
す
る
施
策
が
さ
ら
に
展
開
さ
れ
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

3
．ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で

展
開
さ
れ
る

「I am
sterdam

C
ity C

ard
」

　
今
回
の
視
察
か
ら
、
観
光
地
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
科
学
的
な
領
域
へ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
い
る
こ
と
を
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
と
い
う
切
り

口
か
ら
学
び
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
一

連
の
取
り
組
み
は
、
国
内
の
観
光
地
に
お
い

て
も
大
い
に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
無
論
、

両
地
域
の
「
事
例
」
は
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を

含
む
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
議
論
の
ス

ト
ッ
ク
と
連
続
性
が
あ
り
、
現
在
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
が
必
要
で

あ
る
。

内容特典種別
① 美術館、博物館、観光施設

② 公共交通機関

③ 運河クルーズ

④ 自転車レンタル

24時間券（1日分）

48時間券（2日分）

72時間券（3日分）

96時間券（4日分）

120時間券（5日分）

60ユーロ

80ユーロ

100ユーロ

115ユーロ

125ユーロ

70を超える美術館や観光施設等の入場無料／割引等

地下鉄、路面電車、バス、フェリーなど、市内全域の公共交通機関の無料乗車

アムステルダム市内の運河クルーズ体験が１回無料

レンタサイクル１日利用券の無料提供

種別 価格

‒❸シティカードをベースにした観光地マネジメントの実践3

第264号 February 202561
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2
2
2
22
2
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2
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2
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再 校



運
用
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
住
民
に

お
い
て
は
事
前
登
録
及
び
支
払
い
義
務
は
発

生
し
な
い
が
、
宿
泊
客
に
お
い
て
は
、
支
払

い
義
務
は
発
生
し
な
い
も
の
の
、V

en
ezia 

U
n
ica

シ
ス
テ
ム
上
で
の
事
前
登
録
が
必

要
と
な
り
、
宿
泊
客
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
る
バ
ウ
チ
ャ
ー
が
発
行
さ
れ
る
。

　
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
の
資
料
に
よ
る
と
、
ア

ク
セ
ス
フ
ィ
ー
の
実
証
の
成
果
と
し
て
、

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
島
内
に
い
つ
、
ど
ん
な
人

が
ど
れ
く
ら
い
訪
れ
る
か
」
の
事
前
の
把
握

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
島
内
の
清
掃
や
警
備
等
の
計
画

を
立
て
る
上
で
有
効
な
デ
ー
タ
が
入
手
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
事
前
の

訪
問
者
数
の
把
握
」が
可
能
と
な
っ
た
の
も
、

従
前
よ
りV

en
ezia U

n
ica

の
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
こ
と
が
大
き

い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
の
実
証
は

2
0
2
5
年
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
対
象
期
間
は
54
日
間

に
拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
、
支
払
い
額
は
事

前
登
録
を
訪
問
日
の
4
日
前
ま
で
に
行
う
と

5
ユ
ー
ロ
、
訪
問
日
前
3
日
以
内
で
の
登
録

の
場
合
は
10
ユ
ー
ロ
と
傾
斜
を
つ
け
、
訪
問

者
の
事
前
把
握
の
精
度
向
上
や
ア
ク
セ
ス

フ
ィ
ー
徴
収
に
よ
る
訪
問
者
数
の
影
響
な
ど

　
こ
こ
で
少
し
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
経
由
し

て
得
た
デ
ー
タ
の
活
用
に
関
連
し
た
話
題
を

ひ
と
つ
紹
介
し
た
い
。
先
に
述
べ
た
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
を
経
由
し
て
得
た
旅
行
者
動
態
等
の

デ
ー
タ
は
、
D
M
O
で
あ
るam

sterd
am
 

&
 p
artn

ers

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ

と
し
て
の
活
用
に
留
ま
ら
ず
、
同
D
M
O
が

提
供
す
る
デ
ー
タ
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
で
あ
る

「V
isito

r In
sigh
t

」
に
お
い
て
、
そ
の
集

計
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
観
光
振
興
を

行
う
上
で
、
デ
ー
タ
を
も
と
に
戦
略
立
案
を

行
う
必
要
性
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り

で
は
あ
る
が
、
近
年
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
関
連

デ
ー
タ
を
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
形
で
集
約

し
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
閲
覧
・

分
析
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備
を

進
め
る
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

V
isito

r In
sigh
t

も
そ
の
一
例
と
な
る
が
、

特
徴
的
な
の
は
、
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
ア
ク

セ
ス
権
限
が
多
層
的
だ
と
い
う
点
だ
。

V
isito

r In
sigh
t

は
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の

デ
ー
タ
に
加
え
、
市
内
宿
泊
者
数
や
ス
キ

ポ
ー
ル
空
港
の
到
着
人
数
、
観
光
関
連
施
設

の
来
訪
者
数
、
国
際
会
議
開
催
数
等
、
公
的

な
統
計
デ
ー
タ
か
ら
民
間
施
設
の
提
供
デ
ー

タ
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
観
光
関
連
デ
ー
タ
を
集

約
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
閲
覧
す

る
に
あ
た
り
、
ア
ク
セ
ス
権
限
が
①
す
べ
て

の
人
、②
D
M
O
会
員
、③
デ
ー
タ
提
供
施
設

の
3
層
に
分
か
れ
て
い
る
。①
す
べ
て
の
人

に
お
い
て
は
、宿
泊
者
数
や
空
港
到
着
人
数
、

観
光
関
連
施
設
訪
問
者
数
と
い
っ
た
デ
ー
タ

の
総
集
計
結
果
の
閲
覧
が
可
能
と
な
り
、②

D
M
O
会
員
に
お
い
て
は
、①
の
閲
覧
権
限

に
加
え
、
各
デ
ー
タ
の
月
別
集
計
や
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
利
用
デ
ー
タ
、
国
際
会
議
数
等
の

閲
覧
が
可
能
と
な
り
、③
デ
ー
タ
提
供
施
設

に
お
い
て
は
、②
の
閲
覧
権
限
に
加
え
、
施

設
別
の
詳
細
デ
ー
タ
の
閲
覧
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
ア
ク
セ
ス
権
限
を
多
層
的
に
し
て

い
る
の
は
、
幅
広
い
人
に
デ
ー
タ
を
公
開
す

る
こ
と
で
D
M
O
の
取
り
組
み
の
可
視
化
や

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
の
起
業
や
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
を
生
み
出
す
た
め
の
検
討
材
料
を
提
供

す
る
効
果
を
持
た
せ
つ
つ
、
詳
細
デ
ー
タ
を

限
定
的
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
D
M
O

会
員
と
し
て
の
特
典
や
各
施
設
に
よ
る
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
型
の
デ
ー
タ
提
供
に
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
て
も
ら
う
狙
い
が
あ
る
。
公
的
な
統
計

デ
ー
タ
の
み
な
ら
、
行
政
の
統
計
窓
口
か
ら

で
も
収
集
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
シ
テ
ィ

て
い
る
。

　
物
理
カ
ー
ド
の
裏
面
に
は
識
別
バ
ー
コ
ー

ド
が
印
字
、
ア
プ
リ
カ
ー
ド
は
ア
プ
リ
内
で

二
次
元
コ
ー
ド
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
、

各
施
設
で
は
こ
の
コ
ー
ド
を
ス
キ
ャ
ン
す
る

こ
と
で
、
カ
ー
ド
の
使
用
を
記
録
す
る
。
各

施
設
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
着
券
記
録
を

am
sterd

am
 &
 p
artn

ers
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
、
各
施
設
の
入
場
料
等
の
定
価
の

一
定
割
合
の
金
額
に
着
券
数
を
乗
じ
て
精
算

を
行
う
。
な
お
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
地
下

鉄
や
ト
ラ
ム
の
改
札
機
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
タ
ッ
チ
決
済
に
対
応
し
て
お
り
、
同
じ

改
札
機
で
、
ア
プ
リ
カ
ー
ド
及
び
物
理
カ
ー

ド
の
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

I am
sterdam

 C
ity C

ard

は
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
の
D
M
O
で
あ
るam
sterdam

 

&
 partners

が
企
画
・
発
売
・
運
営
を
行
っ

て
い
る
。
D
M
O
が
運
営
を
担
う
意
図
と
し

て
は
、
か
つ
て
は
旅
行
者
の
利
便
性
向
上
及

び
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
の
側
面
が
強

か
っ
た
が
、
今
日
的
に
は
、
観
光
地
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
側
面
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
視
点
で
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
促
進

す
る
狙
い
は
、①
中
小
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
美

術
館
、
博
物
館
等
）
訪
問
推
奨
に
よ
る
滞
在

促
進
、②
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利
用
を
通
じ
た
旅

行
者
行
動
の
把
握
の
2
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
オ
ラ
ン
ダ
独
自
の

建
築
物
や
美
術
、
精
巧
に
整
備
さ
れ
た
運
河

な
ど
が
世
界
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
多
さ
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
中
心
エ
リ
ア
だ

け
で
70
を
超
え
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
集
結
し

て
い
る
。
一
方
、
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
や
ア
ン
ネ
・

フ
ラ
ン
ク
の
家
等
、
人
気
施
設
へ
の
需
要
が

集
中
し
て
い
る
他
、
特
定
の
曜
日
・
時
間
に

混
雑
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と

は
、
旅
行
者
に
対
し
、
著
名
な
施
設
だ
け
で

な
く
、
中
小
の
施
設
や
体
験
の
「
選
択
肢
」

を
提
供
す
る
こ
と
と
同
義
と
な
る
。
ま
た
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
購
入
時
に
提
供
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
、
ア
プ
リ
内
で
の
施
設
・
モ
デ
ル

ル
ー
ト
紹
介
、
ア
プ
リ
で
の
お
す
す
め
情
報

の
プ
ッ
シ
ュ
通
知
等
を
通
じ
、
中
小
の
施
設

や
体
験
の
魅
力
、
混
雑
時
間
帯
等
の
情
報
を

訪
問
者
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
旅
行
者
に
ダ

イ
レ
ク
ト
に
行
動
変
容
を
促
す
こ
と
も
試
行

さ
れ
て
い
る
。am
sterdam

 &
 partners

の
D
M
O
と
し
て
の
取
組
目
標
の
ひ
と
つ

に
「E

ncourage dispersion

（
＝
分
散
の

促
進
）」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
著
名
な

施
設
以
外
の
来
訪
も
促
す
こ
と
は

am
sterdam

 &
 partners

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
そ

の
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
現
時
点
で
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利

用
促
進
に
よ
る
混
雑
解
消
や
分
散
化
効
果

の
発
現
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
利
用
者
の
中
小
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
訪
問
者
数
は
伸
び
て
お
り
、
訪

問
者
の
滞
在
促
進
に
一
定
の
効
果
を
生
ん

で
い
る
。

　
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
購
入
や
ア
ク
テ
ィ

ベ
ー
ト
、
着
券
等
の
記
録
か
ら
、
旅
行
者

動
態
に
関
す
る
様
々
な
デ
ー
タ
を
把
握
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、am

sterd
am
 &
 

p
artn

ers

で
は
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
様
々
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
が
購
入
及
び
ア
ク
テ
ィ

ベ
ー
ト
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
、

曜
日
や
時
間
帯
を
分
析
し
、
旅
行
者
の
旅

行
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
購
入
と
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
ト
の
時
間
差
か

ら
、
ど
れ
く
ら
い
前
に
旅
程
が
決
ま
っ
て
い

る
か
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、
各

施
設
で
の
カ
ー
ド
の
着
券
記
録
に
よ
り
、
需

要
が
集
中
す
る
曜
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
可

視
化
す
る
と
と
も
に
、「
ど
の
よ
う
な
旅
程

を
辿
っ
て
い
る
か
」「
ど
の
く
ら
い
の
施
設

を
周
遊
し
て
い
る
か
」「
ど
の
エ
リ
ア
や
ど

の
よ
う
な
施
設
に
需
要
が
集
中
し
て
い
る

か
」
と
い
っ
た
旅
行
動
態
を
把
握
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
混
雑
状
況
を
加
味
し
た
お
す
す
め

訪
問
時
間
帯
や
ス
ポ
ッ
ト
等
に
関
す
る
プ
ッ

シ
ュ
通
知
を
特
定
の
利
用
者
に
送
付
す
る
こ

と
で
、
旅
行
者
の
行
動
が
ど
う
変
わ
る
か
の

A
／
B
テ
ス
ト
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
提

供
を
通
じ
て
、
旅
行
者
行
動
の
全
容
の
把
握

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
カ
ー
ド
利

用
者
に
は
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
が
配
信
さ
れ
て

お
り
、
カ
ー
ド
利
用
及
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

滞
在
に
関
す
る
満
足
度
や
課
題
を
調
査
し
、

事
業
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
1
9
8
2
年
よ
り

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
発
売
が
開
始
さ
れ
、
現
在

は
「I am

sterd
am
 C
ity C

ard

」
と
い
う

名
称
で
主
に
国
外
か
ら
の
来
訪
者
を
対
象
に

展
開
さ
れ
て
い
る
。
特
典
内
容
は
美
術
館
や

博
物
館
の
入
場
特
典
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
、
運
河
ク
ル
ー
ズ
、
自
転
車
レ
ン
タ
ル
等

で
構
成
さ
れ
て
お
り
（
表
1
）、
カ
ー
ド
は

24
時
間
券
〜
1
2
0
時
間
券
の
5
種
類
で
発

売
さ
れ
て
い
る
（
表
2
）。
ま
た
、
カ
ー
ド

は
ア
プ
リ
カ
ー
ド
と
物
理
カ
ー
ド
の
い
ず
れ

か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
プ
リ

カ
ー
ド
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
専
用
ア
プ

リ
で
購
入
が
可
能
で
、
カ
ー
ド
購
入
後
に

メ
ー
ル
で
送
ら
れ
る
認
証
番
号
を
専
用
ア

プ
リ
に
入
力
し
、
開
始
ボ
タ
ン
を
押
下
す

る
こ
と
で
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
ト
さ
れ
る
。
物

理
カ
ー
ド
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
駅
の

I am
sterd

am

シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
、最
初
の
施
設
で
使
用
を
開
始（
＝

ス
キ
ャ
ン
）
し
た
瞬
間
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー

ト
さ
れ
る
。い
ず
れ
の
カ
ー
ド
も
、ア
ク
テ
ィ

② 

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利
用
を
通
じ
た

旅
行
者
行
動
の
把
握

5
．デ
ー
タ
は

「
特
典
」と
し
て
の

効
果
も

カ
ー
ド
の
デ
ー
タ
の
よ
う
な
旅
行
者
の
動
き

を
捕
捉
す
る
デ
ー
タ
は
、
事
業
者
個
人
で
は

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
有
意

義
な
「
特
典
」
と
し
て
の
効
果
を
持
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
関
係
構
築
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
視
点
に

お
い
て
も
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
か
ら
取
得
で
き

る
デ
ー
タ
は
一
定
の
意
義
を
持
っ
て
い
る
と

言
え
る
。

　
今
回
の
視
察
で
訪
問
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
お
い
て
は
、
1
9
9
7
年
よ
り
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は

「V
en
ice C

o
n
n
ected

」
や
「V

en
ice 

C
ard

」
と
い
う
名
称
で
展
開
さ
れ
た
が
、

2
0
1
3
年
よ
り
現
在
ま
で
「V

enezia 

U
nica C

ity P
ass

」
と
い
う
名
称
で
展
開

さ
れ
、
島
内
の
交
通
機
関
の
利
用
や
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
入
場
、
公
衆
ト
イ
レ
の
使
用
等
の

特
典
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
初
期
に
お
い
て

は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
島
内
の
チ
ケ
ッ
ト
オ

フ
ィ
ス
で
カ
ー
ド
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
っ

た
が
、V

en
ezia U

n
ica

の
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
か
ら
は
、
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
購

入
可
能
な
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
、
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
使
用
期
間

や
オ
プ
シ
ョ
ン
を
選
択
し
、
決
済
を
す
る
こ

と
で
、
メ
ー
ル
に
て
二
次
元
コ
ー
ド
型
の
バ

ウ
チ
ャ
ー
が
送
付
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。　

さ
て
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
と
並
び
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
発
生

し
て
い
る
地
と
し
て
著
名
だ
が
、
2
0
2
4

年
の
4
〜
7
月
の
29
日
間
に
「
ア
ク
セ
ス

フ
ィ
ー
（
＝
入
島
料
）」
を
徴
収
す
る
実
証
的

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
注
目
を
浴

び
た
。
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
へ
の
日
帰
り
訪
問
客
を
対
象
に
5
ユ
ー
ロ

を
徴
収
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
施
策
自
体
の
詳
細
な
説
明

は
割
愛
す
る
が
、
特
筆
す
べ
き
点
は
、
ア
ク

セ
ス
フ
ィ
ー
の
徴
収
をV

en
ezia U

n
ica

の
シ
ス
テ
ム
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問
者
は
、
自
身
で

事
前
にV

en
ezia U

n
ica

の
シ
ス
テ
ム
上

で
属
性
情
報
や
訪
問
予
定
日
を
登
録
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
決
済
を
行
う
形
で
ア
ク
セ
ス

フ
ィ
ー
を
支
払
う
。
決
済
完
了
後
は
訪
問
者

に
バ
ウ
チ
ャ
ー
が
発
行
さ
れ
、
実
際
の
訪
問

時
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
島
内
で
待
機
し
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
に
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
掲
示
す
る
こ
と

で
、
支
払
い
の
確
認
が
な
さ
れ
る
と
い
っ
た

　
D
M
O
の
「
M
」
は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

と
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
二
重
の
意
味
を
持

つ
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
進
展
等
に
よ
る
顧
客
の
行
動
変
化

や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社
会
環
境
の
変
化
を
背

景
に
、地
域
が
重
視
す
べ
き
取
り
組
み
は「
顧

客
を
ど
の
よ
う
に
獲
得
す
る
か
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
か
ら
「
ど
の
よ
う
に
良
質
な
経

験
を
創
造
し
続
け
る
か
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

へ
移
行
し
始
め
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
別
個
の
概
念
で
は
な
い

も
の
の
、
筆
者
が
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
訪
れ
た

欧
米
豪
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
や

研
究
者
に
お
い
て
、
同
様
の
見
解
を
見
聞
き

し
て
き
た
。

　
そ
の
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
代
表
さ
れ
る

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
に
、「
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
欧
州
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
古
く
か
ら
こ
の
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
同
カ
ー
ド
を

通
じ
た
旅
行
者
の
利
便
性
向
上
や
旅
行
者
行

動
・
満
足
度
の
把
握
等
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
自
主
事
業
、
受
託
業
務

を
通
じ
D
M
O
の
運
営
・
取
り
組
み
支
援
に

携
わ
っ
て
き
た
経
験
や
、
国
内
外
の
D
M
O

や
リ
ゾ
ー
ト
で
の
取
り
組
み
を
見
聞
き
し
た

経
験
か
ら
、
今
日
的
な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
あ
り
方
を
整
理
す
る
必
要
性
を
感
じ
て

お
り
、
そ
の
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
旅
行
者
向
け
カ
ー
ド

の
取
り
組
み
に
以
前
か
ら
関
心
を
持
っ
て
い

た
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
欧
州
の
中
で
も
先
進

的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
着
目
し
、
取
り
組

み
の
最
前
線
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
と
も

に
、
併
せ
て
訪
問
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お

け
る
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
を
基
軸
と

し
た
独
自
の
施
策
展
開
に
つ
い
て
一
部
紹
介

す
る
。　

な
お
、
本
稿
は
、
前
述
の
内
容
に
つ
い
て
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
D
M
O
「am

sterd
am
 

&
 p
artn

ers

」
及
び
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市

役
所
」、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
の
1
0
0
%
子
会

社
で
交
通
機
関
や
イ
ベ
ン
ト
運
営
等
を
行
う

「V
E
.L
A
. S
.p
.A
.

」
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た

内
容
や
現
地
で
視
察
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

公
表
資
料
等
を
ベ
ー
ス
に
再
整
理
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

2
．
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
と
は

　
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
、
欧
州
等
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
来
訪
者
の
利
便
性
を
高
め
る

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い

る
、特
典
付
き
の
周
遊
パ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

カ
ー
ド
1
枚
で
提
携
施
設
の
入
場
料
や
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
無
料
ま
た
は
割
引
に
な
る

他
、
公
共
交
通
の
無
料
乗
車
や
観
光
施
設
等

の
優
先
入
場
と
い
っ
た
特
典
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
欧
州
で
は
1
9
7
0
〜
8
0
年
代

頃
か
ら
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
、現
在
、

欧
州
だ
け
で
も
40
ほ
ど
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
欧
州

内
で
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
導
入
地
域
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
関
す
る
調
査
研
究
の
発
表

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
の
機
会
が
定
期
的
に

設
け
ら
れ
る
等
、
欧
州
内
で
も
シ
テ
ィ
カ
ー

ド
の
取
り
組
み
は
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
導
入
地
域
の
多
く
は
、

カ
ー
ド
の
発
売
・
運
営
等
を
D
M
O
が
担
っ

て
い
る
。

ベ
ー
ト
後
か
ら
カ
ー
ド
の
使
用
上
限
時
間

（
24
時
間
券
で
あ
れ
ば
、
24
時
間
）
が
過
ぎ

る
と
、
カ
ー
ド
の
機
能
が
自
動
的
に
停
止
さ

れ
る
仕
組
み
だ
。
ま
た
、
ア
プ
リ
に
お
い
て

は
、
ア
プ
リ
カ
ー
ド
の
二
次
元
コ
ー
ド
の
表

示
だ
け
で
な
く
、
特
典
提
供
施
設
・
体
験
の

紹
介
や
M
A
P
上
で
の
表
示
、
お
気
に
入
り

施
設
・
体
験
の
保
存
と
い
っ
た
機
能
を
有
し

を
引
き
続
き
検
証
し
て
い
く
予
定
だ
。

　
こ
こ
ま
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
取
り
組
み
状
況
及
び
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の

シ
ス
テ
ム
活
用
に
つ
い
て
述
べ
た
。
い
ず
れ

の
地
域
に
お
い
て
も
、
古
く
よ
り
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
提
供
を
通
じ
、
旅
行
者
の
利
便
性

向
上
に
努
め
て
き
た
が
、今
日
に
お
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
取
り
組
み
を
ベ
ー
ス
に
、
独
自
の

手
法
で
旅
行
者
の
行
動
を
捕
捉
す
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
い
た
。ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利
用
状
況
か
ら
混
雑
の
可

視
化
や
旅
行
者
行
動
の
把
握
を
試
み
て
お

り
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
い
て
は
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
、
訪
問
者
数
の

事
前
把
握
の
精
度
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
来
訪
者
の
行
動
を
正
確
に

捕
捉
す
る
こ
と
で
、
地
域
側
で
は
事
前
の
準

備
が
可
能
と
な
る
他
、
来
訪
し
て
い
る
ま
た

は
来
訪
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
人
々
へ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
な
こ
と
か

ら
、
今
後
は
来
訪
者
の
適
切
な
「
誘
導
」
に

関
す
る
施
策
が
さ
ら
に
展
開
さ
れ
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

4
．ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
お
け
る

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
意
義

① 

中
小
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
等
の

訪
問
推
奨
に
よ
る
滞
在
促
進

　
今
回
の
視
察
か
ら
、
観
光
地
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
科
学
的
な
領
域
へ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
い
る
こ
と
を
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
と
い
う
切
り

口
か
ら
学
び
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
一

連
の
取
り
組
み
は
、
国
内
の
観
光
地
に
お
い

て
も
大
い
に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
無
論
、

両
地
域
の
「
事
例
」
は
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を

含
む
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
議
論
の
ス

ト
ッ
ク
と
連
続
性
が
あ
り
、
現
在
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
が
必
要
で

あ
る
。

6
．ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
と

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
関
係

‒❸シティカードをベースにした観光地マネジメントの実践3
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運
用
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
住
民
に

お
い
て
は
事
前
登
録
及
び
支
払
い
義
務
は
発

生
し
な
い
が
、
宿
泊
客
に
お
い
て
は
、
支
払

い
義
務
は
発
生
し
な
い
も
の
の
、V

en
ezia 

U
n
ica

シ
ス
テ
ム
上
で
の
事
前
登
録
が
必

要
と
な
り
、
宿
泊
客
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
る
バ
ウ
チ
ャ
ー
が
発
行
さ
れ
る
。

　
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
の
資
料
に
よ
る
と
、
ア

ク
セ
ス
フ
ィ
ー
の
実
証
の
成
果
と
し
て
、

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
島
内
に
い
つ
、
ど
ん
な
人

が
ど
れ
く
ら
い
訪
れ
る
か
」
の
事
前
の
把
握

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
島
内
の
清
掃
や
警
備
等
の
計
画

を
立
て
る
上
で
有
効
な
デ
ー
タ
が
入
手
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
事
前
の

訪
問
者
数
の
把
握
」が
可
能
と
な
っ
た
の
も
、

従
前
よ
りV

en
ezia U

n
ica

の
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
こ
と
が
大
き

い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
の
実
証
は

2
0
2
5
年
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
対
象
期
間
は
54
日
間

に
拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
、
支
払
い
額
は
事

前
登
録
を
訪
問
日
の
4
日
前
ま
で
に
行
う
と

5
ユ
ー
ロ
、
訪
問
日
前
3
日
以
内
で
の
登
録

の
場
合
は
10
ユ
ー
ロ
と
傾
斜
を
つ
け
、
訪
問

者
の
事
前
把
握
の
精
度
向
上
や
ア
ク
セ
ス

フ
ィ
ー
徴
収
に
よ
る
訪
問
者
数
の
影
響
な
ど

　
こ
こ
で
少
し
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
経
由
し

て
得
た
デ
ー
タ
の
活
用
に
関
連
し
た
話
題
を

ひ
と
つ
紹
介
し
た
い
。
先
に
述
べ
た
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
を
経
由
し
て
得
た
旅
行
者
動
態
等
の

デ
ー
タ
は
、
D
M
O
で
あ
るam

sterd
am
 

&
 p
artn

ers

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ

と
し
て
の
活
用
に
留
ま
ら
ず
、
同
D
M
O
が

提
供
す
る
デ
ー
タ
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
で
あ
る

「V
isito

r In
sigh
t

」
に
お
い
て
、
そ
の
集

計
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
観
光
振
興
を

行
う
上
で
、
デ
ー
タ
を
も
と
に
戦
略
立
案
を

行
う
必
要
性
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り

で
は
あ
る
が
、
近
年
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
関
連

デ
ー
タ
を
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
形
で
集
約

し
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
閲
覧
・

分
析
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備
を

進
め
る
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

V
isito

r In
sigh
t

も
そ
の
一
例
と
な
る
が
、

特
徴
的
な
の
は
、
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
ア
ク

セ
ス
権
限
が
多
層
的
だ
と
い
う
点
だ
。

V
isito

r In
sigh
t

は
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の

デ
ー
タ
に
加
え
、
市
内
宿
泊
者
数
や
ス
キ

ポ
ー
ル
空
港
の
到
着
人
数
、
観
光
関
連
施
設

の
来
訪
者
数
、
国
際
会
議
開
催
数
等
、
公
的

な
統
計
デ
ー
タ
か
ら
民
間
施
設
の
提
供
デ
ー

タ
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
観
光
関
連
デ
ー
タ
を
集

約
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
閲
覧
す

る
に
あ
た
り
、
ア
ク
セ
ス
権
限
が
①
す
べ
て

の
人
、②
D
M
O
会
員
、③
デ
ー
タ
提
供
施
設

の
3
層
に
分
か
れ
て
い
る
。①
す
べ
て
の
人

に
お
い
て
は
、宿
泊
者
数
や
空
港
到
着
人
数
、

観
光
関
連
施
設
訪
問
者
数
と
い
っ
た
デ
ー
タ

の
総
集
計
結
果
の
閲
覧
が
可
能
と
な
り
、②

D
M
O
会
員
に
お
い
て
は
、①
の
閲
覧
権
限

に
加
え
、
各
デ
ー
タ
の
月
別
集
計
や
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
利
用
デ
ー
タ
、
国
際
会
議
数
等
の

閲
覧
が
可
能
と
な
り
、③
デ
ー
タ
提
供
施
設

に
お
い
て
は
、②
の
閲
覧
権
限
に
加
え
、
施

設
別
の
詳
細
デ
ー
タ
の
閲
覧
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
ア
ク
セ
ス
権
限
を
多
層
的
に
し
て

い
る
の
は
、
幅
広
い
人
に
デ
ー
タ
を
公
開
す

る
こ
と
で
D
M
O
の
取
り
組
み
の
可
視
化
や

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
の
起
業
や
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
を
生
み
出
す
た
め
の
検
討
材
料
を
提
供

す
る
効
果
を
持
た
せ
つ
つ
、
詳
細
デ
ー
タ
を

限
定
的
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
D
M
O

会
員
と
し
て
の
特
典
や
各
施
設
に
よ
る
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
型
の
デ
ー
タ
提
供
に
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
て
も
ら
う
狙
い
が
あ
る
。
公
的
な
統
計

デ
ー
タ
の
み
な
ら
、
行
政
の
統
計
窓
口
か
ら

で
も
収
集
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
シ
テ
ィ

て
い
る
。

　
物
理
カ
ー
ド
の
裏
面
に
は
識
別
バ
ー
コ
ー

ド
が
印
字
、
ア
プ
リ
カ
ー
ド
は
ア
プ
リ
内
で

二
次
元
コ
ー
ド
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
、

各
施
設
で
は
こ
の
コ
ー
ド
を
ス
キ
ャ
ン
す
る

こ
と
で
、
カ
ー
ド
の
使
用
を
記
録
す
る
。
各

施
設
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
着
券
記
録
を

am
sterd

am
 &
 p
artn

ers

に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
、
各
施
設
の
入
場
料
等
の
定
価
の

一
定
割
合
の
金
額
に
着
券
数
を
乗
じ
て
精
算

を
行
う
。
な
お
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
地
下

鉄
や
ト
ラ
ム
の
改
札
機
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
タ
ッ
チ
決
済
に
対
応
し
て
お
り
、
同
じ

改
札
機
で
、
ア
プ
リ
カ
ー
ド
及
び
物
理
カ
ー

ド
の
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

I am
sterdam

 C
ity C

ard

は
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
の
D
M
O
で
あ
るam

sterdam
 

&
 partners

が
企
画
・
発
売
・
運
営
を
行
っ

て
い
る
。
D
M
O
が
運
営
を
担
う
意
図
と
し

て
は
、
か
つ
て
は
旅
行
者
の
利
便
性
向
上
及

び
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
の
側
面
が
強

か
っ
た
が
、
今
日
的
に
は
、
観
光
地
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
側
面
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
視
点
で
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
促
進

す
る
狙
い
は
、①
中
小
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
美

術
館
、
博
物
館
等
）
訪
問
推
奨
に
よ
る
滞
在
の

促
進
、②
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利
用
を
通
じ
た
旅

行
者
行
動
の
把
握
の
2
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
オ
ラ
ン
ダ
独
自
の

建
築
物
や
美
術
、
精
巧
に
整
備
さ
れ
た
運
河

な
ど
が
世
界
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
多
さ
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
中
心
エ
リ
ア
だ

け
で
70
を
超
え
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
集
結
し

て
い
る
。
一
方
、
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
や
ア
ン
ネ
・

フ
ラ
ン
ク
の
家
等
、
人
気
施
設
へ
の
需
要
が

集
中
し
て
い
る
他
、
特
定
の
曜
日
・
時
間
に

混
雑
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と

は
、
旅
行
者
に
対
し
、
著
名
な
施
設
だ
け
で

な
く
、
中
小
の
施
設
や
体
験
の
「
選
択
肢
」

を
提
供
す
る
こ
と
と
同
義
と
な
る
。
ま
た
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
購
入
時
に
提
供
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
、
ア
プ
リ
内
で
の
施
設
・
モ
デ
ル

ル
ー
ト
紹
介
、
ア
プ
リ
で
の
お
す
す
め
情
報

の
プ
ッ
シ
ュ
通
知
等
を
通
じ
、
中
小
の
施
設

や
体
験
の
魅
力
、
混
雑
時
間
帯
等
の
情
報
を

訪
問
者
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
旅
行
者
に
ダ

イ
レ
ク
ト
に
行
動
変
容
を
促
す
こ
と
も
試
行

さ
れ
て
い
る
。am

sterdam
 &
 partners

の
D
M
O
と
し
て
の
取
組
目
標
の
ひ
と
つ

に
「E

ncourage dispersion

（
＝
分
散
の

促
進
）」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
著
名
な

施
設
以
外
の
来
訪
も
促
す
こ
と
は

am
sterdam

 &
 partners

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
そ

の
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
現
時
点
で
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利

用
促
進
に
よ
る
混
雑
解
消
や
分
散
化
効
果

の
発
現
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
利
用
者
の
中
小
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
訪
問
者
数
は
伸
び
て
お
り
、
訪

問
者
の
滞
在
促
進
に
一
定
の
効
果
を
生
ん

で
い
る
。

　
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
購
入
や
ア
ク
テ
ィ

ベ
ー
ト
、
着
券
等
の
記
録
か
ら
、
旅
行
者

動
態
に
関
す
る
様
々
な
デ
ー
タ
を
把
握
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、am

sterd
am
 &
 

p
artn

ers

で
は
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
様
々
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
が
購
入
及
び
ア
ク
テ
ィ

ベ
ー
ト
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
、

曜
日
や
時
間
帯
を
分
析
し
、
旅
行
者
の
旅

行
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
購
入
と
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
ト
の
時
間
差
か

ら
、
ど
れ
く
ら
い
前
に
旅
程
が
決
ま
っ
て
い

る
か
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、
各

施
設
で
の
カ
ー
ド
の
着
券
記
録
に
よ
り
、
需

要
が
集
中
す
る
曜
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
可

視
化
す
る
と
と
も
に
、「
ど
の
よ
う
な
旅
程

を
辿
っ
て
い
る
か
」「
ど
の
く
ら
い
の
施
設

を
周
遊
し
て
い
る
か
」「
ど
の
エ
リ
ア
や
ど

の
よ
う
な
施
設
に
需
要
が
集
中
し
て
い
る

か
」
と
い
っ
た
旅
行
動
態
を
把
握
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
混
雑
状
況
を
加
味
し
た
お
す
す
め

訪
問
時
間
帯
や
ス
ポ
ッ
ト
等
に
関
す
る
プ
ッ

シ
ュ
通
知
を
特
定
の
利
用
者
に
送
付
す
る
こ

と
で
、
旅
行
者
の
行
動
が
ど
う
変
わ
る
か
の

A
／
B
テ
ス
ト
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
提

供
を
通
じ
て
、
旅
行
者
行
動
の
全
容
の
把
握

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
カ
ー
ド
利

用
者
に
は
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
が
配
信
さ
れ
て

お
り
、
カ
ー
ド
利
用
及
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

滞
在
に
関
す
る
満
足
度
や
課
題
を
調
査
し
、

事
業
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
1
9
8
2
年
よ
り

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
発
売
が
開
始
さ
れ
、
現
在

は
「I am

sterd
am
 C
ity C

ard

」
と
い
う

名
称
で
主
に
国
外
か
ら
の
来
訪
者
を
対
象
に

展
開
さ
れ
て
い
る
。
特
典
内
容
は
美
術
館
や

博
物
館
の
入
場
特
典
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
、
運
河
ク
ル
ー
ズ
、
自
転
車
レ
ン
タ
ル
等

で
構
成
さ
れ
て
お
り
（
表
1
）、
カ
ー
ド
は

24
時
間
券
〜
1
2
0
時
間
券
の
5
種
類
で
発

売
さ
れ
て
い
る
（
表
2
）。
ま
た
、
カ
ー
ド

は
ア
プ
リ
カ
ー
ド
と
物
理
カ
ー
ド
の
い
ず
れ

か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
プ
リ

カ
ー
ド
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
専
用
ア
プ

リ
で
購
入
が
可
能
で
、
カ
ー
ド
購
入
後
に

メ
ー
ル
で
送
ら
れ
る
認
証
番
号
を
専
用
ア

プ
リ
に
入
力
し
、
開
始
ボ
タ
ン
を
押
下
す

る
こ
と
で
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
ト
さ
れ
る
。
物

理
カ
ー
ド
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
駅
の

I am
sterd

am

シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
、最
初
の
施
設
で
使
用
を
開
始（
＝

ス
キ
ャ
ン
）
し
た
瞬
間
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー

ト
さ
れ
る
。い
ず
れ
の
カ
ー
ド
も
、ア
ク
テ
ィ

② 

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利
用
を
通
じ
た

旅
行
者
行
動
の
把
握

5
．デ
ー
タ
は

「
特
典
」と
し
て
の

効
果
も

カ
ー
ド
の
デ
ー
タ
の
よ
う
な
旅
行
者
の
動
き

を
捕
捉
す
る
デ
ー
タ
は
、
事
業
者
個
人
で
は

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
有
意

義
な
「
特
典
」
と
し
て
の
効
果
を
持
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
関
係
構
築
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
視
点
に

お
い
て
も
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
か
ら
取
得
で
き

る
デ
ー
タ
は
一
定
の
意
義
を
持
っ
て
い
る
と

言
え
る
。

　
今
回
の
視
察
で
訪
問
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
お
い
て
は
、
1
9
9
7
年
よ
り
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は

「V
en
ice C

o
n
n
ected

」
や
「V

en
ice 

C
ard

」
と
い
う
名
称
で
展
開
さ
れ
た
が
、

2
0
1
3
年
よ
り
現
在
ま
で
「V

enezia 

U
nica C

ity P
ass

」
と
い
う
名
称
で
展
開

さ
れ
、
島
内
の
交
通
機
関
の
利
用
や
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
入
場
、
公
衆
ト
イ
レ
の
使
用
等
の

特
典
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
初
期
に
お
い
て

は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
島
内
の
チ
ケ
ッ
ト
オ

フ
ィ
ス
で
カ
ー
ド
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
っ

た
が
、V

en
ezia U

n
ica

の
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
か
ら
は
、
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
購

入
可
能
な
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
、
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
使
用
期
間

や
オ
プ
シ
ョ
ン
を
選
択
し
、
決
済
を
す
る
こ

と
で
、
メ
ー
ル
に
て
二
次
元
コ
ー
ド
型
の
バ

ウ
チ
ャ
ー
が
送
付
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。　

さ
て
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
と
並
び
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
発
生

し
て
い
る
地
と
し
て
著
名
だ
が
、
2
0
2
4

年
の
4
〜
7
月
の
29
日
間
に
「
ア
ク
セ
ス

フ
ィ
ー
（
＝
入
島
料
）」
を
徴
収
す
る
実
証
的

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
注
目
を
浴

び
た
。
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
へ
の
日
帰
り
訪
問
客
を
対
象
に
5
ユ
ー
ロ

を
徴
収
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
施
策
自
体
の
詳
細
な
説
明

は
割
愛
す
る
が
、
特
筆
す
べ
き
点
は
、
ア
ク

セ
ス
フ
ィ
ー
の
徴
収
をV

en
ezia U

n
ica

の
シ
ス
テ
ム
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問
者
は
、
自
身
で

事
前
にV

en
ezia U

n
ica

の
シ
ス
テ
ム
上

で
属
性
情
報
や
訪
問
予
定
日
を
登
録
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
決
済
を
行
う
形
で
ア
ク
セ
ス

フ
ィ
ー
を
支
払
う
。
決
済
完
了
後
は
訪
問
者

に
バ
ウ
チ
ャ
ー
が
発
行
さ
れ
、
実
際
の
訪
問

時
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
島
内
で
待
機
し
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
に
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
掲
示
す
る
こ
と

で
、
支
払
い
の
確
認
が
な
さ
れ
る
と
い
っ
た

　
D
M
O
の
「
M
」
は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

と
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
二
重
の
意
味
を
持

つ
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
進
展
等
に
よ
る
顧
客
の
行
動
変
化

や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社
会
環
境
の
変
化
を
背

景
に
、地
域
が
重
視
す
べ
き
取
り
組
み
は「
顧

客
を
ど
の
よ
う
に
獲
得
す
る
か
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
か
ら
「
ど
の
よ
う
に
良
質
な
経

験
を
創
造
し
続
け
る
か
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

へ
移
行
し
始
め
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
別
個
の
概
念
で
は
な
い

も
の
の
、
筆
者
が
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
訪
れ
た

欧
米
豪
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
や

研
究
者
に
お
い
て
、
同
様
の
見
解
を
見
聞
き

し
て
き
た
。

　
そ
の
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
代
表
さ
れ
る

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
に
、「
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
欧
州
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
古
く
か
ら
こ
の
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
同
カ
ー
ド
を

通
じ
た
旅
行
者
の
利
便
性
向
上
や
旅
行
者
行

動
・
満
足
度
の
把
握
等
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
の
自
主
事
業
、
受
託
業

務
を
通
じ
た
D
M
O
の
運
営
・
取
り
組
み
支

援
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
や
、
国
内
外
の

D
M
O
や
リ
ゾ
ー
ト
で
の
取
り
組
み
を
見
聞

き
し
た
経
験
か
ら
、
今
日
的
な
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
を
整
理
す
る
必
要
性
を

感
じ
て
お
り
、
そ
の
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
旅
行
者
向
け

カ
ー
ド
の
取
り
組
み
に
以
前
か
ら
関
心
を

持
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
欧
州
の
中
で
も
先
進

的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
着
目
し
、
取
り
組

み
の
最
前
線
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
と
も

に
、
併
せ
て
訪
問
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お

け
る
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
を
基
軸
と

し
た
独
自
の
施
策
展
開
に
つ
い
て
一
部
紹
介

す
る
。　

な
お
、
本
稿
は
、
前
述
の
内
容
に
つ
い
て
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
D
M
O
「am

sterd
am
 

&
 p
artn

ers

」
及
び
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市

役
所
」、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
の
1
0
0
%
子
会

社
で
交
通
機
関
や
イ
ベ
ン
ト
運
営
等
を
行
う

「V
E
.L
A
. S
.p
.A
.

」
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た

内
容
や
現
地
で
視
察
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

公
表
資
料
等
を
ベ
ー
ス
に
再
整
理
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

2
．
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
と
は

　
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
、
欧
州
等
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
来
訪
者
の
利
便
性
を
高
め
る

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い

る
、特
典
付
き
の
周
遊
パ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

カ
ー
ド
1
枚
で
提
携
施
設
の
入
場
料
や
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
無
料
ま
た
は
割
引
に
な
る

他
、
公
共
交
通
の
無
料
乗
車
や
観
光
施
設
等

の
優
先
入
場
と
い
っ
た
特
典
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
欧
州
で
は
1
9
7
0
〜
8
0
年
代

頃
か
ら
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
、現
在
、

欧
州
だ
け
で
も
40
ほ
ど
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
欧
州

内
で
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
導
入
地
域
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
関
す
る
調
査
研
究
の
発
表

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
の
機
会
が
定
期
的
に

設
け
ら
れ
る
等
、
欧
州
内
で
も
シ
テ
ィ
カ
ー

ド
の
取
り
組
み
は
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
導
入
地
域
の
多
く
は
、

カ
ー
ド
の
発
売
・
運
営
等
を
D
M
O
が
担
っ

て
い
る
。

ベ
ー
ト
後
か
ら
カ
ー
ド
の
使
用
上
限
時
間

（
24
時
間
券
で
あ
れ
ば
、
24
時
間
）
が
過
ぎ

る
と
、
カ
ー
ド
の
機
能
が
自
動
的
に
停
止
さ

れ
る
仕
組
み
だ
。
ま
た
、
ア
プ
リ
に
お
い
て

は
、
ア
プ
リ
カ
ー
ド
の
二
次
元
コ
ー
ド
の
表

示
だ
け
で
な
く
、
特
典
提
供
施
設
・
体
験
の

紹
介
や
M
A
P
上
で
の
表
示
、
お
気
に
入
り

施
設
・
体
験
の
保
存
と
い
っ
た
機
能
を
有
し

を
引
き
続
き
検
証
し
て
い
く
予
定
だ
。

　
こ
こ
ま
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
取
り
組
み
状
況
及
び
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の

シ
ス
テ
ム
活
用
に
つ
い
て
述
べ
た
。
い
ず
れ

の
地
域
に
お
い
て
も
、
古
く
よ
り
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
提
供
を
通
じ
、
旅
行
者
の
利
便
性

向
上
に
努
め
て
き
た
が
、今
日
に
お
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
取
り
組
み
を
ベ
ー
ス
に
、
独
自
の

手
法
で
旅
行
者
の
行
動
を
捕
捉
す
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
い
た
。ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利
用
状
況
か
ら
混
雑
の
可

視
化
や
旅
行
者
行
動
の
把
握
を
試
み
て
お

り
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
い
て
は
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
、
訪
問
者
数
の

事
前
把
握
の
精
度
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
来
訪
者
の
行
動
を
正
確
に

捕
捉
す
る
こ
と
で
、
地
域
側
で
は
事
前
の
準

備
が
可
能
と
な
る
他
、
来
訪
し
て
い
る
ま
た

は
来
訪
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
人
々
へ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
な
こ
と
か

ら
、
今
後
は
来
訪
者
の
適
切
な
「
誘
導
」
に

関
す
る
施
策
が
さ
ら
に
展
開
さ
れ
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

4
．ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
お
け
る

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
意
義

① 

中
小
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
等
の

訪
問
推
奨
に
よ
る
滞
在
促
進

　
今
回
の
視
察
か
ら
、
観
光
地
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
科
学
的
な
領
域
へ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
い
る
こ
と
を
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
と
い
う
切
り

口
か
ら
学
び
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
一

連
の
取
り
組
み
は
、
国
内
の
観
光
地
に
お
い

て
も
大
い
に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
無
論
、

両
地
域
の
「
事
例
」
は
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を

含
む
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
議
論
の
ス

ト
ッ
ク
と
連
続
性
が
あ
り
、
現
在
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
が
必
要
で

あ
る
。

6
．ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
と

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
関
係

‒❸シティカードをベースにした観光地マネジメントの実践3
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三 校



運
用
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
住
民
に

お
い
て
は
事
前
登
録
及
び
支
払
い
義
務
は
発

生
し
な
い
が
、
宿
泊
客
に
お
い
て
は
、
支
払

い
義
務
は
発
生
し
な
い
も
の
の
、V

en
ezia 

U
n
ica

シ
ス
テ
ム
上
で
の
事
前
登
録
が
必

要
と
な
り
、
宿
泊
客
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
る
バ
ウ
チ
ャ
ー
が
発
行
さ
れ
る
。

　
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
の
資
料
に
よ
る
と
、
ア

ク
セ
ス
フ
ィ
ー
の
実
証
の
成
果
と
し
て
、

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
島
内
に
い
つ
、
ど
ん
な
人

が
ど
れ
く
ら
い
訪
れ
る
か
」
の
事
前
の
把
握

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
島
内
の
清
掃
や
警
備
等
の
計
画

を
立
て
る
上
で
有
効
な
デ
ー
タ
が
入
手
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
事
前
の

訪
問
者
数
の
把
握
」が
可
能
と
な
っ
た
の
も
、

従
前
よ
りV

en
ezia U

n
ica

の
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
こ
と
が
大
き

い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
の
実
証
は

2
0
2
5
年
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
対
象
期
間
は
54
日
間

に
拡
大
さ
れ
る
と
と
も
に
、
支
払
い
額
は
事

前
登
録
を
訪
問
日
の
4
日
前
ま
で
に
行
う
と

5
ユ
ー
ロ
、
訪
問
日
前
3
日
以
内
で
の
登
録

の
場
合
は
10
ユ
ー
ロ
と
傾
斜
を
つ
け
、
訪
問

者
の
事
前
把
握
の
精
度
向
上
や
ア
ク
セ
ス

フ
ィ
ー
徴
収
に
よ
る
訪
問
者
数
の
影
響
な
ど

　
こ
こ
で
少
し
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
経
由
し

て
得
た
デ
ー
タ
の
活
用
に
関
連
し
た
話
題
を

ひ
と
つ
紹
介
し
た
い
。
先
に
述
べ
た
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
を
経
由
し
て
得
た
旅
行
者
動
態
等
の

デ
ー
タ
は
、
D
M
O
で
あ
るam

sterd
am
 

&
 p
artn

ers

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ

と
し
て
の
活
用
に
留
ま
ら
ず
、
同
D
M
O
が

提
供
す
る
デ
ー
タ
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
で
あ
る

「V
isito

r In
sigh
t

」
に
お
い
て
、
そ
の
集

計
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
観
光
振
興
を

行
う
上
で
、
デ
ー
タ
を
も
と
に
戦
略
立
案
を

行
う
必
要
性
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り

で
は
あ
る
が
、
近
年
、
あ
ら
ゆ
る
観
光
関
連

デ
ー
タ
を
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
形
で
集
約

し
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
閲
覧
・

分
析
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備
を

進
め
る
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

V
isito

r In
sigh
t

も
そ
の
一
例
と
な
る
が
、

特
徴
的
な
の
は
、
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
ア
ク

セ
ス
権
限
が
多
層
的
だ
と
い
う
点
だ
。

V
isito

r In
sigh
t

は
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の

デ
ー
タ
に
加
え
、
市
内
宿
泊
者
数
や
ス
キ

ポ
ー
ル
空
港
の
到
着
人
数
、
観
光
関
連
施
設

の
来
訪
者
数
、
国
際
会
議
開
催
数
等
、
公
的

な
統
計
デ
ー
タ
か
ら
民
間
施
設
の
提
供
デ
ー

タ
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
観
光
関
連
デ
ー
タ
を
集

約
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
閲
覧
す

る
に
あ
た
り
、
ア
ク
セ
ス
権
限
が
①
す
べ
て

の
人
、②
D
M
O
会
員
、③
デ
ー
タ
提
供
施
設

の
3
層
に
分
か
れ
て
い
る
。①
す
べ
て
の
人

に
お
い
て
は
、宿
泊
者
数
や
空
港
到
着
人
数
、

観
光
関
連
施
設
訪
問
者
数
と
い
っ
た
デ
ー
タ

の
総
集
計
結
果
の
閲
覧
が
可
能
と
な
り
、②

D
M
O
会
員
に
お
い
て
は
、①
の
閲
覧
権
限

に
加
え
、
各
デ
ー
タ
の
月
別
集
計
や
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
利
用
デ
ー
タ
、
国
際
会
議
数
等
の

閲
覧
が
可
能
と
な
り
、③
デ
ー
タ
提
供
施
設

に
お
い
て
は
、②
の
閲
覧
権
限
に
加
え
、
施

設
別
の
詳
細
デ
ー
タ
の
閲
覧
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
ア
ク
セ
ス
権
限
を
多
層
的
に
し
て

い
る
の
は
、
幅
広
い
人
に
デ
ー
タ
を
公
開
す

る
こ
と
で
D
M
O
の
取
り
組
み
の
可
視
化
や

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
の
起
業
や
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
を
生
み
出
す
た
め
の
検
討
材
料
を
提
供

す
る
効
果
を
持
た
せ
つ
つ
、
詳
細
デ
ー
タ
を

限
定
的
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
D
M
O

会
員
と
し
て
の
特
典
や
各
施
設
に
よ
る
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
型
の
デ
ー
タ
提
供
に
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
て
も
ら
う
狙
い
が
あ
る
。
公
的
な
統
計

デ
ー
タ
の
み
な
ら
、
行
政
の
統
計
窓
口
か
ら

で
も
収
集
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
シ
テ
ィ

て
い
る
。

　
物
理
カ
ー
ド
の
裏
面
に
は
識
別
バ
ー
コ
ー

ド
が
印
字
、
ア
プ
リ
カ
ー
ド
は
ア
プ
リ
内
で

二
次
元
コ
ー
ド
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
、

各
施
設
で
は
こ
の
コ
ー
ド
を
ス
キ
ャ
ン
す
る

こ
と
で
、
カ
ー
ド
の
使
用
を
記
録
す
る
。
各

施
設
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
着
券
記
録
を

am
sterd

am
 &
 p
artn

ers

に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
、
各
施
設
の
入
場
料
等
の
定
価
の

一
定
割
合
の
金
額
に
着
券
数
を
乗
じ
て
精
算

を
行
う
。
な
お
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
地
下

鉄
や
ト
ラ
ム
の
改
札
機
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
タ
ッ
チ
決
済
に
対
応
し
て
お
り
、
同
じ

改
札
機
で
、
ア
プ
リ
カ
ー
ド
及
び
物
理
カ
ー

ド
の
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

I am
sterdam

 C
ity C

ard

は
、
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
の
D
M
O
で
あ
るam

sterdam
 

&
 partners

が
企
画
・
発
売
・
運
営
を
行
っ

て
い
る
。
D
M
O
が
運
営
を
担
う
意
図
と
し

て
は
、
か
つ
て
は
旅
行
者
の
利
便
性
向
上
及

び
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
の
側
面
が
強

か
っ
た
が
、
今
日
的
に
は
、
観
光
地
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
側
面
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
視
点
で
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
促
進

す
る
狙
い
は
、①
中
小
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
美

術
館
、
博
物
館
等
）
訪
問
推
奨
に
よ
る
滞
在
の

促
進
、②
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利
用
を
通
じ
た
旅

行
者
行
動
の
把
握
の
2
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
は
、
オ
ラ
ン
ダ
独
自
の

建
築
物
や
美
術
、
精
巧
に
整
備
さ
れ
た
運
河

な
ど
が
世
界
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
多
さ
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
中
心
エ
リ
ア
だ

け
で
70
を
超
え
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
集
結
し

て
い
る
。
一
方
、
ゴ
ッ
ホ
美
術
館
や
ア
ン
ネ
・

フ
ラ
ン
ク
の
家
等
、
人
気
施
設
へ
の
需
要
が

集
中
し
て
い
る
他
、
特
定
の
曜
日
・
時
間
に

混
雑
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と

は
、
旅
行
者
に
対
し
、
著
名
な
施
設
だ
け
で

な
く
、
中
小
の
施
設
や
体
験
の
「
選
択
肢
」

を
提
供
す
る
こ
と
と
同
義
と
な
る
。
ま
た
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
購
入
時
に
提
供
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
、
ア
プ
リ
内
で
の
施
設
・
モ
デ
ル

ル
ー
ト
紹
介
、
ア
プ
リ
で
の
お
す
す
め
情
報

の
プ
ッ
シ
ュ
通
知
等
を
通
じ
、
中
小
の
施
設

や
体
験
の
魅
力
、
混
雑
時
間
帯
等
の
情
報
を

訪
問
者
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
旅
行
者
に
ダ

イ
レ
ク
ト
に
行
動
変
容
を
促
す
こ
と
も
試
行

さ
れ
て
い
る
。am

sterdam
 &
 partners

の
D
M
O
と
し
て
の
取
組
目
標
の
ひ
と
つ

に
「E

ncourage dispersion

（
＝
分
散
の

促
進
）」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
著
名
な

施
設
以
外
の
来
訪
も
促
す
こ
と
は

am
sterdam

 &
 partners

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
そ

の
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
現
時
点
で
は
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利

用
促
進
に
よ
る
混
雑
解
消
や
分
散
化
効
果

の
発
現
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
利
用
者
の
中
小
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
訪
問
者
数
は
伸
び
て
お
り
、
訪

問
者
の
滞
在
促
進
に
一
定
の
効
果
を
生
ん

で
い
る
。

　
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
購
入
や
ア
ク
テ
ィ

ベ
ー
ト
、
着
券
等
の
記
録
か
ら
、
旅
行
者

動
態
に
関
す
る
様
々
な
デ
ー
タ
を
把
握
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、am

sterd
am
 &
 

p
artn

ers

で
は
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
様
々
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
が
購
入
及
び
ア
ク
テ
ィ

ベ
ー
ト
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
、

曜
日
や
時
間
帯
を
分
析
し
、
旅
行
者
の
旅

行
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
購
入
と
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
ト
の
時
間
差
か

ら
、
ど
れ
く
ら
い
前
に
旅
程
が
決
ま
っ
て
い

る
か
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、
各

施
設
で
の
カ
ー
ド
の
着
券
記
録
に
よ
り
、
需

要
が
集
中
す
る
曜
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
可

視
化
す
る
と
と
も
に
、「
ど
の
よ
う
な
旅
程

を
辿
っ
て
い
る
か
」「
ど
の
く
ら
い
の
施
設

を
周
遊
し
て
い
る
か
」「
ど
の
エ
リ
ア
や
ど

の
よ
う
な
施
設
に
需
要
が
集
中
し
て
い
る

か
」
と
い
っ
た
旅
行
動
態
を
把
握
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
混
雑
状
況
を
加
味
し
た
お
す
す
め

訪
問
時
間
帯
や
ス
ポ
ッ
ト
等
に
関
す
る
プ
ッ

シ
ュ
通
知
を
特
定
の
利
用
者
に
送
付
す
る
こ

と
で
、
旅
行
者
の
行
動
が
ど
う
変
わ
る
か
の

A
／
B
テ
ス
ト
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
提

供
を
通
じ
て
、
旅
行
者
行
動
の
全
容
の
把
握

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
カ
ー
ド
利

用
者
に
は
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
が
配
信
さ
れ
て

お
り
、
カ
ー
ド
利
用
及
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

滞
在
に
関
す
る
満
足
度
や
課
題
を
調
査
し
、

事
業
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
1
9
8
2
年
よ
り

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
発
売
が
開
始
さ
れ
、
現
在

は
「I am

sterd
am
 C
ity C

ard

」
と
い
う

名
称
で
主
に
国
外
か
ら
の
来
訪
者
を
対
象
に

展
開
さ
れ
て
い
る
。
特
典
内
容
は
美
術
館
や

博
物
館
の
入
場
特
典
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
、
運
河
ク
ル
ー
ズ
、
自
転
車
レ
ン
タ
ル
等

で
構
成
さ
れ
て
お
り
（
表
1
）、
カ
ー
ド
は

24
時
間
券
〜
1
2
0
時
間
券
の
5
種
類
で
発

売
さ
れ
て
い
る
（
表
2
）。
ま
た
、
カ
ー
ド

は
ア
プ
リ
カ
ー
ド
と
物
理
カ
ー
ド
の
い
ず
れ

か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
プ
リ

カ
ー
ド
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
専
用
ア
プ

リ
で
購
入
が
可
能
で
、
カ
ー
ド
購
入
後
に

メ
ー
ル
で
送
ら
れ
る
認
証
番
号
を
専
用
ア

プ
リ
に
入
力
し
、
開
始
ボ
タ
ン
を
押
下
す

る
こ
と
で
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
ト
さ
れ
る
。
物

理
カ
ー
ド
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
中
央
駅
の

I am
sterd

am

シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
、最
初
の
施
設
で
使
用
を
開
始（
＝

ス
キ
ャ
ン
）
し
た
瞬
間
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー

ト
さ
れ
る
。い
ず
れ
の
カ
ー
ド
も
、ア
ク
テ
ィ

〈参考文献〉
1)I amsterdam City Card WEBサイト（https://www.iamsterdam.com/en/tickets/i-amsterdam-city-card）、
最終閲覧2024年12月5日

2)City Cards Project WEBサイト（https://citydestinationsalliance.eu/initiatives/City-Cards-Project/）、
最終閲覧2024年12月5日

3)データダッシュボード「Visitor Insight」（https://amsterdam.visitorinsight.nl/Dashboard）、
最終閲覧2024年12月5日

4)ミラノ工科大学経営学部のデジタル イノベーション研究所資料
「Involving cultural institutions and attractions in a shared tool for visitor data sharing: 
the Amsterdam case」（https://eng.osservatori.net/en/products/formats/
business-cases/involving-cultural-institutions-attrac-
tios-shared-tool-visitor-data-sharing-amsterdam-case-business-case）、
最終閲覧2024年12月5日

5)Venezia Unica City Pass WEBサイト（https://www.veneziaunica.it/en）、
最終閲覧2024年12月5日

6)Venice Access Fee WEBサイト（https://cda.ve.it/en/）、
最終閲覧2024年12月5日

カ
ー
ド
の
デ
ー
タ
の
よ
う
な
旅
行
者
の
動
き

を
捕
捉
す
る
デ
ー
タ
は
、
事
業
者
個
人
で
は

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
有
意

義
な
「
特
典
」
と
し
て
の
効
果
を
持
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
関
係
構
築
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
視
点
に

お
い
て
も
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
か
ら
取
得
で
き

る
デ
ー
タ
は
一
定
の
意
義
を
持
っ
て
い
る
と

言
え
る
。

　
今
回
の
視
察
で
訪
問
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
お
い
て
は
、
1
9
9
7
年
よ
り
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は

「V
en
ice C

o
n
n
ected

」
や
「V

en
ice 

C
ard

」
と
い
う
名
称
で
展
開
さ
れ
た
が
、

2
0
1
3
年
よ
り
現
在
ま
で
「V

enezia 

U
nica C

ity P
ass

」
と
い
う
名
称
で
展
開

さ
れ
、
島
内
の
交
通
機
関
の
利
用
や
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
入
場
、
公
衆
ト
イ
レ
の
使
用
等
の

特
典
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
初
期
に
お
い
て

は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
島
内
の
チ
ケ
ッ
ト
オ

フ
ィ
ス
で
カ
ー
ド
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
っ

た
が
、V

en
ezia U

n
ica

の
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
か
ら
は
、
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
購

入
可
能
な
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
、
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
使
用
期
間

や
オ
プ
シ
ョ
ン
を
選
択
し
、
決
済
を
す
る
こ

と
で
、
メ
ー
ル
に
て
二
次
元
コ
ー
ド
型
の
バ

ウ
チ
ャ
ー
が
送
付
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。　

さ
て
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
と
並
び
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
発
生

し
て
い
る
地
と
し
て
著
名
だ
が
、
2
0
2
4

年
の
4
〜
7
月
の
29
日
間
に
「
ア
ク
セ
ス

フ
ィ
ー
（
＝
入
島
料
）」
を
徴
収
す
る
実
証
的

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
注
目
を
浴

び
た
。
ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
は
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
へ
の
日
帰
り
訪
問
客
を
対
象
に
5
ユ
ー
ロ

を
徴
収
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

ア
ク
セ
ス
フ
ィ
ー
施
策
自
体
の
詳
細
な
説
明

は
割
愛
す
る
が
、
特
筆
す
べ
き
点
は
、
ア
ク

セ
ス
フ
ィ
ー
の
徴
収
をV

en
ezia U

n
ica

の
シ
ス
テ
ム
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
訪
問
者
は
、
自
身
で

事
前
にV

en
ezia U

n
ica

の
シ
ス
テ
ム
上

で
属
性
情
報
や
訪
問
予
定
日
を
登
録
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
決
済
を
行
う
形
で
ア
ク
セ
ス

フ
ィ
ー
を
支
払
う
。
決
済
完
了
後
は
訪
問
者

に
バ
ウ
チ
ャ
ー
が
発
行
さ
れ
、
実
際
の
訪
問

時
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
島
内
で
待
機
し
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
に
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
掲
示
す
る
こ
と

で
、
支
払
い
の
確
認
が
な
さ
れ
る
と
い
っ
た

　
D
M
O
の
「
M
」
は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

と
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
二
重
の
意
味
を
持

つ
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
進
展
等
に
よ
る
顧
客
の
行
動
変
化

や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社
会
環
境
の
変
化
を
背

景
に
、地
域
が
重
視
す
べ
き
取
り
組
み
は「
顧

客
を
ど
の
よ
う
に
獲
得
す
る
か
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
か
ら
「
ど
の
よ
う
に
良
質
な
経

験
を
創
造
し
続
け
る
か
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

へ
移
行
し
始
め
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
別
個
の
概
念
で
は
な
い

も
の
の
、
筆
者
が
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
訪
れ
た

欧
米
豪
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
や

研
究
者
に
お
い
て
、
同
様
の
見
解
を
見
聞
き

し
て
き
た
。

　
そ
の
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
代
表
さ
れ
る

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
に
、「
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
欧
州
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
古
く
か
ら
こ
の
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
同
カ
ー
ド
を

通
じ
た
旅
行
者
の
利
便
性
向
上
や
旅
行
者
行

動
・
満
足
度
の
把
握
等
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
の
自
主
事
業
、
受
託
業

務
を
通
じ
た
D
M
O
の
運
営
・
取
り
組
み
支

援
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
や
、
国
内
外
の

D
M
O
や
リ
ゾ
ー
ト
で
の
取
り
組
み
を
見
聞

き
し
た
経
験
か
ら
、
今
日
的
な
観
光
地
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
を
整
理
す
る
必
要
性
を

感
じ
て
お
り
、
そ
の
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
旅
行
者
向
け

カ
ー
ド
の
取
り
組
み
に
以
前
か
ら
関
心
を

持
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
欧
州
の
中
で
も
先
進

的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
着
目
し
、
取
り
組

み
の
最
前
線
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
と
も

に
、
併
せ
て
訪
問
し
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お

け
る
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
を
基
軸
と

し
た
独
自
の
施
策
展
開
に
つ
い
て
一
部
紹
介

す
る
。　

な
お
、
本
稿
は
、
前
述
の
内
容
に
つ
い
て
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
D
M
O
「am

sterd
am
 

&
 p
artn

ers

」
及
び
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市

役
所
」、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
の
1
0
0
%
子
会

社
で
交
通
機
関
や
イ
ベ
ン
ト
運
営
等
を
行
う

「V
E
.L
A
. S
.p
.A
.

」
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た

内
容
や
現
地
で
視
察
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

公
表
資
料
等
を
ベ
ー
ス
に
再
整
理
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

2
．
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
と
は

　
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
は
、
欧
州
等
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
来
訪
者
の
利
便
性
を
高
め
る

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い

る
、特
典
付
き
の
周
遊
パ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

カ
ー
ド
1
枚
で
提
携
施
設
の
入
場
料
や
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
無
料
ま
た
は
割
引
に
な
る

他
、
公
共
交
通
の
無
料
乗
車
や
観
光
施
設
等

の
優
先
入
場
と
い
っ
た
特
典
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
欧
州
で
は
1
9
7
0
〜
8
0
年
代

頃
か
ら
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
、現
在
、

欧
州
だ
け
で
も
40
ほ
ど
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
欧
州

内
で
の
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
導
入
地
域
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
に
関
す
る
調
査
研
究
の
発
表

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
の
機
会
が
定
期
的
に

設
け
ら
れ
る
等
、
欧
州
内
で
も
シ
テ
ィ
カ
ー

ド
の
取
り
組
み
は
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
導
入
地
域
の
多
く
は
、

カ
ー
ド
の
発
売
・
運
営
等
を
D
M
O
が
担
っ

て
い
る
。

ベ
ー
ト
後
か
ら
カ
ー
ド
の
使
用
上
限
時
間

（
24
時
間
券
で
あ
れ
ば
、
24
時
間
）
が
過
ぎ

る
と
、
カ
ー
ド
の
機
能
が
自
動
的
に
停
止
さ

れ
る
仕
組
み
だ
。
ま
た
、
ア
プ
リ
に
お
い
て

は
、
ア
プ
リ
カ
ー
ド
の
二
次
元
コ
ー
ド
の
表

示
だ
け
で
な
く
、
特
典
提
供
施
設
・
体
験
の

紹
介
や
M
A
P
上
で
の
表
示
、
お
気
に
入
り

施
設
・
体
験
の
保
存
と
い
っ
た
機
能
を
有
し

を
引
き
続
き
検
証
し
て
い
く
予
定
だ
。

　
こ
こ
ま
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
取
り
組
み
状
況
及
び
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の

シ
ス
テ
ム
活
用
に
つ
い
て
述
べ
た
。
い
ず
れ

の
地
域
に
お
い
て
も
、
古
く
よ
り
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
提
供
を
通
じ
、
旅
行
者
の
利
便
性

向
上
に
努
め
て
き
た
が
、今
日
に
お
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
取
り
組
み
を
ベ
ー
ス
に
、
独
自
の

手
法
で
旅
行
者
の
行
動
を
捕
捉
す
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
い
た
。ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
、

シ
テ
ィ
カ
ー
ド
の
利
用
状
況
か
ら
混
雑
の
可

視
化
や
旅
行
者
行
動
の
把
握
を
試
み
て
お

り
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
い
て
は
、
シ
テ
ィ

カ
ー
ド
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
、
訪
問
者
数
の

事
前
把
握
の
精
度
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
来
訪
者
の
行
動
を
正
確
に

捕
捉
す
る
こ
と
で
、
地
域
側
で
は
事
前
の
準

備
が
可
能
と
な
る
他
、
来
訪
し
て
い
る
ま
た

は
来
訪
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
人
々
へ

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
な
こ
と
か

ら
、
今
後
は
来
訪
者
の
適
切
な
「
誘
導
」
に

関
す
る
施
策
が
さ
ら
に
展
開
さ
れ
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
今
回
の
視
察
か
ら
、
観
光
地
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
科
学
的
な
領
域
へ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し

て
い
る
こ
と
を
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
と
い
う
切
り

口
か
ら
学
び
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
一

連
の
取
り
組
み
は
、
国
内
の
観
光
地
に
お
い

て
も
大
い
に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
無
論
、

両
地
域
の
「
事
例
」
は
、
シ
テ
ィ
カ
ー
ド
を

含
む
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
議
論
の
ス

ト
ッ
ク
と
連
続
性
が
あ
り
、
現
在
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
が
必
要
で

あ
る
。

7
．ま
と
め
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三 校



公
園
指
定
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
、

2
0
2
2
年
に
は
国
立
公
園
の
指
定
を
求
め

る
申
請
書
が
、
N
P
H
D
か
ら
政
府
に
提
出

さ
れ
た
。
同
申
請
に
つ
い
て
は
政
府
に
よ
り

保
留
の
判
断
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、

N
P
H
D
は
2
0
2
4
年
9
月
に
、
現
行
の

要
件
に
準
じ
た
修
正
申
請
を
提
出
し
て
い
る
。

　
N
P
H
D
に
お
け
る
主
た
る
風
景
の
一
つ

は
、
北
海
沿
岸
部
の
砂
丘
で
あ
る
。
海
岸
か

ら
内
陸
に
向
け
て
い
く
つ
か
の
段
丘
を
形
成

す
る
砂
地
の
上
に
は
、
そ
の
微
地
形
に
応
じ

て
草
本
、
灌
木
、
疎
林
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
植

生
が
分
布
す
る
。

　
海
岸
一
帯
も
公
園
区
域
に
含
ま
れ
て
い
る

が
、
一
部
の
区
域
に
つ
い
て
は
19
世
紀
以
降

現
在
ま
で
、
海
浜
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
利
用

が
な
さ
れ
て
き
た
。
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る

ク
ア
ハ
ウ
ス
等
を
中
心
に
、
飲
食
、
宿
泊
、

娯
楽
等
の
施
設
が
集
中
的
に
整
備
さ
れ
て
お

り
、
一
見
す
る
と
国
立
公
園
と
は
思
わ
れ
な

い
区
画
に
つ
い
て
も
、
N
P
H
D
の
公
園
区

域
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
公
園
区
域
は
沿
岸
部
だ
け
で
な
く
、
内
陸

側
の
都
市
域
に
も
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ー

グ
の
森
（H

aagse B
o
s

）
は
デ
ン
・
ハ
ー

グ
中
央
駅
至
近
に
位
置
す
る
面
積
1
0
0
平

方
メ
ー
ト
ル
程
度
の
緑
地
帯
で
あ
り
、
中
世

に
貴
族
の
私
設
狩
猟
地
と
し
て
保
護
を
受
け

画
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
承
認
は
州
が
実
施
す
る

体
制
が
構
築
さ
れ
た
。
さ
ら
に
2
0
1
3
年

に
は
、
各
公
園
に
設
置
さ
れ
た
『
協
議
組
織

（O
verlegorgaan

）』の
運
営
、『
管
理
‐
開
発

計
画
（B

IP
:B
eheer-en Inrichtingsplan

）』

の
推
進
と
達
成
、
運
営
に
係
る
財
政
の
責
任

が
、
政
府
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
公
園
が
所
在
す

る
自
治
州
へ
移
管
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
国

立
公
園
行
政
の
「
小
さ
な
政
府
」
化
の
進
展

を
経
た
後
に
、
現
在
ま
で
続
く
第
三
の
期
間

が
始
ま
る
こ
と
と
な
る
。

　
2
0
1
4
年
に
オ
ラ
ン
ダ
国
会
下
院
に
お

い
て
、
政
府
に
対
し
て
、『
新
し
い
ス
タ
イ

ル
の
国
立
公
園
（N

ationale P
arken 

N
ieuw

e S
tijl

）』
の
検
討
を
求
め
る
動
議
が

提
出
さ
れ
た
。
下
院
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

政
府
は
2
0
1
5
年
か
ら
2
0
1
8
年
ま
で

の
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
世
界
ク
ラ
ス
の
国
立

公
園
を
目
指
し
て
（N

aar N
ationale 

P
arken

 van
 W
ereld

klasse 2
0
1
5
 - 

2018

）』
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
2
0
1
6

年
に
は
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
を
目
的
と
し

て
、
政
府
を
含
む
14
の
利
害
関
係
者
が『
国
立

公
園
協
定（N

ationale P
arken D

eal

）』 

を

締
結
し
た
。
協
定
の
締
結
に
係
る
官
報
に
は
、

取
り
組
み
の
指
針
に
係
る
事
項
と
し
て
上
記

（
カ
コ
ミ
）の
記
述
が
み
ら
れ
、『
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
国
立
公
園
』の
目
指
す
方
向
性
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
2
0
1
6
年
以
降
、
政
府
お
よ
び
『
国
立

公
園
協
定
』の
参
加
者
に
よ
る
議
論
を
経
て
、

新
た
な
国
立
公
園
の
指
定
基
準
が
整
理
さ
れ

る
。
並
行
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
3
地
域

で
国
立
公
園
の
新
規
指
定
を
目
指
す
動
き
が

進
展
し
、
運
営
体
制
の
構
築
、
必
要
な
計
画

や
文
書
類
の
作
成
が
行
わ
れ
た
。
政
府
は
各

地
域
か
ら
提
出
さ
れ
た
申
請
文
書
を

審
査
し
、
2
0
1
8
年
にN

ationaal P
ark 

本
稿
の
う
ち
二
重
か
ぎ
括
弧
を
付
し
た
語
句

は
筆
者
に
よ
る
仮
訳
で
あ
り
、
対
応
す
る
日

本
語
が
公
的
機
関
等
に
よ
り
確
定
さ
れ
て
い

な
い
語
の
訳
出
が
含
ま
れ
る
点
に
留
意
さ
れ

た
い
。　

オ
ラ
ン
ダ
の
国
土
面
積
は
4
万
1
8
6
4

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
広
域
自
治
体

で
あ
る
12
の
州
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
九
州

と
同
程
度
の
国
土
に
、
21
箇
所
の
国
立
公
園

（N
atio
n
aal P

ark

）が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
執
筆
時
点
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立

公
園
の
根
拠
法
は
、
2
0
2
4
年
1
月
に
発

効
し
た
『
環
境
法
（O

m
gevin

gsw
et

）』
で

あ
り
、
同
法
に
お
い
て
国
立
公
園
は
『
重
要

な
自
然
科
学
的
ま
た
は
景
観
的
性
質
を
持
つ

地
域
』
と
定
義
さ
れ
る
。
所
管
省
庁
で
あ
る

L
V
V
N
大
臣
が
公
園
指
定
の
権
限
を
有

し
、
指
定
に
係
る
基
準
は
同
法
の
規
則
で
あ

る
『
2
0
2
4
‐
2
0
3
0 

年
の
国
立
公
園

指
定
に
関
す
る
政
策
規
則
（B

eleid
sregel 

a
a
n
w
ijz
in
g
 N
a
tio
n
a
le
 P
a
rk
e
n
 

2
0
2
4
 - 2
0
3
0

）』
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　
21
公
園
の
名
称
お
よ
び
指
定
年
は
右
下
掲

表
の
通
り
で
あ
る
。
指
定
年
に
着
目
す
る
と
、

大
き
く
1
9
3
0
年
か
ら
1
9
5
0
年
ま
で

の
期
間
と
、1
9
8
9
年
か
ら
2
0
0
6
年

ま
で
の
期
間
、お
よ
び
2
0
1
8
年
以
降
の

期
間
に
、
国
立
公
園
の
指
定
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
オ
ラ
ン
ダ

の
国
立
公
園
政
策
の
展
開
経
緯
に
関
連
し
て

お
り
、
指
定
が
行
わ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間

を
指
し
てN

ationaal P
ark 1.0/2.0/ 3.0

と
表
現
す
る
文
献
も
み
ら
れ
る
。

　
既
在
文
献
に
よ
る
と
、
第
一
の
期
間
に
は

自
然
保
護
区
等
の
3
箇
所
が
国
立
公
園
と
し

て
の
指
定
を
受
け
た
も
の
の
、
そ
の
動
き
は

民
間
団
体
が
主
導
し
、
政
府
は
国
立
公
園
候

補
地
域
の
選
定
や
公
園
指
定
に
は
消
極
的
で

あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
後
に
は

農
業
的
価
値
の
低
い
半
自
然
地
域
が
保
護
区

の
指
定
を
受
け
た
も
の
の
、
戦
災
復
興
と
農

地
拡
大
が
優
先
さ
れ
、
自
然
や
景
観
の
保
護

は
優
先
課
題
と
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
続
く
第
二
の
期
間
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ

は
1
9
6
9
年
に
I
U
C
N
に
加
盟
し
た
。

ま
た
同
年
の
I
U
C
N
決
議
に
お
い
て
、
国

立
公
園
が
満
た
す
べ
き
基
準
が
整
理
さ
れ

た
。
加
盟
国
と
し
て
I
U
C
N
の
定
め
る
基

準
に
沿
っ
た
制
度
を
導
入
す
る
必
要
が
生
じ

た
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
、
国
立
公
園
制
度
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
国
立
公
園
の
候
補
と
な
る
地
域
の
検

討
を
行
っ
た
。
1
9
7
5
年
、
検
討
委
員
会

は
生
態
学
的
価
値
に
基
づ
く
国
立
公
園
の
設

置
に
つ
い
て
答
申
し
、
こ
れ
を
受
け
た
政
府

は
1
9
8
9
年
か
ら
2
0
0
6
年
に
か
け
て

18
箇
所
の
国
立
公
園
の
指
定
を
行
っ
た
。

　
上
記
の
よ
う
に
国
立
公
園
制
度
の
設
計
と

指
定
が
進
む
一
方
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
1
9
9
0

年
代
以
降
、
自
然
政
策
分
野
を
含
む
国
の
政

策
全
般
に
お
い
て
地
方
分
権
・
地
域
化
が
進

行
し
、
国
立
公
園
に
つ
い
て
も
関
係
者
の
自

発
的
な
参
加
と
、
利
害
関
係
者
の
協
議
に
基

づ
く
運
営
体
制
へ
の
移
行
が
図
ら
れ
た
。

2
0
0
7
年
に
は
関
係
法
令
の
改
正
と
統
合

に
よ
り
、
国
立
公
園
の
指
定
は
国
、
公
園
計

　
国
立
公
園
は
、
端
的
に
は
国
が
指
定
す
る

自
然
地
域
の
公
園
で
あ
る
。国
際
的
に
は「
自

然
の
生
物
多
様
性
お
よ
び
そ
の
基
盤
と
な
る

生
態
学
的
構
造
、環
境
プ
ロ
セ
ス
の
保
護
と
、

教
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
主
目

的
と
し
て
指
定
さ
れ
る
公
園
」と
定
義
さ
れ
、

自
然
資
源
の
保
護
と
あ
わ
せ
て
、
公
衆
に
開

か
れ
た
園
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
想

定
さ
れ
た
空
間
と
い
え
る
。
国
立
公
園
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
の
仕
組
み
は
国
に
よ
っ

て
異
な
り
、
公
園
の
指
定
や
運
営
に
係
る
法

令
規
程
類
、
公
園
区
域
の
土
地
所
有
、
管
理

の
主
体
や
手
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
例
と

し
て
、
日
本
の
国
立
公
園
は
土
地
の
所
有
に

関
わ
ら
ず
区
域
を
定
め
て
指
定
す
る
地
域
制

公
園
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
は

管
理
当
局
が
公
園
区
域
の
土
地
を
所
有
す
る

営
造
物
公
園
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
本
邦
で
は
1
9
3
4
年
に
最
初
の
国
立
公

園
が
誕
生
し
、
以
降
現
在
ま
で
に
35
箇
所
の

国
立
公
園
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。設
立
以
来
、

国
立
公
園
は
観
光
の
文
脈
と
密
接
に
関
わ
っ

て
き
た
。
近
年
の
事
例
と
し
て
は
政
府
が

2
0
1
6
年
に
取
り
ま
と
め
た
「
明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、

日
本
の
国
立
公
園
を
世
界
水
準
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
パ
ー
ク
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
指
針
が

示
さ
れ
た
。
ま
た
、
2
0
2
3
年
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
」
に

お
い
て
も
、
先
行
計
画
か
ら
引
き
続
き
、
国

立
公
園
の
魅
力
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
化
が
謳
わ

れ
て
い
る
。

　
日
本
の
国
立
公
園
が
世
界
水
準
の
魅
力
を

発
揮
す
る
に
あ
た
り
、
直
接
的
な
競
合
、
す

な
わ
ち
旅
行
者
か
ら
み
た
訪
問
先
と
し
て
の

比
較
対
象
と
な
る
の
は
、
世
界
各
国
の
国
立

公
園
で
あ
る
。
一
方
で
、
当
財
団
は
受
託
業

務
を
通
し
て
海
外
の
国
立
公
園
に
つ
い
て
調

査
す
る
機
会
を
得
て
き
た
が
、
そ
の
際
に
目

に
す
る
情
報
は
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
等
の
国
立
公
園
が
中
心
で
あ
り
、
取
得
可

能
な
情
報
が
一
部
の
国
に
偏
在
し
て
い
る
感

覚
が
あ
っ
た
。
他
方
、
個
別
的
な
事
例
に
目

を
向
け
る
と
、
小
林
（
2
0
1
4
）
は
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
国
土
整
備
・
地
域
振
興
政
策

の
中
で
、
一
定
の
地
理
的
・
歴
史
的
共
通
性

を
持
つ
地
域
が
指
定
さ
れ
、
複
数
の
自
治
体

お
よ
び
関
連
機
関
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
「
地

方
自
然
公
園
制
度
（P

arcs d
e n
atu
rel 

regional

）」
が
誕
生
し
た
こ
と
を
報
告
し
て

い
る
。
ま
た
、
昨
年
度
に
視
察
を
行
っ
た
ス

イ
ス
で
は
2
0
0
7
年
以
降
の
法
整
備
に
よ

り
、
従
来
は
営
造
物
制
の
国
立
公
園
を

所
管
し
て
い
た
『
国
家
重
要
公
園
（P

arcs 

d
’im
p
o
rtan

ce n
atio
n
ale

）』
の
枠
組
み

に
、
地
域
制
公
園
で
あ
る
『
地
域
自
然
公
園

（P
arcs naturels régionaux

）』と『
郊
外

自
然
公
園（P

arcs naturels périurbains

）』

が
追
加
さ
れ
る
等
、
政
策
上
の
新
た
な
展
開

が
み
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
に
お
い
て
は
、
公
園
単
位

で
の
改
善
に
留
ま
ら
ず
既
存
の
公
園
制
度
そ

の
も
の
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
を

視
野
に
入
れ
た
自
然
地
域
の
管
理
運
営
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
国
立
公
園
を
積
極

的
に
活
用
す
る
と
い
っ
た
方
向
性
が
示
唆
さ

れ
る
。
各
国
の
国
立
公
園
に
係
る
こ
の
よ
う

な
知
見
は
、
世
界
水
準
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー

ク
を
目
指
す
本
邦
の
国
立
公
園
施
策
に
お
い

て
も
有
益
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。そ
こ
で
、

今
年
度
の
視
察
で
は
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
公
園

に
着
目
し
、
事
前
調
査
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の

国
立
公
園
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
整
理
し
た

上
で
、
現
地
視
察
と
し
て
ハ
ー
グ
市
近
郊
の

国
立
公
園
候
補
地
域
を
訪
問
し
た
。

　
な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
制
度
や
計
画

等
の
名
称
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
公
用
語
以
外
に

よ
る
表
記
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
語
句
を
含

む
。
上
記
『
国
家
重
要
公
園
』
の
よ
う
に
、

た
の
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
開
発
圧
に
晒
さ
れ
な

が
ら
も
、
森
林
と
し
て
維
持
さ
れ
て
き
た
。

全
域
が
N
P
H
D
公
園
区
域
の
一
部
で
あ
り
、

域
内
で
は
ハ
ー
グ
市
当
局
等
の
関
係
組
織
に

よ
り
、
公
共
緑
地
と
し
て
の
再
整
備
や
、

N
P
H
D
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
海
岸
部
に
再
び
目
を
向
け
る
と
、

海
に
接
し
た
砂
質
土
壌
の
地
下
に
は
海
水
が

浸
透
し
、
比
重
の
小
さ
い
真
水
は
海
水
よ
り

も
地
表
近
く
に
滞
留
す
る
。
こ
の
た
め
、
雨

水
や
河
川
か
ら
の
真
水
の
流
入
量
と
採
水
量

を
均
衡
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
砂
丘
は
採
水

地
と
し
て
機
能
す
る
。
N
P
H
D
で
は
19
世

紀
か
ら
現
在
ま
で
、
水
道
会
社
で
あ
る

D
u
n
ea

社
が
採
水
を
行
い
、
近
隣
都
市
圏

に
上
水
を
提
供
し
て
き
た
。

　
同
社
は
N
P
H
D
内
で
採
水
地
と
な
る
3

地
区
を
直
接
管
理
し
て
い
る
が
、
自
社
の
事

業
に
関
わ
る
区
画
の
管
理
に
留
ま
ら
ず
、

N
P
H
D
の
国
立
公
園
指
定
に
向
け
た
組
織

形
成
、
計
画
策
定
等
で
主
導
的
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。
公
園
内
で
は
同
社
に
よ
り
整

備
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
標
識
、
案
内
板
、
休

憩
所
、
無
料
の
給
水
設
備
な
ど
の
施
設
が
複

数
み
ら
れ
る
。
ま
た
過
去
に
使
用
さ
れ
て
い

た
給
水
塔
は
、
砂
丘
部
に
お
け
る
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

 

　
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
公
園
は
1
9
3
0
年
に

始
ま
り
、
政
府
に
よ
る
本
格
的
な
制
度
設
計

と
公
園
指
定
は
、
1
9
6
0
年
代
か
ら

2
0
0
0
年
代
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
政
府

の
権
限
・
責
任
の
段
階
的
な
縮
小
を
経
て
、

国
立
公
園
の
新
た
な
位
置
づ
け
が
模
索
さ
れ

る
中
で
、
2
0
1
0
年
代
か
ら
は
『
新
し
い

ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
を
目
指
す
施
策
が

展
開
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
国
立
公
園
地
域
の

持
続
可
能
な
保
護
と
発
展
、従
来
の「
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
と
風
車
」
に
匹
敵
す
る
国
家
的
イ

メ
ー
ジ
の
確
立
、
旅
行
目
的
地
と
し
て
の
魅

力
向
上
に
よ
る
郊
外
地
域
の
発
展
な
ど
が
企

図
さ
れ
て
お
り
、
観
光
に
よ
る
地
方
創
生
の

文
脈
の
中
で
国
立
公
園
の
魅
力
向
上
と
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
す
日
本
の
取
り
組
み
と
は
一

定
の
相
似
性
が
み
ら
れ
る
。
一
方
で
オ
ラ
ン

ダ
に
お
い
て
は
施
策
指
針
の
変
更
に
留
ま
ら

ず
、
関
連
す
る
法
令
規
定
類
や
指
定
に
係
る

基
準
な
ど
、
既
存
の
国
立
公
園
行
政
の
枠
組

み
に
つ
い
て
も
改
善
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
施
策
展
開
が
な
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
国
立
公
園
の

従
来
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
刷
新（
リ
ブ
ラ
ン
ド
）

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
視
察
時
点
で
既
に
一

定
の
効
果
が
感
じ
ら
れ
る
状
況
で
あ
り
、
今

後
の
『
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
の

展
開
・
成
熟
に
伴
っ
て
、
さ
ら
に
大
き
な
進

展
が
見
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
『
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
と
し

て
の
指
定
を
目
指
す
N
P
H
D
で
は
、
民
間

水
道
事
業
者
で
あ
るD

unea

社
を
筆
頭
に
、

官
民
連
携
に
よ
る
総
合
的
な
協
働
管
理
手
法

が
確
立
さ
れ
て
い
た
。計
画
文
書
に
よ
れ
ば
、

N
P
H
D
の
運
営
に
は
50
を
超
え
る
利
害
関

係
者
が
参
加
し
て
お
り
、
公
園
内
の
事
業
実

施
に
あ
た
っ
て
は
各
組
織
か
ら
の
投
資
に
よ

る
予
算
調
達
も
含
め
て
、
利
害
関
係
者
の
協

働
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
情
報
発
信
や
計

画
策
定
な
ど
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
各

種
施
設
に
つ
い
て
も
高
い
水
準
で
整
備
さ
れ

て
お
り
、
民
間
の
主
導
に
よ
る
広
範
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
へ
の
積
極
的
な
投
資
が
な
さ
れ
て
い

る
状
況
が
示
唆
さ
れ
た
。D

u
n
ea

社
は
公

園
区
域
内
に
採
水
地
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

高
品
質
な
水
源
の
維
持
、
な
ら
び
に
自
社
の

ブ
ラ
ン
ド
向
上
の
観
点
か
ら
、
N
P
H
D
の

国
立
公
園
指
定
に
対
し
て
高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
有
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
他

方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
者
が
ど
の
よ
う
な
動

機
を
持
っ
て
国
立
公
園
指
定
と
い
う
目
標
に

賛
同
し
、
N
P
H
D
の
運
営
に
参
画
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
研
究
す

べ
き
課
題
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
視
察
で
は
国
家
的
な
枠
組

み
と
し
て
の
国
立
公
園
制
度
と
、
地
域
に
お

け
る
実
装
の
状
況
と
い
う
2
つ
の
視
点
か
ら

調
査
を
行
っ
た
。
他
方
、
国
立
公
園
は
人
々

に
開
か
れ
た
空
間
で
あ
り
、
利
用
者
の
動
態

や
体
験
と
い
っ
た
側
面
に
つ
い
て
も
整
理
が

必
要
で
あ
る
。
大
き
な
変
化
の
途
上
に
あ
る

『
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
に
つ
い

て
、
そ
の
動
向
と
成
果
を
継
続
的
に
把
握
す

る
こ
と
を
通
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
と
同
様
に
協

働
型
の
管
理
運
営
を
想
定
す
る
日
本
の
国
立

公
園
に
と
っ
て
有
益
な
知
見
を
得
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

N
ieuw
 Land

を
、2
0
2
4
年
にV

an G
ogh 

N
ationaal P

ark

を
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
国

立
公
園
と
し
て
指
定
し
た
。

　
事
前
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
回
の
視

察
で
は
ハ
ー
グ
市
近
郊
に
位
置
す
る

N
atio
n
aal P

ark H
o
llan
d
se D

u
in
en

（
N
P
H
D
）
を
往
訪
し
た
。
N
P
H
D
は
南

ホ
ラ
ン
ト
州
の
北
海
沿
岸
に
位
置
す
る
国
立

公
園
の
候
補
地
域
で
あ
り
、
47
㎞
に
わ
た
る

海
岸
線
か
ら
内
陸
部
に
か
け
て
の
約
4
5
0

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
公
園
区
域
と
す
る
。

そ
の
範
囲
は
南
ホ
ラ
ン
ト
州
下
の
14
の
基
礎

自
治
体
に
ま
た
が
り
、
域
内
に
は
約
1
0
0

万
人
が
居
住
す
る
地
域
制
公
園
で
あ
る
。

　
2
0
1
5
年
以
降
の
『
世
界
ク
ラ
ス
の
国

立
公
園
を
目
指
し
て
』
に
係
る
取
り
組
み
の

一
部
と
し
て
、
2
0
1
8
年
に
政
府
の
主
導

に
よ
り
、「
オ
ラ
ン
ダ
で
最
も
美
し
い
自
然

保
護
区
」
の
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
13
の
最

終
候
補
の
う
ち
、
N
P
H
D
は
3
位
に
選
出

さ
れ
、
政
府
か
ら
最
大
30
万
ユ
ー
ロ
の
開
発

整
備
予
算
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

投
票
へ
の
参
加
に
前
後
し
て
現
地
で
は
国
立

都
市
近
郊
の

訪
問
先
と
し
て
の

『
新
し
いス
タ
イ
ル
の

国
立
公
園
』

3
4

観
光
研
究
部 

副
主
任
研
究
員

那
須 

將
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公
園
指
定
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
、

2
0
2
2
年
に
は
国
立
公
園
の
指
定
を
求
め

る
申
請
書
が
、
N
P
H
D
か
ら
政
府
に
提
出

さ
れ
た
。
同
申
請
に
つ
い
て
は
政
府
に
よ
り

保
留
の
判
断
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、

N
P
H
D
は
2
0
2
4
年
9
月
に
、
現
行
の

要
件
に
準
じ
た
修
正
申
請
を
提
出
し
て
い
る
。

　
N
P
H
D
に
お
け
る
主
た
る
風
景
の
一
つ

は
、
北
海
沿
岸
部
の
砂
丘
で
あ
る
。
海
岸
か

ら
内
陸
に
向
け
て
い
く
つ
か
の
段
丘
を
形
成

す
る
砂
地
の
上
に
は
、
そ
の
微
地
形
に
応
じ

て
草
本
、
灌
木
、
疎
林
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
植

生
が
分
布
す
る
。

　
海
岸
一
帯
も
公
園
区
域
に
含
ま
れ
て
い
る

が
、
一
部
の
区
域
に
つ
い
て
は
19
世
紀
以
降

現
在
ま
で
、
海
浜
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
利
用

が
な
さ
れ
て
き
た
。
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る

ク
ア
ハ
ウ
ス
等
を
中
心
に
、
飲
食
、
宿
泊
、

娯
楽
等
の
施
設
が
集
中
的
に
整
備
さ
れ
て
お

り
、
一
見
す
る
と
国
立
公
園
と
は
思
わ
れ
な

い
区
画
に
つ
い
て
も
、
N
P
H
D
の
公
園
区

域
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
公
園
区
域
は
沿
岸
部
だ
け
で
な
く
、
内
陸

側
の
都
市
域
に
も
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ー

グ
の
森
（H

aagse B
o
s

）
は
デ
ン
・
ハ
ー

グ
中
央
駅
至
近
に
位
置
す
る
面
積
1
0
0
平

方
メ
ー
ト
ル
程
度
の
緑
地
帯
で
あ
り
、
中
世

に
貴
族
の
私
設
狩
猟
地
と
し
て
保
護
を
受
け

画
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
承
認
は
州
が
実
施
す
る

体
制
が
構
築
さ
れ
た
。
さ
ら
に
2
0
1
3
年

に
は
、
各
公
園
に
設
置
さ
れ
た
『
協
議
組
織

（O
verlegorgaan

）』の
運
営
、『
管
理
‐
開
発

計
画
（B

IP
:B
eheer-en Inrichtingsplan

）』

の
推
進
と
達
成
、
運
営
に
係
る
財
政
の
責
任

が
、
政
府
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
公
園
が
所
在
す

る
自
治
州
へ
移
管
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
国

立
公
園
行
政
の
「
小
さ
な
政
府
」
化
の
進
展

を
経
た
後
に
、
現
在
ま
で
続
く
第
三
の
期
間

が
始
ま
る
こ
と
と
な
る
。

　
2
0
1
4
年
に
オ
ラ
ン
ダ
国
会
下
院
に
お

い
て
、
政
府
に
対
し
て
、『
新
し
い
ス
タ
イ

ル
の
国
立
公
園
（N

ationale P
arken 

N
ieuw

e S
tijl

）』
の
検
討
を
求
め
る
動
議
が

提
出
さ
れ
た
。
下
院
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

政
府
は
2
0
1
5
年
か
ら
2
0
1
8
年
ま
で

の
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
世
界
ク
ラ
ス
の
国
立

公
園
を
目
指
し
て
（N

aar N
ationale 

P
arken

 van
 W
ereld

klasse 2
0
1
5
 - 

2018

）』
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
2
0
1
6

年
に
は
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
を
目
的
と
し

て
、
政
府
を
含
む
14
の
利
害
関
係
者
が『
国
立

公
園
協
定（N

ationale P
arken D

eal

）』 

を

締
結
し
た
。
協
定
の
締
結
に
係
る
官
報
に
は
、

取
り
組
み
の
指
針
に
係
る
事
項
と
し
て
上
記

（
カ
コ
ミ
）の
記
述
が
み
ら
れ
、『
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
国
立
公
園
』の
目
指
す
方
向
性
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
2
0
1
6
年
以
降
、
政
府
お
よ
び
『
国
立

公
園
協
定
』の
参
加
者
に
よ
る
議
論
を
経
て
、

新
た
な
国
立
公
園
の
指
定
基
準
が
整
理
さ
れ

る
。
並
行
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
3
地
域

で
国
立
公
園
の
新
規
指
定
を
目
指
す
動
き
が

進
展
し
、
運
営
体
制
の
構
築
、
必
要
な
計
画

や
文
書
類
の
作
成
が
行
わ
れ
た
。
政
府
は
各

地
域
か
ら
提
出
さ
れ
た
申
請
文
書
を

審
査
し
、
2
0
1
8
年
にN

ationaal P
ark 

本
稿
の
う
ち
二
重
か
ぎ
括
弧
を
付
し
た
語
句

は
筆
者
に
よ
る
仮
訳
で
あ
り
、
対
応
す
る
日

本
語
が
公
的
機
関
等
に
よ
り
確
定
さ
れ
て
い

な
い
語
の
訳
出
が
含
ま
れ
る
点
に
留
意
さ
れ

た
い
。　

オ
ラ
ン
ダ
の
国
土
面
積
は
4
万
1
8
6
4

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
広
域
自
治
体

で
あ
る
12
の
州
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
九
州

と
同
程
度
の
国
土
に
、
21
箇
所
の
国
立
公
園

（N
atio
n
aal P

ark

）が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
執
筆
時
点
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立

公
園
の
根
拠
法
は
、
2
0
2
4
年
1
月
に
発

効
し
た
『
環
境
法
（O

m
gevin

gsw
et

）』
で

あ
り
、
同
法
に
お
い
て
国
立
公
園
は
『
重
要

な
自
然
科
学
的
ま
た
は
景
観
的
性
質
を
持
つ

地
域
』
と
定
義
さ
れ
る
。
所
管
省
庁
で
あ
る

L
V
V
N
大
臣
が
公
園
指
定
の
権
限
を
有

し
、
指
定
に
係
る
基
準
は
同
法
の
規
則
で
あ

る
『
2
0
2
4
‐
2
0
3
0 

年
の
国
立
公
園

指
定
に
関
す
る
政
策
規
則
（B

eleid
sregel 

a
a
n
w
ijz
in
g
 N
a
tio
n
a
le
 P
a
rk
e
n
 

2
0
2
4
 - 2
0
3
0

）』
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　
21
公
園
の
名
称
お
よ
び
指
定
年
は
右
下
掲

表
の
通
り
で
あ
る
。
指
定
年
に
着
目
す
る
と
、

大
き
く
1
9
3
0
年
か
ら
1
9
5
0
年
ま
で

の
期
間
と
、1
9
8
9
年
か
ら
2
0
0
6
年

ま
で
の
期
間
、お
よ
び
2
0
1
8
年
以
降
の

期
間
に
、
国
立
公
園
の
指
定
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
オ
ラ
ン
ダ

の
国
立
公
園
政
策
の
展
開
経
緯
に
関
連
し
て

お
り
、
指
定
が
行
わ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間

を
指
し
てN

ationaal P
ark 1.0/2.0/ 3.0

と
表
現
す
る
文
献
も
み
ら
れ
る
。

　
既
在
文
献
に
よ
る
と
、
第
一
の
期
間
に
は

自
然
保
護
区
等
の
3
箇
所
が
国
立
公
園
と
し

て
の
指
定
を
受
け
た
も
の
の
、
そ
の
動
き
は

民
間
団
体
が
主
導
し
、
政
府
は
国
立
公
園
候

補
地
域
の
選
定
や
公
園
指
定
に
は
消
極
的
で

あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
後
に
は

農
業
的
価
値
の
低
い
半
自
然
地
域
が
保
護
区

の
指
定
を
受
け
た
も
の
の
、
戦
災
復
興
と
農

地
拡
大
が
優
先
さ
れ
、
自
然
や
景
観
の
保
護

は
優
先
課
題
と
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
続
く
第
二
の
期
間
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ

は
1
9
6
9
年
に
I
U
C
N
に
加
盟
し
た
。

ま
た
同
年
の
I
U
C
N
決
議
に
お
い
て
、
国

立
公
園
が
満
た
す
べ
き
基
準
が
整
理
さ
れ

た
。
加
盟
国
と
し
て
I
U
C
N
の
定
め
る
基

準
に
沿
っ
た
制
度
を
導
入
す
る
必
要
が
生
じ

た
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
、
国
立
公
園
制
度
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
国
立
公
園
の
候
補
と
な
る
地
域
の
検

討
を
行
っ
た
。
1
9
7
5
年
、
検
討
委
員
会

は
生
態
学
的
価
値
に
基
づ
く
国
立
公
園
の
設

置
に
つ
い
て
答
申
し
、
こ
れ
を
受
け
た
政
府

は
1
9
8
9
年
か
ら
2
0
0
6
年
に
か
け
て

18
箇
所
の
国
立
公
園
の
指
定
を
行
っ
た
。

　
上
記
の
よ
う
に
国
立
公
園
制
度
の
設
計
と

指
定
が
進
む
一
方
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
1
9
9
0

年
代
以
降
、
自
然
政
策
分
野
を
含
む
国
の
政

策
全
般
に
お
い
て
地
方
分
権
・
地
域
化
が
進

行
し
、
国
立
公
園
に
つ
い
て
も
関
係
者
の
自

発
的
な
参
加
と
、
利
害
関
係
者
の
協
議
に
基

づ
く
運
営
体
制
へ
の
移
行
が
図
ら
れ
た
。

2
0
0
7
年
に
は
関
係
法
令
の
改
正
と
統
合

に
よ
り
、
国
立
公
園
の
指
定
は
国
、
公
園
計

　
国
立
公
園
は
、
端
的
に
は
国
が
指
定
す
る

自
然
地
域
の
公
園
で
あ
る
。国
際
的
に
は「
自

然
の
生
物
多
様
性
お
よ
び
そ
の
基
盤
と
な
る

生
態
学
的
構
造
、環
境
プ
ロ
セ
ス
の
保
護
と
、

教
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
主
目

的
と
し
て
指
定
さ
れ
る
公
園
」と
定
義
さ
れ
、

自
然
資
源
の
保
護
と
あ
わ
せ
て
、
公
衆
に
開

か
れ
た
園
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
想

定
さ
れ
た
空
間
と
い
え
る
。
国
立
公
園
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
の
仕
組
み
は
国
に
よ
っ

て
異
な
り
、
公
園
の
指
定
や
運
営
に
係
る
法

令
規
程
類
、
公
園
区
域
の
土
地
所
有
、
管
理

の
主
体
や
手
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
例
と

し
て
、
日
本
の
国
立
公
園
は
土
地
の
所
有
に

関
わ
ら
ず
区
域
を
定
め
て
指
定
す
る
地
域
制

公
園
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
は

管
理
当
局
が
公
園
区
域
の
土
地
を
所
有
す
る

営
造
物
公
園
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
本
邦
で
は
1
9
3
4
年
に
最
初
の
国
立
公

園
が
誕
生
し
、
以
降
現
在
ま
で
に
35
箇
所
の

国
立
公
園
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。設
立
以
来
、

国
立
公
園
は
観
光
の
文
脈
と
密
接
に
関
わ
っ

て
き
た
。
近
年
の
事
例
と
し
て
は
政
府
が

2
0
1
6
年
に
取
り
ま
と
め
た
「
明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、

日
本
の
国
立
公
園
を
世
界
水
準
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
パ
ー
ク
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
指
針
が

示
さ
れ
た
。
ま
た
、
2
0
2
3
年
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
」
に

お
い
て
も
、
先
行
計
画
か
ら
引
き
続
き
、
国

立
公
園
の
魅
力
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
化
が
謳
わ

れ
て
い
る
。

　
日
本
の
国
立
公
園
が
世
界
水
準
の
魅
力
を

発
揮
す
る
に
あ
た
り
、
直
接
的
な
競
合
、
す

な
わ
ち
旅
行
者
か
ら
み
た
訪
問
先
と
し
て
の

比
較
対
象
と
な
る
の
は
、
世
界
各
国
の
国
立

公
園
で
あ
る
。
一
方
で
、

　
　
　
当
財
団
は

受
託
業
務
を
通
し
て
海
外
の
国
立
公
園
に
つ

い
て
調
査
す
る
機
会
を
得
て
き
た
が
、
そ
の

際
に
目
に
す
る
情
報
は
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
等
の
国
立
公
園
が
中
心
で
あ
り
、

取
得
可
能
な
情
報
が
一
部
の
国
に
偏
在
し
て

い
る
感
覚
が
あ
っ
た
。
他
方
、
個
別
的
な
事

例
に
目
を
向
け
る
と
、
小
林
（
2
0
1
4
）
は

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
土
整
備
・
地
域
振
興

政
策
の
中
で
、
一
定
の
地
理
的
・
歴
史
的
共

通
性
を
持
つ
地
域
が
指
定
さ
れ
、
複
数
の
自

治
体
お
よ
び
関
連
機
関
に
よ
り
運
営
さ
れ
る

「
地
方
自
然
公
園
制
度
（P

arcs de naturel 

regional

）」
が
誕
生
し
た
こ
と
を
報
告
し
て

い
る
。
ま
た
、
昨
年
度
に
視
察
を
行
っ
た
ス

イ
ス
で
は
2
0
0
7
年
以
降
の
法
整
備
に
よ

り
、
従
来
は
営
造
物
制
の
国
立
公
園
を

所
管
し
て
い
た
『
国
家
重
要
公
園
（P

arcs 

d
’im
p
o
rtan

ce n
atio
n
ale

）』
の
枠
組
み

に
、
地
域
制
公
園
で
あ
る
『
地
域
自
然
公
園

（P
arcs naturels régionaux

）』と『
郊
外

自
然
公
園（P

arcs naturels périurbains

）』

が
追
加
さ
れ
る
等
、
政
策
上
の
新
た
な
展
開

が
み
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
に
お
い
て
は
、
公
園
単
位

で
の
改
善
に
留
ま
ら
ず
既
存
の
公
園
制
度
そ

の
も
の
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
を

視
野
に
入
れ
た
自
然
地
域
の
管
理
運
営
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
国
立
公
園
を
積
極

的
に
活
用
す
る
と
い
っ
た
方
向
性
が
示
唆
さ

れ
る
。
各
国
の
国
立
公
園
に
係
る
こ
の
よ
う

な
知
見
は
、
世
界
水
準
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー

ク
を
目
指
す
本
邦
の
国
立
公
園
施
策
に
お
い

て
も
有
益
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。そ
こ
で
、

今
年
度
の
視
察
で
は
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
公
園

に
着
目
し
、
事
前
調
査
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の

国
立
公
園
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
整
理
し
た

上
で
、
現
地
視
察
と
し
て
ハ
ー
グ
市
近
郊
の

国
立
公
園
候
補
地
域
を
訪
問
し
た
。

　
な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
制
度
や
計
画

等
の
名
称
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
公
用
語
以
外
に

よ
る
表
記
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
語
句
を
含

む
。
上
記
『
国
家
重
要
公
園
』
の
よ
う
に
、

た
の
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
開
発
圧
に
晒
さ
れ
な

が
ら
も
、
森
林
と
し
て
維
持
さ
れ
て
き
た
。

全
域
が
N
P
H
D
公
園
区
域
の
一
部
で
あ
り
、

域
内
で
は
ハ
ー
グ
市
当
局
等
の
関
係
組
織
に

よ
り
、
公
共
緑
地
と
し
て
の
再
整
備
や
、

N
P
H
D
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
海
岸
部
に
再
び
目
を
向
け
る
と
、

海
に
接
し
た
砂
質
土
壌
の
地
下
に
は
海
水
が

浸
透
し
、
比
重
の
小
さ
い
真
水
は
海
水
よ
り

も
地
表
近
く
に
滞
留
す
る
。
こ
の
た
め
、
雨

水
や
河
川
か
ら
の
真
水
の
流
入
量
と
採
水
量

を
均
衡
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
砂
丘
は
採
水

地
と
し
て
機
能
す
る
。
N
P
H
D
で
は
19
世

紀
か
ら
現
在
ま
で
、
水
道
会
社
で
あ
る

D
u
n
ea

社
が
採
水
を
行
い
、
近
隣
都
市
圏

に
上
水
を
提
供
し
て
き
た
。

　
同
社
は
N
P
H
D
内
で
採
水
地
と
な
る
3

地
区
を
直
接
管
理
し
て
い
る
が
、
自
社
の
事

業
に
関
わ
る
区
画
の
管
理
に
留
ま
ら
ず
、

N
P
H
D
の
国
立
公
園
指
定
に
向
け
た
組
織

形
成
、
計
画
策
定
等
で
主
導
的
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。
公
園
内
で
は
同
社
に
よ
り
整

備
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
標
識
、
案
内
板
、
休

憩
所
、
無
料
の
給
水
設
備
な
ど
の
施
設
が
複

数
み
ら
れ
る
。
ま
た
過
去
に
使
用
さ
れ
て
い

た
給
水
塔
は
、
砂
丘
部
に
お
け
る
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

 

　
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
公
園
は
1
9
3
0
年
に

始
ま
り
、
政
府
に
よ
る
本
格
的
な
制
度
設
計

と
公
園
指
定
は
、
1
9
6
0
年
代
か
ら

2
0
0
0
年
代
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
政
府

の
権
限
・
責
任
の
段
階
的
な
縮
小
を
経
て
、

国
立
公
園
の
新
た
な
位
置
づ
け
が
模
索
さ
れ

る
中
で
、
2
0
1
0
年
代
か
ら
は
『
新
し
い

ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
を
目
指
す
施
策
が

展
開
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
国
立
公
園
地
域
の

持
続
可
能
な
保
護
と
発
展
、従
来
の「
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
と
風
車
」
に
匹
敵
す
る
国
家
的
イ

メ
ー
ジ
の
確
立
、
旅
行
目
的
地
と
し
て
の
魅

力
向
上
に
よ
る
郊
外
地
域
の
発
展
な
ど
が
企

図
さ
れ
て
お
り
、
観
光
に
よ
る
地
方
創
生
の

文
脈
の
中
で
国
立
公
園
の
魅
力
向
上
と
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
す
日
本
の
取
り
組
み
と
は
一

定
の
相
似
性
が
み
ら
れ
る
。
一
方
で
オ
ラ
ン

ダ
に
お
い
て
は
施
策
指
針
の
変
更
に
留
ま
ら

ず
、
関
連
す
る
法
令
規
定
類
や
指
定
に
係
る

基
準
な
ど
、
既
存
の
国
立
公
園
行
政
の
枠
組

み
に
つ
い
て
も
改
善
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
施
策
展
開
が
な
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
国
立
公
園
の

従
来
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
刷
新（
リ
ブ
ラ
ン
ド
）

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
視
察
時
点
で
既
に
一

定
の
効
果
が
感
じ
ら
れ
る
状
況
で
あ
り
、
今

後
の
『
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
の

展
開
・
成
熟
に
伴
っ
て
、
さ
ら
に
大
き
な
進

展
が
見
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
『
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
と
し

て
の
指
定
を
目
指
す
N
P
H
D
で
は
、
民
間

水
道
事
業
者
で
あ
るD

unea

社
を
筆
頭
に
、

官
民
連
携
に
よ
る
総
合
的
な
協
働
管
理
手
法

が
確
立
さ
れ
て
い
た
。計
画
文
書
に
よ
れ
ば
、

N
P
H
D
の
運
営
に
は
50
を
超
え
る
利
害
関

係
者
が
参
加
し
て
お
り
、
公
園
内
の
事
業
実

施
に
あ
た
っ
て
は
各
組
織
か
ら
の
投
資
に
よ

る
予
算
調
達
も
含
め
て
、
利
害
関
係
者
の
協

働
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
情
報
発
信
や
計

画
策
定
な
ど
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
各

種
施
設
に
つ
い
て
も
高
い
水
準
で
整
備
さ
れ

て
お
り
、
民
間
の
主
導
に
よ
る
広
範
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
へ
の
積
極
的
な
投
資
が
な
さ
れ
て
い

る
状
況
が
示
唆
さ
れ
た
。D

u
n
ea

社
は
公

園
区
域
内
に
採
水
地
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

高
品
質
な
水
源
の
維
持
、
な
ら
び
に
自
社
の

ブ
ラ
ン
ド
向
上
の
観
点
か
ら
、
N
P
H
D
の

国
立
公
園
指
定
に
対
し
て
高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
有
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
他

方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
者
が
ど
の
よ
う
な
動

機
を
持
っ
て
国
立
公
園
指
定
と
い
う
目
標
に

賛
同
し
、
N
P
H
D
の
運
営
に
参
画
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
研
究
す

べ
き
課
題
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
視
察
で
は
国
家
的
な
枠
組

み
と
し
て
の
国
立
公
園
制
度
と
、
地
域
に
お

け
る
実
装
の
状
況
と
い
う
2
つ
の
視
点
か
ら

調
査
を
行
っ
た
。
他
方
、
国
立
公
園
は
人
々

に
開
か
れ
た
空
間
で
あ
り
、
利
用
者
の
動
態

や
体
験
と
い
っ
た
側
面
に
つ
い
て
も
整
理
が

必
要
で
あ
る
。
大
き
な
変
化
の
途
上
に
あ
る

『
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
に
つ
い

て
、
そ
の
動
向
と
成
果
を
継
続
的
に
把
握
す

る
こ
と
を
通
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
と
同
様
に
協

働
型
の
管
理
運
営
を
想
定
す
る
日
本
の
国
立

公
園
に
と
っ
て
有
益
な
知
見
を
得
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

N
ieuw
 Land

を
、2
0
2
4
年
にV

an G
ogh 

N
ationaal P

ark

を
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
国

立
公
園
と
し
て
指
定
し
た
。

　
事
前
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
回
の
視

察
で
は
ハ
ー
グ
市
近
郊
に
位
置
す
る

N
atio
n
aal P

ark H
o
llan
d
se D

u
in
en

（
N
P
H
D
）
を
往
訪
し
た
。
N
P
H
D
は
南

ホ
ラ
ン
ト
州
の
北
海
沿
岸
に
位
置
す
る
国
立

公
園
の
候
補
地
域
で
あ
り
、
47
㎞
に
わ
た
る

海
岸
線
か
ら
内
陸
部
に
か
け
て
の
約
4
5
0

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
公
園
区
域
と
す
る
。

そ
の
範
囲
は
南
ホ
ラ
ン
ト
州
下
の
14
の
基
礎

自
治
体
に
ま
た
が
り
、
域
内
に
は
約
1
0
0

万
人
が
居
住
す
る
地
域
制
公
園
で
あ
る
。

　
2
0
1
5
年
以
降
の
『
世
界
ク
ラ
ス
の
国

立
公
園
を
目
指
し
て
』
に
係
る
取
り
組
み
の

一
部
と
し
て
、
2
0
1
8
年
に
政
府
の
主
導

に
よ
り
、「
オ
ラ
ン
ダ
で
最
も
美
し
い
自
然

保
護
区
」
の
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
13
の
最

終
候
補
の
う
ち
、
N
P
H
D
は
3
位
に
選
出

さ
れ
、
政
府
か
ら
最
大
30
万
ユ
ー
ロ
の
開
発

整
備
予
算
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

投
票
へ
の
参
加
に
前
後
し
て
現
地
で
は
国
立

表 1 オランダ本土の国立公園等および指定年（2024年11月時点）

2
．国
立
公
園
政
策
の

展
開

3
．現
地
視
察
：

H
ollandse D

uinen

国
立
公
園

○
国
立
公
園
に
お
け
る
自
然
保
護
と
自
然

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
を
、

優
れ
た
起
業
家
精
神
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
国
立
公
園
地
域
の
持
続
可
能

な
保
護
と
発
展
へ
の
貢
献
が
可
能
な
、

収
益
モ
デ
ル
の
確
立
機
会
を
提
供
す
る
。

○
国
家
的
に
重
要
な
自
然
と
文
化
の
価
値

を
組
み
合
わ
せ
た
国
立
公
園
は
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
風
車
な

ど
の
強
力
な
ブ
ラ
ン
ド
に
匹
敵
す
る
よ

う
な
、
自
然
と
風
景
の
国
際
的 

／
国
家

的
な
象
徴
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

○
国
立
公
園
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
の
オ
ラ
ン
ダ
の
魅
力
を
高
め
、
国
内

お
よ
び
海
外
か
ら
の
観
光
客（
の
成
長
）

に
対
応
す
る
こ
と
で
、
郊
外
地
域
の
活
力

の
維
持
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
5
・
6

※
7

※
8

※9

※
10

※
11

※
13

※
14

※
12

※
15

Nationaal Park Veluwezoom
Nationaal Park De Hoge Veluwe
Nationaal park Kennemerduinen
Nationaal Park Schiermonnikoog
Nationaal Park De Meinweg
Nationaal Park Dwingelderveld
Nationaal Park Weerribben-Wieden
Nationaal Park De Groote Peel
Nationaal Park De Biesbosch
Nationaal Park Zuid-Kennemerland
Nationaal Park De Maasduinen
Nationaal Park Drents-Friese Wold
Grenspark De Zoom - Kalmthoutse Heide
Nationaal Park Drentsche Aa
Nationaal Park Duinen van Texel
Nationaal Park Oosterschelde
Nationaal Park De Loonse en Drunense 
Duinen
Nationaal Park Lauwersmeer
Nationaal Park Utrechtse Heuvelrug
Nationaal Park Sallandse Heuvelrug
Nationaal Park De Alde Feanen
Nationaal Park Nieuw Land
Van Gogh Nationaal Park
Nationaal Park Hollandse Duinen

1
2
-
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

-

16
17
18
19
20
21
-

1930
1935
1950
1989
1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
2000
2001
2002
2002
2002

2002

2003
2003
2004
2006
2018
2024
未指定

No.9として拡張・再指定

2024年公園名称変更

No.21の一部となり指定解除

地位申請中

公園名 指定年 備考No

‒❹都市近郊の訪問先としての『新しいスタイルの国立公園』3

66

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

三 校



公
園
指
定
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
、

2
0
2
2
年
に
は
国
立
公
園
の
指
定
を
求
め

る
申
請
書
が
、
N
P
H
D
か
ら
政
府
に
提
出

さ
れ
た
。
同
申
請
に
つ
い
て
は
政
府
に
よ
り

保
留
の
判
断
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、

N
P
H
D
は
2
0
2
4
年
9
月
に
、
現
行
の

要
件
に
準
じ
た
修
正
申
請
を
提
出
し
て
い
る
。

　
N
P
H
D
に
お
け
る
主
た
る
風
景
の
一
つ

は
、
北
海
沿
岸
部
の
砂
丘
で
あ
る
。
海
岸
か

ら
内
陸
に
向
け
て
い
く
つ
か
の
段
丘
を
形
成

す
る
砂
地
の
上
に
は
、
そ
の
微
地
形
に
応
じ

て
草
本
、
灌
木
、
疎
林
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
植

生
が
分
布
す
る
。

　
海
岸
一
帯
も
公
園
区
域
に
含
ま
れ
て
い
る

が
、
一
部
の
区
域
に
つ
い
て
は
19
世
紀
以
降

現
在
ま
で
、
海
浜
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
利
用

が
な
さ
れ
て
き
た
。
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る

ク
ア
ハ
ウ
ス
等
を
中
心
に
、
飲
食
、
宿
泊
、

娯
楽
等
の
施
設
が
集
中
的
に
整
備
さ
れ
て
お

り
、
一
見
す
る
と
国
立
公
園
と
は
思
わ
れ
な

い
区
画
に
つ
い
て
も
、
N
P
H
D
の
公
園
区

域
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
公
園
区
域
は
沿
岸
部
だ
け
で
な
く
、
内
陸

側
の
都
市
域
に
も
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ー

グ
の
森
（H

aagse B
o
s

）
は
デ
ン
・
ハ
ー

グ
中
央
駅
至
近
に
位
置
す
る
面
積
1
0
0
平

方
メ
ー
ト
ル
程
度
の
緑
地
帯
で
あ
り
、
中
世

に
貴
族
の
私
設
狩
猟
地
と
し
て
保
護
を
受
け

画
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
承
認
は
州
が
実
施
す
る

体
制
が
構
築
さ
れ
た
。
さ
ら
に
2
0
1
3
年

に
は
、
各
公
園
に
設
置
さ
れ
た
『
協
議
組
織

（O
verlegorgaan

）』の
運
営
、『
管
理
‐
開
発

計
画
（B

IP
:B
eheer-en Inrichtingsplan

）』

の
推
進
と
達
成
、
運
営
に
係
る
財
政
の
責
任

が
、
政
府
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
公
園
が
所
在
す

る
自
治
州
へ
移
管
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
国

立
公
園
行
政
の
「
小
さ
な
政
府
」
化
の
進
展

を
経
た
後
に
、
現
在
ま
で
続
く
第
三
の
期
間

が
始
ま
る
こ
と
と
な
る
。

　
2
0
1
4
年
に
オ
ラ
ン
ダ
国
会
下
院
に
お

い
て
、
政
府
に
対
し
て
、『
新
し
い
ス
タ
イ

ル
の
国
立
公
園
（N

ationale P
arken 

N
ieuw

e S
tijl

）』
の
検
討
を
求
め
る
動
議
が

提
出
さ
れ
た
。
下
院
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

政
府
は
2
0
1
5
年
か
ら
2
0
1
8
年
ま
で

の
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
世
界
ク
ラ
ス
の
国
立

公
園
を
目
指
し
て
（N

aar N
ationale 

P
arken

 van
 W
ereld

klasse 2
0
1
5
 - 

2018

）』
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
2
0
1
6

年
に
は
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
を
目
的
と
し

て
、
政
府
を
含
む
14
の
利
害
関
係
者
が『
国
立

公
園
協
定（N
ationale P

arken D
eal

）』 

を

締
結
し
た
。
協
定
の
締
結
に
係
る
官
報
に
は
、

取
り
組
み
の
指
針
に
係
る
事
項
と
し
て
上
記

（
カ
コ
ミ
）の
記
述
が
み
ら
れ
、『
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
国
立
公
園
』の
目
指
す
方
向
性
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
2
0
1
6
年
以
降
、
政
府
お
よ
び
『
国
立

公
園
協
定
』の
参
加
者
に
よ
る
議
論
を
経
て
、

新
た
な
国
立
公
園
の
指
定
基
準
が
整
理
さ
れ

る
。
並
行
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
3
地
域

で
国
立
公
園
の
新
規
指
定
を
目
指
す
動
き
が

進
展
し
、
運
営
体
制
の
構
築
、
必
要
な
計
画

や
文
書
類
の
作
成
が
行
わ
れ
た
。
政
府
は
各

地
域
か
ら
提
出
さ
れ
た
申
請
文
書
を

審
査
し
、
2
0
1
8
年
にN

ationaal P
ark 

本
稿
の
う
ち
二
重
か
ぎ
括
弧
を
付
し
た
語
句

は
筆
者
に
よ
る
仮
訳
で
あ
り
、
対
応
す
る
日

本
語
が
公
的
機
関
等
に
よ
り
確
定
さ
れ
て
い

な
い
語
の
訳
出
が
含
ま
れ
る
点
に
留
意
さ
れ

た
い
。　

オ
ラ
ン
ダ
の
国
土
面
積
は
4
万
1
8
6
4

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
広
域
自
治
体

で
あ
る
12
の
州
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
九
州

と
同
程
度
の
国
土
に
、
21
箇
所
の
国
立
公
園

（N
atio
n
aal P

ark

）が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
執
筆
時
点
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立

公
園
の
根
拠
法
は
、
2
0
2
4
年
1
月
に
発

効
し
た
『
環
境
法
（O

m
gevin

gsw
et

）』
で

あ
り
、
同
法
に
お
い
て
国
立
公
園
は
『
重
要

な
自
然
科
学
的
ま
た
は
景
観
的
性
質
を
持
つ

地
域
』
と
定
義
さ
れ
る
。
所
管
省
庁
で
あ
る

L
V
V
N
大
臣
が
公
園
指
定
の
権
限
を
有

し
、
指
定
に
係
る
基
準
は
同
法
の
規
則
で
あ

る
『
2
0
2
4
‐
2
0
3
0 

年
の
国
立
公
園

指
定
に
関
す
る
政
策
規
則
（B

eleid
sregel 

a
a
n
w
ijz
in
g
 N
a
tio
n
a
le
 P
a
rk
e
n
 

2
0
2
4
 - 2
0
3
0

）』
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　
21
公
園
の
名
称
お
よ
び
指
定
年
は
右
下
掲

表
の
通
り
で
あ
る
。
指
定
年
に
着
目
す
る
と
、

大
き
く
1
9
3
0
年
か
ら
1
9
5
0
年
ま
で

の
期
間
と
、1
9
8
9
年
か
ら
2
0
0
6
年

ま
で
の
期
間
、お
よ
び
2
0
1
8
年
以
降
の

期
間
に
、
国
立
公
園
の
指
定
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
オ
ラ
ン
ダ

の
国
立
公
園
政
策
の
展
開
経
緯
に
関
連
し
て

お
り
、
指
定
が
行
わ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間

を
指
し
てN

ationaal P
ark 1.0/2.0/ 3.0

と
表
現
す
る
文
献
も
み
ら
れ
る
。

　
既
在
文
献
に
よ
る
と
、
第
一
の
期
間
に
は

自
然
保
護
区
等
の
3
箇
所
が
国
立
公
園
と
し

て
の
指
定
を
受
け
た
も
の
の
、
そ
の
動
き
は

民
間
団
体
が
主
導
し
、
政
府
は
国
立
公
園
候

補
地
域
の
選
定
や
公
園
指
定
に
は
消
極
的
で

あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
後
に
は

農
業
的
価
値
の
低
い
半
自
然
地
域
が
保
護
区

の
指
定
を
受
け
た
も
の
の
、
戦
災
復
興
と
農

地
拡
大
が
優
先
さ
れ
、
自
然
や
景
観
の
保
護

は
優
先
課
題
と
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
続
く
第
二
の
期
間
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ

は
1
9
6
9
年
に
I
U
C
N
に
加
盟
し
た
。

ま
た
同
年
の
I
U
C
N
決
議
に
お
い
て
、
国

立
公
園
が
満
た
す
べ
き
基
準
が
整
理
さ
れ

た
。
加
盟
国
と
し
て
I
U
C
N
の
定
め
る
基

準
に
沿
っ
た
制
度
を
導
入
す
る
必
要
が
生
じ

た
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
、
国
立
公
園
制
度
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
国
立
公
園
の
候
補
と
な
る
地
域
の
検

討
を
行
っ
た
。
1
9
7
5
年
、
検
討
委
員
会

は
生
態
学
的
価
値
に
基
づ
く
国
立
公
園
の
設

置
に
つ
い
て
答
申
し
、
こ
れ
を
受
け
た
政
府

は
1
9
8
9
年
か
ら
2
0
0
6
年
に
か
け
て

18
箇
所
の
国
立
公
園
の
指
定
を
行
っ
た
。

　
上
記
の
よ
う
に
国
立
公
園
制
度
の
設
計
と

指
定
が
進
む
一
方
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
1
9
9
0

年
代
以
降
、
自
然
政
策
分
野
を
含
む
国
の
政

策
全
般
に
お
い
て
地
方
分
権
・
地
域
化
が
進

行
し
、
国
立
公
園
に
つ
い
て
も
関
係
者
の
自

発
的
な
参
加
と
、
利
害
関
係
者
の
協
議
に
基

づ
く
運
営
体
制
へ
の
移
行
が
図
ら
れ
た
。

2
0
0
7
年
に
は
関
係
法
令
の
改
正
と
統
合

に
よ
り
、
国
立
公
園
の
指
定
は
国
、
公
園
計

　
国
立
公
園
は
、
端
的
に
は
国
が
指
定
す
る

自
然
地
域
の
公
園
で
あ
る
。国
際
的
に
は「
自

然
の
生
物
多
様
性
お
よ
び
そ
の
基
盤
と
な
る

生
態
学
的
構
造
、環
境
プ
ロ
セ
ス
の
保
護
と
、

教
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
主
目

的
と
し
て
指
定
さ
れ
る
公
園
」と
定
義
さ
れ
、

自
然
資
源
の
保
護
と
あ
わ
せ
て
、
公
衆
に
開

か
れ
た
園
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
想

定
さ
れ
た
空
間
と
い
え
る
。
国
立
公
園
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
の
仕
組
み
は
国
に
よ
っ

て
異
な
り
、
公
園
の
指
定
や
運
営
に
係
る
法

令
規
程
類
、
公
園
区
域
の
土
地
所
有
、
管
理

の
主
体
や
手
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
例
と

し
て
、
日
本
の
国
立
公
園
は
土
地
の
所
有
に

関
わ
ら
ず
区
域
を
定
め
て
指
定
す
る
地
域
制

公
園
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
は

管
理
当
局
が
公
園
区
域
の
土
地
を
所
有
す
る

営
造
物
公
園
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
本
邦
で
は
1
9
3
4
年
に
最
初
の
国
立
公

園
が
誕
生
し
、
以
降
現
在
ま
で
に
35
箇
所
の

国
立
公
園
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。設
立
以
来
、

国
立
公
園
は
観
光
の
文
脈
と
密
接
に
関
わ
っ

て
き
た
。
近
年
の
事
例
と
し
て
は
政
府
が

2
0
1
6
年
に
取
り
ま
と
め
た
「
明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、

日
本
の
国
立
公
園
を
世
界
水
準
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
パ
ー
ク
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
指
針
が

示
さ
れ
た
。
ま
た
、
2
0
2
3
年
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
」
に

お
い
て
も
、
先
行
計
画
か
ら
引
き
続
き
、
国

立
公
園
の
魅
力
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
化
が
謳
わ

れ
て
い
る
。

　
日
本
の
国
立
公
園
が
世
界
水
準
の
魅
力
を

発
揮
す
る
に
あ
た
り
、
直
接
的
な
競
合
、
す

な
わ
ち
旅
行
者
か
ら
み
た
訪
問
先
と
し
て
の

比
較
対
象
と
な
る
の
は
、
世
界
各
国
の
国
立

公
園
で
あ
る
。
一
方
で
、

　
　
　
当
財
団
は

受
託
業
務
を
通
し
て
海
外
の
国
立
公
園
に
つ

い
て
調
査
す
る
機
会
を
得
て
き
た
が
、
そ
の

際
に
目
に
す
る
情
報
は
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
等
の
国
立
公
園
が
中
心
で
あ
り
、

取
得
可
能
な
情
報
が
一
部
の
国
に
偏
在
し
て

い
る
感
覚
が
あ
っ
た
。
他
方
、
個
別
的
な
事

例
に
目
を
向
け
る
と
、
小
林
（
2
0
1
4
）
は

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
土
整
備
・
地
域
振
興

政
策
の
中
で
、
一
定
の
地
理
的
・
歴
史
的
共

通
性
を
持
つ
地
域
が
指
定
さ
れ
、
複
数
の
自

治
体
お
よ
び
関
連
機
関
に
よ
り
運
営
さ
れ
る

「
地
方
自
然
公
園
制
度
（P

arcs de naturel 

regional

）」
が
誕
生
し
た
こ
と
を
報
告
し
て

い
る
。
ま
た
、
昨
年
度
に
視
察
を
行
っ
た
ス

イ
ス
で
は
2
0
0
7
年
以
降
の
法
整
備
に
よ

り
、
従
来
は
営
造
物
制
の
国
立
公
園
を

所
管
し
て
い
た
『
国
家
重
要
公
園
（P

arcs 

d
’im
p
o
rtan

ce n
atio
n
ale

）』
の
枠
組
み

に
、
地
域
制
公
園
で
あ
る
『
地
域
自
然
公
園

（P
arcs naturels régionaux

）』と『
郊
外

自
然
公
園（P

arcs naturels périurbains

）』

が
追
加
さ
れ
る
等
、
政
策
上
の
新
た
な
展
開

が
み
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
に
お
い
て
は
、
公
園
単
位

で
の
改
善
に
留
ま
ら
ず
既
存
の
公
園
制
度
そ

の
も
の
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
を

視
野
に
入
れ
た
自
然
地
域
の
管
理
運
営
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
国
立
公
園
を
積
極

的
に
活
用
す
る
と
い
っ
た
方
向
性
が
示
唆
さ

れ
る
。
各
国
の
国
立
公
園
に
係
る
こ
の
よ
う

な
知
見
は
、
世
界
水
準
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー

ク
を
目
指
す
本
邦
の
国
立
公
園
施
策
に
お
い

て
も
有
益
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。そ
こ
で
、

今
年
度
の
視
察
で
は
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
公
園

に
着
目
し
、
事
前
調
査
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の

国
立
公
園
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
整
理
し
た

上
で
、
現
地
視
察
と
し
て
ハ
ー
グ
市
近
郊
の

国
立
公
園
候
補
地
域
を
訪
問
し
た
。

　
な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
制
度
や
計
画

等
の
名
称
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
公
用
語
以
外
に

よ
る
表
記
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
語
句
を
含

む
。
上
記
『
国
家
重
要
公
園
』
の
よ
う
に
、

た
の
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
開
発
圧
に
晒
さ
れ
な

が
ら
も
、
森
林
と
し
て
維
持
さ
れ
て
き
た
。

全
域
が
N
P
H
D
公
園
区
域
の
一
部
で
あ
り
、

域
内
で
は
ハ
ー
グ
市
当
局
等
の
関
係
組
織
に

よ
り
、
公
共
緑
地
と
し
て
の
再
整
備
や
、

N
P
H
D
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
海
岸
部
に
再
び
目
を
向
け
る
と
、

海
に
接
し
た
砂
質
土
壌
の
地
下
に
は
海
水
が

浸
透
し
、
比
重
の
小
さ
い
真
水
は
海
水
よ
り

も
地
表
近
く
に
滞
留
す
る
。
こ
の
た
め
、
雨

水
や
河
川
か
ら
の
真
水
の
流
入
量
と
採
水
量

を
均
衡
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
砂
丘
は
採
水

地
と
し
て
機
能
す
る
。
N
P
H
D
で
は
19
世

紀
か
ら
現
在
ま
で
、
水
道
会
社
で
あ
る

D
u
n
ea

社
が
採
水
を
行
い
、
近
隣
都
市
圏

に
上
水
を
提
供
し
て
き
た
。

　
同
社
は
N
P
H
D
内
で
採
水
地
と
な
る
3

地
区
を
直
接
管
理
し
て
い
る
が
、
自
社
の
事

業
に
関
わ
る
区
画
の
管
理
に
留
ま
ら
ず
、

N
P
H
D
の
国
立
公
園
指
定
に
向
け
た
組
織

形
成
、
計
画
策
定
等
で
主
導
的
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。
公
園
内
で
は
同
社
に
よ
り
整

備
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
標
識
、
案
内
板
、
休

憩
所
、
無
料
の
給
水
設
備
な
ど
の
施
設
が
複

数
み
ら
れ
る
。
ま
た
過
去
に
使
用
さ
れ
て
い

た
給
水
塔
は
、
砂
丘
部
に
お
け
る
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

 

　
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
公
園
は
1
9
3
0
年
に

始
ま
り
、
政
府
に
よ
る
本
格
的
な
制
度
設
計

と
公
園
指
定
は
、
1
9
6
0
年
代
か
ら

2
0
0
0
年
代
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
政
府

の
権
限
・
責
任
の
段
階
的
な
縮
小
を
経
て
、

国
立
公
園
の
新
た
な
位
置
づ
け
が
模
索
さ
れ

る
中
で
、
2
0
1
0
年
代
か
ら
は
『
新
し
い

ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
を
目
指
す
施
策
が

展
開
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
国
立
公
園
地
域
の

持
続
可
能
な
保
護
と
発
展
、従
来
の「
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
と
風
車
」
に
匹
敵
す
る
国
家
的
イ

メ
ー
ジ
の
確
立
、
旅
行
目
的
地
と
し
て
の
魅

力
向
上
に
よ
る
郊
外
地
域
の
発
展
な
ど
が
企

図
さ
れ
て
お
り
、
観
光
に
よ
る
地
方
創
生
の

文
脈
の
中
で
国
立
公
園
の
魅
力
向
上
と
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
す
日
本
の
取
り
組
み
と
は
一

定
の
相
似
性
が
み
ら
れ
る
。
一
方
で
オ
ラ
ン

ダ
に
お
い
て
は
施
策
指
針
の
変
更
に
留
ま
ら

ず
、
関
連
す
る
法
令
規
定
類
や
指
定
に
係
る

基
準
な
ど
、
既
存
の
国
立
公
園
行
政
の
枠
組

み
に
つ
い
て
も
改
善
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
施
策
展
開
が
な
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
国
立
公
園
の

従
来
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
刷
新（
リ
ブ
ラ
ン
ド
）

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
視
察
時
点
で
既
に
一

定
の
効
果
が
感
じ
ら
れ
る
状
況
で
あ
り
、
今

後
の
『
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
の

展
開
・
成
熟
に
伴
っ
て
、
さ
ら
に
大
き
な
進

展
が
見
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
『
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
と
し

て
の
指
定
を
目
指
す
N
P
H
D
で
は
、
民
間

水
道
事
業
者
で
あ
るD

unea

社
を
筆
頭
に
、

官
民
連
携
に
よ
る
総
合
的
な
協
働
管
理
手
法

が
確
立
さ
れ
て
い
た
。計
画
文
書
に
よ
れ
ば
、

N
P
H
D
の
運
営
に
は
50
を
超
え
る
利
害
関

係
者
が
参
加
し
て
お
り
、
公
園
内
の
事
業
実

施
に
あ
た
っ
て
は
各
組
織
か
ら
の
投
資
に
よ

る
予
算
調
達
も
含
め
て
、
利
害
関
係
者
の
協

働
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
情
報
発
信
や
計

画
策
定
な
ど
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
各

種
施
設
に
つ
い
て
も
高
い
水
準
で
整
備
さ
れ

て
お
り
、
民
間
の
主
導
に
よ
る
広
範
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
へ
の
積
極
的
な
投
資
が
な
さ
れ
て
い

る
状
況
が
示
唆
さ
れ
た
。D

u
n
ea

社
は
公

園
区
域
内
に
採
水
地
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

高
品
質
な
水
源
の
維
持
、
な
ら
び
に
自
社
の

ブ
ラ
ン
ド
向
上
の
観
点
か
ら
、
N
P
H
D
の

国
立
公
園
指
定
に
対
し
て
高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
有
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
他

方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
者
が
ど
の
よ
う
な
動

機
を
持
っ
て
国
立
公
園
指
定
と
い
う
目
標
に

賛
同
し
、
N
P
H
D
の
運
営
に
参
画
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
研
究
す

べ
き
課
題
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
視
察
で
は
国
家
的
な
枠
組

み
と
し
て
の
国
立
公
園
制
度
と
、
地
域
に
お

け
る
実
装
の
状
況
と
い
う
2
つ
の
視
点
か
ら

調
査
を
行
っ
た
。
他
方
、
国
立
公
園
は
人
々

に
開
か
れ
た
空
間
で
あ
り
、
利
用
者
の
動
態

や
体
験
と
い
っ
た
側
面
に
つ
い
て
も
整
理
が

必
要
で
あ
る
。
大
き
な
変
化
の
途
上
に
あ
る

『
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
に
つ
い

て
、
そ
の
動
向
と
成
果
を
継
続
的
に
把
握
す

る
こ
と
を
通
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
と
同
様
に
協

働
型
の
管
理
運
営
を
想
定
す
る
日
本
の
国
立

公
園
に
と
っ
て
有
益
な
知
見
を
得
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

N
ieuw
 Land

を
、2
0
2
4
年
にV

an G
ogh 

N
ationaal P

ark

を
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
国

立
公
園
と
し
て
指
定
し
た
。

　
事
前
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
回
の
視

察
で
は
ハ
ー
グ
市
近
郊
に
位
置
す
る

N
atio
n
aal P

ark H
o
llan
d
se D

u
in
en

（
N
P
H
D
）
を
往
訪
し
た
。
N
P
H
D
は
南

ホ
ラ
ン
ト
州
の
北
海
沿
岸
に
位
置
す
る
国
立

公
園
の
候
補
地
域
で
あ
り
、
47
㎞
に
わ
た
る

海
岸
線
か
ら
内
陸
部
に
か
け
て
の
約
4
5
0

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
公
園
区
域
と
す
る
。

そ
の
範
囲
は
南
ホ
ラ
ン
ト
州
下
の
14
の
基
礎

自
治
体
に
ま
た
が
り
、
域
内
に
は
約
1
0
0

万
人
が
居
住
す
る
地
域
制
公
園
で
あ
る
。

　
2
0
1
5
年
以
降
の
『
世
界
ク
ラ
ス
の
国

立
公
園
を
目
指
し
て
』
に
係
る
取
り
組
み
の

一
部
と
し
て
、
2
0
1
8
年
に
政
府
の
主
導

に
よ
り
、「
オ
ラ
ン
ダ
で
最
も
美
し
い
自
然

保
護
区
」
の
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
13
の
最

終
候
補
の
う
ち
、
N
P
H
D
は
3
位
に
選
出

さ
れ
、
政
府
か
ら
最
大
30
万
ユ
ー
ロ
の
開
発

整
備
予
算
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

投
票
へ
の
参
加
に
前
後
し
て
現
地
で
は
国
立

表 1 オランダ本土の国立公園等および指定年（2024年11月時点）

2
．国
立
公
園
政
策
の

展
開

3
．現
地
視
察
：

H
ollandse D

uinen

国
立
公
園

○
国
立
公
園
に
お
け
る
自
然
保
護
と
自
然

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
を
、

優
れ
た
起
業
家
精
神
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
国
立
公
園
地
域
の
持
続
可
能

な
保
護
と
発
展
へ
の
貢
献
が
可
能
な
、

収
益
モ
デ
ル
の
確
立
機
会
を
提
供
す
る
。

○
国
家
的
に
重
要
な
自
然
と
文
化
の
価
値

を
組
み
合
わ
せ
た
国
立
公
園
は
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
風
車
な

ど
の
強
力
な
ブ
ラ
ン
ド
に
匹
敵
す
る
よ

う
な
、
自
然
と
風
景
の
国
際
的 

／
国
家

的
な
象
徴
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

○
国
立
公
園
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
の
オ
ラ
ン
ダ
の
魅
力
を
高
め
、
国
内

お
よ
び
海
外
か
ら
の
観
光
客（
の
成
長
）

に
対
応
す
る
こ
と
で
、
郊
外
地
域
の
活
力

の
維
持
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
5
・
6

※
7

※
8

※9

※
10

※
11

※
13

※
14

※
12

※
15

Nationaal Park Veluwezoom
Nationaal Park De Hoge Veluwe
Nationaal park Kennemerduinen
Nationaal Park Schiermonnikoog
Nationaal Park De Meinweg
Nationaal Park Dwingelderveld
Nationaal Park Weerribben-Wieden
Nationaal Park De Groote Peel
Nationaal Park De Biesbosch
Nationaal Park Zuid-Kennemerland
Nationaal Park De Maasduinen
Nationaal Park Drents-Friese Wold
Grenspark De Zoom - Kalmthoutse Heide
Nationaal Park Drentsche Aa
Nationaal Park Duinen van Texel
Nationaal Park Oosterschelde
Nationaal Park De Loonse en Drunense 
Duinen
Nationaal Park Lauwersmeer
Nationaal Park Utrechtse Heuvelrug
Nationaal Park Sallandse Heuvelrug
Nationaal Park De Alde Feanen
Nationaal Park Nieuw Land
Van Gogh Nationaal Park
Nationaal Park Hollandse Duinen

1
2
-
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

-

16
17
18
19
20
21
-

1930
1935
1950
1989
1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
2000
2001
2002
2002
2002

2002

2003
2003
2004
2006
2018
2024
未指定

No.9として拡張・再指定

2024年公園名称変更

No.21の一部となり指定解除

地位申請中

公園名 指定年 備考No

‒❹都市近郊の訪問先としての『新しいスタイルの国立公園』3

第264号 February 202567

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

三 校



公
園
指
定
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
、

2
0
2
2
年
に
は
国
立
公
園
の
指
定
を
求
め

る
申
請
書
が
、
N
P
H
D
か
ら
政
府
に
提
出

さ
れ
た
。
同
申
請
に
つ
い
て
は
政
府
に
よ
り

保
留
の
判
断
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、

N
P
H
D
は
2
0
2
4
年
9
月
に
、
現
行
の

要
件
に
準
じ
た
修
正
申
請
を
提
出
し
て
い
る
。

　
N
P
H
D
に
お
け
る
主
た
る
風
景
の
一
つ

は
、
北
海
沿
岸
部
の
砂
丘
で
あ
る
。
海
岸
か

ら
内
陸
に
向
け
て
い
く
つ
か
の
段
丘
を
形
成

す
る
砂
地
の
上
に
は
、
そ
の
微
地
形
に
応
じ

て
草
本
、
灌
木
、
疎
林
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
植

生
が
分
布
す
る
。

　
海
岸
一
帯
も
公
園
区
域
に
含
ま
れ
て
い
る

が
、
一
部
の
区
域
に
つ
い
て
は
19
世
紀
以
降

現
在
ま
で
、
海
浜
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
利
用

が
な
さ
れ
て
き
た
。
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る

ク
ア
ハ
ウ
ス
等
を
中
心
に
、
飲
食
、
宿
泊
、

娯
楽
等
の
施
設
が
集
中
的
に
整
備
さ
れ
て
お

り
、
一
見
す
る
と
国
立
公
園
と
は
思
わ
れ
な

い
区
画
に
つ
い
て
も
、
N
P
H
D
の
公
園
区

域
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
公
園
区
域
は
沿
岸
部
だ
け
で
な
く
、
内
陸

側
の
都
市
域
に
も
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ー

グ
の
森
（H

aagse B
o
s

）
は
デ
ン
・
ハ
ー

グ
中
央
駅
至
近
に
位
置
す
る
面
積
1
0
0
平

方
メ
ー
ト
ル
程
度
の
緑
地
帯
で
あ
り
、
中
世

に
貴
族
の
私
設
狩
猟
地
と
し
て
保
護
を
受
け

画
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
承
認
は
州
が
実
施
す
る

体
制
が
構
築
さ
れ
た
。
さ
ら
に
2
0
1
3
年

に
は
、
各
公
園
に
設
置
さ
れ
た
『
協
議
組
織

（O
verlegorgaan

）』の
運
営
、『
管
理
‐
開
発

計
画
（B

IP
:B
eheer-en Inrichtingsplan

）』

の
推
進
と
達
成
、
運
営
に
係
る
財
政
の
責
任

が
、
政
府
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
公
園
が
所
在
す

る
自
治
州
へ
移
管
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
国

立
公
園
行
政
の
「
小
さ
な
政
府
」
化
の
進
展

を
経
た
後
に
、
現
在
ま
で
続
く
第
三
の
期
間

が
始
ま
る
こ
と
と
な
る
。

　
2
0
1
4
年
に
オ
ラ
ン
ダ
国
会
下
院
に
お

い
て
、
政
府
に
対
し
て
、『
新
し
い
ス
タ
イ

ル
の
国
立
公
園
（N

ationale P
arken 

N
ieuw

e S
tijl

）』
の
検
討
を
求
め
る
動
議
が

提
出
さ
れ
た
。
下
院
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

政
府
は
2
0
1
5
年
か
ら
2
0
1
8
年
ま
で

の
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
世
界
ク
ラ
ス
の
国
立

公
園
を
目
指
し
て
（N

aar N
ationale 

P
arken

 van
 W
ereld

klasse 2
0
1
5
 - 

2018

）』
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
2
0
1
6

年
に
は
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
を
目
的
と
し

て
、
政
府
を
含
む
14
の
利
害
関
係
者
が『
国
立

公
園
協
定（N

ationale P
arken D

eal

）』 

を

締
結
し
た
。
協
定
の
締
結
に
係
る
官
報
に
は
、

取
り
組
み
の
指
針
に
係
る
事
項
と
し
て
上
記

（
カ
コ
ミ
）の
記
述
が
み
ら
れ
、『
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
国
立
公
園
』の
目
指
す
方
向
性
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
2
0
1
6
年
以
降
、
政
府
お
よ
び
『
国
立

公
園
協
定
』の
参
加
者
に
よ
る
議
論
を
経
て
、

新
た
な
国
立
公
園
の
指
定
基
準
が
整
理
さ
れ

る
。
並
行
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
3
地
域

で
国
立
公
園
の
新
規
指
定
を
目
指
す
動
き
が

進
展
し
、
運
営
体
制
の
構
築
、
必
要
な
計
画

や
文
書
類
の
作
成
が
行
わ
れ
た
。
政
府
は
各

地
域
か
ら
提
出
さ
れ
た
申
請
文
書
を

審
査
し
、
2
0
1
8
年
にN

ationaal P
ark 

本
稿
の
う
ち
二
重
か
ぎ
括
弧
を
付
し
た
語
句

は
筆
者
に
よ
る
仮
訳
で
あ
り
、
対
応
す
る
日

本
語
が
公
的
機
関
等
に
よ
り
確
定
さ
れ
て
い

な
い
語
の
訳
出
が
含
ま
れ
る
点
に
留
意
さ
れ

た
い
。　

オ
ラ
ン
ダ
の
国
土
面
積
は
4
万
1
8
6
4

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
広
域
自
治
体

で
あ
る
12
の
州
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
九
州

と
同
程
度
の
国
土
に
、
21
箇
所
の
国
立
公
園

（N
atio
n
aal P

ark

）が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
執
筆
時
点
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立

公
園
の
根
拠
法
は
、
2
0
2
4
年
1
月
に
発

効
し
た
『
環
境
法
（O

m
gevin

gsw
et

）』
で

あ
り
、
同
法
に
お
い
て
国
立
公
園
は
『
重
要

な
自
然
科
学
的
ま
た
は
景
観
的
性
質
を
持
つ

地
域
』
と
定
義
さ
れ
る
。
所
管
省
庁
で
あ
る

L
V
V
N
大
臣
が
公
園
指
定
の
権
限
を
有

し
、
指
定
に
係
る
基
準
は
同
法
の
規
則
で
あ

る
『
2
0
2
4
‐
2
0
3
0 

年
の
国
立
公
園

指
定
に
関
す
る
政
策
規
則
（B

eleid
sregel 

a
a
n
w
ijz
in
g
 N
a
tio
n
a
le
 P
a
rk
e
n
 

2
0
2
4
 - 2
0
3
0

）』
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　
21
公
園
の
名
称
お
よ
び
指
定
年
は
右
下
掲

表
の
通
り
で
あ
る
。
指
定
年
に
着
目
す
る
と
、

大
き
く
1
9
3
0
年
か
ら
1
9
5
0
年
ま
で

の
期
間
と
、1
9
8
9
年
か
ら
2
0
0
6
年

ま
で
の
期
間
、お
よ
び
2
0
1
8
年
以
降
の

期
間
に
、
国
立
公
園
の
指
定
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
オ
ラ
ン
ダ

の
国
立
公
園
政
策
の
展
開
経
緯
に
関
連
し
て

お
り
、
指
定
が
行
わ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間

を
指
し
てN

ationaal P
ark 1.0/2.0/ 3.0

と
表
現
す
る
文
献
も
み
ら
れ
る
。

　
既
在
文
献
に
よ
る
と
、
第
一
の
期
間
に
は

自
然
保
護
区
等
の
3
箇
所
が
国
立
公
園
と
し

て
の
指
定
を
受
け
た
も
の
の
、
そ
の
動
き
は

民
間
団
体
が
主
導
し
、
政
府
は
国
立
公
園
候

補
地
域
の
選
定
や
公
園
指
定
に
は
消
極
的
で

あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
後
に
は

農
業
的
価
値
の
低
い
半
自
然
地
域
が
保
護
区

の
指
定
を
受
け
た
も
の
の
、
戦
災
復
興
と
農

地
拡
大
が
優
先
さ
れ
、
自
然
や
景
観
の
保
護

は
優
先
課
題
と
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
続
く
第
二
の
期
間
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ

は
1
9
6
9
年
に
I
U
C
N
に
加
盟
し
た
。

ま
た
同
年
の
I
U
C
N
決
議
に
お
い
て
、
国

立
公
園
が
満
た
す
べ
き
基
準
が
整
理
さ
れ

た
。
加
盟
国
と
し
て
I
U
C
N
の
定
め
る
基

準
に
沿
っ
た
制
度
を
導
入
す
る
必
要
が
生
じ

た
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
、
国
立
公
園
制
度
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
国
立
公
園
の
候
補
と
な
る
地
域
の
検

討
を
行
っ
た
。
1
9
7
5
年
、
検
討
委
員
会

は
生
態
学
的
価
値
に
基
づ
く
国
立
公
園
の
設

置
に
つ
い
て
答
申
し
、
こ
れ
を
受
け
た
政
府

は
1
9
8
9
年
か
ら
2
0
0
6
年
に
か
け
て

18
箇
所
の
国
立
公
園
の
指
定
を
行
っ
た
。

　
上
記
の
よ
う
に
国
立
公
園
制
度
の
設
計
と

指
定
が
進
む
一
方
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
1
9
9
0

年
代
以
降
、
自
然
政
策
分
野
を
含
む
国
の
政

策
全
般
に
お
い
て
地
方
分
権
・
地
域
化
が
進

行
し
、
国
立
公
園
に
つ
い
て
も
関
係
者
の
自

発
的
な
参
加
と
、
利
害
関
係
者
の
協
議
に
基

づ
く
運
営
体
制
へ
の
移
行
が
図
ら
れ
た
。

2
0
0
7
年
に
は
関
係
法
令
の
改
正
と
統
合

に
よ
り
、
国
立
公
園
の
指
定
は
国
、
公
園
計

　
国
立
公
園
は
、
端
的
に
は
国
が
指
定
す
る

自
然
地
域
の
公
園
で
あ
る
。国
際
的
に
は「
自

然
の
生
物
多
様
性
お
よ
び
そ
の
基
盤
と
な
る

生
態
学
的
構
造
、環
境
プ
ロ
セ
ス
の
保
護
と
、

教
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
主
目

的
と
し
て
指
定
さ
れ
る
公
園
」と
定
義
さ
れ
、

自
然
資
源
の
保
護
と
あ
わ
せ
て
、
公
衆
に
開

か
れ
た
園
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
想

定
さ
れ
た
空
間
と
い
え
る
。
国
立
公
園
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
の
仕
組
み
は
国
に
よ
っ

て
異
な
り
、
公
園
の
指
定
や
運
営
に
係
る
法

令
規
程
類
、
公
園
区
域
の
土
地
所
有
、
管
理

の
主
体
や
手
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
例
と

し
て
、
日
本
の
国
立
公
園
は
土
地
の
所
有
に

関
わ
ら
ず
区
域
を
定
め
て
指
定
す
る
地
域
制

公
園
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
は

管
理
当
局
が
公
園
区
域
の
土
地
を
所
有
す
る

営
造
物
公
園
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　
本
邦
で
は
1
9
3
4
年
に
最
初
の
国
立
公

園
が
誕
生
し
、
以
降
現
在
ま
で
に
35
箇
所
の

国
立
公
園
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。設
立
以
来
、

国
立
公
園
は
観
光
の
文
脈
と
密
接
に
関
わ
っ

て
き
た
。
近
年
の
事
例
と
し
て
は
政
府
が

2
0
1
6
年
に
取
り
ま
と
め
た
「
明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、

日
本
の
国
立
公
園
を
世
界
水
準
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
パ
ー
ク
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
指
針
が

示
さ
れ
た
。
ま
た
、
2
0
2
3
年
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
」
に

お
い
て
も
、
先
行
計
画
か
ら
引
き
続
き
、
国

立
公
園
の
魅
力
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
化
が
謳
わ

れ
て
い
る
。

　
日
本
の
国
立
公
園
が
世
界
水
準
の
魅
力
を

発
揮
す
る
に
あ
た
り
、
直
接
的
な
競
合
、
す

な
わ
ち
旅
行
者
か
ら
み
た
訪
問
先
と
し
て
の

比
較
対
象
と
な
る
の
は
、
世
界
各
国
の
国
立

公
園
で
あ
る
。
一
方
で
、

　
　
　
当
財
団
は

受
託
業
務
を
通
し
て
海
外
の
国
立
公
園
に
つ

い
て
調
査
す
る
機
会
を
得
て
き
た
が
、
そ
の

際
に
目
に
す
る
情
報
は
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
等
の
国
立
公
園
が
中
心
で
あ
り
、

取
得
可
能
な
情
報
が
一
部
の
国
に
偏
在
し
て

い
る
感
覚
が
あ
っ
た
。
他
方
、
個
別
的
な
事

例
に
目
を
向
け
る
と
、
小
林
（
2
0
1
4
）
は

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
土
整
備
・
地
域
振
興

政
策
の
中
で
、
一
定
の
地
理
的
・
歴
史
的
共

通
性
を
持
つ
地
域
が
指
定
さ
れ
、
複
数
の
自

治
体
お
よ
び
関
連
機
関
に
よ
り
運
営
さ
れ
る

「
地
方
自
然
公
園
制
度
（P

arcs de naturel 

regional

）」
が
誕
生
し
た
こ
と
を
報
告
し
て

い
る
。
ま
た
、
昨
年
度
に
視
察
を
行
っ
た
ス

イ
ス
で
は
2
0
0
7
年
以
降
の
法
整
備
に
よ

り
、
従
来
は
営
造
物
制
の
国
立
公
園
を

所
管
し
て
い
た
『
国
家
重
要
公
園
（P

arcs 

d
’im
p
o
rtan

ce n
atio
n
ale

）』
の
枠
組
み

に
、
地
域
制
公
園
で
あ
る
『
地
域
自
然
公
園

（P
arcs naturels régionaux

）』と『
郊
外

自
然
公
園（P

arcs naturels périurbains

）』

が
追
加
さ
れ
る
等
、
政
策
上
の
新
た
な
展
開

が
み
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
に
お
い
て
は
、
公
園
単
位

で
の
改
善
に
留
ま
ら
ず
既
存
の
公
園
制
度
そ

の
も
の
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
を

視
野
に
入
れ
た
自
然
地
域
の
管
理
運
営
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
国
立
公
園
を
積
極

的
に
活
用
す
る
と
い
っ
た
方
向
性
が
示
唆
さ

れ
る
。
各
国
の
国
立
公
園
に
係
る
こ
の
よ
う

な
知
見
は
、
世
界
水
準
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー

ク
を
目
指
す
本
邦
の
国
立
公
園
施
策
に
お
い

て
も
有
益
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。そ
こ
で
、

今
年
度
の
視
察
で
は
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
公
園

に
着
目
し
、
事
前
調
査
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の

国
立
公
園
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
整
理
し
た

上
で
、
現
地
視
察
と
し
て
ハ
ー
グ
市
近
郊
の

国
立
公
園
候
補
地
域
を
訪
問
し
た
。

　
な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
制
度
や
計
画

等
の
名
称
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
公
用
語
以
外
に

よ
る
表
記
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
語
句
を
含

む
。
上
記
『
国
家
重
要
公
園
』
の
よ
う
に
、

た
の
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
開
発
圧
に
晒
さ
れ
な

が
ら
も
、
森
林
と
し
て
維
持
さ
れ
て
き
た
。

全
域
が
N
P
H
D
公
園
区
域
の
一
部
で
あ
り
、

域
内
で
は
ハ
ー
グ
市
当
局
等
の
関
係
組
織
に

よ
り
、
公
共
緑
地
と
し
て
の
再
整
備
や
、

N
P
H
D
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
海
岸
部
に
再
び
目
を
向
け
る
と
、

海
に
接
し
た
砂
質
土
壌
の
地
下
に
は
海
水
が

浸
透
し
、
比
重
の
小
さ
い
真
水
は
海
水
よ
り

も
地
表
近
く
に
滞
留
す
る
。
こ
の
た
め
、
雨

水
や
河
川
か
ら
の
真
水
の
流
入
量
と
採
水
量

を
均
衡
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
砂
丘
は
採
水

地
と
し
て
機
能
す
る
。
N
P
H
D
で
は
19
世

紀
か
ら
現
在
ま
で
、
水
道
会
社
で
あ
る

D
u
n
ea

社
が
採
水
を
行
い
、
近
隣
都
市
圏

に
上
水
を
提
供
し
て
き
た
。

　
同
社
は
N
P
H
D
内
で
採
水
地
と
な
る
3

地
区
を
直
接
管
理
し
て
い
る
が
、
自
社
の
事

業
に
関
わ
る
区
画
の
管
理
に
留
ま
ら
ず
、

N
P
H
D
の
国
立
公
園
指
定
に
向
け
た
組
織

形
成
、
計
画
策
定
等
で
主
導
的
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。
公
園
内
で
は
同
社
に
よ
り
整

備
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
標
識
、
案
内
板
、
休

憩
所
、
無
料
の
給
水
設
備
な
ど
の
施
設
が
複

数
み
ら
れ
る
。
ま
た
過
去
に
使
用
さ
れ
て
い

た
給
水
塔
は
、
砂
丘
部
に
お
け
る
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

 

　
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
公
園
は
1
9
3
0
年
に

始
ま
り
、
政
府
に
よ
る
本
格
的
な
制
度
設
計

と
公
園
指
定
は
、
1
9
6
0
年
代
か
ら

2
0
0
0
年
代
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
政
府

の
権
限
・
責
任
の
段
階
的
な
縮
小
を
経
て
、

国
立
公
園
の
新
た
な
位
置
づ
け
が
模
索
さ
れ

る
中
で
、
2
0
1
0
年
代
か
ら
は
『
新
し
い

ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
を
目
指
す
施
策
が

展
開
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
国
立
公
園
地
域
の

持
続
可
能
な
保
護
と
発
展
、従
来
の「
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
と
風
車
」
に
匹
敵
す
る
国
家
的
イ

メ
ー
ジ
の
確
立
、
旅
行
目
的
地
と
し
て
の
魅

力
向
上
に
よ
る
郊
外
地
域
の
発
展
な
ど
が
企

図
さ
れ
て
お
り
、
観
光
に
よ
る
地
方
創
生
の

文
脈
の
中
で
国
立
公
園
の
魅
力
向
上
と
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
す
日
本
の
取
り
組
み
と
は
一

定
の
相
似
性
が
み
ら
れ
る
。
一
方
で
オ
ラ
ン

ダ
に
お
い
て
は
施
策
指
針
の
変
更
に
留
ま
ら

ず
、
関
連
す
る
法
令
規
定
類
や
指
定
に
係
る

基
準
な
ど
、
既
存
の
国
立
公
園
行
政
の
枠
組

み
に
つ
い
て
も
改
善
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
施
策
展
開
が
な
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
国
立
公
園
の

従
来
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
刷
新（
リ
ブ
ラ
ン
ド
）

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
視
察
時
点
で
既
に
一

定
の
効
果
が
感
じ
ら
れ
る
状
況
で
あ
り
、
今

後
の
『
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
の

展
開
・
成
熟
に
伴
っ
て
、
さ
ら
に
大
き
な
進

展
が
見
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
『
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
と
し

て
の
指
定
を
目
指
す
N
P
H
D
で
は
、
民
間

水
道
事
業
者
で
あ
るD

unea

社
を
筆
頭
に
、

官
民
連
携
に
よ
る
総
合
的
な
協
働
管
理
手
法

が
確
立
さ
れ
て
い
た
。計
画
文
書
に
よ
れ
ば
、

N
P
H
D
の
運
営
に
は
50
を
超
え
る
利
害
関

係
者
が
参
加
し
て
お
り
、
公
園
内
の
事
業
実

施
に
あ
た
っ
て
は
各
組
織
か
ら
の
投
資
に
よ

る
予
算
調
達
も
含
め
て
、
利
害
関
係
者
の
協

働
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
情
報
発
信
や
計

画
策
定
な
ど
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
各

種
施
設
に
つ
い
て
も
高
い
水
準
で
整
備
さ
れ

て
お
り
、
民
間
の
主
導
に
よ
る
広
範
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
へ
の
積
極
的
な
投
資
が
な
さ
れ
て
い

る
状
況
が
示
唆
さ
れ
た
。D

u
n
ea

社
は
公

園
区
域
内
に
採
水
地
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

高
品
質
な
水
源
の
維
持
、
な
ら
び
に
自
社
の

ブ
ラ
ン
ド
向
上
の
観
点
か
ら
、
N
P
H
D
の

国
立
公
園
指
定
に
対
し
て
高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
有
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
他

方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
者
が
ど
の
よ
う
な
動

機
を
持
っ
て
国
立
公
園
指
定
と
い
う
目
標
に

賛
同
し
、
N
P
H
D
の
運
営
に
参
画
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
研
究
す

べ
き
課
題
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
視
察
で
は
国
家
的
な
枠
組

み
と
し
て
の
国
立
公
園
制
度
と
、
地
域
に
お

け
る
実
装
の
状
況
と
い
う
2
つ
の
視
点
か
ら

調
査
を
行
っ
た
。
他
方
、
国
立
公
園
は
人
々

に
開
か
れ
た
空
間
で
あ
り
、
利
用
者
の
動
態

や
体
験
と
い
っ
た
側
面
に
つ
い
て
も
整
理
が

必
要
で
あ
る
。
大
き
な
変
化
の
途
上
に
あ
る

『
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
に
つ
い

て
、
そ
の
動
向
と
成
果
を
継
続
的
に
把
握
す

る
こ
と
を
通
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
と
同
様
に
協

働
型
の
管
理
運
営
を
想
定
す
る
日
本
の
国
立

公
園
に
と
っ
て
有
益
な
知
見
を
得
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

N
ieuw
 Land

を
、2
0
2
4
年
にV

an G
ogh 

N
ationaal P

ark

を
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
国

立
公
園
と
し
て
指
定
し
た
。

　
事
前
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
回
の
視

察
で
は
ハ
ー
グ
市
近
郊
に
位
置
す
る

N
atio
n
aal P

ark H
o
llan
d
se D

u
in
en

（
N
P
H
D
）
を
往
訪
し
た
。
N
P
H
D
は
南

ホ
ラ
ン
ト
州
の
北
海
沿
岸
に
位
置
す
る
国
立

公
園
の
候
補
地
域
で
あ
り
、
47
㎞
に
わ
た
る

海
岸
線
か
ら
内
陸
部
に
か
け
て
の
約
4
5
0

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
公
園
区
域
と
す
る
。

そ
の
範
囲
は
南
ホ
ラ
ン
ト
州
下
の
14
の
基
礎

自
治
体
に
ま
た
が
り
、
域
内
に
は
約
1
0
0

万
人
が
居
住
す
る
地
域
制
公
園
で
あ
る
。

　
2
0
1
5
年
以
降
の
『
世
界
ク
ラ
ス
の
国

立
公
園
を
目
指
し
て
』
に
係
る
取
り
組
み
の

一
部
と
し
て
、
2
0
1
8
年
に
政
府
の
主
導

に
よ
り
、「
オ
ラ
ン
ダ
で
最
も
美
し
い
自
然

保
護
区
」
の
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
13
の
最

終
候
補
の
う
ち
、
N
P
H
D
は
3
位
に
選
出

さ
れ
、
政
府
か
ら
最
大
30
万
ユ
ー
ロ
の
開
発

整
備
予
算
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

投
票
へ
の
参
加
に
前
後
し
て
現
地
で
は
国
立

NPHDの風景

ハーグの森Haagse Bos 海浜地区 砂丘部

公園施設の整備状況

＜脚注・出所＞
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が
活
発
化
し
、
2
0
2
2
年
に
は
国
立
公
園

の
指
定
を
求
め
る
申
請
書
が
、
N
P
H
D
か

ら
政
府
に
提
出
さ
れ
た
。
同
申
請
に
つ
い
て

は
政
府
に
よ
り
保
留
の
判
断
が
な
さ
れ
た
も

の
の
、
N
P
H
D
は
2
0
2
4
年
9
月
に
、

現
行
の
要
件
に
準
じ
た
修
正
申
請
を
提
出
し

て
い
る
。

　
N
P
H
D
に
お
け
る
主
た
る
風
景
の
一
つ

は
、
北
海
沿
岸
部
の
砂
丘
で
あ
る
。
海
岸
か

ら
内
陸
に
向
け
て
い
く
つ
か
の
段
丘
を
形
成

す
る
砂
地
の
上
に
は
、
そ
の
微
地
形
に
応
じ

て
草
本
、
灌
木
、
疎
林
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
植

生
が
分
布
す
る
。

　
海
岸
一
帯
も
公
園
区
域
に
含
ま
れ
て
い
る

が
、
一
部
の
区
域
に
つ
い
て
は
19
世
紀
以
降

現
在
ま
で
、
海
浜
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の
利
用

が
な
さ
れ
て
き
た
。
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る

ク
ア
ハ
ウ
ス
等
を
中
心
に
、
飲
食
、
宿
泊
、

娯
楽
等
の
施
設
が
集
中
的
に
整
備
さ
れ
て
お

り
、
一
見
す
る
と
国
立
公
園
と
は
思
わ
れ
な

い
区
画
に
つ
い
て
も
、
N
P
H
D
の
公
園
区

域
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
公
園
区
域
は
沿
岸
部
だ
け
で
な
く
、
内
陸

側
の
都
市
域
に
も
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ー

グ
の
森
（H

aagse B
o
s

）
は
デ
ン
・
ハ
ー

グ
中
央
駅
至
近
に
位
置
す
る
面
積
1
0
0
平

方
メ
ー
ト
ル
程
度
の
緑
地
帯
で
あ
り
、
中
世

に
貴
族
の
私
設
狩
猟
地
と
し
て
保
護
を
受
け

画
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
承
認
は
州
が
実
施
す
る

体
制
が
構
築
さ
れ
た
。
さ
ら
に
2
0
1
3
年

に
は
、
各
公
園
に
設
置
さ
れ
た
『
協
議
組
織

（O
verlegorgaan

）』の
運
営
、『
管
理
‐
開
発

計
画
（B

IP
:B
eheer-en Inrichtingsplan

）』

の
推
進
と
達
成
、
運
営
に
係
る
財
政
の
責
任

が
、
政
府
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
公
園
が
所
在
す

る
自
治
州
へ
移
管
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
国

立
公
園
行
政
の
「
小
さ
な
政
府
」
化
の
進
展

を
経
た
後
に
、
現
在
ま
で
続
く
第
三
の
期
間

が
始
ま
る
こ
と
と
な
る
。

　
2
0
1
4
年
に
オ
ラ
ン
ダ
国
会
下
院
に
お

い
て
、
政
府
に
対
し
て
、『
新
し
い
ス
タ
イ

ル
の
国
立
公
園
（N

ationale P
arken 

N
ieuw

e S
tijl

）』
の
検
討
を
求
め
る
動
議
が

提
出
さ
れ
た
。
下
院
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

政
府
は
2
0
1
5
年
か
ら
2
0
1
8
年
ま
で

の
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
世
界
ク
ラ
ス
の
国
立

公
園
を
目
指
し
て
（N

aar N
ationale 

P
arken

 van
 W
ereld

klasse 2
0
1
5
 - 

2018

）』
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
2
0
1
6

年
に
は
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
を
目
的
と
し

て
、
政
府
を
含
む
14
の
利
害
関
係
者
が『
国
立

公
園
協
定（N

ationale P
arken D

eal

）』 

を

締
結
し
た
。
協
定
の
締
結
に
係
る
官
報
に
は
、

取
り
組
み
の
指
針
に
係
る
事
項
と
し
て
上
記

（
カ
コ
ミ
）の
記
述
が
み
ら
れ
、『
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
国
立
公
園
』の
目
指
す
方
向
性
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
2
0
1
6
年
以
降
、
政
府
お
よ
び
『
国
立

公
園
協
定
』の
参
加
者
に
よ
る
議
論
を
経
て
、

新
た
な
国
立
公
園
の
指
定
基
準
が
整
理
さ
れ

る
。
並
行
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
3
地
域

で
国
立
公
園
の
新
規
指
定
を
目
指
す
動
き
が

進
展
し
、
運
営
体
制
の
構
築
、
必
要
な
計
画

や
文
書
類
の
作
成
が
行
わ
れ
た
。
政
府
は
各

地
域
か
ら
提
出
さ
れ
た
申
請
文
書
を

審
査
し
、
2
0
1
8
年
にN

ationaal P
ark 

本
稿
の
う
ち
二
重
か
ぎ
括
弧
を
付
し
た
語
句

は
筆
者
に
よ
る
仮
訳
で
あ
り
、
対
応
す
る
日

本
語
が
公
的
機
関
等
に
よ
り
確
定
さ
れ
て
い

な
い
語
の
訳
出
が
含
ま
れ
る
点
に
留
意
さ
れ

た
い
。　

オ
ラ
ン
ダ
の
国
土
面
積
は
4
万
1
8
6
4

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
広
域
自
治
体

で
あ
る
12
の
州
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
九
州

と
同
程
度
の
国
土
に
、
21
箇
所
の
国
立
公
園

（N
atio
n
aal P

ark

）が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
執
筆
時
点
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立

公
園
の
根
拠
法
は
、
2
0
2
4
年
1
月
に
発

効
し
た
『
環
境
法
（O

m
gevin

gsw
et

）』
で

あ
り
、
同
法
に
お
い
て
国
立
公
園
は
『
重
要

な
自
然
科
学
的
ま
た
は
景
観
的
性
質
を
持
つ

地
域
』
と
定
義
さ
れ
る
。
所
管
省
庁
で
あ
る

L
V
V
N
大
臣
が
公
園
指
定
の
権
限
を
有

し
、
指
定
に
係
る
基
準
は
同
法
の
規
則
で
あ

る
『
2
0
2
4
‐
2
0
3
0 

年
の
国
立
公
園

指
定
に
関
す
る
政
策
規
則
（B

eleid
sregel 

a
a
n
w
ijz
in
g
 N
a
tio
n
a
le
 P
a
rk
e
n
 

2
0
2
4
 - 2
0
3
0

）』
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　
21
公
園
の
名
称
お
よ
び
指
定
年
は
右
下
掲

表
の
通
り
で
あ
る
。
指
定
年
に
着
目
す
る
と
、

大
き
く
1
9
3
0
年
か
ら
1
9
5
0
年
ま
で

の
期
間
と
、1
9
8
9
年
か
ら
2
0
0
6
年

ま
で
の
期
間
、お
よ
び
2
0
1
8
年
以
降
の

期
間
に
、
国
立
公
園
の
指
定
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
オ
ラ
ン
ダ

の
国
立
公
園
政
策
の
展
開
経
緯
に
関
連
し
て

お
り
、
指
定
が
行
わ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間

を
指
し
てN

ationaal P
ark 1.0/2.0/ 3.0

と
表
現
す
る
文
献
も
み
ら
れ
る
。

　
既
在
文
献
に
よ
る
と
第
一
の
期
間
に
は
自

然
保
護
区
等
の
3
箇
所
が
国
立
公
園
と
し
て

の
指
定
を
受
け
た
も
の
の
、
そ
の
動
き
は
民

間
団
体
が
主
導
し
、
政
府
は
国
立
公
園
候
補

地
域
の
選
定
や
公
園
指
定
に
は
消
極
的
で

あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
後
に
は

農
業
的
価
値
の
低
い
半
自
然
地
域
が
保
護
区

の
指
定
を
受
け
た
も
の
の
、
戦
災
復
興
と
農

地
拡
大
が
優
先
さ
れ
、
自
然
や
景
観
の
保
護

は
優
先
課
題
と
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
続
く
第
二
の
期
間
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ

は
1
9
6
9
年
に
I
U
C
N
に
加
盟
し
た
。

ま
た
同
年
の
I
U
C
N
決
議
に
お
い
て
、
国

立
公
園
が
満
た
す
べ
き
基
準
が
整
理
さ
れ

た
。
加
盟
国
と
し
て
I
U
C
N
の
定
め
る
基

準
に
沿
っ
た
制
度
を
導
入
す
る
必
要
が
生
じ

た
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
、
国
立
公
園
制
度
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
国
立
公
園
の
候
補
と
な
る
地
域
の
検

討
を
行
っ
た
。
1
9
7
5
年
、
検
討
委
員
会

は
生
態
学
的
価
値
に
基
づ
く
国
立
公
園
の
設

置
に
つ
い
て
答
申
し
、
こ
れ
を
受
け
た
政
府

は
1
9
8
9
年
か
ら
2
0
0
6
年
に
か
け
て

18
箇
所
の
国
立
公
園
の
指
定
を
行
っ
た
。

　
上
記
の
よ
う
に
国
立
公
園
制
度
の
設
計
と

指
定
が
進
む
一
方
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
1
9
9
0

年
代
以
降
、
自
然
政
策
分
野
を
含
む
国
の
政

策
全
般
に
お
い
て
地
方
分
権
・
地
域
化
が
進

行
し
、
国
立
公
園
に
つ
い
て
も
関
係
者
の
自

発
的
な
参
加
と
、
利
害
関
係
者
の
協
議
に
基

づ
く
運
営
体
制
へ
の
移
行
が
図
ら
れ
た
。

2
0
0
7
年
に
は
関
係
法
令
の
改
正
と
統
合

に
よ
り
、
国
立
公
園
の
指
定
は
国
、
公
園
計

　
国
立
公
園
は
、
端
的
に
は
国
が
指
定
す
る

自
然
地
域
の
公
園
で
あ
る
。国
際
的
に
は「
自

然
の
生
物
多
様
性
お
よ
び
そ
の
基
盤
と
な
る

生
態
学
的
構
造
、環
境
プ
ロ
セ
ス
の
保
護
と
、

教
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
主
目

的
と
し
て
指
定
さ
れ
る
公
園
」と
定
義
さ
れ
、

自
然
資
源
の
保
護
と
あ
わ
せ
て
、
公
衆
に
開

か
れ
た
園
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
た
空
間
と
い
え
る
。
国
立
公
園
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
の
仕
組
み
は
国
に
よ
っ

て
異
な
り
、
国
立
公
園
の
指
定
や
運
営
に
係

る
法
令
規
程
類
、
指
定
さ
れ
た
区
域
の
土
地

所
有
、
公
園
管
理
の
主
体
や
手
法
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
例
と
し
て
、
日
本
の
国
立
公
園

は
土
地
の
所
有
に
関
わ
ら
ず
区
域
を
定
め
て

指
定
す
る
地
域
制
公
園
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ

カ
の
国
立
公
園
は
管
理
当
局
が
公
園
区
域
の

土
地
を
所
有
す
る
営
造
物
公
園
と
し
て
運
営

さ
れ
て
い
る
。

　
本
邦
で
は
1
9
3
4
年
に
最
初
の
国
立
公

園
が
誕
生
し
、
以
降
現
在
ま
で
に
35
箇
所
の

国
立
公
園
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。設
立
以
来
、

国
立
公
園
は
観
光
の
文
脈
と
密
接
に
関
わ
っ

て
き
た
が
、
近
年
の
事
例
と
し
て
は
政
府
が

2
0
1
6
年
に
取
り
ま
と
め
た
「
明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、

日
本
の
国
立
公
園
を
世
界
水
準
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
パ
ー
ク
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
指
針
が

示
さ
れ
た
。
ま
た
、
2
0
2
3
年
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
」
に

お
い
て
も
、
先
行
計
画
か
ら
引
き
続
き
、
国

立
公
園
の
魅
力
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
化
が
謳
わ

れ
て
い
る
。

　
国
立
公
園
が
世
界
水
準
の
魅
力
を
発
揮
す

る
に
あ
た
り
、
直
接
的
な
競
合
、
す
な
わ
ち

旅
行
者
か
ら
み
た
訪
問
先
と
し
て
の
比
較
対

象
は
、
他
国
の
国
立
公
園
で
あ
る
。
当
財
団

は
受
託
業
務
を
通
し
て
海
外
の
国
立
公
園
に

つ
い
て
調
査
す
る
機
会
を
得
て
き
た
が
、
そ

の
際
に
目
に
す
る
情
報
は
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
等
の
国
立
公
園
が
中
心
で
あ
り
、

取
得
可
能
な
情
報
が
一
部
の
国
に
偏
在
し
て

い
る
感
覚
が
あ
っ
た
。
他
方
、
個
別
的
な
事

例
に
目
を
向
け
る
と
、
小
林
（
2
0
1
4
）
は

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
土
整
備
・
地
域
振
興

政
策
の
中
で
、
一
定
の
地
理
的
・
歴
史
的
共

通
性
を
持
つ
地
域
が
指
定
さ
れ
、
複
数
の
自

治
体
お
よ
び
関
連
機
関
に
よ
り
運
営
さ
れ
る

「
地
方
自
然
公
園
制
度
（P

arcs de naturel 

regional

）」
が
誕
生
し
た
こ
と
を
報
告
し
て

い
る
。
ま
た
、
昨
年
度
に
視
察
を
行
っ
た
ス

イ
ス
で
は
2
0
0
7
年
以
降
の
法
整
備
に
よ

り
、
従
来
は
営
造
物
制
の
国
立
公
園
を

所
管
し
て
い
た
『
国
家
重
要
公
園
（P

arcs 

d
’im
p
o
rtan

ce n
atio
n
ale

）』
の
枠
組
み

に
、
地
域
制
公
園
で
あ
る
『
地
域
自
然
公
園

（P
arcs naturels régionaux

）』と『
郊
外

自
然
公
園（P

arcs naturels périurbains

）』

が
追
加
さ
れ
る
等
、
政
策
上
の
新
た
な
展
開

が
み
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
に
お
い
て
は
、
公
園
単
位

で
の
改
善
に
留
ま
ら
ず
既
存
の
公
園
制
度
そ

の
も
の
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
を

視
野
に
入
れ
た
自
然
地
域
の
管
理
運
営
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
国
立
公
園
を
積
極
的

に
活
用
す
る
と
い
っ
た
施
策
の
方
向
性
が
示

唆
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
知
見
は
、
世
界
水

準
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
を
目
指
す
本
邦
の

国
立
公
園
施
策
に
お
い
て
も
有
益
な
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
今
年
度
の
視
察
で

は
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
公
園
に
着
目
し
、
事
前

調
査
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
公
園
政
策
の

展
開
に
つ
い
て
整
理
し
た
上
で
、
現
地
視
察

と
し
て
ハ
ー
グ
市
近
郊
の
国
立
公
園
候
補
地

域
を
訪
問
し
た
。

　
な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
制
度
や
計
画

等
の
名
称
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
公
用
語
以
外
に

よ
る
表
記
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
語
句
を
含

む
。
上
記
『
国
家
重
要
公
園
』
の
よ
う
に
、

た
の
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
開
発
圧
に
晒
さ
れ
な

が
ら
も
、
森
林
と
し
て
維
持
さ
れ
て
き
た
。

全
域
が
N
P
H
D
公
園
区
域
の
一
部
で
あ
り
、

域
内
で
は
ハ
ー
グ
市
当
局
等
の
関
係
組
織
に

よ
り
、
公
共
緑
地
と
し
て
の
再
整
備
や
、

N
P
H
D
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
海
岸
部
に
再
び
目
を
向
け
る
と
、

海
に
接
し
た
砂
質
土
壌
の
地
下
に
は
海
水
が

浸
透
し
、
比
重
の
小
さ
い
真
水
は
海
水
よ
り

も
地
表
近
く
に
滞
留
す
る
。
こ
の
た
め
、
雨

水
や
河
川
か
ら
の
真
水
の
流
入
量
と
採
水
量

を
均
衡
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
砂
丘
は
採
水

地
と
し
て
機
能
す
る
。
N
P
H
D
で
は
19
世

紀
か
ら
現
在
ま
で
、
水
道
会
社
で
あ
る

D
u
n
ea

社
が
採
水
を
行
い
、
近
隣
都
市
圏

に
上
水
を
提
供
し
て
き
た
。

　
同
社
は
N
P
H
D
内
で
採
水
地
と
な
る
3

地
区
を
直
接
管
理
し
て
い
る
が
、
自
社
の
事

業
に
関
わ
る
区
画
の
管
理
に
留
ま
ら
ず
、

N
P
H
D
の
国
立
公
園
指
定
に
向
け
た
組
織

形
成
、
計
画
策
定
等
で
主
導
的
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。
公
園
内
で
は
同
社
に
よ
り
整

備
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
標
識
、
案
内
板
、
休

憩
所
、
無
料
の
給
水
設
備
な
ど
の
施
設
が
複

数
み
ら
れ
る
。
ま
た
過
去
に
使
用
さ
れ
て
い

た
給
水
塔
は
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。

　
 

　
オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
公
園
は
1
9
3
0
年
に

始
ま
り
、
政
府
に
よ
る
本
格
的
な
制
度
設
計

と
公
園
指
定
は
、
1
9
6
0
年
代
か
ら

2
0
0
0
年
代
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
政
府

の
権
限
・
責
任
の
段
階
的
な
縮
小
を
経
て
、

国
立
公
園
の
新
た
な
位
置
づ
け
が
模
索
さ
れ

る
中
で
、
2
0
1
0
年
代
か
ら
は
『
新
し
い

ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
を
目
指
す
施
策
が

展
開
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
国
立
公
園
地
域
の

持
続
可
能
な
保
護
と
発
展
、従
来
の「
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
と
風
車
」
に
匹
敵
す
る
国
家
的
イ

メ
ー
ジ
の
確
立
、
旅
行
目
的
地
と
し
て
の
魅

力
向
上
に
よ
る
郊
外
地
域
の
発
展
な
ど
が
企

図
さ
れ
て
お
り
、
観
光
に
よ
る
地
方
創
生
の

文
脈
の
中
で
国
立
公
園
の
魅
力
向
上
と
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
す
日
本
の
取
り
組
み
と
は
一

定
の
相
似
性
が
み
ら
れ
る
。
一
方
で
オ
ラ
ン

ダ
に
お
い
て
は
施
策
指
針
の
変
更
に
留
ま
ら

ず
、
関
連
す
る
法
令
規
定
類
や
指
定
に
係
る

基
準
な
ど
、
既
存
の
国
立
公
園
行
政
の
枠
組

み
に
つ
い
て
も
改
善
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
施
策
展
開
が
な
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
国
立
公
園
の

従
来
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
刷
新（
リ
ブ
ラ
ン
ド
）

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
視
察
時
点
で
既
に
一

定
の
効
果
が
感
じ
ら
れ
る
状
況
で
あ
り
、
今

後
の
『
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
の

展
開
・
成
熟
に
伴
っ
て
、
さ
ら
に
大
き
な
進

展
が
見
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
『
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
と
し

て
の
指
定
を
目
指
す
N
P
H
D
で
は
、
民
間

水
道
事
業
者
で
あ
るD

unea

社
を
筆
頭
に
、

官
民
連
携
に
よ
る
総
合
的
な
協
働
管
理
手
法

が
確
立
さ
れ
て
い
た
。計
画
文
書
に
よ
れ
ば
、

N
P
H
D
の
運
営
に
は
50
を
超
え
る
利
害
関

係
者
が
参
加
し
て
お
り
、
公
園
内
の
事
業
実

施
に
あ
た
っ
て
は
各
組
織
か
ら
の
投
資
に
よ

る
予
算
調
達
も
含
め
て
、
利
害
関
係
者
の
協

働
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
情
報
発
信
や
計

画
策
定
な
ど
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
各

種
施
設
に
つ
い
て
も
高
い
水
準
で
整
備
さ
れ

て
お
り
、
民
間
の
主
導
に
よ
る
広
範
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
へ
の
積
極
的
な
投
資
が
な
さ
れ
て
い

る
状
況
が
示
唆
さ
れ
た
。D

u
n
ea

社
は
公

園
区
域
内
に
採
水
地
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

高
品
質
な
水
源
の
維
持
、
な
ら
び
に
自
社
の

ブ
ラ
ン
ド
向
上
の
観
点
か
ら
、
N
P
H
D
の

国
立
公
園
指
定
に
対
し
て
高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
有
す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
他

方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
者
が
ど
の
よ
う
な
動

機
を
持
っ
て
国
立
公
園
指
定
と
い
う
目
標
に

賛
同
し
、
N
P
H
D
の
運
営
に
参
画
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
研
究
す

べ
き
課
題
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
視
察
で
は
国
家
的
な
枠
組

み
と
し
て
の
国
立
公
園
制
度
と
、
地
域
に
お

け
る
実
装
の
状
況
と
い
う
2
つ
の
視
点
か
ら

調
査
を
行
っ
た
。
他
方
、
国
立
公
園
は
人
々

に
開
か
れ
た
空
間
で
あ
り
、
利
用
者
の
動
態

や
体
験
と
い
っ
た
側
面
に
つ
い
て
も
整
理
が

必
要
で
あ
る
。
大
き
な
変
化
の
途
上
に
あ
る

『
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園
』
に
つ
い

て
、
そ
の
動
向
と
成
果
を
継
続
的
に
把
握
す

る
こ
と
を
通
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
と
同
様
に
協

働
型
の
管
理
運
営
を
想
定
す
る
日
本
の
国
立

公
園
に
と
っ
て
有
益
な
知
見
を
得
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

N
ieuw
 Land

を
、2
0
2
4
年
にV

an G
ogh 

N
ationaal P

ark

を
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
国

立
公
園
と
し
て
指
定
し
た
。

　
事
前
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
回
の
視

察
で
は
ハ
ー
グ
市
近
郊
に
位
置
す
る

N
atio
n
aal P

ark H
o
llan
d
se D

u
in
en

（
N
P
H
D
）
を
往
訪
し
た
。
N
P
H
D
は
南

ホ
ラ
ン
ト
州
の
北
海
沿
岸
に
位
置
す
る
国
立

公
園
の
候
補
地
域
で
あ
り
、
47
㎞
に
わ
た
る

海
岸
線
か
ら
内
陸
部
に
か
け
て
の
約
4
5
0

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
公
園
区
域
と
す
る
。

そ
の
範
囲
は
南
ホ
ラ
ン
ト
州
下
の
14
の
基
礎

自
治
体
に
ま
た
が
り
、
域
内
に
は
約
1
0
0

万
人
が
居
住
す
る
地
域
制
公
園
で
あ
る
。

　
2
0
1
5
年
以
降
の
『
世
界
ク
ラ
ス
の
国

立
公
園
を
目
指
し
て
』
に
係
る
取
り
組
み
の

一
部
と
し
て
、
2
0
1
8
年
に
政
府
の
主
導

に
よ
り
、「
オ
ラ
ン
ダ
で
最
も
美
し
い
自
然

保
護
区
」
の
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
13
の
最

終
候
補
の
う
ち
、
N
P
H
D
は
3
位
に
選
出

さ
れ
、
政
府
か
ら
最
大
30
万
ユ
ー
ロ
の
開
発

整
備
予
算
が
与
え
ら
れ
た
。
投
票
へ
の
参
加

に
前
後
し
て
国
立
公
園
指
定
に
向
け
た
動
き

NPHDの風景

ハーグの森Haagse Bos 海浜地区 砂丘部

公園施設の整備状況
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変
化
を
続
け
る
世
界

　筆
者
は
、
2
0
2
3
年
11
月
発
行
の
観
光

文
化
2
5
9
号
「
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
観
光

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
京
都
市
〜
」
の
視
座
に

お
い
て
、「
我
々
は
、コ
ロ
ナ
禍（
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
）
の
後
、
改
変
さ
れ
た
時
間
軸
に
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
前
後
の
現
実
が
「
同
じ
よ

う
な
の
に
、
少
し
だ
け
違
う
」
と
感
じ
る
部

分
が
多
か
っ
た
か
ら
だ
。

　今
年
度
実
施
し
た
3
つ
の
地
域
、
米
国
ハ

ワ
イ
州
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
そ
し
て
欧
州
の
視

察
は
、
そ
の
思
い
を
強
め
る
も
の
だ
っ
た
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
、
早
期
に
回
復
し
た

米
国
は
、国
内
の
観
光
需
要
の
回
復
も
早
く
、

ハ
ワ
イ
州
の
観
光
は
、
量
的
に
見
れ
ば

2
0
2
2
年
度
に
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
水

準
に
戻
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ

の
か
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究

が
散
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

S
co
tt M
cC
ab
e

は
「T

h
eo
ry in

 to
u
r-

ism

」
と
題
し
て
観
光
が
地
域
の
経
済
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

く
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

改
め
て
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
同
様
の
考

察
は
、R

aoul V
. B
ianchi

他
や
、K

ew
en 

W
ang

他
、Qingyun P

ang

他
な
ど
も
行
っ

て
い
る
。

　こ
う
し
た
動
き
は
、
環
境
や

D
X
と
い
っ
た
社
会
全
体
の
変
化

に
加
え
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て

観
光
の
受
給
構
造
や
、
そ
の
外
側

と
な
る
経
済
、
地
域
と
観
光
と
の

関
わ
り
方
が
変
化
し
て
き
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　観
光
市
場
は
、
国
際
的
な
需
要

増
大
に
合
わ
せ
て
拡
大
を
続
け
て

き
た
。
こ
れ
は
、
正
の
効
果
だ
け

で
な
く
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
よ
う
に
負
の
効
果
も
発
生
さ
せ

て
き
た
が
、
人
は
、
何
か
を
得
ら

れ
る
こ
と
よ
り
も
、
失
う
こ
と
の

方
が
強
く
意
識
を
し
て
し
ま
う
傾

向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
観
光
振

興
に
よ
る
効
果
も
、「
渋
滞
に
よ
っ

て
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
以
前
の
価
格
で
買
え
な
く
な
っ
た
」「
う

る
さ
く
な
っ
た
」
な
ど
、
負
の
効
果
の
方
が

強
く
認
識
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、
観
光
の
弊
害
が
各
所

で
伝
え
ら
れ
る
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
強
制

的
な
観
光
の
休
止
は
、
そ
れ
ま
で
薄
弱
に
認

識
し
て
い
た
観
光
の
正
の
効
果
を
強
く
実
感

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。皮
肉
な
こ
と
に「
失
っ

た
」こ
と
で
、改
め
て
、そ
の
存
在
の
大
き
さ
、

地
域
社
会
・
経
済
と
の
関
わ
り
の
強
さ
が
広

く
共
有
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　こ
う
し
た
関
係
性
を
改
め
て
示
し
た
の

が
、
前
述
し
たS

co
tt M
cC
ab
e

に
よ
る

論
文
「T

h
eo
ry in

 to
u
rism

」
で
の
整
理

で
あ
る
。M

cC
ab
e

は
、
観
光
に
関
わ
る

事
象
レ
ベ
ル
を
3
つ
に
区
分
し
、
観
光
の
議

論
に
お
い
て
、
ど
の
レ
ベ
ル
、
事
象
が
対
象

と
な
っ
て
い
る
の
か
を
意
識
し
、
そ
の
位
置

づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
主
張

し
て
い
る
（
図
１
）。

　こ
の
整
理
を
基
に
す
る
と
、
観
光
に
か
か

る
日
本
で
の
近
年
の
議
論
の
多
く
は
、
観
光

地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
よ
う
に
マ
イ
ク
ロ
・

レ
ベ
ル
に
立
脚
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
に
お
け

る
観
光
の
存
在
感
が
増
大
し
て
き
た
こ
と

で
、
観
光
は
観
光
業
界
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
気
候
変
動
へ
の
対
応

も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
観
光
に
よ
っ
て
地

域
経
済
を
ど
の
よ
う
に
形
成
し
て
い
く
の
か

も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

前
述
し
たQ

in
gyu
n
 P
an
g

他
は
、
中
国
・

元
陽
県
の
農
村
観
光
を
対
象
に
、政
府
主
導
、

企
業
主
導
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
導
に
よ
る
来

訪
者
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
や
消
費
性
向
の
違
い

を
分
析
し
た
。
結
果
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
導

の
効
果
が
高
く
、
所
得
分
配
に
も
有
効
に
作

用
す
る
と
報
告
し
て
い
る
。
観
光
の
世
界
的

な
隆
盛
に
伴
い
、
国
際
的
な
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー

ン
が
登
場
し
、
大
規
模
な
投
資
フ
ァ
ン
ド
も

登
場
し
て
い
る
。
地
域
に
立
地
す
る
事
業
者

タ
イ
プ
に
よ
っ
て
、
観
光
消
費
が
地
域
に
も

た
ら
す
経
済
効
果
も
大
き
く
変
容
す
る
。
地

域
に
ど
う
い
っ
た
観
光
「
資
本
」
を
集
積
さ

せ
、
ど
う
い
っ
た
産
業
形
態
を
構
築
し
て
い

く
の
か
は
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
る
。

観
光
地
「
管
理
」か
ら

「
経
営
」へ
の
転
化

　各
方
面
へ
の
視
察
や
、
学
術
研
究
の
動
向

を
見
て
い
て
感
じ
る
の
は
「
観
光
地
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
が
高
度
化
し
て
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。
2
0
2
4
年
3
月
発
行
の
観
光
文

化
2
6
0
号
「
世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

2
0
2
3
」
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
昨
年

度
の
時
点
で
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
は
、
ど

の
地
域
で
も
控
え
め
と
な
っ
て
い
た
が
、
今

年
度
は
、
さ
ら
に
そ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
前
に
進
ん
で
い
る
地
域

ほ
ど
、
強
化
し
て
き
て
い
る
の
は
、
観
光
課

題
へ
の
対
応
の
た
め
の
枠
組
み
を
地
域
社
会

全
体
に
広
げ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
、
時
間
的
・
地
域
的
な
観
光
客

集
中
を
避
け
る
た
め
に
税
制
度
や
交
通
サ
ー

ビ
ス
、
開
発
制
御
（
建
築
規
制
）
な
ど
地
域

政
策
全
体
と
一
体
的
な
対
応
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
旺
盛
な
内
需
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘

致
と
い
う
追
い
風
を
受
け
な
が
ら
、
新
し
い

価
値
観
に
基
づ
い
た
都
市
開
発
を
進
め
て
い

る
ブ
リ
ス
ベ
ン
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
代

表
す
る
都
市
と
な
っ
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州
は
、

こ
れ
ま
で
D
M
O
で
あ
る
ハ
ワ
イ
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
（
H
T
A
）
に
「
観

光
は
お
任
せ
」
で
あ
っ
た
が
、
2
0
2
1
年

に
ホ
ノ
ル
ル
市
郡
に
経
済
活
性
化
局

（
O
E
R
）
を
新
設
し
、
地
元
食
材
の
調
達

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
て

い
る
。
一
方
で
、
H
T
A
の
予
算
は
削
減

さ
れ
て
お
り
、
観
光
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
量
は
減
少
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
新

し
い
観
光
行
動
と
し
て
打
ち
出
し
た
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
市
場
に
浸
透

し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
N
Z
の

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
、
か
つ
て
、
ガ
ー

デ
ン
・
シ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
た
美
し
い
都
市
で

あ
っ
た
が
、今
の
同
市
に
そ
の
面
影
は
な
い
。

こ
れ
は
、震
災
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、

観
光
の
地
域
社
会
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
希

薄
と
な
り
、
観
光
都
市
と
し
て
の
再
生
活
動

が
滞
っ
て
き
た
こ
と
が
理
由
だ
ろ
う
。

　

M
cC
ab
e

の
整
理
に
基
づ
け
ば
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
な
ど
は
、
マ

イ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
ま
で
広
範
に
対

応
し
て
い
る
一
方
で
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
は
マ
イ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
み
、
そ
れ
も
限
定

的
な
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
も
と
も

と
持
っ
て
い
る
「
観
光
的
魅
力
」
だ
け
で
は
、

そ
の
魅
力
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
時

代
と
な
り
、
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
ま
で
取
り
込
ん

だ
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必
要
な
時
代
と

な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　と
こ
ろ
で
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
日
本

語
で
、「
管
理
」
と
訳
す
こ
と
も
で
き
る
し
、

「
経
営
」
と
訳
す
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
、

当
然
な
が
ら
、
双
方
が
持
つ
意
味
は
違
う
。

限
定
さ
れ
た
資
金
や
人
材
な
ど
の
範
囲
内
で

取
り
組
み
を
行
う
「
管
理
」
に
対
し
て
、
各

種
の
資
源
を
時
系
列
的
に
傾
斜
配
分
す
る
こ

と
で
実
施
体
制
そ
の
も
の
を
強
化
し
て
い
く

の
が
「
経
営
」
と
な
る
。
少
し
前
の
「
観
光

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
管
理
に
相
当
す
る

概
念
で
あ
っ
た
が
、「
先
進
地
」
の
そ
れ
は

経
営
に
相
当
す
る
概
念
に
ま
で
高
ま
っ
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
経
営
概
念
に
ま
で
高

ま
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ

の
言
及
が
弱
ま
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
言

及
が
多
く
な
る
こ
と
も
理
解
し
や
す
い
。
経

営
が
あ
っ
て
こ
そ
の
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
で
あ
る
こ
と
は
自
明
だ
か
ら
だ
。

最
後
に

　我
々
は
、日
々
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考
え
、

意
思
決
定
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
基

準
と
な
る
の
は
、
自
身
が
培
っ
て
き
た
経
験

や
知
識
の
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多

い
。
そ
の
た
め
、
外
部
環
境
が
変
化
し
て
も
、

そ
の
変
化
を
正
し
く
捉
え
る
こ
と
が
で
き

ず
、
い
わ
ゆ
る
現
状
維
持
バ
イ
ア
ス
が
生
じ

て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。特
に
、過
去「
成
功
」

し
、安
定
し
た
状
況
を
確
立
し
て
い
る
と
、

そ
の
傾
向
は
さ
ら
に
強
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　た
だ
、
前
号
、
観
光
文
化
2
6
3
号
「
不

確
実
な
時
代
に
求
め
ら
れ
る
観
光
研
究
の
役

割
」
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
観
光
を
含
む
現

代
社
会
は
V
U
C
A
が
「
基
本
」
と
な
っ
て

い
る
。
海
外
地
域
が
た
ど
っ
て
い
る
筋
道
の

違
い
は
、
V
U
C
A
へ
の
対
応
力
の
違
い

と
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　人
口
縮
小
が
進
む
我
が
国
に
お
い
て
、
観

光
産
業
の
隆
盛
は
国
の
行
く
末
を
左
右
す
る

戦
略
的
存
在
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　我
々
は
に
、
観
光
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に

社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
社
会
に

よ
っ
て
観
光
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か

を
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
広
が
り
と
深
さ
を
も
っ

て
見
極
め
、
時
代
に
対
応
す
る「
経
営
」手
法

を
立
案
し
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
国
内
だ
け
で
な
く
、
国
外
の
研
究

者
や
D
M
O
関
係
者
な
ど
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
こ
の
難
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

暗
中
模
索
を
続
け
る

世
界
の
観
光
地

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長

山
田
雄
一

に
日
本
人
の
姿
は
な
い
。
2
0
2
3
年
5
月

発
行
の
観
光
文
化
2
5
7
号
「
ポ
ス
ト
・
コ

ロ
ナ
で
再
起
動
す
る
海
外
旅
行
」
に
お
い
て

分
析
し
た
よ
う
に
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
に
日

本
人
の
海
外
旅
行
に
関
す
る
市
場
構
造
は
大

き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
ハ
ワ
イ

州
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
最
大
級
の
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
州
の
観

光
事
業
者
に
と
っ
て
も
重
要
な
需
要
で
あ
っ

た
が
、
2
0
2
4
年
夏
と
な
っ
て
も
観
光
客

数
が
回
復
し
な
い
状
況
に
直
面
し
、
日
本
市

場
に
頼
ら
な
い
「
世
界
」
を
考
え
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　オ
セ
ア
ニ
ア
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
、
大
き
な
違
い
が
生

じ
て
い
た
。
か
つ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

と
っ
て
観
光
産
業
は
「
輸
出
産
業
」
で
あ
っ

た
が
、
天
然
資
源
の
産
出
国
と
し
て
堅
調
に

経
済
が
推
移
し
、
比
例
し
て
人
口
も
増
大
し

て
い
っ
た
こ
と
で
、
国
内
需
要
が
増
大
。
か

つ
て
、
日
本
人
な
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
多

く
押
し
寄
せ
て
い
た
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト

は
、
国
内
客
が
あ
ふ
れ
、
国
内
資
本
に
よ
る

投
資
が
多
く
行
わ
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
と
な
っ
て

い
る
。
2
0
3
2
年
の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
地
と
な
る
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
は
、
中
心

を
貫
く
ブ
リ
ス
ベ
ン
川
を
起
点
と
し
た
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
型
と
も
呼
べ
る
よ
う
な
都
市
再

開
発
が
行
わ
れ
て
い
た
。
シ
ド
ニ
ー
も
同
様

で
あ
り
、
ベ
イ
エ
リ
ア
で
は
業
務
・
住
宅
・

観
光
が
高
度
に
複
合
す
る
大
規
模
な
再
開
発

が
進
行
中
で
あ
っ
た
。
ハ
ワ
イ
州
同
様
に
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
海
外
と
の
交
流
が

抑
制
さ
れ
た
こ
と
で
、
内
需
主
導
に
転
換
し

た
と
い
え
よ
う
。

　一
方
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
は
、
2
0
1
1
年
に
発
災
し
た

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
か
ら
い
ま
だ
に
復
興
途

上
に
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
2
0
2
4

年
3
月
発
行
の
観
光
文
化
2
6
0
号
「
世
界

の
観
光
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
2
0
2
3
」
で
も
取

り
上
げ
た
よ
う
に
、
自
然
環
境
や
文
化
を
主

体
に
持
続
性
の
高
い
観
光
を
志
向
し
て
い
る

が
、
突
発
的
な
事
態
へ
の
対
応
力
と
い
う
点

で
は
課
題
を
感
じ
る
状
況
で
あ
る
。
そ
の
理

由
の
一
端
は
、
特
集
2
‐
4
で
も
整
理
し
て

い
る
が
、
震
災
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て

N
Z
社
会
に
お
け
る
観
光
の
影
響
力
、
プ
レ

ゼ
ン
ス
が
低
下
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
は
、
隣
国
で
あ
り
な
が
ら
、
観
光
の

あ
り
様
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
こ

れ
も
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
間
中
の
断
絶
に

よ
っ
て
、
そ
の
変
化
が
加
速
度
的
に
生
じ
た

結
果
で
あ
ろ
う
。

　欧
州
、オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
、

イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
ス
ペ
イ
ン

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
並
ん
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
象
徴
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
地
域
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
か
ら
人

気
の
観
光
地
で
あ
り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
関
わ
る
各
種
の
問
題
が
発
生
し
て
い
た

が
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る「
中
断
」を
経
て
、

再
び
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
姿
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
と
同

様
に
見
え
る
が
、
今
回
、
現
地
で
関
係
者
と

意
見
交
換
す
る
中
で
わ
か
っ
て
き
た
こ
と

は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
冷
却
期
間
の
中

で
議
論
や
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
新
し
い

「
対
策
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
詳
し
く
は
、
特
集
3
で
整
理
し
て
い
る

が
、
そ
の
取
り
組
み
は
地
域
分
散
、
条
例
策

定
、
デ
ー
タ
取
得
と
検
証
に
よ
る
計
画
立
案

修
正
な
ど
な
ど
、多
方
面
に
広
が
っ
て
い
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
入
島
税
も
、
地
元
自
治
体

だ
け
で
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
事
業

者
と
の
議
論
を
通
じ
て
理
解
を
得
て
、
さ
ら

に
、
国
内
法
の
制
限
が
あ
る
中
で
特
別
に
税

と
し
て
制
度
化
し
、
世
界
で
も
初
め
て
と
な

る
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
両
地
域
と
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
再
来
す
る
こ
と
を

見
越
し
、
着
実
に
準
備
を
進
め
て
き
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
興
味
深
か
っ
た
の

は
、
両
地
域
と
も
「
世
界
的
に
観
光
需
要
が

増
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
人
気
の
あ
る
当
地

に
よ
り
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
こ
と
は
当
然

で
あ
り
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
対
応
が
必
要

で
あ
る
」
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、
両
地
域

に
お
け
る
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
次
元
は

一
つ
上
が
っ
た
と
感
じ
る
。

学
術
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

　一
方
、
2
0
2
4
年
の
学
術
研
究
は
ど
の

よ
う
な
傾
向
を
見
せ
て
い
た
の
か
。
昨
年
に

引
き
続
き
、
観
光
系
の
代
表
的
な
研
究

ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
あ
る
「A

nnals of T
ourism

 

R
esearch

」
を
見
て
み
よ
う
。
本
ジ
ャ
ー
ナ

ル
は
2
0
2
4
年
に
6
号
出
さ
れ
、
掲
載
さ

れ
た
論
文
は
93
本
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は

多
岐
に
わ
た
る
が
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
、

情
報
社
会
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

い
っ
た
テ
ー
マ
が
多
く
確
認
で
き
る
。
例

え
ば
、A

nna T
orres-D

elgad
o

他
は
、

カ
ー
ボ
ン
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
動
き
に

D
M
O
が
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
を
分

析
し
、M

arta N
ieto
-G
arcía

他
は
持
続

可
能
な
観
光
の
推
進
に
あ
た
り
、
消
費
者
と

研
究
者
の
間
で
発
生
す
る
問
題
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
。S

abin
a A
lbrech

t

他
は
、
観

光
の「
楽
し
さ
」が
環
境
保
護
行
動
と
衝
突
す

る
か
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
た
。
ま
た
、

A
len
a K
o
styk

他
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ

ア
リ
テ
ィ
と
観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
と
の
関
係
に

つ
い
て
研
究
し
、G

uang-X
in G
ao

他
は
、

新
し
い
技
術
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を

利
用
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
登
場
の
可
能

性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　ま
た
、
今
日
的
な
観
光
魅
力
に
つ
い
て
の

研
究
テ
ー
マ
も
多
く
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、

T
h
an
akarn

 B
ella V

on
gvisitsin

他
は
、

都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
立
脚
し
た
観
光
開

発
、Jillian R

ickly

他
は
観
光
経
験
に
お
け

る「
本
物
ら
し
さ
」を
、Shalini B

isani

他
は
、

観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　こ
の
他
、
目
に
つ
い
た
の
は
、
社
会
の
中

で
「
観
光
」
は
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
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変
化
を
続
け
る
世
界

　筆
者
は
、
2
0
2
3
年
11
月
発
行
の
観
光

文
化
2
5
9
号
「
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
観
光

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
京
都
市
〜
」
の
視
座
に

お
い
て
、「
我
々
は
、コ
ロ
ナ
禍（
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
）
の
後
、
改
変
さ
れ
た
時
間
軸
に
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
前
後
の
現
実
が
「
同
じ
よ

う
な
の
に
、
少
し
だ
け
違
う
」
と
感
じ
る
部

分
が
多
か
っ
た
か
ら
だ
。

　今
年
度
実
施
し
た
3
つ
の
地
域
、
米
国
ハ

ワ
イ
州
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
そ
し
て
欧
州
の
視

察
は
、
そ
の
思
い
を
強
め
る
も
の
だ
っ
た
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
、
早
期
に
回
復
し
た

米
国
は
、国
内
の
観
光
需
要
の
回
復
も
早
く
、

ハ
ワ
イ
州
の
観
光
は
、
量
的
に
見
れ
ば

2
0
2
2
年
度
に
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
水

準
に
戻
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ

の
か
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究

が
散
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

S
co
tt M
cC
ab
e

は
「T

h
eo
ry in

 to
u
r-

ism

」
と
題
し
て
観
光
が
地
域
の
経
済
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

く
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

改
め
て
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
同
様
の
考

察
は
、R

aoul V
. B
ianchi

他
や
、K

ew
en 

W
ang

他
、Qingyun P

ang

他
な
ど
も
行
っ

て
い
る
。

　こ
う
し
た
動
き
は
、
環
境
や

D
X
と
い
っ
た
社
会
全
体
の
変
化

に
加
え
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て

観
光
の
受
給
構
造
や
、
そ
の
外
側

と
な
る
経
済
、
地
域
と
観
光
と
の

関
わ
り
方
が
変
化
し
て
き
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　観
光
市
場
は
、
国
際
的
な
需
要

増
大
に
合
わ
せ
て
拡
大
を
続
け
て

き
た
。
こ
れ
は
、
正
の
効
果
だ
け

で
な
く
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
よ
う
に
負
の
効
果
も
発
生
さ
せ

て
き
た
が
、
人
は
、
何
か
を
得
ら

れ
る
こ
と
よ
り
も
、
失
う
こ
と
の

方
が
強
く
意
識
を
し
て
し
ま
う
傾

向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
観
光
振

興
に
よ
る
効
果
も
、「
渋
滞
に
よ
っ

て
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
以
前
の
価
格
で
買
え
な
く
な
っ
た
」「
う

る
さ
く
な
っ
た
」
な
ど
、
負
の
効
果
の
方
が

強
く
認
識
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、
観
光
の
弊
害
が
各
所

で
伝
え
ら
れ
る
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
強
制

的
な
観
光
の
休
止
は
、
そ
れ
ま
で
薄
弱
に
認

識
し
て
い
た
観
光
の
正
の
効
果
を
強
く
実
感

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。皮
肉
な
こ
と
に「
失
っ

た
」こ
と
で
、改
め
て
、そ
の
存
在
の
大
き
さ
、

地
域
社
会
・
経
済
と
の
関
わ
り
の
強
さ
が
広

く
共
有
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　こ
う
し
た
関
係
性
を
改
め
て
示
し
た
の

が
、
前
述
し
たS

co
tt M
cC
ab
e

に
よ
る

論
文
「T

h
eo
ry in

 to
u
rism

」
で
の
整
理

で
あ
る
。M

cC
ab
e

は
、
観
光
に
関
わ
る

事
象
レ
ベ
ル
を
3
つ
に
区
分
し
、
観
光
の
議

論
に
お
い
て
、
ど
の
レ
ベ
ル
、
事
象
が
対
象

と
な
っ
て
い
る
の
か
を
意
識
し
、
そ
の
位
置

づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
主
張

し
て
い
る
（
図
１
）。

　こ
の
整
理
を
基
に
す
る
と
、
観
光
に
か
か

る
日
本
で
の
近
年
の
議
論
の
多
く
は
、
観
光

地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
よ
う
に
マ
イ
ク
ロ
・

レ
ベ
ル
に
立
脚
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
に
お
け

る
観
光
の
存
在
感
が
増
大
し
て
き
た
こ
と

で
、
観
光
は
観
光
業
界
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
気
候
変
動
へ
の
対
応

も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
観
光
に
よ
っ
て
地

域
経
済
を
ど
の
よ
う
に
形
成
し
て
い
く
の
か

も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

前
述
し
たQ

in
gyu
n
 P
an
g

他
は
、
中
国
・

元
陽
県
の
農
村
観
光
を
対
象
に
、政
府
主
導
、

企
業
主
導
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
導
に
よ
る
来

訪
者
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
や
消
費
性
向
の
違
い

を
分
析
し
た
。
結
果
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
導

の
効
果
が
高
く
、
所
得
分
配
に
も
有
効
に
作

用
す
る
と
報
告
し
て
い
る
。
観
光
の
世
界
的

な
隆
盛
に
伴
い
、
国
際
的
な
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー

ン
が
登
場
し
、
大
規
模
な
投
資
フ
ァ
ン
ド
も

登
場
し
て
い
る
。
地
域
に
立
地
す
る
事
業
者

タ
イ
プ
に
よ
っ
て
、
観
光
消
費
が
地
域
に
も

た
ら
す
経
済
効
果
も
大
き
く
変
容
す
る
。
地

域
に
ど
う
い
っ
た
観
光
「
資
本
」
を
集
積
さ

せ
、
ど
う
い
っ
た
産
業
形
態
を
構
築
し
て
い

く
の
か
は
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
る
。

観
光
地
「
管
理
」か
ら

「
経
営
」へ
の
転
化

　各
方
面
へ
の
視
察
や
、
学
術
研
究
の
動
向

を
見
て
い
て
感
じ
る
の
は
「
観
光
地
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
が
高
度
化
し
て
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。
2
0
2
4
年
3
月
発
行
の
観
光
文

化
2
6
0
号
「
世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

2
0
2
3
」
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
昨
年

度
の
時
点
で
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
は
、
ど

の
地
域
で
も
控
え
め
と
な
っ
て
い
た
が
、
今

年
度
は
、
さ
ら
に
そ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
前
に
進
ん
で
い
る
地
域

ほ
ど
、
強
化
し
て
き
て
い
る
の
は
、
観
光
課

題
へ
の
対
応
の
た
め
の
枠
組
み
を
地
域
社
会

全
体
に
広
げ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
、
時
間
的
・
地
域
的
な
観
光
客

集
中
を
避
け
る
た
め
に
税
制
度
や
交
通
サ
ー

ビ
ス
、
開
発
制
御
（
建
築
規
制
）
な
ど
地
域

政
策
全
体
と
一
体
的
な
対
応
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
旺
盛
な
内
需
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘

致
と
い
う
追
い
風
を
受
け
な
が
ら
、
新
し
い

価
値
観
に
基
づ
い
た
都
市
開
発
を
進
め
て
い

る
ブ
リ
ス
ベ
ン
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
代

表
す
る
都
市
と
な
っ
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州
は
、

こ
れ
ま
で
D
M
O
で
あ
る
ハ
ワ
イ
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
（
H
T
A
）
に
「
観

光
は
お
任
せ
」
で
あ
っ
た
が
、
2
0
2
1
年

に
ホ
ノ
ル
ル
市
郡
に
経
済
活
性
化
局

（
O
E
R
）
を
新
設
し
、
地
元
食
材
の
調
達

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
て

い
る
。
一
方
で
、
H
T
A
の
予
算
は
削
減

さ
れ
て
お
り
、
観
光
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
量
は
減
少
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
新

し
い
観
光
行
動
と
し
て
打
ち
出
し
た
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
市
場
に
浸
透

し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
N
Z
の

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
、
か
つ
て
、
ガ
ー

デ
ン
・
シ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
た
美
し
い
都
市
で

あ
っ
た
が
、今
の
同
市
に
そ
の
面
影
は
な
い
。

こ
れ
は
、震
災
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、

観
光
の
地
域
社
会
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
希

薄
と
な
り
、
観
光
都
市
と
し
て
の
再
生
活
動

が
滞
っ
て
き
た
こ
と
が
理
由
だ
ろ
う
。

　

M
cC
ab
e

の
整
理
に
基
づ
け
ば
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
な
ど
は
、
マ

イ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
ま
で
広
範
に
対

応
し
て
い
る
一
方
で
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
は
マ
イ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
み
、
そ
れ
も
限
定

的
な
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
も
と
も

と
持
っ
て
い
る
「
観
光
的
魅
力
」
だ
け
で
は
、

そ
の
魅
力
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
時

代
と
な
り
、
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
ま
で
取
り
込
ん

だ
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必
要
な
時
代
と

な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　と
こ
ろ
で
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
日
本

語
で
、「
管
理
」
と
訳
す
こ
と
も
で
き
る
し
、

「
経
営
」
と
訳
す
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
、

当
然
な
が
ら
、
双
方
が
持
つ
意
味
は
違
う
。

限
定
さ
れ
た
資
金
や
人
材
な
ど
の
範
囲
内
で

取
り
組
み
を
行
う
「
管
理
」
に
対
し
て
、
各

種
の
資
源
を
時
系
列
的
に
傾
斜
配
分
す
る
こ

と
で
実
施
体
制
そ
の
も
の
を
強
化
し
て
い
く

の
が
「
経
営
」
と
な
る
。
少
し
前
の
「
観
光

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
管
理
に
相
当
す
る

概
念
で
あ
っ
た
が
、「
先
進
地
」
の
そ
れ
は

経
営
に
相
当
す
る
概
念
に
ま
で
高
ま
っ
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
経
営
概
念
に
ま
で
高

ま
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ

の
言
及
が
弱
ま
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
言

及
が
多
く
な
る
こ
と
も
理
解
し
や
す
い
。
経

営
が
あ
っ
て
こ
そ
の
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
で
あ
る
こ
と
は
自
明
だ
か
ら
だ
。

最
後
に

　我
々
は
、日
々
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考
え
、

意
思
決
定
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
基

準
と
な
る
の
は
、
自
身
が
培
っ
て
き
た
経
験

や
知
識
の
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多

い
。
そ
の
た
め
、
外
部
環
境
が
変
化
し
て
も
、

そ
の
変
化
を
正
し
く
捉
え
る
こ
と
が
で
き

ず
、
い
わ
ゆ
る
現
状
維
持
バ
イ
ア
ス
が
生
じ

て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。特
に
、過
去「
成
功
」

し
、安
定
し
た
状
況
を
確
立
し
て
い
る
と
、

そ
の
傾
向
は
さ
ら
に
強
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　た
だ
、
前
号
、
観
光
文
化
2
6
3
号
「
不

確
実
な
時
代
に
求
め
ら
れ
る
観
光
研
究
の
役

割
」
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
観
光
を
含
む
現

代
社
会
は
V
U
C
A
が
「
基
本
」
と
な
っ
て

い
る
。
海
外
地
域
が
た
ど
っ
て
い
る
筋
道
の

違
い
は
、
V
U
C
A
へ
の
対
応
力
の
違
い

と
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　人
口
縮
小
が
進
む
我
が
国
に
お
い
て
、
観

光
産
業
の
隆
盛
は
国
の
行
く
末
を
左
右
す
る

戦
略
的
存
在
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　我
々
に
は
、
観
光
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に

社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
社
会
に

よ
っ
て
観
光
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か

を
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
広
が
り
と
深
さ
を
も
っ

て
見
極
め
、
時
代
に
対
応
す
る「
経
営
」手
法

を
立
案
し
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
国
内
だ
け
で
な
く
、
国
外
の
研
究

者
や
D
M
O
関
係
者
な
ど
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
こ
の
難
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

暗
中
模
索
を
続
け
る

世
界
の
観
光
地

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長

山
田
雄
一

に
日
本
人
の
姿
は
な
い
。
2
0
2
3
年
5
月

発
行
の
観
光
文
化
2
5
7
号
「
ポ
ス
ト
・
コ

ロ
ナ
で
再
起
動
す
る
海
外
旅
行
」
に
お
い
て

分
析
し
た
よ
う
に
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
に
日

本
人
の
海
外
旅
行
に
関
す
る
市
場
構
造
は
大

き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
ハ
ワ
イ

州
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
最
大
級
の
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
州
の
観

光
事
業
者
に
と
っ
て
も
重
要
な
需
要
で
あ
っ

た
が
、
2
0
2
4
年
夏
と
な
っ
て
も
観
光
客

数
が
回
復
し
な
い
状
況
に
直
面
し
、
日
本
市

場
に
頼
ら
な
い
「
世
界
」
を
考
え
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　オ
セ
ア
ニ
ア
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
、
大
き
な
違
い
が
生

じ
て
い
た
。
か
つ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

と
っ
て
観
光
産
業
は
「
輸
出
産
業
」
で
あ
っ

た
が
、
天
然
資
源
の
産
出
国
と
し
て
堅
調
に

経
済
が
推
移
し
、
比
例
し
て
人
口
も
増
大
し

て
い
っ
た
こ
と
で
、
国
内
需
要
が
増
大
。
か

つ
て
、
日
本
人
な
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
多

く
押
し
寄
せ
て
い
た
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト

は
、
国
内
客
が
あ
ふ
れ
、
国
内
資
本
に
よ
る

投
資
が
多
く
行
わ
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
と
な
っ
て

い
る
。
2
0
3
2
年
の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
地
と
な
る
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
は
、
中
心

を
貫
く
ブ
リ
ス
ベ
ン
川
を
起
点
と
し
た
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
型
と
も
呼
べ
る
よ
う
な
都
市
再

開
発
が
行
わ
れ
て
い
た
。
シ
ド
ニ
ー
も
同
様

で
あ
り
、
ベ
イ
エ
リ
ア
で
は
業
務
・
住
宅
・

観
光
が
高
度
に
複
合
す
る
大
規
模
な
再
開
発

が
進
行
中
で
あ
っ
た
。
ハ
ワ
イ
州
同
様
に
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
海
外
と
の
交
流
が

抑
制
さ
れ
た
こ
と
で
、
内
需
主
導
に
転
換
し

た
と
い
え
よ
う
。

　一
方
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
は
、
2
0
1
1
年
に
発
災
し
た

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
か
ら
い
ま
だ
に
復
興
途

上
に
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
2
0
2
4

年
3
月
発
行
の
観
光
文
化
2
6
0
号
「
世
界

の
観
光
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
2
0
2
3
」
で
も
取

り
上
げ
た
よ
う
に
、
自
然
環
境
や
文
化
を
主

体
に
持
続
性
の
高
い
観
光
を
志
向
し
て
い
る

が
、
突
発
的
な
事
態
へ
の
対
応
力
と
い
う
点

で
は
課
題
を
感
じ
る
状
況
で
あ
る
。
そ
の
理

由
の
一
端
は
、
特
集
2
‐
4
で
も
整
理
し
て

い
る
が
、
震
災
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て

N
Z
社
会
に
お
け
る
観
光
の
影
響
力
、
プ
レ

ゼ
ン
ス
が
低
下
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
は
、
隣
国
で
あ
り
な
が
ら
、
観
光
の

あ
り
様
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
こ

れ
も
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
間
中
の
断
絶
に

よ
っ
て
、
そ
の
変
化
が
加
速
度
的
に
生
じ
た

結
果
で
あ
ろ
う
。

　欧
州
、オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
、

イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
ス
ペ
イ
ン

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
並
ん
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
象
徴
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
地
域
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
か
ら
人

気
の
観
光
地
で
あ
り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
関
わ
る
各
種
の
問
題
が
発
生
し
て
い
た

が
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る「
中
断
」を
経
て
、

再
び
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
姿
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
と
同

様
に
見
え
る
が
、
今
回
、
現
地
で
関
係
者
と

意
見
交
換
す
る
中
で
わ
か
っ
て
き
た
こ
と

は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
冷
却
期
間
の
中

で
議
論
や
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
新
し
い

「
対
策
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
詳
し
く
は
、
特
集
3
で
整
理
し
て
い
る

が
、
そ
の
取
り
組
み
は
地
域
分
散
、
条
例
策

定
、
デ
ー
タ
取
得
と
検
証
に
よ
る
計
画
立
案

修
正
な
ど
な
ど
、多
方
面
に
広
が
っ
て
い
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
入
島
税
も
、
地
元
自
治
体

だ
け
で
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
事
業

者
と
の
議
論
を
通
じ
て
理
解
を
得
て
、
さ
ら

に
、
国
内
法
の
制
限
が
あ
る
中
で
特
別
に
税

と
し
て
制
度
化
し
、
世
界
で
も
初
め
て
と
な

る
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
両
地
域
と
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
再
来
す
る
こ
と
を

見
越
し
、
着
実
に
準
備
を
進
め
て
き
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
興
味
深
か
っ
た
の

は
、
両
地
域
と
も
「
世
界
的
に
観
光
需
要
が

増
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
人
気
の
あ
る
当
地

に
よ
り
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
こ
と
は
当
然

で
あ
り
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
対
応
が
必
要

で
あ
る
」
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、
両
地
域

に
お
け
る
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
次
元
は

一
つ
上
が
っ
た
と
感
じ
る
。

学
術
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

　一
方
、
2
0
2
4
年
の
学
術
研
究
は
ど
の

よ
う
な
傾
向
を
見
せ
て
い
た
の
か
。
昨
年

に
引
き
続
き
、
観
光
系
の
代
表
的
な
研
究

ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
あ
る
「A

nnals of T
ourism

 

R
esearch

」
を
見
て
み
よ
う
。
本
ジ
ャ
ー
ナ

ル
は
2
0
2
4
年
に
6
号
出
さ
れ
、
掲
載
さ

れ
た
論
文
は
93
本
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は

多
岐
に
わ
た
る
が
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
、

情
報
社
会
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

い
っ
た
テ
ー
マ
が
多
く
確
認
で
き
る
。
例

え
ば
、A

nna T
orres-D

elgad
o

他
は
、

カ
ー
ボ
ン
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
動
き
に

D
M
O
が
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
を
分

析
し
、M

arta N
ieto
-G
arcía

他
は
持
続

可
能
な
観
光
の
推
進
に
あ
た
り
、
消
費
者
と

研
究
者
の
間
で
発
生
す
る
問
題
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
。S

abin
a A
lbrech

t

他
は
、
観

光
の「
楽
し
さ
」が
環
境
保
護
行
動
と
衝
突
す

る
か
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
た
。
ま
た
、

A
len
a K
o
styk

他
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ

ア
リ
テ
ィ
と
観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
と
の
関
係
に

つ
い
て
研
究
し
、G

uang-X
in G
ao

他
は
、

新
し
い
技
術
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を

利
用
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
登
場
の
可
能

性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　ま
た
、
今
日
的
な
観
光
魅
力
に
つ
い
て
の

研
究
テ
ー
マ
も
多
く
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、

T
h
an
akarn

 B
ella V

on
gvisitsin

他
は
、

都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
立
脚
し
た
観
光
開

発
、Jillian R

ickly

他
は
観
光
経
験
に
お
け

る「
本
物
ら
し
さ
」を
、Shalini B

isani

他
は
、

観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　こ
の
他
、
目
に
つ
い
た
の
は
、
社
会
の
中

で
「
観
光
」
は
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
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変
化
を
続
け
る
世
界

　筆
者
は
、
2
0
2
3
年
11
月
発
行
の
観
光

文
化
2
5
9
号
「
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
観
光

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
京
都
市
〜
」
の
視
座
に

お
い
て
、「
我
々
は
、コ
ロ
ナ
禍（
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
）
の
後
、
改
変
さ
れ
た
時
間
軸
に
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
前
後
の
現
実
が
「
同
じ
よ

う
な
の
に
、
少
し
だ
け
違
う
」
と
感
じ
る
部

分
が
多
か
っ
た
か
ら
だ
。

　今
年
度
実
施
し
た
3
つ
の
地
域
、
米
国
ハ

ワ
イ
州
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
そ
し
て
欧
州
の
視

察
は
、
そ
の
思
い
を
強
め
る
も
の
だ
っ
た
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
、
早
期
に
回
復
し
た

米
国
は
、国
内
の
観
光
需
要
の
回
復
も
早
く
、

ハ
ワ
イ
州
の
観
光
は
、
量
的
に
見
れ
ば

2
0
2
2
年
度
に
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
水

準
に
戻
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ

の
か
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究

が
散
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

S
co
tt M
cC
ab
e

は
「T

h
eo
ry in

 to
u
r-

ism

」
と
題
し
て
観
光
が
地
域
の
経
済
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

く
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

改
め
て
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
同
様
の
考

察
は
、R

aoul V
. B
ianchi

他
や
、K

ew
en 

W
ang

他
、Qingyun P

ang

他
な
ど
も
行
っ

て
い
る
。

　こ
う
し
た
動
き
は
、
環
境
や

D
X
と
い
っ
た
社
会
全
体
の
変
化

に
加
え
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て

観
光
の
受
給
構
造
や
、
そ
の
外
側

と
な
る
経
済
、
地
域
と
観
光
と
の

関
わ
り
方
が
変
化
し
て
き
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　観
光
市
場
は
、
国
際
的
な
需
要

増
大
に
合
わ
せ
て
拡
大
を
続
け
て

き
た
。
こ
れ
は
、
正
の
効
果
だ
け

で
な
く
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
よ
う
に
負
の
効
果
も
発
生
さ
せ

て
き
た
が
、
人
は
、
何
か
を
得
ら

れ
る
こ
と
よ
り
も
、
失
う
こ
と
の

方
が
強
く
意
識
を
し
て
し
ま
う
傾

向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
観
光
振

興
に
よ
る
効
果
も
、「
渋
滞
に
よ
っ

て
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
以
前
の
価
格
で
買
え
な
く
な
っ
た
」「
う

る
さ
く
な
っ
た
」
な
ど
、
負
の
効
果
の
方
が

強
く
認
識
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、
観
光
の
弊
害
が
各
所

で
伝
え
ら
れ
る
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
強
制

的
な
観
光
の
休
止
は
、
そ
れ
ま
で
薄
弱
に
認

識
し
て
い
た
観
光
の
正
の
効
果
を
強
く
実
感

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。皮
肉
な
こ
と
に「
失
っ

た
」こ
と
で
、改
め
て
、そ
の
存
在
の
大
き
さ
、

地
域
社
会
・
経
済
と
の
関
わ
り
の
強
さ
が
広

く
共
有
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　こ
う
し
た
関
係
性
を
改
め
て
示
し
た
の

が
、
前
述
し
たS

co
tt M
cC
ab
e

に
よ
る

論
文
「T
h
eo
ry in

 to
u
rism

」
で
の
整
理

で
あ
る
。M

cC
ab
e

は
、
観
光
に
関
わ
る

事
象
レ
ベ
ル
を
3
つ
に
区
分
し
、
観
光
の
議

論
に
お
い
て
、
ど
の
レ
ベ
ル
、
事
象
が
対
象

と
な
っ
て
い
る
の
か
を
意
識
し
、
そ
の
位
置

づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
主
張

し
て
い
る
（
図
１
）。

　こ
の
整
理
を
基
に
す
る
と
、
観
光
に
か
か

る
日
本
で
の
近
年
の
議
論
の
多
く
は
、
観
光

地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
よ
う
に
マ
イ
ク
ロ
・

レ
ベ
ル
に
立
脚
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
に
お
け

る
観
光
の
存
在
感
が
増
大
し
て
き
た
こ
と

で
、
観
光
は
観
光
業
界
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
気
候
変
動
へ
の
対
応

も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
観
光
に
よ
っ
て
地

域
経
済
を
ど
の
よ
う
に
形
成
し
て
い
く
の
か

も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

前
述
し
たQ

in
gyu
n
 P
an
g

他
は
、
中
国
・

元
陽
県
の
農
村
観
光
を
対
象
に
、政
府
主
導
、

企
業
主
導
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
導
に
よ
る
来

訪
者
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
や
消
費
性
向
の
違
い

を
分
析
し
た
。
結
果
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
導

の
効
果
が
高
く
、
所
得
分
配
に
も
有
効
に
作

用
す
る
と
報
告
し
て
い
る
。
観
光
の
世
界
的

な
隆
盛
に
伴
い
、
国
際
的
な
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー

ン
が
登
場
し
、
大
規
模
な
投
資
フ
ァ
ン
ド
も

登
場
し
て
い
る
。
地
域
に
立
地
す
る
事
業
者

タ
イ
プ
に
よ
っ
て
、
観
光
消
費
が
地
域
に
も

た
ら
す
経
済
効
果
も
大
き
く
変
容
す
る
。
地

域
に
ど
う
い
っ
た
観
光
「
資
本
」
を
集
積
さ

せ
、
ど
う
い
っ
た
産
業
形
態
を
構
築
し
て
い

く
の
か
は
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
る
。

観
光
地
「
管
理
」か
ら

「
経
営
」へ
の
転
化

　各
方
面
へ
の
視
察
や
、
学
術
研
究
の
動
向

を
見
て
い
て
感
じ
る
の
は
「
観
光
地
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
が
高
度
化
し
て
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。
2
0
2
4
年
3
月
発
行
の
観
光
文

化
2
6
0
号
「
世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

2
0
2
3
」
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
昨
年

度
の
時
点
で
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
は
、
ど

の
地
域
で
も
控
え
め
と
な
っ
て
い
た
が
、
今

年
度
は
、
さ
ら
に
そ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
前
に
進
ん
で
い
る
地
域

ほ
ど
、
強
化
し
て
き
て
い
る
の
は
、
観
光
課

題
へ
の
対
応
の
た
め
の
枠
組
み
を
地
域
社
会

全
体
に
広
げ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
、
時
間
的
・
地
域
的
な
観
光
客

集
中
を
避
け
る
た
め
に
税
制
度
や
交
通
サ
ー

ビ
ス
、
開
発
制
御
（
建
築
規
制
）
な
ど
地
域

政
策
全
体
と
一
体
的
な
対
応
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
旺
盛
な
内
需
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘

致
と
い
う
追
い
風
を
受
け
な
が
ら
、
新
し
い

価
値
観
に
基
づ
い
た
都
市
開
発
を
進
め
て
い

る
ブ
リ
ス
ベ
ン
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
代

表
す
る
都
市
と
な
っ
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州
は
、

こ
れ
ま
で
D
M
O
で
あ
る
ハ
ワ
イ
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
（
H
T
A
）
に
「
観

光
は
お
任
せ
」
で
あ
っ
た
が
、
2
0
2
1
年

に
ホ
ノ
ル
ル
市
郡
に
経
済
活
性
化
局

（
O
E
R
）
を
新
設
し
、
地
元
食
材
の
調
達

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
て

い
る
。
一
方
で
、
H
T
A
の
予
算
は
削
減

さ
れ
て
お
り
、
観
光
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
量
は
減
少
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
新

し
い
観
光
行
動
と
し
て
打
ち
出
し
た
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
市
場
に
浸
透

し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
N
Z
の

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
、
か
つ
て
、
ガ
ー

デ
ン
・
シ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
た
美
し
い
都
市
で

あ
っ
た
が
、今
の
同
市
に
そ
の
面
影
は
な
い
。

こ
れ
は
、震
災
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、

観
光
の
地
域
社
会
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
希

薄
と
な
り
、
観
光
都
市
と
し
て
の
再
生
活
動

が
滞
っ
て
き
た
こ
と
が
理
由
だ
ろ
う
。

　

M
cC
ab
e

の
整
理
に
基
づ
け
ば
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
な
ど
は
、
マ

イ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
ま
で
広
範
に
対

応
し
て
い
る
一
方
で
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
は
マ
イ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
み
、
そ
れ
も
限
定

的
な
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
も
と
も

と
持
っ
て
い
る
「
観
光
的
魅
力
」
だ
け
で
は
、

そ
の
魅
力
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
時

代
と
な
り
、
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
ま
で
取
り
込
ん

だ
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必
要
な
時
代
と

な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　と
こ
ろ
で
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
日
本

語
で
、「
管
理
」
と
訳
す
こ
と
も
で
き
る
し
、

「
経
営
」
と
訳
す
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
、

当
然
な
が
ら
、
双
方
が
持
つ
意
味
は
違
う
。

限
定
さ
れ
た
資
金
や
人
材
な
ど
の
範
囲
内
で

取
り
組
み
を
行
う
「
管
理
」
に
対
し
て
、
各

種
の
資
源
を
時
系
列
的
に
傾
斜
配
分
す
る
こ

と
で
実
施
体
制
そ
の
も
の
を
強
化
し
て
い
く

の
が
「
経
営
」
と
な
る
。
少
し
前
の
「
観
光

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
管
理
に
相
当
す
る

概
念
で
あ
っ
た
が
、「
先
進
地
」
の
そ
れ
は

経
営
に
相
当
す
る
概
念
に
ま
で
高
ま
っ
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
経
営
概
念
に
ま
で
高

ま
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ

の
言
及
が
弱
ま
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
言

及
が
多
く
な
る
こ
と
も
理
解
し
や
す
い
。
経

営
が
あ
っ
て
こ
そ
の
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
で
あ
る
こ
と
は
自
明
だ
か
ら
だ
。

最
後
に

　我
々
は
、日
々
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考
え
、

意
思
決
定
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
基

準
と
な
る
の
は
、
自
身
が
培
っ
て
き
た
経
験

や
知
識
の
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多

い
。
そ
の
た
め
、
外
部
環
境
が
変
化
し
て
も
、

そ
の
変
化
を
正
し
く
捉
え
る
こ
と
が
で
き

ず
、
い
わ
ゆ
る
現
状
維
持
バ
イ
ア
ス
が
生
じ

て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。特
に
、過
去「
成
功
」

し
、安
定
し
た
状
況
を
確
立
し
て
い
る
と
、

そ
の
傾
向
は
さ
ら
に
強
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　た
だ
、
前
号
、
観
光
文
化
2
6
3
号
「
不

確
実
な
時
代
に
求
め
ら
れ
る
観
光
研
究
の
役

割
」
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
観
光
を
含
む
現

代
社
会
は
V
U
C
A
が
「
基
本
」
と
な
っ
て

い
る
。
海
外
地
域
が
た
ど
っ
て
い
る
筋
道
の

違
い
は
、
V
U
C
A
へ
の
対
応
力
の
違
い

と
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　人
口
縮
小
が
進
む
我
が
国
に
お
い
て
、
観

光
産
業
の
隆
盛
は
国
の
行
く
末
を
左
右
す
る

戦
略
的
存
在
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　我
々
は
に
、
観
光
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に

社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
社
会
に

よ
っ
て
観
光
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か

を
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
広
が
り
と
深
さ
を
も
っ

て
見
極
め
、
時
代
に
対
応
す
る「
経
営
」手
法

を
立
案
し
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
国
内
だ
け
で
な
く
、
国
外
の
研
究

者
や
D
M
O
関
係
者
な
ど
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
こ
の
難
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

に
日
本
人
の
姿
は
な
い
。
2
0
2
3
年
5
月

発
行
の
観
光
文
化
2
5
7
号
「
ポ
ス
ト
・
コ

ロ
ナ
で
再
起
動
す
る
海
外
旅
行
」
に
お
い
て

分
析
し
た
よ
う
に
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
に
日

本
人
の
海
外
旅
行
に
関
す
る
市
場
構
造
は
大

き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
ハ
ワ
イ

州
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
最
大
級
の
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
州
の
観

光
事
業
者
に
と
っ
て
も
重
要
な
需
要
で
あ
っ

た
が
、
2
0
2
4
年
夏
と
な
っ
て
も
観
光
客

数
が
回
復
し
な
い
状
況
に
直
面
し
、
日
本
市

場
に
頼
ら
な
い
「
世
界
」
を
考
え
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　オ
セ
ア
ニ
ア
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
、
大
き
な
違
い
が
生

じ
て
い
た
。
か
つ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

と
っ
て
観
光
産
業
は
「
輸
出
産
業
」
で
あ
っ

た
が
、
天
然
資
源
の
産
出
国
と
し
て
堅
調
に

経
済
が
推
移
し
、
比
例
し
て
人
口
も
増
大
し

て
い
っ
た
こ
と
で
、
国
内
需
要
が
増
大
。
か

つ
て
、
日
本
人
な
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
多

く
押
し
寄
せ
て
い
た
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト

は
、
国
内
客
が
あ
ふ
れ
、
国
内
資
本
に
よ
る

投
資
が
多
く
行
わ
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
と
な
っ
て

い
る
。
2
0
3
2
年
の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
地
と
な
る
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
は
、
中
心

を
貫
く
ブ
リ
ス
ベ
ン
川
を
起
点
と
し
た
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
型
と
も
呼
べ
る
よ
う
な
都
市
再

開
発
が
行
わ
れ
て
い
た
。
シ
ド
ニ
ー
も
同
様

で
あ
り
、
ベ
イ
エ
リ
ア
で
は
業
務
・
住
宅
・

観
光
が
高
度
に
複
合
す
る
大
規
模
な
再
開
発

が
進
行
中
で
あ
っ
た
。
ハ
ワ
イ
州
同
様
に
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
海
外
と
の
交
流
が

抑
制
さ
れ
た
こ
と
で
、
内
需
主
導
に
転
換
し

た
と
い
え
よ
う
。

　一
方
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
は
、
2
0
1
1
年
に
発
災
し
た

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
か
ら
い
ま
だ
に
復
興
途

上
に
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
2
0
2
4

年
3
月
発
行
の
観
光
文
化
2
6
0
号
「
世
界

の
観
光
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
2
0
2
3
」
で
も
取

り
上
げ
た
よ
う
に
、
自
然
環
境
や
文
化
を
主

体
に
持
続
性
の
高
い
観
光
を
志
向
し
て
い
る

が
、
突
発
的
な
事
態
へ
の
対
応
力
と
い
う
点

で
は
課
題
を
感
じ
る
状
況
で
あ
る
。
そ
の
理

由
の
一
端
は
、
特
集
2
‐
4
で
も
整
理
し
て

い
る
が
、
震
災
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て

N
Z
社
会
に
お
け
る
観
光
の
影
響
力
、
プ
レ

ゼ
ン
ス
が
低
下
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
は
、
隣
国
で
あ
り
な
が
ら
、
観
光
の

あ
り
様
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
こ

れ
も
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
間
中
の
断
絶
に

よ
っ
て
、
そ
の
変
化
が
加
速
度
的
に
生
じ
た

結
果
で
あ
ろ
う
。

　欧
州
、オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
、

イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
ス
ペ
イ
ン

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
並
ん
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
象
徴
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
地
域
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
か
ら
人

気
の
観
光
地
で
あ
り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
関
わ
る
各
種
の
問
題
が
発
生
し
て
い
た

が
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る「
中
断
」を
経
て
、

再
び
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
姿
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
と
同

様
に
見
え
る
が
、
今
回
、
現
地
で
関
係
者
と

意
見
交
換
す
る
中
で
わ
か
っ
て
き
た
こ
と

は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
冷
却
期
間
の
中

で
議
論
や
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
新
し
い

「
対
策
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
詳
し
く
は
、
特
集
3
で
整
理
し
て
い
る

が
、
そ
の
取
り
組
み
は
地
域
分
散
、
条
例
策

定
、
デ
ー
タ
取
得
と
検
証
に
よ
る
計
画
立
案

修
正
な
ど
な
ど
、多
方
面
に
広
が
っ
て
い
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
入
島
税
も
、
地
元
自
治
体

だ
け
で
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
事
業

者
と
の
議
論
を
通
じ
て
理
解
を
得
て
、
さ
ら

に
、
国
内
法
の
制
限
が
あ
る
中
で
特
別
に
税

と
し
て
制
度
化
し
、
世
界
で
も
初
め
て
と
な

る
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
両
地
域
と
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
再
来
す
る
こ
と
を

見
越
し
、
着
実
に
準
備
を
進
め
て
き
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
興
味
深
か
っ
た
の

は
、
両
地
域
と
も
「
世
界
的
に
観
光
需
要
が

増
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
人
気
の
あ
る
当
地

に
よ
り
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
こ
と
は
当
然

で
あ
り
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
対
応
が
必
要

で
あ
る
」
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、
両
地
域

に
お
け
る
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
次
元
は

一
つ
上
が
っ
た
と
感
じ
る
。

学
術
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

　一
方
、
2
0
2
4
年
の
学
術
研
究
は
ど
の

よ
う
な
傾
向
を
見
せ
て
い
た
の
か
。
昨
年
に

引
き
続
き
、
観
光
系
の
代
表
的
な
研
究

ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
あ
る
「A

nnals of T
ourism

 

R
esearch

」
を
見
て
み
よ
う
。
本
ジ
ャ
ー
ナ

ル
は
2
0
2
4
年
に
6
号
出
さ
れ
、
掲
載
さ

れ
た
論
文
は
93
本
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は

多
岐
に
わ
た
る
が
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
、

情
報
社
会
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

い
っ
た
テ
ー
マ
が
多
く
確
認
で
き
る
。
例

え
ば
、A

nna T
orres-D

elgad
o

他
は
、

カ
ー
ボ
ン
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
動
き
に

D
M
O
が
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
を
分

析
し
、M

arta N
ieto
-G
arcía

他
は
持
続

可
能
な
観
光
の
推
進
に
あ
た
り
、
消
費
者
と

研
究
者
の
間
で
発
生
す
る
問
題
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
。S

abin
a A
lbrech

t

他
は
、
観

光
の「
楽
し
さ
」が
環
境
保
護
行
動
と
衝
突
す

る
か
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
た
。
ま
た
、

A
len
a K
o
styk

他
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ

ア
リ
テ
ィ
と
観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
と
の
関
係
に

つ
い
て
研
究
し
、G

uang-X
in G
ao

他
は
、

新
し
い
技
術
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を

利
用
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
登
場
の
可
能

性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　ま
た
、
今
日
的
な
観
光
魅
力
に
つ
い
て
の

研
究
テ
ー
マ
も
多
く
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、

T
h
an
akarn

 B
ella V

on
gvisitsin

他
は
、

都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
立
脚
し
た
観
光
開

発
、Jillian R

ickly

他
は
観
光
経
験
に
お
け

る「
本
物
ら
し
さ
」を
、Shalini B

isani

他
は
、

観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　こ
の
他
、
目
に
つ
い
た
の
は
、
社
会
の
中

で
「
観
光
」
は
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く

図 1 観光における潜在的理論のレベルと領域

マイクロ

ミッドレンジ

マクロ

分析レベル 要素 相互作用 構造

旅行者の消費経験

旅行者が行う地域
での交流、地域の
観光産業の状況

観光による文化

観光商品の定義。経
験のデザイン

観光サービスの水準
と提供状況。技術の
成長性と効果

観光が社会やコミュ
ニティへ与える影響

地域の観光計画

地域内・地域間との連
携体制と関係性

国際的な関係性。気候
変動、政治・経済、国際的
な投資動向

出展：Theory in tourism（Scott McCabe, 2024）より／日本語は筆者訳

Fig. 2. Examples of theory levels and theories within tourism.
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変
化
を
続
け
る
世
界

　筆
者
は
、
2
0
2
3
年
11
月
発
行
の
観
光

文
化
2
5
9
号
「
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
観
光

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
京
都
市
〜
」
の
視
座
に

お
い
て
、「
我
々
は
、コ
ロ
ナ
禍（
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
）
の
後
、
改
変
さ
れ
た
時
間
軸
に
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
前
後
の
現
実
が
「
同
じ
よ

う
な
の
に
、
少
し
だ
け
違
う
」
と
感
じ
る
部

分
が
多
か
っ
た
か
ら
だ
。

　今
年
度
実
施
し
た
3
つ
の
地
域
、
米
国
ハ

ワ
イ
州
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
そ
し
て
欧
州
の
視

察
は
、
そ
の
思
い
を
強
め
る
も
の
だ
っ
た
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
、
早
期
に
回
復
し
た

米
国
は
、国
内
の
観
光
需
要
の
回
復
も
早
く
、

ハ
ワ
イ
州
の
観
光
は
、
量
的
に
見
れ
ば

2
0
2
2
年
度
に
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
水

準
に
戻
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ

の
か
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究

が
散
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

S
co
tt M
cC
ab
e

は
「T

h
eo
ry in

 to
u
r-

ism

」
と
題
し
て
観
光
が
地
域
の
経
済
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

く
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

改
め
て
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
同
様
の
考

察
は
、R

aoul V
. B
ianchi

他
や
、K

ew
en 

W
ang

他
、Qingyun P

ang

他
な
ど
も
行
っ

て
い
る
。

　こ
う
し
た
動
き
は
、
環
境
や

D
X
と
い
っ
た
社
会
全
体
の
変
化

に
加
え
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て

観
光
の
受
給
構
造
や
、
そ
の
外
側

と
な
る
経
済
、
地
域
と
観
光
と
の

関
わ
り
方
が
変
化
し
て
き
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　観
光
市
場
は
、
国
際
的
な
需
要

増
大
に
合
わ
せ
て
拡
大
を
続
け
て

き
た
。
こ
れ
は
、
正
の
効
果
だ
け

で
な
く
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
よ
う
に
負
の
効
果
も
発
生
さ
せ

て
き
た
が
、
人
は
、
何
か
を
得
ら

れ
る
こ
と
よ
り
も
、
失
う
こ
と
の

方
が
強
く
意
識
を
し
て
し
ま
う
傾

向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
観
光
振

興
に
よ
る
効
果
も
、「
渋
滞
に
よ
っ

て
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
以
前
の
価
格
で
買
え
な
く
な
っ
た
」「
う

る
さ
く
な
っ
た
」
な
ど
、
負
の
効
果
の
方
が

強
く
認
識
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、
観
光
の
弊
害
が
各
所

で
伝
え
ら
れ
る
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
強
制

的
な
観
光
の
休
止
は
、
そ
れ
ま
で
薄
弱
に
認

識
し
て
い
た
観
光
の
正
の
効
果
を
強
く
実
感

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。皮
肉
な
こ
と
に「
失
っ

た
」こ
と
で
、改
め
て
、そ
の
存
在
の
大
き
さ
、

地
域
社
会
・
経
済
と
の
関
わ
り
の
強
さ
が
広

く
共
有
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　こ
う
し
た
関
係
性
を
改
め
て
示
し
た
の

が
、
前
述
し
たS

co
tt M
cC
ab
e

に
よ
る

論
文
「T

h
eo
ry in

 to
u
rism

」
で
の
整
理

で
あ
る
。M

cC
ab
e

は
、
観
光
に
関
わ
る

事
象
レ
ベ
ル
を
3
つ
に
区
分
し
、
観
光
の
議

論
に
お
い
て
、
ど
の
レ
ベ
ル
、
事
象
が
対
象

と
な
っ
て
い
る
の
か
を
意
識
し
、
そ
の
位
置

づ
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
主
張

し
て
い
る
（
図
１
）。

　こ
の
整
理
を
基
に
す
る
と
、
観
光
に
か
か

る
日
本
で
の
近
年
の
議
論
の
多
く
は
、
観
光

地
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
よ
う
に
マ
イ
ク
ロ
・

レ
ベ
ル
に
立
脚
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
に
お
け

る
観
光
の
存
在
感
が
増
大
し
て
き
た
こ
と

で
、
観
光
は
観
光
業
界
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
気
候
変
動
へ
の
対
応

も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
観
光
に
よ
っ
て
地

域
経
済
を
ど
の
よ
う
に
形
成
し
て
い
く
の
か

も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

前
述
し
たQ

in
gyu
n
 P
an
g

他
は
、
中
国
・

元
陽
県
の
農
村
観
光
を
対
象
に
、政
府
主
導
、

企
業
主
導
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
導
に
よ
る
来

訪
者
の
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
や
消
費
性
向
の
違
い

を
分
析
し
た
。
結
果
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
導

の
効
果
が
高
く
、
所
得
分
配
に
も
有
効
に
作

用
す
る
と
報
告
し
て
い
る
。
観
光
の
世
界
的

な
隆
盛
に
伴
い
、
国
際
的
な
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー

ン
が
登
場
し
、
大
規
模
な
投
資
フ
ァ
ン
ド
も

登
場
し
て
い
る
。
地
域
に
立
地
す
る
事
業
者

タ
イ
プ
に
よ
っ
て
、
観
光
消
費
が
地
域
に
も

た
ら
す
経
済
効
果
も
大
き
く
変
容
す
る
。
地

域
に
ど
う
い
っ
た
観
光
「
資
本
」
を
集
積
さ

せ
、
ど
う
い
っ
た
産
業
形
態
を
構
築
し
て
い

く
の
か
は
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
る
。

観
光
地
「
管
理
」か
ら

「
経
営
」へ
の
転
化

　各
方
面
へ
の
視
察
や
、
学
術
研
究
の
動
向

を
見
て
い
て
感
じ
る
の
は
「
観
光
地
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
が
高
度
化
し
て
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。
2
0
2
4
年
3
月
発
行
の
観
光
文

化
2
6
0
号
「
世
界
の
観
光
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

2
0
2
3
」
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
昨
年

度
の
時
点
で
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
は
、
ど

の
地
域
で
も
控
え
め
と
な
っ
て
い
た
が
、
今

年
度
は
、
さ
ら
に
そ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
前
に
進
ん
で
い
る
地
域

ほ
ど
、
強
化
し
て
き
て
い
る
の
は
、
観
光
課

題
へ
の
対
応
の
た
め
の
枠
組
み
を
地
域
社
会

全
体
に
広
げ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
で
は
、
時
間
的
・
地
域
的
な
観
光
客

集
中
を
避
け
る
た
め
に
税
制
度
や
交
通
サ
ー

ビ
ス
、
開
発
制
御
（
建
築
規
制
）
な
ど
地
域

政
策
全
体
と
一
体
的
な
対
応
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
旺
盛
な
内
需
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘

致
と
い
う
追
い
風
を
受
け
な
が
ら
、
新
し
い

価
値
観
に
基
づ
い
た
都
市
開
発
を
進
め
て
い

る
ブ
リ
ス
ベ
ン
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
代

表
す
る
都
市
と
な
っ
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
州
は
、

こ
れ
ま
で
D
M
O
で
あ
る
ハ
ワ
イ
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
（
H
T
A
）
に
「
観

光
は
お
任
せ
」
で
あ
っ
た
が
、
2
0
2
1
年

に
ホ
ノ
ル
ル
市
郡
に
経
済
活
性
化
局

（
O
E
R
）
を
新
設
し
、
地
元
食
材
の
調
達

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
て

い
る
。
一
方
で
、
H
T
A
の
予
算
は
削
減

さ
れ
て
お
り
、
観
光
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
量
は
減
少
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の
新

し
い
観
光
行
動
と
し
て
打
ち
出
し
た
リ
ジ
ェ

ネ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
市
場
に
浸
透

し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
N
Z
の

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
、
か
つ
て
、
ガ
ー

デ
ン
・
シ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
た
美
し
い
都
市
で

あ
っ
た
が
、今
の
同
市
に
そ
の
面
影
は
な
い
。

こ
れ
は
、震
災
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、

観
光
の
地
域
社
会
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
希

薄
と
な
り
、
観
光
都
市
と
し
て
の
再
生
活
動

が
滞
っ
て
き
た
こ
と
が
理
由
だ
ろ
う
。

　

M
cC
ab
e

の
整
理
に
基
づ
け
ば
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
な
ど
は
、
マ

イ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
ま
で
広
範
に
対

応
し
て
い
る
一
方
で
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
は
マ
イ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
み
、
そ
れ
も
限
定

的
な
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
も
と
も

と
持
っ
て
い
る
「
観
光
的
魅
力
」
だ
け
で
は
、

そ
の
魅
力
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
時

代
と
な
り
、
マ
ク
ロ
レ
ベ
ル
ま
で
取
り
込
ん

だ
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必
要
な
時
代
と

な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　と
こ
ろ
で
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
日
本

語
で
、「
管
理
」
と
訳
す
こ
と
も
で
き
る
し
、

「
経
営
」
と
訳
す
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
、

当
然
な
が
ら
、
双
方
が
持
つ
意
味
は
違
う
。

限
定
さ
れ
た
資
金
や
人
材
な
ど
の
範
囲
内
で

取
り
組
み
を
行
う
「
管
理
」
に
対
し
て
、
各

種
の
資
源
を
時
系
列
的
に
傾
斜
配
分
す
る
こ

と
で
実
施
体
制
そ
の
も
の
を
強
化
し
て
い
く

の
が
「
経
営
」
と
な
る
。
少
し
前
の
「
観
光

地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
管
理
に
相
当
す
る

概
念
で
あ
っ
た
が
、「
先
進
地
」
の
そ
れ
は

経
営
に
相
当
す
る
概
念
に
ま
で
高
ま
っ
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
経
営
概
念
に
ま
で
高

ま
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ

の
言
及
が
弱
ま
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
言

及
が
多
く
な
る
こ
と
も
理
解
し
や
す
い
。
経

営
が
あ
っ
て
こ
そ
の
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
で
あ
る
こ
と
は
自
明
だ
か
ら
だ
。

最
後
に

　我
々
は
、日
々
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考
え
、

意
思
決
定
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
の
基

準
と
な
る
の
は
、
自
身
が
培
っ
て
き
た
経
験

や
知
識
の
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多

い
。
そ
の
た
め
、
外
部
環
境
が
変
化
し
て
も
、

そ
の
変
化
を
正
し
く
捉
え
る
こ
と
が
で
き

ず
、
い
わ
ゆ
る
現
状
維
持
バ
イ
ア
ス
が
生
じ

て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。特
に
、過
去「
成
功
」

し
、安
定
し
た
状
況
を
確
立
し
て
い
る
と
、

そ
の
傾
向
は
さ
ら
に
強
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　た
だ
、
前
号
、
観
光
文
化
2
6
3
号
「
不

確
実
な
時
代
に
求
め
ら
れ
る
観
光
研
究
の
役

割
」
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
観
光
を
含
む
現

代
社
会
は
V
U
C
A
が
「
基
本
」
と
な
っ
て

い
る
。
海
外
地
域
が
た
ど
っ
て
い
る
筋
道
の

違
い
は
、
V
U
C
A
へ
の
対
応
力
の
違
い

と
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　人
口
縮
小
が
進
む
我
が
国
に
お
い
て
、
観

光
産
業
の
隆
盛
は
国
の
行
く
末
を
左
右
す
る

戦
略
的
存
在
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　我
々
に
は
、
観
光
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に

社
会
が
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
社
会
に

よ
っ
て
観
光
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か

を
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
広
が
り
と
深
さ
を
も
っ

て
見
極
め
、
時
代
に
対
応
す
る「
経
営
」手
法

を
立
案
し
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
国
内
だ
け
で
な
く
、
国
外
の
研
究

者
や
D
M
O
関
係
者
な
ど
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
こ
の
難
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

に
日
本
人
の
姿
は
な
い
。
2
0
2
3
年
5
月

発
行
の
観
光
文
化
2
5
7
号
「
ポ
ス
ト
・
コ

ロ
ナ
で
再
起
動
す
る
海
外
旅
行
」
に
お
い
て

分
析
し
た
よ
う
に
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
に
日

本
人
の
海
外
旅
行
に
関
す
る
市
場
構
造
は
大

き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。
ハ
ワ
イ

州
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
最
大
級
の
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
ハ
ワ
イ
州
の
観

光
事
業
者
に
と
っ
て
も
重
要
な
需
要
で
あ
っ

た
が
、
2
0
2
4
年
夏
と
な
っ
て
も
観
光
客

数
が
回
復
し
な
い
状
況
に
直
面
し
、
日
本
市

場
に
頼
ら
な
い
「
世
界
」
を
考
え
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　オ
セ
ア
ニ
ア
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
、
大
き
な
違
い
が
生

じ
て
い
た
。
か
つ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

と
っ
て
観
光
産
業
は
「
輸
出
産
業
」
で
あ
っ

た
が
、
天
然
資
源
の
産
出
国
と
し
て
堅
調
に

経
済
が
推
移
し
、
比
例
し
て
人
口
も
増
大
し

て
い
っ
た
こ
と
で
、
国
内
需
要
が
増
大
。
か

つ
て
、
日
本
人
な
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
多

く
押
し
寄
せ
て
い
た
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト

は
、
国
内
客
が
あ
ふ
れ
、
国
内
資
本
に
よ
る

投
資
が
多
く
行
わ
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
と
な
っ
て

い
る
。
2
0
3
2
年
の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
地
と
な
る
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
は
、
中
心

を
貫
く
ブ
リ
ス
ベ
ン
川
を
起
点
と
し
た
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
型
と
も
呼
べ
る
よ
う
な
都
市
再

開
発
が
行
わ
れ
て
い
た
。
シ
ド
ニ
ー
も
同
様

で
あ
り
、
ベ
イ
エ
リ
ア
で
は
業
務
・
住
宅
・

観
光
が
高
度
に
複
合
す
る
大
規
模
な
再
開
発

が
進
行
中
で
あ
っ
た
。
ハ
ワ
イ
州
同
様
に
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
海
外
と
の
交
流
が

抑
制
さ
れ
た
こ
と
で
、
内
需
主
導
に
転
換
し

た
と
い
え
よ
う
。

　一
方
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
は
、
2
0
1
1
年
に
発
災
し
た

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
か
ら
い
ま
だ
に
復
興
途

上
に
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
2
0
2
4

年
3
月
発
行
の
観
光
文
化
2
6
0
号
「
世
界

の
観
光
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
2
0
2
3
」
で
も
取

り
上
げ
た
よ
う
に
、
自
然
環
境
や
文
化
を
主

体
に
持
続
性
の
高
い
観
光
を
志
向
し
て
い
る

が
、
突
発
的
な
事
態
へ
の
対
応
力
と
い
う
点

で
は
課
題
を
感
じ
る
状
況
で
あ
る
。
そ
の
理

由
の
一
端
は
、
特
集
2
‐
4
で
も
整
理
し
て

い
る
が
、
震
災
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て

N
Z
社
会
に
お
け
る
観
光
の
影
響
力
、
プ
レ

ゼ
ン
ス
が
低
下
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
は
、
隣
国
で
あ
り
な
が
ら
、
観
光
の

あ
り
様
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
こ

れ
も
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
期
間
中
の
断
絶
に

よ
っ
て
、
そ
の
変
化
が
加
速
度
的
に
生
じ
た

結
果
で
あ
ろ
う
。

　欧
州
、オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
、

イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
、
ス
ペ
イ
ン

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
並
ん
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
象
徴
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
地
域
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
か
ら
人

気
の
観
光
地
で
あ
り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
関
わ
る
各
種
の
問
題
が
発
生
し
て
い
た

が
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る「
中
断
」を
経
て
、

再
び
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
姿
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
と
同

様
に
見
え
る
が
、
今
回
、
現
地
で
関
係
者
と

意
見
交
換
す
る
中
で
わ
か
っ
て
き
た
こ
と

は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
冷
却
期
間
の
中

で
議
論
や
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
新
し
い

「
対
策
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
詳
し
く
は
、
特
集
3
で
整
理
し
て
い
る

が
、
そ
の
取
り
組
み
は
地
域
分
散
、
条
例
策

定
、
デ
ー
タ
取
得
と
検
証
に
よ
る
計
画
立
案

修
正
な
ど
な
ど
、多
方
面
に
広
が
っ
て
い
る
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
入
島
税
も
、
地
元
自
治
体

だ
け
で
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
事
業

者
と
の
議
論
を
通
じ
て
理
解
を
得
て
、
さ
ら

に
、
国
内
法
の
制
限
が
あ
る
中
で
特
別
に
税

と
し
て
制
度
化
し
、
世
界
で
も
初
め
て
と
な

る
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
両
地
域
と
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
再
来
す
る
こ
と
を

見
越
し
、
着
実
に
準
備
を
進
め
て
き
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
興
味
深
か
っ
た
の

は
、
両
地
域
と
も
「
世
界
的
に
観
光
需
要
が

増
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
人
気
の
あ
る
当
地

に
よ
り
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
こ
と
は
当
然

で
あ
り
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
対
応
が
必
要

で
あ
る
」
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
て
、
両
地
域

に
お
け
る
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
次
元
は

一
つ
上
が
っ
た
と
感
じ
る
。

学
術
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

　一
方
、
2
0
2
4
年
の
学
術
研
究
は
ど
の

よ
う
な
傾
向
を
見
せ
て
い
た
の
か
。
昨
年
に

引
き
続
き
、
観
光
系
の
代
表
的
な
研
究

ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
あ
る
「A

nnals of T
ourism

 

R
esearch

」
を
見
て
み
よ
う
。
本
ジ
ャ
ー
ナ

ル
は
2
0
2
4
年
に
6
号
出
さ
れ
、
掲
載
さ

れ
た
論
文
は
93
本
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は

多
岐
に
わ
た
る
が
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
、

情
報
社
会
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

い
っ
た
テ
ー
マ
が
多
く
確
認
で
き
る
。
例

え
ば
、A

nna T
orres-D

elgad
o

他
は
、

カ
ー
ボ
ン
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
動
き
に

D
M
O
が
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
を
分

析
し
、M

arta N
ieto
-G
arcía

他
は
持
続

可
能
な
観
光
の
推
進
に
あ
た
り
、
消
費
者
と

研
究
者
の
間
で
発
生
す
る
問
題
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
。S

abin
a A
lbrech

t

他
は
、
観

光
の「
楽
し
さ
」が
環
境
保
護
行
動
と
衝
突
す

る
か
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
た
。
ま
た
、

A
len
a K
o
styk

他
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ

ア
リ
テ
ィ
と
観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
と
の
関
係
に

つ
い
て
研
究
し
、G

uang-X
in G
ao

他
は
、

新
し
い
技
術
で
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を

利
用
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
登
場
の
可
能

性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　ま
た
、
今
日
的
な
観
光
魅
力
に
つ
い
て
の

研
究
テ
ー
マ
も
多
く
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、

T
h
an
akarn

 B
ella V

on
gvisitsin

他
は
、

都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
立
脚
し
た
観
光
開

発
、Jillian R

ickly

他
は
観
光
経
験
に
お
け

る「
本
物
ら
し
さ
」を
、Shalini B

isani

他
は
、

観
光
地
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　こ
の
他
、
目
に
つ
い
た
の
は
、
社
会
の
中

で
「
観
光
」
は
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く

図 1 観光における潜在的理論のレベルと領域

マイクロ

ミッドレンジ

マクロ

分析レベル 要素 相互作用 構造

旅行者の消費経験

旅行者が行う地域
での交流、地域の
観光産業の状況

観光による文化

観光商品の定義。経
験のデザイン

観光サービスの水準
と提供状況。技術の
成長性と効果

観光が社会やコミュ
ニティへ与える影響

地域の観光計画

地域内・地域間との連
携体制と関係性

国際的な関係性。気候
変動、政治・経済、国際的
な投資動向

出展：Theory in tourism（Scott McCabe, 2024）より／日本語は筆者訳

Fig. 2. Examples of theory levels and theories within tourism.
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公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長

　

山
田
雄
一

　「1
月
1
日
、
16
時
過
ぎ
。
少
し
大
き
い

地
震
が
襲
っ
て
き
た
。
お
客
様
を
旅
館
の
外

へ
誘
導
し
、
津
波
が
心
配
に
な
り
海
を
見
る

た
め
に
館
外
に
出
て
歩
き
始
め
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
本
震
が
や
っ
て
き
た
」「
あ
ま
り
の

揺
れ
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
四
つ

ん
ば
い
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
耐
え
ら
れ

ず
、
地
面
に
う
つ
伏
せ
に
な
っ
た
。
す
る
と
、

旅
館
が
大
き
く
揺
れ
、
増
改
築
し
た
ジ
ョ
イ

ン
ト
部
分
で
建
物
が
分
離
と
結
合
を
繰
り
返

し
て
い
る
姿
が
見
え
た
」
輪
島
で
温
泉
旅
館

「
輪
島
温
泉
八
汐
」
を
営
む
谷
口
専
務
は
、

元
日
に
能
登
地
方
を
襲
っ
た
地
震
に
つ
い

て
、
そ
う
語
っ
た
。

　谷
口
氏
が
、初
め
に
遭
遇
し
た
地
震
は

M
5
・
5
、最
大
震
度
5
強
。そ
の
後
の
本
震

は
、
M
7
・
6
、最
大
震
度
7
を
記
録
す
る
激

震
で
あ
っ
た
。M（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）は
、

0
・
2
大
き
い
地
震
で
約
2
倍
、1
・
0
大
き

い
地
震
で
は
約
32
倍
と
さ
れ
、2
・
0
大
き
い

地
震
は
実
に
1
0
0
0 
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
持
つ
。5
分
前
の
余
震
と
、本
震
と
の
間
に

は
想
像
を
絶
す
る
差
が
あ
り
、そ
の
激
烈
さ

は
体
験
者
の
み
が
語
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。

　激
震
で
は
あ
っ
た
が
、
幸
い
、「
輪
島
温
泉

八
汐
」
は
倒
壊
す
る
こ
と
な
く
（
そ
の
後
、
中

規
模
半
壊
の
認
定
）、
お
客
様
は
無
事
で
あ
っ

た
。
一
部
屋
だ
け
、
ド
ア
が
変
形
し
て
し
ま

い
窓
か
ら
の
脱
出
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
皆

を
館
外
へ
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　海
を
見
下
ろ
す
と
、
海
岸
線
が
大
き
く
後

退
し
て
い
た
。
こ
れ
は
海
岸
隆
起
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
の
だ
が
、
当
時
は
、
そ
ん
な
こ
と

は
わ
か
る
は
ず
も
な
く
、
大
規
模
な
津
波
の

前
触
れ
と
し
か
見
え
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
、

津
波
を
警
戒
し
た
輪
島
市
民
が
、
高
台
に
あ

る
「
輪
島
温
泉
八
汐
」
を
目
指
し
、
あ
っ
と

い
う
間
に
、
旅
館
の
周
り
は
多
く
の
人
々
が

集
ま
る
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、電
気
・
ガ
ス
・
水
道
は
機
能
停
止
。

時
間
的
に
夕
食
の
支
度
前
で
あ
っ
た
た
め
、

厨
房
に
も
調
理
済
み
の
食
料
は
乏
し
く
、
食

べ
ら
れ
る
も
の
は
、
売
店
の
少
量
の
菓
子
類

の
み
で
あ
っ
た
。
旅
館
か
ら
持
ち
出
す
こ
と

が
で
き
た
寝
具
や
浴
衣
、
タ
オ
ル
類
で
は
全

く
足
り
ず
、
十
分
に
暖
も
と
れ
ず
、
ま
た
ト

イ
レ
の
対
応
も
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

た
だ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
は
豊
富
に
在
庫

が
あ
っ
た
た
め
、
水
分

補
給
に
問
題
が
生
じ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
不
幸

中
の
幸
い
だ
っ
た
。

　そ
の
う
ち
、
南
東
側

に
火
の
手
が
あ
が
っ

た
。
こ
ち
ら
ま
で
延
焼

を
心
配
す
る
ほ
ど
の
大

き
な
炎
だ
っ
た
が
、
ま

さ
か
、
朝
市
が
あ
る
市

街
地
が
炎
上
し
て
い
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
朝
市
の
火
災
は
ま
さ

に
戦
場
の
よ
う
で
、
一
晩
中
、
火
の
勢
い
は

収
ま
ら
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
や
タ
イ
ヤ
な
ど
の
爆

発
音
が
鳴
り
響
い
て
い
た
。
照
明
が
な
く
、

暗
い
海
や
沿
岸
部
に
は
津
波
の
危
険
、
そ
し

て
内
陸
で
は
大
規
模
な
火
災
。
宿
泊
客
、
市

民
、
従
業
員
を
問
わ
ず
不
安
な
気
持
ち
で
夜

を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　翌
2
日
。
明
る
く
な
っ
て
か
ら
、
避
難
所

へ
お
客
様
の
避
難
を
開
始
。
お
昼
ご
ろ
に
は

完
了
し
、
従
業
員
や
自
身
も
避
難
を
開
始
し

た
。
3
日
に
は
、
市
街
地
の
料
理
人
が
主
体

に
な
っ
て
炊
き
出
し
が
始
ま
っ
た
た
め
、
旅

館
と
し
て
も
食
材
な
ど
の
物
的
支
援
を
行
っ

た
。
4
日
に
な
る
と
、
J
T
B
金
沢
支
店
よ

り「
宿
泊
客
の
避
難
の
た
め
に
バ
ス
を
送
る
」

と
い
う
連
絡
が
入
っ
た
。
輪
島
と
金
沢
方
面

と
の
陸
路
は
所
々
で
寸
断
さ
れ
て
お
り
、
通

行
に
は
相
当
な
時
間
（
通
常
2
時
間
の
と
こ

ろ
10
時
間
以
上
）が
か
か
る
と
聞
い
て
い
た
。

だ
が
既
に
自
衛
隊
車
両
の
一
部
は
入
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
時
間
は
か

か
る
も
の
の
通
行
は
可
能
だ
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
避
難
所

に
避
難
し
て
い
た
お
客
様
に
連
絡

を
と
り
、
移
送
を
お
願
い
し
た
。

結
局
、避
難
バ
ス
は
往
路
11
時
間
、

復
路
11
・
5
時
間
を
要
し
た
も
の

早
い
と
こ
ろ
で
1
週
間
程
度
、
遅
い
と
こ
ろ

だ
と
1
か
月
以
上
か
か
っ
た
。
水
道
と
な
る

と
早
い
と
こ
ろ
で
も
2
か
月
近
く
の
時
間
を

要
し
た
。
水
道
に
つ
い
て
は
市
内
中
心
部
で

も
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
田
舎
の
集
落

は
半
年
以
上
か
か
っ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
主
要
浄
水
場
が
多
数
被
災
し
、

隆
起
に
よ
っ
て
道
路
の
下
を
通
る
水
道
管
が

激
し
く
損
壊
し
た
た
め
で
あ
る
。
避
難
所
な

ど
を
優
先
し
て
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
た
も
の

の
、
個
人
の
建
物
内
の
配
管
に
つ
い
て
は
各

個
人
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
各
住
宅

内
の
漏
水
を
自
力
で
処
理
で
き
な
け
れ
ば
、

水
道
を
復
旧
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら

に
月
単
位
の
時
間
が
必
要
と
な
っ
た
住
宅
も

多
い
。
個
人
住
宅
は
自
己
責
任
と
言
い
な
が

ら
、
修
理
を
し
て
く
れ
る
業
者
は
す
べ
て
自

治
体
に
か
り
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
ど
う

し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

　こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
仮
設
住
宅
の

設
置
が
強
く
望
ま
れ
、
2
月
下
旬
よ
り
整
備

が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
と
も
と

平
地
の
少
な
い
地
形
に
加
え
、
地
域
の
家
屋

約
2
万
棟
の
内
の
１
万
棟
以
上
が
半
壊
以

上
、
被
災
を
免
れ
た
の
は
１
割
程
度
か
も
し

れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
で
は
、
設
置
で
き
る

敷
地
は
限
定
さ
れ
、
消
去
法
的
に
海
沿
い
や

川
沿
い
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

判
断
が
、
後
日
の
豪
雨
災
害
時
に
被
害
を
増

大
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
が
、
当
時
と

し
て
は
避
難
所
で
は
な
く
、
落
ち
着
い
て
住

め
る
場
所
の
確
保
を
優
先
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
や
む
を
得
な
い
判
断
で
は
な
か
っ
た
か

と
谷
口
氏
は
考
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、

2
0
2
4
年
9
月
に
、
奥
能
登
を
襲
っ
た
豪

雨
は
よ
う
や
く
震
災
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
し

て
い
た
人
々
に
甚
大
な
被
害
と
苦
難
を
も
た

ら
し
た
。
記
録
的
な
雨
量
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
震
災
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や
隆
起
に
よ
っ

て
山
林
の
保
水
力
が
低
下
し
て
い
た
こ
と

や
、
震
災
後
の
復
旧
が
ま
ま
な
ら
ず
河
川
、

用
水
路
、
下
水
管
が
大
き
く
破
損
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
重
な
り
被
害
を

さ
ら
に
甚
大
な
も
の
と
し
た
。
震
災
時
の
損

壊
や
焼
失
を
免
れ
た
家
屋
や
、
仮
設
住
宅
の

多
く
も
水
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
よ
り
深
刻
な
の
は
、
水
害
の
場
合
、

建
物
が
無
事
で
も
家
財
の
多
く
が
利
用
不
能

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
た
。生
活
の「
記

憶
」
を
留
め
る
様
々
な
家
財
が
汚
損
さ
れ
た

り
、
流
出
し
た
り
し
た
状
況
で
は
、
復
興
へ

の
望
み
を
託
し
て
い
た
多
く
の
人
々
の
心
を

折
る
こ
と
に
な
っ
た
と
谷
口
氏
は
語
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
豪
雨
災
害
が
大
き
く
な
っ
た

の
は
、震
災
か
ら
の
復
興
が
遅
れ
て
い
た
こ

と
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、そ
の
遅
れ
た

要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
震
災
後
、
地

域
の
小
・
中
学
校
の
生
徒
数
は
4
割
近
く
減

少
し
て
い
る
と
い
う
。
住
民
基
本
台
帳
上
で

も
、
地
域
の
人
口
は
減
っ
て
は
い
る
が
、
そ

れ
以
上
に
住
民
票
は
異
動
し
て
い
な
い
が
、

実
際
に
は
地
域
外
に
移
っ
て
い
る
人
が
多
い

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
地
域
で
活
力
を
生
み

出
し
、
地
域
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
で

き
る
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
の
多
く
が
、
域
外

に
流
出
し
て
い
る
と
な
れ
ば
、
イ
ン
フ
ラ
が

復
旧
し
て
も
地
域
の
活
気
は
戻
っ
て
こ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
谷
口
氏
は
危

惧
し
て
い
る
。

　自
身
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
深
刻

に
捉
え
て
い
る
と
い
う
。
震
災
、
水
害
と
続

い
た
こ
と
で
、
自
身
の
旅
館
の
あ
る
高
台
地

域
で
も
山
体
の
崩
壊
が
起
き
つ
つ
あ
る
。
中

規
模
半
壊
し
た
施
設
は
公
費
解
体
予
定
だ

が
、公
費
解
体
の
順
番
は
ま
だ
来
て
い
な
い
。

た
だ
同
氏
は
「
地
域
の
困
っ
て
い
る
方
を
優

先
し
て
い
た
だ
き
、
居
住
し
て
い
な
い
旅
館

は
最
後
で
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ

て
い
た
。
施
設
を
再
建
す
る
に
は
、
輪
島
の

観
光
活
動
が
復
活
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る

が
、
地
域
社
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
旧
す

ら
展
望
が
見
え
な
い
状
況
に
お
い
て
、
観
光

客
が
不
便
な
く
滞
在
で
き
る
水
準
に
ま
で
地

域
が
戻
る
こ
と
を
現
時
点
で
想
像
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
能
登
観
光
と
い
う
観
点
で
言
え

ば
、
和
倉
温
泉
の
復
旧
状
況
に
も
大
き
く
左

右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
事

業
を
再
開
す
る
に
は
、
改
め
て
ス
タ
ッ
フ
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
年
単
位
で
の
休

業
と
な
れ
ば
、
元
の
ス
タ
ッ
フ
を
再
雇
用
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

も
大
き
な
課
題
と
な
る
。
地
域
及
び
事
業
の

復
興
に
は
、
な
り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金
な

ど
の
大
幅
な
拡
充
が
不
可
欠
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
人
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
中
心
に

据
え
た
中
長
期
的
な
視
野
を
持
っ
た
復
興
支

援
が
求
め
ら
れ
る
と
、
谷
口
氏
は
最
後
に
述

べ
た
。

　能
登
を
襲
っ
た
震
災
と
水
害
が
も
た
ら
し

た
影
響
は
甚
大
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
現
状

を
考
え
れ
ば
、
同
様
の
災
害
が
今
後
、
ど
こ

で
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。こ
の
8
月
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
出
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
台
風
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
も
珍
し

く
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
能
登
で
起
き

た
こ
と
、
起
き
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
対
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
谷
口
氏
は
発
災
時
に
は
、
固
定

設
備
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
シ
ス
テ
ム
は
利

用
不
能
に
な
る
と
考
え
て
お
く
べ
き
だ
と
指

摘
し
た
。
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
が
止
ま
り
、

耐
震
で
あ
る
は
ず
の
受
水
槽
も
壊
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
役
に
立
っ
た
の

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
割
り
箸
、
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
と
い
っ
た
単
体
で
利
用
で
き
る
使
い
捨

て
用
品
だ
っ
た
か
ら
だ
。
携
帯
ト
イ
レ
や
マ

ス
ク
、
手
袋
と
い
っ
た
衛
生
用
品
の
備
蓄
が

あ
れ
ば
、さ
ら
に
重
宝
し
た
だ
ろ
う
と
話
す
。

ま
た
、
現
在
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
給
電
対

応
車
種
）
は
給
電
機
能
を
使
っ
て
、
ガ
ソ
リ

ン
が
あ
る
限
り
家
庭
用
電
力
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
が
大
い
に
役
立
っ
た
が
、

一
方
で
電
源
か
ら
の
充
電
が
必
要
な
電
気
自

動
車
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
か
っ
た
と
も

述
べ
た
。
環
境
面
、
経
済
面
を
考
え
れ
ば
、

使
い
捨
て
商
品
の
利
用
を
減
じ
、
過
大
な
在

庫
を
持
た
な
い
こ
と
が
志
向
さ
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
震
災
な
ど
の
リ
ス
ク
を
考
え
た
場
合

に
は
、
違
う
価
値
基
準
も
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
災
害
時
に
求
め
ら

れ
る
対
応
は
、
通
常
時
の
「
常
識
」
を
超
え

た
世
界
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
だ

ろ
う
。

　能
登
の
震
災
や
水
害
は
、
別
世
界
の
出
来

事
で
は
な
い
。
我
々
の
地
域
で
も
生
じ
う
る

災
害
で
あ
る
。
能
登
で
起
き
た
こ
と
を
自
分

事
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き

る
支
援
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
「
能
登
の

特
別
寄
稿

「
能
登
・
輪
島
の
現
場
か
ら
」

〜
「
輪
島
温
泉
八
汐
」
谷
口
正
和
専
務
講
演
よ
り
〜

大
規
模
火
災
で
焼
け
落
ち
た
輪
島
朝
市

の
、
お
客
様
は
無
事
に
金
沢
ま
で
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　手
配
し
て
い
た
だ
い
た
バ
ス
に
よ
る
お
客

様
の
避
難
輸
送
は
大
変
助
か
っ
た
が
、
一
つ

問
題
も
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
避
難
所
に
避
難

し
た
お
客
様
へ
の
連
絡
方
法
で
あ
る
。当
然
、

宿
帳
は
つ
け
て
お
り
連
絡
先
も
把
握
し
て
い

る
が
、
今
回
の
場
合
、
現
地
に
お
い
て
通
話

可
能
な
携
帯
電
話
で
な
い
と
機
能
し
な
い
。

発
災
か
ら
一
次
避
難
、
避
難
所
へ
の
避
難
ま

で
は
、
宿
泊
施
設
と
し
て
お
客
様
の
状
況
に

つ
い
て
確
認
で
き
て
い
た
が
、
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
時
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。
ま
た
、
地
震
発
生
時
が
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
時
間
帯
で
も
あ
っ
た
の
で
、
予
約
し
て

い
た
す
べ
て
の
お
客
様
の
確
認
が
で
き
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
把
握
で
き
た
の
は
そ
の

時
に
旅
館
に
い
た
お
客
様
だ
け
で
、
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
前
や
連
泊
し
て
い
て
外
出
中
の
お
客

様
の
把
握
は
で
き
な
か
っ
た
。

　お
客
様
の
域
外
避
難
（
帰
宅
）
を
終
え
て

も
、
輪
島
地
域
の
生
活
再
建
の
目
途
は
全
く

立
た
ず
、
避
難
所
の
状
況
は
日
に
日
に
悪
化

し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
震
災

で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
衛

生
管
理
が
不
十
分
で
あ
り
、
か
つ
、
冬
期
で

あ
っ
た
た
め
に
、
多
く
の
感
染
症
が
広
が
る

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
電
気
の
復
旧
に
は

理
由
と
し
て
、同
氏
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足

を
指
摘
し
た
。震
災
後
、他
地
域
か
ら
多
く
の

行
政
職
員
が
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。し
か
し

な
が
ら
、応
援
職
員
が
地
域
の
状
況
を
的
確

に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
く
、状
況
判
断
、意

思
決
定
の
多
く
は
輪
島
の
も
と
か
ら
い
る
職

員
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。輪
島
の
職

員
は
、自
身
も
被
災
者
で
あ
り
、自
身
の
家
族

の
生
活
再
建
も
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ

り
な
が
ら
も
、行
政
職
員
と
し
て
過
負
荷
な

業
務
遂
行
を
求
め
ら
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　ま
た
、
水
害
に
あ
っ
た
家
屋
は
、
泥
を
か

ぶ
っ
て
い
る
た
め
早
期
の
復
旧
作
業
が
必
要

と
な
る
が
、
住
宅
内
は
基
本
、
所
有
者
が
対

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
被
災
者
の
多
く
を
占
め
る
高
齢
者

世
帯
が
自
力
で
清
掃
な
ど
を
行
う
こ
と
は
現

実
的
に
困
難
で
あ
る
。
実
情
と
し
て
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
頼
み
に
な
る
し
か
な
い
の
だ
が
、

7
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
1
日
に
1
棟
処
理

す
る
こ
と
も
難
し
い
く
ら
い
の
作
業
量
で
あ

り
、
全
体
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
全
く
、

足
り
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　さ
ら
に
、
中
長
期
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー
の
衰

退
に
つ
い
て
も
懸
念
さ
れ
る
。
地
域
の
復
興

に
は
、
地
域
の
人
々
の
永
続
的
な
営
み
が
必

状
況
を
知
り
続
け
る
」
こ
と
は
、
能
登
の
復

興
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
（
自
地

域
の
）
災
害
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
取
り
組

み
で
あ
る
と
認
識
し
た
い
。

　「1
月
1
日
、
16
時
過
ぎ
。
少
し
大
き
い

地
震
が
襲
っ
て
き
た
。
お
客
様
を
旅
館
の
外

へ
誘
導
し
、
津
波
が
心
配
に
な
り
海
を
見
る

た
め
に
館
外
に
出
て
歩
き
始
め
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
本
震
が
や
っ
て
き
た
」「
あ
ま
り
の

揺
れ
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
四
つ

ん
ば
い
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
耐
え
ら
れ

ず
、
地
面
に
う
つ
伏
せ
に
な
っ
た
。
す
る
と
、

旅
館
が
大
き
く
揺
れ
、
増
改
築
し
た
ジ
ョ
イ

ン
ト
部
分
で
建
物
が
分
離
と
結
合
を
繰
り
返

し
て
い
る
姿
が
見
え
た
」
輪
島
で
温
泉
旅
館

「
輪
島
温
泉
八
汐
」
を
営
む
谷
口
専
務
は
、

元
日
に
能
登
地
方
を
襲
っ
た
地
震
に
つ
い

て
、
そ
う
語
っ
た
。

　谷
口
氏
が
、初
め
に
遭
遇
し
た
地
震
は

M
5
・
5
、最
大
震
度
5
強
。そ
の
後
の
本
震

は
、
M
7
・
6
、最
大
震
度
7
を
記
録
す
る
激

震
で
あ
っ
た
。M（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）は
、

0
・
2
大
き
い
地
震
で
約
2
倍
、1
・
0
大
き

い
地
震
で
は
約
32
倍
と
さ
れ
、2
・
0
大
き
い

地
震
は
実
に
1
0
0
0 

倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
持
つ
。5
分
前
の
余
震
と
、本
震
と
の
間
に

は
想
像
を
絶
す
る
差
が
あ
り
、そ
の
激
烈
さ

は
体
験
者
の
み
が
語
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。

　激
震
で
は
あ
っ
た
が
、
幸
い
、「
輪
島
温
泉

八
汐
」
は
倒
壊
す
る
こ
と
な
く
（
そ
の
後
、
中

規
模
半
壊
の
認
定
）、
お
客
様
は
無
事
で
あ
っ

た
。
一
部
屋
だ
け
、
ド
ア
が
変
形
し
て
し
ま

い
窓
か
ら
の
脱
出
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
皆

を
館
外
へ
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　海
を
見
下
ろ
す
と
、
海
岸
線
が
大
き
く
後

退
し
て
い
た
。
こ
れ
は
海
岸
隆
起
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
の
だ
が
、
当
時
は
、
そ
ん
な
こ
と

は
わ
か
る
は
ず
も
な
く
、
大
規
模
な
津
波
の

前
触
れ
と
し
か
見
え
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
、

津
波
を
警
戒
し
た
輪
島
市
民
が
、
高
台
に
あ

る
「
輪
島
温
泉
八
汐
」
を
目
指
し
、
あ
っ
と

い
う
間
に
、
旅
館
の
周
り
は
多
く
の
人
々
が

集
ま
る
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、電
気
・
ガ
ス
・
水
道
は
機
能
停
止
。

時
間
的
に
夕
食
の
支
度
前
で
あ
っ
た
た
め
、

厨
房
に
も
調
理
済
み
の
食
料
は
乏
し
く
、
食

べ
ら
れ
る
も
の
は
、
売
店
の
少
量
の
菓
子
類

の
み
で
あ
っ
た
。
旅
館
か
ら
持
ち
出
す
こ
と

が
で
き
た
寝
具
や
浴
衣
、
タ
オ
ル
類
で
は
全

く
足
り
ず
、
十
分
に
暖
も
と
れ
ず
、
ま
た
ト

イ
レ
の
対
応
も
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

た
だ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
は
豊
富
に
在
庫

が
あ
っ
た
た
め
、
水
分

補
給
に
問
題
が
生
じ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
不
幸

中
の
幸
い
だ
っ
た
。

　そ
の
う
ち
、
南
東
側

に
火
の
手
が
あ
が
っ

た
。
こ
ち
ら
ま
で
延
焼

を
心
配
す
る
ほ
ど
の
大

き
な
炎
だ
っ
た
が
、
ま

さ
か
、
朝
市
が
あ
る
市

街
地
が
炎
上
し
て
い
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
朝
市
の
火
災
は
ま
さ

に
戦
場
の
よ
う
で
、
一
晩
中
、
火
の
勢
い
は

収
ま
ら
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
や
タ
イ
ヤ
な
ど
の
爆

発
音
が
鳴
り
響
い
て
い
た
。
照
明
が
な
く
、

暗
い
海
や
沿
岸
部
に
は
津
波
の
危
険
、
そ
し

て
内
陸
で
は
大
規
模
な
火
災
。
宿
泊
客
、
市

民
、
従
業
員
を
問
わ
ず
不
安
な
気
持
ち
で
夜

を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　翌
2
日
。
明
る
く
な
っ
て
か
ら
、
避
難
所

へ
お
客
様
の
避
難
を
開
始
。
お
昼
ご
ろ
に
は

完
了
し
、
従
業
員
や
自
身
も
避
難
を
開
始
し

た
。
3
日
に
は
、
市
街
地
の
料
理
人
が
主
体

に
な
っ
て
炊
き
出
し
が
始
ま
っ
た
た
め
、
旅

館
と
し
て
も
食
材
な
ど
の
物
的
支
援
を
行
っ

た
。
4
日
に
な
る
と
、
J
T
B
金
沢
支
店
よ

り「
宿
泊
客
の
避
難
の
た
め
に
バ
ス
を
送
る
」

と
い
う
連
絡
が
入
っ
た
。
輪
島
と
金
沢
方
面

と
の
陸
路
は
所
々
で
寸
断
さ
れ
て
お
り
、
通

行
に
は
相
当
な
時
間
（
通
常
2
時
間
の
と
こ

ろ
10
時
間
以
上
）が
か
か
る
と
聞
い
て
い
た
。

だ
が
既
に
自
衛
隊
車
両
の
一
部
は
入
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
時
間
は
か

か
る
も
の
の
通
行
は
可
能
だ
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
避
難
所

に
避
難
し
て
い
た
お
客
様
に
連
絡

を
と
り
、
移
送
を
お
願
い
し
た
。

結
局
、避
難
バ
ス
は
往
路
11
時
間
、

復
路
11
・
5
時
間
を
要
し
た
も
の

早
い
と
こ
ろ
で
1
週
間
程
度
、
遅
い
と
こ
ろ

だ
と
1
か
月
以
上
か
か
っ
た
。
水
道
と
な
る

と
早
い
と
こ
ろ
で
も
2
か
月
近
く
の
時
間
を

要
し
た
。
水
道
に
つ
い
て
は
市
内
中
心
部
で

も
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
田
舎
の
集
落

は
半
年
以
上
か
か
っ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
主
要
浄
水
場
が
多
数
被
災
し
、

隆
起
に
よ
っ
て
道
路
の
下
を
通
る
水
道
管
が

激
し
く
損
壊
し
た
た
め
で
あ
る
。
避
難
所
な

ど
を
優
先
し
て
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
た
も
の

の
、
個
人
の
建
物
内
の
配
管
に
つ
い
て
は
各

個
人
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
各
住
宅

内
の
漏
水
を
自
力
で
処
理
で
き
な
け
れ
ば
、

水
道
を
復
旧
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら

に
月
単
位
の
時
間
が
必
要
と
な
っ
た
住
宅
も

多
い
。
個
人
住
宅
は
自
己
責
任
と
言
い
な
が

ら
、
修
理
を
し
て
く
れ
る
業
者
は
す
べ
て
自

治
体
に
か
り
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
ど
う

し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

　こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
仮
設
住
宅
の

設
置
が
強
く
望
ま
れ
、
2
月
下
旬
よ
り
整
備

が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
と
も
と

平
地
の
少
な
い
地
形
に
加
え
、
地
域
の
家
屋

約
2
万
棟
の
内
の
１
万
棟
以
上
が
半
壊
以

上
、
被
災
を
免
れ
た
の
は
１
割
程
度
か
も
し

れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
で
は
、
設
置
で
き
る

敷
地
は
限
定
さ
れ
、
消
去
法
的
に
海
沿
い
や

川
沿
い
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

判
断
が
、
後
日
の
豪
雨
災
害
時
に
被
害
を
増

大
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
が
、
当
時
と

し
て
は
避
難
所
で
は
な
く
、
落
ち
着
い
て
住

め
る
場
所
の
確
保
を
優
先
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
や
む
を
得
な
い
判
断
で
は
な
か
っ
た
か

と
谷
口
氏
は
考
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、

2
0
2
4
年
9
月
に
、
奥
能
登
を
襲
っ
た
豪

雨
は
よ
う
や
く
震
災
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
し

て
い
た
人
々
に
甚
大
な
被
害
と
苦
難
を
も
た

ら
し
た
。
記
録
的
な
雨
量
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
震
災
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や
隆
起
に
よ
っ

て
山
林
の
保
水
力
が
低
下
し
て
い
た
こ
と

や
、
震
災
後
の
復
旧
が
ま
ま
な
ら
ず
河
川
、

用
水
路
、
下
水
管
が
大
き
く
破
損
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
重
な
り
被
害
を

さ
ら
に
甚
大
な
も
の
と
し
た
。
震
災
時
の
損

壊
や
焼
失
を
免
れ
た
家
屋
や
、
仮
設
住
宅
の

多
く
も
水
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
よ
り
深
刻
な
の
は
、
水
害
の
場
合
、

建
物
が
無
事
で
も
家
財
の
多
く
が
利
用
不
能

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
た
。生
活
の「
記

憶
」
を
留
め
る
様
々
な
家
財
が
汚
損
さ
れ
た

り
、
流
出
し
た
り
し
た
状
況
で
は
、
復
興
へ

の
望
み
を
託
し
て
い
た
多
く
の
人
々
の
心
を

折
る
こ
と
に
な
っ
た
と
谷
口
氏
は
語
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
豪
雨
災
害
が
大
き
く
な
っ
た

の
は
、震
災
か
ら
の
復
興
が
遅
れ
て
い
た
こ

と
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、そ
の
遅
れ
た

要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
震
災
後
、
地

域
の
小
・
中
学
校
の
生
徒
数
は
4
割
近
く
減

少
し
て
い
る
と
い
う
。
住
民
基
本
台
帳
上
で

も
、
地
域
の
人
口
は
減
っ
て
は
い
る
が
、
そ

れ
以
上
に
住
民
票
は
異
動
し
て
い
な
い
が
、

実
際
に
は
地
域
外
に
移
っ
て
い
る
人
が
多
い

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
地
域
で
活
力
を
生
み

出
し
、
地
域
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
で

き
る
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
の
多
く
が
、
域
外

に
流
出
し
て
い
る
と
な
れ
ば
、
イ
ン
フ
ラ
が

復
旧
し
て
も
地
域
の
活
気
は
戻
っ
て
こ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
谷
口
氏
は
危

惧
し
て
い
る
。

　自
身
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
深
刻

に
捉
え
て
い
る
と
い
う
。
震
災
、
水
害
と
続

い
た
こ
と
で
、
自
身
の
旅
館
の
あ
る
高
台
地

域
で
も
山
体
の
崩
壊
が
起
き
つ
つ
あ
る
。
中

規
模
半
壊
し
た
施
設
は
公
費
解
体
予
定
だ

が
、公
費
解
体
の
順
番
は
ま
だ
来
て
い
な
い
。

た
だ
同
氏
は
「
地
域
の
困
っ
て
い
る
方
を
優

先
し
て
い
た
だ
き
、
居
住
し
て
い
な
い
旅
館

は
最
後
で
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ

て
い
た
。
施
設
を
再
建
す
る
に
は
、
輪
島
の

観
光
活
動
が
復
活
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る

が
、
地
域
社
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
旧
す

ら
展
望
が
見
え
な
い
状
況
に
お
い
て
、
観
光

客
が
不
便
な
く
滞
在
で
き
る
水
準
に
ま
で
地

域
が
戻
る
こ
と
を
現
時
点
で
想
像
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
能
登
観
光
と
い
う
観
点
で
言
え

ば
、
和
倉
温
泉
の
復
旧
状
況
に
も
大
き
く
左

右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
事

業
を
再
開
す
る
に
は
、
改
め
て
ス
タ
ッ
フ
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
年
単
位
で
の
休

業
と
な
れ
ば
、
元
の
ス
タ
ッ
フ
を
再
雇
用
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

も
大
き
な
課
題
と
な
る
。
地
域
及
び
事
業
の

復
興
に
は
、
な
り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金
な

ど
の
大
幅
な
拡
充
が
不
可
欠
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
人
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
中
心
に

据
え
た
中
長
期
的
な
視
野
を
持
っ
た
復
興
支

援
が
求
め
ら
れ
る
と
、
谷
口
氏
は
最
後
に
述

べ
た
。

　能
登
を
襲
っ
た
震
災
と
水
害
が
も
た
ら
し

た
影
響
は
甚
大
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
現
状

を
考
え
れ
ば
、
同
様
の
災
害
が
今
後
、
ど
こ

で
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。こ
の
8
月
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
出
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
台
風
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
も
珍
し

く
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
能
登
で
起
き

た
こ
と
、
起
き
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
対
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
谷
口
氏
は
発
災
時
に
は
、
固
定

設
備
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
シ
ス
テ
ム
は
利

用
不
能
に
な
る
と
考
え
て
お
く
べ
き
だ
と
指

摘
し
た
。
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
が
止
ま
り
、

耐
震
で
あ
る
は
ず
の
受
水
槽
も
壊
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
役
に
立
っ
た
の

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
割
り
箸
、
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
と
い
っ
た
単
体
で
利
用
で
き
る
使
い
捨

て
用
品
だ
っ
た
か
ら
だ
。
携
帯
ト
イ
レ
や
マ

ス
ク
、
手
袋
と
い
っ
た
衛
生
用
品
の
備
蓄
が

あ
れ
ば
、さ
ら
に
重
宝
し
た
だ
ろ
う
と
話
す
。

ま
た
、
現
在
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
給
電
対

応
車
種
）
は
給
電
機
能
を
使
っ
て
、
ガ
ソ
リ

ン
が
あ
る
限
り
家
庭
用
電
力
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
が
大
い
に
役
立
っ
た
が
、

一
方
で
電
源
か
ら
の
充
電
が
必
要
な
電
気
自

動
車
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
か
っ
た
と
も

述
べ
た
。
環
境
面
、
経
済
面
を
考
え
れ
ば
、

使
い
捨
て
商
品
の
利
用
を
減
じ
、
過
大
な
在

庫
を
持
た
な
い
こ
と
が
志
向
さ
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
震
災
な
ど
の
リ
ス
ク
を
考
え
た
場
合

に
は
、
違
う
価
値
基
準
も
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
災
害
時
に
求
め
ら

れ
る
対
応
は
、
通
常
時
の
「
常
識
」
を
超
え

た
世
界
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
だ

ろ
う
。

　能
登
の
震
災
や
水
害
は
、
別
世
界
の
出
来

事
で
は
な
い
。
我
々
の
地
域
で
も
生
じ
う
る

災
害
で
あ
る
。
能
登
で
起
き
た
こ
と
を
自
分

事
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き

る
支
援
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
「
能
登
の

眼
下
に
広
が
る
袖
ヶ
浜
・（
上
）震
災
前
、（
下
）震
災
後

震
災
後
の
温
泉
旅
館

八
汐
・
全
景
と
宴
会
場（
下
）

の
、
お
客
様
は
無
事
に
金
沢
ま
で
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　手
配
し
て
い
た
だ
い
た
バ
ス
に
よ
る
お
客

様
の
避
難
輸
送
は
大
変
助
か
っ
た
が
、
一
つ

問
題
も
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
避
難
所
に
避
難

し
た
お
客
様
へ
の
連
絡
方
法
で
あ
る
。当
然
、

宿
帳
は
つ
け
て
お
り
連
絡
先
も
把
握
し
て
い

る
が
、
今
回
の
場
合
、
現
地
に
お
い
て
通
話

可
能
な
携
帯
電
話
で
な
い
と
機
能
し
な
い
。

発
災
か
ら
一
次
避
難
、
避
難
所
へ
の
避
難
ま

で
は
、
宿
泊
施
設
と
し
て
お
客
様
の
状
況
に

つ
い
て
確
認
で
き
て
い
た
が
、
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
時
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。
ま
た
、
地
震
発
生
時
が
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
時
間
帯
で
も
あ
っ
た
の
で
、
予
約
し
て

い
た
す
べ
て
の
お
客
様
の
確
認
が
で
き
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
把
握
で
き
た
の
は
そ
の

時
に
旅
館
に
い
た
お
客
様
だ
け
で
、
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
前
や
連
泊
し
て
い
て
外
出
中
の
お
客

様
の
把
握
は
で
き
な
か
っ
た
。

　お
客
様
の
域
外
避
難
（
帰
宅
）
を
終
え
て

も
、
輪
島
地
域
の
生
活
再
建
の
目
途
は
全
く

立
た
ず
、
避
難
所
の
状
況
は
日
に
日
に
悪
化

し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
震
災

で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
衛

生
管
理
が
不
十
分
で
あ
り
、
か
つ
、
冬
期
で

あ
っ
た
た
め
に
、
多
く
の
感
染
症
が
広
が
る

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
電
気
の
復
旧
に
は

理
由
と
し
て
、同
氏
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足

を
指
摘
し
た
。震
災
後
、他
地
域
か
ら
多
く
の

行
政
職
員
が
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。し
か
し

な
が
ら
、応
援
職
員
が
地
域
の
状
況
を
的
確

に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
く
、状
況
判
断
、意

思
決
定
の
多
く
は
輪
島
の
も
と
か
ら
い
る
職

員
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。輪
島
の
職

員
は
、自
身
も
被
災
者
で
あ
り
、自
身
の
家
族

の
生
活
再
建
も
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ

り
な
が
ら
も
、行
政
職
員
と
し
て
過
負
荷
な

業
務
遂
行
を
求
め
ら
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　ま
た
、
水
害
に
あ
っ
た
家
屋
は
、
泥
を
か

ぶ
っ
て
い
る
た
め
早
期
の
復
旧
作
業
が
必
要

と
な
る
が
、
住
宅
内
は
基
本
、
所
有
者
が
対

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
被
災
者
の
多
く
を
占
め
る
高
齢
者

世
帯
が
自
力
で
清
掃
な
ど
を
行
う
こ
と
は
現

実
的
に
困
難
で
あ
る
。
実
情
と
し
て
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
頼
み
に
な
る
し
か
な
い
の
だ
が
、

7
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
1
日
に
1
棟
処
理

す
る
こ
と
も
難
し
い
く
ら
い
の
作
業
量
で
あ

り
、
全
体
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
全
く
、

足
り
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　さ
ら
に
、
中
長
期
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー
の
衰

退
に
つ
い
て
も
懸
念
さ
れ
る
。
地
域
の
復
興

に
は
、
地
域
の
人
々
の
永
続
的
な
営
み
が
必

状
況
を
知
り
続
け
る
」
こ
と
は
、
能
登
の
復

興
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
（
自
地

域
の
）
災
害
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
取
り
組

み
で
あ
る
と
認
識
し
た
い
。
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公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

理
事
・
観
光
研
究
部
長
・
旅
の
図
書
館
長

　

山
田
雄
一

　「1
月
1
日
、
16
時
過
ぎ
。
少
し
大
き
い

地
震
が
襲
っ
て
き
た
。
お
客
様
を
旅
館
の
外

へ
誘
導
し
、
津
波
が
心
配
に
な
り
海
を
見
る

た
め
に
館
外
に
出
て
歩
き
始
め
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
本
震
が
や
っ
て
き
た
」「
あ
ま
り
の

揺
れ
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
四
つ

ん
ば
い
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
耐
え
ら
れ

ず
、
地
面
に
う
つ
伏
せ
に
な
っ
た
。
す
る
と
、

旅
館
が
大
き
く
揺
れ
、
増
改
築
し
た
ジ
ョ
イ

ン
ト
部
分
で
建
物
が
分
離
と
結
合
を
繰
り
返

し
て
い
る
姿
が
見
え
た
」
輪
島
で
温
泉
旅
館

「
輪
島
温
泉
八
汐
」
を
営
む
谷
口
専
務
は
、

元
日
に
能
登
地
方
を
襲
っ
た
地
震
に
つ
い

て
、
そ
う
語
っ
た
。

　谷
口
氏
が
、初
め
に
遭
遇
し
た
地
震
は

M
5
・
5
、最
大
震
度
5
強
。そ
の
後
の
本
震

は
、
M
7
・
6
、最
大
震
度
7
を
記
録
す
る
激

震
で
あ
っ
た
。M（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）は
、

0
・
2
大
き
い
地
震
で
約
2
倍
、1
・
0
大
き

い
地
震
で
は
約
32
倍
と
さ
れ
、2
・
0
大
き
い

地
震
は
実
に
1
0
0
0 

倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
持
つ
。5
分
前
の
余
震
と
、本
震
と
の
間
に

は
想
像
を
絶
す
る
差
が
あ
り
、そ
の
激
烈
さ

は
体
験
者
の
み
が
語
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。

　激
震
で
は
あ
っ
た
が
、
幸
い
、「
輪
島
温
泉

八
汐
」
は
倒
壊
す
る
こ
と
な
く
（
そ
の
後
、
中

規
模
半
壊
の
認
定
）、
お
客
様
は
無
事
で
あ
っ

た
。
一
部
屋
だ
け
、
ド
ア
が
変
形
し
て
し
ま

い
窓
か
ら
の
脱
出
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
皆

を
館
外
へ
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　海
を
見
下
ろ
す
と
、
海
岸
線
が
大
き
く
後

退
し
て
い
た
。
こ
れ
は
海
岸
隆
起
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
の
だ
が
、
当
時
は
、
そ
ん
な
こ
と

は
わ
か
る
は
ず
も
な
く
、
大
規
模
な
津
波
の

前
触
れ
と
し
か
見
え
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
、

津
波
を
警
戒
し
た
輪
島
市
民
が
、
高
台
に
あ

る
「
輪
島
温
泉
八
汐
」
を
目
指
し
、
あ
っ
と

い
う
間
に
、
旅
館
の
周
り
は
多
く
の
人
々
が

集
ま
る
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、電
気
・
ガ
ス
・
水
道
は
機
能
停
止
。

時
間
的
に
夕
食
の
支
度
前
で
あ
っ
た
た
め
、

厨
房
に
も
調
理
済
み
の
食
料
は
乏
し
く
、
食

べ
ら
れ
る
も
の
は
、
売
店
の
少
量
の
菓
子
類

の
み
で
あ
っ
た
。
旅
館
か
ら
持
ち
出
す
こ
と

が
で
き
た
寝
具
や
浴
衣
、
タ
オ
ル
類
で
は
全

く
足
り
ず
、
十
分
に
暖
も
と
れ
ず
、
ま
た
ト

イ
レ
の
対
応
も
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

た
だ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
は
豊
富
に
在
庫

が
あ
っ
た
た
め
、
水
分

補
給
に
問
題
が
生
じ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
不
幸

中
の
幸
い
だ
っ
た
。

　そ
の
う
ち
、
南
東
側

に
火
の
手
が
あ
が
っ

た
。
こ
ち
ら
ま
で
延
焼

を
心
配
す
る
ほ
ど
の
大

き
な
炎
だ
っ
た
が
、
ま

さ
か
、
朝
市
が
あ
る
市

街
地
が
炎
上
し
て
い
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
朝
市
の
火
災
は
ま
さ

に
戦
場
の
よ
う
で
、
一
晩
中
、
火
の
勢
い
は

収
ま
ら
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
や
タ
イ
ヤ
な
ど
の
爆

発
音
が
鳴
り
響
い
て
い
た
。
照
明
が
な
く
、

暗
い
海
や
沿
岸
部
に
は
津
波
の
危
険
、
そ
し

て
内
陸
で
は
大
規
模
な
火
災
。
宿
泊
客
、
市

民
、
従
業
員
を
問
わ
ず
不
安
な
気
持
ち
で
夜

を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　翌
2
日
。
明
る
く
な
っ
て
か
ら
、
避
難
所

へ
お
客
様
の
避
難
を
開
始
。
お
昼
ご
ろ
に
は

完
了
し
、
従
業
員
や
自
身
も
避
難
を
開
始
し

た
。
3
日
に
は
、
市
街
地
の
料
理
人
が
主
体

に
な
っ
て
炊
き
出
し
が
始
ま
っ
た
た
め
、
旅

館
と
し
て
も
食
材
な
ど
の
物
的
支
援
を
行
っ

た
。
4
日
に
な
る
と
、
J
T
B
金
沢
支
店
よ

り「
宿
泊
客
の
避
難
の
た
め
に
バ
ス
を
送
る
」

と
い
う
連
絡
が
入
っ
た
。
輪
島
と
金
沢
方
面

と
の
陸
路
は
所
々
で
寸
断
さ
れ
て
お
り
、
通

行
に
は
相
当
な
時
間
（
通
常
2
時
間
の
と
こ

ろ
10
時
間
以
上
）が
か
か
る
と
聞
い
て
い
た
。

だ
が
既
に
自
衛
隊
車
両
の
一
部
は
入
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
時
間
は
か

か
る
も
の
の
通
行
は
可
能
だ
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
避
難
所

に
避
難
し
て
い
た
お
客
様
に
連
絡

を
と
り
、
移
送
を
お
願
い
し
た
。

結
局
、避
難
バ
ス
は
往
路
11
時
間
、

復
路
11
・
5
時
間
を
要
し
た
も
の

早
い
と
こ
ろ
で
1
週
間
程
度
、
遅
い
と
こ
ろ

だ
と
1
か
月
以
上
か
か
っ
た
。
水
道
と
な
る

と
早
い
と
こ
ろ
で
も
2
か
月
近
く
の
時
間
を

要
し
た
。
水
道
に
つ
い
て
は
市
内
中
心
部
で

も
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
田
舎
の
集
落

は
半
年
以
上
か
か
っ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
主
要
浄
水
場
が
多
数
被
災
し
、

隆
起
に
よ
っ
て
道
路
の
下
を
通
る
水
道
管
が

激
し
く
損
壊
し
た
た
め
で
あ
る
。
避
難
所
な

ど
を
優
先
し
て
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
た
も
の

の
、
個
人
の
建
物
内
の
配
管
に
つ
い
て
は
各

個
人
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
各
住
宅

内
の
漏
水
を
自
力
で
処
理
で
き
な
け
れ
ば
、

水
道
を
復
旧
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら

に
月
単
位
の
時
間
が
必
要
と
な
っ
た
住
宅
も

多
い
。
個
人
住
宅
は
自
己
責
任
と
言
い
な
が

ら
、
修
理
を
し
て
く
れ
る
業
者
は
す
べ
て
自

治
体
に
か
り
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
ど
う

し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

　こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
仮
設
住
宅
の

設
置
が
強
く
望
ま
れ
、
2
月
下
旬
よ
り
整
備

が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
と
も
と

平
地
の
少
な
い
地
形
に
加
え
、
地
域
の
家
屋

約
2
万
棟
の
内
の
１
万
棟
以
上
が
半
壊
以

上
、
被
災
を
免
れ
た
の
は
１
割
程
度
か
も
し

れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
で
は
、
設
置
で
き
る

敷
地
は
限
定
さ
れ
、
消
去
法
的
に
海
沿
い
や

川
沿
い
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

判
断
が
、
後
日
の
豪
雨
災
害
時
に
被
害
を
増

大
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
が
、
当
時
と

し
て
は
避
難
所
で
は
な
く
、
落
ち
着
い
て
住

め
る
場
所
の
確
保
を
優
先
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
や
む
を
得
な
い
判
断
で
は
な
か
っ
た
か

と
谷
口
氏
は
考
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、

2
0
2
4
年
9
月
に
、
奥
能
登
を
襲
っ
た
豪

雨
は
よ
う
や
く
震
災
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
し

て
い
た
人
々
に
甚
大
な
被
害
と
苦
難
を
も
た

ら
し
た
。
記
録
的
な
雨
量
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
震
災
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や
隆
起
に
よ
っ

て
山
林
の
保
水
力
が
低
下
し
て
い
た
こ
と

や
、
震
災
後
の
復
旧
が
ま
ま
な
ら
ず
河
川
、

用
水
路
、
下
水
管
が
大
き
く
破
損
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
重
な
り
被
害
を

さ
ら
に
甚
大
な
も
の
と
し
た
。
震
災
時
の
損

壊
や
焼
失
を
免
れ
た
家
屋
や
、
仮
設
住
宅
の

多
く
も
水
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
よ
り
深
刻
な
の
は
、
水
害
の
場
合
、

建
物
が
無
事
で
も
家
財
の
多
く
が
利
用
不
能

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
た
。生
活
の「
記

憶
」
を
留
め
る
様
々
な
家
財
が
汚
損
さ
れ
た

り
、
流
出
し
た
り
し
た
状
況
で
は
、
復
興
へ

の
望
み
を
託
し
て
い
た
多
く
の
人
々
の
心
を

折
る
こ
と
に
な
っ
た
と
谷
口
氏
は
語
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
豪
雨
災
害
が
大
き
く
な
っ
た

の
は
、震
災
か
ら
の
復
興
が
遅
れ
て
い
た
こ

と
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、そ
の
遅
れ
た

要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
震
災
後
、
地

域
の
小
・
中
学
校
の
生
徒
数
は
4
割
近
く
減

少
し
て
い
る
と
い
う
。
住
民
基
本
台
帳
上
で

も
、
地
域
の
人
口
は
減
っ
て
は
い
る
が
、
そ

れ
以
上
に
住
民
票
は
異
動
し
て
い
な
い
が
、

実
際
に
は
地
域
外
に
移
っ
て
い
る
人
が
多
い

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
地
域
で
活
力
を
生
み

出
し
、
地
域
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
で

き
る
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
の
多
く
が
、
域
外

に
流
出
し
て
い
る
と
な
れ
ば
、
イ
ン
フ
ラ
が

復
旧
し
て
も
地
域
の
活
気
は
戻
っ
て
こ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
谷
口
氏
は
危

惧
し
て
い
る
。

　自
身
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
深
刻

に
捉
え
て
い
る
と
い
う
。
震
災
、
水
害
と
続

い
た
こ
と
で
、
自
身
の
旅
館
の
あ
る
高
台
地

域
で
も
山
体
の
崩
壊
が
起
き
つ
つ
あ
る
。
中

規
模
半
壊
し
た
施
設
は
公
費
解
体
予
定
だ

が
、公
費
解
体
の
順
番
は
ま
だ
来
て
い
な
い
。

た
だ
同
氏
は
「
地
域
の
困
っ
て
い
る
方
を
優

先
し
て
い
た
だ
き
、
居
住
し
て
い
な
い
旅
館

は
最
後
で
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ

て
い
た
。
施
設
を
再
建
す
る
に
は
、
輪
島
の

観
光
活
動
が
復
活
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る

が
、
地
域
社
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
旧
す

ら
展
望
が
見
え
な
い
状
況
に
お
い
て
、
観
光

客
が
不
便
な
く
滞
在
で
き
る
水
準
に
ま
で
地

域
が
戻
る
こ
と
を
現
時
点
で
想
像
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
能
登
観
光
と
い
う
観
点
で
言
え

ば
、
和
倉
温
泉
の
復
旧
状
況
に
も
大
き
く
左

右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
事

業
を
再
開
す
る
に
は
、
改
め
て
ス
タ
ッ
フ
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
年
単
位
で
の
休

業
と
な
れ
ば
、
元
の
ス
タ
ッ
フ
を
再
雇
用
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

も
大
き
な
課
題
と
な
る
。
地
域
及
び
事
業
の

復
興
に
は
、
な
り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金
な

ど
の
大
幅
な
拡
充
が
不
可
欠
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
人
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
中
心
に

据
え
た
中
長
期
的
な
視
野
を
持
っ
た
復
興
支

援
が
求
め
ら
れ
る
と
、
谷
口
氏
は
最
後
に
述

べ
た
。

　能
登
を
襲
っ
た
震
災
と
水
害
が
も
た
ら
し

た
影
響
は
甚
大
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
現
状

を
考
え
れ
ば
、
同
様
の
災
害
が
今
後
、
ど
こ

で
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。こ
の
8
月
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
出
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
台
風
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
も
珍
し

く
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
能
登
で
起
き

た
こ
と
、
起
き
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
対
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
谷
口
氏
は
発
災
時
に
は
、
固
定

設
備
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
シ
ス
テ
ム
は
利

用
不
能
に
な
る
と
考
え
て
お
く
べ
き
だ
と
指

摘
し
た
。
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
が
止
ま
り
、

耐
震
で
あ
る
は
ず
の
受
水
槽
も
壊
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
役
に
立
っ
た
の

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
割
り
箸
、
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
と
い
っ
た
単
体
で
利
用
で
き
る
使
い
捨

て
用
品
だ
っ
た
か
ら
だ
。
携
帯
ト
イ
レ
や
マ

ス
ク
、
手
袋
と
い
っ
た
衛
生
用
品
の
備
蓄
が

あ
れ
ば
、さ
ら
に
重
宝
し
た
だ
ろ
う
と
話
す
。

ま
た
、
現
在
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
給
電
対

応
車
種
）
は
給
電
機
能
を
使
っ
て
、
ガ
ソ
リ

ン
が
あ
る
限
り
家
庭
用
電
力
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
が
大
い
に
役
立
っ
た
が
、

一
方
で
電
源
か
ら
の
充
電
が
必
要
な
電
気
自

動
車
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
か
っ
た
と
も

述
べ
た
。
環
境
面
、
経
済
面
を
考
え
れ
ば
、

使
い
捨
て
商
品
の
利
用
を
減
じ
、
過
大
な
在

庫
を
持
た
な
い
こ
と
が
志
向
さ
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
震
災
な
ど
の
リ
ス
ク
を
考
え
た
場
合

に
は
、
違
う
価
値
基
準
も
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
災
害
時
に
求
め
ら

れ
る
対
応
は
、
通
常
時
の
「
常
識
」
を
超
え

た
世
界
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
だ

ろ
う
。

　能
登
の
震
災
や
水
害
は
、
別
世
界
の
出
来

事
で
は
な
い
。
我
々
の
地
域
で
も
生
じ
う
る

災
害
で
あ
る
。
能
登
で
起
き
た
こ
と
を
自
分

事
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き

る
支
援
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
「
能
登
の

特
別
寄
稿

「
能
登
・
輪
島
の
現
場
か
ら
」

〜
「
輪
島
温
泉
八
汐
」
谷
口
正
和
専
務
講
演
よ
り
〜

大
規
模
火
災
で
焼
け
落
ち
た
輪
島
朝
市

の
、
お
客
様
は
無
事
に
金
沢
ま
で
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　手
配
し
て
い
た
だ
い
た
バ
ス
に
よ
る
お
客

様
の
避
難
輸
送
は
大
変
助
か
っ
た
が
、
一
つ

問
題
も
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
避
難
所
に
避
難

し
た
お
客
様
へ
の
連
絡
方
法
で
あ
る
。当
然
、

宿
帳
は
つ
け
て
お
り
連
絡
先
も
把
握
し
て
い

る
が
、
今
回
の
場
合
、
現
地
に
お
い
て
通
話

可
能
な
携
帯
電
話
で
な
い
と
機
能
し
な
い
。

発
災
か
ら
一
次
避
難
、
避
難
所
へ
の
避
難
ま

で
は
、
宿
泊
施
設
と
し
て
お
客
様
の
状
況
に

つ
い
て
確
認
で
き
て
い
た
が
、
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
時
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。
ま
た
、
地
震
発
生
時
が
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
時
間
帯
で
も
あ
っ
た
の
で
、
予
約
し
て

い
た
す
べ
て
の
お
客
様
の
確
認
が
で
き
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
把
握
で
き
た
の
は
そ
の

時
に
旅
館
に
い
た
お
客
様
だ
け
で
、
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
前
や
連
泊
し
て
い
て
外
出
中
の
お
客

様
の
把
握
は
で
き
な
か
っ
た
。

　お
客
様
の
域
外
避
難
（
帰
宅
）
を
終
え
て

も
、
輪
島
地
域
の
生
活
再
建
の
目
途
は
全
く

立
た
ず
、
避
難
所
の
状
況
は
日
に
日
に
悪
化

し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
震
災

で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
衛

生
管
理
が
不
十
分
で
あ
り
、
か
つ
、
冬
期
で

あ
っ
た
た
め
に
、
多
く
の
感
染
症
が
広
が
る

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
電
気
の
復
旧
に
は

理
由
と
し
て
、同
氏
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足

を
指
摘
し
た
。震
災
後
、他
地
域
か
ら
多
く
の

行
政
職
員
が
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。し
か
し

な
が
ら
、応
援
職
員
が
地
域
の
状
況
を
的
確

に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
く
、状
況
判
断
、意

思
決
定
の
多
く
は
輪
島
の
も
と
か
ら
い
る
職

員
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。輪
島
の
職

員
は
、自
身
も
被
災
者
で
あ
り
、自
身
の
家
族

の
生
活
再
建
も
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ

り
な
が
ら
も
、行
政
職
員
と
し
て
過
負
荷
な

業
務
遂
行
を
求
め
ら
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　ま
た
、
水
害
に
あ
っ
た
家
屋
は
、
泥
を
か

ぶ
っ
て
い
る
た
め
早
期
の
復
旧
作
業
が
必
要

と
な
る
が
、
住
宅
内
は
基
本
、
所
有
者
が
対

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
被
災
者
の
多
く
を
占
め
る
高
齢
者

世
帯
が
自
力
で
清
掃
な
ど
を
行
う
こ
と
は
現

実
的
に
困
難
で
あ
る
。
実
情
と
し
て
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
頼
み
に
な
る
し
か
な
い
の
だ
が
、

7
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
1
日
に
1
棟
処
理

す
る
こ
と
も
難
し
い
く
ら
い
の
作
業
量
で
あ

り
、
全
体
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
全
く
、

足
り
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　さ
ら
に
、
中
長
期
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー
の
衰

退
に
つ
い
て
も
懸
念
さ
れ
る
。
地
域
の
復
興

に
は
、
地
域
の
人
々
の
永
続
的
な
営
み
が
必

状
況
を
知
り
続
け
る
」
こ
と
は
、
能
登
の
復

興
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
（
自
地

域
の
）
災
害
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
取
り
組

み
で
あ
る
と
認
識
し
た
い
。

　「1
月
1
日
、
16
時
過
ぎ
。
少
し
大
き
い

地
震
が
襲
っ
て
き
た
。
お
客
様
を
旅
館
の
外

へ
誘
導
し
、
津
波
が
心
配
に
な
り
海
を
見
る

た
め
に
館
外
に
出
て
歩
き
始
め
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
本
震
が
や
っ
て
き
た
」「
あ
ま
り
の

揺
れ
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
四
つ

ん
ば
い
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
耐
え
ら
れ

ず
、
地
面
に
う
つ
伏
せ
に
な
っ
た
。
す
る
と
、

旅
館
が
大
き
く
揺
れ
、
増
改
築
し
た
ジ
ョ
イ

ン
ト
部
分
で
建
物
が
分
離
と
結
合
を
繰
り
返

し
て
い
る
姿
が
見
え
た
」
輪
島
で
温
泉
旅
館

「
輪
島
温
泉
八
汐
」
を
営
む
谷
口
専
務
は
、

元
日
に
能
登
地
方
を
襲
っ
た
地
震
に
つ
い

て
、
そ
う
語
っ
た
。

　谷
口
氏
が
、初
め
に
遭
遇
し
た
地
震
は

M
5
・
5
、最
大
震
度
5
強
。そ
の
後
の
本
震

は
、
M
7
・
6
、最
大
震
度
7
を
記
録
す
る
激

震
で
あ
っ
た
。M（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）は
、

0
・
2
大
き
い
地
震
で
約
2
倍
、1
・
0
大
き

い
地
震
で
は
約
32
倍
と
さ
れ
、2
・
0
大
き
い

地
震
は
実
に
1
0
0
0 

倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
持
つ
。5
分
前
の
余
震
と
、本
震
と
の
間
に

は
想
像
を
絶
す
る
差
が
あ
り
、そ
の
激
烈
さ

は
体
験
者
の
み
が
語
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。

　激
震
で
は
あ
っ
た
が
、
幸
い
、「
輪
島
温
泉

八
汐
」
は
倒
壊
す
る
こ
と
な
く
（
そ
の
後
、
中

規
模
半
壊
の
認
定
）、
お
客
様
は
無
事
で
あ
っ

た
。
一
部
屋
だ
け
、
ド
ア
が
変
形
し
て
し
ま

い
窓
か
ら
の
脱
出
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
皆

を
館
外
へ
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　海
を
見
下
ろ
す
と
、
海
岸
線
が
大
き
く
後

退
し
て
い
た
。
こ
れ
は
海
岸
隆
起
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
の
だ
が
、
当
時
は
、
そ
ん
な
こ
と

は
わ
か
る
は
ず
も
な
く
、
大
規
模
な
津
波
の

前
触
れ
と
し
か
見
え
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
、

津
波
を
警
戒
し
た
輪
島
市
民
が
、
高
台
に
あ

る
「
輪
島
温
泉
八
汐
」
を
目
指
し
、
あ
っ
と

い
う
間
に
、
旅
館
の
周
り
は
多
く
の
人
々
が

集
ま
る
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、電
気
・
ガ
ス
・
水
道
は
機
能
停
止
。

時
間
的
に
夕
食
の
支
度
前
で
あ
っ
た
た
め
、

厨
房
に
も
調
理
済
み
の
食
料
は
乏
し
く
、
食

べ
ら
れ
る
も
の
は
、
売
店
の
少
量
の
菓
子
類

の
み
で
あ
っ
た
。
旅
館
か
ら
持
ち
出
す
こ
と

が
で
き
た
寝
具
や
浴
衣
、
タ
オ
ル
類
で
は
全

く
足
り
ず
、
十
分
に
暖
も
と
れ
ず
、
ま
た
ト

イ
レ
の
対
応
も
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

た
だ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
は
豊
富
に
在
庫

が
あ
っ
た
た
め
、
水
分

補
給
に
問
題
が
生
じ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
不
幸

中
の
幸
い
だ
っ
た
。

　そ
の
う
ち
、
南
東
側

に
火
の
手
が
あ
が
っ

た
。
こ
ち
ら
ま
で
延
焼

を
心
配
す
る
ほ
ど
の
大

き
な
炎
だ
っ
た
が
、
ま

さ
か
、
朝
市
が
あ
る
市

街
地
が
炎
上
し
て
い
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
朝
市
の
火
災
は
ま
さ

に
戦
場
の
よ
う
で
、
一
晩
中
、
火
の
勢
い
は

収
ま
ら
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
や
タ
イ
ヤ
な
ど
の
爆

発
音
が
鳴
り
響
い
て
い
た
。
照
明
が
な
く
、

暗
い
海
や
沿
岸
部
に
は
津
波
の
危
険
、
そ
し

て
内
陸
で
は
大
規
模
な
火
災
。
宿
泊
客
、
市

民
、
従
業
員
を
問
わ
ず
不
安
な
気
持
ち
で
夜

を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　翌
2
日
。
明
る
く
な
っ
て
か
ら
、
避
難
所

へ
お
客
様
の
避
難
を
開
始
。
お
昼
ご
ろ
に
は

完
了
し
、
従
業
員
や
自
身
も
避
難
を
開
始
し

た
。
3
日
に
は
、
市
街
地
の
料
理
人
が
主
体

に
な
っ
て
炊
き
出
し
が
始
ま
っ
た
た
め
、
旅

館
と
し
て
も
食
材
な
ど
の
物
的
支
援
を
行
っ

た
。
4
日
に
な
る
と
、
J
T
B
金
沢
支
店
よ

り「
宿
泊
客
の
避
難
の
た
め
に
バ
ス
を
送
る
」

と
い
う
連
絡
が
入
っ
た
。
輪
島
と
金
沢
方
面

と
の
陸
路
は
所
々
で
寸
断
さ
れ
て
お
り
、
通

行
に
は
相
当
な
時
間
（
通
常
2
時
間
の
と
こ

ろ
10
時
間
以
上
）が
か
か
る
と
聞
い
て
い
た
。

だ
が
既
に
自
衛
隊
車
両
の
一
部
は
入
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
時
間
は
か

か
る
も
の
の
通
行
は
可
能
だ
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
避
難
所

に
避
難
し
て
い
た
お
客
様
に
連
絡

を
と
り
、
移
送
を
お
願
い
し
た
。

結
局
、避
難
バ
ス
は
往
路
11
時
間
、

復
路
11
・
5
時
間
を
要
し
た
も
の

早
い
と
こ
ろ
で
1
週
間
程
度
、
遅
い
と
こ
ろ

だ
と
1
か
月
以
上
か
か
っ
た
。
水
道
と
な
る

と
早
い
と
こ
ろ
で
も
2
か
月
近
く
の
時
間
を

要
し
た
。
水
道
に
つ
い
て
は
市
内
中
心
部
で

も
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
田
舎
の
集
落

は
半
年
以
上
か
か
っ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
主
要
浄
水
場
が
多
数
被
災
し
、

隆
起
に
よ
っ
て
道
路
の
下
を
通
る
水
道
管
が

激
し
く
損
壊
し
た
た
め
で
あ
る
。
避
難
所
な

ど
を
優
先
し
て
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
た
も
の

の
、
個
人
の
建
物
内
の
配
管
に
つ
い
て
は
各

個
人
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
各
住
宅

内
の
漏
水
を
自
力
で
処
理
で
き
な
け
れ
ば
、

水
道
を
復
旧
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら

に
月
単
位
の
時
間
が
必
要
と
な
っ
た
住
宅
も

多
い
。
個
人
住
宅
は
自
己
責
任
と
言
い
な
が

ら
、
修
理
を
し
て
く
れ
る
業
者
は
す
べ
て
自

治
体
に
か
り
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
ど
う

し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

　こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
仮
設
住
宅
の

設
置
が
強
く
望
ま
れ
、
2
月
下
旬
よ
り
整
備

が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
と
も
と

平
地
の
少
な
い
地
形
に
加
え
、
地
域
の
家
屋

約
2
万
棟
の
内
の
１
万
棟
以
上
が
半
壊
以

上
、
被
災
を
免
れ
た
の
は
１
割
程
度
か
も
し

れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
で
は
、
設
置
で
き
る

敷
地
は
限
定
さ
れ
、
消
去
法
的
に
海
沿
い
や

川
沿
い
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

判
断
が
、
後
日
の
豪
雨
災
害
時
に
被
害
を
増

大
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
が
、
当
時
と

し
て
は
避
難
所
で
は
な
く
、
落
ち
着
い
て
住

め
る
場
所
の
確
保
を
優
先
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
や
む
を
得
な
い
判
断
で
は
な
か
っ
た
か

と
谷
口
氏
は
考
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、

2
0
2
4
年
9
月
に
、
奥
能
登
を
襲
っ
た
豪

雨
は
よ
う
や
く
震
災
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
し

て
い
た
人
々
に
甚
大
な
被
害
と
苦
難
を
も
た

ら
し
た
。
記
録
的
な
雨
量
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
震
災
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や
隆
起
に
よ
っ

て
山
林
の
保
水
力
が
低
下
し
て
い
た
こ
と

や
、
震
災
後
の
復
旧
が
ま
ま
な
ら
ず
河
川
、

用
水
路
、
下
水
管
が
大
き
く
破
損
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
重
な
り
被
害
を

さ
ら
に
甚
大
な
も
の
と
し
た
。
震
災
時
の
損

壊
や
焼
失
を
免
れ
た
家
屋
や
、
仮
設
住
宅
の

多
く
も
水
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
よ
り
深
刻
な
の
は
、
水
害
の
場
合
、

建
物
が
無
事
で
も
家
財
の
多
く
が
利
用
不
能

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
た
。生
活
の「
記

憶
」
を
留
め
る
様
々
な
家
財
が
汚
損
さ
れ
た

り
、
流
出
し
た
り
し
た
状
況
で
は
、
復
興
へ

の
望
み
を
託
し
て
い
た
多
く
の
人
々
の
心
を

折
る
こ
と
に
な
っ
た
と
谷
口
氏
は
語
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
豪
雨
災
害
が
大
き
く
な
っ
た

の
は
、震
災
か
ら
の
復
興
が
遅
れ
て
い
た
こ

と
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、そ
の
遅
れ
た

要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
震
災
後
、
地

域
の
小
・
中
学
校
の
生
徒
数
は
4
割
近
く
減

少
し
て
い
る
と
い
う
。
住
民
基
本
台
帳
上
で

も
、
地
域
の
人
口
は
減
っ
て
は
い
る
が
、
そ

れ
以
上
に
住
民
票
は
異
動
し
て
い
な
い
が
、

実
際
に
は
地
域
外
に
移
っ
て
い
る
人
が
多
い

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
地
域
で
活
力
を
生
み

出
し
、
地
域
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
で

き
る
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
の
多
く
が
、
域
外

に
流
出
し
て
い
る
と
な
れ
ば
、
イ
ン
フ
ラ
が

復
旧
し
て
も
地
域
の
活
気
は
戻
っ
て
こ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
谷
口
氏
は
危

惧
し
て
い
る
。

　自
身
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
深
刻

に
捉
え
て
い
る
と
い
う
。
震
災
、
水
害
と
続

い
た
こ
と
で
、
自
身
の
旅
館
の
あ
る
高
台
地

域
で
も
山
体
の
崩
壊
が
起
き
つ
つ
あ
る
。
中

規
模
半
壊
し
た
施
設
は
公
費
解
体
予
定
だ

が
、公
費
解
体
の
順
番
は
ま
だ
来
て
い
な
い
。

た
だ
同
氏
は
「
地
域
の
困
っ
て
い
る
方
を
優

先
し
て
い
た
だ
き
、
居
住
し
て
い
な
い
旅
館

は
最
後
で
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ

て
い
た
。
施
設
を
再
建
す
る
に
は
、
輪
島
の

観
光
活
動
が
復
活
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る

が
、
地
域
社
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
旧
す

ら
展
望
が
見
え
な
い
状
況
に
お
い
て
、
観
光

客
が
不
便
な
く
滞
在
で
き
る
水
準
に
ま
で
地

域
が
戻
る
こ
と
を
現
時
点
で
想
像
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
能
登
観
光
と
い
う
観
点
で
言
え

ば
、
和
倉
温
泉
の
復
旧
状
況
に
も
大
き
く
左

右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
事

業
を
再
開
す
る
に
は
、
改
め
て
ス
タ
ッ
フ
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
年
単
位
で
の
休

業
と
な
れ
ば
、
元
の
ス
タ
ッ
フ
を
再
雇
用
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

も
大
き
な
課
題
と
な
る
。
地
域
及
び
事
業
の

復
興
に
は
、
な
り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金
な

ど
の
大
幅
な
拡
充
が
不
可
欠
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
人
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
中
心
に

据
え
た
中
長
期
的
な
視
野
を
持
っ
た
復
興
支

援
が
求
め
ら
れ
る
と
、
谷
口
氏
は
最
後
に
述

べ
た
。

　能
登
を
襲
っ
た
震
災
と
水
害
が
も
た
ら
し

た
影
響
は
甚
大
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
現
状

を
考
え
れ
ば
、
同
様
の
災
害
が
今
後
、
ど
こ

で
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。こ
の
8
月
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
出
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
台
風
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
も
珍
し

く
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
能
登
で
起
き

た
こ
と
、
起
き
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
対
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
谷
口
氏
は
発
災
時
に
は
、
固
定

設
備
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
シ
ス
テ
ム
は
利

用
不
能
に
な
る
と
考
え
て
お
く
べ
き
だ
と
指

摘
し
た
。
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
が
止
ま
り
、

耐
震
で
あ
る
は
ず
の
受
水
槽
も
壊
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
役
に
立
っ
た
の

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
割
り
箸
、
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
と
い
っ
た
単
体
で
利
用
で
き
る
使
い
捨

て
用
品
だ
っ
た
か
ら
だ
。
携
帯
ト
イ
レ
や
マ

ス
ク
、
手
袋
と
い
っ
た
衛
生
用
品
の
備
蓄
が

あ
れ
ば
、さ
ら
に
重
宝
し
た
だ
ろ
う
と
話
す
。

ま
た
、
現
在
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
給
電
対

応
車
種
）
は
給
電
機
能
を
使
っ
て
、
ガ
ソ
リ

ン
が
あ
る
限
り
家
庭
用
電
力
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
が
大
い
に
役
立
っ
た
が
、

一
方
で
電
源
か
ら
の
充
電
が
必
要
な
電
気
自

動
車
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
か
っ
た
と
も

述
べ
た
。
環
境
面
、
経
済
面
を
考
え
れ
ば
、

使
い
捨
て
商
品
の
利
用
を
減
じ
、
過
大
な
在

庫
を
持
た
な
い
こ
と
が
志
向
さ
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
震
災
な
ど
の
リ
ス
ク
を
考
え
た
場
合

に
は
、
違
う
価
値
基
準
も
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
災
害
時
に
求
め
ら

れ
る
対
応
は
、
通
常
時
の
「
常
識
」
を
超
え

た
世
界
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
だ

ろ
う
。

　能
登
の
震
災
や
水
害
は
、
別
世
界
の
出
来

事
で
は
な
い
。
我
々
の
地
域
で
も
生
じ
う
る

災
害
で
あ
る
。
能
登
で
起
き
た
こ
と
を
自
分

事
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き

る
支
援
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
「
能
登
の

眼
下
に
広
が
る
袖
ヶ
浜
・（
上
）震
災
前
、（
下
）震
災
後

震
災
後
の
温
泉
旅
館

八
汐
・
全
景
と
宴
会
場（
下
）

の
、
お
客
様
は
無
事
に
金
沢
ま
で
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　手
配
し
て
い
た
だ
い
た
バ
ス
に
よ
る
お
客

様
の
避
難
輸
送
は
大
変
助
か
っ
た
が
、
一
つ

問
題
も
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
避
難
所
に
避
難

し
た
お
客
様
へ
の
連
絡
方
法
で
あ
る
。当
然
、

宿
帳
は
つ
け
て
お
り
連
絡
先
も
把
握
し
て
い

る
が
、
今
回
の
場
合
、
現
地
に
お
い
て
通
話

可
能
な
携
帯
電
話
で
な
い
と
機
能
し
な
い
。

発
災
か
ら
一
次
避
難
、
避
難
所
へ
の
避
難
ま

で
は
、
宿
泊
施
設
と
し
て
お
客
様
の
状
況
に

つ
い
て
確
認
で
き
て
い
た
が
、
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
時
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。
ま
た
、
地
震
発
生
時
が
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
時
間
帯
で
も
あ
っ
た
の
で
、
予
約
し
て

い
た
す
べ
て
の
お
客
様
の
確
認
が
で
き
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
把
握
で
き
た
の
は
そ
の

時
に
旅
館
に
い
た
お
客
様
だ
け
で
、
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
前
や
連
泊
し
て
い
て
外
出
中
の
お
客

様
の
把
握
は
で
き
な
か
っ
た
。

　お
客
様
の
域
外
避
難
（
帰
宅
）
を
終
え
て

も
、
輪
島
地
域
の
生
活
再
建
の
目
途
は
全
く

立
た
ず
、
避
難
所
の
状
況
は
日
に
日
に
悪
化

し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
震
災

で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
衛

生
管
理
が
不
十
分
で
あ
り
、
か
つ
、
冬
期
で

あ
っ
た
た
め
に
、
多
く
の
感
染
症
が
広
が
る

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
電
気
の
復
旧
に
は

理
由
と
し
て
、同
氏
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足

を
指
摘
し
た
。震
災
後
、他
地
域
か
ら
多
く
の

行
政
職
員
が
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。し
か
し

な
が
ら
、応
援
職
員
が
地
域
の
状
況
を
的
確

に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
く
、状
況
判
断
、意

思
決
定
の
多
く
は
輪
島
の
も
と
か
ら
い
る
職

員
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。輪
島
の
職

員
は
、自
身
も
被
災
者
で
あ
り
、自
身
の
家
族

の
生
活
再
建
も
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ

り
な
が
ら
も
、行
政
職
員
と
し
て
過
負
荷
な

業
務
遂
行
を
求
め
ら
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　ま
た
、
水
害
に
あ
っ
た
家
屋
は
、
泥
を
か

ぶ
っ
て
い
る
た
め
早
期
の
復
旧
作
業
が
必
要

と
な
る
が
、
住
宅
内
は
基
本
、
所
有
者
が
対

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
被
災
者
の
多
く
を
占
め
る
高
齢
者

世
帯
が
自
力
で
清
掃
な
ど
を
行
う
こ
と
は
現

実
的
に
困
難
で
あ
る
。
実
情
と
し
て
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
頼
み
に
な
る
し
か
な
い
の
だ
が
、

7
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
1
日
に
1
棟
処
理

す
る
こ
と
も
難
し
い
く
ら
い
の
作
業
量
で
あ

り
、
全
体
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
全
く
、

足
り
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　さ
ら
に
、
中
長
期
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー
の
衰

退
に
つ
い
て
も
懸
念
さ
れ
る
。
地
域
の
復
興

に
は
、
地
域
の
人
々
の
永
続
的
な
営
み
が
必

状
況
を
知
り
続
け
る
」
こ
と
は
、
能
登
の
復

興
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
（
自
地

域
の
）
災
害
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
取
り
組

み
で
あ
る
と
認
識
し
た
い
。
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　「1
月
1
日
、
16
時
過
ぎ
。
少
し
大
き
い

地
震
が
襲
っ
て
き
た
。
お
客
様
を
旅
館
の
外

へ
誘
導
し
、
津
波
が
心
配
に
な
り
海
を
見
る

た
め
に
館
外
に
出
て
歩
き
始
め
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
本
震
が
や
っ
て
き
た
」「
あ
ま
り
の

揺
れ
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
四
つ

ん
ば
い
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
耐
え
ら
れ

ず
、
地
面
に
う
つ
伏
せ
に
な
っ
た
。
す
る
と
、

旅
館
が
大
き
く
揺
れ
、
増
改
築
し
た
ジ
ョ
イ

ン
ト
部
分
で
建
物
が
分
離
と
結
合
を
繰
り
返

し
て
い
る
姿
が
見
え
た
」
輪
島
で
温
泉
旅
館

「
輪
島
温
泉
八
汐
」
を
営
む
谷
口
専
務
は
、

元
日
に
能
登
地
方
を
襲
っ
た
地
震
に
つ
い

て
、
そ
う
語
っ
た
。

　谷
口
氏
が
、初
め
に
遭
遇
し
た
地
震
は

M
5
・
5
、最
大
震
度
5
強
。そ
の
後
の
本
震

は
、
M
7
・
6
、最
大
震
度
7
を
記
録
す
る
激

震
で
あ
っ
た
。M（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）は
、

0
・
2
大
き
い
地
震
で
約
2
倍
、1
・
0
大
き

い
地
震
で
は
約
32
倍
と
さ
れ
、2
・
0
大
き
い

地
震
は
実
に
1
0
0
0 

倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
持
つ
。5
分
前
の
余
震
と
、本
震
と
の
間
に

は
想
像
を
絶
す
る
差
が
あ
り
、そ
の
激
烈
さ

は
体
験
者
の
み
が
語
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。

　激
震
で
は
あ
っ
た
が
、
幸
い
、「
輪
島
温
泉

八
汐
」
は
倒
壊
す
る
こ
と
な
く
（
そ
の
後
、
中

規
模
半
壊
の
認
定
）、
お
客
様
は
無
事
で
あ
っ

た
。
一
部
屋
だ
け
、
ド
ア
が
変
形
し
て
し
ま

い
窓
か
ら
の
脱
出
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
皆

を
館
外
へ
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　海
を
見
下
ろ
す
と
、
海
岸
線
が
大
き
く
後

退
し
て
い
た
。
こ
れ
は
海
岸
隆
起
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
の
だ
が
、
当
時
は
、
そ
ん
な
こ
と

は
わ
か
る
は
ず
も
な
く
、
大
規
模
な
津
波
の

前
触
れ
と
し
か
見
え
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
、

津
波
を
警
戒
し
た
輪
島
市
民
が
、
高
台
に
あ

る
「
輪
島
温
泉
八
汐
」
を
目
指
し
、
あ
っ
と

い
う
間
に
、
旅
館
の
周
り
は
多
く
の
人
々
が

集
ま
る
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、電
気
・
ガ
ス
・
水
道
は
機
能
停
止
。

時
間
的
に
夕
食
の
支
度
前
で
あ
っ
た
た
め
、

厨
房
に
も
調
理
済
み
の
食
料
は
乏
し
く
、
食

べ
ら
れ
る
も
の
は
、
売
店
の
少
量
の
菓
子
類

の
み
で
あ
っ
た
。
旅
館
か
ら
持
ち
出
す
こ
と

が
で
き
た
寝
具
や
浴
衣
、
タ
オ
ル
類
で
は
全

く
足
り
ず
、
十
分
に
暖
も
と
れ
ず
、
ま
た
ト

イ
レ
の
対
応
も
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

た
だ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
は
豊
富
に
在
庫

が
あ
っ
た
た
め
、
水
分

補
給
に
問
題
が
生
じ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
不
幸

中
の
幸
い
だ
っ
た
。

　そ
の
う
ち
、
南
東
側

に
火
の
手
が
あ
が
っ

た
。
こ
ち
ら
ま
で
延
焼

を
心
配
す
る
ほ
ど
の
大

き
な
炎
だ
っ
た
が
、
ま

さ
か
、
朝
市
が
あ
る
市

街
地
が
炎
上
し
て
い
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
朝
市
の
火
災
は
ま
さ

に
戦
場
の
よ
う
で
、
一
晩
中
、
火
の
勢
い
は

収
ま
ら
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
や
タ
イ
ヤ
な
ど
の
爆

発
音
が
鳴
り
響
い
て
い
た
。
照
明
が
な
く
、

暗
い
海
や
沿
岸
部
に
は
津
波
の
危
険
、
そ
し

て
内
陸
で
は
大
規
模
な
火
災
。
宿
泊
客
、
市

民
、
従
業
員
を
問
わ
ず
不
安
な
気
持
ち
で
夜

を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　翌
2
日
。
明
る
く
な
っ
て
か
ら
、
避
難
所

へ
お
客
様
の
避
難
を
開
始
。
お
昼
ご
ろ
に
は

完
了
し
、
従
業
員
や
自
身
も
避
難
を
開
始
し

た
。
3
日
に
は
、
市
街
地
の
料
理
人
が
主
体

に
な
っ
て
炊
き
出
し
が
始
ま
っ
た
た
め
、
旅

館
と
し
て
も
食
材
な
ど
の
物
的
支
援
を
行
っ

た
。
4
日
に
な
る
と
、
J
T
B
金
沢
支
店
よ

り「
宿
泊
客
の
避
難
の
た
め
に
バ
ス
を
送
る
」

と
い
う
連
絡
が
入
っ
た
。
輪
島
と
金
沢
方
面

と
の
陸
路
は
所
々
で
寸
断
さ
れ
て
お
り
、
通

行
に
は
相
当
な
時
間
（
通
常
2
時
間
の
と
こ

ろ
10
時
間
以
上
）が
か
か
る
と
聞
い
て
い
た
。

だ
が
既
に
自
衛
隊
車
両
の
一
部
は
入
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
時
間
は
か

か
る
も
の
の
通
行
は
可
能
だ
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
避
難
所

に
避
難
し
て
い
た
お
客
様
に
連
絡

を
と
り
、
移
送
を
お
願
い
し
た
。

結
局
、避
難
バ
ス
は
往
路
11
時
間
、

復
路
11
・
5
時
間
を
要
し
た
も
の

早
い
と
こ
ろ
で
1
週
間
程
度
、
遅
い
と
こ
ろ

だ
と
1
か
月
以
上
か
か
っ
た
。
水
道
と
な
る

と
早
い
と
こ
ろ
で
も
2
か
月
近
く
の
時
間
を

要
し
た
。
水
道
に
つ
い
て
は
市
内
中
心
部
で

も
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
田
舎
の
集
落

は
半
年
以
上
か
か
っ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
主
要
浄
水
場
が
多
数
被
災
し
、

隆
起
に
よ
っ
て
道
路
の
下
を
通
る
水
道
管
が

激
し
く
損
壊
し
た
た
め
で
あ
る
。
避
難
所
な

ど
を
優
先
し
て
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
た
も
の

の
、
個
人
の
建
物
内
の
配
管
に
つ
い
て
は
各

個
人
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
各
住
宅

内
の
漏
水
を
自
力
で
処
理
で
き
な
け
れ
ば
、

水
道
を
復
旧
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら

に
月
単
位
の
時
間
が
必
要
と
な
っ
た
住
宅
も

多
い
。
個
人
住
宅
は
自
己
責
任
と
言
い
な
が

ら
、
修
理
を
し
て
く
れ
る
業
者
は
す
べ
て
自

治
体
に
か
り
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
ど
う

し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

　こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
仮
設
住
宅
の

設
置
が
強
く
望
ま
れ
、
2
月
下
旬
よ
り
整
備

が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
と
も
と

平
地
の
少
な
い
地
形
に
加
え
、
地
域
の
家
屋

約
2
万
棟
の
内
の
１
万
棟
以
上
が
半
壊
以

上
、
被
災
を
免
れ
た
の
は
１
割
程
度
か
も
し

れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
で
は
、
設
置
で
き
る

敷
地
は
限
定
さ
れ
、
消
去
法
的
に
海
沿
い
や

川
沿
い
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

判
断
が
、
後
日
の
豪
雨
災
害
時
に
被
害
を
増

大
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
が
、
当
時
と

し
て
は
避
難
所
で
は
な
く
、
落
ち
着
い
て
住

め
る
場
所
の
確
保
を
優
先
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
や
む
を
得
な
い
判
断
で
は
な
か
っ
た
か

と
谷
口
氏
は
考
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、

2
0
2
4
年
9
月
に
、
奥
能
登
を
襲
っ
た
豪

雨
は
よ
う
や
く
震
災
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
し

て
い
た
人
々
に
甚
大
な
被
害
と
苦
難
を
も
た

ら
し
た
。
記
録
的
な
雨
量
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
震
災
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や
隆
起
に
よ
っ

て
山
林
の
保
水
力
が
低
下
し
て
い
た
こ
と

や
、
震
災
後
の
復
旧
が
ま
ま
な
ら
ず
河
川
、

用
水
路
、
下
水
管
が
大
き
く
破
損
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
重
な
り
被
害
を

さ
ら
に
甚
大
な
も
の
と
し
た
。
震
災
時
の
損

壊
や
焼
失
を
免
れ
た
家
屋
や
、
仮
設
住
宅
の

多
く
も
水
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
よ
り
深
刻
な
の
は
、
水
害
の
場
合
、

建
物
が
無
事
で
も
家
財
の
多
く
が
利
用
不
能

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
た
。生
活
の「
記

憶
」
を
留
め
る
様
々
な
家
財
が
汚
損
さ
れ
た

り
、
流
出
し
た
り
し
た
状
況
で
は
、
復
興
へ

の
望
み
を
託
し
て
い
た
多
く
の
人
々
の
心
を

折
る
こ
と
に
な
っ
た
と
谷
口
氏
は
語
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
豪
雨
災
害
が
大
き
く
な
っ
た

の
は
、震
災
か
ら
の
復
興
が
遅
れ
て
い
た
こ

と
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、そ
の
遅
れ
た

要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
震
災
後
、
地

域
の
小
・
中
学
校
の
生
徒
数
は
4
割
近
く
減

少
し
て
い
る
と
い
う
。
住
民
基
本
台
帳
上
で

も
、
地
域
の
人
口
は
減
っ
て
は
い
る
が
、
そ

れ
以
上
に
住
民
票
は
異
動
し
て
い
な
い
が
、

実
際
に
は
地
域
外
に
移
っ
て
い
る
人
が
多
い

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
地
域
で
活
力
を
生
み

出
し
、
地
域
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
で

き
る
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
の
多
く
が
、
域
外

に
流
出
し
て
い
る
と
な
れ
ば
、
イ
ン
フ
ラ
が

復
旧
し
て
も
地
域
の
活
気
は
戻
っ
て
こ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
谷
口
氏
は
危

惧
し
て
い
る
。

　自
身
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
深
刻

に
捉
え
て
い
る
と
い
う
。
震
災
、
水
害
と
続

い
た
こ
と
で
、
自
身
の
旅
館
の
あ
る
高
台
地

域
で
も
山
体
の
崩
壊
が
起
き
つ
つ
あ
る
。
中

規
模
半
壊
し
た
施
設
は
公
費
解
体
予
定
だ

が
、公
費
解
体
の
順
番
は
ま
だ
来
て
い
な
い
。

た
だ
同
氏
は
「
地
域
の
困
っ
て
い
る
方
を
優

先
し
て
い
た
だ
き
、
居
住
し
て
い
な
い
旅
館

は
最
後
で
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ

て
い
た
。
施
設
を
再
建
す
る
に
は
、
輪
島
の

観
光
活
動
が
復
活
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る

が
、
地
域
社
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
旧
す

ら
展
望
が
見
え
な
い
状
況
に
お
い
て
、
観
光

客
が
不
便
な
く
滞
在
で
き
る
水
準
に
ま
で
地

域
が
戻
る
こ
と
を
現
時
点
で
想
像
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
能
登
観
光
と
い
う
観
点
で
言
え

ば
、
和
倉
温
泉
の
復
旧
状
況
に
も
大
き
く
左

右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
事

業
を
再
開
す
る
に
は
、
改
め
て
ス
タ
ッ
フ
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
年
単
位
で
の
休

業
と
な
れ
ば
、
元
の
ス
タ
ッ
フ
を
再
雇
用
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

も
大
き
な
課
題
と
な
る
。
地
域
及
び
事
業
の

復
興
に
は
、
な
り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金
な

ど
の
大
幅
な
拡
充
が
不
可
欠
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
人
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
中
心
に

据
え
た
中
長
期
的
な
視
野
を
持
っ
た
復
興
支

援
が
求
め
ら
れ
る
と
、
谷
口
氏
は
最
後
に
述

べ
た
。

　能
登
を
襲
っ
た
震
災
と
水
害
が
も
た
ら
し

た
影
響
は
甚
大
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
現
状

を
考
え
れ
ば
、
同
様
の
災
害
が
今
後
、
ど
こ

で
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。こ
の
8
月
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
出
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
台
風
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
も
珍
し

く
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
能
登
で
起
き

た
こ
と
、
起
き
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
対
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
谷
口
氏
は
発
災
時
に
は
、
固
定

設
備
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
シ
ス
テ
ム
は
利

用
不
能
に
な
る
と
考
え
て
お
く
べ
き
だ
と
指

摘
し
た
。
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
が
止
ま
り
、

耐
震
で
あ
る
は
ず
の
受
水
槽
も
壊
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
役
に
立
っ
た
の

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
割
り
箸
、
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
と
い
っ
た
単
体
で
利
用
で
き
る
使
い
捨

て
用
品
だ
っ
た
か
ら
だ
。
携
帯
ト
イ
レ
や
マ

ス
ク
、
手
袋
と
い
っ
た
衛
生
用
品
の
備
蓄
が

あ
れ
ば
、さ
ら
に
重
宝
し
た
だ
ろ
う
と
話
す
。

ま
た
、
現
在
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
給
電
対

応
車
種
）
は
給
電
機
能
を
使
っ
て
、
ガ
ソ
リ

ン
が
あ
る
限
り
家
庭
用
電
力
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
が
大
い
に
役
立
っ
た
が
、

一
方
で
電
源
か
ら
の
充
電
が
必
要
な
電
気
自

動
車
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
か
っ
た
と
も

述
べ
た
。
環
境
面
、
経
済
面
を
考
え
れ
ば
、

使
い
捨
て
商
品
の
利
用
を
減
じ
、
過
大
な
在

庫
を
持
た
な
い
こ
と
が
志
向
さ
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
震
災
な
ど
の
リ
ス
ク
を
考
え
た
場
合

に
は
、
違
う
価
値
基
準
も
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
災
害
時
に
求
め
ら

れ
る
対
応
は
、
通
常
時
の
「
常
識
」
を
超
え

た
世
界
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
だ

ろ
う
。

　能
登
の
震
災
や
水
害
は
、
別
世
界
の
出
来

事
で
は
な
い
。
我
々
の
地
域
で
も
生
じ
う
る

災
害
で
あ
る
。
能
登
で
起
き
た
こ
と
を
自
分

事
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き

る
支
援
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
「
能
登
の

眼
下
に
広
が
る
袖
ヶ
浜
・（
上
）震
災
前
、（
下
）震
災
後

震
災
後
の
温
泉
旅
館

八
汐
・
全
景
と
宴
会
場（
下
）

の
、
お
客
様
は
無
事
に
金
沢
ま
で
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　手
配
し
て
い
た
だ
い
た
バ
ス
に
よ
る
お
客

様
の
避
難
輸
送
は
大
変
助
か
っ
た
が
、
一
つ

問
題
も
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
避
難
所
に
避
難

し
た
お
客
様
へ
の
連
絡
方
法
で
あ
る
。当
然
、

宿
帳
は
つ
け
て
お
り
連
絡
先
も
把
握
し
て
い

る
が
、
今
回
の
場
合
、
現
地
に
お
い
て
通
話

可
能
な
携
帯
電
話
で
な
い
と
機
能
し
な
い
。

発
災
か
ら
一
次
避
難
、
避
難
所
へ
の
避
難
ま

で
は
、
宿
泊
施
設
と
し
て
お
客
様
の
状
況
に

つ
い
て
確
認
で
き
て
い
た
が
、
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
時
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。
ま
た
、
地
震
発
生
時
が
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
時
間
帯
で
も
あ
っ
た
の
で
、
予
約
し
て

い
た
す
べ
て
の
お
客
様
の
確
認
が
で
き
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
把
握
で
き
た
の
は
そ
の

時
に
旅
館
に
い
た
お
客
様
だ
け
で
、
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
前
や
連
泊
し
て
い
て
外
出
中
の
お
客

様
の
把
握
は
で
き
な
か
っ
た
。

　お
客
様
の
域
外
避
難
（
帰
宅
）
を
終
え
て

も
、
輪
島
地
域
の
生
活
再
建
の
目
途
は
全
く

立
た
ず
、
避
難
所
の
状
況
は
日
に
日
に
悪
化

し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
震
災

で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
衛

生
管
理
が
不
十
分
で
あ
り
、
か
つ
、
冬
期
で

あ
っ
た
た
め
に
、
多
く
の
感
染
症
が
広
が
る

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
電
気
の
復
旧
に
は

理
由
と
し
て
、同
氏
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足

を
指
摘
し
た
。震
災
後
、他
地
域
か
ら
多
く
の

行
政
職
員
が
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。し
か
し

な
が
ら
、応
援
職
員
が
地
域
の
状
況
を
的
確

に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
く
、状
況
判
断
、意

思
決
定
の
多
く
は
輪
島
の
も
と
か
ら
い
る
職

員
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。輪
島
の
職

員
は
、自
身
も
被
災
者
で
あ
り
、自
身
の
家
族

の
生
活
再
建
も
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ

り
な
が
ら
も
、行
政
職
員
と
し
て
過
負
荷
な

業
務
遂
行
を
求
め
ら
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　ま
た
、
水
害
に
あ
っ
た
家
屋
は
、
泥
を
か

ぶ
っ
て
い
る
た
め
早
期
の
復
旧
作
業
が
必
要

と
な
る
が
、
住
宅
内
は
基
本
、
所
有
者
が
対

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
被
災
者
の
多
く
を
占
め
る
高
齢
者

世
帯
が
自
力
で
清
掃
な
ど
を
行
う
こ
と
は
現

実
的
に
困
難
で
あ
る
。
実
情
と
し
て
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
頼
み
に
な
る
し
か
な
い
の
だ
が
、

7
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
1
日
に
1
棟
処
理

す
る
こ
と
も
難
し
い
く
ら
い
の
作
業
量
で
あ

り
、
全
体
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
全
く
、

足
り
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　さ
ら
に
、
中
長
期
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー
の
衰

退
に
つ
い
て
も
懸
念
さ
れ
る
。
地
域
の
復
興

に
は
、
地
域
の
人
々
の
永
続
的
な
営
み
が
必

状
況
を
知
り
続
け
る
」
こ
と
は
、
能
登
の
復

興
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
（
自
地

域
の
）
災
害
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
取
り
組

み
で
あ
る
と
認
識
し
た
い
。

　「1
月
1
日
、
16
時
過
ぎ
。
少
し
大
き
い

地
震
が
襲
っ
て
き
た
。
お
客
様
を
旅
館
の
外

へ
誘
導
し
、
津
波
が
心
配
に
な
り
海
を
見
る

た
め
に
館
外
に
出
て
歩
き
始
め
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
本
震
が
や
っ
て
き
た
」「
あ
ま
り
の

揺
れ
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
四
つ

ん
ば
い
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
耐
え
ら
れ

ず
、
地
面
に
う
つ
伏
せ
に
な
っ
た
。
す
る
と
、

旅
館
が
大
き
く
揺
れ
、
増
改
築
し
た
ジ
ョ
イ

ン
ト
部
分
で
建
物
が
分
離
と
結
合
を
繰
り
返

し
て
い
る
姿
が
見
え
た
」
輪
島
で
温
泉
旅
館

「
輪
島
温
泉
八
汐
」
を
営
む
谷
口
専
務
は
、

元
日
に
能
登
地
方
を
襲
っ
た
地
震
に
つ
い

て
、
そ
う
語
っ
た
。

　谷
口
氏
が
、初
め
に
遭
遇
し
た
地
震
は

M
5
・
5
、最
大
震
度
5
強
。そ
の
後
の
本
震

は
、
M
7
・
6
、最
大
震
度
7
を
記
録
す
る
激

震
で
あ
っ
た
。M（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）は
、

0
・
2
大
き
い
地
震
で
約
2
倍
、1
・
0
大
き

い
地
震
で
は
約
32
倍
と
さ
れ
、2
・
0
大
き
い

地
震
は
実
に
1
0
0
0 

倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
持
つ
。5
分
前
の
余
震
と
、本
震
と
の
間
に

は
想
像
を
絶
す
る
差
が
あ
り
、そ
の
激
烈
さ

は
体
験
者
の
み
が
語
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。

　激
震
で
は
あ
っ
た
が
、
幸
い
、「
輪
島
温
泉

八
汐
」
は
倒
壊
す
る
こ
と
な
く
（
そ
の
後
、
中

規
模
半
壊
の
認
定
）、
お
客
様
は
無
事
で
あ
っ

た
。
一
部
屋
だ
け
、
ド
ア
が
変
形
し
て
し
ま

い
窓
か
ら
の
脱
出
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
皆

を
館
外
へ
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　海
を
見
下
ろ
す
と
、
海
岸
線
が
大
き
く
後

退
し
て
い
た
。
こ
れ
は
海
岸
隆
起
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
の
だ
が
、
当
時
は
、
そ
ん
な
こ
と

は
わ
か
る
は
ず
も
な
く
、
大
規
模
な
津
波
の

前
触
れ
と
し
か
見
え
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
、

津
波
を
警
戒
し
た
輪
島
市
民
が
、
高
台
に
あ

る
「
輪
島
温
泉
八
汐
」
を
目
指
し
、
あ
っ
と

い
う
間
に
、
旅
館
の
周
り
は
多
く
の
人
々
が

集
ま
る
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、電
気
・
ガ
ス
・
水
道
は
機
能
停
止
。

時
間
的
に
夕
食
の
支
度
前
で
あ
っ
た
た
め
、

厨
房
に
も
調
理
済
み
の
食
料
は
乏
し
く
、
食

べ
ら
れ
る
も
の
は
、
売
店
の
少
量
の
菓
子
類

の
み
で
あ
っ
た
。
旅
館
か
ら
持
ち
出
す
こ
と

が
で
き
た
寝
具
や
浴
衣
、
タ
オ
ル
類
で
は
全

く
足
り
ず
、
十
分
に
暖
も
と
れ
ず
、
ま
た
ト

イ
レ
の
対
応
も
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

た
だ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
は
豊
富
に
在
庫

が
あ
っ
た
た
め
、
水
分

補
給
に
問
題
が
生
じ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
不
幸

中
の
幸
い
だ
っ
た
。

　そ
の
う
ち
、
南
東
側

に
火
の
手
が
あ
が
っ

た
。
こ
ち
ら
ま
で
延
焼

を
心
配
す
る
ほ
ど
の
大

き
な
炎
だ
っ
た
が
、
ま

さ
か
、
朝
市
が
あ
る
市

街
地
が
炎
上
し
て
い
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
朝
市
の
火
災
は
ま
さ

に
戦
場
の
よ
う
で
、
一
晩
中
、
火
の
勢
い
は

収
ま
ら
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
や
タ
イ
ヤ
な
ど
の
爆

発
音
が
鳴
り
響
い
て
い
た
。
照
明
が
な
く
、

暗
い
海
や
沿
岸
部
に
は
津
波
の
危
険
、
そ
し

て
内
陸
で
は
大
規
模
な
火
災
。
宿
泊
客
、
市

民
、
従
業
員
を
問
わ
ず
不
安
な
気
持
ち
で
夜

を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　翌
2
日
。
明
る
く
な
っ
て
か
ら
、
避
難
所

へ
お
客
様
の
避
難
を
開
始
。
お
昼
ご
ろ
に
は

完
了
し
、
従
業
員
や
自
身
も
避
難
を
開
始
し

た
。
3
日
に
は
、
市
街
地
の
料
理
人
が
主
体

に
な
っ
て
炊
き
出
し
が
始
ま
っ
た
た
め
、
旅

館
と
し
て
も
食
材
な
ど
の
物
的
支
援
を
行
っ

た
。
4
日
に
な
る
と
、
J
T
B
金
沢
支
店
よ

り「
宿
泊
客
の
避
難
の
た
め
に
バ
ス
を
送
る
」

と
い
う
連
絡
が
入
っ
た
。
輪
島
と
金
沢
方
面

と
の
陸
路
は
所
々
で
寸
断
さ
れ
て
お
り
、
通

行
に
は
相
当
な
時
間
（
通
常
2
時
間
の
と
こ

ろ
10
時
間
以
上
）が
か
か
る
と
聞
い
て
い
た
。

だ
が
既
に
自
衛
隊
車
両
の
一
部
は
入
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
時
間
は
か

か
る
も
の
の
通
行
は
可
能
だ
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
避
難
所

に
避
難
し
て
い
た
お
客
様
に
連
絡

を
と
り
、
移
送
を
お
願
い
し
た
。

結
局
、避
難
バ
ス
は
往
路
11
時
間
、

復
路
11
・
5
時
間
を
要
し
た
も
の

早
い
と
こ
ろ
で
1
週
間
程
度
、
遅
い
と
こ
ろ

だ
と
1
か
月
以
上
か
か
っ
た
。
水
道
と
な
る

と
早
い
と
こ
ろ
で
も
2
か
月
近
く
の
時
間
を

要
し
た
。
水
道
に
つ
い
て
は
市
内
中
心
部
で

も
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
田
舎
の
集
落

は
半
年
以
上
か
か
っ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
主
要
浄
水
場
が
多
数
被
災
し
、

隆
起
に
よ
っ
て
道
路
の
下
を
通
る
水
道
管
が

激
し
く
損
壊
し
た
た
め
で
あ
る
。
避
難
所
な

ど
を
優
先
し
て
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
た
も
の

の
、
個
人
の
建
物
内
の
配
管
に
つ
い
て
は
各

個
人
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
各
住
宅

内
の
漏
水
を
自
力
で
処
理
で
き
な
け
れ
ば
、

水
道
を
復
旧
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら

に
月
単
位
の
時
間
が
必
要
と
な
っ
た
住
宅
も

多
い
。
個
人
住
宅
は
自
己
責
任
と
言
い
な
が

ら
、
修
理
を
し
て
く
れ
る
業
者
は
す
べ
て
自

治
体
に
か
り
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
ど
う

し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

　こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
仮
設
住
宅
の

設
置
が
強
く
望
ま
れ
、
2
月
下
旬
よ
り
整
備

が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
と
も
と

平
地
の
少
な
い
地
形
に
加
え
、
地
域
の
家
屋

約
2
万
棟
の
内
の
１
万
棟
以
上
が
半
壊
以

上
、
被
災
を
免
れ
た
の
は
１
割
程
度
か
も
し

れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
で
は
、
設
置
で
き
る

敷
地
は
限
定
さ
れ
、
消
去
法
的
に
海
沿
い
や

川
沿
い
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

判
断
が
、
後
日
の
豪
雨
災
害
時
に
被
害
を
増

大
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
が
、
当
時
と

し
て
は
避
難
所
で
は
な
く
、
落
ち
着
い
て
住

め
る
場
所
の
確
保
を
優
先
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
や
む
を
得
な
い
判
断
で
は
な
か
っ
た
か

と
谷
口
氏
は
考
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、

2
0
2
4
年
9
月
に
、
奥
能
登
を
襲
っ
た
豪

雨
は
よ
う
や
く
震
災
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
し

て
い
た
人
々
に
甚
大
な
被
害
と
苦
難
を
も
た

ら
し
た
。
記
録
的
な
雨
量
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
震
災
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や
隆
起
に
よ
っ

て
山
林
の
保
水
力
が
低
下
し
て
い
た
こ
と

や
、
震
災
後
の
復
旧
が
ま
ま
な
ら
ず
河
川
、

用
水
路
、
下
水
管
が
大
き
く
破
損
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
重
な
り
被
害
を

さ
ら
に
甚
大
な
も
の
と
し
た
。
震
災
時
の
損

壊
や
焼
失
を
免
れ
た
家
屋
や
、
仮
設
住
宅
の

多
く
も
水
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
よ
り
深
刻
な
の
は
、
水
害
の
場
合
、

建
物
が
無
事
で
も
家
財
の
多
く
が
利
用
不
能

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
た
。生
活
の「
記

憶
」
を
留
め
る
様
々
な
家
財
が
汚
損
さ
れ
た

り
、
流
出
し
た
り
し
た
状
況
で
は
、
復
興
へ

の
望
み
を
託
し
て
い
た
多
く
の
人
々
の
心
を

折
る
こ
と
に
な
っ
た
と
谷
口
氏
は
語
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
豪
雨
災
害
が
大
き
く
な
っ
た

の
は
、震
災
か
ら
の
復
興
が
遅
れ
て
い
た
こ

と
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、そ
の
遅
れ
た

要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
震
災
後
、
地

域
の
小
・
中
学
校
の
生
徒
数
は
4
割
近
く
減

少
し
て
い
る
と
い
う
。
住
民
基
本
台
帳
上
で

も
、
地
域
の
人
口
は
減
っ
て
は
い
る
が
、
そ

れ
以
上
に
住
民
票
は
異
動
し
て
い
な
い
が
、

実
際
に
は
地
域
外
に
移
っ
て
い
る
人
が
多
い

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
地
域
で
活
力
を
生
み

出
し
、
地
域
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
で

き
る
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
の
多
く
が
、
域
外

に
流
出
し
て
い
る
と
な
れ
ば
、
イ
ン
フ
ラ
が

復
旧
し
て
も
地
域
の
活
気
は
戻
っ
て
こ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
谷
口
氏
は
危

惧
し
て
い
る
。

　自
身
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
深
刻

に
捉
え
て
い
る
と
い
う
。
震
災
、
水
害
と
続

い
た
こ
と
で
、
自
身
の
旅
館
の
あ
る
高
台
地

域
で
も
山
体
の
崩
壊
が
起
き
つ
つ
あ
る
。
中

規
模
半
壊
し
た
施
設
は
公
費
解
体
予
定
だ

が
、公
費
解
体
の
順
番
は
ま
だ
来
て
い
な
い
。

た
だ
同
氏
は
「
地
域
の
困
っ
て
い
る
方
を
優

先
し
て
い
た
だ
き
、
居
住
し
て
い
な
い
旅
館

は
最
後
で
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ

て
い
た
。
施
設
を
再
建
す
る
に
は
、
輪
島
の

観
光
活
動
が
復
活
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る

が
、
地
域
社
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
旧
す

ら
展
望
が
見
え
な
い
状
況
に
お
い
て
、
観
光

客
が
不
便
な
く
滞
在
で
き
る
水
準
に
ま
で
地

域
が
戻
る
こ
と
を
現
時
点
で
想
像
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
能
登
観
光
と
い
う
観
点
で
言
え

ば
、
和
倉
温
泉
の
復
旧
状
況
に
も
大
き
く
左

右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
事

業
を
再
開
す
る
に
は
、
改
め
て
ス
タ
ッ
フ
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
年
単
位
で
の
休

業
と
な
れ
ば
、
元
の
ス
タ
ッ
フ
を
再
雇
用
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

も
大
き
な
課
題
と
な
る
。
地
域
及
び
事
業
の

復
興
に
は
、
な
り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金
な

ど
の
大
幅
な
拡
充
が
不
可
欠
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
人
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
中
心
に

据
え
た
中
長
期
的
な
視
野
を
持
っ
た
復
興
支

援
が
求
め
ら
れ
る
と
、
谷
口
氏
は
最
後
に
述

べ
た
。

　能
登
を
襲
っ
た
震
災
と
水
害
が
も
た
ら
し

た
影
響
は
甚
大
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
現
状

を
考
え
れ
ば
、
同
様
の
災
害
が
今
後
、
ど
こ

で
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。こ
の
8
月
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
出
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
台
風
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
も
珍
し

く
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
能
登
で
起
き

た
こ
と
、
起
き
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
対
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
谷
口
氏
は
発
災
時
に
は
、
固
定

設
備
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
シ
ス
テ
ム
は
利

用
不
能
に
な
る
と
考
え
て
お
く
べ
き
だ
と
指

摘
し
た
。
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
が
止
ま
り
、

耐
震
で
あ
る
は
ず
の
受
水
槽
も
壊
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
役
に
立
っ
た
の

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
割
り
箸
、
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
と
い
っ
た
単
体
で
利
用
で
き
る
使
い
捨

て
用
品
だ
っ
た
か
ら
だ
。
携
帯
ト
イ
レ
や
マ

ス
ク
、
手
袋
と
い
っ
た
衛
生
用
品
の
備
蓄
が

あ
れ
ば
、さ
ら
に
重
宝
し
た
だ
ろ
う
と
話
す
。

ま
た
、
現
在
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
給
電
対

応
車
種
）
は
給
電
機
能
を
使
っ
て
、
ガ
ソ
リ

ン
が
あ
る
限
り
家
庭
用
電
力
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
が
大
い
に
役
立
っ
た
が
、

一
方
で
電
源
か
ら
の
充
電
が
必
要
な
電
気
自

動
車
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
か
っ
た
と
も

述
べ
た
。
環
境
面
、
経
済
面
を
考
え
れ
ば
、

使
い
捨
て
商
品
の
利
用
を
減
じ
、
過
大
な
在

庫
を
持
た
な
い
こ
と
が
志
向
さ
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
震
災
な
ど
の
リ
ス
ク
を
考
え
た
場
合

に
は
、
違
う
価
値
基
準
も
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
災
害
時
に
求
め
ら

れ
る
対
応
は
、
通
常
時
の
「
常
識
」
を
超
え

た
世
界
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
だ

ろ
う
。

　能
登
の
震
災
や
水
害
は
、
別
世
界
の
出
来

事
で
は
な
い
。
我
々
の
地
域
で
も
生
じ
う
る

災
害
で
あ
る
。
能
登
で
起
き
た
こ
と
を
自
分

事
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き

る
支
援
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
「
能
登
の

復
旧
工
事
が
続
く
土
砂
崩
れ
現
場

の
、
お
客
様
は
無
事
に
金
沢
ま
で
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　手
配
し
て
い
た
だ
い
た
バ
ス
に
よ
る
お
客

様
の
避
難
輸
送
は
大
変
助
か
っ
た
が
、
一
つ

問
題
も
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
避
難
所
に
避
難

し
た
お
客
様
へ
の
連
絡
方
法
で
あ
る
。当
然
、

宿
帳
は
つ
け
て
お
り
連
絡
先
も
把
握
し
て
い

る
が
、
今
回
の
場
合
、
現
地
に
お
い
て
通
話

可
能
な
携
帯
電
話
で
な
い
と
機
能
し
な
い
。

発
災
か
ら
一
次
避
難
、
避
難
所
へ
の
避
難
ま

で
は
、
宿
泊
施
設
と
し
て
お
客
様
の
状
況
に

つ
い
て
確
認
で
き
て
い
た
が
、
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
時
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。
ま
た
、
地
震
発
生
時
が
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
時
間
帯
で
も
あ
っ
た
の
で
、
予
約
し
て

い
た
す
べ
て
の
お
客
様
の
確
認
が
で
き
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
把
握
で
き
た
の
は
そ
の

時
に
旅
館
に
い
た
お
客
様
だ
け
で
、
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
前
や
連
泊
し
て
い
て
外
出
中
の
お
客

様
の
把
握
は
で
き
な
か
っ
た
。

　お
客
様
の
域
外
避
難
（
帰
宅
）
を
終
え
て

も
、
輪
島
地
域
の
生
活
再
建
の
目
途
は
全
く

立
た
ず
、
避
難
所
の
状
況
は
日
に
日
に
悪
化

し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
震
災

で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
衛

生
管
理
が
不
十
分
で
あ
り
、
か
つ
、
冬
期
で

あ
っ
た
た
め
に
、
多
く
の
感
染
症
が
広
が
る

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
電
気
の
復
旧
に
は

理
由
と
し
て
、同
氏
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足

を
指
摘
し
た
。震
災
後
、他
地
域
か
ら
多
く
の

行
政
職
員
が
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。し
か
し

な
が
ら
、応
援
職
員
が
地
域
の
状
況
を
的
確

に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
く
、状
況
判
断
、意

思
決
定
の
多
く
は
輪
島
の
も
と
か
ら
い
る
職

員
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。輪
島
の
職

員
は
、自
身
も
被
災
者
で
あ
り
、自
身
の
家
族

の
生
活
再
建
も
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ

り
な
が
ら
も
、行
政
職
員
と
し
て
過
負
荷
な

業
務
遂
行
を
求
め
ら
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　ま
た
、
水
害
に
あ
っ
た
家
屋
は
、
泥
を
か

ぶ
っ
て
い
る
た
め
早
期
の
復
旧
作
業
が
必
要

と
な
る
が
、
住
宅
内
は
基
本
、
所
有
者
が
対

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
被
災
者
の
多
く
を
占
め
る
高
齢
者

世
帯
が
自
力
で
清
掃
な
ど
を
行
う
こ
と
は
現

実
的
に
困
難
で
あ
る
。
実
情
と
し
て
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
頼
み
に
な
る
し
か
な
い
の
だ
が
、

7
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
1
日
に
1
棟
処
理

す
る
こ
と
も
難
し
い
く
ら
い
の
作
業
量
で
あ

り
、
全
体
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
全
く
、

足
り
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　さ
ら
に
、
中
長
期
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー
の
衰

退
に
つ
い
て
も
懸
念
さ
れ
る
。
地
域
の
復
興

に
は
、
地
域
の
人
々
の
永
続
的
な
営
み
が
必

状
況
を
知
り
続
け
る
」
こ
と
は
、
能
登
の
復

興
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
（
自
地

域
の
）
災
害
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
取
り
組

み
で
あ
る
と
認
識
し
た
い
。

※
本
稿
は
2
0
2
4
年
11
月
9
日
（
土
）
に
金
沢
市

内
（
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
）
で
開

催
さ
れ
た
輪
島
温
泉
八
汐
専
務
取
締
役
谷
口
正
和

氏
の
講
演
を
も
と
に
構
成
し
て
お
り
ま
す

※
写
真
提
供
：
谷
口
正
和
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再 校



　「1
月
1
日
、
16
時
過
ぎ
。
少
し
大
き
い

地
震
が
襲
っ
て
き
た
。
お
客
様
を
旅
館
の
外

へ
誘
導
し
、
津
波
が
心
配
に
な
り
海
を
見
る

た
め
に
館
外
に
出
て
歩
き
始
め
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
本
震
が
や
っ
て
き
た
」「
あ
ま
り
の

揺
れ
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
四
つ

ん
ば
い
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
耐
え
ら
れ

ず
、
地
面
に
う
つ
伏
せ
に
な
っ
た
。
す
る
と
、

旅
館
が
大
き
く
揺
れ
、
増
改
築
し
た
ジ
ョ
イ

ン
ト
部
分
で
建
物
が
分
離
と
結
合
を
繰
り
返

し
て
い
る
姿
が
見
え
た
」
輪
島
で
温
泉
旅
館

「
輪
島
温
泉
八
汐
」
を
営
む
谷
口
専
務
は
、

元
日
に
能
登
地
方
を
襲
っ
た
地
震
に
つ
い

て
、
そ
う
語
っ
た
。

　谷
口
氏
が
、初
め
に
遭
遇
し
た
地
震
は

M
5
・
5
、最
大
震
度
5
強
。そ
の
後
の
本
震

は
、
M
7
・
6
、最
大
震
度
7
を
記
録
す
る
激

震
で
あ
っ
た
。M（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）は
、

0
・
2
大
き
い
地
震
で
約
2
倍
、1
・
0
大
き

い
地
震
で
は
約
32
倍
と
さ
れ
、2
・
0
大
き
い

地
震
は
実
に
1
0
0
0 

倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
持
つ
。5
分
前
の
余
震
と
、本
震
と
の
間
に

は
想
像
を
絶
す
る
差
が
あ
り
、そ
の
激
烈
さ

は
体
験
者
の
み
が
語
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。

　激
震
で
は
あ
っ
た
が
、
幸
い
、「
輪
島
温
泉

八
汐
」
は
倒
壊
す
る
こ
と
な
く
（
そ
の
後
、
中

規
模
半
壊
の
認
定
）、
お
客
様
は
無
事
で
あ
っ

た
。
一
部
屋
だ
け
、
ド
ア
が
変
形
し
て
し
ま

い
窓
か
ら
の
脱
出
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
皆

を
館
外
へ
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　海
を
見
下
ろ
す
と
、
海
岸
線
が
大
き
く
後

退
し
て
い
た
。
こ
れ
は
海
岸
隆
起
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
の
だ
が
、
当
時
は
、
そ
ん
な
こ
と

は
わ
か
る
は
ず
も
な
く
、
大
規
模
な
津
波
の

前
触
れ
と
し
か
見
え
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
、

津
波
を
警
戒
し
た
輪
島
市
民
が
、
高
台
に
あ

る
「
輪
島
温
泉
八
汐
」
を
目
指
し
、
あ
っ
と

い
う
間
に
、
旅
館
の
周
り
は
多
く
の
人
々
が

集
ま
る
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、電
気
・
ガ
ス
・
水
道
は
機
能
停
止
。

時
間
的
に
夕
食
の
支
度
前
で
あ
っ
た
た
め
、

厨
房
に
も
調
理
済
み
の
食
料
は
乏
し
く
、
食

べ
ら
れ
る
も
の
は
、
売
店
の
少
量
の
菓
子
類

の
み
で
あ
っ
た
。
旅
館
か
ら
持
ち
出
す
こ
と

が
で
き
た
寝
具
や
浴
衣
、
タ
オ
ル
類
で
は
全

く
足
り
ず
、
十
分
に
暖
も
と
れ
ず
、
ま
た
ト

イ
レ
の
対
応
も
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

た
だ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
は
豊
富
に
在
庫

が
あ
っ
た
た
め
、
水
分

補
給
に
問
題
が
生
じ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
不
幸

中
の
幸
い
だ
っ
た
。

　そ
の
う
ち
、
南
東
側

に
火
の
手
が
あ
が
っ

た
。
こ
ち
ら
ま
で
延
焼

を
心
配
す
る
ほ
ど
の
大

き
な
炎
だ
っ
た
が
、
ま

さ
か
、
朝
市
が
あ
る
市

街
地
が
炎
上
し
て
い
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
朝
市
の
火
災
は
ま
さ

に
戦
場
の
よ
う
で
、
一
晩
中
、
火
の
勢
い
は

収
ま
ら
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
や
タ
イ
ヤ
な
ど
の
爆

発
音
が
鳴
り
響
い
て
い
た
。
照
明
が
な
く
、

暗
い
海
や
沿
岸
部
に
は
津
波
の
危
険
、
そ
し

て
内
陸
で
は
大
規
模
な
火
災
。
宿
泊
客
、
市

民
、
従
業
員
を
問
わ
ず
不
安
な
気
持
ち
で
夜

を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　翌
2
日
。
明
る
く
な
っ
て
か
ら
、
避
難
所

へ
お
客
様
の
避
難
を
開
始
。
お
昼
ご
ろ
に
は

完
了
し
、
従
業
員
や
自
身
も
避
難
を
開
始
し

た
。
3
日
に
は
、
市
街
地
の
料
理
人
が
主
体

に
な
っ
て
炊
き
出
し
が
始
ま
っ
た
た
め
、
旅

館
と
し
て
も
食
材
な
ど
の
物
的
支
援
を
行
っ

た
。
4
日
に
な
る
と
、
J
T
B
金
沢
支
店
よ

り「
宿
泊
客
の
避
難
の
た
め
に
バ
ス
を
送
る
」

と
い
う
連
絡
が
入
っ
た
。
輪
島
と
金
沢
方
面

と
の
陸
路
は
所
々
で
寸
断
さ
れ
て
お
り
、
通

行
に
は
相
当
な
時
間
（
通
常
2
時
間
の
と
こ

ろ
10
時
間
以
上
）が
か
か
る
と
聞
い
て
い
た
。

だ
が
既
に
自
衛
隊
車
両
の
一
部
は
入
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
時
間
は
か

か
る
も
の
の
通
行
は
可
能
だ
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
避
難
所

に
避
難
し
て
い
た
お
客
様
に
連
絡

を
と
り
、
移
送
を
お
願
い
し
た
。

結
局
、避
難
バ
ス
は
往
路
11
時
間
、

復
路
11
・
5
時
間
を
要
し
た
も
の

早
い
と
こ
ろ
で
1
週
間
程
度
、
遅
い
と
こ
ろ

だ
と
1
か
月
以
上
か
か
っ
た
。
水
道
と
な
る

と
早
い
と
こ
ろ
で
も
2
か
月
近
く
の
時
間
を

要
し
た
。
水
道
に
つ
い
て
は
市
内
中
心
部
で

も
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
田
舎
の
集
落

は
半
年
以
上
か
か
っ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
主
要
浄
水
場
が
多
数
被
災
し
、

隆
起
に
よ
っ
て
道
路
の
下
を
通
る
水
道
管
が

激
し
く
損
壊
し
た
た
め
で
あ
る
。
避
難
所
な

ど
を
優
先
し
て
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
た
も
の

の
、
個
人
の
建
物
内
の
配
管
に
つ
い
て
は
各

個
人
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
各
住
宅

内
の
漏
水
を
自
力
で
処
理
で
き
な
け
れ
ば
、

水
道
を
復
旧
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら

に
月
単
位
の
時
間
が
必
要
と
な
っ
た
住
宅
も

多
い
。
個
人
住
宅
は
自
己
責
任
と
言
い
な
が

ら
、
修
理
を
し
て
く
れ
る
業
者
は
す
べ
て
自

治
体
に
か
り
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
ど
う

し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

　こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
仮
設
住
宅
の

設
置
が
強
く
望
ま
れ
、
2
月
下
旬
よ
り
整
備

が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
と
も
と

平
地
の
少
な
い
地
形
に
加
え
、
地
域
の
家
屋

約
2
万
棟
の
内
の
１
万
棟
以
上
が
半
壊
以

上
、
被
災
を
免
れ
た
の
は
１
割
程
度
か
も
し

れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
で
は
、
設
置
で
き
る

敷
地
は
限
定
さ
れ
、
消
去
法
的
に
海
沿
い
や

川
沿
い
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

判
断
が
、
後
日
の
豪
雨
災
害
時
に
被
害
を
増

大
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
が
、
当
時
と

し
て
は
避
難
所
で
は
な
く
、
落
ち
着
い
て
住

め
る
場
所
の
確
保
を
優
先
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
や
む
を
得
な
い
判
断
で
は
な
か
っ
た
か

と
谷
口
氏
は
考
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、

2
0
2
4
年
9
月
に
、
奥
能
登
を
襲
っ
た
豪

雨
は
よ
う
や
く
震
災
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
し

て
い
た
人
々
に
甚
大
な
被
害
と
苦
難
を
も
た

ら
し
た
。
記
録
的
な
雨
量
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
震
災
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や
隆
起
に
よ
っ

て
山
林
の
保
水
力
が
低
下
し
て
い
た
こ
と

や
、
震
災
後
の
復
旧
が
ま
ま
な
ら
ず
河
川
、

用
水
路
、
下
水
管
が
大
き
く
破
損
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
重
な
り
被
害
を

さ
ら
に
甚
大
な
も
の
と
し
た
。
震
災
時
の
損

壊
や
焼
失
を
免
れ
た
家
屋
や
、
仮
設
住
宅
の

多
く
も
水
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
よ
り
深
刻
な
の
は
、
水
害
の
場
合
、

建
物
が
無
事
で
も
家
財
の
多
く
が
利
用
不
能

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
た
。生
活
の「
記

憶
」
を
留
め
る
様
々
な
家
財
が
汚
損
さ
れ
た

り
、
流
出
し
た
り
し
た
状
況
で
は
、
復
興
へ

の
望
み
を
託
し
て
い
た
多
く
の
人
々
の
心
を

折
る
こ
と
に
な
っ
た
と
谷
口
氏
は
語
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
豪
雨
災
害
が
大
き
く
な
っ
た

の
は
、震
災
か
ら
の
復
興
が
遅
れ
て
い
た
こ

と
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、そ
の
遅
れ
た

要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
震
災
後
、
地

域
の
小
・
中
学
校
の
生
徒
数
は
4
割
近
く
減

少
し
て
い
る
と
い
う
。
住
民
基
本
台
帳
上
で

も
、
地
域
の
人
口
は
減
っ
て
は
い
る
が
、
そ

れ
以
上
に
住
民
票
は
異
動
し
て
い
な
い
が
、

実
際
に
は
地
域
外
に
移
っ
て
い
る
人
が
多
い

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
地
域
で
活
力
を
生
み

出
し
、
地
域
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
で

き
る
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
の
多
く
が
、
域
外

に
流
出
し
て
い
る
と
な
れ
ば
、
イ
ン
フ
ラ
が

復
旧
し
て
も
地
域
の
活
気
は
戻
っ
て
こ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
谷
口
氏
は
危

惧
し
て
い
る
。

　自
身
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
深
刻

に
捉
え
て
い
る
と
い
う
。
震
災
、
水
害
と
続

い
た
こ
と
で
、
自
身
の
旅
館
の
あ
る
高
台
地

域
で
も
山
体
の
崩
壊
が
起
き
つ
つ
あ
る
。
中

規
模
半
壊
し
た
施
設
は
公
費
解
体
予
定
だ

が
、公
費
解
体
の
順
番
は
ま
だ
来
て
い
な
い
。

た
だ
同
氏
は
「
地
域
の
困
っ
て
い
る
方
を
優

先
し
て
い
た
だ
き
、
居
住
し
て
い
な
い
旅
館

は
最
後
で
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ

て
い
た
。
施
設
を
再
建
す
る
に
は
、
輪
島
の

観
光
活
動
が
復
活
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る

が
、
地
域
社
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
旧
す

ら
展
望
が
見
え
な
い
状
況
に
お
い
て
、
観
光

客
が
不
便
な
く
滞
在
で
き
る
水
準
に
ま
で
地

域
が
戻
る
こ
と
を
現
時
点
で
想
像
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
能
登
観
光
と
い
う
観
点
で
言
え

ば
、
和
倉
温
泉
の
復
旧
状
況
に
も
大
き
く
左

右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
事

業
を
再
開
す
る
に
は
、
改
め
て
ス
タ
ッ
フ
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
年
単
位
で
の
休

業
と
な
れ
ば
、
元
の
ス
タ
ッ
フ
を
再
雇
用
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

も
大
き
な
課
題
と
な
る
。
地
域
及
び
事
業
の

復
興
に
は
、
な
り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金
な

ど
の
大
幅
な
拡
充
が
不
可
欠
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
人
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
中
心
に

据
え
た
中
長
期
的
な
視
野
を
持
っ
た
復
興
支

援
が
求
め
ら
れ
る
と
、
谷
口
氏
は
最
後
に
述

べ
た
。

　能
登
を
襲
っ
た
震
災
と
水
害
が
も
た
ら
し

た
影
響
は
甚
大
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
現
状

を
考
え
れ
ば
、
同
様
の
災
害
が
今
後
、
ど
こ

で
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。こ
の
8
月
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
出
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
台
風
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
も
珍
し

く
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
能
登
で
起
き

た
こ
と
、
起
き
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
対
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
谷
口
氏
は
発
災
時
に
は
、
固
定

設
備
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
シ
ス
テ
ム
は
利

用
不
能
に
な
る
と
考
え
て
お
く
べ
き
だ
と
指

摘
し
た
。
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
が
止
ま
り
、

耐
震
で
あ
る
は
ず
の
受
水
槽
も
壊
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
役
に
立
っ
た
の

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
割
り
箸
、
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
と
い
っ
た
単
体
で
利
用
で
き
る
使
い
捨

て
用
品
だ
っ
た
か
ら
だ
。
携
帯
ト
イ
レ
や
マ

ス
ク
、
手
袋
と
い
っ
た
衛
生
用
品
の
備
蓄
が

あ
れ
ば
、さ
ら
に
重
宝
し
た
だ
ろ
う
と
話
す
。

ま
た
、
現
在
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
給
電
対

応
車
種
）
は
給
電
機
能
を
使
っ
て
、
ガ
ソ
リ

ン
が
あ
る
限
り
家
庭
用
電
力
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
が
大
い
に
役
立
っ
た
が
、

一
方
で
電
源
か
ら
の
充
電
が
必
要
な
電
気
自

動
車
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
か
っ
た
と
も

述
べ
た
。
環
境
面
、
経
済
面
を
考
え
れ
ば
、

使
い
捨
て
商
品
の
利
用
を
減
じ
、
過
大
な
在

庫
を
持
た
な
い
こ
と
が
志
向
さ
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
震
災
な
ど
の
リ
ス
ク
を
考
え
た
場
合

に
は
、
違
う
価
値
基
準
も
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
災
害
時
に
求
め
ら

れ
る
対
応
は
、
通
常
時
の
「
常
識
」
を
超
え

た
世
界
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
だ

ろ
う
。

　能
登
の
震
災
や
水
害
は
、
別
世
界
の
出
来

事
で
は
な
い
。
我
々
の
地
域
で
も
生
じ
う
る

災
害
で
あ
る
。
能
登
で
起
き
た
こ
と
を
自
分

事
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き

る
支
援
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
「
能
登
の

眼
下
に
広
が
る
袖
ヶ
浜
・（
上
）震
災
前
、（
下
）震
災
後

震
災
後
の
温
泉
旅
館

八
汐
・
全
景
と
宴
会
場（
下
）

の
、
お
客
様
は
無
事
に
金
沢
ま
で
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　手
配
し
て
い
た
だ
い
た
バ
ス
に
よ
る
お
客

様
の
避
難
輸
送
は
大
変
助
か
っ
た
が
、
一
つ

問
題
も
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
避
難
所
に
避
難

し
た
お
客
様
へ
の
連
絡
方
法
で
あ
る
。当
然
、

宿
帳
は
つ
け
て
お
り
連
絡
先
も
把
握
し
て
い

る
が
、
今
回
の
場
合
、
現
地
に
お
い
て
通
話

可
能
な
携
帯
電
話
で
な
い
と
機
能
し
な
い
。

発
災
か
ら
一
次
避
難
、
避
難
所
へ
の
避
難
ま

で
は
、
宿
泊
施
設
と
し
て
お
客
様
の
状
況
に

つ
い
て
確
認
で
き
て
い
た
が
、
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
時
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。
ま
た
、
地
震
発
生
時
が
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
時
間
帯
で
も
あ
っ
た
の
で
、
予
約
し
て

い
た
す
べ
て
の
お
客
様
の
確
認
が
で
き
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
把
握
で
き
た
の
は
そ
の

時
に
旅
館
に
い
た
お
客
様
だ
け
で
、
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
前
や
連
泊
し
て
い
て
外
出
中
の
お
客

様
の
把
握
は
で
き
な
か
っ
た
。

　お
客
様
の
域
外
避
難
（
帰
宅
）
を
終
え
て

も
、
輪
島
地
域
の
生
活
再
建
の
目
途
は
全
く

立
た
ず
、
避
難
所
の
状
況
は
日
に
日
に
悪
化

し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
震
災

で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
衛

生
管
理
が
不
十
分
で
あ
り
、
か
つ
、
冬
期
で

あ
っ
た
た
め
に
、
多
く
の
感
染
症
が
広
が
る

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
電
気
の
復
旧
に
は

理
由
と
し
て
、同
氏
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足

を
指
摘
し
た
。震
災
後
、他
地
域
か
ら
多
く
の

行
政
職
員
が
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。し
か
し

な
が
ら
、応
援
職
員
が
地
域
の
状
況
を
的
確

に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
く
、状
況
判
断
、意

思
決
定
の
多
く
は
輪
島
の
も
と
か
ら
い
る
職

員
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。輪
島
の
職

員
は
、自
身
も
被
災
者
で
あ
り
、自
身
の
家
族

の
生
活
再
建
も
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ

り
な
が
ら
も
、行
政
職
員
と
し
て
過
負
荷
な

業
務
遂
行
を
求
め
ら
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　ま
た
、
水
害
に
あ
っ
た
家
屋
は
、
泥
を
か

ぶ
っ
て
い
る
た
め
早
期
の
復
旧
作
業
が
必
要

と
な
る
が
、
住
宅
内
は
基
本
、
所
有
者
が
対

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
被
災
者
の
多
く
を
占
め
る
高
齢
者

世
帯
が
自
力
で
清
掃
な
ど
を
行
う
こ
と
は
現

実
的
に
困
難
で
あ
る
。
実
情
と
し
て
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
頼
み
に
な
る
し
か
な
い
の
だ
が
、

7
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
1
日
に
1
棟
処
理

す
る
こ
と
も
難
し
い
く
ら
い
の
作
業
量
で
あ

り
、
全
体
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
全
く
、

足
り
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　さ
ら
に
、
中
長
期
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー
の
衰

退
に
つ
い
て
も
懸
念
さ
れ
る
。
地
域
の
復
興

に
は
、
地
域
の
人
々
の
永
続
的
な
営
み
が
必

状
況
を
知
り
続
け
る
」
こ
と
は
、
能
登
の
復

興
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
（
自
地

域
の
）
災
害
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
取
り
組

み
で
あ
る
と
認
識
し
た
い
。

　「1
月
1
日
、
16
時
過
ぎ
。
少
し
大
き
い

地
震
が
襲
っ
て
き
た
。
お
客
様
を
旅
館
の
外

へ
誘
導
し
、
津
波
が
心
配
に
な
り
海
を
見
る

た
め
に
館
外
に
出
て
歩
き
始
め
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
本
震
が
や
っ
て
き
た
」「
あ
ま
り
の

揺
れ
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
四
つ

ん
ば
い
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
耐
え
ら
れ

ず
、
地
面
に
う
つ
伏
せ
に
な
っ
た
。
す
る
と
、

旅
館
が
大
き
く
揺
れ
、
増
改
築
し
た
ジ
ョ
イ

ン
ト
部
分
で
建
物
が
分
離
と
結
合
を
繰
り
返

し
て
い
る
姿
が
見
え
た
」
輪
島
で
温
泉
旅
館

「
輪
島
温
泉
八
汐
」
を
営
む
谷
口
専
務
は
、

元
日
に
能
登
地
方
を
襲
っ
た
地
震
に
つ
い

て
、
そ
う
語
っ
た
。

　谷
口
氏
が
、初
め
に
遭
遇
し
た
地
震
は

M
5
・
5
、最
大
震
度
5
強
。そ
の
後
の
本
震

は
、
M
7
・
6
、最
大
震
度
7
を
記
録
す
る
激

震
で
あ
っ
た
。M（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）は
、

0
・
2
大
き
い
地
震
で
約
2
倍
、1
・
0
大
き

い
地
震
で
は
約
32
倍
と
さ
れ
、2
・
0
大
き
い

地
震
は
実
に
1
0
0
0 

倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
持
つ
。5
分
前
の
余
震
と
、本
震
と
の
間
に

は
想
像
を
絶
す
る
差
が
あ
り
、そ
の
激
烈
さ

は
体
験
者
の
み
が
語
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。

　激
震
で
は
あ
っ
た
が
、
幸
い
、「
輪
島
温
泉

八
汐
」
は
倒
壊
す
る
こ
と
な
く
（
そ
の
後
、
中

規
模
半
壊
の
認
定
）、
お
客
様
は
無
事
で
あ
っ

た
。
一
部
屋
だ
け
、
ド
ア
が
変
形
し
て
し
ま

い
窓
か
ら
の
脱
出
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
皆

を
館
外
へ
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　海
を
見
下
ろ
す
と
、
海
岸
線
が
大
き
く
後

退
し
て
い
た
。
こ
れ
は
海
岸
隆
起
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
の
だ
が
、
当
時
は
、
そ
ん
な
こ
と

は
わ
か
る
は
ず
も
な
く
、
大
規
模
な
津
波
の

前
触
れ
と
し
か
見
え
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
、

津
波
を
警
戒
し
た
輪
島
市
民
が
、
高
台
に
あ

る
「
輪
島
温
泉
八
汐
」
を
目
指
し
、
あ
っ
と

い
う
間
に
、
旅
館
の
周
り
は
多
く
の
人
々
が

集
ま
る
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、電
気
・
ガ
ス
・
水
道
は
機
能
停
止
。

時
間
的
に
夕
食
の
支
度
前
で
あ
っ
た
た
め
、

厨
房
に
も
調
理
済
み
の
食
料
は
乏
し
く
、
食

べ
ら
れ
る
も
の
は
、
売
店
の
少
量
の
菓
子
類

の
み
で
あ
っ
た
。
旅
館
か
ら
持
ち
出
す
こ
と

が
で
き
た
寝
具
や
浴
衣
、
タ
オ
ル
類
で
は
全

く
足
り
ず
、
十
分
に
暖
も
と
れ
ず
、
ま
た
ト

イ
レ
の
対
応
も
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

た
だ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
は
豊
富
に
在
庫

が
あ
っ
た
た
め
、
水
分

補
給
に
問
題
が
生
じ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
不
幸

中
の
幸
い
だ
っ
た
。

　そ
の
う
ち
、
南
東
側

に
火
の
手
が
あ
が
っ

た
。
こ
ち
ら
ま
で
延
焼

を
心
配
す
る
ほ
ど
の
大

き
な
炎
だ
っ
た
が
、
ま

さ
か
、
朝
市
が
あ
る
市

街
地
が
炎
上
し
て
い
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
朝
市
の
火
災
は
ま
さ

に
戦
場
の
よ
う
で
、
一
晩
中
、
火
の
勢
い
は

収
ま
ら
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
や
タ
イ
ヤ
な
ど
の
爆

発
音
が
鳴
り
響
い
て
い
た
。
照
明
が
な
く
、

暗
い
海
や
沿
岸
部
に
は
津
波
の
危
険
、
そ
し

て
内
陸
で
は
大
規
模
な
火
災
。
宿
泊
客
、
市

民
、
従
業
員
を
問
わ
ず
不
安
な
気
持
ち
で
夜

を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　翌
2
日
。
明
る
く
な
っ
て
か
ら
、
避
難
所

へ
お
客
様
の
避
難
を
開
始
。
お
昼
ご
ろ
に
は

完
了
し
、
従
業
員
や
自
身
も
避
難
を
開
始
し

た
。
3
日
に
は
、
市
街
地
の
料
理
人
が
主
体

に
な
っ
て
炊
き
出
し
が
始
ま
っ
た
た
め
、
旅

館
と
し
て
も
食
材
な
ど
の
物
的
支
援
を
行
っ

た
。
4
日
に
な
る
と
、
J
T
B
金
沢
支
店
よ

り「
宿
泊
客
の
避
難
の
た
め
に
バ
ス
を
送
る
」

と
い
う
連
絡
が
入
っ
た
。
輪
島
と
金
沢
方
面

と
の
陸
路
は
所
々
で
寸
断
さ
れ
て
お
り
、
通

行
に
は
相
当
な
時
間
（
通
常
2
時
間
の
と
こ

ろ
10
時
間
以
上
）が
か
か
る
と
聞
い
て
い
た
。

だ
が
既
に
自
衛
隊
車
両
の
一
部
は
入
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
時
間
は
か

か
る
も
の
の
通
行
は
可
能
だ
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
避
難
所

に
避
難
し
て
い
た
お
客
様
に
連
絡

を
と
り
、
移
送
を
お
願
い
し
た
。

結
局
、避
難
バ
ス
は
往
路
11
時
間
、

復
路
11
・
5
時
間
を
要
し
た
も
の

早
い
と
こ
ろ
で
1
週
間
程
度
、
遅
い
と
こ
ろ

だ
と
1
か
月
以
上
か
か
っ
た
。
水
道
と
な
る

と
早
い
と
こ
ろ
で
も
2
か
月
近
く
の
時
間
を

要
し
た
。
水
道
に
つ
い
て
は
市
内
中
心
部
で

も
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
田
舎
の
集
落

は
半
年
以
上
か
か
っ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ

た
。
こ
れ
は
、
主
要
浄
水
場
が
多
数
被
災
し
、

隆
起
に
よ
っ
て
道
路
の
下
を
通
る
水
道
管
が

激
し
く
損
壊
し
た
た
め
で
あ
る
。
避
難
所
な

ど
を
優
先
し
て
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
た
も
の

の
、
個
人
の
建
物
内
の
配
管
に
つ
い
て
は
各

個
人
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
各
住
宅

内
の
漏
水
を
自
力
で
処
理
で
き
な
け
れ
ば
、

水
道
を
復
旧
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら

に
月
単
位
の
時
間
が
必
要
と
な
っ
た
住
宅
も

多
い
。
個
人
住
宅
は
自
己
責
任
と
言
い
な
が

ら
、
修
理
を
し
て
く
れ
る
業
者
は
す
べ
て
自

治
体
に
か
り
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
ど
う

し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

　こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
仮
設
住
宅
の

設
置
が
強
く
望
ま
れ
、
2
月
下
旬
よ
り
整
備

が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
と
も
と

平
地
の
少
な
い
地
形
に
加
え
、
地
域
の
家
屋

約
2
万
棟
の
内
の
１
万
棟
以
上
が
半
壊
以

上
、
被
災
を
免
れ
た
の
は
１
割
程
度
か
も
し

れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
で
は
、
設
置
で
き
る

敷
地
は
限
定
さ
れ
、
消
去
法
的
に
海
沿
い
や

川
沿
い
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

判
断
が
、
後
日
の
豪
雨
災
害
時
に
被
害
を
増

大
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
が
、
当
時
と

し
て
は
避
難
所
で
は
な
く
、
落
ち
着
い
て
住

め
る
場
所
の
確
保
を
優
先
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
や
む
を
得
な
い
判
断
で
は
な
か
っ
た
か

と
谷
口
氏
は
考
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、

2
0
2
4
年
9
月
に
、
奥
能
登
を
襲
っ
た
豪

雨
は
よ
う
や
く
震
災
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
し

て
い
た
人
々
に
甚
大
な
被
害
と
苦
難
を
も
た

ら
し
た
。
記
録
的
な
雨
量
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
震
災
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や
隆
起
に
よ
っ

て
山
林
の
保
水
力
が
低
下
し
て
い
た
こ
と

や
、
震
災
後
の
復
旧
が
ま
ま
な
ら
ず
河
川
、

用
水
路
、
下
水
管
が
大
き
く
破
損
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
重
な
り
被
害
を

さ
ら
に
甚
大
な
も
の
と
し
た
。
震
災
時
の
損

壊
や
焼
失
を
免
れ
た
家
屋
や
、
仮
設
住
宅
の

多
く
も
水
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
よ
り
深
刻
な
の
は
、
水
害
の
場
合
、

建
物
が
無
事
で
も
家
財
の
多
く
が
利
用
不
能

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
た
。生
活
の「
記

憶
」
を
留
め
る
様
々
な
家
財
が
汚
損
さ
れ
た

り
、
流
出
し
た
り
し
た
状
況
で
は
、
復
興
へ

の
望
み
を
託
し
て
い
た
多
く
の
人
々
の
心
を

折
る
こ
と
に
な
っ
た
と
谷
口
氏
は
語
っ
た
。

　こ
の
よ
う
に
豪
雨
災
害
が
大
き
く
な
っ
た

の
は
、震
災
か
ら
の
復
興
が
遅
れ
て
い
た
こ

と
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、そ
の
遅
れ
た

要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
震
災
後
、
地

域
の
小
・
中
学
校
の
生
徒
数
は
4
割
近
く
減

少
し
て
い
る
と
い
う
。
住
民
基
本
台
帳
上
で

も
、
地
域
の
人
口
は
減
っ
て
は
い
る
が
、
そ

れ
以
上
に
住
民
票
は
異
動
し
て
い
な
い
が
、

実
際
に
は
地
域
外
に
移
っ
て
い
る
人
が
多
い

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
地
域
で
活
力
を
生
み

出
し
、
地
域
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
で

き
る
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
の
多
く
が
、
域
外

に
流
出
し
て
い
る
と
な
れ
ば
、
イ
ン
フ
ラ
が

復
旧
し
て
も
地
域
の
活
気
は
戻
っ
て
こ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
谷
口
氏
は
危

惧
し
て
い
る
。

　自
身
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
深
刻

に
捉
え
て
い
る
と
い
う
。
震
災
、
水
害
と
続

い
た
こ
と
で
、
自
身
の
旅
館
の
あ
る
高
台
地

域
で
も
山
体
の
崩
壊
が
起
き
つ
つ
あ
る
。
中

規
模
半
壊
し
た
施
設
は
公
費
解
体
予
定
だ

が
、公
費
解
体
の
順
番
は
ま
だ
来
て
い
な
い
。

た
だ
同
氏
は
「
地
域
の
困
っ
て
い
る
方
を
優

先
し
て
い
た
だ
き
、
居
住
し
て
い
な
い
旅
館

は
最
後
で
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ

て
い
た
。
施
設
を
再
建
す
る
に
は
、
輪
島
の

観
光
活
動
が
復
活
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る

が
、
地
域
社
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
旧
す

ら
展
望
が
見
え
な
い
状
況
に
お
い
て
、
観
光

客
が
不
便
な
く
滞
在
で
き
る
水
準
に
ま
で
地

域
が
戻
る
こ
と
を
現
時
点
で
想
像
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
能
登
観
光
と
い
う
観
点
で
言
え

ば
、
和
倉
温
泉
の
復
旧
状
況
に
も
大
き
く
左

右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
事

業
を
再
開
す
る
に
は
、
改
め
て
ス
タ
ッ
フ
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
年
単
位
で
の
休

業
と
な
れ
ば
、
元
の
ス
タ
ッ
フ
を
再
雇
用
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

も
大
き
な
課
題
と
な
る
。
地
域
及
び
事
業
の

復
興
に
は
、
な
り
わ
い
再
建
支
援
補
助
金
な

ど
の
大
幅
な
拡
充
が
不
可
欠
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
人
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
中
心
に

据
え
た
中
長
期
的
な
視
野
を
持
っ
た
復
興
支

援
が
求
め
ら
れ
る
と
、
谷
口
氏
は
最
後
に
述

べ
た
。

　能
登
を
襲
っ
た
震
災
と
水
害
が
も
た
ら
し

た
影
響
は
甚
大
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
現
状

を
考
え
れ
ば
、
同
様
の
災
害
が
今
後
、
ど
こ

で
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。こ
の
8
月
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
出
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
台
風
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
も
珍
し

く
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
能
登
で
起
き

た
こ
と
、
起
き
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
対
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

　例
え
ば
、
谷
口
氏
は
発
災
時
に
は
、
固
定

設
備
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
シ
ス
テ
ム
は
利

用
不
能
に
な
る
と
考
え
て
お
く
べ
き
だ
と
指

摘
し
た
。
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
が
止
ま
り
、

耐
震
で
あ
る
は
ず
の
受
水
槽
も
壊
れ
て
し
ま

う
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
役
に
立
っ
た
の

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
割
り
箸
、
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
と
い
っ
た
単
体
で
利
用
で
き
る
使
い
捨

て
用
品
だ
っ
た
か
ら
だ
。
携
帯
ト
イ
レ
や
マ

ス
ク
、
手
袋
と
い
っ
た
衛
生
用
品
の
備
蓄
が

あ
れ
ば
、さ
ら
に
重
宝
し
た
だ
ろ
う
と
話
す
。

ま
た
、
現
在
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
給
電
対

応
車
種
）
は
給
電
機
能
を
使
っ
て
、
ガ
ソ
リ

ン
が
あ
る
限
り
家
庭
用
電
力
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
が
大
い
に
役
立
っ
た
が
、

一
方
で
電
源
か
ら
の
充
電
が
必
要
な
電
気
自

動
車
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
か
っ
た
と
も

述
べ
た
。
環
境
面
、
経
済
面
を
考
え
れ
ば
、

使
い
捨
て
商
品
の
利
用
を
減
じ
、
過
大
な
在

庫
を
持
た
な
い
こ
と
が
志
向
さ
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
震
災
な
ど
の
リ
ス
ク
を
考
え
た
場
合

に
は
、
違
う
価
値
基
準
も
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
災
害
時
に
求
め
ら

れ
る
対
応
は
、
通
常
時
の
「
常
識
」
を
超
え

た
世
界
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
だ

ろ
う
。

　能
登
の
震
災
や
水
害
は
、
別
世
界
の
出
来

事
で
は
な
い
。
我
々
の
地
域
で
も
生
じ
う
る

災
害
で
あ
る
。
能
登
で
起
き
た
こ
と
を
自
分

事
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き

る
支
援
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
「
能
登
の

復
旧
工
事
が
続
く
土
砂
崩
れ
現
場

の
、
お
客
様
は
無
事
に
金
沢
ま
で
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　手
配
し
て
い
た
だ
い
た
バ
ス
に
よ
る
お
客

様
の
避
難
輸
送
は
大
変
助
か
っ
た
が
、
一
つ

問
題
も
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
避
難
所
に
避
難

し
た
お
客
様
へ
の
連
絡
方
法
で
あ
る
。当
然
、

宿
帳
は
つ
け
て
お
り
連
絡
先
も
把
握
し
て
い

る
が
、
今
回
の
場
合
、
現
地
に
お
い
て
通
話

可
能
な
携
帯
電
話
で
な
い
と
機
能
し
な
い
。

発
災
か
ら
一
次
避
難
、
避
難
所
へ
の
避
難
ま

で
は
、
宿
泊
施
設
と
し
て
お
客
様
の
状
況
に

つ
い
て
確
認
で
き
て
い
た
が
、
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
時
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。
ま
た
、
地
震
発
生
時
が
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
時
間
帯
で
も
あ
っ
た
の
で
、
予
約
し
て

い
た
す
べ
て
の
お
客
様
の
確
認
が
で
き
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
把
握
で
き
た
の
は
そ
の

時
に
旅
館
に
い
た
お
客
様
だ
け
で
、
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
前
や
連
泊
し
て
い
て
外
出
中
の
お
客

様
の
把
握
は
で
き
な
か
っ
た
。

　お
客
様
の
域
外
避
難
（
帰
宅
）
を
終
え
て

も
、
輪
島
地
域
の
生
活
再
建
の
目
途
は
全
く

立
た
ず
、
避
難
所
の
状
況
は
日
に
日
に
悪
化

し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
震
災

で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
衛

生
管
理
が
不
十
分
で
あ
り
、
か
つ
、
冬
期
で

あ
っ
た
た
め
に
、
多
く
の
感
染
症
が
広
が
る

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
電
気
の
復
旧
に
は

理
由
と
し
て
、同
氏
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足

を
指
摘
し
た
。震
災
後
、他
地
域
か
ら
多
く
の

行
政
職
員
が
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。し
か
し

な
が
ら
、応
援
職
員
が
地
域
の
状
況
を
的
確

に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
く
、状
況
判
断
、意

思
決
定
の
多
く
は
輪
島
の
も
と
か
ら
い
る
職

員
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。輪
島
の
職

員
は
、自
身
も
被
災
者
で
あ
り
、自
身
の
家
族

の
生
活
再
建
も
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ

り
な
が
ら
も
、行
政
職
員
と
し
て
過
負
荷
な

業
務
遂
行
を
求
め
ら
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

　ま
た
、
水
害
に
あ
っ
た
家
屋
は
、
泥
を
か

ぶ
っ
て
い
る
た
め
早
期
の
復
旧
作
業
が
必
要

と
な
る
が
、
住
宅
内
は
基
本
、
所
有
者
が
対

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
被
災
者
の
多
く
を
占
め
る
高
齢
者

世
帯
が
自
力
で
清
掃
な
ど
を
行
う
こ
と
は
現

実
的
に
困
難
で
あ
る
。
実
情
と
し
て
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
頼
み
に
な
る
し
か
な
い
の
だ
が
、

7
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
1
日
に
1
棟
処
理

す
る
こ
と
も
難
し
い
く
ら
い
の
作
業
量
で
あ

り
、
全
体
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
全
く
、

足
り
て
い
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　さ
ら
に
、
中
長
期
的
な
マ
ン
パ
ワ
ー
の
衰

退
に
つ
い
て
も
懸
念
さ
れ
る
。
地
域
の
復
興

に
は
、
地
域
の
人
々
の
永
続
的
な
営
み
が
必

状
況
を
知
り
続
け
る
」
こ
と
は
、
能
登
の
復

興
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
身
の
（
自
地

域
の
）
災
害
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
取
り
組

み
で
あ
る
と
認
識
し
た
い
。
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そ
し
て
、
原
テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授
、
菅
野

上
席
主
任
研
究
員
に
、
観
光
庁
・
河
田
敦
弥

氏
と
京
都
市
観
光
協
会
・
赤
星
周
平
氏
が
加

わ
り
、
当
財
団
理
事
／
観
光
研
究
部
長
・
山

田
の
進
行
の
下
、「
こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生

と
財
源
活
用
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
観
光

振
興
財
源
と
し
て
の
宿
泊
税
の
導
入
と
活
用

を
中
心
に
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず

モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
山
田
よ
り
、
宿
泊
税
が
観

光
振
興
の
重
要
な
財
源
と
な
り
、
D
M
O
に

優
秀
な
人
材
を
集
め
、
地
域
活
性
化
に
寄
与

す
る
点
に
つ
い
て
投
げ
か
け
が
行
わ
れ
、
原

氏
か
ら
は
、ア
メ
リ
カ
で
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
が
盛
ん
で
、
高
い
初
任

給
が
観
光
産
業
へ
の
優
秀
な
人
材
の
流
入
を

促
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
一
方
、
京
都
市
に
つ
い
て
は
、
赤
星

事
務
局
次
長
が
宿
泊
税
の
使
途
が
観
光
以
外

に
転
用
さ
れ
る
懸
念
や
定
率
制
導
入
の
課
題

が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
河
田
観
光

戦
略
課
長
か
ら
は
原
テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授
の

講
演
内
容
を
受
け
て
、
観
光
産
業
が
女
性
の

活
躍
に
適
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
就
業
環

境
改
善
や
働
き
方
改
革
の
必
要
性
に
つ
い
て

指
摘
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
原

テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授
よ
り
観
光
産
業
の
政
治

的
影
響
力
の
強
化
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の

例
を
基
に
ロ
ビ
ー
活
動
と
政
治
家
と
の
関
係

構
築
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
議
論

を
通
じ
て
、
財
源
確
保
、
人
材
育
成
、
地
域

特
性
の
尊
重
、
女
性
の
活
躍
推
進
、
政
府
の

役
割
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
に
お
け
る
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
、
非
常
に
充
実
し
た
内
容
の
2
日
間

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
J
T
B
F
で
は
旅

行
・
観
光
分
野
の
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関

と
し
て
、
社
会
に
求
め
ら
れ
る
研
究
テ
ー
マ

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
旅
行
動
向
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
の
場
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
よ
り

有
益
な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
（
文
責
：
J
T
B
F
・
中
島 

泰
）

と
指
摘
し
、
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
は
観

光
資
源
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
戦
略
が
必
要
だ

と
述
べ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ス
キ
ー
場
と
沖

縄
の
ピ
ー
ク
時
期
が
異
な
る
こ
と
を
利
用
し

て
業
務
提
携
を
行
い
、
正
規
雇
用
を
増
や
す

可
能
性
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

●
人
材
育
成
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
教
育
の
重
要
性

　
観
光
産
業
に
お
け
る
人
材
不
足
、
特
に
中

間
管
理
職
の
不
足
を
指
摘
し
、
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
重

要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
英
語

で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
を
勉

強
し
、
現
場
で
業
務
遂
行
で
き

る
経
営
人
材
が
日
本
で
は
不
足

し
て
い
る
と
指
摘
し
、
世
界
で

通
用
す
る
人
材
育
成
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

●
賃
金
問
題
と
女
性
の
雇
用

　
観
光
産
業
に
お
け
る
低
賃
金

問
題
を
取
り
上
げ
、
特
に
非
正

規
雇
用
の
女
性
の
賃
金
が
低
い

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
日
本

と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宿
泊
業

界
の
女
性
の
平
均
年
収
の
差
を

例
に
挙
げ
、
賃
金
引
き
上
げ
の

必
要
性
を
指
摘
。
ま
た
、
女
性

の
消
費
が
経
済
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
も
言
及
し
、
女
性
の
賃
金
を
上
げ

る
こ
と
が
経
済
全
体
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
つ
い
て
強
調
し
ま
し
た
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
と
英
語
力
の
重
要
性

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
重
要
性
を
強
調
し
、

特
に
英
語
力
の
必
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

D
M
O
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
英
語
で
行
う
べ

き
だ
と
主
張
し
、
英
語
力
に
対
す
る
プ
レ
ミ

ア
ム
を
付
け
る
べ
き
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
T
O
E
I
C
等
の
英
語
資
格
に
応
じ
た

資
格
手
当
の
導
入
を
提
案
し
ま
し
た
。

●
空
港
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
と
入
国
管
理
の
効

率
化

　
最
後
に
、
日
本
の
空
港
イ
ン
フ
ラ
の
潜
在

的
な
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
、
よ
り
効
果

的
な
活
用
を
提
案
し
ま
し
た
。
特
に
、
ア
メ

リ
カ
や
カ
ナ
ダ
の
例
を
挙
げ
、
海
外
の
空
港

に
日
本
の
入
国
管
理
官
を
派
遣
す
る
こ
と

で
、
入
国
手
続
き
を
効
率
化
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
方
空
港
の
活
用
が
促
進
さ
れ
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
解
説

し
ま
し
た
。

　
続
け
て
、
当
財
団
菅
野
上
席
主
任
研
究
員

よ
り
、
J
T
B
F
自
主
研
究
と
し
て
進
め
ら

れ
て
き
た「
観
光
財
源
研
究
会
」の
活
動
に
つ

い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
観
光
財
源
研
究
会
の
活
動
内
容
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
以
下
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
公
園
に
関
す
る
報
告
に

対
し
て
は
、
ま
ず
山
本
准
教
授
よ
り
、
保
護

地
域
の
世
界
的
な
動
向
や
国
立
公
園
の
役
割

に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
ま
し
た
。「
30
b
y

30
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に
よ
り
2
0
3
0
年

ま
で
に
陸
域
・
海
域
の
30
%
以
上
を
保
護
地

域
に
す
る
目
標
が
進
め
ら
れ
、
農
地
な
ど
も

保
全
に
役
立
て
る
動
き
が
あ
る
こ
と
を
説

明
。
ま
た
、
保
護
地
域
に
は
従
来
の
制
度
に

属
さ
な
い
民
間
の
管
理
に
よ
る
自
然
も
含
め

る
べ
き
と
の
議
論
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
ま
し
た
。
加
え
て
日
本
や
オ
ラ
ン
ダ

の
事
例
を
挙
げ
、
防
災
や
地
域
振
興
と
連
携

し
た
新
た
な
国
立
公
園
の
価
値
を
紹
介
。
さ

ら
に
、
地
域
性
や
ブ
ラ
ン
ド
化
の
視
点
か
ら

国
立
公
園
の
あ
り
方
が
多
様
化
し
、
E
U
を

含
む
国
際
的
な
動
向
が
重
要
と
示
唆
し
た
上

で
、
研
究
と
成
果
の
公
表
を
進
め
る
重
要
性

を
強
調
し
ま
し
た
。

　
続
け
て
中
島
教
授
か
ら
は
、
自
然
保
護
の

対
象
や
管
理
シ
ス
テ
ム
の
新
し
さ
に
関
す
る

問
い
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
自

然
性
の
高
い
地
域
だ
け
で
な
く
、
都
市
や
水

辺
な
ど
の
新
し
い
領
域
を
含
む
総
合
的
な
連

携
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
環
境
問
題
を

都
市
、
農
村
、
自
然
が
つ
な
が
る
一
体
的
な

視
点
で
捉
え
直
す
重
要
性
を
指
摘
。
国
立
公

園
に
つ
い
て
は
、
固
定
的
な
風
景
観
賞
か
ら

移
動
や
体
験
を
通
じ
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
重

要
と
な
る
こ
と
。
ま
た
、
企
業
の
協
力
を
活

用
し
つ
つ
、
地
域
住
民
や
小
規
模
団
体
を
含

む
多
様
な
主
体
の
連
携
を
持
続
可
能
な
形
で

実
現
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
挙
げ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
環
境
保
護
が
企
業
や
市
民
に

と
っ
て
「
当
た
り
前
」
と
な
る
新
し
い
時
代

が
到
来
す
る
こ
と
を
見
据
え
、
持
続
可
能
な

取
り
組
み
の
推
進
の
重
要
性
に
つ
い
て
指
摘

し
ま
し
た
。

　
続
け
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観
光
政
策
に

つ
い
て
の
報
告
に
対
し
て
は
、
中
島
教
授
よ

り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
の

都
市
政
策
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
続

け
て
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や

バ
ル
セ
ロ
ナ
が
、
観
光
客
で
は
な
く
生
活
者

を
重
視
す
る
都
市
づ
く
り
へ
と
方
針
を
明
確

に
し
た
事
例
を
紹
介
。
観
光
の
増
加
が
不
動

産
価
格
の
高
騰
や
住
宅
供
給
の
減
少
、
中
心

市
街
地
の
空
洞
化
を
引
き
起
こ
し
、
都
市
構

造
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
上
で
、
観
光
と
生
活
の
調
和
を
具
体

的
に
政
策
化
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
都
市
の
「
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
」

概
念
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
受
け
入
れ
可
能
な

観
光
客
数
を
設
定
し
つ
つ
も
、
そ
の
基
準
や

測
定
方
法
の
議
論
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
観
光
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス

を
最
適
化
す
る
た
め
に
は
、
最
大
限

の
収
容
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、
住

民
の
生
活
の
質
や
観
光
の
質
を
維
持

す
る
包
括
的
な
方
策
が
必
要
だ
と
い

う
点
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
山
本
准
教
授
か
ら
は
、
日

本
で
も
参
考
に
な
る
事
例
と
し
て
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
国
際
地
理
学
会

で
報
告
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ

の
新
た
な
規
制
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
国

立
公
園
に
お
け
る
入
域
料
な
ど
の
価

格
政
策
に
対
し
て
反
対
意
見
が
多

か
っ
た
過
去
を
振
り
返
り
つ
つ
、
観

光
税
に
よ
る
利
用
者
抑
制
が
世
界
的

に
普
及
し
つ
つ
あ
る
現
状
に
つ
い
て

指
摘
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観
光
税
導
入
に

よ
る
宿
泊
者
数
抑
制
の
試
み
に
つ
い
て
も
触

れ
た
上
で
、
負
担
の
妥
当
性
や
公
平
性
の
議

論
が
求
め
ら
れ
る
と
解
説
。
日
本
で
も
具
体

的
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
性
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

　
2
日
目
の
冒
頭
で
は
、
ア
メ
リ
カ
・
セ
ン

ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
原
忠
之
氏
に
よ
る

基
調
講
演
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
観
光
支
出
を

利
用
し
た
地
方
創
生
に
向
け
た
人
材
育
成
」

活 動 報 告

「       

旅
行
動
向

シン
ポ
ジ
ウム
」を

開
催

第

回
34

開
催
日
時
…

開
催
方
法
…

「
第
34
回

旅
行
動
向

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

開
催
概
要

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
地
方
創
生
の
財
源
活
用
」
で
、

具
体
的
な
実
践
事
例
や
課
題
解
決
策
に
つ
い

て
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
を
報
告
し

ま
す
。　

ま
ず
前
半
で
は
、
当
財
団
五
木
田
上
席
主

任
研
究
員
よ
り
、
国
内
旅
行
、
海
外
旅
行
お

よ
び
今
後
の
旅
行
意
向
に
焦
点
を
当
て
、
調

査
デ
ー
タ
を
基
に
分
析
を
行
っ
た
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以

下
の
通
り
で
す
。

●
国
内
旅
行
に
つ
い
て

・
2
0
2
3
年
の
国
内
宿
泊
観
光
延
べ
旅
行

者
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回
復
。

・
旅
行
経
験
率
は
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
半
減
し

た
も
の
の
、
2
0
2
3
年
に
は
約
9
割
ま
で

回
復
、
旅
行
実
施
者
の
平
均
旅
行
回
数
は
1

割
増
加
。

・
年
代
別
で
は
20
代
が
最
も
早
く
回
復
し
、

70
代
以
上
は
回
復
が
遅
れ
て
い
る
。

・
旅
行
ス
タ
イ
ル
で
は
、
平
日
利
用
の
増
加

や
個
人
手
配
が
定
着
し
、
行
動
範
囲
が
広
が

る
傾
向
。

・
宿
泊
施
設
の
利
用
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準

に
戻
り
、
ホ
テ
ル
利
用
が
増
加
し
て
い
る
。

●
海
外
旅
行
に
つ
い
て

・
2
0
2
3
年
の
出
国
者
数
は
1
0
0
0
万

人
と
大
幅
に
増
加
し
た
も
の
の
、
2
0
1
9

年
の
半
分
に
と
ど
ま
る
。

・
旅
行
経
験
率
は
年
代
問
わ
ず
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
旅
行
者
の
平
均
回
数
は
増
加
す

る
な
ど
、
二
極
化
が
進
む
。

・
円
安
や
物
価
高
に
よ
る
割
高
感
の
影
響
が

大
き
く
、
韓
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
物
価
の
安

い
地
域
へ
の
需
要
が
高
ま
る
。

●
今
後
の
旅
行
意
向

・
国
内
旅
行
意
向
は
高
い
水
準
を
維
持
し
て

い
る
が
、
海
外
旅
行
に
関
し
て
は
「
行
き
た
く

な
い
」
と
の
回
答
が
依
然
と
し
て
高
い
。

・
海
外
旅
行
を
控
え
る
理
由
に
は
物
価
高
や

治
安
不
安
が
挙
げ
ら
れ
、
回
復
に
は
時
間
を

要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
日
常
生
活
の
中
で
も
、
レ
ジ
ャ
ー
・
余
暇

生
活
の
位
置
づ
け
が
低
下
し
て
い
る
。

・
20
代
に
と
っ
て
は
、
旅
行
時
に
お
け
る
手

配
の
手
軽
さ
、
通
信
環
境
の
充
実
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
続
け
て
後
半
で
は
、
当
財
団
柿
島
上
席
主

任
研
究
委
員
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
市
場

動
向
に
つ
い
て
、「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア

ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向

調
査
」の
結
果
よ
り
、解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
日
本
の
人
気
と
再
訪
意
向

・
日
本
は
次
の
海
外
旅
行
先
と
し
て
依
然
高

い
人
気
を
維
持
。

・
ア
ジ
ア
で
は
再
訪
意
向
率
が
非
常
に
高

く
、
欧
米
豪
で
も
訪
問
経
験
者
の
再
訪
意

向
率
が
高
い
。

・
欧
米
豪
で
の
初
回
訪
問
者
誘
致
が
重
要
。

●
訪
日
旅
行
者
の
傾
向

・
2
0
2
2
年
10
月
以
降
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世

代
の
割
合
が
増
加
。

・
中
高
年
層
の
割
合
が
低
下
す
る
傾
向
。

●
円
安
に
よ
る
影
響
と
課
題

・
円
安
が
訪
日
旅
行
や
消
費
を
後
押
し
。

・
需
要
増
に
よ
る
混
雑
や
地
域
偏
在
が
課
題
。

・
地
方
部
へ
の
旅
行
者
分
散
が
必
要
。

●
地
方
部
の
観
光
振
興

・
自
然
資
源
を
活
用
し
た
体
験
型
観
光
に
成

長
の
可
能
性
。

・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
多
様
な
体
験
活
動

の
拡
大
が
重
要
。

●
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
へ
の
意
識

・
観
光
地
保
護
の
た
め
の
入
場
料
値
上
げ
や

税
の
賦
課
に
約
6
割
が
賛
成
。

・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
へ
の
関
心
は

高
い
が
、
行
動
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

・
貢
献
意
識
を
行
動
に
つ
な
げ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。

　
デ
ー
タ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
財
団
発
行

の『
旅
行
年
報
2
0
2
4
』を
参
照
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉『
旅
行
年
報
2
0
2
4
』（
公
財
）
日

本
交
通
公
社
2
0
2
4
年

h
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w
w
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o
o
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n
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n
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o
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2
4
/

　
本
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
当
財
団
那
須
副
主

任
研
究
員
よ
り
、
欧
州
視
察
で
オ
ラ
ン
ダ
の

国
立
公
園
を
訪
問
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、

オ
ラ
ン
ダ
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園

に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
続
け
て
当

財
団
後
藤
主
任
研
究
員
よ
り
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
観
光
政
策
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
や
新
し
い
観
光

条
例
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
上
で
、

東
京
大
学
の
中
島
直
人
氏
と
山
本
清
龍
氏
に

よ
る
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
2
4
年
10
月
31
日
お
よ
び
11
月
1
日

の
2
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
・
青
山
の
日
本

交
通
公
社
ビ
ル
に
お
い
て
、
第
34
回
旅
行
動

向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
初
日
は
、
当
財
団
が
実

施
し
た
独
自
調
査
に
基
づ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
回
復
を
テ
ー
マ
に
市
場
動
向
を
分
析
。

加
え
て
、
研
究
員
に
よ
る
海
外
観
光
地
の
最

新
事
例
の
報
告
や
、
東
京
大
学
の
中
島
直
人

氏
と
山
本
清
龍
氏
に
よ
る
専
門
的
な
解
説
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
続
け
て
2
日
目
に
は
、
ア

メ
リ
カ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
原

忠
之
氏
が
基
調
講
演
を
実
施
。
地
方
創
生
に

お
け
る
観
光
地
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
講

演
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
続
き
、
観
光
庁
や
京

都
市
観
光
協
会
の
有
識
者
を
交
え
た
パ
ネ
ル

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
指
摘
さ
れ
た
主

な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
観
光
の
目
的
と
観
光
地
経
営
の
重
要
性

　
講
演
の
冒
頭
で
、
観
光
の
主
な
目
的
は
、

納
税
者
の
生
活
水
準
の
質
の
維
持
・
向
上
で

あ
る
と
強
調
。
ま
た
、
観
光
地
経
営
に
は
、

観
光
地
の
開
発
、
経
営
、
地
域
社
会
と
の
共

存
、
持
続
性
を
意
識
し
た
組
織
行
動
が
含
ま

れ
る
と
解
説
し
ま
し
た
。
特
に
、
ア
メ
リ
カ

の
D
M
O
の
例
を
挙
げ
、
セ
ー
ル
ス
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
経
営
や
地

域
社
会
と
の
共
存
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。

●
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
日
米
の
観
光
協

会
の
違
い

　
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
つ
い

て
説
明
し
、
認
知
、
考
慮
、
優
先
順
位
付
け
、

準
備
、
訪
問
、
拡
散
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
る
こ

と
を
解
説
。
ま
た
、
日
本
型
の
観
光
協
会
と

米
国
型
D
M
O
に
つ
い
て
財
源
の
点
か
ら
違

い
を
説
明
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
ア
メ
リ

カ
で
は
特
別
地
方
税
か
ら
の
資
金
を
エ
ス
ク

ロ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
に
入
れ
、
一
般
財
源
に
は

依
存
し
な
い
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
を
採

用
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

●
季
節
性
の
問
題
と
観
光
資
源
の
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
戦
略

　
観
光
産
業
の
最
大
の
敵
は
季
節
性
で
あ
る

主催者挨拶

11
月
1
日（
金
）

10
月
31
日（
木
）14
：
00
〜
16
：
30

13
：
30
〜
16
：
30

特
別
企
画

こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生
と
財
源
活
用
の
あ
り
方
を
考
え
る

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
観
光
支
出
を
利
用
し
た
地
方
創
生
に
向
け
た
人
材
育
成
」

「
こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生
と
財
源
活
用
の
あ
り
方
」
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ゼ
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准
教
授
／

九
州
産
業
大
学
地
域
共
創
学
部
客
員
教
授
兼
任

原 

忠
之

観
光
庁 

観
光
戦
略
課
長

河
田
敦
弥

（
公
社
）京
都
市
観
光
協
会
事
務
局
次
長
／

（
公
財
）京
都
文
化
交
流
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
事
務
局
次
長

赤
星
周
平
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そ
し
て
、
原
テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授
、
菅
野

上
席
主
任
研
究
員
に
、
観
光
庁
・
河
田
敦
弥

氏
と
京
都
市
観
光
協
会
・
赤
星
周
平
氏
が
加

わ
り
、
当
財
団
理
事
／
観
光
研
究
部
長
・
山

田
の
進
行
の
下
、「
こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生

と
財
源
活
用
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
観
光

振
興
財
源
と
し
て
の
宿
泊
税
の
導
入
と
活
用

を
中
心
に
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず

モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
山
田
よ
り
、
宿
泊
税
が
観

光
振
興
の
重
要
な
財
源
と
な
り
、
D
M
O
に

優
秀
な
人
材
を
集
め
、
地
域
活
性
化
に
寄
与

す
る
点
に
つ
い
て
投
げ
か
け
が
行
わ
れ
、
原

氏
か
ら
は
、ア
メ
リ
カ
で
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
が
盛
ん
で
、
高
い
初
任

給
が
観
光
産
業
へ
の
優
秀
な
人
材
の
流
入
を

促
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
一
方
、
京
都
市
に
つ
い
て
は
、
赤
星

事
務
局
次
長
が
宿
泊
税
の
使
途
が
観
光
以
外

に
転
用
さ
れ
る
懸
念
や
定
率
制
導
入
の
課
題

が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
河
田
観
光

戦
略
課
長
か
ら
は
原
テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授
の

講
演
内
容
を
受
け
て
、
観
光
産
業
が
女
性
の

活
躍
に
適
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
就
業
環

境
改
善
や
働
き
方
改
革
の
必
要
性
に
つ
い
て

指
摘
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
原

テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授
よ
り
観
光
産
業
の
政
治

的
影
響
力
の
強
化
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の

例
を
基
に
ロ
ビ
ー
活
動
と
政
治
家
と
の
関
係

構
築
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
議
論

を
通
じ
て
、
財
源
確
保
、
人
材
育
成
、
地
域

特
性
の
尊
重
、
女
性
の
活
躍
推
進
、
政
府
の

役
割
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
に
お
け
る
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
、
非
常
に
充
実
し
た
内
容
の
2
日
間

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
J
T
B
F
で
は
旅

行
・
観
光
分
野
の
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関

と
し
て
、
社
会
に
求
め
ら
れ
る
研
究
テ
ー
マ

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
旅
行
動
向
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
の
場
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
よ
り

有
益
な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
（
文
責
：
J
T
B
F
・
中
島 

泰
）

と
指
摘
し
、
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
は
観

光
資
源
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
戦
略
が
必
要
だ

と
述
べ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ス
キ
ー
場
と
沖

縄
の
ピ
ー
ク
時
期
が
異
な
る
こ
と
を
利
用
し

て
業
務
提
携
を
行
い
、
正
規
雇
用
を
増
や
す

可
能
性
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

●
人
材
育
成
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
教
育
の
重
要
性

　
観
光
産
業
に
お
け
る
人
材
不
足
、
特
に
中

間
管
理
職
の
不
足
を
指
摘
し
、
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
重

要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
英
語

で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
を
勉

強
し
、
現
場
で
業
務
遂
行
で
き

る
経
営
人
材
が
日
本
で
は
不
足

し
て
い
る
と
指
摘
し
、
世
界
で

通
用
す
る
人
材
育
成
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

●
賃
金
問
題
と
女
性
の
雇
用

　
観
光
産
業
に
お
け
る
低
賃
金

問
題
を
取
り
上
げ
、
特
に
非
正

規
雇
用
の
女
性
の
賃
金
が
低
い

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
日
本

と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宿
泊
業

界
の
女
性
の
平
均
年
収
の
差
を

例
に
挙
げ
、
賃
金
引
き
上
げ
の

必
要
性
を
指
摘
。
ま
た
、
女
性

の
消
費
が
経
済
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
も
言
及
し
、
女
性
の
賃
金
を
上
げ

る
こ
と
が
経
済
全
体
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
つ
い
て
強
調
し
ま
し
た
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
と
英
語
力
の
重
要
性

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
重
要
性
を
強
調
し
、

特
に
英
語
力
の
必
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

D
M
O
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
英
語
で
行
う
べ

き
だ
と
主
張
し
、
英
語
力
に
対
す
る
プ
レ
ミ

ア
ム
を
付
け
る
べ
き
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
T
O
E
I
C
等
の
英
語
資
格
に
応
じ
た

資
格
手
当
の
導
入
を
提
案
し
ま
し
た
。

●
空
港
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
と
入
国
管
理
の
効

率
化

　
最
後
に
、
日
本
の
空
港
イ
ン
フ
ラ
の
潜
在

的
な
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
、
よ
り
効
果

的
な
活
用
を
提
案
し
ま
し
た
。
特
に
、
ア
メ

リ
カ
や
カ
ナ
ダ
の
例
を
挙
げ
、
海
外
の
空
港

に
日
本
の
入
国
管
理
官
を
派
遣
す
る
こ
と

で
、
入
国
手
続
き
を
効
率
化
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
方
空
港
の
活
用
が
促
進
さ
れ
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
解
説

し
ま
し
た
。

　
続
け
て
、
当
財
団
菅
野
上
席
主
任
研
究
員

よ
り
、
J
T
B
F
自
主
研
究
と
し
て
進
め
ら

れ
て
き
た「
観
光
財
源
研
究
会
」の
活
動
に
つ

い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
観
光
財
源
研
究
会
の
活
動
内
容
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
以
下
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
公
園
に
関
す
る
報
告
に

対
し
て
は
、
ま
ず
山
本
准
教
授
よ
り
、
保
護

地
域
の
世
界
的
な
動
向
や
国
立
公
園
の
役
割

に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
ま
し
た
。「
30
b
y

30
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に
よ
り
2
0
3
0
年

ま
で
に
陸
域
・
海
域
の
30
%
以
上
を
保
護
地

域
に
す
る
目
標
が
進
め
ら
れ
、
農
地
な
ど
も

保
全
に
役
立
て
る
動
き
が
あ
る
こ
と
を
説

明
。
ま
た
、
保
護
地
域
に
は
従
来
の
制
度
に

属
さ
な
い
民
間
の
管
理
に
よ
る
自
然
も
含
め

る
べ
き
と
の
議
論
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
ま
し
た
。
加
え
て
日
本
や
オ
ラ
ン
ダ

の
事
例
を
挙
げ
、
防
災
や
地
域
振
興
と
連
携

し
た
新
た
な
国
立
公
園
の
価
値
を
紹
介
。
さ

ら
に
、
地
域
性
や
ブ
ラ
ン
ド
化
の
視
点
か
ら

国
立
公
園
の
あ
り
方
が
多
様
化
し
、
E
U
を

含
む
国
際
的
な
動
向
が
重
要
と
示
唆
し
た
上

で
、
研
究
と
成
果
の
公
表
を
進
め
る
重
要
性

を
強
調
し
ま
し
た
。

　
続
け
て
中
島
教
授
か
ら
は
、
自
然
保
護
の

対
象
や
管
理
シ
ス
テ
ム
の
新
し
さ
に
関
す
る

問
い
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
自

然
性
の
高
い
地
域
だ
け
で
な
く
、
都
市
や
水

辺
な
ど
の
新
し
い
領
域
を
含
む
総
合
的
な
連

携
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
環
境
問
題
を

都
市
、
農
村
、
自
然
が
つ
な
が
る
一
体
的
な

視
点
で
捉
え
直
す
重
要
性
を
指
摘
。
国
立
公

園
に
つ
い
て
は
、
固
定
的
な
風
景
観
賞
か
ら

移
動
や
体
験
を
通
じ
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
重

要
と
な
る
こ
と
。
ま
た
、
企
業
の
協
力
を
活

用
し
つ
つ
、
地
域
住
民
や
小
規
模
団
体
を
含

む
多
様
な
主
体
の
連
携
を
持
続
可
能
な
形
で

実
現
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
挙
げ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
環
境
保
護
が
企
業
や
市
民
に

と
っ
て
「
当
た
り
前
」
と
な
る
新
し
い
時
代

が
到
来
す
る
こ
と
を
見
据
え
、
持
続
可
能
な

取
り
組
み
の
推
進
の
重
要
性
に
つ
い
て
指
摘

し
ま
し
た
。

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観
光
政
策
に
つ
い
て

の
報
告
に
対
し
て
は
、中
島
教
授
よ
り
、オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
の
都
市
政
策

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
続
け
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
、
観
光
客
で
は
な
く
生
活
者
を
重
視

す
る
都
市
づ
く
り
へ
と
方
針
を
明
確
に
し
た

事
例
を
紹
介
。
観
光
の
増
加
が
不
動
産
価
格

の
高
騰
や
住
宅
供
給
の
減
少
、
中
心
市
街
地

の
空
洞
化
を
引
き
起
こ
し
、
都
市
構
造
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た

上
で
、
観
光
と
生
活
の
調
和
を
具
体
的
に
政

策
化
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
都
市
の
「
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
」
概
念
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
受
け
入
れ
可
能
な
観
光
客

数
を
設
定
し
つ
つ
も
、
そ
の
基
準
や
測
定
方

法
の
議
論
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
観
光
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
最

適
化
す
る
た
め
に
は
、
最
大
限
の
収

容
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、
住
民
の

生
活
の
質
や
観
光
の
質
を
維
持
す
る

包
括
的
な
方
策
が
必
要
だ
と
い
う
点

も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
山
本
准
教
授
か
ら
は
、
日

本
で
も
参
考
に
な
る
事
例
と
し
て
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
国
際
地
理
学
会

で
報
告
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ

の
新
た
な
規
制
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
国

立
公
園
に
お
け
る
入
域
料
な
ど
の
価

格
政
策
に
対
し
て
反
対
意
見
が
多

か
っ
た
過
去
を
振
り
返
り
つ
つ
、
観

光
税
に
よ
る
利
用
者
抑
制
が
世
界
的

に
普
及
し
つ
つ
あ
る
現
状
に
つ
い
て

指
摘
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観
光
税
導
入
に

よ
る
宿
泊
者
数
抑
制
の
試
み
に
つ
い
て
も
触

れ
た
上
で
、
負
担
の
妥
当
性
や
公
平
性
の
議

論
が
求
め
ら
れ
る
と
解
説
。
日
本
で
も
具
体

的
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
性
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

　
2
日
目
の
冒
頭
で
は
、
ア
メ
リ
カ
・
セ
ン

ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
原
忠
之
氏
に
よ
る

基
調
講
演
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
観
光
支
出
を

利
用
し
た
地
方
創
生
に
向
け
た
人
材
育
成
」

活 動 報 告

「       

旅
行
動
向

シン
ポ
ジ
ウム
」を

開
催

第

回
34

開
催
日
時
…

開
催
方
法
…

「
第
34
回

旅
行
動
向

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

開
催
概
要

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
地
方
創
生
の
財
源
活
用
」
で
、

具
体
的
な
実
践
事
例
や
課
題
解
決
策
に
つ
い

て
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
を
報
告
し

ま
す
。　

ま
ず
前
半
で
は
、
当
財
団
五
木
田
上
席
主

任
研
究
員
よ
り
、
国
内
旅
行
、
海
外
旅
行
お

よ
び
今
後
の
旅
行
意
向
に
焦
点
を
当
て
、
調

査
デ
ー
タ
を
基
に
分
析
を
行
っ
た
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以

下
の
通
り
で
す
。

●
国
内
旅
行
に
つ
い
て

・
2
0
2
3
年
の
国
内
宿
泊
観
光
延
べ
旅
行

者
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回
復
。

・
旅
行
経
験
率
は
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
半
減
し

た
も
の
の
、
2
0
2
3
年
に
は
約
9
割
ま
で

回
復
、
旅
行
実
施
者
の
平
均
旅
行
回
数
は
1

割
増
加
。

・
年
代
別
で
は
20
代
が
最
も
早
く
回
復
し
、

70
代
以
上
は
回
復
が
遅
れ
て
い
る
。

・
旅
行
ス
タ
イ
ル
で
は
、
平
日
利
用
の
増
加

や
個
人
手
配
が
定
着
し
、
行
動
範
囲
が
広
が

る
傾
向
。

・
宿
泊
施
設
の
利
用
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準

に
戻
り
、
ホ
テ
ル
利
用
が
増
加
し
て
い
る
。

●
海
外
旅
行
に
つ
い
て

・
2
0
2
3
年
の
出
国
者
数
は
1
0
0
0
万

人
と
大
幅
に
増
加
し
た
も
の
の
、
2
0
1
9

年
の
半
分
に
と
ど
ま
る
。

・
旅
行
経
験
率
は
年
代
問
わ
ず
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
旅
行
者
の
平
均
回
数
は
増
加
す

る
な
ど
、
二
極
化
が
進
む
。

・
円
安
や
物
価
高
に
よ
る
割
高
感
の
影
響
が

大
き
く
、
韓
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
物
価
の
安

い
地
域
へ
の
需
要
が
高
ま
る
。

●
今
後
の
旅
行
意
向

・
国
内
旅
行
意
向
は
高
い
水
準
を
維
持
し
て

い
る
が
、
海
外
旅
行
に
関
し
て
は
「
行
き
た
く

な
い
」
と
の
回
答
が
依
然
と
し
て
高
い
。

・
海
外
旅
行
を
控
え
る
理
由
に
は
物
価
高
や

治
安
不
安
が
挙
げ
ら
れ
、
回
復
に
は
時
間
を

要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
日
常
生
活
の
中
で
も
、
レ
ジ
ャ
ー
・
余
暇

生
活
の
位
置
づ
け
が
低
下
し
て
い
る
。

・
20
代
に
と
っ
て
は
、
旅
行
時
に
お
け
る
手

配
の
手
軽
さ
、
通
信
環
境
の
充
実
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
続
け
て
後
半
で
は
、
当
財
団
柿
島
上
席
主

任
研
究
員
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
市
場
動

向
に
つ
い
て
、「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・

欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」

の
結
果
よ
り
、
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
日
本
の
人
気
と
再
訪
意
向

・
日
本
は
次
の
海
外
旅
行
先
と
し
て
依
然
高

い
人
気
を
維
持
。

・
ア
ジ
ア
で
は
再
訪
意
向
率
が
非
常
に
高

く
、
欧
米
豪
で
も
訪
問
経
験
者
の
再
訪
意

向
率
が
高
い
。

・
欧
米
豪
で
の
初
回
訪
問
者
誘
致
が
重
要
。

●
訪
日
旅
行
者
の
傾
向

・
2
0
2
2
年
10
月
以
降
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世

代
の
割
合
が
増
加
。

・
中
高
年
層
の
割
合
が
低
下
す
る
傾
向
。

●
円
安
に
よ
る
影
響
と
課
題

・
円
安
が
訪
日
旅
行
や
消
費
を
後
押
し
。

・
需
要
増
に
よ
る
混
雑
や
地
域
偏
在
が
課
題
。

・
地
方
部
へ
の
旅
行
者
分
散
が
必
要
。

●
地
方
部
の
観
光
振
興

・
自
然
資
源
を
活
用
し
た
体
験
型
観
光
に
成

長
の
可
能
性
。

・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
多
様
な
体
験
活
動

の
拡
大
が
重
要
。

●
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
へ
の
意
識

・
観
光
地
保
護
の
た
め
の
入
場
料
値
上
げ
や

税
の
賦
課
に
約
6
割
が
賛
成
。

・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
へ
の
関
心
は

高
い
が
、
行
動
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

・
貢
献
意
識
を
行
動
に
つ
な
げ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。

　
デ
ー
タ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
財
団
発
行

の『
旅
行
年
報
2
0
2
4
』を
参
照
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉『
旅
行
年
報
2
0
2
4
』（
公
財
）
日

本
交
通
公
社
2
0
2
4
年
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o
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/

　
本
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
当
財
団
那
須
副
主

任
研
究
員
よ
り
、
欧
州
視
察
で
オ
ラ
ン
ダ
の

国
立
公
園
を
訪
問
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、

オ
ラ
ン
ダ
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園

に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
続
け
て
当

財
団
後
藤
主
任
研
究
員
よ
り
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
観
光
政
策
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
や
新
し
い
観
光

条
例
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
上
で
、

東
京
大
学
の
中
島
直
人
氏
と
山
本
清
龍
氏
に

よ
る
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
2
4
年
10
月
31
日
お
よ
び
11
月
1
日

の
2
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
・
青
山
の
日
本

交
通
公
社
ビ
ル
に
お
い
て
、
第
34
回
旅
行
動

向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
初
日
は
、
当
財
団
が
実

施
し
た
独
自
調
査
に
基
づ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
回
復
を
テ
ー
マ
に
市
場
動
向
を
分
析
。

加
え
て
、
研
究
員
に
よ
る
海
外
観
光
地
の
最

新
事
例
の
報
告
や
、
東
京
大
学
の
中
島
直
人

氏
と
山
本
清
龍
氏
に
よ
る
専
門
的
な
解
説
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
続
け
て
2
日
目
に
は
、
ア

メ
リ
カ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
原

忠
之
氏
が
基
調
講
演
を
実
施
。
地
方
創
生
に

お
け
る
観
光
地
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
講

演
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
続
き
、
観
光
庁
や
京

都
市
観
光
協
会
の
有
識
者
を
交
え
た
パ
ネ
ル

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
指
摘
さ
れ
た
主

な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
観
光
の
目
的
と
観
光
地
経
営
の
重
要
性

　
講
演
の
冒
頭
で
、
観
光
の
主
な
目
的
は
、

納
税
者
の
生
活
水
準
の
質
の
維
持
・
向
上
で

あ
る
と
強
調
。
ま
た
、
観
光
地
経
営
に
は
、

観
光
地
の
開
発
、
経
営
、
地
域
社
会
と
の
共

存
、
持
続
性
を
意
識
し
た
組
織
行
動
が
含
ま

れ
る
と
解
説
し
ま
し
た
。
特
に
、
ア
メ
リ
カ

の
D
M
O
の
例
を
挙
げ
、
セ
ー
ル
ス
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
経
営
や
地

域
社
会
と
の
共
存
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。

●
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
日
米
の
観
光
協

会
の
違
い

　
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
つ
い

て
説
明
し
、
認
知
、
考
慮
、
優
先
順
位
付
け
、

準
備
、
訪
問
、
拡
散
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
る
こ

と
を
解
説
。
ま
た
、
日
本
型
の
観
光
協
会
と

米
国
型
D
M
O
に
つ
い
て
財
源
の
点
か
ら
違

い
を
説
明
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
ア
メ
リ

カ
で
は
特
別
地
方
税
か
ら
の
資
金
を
エ
ス
ク

ロ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
に
入
れ
、
一
般
財
源
に
は

依
存
し
な
い
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
を
採

用
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

●
季
節
性
の
問
題
と
観
光
資
源
の
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
戦
略

　
観
光
産
業
の
最
大
の
敵
は
季
節
性
で
あ
る
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そ
し
て
、
原
テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授
、
菅
野

上
席
主
任
研
究
員
に
、
観
光
庁
・
河
田
敦
弥

氏
と
京
都
市
観
光
協
会
・
赤
星
周
平
氏
が
加

わ
り
、
当
財
団
理
事
／
観
光
研
究
部
長
・
山

田
の
進
行
の
下
、「
こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生

と
財
源
活
用
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
観
光

振
興
財
源
と
し
て
の
宿
泊
税
の
導
入
と
活
用

を
中
心
に
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず

モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
山
田
よ
り
、
宿
泊
税
が
観

光
振
興
の
重
要
な
財
源
と
な
り
、
D
M
O
に

優
秀
な
人
材
を
集
め
、
地
域
活
性
化
に
寄
与

す
る
点
に
つ
い
て
投
げ
か
け
が
行
わ
れ
、
原

氏
か
ら
は
、ア
メ
リ
カ
で
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
が
盛
ん
で
、
高
い
初
任

給
が
観
光
産
業
へ
の
優
秀
な
人
材
の
流
入
を

促
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
一
方
、
京
都
市
に
つ
い
て
は
、
赤
星

事
務
局
次
長
が
宿
泊
税
の
使
途
が
観
光
以
外

に
転
用
さ
れ
る
懸
念
や
定
率
制
導
入
の
課
題

が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
河
田
観
光

戦
略
課
長
か
ら
は
原
テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授
の

講
演
内
容
を
受
け
て
、
観
光
産
業
が
女
性
の

活
躍
に
適
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
就
業
環

境
改
善
や
働
き
方
改
革
の
必
要
性
に
つ
い
て

指
摘
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
原

テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授
よ
り
観
光
産
業
の
政
治

的
影
響
力
の
強
化
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の

例
を
基
に
ロ
ビ
ー
活
動
と
政
治
家
と
の
関
係

構
築
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
議
論

を
通
じ
て
、
財
源
確
保
、
人
材
育
成
、
地
域

特
性
の
尊
重
、
女
性
の
活
躍
推
進
、
政
府
の

役
割
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
に
お
け
る
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
、
非
常
に
充
実
し
た
内
容
の
2
日
間

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
J
T
B
F
で
は
旅

行
・
観
光
分
野
の
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関

と
し
て
、
社
会
に
求
め
ら
れ
る
研
究
テ
ー
マ

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
旅
行
動
向
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
の
場
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
よ
り

有
益
な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
（
文
責
：
J
T
B
F
・
中
島 

泰
）

と
指
摘
し
、
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
は
観

光
資
源
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
戦
略
が
必
要
だ

と
述
べ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ス
キ
ー
場
と
沖

縄
の
ピ
ー
ク
時
期
が
異
な
る
こ
と
を
利
用
し

て
業
務
提
携
を
行
い
、
正
規
雇
用
を
増
や
す

可
能
性
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

●
人
材
育
成
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
教
育
の
重
要
性

　
観
光
産
業
に
お
け
る
人
材
不
足
、
特
に
中

間
管
理
職
の
不
足
を
指
摘
し
、
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
重

要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
英
語

で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
を
勉

強
し
、
現
場
で
業
務
遂
行
で
き

る
経
営
人
材
が
日
本
で
は
不
足

し
て
い
る
と
指
摘
し
、
世
界
で

通
用
す
る
人
材
育
成
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

●
賃
金
問
題
と
女
性
の
雇
用

　
観
光
産
業
に
お
け
る
低
賃
金

問
題
を
取
り
上
げ
、
特
に
非
正

規
雇
用
の
女
性
の
賃
金
が
低
い

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
日
本

と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宿
泊
業

界
の
女
性
の
平
均
年
収
の
差
を

例
に
挙
げ
、
賃
金
引
き
上
げ
の

必
要
性
を
指
摘
。
ま
た
、
女
性

の
消
費
が
経
済
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
も
言
及
し
、
女
性
の
賃
金
を
上
げ

る
こ
と
が
経
済
全
体
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
つ
い
て
強
調
し
ま
し
た
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
と
英
語
力
の
重
要
性

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
重
要
性
を
強
調
し
、

特
に
英
語
力
の
必
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

D
M
O
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
英
語
で
行
う
べ

き
だ
と
主
張
し
、
英
語
力
に
対
す
る
プ
レ
ミ

ア
ム
を
付
け
る
べ
き
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
T
O
E
I
C
等
の
英
語
資
格
に
応
じ
た

資
格
手
当
の
導
入
を
提
案
し
ま
し
た
。

●
空
港
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
と
入
国
管
理
の
効

率
化

　
最
後
に
、
日
本
の
空
港
イ
ン
フ
ラ
の
潜
在

的
な
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
、
よ
り
効
果

的
な
活
用
を
提
案
し
ま
し
た
。
特
に
、
ア
メ

リ
カ
や
カ
ナ
ダ
の
例
を
挙
げ
、
海
外
の
空
港

に
日
本
の
入
国
管
理
官
を
派
遣
す
る
こ
と

で
、
入
国
手
続
き
を
効
率
化
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
方
空
港
の
活
用
が
促
進
さ
れ
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
解
説

し
ま
し
た
。

　
続
け
て
、
当
財
団
菅
野
上
席
主
任
研
究
員

よ
り
、
J
T
B
F
自
主
研
究
と
し
て
進
め
ら

れ
て
き
た「
観
光
財
源
研
究
会
」の
活
動
に
つ

い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
観
光
財
源
研
究
会
の
活
動
内
容
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
以
下
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
公
園
に
関
す
る
報
告
に

対
し
て
は
、
ま
ず
山
本
准
教
授
よ
り
、
保
護

地
域
の
世
界
的
な
動
向
や
国
立
公
園
の
役
割

に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
ま
し
た
。「
30
b
y

30
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に
よ
り
2
0
3
0
年

ま
で
に
陸
域
・
海
域
の
30
%
以
上
を
保
護
地

域
に
す
る
目
標
が
進
め
ら
れ
、
農
地
な
ど
も

保
全
に
役
立
て
る
動
き
が
あ
る
こ
と
を
説

明
。
ま
た
、
保
護
地
域
に
は
従
来
の
制
度
に

属
さ
な
い
民
間
の
管
理
に
よ
る
自
然
も
含
め

る
べ
き
と
の
議
論
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
ま
し
た
。
加
え
て
日
本
や
オ
ラ
ン
ダ

の
事
例
を
挙
げ
、
防
災
や
地
域
振
興
と
連
携

し
た
新
た
な
国
立
公
園
の
価
値
を
紹
介
。
さ

ら
に
、
地
域
性
や
ブ
ラ
ン
ド
化
の
視
点
か
ら

国
立
公
園
の
あ
り
方
が
多
様
化
し
、
E
U
を

含
む
国
際
的
な
動
向
が
重
要
と
示
唆
し
た
上

で
、
研
究
と
成
果
の
公
表
を
進
め
る
重
要
性

を
強
調
し
ま
し
た
。

　
続
け
て
中
島
教
授
か
ら
は
、
自
然
保
護
の

対
象
や
管
理
シ
ス
テ
ム
の
新
し
さ
に
関
す
る

問
い
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
自

然
性
の
高
い
地
域
だ
け
で
な
く
、
都
市
や
水

辺
な
ど
の
新
し
い
領
域
を
含
む
総
合
的
な
連

携
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
環
境
問
題
を

都
市
、
農
村
、
自
然
が
つ
な
が
る
一
体
的
な

視
点
で
捉
え
直
す
重
要
性
を
指
摘
。
国
立
公

園
に
つ
い
て
は
、
固
定
的
な
風
景
観
賞
か
ら

移
動
や
体
験
を
通
じ
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
重

要
と
な
る
こ
と
。
ま
た
、
企
業
の
協
力
を
活

用
し
つ
つ
、
地
域
住
民
や
小
規
模
団
体
を
含

む
多
様
な
主
体
の
連
携
を
持
続
可
能
な
形
で

実
現
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
挙
げ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
環
境
保
護
が
企
業
や
市
民
に

と
っ
て
「
当
た
り
前
」
と
な
る
新
し
い
時
代

が
到
来
す
る
こ
と
を
見
据
え
、
持
続
可
能
な

取
り
組
み
の
推
進
の
重
要
性
に
つ
い
て
指
摘

し
ま
し
た
。

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観
光
政
策
に
つ
い
て

の
報
告
に
対
し
て
は
、中
島
教
授
よ
り
、オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
の
都
市
政
策

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
続
け
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
バ
ル
セ

ロ
ナ
が
、
観
光
客
で
は
な
く
生
活
者
を
重
視

す
る
都
市
づ
く
り
へ
と
方
針
を
明
確
に
し
た

事
例
を
紹
介
。
観
光
の
増
加
が
不
動
産
価
格

の
高
騰
や
住
宅
供
給
の
減
少
、
中
心
市
街
地

の
空
洞
化
を
引
き
起
こ
し
、
都
市
構
造
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た

上
で
、
観
光
と
生
活
の
調
和
を
具
体
的
に
政

策
化
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
都
市
の
「
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
」
概
念
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
受
け
入
れ
可
能
な
観
光
客

数
を
設
定
し
つ
つ
も
、
そ
の
基
準
や
測
定
方

法
の
議
論
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
観
光
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
最

適
化
す
る
た
め
に
は
、
最
大
限
の
収

容
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、
住
民
の

生
活
の
質
や
観
光
の
質
を
維
持
す
る

包
括
的
な
方
策
が
必
要
だ
と
い
う
点

も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
山
本
准
教
授
か
ら
は
、
日

本
で
も
参
考
に
な
る
事
例
と
し
て
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
国
際
地
理
学
会

で
報
告
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ

の
新
た
な
規
制
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
国

立
公
園
に
お
け
る
入
域
料
な
ど
の
価

格
政
策
に
対
し
て
反
対
意
見
が
多

か
っ
た
過
去
を
振
り
返
り
つ
つ
、
観

光
税
に
よ
る
利
用
者
抑
制
が
世
界
的

に
普
及
し
つ
つ
あ
る
現
状
に
つ
い
て

指
摘
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観
光
税
導
入
に

よ
る
宿
泊
者
数
抑
制
の
試
み
に
つ
い
て
も
触

れ
た
上
で
、
負
担
の
妥
当
性
や
公
平
性
の
議

論
が
求
め
ら
れ
る
と
解
説
。
日
本
で
も
具
体

的
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
性
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

　
2
日
目
の
冒
頭
で
は
、
ア
メ
リ
カ
・
セ
ン

ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
原
忠
之
氏
に
よ
る

基
調
講
演
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
観
光
支
出
を

利
用
し
た
地
方
創
生
に
向
け
た
人
材
育
成
」

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
地
方
創
生
の
財
源
活
用
」
で
、

具
体
的
な
実
践
事
例
や
課
題
解
決
策
に
つ
い

て
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
を
報
告
し

ま
す
。　

ま
ず
前
半
で
は
、
当
財
団
五
木
田
上
席
主

任
研
究
員
よ
り
、
国
内
旅
行
、
海
外
旅
行
お

よ
び
今
後
の
旅
行
意
向
に
焦
点
を
当
て
、
調

査
デ
ー
タ
を
基
に
分
析
を
行
っ
た
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以

下
の
通
り
で
す
。

●
国
内
旅
行
に
つ
い
て

・
2
0
2
3
年
の
国
内
宿
泊
観
光
延
べ
旅
行

者
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回
復
。

・
旅
行
経
験
率
は
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
半
減
し

た
も
の
の
、
2
0
2
3
年
に
は
約
9
割
ま
で

回
復
、
旅
行
実
施
者
の
平
均
旅
行
回
数
は
1

割
増
加
。

・
年
代
別
で
は
20
代
が
最
も
早
く
回
復
し
、

70
代
以
上
は
回
復
が
遅
れ
て
い
る
。

・
旅
行
ス
タ
イ
ル
で
は
、
平
日
利
用
の
増
加

や
個
人
手
配
が
定
着
し
、
行
動
範
囲
が
広
が

る
傾
向
。

・
宿
泊
施
設
の
利
用
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準

に
戻
り
、
ホ
テ
ル
利
用
が
増
加
し
て
い
る
。

●
海
外
旅
行
に
つ
い
て

・
2
0
2
3
年
の
出
国
者
数
は
1
0
0
0
万

人
と
大
幅
に
増
加
し
た
も
の
の
、
2
0
1
9

年
の
半
分
に
と
ど
ま
る
。

・
旅
行
経
験
率
は
年
代
問
わ
ず
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
旅
行
者
の
平
均
回
数
は
増
加
す

る
な
ど
、
二
極
化
が
進
む
。

・
円
安
や
物
価
高
に
よ
る
割
高
感
の
影
響
が

大
き
く
、
韓
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
物
価
の
安

い
地
域
へ
の
需
要
が
高
ま
る
。

●
今
後
の
旅
行
意
向

・
国
内
旅
行
意
向
は
高
い
水
準
を
維
持
し
て

い
る
が
、
海
外
旅
行
に
関
し
て
は
「
行
き
た
く

な
い
」
と
の
回
答
が
依
然
と
し
て
高
い
。

・
海
外
旅
行
を
控
え
る
理
由
に
は
物
価
高
や

治
安
不
安
が
挙
げ
ら
れ
、
回
復
に
は
時
間
を

要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
日
常
生
活
の
中
で
も
、
レ
ジ
ャ
ー
・
余
暇

生
活
の
位
置
づ
け
が
低
下
し
て
い
る
。

・
20
代
に
と
っ
て
は
、
旅
行
時
に
お
け
る
手

配
の
手
軽
さ
、
通
信
環
境
の
充
実
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
続
け
て
後
半
で
は
、
当
財
団
柿
島
上
席
主

任
研
究
員
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
市
場
動

向
に
つ
い
て
、「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア
ジ
ア
・

欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向
調
査
」

の
結
果
よ
り
、
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
日
本
の
人
気
と
再
訪
意
向

・
日
本
は
次
の
海
外
旅
行
先
と
し
て
依
然
高

い
人
気
を
維
持
。

・
ア
ジ
ア
で
は
再
訪
意
向
率
が
非
常
に
高

く
、
欧
米
豪
で
も
訪
問
経
験
者
の
再
訪
意

向
率
が
高
い
。

・
欧
米
豪
で
の
初
回
訪
問
者
誘
致
が
重
要
。

●
訪
日
旅
行
者
の
傾
向

・
2
0
2
2
年
10
月
以
降
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世

代
の
割
合
が
増
加
。

・
中
高
年
層
の
割
合
が
低
下
す
る
傾
向
。

●
円
安
に
よ
る
影
響
と
課
題

・
円
安
が
訪
日
旅
行
や
消
費
を
後
押
し
。

・
需
要
増
に
よ
る
混
雑
や
地
域
偏
在
が
課
題
。

・
地
方
部
へ
の
旅
行
者
分
散
が
必
要
。

●
地
方
部
の
観
光
振
興

・
自
然
資
源
を
活
用
し
た
体
験
型
観
光
に
成

長
の
可
能
性
。

・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
多
様
な
体
験
活
動

の
拡
大
が
重
要
。

●
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
へ
の
意
識

・
観
光
地
保
護
の
た
め
の
入
場
料
値
上
げ
や

税
の
賦
課
に
約
6
割
が
賛
成
。

・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
へ
の
関
心
は

高
い
が
、
行
動
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

・
貢
献
意
識
を
行
動
に
つ
な
げ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。

　
デ
ー
タ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
財
団
発
行

の『
旅
行
年
報
2
0
2
4
』を
参
照
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉『
旅
行
年
報
2
0
2
4
』（
公
財
）
日

本
交
通
公
社
2
0
2
4
年
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本
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
当
財
団
那
須
副
主

任
研
究
員
よ
り
、
欧
州
視
察
で
オ
ラ
ン
ダ
の

国
立
公
園
を
訪
問
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、

オ
ラ
ン
ダ
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園

に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
続
け
て
当

財
団
後
藤
主
任
研
究
員
よ
り
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
観
光
政
策
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
や
新
し
い
観
光

条
例
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
上
で
、

東
京
大
学
の
中
島
直
人
氏
と
山
本
清
龍
氏
に

よ
る
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
2
4
年
10
月
31
日
お
よ
び
11
月
1
日

の
2
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
・
青
山
の
日
本

交
通
公
社
ビ
ル
に
お
い
て
、
第
34
回
旅
行
動

向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
初
日
は
、
当
財
団
が
実

施
し
た
独
自
調
査
に
基
づ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
回
復
を
テ
ー
マ
に
市
場
動
向
を
分
析
。

加
え
て
、
研
究
員
に
よ
る
海
外
観
光
地
の
最

新
事
例
の
報
告
や
、
東
京
大
学
の
中
島
直
人

氏
と
山
本
清
龍
氏
に
よ
る
専
門
的
な
解
説
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
続
け
て
2
日
目
に
は
、
ア

メ
リ
カ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
原

忠
之
氏
が
基
調
講
演
を
実
施
。
地
方
創
生
に

お
け
る
観
光
地
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
講

演
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
続
き
、
観
光
庁
や
京

都
市
観
光
協
会
の
有
識
者
を
交
え
た
パ
ネ
ル

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
指
摘
さ
れ
た
主

な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
観
光
の
目
的
と
観
光
地
経
営
の
重
要
性

　
講
演
の
冒
頭
で
、
観
光
の
主
な
目
的
は
、

納
税
者
の
生
活
水
準
の
質
の
維
持
・
向
上
で

あ
る
と
強
調
。
ま
た
、
観
光
地
経
営
に
は
、

観
光
地
の
開
発
、
経
営
、
地
域
社
会
と
の
共

存
、
持
続
性
を
意
識
し
た
組
織
行
動
が
含
ま

れ
る
と
解
説
し
ま
し
た
。
特
に
、
ア
メ
リ
カ

の
D
M
O
の
例
を
挙
げ
、
セ
ー
ル
ス
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
経
営
や
地

域
社
会
と
の
共
存
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。

●
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
日
米
の
観
光
協

会
の
違
い

　
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
つ
い

て
説
明
し
、
認
知
、
考
慮
、
優
先
順
位
付
け
、

準
備
、
訪
問
、
拡
散
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
る
こ

と
を
解
説
。
ま
た
、
日
本
型
の
観
光
協
会
と

米
国
型
D
M
O
に
つ
い
て
財
源
の
点
か
ら
違

い
を
説
明
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
ア
メ
リ

カ
で
は
特
別
地
方
税
か
ら
の
資
金
を
エ
ス
ク

ロ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
に
入
れ
、
一
般
財
源
に
は

依
存
し
な
い
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
を
採

用
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

●
季
節
性
の
問
題
と
観
光
資
源
の
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
戦
略

　
観
光
産
業
の
最
大
の
敵
は
季
節
性
で
あ
る

中島教授（左）、山本准教授（右）

原テニュア付准教授

解
説
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト

11
月
1
日（
金
）
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そ
し
て
、
原
テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授
、
菅
野

上
席
主
任
研
究
員
に
、
観
光
庁
・
河
田
敦
弥

氏
と
京
都
市
観
光
協
会
・
赤
星
周
平
氏
が
加

わ
り
、
当
財
団
理
事
／
観
光
研
究
部
長
・
山

田
の
進
行
の
下
、「
こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生

と
財
源
活
用
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
観
光

振
興
財
源
と
し
て
の
宿
泊
税
の
導
入
と
活
用

を
中
心
に
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず

モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
山
田
よ
り
、
宿
泊
税
が
観

光
振
興
の
重
要
な
財
源
と
な
り
、
D
M
O
に

優
秀
な
人
材
を
集
め
、
地
域
活
性
化
に
寄
与

す
る
点
に
つ
い
て
投
げ
か
け
が
行
わ
れ
、
原

氏
か
ら
は
、ア
メ
リ
カ
で
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
が
盛
ん
で
、
高
い
初
任

給
が
観
光
産
業
へ
の
優
秀
な
人
材
の
流
入
を

促
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
一
方
、
京
都
市
に
つ
い
て
は
、
赤
星

事
務
局
次
長
が
宿
泊
税
の
使
途
が
観
光
以
外

に
転
用
さ
れ
る
懸
念
や
定
率
制
導
入
の
課
題

が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
河
田
観
光

戦
略
課
長
か
ら
は
原
テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授
の

講
演
内
容
を
受
け
て
、
観
光
産
業
が
女
性
の

活
躍
に
適
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
就
業
環

境
改
善
や
働
き
方
改
革
の
必
要
性
に
つ
い
て

指
摘
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
原

テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授
よ
り
観
光
産
業
の
政
治

的
影
響
力
の
強
化
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の

例
を
基
に
ロ
ビ
ー
活
動
と
政
治
家
と
の
関
係

構
築
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
議
論

を
通
じ
て
、
財
源
確
保
、
人
材
育
成
、
地
域

特
性
の
尊
重
、
女
性
の
活
躍
推
進
、
政
府
の

役
割
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
に
お
け
る
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
、
非
常
に
充
実
し
た
内
容
の
2
日
間

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
J
T
B
F
で
は
旅

行
・
観
光
分
野
の
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関

と
し
て
、
社
会
に
求
め
ら
れ
る
研
究
テ
ー
マ

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
旅
行
動
向
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
の
場
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
よ
り

有
益
な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
（
文
責
：
J
T
B
F
・
中
島 

泰
）

と
指
摘
し
、
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
は
観

光
資
源
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
戦
略
が
必
要
だ

と
述
べ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ス
キ
ー
場
と
沖

縄
の
ピ
ー
ク
時
期
が
異
な
る
こ
と
を
利
用
し

て
業
務
提
携
を
行
い
、
正
規
雇
用
を
増
や
す

可
能
性
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

●
人
材
育
成
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
教
育
の
重
要
性

　
観
光
産
業
に
お
け
る
人
材
不
足
、
特
に
中

間
管
理
職
の
不
足
を
指
摘
し
、
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
重

要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
英
語

で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
を
勉

強
し
、
現
場
で
業
務
遂
行
で
き

る
経
営
人
材
が
日
本
で
は
不
足

し
て
い
る
と
指
摘
し
、
世
界
で

通
用
す
る
人
材
育
成
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

●
賃
金
問
題
と
女
性
の
雇
用

　
観
光
産
業
に
お
け
る
低
賃
金

問
題
を
取
り
上
げ
、
特
に
非
正

規
雇
用
の
女
性
の
賃
金
が
低
い

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
日
本

と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宿
泊
業

界
の
女
性
の
平
均
年
収
の
差
を

例
に
挙
げ
、
賃
金
引
き
上
げ
の

必
要
性
を
指
摘
。
ま
た
、
女
性

の
消
費
が
経
済
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
も
言
及
し
、
女
性
の
賃
金
を
上
げ

る
こ
と
が
経
済
全
体
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
つ
い
て
強
調
し
ま
し
た
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
と
英
語
力
の
重
要
性

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
重
要
性
を
強
調
し
、

特
に
英
語
力
の
必
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

D
M
O
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
英
語
で
行
う
べ

き
だ
と
主
張
し
、
英
語
力
に
対
す
る
プ
レ
ミ

ア
ム
を
付
け
る
べ
き
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
T
O
E
I
C
等
の
英
語
資
格
に
応
じ
た

資
格
手
当
の
導
入
を
提
案
し
ま
し
た
。

●
空
港
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
と
入
国
管
理
の
効

率
化

　
最
後
に
、
日
本
の
空
港
イ
ン
フ
ラ
の
潜
在

的
な
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
、
よ
り
効
果

的
な
活
用
を
提
案
し
ま
し
た
。
特
に
、
ア
メ

リ
カ
や
カ
ナ
ダ
の
例
を
挙
げ
、
海
外
の
空
港

に
日
本
の
入
国
管
理
官
を
派
遣
す
る
こ
と

で
、
入
国
手
続
き
を
効
率
化
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
方
空
港
の
活
用
が
促
進
さ
れ
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
解
説

し
ま
し
た
。

　
続
け
て
、
当
財
団
菅
野
上
席
主
任
研
究
員

よ
り
、
J
T
B
F
自
主
研
究
と
し
て
進
め
ら

れ
て
き
た「
観
光
財
源
研
究
会
」の
活
動
に
つ

い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
観
光
財
源
研
究
会
の
活
動
内
容
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
以
下
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

h
ttp
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w
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オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
公
園
に
関
す
る
報
告
に

対
し
て
は
、
ま
ず
山
本
准
教
授
よ
り
、
保
護

地
域
の
世
界
的
な
動
向
や
国
立
公
園
の
役
割

に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
ま
し
た
。「
30
b
y

30
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に
よ
り
2
0
3
0
年

ま
で
に
陸
域
・
海
域
の
30
%
以
上
を
保
護
地

域
に
す
る
目
標
が
進
め
ら
れ
、
農
地
な
ど
も

保
全
に
役
立
て
る
動
き
が
あ
る
こ
と
を
説

明
。
ま
た
、
保
護
地
域
に
は
従
来
の
制
度
に

属
さ
な
い
民
間
の
管
理
に
よ
る
自
然
も
含
め

る
べ
き
と
の
議
論
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
ま
し
た
。
加
え
て
日
本
や
オ
ラ
ン
ダ

の
事
例
を
挙
げ
、
防
災
や
地
域
振
興
と
連
携

し
た
新
た
な
国
立
公
園
の
価
値
を
紹
介
。
さ

ら
に
、
地
域
性
や
ブ
ラ
ン
ド
化
の
視
点
か
ら

国
立
公
園
の
あ
り
方
が
多
様
化
し
、
E
U
を

含
む
国
際
的
な
動
向
が
重
要
と
示
唆
し
た
上

で
、
研
究
と
成
果
の
公
表
を
進
め
る
重
要
性

を
強
調
し
ま
し
た
。

　
続
け
て
中
島
教
授
か
ら
は
、
自
然
保
護
の

対
象
や
管
理
シ
ス
テ
ム
の
新
し
さ
に
関
す
る

問
い
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
自

然
性
の
高
い
地
域
だ
け
で
な
く
、
都
市
や
水

辺
な
ど
の
新
し
い
領
域
を
含
む
総
合
的
な
連

携
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
環
境
問
題
を

都
市
、
農
村
、
自
然
が
つ
な
が
る
一
体
的
な

視
点
で
捉
え
直
す
重
要
性
を
指
摘
。
国
立
公

園
に
つ
い
て
は
、
固
定
的
な
風
景
観
賞
か
ら

移
動
や
体
験
を
通
じ
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
重

要
と
な
る
こ
と
。
ま
た
、
企
業
の
協
力
を
活

用
し
つ
つ
、
地
域
住
民
や
小
規
模
団
体
を
含

む
多
様
な
主
体
の
連
携
を
持
続
可
能
な
形
で

実
現
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
挙
げ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
環
境
保
護
が
企
業
や
市
民
に

と
っ
て
「
当
た
り
前
」
と
な
る
新
し
い
時
代

が
到
来
す
る
こ
と
を
見
据
え
、
持
続
可
能
な

取
り
組
み
の
推
進
の
重
要
性
に
つ
い
て
指
摘

し
ま
し
た
。

　
続
け
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観
光
政
策
に

つ
い
て
の
報
告
に
対
し
て
は
、
中
島
教
授
よ

り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
の

都
市
政
策
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
続

け
て
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や

バ
ル
セ
ロ
ナ
が
、
観
光
客
で
は
な
く
生
活
者

を
重
視
す
る
都
市
づ
く
り
へ
と
方
針
を
明
確

に
し
た
事
例
を
紹
介
。
観
光
の
増
加
が
不
動

産
価
格
の
高
騰
や
住
宅
供
給
の
減
少
、
中
心

市
街
地
の
空
洞
化
を
引
き
起
こ
し
、
都
市
構

造
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
上
で
、
観
光
と
生
活
の
調
和
を
具
体

的
に
政
策
化
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
都
市
の
「
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
」

概
念
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
受
け
入
れ
可
能
な

観
光
客
数
を
設
定
し
つ
つ
も
、
そ
の
基
準
や

測
定
方
法
の
議
論
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
観
光
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス

を
最
適
化
す
る
た
め
に
は
、
最
大
限

の
収
容
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、
住

民
の
生
活
の
質
や
観
光
の
質
を
維
持

す
る
包
括
的
な
方
策
が
必
要
だ
と
い

う
点
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
山
本
准
教
授
か
ら
は
、
日

本
で
も
参
考
に
な
る
事
例
と
し
て
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
国
際
地
理
学
会

で
報
告
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ

の
新
た
な
規
制
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
国

立
公
園
に
お
け
る
入
域
料
な
ど
の
価

格
政
策
に
対
し
て
反
対
意
見
が
多

か
っ
た
過
去
を
振
り
返
り
つ
つ
、
観

光
税
に
よ
る
利
用
者
抑
制
が
世
界
的

に
普
及
し
つ
つ
あ
る
現
状
に
つ
い
て

指
摘
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観
光
税
導
入
に

よ
る
宿
泊
者
数
抑
制
の
試
み
に
つ
い
て
も
触

れ
た
上
で
、
負
担
の
妥
当
性
や
公
平
性
の
議

論
が
求
め
ら
れ
る
と
解
説
。
日
本
で
も
具
体

的
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
性
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

　
2
日
目
の
冒
頭
で
は
、
ア
メ
リ
カ
・
セ
ン

ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
原
忠
之
氏
に
よ
る

基
調
講
演
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
観
光
支
出
を

利
用
し
た
地
方
創
生
に
向
け
た
人
材
育
成
」

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
地
方
創
生
の
財
源
活
用
」
で
、

具
体
的
な
実
践
事
例
や
課
題
解
決
策
に
つ
い

て
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
を
報
告
し

ま
す
。　

ま
ず
前
半
で
は
、
当
財
団
五
木
田
上
席
主

任
研
究
員
よ
り
、
国
内
旅
行
、
海
外
旅
行
お

よ
び
今
後
の
旅
行
意
向
に
焦
点
を
当
て
、
調

査
デ
ー
タ
を
基
に
分
析
を
行
っ
た
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以

下
の
通
り
で
す
。

●
国
内
旅
行
に
つ
い
て

・
2
0
2
3
年
の
国
内
宿
泊
観
光
延
べ
旅
行

者
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回
復
。

・
旅
行
経
験
率
は
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
半
減
し

た
も
の
の
、
2
0
2
3
年
に
は
約
9
割
ま
で

回
復
、
旅
行
実
施
者
の
平
均
旅
行
回
数
は
1

割
増
加
。

・
年
代
別
で
は
20
代
が
最
も
早
く
回
復
し
、

70
代
以
上
は
回
復
が
遅
れ
て
い
る
。

・
旅
行
ス
タ
イ
ル
で
は
、
平
日
利
用
の
増
加

や
個
人
手
配
が
定
着
し
、
行
動
範
囲
が
広
が

る
傾
向
。

・
宿
泊
施
設
の
利
用
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準

に
戻
り
、
ホ
テ
ル
利
用
が
増
加
し
て
い
る
。

●
海
外
旅
行
に
つ
い
て

・
2
0
2
3
年
の
出
国
者
数
は
1
0
0
0
万

人
と
大
幅
に
増
加
し
た
も
の
の
、
2
0
1
9

年
の
半
分
に
と
ど
ま
る
。

・
旅
行
経
験
率
は
年
代
問
わ
ず
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
旅
行
者
の
平
均
回
数
は
増
加
す

る
な
ど
、
二
極
化
が
進
む
。

・
円
安
や
物
価
高
に
よ
る
割
高
感
の
影
響
が

大
き
く
、
韓
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
物
価
の
安

い
地
域
へ
の
需
要
が
高
ま
る
。

●
今
後
の
旅
行
意
向

・
国
内
旅
行
意
向
は
高
い
水
準
を
維
持
し
て

い
る
が
、
海
外
旅
行
に
関
し
て
は
「
行
き
た
く

な
い
」
と
の
回
答
が
依
然
と
し
て
高
い
。

・
海
外
旅
行
を
控
え
る
理
由
に
は
物
価
高
や

治
安
不
安
が
挙
げ
ら
れ
、
回
復
に
は
時
間
を

要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
日
常
生
活
の
中
で
も
、
レ
ジ
ャ
ー
・
余
暇

生
活
の
位
置
づ
け
が
低
下
し
て
い
る
。

・
20
代
に
と
っ
て
は
、
旅
行
時
に
お
け
る
手

配
の
手
軽
さ
、
通
信
環
境
の
充
実
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
続
け
て
後
半
で
は
、
当
財
団
柿
島
上
席
主

任
研
究
委
員
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
市
場

動
向
に
つ
い
て
、「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア

ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向

調
査
」の
結
果
よ
り
、解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
日
本
の
人
気
と
再
訪
意
向

・
日
本
は
次
の
海
外
旅
行
先
と
し
て
依
然
高

い
人
気
を
維
持
。

・
ア
ジ
ア
で
は
再
訪
意
向
率
が
非
常
に
高

く
、
欧
米
豪
で
も
訪
問
経
験
者
の
再
訪
意

向
率
が
高
い
。

・
欧
米
豪
で
の
初
回
訪
問
者
誘
致
が
重
要
。

●
訪
日
旅
行
者
の
傾
向

・
2
0
2
2
年
10
月
以
降
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世

代
の
割
合
が
増
加
。

・
中
高
年
層
の
割
合
が
低
下
す
る
傾
向
。

●
円
安
に
よ
る
影
響
と
課
題

・
円
安
が
訪
日
旅
行
や
消
費
を
後
押
し
。

・
需
要
増
に
よ
る
混
雑
や
地
域
偏
在
が
課
題
。

・
地
方
部
へ
の
旅
行
者
分
散
が
必
要
。

●
地
方
部
の
観
光
振
興

・
自
然
資
源
を
活
用
し
た
体
験
型
観
光
に
成

長
の
可
能
性
。

・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
多
様
な
体
験
活
動

の
拡
大
が
重
要
。

●
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
へ
の
意
識

・
観
光
地
保
護
の
た
め
の
入
場
料
値
上
げ
や

税
の
賦
課
に
約
6
割
が
賛
成
。

・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
へ
の
関
心
は

高
い
が
、
行
動
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

・
貢
献
意
識
を
行
動
に
つ
な
げ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。

　
デ
ー
タ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
財
団
発
行

の『
旅
行
年
報
2
0
2
4
』を
参
照
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉『
旅
行
年
報
2
0
2
4
』（
公
財
）
日

本
交
通
公
社
2
0
2
4
年
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/

　
本
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
当
財
団
那
須
副
主

任
研
究
員
よ
り
、
欧
州
視
察
で
オ
ラ
ン
ダ
の

国
立
公
園
を
訪
問
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、

オ
ラ
ン
ダ
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園

に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
続
け
て
当

財
団
後
藤
主
任
研
究
員
よ
り
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
観
光
政
策
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
や
新
し
い
観
光

条
例
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
上
で
、

東
京
大
学
の
中
島
直
人
氏
と
山
本
清
龍
氏
に

よ
る
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
2
4
年
10
月
31
日
お
よ
び
11
月
1
日

の
2
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
・
青
山
の
日
本

交
通
公
社
ビ
ル
に
お
い
て
、
第
34
回
旅
行
動

向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
初
日
は
、
当
財
団
が
実

施
し
た
独
自
調
査
に
基
づ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
回
復
を
テ
ー
マ
に
市
場
動
向
を
分
析
。

加
え
て
、
研
究
員
に
よ
る
海
外
観
光
地
の
最

新
事
例
の
報
告
や
、
東
京
大
学
の
中
島
直
人

氏
と
山
本
清
龍
氏
に
よ
る
専
門
的
な
解
説
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
続
け
て
2
日
目
に
は
、
ア

メ
リ
カ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
原

忠
之
氏
が
基
調
講
演
を
実
施
。
地
方
創
生
に

お
け
る
観
光
地
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
講

演
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
続
き
、
観
光
庁
や
京

都
市
観
光
協
会
の
有
識
者
を
交
え
た
パ
ネ
ル

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
指
摘
さ
れ
た
主

な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
観
光
の
目
的
と
観
光
地
経
営
の
重
要
性

　
講
演
の
冒
頭
で
、
観
光
の
主
な
目
的
は
、

納
税
者
の
生
活
水
準
の
質
の
維
持
・
向
上
で

あ
る
と
強
調
。
ま
た
、
観
光
地
経
営
に
は
、

観
光
地
の
開
発
、
経
営
、
地
域
社
会
と
の
共

存
、
持
続
性
を
意
識
し
た
組
織
行
動
が
含
ま

れ
る
と
解
説
し
ま
し
た
。
特
に
、
ア
メ
リ
カ

の
D
M
O
の
例
を
挙
げ
、
セ
ー
ル
ス
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
経
営
や
地

域
社
会
と
の
共
存
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。

●
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
日
米
の
観
光
協

会
の
違
い

　
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
つ
い

て
説
明
し
、
認
知
、
考
慮
、
優
先
順
位
付
け
、

準
備
、
訪
問
、
拡
散
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
る
こ

と
を
解
説
。
ま
た
、
日
本
型
の
観
光
協
会
と

米
国
型
D
M
O
に
つ
い
て
財
源
の
点
か
ら
違

い
を
説
明
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
ア
メ
リ

カ
で
は
特
別
地
方
税
か
ら
の
資
金
を
エ
ス
ク

ロ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
に
入
れ
、
一
般
財
源
に
は

依
存
し
な
い
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
を
採

用
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

●
季
節
性
の
問
題
と
観
光
資
源
の
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
戦
略

　
観
光
産
業
の
最
大
の
敵
は
季
節
性
で
あ
る

中島教授（左）、山本准教授（右）

原テニュア付准教授

解
説
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト

11
月
1
日（
金
）
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そ
し
て
、
原
テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授
、
菅
野

上
席
主
任
研
究
員
に
、
観
光
庁
・
河
田
敦
弥

氏
と
京
都
市
観
光
協
会
・
赤
星
周
平
氏
が
加

わ
り
、
当
財
団
理
事
／
観
光
研
究
部
長
・
山

田
の
進
行
の
下
、「
こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生

と
財
源
活
用
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
観
光

振
興
財
源
と
し
て
の
宿
泊
税
の
導
入
と
活
用

を
中
心
に
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず

モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
山
田
よ
り
、
宿
泊
税
が
観

光
振
興
の
重
要
な
財
源
と
な
り
、
D
M
O
に

優
秀
な
人
材
を
集
め
、
地
域
活
性
化
に
寄
与

す
る
点
に
つ
い
て
投
げ
か
け
が
行
わ
れ
、
原

氏
か
ら
は
、ア
メ
リ
カ
で
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
が
盛
ん
で
、
高
い
初
任

給
が
観
光
産
業
へ
の
優
秀
な
人
材
の
流
入
を

促
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
一
方
、
京
都
市
に
つ
い
て
は
、
赤
星

事
務
局
次
長
が
宿
泊
税
の
使
途
が
観
光
以
外

に
転
用
さ
れ
る
懸
念
や
定
率
制
導
入
の
課
題

が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
河
田
観
光

戦
略
課
長
か
ら
は
原
テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授
の

講
演
内
容
を
受
け
て
、
観
光
産
業
が
女
性
の

活
躍
に
適
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
就
業
環

境
改
善
や
働
き
方
改
革
の
必
要
性
に
つ
い
て

指
摘
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
原

テ
ニ
ュ
ア
付
准
教
授
よ
り
観
光
産
業
の
政
治

的
影
響
力
の
強
化
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の

例
を
基
に
ロ
ビ
ー
活
動
と
政
治
家
と
の
関
係

構
築
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
議
論

を
通
じ
て
、
財
源
確
保
、
人
材
育
成
、
地
域

特
性
の
尊
重
、
女
性
の
活
躍
推
進
、
政
府
の

役
割
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
に
お
け
る
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
上
、
非
常
に
充
実
し
た
内
容
の
2
日
間

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
J
T
B
F
で
は
旅

行
・
観
光
分
野
の
実
践
的
な
学
術
研
究
機
関

と
し
て
、
社
会
に
求
め
ら
れ
る
研
究
テ
ー
マ

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
旅
行
動
向
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
の
場
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
に
よ
り

有
益
な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
（
文
責
：
J
T
B
F
・
中
島 
泰
）

と
指
摘
し
、
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
は
観

光
資
源
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
戦
略
が
必
要
だ

と
述
べ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ス
キ
ー
場
と
沖

縄
の
ピ
ー
ク
時
期
が
異
な
る
こ
と
を
利
用
し

て
業
務
提
携
を
行
い
、
正
規
雇
用
を
増
や
す

可
能
性
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

●
人
材
育
成
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
教
育
の
重
要
性

　
観
光
産
業
に
お
け
る
人
材
不
足
、
特
に
中

間
管
理
職
の
不
足
を
指
摘
し
、
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
重

要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
英
語

で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
を
勉

強
し
、
現
場
で
業
務
遂
行
で
き

る
経
営
人
材
が
日
本
で
は
不
足

し
て
い
る
と
指
摘
し
、
世
界
で

通
用
す
る
人
材
育
成
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

●
賃
金
問
題
と
女
性
の
雇
用

　
観
光
産
業
に
お
け
る
低
賃
金

問
題
を
取
り
上
げ
、
特
に
非
正

規
雇
用
の
女
性
の
賃
金
が
低
い

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
日
本

と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宿
泊
業

界
の
女
性
の
平
均
年
収
の
差
を

例
に
挙
げ
、
賃
金
引
き
上
げ
の

必
要
性
を
指
摘
。
ま
た
、
女
性

の
消
費
が
経
済
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
も
言
及
し
、
女
性
の
賃
金
を
上
げ

る
こ
と
が
経
済
全
体
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
つ
い
て
強
調
し
ま
し
た
。

●
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
と
英
語
力
の
重
要
性

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
重
要
性
を
強
調
し
、

特
に
英
語
力
の
必
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

D
M
O
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
英
語
で
行
う
べ

き
だ
と
主
張
し
、
英
語
力
に
対
す
る
プ
レ
ミ

ア
ム
を
付
け
る
べ
き
だ
と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
T
O
E
I
C
等
の
英
語
資
格
に
応
じ
た

資
格
手
当
の
導
入
を
提
案
し
ま
し
た
。

●
空
港
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
と
入
国
管
理
の
効

率
化

　
最
後
に
、
日
本
の
空
港
イ
ン
フ
ラ
の
潜
在

的
な
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
、
よ
り
効
果

的
な
活
用
を
提
案
し
ま
し
た
。
特
に
、
ア
メ

リ
カ
や
カ
ナ
ダ
の
例
を
挙
げ
、
海
外
の
空
港

に
日
本
の
入
国
管
理
官
を
派
遣
す
る
こ
と

で
、
入
国
手
続
き
を
効
率
化
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
方
空
港
の
活
用
が
促
進
さ
れ
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
解
説

し
ま
し
た
。

　
続
け
て
、
当
財
団
菅
野
上
席
主
任
研
究
員

よ
り
、
J
T
B
F
自
主
研
究
と
し
て
進
め
ら

れ
て
き
た「
観
光
財
源
研
究
会
」の
活
動
に
つ

い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
観
光
財
源
研
究
会
の
活
動
内
容
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
以
下
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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オ
ラ
ン
ダ
の
国
立
公
園
に
関
す
る
報
告
に

対
し
て
は
、
ま
ず
山
本
准
教
授
よ
り
、
保
護

地
域
の
世
界
的
な
動
向
や
国
立
公
園
の
役
割

に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
ま
し
た
。「
30
b
y

30
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に
よ
り
2
0
3
0
年

ま
で
に
陸
域
・
海
域
の
30
%
以
上
を
保
護
地

域
に
す
る
目
標
が
進
め
ら
れ
、
農
地
な
ど
も

保
全
に
役
立
て
る
動
き
が
あ
る
こ
と
を
説

明
。
ま
た
、
保
護
地
域
に
は
従
来
の
制
度
に

属
さ
な
い
民
間
の
管
理
に
よ
る
自
然
も
含
め

る
べ
き
と
の
議
論
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
ま
し
た
。
加
え
て
日
本
や
オ
ラ
ン
ダ

の
事
例
を
挙
げ
、
防
災
や
地
域
振
興
と
連
携

し
た
新
た
な
国
立
公
園
の
価
値
を
紹
介
。
さ

ら
に
、
地
域
性
や
ブ
ラ
ン
ド
化
の
視
点
か
ら

国
立
公
園
の
あ
り
方
が
多
様
化
し
、
E
U
を

含
む
国
際
的
な
動
向
が
重
要
と
示
唆
し
た
上

で
、
研
究
と
成
果
の
公
表
を
進
め
る
重
要
性

を
強
調
し
ま
し
た
。

　
続
け
て
中
島
教
授
か
ら
は
、
自
然
保
護
の

対
象
や
管
理
シ
ス
テ
ム
の
新
し
さ
に
関
す
る

問
い
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
自

然
性
の
高
い
地
域
だ
け
で
な
く
、
都
市
や
水

辺
な
ど
の
新
し
い
領
域
を
含
む
総
合
的
な
連

携
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
環
境
問
題
を

都
市
、
農
村
、
自
然
が
つ
な
が
る
一
体
的
な

視
点
で
捉
え
直
す
重
要
性
を
指
摘
。
国
立
公

園
に
つ
い
て
は
、
固
定
的
な
風
景
観
賞
か
ら

移
動
や
体
験
を
通
じ
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
重

要
と
な
る
こ
と
。
ま
た
、
企
業
の
協
力
を
活

用
し
つ
つ
、
地
域
住
民
や
小
規
模
団
体
を
含

む
多
様
な
主
体
の
連
携
を
持
続
可
能
な
形
で

実
現
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
挙
げ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
環
境
保
護
が
企
業
や
市
民
に

と
っ
て
「
当
た
り
前
」
と
な
る
新
し
い
時
代

が
到
来
す
る
こ
と
を
見
据
え
、
持
続
可
能
な

取
り
組
み
の
推
進
の
重
要
性
に
つ
い
て
指
摘

し
ま
し
た
。

　
続
け
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観
光
政
策
に

つ
い
て
の
報
告
に
対
し
て
は
、
中
島
教
授
よ

り
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
の

都
市
政
策
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
続

け
て
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や

バ
ル
セ
ロ
ナ
が
、
観
光
客
で
は
な
く
生
活
者

を
重
視
す
る
都
市
づ
く
り
へ
と
方
針
を
明
確

に
し
た
事
例
を
紹
介
。
観
光
の
増
加
が
不
動

産
価
格
の
高
騰
や
住
宅
供
給
の
減
少
、
中
心

市
街
地
の
空
洞
化
を
引
き
起
こ
し
、
都
市
構

造
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
上
で
、
観
光
と
生
活
の
調
和
を
具
体

的
に
政
策
化
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
都
市
の
「
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
」

概
念
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
受
け
入
れ
可
能
な

観
光
客
数
を
設
定
し
つ
つ
も
、
そ
の
基
準
や

測
定
方
法
の
議
論
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
観
光
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス

を
最
適
化
す
る
た
め
に
は
、
最
大
限

の
収
容
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、
住

民
の
生
活
の
質
や
観
光
の
質
を
維
持

す
る
包
括
的
な
方
策
が
必
要
だ
と
い

う
点
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
山
本
准
教
授
か
ら
は
、
日

本
で
も
参
考
に
な
る
事
例
と
し
て
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
国
際
地
理
学
会

で
報
告
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ

の
新
た
な
規
制
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
国

立
公
園
に
お
け
る
入
域
料
な
ど
の
価

格
政
策
に
対
し
て
反
対
意
見
が
多

か
っ
た
過
去
を
振
り
返
り
つ
つ
、
観

光
税
に
よ
る
利
用
者
抑
制
が
世
界
的

に
普
及
し
つ
つ
あ
る
現
状
に
つ
い
て

指
摘
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
観
光
税
導
入
に

よ
る
宿
泊
者
数
抑
制
の
試
み
に
つ
い
て
も
触

れ
た
上
で
、
負
担
の
妥
当
性
や
公
平
性
の
議

論
が
求
め
ら
れ
る
と
解
説
。
日
本
で
も
具
体

的
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
性
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

　
2
日
目
の
冒
頭
で
は
、
ア
メ
リ
カ
・
セ
ン

ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
原
忠
之
氏
に
よ
る

基
調
講
演
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
観
光
支
出
を

利
用
し
た
地
方
創
生
に
向
け
た
人
材
育
成
」

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
地
方
創
生
の
財
源
活
用
」
で
、

具
体
的
な
実
践
事
例
や
課
題
解
決
策
に
つ
い

て
議
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
を
報
告
し

ま
す
。　

ま
ず
前
半
で
は
、
当
財
団
五
木
田
上
席
主

任
研
究
員
よ
り
、
国
内
旅
行
、
海
外
旅
行
お

よ
び
今
後
の
旅
行
意
向
に
焦
点
を
当
て
、
調

査
デ
ー
タ
を
基
に
分
析
を
行
っ
た
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以

下
の
通
り
で
す
。

●
国
内
旅
行
に
つ
い
て

・
2
0
2
3
年
の
国
内
宿
泊
観
光
延
べ
旅
行

者
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回
復
。

・
旅
行
経
験
率
は
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
半
減
し

た
も
の
の
、
2
0
2
3
年
に
は
約
9
割
ま
で

回
復
、
旅
行
実
施
者
の
平
均
旅
行
回
数
は
1

割
増
加
。

・
年
代
別
で
は
20
代
が
最
も
早
く
回
復
し
、

70
代
以
上
は
回
復
が
遅
れ
て
い
る
。

・
旅
行
ス
タ
イ
ル
で
は
、
平
日
利
用
の
増
加

や
個
人
手
配
が
定
着
し
、
行
動
範
囲
が
広
が

る
傾
向
。

・
宿
泊
施
設
の
利
用
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準

に
戻
り
、
ホ
テ
ル
利
用
が
増
加
し
て
い
る
。

●
海
外
旅
行
に
つ
い
て

・
2
0
2
3
年
の
出
国
者
数
は
1
0
0
0
万

人
と
大
幅
に
増
加
し
た
も
の
の
、
2
0
1
9

年
の
半
分
に
と
ど
ま
る
。

・
旅
行
経
験
率
は
年
代
問
わ
ず
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
旅
行
者
の
平
均
回
数
は
増
加
す

る
な
ど
、
二
極
化
が
進
む
。

・
円
安
や
物
価
高
に
よ
る
割
高
感
の
影
響
が

大
き
く
、
韓
国
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
物
価
の
安

い
地
域
へ
の
需
要
が
高
ま
る
。

●
今
後
の
旅
行
意
向

・
国
内
旅
行
意
向
は
高
い
水
準
を
維
持
し
て

い
る
が
、
海
外
旅
行
に
関
し
て
は
「
行
き
た
く

な
い
」
と
の
回
答
が
依
然
と
し
て
高
い
。

・
海
外
旅
行
を
控
え
る
理
由
に
は
物
価
高
や

治
安
不
安
が
挙
げ
ら
れ
、
回
復
に
は
時
間
を

要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
日
常
生
活
の
中
で
も
、
レ
ジ
ャ
ー
・
余
暇

生
活
の
位
置
づ
け
が
低
下
し
て
い
る
。

・
20
代
に
と
っ
て
は
、
旅
行
時
に
お
け
る
手

配
の
手
軽
さ
、
通
信
環
境
の
充
実
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
続
け
て
後
半
で
は
、
当
財
団
柿
島
上
席
主

任
研
究
委
員
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
市
場

動
向
に
つ
い
て
、「
D
B
J
・
J
T
B
F 

ア

ジ
ア
・
欧
米
豪 

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
意
向

調
査
」の
結
果
よ
り
、解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
日
本
の
人
気
と
再
訪
意
向

・
日
本
は
次
の
海
外
旅
行
先
と
し
て
依
然
高

い
人
気
を
維
持
。

・
ア
ジ
ア
で
は
再
訪
意
向
率
が
非
常
に
高

く
、
欧
米
豪
で
も
訪
問
経
験
者
の
再
訪
意

向
率
が
高
い
。

・
欧
米
豪
で
の
初
回
訪
問
者
誘
致
が
重
要
。

●
訪
日
旅
行
者
の
傾
向

・
2
0
2
2
年
10
月
以
降
、
ミ
レ
ニ
ア
ル
世

代
の
割
合
が
増
加
。

・
中
高
年
層
の
割
合
が
低
下
す
る
傾
向
。

●
円
安
に
よ
る
影
響
と
課
題

・
円
安
が
訪
日
旅
行
や
消
費
を
後
押
し
。

・
需
要
増
に
よ
る
混
雑
や
地
域
偏
在
が
課
題
。

・
地
方
部
へ
の
旅
行
者
分
散
が
必
要
。

●
地
方
部
の
観
光
振
興

・
自
然
資
源
を
活
用
し
た
体
験
型
観
光
に
成

長
の
可
能
性
。

・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
多
様
な
体
験
活
動

の
拡
大
が
重
要
。

●
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
へ
の
意
識

・
観
光
地
保
護
の
た
め
の
入
場
料
値
上
げ
や

税
の
賦
課
に
約
6
割
が
賛
成
。

・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
へ
の
関
心
は

高
い
が
、
行
動
に
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

・
貢
献
意
識
を
行
動
に
つ
な
げ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。

　
デ
ー
タ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
当
財
団
発
行

の『
旅
行
年
報
2
0
2
4
』を
参
照
く
だ
さ
い
。

〈
参
考
〉『
旅
行
年
報
2
0
2
4
』（
公
財
）
日

本
交
通
公
社
2
0
2
4
年
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本
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
当
財
団
那
須
副
主

任
研
究
員
よ
り
、
欧
州
視
察
で
オ
ラ
ン
ダ
の

国
立
公
園
を
訪
問
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、

オ
ラ
ン
ダ
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
国
立
公
園

に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
続
け
て
当

財
団
後
藤
主
任
研
究
員
よ
り
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
の
観
光
政
策
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
や
新
し
い
観
光

条
例
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
上
で
、

東
京
大
学
の
中
島
直
人
氏
と
山
本
清
龍
氏
に

よ
る
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
2
4
年
10
月
31
日
お
よ
び
11
月
1
日

の
2
日
間
に
わ
た
り
、
東
京
・
青
山
の
日
本

交
通
公
社
ビ
ル
に
お
い
て
、
第
34
回
旅
行
動

向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
初
日
は
、
当
財
団
が
実

施
し
た
独
自
調
査
に
基
づ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
回
復
を
テ
ー
マ
に
市
場
動
向
を
分
析
。

加
え
て
、
研
究
員
に
よ
る
海
外
観
光
地
の
最

新
事
例
の
報
告
や
、
東
京
大
学
の
中
島
直
人

氏
と
山
本
清
龍
氏
に
よ
る
専
門
的
な
解
説
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
続
け
て
2
日
目
に
は
、
ア

メ
リ
カ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
の
原

忠
之
氏
が
基
調
講
演
を
実
施
。
地
方
創
生
に

お
け
る
観
光
地
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
講

演
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
続
き
、
観
光
庁
や
京

都
市
観
光
協
会
の
有
識
者
を
交
え
た
パ
ネ
ル

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
指
摘
さ
れ
た
主

な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
観
光
の
目
的
と
観
光
地
経
営
の
重
要
性

　
講
演
の
冒
頭
で
、
観
光
の
主
な
目
的
は
、

納
税
者
の
生
活
水
準
の
質
の
維
持
・
向
上
で

あ
る
と
強
調
。
ま
た
、
観
光
地
経
営
に
は
、

観
光
地
の
開
発
、
経
営
、
地
域
社
会
と
の
共

存
、
持
続
性
を
意
識
し
た
組
織
行
動
が
含
ま

れ
る
と
解
説
し
ま
し
た
。
特
に
、
ア
メ
リ
カ

の
D
M
O
の
例
を
挙
げ
、
セ
ー
ル
ス
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
経
営
や
地

域
社
会
と
の
共
存
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。

●
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
日
米
の
観
光
協

会
の
違
い

　
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
つ
い

て
説
明
し
、
認
知
、
考
慮
、
優
先
順
位
付
け
、

準
備
、
訪
問
、
拡
散
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
る
こ

と
を
解
説
。
ま
た
、
日
本
型
の
観
光
協
会
と

米
国
型
D
M
O
に
つ
い
て
財
源
の
点
か
ら
違

い
を
説
明
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
ア
メ
リ

カ
で
は
特
別
地
方
税
か
ら
の
資
金
を
エ
ス
ク

ロ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
に
入
れ
、
一
般
財
源
に
は

依
存
し
な
い
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
を
採

用
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

●
季
節
性
の
問
題
と
観
光
資
源
の
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
戦
略

　
観
光
産
業
の
最
大
の
敵
は
季
節
性
で
あ
る

パネルディスカッション

3
．パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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再 校



・
沖
縄
に
は
世
界
文
化
遺
産
「
琉
球
王
国
の

グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」（
2
0
0
0
年
登

録
）と
世
界
自
然
遺
産「
奄
美
大
島
、徳
之
島
、

沖
縄
島
北
部
及
び
西
表

島
」（
2
0
2
1
年
登

録
）
が
あ
る
。

・
世
界
文
化
遺
産
に
は
、

首
里
城
跡
や
住
民
の

祈
り
の
場
が
含
ま
れ

て
お
り
、特
に
斎
場
御

嶽
は
県
民
に
と
っ
て

特
別
な
聖
地
で
あ
る
。

一
時
期
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
観
光
客
が
押

し
寄
せ
、住
民
と
の
摩

擦
が
生
じ
た
が
、サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
観
点
で
対
策
が
講
じ

ら
れ
た
。具
体
的
に
は
、

事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
義

務
化
や
入
場
料
の
徴
収

で
入
場
者
を
管
理
し
、

文
化
へ
の
理
解
を
促
進

し
た
。

・
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
よ
っ
て
、
一
度
に
観

光
客
が
多
く
訪
れ
る
と
自
然
資
源
が
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
懸
念
が
あ
っ
た
。
西
表
島
で
は
、

来
年
か
ら
特
定
自
然
観
光
資
源
へ
の
立
ち
入

り
制
限
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
ガ
イ
ド
事
業
者
に
つ
い
て
も
、
認
定
ガ

イ
ド
制
度
を
導
入
し
て
認
定
者
の
み
が
ガ
イ

沖
縄
観
光
の
概
況

　沖
縄
は
青
く
美
し
い
ビ
ー
チ
、
亜
熱
帯
の

自
然
、
独
自
の
歴
史
的
遺
産
、
地
元
料
理
、

リ
ゾ
ー
ト
滞
在
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
様
な

魅
力
を
持
つ
観
光
地
で
あ
る
。

　訪
沖
観
光
客
は
1
9
7
2
年
以
降
、
国
内

客
・
外
国
客
と
も
に
右
肩
上
が
り
に
成
長
し

て
き
た
。
特
に
こ
の
10
年
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
急
増
し
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
観
光
客
数
は
一
時
激
減

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
っ

た
が
、
国
内
客
が
半
分
程
度
残
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
沖
縄
観
光
は
生
き
延
び
る
こ
と
が
で

き
た
。
な
お
、
昨
年
度
時
点
で
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
前
並
み
に
回
復
し
て
い
る
。沖
縄
県
で
は
、

観
光
客
消
費
単
価
や
平
均
宿
泊
数
の
伸
び
悩

み
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
の

観
光
産
業
へ
の
意
識
は
、
給
与
や
待
遇
面
で

否
定
的
な
意
見
も
見
ら
れ
る
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
観
光
事
業
者
は

非
常
に
苦
し
い
時
期
を
経
験
し
た
が
、
そ
の

一
方
で
、
空
い
た
街
、
透
明
度
が
増
し
た
海

を
見
て
、
沖
縄
に
観
光
が
本
当
に
必
要
な
の

だ
ろ
う
か
と
、
沖
縄
県
民
が
考
え
る
機
会
に

な
っ
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
世
界

的
に
他
の
観
光
地
で
も
、
過
剰
な
混
雑
を
繰

り
返
さ
な
い
よ
う
、
今
ま
で
と
は
違
う
観
光

の
あ
り
方
、
理
想
像
を
模
索
す
る
契
機
と

な
っ
た
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
を
基

に
、
地
域
の
「
環
境
」、「
社
会
」、「
経
済
」
と

い
う
3
つ
の
分
野
と
、「
問
題
解
決
型
」と「
ビ

ジ
ョ
ン
追
求
型
」の
2
つ
の
取
り
組
み
の
時
間

軸
と
で
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
考
え
て
み
た
い
。

　「問
題
解
決
型
」
は
、
既
に
起
き
て
い
る
問

題
を
す
ぐ
に
解
決
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

一
方
で
、
中
長
期
的
に
観
光
に
よ
っ
て
地
域

を
よ
く
す
る
た
め
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の

支
援
も
重
要
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
を
ゼ
ロ
に

す
る
「
問
題
解
決
型
」
だ
け
取
り
組
ん
で
い

て
も
、
地
域
と
し
て
の
発
展
は
な
い
。
観
光

に
よ
っ
て
地
域
を
プ
ラ
ス
の
状
態
に
持
っ
て

い
く
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の
取
り
組
み
を
戦

略
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
か
ら
の
沖
縄
観
光

　沖
縄
に
お
け
る
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
の
取
組

を
紹
介
し
た
い
。

①
1
0
0
年
先
に
三
線
の
素
材
を
つ
な
い

で
い
く
―
く
る
ち
の
杜
1
0
0
年
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
：

沖
縄
に
は
独
自
の
楽
器
三
線
が
あ
る
。
三
線

の
材
料
と
な
る
木
材
は
、
か
つ
て
は
沖
縄
で

採
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
輸
入
に
頼
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
1
0
0
年

後
は
沖
縄
で
採
取
し
た
木
材
で
三
線
を
作
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

観
光
客
が
植
樹
に
参
加
す
る
ツ
ア
ー
と
な
っ

て
い
る
。

②
歴
史
、
自
然
、
文
化
を
守
る
た
め
に
価
値

を
伝
え
て
い
く
―
ガ
ン
ガ
ラ
ー
の
谷
：

観
光
客
を
対
象
と
し
た
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で
得

た
収
益
を
、
開
発
で
荒
れ
た
森
の
保
全
に
活

用
し
、
森
が
復
活
し
た
。
観
光
に
よ
っ
て
、

資
源
を
復
活
さ
せ
て
、
さ
ら
に
未
来
に
つ
な

げ
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

ド
を
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

・
富
裕
層
を
対
象
と
し
た
調
査
は
難
し
く
、

今
回
の
研
究
で
は
2
つ
の
方
法
を
試
み
た
。

一
つ
は
、
一
般
観
光
客
を
対
象
に
実
態
調
査

を
行
い
、
消
費
額
の
高
い
旅
行
者
を
抽
出
し

て
分
析
し
た
が
、
直
接
的
な
富
裕
層
調
査
で

は
な
い
た
め
不
十
分
と
考
え
て
い
る
。
も
う

一
つ
は
、
専
門
旅
行
社
や
ホ
テ
ル
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

一
般
旅
行
者
向
け
調
査
が
富
裕
層
研
究
の
概

念
に
適
合
す
る
か
を
検
討
中
で
あ
る
。

・
鬱
陵
島
で
は
大
型
ク
ル
ー
ズ
の
導
入
に
伴
う

交
通
問
題
が
発
生
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
K
C
T
I
は
こ
の
問

題
へ
の
対
策
を
提
言
し
て
い
る
が
、
島
内
の
大

手
観
光
業
者
の
影
響
で
行
政
が
積
極
的
に
対

策
を
行
う
の
は
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
は
、
11
月
の
観
測
史
上

で
１
位
と
な
る
異
例
の
大
雪
が
降
り
、
日
本

へ
の
到
着
が
４
時
間
遅
れ
る
な
ど
、
一
部
、

予
定
に
変
更
が
生
じ
ま
し
た
が
、
11
月
28
日

の
午
前
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
、
午

後
に
は
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
沖
縄

市
の
エ
イ
サ
ー
会
館
に
て
エ
イ
サ
ー
を
体
験

し
ま
し
た
。

　2
日
間
の
行
程
の
中
で
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
の
場
以
外
に
も
日
韓
の
研
究
者
同
士
、
そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
さ
れ
、大
変
有
意
義
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
日
本
と
韓
国
の
観
光
に
お
け

る
共
通
点
や
相
違
点
を
相
互
に
理
解
し
、
信

頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
両
国
の
観
光
文
化

の
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（文
：
J
T
B
F
・
岩
野
温
子
）

る
近
年
の
観
光
ト
レ
ン
ド
に
沿
っ
て
商
品
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
済
州
島
で

は
、
3
6
0
度
映
し
出
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
海
女
さ
ん
た
ち

が
捕
っ
た
海
の
幸
を
コ
ー
ス
料
理
で
堪
能
で

き
る
「
海
女
の
台
所
」
な
ど
、
テ
ー
マ
性
の

あ
る
観
光
商
品
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

島
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
適
し

て
い
る
。若
い
世
代
を
中
心
に
、ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
勤
務
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
市
場
が
急
成
長
し
て
い
る
。し
か
し
、

ア
ク
セ
ス
の
不
便
さ
や
交
通
費
の
高
さ
、
季

節
に
よ
っ
て
は
船
の
欠
航
な
ど
が
、
島
観
光

の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　文
化
体
育
観
光
部
※

を
中
心
に
、
地
域
開

発
や
ア
ク
セ
ス
性
向
上
に
関
す
る
政
策
が
推

進
さ
れ
、
青
山
島
な
ど
未
開
発
地
域
の
観
光

地
化
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　関
係
省
庁
で
は
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境

の
改
善
や
所
得
増
を
目
的
と
し
た
政
策
を
推

進
し
て
い
る
。
K
C
T
I
に
お
い
て
も
、
島

の
観
光
活
性
化
の
た
め
、
2
0
2
1
年
に
発

足
し
た
島
の
専
門
研
究
機
関
「
韓
国
島
振
興

院
」
と
2
0
2
4
年
3
月
に
M
O
U
を
締
結

し
、①
島
文
化
・
島
観
光
に
関
す
る
研
究
協

力
、②
セ
ミ
ナ
ー
等
学
術
イ
ベ
ン
ト
の
共
同

開
催
、③
レ
ポ
ー
ト
・
統
計
デ
ー
タ
の
共
同

活
用
、④
人
的
交
流
等
を
推
進
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

※
文
化
体
育
観
光
部
：
日
本
の
文
化
庁
、
観

光
庁
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
あ
た
る
機
関

K
‐
観
光
島
の
育
成
事
業

　「K
‐
観
光
島
」
育
成
事
業
で
は
、
国
際

的
に
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
を
目
指
し
、
巨

文
島
、
末
島
、
鬱
陵
島
な
ど
5
つ
の
島
で
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
独
自
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
巨
文
島
で
は

英
国
軍
の
歴
史
を
生
か
し
た
観
光
開
発
、
末

島
で
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
開
発
、
鬱

陵
島
で
は
独
自
の
生
態
系
を
生
か
し
た
観
光

資
源
の
活
用
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

活 動 報 告

「
日
韓
国
際
観
光

カンファレンス

2 

0 
2 
4
」を

開
催

く
寄
与
し
て
い
る
。

②
京
都
市（
定
額
制
）
…
宿
泊
料
金
に
応
じ

て
2
0
0
〜
1
0
0
0
円
の
一
定
額
を
課

税
。
収
益
は
観
光
客
の
モ
ラ
ル
向
上
や
伝
統

建
物
の
修
復
、
観
光
客
の
安
全
管
理
な
ど
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。

③
長
崎
市（
定
額
制
）
…
宿
泊
料
金
に
応
じ

て
1
0
0
〜
5
0
0
円
の
額
を
課
税
。
収
益

は
観
光
産
業
の
人
材
育
成
や
観
光
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
に
使
わ
れ
て
い
る
。
観
光
業
の
持
続

的
発
展
に
向
け
た
人
材
育
成
に
も
使
わ
れ
て

い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　当
財
団
で
は
、
宿
泊
税
に
関
す
る
研
究
活

動
や
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
2
0
1
7
年
に

は
「
観
光
財
源
研
究
会
」
を
設
置
し
た
。
研

究
会
に
は
地
方
自
治
体
や
D
M
O
の
職
員
が

参
加
し
、
宿
泊
税
の
導
入
や
活
用
に
関
す
る

議
論
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

じ
て
得
た
知
識
は
学
術
研
究
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
と
し
て
広
く
情
報
発
信
し
て
い
る
。

「
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
ト
レ
ン
ド
の
変
化
と
動
向
」

K
C
T
I

キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ 

●
上
級
研
究
委
員

　ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
観
光
は
国
際
的
に
も
注

目
を
集
め
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
ト
レ
ン
ド

と
し
て
は
、
技
術
の
進
歩
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
の
高
ま
り
、独
占
性
、

個
人
情
報
保
護
、
真
の
文
化
体
験
、
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
、
健
康
と
ウ
ェ
ル
ネ
ス
が
挙
げ
ら
れ

る
。富
裕
層
観
光
客
が
好
む
目
的
地
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
日
本

の
人
気
が
高
い
。
ま
た
、
経
済
的
に
自
立
し

た
中
国
の
女
性
観
光
客
が
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

観
光
市
場
を
牽
引
し
て
お
り
、
一
人
旅
の

ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
い
る
。
中
国
人
女
性
の

富
裕
層
観
光
客
が
選
ん
だ
目
的
地
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
韓
国
・
日
本
で
あ
る
。

　韓
国
を
訪
れ
た
富
裕
層
観
光
客
は
、
支
出

規
模
か
ら
、「
ハ
イ
エ
ン
ド
・
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
」

（
観
光
支
出
額
が
2
5
0
0
0
ド
ル
以
上
）、「
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
」（
同
1
2
0
0
0
ド
ル
以
上
）、

「
プ
レ
ミ
ア
ム
」（
同
5
0
0
0
ド
ル
以
上
）の

3
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
好
ま
れ
る
の
は
、
医
療
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、

グ
ル
メ
、
韓
流
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ジ
ャ
ー
、
韓
国

文
化
・
芸
術
で
、
観
光
活
動
で
人
気
が
あ
る

の
は
、
グ
ル
メ
観
光
、K-B

eauty

、K-P
op

で
あ
る
。

　ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
観
光
地
と
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、
認
知
度
の

向
上
、
観
光
商
品
の
高
付
加
価
値
化
、
地
域

競
争
力
の
強
化
、
利
便
性
向
上
を
柱
と
し
た

政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
利
便

性
向
上
」
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
移
動
な
ど

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
観
光
客
向
け
の
サ
ー
ビ
ス

拡
充
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
観

光
資
源
の
発
掘
や
観
光
地
の
広
報
活
動
が
強

化
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
で
は
地
方
観
光
の
モ

デ
ル
育
成
や
ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
商
品
の
発
掘

に
も
注
力
し
て
お
り
、
観
光
誘
致
に
向
け
た

多
様
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

「
韓
国
に
お
け
る
島
嶼
観
光
の
推

進
状
況
と『
K‐
観
光
島
』の
育

成
事
業
の
課
題
」

K
C
T
I

ジ
ン
・
ボ
ラ 

●
副
研
究
委
員

韓
国
に
お
け
る
島
観
光
の
ト
レ
ン
ド

　韓
国
の
島
観
光
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
や

地
域
固
有
の
資
源
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

島
観
光
の
活
性
化
の
課
題

　島
の
規
模
と
特
性
に
応
じ
た
観
光
戦
略
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
自
ら
産
業
を
運
営
で
き

る
「
自
立
型
」
と
、
周
辺
島
と
の
連
携
が
必

要
な
「
連
携
型
」
に
島
を
分
類
し
て
い
る
。

島
ご
と
の
訪
問
者
向
け
資
料
、
観
光
現
況
や

基
礎
資
料
等
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ

ら
の
調
査
や
政
策
機
関
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
通
じ
た
情
報
共
有
も
必
要
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
島
の
現
状
を
分
析
し
、
実
際
の
観
光

活
性
化
お
よ
び
収
益
モ
デ
ル
の
構
築
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
島
嶼
経
済
を
発
展
さ
せ
る

た
め
、
6
次
産
業
化
や
新
技
術
の
導
入
、
ス

ト
ー
リ
ー
を
備
え
た
新
規
ブ
ラ
ン
ド
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
開
発
へ
の
投
資
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
鬱
陵
島
の
ゴ
リ
ラ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は

若
年
層
を
中
心
に
反
応
が
よ
く
、
こ
の
成
功

例
か
ら
も
島
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
開
発
へ
の
投

資
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

「
沖
縄
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」

J
T
B
F

中
島 

泰 

●
上
席
主
任
研
究
員

J
T
B
F『
観
光
財
源
研
究
会
』

の
活
動
」

J
T
B
F

菅
野
正
洋 

●
上
席
主
任
研
究
員

　現
在
、
宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

は
、
ニ
セ
コ
町
、
京
都
市
、
金
沢
市
、
長
崎

市
な
ど
日
本
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
。ま
た
、

沖
縄
県
で
も
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
日

本
の
地
方
自
治
体
で
は
、
観
光
振
興
に
充
て

る
予
算
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
独
自

財
源
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　宿
泊
税
は
、
宿
泊
行
為
に
対
し
て
課
税
さ

れ
る
も
の
で
、
主
に
二
つ
の
課
税
方
法
が
あ

る
。
一
つ
は
宿
泊
料
金
に
関
わ
ら
ず
一
定
額

を
課
税
す
る
「
定
額
制
」、
も
う
一
つ
は
料

金
の
一
定
割
合
を
課
税
す
る
「
定
率
性
」
で

あ
る
。

事
例
紹
介

①
倶
知
安
町（
定
率
制
）
…
宿
泊
料
金
に
対

し
て
2
%
の
税
を
課
税
。
収
益
は
主
に
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
交
通
整
備
に
使
わ
れ
、

そ
の
中
で
も
特
に
地
域
D
M
O
（
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
）
へ
の
資
金
支
援
が
多
く

の
割
合
を
占
め
て
お
り
、
観
光
振
興
に
大
き

日
本
で
導
入
が
進
む
観
光
振
興
の

た
め
の
財
源
＝
宿
泊
税

③
そ
こ
に
ホ
テ
ル
が
あ
る
こ
と
で
よ
り
良
い

地
域
が
創
り
出
せ
る
―
百
名
伽
藍
：

沖
縄
南
部
に
あ
る
ホ
テ
ル
「
百
名
伽
藍
」
で

は
、「
そ
こ
に
ホ
テ
ル
が
あ
る
こ
と
で
よ
り
良

い
地
域
が
創
り
出
せ
る
」
よ
う
に
す
る
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。
沖
縄
の
木
材
や

岩
な
ど
を
使
っ
て
建
築
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

沖
縄
の
文
化
を
観
光
客
に
伝
え
、
沖
縄
の
文

化
を
未
来
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
沖
縄
県
内
の
芸
術
を
学
ぶ
学
生
を

ホ
テ
ル
に
雇
用
し
、
文
化
を
伝
え
る
と
と
も

　2
0
2
4
年
11
月
28
日
（
木
）、
日
韓
国

際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究
協
力

に
関
す
る
覚
書
（
M
O
U
）
を
結
ん
で
い
る

韓
国
文
化
観
光
研
究
院
（
以
下
、
K
C
T
I
）

と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
昨
年
締

結
（
更
新
）
さ
れ
た
M
O
U
に
お
い
て
、
新

た
に
、
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
が
追

加
さ
れ
た
た
め
、
今
回
は
初
め
て
日
本
・
沖

縄
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　当
日
は
、
両
機
関
の
代
表
挨
拶
後
、「
地

域
観
光
」
を
テ
ー
マ
に
、
両
機
関
の
研
究
員

４
名
に
よ
る
研
究
発
表
と
質
疑
応
答
を
行
い

ま
し
た
。

　本
稿
で
は
各
研
究
発
表
の
要
旨
を
中
心
に

そ
の
後
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
地
域
観
光
】

「
日
本
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る

宿
泊
税
導
入
の
現
状
と

研究発表内容

トピックス：地域観光

に
、
雇
用
の
創
出
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
沖
縄
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

現
在
J
T
B
F
で
は
、
沖
縄
県
と
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
宣
言
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
半
年
後
に
は
沖
縄
県
が
公
式
発
表

と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
宣
言
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　主
に
行
わ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
宿
泊
税
は
宿
泊
施
設
が
宿
泊
客
か
ら
代
理

徴
収
す
る
仕
組
み
で
、
宿
泊
料
金
が
高
く
見

え
る
こ
と
や
徴
収
業
務
の
負
担
が
課
題
と
さ

れ
て
き
た
。
日
帰
り
客
へ
の
課
税
は
難
し
い

た
め
、
宿
泊
客
に
限
定
し
た
徴
収
が
さ
れ
て

い
る
。
導
入
に
伴
う
懸
念
と
し
て
、
宿
泊
客

数
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
実
際
に
は
変

化
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
を
示

し
、
理
解
を
得
た
。
多
く
の
自
治
体
は
、
宿

泊
施
設
の
業
務
負
担
を
補
償
金
と
し
て
返
金

し
て
い
る
。

「
日
本
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る

宿
泊
税
導
入
の
現
状
と

J
T
B
F『
観
光
財
源
研
究
会
』の
活
動
」

1
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三 校



・
沖
縄
に
は
世
界
文
化
遺
産
「
琉
球
王
国
の

グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」（
2
0
0
0
年
登

録
）と
世
界
自
然
遺
産「
奄
美
大
島
、徳
之
島
、

沖
縄
島
北
部
及
び
西
表

島
」（
2
0
2
1
年
登

録
）
が
あ
る
。

・
世
界
文
化
遺
産
に
は
、

首
里
城
跡
や
住
民
の

祈
り
の
場
が
含
ま
れ

て
お
り
、
特
に
斎
場

御
嶽
は
県
民
に
と
っ

て
特
別
な
聖
地
で
あ

る
。
一
時
期
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
観
光

客
が
押
し
寄
せ
、
住
民

と
の
摩
擦
が
生
じ
た

が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
で

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
事
前
ガ

イ
ダ
ン
ス
の
義
務
化
や

入
場
料
の
徴
収
で
入
場

者
を
管
理
し
、
文
化
へ

の
理
解
を
促
進
し
た
。

・
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
よ
っ
て
、
一
度
に
観

光
客
が
多
く
訪
れ
る
と
自
然
資
源
が
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
懸
念
が
あ
っ
た
。
西
表
島
で
は
、

来
年
か
ら
立
ち
入
り
制
限
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ガ
イ
ド
事
業
者
に
つ

い
て
も
、
認
定
ガ
イ
ド
制
度
を
導
入
し
て
認

定
者
の
み
が
ガ
イ
ド
を
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

沖
縄
観
光
の
概
況

　沖
縄
は
青
く
美
し
い
ビ
ー
チ
、
亜
熱
帯
の

自
然
、
独
自
の
歴
史
的
遺
産
、
地
元
料
理
、

リ
ゾ
ー
ト
滞
在
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
様
な

魅
力
を
持
つ
観
光
地
で
あ
る
。

　訪
沖
観
光
客
は
1
9
7
2
年
以
降
、
国
内

客
・
外
国
客
と
も
に
右
肩
上
が
り
に
成
長
し

て
き
た
。
特
に
こ
の
10
年
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
急
増
し
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
観
光
客
数
は
一
時
激
減

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
っ

た
が
、
国
内
客
が
半
分
程
度
残
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
沖
縄
観
光
は
生
き
延
び
る
こ
と
が
で

き
た
。
な
お
、
昨
年
度
時
点
で
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
前
並
み
に
回
復
し
て
い
る
。沖
縄
県
で
は
、

観
光
客
消
費
単
価
や
平
均
宿
泊
数
の
伸
び
悩

み
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
の

観
光
産
業
へ
の
意
識
は
、
給
与
や
待
遇
面
で

否
定
的
な
意
見
も
見
ら
れ
る
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
観
光
事
業
者
は

非
常
に
苦
し
い
時
期
を
経
験
し
た
が
、
そ
の

一
方
で
、
空
い
た
街
、
透
明
度
が
増
し
た
海

を
見
て
、
沖
縄
に
観
光
が
本
当
に
必
要
な
の

だ
ろ
う
か
と
、
沖
縄
県
民
が
考
え
る
機
会
に

な
っ
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
世
界

的
に
他
の
観
光
地
で
も
、
過
剰
な
混
雑
を
繰

り
返
さ
な
い
よ
う
、
今
ま
で
と
は
違
う
観
光

の
あ
り
方
、
理
想
像
を
模
索
す
る
契
機
と

な
っ
た
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
を
基

に
、
地
域
の
「
環
境
」、「
社
会
」、「
経
済
」
と

い
う
3
つ
の
分
野
と
、「
問
題
解
決
型
」と「
ビ

ジ
ョ
ン
追
求
型
」の
2
つ
の
取
り
組
み
の
時
間

軸
と
で
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
考
え
て
み
た
い
。

　「問
題
解
決
型
」
は
、
既
に
起
き
て
い
る
問

題
を
す
ぐ
に
解
決
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

一
方
で
、
中
長
期
的
に
観
光
に
よ
っ
て
地
域

を
よ
く
す
る
た
め
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の

支
援
も
重
要
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
を
ゼ
ロ
に

す
る
「
問
題
解
決
型
」
だ
け
取
り
組
ん
で
い

て
も
、
地
域
と
し
て
の
発
展
は
な
い
。
観
光

に
よ
っ
て
地
域
を
プ
ラ
ス
の
状
態
に
持
っ
て

い
く
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の
取
り
組
み
を
戦

略
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
か
ら
の
沖
縄
観
光

　沖
縄
に
お
け
る
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
の
取
組

を
紹
介
し
た
い
。

①
1
0
0
年
先
に
三
線
の
素
材
を
つ
な
い
で

い
く
―
く
る
ち
の
杜
1
0
0
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
：
沖
縄
に
は
独
自
の
楽
器
三
線
が
あ
る
。

三
線
の
材
料
と
な
る
木
材
は
、
か
つ
て
は
沖

縄
で
採
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
輸
入
に
頼
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

1
0
0
年
後
は
沖
縄
で
採
取
し
た
木
材
で
三

線
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、
観
光
客
が
植
樹
に
参
加
す
る
ツ

ア
ー
と
な
っ
て
い
る
。

②
歴
史
、
自
然
、
文
化
を
守
る
た
め
に
価
値

を
伝
え
て
い
く
―
ガ
ン
ガ
ラ
ー
の
谷
：

観
光
客
を
対
象
と
し
た
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で
得

た
収
益
を
、
開
発
で
荒
れ
た
森
の
保
全
に
活

用
し
、
森
が
復
活
し
た
。
観
光
に
よ
っ
て
、

資
源
を
復
活
さ
せ
て
、
さ
ら
に
未
来
に
つ
な

げ
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

③
そ
こ
に
ホ
テ
ル
が
あ
る
こ
と
で
よ
り
良
い

・
富
裕
層
を
対
象
と
し
た
調
査
は
難
し
く
、

今
回
の
研
究
で
は
2
つ
の
方
法
を
試
み
た
。

一
つ
は
、
一
般
観
光
客
を
対
象
に
実
態
調
査

を
行
い
、
消
費
額
の
高
い
旅
行
者
を
抽
出
し

て
分
析
し
た
が
、
直
接
的
な
富
裕
層
調
査
で

は
な
い
た
め
不
十
分
と
考
え
て
い
る
。
も
う

一
つ
は
、
専
門
旅
行
社
や
ホ
テ
ル
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

一
般
旅
行
者
向
け
調
査
が
富
裕
層
研
究
の
概

念
に
適
合
す
る
か
を
検
討
中
で
あ
る
。

・
鬱
陵
島
で
は
大
型
ク
ル
ー
ズ
の
導
入
に
伴

う
交
通
問
題
が
発
生
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
K
C
T
I
は
こ

の
問
題
へ
の
対
策
を
提
言
し
て
い
る
が
、
島

内
の
大
手
観
光
業
者
の
影
響
で
行
政
が
積
極

的
に
対
策
を
行
う
の
は
難
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
は
、
11
月
の
観
測
史
上

で
１
位
と
な
る
異
例
の
大
雪
が
降
り
、
日
本

へ
の
到
着
が
４
時
間
遅
れ
る
な
ど
、
一
部
、

予
定
に
変
更
が
生
じ
ま
し
た
が
、
11
月
28
日

の
午
前
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
、
午

後
に
は
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
沖
縄

市
の
エ
イ
サ
ー
会
館
に
て
エ
イ
サ
ー
を
体
験

し
ま
し
た
。

　2
日
間
の
行
程
の
中
で
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
の
場
以
外
に
も
日
韓
の
研
究
者
同
士
、
そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
さ
れ
、大
変
有
意
義
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
日
本
と
韓
国
の
観
光
に
お
け

る
共
通
点
や
相
違
点
を
相
互
に
理
解
し
、
信

頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
両
国
の
観
光
文
化

の
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（文
：
J
T
B
F
・
岩
野
温
子
）

る
近
年
の
観
光
ト
レ
ン
ド
に
沿
っ
て
商
品
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
済
州
島
で

は
、
3
6
0
度
映
し
出
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
海
女
さ
ん
た
ち

が
捕
っ
た
海
の
幸
を
コ
ー
ス
料
理
で
堪
能
で

き
る
「
海
女
の
台
所
」
な
ど
、
テ
ー
マ
性
の

あ
る
観
光
商
品
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

島
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
適
し

て
い
る
。若
い
世
代
を
中
心
に
、ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
勤
務
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
市
場
が
急
成
長
し
て
い
る
。し
か
し
、

ア
ク
セ
ス
の
不
便
さ
や
交
通
費
の
高
さ
、
季

節
に
よ
っ
て
は
船
の
欠
航
な
ど
が
、
島
観
光

の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　文
化
体
育
観
光
部
※

を
中
心
に
、
地
域
開

発
や
ア
ク
セ
ス
性
向
上
に
関
す
る
政
策
が
推

進
さ
れ
、
青
山
島
な
ど
未
開
発
地
域
の
観
光

地
化
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　関
係
省
庁
で
は
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境

の
改
善
や
所
得
増
を
目
的
と
し
た
政
策
を
推

進
し
て
い
る
。
K
C
T
I
に
お
い
て
も
、
島

の
観
光
活
性
化
の
た
め
、
2
0
2
1
年
に
発

足
し
た
島
の
専
門
研
究
機
関
「
韓
国
島
振
興

院
」
と
2
0
2
4
年
3
月
に
M
O
U
を
締
結

し
、①
島
文
化
・
島
観
光
に
関
す
る
研
究
協

力
、②
セ
ミ
ナ
ー
等
学
術
イ
ベ
ン
ト
の
共
同

開
催
、③
レ
ポ
ー
ト
・
統
計
デ
ー
タ
の
共
同

活
用
、④
人
的
交
流
等
を
推
進
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

※
文
化
体
育
観
光
部
：
日
本
の
文
化
庁
、
観

光
庁
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
あ
た
る
機
関

K
‐
観
光
島
の
育
成
事
業

　「K
‐
観
光
島
」
育
成
事
業
で
は
、
国
際

的
に
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
を
目
指
し
、
巨

文
島
、
末
島
、
鬱
陵
島
な
ど
5
つ
の
島
で
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
独
自
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
巨
文
島
で
は

英
国
軍
の
歴
史
を
生
か
し
た
観
光
開
発
、
末

島
で
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
開
発
、
鬱

陵
島
で
は
独
自
の
生
態
系
を
生
か
し
た
観
光

資
源
の
活
用
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

く
寄
与
し
て
い
る
。

②
京
都
市（
定
額
制
）
…
宿
泊
料
金
に
応
じ

て
2
0
0
〜
1
0
0
0
円
の
一
定
額
を
課

税
。
収
益
は
観
光
客
の
モ
ラ
ル
向
上
や
伝
統

建
物
の
修
復
、
観
光
客
の
安
全
管
理
な
ど
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。

③
長
崎
市（
定
額
制
）
…
宿
泊
料
金
に
応
じ

て
1
0
0
〜
5
0
0
円
の
額
を
課
税
。
収
益

は
観
光
産
業
の
人
材
育
成
や
観
光
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
に
使
わ
れ
て
い
る
。
観
光
業
の
持
続

的
発
展
に
向
け
た
人
材
育
成
に
も
使
わ
れ
て

い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　当
財
団
で
は
、
宿
泊
税
に
関
す
る
研
究
活

動
や
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
2
0
1
7
年
に

は
「
観
光
財
源
研
究
会
」
を
設
置
し
た
。
研

究
会
に
は
地
方
自
治
体
や
D
M
O
の
職
員
が

参
加
し
、
宿
泊
税
の
導
入
や
活
用
に
関
す
る

議
論
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

じ
て
得
た
知
識
は
学
術
研
究
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
と
し
て
広
く
情
報
発
信
し
て
い
る
。

「
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
ト
レ
ン
ド
の
変
化
と
動
向
」

K
C
T
I

キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ 

●
上
級
研
究
委
員

　ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
観
光
は
国
際
的
に
も
注

目
を
集
め
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
ト
レ
ン
ド

と
し
て
は
、
技
術
の
進
歩
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
の
高
ま
り
、独
占
性
、

個
人
情
報
保
護
、
真
の
文
化
体
験
、
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
、
健
康
と
ウ
ェ
ル
ネ
ス
が
挙
げ
ら
れ

る
。富
裕
層
観
光
客
が
好
む
目
的
地
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
日
本

の
人
気
が
高
い
。
ま
た
、
経
済
的
に
自
立
し

た
中
国
の
女
性
観
光
客
が
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

観
光
市
場
を
牽
引
し
て
お
り
、
一
人
旅
の

ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
い
る
。
中
国
人
女
性
の

富
裕
層
観
光
客
が
選
ん
だ
目
的
地
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
韓
国
・
日
本
で
あ
る
。

　韓
国
を
訪
れ
た
富
裕
層
観
光
客
は
、
支
出

規
模
か
ら
、「
ハ
イ
エ
ン
ド
・
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
」

（
観
光
支
出
額
が
2
5
0
0
0
ド
ル
以
上
）、「
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
」（
同
1
2
0
0
0
ド
ル
以
上
）、

「
プ
レ
ミ
ア
ム
」（
同
5
0
0
0
ド
ル
以
上
）の

3
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
好
ま
れ
る
の
は
、
医
療
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、

グ
ル
メ
、
韓
流
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ジ
ャ
ー
、
韓
国

文
化
・
芸
術
で
、
観
光
活
動
で
人
気
が
あ
る

の
は
、
グ
ル
メ
観
光
、K-B

eauty

、K-P
op

で
あ
る
。

　ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
観
光
地
と
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、
認
知
度
の

向
上
、
観
光
商
品
の
高
付
加
価
値
化
、
地
域

競
争
力
の
強
化
、
利
便
性
向
上
を
柱
と
し
た

政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
利
便

性
向
上
」
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
移
動
な
ど

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
観
光
客
向
け
の
サ
ー
ビ
ス

拡
充
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
観

光
資
源
の
発
掘
や
観
光
地
の
広
報
活
動
が
強

化
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
で
は
地
方
観
光
の
モ

デ
ル
育
成
や
ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
商
品
の
発
掘

に
も
注
力
し
て
お
り
、
観
光
誘
致
に
向
け
た

多
様
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

「
韓
国
に
お
け
る
島
嶼
観
光
の
推

進
状
況
と『
K‐
観
光
島
』の
育

成
事
業
の
課
題
」

K
C
T
I

ジ
ン
・
ボ
ラ 

●
副
研
究
委
員

韓
国
に
お
け
る
島
観
光
の
ト
レ
ン
ド

　韓
国
の
島
観
光
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
や

地
域
固
有
の
資
源
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

島
観
光
の
活
性
化
の
課
題

　島
の
規
模
と
特
性
に
応
じ
た
観
光
戦
略
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
自
ら
産
業
を
運
営
で
き

る
「
自
立
型
」
と
、
周
辺
島
と
の
連
携
が
必

要
な
「
連
携
型
」
に
島
を
分
類
し
て
い
る
。

島
ご
と
の
訪
問
者
向
け
資
料
、
観
光
現
況
や

基
礎
資
料
等
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ

ら
の
調
査
や
政
策
機
関
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
通
じ
た
情
報
共
有
も
必
要
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
島
の
現
状
を
分
析
し
、
実
際
の
観
光

活
性
化
お
よ
び
収
益
モ
デ
ル
の
構
築
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
島
嶼
経
済
を
発
展
さ
せ
る

た
め
、
6
次
産
業
化
や
新
技
術
の
導
入
、
ス

ト
ー
リ
ー
を
備
え
た
新
規
ブ
ラ
ン
ド
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
開
発
へ
の
投
資
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
鬱
陵
島
の
ゴ
リ
ラ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は

若
年
層
を
中
心
に
反
応
が
よ
く
、
こ
の
成
功

例
か
ら
も
島
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
開
発
へ
の
投

資
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

「
沖
縄
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」

J
T
B
F

中
島 

泰 

●
上
席
主
任
研
究
員

菅野正洋 上席主任研究員ジン・ボラ 副研究委員

中島泰 上席主任研究員

キム・ヒョンジュ 上級研究委員

J
T
B
F『
観
光
財
源
研
究
会
』

の
活
動
」

J
T
B
F

菅
野
正
洋 

●
上
席
主
任
研
究
員

　現
在
、
宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

は
、
ニ
セ
コ
町
、
京
都
市
、
金
沢
市
、
長
崎

市
な
ど
日
本
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
。ま
た
、

沖
縄
県
で
も
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
日

本
の
地
方
自
治
体
で
は
、
観
光
振
興
に
充
て

る
予
算
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
独
自

財
源
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　宿
泊
税
は
、
宿
泊
行
為
に
対
し
て
課
税
さ

れ
る
も
の
で
、
主
に
二
つ
の
課
税
方
法
が
あ

る
。
一
つ
は
宿
泊
料
金
に
関
わ
ら
ず
一
定
額

を
課
税
す
る
「
定
額
制
」、
も
う
一
つ
は
料

金
の
一
定
割
合
を
課
税
す
る
「
定
率
性
」
で

あ
る
。

事
例
紹
介

①
倶
知
安
町（
定
率
制
）
…
宿
泊
料
金
に
対

し
て
2
%
の
税
を
課
税
。
収
益
は
主
に
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
交
通
整
備
に
使
わ
れ
、

そ
の
中
で
も
特
に
地
域
D
M
O
（
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
）
へ
の
資
金
支
援
が
多
く

の
割
合
を
占
め
て
お
り
、
観
光
振
興
に
大
き

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ト
レ
ン
ド
の
変
化

訪
韓
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
観
光
市
場
の

動
向

富
裕
層
観
光
客
の
誘
致
拡
大
の
た
め
の

政
策

当
財
団
の
観
光
財
源
を
め
ぐ
る

研
究
活
動

地
域
が
創
り
出
せ
る
―
百
名
伽
藍
：

沖
縄
南
部
に
あ
る
ホ
テ
ル
「
百
名
伽
藍
」
で

は
、「
そ
こ
に
ホ
テ
ル
が
あ
る
こ
と
で
よ
り

良
い
地
域
が
創
り
出
せ
る
」
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
い
る
。
沖
縄
の
木
材
や
岩
な
ど

を
使
っ
て
建
築
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
沖
縄

の
文
化
を
観
光
客
に
伝
え
、
沖
縄
の
文
化
を

未
来
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
沖
縄
県
内
の
芸
術
を
学
ぶ
学
生
を
ホ
テ

ル
に
雇
用
し
、
文
化
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

雇
用
の
創
出
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

　2
0
2
4
年
11
月
28
日
（
木
）、
日
韓
国

際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究
協
力

に
関
す
る
覚
書
（
M
O
U
）
を
結
ん
で
い
る

韓
国
文
化
観
光
研
究
院
（
以
下
、
K
C
T
I
）

と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
昨
年
締

結
（
更
新
）
さ
れ
た
M
O
U
に
お
い
て
、
新

た
に
、
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
が
追

加
さ
れ
た
た
め
、
今
回
は
初
め
て
日
本
・
沖

縄
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　当
日
は
、
両
機
関
の
代
表
挨
拶
後
、「
地

域
観
光
」
を
テ
ー
マ
に
、
両
機
関
の
研
究
員

４
名
に
よ
る
研
究
発
表
と
質
疑
応
答
を
行
い

ま
し
た
。

　本
稿
で
は
各
研
究
発
表
の
要
旨
を
中
心
に

そ
の
後
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
地
域
観
光
】

「
日
本
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る

宿
泊
税
導
入
の
現
状
と

　こ
う
し
た
沖
縄
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

現
在
J
T
B
F
で
は
、
沖
縄
県
と
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
宣
言
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
半
年
後
に
は
沖
縄
県
が
公
式
発
表

と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
宣
言
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　主
に
行
わ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
宿
泊
税
は
宿
泊
施
設
が
宿
泊
客
か
ら
代
理

徴
収
す
る
仕
組
み
で
、
宿
泊
料
金
が
高
く
見

え
る
こ
と
や
徴
収
業
務
の
負
担
が
課
題
と
さ

れ
て
き
た
。
日
帰
り
客
へ
の
課
税
は
難
し
い

た
め
、
宿
泊
客
に
限
定
し
た
徴
収
が
さ
れ
て

い
る
。
導
入
に
伴
う
懸
念
と
し
て
、
宿
泊
客

数
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
実
際
に
は
変

化
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
を
示

し
、
理
解
を
得
た
。
多
く
の
自
治
体
は
、
宿

泊
施
設
の
業
務
負
担
を
補
償
金
と
し
て
返
金

し
て
い
る
。

発
表
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❷

発
表
…
❸

発
表
…
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韓
国
の
島
観
光
に
お
け
る

政
策
の
推
進
状
況
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・
沖
縄
に
は
世
界
文
化
遺
産
「
琉
球
王
国
の

グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」（
2
0
0
0
年
登

録
）と
世
界
自
然
遺
産「
奄
美
大
島
、徳
之
島
、

沖
縄
島
北
部
及
び
西
表

島
」（
2
0
2
1
年
登

録
）
が
あ
る
。

・
世
界
文
化
遺
産
に
は
、

首
里
城
跡
や
住
民
の

祈
り
の
場
が
含
ま
れ

て
お
り
、
特
に
斎
場

御
嶽
は
県
民
に
と
っ

て
特
別
な
聖
地
で
あ

る
。
一
時
期
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
観
光

客
が
押
し
寄
せ
、
住
民

と
の
摩
擦
が
生
じ
た

が
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
で

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
事
前
ガ

イ
ダ
ン
ス
の
義
務
化
や

入
場
料
の
徴
収
で
入
場

者
を
管
理
し
、
文
化
へ

の
理
解
を
促
進
し
た
。

・
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
よ
っ
て
、
一
度
に
観

光
客
が
多
く
訪
れ
る
と
自
然
資
源
が
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
懸
念
が
あ
っ
た
。
西
表
島
で
は
、

来
年
か
ら
立
ち
入
り
制
限
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ガ
イ
ド
事
業
者
に
つ

い
て
も
、
認
定
ガ
イ
ド
制
度
を
導
入
し
て
認

定
者
の
み
が
ガ
イ
ド
を
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

沖
縄
観
光
の
概
況

　沖
縄
は
青
く
美
し
い
ビ
ー
チ
、
亜
熱
帯
の

自
然
、
独
自
の
歴
史
的
遺
産
、
地
元
料
理
、

リ
ゾ
ー
ト
滞
在
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
様
な

魅
力
を
持
つ
観
光
地
で
あ
る
。

　訪
沖
観
光
客
は
1
9
7
2
年
以
降
、
国
内

客
・
外
国
客
と
も
に
右
肩
上
が
り
に
成
長
し

て
き
た
。
特
に
こ
の
10
年
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
急
増
し
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
観
光
客
数
は
一
時
激
減

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
っ

た
が
、
国
内
客
が
半
分
程
度
残
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
沖
縄
観
光
は
生
き
延
び
る
こ
と
が
で

き
た
。
な
お
、
昨
年
度
時
点
で
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
前
並
み
に
回
復
し
て
い
る
。沖
縄
県
で
は
、

観
光
客
消
費
単
価
や
平
均
宿
泊
数
の
伸
び
悩

み
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
の

観
光
産
業
へ
の
意
識
は
、
給
与
や
待
遇
面
で

否
定
的
な
意
見
も
見
ら
れ
る
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
観
光
事
業
者
は

非
常
に
苦
し
い
時
期
を
経
験
し
た
が
、
そ
の

一
方
で
、
空
い
た
街
、
透
明
度
が
増
し
た
海

を
見
て
、
沖
縄
に
観
光
が
本
当
に
必
要
な
の

だ
ろ
う
か
と
、
沖
縄
県
民
が
考
え
る
機
会
に

な
っ
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
世
界

的
に
他
の
観
光
地
で
も
、
過
剰
な
混
雑
を
繰

り
返
さ
な
い
よ
う
、
今
ま
で
と
は
違
う
観
光

の
あ
り
方
、
理
想
像
を
模
索
す
る
契
機
と

な
っ
た
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
を
基

に
、
地
域
の
「
環
境
」、「
社
会
」、「
経
済
」
と

い
う
3
つ
の
分
野
と
、「
問
題
解
決
型
」と「
ビ

ジ
ョ
ン
追
求
型
」の
2
つ
の
取
り
組
み
の
時
間

軸
と
で
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
考
え
て
み
た
い
。

　「問
題
解
決
型
」
は
、
既
に
起
き
て
い
る
問

題
を
す
ぐ
に
解
決
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

一
方
で
、
中
長
期
的
に
観
光
に
よ
っ
て
地
域

を
よ
く
す
る
た
め
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の

支
援
も
重
要
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
を
ゼ
ロ
に

す
る
「
問
題
解
決
型
」
だ
け
取
り
組
ん
で
い

て
も
、
地
域
と
し
て
の
発
展
は
な
い
。
観
光

に
よ
っ
て
地
域
を
プ
ラ
ス
の
状
態
に
持
っ
て

い
く
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の
取
り
組
み
を
戦

略
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
か
ら
の
沖
縄
観
光

　沖
縄
に
お
け
る
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
の
取
組

を
紹
介
し
た
い
。

①
1
0
0
年
先
に
三
線
の
素
材
を
つ
な
い
で

い
く
―
く
る
ち
の
杜
1
0
0
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
：
沖
縄
に
は
独
自
の
楽
器
三
線
が
あ
る
。

三
線
の
材
料
と
な
る
木
材
は
、
か
つ
て
は
沖

縄
で
採
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
輸
入
に
頼
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

1
0
0
年
後
は
沖
縄
で
採
取
し
た
木
材
で
三

線
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
、
観
光
客
が
植
樹
に
参
加
す
る
ツ

ア
ー
と
な
っ
て
い
る
。

②
歴
史
、
自
然
、
文
化
を
守
る
た
め
に
価
値

を
伝
え
て
い
く
―
ガ
ン
ガ
ラ
ー
の
谷
：

観
光
客
を
対
象
と
し
た
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で
得

た
収
益
を
、
開
発
で
荒
れ
た
森
の
保
全
に
活

用
し
、
森
が
復
活
し
た
。
観
光
に
よ
っ
て
、

資
源
を
復
活
さ
せ
て
、
さ
ら
に
未
来
に
つ
な

げ
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

③
そ
こ
に
ホ
テ
ル
が
あ
る
こ
と
で
よ
り
良
い

・
富
裕
層
を
対
象
と
し
た
調
査
は
難
し
く
、

今
回
の
研
究
で
は
2
つ
の
方
法
を
試
み
た
。

一
つ
は
、
一
般
観
光
客
を
対
象
に
実
態
調
査

を
行
い
、
消
費
額
の
高
い
旅
行
者
を
抽
出
し

て
分
析
し
た
が
、
直
接
的
な
富
裕
層
調
査
で

は
な
い
た
め
不
十
分
と
考
え
て
い
る
。
も
う

一
つ
は
、
専
門
旅
行
社
や
ホ
テ
ル
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

一
般
旅
行
者
向
け
調
査
が
富
裕
層
研
究
の
概

念
に
適
合
す
る
か
を
検
討
中
で
あ
る
。

・
鬱
陵
島
で
は
大
型
ク
ル
ー
ズ
の
導
入
に
伴

う
交
通
問
題
が
発
生
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
K
C
T
I
は
こ

の
問
題
へ
の
対
策
を
提
言
し
て
い
る
が
、
島

内
の
大
手
観
光
業
者
の
影
響
で
行
政
が
積
極

的
に
対
策
を
行
う
の
は
難
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
は
、
11
月
の
観
測
史
上

で
１
位
と
な
る
異
例
の
大
雪
が
降
り
、
日
本

へ
の
到
着
が
４
時
間
遅
れ
る
な
ど
、
一
部
、

予
定
に
変
更
が
生
じ
ま
し
た
が
、
11
月
28
日

の
午
前
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
、
午

後
に
は
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
沖
縄

市
の
エ
イ
サ
ー
会
館
に
て
エ
イ
サ
ー
を
体
験

し
ま
し
た
。

　2
日
間
の
行
程
の
中
で
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
の
場
以
外
に
も
日
韓
の
研
究
者
同
士
、
そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
さ
れ
、大
変
有
意
義
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
日
本
と
韓
国
の
観
光
に
お
け

る
共
通
点
や
相
違
点
を
相
互
に
理
解
し
、
信

頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
両
国
の
観
光
文
化

の
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（文
：
J
T
B
F
・
岩
野
温
子
）

る
近
年
の
観
光
ト
レ
ン
ド
に
沿
っ
て
商
品
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
済
州
島
で

は
、
3
6
0
度
映
し
出
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
海
女
さ
ん
た
ち

が
捕
っ
た
海
の
幸
を
コ
ー
ス
料
理
で
堪
能
で

き
る
「
海
女
の
台
所
」
な
ど
、
テ
ー
マ
性
の

あ
る
観
光
商
品
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

島
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
適
し

て
い
る
。若
い
世
代
を
中
心
に
、ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
勤
務
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
市
場
が
急
成
長
し
て
い
る
。し
か
し
、

ア
ク
セ
ス
の
不
便
さ
や
交
通
費
の
高
さ
、
季

節
に
よ
っ
て
は
船
の
欠
航
な
ど
が
、
島
観
光

の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　文
化
体
育
観
光
部
※

を
中
心
に
、
地
域
開

発
や
ア
ク
セ
ス
性
向
上
に
関
す
る
政
策
が
推

進
さ
れ
、
青
山
島
な
ど
未
開
発
地
域
の
観
光

地
化
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　関
係
省
庁
で
は
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境

の
改
善
や
所
得
増
を
目
的
と
し
た
政
策
を
推

進
し
て
い
る
。
K
C
T
I
に
お
い
て
も
、
島

の
観
光
活
性
化
の
た
め
、
2
0
2
1
年
に
発

足
し
た
島
の
専
門
研
究
機
関
「
韓
国
島
振
興

院
」
と
2
0
2
4
年
3
月
に
M
O
U
を
締
結

し
、①
島
文
化
・
島
観
光
に
関
す
る
研
究
協

力
、②
セ
ミ
ナ
ー
等
学
術
イ
ベ
ン
ト
の
共
同

開
催
、③
レ
ポ
ー
ト
・
統
計
デ
ー
タ
の
共
同

活
用
、④
人
的
交
流
等
を
推
進
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

※
文
化
体
育
観
光
部
：
日
本
の
文
化
庁
、
観

光
庁
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
あ
た
る
機
関

K
‐
観
光
島
の
育
成
事
業

　「K
‐
観
光
島
」
育
成
事
業
で
は
、
国
際

的
に
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
を
目
指
し
、
巨

文
島
、
末
島
、
鬱
陵
島
な
ど
5
つ
の
島
で
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
独
自
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
巨
文
島
で
は

英
国
軍
の
歴
史
を
生
か
し
た
観
光
開
発
、
末

島
で
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
開
発
、
鬱

陵
島
で
は
独
自
の
生
態
系
を
生
か
し
た
観
光

資
源
の
活
用
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

く
寄
与
し
て
い
る
。

②
京
都
市（
定
額
制
）
…
宿
泊
料
金
に
応
じ

て
2
0
0
〜
1
0
0
0
円
の
一
定
額
を
課

税
。
収
益
は
観
光
客
の
モ
ラ
ル
向
上
や
伝
統

建
物
の
修
復
、
観
光
客
の
安
全
管
理
な
ど
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。

③
長
崎
市（
定
額
制
）
…
宿
泊
料
金
に
応
じ

て
1
0
0
〜
5
0
0
円
の
額
を
課
税
。
収
益

は
観
光
産
業
の
人
材
育
成
や
観
光
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
に
使
わ
れ
て
い
る
。
観
光
業
の
持
続

的
発
展
に
向
け
た
人
材
育
成
に
も
使
わ
れ
て

い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　当
財
団
で
は
、
宿
泊
税
に
関
す
る
研
究
活

動
や
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
2
0
1
7
年
に

は
「
観
光
財
源
研
究
会
」
を
設
置
し
た
。
研

究
会
に
は
地
方
自
治
体
や
D
M
O
の
職
員
が

参
加
し
、
宿
泊
税
の
導
入
や
活
用
に
関
す
る

議
論
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

じ
て
得
た
知
識
は
学
術
研
究
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
と
し
て
広
く
情
報
発
信
し
て
い
る
。

「
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
ト
レ
ン
ド
の
変
化
と
動
向
」

K
C
T
I

キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ 

●
上
級
研
究
委
員

　ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
観
光
は
国
際
的
に
も
注

目
を
集
め
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
ト
レ
ン
ド

と
し
て
は
、
技
術
の
進
歩
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
の
高
ま
り
、独
占
性
、

個
人
情
報
保
護
、
真
の
文
化
体
験
、
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
、
健
康
と
ウ
ェ
ル
ネ
ス
が
挙
げ
ら
れ

る
。富
裕
層
観
光
客
が
好
む
目
的
地
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
日
本

の
人
気
が
高
い
。
ま
た
、
経
済
的
に
自
立
し

た
中
国
の
女
性
観
光
客
が
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

観
光
市
場
を
牽
引
し
て
お
り
、
一
人
旅
の

ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
い
る
。
中
国
人
女
性
の

富
裕
層
観
光
客
が
選
ん
だ
目
的
地
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
韓
国
・
日
本
で
あ
る
。

　韓
国
を
訪
れ
た
富
裕
層
観
光
客
は
、
支
出

規
模
か
ら
、「
ハ
イ
エ
ン
ド
・
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
」

（
観
光
支
出
額
が
2
5
0
0
0
ド
ル
以
上
）、「
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
」（
同
1
2
0
0
0
ド
ル
以
上
）、

「
プ
レ
ミ
ア
ム
」（
同
5
0
0
0
ド
ル
以
上
）の

3
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
好
ま
れ
る
の
は
、
医
療
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、

グ
ル
メ
、
韓
流
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ジ
ャ
ー
、
韓
国

文
化
・
芸
術
で
、
観
光
活
動
で
人
気
が
あ
る

の
は
、
グ
ル
メ
観
光
、K-B

eauty

、K-P
op

で
あ
る
。

　ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
観
光
地
と
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、
認
知
度
の

向
上
、
観
光
商
品
の
高
付
加
価
値
化
、
地
域

競
争
力
の
強
化
、
利
便
性
向
上
を
柱
と
し
た

政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
利
便

性
向
上
」
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
移
動
な
ど

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
観
光
客
向
け
の
サ
ー
ビ
ス

拡
充
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
観

光
資
源
の
発
掘
や
観
光
地
の
広
報
活
動
が
強

化
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
で
は
地
方
観
光
の
モ

デ
ル
育
成
や
ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
商
品
の
発
掘

に
も
注
力
し
て
お
り
、
観
光
誘
致
に
向
け
た

多
様
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

「
韓
国
に
お
け
る
島
嶼
観
光
の
推

進
状
況
と『
K‐
観
光
島
』の
育

成
事
業
の
課
題
」

K
C
T
I

ジ
ン
・
ボ
ラ 

●
副
研
究
委
員

韓
国
に
お
け
る
島
観
光
の
ト
レ
ン
ド

　韓
国
の
島
観
光
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
や

地
域
固
有
の
資
源
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

島
観
光
の
活
性
化
の
課
題

　島
の
規
模
と
特
性
に
応
じ
た
観
光
戦
略
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
自
ら
産
業
を
運
営
で
き

る
「
自
立
型
」
と
、
周
辺
島
と
の
連
携
が
必

要
な
「
連
携
型
」
に
島
を
分
類
し
て
い
る
。

島
ご
と
の
訪
問
者
向
け
資
料
、
観
光
現
況
や

基
礎
資
料
等
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ

ら
の
調
査
や
政
策
機
関
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
通
じ
た
情
報
共
有
も
必
要
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
島
の
現
状
を
分
析
し
、
実
際
の
観
光

活
性
化
お
よ
び
収
益
モ
デ
ル
の
構
築
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
島
嶼
経
済
を
発
展
さ
せ
る

た
め
、
6
次
産
業
化
や
新
技
術
の
導
入
、
ス

ト
ー
リ
ー
を
備
え
た
新
規
ブ
ラ
ン
ド
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
開
発
へ
の
投
資
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
鬱
陵
島
の
ゴ
リ
ラ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は

若
年
層
を
中
心
に
反
応
が
よ
く
、
こ
の
成
功

例
か
ら
も
島
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
開
発
へ
の
投

資
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

「
沖
縄
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」

J
T
B
F

中
島 

泰 

●
上
席
主
任
研
究
員

菅野正洋 上席主任研究員ジン・ボラ 副研究委員

中島泰 上席主任研究員

キム・ヒョンジュ 上級研究委員

J
T
B
F『
観
光
財
源
研
究
会
』

の
活
動
」

J
T
B
F

菅
野
正
洋 

●
上
席
主
任
研
究
員

　現
在
、
宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

は
、
ニ
セ
コ
町
、
京
都
市
、
金
沢
市
、
長
崎

市
な
ど
日
本
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
。ま
た
、

沖
縄
県
で
も
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
日

本
の
地
方
自
治
体
で
は
、
観
光
振
興
に
充
て

る
予
算
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
独
自

財
源
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　宿
泊
税
は
、
宿
泊
行
為
に
対
し
て
課
税
さ

れ
る
も
の
で
、
主
に
二
つ
の
課
税
方
法
が
あ

る
。
一
つ
は
宿
泊
料
金
に
関
わ
ら
ず
一
定
額

を
課
税
す
る
「
定
額
制
」、
も
う
一
つ
は
料

金
の
一
定
割
合
を
課
税
す
る
「
定
率
性
」
で

あ
る
。

事
例
紹
介

①
倶
知
安
町（
定
率
制
）
…
宿
泊
料
金
に
対

し
て
2
%
の
税
を
課
税
。
収
益
は
主
に
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
交
通
整
備
に
使
わ
れ
、

そ
の
中
で
も
特
に
地
域
D
M
O
（
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
）
へ
の
資
金
支
援
が
多
く

の
割
合
を
占
め
て
お
り
、
観
光
振
興
に
大
き

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ト
レ
ン
ド
の
変
化

訪
韓
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
観
光
市
場
の

動
向

富
裕
層
観
光
客
の
誘
致
拡
大
の
た
め
の

政
策

当
財
団
の
観
光
財
源
を
め
ぐ
る

研
究
活
動

地
域
が
創
り
出
せ
る
―
百
名
伽
藍
：

沖
縄
南
部
に
あ
る
ホ
テ
ル
「
百
名
伽
藍
」
で

は
、「
そ
こ
に
ホ
テ
ル
が
あ
る
こ
と
で
よ
り

良
い
地
域
が
創
り
出
せ
る
」
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
て
い
る
。
沖
縄
の
木
材
や
岩
な
ど

を
使
っ
て
建
築
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
沖
縄

の
文
化
を
観
光
客
に
伝
え
、
沖
縄
の
文
化
を

未
来
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
沖
縄
県
内
の
芸
術
を
学
ぶ
学
生
を
ホ
テ

ル
に
雇
用
し
、
文
化
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

雇
用
の
創
出
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

　2
0
2
4
年
11
月
28
日
（
木
）、
日
韓
国

際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究
協
力

に
関
す
る
覚
書
（
M
O
U
）
を
結
ん
で
い
る

韓
国
文
化
観
光
研
究
院
（
以
下
、
K
C
T
I
）

と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
昨
年
締

結
（
更
新
）
さ
れ
た
M
O
U
に
お
い
て
、
新

た
に
、
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
が
追

加
さ
れ
た
た
め
、
今
回
は
初
め
て
日
本
・
沖

縄
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　当
日
は
、
両
機
関
の
代
表
挨
拶
後
、「
地

域
観
光
」
を
テ
ー
マ
に
、
両
機
関
の
研
究
員

４
名
に
よ
る
研
究
発
表
と
質
疑
応
答
を
行
い

ま
し
た
。

　本
稿
で
は
各
研
究
発
表
の
要
旨
を
中
心
に

そ
の
後
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
地
域
観
光
】

「
日
本
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る

宿
泊
税
導
入
の
現
状
と

　こ
う
し
た
沖
縄
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

現
在
J
T
B
F
で
は
、
沖
縄
県
と
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
宣
言
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
半
年
後
に
は
沖
縄
県
が
公
式
発
表

と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
宣
言
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　主
に
行
わ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
宿
泊
税
は
宿
泊
施
設
が
宿
泊
客
か
ら
代
理

徴
収
す
る
仕
組
み
で
、
宿
泊
料
金
が
高
く
見

え
る
こ
と
や
徴
収
業
務
の
負
担
が
課
題
と
さ

れ
て
き
た
。
日
帰
り
客
へ
の
課
税
は
難
し
い

た
め
、
宿
泊
客
に
限
定
し
た
徴
収
が
さ
れ
て

い
る
。
導
入
に
伴
う
懸
念
と
し
て
、
宿
泊
客

数
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
実
際
に
は
変

化
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
を
示

し
、
理
解
を
得
た
。
多
く
の
自
治
体
は
、
宿

泊
施
設
の
業
務
負
担
を
補
償
金
と
し
て
返
金

し
て
い
る
。
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推
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第264号 February 202585

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

再 校



・
沖
縄
に
は
世
界
文
化
遺
産
「
琉
球
王
国
の

グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」（
2
0
0
0
年
登

録
）と
世
界
自
然
遺
産「
奄
美
大
島
、徳
之
島
、

沖
縄
島
北
部
及
び
西
表

島
」（
2
0
2
1
年
登

録
）
が
あ
る
。

・
世
界
文
化
遺
産
に
は
、

首
里
城
跡
や
住
民
の

祈
り
の
場
が
含
ま
れ

て
お
り
、特
に
斎
場
御

嶽
は
県
民
に
と
っ
て

特
別
な
聖
地
で
あ
る
。

一
時
期
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
観
光
客
が
押

し
寄
せ
、住
民
と
の
摩

擦
が
生
じ
た
が
、サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
観
点
で
対
策
が
講
じ

ら
れ
た
。具
体
的
に
は
、

事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
義

務
化
や
入
場
料
の
徴
収

で
入
場
者
を
管
理
し
、

文
化
へ
の
理
解
を
促
進

し
た
。

・
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
よ
っ
て
、
一
度
に
観

光
客
が
多
く
訪
れ
る
と
自
然
資
源
が
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
懸
念
が
あ
っ
た
。
西
表
島
で
は
、

来
年
か
ら
特
定
自
然
観
光
資
源
へ
の
立
ち
入

り
制
限
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
ガ
イ
ド
事
業
者
に
つ
い
て
も
、
認
定
ガ

イ
ド
制
度
を
導
入
し
て
認
定
者
の
み
が
ガ
イ

沖
縄
観
光
の
概
況

　沖
縄
は
青
く
美
し
い
ビ
ー
チ
、
亜
熱
帯
の

自
然
、
独
自
の
歴
史
的
遺
産
、
地
元
料
理
、

リ
ゾ
ー
ト
滞
在
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
様
な

魅
力
を
持
つ
観
光
地
で
あ
る
。

　訪
沖
観
光
客
は
1
9
7
2
年
以
降
、
国
内

客
・
外
国
客
と
も
に
右
肩
上
が
り
に
成
長
し

て
き
た
。
特
に
こ
の
10
年
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
急
増
し
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
観
光
客
数
は
一
時
激
減

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
っ

た
が
、
国
内
客
が
半
分
程
度
残
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
沖
縄
観
光
は
生
き
延
び
る
こ
と
が
で

き
た
。
な
お
、
昨
年
度
時
点
で
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
前
並
み
に
回
復
し
て
い
る
。沖
縄
県
で
は
、

観
光
客
消
費
単
価
や
平
均
宿
泊
数
の
伸
び
悩

み
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
の

観
光
産
業
へ
の
意
識
は
、
給
与
や
待
遇
面
で

否
定
的
な
意
見
も
見
ら
れ
る
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
観
光
事
業
者
は

非
常
に
苦
し
い
時
期
を
経
験
し
た
が
、
そ
の

一
方
で
、
空
い
た
街
、
透
明
度
が
増
し
た
海

を
見
て
、
沖
縄
に
観
光
が
本
当
に
必
要
な
の

だ
ろ
う
か
と
、
沖
縄
県
民
が
考
え
る
機
会
に

な
っ
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
世
界

的
に
他
の
観
光
地
で
も
、
過
剰
な
混
雑
を
繰

り
返
さ
な
い
よ
う
、
今
ま
で
と
は
違
う
観
光

の
あ
り
方
、
理
想
像
を
模
索
す
る
契
機
と

な
っ
た
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
を
基

に
、
地
域
の
「
環
境
」、「
社
会
」、「
経
済
」
と

い
う
3
つ
の
分
野
と
、「
問
題
解
決
型
」と「
ビ

ジ
ョ
ン
追
求
型
」の
2
つ
の
取
り
組
み
の
時
間

軸
と
で
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
考
え
て
み
た
い
。

　「問
題
解
決
型
」
は
、
既
に
起
き
て
い
る
問

題
を
す
ぐ
に
解
決
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

一
方
で
、
中
長
期
的
に
観
光
に
よ
っ
て
地
域

を
よ
く
す
る
た
め
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の

支
援
も
重
要
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
を
ゼ
ロ
に

す
る
「
問
題
解
決
型
」
だ
け
取
り
組
ん
で
い

て
も
、
地
域
と
し
て
の
発
展
は
な
い
。
観
光

に
よ
っ
て
地
域
を
プ
ラ
ス
の
状
態
に
持
っ
て

い
く
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の
取
り
組
み
を
戦

略
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
か
ら
の
沖
縄
観
光

　沖
縄
に
お
け
る
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
の
取
組

を
紹
介
し
た
い
。

①
1
0
0
年
先
に
三
線
の
素
材
を
つ
な
い

で
い
く
―
く
る
ち
の
杜
1
0
0
年
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
：

沖
縄
に
は
独
自
の
楽
器
三
線
が
あ
る
。
三
線

の
材
料
と
な
る
木
材
は
、
か
つ
て
は
沖
縄
で

採
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
輸
入
に
頼
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
1
0
0
年

後
は
沖
縄
で
採
取
し
た
木
材
で
三
線
を
作
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

観
光
客
が
植
樹
に
参
加
す
る
ツ
ア
ー
と
な
っ

て
い
る
。

②
歴
史
、
自
然
、
文
化
を
守
る
た
め
に
価
値

を
伝
え
て
い
く
―
ガ
ン
ガ
ラ
ー
の
谷
：

観
光
客
を
対
象
と
し
た
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で
得

た
収
益
を
、
開
発
で
荒
れ
た
森
の
保
全
に
活

用
し
、
森
が
復
活
し
た
。
観
光
に
よ
っ
て
、

資
源
を
復
活
さ
せ
て
、
さ
ら
に
未
来
に
つ
な

げ
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

ド
を
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

・
富
裕
層
を
対
象
と
し
た
調
査
は
難
し
く
、

今
回
の
研
究
で
は
2
つ
の
方
法
を
試
み
た
。

一
つ
は
、
一
般
観
光
客
を
対
象
に
実
態
調
査

を
行
い
、
消
費
額
の
高
い
旅
行
者
を
抽
出
し

て
分
析
し
た
が
、
直
接
的
な
富
裕
層
調
査
で

は
な
い
た
め
不
十
分
と
考
え
て
い
る
。
も
う

一
つ
は
、
専
門
旅
行
社
や
ホ
テ
ル
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

一
般
旅
行
者
向
け
調
査
が
富
裕
層
研
究
の
概

念
に
適
合
す
る
か
を
検
討
中
で
あ
る
。

・
鬱
陵
島
で
は
大
型
ク
ル
ー
ズ
の
導
入
に
伴
う

交
通
問
題
が
発
生
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
K
C
T
I
は
こ
の
問

題
へ
の
対
策
を
提
言
し
て
い
る
が
、
島
内
の
大

手
観
光
業
者
の
影
響
で
行
政
が
積
極
的
に
対

策
を
行
う
の
は
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
は
、
11
月
の
観
測
史
上

で
１
位
と
な
る
異
例
の
大
雪
が
降
り
、
日
本

へ
の
到
着
が
４
時
間
遅
れ
る
な
ど
、
一
部
、

予
定
に
変
更
が
生
じ
ま
し
た
が
、
11
月
28
日

の
午
前
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
、
午

後
に
は
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
沖
縄

市
の
エ
イ
サ
ー
会
館
に
て
エ
イ
サ
ー
を
体
験

し
ま
し
た
。

　2
日
間
の
行
程
の
中
で
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
の
場
以
外
に
も
日
韓
の
研
究
者
同
士
、
そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
さ
れ
、大
変
有
意
義
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
日
本
と
韓
国
の
観
光
に
お
け

る
共
通
点
や
相
違
点
を
相
互
に
理
解
し
、
信

頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
両
国
の
観
光
文
化

の
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（文
：
J
T
B
F
・
岩
野
温
子
）

る
近
年
の
観
光
ト
レ
ン
ド
に
沿
っ
て
商
品
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
済
州
島
で

は
、
3
6
0
度
映
し
出
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
海
女
さ
ん
た
ち

が
捕
っ
た
海
の
幸
を
コ
ー
ス
料
理
で
堪
能
で

き
る
「
海
女
の
台
所
」
な
ど
、
テ
ー
マ
性
の

あ
る
観
光
商
品
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

島
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
適
し

て
い
る
。若
い
世
代
を
中
心
に
、ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
勤
務
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
市
場
が
急
成
長
し
て
い
る
。し
か
し
、

ア
ク
セ
ス
の
不
便
さ
や
交
通
費
の
高
さ
、
季

節
に
よ
っ
て
は
船
の
欠
航
な
ど
が
、
島
観
光

の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　文
化
体
育
観
光
部
※

を
中
心
に
、
地
域
開

発
や
ア
ク
セ
ス
性
向
上
に
関
す
る
政
策
が
推

進
さ
れ
、
青
山
島
な
ど
未
開
発
地
域
の
観
光

地
化
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　関
係
省
庁
で
は
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境

の
改
善
や
所
得
増
を
目
的
と
し
た
政
策
を
推

進
し
て
い
る
。
K
C
T
I
に
お
い
て
も
、
島

の
観
光
活
性
化
の
た
め
、
2
0
2
1
年
に
発

足
し
た
島
の
専
門
研
究
機
関
「
韓
国
島
振
興

院
」
と
2
0
2
4
年
3
月
に
M
O
U
を
締
結

し
、①
島
文
化
・
島
観
光
に
関
す
る
研
究
協

力
、②
セ
ミ
ナ
ー
等
学
術
イ
ベ
ン
ト
の
共
同

開
催
、③
レ
ポ
ー
ト
・
統
計
デ
ー
タ
の
共
同

活
用
、④
人
的
交
流
等
を
推
進
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

※
文
化
体
育
観
光
部
：
日
本
の
文
化
庁
、
観

光
庁
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
あ
た
る
機
関

K
‐
観
光
島
の
育
成
事
業

　「K
‐
観
光
島
」
育
成
事
業
で
は
、
国
際

的
に
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
を
目
指
し
、
巨

文
島
、
末
島
、
鬱
陵
島
な
ど
5
つ
の
島
で
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
独
自
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
巨
文
島
で
は

英
国
軍
の
歴
史
を
生
か
し
た
観
光
開
発
、
末

島
で
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
開
発
、
鬱

陵
島
で
は
独
自
の
生
態
系
を
生
か
し
た
観
光

資
源
の
活
用
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

く
寄
与
し
て
い
る
。

②
京
都
市（
定
額
制
）
…
宿
泊
料
金
に
応
じ

て
2
0
0
〜
1
0
0
0
円
の
一
定
額
を
課

税
。
収
益
は
観
光
客
の
モ
ラ
ル
向
上
や
伝
統

建
物
の
修
復
、
観
光
客
の
安
全
管
理
な
ど
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。

③
長
崎
市（
定
額
制
）
…
宿
泊
料
金
に
応
じ

て
1
0
0
〜
5
0
0
円
の
額
を
課
税
。
収
益

は
観
光
産
業
の
人
材
育
成
や
観
光
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
に
使
わ
れ
て
い
る
。
観
光
業
の
持
続

的
発
展
に
向
け
た
人
材
育
成
に
も
使
わ
れ
て

い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　当
財
団
で
は
、
宿
泊
税
に
関
す
る
研
究
活

動
や
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
2
0
1
7
年
に

は
「
観
光
財
源
研
究
会
」
を
設
置
し
た
。
研

究
会
に
は
地
方
自
治
体
や
D
M
O
の
職
員
が

参
加
し
、
宿
泊
税
の
導
入
や
活
用
に
関
す
る

議
論
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

じ
て
得
た
知
識
は
学
術
研
究
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
と
し
て
広
く
情
報
発
信
し
て
い
る
。

「
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
ト
レ
ン
ド
の
変
化
と
動
向
」

K
C
T
I

キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ 

●
上
級
研
究
委
員

　ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
観
光
は
国
際
的
に
も
注

目
を
集
め
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
ト
レ
ン
ド

と
し
て
は
、
技
術
の
進
歩
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
の
高
ま
り
、独
占
性
、

個
人
情
報
保
護
、
真
の
文
化
体
験
、
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
、
健
康
と
ウ
ェ
ル
ネ
ス
が
挙
げ
ら
れ

る
。富
裕
層
観
光
客
が
好
む
目
的
地
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
日
本

の
人
気
が
高
い
。
ま
た
、
経
済
的
に
自
立
し

た
中
国
の
女
性
観
光
客
が
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

観
光
市
場
を
牽
引
し
て
お
り
、
一
人
旅
の

ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
い
る
。
中
国
人
女
性
の

富
裕
層
観
光
客
が
選
ん
だ
目
的
地
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
韓
国
・
日
本
で
あ
る
。

　韓
国
を
訪
れ
た
富
裕
層
観
光
客
は
、
支
出

規
模
か
ら
、「
ハ
イ
エ
ン
ド
・
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
」

（
観
光
支
出
額
が
2
5
0
0
0
ド
ル
以
上
）、「
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
」（
同
1
2
0
0
0
ド
ル
以
上
）、

「
プ
レ
ミ
ア
ム
」（
同
5
0
0
0
ド
ル
以
上
）の

3
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
好
ま
れ
る
の
は
、
医
療
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、

グ
ル
メ
、
韓
流
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ジ
ャ
ー
、
韓
国

文
化
・
芸
術
で
、
観
光
活
動
で
人
気
が
あ
る

の
は
、
グ
ル
メ
観
光
、K-B

eauty

、K-P
op

で
あ
る
。

　ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
観
光
地
と
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、
認
知
度
の

向
上
、
観
光
商
品
の
高
付
加
価
値
化
、
地
域

競
争
力
の
強
化
、
利
便
性
向
上
を
柱
と
し
た

政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
利
便

性
向
上
」
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
移
動
な
ど

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
観
光
客
向
け
の
サ
ー
ビ
ス

拡
充
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
観

光
資
源
の
発
掘
や
観
光
地
の
広
報
活
動
が
強

化
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
で
は
地
方
観
光
の
モ

デ
ル
育
成
や
ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
商
品
の
発
掘

に
も
注
力
し
て
お
り
、
観
光
誘
致
に
向
け
た

多
様
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

「
韓
国
に
お
け
る
島
嶼
観
光
の
推

進
状
況
と『
K‐
観
光
島
』の
育

成
事
業
の
課
題
」

K
C
T
I

ジ
ン
・
ボ
ラ 

●
副
研
究
委
員

韓
国
に
お
け
る
島
観
光
の
ト
レ
ン
ド

　韓
国
の
島
観
光
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
や

地
域
固
有
の
資
源
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

島
観
光
の
活
性
化
の
課
題

　島
の
規
模
と
特
性
に
応
じ
た
観
光
戦
略
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
自
ら
産
業
を
運
営
で
き

る
「
自
立
型
」
と
、
周
辺
島
と
の
連
携
が
必

要
な
「
連
携
型
」
に
島
を
分
類
し
て
い
る
。

島
ご
と
の
訪
問
者
向
け
資
料
、
観
光
現
況
や

基
礎
資
料
等
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ

ら
の
調
査
や
政
策
機
関
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
通
じ
た
情
報
共
有
も
必
要
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
島
の
現
状
を
分
析
し
、
実
際
の
観
光

活
性
化
お
よ
び
収
益
モ
デ
ル
の
構
築
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
島
嶼
経
済
を
発
展
さ
せ
る

た
め
、
6
次
産
業
化
や
新
技
術
の
導
入
、
ス

ト
ー
リ
ー
を
備
え
た
新
規
ブ
ラ
ン
ド
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
開
発
へ
の
投
資
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
鬱
陵
島
の
ゴ
リ
ラ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は

若
年
層
を
中
心
に
反
応
が
よ
く
、
こ
の
成
功

例
か
ら
も
島
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
開
発
へ
の
投

資
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

「
沖
縄
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」

J
T
B
F

中
島 

泰 

●
上
席
主
任
研
究
員

エイサー体験の様子

万国津梁館（カンファレンス会場）にて集合写真

ディスカッションの様子

J
T
B
F『
観
光
財
源
研
究
会
』

の
活
動
」

J
T
B
F

菅
野
正
洋 

●
上
席
主
任
研
究
員

　現
在
、
宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

は
、
ニ
セ
コ
町
、
京
都
市
、
金
沢
市
、
長
崎

市
な
ど
日
本
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
。ま
た
、

沖
縄
県
で
も
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
日

本
の
地
方
自
治
体
で
は
、
観
光
振
興
に
充
て

る
予
算
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
独
自

財
源
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　宿
泊
税
は
、
宿
泊
行
為
に
対
し
て
課
税
さ

れ
る
も
の
で
、
主
に
二
つ
の
課
税
方
法
が
あ

る
。
一
つ
は
宿
泊
料
金
に
関
わ
ら
ず
一
定
額

を
課
税
す
る
「
定
額
制
」、
も
う
一
つ
は
料

金
の
一
定
割
合
を
課
税
す
る
「
定
率
性
」
で

あ
る
。

事
例
紹
介

①
倶
知
安
町（
定
率
制
）
…
宿
泊
料
金
に
対

し
て
2
%
の
税
を
課
税
。
収
益
は
主
に
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
交
通
整
備
に
使
わ
れ
、

そ
の
中
で
も
特
に
地
域
D
M
O
（
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
）
へ
の
資
金
支
援
が
多
く

の
割
合
を
占
め
て
お
り
、
観
光
振
興
に
大
き

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

③
そ
こ
に
ホ
テ
ル
が
あ
る
こ
と
で
よ
り
良
い

地
域
が
創
り
出
せ
る
―
百
名
伽
藍
：

沖
縄
南
部
に
あ
る
ホ
テ
ル
「
百
名
伽
藍
」
で

は
、「
そ
こ
に
ホ
テ
ル
が
あ
る
こ
と
で
よ
り
良

い
地
域
が
創
り
出
せ
る
」
よ
う
に
す
る
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。
沖
縄
の
木
材
や

岩
な
ど
を
使
っ
て
建
築
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

沖
縄
の
文
化
を
観
光
客
に
伝
え
、
沖
縄
の
文

化
を
未
来
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
沖
縄
県
内
の
芸
術
を
学
ぶ
学
生
を

ホ
テ
ル
に
雇
用
し
、
文
化
を
伝
え
る
と
と
も

　2
0
2
4
年
11
月
28
日
（
木
）、
日
韓
国

際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究
協
力

に
関
す
る
覚
書
（
M
O
U
）
を
結
ん
で
い
る

韓
国
文
化
観
光
研
究
院
（
以
下
、
K
C
T
I
）

と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
昨
年
締

結
（
更
新
）
さ
れ
た
M
O
U
に
お
い
て
、
新

た
に
、
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
が
追

加
さ
れ
た
た
め
、
今
回
は
初
め
て
日
本
・
沖

縄
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　当
日
は
、
両
機
関
の
代
表
挨
拶
後
、「
地

域
観
光
」
を
テ
ー
マ
に
、
両
機
関
の
研
究
員

４
名
に
よ
る
研
究
発
表
と
質
疑
応
答
を
行
い

ま
し
た
。

　本
稿
で
は
各
研
究
発
表
の
要
旨
を
中
心
に

そ
の
後
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
地
域
観
光
】

「
日
本
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る

宿
泊
税
導
入
の
現
状
と

に
、
雇
用
の
創
出
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
沖
縄
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

現
在
J
T
B
F
で
は
、
沖
縄
県
と
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
宣
言
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
半
年
後
に
は
沖
縄
県
が
公
式
発
表

と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
宣
言
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　主
に
行
わ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
宿
泊
税
は
宿
泊
施
設
が
宿
泊
客
か
ら
代
理

徴
収
す
る
仕
組
み
で
、
宿
泊
料
金
が
高
く
見

え
る
こ
と
や
徴
収
業
務
の
負
担
が
課
題
と
さ

れ
て
き
た
。
日
帰
り
客
へ
の
課
税
は
難
し
い

た
め
、
宿
泊
客
に
限
定
し
た
徴
収
が
さ
れ
て

い
る
。
導
入
に
伴
う
懸
念
と
し
て
、
宿
泊
客

数
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
実
際
に
は
変

化
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
を
示

し
、
理
解
を
得
た
。
多
く
の
自
治
体
は
、
宿

泊
施
設
の
業
務
負
担
を
補
償
金
と
し
て
返
金

し
て
い
る
。

4
．お
わ
り
に

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た

意
識
の
変
化

●
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る
沖
縄
県
内
の

ス
ポ
ッ
ト
と

持
続
可
能
な
観
光
へ
の
取
り
組
み

●
韓
国
に
お
け
る
高
付
加
価
値
旅
行
者

を
対
象
と
し
た
調
査
の
方
法

●
韓
国
の
島
嶼
地
域
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

3
．質
疑
応
答
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
日
本
に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
時
の

内
部
的
な
ト
ラ
ブ
ル
や
葛
藤
に
つ
い
て
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・
沖
縄
に
は
世
界
文
化
遺
産
「
琉
球
王
国
の

グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」（
2
0
0
0
年
登

録
）と
世
界
自
然
遺
産「
奄
美
大
島
、徳
之
島
、

沖
縄
島
北
部
及
び
西
表

島
」（
2
0
2
1
年
登

録
）
が
あ
る
。

・
世
界
文
化
遺
産
に
は
、

首
里
城
跡
や
住
民
の

祈
り
の
場
が
含
ま
れ

て
お
り
、特
に
斎
場
御

嶽
は
県
民
に
と
っ
て

特
別
な
聖
地
で
あ
る
。

一
時
期
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
観
光
客
が
押

し
寄
せ
、住
民
と
の
摩

擦
が
生
じ
た
が
、サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
観
点
で
対
策
が
講
じ

ら
れ
た
。具
体
的
に
は
、

事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
義

務
化
や
入
場
料
の
徴
収

で
入
場
者
を
管
理
し
、

文
化
へ
の
理
解
を
促
進

し
た
。

・
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
よ
っ
て
、
一
度
に
観

光
客
が
多
く
訪
れ
る
と
自
然
資
源
が
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
懸
念
が
あ
っ
た
。
西
表
島
で
は
、

来
年
か
ら
特
定
自
然
観
光
資
源
へ
の
立
ち
入

り
制
限
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
ガ
イ
ド
事
業
者
に
つ
い
て
も
、
認
定
ガ

イ
ド
制
度
を
導
入
し
て
認
定
者
の
み
が
ガ
イ

沖
縄
観
光
の
概
況

　沖
縄
は
青
く
美
し
い
ビ
ー
チ
、
亜
熱
帯
の

自
然
、
独
自
の
歴
史
的
遺
産
、
地
元
料
理
、

リ
ゾ
ー
ト
滞
在
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
様
な

魅
力
を
持
つ
観
光
地
で
あ
る
。

　訪
沖
観
光
客
は
1
9
7
2
年
以
降
、
国
内

客
・
外
国
客
と
も
に
右
肩
上
が
り
に
成
長
し

て
き
た
。
特
に
こ
の
10
年
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
が
急
増
し
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
観
光
客
数
は
一
時
激
減

し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
っ

た
が
、
国
内
客
が
半
分
程
度
残
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
沖
縄
観
光
は
生
き
延
び
る
こ
と
が
で

き
た
。
な
お
、
昨
年
度
時
点
で
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
前
並
み
に
回
復
し
て
い
る
。沖
縄
県
で
は
、

観
光
客
消
費
単
価
や
平
均
宿
泊
数
の
伸
び
悩

み
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
の

観
光
産
業
へ
の
意
識
は
、
給
与
や
待
遇
面
で

否
定
的
な
意
見
も
見
ら
れ
る
。

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
観
光
事
業
者
は

非
常
に
苦
し
い
時
期
を
経
験
し
た
が
、
そ
の

一
方
で
、
空
い
た
街
、
透
明
度
が
増
し
た
海

を
見
て
、
沖
縄
に
観
光
が
本
当
に
必
要
な
の

だ
ろ
う
か
と
、
沖
縄
県
民
が
考
え
る
機
会
に

な
っ
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
世
界

的
に
他
の
観
光
地
で
も
、
過
剰
な
混
雑
を
繰

り
返
さ
な
い
よ
う
、
今
ま
で
と
は
違
う
観
光

の
あ
り
方
、
理
想
像
を
模
索
す
る
契
機
と

な
っ
た
。

　サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
を
基

に
、
地
域
の
「
環
境
」、「
社
会
」、「
経
済
」
と

い
う
3
つ
の
分
野
と
、「
問
題
解
決
型
」と「
ビ

ジ
ョ
ン
追
求
型
」の
2
つ
の
取
り
組
み
の
時
間

軸
と
で
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
考
え
て
み
た
い
。

　「問
題
解
決
型
」
は
、
既
に
起
き
て
い
る
問

題
を
す
ぐ
に
解
決
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

一
方
で
、
中
長
期
的
に
観
光
に
よ
っ
て
地
域

を
よ
く
す
る
た
め
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の

支
援
も
重
要
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
を
ゼ
ロ
に

す
る
「
問
題
解
決
型
」
だ
け
取
り
組
ん
で
い

て
も
、
地
域
と
し
て
の
発
展
は
な
い
。
観
光

に
よ
っ
て
地
域
を
プ
ラ
ス
の
状
態
に
持
っ
て

い
く
「
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
」
の
取
り
組
み
を
戦

略
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
か
ら
の
沖
縄
観
光

　沖
縄
に
お
け
る
ビ
ジ
ョ
ン
追
求
型
の
取
組

を
紹
介
し
た
い
。

①
1
0
0
年
先
に
三
線
の
素
材
を
つ
な
い

で
い
く
―
く
る
ち
の
杜
1
0
0
年
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
：

沖
縄
に
は
独
自
の
楽
器
三
線
が
あ
る
。
三
線

の
材
料
と
な
る
木
材
は
、
か
つ
て
は
沖
縄
で

採
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
輸
入
に
頼
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
1
0
0
年

後
は
沖
縄
で
採
取
し
た
木
材
で
三
線
を
作
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

観
光
客
が
植
樹
に
参
加
す
る
ツ
ア
ー
と
な
っ

て
い
る
。

②
歴
史
、
自
然
、
文
化
を
守
る
た
め
に
価
値

を
伝
え
て
い
く
―
ガ
ン
ガ
ラ
ー
の
谷
：

観
光
客
を
対
象
と
し
た
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で
得

た
収
益
を
、
開
発
で
荒
れ
た
森
の
保
全
に
活

用
し
、
森
が
復
活
し
た
。
観
光
に
よ
っ
て
、

資
源
を
復
活
さ
せ
て
、
さ
ら
に
未
来
に
つ
な

げ
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

ド
を
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

・
富
裕
層
を
対
象
と
し
た
調
査
は
難
し
く
、

今
回
の
研
究
で
は
2
つ
の
方
法
を
試
み
た
。

一
つ
は
、
一
般
観
光
客
を
対
象
に
実
態
調
査

を
行
い
、
消
費
額
の
高
い
旅
行
者
を
抽
出
し

て
分
析
し
た
が
、
直
接
的
な
富
裕
層
調
査
で

は
な
い
た
め
不
十
分
と
考
え
て
い
る
。
も
う

一
つ
は
、
専
門
旅
行
社
や
ホ
テ
ル
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

一
般
旅
行
者
向
け
調
査
が
富
裕
層
研
究
の
概

念
に
適
合
す
る
か
を
検
討
中
で
あ
る
。

・
鬱
陵
島
で
は
大
型
ク
ル
ー
ズ
の
導
入
に
伴
う

交
通
問
題
が
発
生
し
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
K
C
T
I
は
こ
の
問

題
へ
の
対
策
を
提
言
し
て
い
る
が
、
島
内
の
大

手
観
光
業
者
の
影
響
で
行
政
が
積
極
的
に
対

策
を
行
う
の
は
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
は
、
11
月
の
観
測
史
上

で
１
位
と
な
る
異
例
の
大
雪
が
降
り
、
日
本

へ
の
到
着
が
４
時
間
遅
れ
る
な
ど
、
一
部
、

予
定
に
変
更
が
生
じ
ま
し
た
が
、
11
月
28
日

の
午
前
に
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
、
午

後
に
は
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
沖
縄

市
の
エ
イ
サ
ー
会
館
に
て
エ
イ
サ
ー
を
体
験

し
ま
し
た
。

　2
日
間
の
行
程
の
中
で
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
の
場
以
外
に
も
日
韓
の
研
究
者
同
士
、
そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
さ
れ
、大
変
有
意
義
な
場
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
日
本
と
韓
国
の
観
光
に
お
け

る
共
通
点
や
相
違
点
を
相
互
に
理
解
し
、
信

頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
両
国
の
観
光
文
化

の
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（文
：
J
T
B
F
・
岩
野
温
子
）

る
近
年
の
観
光
ト
レ
ン
ド
に
沿
っ
て
商
品
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
済
州
島
で

は
、
3
6
0
度
映
し
出
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
海
女
さ
ん
た
ち

が
捕
っ
た
海
の
幸
を
コ
ー
ス
料
理
で
堪
能
で

き
る
「
海
女
の
台
所
」
な
ど
、
テ
ー
マ
性
の

あ
る
観
光
商
品
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

島
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
適
し

て
い
る
。若
い
世
代
を
中
心
に
、ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
勤
務
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
市
場
が
急
成
長
し
て
い
る
。し
か
し
、

ア
ク
セ
ス
の
不
便
さ
や
交
通
費
の
高
さ
、
季

節
に
よ
っ
て
は
船
の
欠
航
な
ど
が
、
島
観
光

の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　文
化
体
育
観
光
部
※

を
中
心
に
、
地
域
開

発
や
ア
ク
セ
ス
性
向
上
に
関
す
る
政
策
が
推

進
さ
れ
、
青
山
島
な
ど
未
開
発
地
域
の
観
光

地
化
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　関
係
省
庁
で
は
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境

の
改
善
や
所
得
増
を
目
的
と
し
た
政
策
を
推

進
し
て
い
る
。
K
C
T
I
に
お
い
て
も
、
島

の
観
光
活
性
化
の
た
め
、
2
0
2
1
年
に
発

足
し
た
島
の
専
門
研
究
機
関
「
韓
国
島
振
興

院
」
と
2
0
2
4
年
3
月
に
M
O
U
を
締
結

し
、①
島
文
化
・
島
観
光
に
関
す
る
研
究
協

力
、②
セ
ミ
ナ
ー
等
学
術
イ
ベ
ン
ト
の
共
同

開
催
、③
レ
ポ
ー
ト
・
統
計
デ
ー
タ
の
共
同

活
用
、④
人
的
交
流
等
を
推
進
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

※
文
化
体
育
観
光
部
：
日
本
の
文
化
庁
、
観

光
庁
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
あ
た
る
機
関

K
‐
観
光
島
の
育
成
事
業

　「K
‐
観
光
島
」
育
成
事
業
で
は
、
国
際

的
に
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
を
目
指
し
、
巨

文
島
、
末
島
、
鬱
陵
島
な
ど
5
つ
の
島
で
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
独
自
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
巨
文
島
で
は

英
国
軍
の
歴
史
を
生
か
し
た
観
光
開
発
、
末

島
で
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
開
発
、
鬱

陵
島
で
は
独
自
の
生
態
系
を
生
か
し
た
観
光

資
源
の
活
用
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

く
寄
与
し
て
い
る
。

②
京
都
市（
定
額
制
）
…
宿
泊
料
金
に
応
じ

て
2
0
0
〜
1
0
0
0
円
の
一
定
額
を
課

税
。
収
益
は
観
光
客
の
モ
ラ
ル
向
上
や
伝
統

建
物
の
修
復
、
観
光
客
の
安
全
管
理
な
ど
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。

③
長
崎
市（
定
額
制
）
…
宿
泊
料
金
に
応
じ

て
1
0
0
〜
5
0
0
円
の
額
を
課
税
。
収
益

は
観
光
産
業
の
人
材
育
成
や
観
光
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
に
使
わ
れ
て
い
る
。
観
光
業
の
持
続

的
発
展
に
向
け
た
人
材
育
成
に
も
使
わ
れ
て

い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　当
財
団
で
は
、
宿
泊
税
に
関
す
る
研
究
活

動
や
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
2
0
1
7
年
に

は
「
観
光
財
源
研
究
会
」
を
設
置
し
た
。
研

究
会
に
は
地
方
自
治
体
や
D
M
O
の
職
員
が

参
加
し
、
宿
泊
税
の
導
入
や
活
用
に
関
す
る

議
論
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

じ
て
得
た
知
識
は
学
術
研
究
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
と
し
て
広
く
情
報
発
信
し
て
い
る
。

「
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
ト
レ
ン
ド
の
変
化
と
動
向
」

K
C
T
I

キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ュ 

●
上
級
研
究
委
員

　ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
観
光
は
国
際
的
に
も
注

目
を
集
め
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
ト
レ
ン
ド

と
し
て
は
、
技
術
の
進
歩
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
の
高
ま
り
、独
占
性
、

個
人
情
報
保
護
、
真
の
文
化
体
験
、
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
、
健
康
と
ウ
ェ
ル
ネ
ス
が
挙
げ
ら
れ

る
。富
裕
層
観
光
客
が
好
む
目
的
地
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
日
本

の
人
気
が
高
い
。
ま
た
、
経
済
的
に
自
立
し

た
中
国
の
女
性
観
光
客
が
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

観
光
市
場
を
牽
引
し
て
お
り
、
一
人
旅
の

ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
い
る
。
中
国
人
女
性
の

富
裕
層
観
光
客
が
選
ん
だ
目
的
地
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
韓
国
・
日
本
で
あ
る
。

　韓
国
を
訪
れ
た
富
裕
層
観
光
客
は
、
支
出

規
模
か
ら
、「
ハ
イ
エ
ン
ド
・
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
」

（
観
光
支
出
額
が
2
5
0
0
0
ド
ル
以
上
）、「
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
」（
同
1
2
0
0
0
ド
ル
以
上
）、

「
プ
レ
ミ
ア
ム
」（
同
5
0
0
0
ド
ル
以
上
）の

3
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
好
ま
れ
る
の
は
、
医
療
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
、

グ
ル
メ
、
韓
流
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ジ
ャ
ー
、
韓
国

文
化
・
芸
術
で
、
観
光
活
動
で
人
気
が
あ
る

の
は
、
グ
ル
メ
観
光
、K-B

eauty

、K-P
op

で
あ
る
。

　ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
観
光
地
と
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、
認
知
度
の

向
上
、
観
光
商
品
の
高
付
加
価
値
化
、
地
域

競
争
力
の
強
化
、
利
便
性
向
上
を
柱
と
し
た

政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
利
便

性
向
上
」
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
移
動
な
ど

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
観
光
客
向
け
の
サ
ー
ビ
ス

拡
充
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
観

光
資
源
の
発
掘
や
観
光
地
の
広
報
活
動
が
強

化
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
で
は
地
方
観
光
の
モ

デ
ル
育
成
や
ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
商
品
の
発
掘

に
も
注
力
し
て
お
り
、
観
光
誘
致
に
向
け
た

多
様
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

「
韓
国
に
お
け
る
島
嶼
観
光
の
推

進
状
況
と『
K‐
観
光
島
』の
育

成
事
業
の
課
題
」

K
C
T
I

ジ
ン
・
ボ
ラ 

●
副
研
究
委
員

韓
国
に
お
け
る
島
観
光
の
ト
レ
ン
ド

　韓
国
の
島
観
光
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
や

地
域
固
有
の
資
源
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

島
観
光
の
活
性
化
の
課
題

　島
の
規
模
と
特
性
に
応
じ
た
観
光
戦
略
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
自
ら
産
業
を
運
営
で
き

る
「
自
立
型
」
と
、
周
辺
島
と
の
連
携
が
必

要
な
「
連
携
型
」
に
島
を
分
類
し
て
い
る
。

島
ご
と
の
訪
問
者
向
け
資
料
、
観
光
現
況
や

基
礎
資
料
等
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ

ら
の
調
査
や
政
策
機
関
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
通
じ
た
情
報
共
有
も
必
要
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
島
の
現
状
を
分
析
し
、
実
際
の
観
光

活
性
化
お
よ
び
収
益
モ
デ
ル
の
構
築
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
島
嶼
経
済
を
発
展
さ
せ
る

た
め
、
6
次
産
業
化
や
新
技
術
の
導
入
、
ス

ト
ー
リ
ー
を
備
え
た
新
規
ブ
ラ
ン
ド
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
開
発
へ
の
投
資
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
鬱
陵
島
の
ゴ
リ
ラ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は

若
年
層
を
中
心
に
反
応
が
よ
く
、
こ
の
成
功

例
か
ら
も
島
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
開
発
へ
の
投

資
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

「
沖
縄
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
」

J
T
B
F

中
島 

泰 

●
上
席
主
任
研
究
員

エイサー体験の様子

万国津梁館（カンファレンス会場）にて集合写真

ディスカッションの様子

J
T
B
F『
観
光
財
源
研
究
会
』

の
活
動
」

J
T
B
F

菅
野
正
洋 

●
上
席
主
任
研
究
員

　現
在
、
宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体

は
、
ニ
セ
コ
町
、
京
都
市
、
金
沢
市
、
長
崎

市
な
ど
日
本
各
地
に
広
が
っ
て
い
る
。ま
た
、

沖
縄
県
で
も
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
日

本
の
地
方
自
治
体
で
は
、
観
光
振
興
に
充
て

る
予
算
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
独
自

財
源
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　宿
泊
税
は
、
宿
泊
行
為
に
対
し
て
課
税
さ

れ
る
も
の
で
、
主
に
二
つ
の
課
税
方
法
が
あ

る
。
一
つ
は
宿
泊
料
金
に
関
わ
ら
ず
一
定
額

を
課
税
す
る
「
定
額
制
」、
も
う
一
つ
は
料

金
の
一
定
割
合
を
課
税
す
る
「
定
率
性
」
で

あ
る
。

事
例
紹
介

①
倶
知
安
町（
定
率
制
）
…
宿
泊
料
金
に
対

し
て
2
%
の
税
を
課
税
。
収
益
は
主
に
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
交
通
整
備
に
使
わ
れ
、

そ
の
中
で
も
特
に
地
域
D
M
O
（
観
光
地
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
）
へ
の
資
金
支
援
が
多
く

の
割
合
を
占
め
て
お
り
、
観
光
振
興
に
大
き

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

③
そ
こ
に
ホ
テ
ル
が
あ
る
こ
と
で
よ
り
良
い

地
域
が
創
り
出
せ
る
―
百
名
伽
藍
：

沖
縄
南
部
に
あ
る
ホ
テ
ル
「
百
名
伽
藍
」
で

は
、「
そ
こ
に
ホ
テ
ル
が
あ
る
こ
と
で
よ
り
良

い
地
域
が
創
り
出
せ
る
」
よ
う
に
す
る
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。
沖
縄
の
木
材
や

岩
な
ど
を
使
っ
て
建
築
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

沖
縄
の
文
化
を
観
光
客
に
伝
え
、
沖
縄
の
文

化
を
未
来
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
沖
縄
県
内
の
芸
術
を
学
ぶ
学
生
を

ホ
テ
ル
に
雇
用
し
、
文
化
を
伝
え
る
と
と
も

　2
0
2
4
年
11
月
28
日
（
木
）、
日
韓
国

際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
研
究
協
力

に
関
す
る
覚
書
（
M
O
U
）
を
結
ん
で
い
る

韓
国
文
化
観
光
研
究
院
（
以
下
、
K
C
T
I
）

と
毎
年
共
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
昨
年
締

結
（
更
新
）
さ
れ
た
M
O
U
に
お
い
て
、
新

た
に
、
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
が
追

加
さ
れ
た
た
め
、
今
回
は
初
め
て
日
本
・
沖

縄
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　当
日
は
、
両
機
関
の
代
表
挨
拶
後
、「
地

域
観
光
」
を
テ
ー
マ
に
、
両
機
関
の
研
究
員

４
名
に
よ
る
研
究
発
表
と
質
疑
応
答
を
行
い

ま
し
た
。

　本
稿
で
は
各
研
究
発
表
の
要
旨
を
中
心
に

そ
の
後
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
地
域
観
光
】

「
日
本
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る

宿
泊
税
導
入
の
現
状
と

に
、
雇
用
の
創
出
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

　こ
う
し
た
沖
縄
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

現
在
J
T
B
F
で
は
、
沖
縄
県
と
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
宣
言
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
半
年
後
に
は
沖
縄
県
が
公
式
発
表

と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
宣
言
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　主
に
行
わ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
宿
泊
税
は
宿
泊
施
設
が
宿
泊
客
か
ら
代
理

徴
収
す
る
仕
組
み
で
、
宿
泊
料
金
が
高
く
見

え
る
こ
と
や
徴
収
業
務
の
負
担
が
課
題
と
さ

れ
て
き
た
。
日
帰
り
客
へ
の
課
税
は
難
し
い

た
め
、
宿
泊
客
に
限
定
し
た
徴
収
が
さ
れ
て

い
る
。
導
入
に
伴
う
懸
念
と
し
て
、
宿
泊
客

数
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
実
際
に
は
変

化
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
を
示

し
、
理
解
を
得
た
。
多
く
の
自
治
体
は
、
宿

泊
施
設
の
業
務
負
担
を
補
償
金
と
し
て
返
金

し
て
い
る
。

4
．お
わ
り
に

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た

意
識
の
変
化

●
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る
沖
縄
県
内
の

ス
ポ
ッ
ト
と

持
続
可
能
な
観
光
へ
の
取
り
組
み

●
韓
国
に
お
け
る
高
付
加
価
値
旅
行
者

を
対
象
と
し
た
調
査
の
方
法

●
韓
国
の
島
嶼
地
域
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策

3
．質
疑
応
答
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
日
本
に
お
け
る
宿
泊
税
導
入
時
の

内
部
的
な
ト
ラ
ブ
ル
や
葛
藤
に
つ
い
て
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ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

東
京
農
業
大
学 

地
域
創
成
科
学
科 

地
域
デ
ザ
イン
学

研
究
室

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

23
回

第

町
田
怜
子（
ま
ち
だ・れ
い
こ
）

東
京
農
業
大
学
地
域
環
境
科

学
部
地
域
創
成
科
学
科
教
授

（
博
士（
造
園
学
））。2
0
0
2

年
4
月
東
京
農
業
大
学
大
学

院
造
園
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
入
学
。2
0
0
3

年
9
月
〜
2
月
ス
イ
ス
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
連
邦
工
科

大
学（
E
T
H
）ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ゲ
ス
ト
と
し
て
留

学
。2
0
0
4
年
4
月
〜
２
0
0
9
年
3
月
財
団

法
人
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
。

2
0
1
3
年
9
月
か
ら
東
京
農
業
大
学
地
域
環

境
科
学
部
造
園
科
学
科
嘱
託
助
教
。2
0
1
7
年

4
月
東
京
農
業
大
学
地
域
創
成
科
学
科
助
教
。

2
0
1
8
年
10
月
か
ら
東
京
農
業
大
学
地
域
環

境
科
学
部
地
域
創
成
科
学
科
准
教
授
。2
0
2
2

年
4
月
か
ら
現
職
。著
書
に「
探
検
！
発
見
！
わ

た
し
た
ち
の
地
域
デ
ザ
イ
ン
」（
東
京
農
大
出
版
会
、

2
0
2
4
年
）

人
と
自
然
が
共
生
す
る

豊
か
な
暮
ら
し
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

に
も
「
デ
ザ
イ
ン
」
は
存
在
し

ま
す
。
私
た
ち
は
、
地
域
の
資

源
を
見
つ
け
、
過
去
・
現
在
・

未
来
か
ら
地
域
を
見
つ
め
、
ど

の
よ
う
な
地
域
に
な
っ
た
ら
よ

い
の
か
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
地

域
に
な
る
と
よ
い
の
か
、
ど
う

す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
地
域
に
な

る
か
、
そ
の
目
標
を
考
え
、
目

標
を
皆
で
共
有
し
計
画
を
立
て

て
、
実
現
す
る
こ
と
を
「
地
域

デ
ザ
イ
ン
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
地
域
の
豊
か

な
自
然
資
源
や
優
れ
た
文
化
資

源
を
有
効
に
活
用
し
、
適
正
な

産
業
資
本
や
社
会
資
本
を
投
資

し
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
で
、

元
気
な
地
域
を
再
生
す
る
た
め

に
、
地
域
ら
し
い
生
業
を
創
成

す
る
た
め
の
地
域
振
興
、
環
境

計
画
、
交
流
連
携
、
保
全
管
理
等
に
関
す
る

実
学
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　地
域
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
室
は
、
入
江
彰
昭

教
授
（
博
士
（
造
園
学
））、
森
林
経
済
学
が

専
門
の
茂
木
も
も
子
准
教
授（
農
学
博
士（
農

学
）
博
士
）
と
私
の
3
名
で
運
営
し
て
い
ま

す
。
研
究
室
は
3
年
生
26
名
、
4
年
生
26
名
、

大
学
院
生
5
名
が
在
籍
す
る
大
所
帯
で
す
。

地
域
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
室
の
ゼ
ミ
で
は
、
各

施
策
・
白
書
の
輪
読
に
始
ま
り
、
夏
休
み
に

は
現
場
に
入
る
ゼ
ミ
合
宿
を
学
生
が
企
画
し

地
域
計
画
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

緑
地
設
計
の
演
習
、「
リ
サ
ー
チ
・
デ
ザ
イ
ン
」

（
田
村
正
紀
著

　2
0
0
6
、
白
桃
書
房
）
を

輪
読
し
た
後
、
文
献
ゼ
ミ
を
行
い
、
卒
業
論

文
に
取
り
組
み
ま
す
。
卒
業
論
文
は
主
担
当

の
教
員
が
担
当
し
ま
す
が
、
文
献
ゼ
ミ
等
や

卒
論
の
進
捗
発
表
会
は
研
究
室
全
員
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　地
域
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
室
の
研
究
フ
ィ
ー

ル
ド
は
、
福
島
県
鮫
川
村
、
群
馬
県
川
場
村
、

茨
城
県
阿
見
町
、
千
葉
県
い
す
み
市
、
熊
本

県
阿
蘇
、
山
梨
県
北
杜
市
、
山
梨
県
・
静
岡

県
富
士
山
、
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
、
石
川
県

能
登
半
島
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　研
究
テ
ー
マ
と
し
て
、
国
立
公
園
の
利
用

や
フ
ァ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
観
光
に
関
す
る
研
究
に
加
え
て
、

農
福
連
携
、
伝
統
産
業
、
有
機
農
業
、
環
境

教
育
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
な
ど
幅
広
い

テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
ま
す
。学
生
は
卒
業
後
、

環
境
省
や
農
林
水
産
水
省
な
ど
の
省
庁
、
県

庁
や
市
な
ど
の
地
方
公
務
員
、
星
野
リ
ゾ
ー

ト
や
●
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
公
園
財

団
、
鉄
道
会
社
、
地
方
銀
行
、Ｊ
Ａ
な
ど
幅

広
い
職
種
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

に
誕
生
し
ま
し
た
。
地
域
創
成
科
学
科
は
地

域
環
境
科
学
部
の
森
林
総
合
科
学
科
、
造
園

科
学
科
、
生
産
環
境
工
学
科
に
加
わ
っ
た
新

学
科
と
な
り
ま
す
。

　「地
域
創
成
科
学
科
」
は
学
科
名
に
「
創
生

（
初
め
て
創
る
）」
で
は
な
く
「
創
成
（
あ
る

も
の
を
組
み
合
わ
せ
新
し
い
も
の
を
創
り
上

げ
る
）」を
使
用
し
て
い
ま
す
。そ
の
理
由
は
、

当
学
科
が
目
指
す
地
域
づ
く
り
に
、「
地
域

が
持
つ
土
地
、
自
然
、
文
化
な
ど
を
基
盤
に
、

地
域
に
あ
る
資
源
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
直

し
、
新
し
い
価
値
を
創
出
し
た
地
域
再
生
」

と
い
う
想
い
を
込
め
ま
し
た
。

　当
学
科
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
地
域

の
資
源
を
幅
広
く
活
用
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
、
土
木
学（
農
業
土
木
・
防
災
）、

生
態
学
、
環
境
科
学
（
土
と
水
）、
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
学
、造
園
学
、観
光
学
、経
済
学
、

社
会
科
学
の
総
合
的
な
学
問
領
域
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
実
習
を
通

じ
て
学
生
と
共
に
現
場
に
足
を
運
び
、
地
域

創
成
を
多
面
的
・
多
角
的
に
思
考
で
き
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　学
年
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
ご
紹
介
す
る
と
、
1
年
前
期
の

「
地
域
交
流
実
習
」
で
は
、
地
域
を
捉
え
る

基
本
的
な
調
査
手
法
や
現
場
で
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
技
術
を
学
び
ま
す
。
続
い
て
、
1
年
の
後

期
か
ら
2
年
の
前
期
に
か
け
て
、
地
域
を
分

析
す
る
た
め
の
専
門
技
術
を
学
び
ま
す
。
具

体
的
に
は
景
観
調
査
、造
園
デ
ザ
イ
ン
基
礎
、

社
会
科
学
調
査
、
動
植
物
調
査
、
土
壌
・
水

質
調
査
、
地
形
の
分
水
嶺
調
査
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　2
年
生
か
ら
は
1
年
間
か
け
て
世
田
谷

区
内
の
農
の
風
景
育
成
地
区
を
対
象
に
、

社
会
科
学
・
自
然
科
学
の
視
点
か
ら
分
析

し
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
す
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
3
年
生
か
ら
は
、

研
究
室
に
入
室
し
卒
業
論
文
に
取
り
組
み

始
め
ま
す
。

　私
は
地
域
創
成
科
学
科
の
3
年
後
期
の
観

光
の
講
義
「
文
化
産
業
観
光
計
画
学
」
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
私
の
観
光
学
の
講
義
は
、

東
京
農
業
大
学
造
園
科
学
科
で
教
鞭
を
と
ら

れ
た
鈴
木
忠
義
先
生
の
観
光
学
を
基
盤
と
し

て
い
ま
す
。
鈴
木
忠
義
先
生
か
ら
教
え
て
い

た
だ
い
た
「
教
育
の
要
点
は
長
所
を
発
見
す

る
と
こ
ろ
で
、
欠
点
を
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
で

は
な
い
、
地
域
計
画
も
教
育
も
ど
ち
ら
も
同

じ
こ
と
だ
」は
私
の
教
育
研
究
の
原
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　私
の
講
義
は
、
鈴
木
忠
義
先
生
の
歴
史
上

の
社
会
現
象
か
ら
観
光
の
本
質
に
迫
る「
な
ぜ

人
は
旅
を
す
る
の
か
」の
問
い
か
ら
始
め
ま
す
。

　そ
の
後
、
観
光
施
策
と
具
体
的
な
観
光
事

例
を
紹
介
し
な
が
ら
観
光
学
の
学
び
を
深
め

ま
す
。
国
立
公
園
の
事
例
で
は
阿
蘇
や
富
士

山
、
屋
久
島
。
農
山
村
の
事
例
で
は
九
州
黒

川
温
泉
、
山
梨
県
北
杜
市
の
山
を
守
る
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
「
ス
リ
ー
ピ
ー
ク
ス

八
ヶ
岳
ト
レ
イ
ル
」、
群
馬
県
川
場
村
、
世

界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
伊
豆
の
わ
さ
び

田
、
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
そ
し
て
、
都
市
観
光
の
事
例
を
学
生

　東
京
農
業
大
学
は
1
8
9
1
（
明
治
24
）

年
に
創
設
さ
れ
、
東
京
都
世
田
谷
と
神
奈
川

県
厚
木
、
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
3
キ
ャ
ン

パ
ス
に
6
学
部
23
学
科
が
あ
り
ま
す
。

　東
京
農
業
大
学
の
教
育
は
、
建
学
の
祖
で

あ
る
榎
本
武
揚
先
生
の
唱
え
た
「
セ
オ
リ
ー

（
理
論
）
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
実
践
）
に
よ
る

で
観
光
の
教
育
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
私
が
所
属
す
る
地
域
創
成
科
学
科
に
加

え
て
、
造
園
科
学
科
、
国
際
食
料
情
報
学
部

（
国
際
農
業
開
発
学
科
、
食
料
環
境
経
済
学

科
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
、
国
際
食
農
科

学
科
）、
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る

自
然
資
源
経
営
学
科
、
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
農

学
部
で
も
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
の
研
究
室
で
は
学
内
で
の
観
光
を

通
じ
た
研
究
交
流
も
行
っ
て
お
り
、
2
0
2
4

年
は
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
鈴
村
源
太
郎
教

授
に
、
新
潟
県
妙
高
を
対
象
に
し
た
「
教
育

旅
行
」
や
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
特
別

ゼ
ミ
を
し
て
い
た
だ
き
、
本
研
究
室
の
ゼ
ミ

合
宿
が
実
現
し
た
。

　私
が
所
属
す
る
東
京
農
業
大
学
地
域
環
境

科
学
部
地
域
創
成
科
学
科
は
、「
地
域
づ
く

り
の
担
い
手
育
成
」
を
目
指
し
2
0
1
7
年

　私
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
つ
は
学
生
時

代
か
ら
続
く
熊
本
県
阿
蘇
の
草
原
で
す
。
阿

蘇
の
草
原
は
野
焼
き
、
放
牧
・
採
草
、
輪
地

切
り
（
防
火
帯
）
な
ど
一
連
の
人
の
営
み
で
維

持
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
2
0
2
4
年

に
国
立
公
園
指
定
90
周
年
を
迎
え
た
歴
史
の

あ
る
国
立
公
園
で
す
。
本
稿
で
は
学
生
と
共

に
取
り
組
ん
だ
最
近
の
阿
蘇
の
研
究
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

　阿
蘇
を
卒
業
論
文
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
学

生
は
、
阿
蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
開
催
の
講

習
会
に
参
加
し
て
野
焼
き
を
体
験
し
現
状
を

学
び
ま
す
。
そ
し
て
、
草
原
の
伝
統
的
な
管

理
を
継
承
す
る
た
め
、
新
た
な
草
原
利
用
の

価
値
を
創
出
し
、
草
原
の
恵
み
を
持
続
的
に

享
受
で
き
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
阿
蘇
に
関
す
る
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
と
し
て
、「
風
景
地
保
護
協
定
制
度

に
対
す
る
認
識
と
課
題
〜
阿
蘇
国
立
公
園
を

事
例
と
し
て
「
阿
蘇
の
神
楽
文
化
の
継
承
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
2
0
2
1
）」
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　2
0
2
2
年
か
ら
は
、「
草
原
ラ
イ
ド
」

と
呼
ば
れ
る
阿
蘇
の
草
原
内
を
電
動
ア
シ
ス

ト
付
き
自
転
車
（e-b

ike

）
で
め
ぐ
る
草
原

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
関
す
る
研
究
も
始
め
て

い
ま
す
。
草
原
ラ
イ
ド
に
着
目
し
て
い
る
理

由
と
し
て
、①
草
原
ラ
イ
ド
が
野
焼
き
で
重

要
な
輪
地
切
（
防
火
帯
）
さ
れ
た
場
所
な
ど

を
コ
ー
ス
と
し
て
利
用
し
て
い
る
点
、②
通

常
立
ち
入
れ
な
い
牧
野
内
を
草
原
ガ
イ
ド
と

共
に
楽
し
め
る
点
、③
草
原
ラ
イ
ド
の
参
加

料
の
一
部
は
牧
野
組
合
に
納
付
さ
れ
る
点
で

す
。
つ
ま
り
、
草
原
ラ
イ
ド
は
草
原
の
維
持

管
理
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
つ
な
が
る
新
し

い
草
原
活
用
で
あ
り
、
従
来
の
車
で
楽
し
む

草
原
観
光
に
比
べ
て
自
分
の
足
で
草
原
を
満

喫
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

写真1：ゼミ合宿　妙高市グリーンツーリズム推進協議会で①妙高
市グリーンツーリズム協議会の教育旅行の展開、②鳥獣害被害対
策についての特別講義を受講し、学生が事業の提案をしている様子

写真2：多摩丘陵での1年後期の景観調査の様子

　私
た
ち
の
研
究
室
は
地
域
デ
ザ
イ
ン
学
研

究
室
と
い
う
名
称
で
、
研
究
室
名
に
「
デ
ザ

イ
ン
」
が
付
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
素
敵

な
建
築
を
見
た
と
き
な
ど
に
「
良
い
デ
ザ
イ

ン
だ
ね
！
」
と
話
し
た
り
し
ま
す
が
、
地
域

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
も
言
え
ま
す
。
こ
の
草
原
ラ

イ
ド
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
、
世
界
的
に

評
価
さ
れ
持
続
可
能
な
観
光
地
の
国
際
的
な

認
証
団
体
で
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
・
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
か
ら
「
世
界
の
持
続
可
能

な
観
光
地
1
0
0
選
」に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　学
生
と
の
研
究
で
は
「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国

立
公
園
の
二
次
的
草
原
を
活
用
し
た
地
元
観

光
ガ
イ
ド
の
現
状
と
課
題
（
2
0
2
2
）」、

「
牧
野
道
を
活
用
し
た
草
原
ラ
イ
ド
参
加
者

の
草
原
保
全
の
意
識
に
関
す
る
研
究

（
2
0
2
3
）」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
私
た
ち
の
研
究
で
は
、
観
光
客
が
草
原

ラ
イ
ド
で
草
原
の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と
に

よ
り
、
野
焼
き
、
採
草
、
畜
産
等
の
草
原
と

人
と
の
か
か
わ
り
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
、

そ
し
て
、
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
野
焼
き
、

輪
地
切
等
の
草
原
保
全
活
動
の
新
た
な
担
い

手
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
草
原
保
全
の
新
た
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
目
指
し
て
、
ト
ヨ
タ
研
究
財
団
か

ら
助
成
を
い
た
だ
き
、「
半
自
然
草
地
の
保

全
に
む
け
た
炭
素
主
流
化
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
創
出
温
帯
域
最
大
の
野
焼
き
草

地
・
阿
蘇
で
の
検
証
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

東
京
農
業
大
学
の
土
壌
学
加
藤
拓
教
授
、
森

林
生
態
学
今
井
伸
夫
教
授
、
植
生
学
の
山
田

晋
教
授
、
環
境
情
報
学
下
嶋
聖
准
教
授
、
茂

木
も
も
子
准
教
授
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
カ
ー
ボ
ン
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
に
、

自
然
資
源
管
理
と
安
全
管
理
の
認
識
か
ら

「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
に
お
け
る
牧
野

組
合
の
野
焼
き
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
入

要
因
（
2
0
2
3
）」
を
調
査
し
、
地
域
や
野

焼
き
に
関
わ
る
人
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
還
元
す

る
仕
組
み
の
構
築
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　私
の
卒
業
論
文
、
修
士
論
文
の
教
育
研
究

は
、
す
べ
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
・
信

頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
実
施
で
き
て
い
ま

す
。
学
生
は
卒
業
論
文
や
修
士
論
文
を
通
じ

て
、
論
理
思
考
力
や
学
術
的
知
見
を
習
得
し

地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
き
ま
す
が
、
学

生
は
「
こ
の
地
域
の
た
め
に
自
分
の
研
究
を

頑
張
る
ぞ
！
」
と
い
う
使
命
感
を
研
究
の
や

る
気
ス
イ
ッ
チ
に
し
て
い
ま
す
。
研
究
を
通

じ
て
地
域
の
現
状
と
向
き
合
い
、
様
々
な
現

場
の
声
を
聞
き
、
デ
ー
タ
と
向
き
合
い
、
地

域
に
進
捗
報
告
繰
り
返
し
な
が
ら
研
究
論
文

を
作
り
上
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
学

生
は
地
域
へ
の
深
い
感
謝
の
気
持
ち
と
共
に

大
き
く
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　私
は
研
究
を
通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
学
生
を
育
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
学
生

が
成
長
し
て
大
学
で
の
学
び
や
地
域
で
の
出

会
い
を
誇
り
に
、
自
信
を
も
っ
て
社
会
に
飛

び
立
っ
て
く
れ
る
姿
を
見
る
と
き
が
、
一
番

の
幸
せ
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

　地
域
デ
ザ
イ
ン
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
自
分

た
ち
で
目
標
を
決
め
て
自
分
た
ち
の
手
で
未

来
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
す
。
そ
の
中

で
、
特
に
風
景
や
観
光
に
関
し
て
は
「
ど
ん

な
地
域
に
な
り
た
い
の
か
?
」「
ど
ん
な
人

と
一
緒
に
地
域
を
創
っ
て
い
き
た
い
の

か
?
」と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
・
ビ
ジ
ョ

ン
を
立
場
の
異
な
る
人
と
も
共
感
し
や
す

く
、地
域
デ
ザ
イ
ン
の
目
標
像
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
と
一
緒
に
、
地
域
と
共
に

創
り
上
げ
て
い
く
観
光
「
環
境
・
社
会
・
経

済
の
調
和
を
保
ち
地
域
全
体
を
豊
か
に
す
る

観
光
」
を
目
指
し
て
教
育
研
究
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
鈴
木
忠
義

先
生
の
思
考
の
枠
組
み
、
地
域
づ
く
り
の
構

造
を
も
と
に
、
学
生
が
重
ね
の
理
論
で
観
光

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
単
位
取
得
の
課
題

と
な
り
ま
す
。

　加
え
て
、
学
生
に
は
観
光
現
場
の
声
を
直

接
学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
石
川

県
里
山
振
興
室
の
「
里
山
里
海
ビ
ジ
ネ
ス
人

材
発
掘
出
前
授
業
」
と
連
携
し
た
講
義
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
係

る
石
川
県
の
取
り
組
み
、
移
住
・
観
光
の
実

践
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
内
容
、
学
生
と
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
講

義
で
は
東
京
農
業
大
学
卒
業
生
で
「
里
山
ま

る
ご
と
ホ
テ
ル
」
の
代
表
、
現
在
は
「
の
と
復

耕
ラ
ボ
」
代
表
の
山
本
亮
さ
ん
に
特
別
講
義

を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
石

川
県
は
2
0
2
4
年
1
月
1
日
に
能
登
地
震

が
発
生
し
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
石

川
県
と
本
講
義
で
つ
な
が
っ
て
い
た
学
生
達

は
、
震
災
後
す
ぐ
に
能
登
復
興
支
援
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
の
重
要
性
」
や
、
初
代
学
長
横
井
時
敬

先
生
の
「
稲
の
こ
と
は
稲
に
聞
け
、
農
業
の

こ
と
は
農
民
に
聞
け
」
の
教
育
理
念
に
あ
る

よ
う
に
、
豊
富
な
現
場
で
の
実
践
・
実
習
教

育
が
特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　観
光
に
目
を
向
け
て
い
る
と
、
観
光
は
地

域
を
支
え
る
産
業
の
一
つ
で
あ
り
、近
年「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
呼
ば
れ
る「
地

球
と
地
域
の
持
続
可
能
性
に
配
慮
す
る
観

光
」
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

　東
京
農
業
大
学
で
も
多
様
な
学
部
・
学
科

1
．東
京
農
業
大
学
と

観
光

2
．地
域
創
成
科
学
科
で

地
域
を
学
ぶ

3
．鈴
木
忠
義
先
生
の

観
光
学
を
も
と
に
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ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

東
京
農
業
大
学 

地
域
創
成
科
学
科 

地
域
デ
ザ
イン
学

研
究
室

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

23
回

第

町
田
怜
子（
ま
ち
だ・れ
い
こ
）

東
京
農
業
大
学
地
域
環
境
科

学
部
地
域
創
成
科
学
科
教
授

（
博
士（
造
園
学
））。2
0
0
2

年
4
月
東
京
農
業
大
学
大
学

院
造
園
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
入
学
。2
0
0
3

年
9
月
〜
2
月
ス
イ
ス
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
連
邦
工
科

大
学（
E
T
H
）ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ゲ
ス
ト
と
し
て
留

学
。2
0
0
4
年
4
月
〜
２
0
0
9
年
3
月
財
団

法
人
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
。

2
0
1
3
年
9
月
か
ら
東
京
農
業
大
学
地
域
環

境
科
学
部
造
園
科
学
科
嘱
託
助
教
。2
0
1
7
年

4
月
東
京
農
業
大
学
地
域
創
成
科
学
科
助
教
。

2
0
1
8
年
10
月
か
ら
東
京
農
業
大
学
地
域
環

境
科
学
部
地
域
創
成
科
学
科
准
教
授
。2
0
2
2

年
4
月
か
ら
現
職
。著
書
に「
探
検
！
発
見
！
わ

た
し
た
ち
の
地
域
デ
ザ
イ
ン
」（
東
京
農
大
出
版
会
、

2
0
2
4
年
）

人
と
自
然
が
共
生
す
る

豊
か
な
暮
ら
し
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

に
も
「
デ
ザ
イ
ン
」
は
存
在
し

ま
す
。
私
た
ち
は
、
地
域
の
資

源
を
見
つ
け
、
過
去
・
現
在
・

未
来
か
ら
地
域
を
見
つ
め
、
ど

の
よ
う
な
地
域
に
な
っ
た
ら
よ

い
の
か
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
地

域
に
な
る
と
よ
い
の
か
、
ど
う

す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
地
域
に
な

る
か
、
そ
の
目
標
を
考
え
、
目

標
を
皆
で
共
有
し
計
画
を
立
て

て
、
実
現
す
る
こ
と
を
「
地
域

デ
ザ
イ
ン
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
地
域
の
豊
か

な
自
然
資
源
や
優
れ
た
文
化
資

源
を
有
効
に
活
用
し
、
適
正
な

産
業
資
本
や
社
会
資
本
を
投
資

し
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
で
、

元
気
な
地
域
を
再
生
す
る
た
め

に
、
地
域
ら
し
い
生
業
を
創
成

す
る
た
め
の
地
域
振
興
、
環
境

計
画
、
交
流
連
携
、
保
全
管
理
等
に
関
す
る

実
学
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　地
域
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
室
は
、
入
江
彰
昭

教
授
（
博
士
（
造
園
学
））、
森
林
経
済
学
が

専
門
の
茂
木
も
も
子
准
教
授（
農
学
博
士（
農

学
）
博
士
）
と
私
の
3
名
で
運
営
し
て
い
ま

す
。
研
究
室
は
3
年
生
26
名
、
4
年
生
26
名
、

大
学
院
生
5
名
が
在
籍
す
る
大
所
帯
で
す
。

地
域
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
室
の
ゼ
ミ
で
は
、
各

施
策
・
白
書
の
輪
読
に
始
ま
り
、
夏
休
み
に

は
現
場
に
入
る
ゼ
ミ
合
宿
を
学
生
が
企
画
し

地
域
計
画
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

緑
地
設
計
の
演
習
、「
リ
サ
ー
チ
・
デ
ザ
イ
ン
」

（
田
村
正
紀
著

　2
0
0
6
、
白
桃
書
房
）
を

輪
読
し
た
後
、
文
献
ゼ
ミ
を
行
い
、
卒
業
論

文
に
取
り
組
み
ま
す
。
卒
業
論
文
は
主
担
当

の
教
員
が
担
当
し
ま
す
が
、
文
献
ゼ
ミ
等
や

卒
論
の
進
捗
発
表
会
は
研
究
室
全
員
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　地
域
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
室
の
研
究
フ
ィ
ー

ル
ド
は
、
福
島
県
鮫
川
村
、
群
馬
県
川
場
村
、

茨
城
県
阿
見
町
、
千
葉
県
い
す
み
市
、
熊
本

県
阿
蘇
、
山
梨
県
北
杜
市
、
山
梨
県
・
静
岡

県
富
士
山
、
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
、
石
川
県

能
登
半
島
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　研
究
テ
ー
マ
と
し
て
、
国
立
公
園
の
利
用

や
フ
ァ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
観
光
に
関
す
る
研
究
に
加
え
て
、

農
福
連
携
、
伝
統
産
業
、
有
機
農
業
、
環
境

教
育
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
な
ど
幅
広
い

テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
ま
す
。学
生
は
卒
業
後
、

環
境
省
や
農
林
水
産
水
省
な
ど
の
省
庁
、
県

庁
や
市
な
ど
の
地
方
公
務
員
、
星
野
リ
ゾ
ー

ト
や
総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
公
園
財

団
、
鉄
道
会
社
、
地
方
銀
行
、Ｊ
Ａ
な
ど
幅

広
い
職
種
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

に
誕
生
し
ま
し
た
。
地
域
創
成
科
学
科
は
地

域
環
境
科
学
部
の
森
林
総
合
科
学
科
、
造
園

科
学
科
、
生
産
環
境
工
学
科
に
加
わ
っ
た
新

学
科
と
な
り
ま
す
。

　「地
域
創
成
科
学
科
」
は
学
科
名
に
「
創
生

（
初
め
て
創
る
）」
で
は
な
く
「
創
成
（
あ
る

も
の
を
組
み
合
わ
せ
新
し
い
も
の
を
創
り
上

げ
る
）」を
使
用
し
て
い
ま
す
。そ
の
理
由
は
、

当
学
科
が
目
指
す
地
域
づ
く
り
に
、「
地
域

が
持
つ
土
地
、
自
然
、
文
化
な
ど
を
基
盤
に
、

地
域
に
あ
る
資
源
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
直

し
、
新
し
い
価
値
を
創
出
し
た
地
域
再
生
」

と
い
う
想
い
を
込
め
ま
し
た
。

　当
学
科
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
地
域

の
資
源
を
幅
広
く
活
用
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
、
土
木
学（
農
業
土
木
・
防
災
）、

生
態
学
、
環
境
科
学
（
土
と
水
）、
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
学
、造
園
学
、観
光
学
、経
済
学
、

社
会
科
学
の
総
合
的
な
学
問
領
域
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
実
習
を
通

じ
て
学
生
と
共
に
現
場
に
足
を
運
び
、
地
域

創
成
を
多
面
的
・
多
角
的
に
思
考
で
き
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　学
年
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
ご
紹
介
す
る
と
、
1
年
前
期
の

「
地
域
交
流
実
習
」
で
は
、
地
域
を
捉
え
る

基
本
的
な
調
査
手
法
や
現
場
で
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
技
術
を
学
び
ま
す
。
続
い
て
、
1
年
の
後

期
か
ら
2
年
の
前
期
に
か
け
て
、
地
域
を
分

析
す
る
た
め
の
専
門
技
術
を
学
び
ま
す
。
具

体
的
に
は
景
観
調
査
、造
園
デ
ザ
イ
ン
基
礎
、

社
会
科
学
調
査
、
動
植
物
調
査
、
土
壌
・
水

質
調
査
、
地
形
の
分
水
嶺
調
査
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　2
年
生
か
ら
は
1
年
間
か
け
て
世
田
谷

区
内
の
農
の
風
景
育
成
地
区
を
対
象
に
、

社
会
科
学
・
自
然
科
学
の
視
点
か
ら
分
析

し
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
す
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
3
年
生
か
ら
は
、

研
究
室
に
入
室
し
卒
業
論
文
に
取
り
組
み

始
め
ま
す
。

　私
は
地
域
創
成
科
学
科
の
3
年
後
期
の
観

光
の
講
義
「
文
化
産
業
観
光
計
画
学
」
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
私
の
観
光
学
の
講
義
は
、

東
京
農
業
大
学
造
園
科
学
科
で
教
鞭
を
と
ら

れ
た
鈴
木
忠
義
先
生
の
観
光
学
を
基
盤
と
し

て
い
ま
す
。
鈴
木
忠
義
先
生
か
ら
教
え
て
い

た
だ
い
た
「
教
育
の
要
点
は
長
所
を
発
見
す

る
と
こ
ろ
で
、
欠
点
を
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
で

は
な
い
、
地
域
計
画
も
教
育
も
ど
ち
ら
も
同

じ
こ
と
だ
」は
私
の
教
育
研
究
の
原
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　私
の
講
義
は
、
鈴
木
忠
義
先
生
の
歴
史
上

の
社
会
現
象
か
ら
観
光
の
本
質
に
迫
る「
な
ぜ

人
は
旅
を
す
る
の
か
」の
問
い
か
ら
始
め
ま
す
。

　そ
の
後
、
観
光
施
策
と
具
体
的
な
観
光
事

例
を
紹
介
し
な
が
ら
観
光
学
の
学
び
を
深
め

ま
す
。
国
立
公
園
の
事
例
で
は
阿
蘇
や
富
士

山
、
屋
久
島
。
農
山
村
の
事
例
で
は
九
州
黒

川
温
泉
、
山
梨
県
北
杜
市
の
山
を
守
る
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
「
ス
リ
ー
ピ
ー
ク
ス

八
ヶ
岳
ト
レ
イ
ル
」、
群
馬
県
川
場
村
、
世

界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
伊
豆
の
わ
さ
び

田
、
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
そ
し
て
、
都
市
観
光
の
事
例
を
学
生

　東
京
農
業
大
学
は
1
8
9
1
（
明
治
24
）

年
に
創
設
さ
れ
、
東
京
都
世
田
谷
と
神
奈
川

県
厚
木
、
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
3
キ
ャ
ン

パ
ス
に
6
学
部
23
学
科
が
あ
り
ま
す
。

　東
京
農
業
大
学
の
教
育
は
、
建
学
の
祖
で

あ
る
榎
本
武
揚
先
生
の
唱
え
た
「
セ
オ
リ
ー

（
理
論
）
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
実
践
）
に
よ
る

で
観
光
の
教
育
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
私
が
所
属
す
る
地
域
創
成
科
学
科
に
加

え
て
、
造
園
科
学
科
、
国
際
食
料
情
報
学
部

（
国
際
農
業
開
発
学
科
、
食
料
環
境
経
済
学

科
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
、
国
際
食
農
科

学
科
）、
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る

自
然
資
源
経
営
学
科
、
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
農

学
部
で
も
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
の
研
究
室
で
は
学
内
で
の
観
光
を

通
じ
た
研
究
交
流
も
行
っ
て
お
り
、
2
0
2
4

年
は
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
鈴
村
源
太
郎
教

授
に
、
新
潟
県
妙
高
を
対
象
に
し
た
「
教
育

旅
行
」
や
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
特
別

ゼ
ミ
を
し
て
い
た
だ
き
、
本
研
究
室
の
ゼ
ミ

合
宿
が
実
現
し
た
。

　私
が
所
属
す
る
東
京
農
業
大
学
地
域
環
境

科
学
部
地
域
創
成
科
学
科
は
、「
地
域
づ
く

り
の
担
い
手
育
成
」
を
目
指
し
2
0
1
7
年

　私
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
つ
は
学
生
時

代
か
ら
続
く
熊
本
県
阿
蘇
の
草
原
で
す
。
阿

蘇
の
草
原
は
野
焼
き
、
放
牧
・
採
草
、
輪
地

切
り
（
防
火
帯
）
な
ど
一
連
の
人
の
営
み
で
維

持
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
2
0
2
4
年

に
国
立
公
園
指
定
90
周
年
を
迎
え
た
歴
史
の

あ
る
国
立
公
園
で
す
。
本
稿
で
は
学
生
と
共

に
取
り
組
ん
だ
最
近
の
阿
蘇
の
研
究
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

　阿
蘇
を
卒
業
論
文
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
学

生
は
、
阿
蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
開
催
の
講

習
会
に
参
加
し
て
野
焼
き
を
体
験
し
現
状
を

学
び
ま
す
。
そ
し
て
、
草
原
の
伝
統
的
な
管

理
を
継
承
す
る
た
め
、
新
た
な
草
原
利
用
の

価
値
を
創
出
し
、
草
原
の
恵
み
を
持
続
的
に

享
受
で
き
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
阿
蘇
に
関
す
る
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
と
し
て
、「
風
景
地
保
護
協
定
制
度

に
対
す
る
認
識
と
課
題
〜
阿
蘇
国
立
公
園
を

事
例
と
し
て
「
阿
蘇
の
神
楽
文
化
の
継
承
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
2
0
2
1
）」
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　2
0
2
2
年
か
ら
は
、「
草
原
ラ
イ
ド
」

と
呼
ば
れ
る
阿
蘇
の
草
原
内
を
電
動
ア
シ
ス

ト
付
き
自
転
車
（e-b

ike

）
で
め
ぐ
る
草
原

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
関
す
る
研
究
も
始
め
て

い
ま
す
。
草
原
ラ
イ
ド
に
着
目
し
て
い
る
理

由
と
し
て
、①
草
原
ラ
イ
ド
が
野
焼
き
で
重

要
な
輪
地
切
（
防
火
帯
）
さ
れ
た
場
所
な
ど

を
コ
ー
ス
と
し
て
利
用
し
て
い
る
点
、②
通

常
立
ち
入
れ
な
い
牧
野
内
を
草
原
ガ
イ
ド
と

共
に
楽
し
め
る
点
、③
草
原
ラ
イ
ド
の
参
加

料
の
一
部
は
牧
野
組
合
に
納
付
さ
れ
る
点
で

す
。
つ
ま
り
、
草
原
ラ
イ
ド
は
草
原
の
維
持

管
理
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
つ
な
が
る
新
し

い
草
原
活
用
で
あ
り
、
従
来
の
車
で
楽
し
む

草
原
観
光
に
比
べ
て
自
分
の
足
で
草
原
を
満

喫
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

写真1：ゼミ合宿　妙高市グリーンツーリズム推進協議会で①妙高
市グリーンツーリズム協議会の教育旅行の展開、②鳥獣害被害対
策についての特別講義を受講し、学生が事業の提案をしている様子

　私
た
ち
の
研
究
室
は
地
域
デ
ザ
イ
ン
学
研

究
室
と
い
う
名
称
で
、
研
究
室
名
に
「
デ
ザ

イ
ン
」
が
付
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
素
敵

な
建
築
を
見
た
と
き
な
ど
に
「
良
い
デ
ザ
イ

ン
だ
ね
！
」
と
話
し
た
り
し
ま
す
が
、
地
域

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
も
言
え
ま
す
。
こ
の
草
原
ラ

イ
ド
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
、
世
界
的
に

評
価
さ
れ
持
続
可
能
な
観
光
地
の
国
際
的
な

認
証
団
体
で
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
・
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
か
ら
「
世
界
の
持
続
可
能

な
観
光
地
1
0
0
選
」に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　学
生
と
の
研
究
で
は
「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国

立
公
園
の
二
次
的
草
原
を
活
用
し
た
地
元
観

光
ガ
イ
ド
の
現
状
と
課
題
（
2
0
2
2
）」、

「
牧
野
道
を
活
用
し
た
草
原
ラ
イ
ド
参
加
者

の
草
原
保
全
の
意
識
に
関
す
る
研
究

（
2
0
2
3
）」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
私
た
ち
の
研
究
で
は
、
観
光
客
が
草
原

ラ
イ
ド
で
草
原
の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と
に

よ
り
、
野
焼
き
、
採
草
、
畜
産
等
の
草
原
と

人
と
の
か
か
わ
り
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
、

そ
し
て
、
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
野
焼
き
、

輪
地
切
等
の
草
原
保
全
活
動
の
新
た
な
担
い

手
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
草
原
保
全
の
新
た
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
目
指
し
て
、
ト
ヨ
タ
研
究
財
団
か

ら
助
成
を
い
た
だ
き
、「
半
自
然
草
地
の
保

全
に
む
け
た
炭
素
主
流
化
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
創
出
温
帯
域
最
大
の
野
焼
き
草

地
・
阿
蘇
で
の
検
証
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

東
京
農
業
大
学
の
土
壌
学
加
藤
拓
教
授
、
森

林
生
態
学
今
井
伸
夫
教
授
、
植
生
学
の
山
田

晋
教
授
、
環
境
情
報
学
下
嶋
聖
准
教
授
、
茂

木
も
も
子
准
教
授
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
カ
ー
ボ
ン
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
に
、

自
然
資
源
管
理
と
安
全
管
理
の
認
識
か
ら

「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
に
お
け
る
牧
野

組
合
の
野
焼
き
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
入

要
因
（
2
0
2
3
）」
を
調
査
し
、
地
域
や
野

焼
き
に
関
わ
る
人
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
還
元
す

る
仕
組
み
の
構
築
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　私
の
卒
業
論
文
、
修
士
論
文
の
教
育
研
究

は
、
す
べ
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
・
信

頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
実
施
で
き
て
い
ま

す
。
学
生
は
卒
業
論
文
や
修
士
論
文
を
通
じ

て
、
論
理
思
考
力
や
学
術
的
知
見
を
習
得
し

地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
学
生

は
「
こ
の
地
域
の
た
め
に
自
分
の
研
究
を
頑

張
る
ぞ
！
」
と
い
う
使
命
感
を
研
究
の
や
る

気
ス
イ
ッ
チ
に
し
て
い
ま
す
。
研
究
を
通
じ

て
地
域
の
現
状
と
向
き
合
い
、
様
々
な
現
場

の
声
を
聞
き
、
デ
ー
タ
と
向
き
合
い
、
地
域

に
進
捗
報
告
繰
り
返
し
な
が
ら
研
究
論
文
を

作
り
上
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
学
生

は
地
域
へ
の
深
い
感
謝
の
気
持
ち
と
共
に
大

き
く
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　私
は
研
究
を
通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
学
生
を
育
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
学
生

が
成
長
し
て
大
学
で
の
学
び
や
地
域
で
の
出

会
い
を
誇
り
に
、
自
信
を
も
っ
て
社
会
に
飛

び
立
っ
て
く
れ
る
姿
を
見
る
と
き
が
、
一
番

の
幸
せ
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

　地
域
デ
ザ
イ
ン
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
自
分

た
ち
で
目
標
を
決
め
て
自
分
た
ち
の
手
で
未

来
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
す
。
そ
の
中

で
、
特
に
風
景
や
観
光
に
関
し
て
は
「
ど
ん

な
地
域
に
な
り
た
い
の
か
?
」「
ど
ん
な
人

と
一
緒
に
地
域
を
創
っ
て
い
き
た
い
の

か
?
」と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
・
ビ
ジ
ョ

ン
を
立
場
の
異
な
る
人
と
も
共
感
し
や
す

く
、地
域
デ
ザ
イ
ン
の
目
標
像
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
と
一
緒
に
、
地
域
と
共
に

創
り
上
げ
て
い
く
観
光
「
環
境
・
社
会
・
経

済
の
調
和
を
保
ち
地
域
全
体
を
豊
か
に
す
る

観
光
」
を
目
指
し
て
教
育
研
究
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
鈴
木
忠
義

先
生
の
思
考
の
枠
組
み
、
地
域
づ
く
り
の
構

造
を
も
と
に
、
学
生
が
重
ね
の
理
論
で
観
光

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
単
位
取
得
の
課
題

と
な
り
ま
す
。

　加
え
て
、
学
生
に
は
観
光
現
場
の
声
を
直

接
学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
石
川

県
里
山
振
興
室
の
「
里
山
里
海
ビ
ジ
ネ
ス
人

材
発
掘
出
前
授
業
」
と
連
携
し
た
講
義
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
係

る
石
川
県
の
取
り
組
み
、
移
住
・
観
光
の
実

践
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
内
容
、
学
生
と
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
講

義
で
は
東
京
農
業
大
学
卒
業
生
で
「
里
山
ま

る
ご
と
ホ
テ
ル
」
の
代
表
、
現
在
は
「
の
と
復

耕
ラ
ボ
」
代
表
の
山
本
亮
さ
ん
に
特
別
講
義

を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
石

川
県
は
2
0
2
4
年
1
月
1
日
に
能
登
地
震

が
発
生
し
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
石

川
県
と
本
講
義
で
つ
な
が
っ
て
い
た
学
生
達

は
、
震
災
後
す
ぐ
に
能
登
復
興
支
援
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

写真2：多摩丘陵での1年後期の景観調査の様子

教
育
の
重
要
性
」
や
、
初
代
学
長
横
井
時
敬

先
生
の
「
稲
の
こ
と
は
稲
に
聞
け
、
農
業
の

こ
と
は
農
民
に
聞
け
」
の
教
育
理
念
に
あ
る

よ
う
に
、
豊
富
な
現
場
で
の
実
践
・
実
習
教

育
が
特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　観
光
に
目
を
向
け
て
い
る
と
、
観
光
は
地

域
を
支
え
る
産
業
の
一
つ
で
あ
り
、近
年「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
呼
ば
れ
る「
地

球
と
地
域
の
持
続
可
能
性
に
配
慮
す
る
観

光
」
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

　東
京
農
業
大
学
で
も
多
様
な
学
部
・
学
科

1
．東
京
農
業
大
学
と

観
光

2
．地
域
創
成
科
学
科
で

地
域
を
学
ぶ

3
．鈴
木
忠
義
先
生
の

観
光
学
を
も
と
に
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に
も
「
デ
ザ
イ
ン
」
は
存
在
し

ま
す
。
私
た
ち
は
、
地
域
の
資

源
を
見
つ
け
、
過
去
・
現
在
・

未
来
か
ら
地
域
を
見
つ
め
、
ど

の
よ
う
な
地
域
に
な
っ
た
ら
よ

い
の
か
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
地

域
に
な
る
と
よ
い
の
か
、
ど
う

す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
地
域
に
な

る
か
、
そ
の
目
標
を
考
え
、
目

標
を
皆
で
共
有
し
計
画
を
立
て

て
、
実
現
す
る
こ
と
を
「
地
域

デ
ザ
イ
ン
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
地
域
の
豊
か

な
自
然
資
源
や
優
れ
た
文
化
資

源
を
有
効
に
活
用
し
、
適
正
な

産
業
資
本
や
社
会
資
本
を
投
資

し
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
で
、

元
気
な
地
域
を
再
生
す
る
た
め

に
、
地
域
ら
し
い
生
業
を
創
成

す
る
た
め
の
地
域
振
興
、
環
境

計
画
、
交
流
連
携
、
保
全
管
理
等
に
関
す
る

実
学
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　地
域
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
室
は
、
入
江
彰
昭

教
授
（
博
士
（
造
園
学
））、
森
林
経
済
学
が

専
門
の
茂
木
も
も
子
准
教
授（
農
学
博
士（
農

学
）
博
士
）
と
私
の
3
名
で
運
営
し
て
い
ま

す
。
研
究
室
は
3
年
生
26
名
、
4
年
生
26
名
、

大
学
院
生
5
名
が
在
籍
す
る
大
所
帯
で
す
。

地
域
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
室
の
ゼ
ミ
で
は
、
各

施
策
・
白
書
の
輪
読
に
始
ま
り
、
夏
休
み
に

は
現
場
に
入
る
ゼ
ミ
合
宿
を
学
生
が
企
画
し

地
域
計
画
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

緑
地
設
計
の
演
習
、「
リ
サ
ー
チ
・
デ
ザ
イ
ン
」

（
田
村
正
紀
著

　2
0
0
6
、
白
桃
書
房
）
を

輪
読
し
た
後
、
文
献
ゼ
ミ
を
行
い
、
卒
業
論

文
に
取
り
組
み
ま
す
。
卒
業
論
文
は
主
担
当

の
教
員
が
担
当
し
ま
す
が
、
文
献
ゼ
ミ
等
や

卒
論
の
進
捗
発
表
会
は
研
究
室
全
員
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　地
域
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
室
の
研
究
フ
ィ
ー

ル
ド
は
、
福
島
県
鮫
川
村
、
群
馬
県
川
場
村
、

茨
城
県
阿
見
町
、
千
葉
県
い
す
み
市
、
熊
本

県
阿
蘇
、
山
梨
県
北
杜
市
、
山
梨
県
・
静
岡

県
富
士
山
、
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
、
石
川
県

能
登
半
島
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　研
究
テ
ー
マ
と
し
て
、
国
立
公
園
の
利
用

や
フ
ァ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
観
光
に
関
す
る
研
究
に
加
え
て
、

農
福
連
携
、
伝
統
産
業
、
有
機
農
業
、
環
境

教
育
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
な
ど
幅
広
い

テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
ま
す
。学
生
は
卒
業
後
、

環
境
省
や
農
林
水
産
水
省
な
ど
の
省
庁
、
県

庁
や
市
な
ど
の
地
方
公
務
員
、
星
野
リ
ゾ
ー

ト
や
総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
公
園
財

団
、
鉄
道
会
社
、
地
方
銀
行
、Ｊ
Ａ
な
ど
幅

広
い
職
種
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

に
誕
生
し
ま
し
た
。
地
域
創
成
科
学
科
は
地

域
環
境
科
学
部
の
森
林
総
合
科
学
科
、
造
園

科
学
科
、
生
産
環
境
工
学
科
に
加
わ
っ
た
新

学
科
と
な
り
ま
す
。

　「地
域
創
成
科
学
科
」
は
学
科
名
に
「
創
生

（
初
め
て
創
る
）」
で
は
な
く
「
創
成
（
あ
る

も
の
を
組
み
合
わ
せ
新
し
い
も
の
を
創
り
上

げ
る
）」を
使
用
し
て
い
ま
す
。そ
の
理
由
は
、

当
学
科
が
目
指
す
地
域
づ
く
り
に
、「
地
域

が
持
つ
土
地
、
自
然
、
文
化
な
ど
を
基
盤
に
、

地
域
に
あ
る
資
源
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
直

し
、
新
し
い
価
値
を
創
出
し
た
地
域
再
生
」

と
い
う
想
い
を
込
め
ま
し
た
。

　当
学
科
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
地
域

の
資
源
を
幅
広
く
活
用
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
、
土
木
学（
農
業
土
木
・
防
災
）、

生
態
学
、
環
境
科
学
（
土
と
水
）、
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
学
、造
園
学
、観
光
学
、経
済
学
、

社
会
科
学
の
総
合
的
な
学
問
領
域
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
実
習
を
通

じ
て
学
生
と
共
に
現
場
に
足
を
運
び
、
地
域

創
成
を
多
面
的
・
多
角
的
に
思
考
で
き
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　学
年
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
ご
紹
介
す
る
と
、
1
年
前
期
の

「
地
域
交
流
実
習
」
で
は
、
地
域
を
捉
え
る

基
本
的
な
調
査
手
法
や
現
場
で
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
技
術
を
学
び
ま
す
。
続
い
て
、
1
年
の
後

期
か
ら
2
年
の
前
期
に
か
け
て
、
地
域
を
分

析
す
る
た
め
の
専
門
技
術
を
学
び
ま
す
。
具

体
的
に
は
景
観
調
査
、造
園
デ
ザ
イ
ン
基
礎
、

社
会
科
学
調
査
、
動
植
物
調
査
、
土
壌
・
水

質
調
査
、
地
形
の
分
水
嶺
調
査
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　2
年
生
か
ら
は
1
年
間
か
け
て
世
田
谷

区
内
の
農
の
風
景
育
成
地
区
を
対
象
に
、

社
会
科
学
・
自
然
科
学
の
視
点
か
ら
分
析

し
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
す
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
3
年
生
か
ら
は
、

研
究
室
に
入
室
し
卒
業
論
文
に
取
り
組
み

始
め
ま
す
。

　私
は
地
域
創
成
科
学
科
の
3
年
後
期
の
観

光
の
講
義
「
文
化
産
業
観
光
計
画
学
」
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
私
の
観
光
学
の
講
義
は
、

東
京
農
業
大
学
造
園
科
学
科
で
教
鞭
を
と
ら

れ
た
鈴
木
忠
義
先
生
の
観
光
学
を
基
盤
と
し

て
い
ま
す
。
鈴
木
忠
義
先
生
か
ら
教
え
て
い

た
だ
い
た
「
教
育
の
要
点
は
長
所
を
発
見
す

る
と
こ
ろ
で
、
欠
点
を
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
で

は
な
い
、
地
域
計
画
も
教
育
も
ど
ち
ら
も
同

じ
こ
と
だ
」は
私
の
教
育
研
究
の
原
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　私
の
講
義
は
、
鈴
木
忠
義
先
生
の
歴
史
上

の
社
会
現
象
か
ら
観
光
の
本
質
に
迫
る「
な
ぜ

人
は
旅
を
す
る
の
か
」の
問
い
か
ら
始
め
ま
す
。

　そ
の
後
、
観
光
施
策
と
具
体
的
な
観
光
事

例
を
紹
介
し
な
が
ら
観
光
学
の
学
び
を
深
め

ま
す
。
国
立
公
園
の
事
例
で
は
阿
蘇
や
富
士

山
、
屋
久
島
。
農
山
村
の
事
例
で
は
九
州
黒

川
温
泉
、
山
梨
県
北
杜
市
の
山
を
守
る
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
「
ス
リ
ー
ピ
ー
ク
ス

八
ヶ
岳
ト
レ
イ
ル
」、
群
馬
県
川
場
村
、
世

界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
伊
豆
の
わ
さ
び

田
、
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
そ
し
て
、
都
市
観
光
の
事
例
を
学
生

　東
京
農
業
大
学
は
1
8
9
1
（
明
治
24
）

年
に
創
設
さ
れ
、
東
京
都
世
田
谷
と
神
奈
川

県
厚
木
、
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
3
キ
ャ
ン

パ
ス
に
6
学
部
23
学
科
が
あ
り
ま
す
。

　東
京
農
業
大
学
の
教
育
は
、
建
学
の
祖
で

あ
る
榎
本
武
揚
先
生
の
唱
え
た
「
セ
オ
リ
ー

（
理
論
）
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
実
践
）
に
よ
る

で
観
光
の
教
育
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
私
が
所
属
す
る
地
域
創
成
科
学
科
に
加

え
て
、
造
園
科
学
科
、
国
際
食
料
情
報
学
部

（
国
際
農
業
開
発
学
科
、
食
料
環
境
経
済
学

科
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
、
国
際
食
農
科

学
科
）、
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る

自
然
資
源
経
営
学
科
、
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
農

学
部
で
も
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
の
研
究
室
で
は
学
内
で
の
観
光
を

通
じ
た
研
究
交
流
も
行
っ
て
お
り
、
2
0
2
4

年
は
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
鈴
村
源
太
郎
教

授
に
、
新
潟
県
妙
高
を
対
象
に
し
た
「
教
育

旅
行
」
や
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
特
別

ゼ
ミ
を
し
て
い
た
だ
き
、
本
研
究
室
の
ゼ
ミ

合
宿
が
実
現
し
た
。

　私
が
所
属
す
る
東
京
農
業
大
学
地
域
環
境

科
学
部
地
域
創
成
科
学
科
は
、「
地
域
づ
く

り
の
担
い
手
育
成
」
を
目
指
し
2
0
1
7
年

　私
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
つ
は
学
生
時

代
か
ら
続
く
熊
本
県
阿
蘇
の
草
原
で
す
。
阿

蘇
の
草
原
は
野
焼
き
、
放
牧
・
採
草
、
輪
地

切
り
（
防
火
帯
）
な
ど
一
連
の
人
の
営
み
で
維

持
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
2
0
2
4
年

に
国
立
公
園
指
定
90
周
年
を
迎
え
た
歴
史
の

あ
る
国
立
公
園
で
す
。
本
稿
で
は
学
生
と
共

に
取
り
組
ん
だ
最
近
の
阿
蘇
の
研
究
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

　阿
蘇
を
卒
業
論
文
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
学

生
は
、
阿
蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
開
催
の
講

習
会
に
参
加
し
て
野
焼
き
を
体
験
し
現
状
を

学
び
ま
す
。
そ
し
て
、
草
原
の
伝
統
的
な
管

理
を
継
承
す
る
た
め
、
新
た
な
草
原
利
用
の

価
値
を
創
出
し
、
草
原
の
恵
み
を
持
続
的
に

享
受
で
き
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
阿
蘇
に
関
す
る
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
と
し
て
、「
風
景
地
保
護
協
定
制
度

に
対
す
る
認
識
と
課
題
〜
阿
蘇
国
立
公
園
を

事
例
と
し
て
「
阿
蘇
の
神
楽
文
化
の
継
承
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
2
0
2
1
）」
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　2
0
2
2
年
か
ら
は
、「
草
原
ラ
イ
ド
」

と
呼
ば
れ
る
阿
蘇
の
草
原
内
を
電
動
ア
シ
ス

ト
付
き
自
転
車
（e-b

ike

）
で
め
ぐ
る
草
原

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
関
す
る
研
究
も
始
め
て

い
ま
す
。
草
原
ラ
イ
ド
に
着
目
し
て
い
る
理

由
と
し
て
、①
草
原
ラ
イ
ド
が
野
焼
き
で
重

要
な
輪
地
切
（
防
火
帯
）
さ
れ
た
場
所
な
ど

を
コ
ー
ス
と
し
て
利
用
し
て
い
る
点
、②
通

常
立
ち
入
れ
な
い
牧
野
内
を
草
原
ガ
イ
ド
と

共
に
楽
し
め
る
点
、③
草
原
ラ
イ
ド
の
参
加

料
の
一
部
は
牧
野
組
合
に
納
付
さ
れ
る
点
で

す
。
つ
ま
り
、
草
原
ラ
イ
ド
は
草
原
の
維
持

管
理
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
つ
な
が
る
新
し

い
草
原
活
用
で
あ
り
、
従
来
の
車
で
楽
し
む

草
原
観
光
に
比
べ
て
自
分
の
足
で
草
原
を
満

喫
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル写真4　草原ライドの様子

写真3：学生が主催した能登復興支援イベント　能登の今そして復興へ　地域から防災を
考える防災ワークショップの様子

　私
た
ち
の
研
究
室
は
地
域
デ
ザ
イ
ン
学
研

究
室
と
い
う
名
称
で
、
研
究
室
名
に
「
デ
ザ

イ
ン
」
が
付
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
素
敵

な
建
築
を
見
た
と
き
な
ど
に
「
良
い
デ
ザ
イ

ン
だ
ね
！
」
と
話
し
た
り
し
ま
す
が
、
地
域

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
も
言
え
ま
す
。
こ
の
草
原
ラ

イ
ド
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
、
世
界
的
に

評
価
さ
れ
持
続
可
能
な
観
光
地
の
国
際
的
な

認
証
団
体
で
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
・
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
か
ら
「
世
界
の
持
続
可
能

な
観
光
地
1
0
0
選
」に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　学
生
と
の
研
究
で
は
「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国

立
公
園
の
二
次
的
草
原
を
活
用
し
た
地
元
観

光
ガ
イ
ド
の
現
状
と
課
題
（
2
0
2
2
）」、

「
牧
野
道
を
活
用
し
た
草
原
ラ
イ
ド
参
加
者

の
草
原
保
全
の
意
識
に
関
す
る
研
究

（
2
0
2
3
）」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
私
た
ち
の
研
究
で
は
、
観
光
客
が
草
原

ラ
イ
ド
で
草
原
の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と
に

よ
り
、
野
焼
き
、
採
草
、
畜
産
等
の
草
原
と

人
と
の
か
か
わ
り
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
、

そ
し
て
、
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
野
焼
き
、

輪
地
切
等
の
草
原
保
全
活
動
の
新
た
な
担
い

手
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
草
原
保
全
の
新
た
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
目
指
し
て
、
ト
ヨ
タ
研
究
財
団
か

ら
助
成
を
い
た
だ
き
、「
半
自
然
草
地
の
保

全
に
む
け
た
炭
素
主
流
化
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
創
出
温
帯
域
最
大
の
野
焼
き
草

地
・
阿
蘇
で
の
検
証
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

東
京
農
業
大
学
の
土
壌
学
加
藤
拓
教
授
、
森

林
生
態
学
今
井
伸
夫
教
授
、
植
生
学
の
山
田

晋
教
授
、
環
境
情
報
学
下
嶋
聖
准
教
授
、
茂

木
も
も
子
准
教
授
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
カ
ー
ボ
ン
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
に
、

自
然
資
源
管
理
と
安
全
管
理
の
認
識
か
ら

「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
に
お
け
る
牧
野

組
合
の
野
焼
き
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
入

要
因
（
2
0
2
3
）」
を
調
査
し
、
地
域
や
野

焼
き
に
関
わ
る
人
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
還
元
す

る
仕
組
み
の
構
築
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　私
の
卒
業
論
文
、
修
士
論
文
の
教
育
研
究

は
、
す
べ
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
・
信

頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
実
施
で
き
て
い
ま

す
。
学
生
は
卒
業
論
文
や
修
士
論
文
を
通
じ

て
、
論
理
思
考
力
や
学
術
的
知
見
を
習
得
し

地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
学
生

は
「
こ
の
地
域
の
た
め
に
自
分
の
研
究
を
頑

張
る
ぞ
！
」
と
い
う
使
命
感
を
研
究
の
や
る

気
ス
イ
ッ
チ
に
し
て
い
ま
す
。
研
究
を
通
じ

て
地
域
の
現
状
と
向
き
合
い
、
様
々
な
現
場

の
声
を
聞
き
、
デ
ー
タ
と
向
き
合
い
、
地
域

に
進
捗
報
告
繰
り
返
し
な
が
ら
研
究
論
文
を

作
り
上
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
学
生

は
地
域
へ
の
深
い
感
謝
の
気
持
ち
と
共
に
大

き
く
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　私
は
研
究
を
通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
学
生
を
育
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
学
生

が
成
長
し
て
大
学
で
の
学
び
や
地
域
で
の
出

会
い
を
誇
り
に
、
自
信
を
も
っ
て
社
会
に
飛

び
立
っ
て
く
れ
る
姿
を
見
る
と
き
が
、
一
番

の
幸
せ
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

　地
域
デ
ザ
イ
ン
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
自
分

た
ち
で
目
標
を
決
め
て
自
分
た
ち
の
手
で
未

来
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
す
。
そ
の
中

で
、
特
に
風
景
や
観
光
に
関
し
て
は
「
ど
ん

な
地
域
に
な
り
た
い
の
か
?
」「
ど
ん
な
人

と
一
緒
に
地
域
を
創
っ
て
い
き
た
い
の

か
?
」と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
・
ビ
ジ
ョ

ン
を
立
場
の
異
な
る
人
と
も
共
感
し
や
す

く
、地
域
デ
ザ
イ
ン
の
目
標
像
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
と
一
緒
に
、
地
域
と
共
に

創
り
上
げ
て
い
く
観
光
「
環
境
・
社
会
・
経

済
の
調
和
を
保
ち
地
域
全
体
を
豊
か
に
す
る

観
光
」
を
目
指
し
て
教
育
研
究
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
鈴
木
忠
義

先
生
の
思
考
の
枠
組
み
、
地
域
づ
く
り
の
構

造
を
も
と
に
、
学
生
が
重
ね
の
理
論
で
観
光

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
単
位
取
得
の
課
題

と
な
り
ま
す
。

　加
え
て
、
学
生
に
は
観
光
現
場
の
声
を
直

接
学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
石
川

県
里
山
振
興
室
の
「
里
山
里
海
ビ
ジ
ネ
ス
人

材
発
掘
出
前
授
業
」
と
連
携
し
た
講
義
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
係

る
石
川
県
の
取
り
組
み
、
移
住
・
観
光
の
実

践
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
内
容
、
学
生
と
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
講

義
で
は
東
京
農
業
大
学
卒
業
生
で
「
里
山
ま

る
ご
と
ホ
テ
ル
」
の
代
表
、
現
在
は
「
の
と
復

耕
ラ
ボ
」
代
表
の
山
本
亮
さ
ん
に
特
別
講
義

を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
石

川
県
は
2
0
2
4
年
1
月
1
日
に
能
登
地
震

が
発
生
し
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
石

川
県
と
本
講
義
で
つ
な
が
っ
て
い
た
学
生
達

は
、
震
災
後
す
ぐ
に
能
登
復
興
支
援
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
の
重
要
性
」
や
、
初
代
学
長
横
井
時
敬

先
生
の
「
稲
の
こ
と
は
稲
に
聞
け
、
農
業
の

こ
と
は
農
民
に
聞
け
」
の
教
育
理
念
に
あ
る

よ
う
に
、
豊
富
な
現
場
で
の
実
践
・
実
習
教

育
が
特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　観
光
に
目
を
向
け
て
い
る
と
、
観
光
は
地

域
を
支
え
る
産
業
の
一
つ
で
あ
り
、近
年「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
呼
ば
れ
る「
地

球
と
地
域
の
持
続
可
能
性
に
配
慮
す
る
観

光
」
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

　東
京
農
業
大
学
で
も
多
様
な
学
部
・
学
科

5
．最
近
の
研
究
か
ら

6
．地
域
と
共
に

創
り
上
げ
て
い
く

観
光
を
目
指
し
て

4
．地
域
デ
ザ
イ
ン
学

研
究
室
の
教
育
研
究

90
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に
も
「
デ
ザ
イ
ン
」
は
存
在
し

ま
す
。
私
た
ち
は
、
地
域
の
資

源
を
見
つ
け
、
過
去
・
現
在
・

未
来
か
ら
地
域
を
見
つ
め
、
ど

の
よ
う
な
地
域
に
な
っ
た
ら
よ

い
の
か
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
地

域
に
な
る
と
よ
い
の
か
、
ど
う

す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
地
域
に
な

る
か
、
そ
の
目
標
を
考
え
、
目

標
を
皆
で
共
有
し
計
画
を
立
て

て
、
実
現
す
る
こ
と
を
「
地
域

デ
ザ
イ
ン
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、
地
域
の
豊
か

な
自
然
資
源
や
優
れ
た
文
化
資

源
を
有
効
に
活
用
し
、
適
正
な

産
業
資
本
や
社
会
資
本
を
投
資

し
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
で
、

元
気
な
地
域
を
再
生
す
る
た
め

に
、
地
域
ら
し
い
生
業
を
創
成

す
る
た
め
の
地
域
振
興
、
環
境

計
画
、
交
流
連
携
、
保
全
管
理
等
に
関
す
る

実
学
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　地
域
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
室
は
、
入
江
彰
昭

教
授
（
博
士
（
造
園
学
））、
森
林
経
済
学
が

専
門
の
茂
木
も
も
子
准
教
授（
農
学
博
士（
農

学
）
博
士
）
と
私
の
3
名
で
運
営
し
て
い
ま

す
。
研
究
室
は
3
年
生
26
名
、
4
年
生
26
名
、

大
学
院
生
5
名
が
在
籍
す
る
大
所
帯
で
す
。

地
域
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
室
の
ゼ
ミ
で
は
、
各

施
策
・
白
書
の
輪
読
に
始
ま
り
、
夏
休
み
に

は
現
場
に
入
る
ゼ
ミ
合
宿
を
学
生
が
企
画
し

地
域
計
画
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

緑
地
設
計
の
演
習
、「
リ
サ
ー
チ
・
デ
ザ
イ
ン
」

（
田
村
正
紀
著

　2
0
0
6
、
白
桃
書
房
）
を

輪
読
し
た
後
、
文
献
ゼ
ミ
を
行
い
、
卒
業
論

文
に
取
り
組
み
ま
す
。
卒
業
論
文
は
主
担
当

の
教
員
が
担
当
し
ま
す
が
、
文
献
ゼ
ミ
等
や

卒
論
の
進
捗
発
表
会
は
研
究
室
全
員
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　地
域
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
室
の
研
究
フ
ィ
ー

ル
ド
は
、
福
島
県
鮫
川
村
、
群
馬
県
川
場
村
、

茨
城
県
阿
見
町
、
千
葉
県
い
す
み
市
、
熊
本

県
阿
蘇
、
山
梨
県
北
杜
市
、
山
梨
県
・
静
岡

県
富
士
山
、
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
、
石
川
県

能
登
半
島
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　研
究
テ
ー
マ
と
し
て
、
国
立
公
園
の
利
用

や
フ
ァ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
観
光
に
関
す
る
研
究
に
加
え
て
、

農
福
連
携
、
伝
統
産
業
、
有
機
農
業
、
環
境

教
育
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
な
ど
幅
広
い

テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
ま
す
。学
生
は
卒
業
後
、

環
境
省
や
農
林
水
産
水
省
な
ど
の
省
庁
、
県

庁
や
市
な
ど
の
地
方
公
務
員
、
星
野
リ
ゾ
ー

ト
や
総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
公
園
財

団
、
鉄
道
会
社
、
地
方
銀
行
、Ｊ
Ａ
な
ど
幅

広
い
職
種
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

に
誕
生
し
ま
し
た
。
地
域
創
成
科
学
科
は
地

域
環
境
科
学
部
の
森
林
総
合
科
学
科
、
造
園

科
学
科
、
生
産
環
境
工
学
科
に
加
わ
っ
た
新

学
科
と
な
り
ま
す
。

　「地
域
創
成
科
学
科
」
は
学
科
名
に
「
創
生

（
初
め
て
創
る
）」
で
は
な
く
「
創
成
（
あ
る

も
の
を
組
み
合
わ
せ
新
し
い
も
の
を
創
り
上

げ
る
）」を
使
用
し
て
い
ま
す
。そ
の
理
由
は
、

当
学
科
が
目
指
す
地
域
づ
く
り
に
、「
地
域

が
持
つ
土
地
、
自
然
、
文
化
な
ど
を
基
盤
に
、

地
域
に
あ
る
資
源
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
直

し
、
新
し
い
価
値
を
創
出
し
た
地
域
再
生
」

と
い
う
想
い
を
込
め
ま
し
た
。

　当
学
科
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
地
域

の
資
源
を
幅
広
く
活
用
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
、
土
木
学（
農
業
土
木
・
防
災
）、

生
態
学
、
環
境
科
学
（
土
と
水
）、
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
学
、造
園
学
、観
光
学
、経
済
学
、

社
会
科
学
の
総
合
的
な
学
問
領
域
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
実
習
を
通

じ
て
学
生
と
共
に
現
場
に
足
を
運
び
、
地
域

創
成
を
多
面
的
・
多
角
的
に
思
考
で
き
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　学
年
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
ご
紹
介
す
る
と
、
1
年
前
期
の

「
地
域
交
流
実
習
」
で
は
、
地
域
を
捉
え
る

基
本
的
な
調
査
手
法
や
現
場
で
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
技
術
を
学
び
ま
す
。
続
い
て
、
1
年
の
後

期
か
ら
2
年
の
前
期
に
か
け
て
、
地
域
を
分

析
す
る
た
め
の
専
門
技
術
を
学
び
ま
す
。
具

体
的
に
は
景
観
調
査
、造
園
デ
ザ
イ
ン
基
礎
、

社
会
科
学
調
査
、
動
植
物
調
査
、
土
壌
・
水

質
調
査
、
地
形
の
分
水
嶺
調
査
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　2
年
生
か
ら
は
1
年
間
か
け
て
世
田
谷

区
内
の
農
の
風
景
育
成
地
区
を
対
象
に
、

社
会
科
学
・
自
然
科
学
の
視
点
か
ら
分
析

し
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
す
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
3
年
生
か
ら
は
、

研
究
室
に
入
室
し
卒
業
論
文
に
取
り
組
み

始
め
ま
す
。

　私
は
地
域
創
成
科
学
科
の
3
年
後
期
の
観

光
の
講
義
「
文
化
産
業
観
光
計
画
学
」
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
私
の
観
光
学
の
講
義
は
、

東
京
農
業
大
学
造
園
科
学
科
で
教
鞭
を
と
ら

れ
た
鈴
木
忠
義
先
生
の
観
光
学
を
基
盤
と
し

て
い
ま
す
。
鈴
木
忠
義
先
生
か
ら
教
え
て
い

た
だ
い
た
「
教
育
の
要
点
は
長
所
を
発
見
す

る
と
こ
ろ
で
、
欠
点
を
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
で

は
な
い
、
地
域
計
画
も
教
育
も
ど
ち
ら
も
同

じ
こ
と
だ
」は
私
の
教
育
研
究
の
原
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　私
の
講
義
は
、
鈴
木
忠
義
先
生
の
歴
史
上

の
社
会
現
象
か
ら
観
光
の
本
質
に
迫
る「
な
ぜ

人
は
旅
を
す
る
の
か
」の
問
い
か
ら
始
め
ま
す
。

　そ
の
後
、
観
光
施
策
と
具
体
的
な
観
光
事

例
を
紹
介
し
な
が
ら
観
光
学
の
学
び
を
深
め

ま
す
。
国
立
公
園
の
事
例
で
は
阿
蘇
や
富
士

山
、
屋
久
島
。
農
山
村
の
事
例
で
は
九
州
黒

川
温
泉
、
山
梨
県
北
杜
市
の
山
を
守
る
ト
レ

イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
「
ス
リ
ー
ピ
ー
ク
ス

八
ヶ
岳
ト
レ
イ
ル
」、
群
馬
県
川
場
村
、
世

界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
伊
豆
の
わ
さ
び

田
、
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
そ
し
て
、
都
市
観
光
の
事
例
を
学
生

　東
京
農
業
大
学
は
1
8
9
1
（
明
治
24
）

年
に
創
設
さ
れ
、
東
京
都
世
田
谷
と
神
奈
川

県
厚
木
、
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
3
キ
ャ
ン

パ
ス
に
6
学
部
23
学
科
が
あ
り
ま
す
。

　東
京
農
業
大
学
の
教
育
は
、
建
学
の
祖
で

あ
る
榎
本
武
揚
先
生
の
唱
え
た
「
セ
オ
リ
ー

（
理
論
）
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
実
践
）
に
よ
る

で
観
光
の
教
育
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
私
が
所
属
す
る
地
域
創
成
科
学
科
に
加

え
て
、
造
園
科
学
科
、
国
際
食
料
情
報
学
部

（
国
際
農
業
開
発
学
科
、
食
料
環
境
経
済
学

科
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
、
国
際
食
農
科

学
科
）、
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る

自
然
資
源
経
営
学
科
、
厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
農

学
部
で
も
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
の
研
究
室
で
は
学
内
で
の
観
光
を

通
じ
た
研
究
交
流
も
行
っ
て
お
り
、
2
0
2
4

年
は
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
鈴
村
源
太
郎
教

授
に
、
新
潟
県
妙
高
を
対
象
に
し
た
「
教
育

旅
行
」
や
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
特
別

ゼ
ミ
を
し
て
い
た
だ
き
、
本
研
究
室
の
ゼ
ミ

合
宿
が
実
現
し
た
。

　私
が
所
属
す
る
東
京
農
業
大
学
地
域
環
境

科
学
部
地
域
創
成
科
学
科
は
、「
地
域
づ
く

り
の
担
い
手
育
成
」
を
目
指
し
2
0
1
7
年

　私
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
つ
は
学
生
時

代
か
ら
続
く
熊
本
県
阿
蘇
の
草
原
で
す
。
阿

蘇
の
草
原
は
野
焼
き
、
放
牧
・
採
草
、
輪
地

切
り
（
防
火
帯
）
な
ど
一
連
の
人
の
営
み
で
維

持
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
2
0
2
4
年

に
国
立
公
園
指
定
90
周
年
を
迎
え
た
歴
史
の

あ
る
国
立
公
園
で
す
。
本
稿
で
は
学
生
と
共

に
取
り
組
ん
だ
最
近
の
阿
蘇
の
研
究
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

　阿
蘇
を
卒
業
論
文
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
学

生
は
、
阿
蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
開
催
の
講

習
会
に
参
加
し
て
野
焼
き
を
体
験
し
現
状
を

学
び
ま
す
。
そ
し
て
、
草
原
の
伝
統
的
な
管

理
を
継
承
す
る
た
め
、
新
た
な
草
原
利
用
の

価
値
を
創
出
し
、
草
原
の
恵
み
を
持
続
的
に

享
受
で
き
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
阿
蘇
に
関
す
る
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
と
し
て
、「
風
景
地
保
護
協
定
制
度

に
対
す
る
認
識
と
課
題
〜
阿
蘇
国
立
公
園
を

事
例
と
し
て
「
阿
蘇
の
神
楽
文
化
の
継
承
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
2
0
2
1
）」
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　2
0
2
2
年
か
ら
は
、「
草
原
ラ
イ
ド
」

と
呼
ば
れ
る
阿
蘇
の
草
原
内
を
電
動
ア
シ
ス

ト
付
き
自
転
車
（e-b

ike

）
で
め
ぐ
る
草
原

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
関
す
る
研
究
も
始
め
て

い
ま
す
。
草
原
ラ
イ
ド
に
着
目
し
て
い
る
理

由
と
し
て
、①
草
原
ラ
イ
ド
が
野
焼
き
で
重

要
な
輪
地
切
（
防
火
帯
）
さ
れ
た
場
所
な
ど

を
コ
ー
ス
と
し
て
利
用
し
て
い
る
点
、②
通

常
立
ち
入
れ
な
い
牧
野
内
を
草
原
ガ
イ
ド
と

共
に
楽
し
め
る
点
、③
草
原
ラ
イ
ド
の
参
加

料
の
一
部
は
牧
野
組
合
に
納
付
さ
れ
る
点
で

す
。
つ
ま
り
、
草
原
ラ
イ
ド
は
草
原
の
維
持

管
理
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
つ
な
が
る
新
し

い
草
原
活
用
で
あ
り
、
従
来
の
車
で
楽
し
む

草
原
観
光
に
比
べ
て
自
分
の
足
で
草
原
を
満

喫
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル写真4　草原ライドの様子

写真3：学生が主催した能登復興支援イベント　能登の今そして復興へ　地域から防災を
考える防災ワークショップの様子

　私
た
ち
の
研
究
室
は
地
域
デ
ザ
イ
ン
学
研

究
室
と
い
う
名
称
で
、
研
究
室
名
に
「
デ
ザ

イ
ン
」
が
付
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
素
敵

な
建
築
を
見
た
と
き
な
ど
に
「
良
い
デ
ザ
イ

ン
だ
ね
！
」
と
話
し
た
り
し
ま
す
が
、
地
域

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
も
言
え
ま
す
。
こ
の
草
原
ラ

イ
ド
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は
、
世
界
的
に

評
価
さ
れ
持
続
可
能
な
観
光
地
の
国
際
的
な

認
証
団
体
で
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
・
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
か
ら
「
世
界
の
持
続
可
能

な
観
光
地
1
0
0
選
」に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　学
生
と
の
研
究
で
は
「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国

立
公
園
の
二
次
的
草
原
を
活
用
し
た
地
元
観

光
ガ
イ
ド
の
現
状
と
課
題
（
2
0
2
2
）」、

「
牧
野
道
を
活
用
し
た
草
原
ラ
イ
ド
参
加
者

の
草
原
保
全
の
意
識
に
関
す
る
研
究

（
2
0
2
3
）」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
私
た
ち
の
研
究
で
は
、
観
光
客
が
草
原

ラ
イ
ド
で
草
原
の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と
に

よ
り
、
野
焼
き
、
採
草
、
畜
産
等
の
草
原
と

人
と
の
か
か
わ
り
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
、

そ
し
て
、
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
野
焼
き
、

輪
地
切
等
の
草
原
保
全
活
動
の
新
た
な
担
い

手
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
草
原
保
全
の
新
た
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
目
指
し
て
、
ト
ヨ
タ
研
究
財
団
か

ら
助
成
を
い
た
だ
き
、「
半
自
然
草
地
の
保

全
に
む
け
た
炭
素
主
流
化
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン

オ
フ
セ
ッ
ト
創
出
温
帯
域
最
大
の
野
焼
き
草

地
・
阿
蘇
で
の
検
証
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

東
京
農
業
大
学
の
土
壌
学
加
藤
拓
教
授
、
森

林
生
態
学
今
井
伸
夫
教
授
、
植
生
学
の
山
田

晋
教
授
、
環
境
情
報
学
下
嶋
聖
准
教
授
、
茂

木
も
も
子
准
教
授
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
カ
ー
ボ
ン
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
に
、

自
然
資
源
管
理
と
安
全
管
理
の
認
識
か
ら

「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
に
お
け
る
牧
野

組
合
の
野
焼
き
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
入

要
因
（
2
0
2
3
）」
を
調
査
し
、
地
域
や
野

焼
き
に
関
わ
る
人
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
還
元
す

る
仕
組
み
の
構
築
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　私
の
卒
業
論
文
、
修
士
論
文
の
教
育
研
究

は
、
す
べ
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
・
信

頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
実
施
で
き
て
い
ま

す
。
学
生
は
卒
業
論
文
や
修
士
論
文
を
通
じ

て
、
論
理
思
考
力
や
学
術
的
知
見
を
習
得
し

地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
学
生

は
「
こ
の
地
域
の
た
め
に
自
分
の
研
究
を
頑

張
る
ぞ
！
」
と
い
う
使
命
感
を
研
究
の
や
る

気
ス
イ
ッ
チ
に
し
て
い
ま
す
。
研
究
を
通
じ

て
地
域
の
現
状
と
向
き
合
い
、
様
々
な
現
場

の
声
を
聞
き
、
デ
ー
タ
と
向
き
合
い
、
地
域

に
進
捗
報
告
繰
り
返
し
な
が
ら
研
究
論
文
を

作
り
上
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
学
生

は
地
域
へ
の
深
い
感
謝
の
気
持
ち
と
共
に
大

き
く
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　私
は
研
究
を
通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
学
生
を
育
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
学
生

が
成
長
し
て
大
学
で
の
学
び
や
地
域
で
の
出

会
い
を
誇
り
に
、
自
信
を
も
っ
て
社
会
に
飛

び
立
っ
て
く
れ
る
姿
を
見
る
と
き
が
、
一
番

の
幸
せ
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

　地
域
デ
ザ
イ
ン
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
自
分

た
ち
で
目
標
を
決
め
て
自
分
た
ち
の
手
で
未

来
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
す
。
そ
の
中

で
、
特
に
風
景
や
観
光
に
関
し
て
は
「
ど
ん

な
地
域
に
な
り
た
い
の
か
?
」「
ど
ん
な
人

と
一
緒
に
地
域
を
創
っ
て
い
き
た
い
の

か
?
」と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
・
ビ
ジ
ョ

ン
を
立
場
の
異
な
る
人
と
も
共
感
し
や
す

く
、地
域
デ
ザ
イ
ン
の
目
標
像
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
と
一
緒
に
、
地
域
と
共
に

創
り
上
げ
て
い
く
観
光
「
環
境
・
社
会
・
経

済
の
調
和
を
保
ち
地
域
全
体
を
豊
か
に
す
る

観
光
」
を
目
指
し
て
教
育
研
究
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
鈴
木
忠
義

先
生
の
思
考
の
枠
組
み
、
地
域
づ
く
り
の
構

造
を
も
と
に
、
学
生
が
重
ね
の
理
論
で
観
光

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
単
位
取
得
の
課
題

と
な
り
ま
す
。

　加
え
て
、
学
生
に
は
観
光
現
場
の
声
を
直

接
学
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
、
石
川

県
里
山
振
興
室
の
「
里
山
里
海
ビ
ジ
ネ
ス
人

材
発
掘
出
前
授
業
」
と
連
携
し
た
講
義
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
係

る
石
川
県
の
取
り
組
み
、
移
住
・
観
光
の
実

践
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
内
容
、
学
生
と
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
講

義
で
は
東
京
農
業
大
学
卒
業
生
で
「
里
山
ま

る
ご
と
ホ
テ
ル
」
の
代
表
、
現
在
は
「
の
と
復

耕
ラ
ボ
」
代
表
の
山
本
亮
さ
ん
に
特
別
講
義

を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
石

川
県
は
2
0
2
4
年
1
月
1
日
に
能
登
地
震

が
発
生
し
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
石

川
県
と
本
講
義
で
つ
な
が
っ
て
い
た
学
生
達

は
、
震
災
後
す
ぐ
に
能
登
復
興
支
援
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
の
重
要
性
」
や
、
初
代
学
長
横
井
時
敬

先
生
の
「
稲
の
こ
と
は
稲
に
聞
け
、
農
業
の

こ
と
は
農
民
に
聞
け
」
の
教
育
理
念
に
あ
る

よ
う
に
、
豊
富
な
現
場
で
の
実
践
・
実
習
教

育
が
特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　観
光
に
目
を
向
け
て
い
る
と
、
観
光
は
地

域
を
支
え
る
産
業
の
一
つ
で
あ
り
、近
年「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
呼
ば
れ
る「
地

球
と
地
域
の
持
続
可
能
性
に
配
慮
す
る
観

光
」
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

　東
京
農
業
大
学
で
も
多
様
な
学
部
・
学
科

5
．最
近
の
研
究
か
ら

6
．地
域
と
共
に

創
り
上
げ
て
い
く

観
光
を
目
指
し
て

4
．地
域
デ
ザ
イ
ン
学

研
究
室
の
教
育
研
究
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※本書はすでに絶版になっております。当財団が運営する「旅の図書館」にて所蔵

　
原
書
は
、
も
う
32
年
も
前
に
米
国

で
出
版
さ
れ
た
本
だ
。
米
国
の
国
立

公
園
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
「
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ
ー
」
の
考
え
方
や
技
術

を
一
般
の
人
で
も
使
え
る
よ
う
に
、

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
先
生
た
ち

が
ま
と
め
た
本
だ
。
そ
の
2
年
後
に

環
境
庁
（
当
時
）
と
興
亜
火
災
海
上

保
険
株
式
会
社
の
協
力
を
得
て
日
本

で
の
出
版
が
実
現
し
た
。
私
は
環
境

庁
、
保
険
会
社
、
出
版
社
、
翻
訳
者
、

日
本
語
版
監
修
者
を
つ
な
ぐ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
役
を
担
っ
た
。

　
初
版
（
4
0
0
0
冊
）
の
約
半
分

は
全
国
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
自

然
学
校
等
に
贈
ら
れ
た
。
表
紙
は
ク

マ
さ
ん
が
自
然
を
教
え
る
（
日
本
語

版
独
自
の
）ユ
ー
モ
ラ
ス
な
絵
だ
が
、

内
容
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
よ

う
な
専
門
書
だ
。
初
版
を
売
り
切
る

の
が
精
一
杯
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た

が
、
2
0
0
8
年
の
第
9
刷
ま
で
刷

を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
で
に

絶
版
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
古
書
店

か
図
書
館
で
出
合
え
る
だ
ろ
う
。

　
観
光
に
関
わ
る
皆
さ
ん
も
イ
ン

タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
機
能
）
あ

る
い
は
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
（
人
）

と
い
う
呼
び
名
を
、
最
近
目
に
す
る

こ
と
が
増
え
て
き
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。一
度
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を

検
索
し
て
み
て
ほ
し
い
。
十
数
年
前

は
検
索
結
果
の
多
く
が
「
通
訳
・
解

釈
」
と
い
う
本
来
の
意
味
に
つ
い
て

だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
殆
ど
の
検
索

結
果
が
「
自
然
や
歴
史
・
文
化
の
魅

力
や
価
値
を
紹
介
し
、
地
域
と
来
訪

者
を
結
び
つ
け
る
活
動
」
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
驚
く
。

　
30
年
前
の
こ
の
本
を
見
返
し
て
み

る
と
、
当
時
と
今
と
で
変
わ
っ
て
い

る
と
こ
ろ
と
、
変
わ
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
フ
ィ

ル
ム
の
ス
ラ
イ
ド
を
並
べ
な
が
ら
、

ス
ト
ー
リ
ー
を
作
っ
て
ゆ
く
ス
ラ
イ

ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
組
み
立
て
方
な
ど

は
、
デ
ジ
カ
メ
し
か
知
ら
な
い
今
の

若
い
世
代
に
は
全
く
理
解
不
可
能
だ

ろ
う
。
一
方
ト
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

考
え
方
・
組
み
立
て
方
や
、
様
々
な

道
具
類
（
衣
装
、
人
形
、
生
き
て
い

る
動
物
）
を
使
う
手
法
な
ど
は
今
で

も
使
え
る
も
の
ば
か
り
だ
。

　
こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
が
「
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ
ー
入
門
」
で
は
な
い
こ

と
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
イ
ン

タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
人
に
よ

る
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
＝
P
）
も
の
と
、
人

に
よ
ら
な
い
（
ノ
ン
パ
ー
ソ
ナ
ル
＝

N
P
）
も
の
と
が
あ
る
。
P
の
代
表

は
ガ
イ
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、
N
P

の
代
表
的
な
も
の
は
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

わたしの１冊
34回第

『インター
プリテーション
入門
～自然解説

技術ハンドブック』
キャサリーン・レニエ/
マイケル・グロス/
ロン・ジマーマン・著
　1994年・小学館

川
嶋 

直（
か
わ
し
ま・た
だ
し
）

公
益
社
団
法
人
日
本
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
席
研
究
員（
前
理
事
長
）。日
本

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会・自
然
体
験
活
動
推
進
協
議
会
理
事
。早
稲
田

大
学
社
会
科
学
部
卒
業
後
、1
9
8
0
年
山
梨
県
高
根
町（
現：北
杜
市
）清
里

の
キ
ー
プ
協
会
に
入
り「
自
然
体
験
型
環
境
教
育
事
業
」を
組
織
内
で
起
業
し
、

以
降
環
境
省
な
ど
と
人
材
育
成
事
業
に
あ
た
っ
て
き
た
。最
近
で
は
各
地
の「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
全
体
計
画
」の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
設
計
・
進
行
を
行
っ
て
い
る
。川
嶋
直
事
務
所
H
P

（https://kaw
ashim

atadashi.info

）

タ
ー
な
ど
で
の
展
示
、
遊
歩
道
沿
い

の
野
外
解
説
板
、
セ
ル
フ
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
用
の
マ
ッ
プ
、
W
E
B
で
の
情

報
提
供
な
ど
だ
。
2
0
2
4
年
は
環

境
省
が
全
国
の
国
立
公
園
で
「
イ
ン

タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
全
体
計
画
」

の
整
備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。

N
P
も
含
め
、
そ
の
地
域
で
ど
ん
な

価
値
や
魅
力
を
お
客
様
に
伝
え
る
か

の
基
礎
に
な
る
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
だ
。

　
日
本
語
版
は
原
書
の
翻
訳
部
分

に
、
書
き
加
え
た
部
分
が
相
当
あ
る
。

象
徴
的
な
の
は
「
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
の
ナ
ッ
プ
ザ
ッ
ク
」
と
い
う
十

数
ペ
ー
ジ
だ
。
原
書
で
は
わ
ず
か
4

ペ
ー
ジ
に
自
然
系
66
個
、
歴
史
・
文

化
系
74
個
の
小
道
具
が
（
文
章
だ
け

で
）
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
日
本
語
版

を
作
る
時
に
自
然
系
66
個
の
小
道
具

に
つ
い
て
は
そ
の
殆
ど
に
イ
ラ
ス
ト

を
添
え
た
。

　
ま
た
「
米
国
の
国
立
公
園
で
は
レ

ン
ジ
ャ
ー
（
含
む
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
）
と
出
会
う
機
会
が
多
い
の
に
、

我
が
国
の
国
立
公
園
で
な
か
な
か
レ

ン
ジ
ャ
ー
と
出
会
わ
な
い
の
は
な
ぜ

な
の
か
」
と
い
う
疑
問
が
読
者
に
生

ま
れ
る
か
と
思
い
、
こ
の
翻
訳
出
版

の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
環
境

庁
（
当
時
）
の
奥
田
直
久
さ
ん
（
現
：

バ
ヌ
ア
ツ
大
使
）
に
、
日
米
の
国
立

公
園
行
政
の
違
い
に
つ
い
て
書
い
て

い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
日
本
の
イ
ン

タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
礎
を
築
い

た
小
林
毅
さ
ん
（
2
0
1
3
年
没
）

に
は
、
日
本
語
版
解
説
の
冒
頭
を
執

筆
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
全
国
の
観
光
地
で
活
躍
す
る
自
然

系
の
ガ
イ
ド
に
留
ま
ら
ず
、
歴
史
・

文
化
系
の
ガ
イ
ド
に
も
大
い
に
役
立

つ
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手

法
が
、
1
7
5
枚
の
写
真
と
と
も
に

語
ら
れ
て
い
る
。
全
国
の
ガ
イ
ド
の

皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
い
た
だ

き
た
い
本
だ
。

　
こ
の
本
の
改
訂
版
と
も
言
え
る
本

が
2
0
1
5
年
に
米
国
で
出
版
さ

れ
、
2
0
2
3
年
よ
う
や
く
日
本
で

も
翻
訳
本
が
出
版
さ
れ
た
。『
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ
ー
ズ
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

〜
意
味
の
探
求
を
促
す
ガ
イ
ド
の
技

術
』（
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ウ
ト
ド
ア
）。

ま
た
米
国
で
著
名
な
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
者
で
あ
る
サ

ム
・
ハ
ム
著
の『
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
〜
意
図
的
に
「
違
い
」
を
生
み

出
す
ガ
イ
ド
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
術
』（
山
口
書
店
）
も
一

昨
年
相
次
い
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。

川
嶋 

直

公
益
社
団
法
人

日
本
環
境
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム

主
席
研
究
員

92
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公益財団法人日本交通公社
および

「旅の図書館」
への

アクセス

〒107-0062
東京都港区南青山二丁目7番29号 日本交通公社ビル
東京メトロ銀座線、半蔵門線、都営大江戸線
「青山一丁目」5番出口から徒歩3分
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　レストラン『NARISAWA』の前の公開空地を通り抜けると
　正面左側が日本交通公社ビルです。
●外苑東通りからお越しの方…コンビニエンスストア『ポプラ』の角を西に曲がり、
　2つめの交差点を越え、約10m先左側が日本交通公社ビルです。
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NARISAWA

楽天クリムゾン
ハウス青山

ポプラ

赤坂御用地

外
苑
東通り

外
苑
東
通
り

世
界
中
で
観
光
が
力
強
い
動
き
を
見
せ
る
中
、昨
年
度
に

続
き
2
0
2
4
年
9
〜
10
月
に
当
財
団
研
究
員
に
よ
る

海
外
視
察
を
実
施
し
た
。今
年
度
の
視
察
先
は
①
ハ
ワ
イ

（
オ
ア
フ
島
・ハ
ワ
イ
島
）、②
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア（
シ
ド
ニ
ー・

ブ
リ
ス
ベン・ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
・キ
ャ
ン
ベ
ラ
）、ニュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド（
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
）、③
オ
ラ
ン
ダ（
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
）、イ
タ
リ
ア（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
）の
3
方
面
。そ
れ
ぞ

れ
の
観
光
地
に
赴
き
多
面
的
に
視
察
し
た
結
果
を
今
号

で
は
共
有
し
つ
つ
、観
光
が
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
持
っ
て
展
開

し
て
い
く
方
向
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2
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視座

暗中模索を続ける
世界の観光地
山田雄一（JTBF）

ハワイ‐パン
デ
ミック
を
経
て

中
島 

泰
／
蛯
澤
俊
典
／
柿
島
あ
か
ね
／
山
本
奏
音（
J
T
B
F
）

オ
ースト
ラ
リ
ア・

ニュージ
ー
ラン
ド

に
お
け
る

観
光
地

マ
ネ
ジメン
ト

川
村
竜
之
介

後
藤
伸
一

岩
野
温
子

菅
野
正
洋（
J
T
B
F
）

オ
ーバー

ツ
ー
リズム
と

向
き
合
う

欧
州
都
市
の

観
光
地

マ
ネジメン
ト

〜
アムステルダム
と

ヴェネ
ツィア 

〜

五
木
田
玲
子
／
後
藤
健
太
郎

江
﨑
貴
昭
／
那
須 

將（
J
T
B
F
）

特
集

観
光
研
究
成
果
の

海
外
発
信
を

促
進
す
る
た
め
に

〜
体
験
的
アドバイス
〜

大
江
靖
雄（
東
京
農
業
大
学
）

「
能
登・輪
島
の
現
場
か
ら
」

〜「
輪
島
温
泉
八
汐
」

谷
口
正
和
専
務
講
演
よ
り
〜

巻
頭
言

特
集
1

特
集
2

特
集
3

活動報告
「
第
34
回

旅
行
動
向

シン
ポ
ジ
ウム
」を
開
催

「
日
韓
国
際
観
光

カンファレンス

2
0
2
4
」を
開
催

観
光
を
学
ぶ

と
い
う
こ
と
…
第
23
回

東
京
農
業
大
学
地
域
創
成
科
学
科 

地
域
デ
ザイン
学
研
究
室

町
田
怜
子（
東
京
農
業
大
学
）

わ
た
し
の
1
冊
…
第
34
回

『
インタ
ープリ
テ
ーション

入
門
〜
自
然
解
説
技
術ハン
ド
ブック
』

川
嶋 

直（
日
本
環
境
教
育
フォ
ー
ラム
）

連載

世
界
の
観
光

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

2
0
2
4

〜
ハ
ワ
イ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

オ
ラ
ン
ダ
・
イ
タ
リ
ア
の

視
察
を
通
し
て
〜

世
界
の
観
光

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

2
0
2
4

〜
ハ
ワ
イ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

オ
ラ
ン
ダ
・
イ
タ
リ
ア
の

視
察
を
通
し
て
〜

February
2025

【
特
集
】世
界
の
観
光
ダイ
ナ
ミズム
２
０
２
４

February 2025

号

機
関
誌

2
6
4

機関誌

機関誌

2642
6
4

264

Tourism Culture

2
2
2
2
22
2
22
2

22
2
22
2
22
2

2

2
2
2
2
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2
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2
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2
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2
22
2

2

再 校再 校 DIC.600 / 




